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茂
著
『
近
現
代
日
本
の
法
華
運
動
』
を
読
む 

…
笠
井　

正
弘
… 382

日
本
に
お
け
る

エ
ホ
バ
の
証
人
を
め
ぐ
る
新
聞
報
道
の
分
析 

…
…
山
口　

瑞
穂
… 383

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
「
憩
の
家
」
事
情
部
と

聖
地
「
ぢ
ば
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
深
谷　

耕
治
… 384

ぢ
ば
と
〝
聖
地
〞 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
堀
内
み
ど
り
… 385

『
三
縁
事
』
に
お
け
る
心
理
的
展
開 

…
…
…
…
…
…
…
太
田　

俊
明
… 386

第
十
二
部
会

日
本
植
民
地
時
代
に
お
け
る

台
湾
の
宗
教
調
査
と
宗
教
政
策 
…
…
…
…
…
…
…
李　
　

争
融
… 388

神
社
神
道
に
よ
る
地
域
活
動
の
諸
相 
…
…
…
…
…
…
冬
月　
　

律
… 389

人
神
信
仰
の
多
様
性 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
劉　
　

建
華
… 390

柳
田
国
男
と
社
会
科
に
関
し
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
冨
田　

信
隆
… 391

奄
美
沖
縄
の
一
身
二
霊
魂
観
念
に
つ
い
て 

…
…
…
…
加
藤　

正
春
… 392

沖
縄
の
梵
字
碑
と
石
敢
當 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木　

一
馨
… 394

柳
田
國
男
「
人
を
神
に
祀
る
風
習
」
か
ら
考
え
る

戦
死
者
祭
祀 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
由
谷　

裕
哉
… 395

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム 

…
…
…
…
…
…
…
…
近
藤
喜
重
郎
… 396

武
州
御
岳
山
の
宿
坊
に
お
け
る
女
性
家
族
の
役
割 

…
髙
田　
　

彩
… 397

仏
教
婦
人
会
を
基
盤
と
し
た

ビ
ハ
ー
ラ
活
動
が
持
つ
意
義 

…
…
…
…
…
…
…
…
猪
瀬　

優
理
… 399

日
本
人
最
初
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
と

そ
の
研
究
活
動
・
業
績
に
つ
い
て
調
査
研
究 

…
阿
里
木
托
和
提
… 400

地
域
社
会
創
生
の
場
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解 

…
小
村　

明
子
… 401
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懇
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懇
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…
…
…
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明
… 443

ギ
ー
ス
の
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状
と
展
望
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
井
野
瀬
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惠
… 444

日
本
宗
教
学
会
に
お
け
る
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女
共
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画
を
め
ぐ
る
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状 
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瀬
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け
る
喪
失
と

ブ
ッ
ダ
入
滅
後
の
仏
教 

…
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文
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澤
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・
大
御
嶽
》
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六
カ
ッ
ト
と

ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
佐
々
木
秀
憲
… 425

第
十
四
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会
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ヤ
司
祭 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
村　
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夫
… 427

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る

ヨ
ル
バ
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義
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向 
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上　

大
介
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の
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論
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…
…
…
佐
藤　
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子
… 429
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ス
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在 
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…
…
…
村
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雄
… 430

メ
デ
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け
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応 

…
…
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髙　

絢
子
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シ
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と
イ
ラ
ン 
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…
…
…
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…
…
…
…
香
月　

法
子
… 432
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に
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け
る
「
信
仰
ツ
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…
…
…
…
佐
島　
　

隆
… 434
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代
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か
ら
み
た
宗
教
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究 

…
…
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弘
… 435
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路
等
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共
用
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持
に
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社
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地
の
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題 

…
山
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宗
教
師
と
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う
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…
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… 437

東
日
本
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震
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の
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憶
を
め
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る
仏
教
者
の
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割 

…
金
沢　
　

豊
… 438

相
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真
宗
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院
に
見
る
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災
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年 

…
…
…
…
…
…
…
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手
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… 440
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…
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喜
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… 441
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ヒ
ト
と
宗
教

提
題
者

木
越　
　

康
（
大
谷
大
学
学
長
）

講
演
者

松
沢　

哲
郎
（
京
都
大
学
高
等
研
究
院
特
別
教
授
）

鷲
田　

清
一
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
学
長
・
大
谷
大
学
客
員
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ

門
脇　
　

健
（
大
谷
大
学
教
授
）

開
催
日　

二
〇
一
八
年
九
月
七
日
（
金
）

会　

場　

大
谷
大
学　

京
都
／
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス　

講
堂
棟　

講
堂

開
催
校
共
催
企
画

趣
旨

　

遠
い
過
去
か
ら
、
常
に
人
類
と
共
に
あ
り
続
け
て
き
た
「
な
に
が
し
か

の
も
の
」
を
私
た
ち
は
「
宗
教
」
と
呼
び
、
研
究
の
対
象
と
し
て
き
ま
し

た
。
畏
れ
や
祈
り
、
信
仰
や
哲
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
表
現
さ
れ
て

き
た
そ
れ
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
登
壇
者
二
名
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
一
名

が
、
通
常
は
、
人
類
が
有
す
る
特
徴
の
一
つ
と
し
て
見
な
さ
れ
る
「
宗

教
」
の
意
味
の
広
が
り
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
際

に
は
、「
人
類
が
も
つ
宗
教
」
と
い
う
枠
組
み
そ
の
も
の
も
再
考
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
死
者
を
悼
む
こ
と
や
超
越
的
な
も
の
へ
の
祈
り

な
ど
を
ど
の
よ
う
に
し
て
人
類
が
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
哲
学
と
霊
長
類
学
の
立
場
か
ら
「
ヒ
ト
と
宗
教
」

の
関
係
を
問
い
、
宗
教
学
の
立
場
か
ら
そ
の
議
論
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
つ

つ
、
宗
教
研
究
に
新
し
い
視
座
を
加
え
る
こ
と
を
試
み
ま
す
。

（
第
七
七
回
学
術
大
会
実
行
委
員
会
）

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
参
与
観
察
を
進
め
て
き
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
の
認
知
機
能
・
言
語
能
力
の
研
究
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
二
〇
〇
〇
年
に
ア
イ
に
息
子
ア
ユ
ム
が
生
ま
れ
て
、
親
子
の
関
係
、

子
ど
も
の
心
の
発
達
な
ど
研
究
視
野
を
広
げ
て
い
る
。

【
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
モ
ニ
タ
ー
上
に
ラ
ン
ダ
ム
に
出
て
く
る
１

か
ら
９

の

数
字
を
順
番
に
指
で
押
し
て
ゆ
く
。
次
に
は
そ
の
数
字
が
一
瞬
で
消
え
て

し
ま
い
数
字
の
あ
っ
た
場
所
に
白
い
四
角
形
だ
け
が
残
る
。
し
か
し
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
は
正
確
に
順
番
通
り
に
そ
の
四
角
形
を
押
す
こ
と
が
で
き

る
。】

　

最
初
の
実
験
か
ら
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
序
数
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
次
の
実
験
は
記
憶
を
調
べ
た
も
の
だ
。
一
瞬
で
消
え
た
数
字
の

痕
跡
を
順
番
通
り
辿
る
こ
と
は
人
間
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
人
間
に
は
な

い
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
独
自
の
優
れ
た
記
憶
を
発
見
し
た
。

　

比
較
認
知
科
学
は
、
野
外
観
察
と
参
与
観
察
の
両
方
か
ら
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
の
全
体
を
研
究
す
る
と
い
う
世
界
に
例
の
な
い
研
究
ス
タ
イ
ル
を
第
一

の
特
徴
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
領
域
に
ま
た
が
る
具
体
的
な
観

察
に
基
づ
き
な
が
ら
モ
ノ
と
し
て
の
実
体
の
な
い
心
を
研
究
対
象
に
す
る

と
い
う
こ
と
が
第
二
の
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
約
五
〇
〇
万
年
前
に
共

通
祖
先
を
も
ち
、
ゲ
ノ
ム
で
も
九
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
同
じ
で
あ
る
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
と
人
間
の
比
較
を
通
し
て
人
間
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が

第
三
の
特
徴
と
な
る
。
現
在
、
比
較
認
知
科
学
は
、
比
較
の
対
象
を
チ
ン

パ
ン
ジ
ー
か
ら
さ
ら
に
ほ
か
の
動
物
へ
と
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
人
間

の
心
の
た
ど
っ
た
歴
史
の
再
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
よ
る
死
児
の
世
話
」
に
話
を
進
め
る
こ
と
で
、
死

を
悼
む
心
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
一
九
九
二
年
一
月
、
ボ
ッ
ソ
ウ
の
森

死
を
悼
む
心
の
進
化

│
│ 

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
よ
る
死
児
の
世
話 

│
│

松
沢
　
哲
郎

（
松
沢
哲
郎
先
生
の
基
調
講
演
お
よ
び
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ス
ラ
イ

ド
・
ビ
デ
オ
の
上
映
を
主
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
以
下
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
門
脇
が
、【　

】
内
で
上
映
内
容
を
紹
介
し
つ
つ
松
沢
先
生
の

発
言
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。）

　
「
比
較
認
知
科
学
」
と
呼
ぶ
私
の
学
問
は
、
野
外
観
察
と
参
与
観
察
か

ら
な
る
。
ま
ず
野
外
観
察
と
は
、
西
ア
フ
リ
カ
、
ギ
ニ
ア
の
ボ
ッ
ソ
ウ
の

森
に
住
む
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
群
れ
を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

【
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
種
を
台
石
に
の
せ
て
左
手
に
持
っ
た
ハ
ン
マ
ー
石
で
割

っ
て
食
べ
る
中
年
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
女
性
。
そ
の
傍
ら
の
三
歳
半
の
女

の
子
は
う
ま
く
割
れ
な
い
。
お
母
さ
ん
に
近
づ
い
て
そ
の
種
割
り
の
様
子

を
熱
心
に
の
ぞ
き
込
み
、
再
び
種
割
り
に
挑
戦
す
る
。】

　

こ
の
よ
う
な
野
生
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
観
察
か
ら
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で

は
利
き
手
が
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
ま

た
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
大
人
は
習
得
し
て
い
る
技
術
を
子
ど
も
に
決
し
て

教
え
な
い
。
人
間
の
よ
う
に
親
が
手
を
添
え
て
教
え
る
こ
と
が
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
子
ど
も
は
大
人
の
す
る
こ
と
を
の
ぞ
き
込
み
、
見
習
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
発
見
さ
れ
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
「
教
え
な
い
教
育
・
見

習
う
学
習
」
に
よ
っ
て
種
割
り
の
文
化
が
こ
の
群
れ
に
伝
承
さ
れ
て
い

る
。

　

一
方
、
愛
知
県
犬
山
市
の
京
大
霊
長
類
研
究
所
で
は
、
一
九
七
七
年
一

一
月
一
〇
日
に
出
会
っ
た
ア
イ
と
い
う
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
共
に
「
ア
イ
・
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う
立
ち
上
が
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
母
親
に
担
ぎ
上
げ
ら
れ
る
と
か
ろ
う

じ
て
し
が
み
つ
い
て
い
る
。
母
親
の
背
中
で
じ
っ
と
目
を
見
開
い
て
観
察

者
の
方
を
見
つ
め
る
。
こ
れ
が
生
前
の
ジ
ョ
ク
ロ
の
最
後
の
姿
で
あ
る
。

　

二
日
後
の
一
月
二
五
日
、
ナ
ッ
ツ
割
り
に
出
て
き
た
母
親
ジ
レ
の
背
に

は
動
か
な
い
ジ
ョ
ク
ロ
が
背
負
わ
れ
て
い
る
。
双
眼
鏡
で
腹
部
を
観
察
し

て
も
呼
吸
の
上
下
運
動
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
母
親
は
ジ
ョ
ク
ロ
の
手
首

を
肩
と
首
の
あ
い
だ
に
は
さ
ん
で
生
前
と
同
じ
よ
う
に
背
負
っ
て
い
る
。

一
月
二
七
日
、
ジ
ョ
ク
ロ
の
腹
は
膨
れ
上
が
り
皮
膚
は
ず
る
ず
る
と
む
け

て
激
し
い
臭
気
を
放
っ
て
い
る
。
母
親
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
、
ジ
ョ
ク

ロ
を
仰
向
け
で
背
負
っ
て
い
る
。
翌
日
、
母
親
は
遺
体
を
仰
向
け
で
、
さ

ら
に
上
下
逆
さ
ま
に
足
を
も
っ
て
背
中
に
担
い
で
い
る
。

　

そ
の
翌
日
の
死
後
四
日
目
、
膨
れ
て
い
た
腹
部
は
平
た
く
な
る
。
こ
の

日
か
ら
母
親
は
再
び
ジ
ョ
ク
ロ
を
生
前
と
同
じ
く
頭
を
上
に
し
て
う
つ
伏

せ
で
背
中
に
担
ぐ
。
男
性
の
第
一
位
で
、
父
親
と
思
わ
れ
る
テ
ュ
ア
や
ほ

か
の
仲
間
も
、
激
し
い
臭
気
の
中
で
ジ
ョ
ク
ロ
を
覗
き
込
む
。
母
親
は
蠅

を
追
い
な
が
ら
遺
体
に
わ
く
蛆
を
と
っ
て
い
る
。
死
後
九
日
目
、
仲
間
同

士
の
喧
嘩
の
と
き
、
ジ
レ
は
遺
体
を
し
っ
か
り
と
首
と
肩
に
は
さ
ん
で
樹

上
に
逃
げ
る
。
二
月
九
日
死
後
十
五
日
目
、
遺
体
は
完
全
に
ミ
イ
ラ
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
ジ
レ
は
ど
こ
へ
行
く
に
も
ミ
イ
ラ
化
し
た
ジ
ョ
ク
ロ
を

手
放
さ
な
い
ば
か
り
か
、
生
前
と
同
じ
よ
う
に
毛
づ
く
ろ
い
を
す
る
。
六

歳
の
男
の
子
が
ま
る
で
生
き
て
い
る
ジ
ョ
ク
ロ
と
遊
ぶ
よ
う
に
ジ
ョ
ク
ロ

の
ミ
イ
ラ
を
樹
上
か
ら
落
と
す
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
す
。
ジ
レ
は
そ
れ

を
見
守
っ
て
い
る
。
授
乳
が
途
絶
え
た
た
め
ジ
レ
に
は
生
理
周
期
が
戻
っ

て
き
た
。
死
後
二
一
日
目
、
ジ
レ
の
お
尻
が
ピ
ン
ク
色
に
腫
れ
あ
が
り
排

卵
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
誘
う
男
性
を
ジ
レ
は
無
視
し
て
ジ
ョ
ク
ロ

で
ジ
ョ
ク
ロ
と
い
う
二
歳
半
の
女
の
子
が
亡
く
な
っ
て
行
く
場
面
に
遭
遇

し
撮
影
す
る
機
会
を
得
た
。
ジ
ョ
ク
ロ
の
死
ぬ
ま
で
の
一
六
日
間
、
死
ん

で
か
ら
の
二
七
日
間
を
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
そ
れ
を
一
九
分
間
の
作
品
に
編

集
し
た
。

【
一
月
八
日
、
ジ
レ
と
い
う
女
性
が
娘
の
ジ
ョ
ク
ロ
を
背
負
っ
て
森
の
奥

か
ら
出
て
く
る
。
一
月
一
〇
日
、
母
親
の
ジ
レ
は
い
つ
も
の
通
り
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
の
種
割
り
を
す
る
。
ジ
ョ
ク
ロ
は
風
邪
で
も
ひ
い
た
の
か
鼻
水
を
垂

ら
し
て
元
気
が
な
い
。
母
親
の
ジ
レ
が
ジ
ョ
ク
ロ
の
額
に
ま
る
で
熱
で
も

測
る
よ
う
に
手
を
当
て
る
。
一
月
一
二
日
、
ジ
ョ
ク
ロ
は
母
親
に
し
が
み

つ
い
て
お
っ
ぱ
い
を
飲
ん
で
い
る
。
一
月
一
三
日
、
ジ
ョ
ク
ロ
は
歩
い
て

は
い
る
が
、
下
半
身
の
毛
並
み
が
荒
れ
て
明
ら
か
に
健
康
を
損
な
っ
て
い

る
の
が
分
か
る
。
母
親
に
エ
サ
を
も
ら
お
う
と
も
せ
ず
た
だ
座
っ
て
い

る
。
一
月
一
六
日
、
ジ
ョ
ク
ロ
は
動
こ
う
と
し
な
い
。
七
歳
半
の
姉
の
ジ

ャ
が
遊
び
を
仕
掛
け
る
が
応
じ
よ
う
と
し
な
い
。
そ
の
姉
の
ジ
ャ
が
、
直

径
一
〇
セ
ン
チ
長
さ
五
〇
セ
ン
チ
く
ら
い
の
棒
を
も
っ
て
枝
か
ら
枝
へ
と

移
動
す
る
。
母
親
の
ジ
レ
が
ジ
ョ
ク
ロ
を
抱
え
て
樹
上
を
移
動
す
る
の
を

真
似
し
て
い
る
の
か
。
木
の
棒
は
人
形
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
月
一
八
日
、
風
邪
を
確
認
し
て
か
ら
十
日
目
。
ジ
ョ
ク
ロ
が
、
何
も

食
べ
ず
母
親
ジ
レ
に
近
づ
い
て
毛
づ
く
ろ
い
を
す
る
。
子
ど
も
が
親
に
対

し
て
毛
づ
く
ろ
い
を
す
る
と
い
う
の
は
非
常
に
珍
し
い
。
一
月
十
九
日
、

ナ
ッ
ツ
割
り
を
す
る
母
親
の
横
で
ジ
ョ
ク
ロ
は
倒
れ
こ
ん
で
し
ま
う
。
姉

の
ジ
ャ
が
起
こ
そ
う
と
す
る
が
起
き
上
が
れ
な
い
。
森
の
奥
へ
帰
る
と
き

母
親
が
ジ
ョ
ク
ロ
の
腕
を
引
っ
張
り
上
げ
て
背
中
に
乗
せ
る
と
、
何
と
か

し
が
み
つ
く
こ
と
は
で
き
た
。
翌
二
〇
日
、
ジ
ョ
ク
ロ
は
も
う
乳
も
飲
ま

ず
、
頭
を
母
親
の
膝
に
の
せ
て
う
つ
ら
う
つ
ら
し
て
い
る
。
三
日
後
、
も
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イ
ラ
に
な
る
ま
で
世
話
す
る
。
し
か
し
、
ほ
か
の
地
域
で
は
同
じ
例
は
報

告
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
死
児
の
扱
い
は
こ
の
群
れ
特

有
の
文
化
的
伝
統
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
後
に
、「
無
い
も
の
を
想
像
す
る
」
と
い
う
能
力
に
つ
い
て
考
え
た

い
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
場
合
、
そ
の
想
像
力
は
人
間
に
比
べ
て
時
間
的
・

空
間
的
広
が
り
は
極
め
て
狭
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
え
ば
、
死
ぬ

の
で
は
な
い
か
と
い
う
病
気
に
冒
さ
れ
て
も
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
死
を
思
っ

て
絶
望
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
顔
の
輪
郭
線
を
示

さ
れ
た
と
き
、
人
間
の
子
ど
も
は
そ
こ
に
目
や
鼻
・
口
を
描
き
入
れ
る

が
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
顔
の
輪
郭
を
な
ぞ
る
だ
け
で
あ
る
。
チ
ン
パ
ン
ジ

ー
に
と
っ
て
は
「
今
こ
こ
に
現
に
在
る
も
の
だ
け
が
在
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
次
の
ビ
デ
オ
で
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
も
「
無
い
も
の

を
在
る
も
の
と
す
る
」
力
の
萌
芽
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
松
沢
先
生
と
ア
イ
が
積
み
木
で
実
験
を
し
て
い
る
傍
ら
、
息
子
の
ア
ユ

ム
（
二
歳
七
か
月
）
が
手
持
無
沙
汰
な
の
で
一
人
遊
び
を
始
め
る
。
そ
し

て
、
積
み
木
を
両
手
で
引
き
ず
る
真
似
を
し
て
、
そ
こ
に
は
存
在
し
な
い

積
み
木
を
運
ぶ
。
そ
の
遊
び
を
撮
影
者
に
笑
わ
れ
て
怒
る
。】

　

一
人
遊
び
を
笑
わ
れ
て
怒
る
ア
ユ
ム
の
プ
ラ
イ
ド
も
注
目
す
べ
き
心
の

動
き
だ
が
、
こ
こ
で
問
題
な
の
は
存
在
し
な
い
積
み
木
を
あ
た
か
も
存
在

す
る
か
の
よ
う
に
引
き
ず
る
ア
ユ
ム
の
想
像
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
想
像
力
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
は
一
般
的
に
観
察
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。

　

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
や
そ
の
同
属
別
種
の
ボ
ノ
ボ
に
は
、
仲
間
が
け
が
を
し

た
と
き
に
も
心
配
そ
う
に
の
ぞ
き
込
む
こ
と
が
観
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

そ
こ
に
共
感
す
る
心
が
確
認
で
き
る
。

の
ミ
イ
ラ
を
背
負
い
続
け
る
。
死
後
二
三
日
目
の
二
月
一
七
日
、
リ
ー
ダ

ー
の
テ
ュ
ア
が
ジ
ョ
ク
ロ
の
ミ
イ
ラ
を
、
ま
る
で
枯
れ
木
を
も
っ
て
示
威

行
為
を
す
る
よ
う
に
引
き
ず
る
。
し
か
し
、
旋
回
す
る
と
き
、
手
を
持
ち

代
え
て
遺
体
を
そ
っ
と
丁
寧
に
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
母
親
の
ジ
レ
が

い
つ
も
通
り
ミ
イ
ラ
に
な
っ
た
我
が
子
を
背
負
っ
て
森
の
奥
へ
と
消
え
て

ゆ
く
。（
こ
の
ビ
デ
オ
は
、
京
大
霊
長
類
研
究
所
の
Ｈ
Ｐ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
。）】

　

１

、
死
の
受
容
過
程
。
母
親
ジ
レ
が
ジ
ョ
ク
ロ
の
死
を
受
容
し
て
ゆ
く

過
程
に
は
、
大
き
く
分
け
て
三
段
階
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
ず
生
き
て
い
る

か
の
よ
う
に
背
負
っ
て
い
る
段
階
。
次
に
は
、
腹
部
が
膨
張
し
皮
が
む
け

強
烈
な
腐
臭
を
放
つ
遺
体
を
仰
向
け
に
さ
ら
に
上
下
さ
か
さ
ま
に
背
負
う

段
階
。
次
に
は
ミ
イ
ラ
化
し
た
遺
体
を
生
前
と
同
じ
よ
う
に
扱
う
段
階
。

異
様
な
中
間
段
階
を
は
さ
ん
だ
、
前
後
の
二
つ
の
段
階
は
よ
く
似
て
い

る
。
つ
ま
り
、
子
ど
も
の
姿
は
一
方
的
に
変
わ
る
が
、
い
っ
た
ん
揺
れ
動

い
た
気
持
ち
が
元
に
戻
っ
た
よ
う
に
み
え
る
背
負
い
方
だ
と
い
え
る
。

　

２

、
死
者
と
の
関
係
に
よ
る
対
応
の
違
い
。
姉
は
弱
っ
て
行
く
ジ
ョ
ク

ロ
を
何
か
と
世
話
を
し
て
い
た
。
仲
間
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
も
遺
体
の
激
し

い
臭
気
を
嫌
う
こ
と
な
く
死
児
を
避
け
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
。
男
の

子
は
生
前
と
同
じ
よ
う
に
遺
体
と
遊
ぶ
。
群
れ
の
リ
ー
ダ
ー
は
示
威
行
為

の
道
具
の
よ
う
に
遺
体
を
引
っ
張
り
ま
わ
す
が
、
よ
く
見
る
と
そ
っ
と
持

ち
手
を
か
え
る
な
ど
丁
寧
に
扱
う
。

　

３

、
文
化
的
伝
統
。
ジ
レ
は
数
年
後
に
も
再
度
子
ど
も
を
亡
く
し
た
。

そ
の
時
も
同
じ
よ
う
に
死
児
を
扱
っ
た
。
ま
た
群
れ
に
感
染
症
が
流
行
っ

て
別
の
若
い
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
を
亡
く
し
た
。
そ
の
母
親
も
そ
の
子
を
ミ

イ
ラ
に
な
る
ま
で
抱
き
続
け
た
。
ボ
ッ
ソ
ウ
で
は
子
ど
も
を
亡
く
す
と
ミ
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に
。

　
《
宗
教
》
は
、
ヒ
ト
の
こ
の
強
い
結
束
（
相
互
信
頼
）
の
必
要
と
、
基

礎
的
な
存
在
感
情
と
に
、
深
く
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、

本
論
の
問
題
意
識
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
《
宗
教
》
現
象
を
人
類

史
の
問
題
地
平
へ
と
拡
げ
て
ゆ
く
た
め
に
、
こ
こ
で
は
〈
信
〉
を
め
ぐ

る
三
つ
の
概
念
を
手
引
き
と
し
た
い
。〈
信
憑
〉（belief

）
と
〈
信
用
〉

（credit

）
と
〈
信
頼
〉（trust

）
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
「
ト
ラ
ス
ト
」「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
い
う
、
宗
教
用
語
と
商
業

用
語
と
の
重
な
り
か
ら
。

　

経
済
用
語
と
し
て
の
「
ト
ラ
ス
ト
」
と
は
、
持
ち
株
会
社
の
よ
う
に
同

一
業
種
の
各
企
業
が
株
式
を
持
ち
合
っ
た
り
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
よ
う
に

資
本
の
結
合
を
軸
に
し
て
独
占
的
な
企
業
結
合
を
お
こ
な
っ
た
り
す
る

「
企
業
合
同
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」
と
は
、
国
際
金
融
の
借

款
や
、
信
用
販
売
・
月
賦
販
売
・
消
費
者
な
ど
の
金
融
委
託
も
し
く
は
信

託
を
意
味
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
ラ
テ
ン
語
のcredo

（
信
じ
る
）
に
由

来
す
る
。
そ
し
て
貨
幣
論
が
い
う
よ
う
に
、
貨
幣
流
通
の
根
拠
が
、
他
人

も
ま
た
そ
れ
を
信
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
な
い
と
す
れ
ば
、

商
業
は
、
騙
さ
れ
る
の
を
覚
悟
で
「
信
用
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
い
い
う

る
。
そ
れ
と
類
比
的
な
物
言
い
を
す
れ
ば
、
宗
教
的
な
「
信
仰
」
も
ま

た
、
騙
さ
れ
て
も
い
い
と
思
い
切
れ
る
こ
と
と
い
い
え
よ
う
。
こ
の
相
同

性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
へ
の
布
教
活
動
（
世
界
宗
教
）
と
交
易
（
世

界
貿
易
）
の
連
携
と
い
う
点
に
も
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
騙
さ
れ
る
の

を
覚
悟
で
」
と
い
う
の
は
賭
け

0

0

で
あ
る
。「
沈
黙
交
易
」
が
と
き
に
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
騙
し

0

0

も
も
ち
ろ
ん
あ
る
。
本
来
「
客
」
を

意
味
し
「
主
」
の
意
味
へ
反
転
も
す
るhospes

と
い
う
同
じ
一
つ
の
名

　

死
を
悼
む
か
の
よ
う
な
ふ
る
ま
い
や
、
想
像
す
る
ち
か
ら
、
共
感
す
る

心
、
こ
の
よ
う
に
見
て
き
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
心
が
人
間
に
ど
の
よ
う
に

続
き
あ
る
い
は
続
い
て
い
な
い
の
か
を
、
こ
れ
か
ら
も
観
察
と
実
験
を
通

し
て
研
究
し
て
ゆ
き
た
い
。 

（
文
責　

門
脇
健
）

信
憑
・
信
用
・
信
頼

鷲
田
　
清
一

　
「
ヒ
ト
と
宗
教
」
と
い
う
こ
と
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
宗
教
は
な
ぜ

か
く
も
古
い
人
類
史
的
現
象
で
あ
り
続
け
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
原
始
的
な
生
活
に
お
い
て
も
、
高
度
に
文
明
化
さ
れ
た
社
会
に
お

い
て
も
、
宗
教
は
社
会
の
な
か
で
な
ん
ら
か
の
意
味
を
も
つ
現
象
と
し
て

た
し
か
に
あ
る
。

　

霊
長
類
の
一
つ
と
し
て
の
ヒ
ト
は
、
樹
上
か
ら
地
上
へ
と
、
そ
の
エ
レ

メ
ン
ト
（
本
来
の
生
息
地
）
を
移
し
た
と
き
に
ヒ
ト
と
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
。
と
は
い
え
、
体
躯
は
小
さ
く
、
捕
食
さ
れ
る
危
険
も
大
き
い
微
力
な

存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
類
と
し
て
生
き
延
び
る
た
め
に
、
集
団
行
動
を

し
、
集
団
防
禦
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
相
互
協
力
と
信

頼
と
い
う
社
会
性
を
増
進
す
る
こ
と
で
そ
の
難
局
を
切
り
抜
け
よ
う
と
し

て
き
た
と
、
霊
長
類
学
は
語
る
。

　

が
、
こ
れ
に
と
も
な
い
、
捕
食
す
る
生
き
物
た
ち
に
取
り
囲
ま
れ
て

生
き
る
極
度
の
不
安
や
恐
怖
が
ヒ
ト
の
基
礎
的
な
存
在
感
情
（Seins-

gefühl

）
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
も
ろ
も
ろ
の
宗
教
儀
礼
は
ヒ
ト
の
下

意
識
や
社
会
的
な
感
情
に
深
く
感
応
す
る
も
の
と
し
て
あ
る
と
い
う
ふ
う



17　　

公開シンポジウム 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

（
有
限
性
）
と
か
、
生
を
享
け
て
い
る
（
受
動
性
）
と
か
、
あ
る
こ
と
も

な
い
こ
と
も
あ
る
（
偶
然
性
）
と
か
い
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
不
確
定
性
、
な

い
し
は
限
界

0

0

に
晒
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
す
こ
し
詳
し
く
い
う
と
、
有
限
性

と
は
、
自
分
が
い
つ
か
死
ぬ
＝
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
存
在
の
虚
し

さ
、
は
か
な
さ
、
意
味
の
な
さ
を
意
味
す
る
。
受
動
性
は
、
自
存
で
き
な

い
こ
と
、
つ
ま
り
つ
ね
に
別
の
も
の
に
依
存
し
て
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
偶

然
性
は
、
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
し
な
い
こ
と
も
あ
り
え
た
、
そ
の
意
味
で

そ
の
存
在
に
確
か
な
根
拠
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
頼

れ
る
も
の
、
し
が
み
つ
け
る
も
の
が
な
い
と
い
う
不
安
や
、
見
捨
て
ら
れ

て
あ
る
こ
と
、
居
場
所
の
な
さ
、
さ
ら
に
は
自
己
の
運
命
を
見
通
せ
ず
予

知
も
で
き
な
い
と
い
う
非
知
性
（
方
位orientation

の
喪
失
）
と
い
っ

た
別
の
否
定
が
連
な
る
。
こ
う
し
た
「
不
安
定
」
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て

は
当
然
、「
安
定
」
へ
の
希
求
が
噴
き
上
が
っ
て
く
る
。

　

重
要
な
の
はreliable

（
頼
れ
る
）
と
い
う
気
分
│
│reliance

（
信

頼
・
信
用
・
安
心
）
│
│
で
あ
る
。
オ
ル
テ
ガ
・
イ
・
ガ
セ
ッ
ト
は
、
マ

ド
リ
ッ
ド
大
学
で
の
一
九
三
二
／
三
三
年
度
の
形
而
上
学
講
義
（
英
訳
の

表
題
はSom

e Lessons in M
etaphysics

）
の
な
か
で
、「
依
拠
」
と

い
う
こ
と
が
根
底
に
な
け
れ
ば
人
の
生
は
不
可
能
だ
と
述
べ
る
。
生
と
は

根
本
的
に
予
見
不
能
な
も
の
で
あ
り
、
人
は
そ
こ
で
つ
ね
に
道
に
迷
っ
て

い
る
（feel oneself lost

）
と
い
う
。
だ
か
ら
み
ず
か
ら
の
方
向
づ
け

（orient oneself

）
と
い
う
こ
と
が
つ
ね
に
必
要
な
の
だ
が
、
そ
れ
は
さ

し
あ
た
っ
て
は
一
定
の
歴
史
の
水
準
、
つ
ま
り
は
一
連
の
解
釈
と
行
動
の

確
か
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
（
問
題
へ
の
対
処
の
レ
シ
ピ
）
に
則
っ
て
な
さ
れ

る
と
い
う
。
そ
し
て
そ
う
い
う
生
の
確
か
な
地
盤
を
頼
み
と
す
る
こ
と

を
、count on
も
し
く
はrely on, depend on

と
三
様
に
表
現
し
て

詞
か
ら
、hospitality

（
歓
待
）
とhostility

（
敵
意
）
と
い
う
逆
ヴ

ェ
ク
ト
ル
の
語
が
派
生
す
る
の
も
そ
の
ゆ
え
で
あ
る
。
ヒ
ト
の
社
会
は
身

を
賭
し
て
の
こ
う
し
た
《
野
生
の
信
頼
》
か
ら
、
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て

制
度
化
さ
れ
た
《
信
用
》
へ
と
、
そ
の
〈
信
〉
を
高
度
化
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
ヒ
ト
の
相
互
信
頼
と
相
互
協
力
は
、「
宗
教
」
そ
の
も
の
を

意
味
す
るreligion

に
も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
も
と
も

とto bind strongly
（
結
び
上
げ
る
、
固
く
縛
る
、
結
び
つ
け
る
）
で

あ
る
が
、
そ
う
し
た
結
束

0

0

は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
強
い
掟
を
と
も
な
う
も

の
で
も
あ
り
、
宗
教
の
歴
史
を
見
れ
ば
、
ま
つ
ろ
わ
ぬ
者
へ
の
制
裁
が
異

端
審
問
や
迫
害
と
い
う
か
た
ち
で
く
り
返
さ
れ
て
き
た
。
ち
な
み
に
、
宗

教
と
い
う
意
味
で
のreligio

の
由
来
に
つ
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

よ
る
さ
ま
ざ
ま
の
誤
解
釈
な
ど
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
経
緯
が
あ
っ

て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
エ
ミ
ー
ル
・
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
『
イ
ン
ド=

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
制
度
語
彙
集
』（Le vocabulaire des institutions indo-

européennes, 1969

）
が
詳
し
い
。
と
も
あ
れ
、
賭
け
と
し
て
の
相
互

信
頼
を
前
提
と
し
た
経
済
関
係
が
ヒ
ト
の
生
存
の
ベ
ー
ス
に
あ
る
の
だ
と

す
れ
ば
、
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
い
う
よ
う
に
、「
宗
教
が
社
会

現
象
な
の
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
社
会
が
宗
教
現
象
な
の
だ
」

と
い
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
〈
信
〉
を
か
た
ち
づ
く
る
い
ま
一
つ
の
契
機
はbelief

で
あ
る
。
こ
れ

は
生
き
延
び
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
存
在
の
維
持
の
、
そ
の
対
項
で
あ
る

〈
死
〉（
＝
非
在
）
の
可
能
性
に
直
面
し
て
の
〈
信
〉
と
い
う
問
題
に
か
か

わ
る
。

　

信
じ
る
こ
と
、
そ
れ
は
否
定

0

0

と
い
う
契
機
を
含
む
。
否
定
は
現
前
し
な

い
も
の
、
も
し
く
は
事
態
へ
の
想
像
か
ら
生
ま
れ
る
。
ヒ
ト
は
、
死
ぬ
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雑
に
象
っ
て
ゆ
く
。

　

こ
の
よ
う
に
、
想
像
す
る
こ
と
、
信
じ
る
こ
と
が
ヒ
ト
の
世
界
の
根
底

に
息
づ
い
て
い
る
。
知
性
（
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
）
も
道
具
使
用
（
ホ
モ
フ

ァ
ー
ベ
ル
）
も
遊
び
（
ホ
モ
ル
ー
デ
ン
ス
）
も
言
語
使
用
（
ホ
モ
シ
グ
ニ

フ
ィ
カ
ン
ス
）
も
み
な
、
こ
の
「
想
像
」（
仮
想
）
に
よ
っ
て
あ
る
。

　

不
安
と
い
う
存
在
感
情
を
押
し
込
め
、
根
拠
の
な
い
ま
ま
《
肯
定
》
へ

と
跳
躍
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
、
騙
さ
れ
た
と
し
て
も
い
い
、
そ
れ
で
も

そ
れ
に
賭
け
る
。
そ
れ
が
〈
信
じ
る
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
じ
っ
さ

い
、
だ
れ
も
がbelief

に
拠
っ
て
生
き
て
い
る
の
だ
が
、
正
し
い
信
と

間
違
っ
た
信
の
区
別
は
た
し
か
に
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
真
／
偽
、
正
／
邪

の
区
別
の
基
準
と
な
る
も
の
も
ま
た
信
で
し
か
あ
り
え
な
い
と
い
う
意
味

で
も
、
こ
の
〈
信
〉
は
よ
り
根
源
的
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
い
え
ば
、
宗
教
は
、
自
分
を
超
え
る
も
の
に
み
ず
か

ら
を
開
く
こ
と
、
自
分
と
は
異
な
る
も
の
を
じ
ぶ
ん
の
奥
深
く
へ
呼
び
込

む
こ
と
で
も
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
は
ヒ
ト
に
確
定
要
素
の
多
い

countenance

（
安
心
と
信
頼
）
の
場
所
│
│breasing space

│
│

を
供
す
る
と
と
も
に
、
感
情
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
上
が
る
こ
と
で
逆
説
的

に
も
同
時
に
、
そ
の
場
所
の
外
へ
出
る
よ
う
誘
う
も
の
で
も
あ
る
と
い
え

よ
う
。
安
ら
ぎ
は
す
ぐ
に
耽
溺
へ
と
裏
返
り
も
す
る
。
そ
れ
は
と
き
に
世

俗
化
さ
れ
た
信
と
し
て
の
拝
金
、
出
世
・
長
寿
へ
の
願
い
を
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
こ
と
が
あ
る
し
、
教
団
・
教
祖
・
正
統
と
い
っ
た
自
己
組
織
化
の
な

か
で
、「
義
」
を
め
ぐ
る
争
い
（
宗
教
戦
争
）
や
集
団
的
な
狂
気
（
カ
ル

ト
）
へ
と
裏
返
る
こ
と
も
、
人
類
史
に
お
い
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

transcendent

（
超
越
的
）
な
も
の
へ
の
依
拠
が
容
易
にtrance

（
神

懸
か
り
、
恍
惚
）
に
裏
返
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。

い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
の
がcountenance

（
支
援
、
落
ち

着
き
・
安
心
）
で
あ
る
。
ま
ち
が
っ
て
もcountability

（
計
算
可
能
性
）

と
い
う
意
味
で
は
な
い
が
、
勘
定
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味

で
は
ま
っ
た
く
対
立
す
る
わ
け
で
も
な
い
。

　

そ
し
て
そ
れ
に
呼
応
す
る
の
が
、
生
を
支
え
る
根
源
的
な
信
憑
、
い
い

か
え
る
と
、
主
体
的
信
念
（
あ
る
い
は
共
同
幻
想
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
と

し
て
のfaith
に
先
立
つ
、
よ
り
根
源
的
な
存
在
信
憑
（Seinsglaube

）

と
し
て
のbelief
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
世
界
は
見
え
な
い
モ
ノ
を
含
ん

で
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
信
憑
で
あ
る
。
い
ま
見
え
て
い
る
壁
の
そ
の

向
こ
う
、
つ
ま
り
は
見
え
て
い
な
い
も
の
も
現
実
に
は
存
在
す
る
。
モ
ノ

に
は
側
面
と
か
裏
面
と
か
い
ま
現
前
し
て
は
い
な
い
が
必
ず
あ
る
。
他
者

の
思
い
も
じ
か
に
感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
必
ず
あ
る
。
過
去
や
未
来

も
い
ま
は
こ
こ
に
は
な
い
が
か
つ
て
あ
っ
た
／
こ
の
あ
と
必
ず
訪
れ
る

…
…
と
い
っ
た
信
憑
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
実
体
と
現
象
の
区
別
が
あ
る
。

現
前
し
て
い
る
も
の
が
、
現
前
し
て
は
い
な
い
が
実
在
す
る
も
の
の
現
象

に
す
ぎ
な
い
と
理
解
し
た
と
き
、
た
と
え
ば
幼
児
と
の
「
い
な
い
い
な

い
、
ば
あ
〜
」
と
い
っ
た
遊
び
も
終
わ
る
。

　

人
は
、「
今
・
こ
こ
」
を
想
像
的
に
超
え
出
よ
う
と
す
る
。
現
前
＝
現

在
か
ら
外
出
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
過
程
で
、
た
え
ず
変
化
し
つ
つ
あ
る

も
の
の
な
か
で
変
化
し
な
い
も
の
（
同
一
者
）
の
意
識
を
得
る
。
そ
の
つ

ど
の
状
況
（
周
囲
世
界U

m
w
elt

）
に
翻
弄
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、

世
界W
elt

を
同
一
的
な
対
象
と
し
て
所
有
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し

て
世
界
にcountenance

が
も
た
ら
さ
れ
る
。
不
在
の
も
の
へ
の
そ
う

し
た
意
識
の
な
び
き
が
、
希
望
や
期
待
や
祈
り
、
あ
る
い
は
思
い
出
や
悔

恨
や
ト
ラ
ウ
マ
と
い
っ
た
喜
怒
哀
楽
、
つ
ま
り
は
ヒ
ト
の
存
在
感
情
を
複
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ム
レ
ッ
ト
』
に
登
場
す
る
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
父
親
の
「
亡
霊
」
と
い
う
意
味

で
つ
か
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ガ
イ
ス
ト
と
い
う
言
葉
は
死
者
を
内
包
す

る
言
葉
な
の
で
あ
る
。

　
『
精
神
現
象
学
』
に
は
、
多
く
の
劇
や
文
学
作
品
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
直
接
に
主
人
公
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
の
は
二
人
だ
け
で
あ
る
。
そ

の
一
人
が
ハ
ム
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
ソ
フ
ォ
ク
レ
ス
の
悲
劇
の

主
人
公
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
で
あ
る
。
こ
の
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
も
死
者
と
関

わ
る
人
物
で
あ
る
。
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
兄
は
国
家
に
反
逆
し
戦
死
し
た

が
、
そ
の
反
逆
の
ゆ
え
に
国
家
か
ら
埋
葬
を
禁
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ア

ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
は
、
死
者
を
埋
葬
す
べ
し
と
い
う
「
神
さ
ま
方
が
お
定き

め

の
掟
」
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は
今
日
や
昨
日
の
こ
と
で
は
け
し
て
な
い
の

で
す
、
こ
の
定き

ま

り
は
、
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
、
生
き
て
い
る
も
の
で
、

い
つ
で
き
た
の
か
を
知
っ
て
る
人
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
」（
呉
茂
一
訳
、
岩

波
文
庫
版
、
一
九
六
一
年
、
三
四
頁
）
と
主
張
し
、
国
家
に
よ
っ
て
禁
じ

ら
れ
た
埋
葬
を
強
行
す
る
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
こ
の
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ

ー
の
台
詞
を
『
精
神
現
象
学
』
で
直
接
・
間
接
に
少
な
く
と
も
二
回
引
用

し
て
い
る
。
当
時
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
解
釈
の
み
に
注
目
し

て
い
た
が
、
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
こ
の
台
詞
も
い
つ
の
間
に
か
私
の
脳
裏

に
刻
み
込
ま
れ
て
い
て
、
先
の
「（
遺
体
を
）
ゴ
ミ
に
は
出
す
わ
け
に
も

い
か
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
発
言
を
促
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
ゴ
ミ
に

出
す
」
と
言
っ
た
と
き
、
城
壁
の
外
に
放
置
さ
れ
鳥
や
犬
に
蹂
躙
さ
れ
る

ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
兄
の
遺
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
私
の
内
に
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
台
詞
は
「
な
ぜ
葬
式
を
せ
ね
ば
な
ら
な

い
か
」
と
い
う
問
い
の
答
え
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
人
間
の

死
を
内
包
し
た
人
間

門
脇
　
　
健

　

自
己
紹
介
を
兼
ね
て
個
人
的
な
体
験
か
ら
始
め
た
い
。

　

大
学
院
生
時
代
、
あ
る
予
備
校
の
講
師
を
し
て
い
た
と
き
、
そ
の
職
員

室
で
ひ
と
り
の
女
生
徒
が
あ
る
講
師
に
「
な
ん
で
葬
式
を
し
な
き
ゃ
い
け

な
い
の
か
」
と
く
っ
て
か
か
っ
て
い
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
話
に
な
っ
た
の
か

は
覚
え
て
い
な
い
。
覚
え
て
い
る
の
は
、
そ
の
と
き
私
が
「
し
か
し
、
ゴ

ミ
に
出
す
わ
け
に
も
い
か
ん
だ
ろ
う
」
と
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
だ
。
こ
の
つ

ぶ
や
き
に
、
そ
の
女
生
徒
は
「
そ
う
か
」
と
素
直
に
納
得
し
た
が
、
呟
い

た
私
の
方
が
片
づ
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
葬
儀
を
考
え
た
こ
と

が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
の
つ
ぶ
や
き
は
極
め
て
自
然
に
出
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

北
陸
の
寒
村
の
真
宗
寺
院
の
長
男
で
あ
る
私
は
、
寺
を
継
ぐ
こ
と
に
疑

問
を
持
ち
な
が
ら
も
、
学
部
学
生
時
代
、
大
阪
の
親
戚
の
小
さ
な
寺
の
法

務
を
と
き
ど
き
手
伝
っ
て
い
た
。
あ
ま
り
裕
福
で
は
な
い
家
庭
の
葬
儀
を

手
伝
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
な
ぜ
そ
ん
な
生
活
の
中
で
葬
儀

と
い
う
厳
粛
な
儀
式
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
と
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

　

一
方
、
大
学
院
で
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』
を
読
ん
で
い
た
。

マ
ル
ク
ス
の
『
経
哲
草
稿
』
に
見
ら
れ
る
「
疎
外
」
と
い
う
概
念
が
う
ま

く
理
解
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、『
精
神
現
象
学
』
を
読

ん
で
い
る
う
ち
に
、「
精
神
」
と
訳
さ
れ
て
い
るGeist

（
ガ
イ
ス
ト
）

と
い
う
言
葉
を
ヘ
ー
ゲ
ル
が
「
亡
霊
」
と
い
う
意
味
で
も
使
っ
て
い
る
こ

と
が
気
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
ガ
イ
ス
ト
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
ハ
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親
の
愛
情
は
、
あ
る
意
味
で
は
人
間
以
上
で
あ
る
と
言
い
う
る
。
と
い
う

の
は
、
そ
の
子
供
が
死
ん
で
も
母
親
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
い
つ
ま
で
も
そ
の

子
を
手
放
そ
う
と
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
死
体
か
ら
発
せ
ら
れ
る
強
烈
な

腐
臭
の
中
で
母
親
は
我
が
子
を
抱
き
続
け
る
。
授
乳
が
途
絶
え
生
殖
可
能

に
な
っ
て
も
男
性
を
拒
否
し
て
子
供
を
抱
き
続
け
る
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
遺
体
が
乾
燥
し
て
ミ
イ
ラ
化
し
何
か
の
は
ず
み
で
壊
れ
て
し
ま

う
と
、
翌
日
か
ら
は
何
も
な
か
っ
た
よ
う
に
次
の
生
殖
活
動
に
入
る
と
い

う
。
そ
こ
に
は
、
埋
葬
と
い
う
行
為
は
観
察
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
我
が
子
を
抱
き
続
け
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
母
親
の
姿
は
、
仏
教
で

対
機
説
法
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
キ
サ
・
ゴ
ー
タ
ミ
ー
の
姿
と
よ
く
似

て
い
る
。
わ
が
子
の
死
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
キ
サ
・
ゴ
ー
タ

ミ
ー
は
お
釈
迦
様
に
我
が
子
の
再
生
を
願
い
出
る
。
釈
迦
は
「
芥
子
粒
を

村
の
家
か
ら
貰
っ
て
来
な
さ
い
。
た
だ
し
、
今
ま
で
葬
式
を
出
し
た
こ
と

の
な
い
家
か
ら
」
と
ゴ
ー
タ
ミ
ー
に
命
じ
る
。
死
ん
だ
子
を
抱
き
な
が
ら

村
の
家
々
を
ゴ
ー
タ
ミ
ー
は
訪
ね
歩
く
が
、
芥
子
粒
を
与
え
よ
う
と
す
る

家
は
あ
る
が
葬
式
を
出
し
た
こ
と
の
な
い
家
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
家
々

を
経
巡
る
う
ち
に
ゴ
ー
タ
ミ
ー
は
無
常
と
い
う
こ
と
を
身
体
全
体
で
理
解

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
我
が
子
の
死
を
受
け
入
れ
「
荼
毘
に
付
し
ま

し
た
」
と
か
「
墓
場
に
運
び
ま
し
た
」
と
い
う
形
で
物
語
は
終
わ
る
。
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
の
母
親
が
わ
が
子
の
死
を
認
識
し
て
い
た
か
は
微
妙
な
問
題

で
あ
る
が
、
人
間
の
場
合
、
死
を
認
識
し
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
に

は
、
す
で
に
埋
葬
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
脳
死
」

と
判
定
さ
れ
た
「
死
」
に
対
し
て
は
、
人
間
的
な
何
か
が
激
し
く
抵
抗
す

る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
死
へ
の
向
き
合
い
方
に
お
い
て
動
物
と
人
間
は
区
別
さ

側
か
ら
の
問
い
か
け
を
禁
じ
る
た
め
に
ヘ
ー
ゲ
ル
は
引
用
し
て
い
る
。
人

間
の
共
同
体
を
基
礎
づ
け
る
の
は
、
人
間
の
立
法
行
為
や
検
証
行
為
を
超

え
た
「
神
々
の
法
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
神
々
の
法
」
に
基
づ
く
埋
葬

行
為
を
ヘ
ー
ゲ
ル
は
「
自
然
が
遂
行
す
る
遺
体
の
破
壊
を
血
族
が
自
ら
に

引
き
受
け
る
こ
と
」（
ズ
ー
ア
カ
ン
プ
版
全
集
第
三
巻
、
三
三
三
頁
）
と

表
現
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
遺
体
が
抹
消
さ
れ
る
と
同
時
に
別
の
次
元

で
生
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
に
な
る
ガ
イ
ス
ト
の
世
界
が
開
か
れ
る
こ
と

に
な
る
。
物
と
し
て
の
遺
体
を
抹
消
し
つ
つ
新
た
な
ガ
イ
ス
ト
と
い
う
世

界
に
想
い
出
と
い
う
形
で
保
存
し
よ
う
と
す
る
埋
葬
と
い
う
行
為
は
、
ヘ

ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
「
否
定
」
と
「
保
存
」
の
二
重
の
意
味
を
持
つ
と
強
調

さ
れ
た
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
と
い
う
ド
イ
ツ
語
の
意
味
を
見
事
に
体
現
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
の
台
詞
を
直
接
引
用
し
た
箇

所
で
は
、「
所
有
の
法
」
を
人
間
の
共
同
生
活
の
基
礎
に
置
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
後
に
『
法
哲
学
』
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
物
を
独
占
的
に
所

有
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
を
手
放
す
自
由
を
含
ん
だ
「
所
有
の
法
」

で
あ
る
。
現
在
、
霊
長
類
の
研
究
に
お
い
て
食
物
の
分
配
の
在
り
方
が
問

題
と
な
っ
て
お
り
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
で
も
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
見
る
と
、
こ
の
「
所
有

の
法
」
を
人
間
の
共
同
生
活
の
基
礎
に
置
い
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
考
察
は
改
め

て
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
人
間
と
埋
葬
の
結
び
つ
き
は
、
先
の
講
演
で
松
沢

哲
郎
先
生
が
示
さ
れ
た
ビ
デ
オ
で
も
逆
説
的
に
確
認
さ
れ
る
。
二
歳
半
で

死
ん
だ
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
を
冠
し
た
こ
の
「
ジ
ョ
ク

ロ
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
見
る
と
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
我
が
子
に
対
す
る
母
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訳
『
精
神
分
析
に
お
け
る
話
と
言
語
活
動
の
機
能
と
領
野
』
弘
文
堂
、
二

〇
一
五
年
、
一
三
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
フ
ロ
イ
ト
の
孫
は

母
親
の
前
か
ら
消
滅
し
再
び
現
れ
る
自
分
を
糸
巻
き
に
託
し
て
遊
び
の
世

界
を
構
築
し
、
現
実
の
存
在
を
否
定
し
、
そ
の
死
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
言
葉
の
世
界
へ
と
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
し
て
、「
己
れ
の
歴
史
と
い
う

生
」
へ
と
参
入
し
て
ゆ
く
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ラ
カ
ン
は
、
こ
の
現
実

の
物
の
世
界
か
ら
言
葉
と
い
う
象
徴
の
世
界
へ
の
離
脱
を
、
コ
ジ
ェ
ー
ブ

の
ヘ
ー
ゲ
ル
研
究
に
由
来
す
る
「
物
の
殺
害
」
と
い
う
言
葉
で
印
象
的
に

述
べ
て
い
る
。

　

人
間
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
死
を
生
の
重
要
要
素
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
言
葉
・
法
・
貨
幣
な
ど
の
象
徴
の
世
界
に
生
き
て
文
明
を
発
展
さ
せ

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
自
身
の
老
病
死
が
苦
と
な
っ
て
対
立

し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
仏
教
に
伝
わ
る
四
門
出
遊
の
伝
説
は
そ
の
苦
と

の
出
会
い
を
物
語
り
、『
創
世
記
』
の
失
楽
園
は
そ
の
起
源
を
物
語
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
宗
教
の
役
割
は
文
明
に
閉
じ
こ
も
る
こ
と

に
よ
っ
て
か
え
っ
て
苦
を
作
り
出
し
て
し
ま
っ
た
人
間
を
、
ど
の
よ
う
に

し
て
自
然
へ
と
開
放
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

れ
る
が
、
ま
た
生
き
る
こ
と
の
内
に
死
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

も
、
人
間
は
動
物
か
ら
区
別
さ
れ
う
る
。

　

松
沢
哲
郎
先
生
は
赤
ち
ゃ
ん
の
「
仰
向
け
」
と
い
う
人
間
独
特
の
姿
勢

に
注
目
し
、
そ
こ
に
手
の
自
由
な
使
用
と
、
家
族
と
な
っ
て
ゆ
く
人
々
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
萌
芽
を
見
出
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
姿
勢
は
動
物
か
ら
見
れ
ば
危
険
き
わ
ま
り
な
い
姿
勢
と
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
ま
ま
直
立
し
た
人
間
は
、
闘
う
と
き
腹
や
胸
を
守

る
鎧
を
身
に
着
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
仰
向
け
に
寝
る

と
か
胸
や
腹
を
相
手
に
さ
ら
す
と
い
う
姿
勢
は
、
鷲
田
清
一
先
生
が
強
調

さ
れ
た
「
信
頼
」
に
お
い
て
成
り
立
っ
て
い
る
人
間
独
自
の
姿
勢
な
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
正
高
信
男
先
生
が
『
０

歳
児
が
こ
と
ば
を
獲
得
す
る
と
き
』

（
中
公
新
書
、
一
九
九
三
年
）
で
指
摘
さ
れ
た
、
人
間
の
赤
ち
ゃ
ん
が
お

っ
ぱ
い
を
吸
う
の
を
中
断
し
て
母
親
の
揺
さ
ぶ
り
を
確
認
す
る
と
い
う

「
栄
養
摂
取
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
、
く
ち
び
る
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
重
点
」（
二
七
頁
）
を
置
く
人
間
独
特
の
抱
っ
こ
の
仕
方
、
あ

る
い
は
言
葉
を
発
す
る
た
め
に
喉
を
広
げ
て
気
管
の
入
り
口
を
危
険
に
さ

ら
す
点
な
ど
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
上
に
成
り
立
つ
人
間

の
精
神
的
生
命
は
、
動
物
的
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
で
成
り
立
っ
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

ま
た
、
フ
ロ
イ
ト
が
「
快
原
理
の
彼
岸
」
で
タ
ナ
ト
ス
に
よ
る
反
復
脅

迫
の
例
と
し
て
挙
げ
た
、
フ
ロ
イ
ト
の
孫
が
糸
巻
き
で
遊
ぶ
「
フ
ォ
ル
ト

／
ダ
ー
」
遊
び
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
カ
ン
は
「
人
間
が
、
己
れ
の

歴
史
と
い
う
生
へ
と
関
係
を
持
つ
に
至
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
ど
ん

な
関
係
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
死
の
媒
介
が
認
め
ら
れ
る
」（
新
宮
一
成
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世
俗
社
会
に
お
け
る
「
宗
教
的
な
も
の
」
を
再
考
す
る

代
表
者
・
司
会　

伊
達
聖
伸

国
際
委
員
会
企
画　

英
語
使
用

現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
な
も
の
に
対
す
る
視
線
の
交
錯

伊
達　

聖
伸

　

い
わ
ゆ
る
「
宗
教
」
概
念
は
、
近
代
西
洋
で
生
ま
れ
、
そ
の
負
荷
を
背

負
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
今
日
の
宗
教
研
究
者
に
と
っ
て
は
か
な
り

初
歩
的
な
「
常
識
」
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
ゆ
え
に
、
日
本
の
研
究

の
文
脈
に
お
い
て
は
、「
西
洋
」
と
い
う
と
き
の
括
り
が
と
も
す
る
と
一

枚
岩
的
で
粗
雑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
欧
」
と
「
米
」

は
か
な
り
異
な
る
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
部
の
状
況
も
実
際
に
は
非
常
に

多
様
で
あ
る
。
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
内
的
な
宗
教
的
多
様
性
と
、
全
体
的

に
見
た
と
き
の
ま
と
ま
り
と
し
て
の
特
徴
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
分
節

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
教
関
係
の
大
枠
は
、「
宗
教
か
ら
の
脱
出
」
に
よ
っ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
近
代
以
降
は
政
治
が
も
は
や
宗
教
に
従
属
す
る
こ

と
を
や
め
、
む
し
ろ
宗
教
を
政
治
に
従
属
さ
せ
る
格
好
で
、
政
治
が
自
律

性
を
獲
得
し
て
い
く
。
こ
の
構
造
的
条
件
に
お
け
る
実
際
の
プ
ロ
セ
ス
は

多
様
で
、
揺
れ
戻
し
も
あ
っ
た
が
、
全
体
的
に
は
い
わ
ゆ
る
世
俗
化
と
呼

ば
れ
る
現
象
が
進
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
教
関
係
と
世

俗
化
は
、
か
つ
て
は
近
代
化
の
普
遍
的
モ
デ
ル
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、

世
界
的
な
宗
教
復
興
が
進
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
現
在
で
は
、
む
し
ろ
地
域

的
例
外
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
い
て
も
、
宗
教
は
た
ん
に
衰
退
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宗

教
的
な
も
の
の
再
編
が
起
こ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
様
子
を
理

論
的
枠
組
み
に
お
い
て
と
ら
え
る
た
め
に
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

は
「
ポ
ス
ト
セ
キ
ュ
ラ
ー
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ベ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
な
ど
こ
の
概
念
の
使
用
に
否
定
的
な
研
究
者
も

少
な
く
な
い
。

　

英
国
の
宗
教
社
会
学
者
グ
レ
ー
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
は
、「
所
属
な
き
信

仰
」（believing w

ithout belonging

）
や
「
代
行
の
宗
教
」（vicari-

ous religion

）
な
ど
の
鍵
概
念
を
用
い
て
、
現
代
社
会
の
宗
教
の
あ
り

方
を
と
ら
え
て
き
た
。
そ
の
議
論
の
魅
力
は
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
状
況
を
も
と
に
、
そ
の
範
囲
を
も
超
え
る
適
用
可
能
性

を
持
つ
射
程
の
広
い
一
般
理
論
を
提
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
逆

に
言
え
ば
、
そ
の
一
般
理
論
の
構
築
の
背
後
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
的
あ
る
い

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
見
方
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
二
つ

の
鍵
概
念
の
背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
伝
統
の
保
持
と
変
容
と
い
う
モ
チ
ー

フ
は
、
い
か
に
も
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
磁
場
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
よ
う
に

も
見
え
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
種
の
「
偏
向
」
は
い
か
な
る
研
究
者
に
も
つ

き
ま
と
う
類
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
有
益
な
の
は
、
そ
の
種
の
偏
り
を

意
識
し
つ
つ
発
見
的
に
用
い
て
み
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ラ
イ
シ
テ
の
国
フ
ラ
ン
ス
で
も
、「
代
行
の
宗
教
」
と
い
う
見
方
に
は

一
定
の
有
用
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
に
詳
し
い
ラ

イ
シ
テ
研
究
の
専
門
家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ポ
ル
テ
ィ
エ
は
、
今
日
の
フ
ラ
ン

ス
の
価
値
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
文
化
に
通
底
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の

パ
ネ
ル
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て
し
ば
し
ば
影
響
力
を
持
つ
こ
と
。
三
、
宗
教
が
義
務
か
ら
選
択
の
問
題

に
シ
フ
ト
し
て
き
て
い
る
こ
と
。
四
、
世
界
中
か
ら
の
多
様
な
集
団
の
流

入
に
と
も
な
う
宗
教
的
多
様
性
の
増
大
。
五
、
宗
教
に
対
す
る
世
俗
的
な

考
え
の
持
ち
主
の
反
応
。
今
回
の
発
表
で
は
特
に
前
二
者
に
焦
点
を
当
て

る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
は
、
歴
史
的
な
教
会
の
存
在
を
受
諾
す
る
一

方
で
、
教
会
が
自
分
た
ち
の
生
活
に
介
入
し
て
く
る
の
を
忌
避
す
る
。
宗

教
的
遺
産
に
対
し
て
愛
着
と
不
信
の
念
を
と
も
に
抱
く
様
態
を
ど
う
整
合

的
に
理
解
し
た
も
の
か
。

　

デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
び
と
の
過
半
数
は

現
在
で
も
神
や
超
越
的
な
力
を
信
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
人
格

神
の
イ
メ
ー
ジ
は
揺
ら
い
で
い
る
）。
ま
た
、
宗
教
を
信
じ
な
い
者
の
割

合
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
国
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
）。

ハ
ー
ド
な
面
に
注
目
す
る
か
、
ソ
フ
ト
な
面
に
注
目
す
る
か
で
、
宗
教
の

あ
り
方
は
変
化
す
る
。
信
仰
も
帰
属
も
求
め
る
ハ
ー
ド
な
宗
教
の
あ
り
方

に
規
定
さ
れ
て
い
る
者
は
少
数
で
あ
る
。「
所
属
な
き
信
仰
」（believ-

ing w
ithout belonging

）
と
は
、
こ
の
ハ
ー
ド
な
指
標
と
ソ
フ
ト
な

指
標
の
差
異
へ
の
注
目
か
ら
練
り
あ
げ
ら
れ
た
概
念
で
、
一
九
九
四
年
刊

行
の
拙
著
『
一
九
四
五
年
以
来
の
英
国
に
お
け
る
宗
教
』
の
副
題
と
な
っ

た
。

　
「
所
属
な
き
信
仰
」
の
概
念
は
、
学
問
の
世
界
の
内
外
で
反
応
を
引
き

起
こ
し
た
。
ヴ
ォ
ア
ス
と
ク
ロ
ケ
ッ
ト
（
二
〇
〇
五
年
）
は
、
超
越
的
な

も
の
に
対
す
る
信
仰
の
安
定
性
と
、
宗
教
的
実
践
の
変
化
し
や
す
さ
の
両

面
を
指
摘
し
て
い
る
。
教
会
指
導
者
た
ち
は
、
現
代
社
会
は
外
見
ほ
ど
世

俗
的
で
は
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
っ
た
。『
所
属
へ
の
信
仰
』

（
二
〇
一
一
年
）
の
著
者
ア
ビ
ー
・
デ
イ
は
、
表
題
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、

に
、
デ
イ
ヴ
ィ
ー
を
参
照
し
な
が
ら
「
代
行
の
宗
教
」
に
つ
い
て
語
っ
て

い
る
。
一
方
、
フ
ラ
ン
ス
の
宗
教
社
会
学
者
ダ
ニ
エ
ル
・
エ
ル
ヴ
ュ
ー
＝

レ
ジ
ェ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
は
英
国
国
教
会
の
よ
う
な
政
治
神
学
的
な
中
立

化
を
経
て
お
ら
ず
、
ま
た
ラ
イ
シ
テ
が
社
会
の
記
憶
を
政
治
的
に
独
占
し

よ
う
と
し
て
き
た
た
め
に
、
イ
ギ
リ
ス
的
負
荷
の
高
い
「
代
行
の
宗
教
」

を
フ
ラ
ン
ス
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
所
属
な
き
信
仰
」
と
い
う
概
念
は
、「
宗
教
」
は
怪
し
い
け
れ
ど
も

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
に
は
興
味
が
あ
る
と
い
う
考
え
の
持
ち
主
が

一
定
数
い
る
日
本
社
会
に
適
合
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
は
お
そ

ら
く
、
い
わ
ゆ
る
先
進
国
に
お
い
て
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
進
ん
だ
脱
制

度
化
と
価
値
の
個
人
化
の
動
き
に
日
本
も
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
要
因
も

大
き
い
。
し
か
し
、
日
本
の
「
宗
教
」
は
、
英
国
国
教
会
の
よ
う
に
社
会

を
構
造
化
し
て
き
た
制
度
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
デ
イ
ヴ

ィ
ー
の
「
代
行
の
宗
教
」
に
は
、
宗
教
的
伝
統
と
多
様
性
を
支
え
る
人
び

と
の
社
会
的
連
帯
意
識
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
代
日

本
社
会
に
お
け
る
人
び
と
の
連
帯
意
識
を
、
彼
女
が
思
い
描
く
よ
う
な
イ

ギ
リ
ス
の
連
帯
意
識
と
の
類
似
で
と
ら
え
て
よ
い
か
も
検
討
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
所
属
な
き
信
仰
」
か
ら
「
代
行
の
宗
教
」
へ

グ
レ
ー
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー

　

近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
生
活
を
理
解
す
る
に
は
、
五
つ
の
要
因
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
。
一
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
形
成
し
た
教
会
の
歴
史
的

役
割
。
二
、
伝
統
的
な
教
会
は
、
も
は
や
多
く
の
人
び
と
の
信
仰
や
行
動

を
規
定
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
人
び
と
の
人
生
の
重
要
な
局
面
に
お
い
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は
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
状
況
を
理
解
す
る
に
は
あ
ま
り
適
し
て
お
ら
ず
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
国
教
会
モ
デ
ル
に
よ
り
適
合
的
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
、
若
い
世
代
は
ま
す
ま
す
制
度
宗
教
か
ら
離
れ
、
無
宗
教
の

割
合
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、「
代
行
の
宗

教
」
よ
り
も
「
所
属
な
き
信
仰
」
の
ほ
う
が
汎
用
性
と
耐
久
性
の
高
い
概

念
と
い
う
面
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る

「
所
属
な
き
信
仰
」
と
「
代
行
の
宗
教
」

井
上
ま
ど
か

　

ソ
連
解
体
後
、
ロ
シ
ア
で
は
宗
教
復
興
と
い
う
現
象
が
見
い
だ
さ
れ
る

と
指
摘
す
る
論
者
は
少
な
く
な
い
。
確
か
に
、
社
会
学
的
統
計
に
よ
れ
ば
、

ロ
シ
ア
国
民
の
三
分
の
二
以
上
が
正
教
徒
で
あ
り
、
無
宗
教
の
割
合
は
一

八
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
正
教
徒
で
あ
る
と
回
答
す

る
割
合
の
高
さ
に
比
し
て
、
礼
拝
参
加
率
が
低
い
（
月
一
回
の
礼
拝
参
加

が
七
％
）
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
類
似
す
る
傾
向
も
統
計
か
ら
看

取
で
き
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
に
お
け

る
宗
教
状
況
を
理
解
す
る
に
あ
た
り
、
英
国
の
宗
教
社
会
学
者
グ
レ
ー

ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
の
提
示
す
る
「
所
属
な
き
信
仰
」（believing w

ith-
out belonging

）
お
よ
び
「
代
行
の
宗
教
」（vicarious religion

）

と
い
う
概
念
（
お
も
に
後
者
）
を
手
が
か
り
に
し
て
検
討
す
る
。
ま
ず
ロ

シ
ア
の
政
教
関
係
史
を
概
観
し
よ
う
。

　

西
欧
諸
国
と
比
べ
て
、
正
教
圏
の
諸
国
は
、
教
会
と
国
家
権
力
（
あ
る

い
は
主
要
民
族
集
団
の
権
力
）
の
結
び
つ
き
が
強
い
と
い
う
特
徴
が
挙
げ

ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
の
場
合
、
一
八
世
紀
以
降
、
教
会
は
国
家
に
従
属
さ
せ

「
所
属
な
き
信
仰
」
の
テ
ー
ゼ
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
異
論
を
提
出
す
る
こ

と
で
議
論
を
実
り
あ
る
も
の
に
し
た
。
彼
女
は
、
多
く
の
英
国
人
が
世
論

調
査
で
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
選
択
す
る
こ
と
に
注

目
し
て
、
所
属
と
信
仰
の
意
味
を
再
考
し
た
。
所
属
は
た
だ
の
残
余
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
の
う
ち
に
多
様
性
を
含
ん
で
い
る
。
ま

た
、
信
仰
は
個
人
的
行
動
と
い
う
よ
り
も
社
会
的
行
動
と
と
ら
え
返
す
こ

と
が
で
き
る
。
デ
イ
の
理
論
的
貢
献
は
、
私
自
身
が
「
代
行
の
宗
教
」

（vicarious religion
）
と
い
う
考
え
を
練
り
あ
げ
る
き
っ
か
け
に
も
な

っ
た
。

　

所
属
に
も
信
仰
に
も
、
ハ
ー
ド
な
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
ソ
フ
ト
な
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
。
一
部
の
者
は
ハ
ー
ド
な
信
仰
実
践
を
し
て
い
る

が
、
大
部
分
の
者
は
一
種
の
信
仰
の
よ
う
な
も
の
を
持
ち
つ
つ
状
況
に
応

じ
て
制
度
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
。「
代
行
の
宗
教
」
と
は
、
こ
れ
ら
の

考
察
か
ら
生
ま
れ
た
概
念
で
、
比
較
的
小
さ
な
集
団
が
よ
り
大
き
な
集
団

の
代
わ
り
に
何
か
を
行
な
う
と
い
う
社
会
の
構
造
と
関
係
に
注
目
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
教
会
や
教
会
指
導
者
は
他
の
人
の
代
わ
り
に
儀
礼
を
行

な
う
。
教
会
指
導
者
と
教
会
に
足
繁
く
通
う
信
者
た
ち
は
、
他
の
人
の
ぶ

ん
ま
で
信
じ
て
い
る
。
教
会
指
導
者
や
熱
心
な
信
者
は
、
他
の
人
の
ぶ
ん

ま
で
道
徳
的
規
範
を
体
現
し
て
い
る
（
私
た
ち
は
自
分
自
身
に
対
し
て
よ

り
も
多
く
の
こ
と
を
聖
職
者
に
求
め
が
ち
で
あ
る
）。
教
会
は
現
代
社
会

の
難
問
に
つ
い
て
議
論
を
行
な
う
場
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
、
公
共
善
と
し
て
の
教
会
と
い
う
考
え
に
連
な
る
。

　
「
代
行
の
宗
教
」
と
い
う
概
念
は
、
他
言
語
へ
の
翻
訳
に
苦
労
す
る
こ

と
は
あ
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
者
か
ら
は
比
較
的
よ
い
反
応
を
得
て

い
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
あ
ま
り
反
応
が
な
い
。
こ
の
概
念
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そ
れ
に
加
わ
っ
て
代
行
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
傍
証
す
る

の
が
、
各
地
の
聖
堂
の
内
壁
に
掲
げ
ら
れ
た
写
真
で
あ
る
。
世
界
一
の
面

積
を
誇
る
ロ
シ
ア
の
ど
の
地
方
に
行
っ
て
も
、
そ
の
地
の
代
表
的
な
聖
堂

に
、
大
統
領
が
聖
職
者
と
と
も
に
写
っ
て
い
る
写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
正
教
会
の
聖
人
列
聖
の
あ
り
方
も
ま
た
、
こ
の
ロ
シ

ア
版
「
代
行
宗
教
」
に
影
響
し
て
い
る
。
皇
位
継
承
の
争
い
で
命
を
落
と

し
た
大
公
の
息
子
た
ち
（
ボ
リ
ス
と
グ
レ
ー
プ
）
の
列
聖
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
軍
と
ド
イ
ツ
騎
士
団
を
駆
逐
し
、
ロ
シ
ア
史
に
名
を
残
す
大
公
（
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
）
の
列
聖
、
ソ
連
解
体
後
に
は
ロ
マ
ノ
フ
王

朝
最
後
の
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
一
家
の
列
聖
な
ど
、
多
く
の
悲
劇
の
英
雄

か
つ
統
治
者
が
ロ
シ
ア
正
教
会
の
聖
人
と
し
て
列
聖
さ
れ
て
き
た
。
仮
に

現
大
統
領
が
今
後
失
脚
し
て
も
、
そ
し
て
そ
の
後
の
大
統
領
が
求
心
力
を

失
っ
て
聖
堂
内
の
写
真
が
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
聖
人
で

あ
る
歴
史
上
の
統
治
者
の
肖
像
あ
る
い
は
イ
コ
ン
が
そ
れ
に
と
っ
て
代
わ

る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
で
は
統
治
者
が
一
般
国
民
の
信
仰
を
「
代
行
」
す

る
と
言
い
得
る
。
更
に
こ
の
ロ
シ
ア
版
の
「
代
行
宗
教
」
に
つ
い
て
は
、

ア
ビ
ー
・
デ
イ
氏
が
『
所
属
へ
の
信
仰
』（
二
〇
一
一
）
で
指
摘
す
る
「
○

○
人
性
の
代
理
」
と
い
う
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
宗
教
性
の
関
連
も

再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

ら
れ
て
き
た
。
革
命
後
の
ロ
シ
ア
は
、
い
わ
ば
強
制
的
な
世
俗
化
│
│
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
の
社
会
主
義
的
価
値
観
の
内
面
化
と
実
践
│
│
を

経
験
す
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
よ
り
、
国
家
に
従
属
さ
せ
ら
れ
る
教

会
の
姿
│
│
大
戦
中
は
愛
国
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
教
会
、
冷
戦
期
は
平

和
外
交
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
教
会
│
│
が
社
会
生
活
に
お
い
て
よ
り
可

視
化
す
る
。
英
国
と
ロ
シ
ア
の
政
教
関
係
の
大
き
な
違
い
は
、
英
国
教
会

が
宗
派
対
立
の
渦
中
に
身
を
置
き
、
つ
ね
に
自
身
の
存
在
の
正
当
化
を
迫

ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
正
教
会
は
主
要
民
族
の
教
会
と
し
て
安

泰
な
地
位
を
保
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ロ
シ
ア
で
は
、
他
宗
派
の
教

会
は
、
帝
国
内
（
あ
る
い
は
連
邦
内
）
に
居
住
す
る
異
民
族
（
た
と
え
ば

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
人
）
の
た
め
の
教
会
と
み
な
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
こ
と
も
付
言
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

ソ
連
解
体
後
は
、
社
会
主
義
的
価
値
観
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
教
会

（
と
り
わ
け
正
教
会
）
の
価
値
観
の
有
用
性
が
説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ソ
連
解
体
後
の
宗
教
復
興
に
つ
い
て
、（
宗
教
は
）「
精
神
の
空
白
」
を
埋

め
る
と
い
う
表
現
が
よ
く
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
学
術
的
説
明
と
い
う
よ

り
、
む
し
ろ
政
治
家
の
ク
リ
シ
ェ
で
あ
り
、
正
教
会
の
社
会
的
重
要
性
を

政
治
家
が
正
当
化
す
る
と
き
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
み
る
方
が
正
し
い
。
こ
の

よ
う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
の
氾
濫
を
経
て
、
今
日
、
ロ
シ
ア
の
テ
レ
ビ
は
当
然

の
ご
と
く
、
大
統
領
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
家
が
新
年
や
復
活
祭
に
正
教

会
の
礼
拝
に
参
加
し
て
い
る
姿
を
放
映
す
る
。

　

発
表
者
は
、
ロ
シ
ア
の
宗
教
状
況
を
「
代
行
宗
教
」
と
い
う
概
念
で
捉

え
得
る
と
考
え
て
い
る
が
、
英
国
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
歴
史
的
教
会

の
大
聖
堂
と
い
う
物
質
的
環
境
を
享
受
す
る
聖
職
者
お
よ
び
熱
心
な
信
仰

者
が
代
行
す
る
の
で
は
な
く
、
ロ
シ
ア
大
統
領
お
よ
び
地
方
の
政
治
家
が
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的
な
神
道
と
は
無
縁
だ
。
だ
が
、
そ
の
背
景
に
新
た
な
宗
教
意
識
や
信
仰

が
果
た
し
て
存
在
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
訪
問
者
た
ち
は
、
清
正
井
で
は
そ
う
し
た
実
践
が
あ

る
と
い
う
情
報
を
事
前
に
得
て
、
現
地
で
他
の
訪
問
者
の
実
践
を
目
に

し
、
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
実
践
が
で
き
る
空
間
が
物
質
的
に
確
保
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
そ
の
実
践
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
清

正
井
で
は
写
真
撮
影
が
可
能
で
水
に
触
れ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
実
践

が
見
ら
れ
る
の
だ
。
換
言
す
れ
ば
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
現
象
の
背
後
に
過

度
に
信
仰
を
読
み
込
む
分
析
は
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
古
神

道
に
根
ざ
す
自
然
崇
拝
の
残
滓
、
水
や
木
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
に
導
か
れ
た

宗
教
的
人
間
の
実
践
、
あ
る
い
は
神
道
の
要
素
か
ら
個
人
が
独
自
の
信
仰

実
践
を
作
り
上
げ
た
と
い
っ
た
分
析
で
あ
る
。

　

別
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
伊
勢
神
宮
は
一
般
に
は
最
強
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
の
一
つ
と
語
ら
れ
な
が
ら
、
実
際
に
は
最
も
重
要
な
内
宮
で
は
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
的
実
践
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
内
宮
に
は
触
れ
る
こ

と
は
で
き
ず
、
写
真
撮
影
も
禁
止
さ
れ
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
的
実
践
が
環

境
的
に
不
可
能
だ
か
ら
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
的
な
実
践

を
促
し
て
い
る
の
は
、
個
人
の
信
仰
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
場
所
と
そ
こ

に
配
置
さ
れ
た
物
質
的
要
素
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
社
会
文

化
的
コ
ー
ド
な
の
で
あ
る
。
物
質
的
宗
教
論
や
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
論
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
場
所
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
的
実
践
を
可
能
に
す
る

か
否
か
が
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
代
の
宗
教
観
光
の
領
域
で
増
加
し
て
い
る

の
は
、
観
光
化
に
よ
る
新
た
な
宗
教
意
識
の
芽
生
え
や
信
仰
の
発
生
で
は

な
い
。
神
社
の
観
光
化
・
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
化
と
は
、
そ
の
場
所
で
何
を

ポ
ス
ト
世
俗
化
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
観
光

岡
本　

亮
輔

　

近
年
、
日
本
で
も
世
俗
化
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
宗
教
と
観
光
に
関
す

る
研
究
が
蓄
積
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
欧
米
と
は
異
な
る
仕
方
で

は
あ
る
が
、
日
本
で
も
宗
教
離
れ
は
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
そ
う
し
た

中
、
観
光
は
多
く
の
人
が
宗
教
と
接
す
る
数
少
な
い
機
会
と
な
っ
て
い

る
。
本
発
表
で
は
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
注
目
し
、
宗
教
的
個
人

化
に
つ
い
て
再
考
す
る
。

　

既
存
の
寺
社
が
テ
レ
ビ
・
雑
誌
・
ネ
ッ
ト
な
ど
で
パ
ワ
ー
が
貰
え
る
場

所
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
が
で
き
る
場
所
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
観
光

客
を
集
め
て
い
る
。
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
の
先
駆
け
と
な
っ
た
明
治

神
宮
の
清
正
井
で
は
、
泉
の
水
で
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
入
場
券
を
洗
う
、

写
真
を
撮
っ
て
お
守
り
に
す
る
と
い
っ
た
行
動
が
見
ら
れ
る
。
他
に
も
、

各
地
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、
御
神
木
に
抱
き
つ
く
と
い
っ
た
実
践
が

共
通
し
て
見
ら
れ
る
。

　

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
は
、
ひ
と
ま
ず
宗
教
の
世
俗
化
・
個
人
化
の

帰
結
で
あ
り
、「
所
属
な
き
信
仰
」
の
典
型
と
し
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

神
社
や
寺
へ
の
制
度
的
な
所
属
は
失
わ
れ
た
が
、
観
光
的
に
一
時
的
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
ま
た
、
自
分
た
ち
は
観
光
的
に
し
か
つ
な
が

っ
て
い
な
い
が
、
他
の
誰
か
は
し
っ
か
り
と
信
仰
し
て
い
る
と
い
う
「
代

行
の
宗
教
」
の
感
覚
も
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

他
方
で
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
所
属
な
き
信
仰
と
い
う
風

に
信
仰
を
中
心
に
捉
え
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
所

属
・
信
仰
・
実
践
が
分
離
し
、
信
仰
な
き
実
践
、
信
仰
な
き
所
属
が
広
く

観
察
で
き
る
。
清
正
井
の
撮
影
や
チ
ケ
ッ
ト
を
洗
う
実
践
は
確
か
に
伝
統
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「
所
属
な
き
信
仰
」（believing w

ithout belonging

）
お
よ
び
「
代

行
の
宗
教
」（vicarious religion

）
と
い
う
二
つ
の
鍵
概
念
に
つ
い
て

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
の
概
念
が
英
国
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

社
会
、
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
越
え
る
社
会
の
宗
教
状
況
を
把
握
す
る

の
に
ど
れ
ほ
ど
有
効
か
を
比
較
検
証
し
、
批
判
的
か
つ
建
設
的
な
対
話
を

行
な
う
こ
と
を
試
み
た
。

　

第
一
発
表
者
（
代
表
者
・
司
会
）
の
伊
達
聖
伸
が
、
パ
ネ
ル
の
主
旨
説

明
と
デ
イ
ヴ
ィ
ー
教
授
の
事
績
紹
介
を
し
た
の
に
続
き
、
第
二
発
表
者

（
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
）
の
グ
レ
ー
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
が
、「
所
属
な
き
宗

教
」
と
「
代
行
の
宗
教
」
の
内
容
と
関
係
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
教
皇
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
訪
問
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
統
計
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
、
ダ

イ
ア
ナ
妃
の
葬
儀
、
ミ
ド
ル
グ
ラ
ン
ド
の
英
国
人
の
無
宗
教
へ
の
傾
斜
な

ど
の
具
体
例
を
通
し
、「
所
属
」
の
様
態
も
「
信
仰
」
の
様
態
も
多
様
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

第
三
発
表
者
（
第
一
コ
メ
ン
テ
ー
タ
）
の
井
上
ま
ど
か
は
、
英
国
国
教

会
の
あ
る
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
正
教
会
の
あ
る
ロ
シ
ア
の
類
似
性
と
相
違

点
に
注
目
し
、
と
り
わ
け
ロ
シ
ア
に
お
け
る
「
代
行
の
宗
教
」
が
政
治
的

有
力
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
引
き
つ
け
た
。
そ
れ
に

関
連
し
て
、
歴
史
的
統
治
者
が
聖
人
化
さ
れ
る
傾
向
も
指
摘
し
た
。

　

北
海
道
で
起
き
た
大
地
震
の
た
め
に
参
加
が
危
ぶ
ま
れ
た
第
四
発
表
者

（
第
二
コ
メ
ン
テ
ー
タ
）
の
岡
本
亮
輔
は
、
急
遽
飛
行
機
を
キ
ャ
ン
セ
ル

し
て
フ
ェ
リ
ー
で
駆
け
つ
け
た
。
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
、
日
本

の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
、「
信
仰
」
と
「
所
属
」
に
「
実
践
」
の

第
三
項
を
加
え
、
現
代
日
本
の
宗
教
的
状
況
を
と
ら
え
る
の
に
「
信
仰
な

き
実
践
」
と
い
う
見
方
を
提
出
し
た
。

す
べ
き
か
と
い
う
指
示
が
増
加
し
、
実
践
の
た
め
の
物
質
的
環
境
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
来
訪
者
は
、
そ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
指

示
に
し
た
が
っ
て
一
見
信
仰
に
裏
打
ち
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
実
践
を
行

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

所
属
な
き
信
仰
と
代
行
の
宗
教
は
、
ポ
ス
ト
世
俗
化
社
会
の
宗
教
状
況

を
適
確
に
捉
え
た
概
念
で
あ
る
。
確
か
に
個
人
の
宗
教
所
属
と
信
仰
は
無

関
係
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
宗
教
と
観
光
の
領
域
を
見
る
限
り
、

こ
の
概
念
か
ら
、
さ
ら
に
「
信
仰
な
き
実
践
」「
信
仰
な
き
所
属
」
と
い

う
拡
張
概
念
を
導
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

伊
達　

聖
伸

　

現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
い
っ
そ
う
の
世
俗
化
と
呼
べ
る
よ
う
な
事
態

が
進
行
す
る
一
方
で
、
宗
教
的
な
も
の
の
社
会
的
可
視
化
が
進
む
と
い
う

逆
説
的
な
状
況
が
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
適
切
に
理
解
す
る
に

は
、
い
か
な
る
理
論
的
な
枠
組
み
や
概
念
装
置
を
用
い
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ

う
か
。
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
宗
教
（
社
会
）
学
者
が
提
出
す
る
枠

組
み
や
概
念
に
は
、
そ
の
研
究
者
自
身
が
属
す
る
国
や
地
域
の
特
徴
が
表

わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
用
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
越
え
る

地
域
と
の
比
較
考
察
を
試
み
る
こ
と
は
、
対
象
と
し
て
の
当
該
社
会
と
研

究
者
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
双
方
の
特
徴
を
、
よ
り
意
識
的
か
つ
重
層

的
に
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
期
待
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
、
日
本
宗
教
学
会
国
際
委
員
会
の
企
画

と
し
て
行
わ
れ
た
当
英
語
パ
ネ
ル
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
宗
教
社
会
学
の
泰
斗

グ
レ
ー
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ー
教
授
（
エ
ク
ス
タ
ー
大
学
）
を
招
聘
し
た
。
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宗
教
研
究
の
振
興
と
学
会
・
学
会
連
合
の
役
割

│
│ 

学
術
会
議
と
の
対
話 

│
│

代
表
者
・
司
会　

藤
原
聖
子

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

井
野
瀬
久
美
惠

日
本
宗
教
研
究
諸
学
会
連
合
共
催

宗
教
学
会
の
状
況 

│
│ 

他
分
野
学
会
と
比
較
し
て 

│
│

藤
原　

聖
子

　

人
文
社
会
科
学
の
維
持
と
振
興
を
謳
っ
た
学
術
会
議
の
「
二
〇
一
七
提

言
」
は
、
五
つ
の
柱
、
す
な
わ
ち

① 

教
育
の
質
向
上
と
若
者
の
未
来
を
見
据
え
て
高
等
教
育
政
策
の
改
善

を
進
め
る

②
研
究
の
質
向
上
の
視
点
か
ら
評
価
指
標
を
再
構
築
す
る

③
大
学
予
算
と
研
究
資
金
の
あ
り
方
を
見
直
す

④
若
手
研
究
者
と
女
性
研
究
者
の
支
援
を
本
格
化
さ
せ
る

⑤
総
合
的
学
術
政
策
の
構
築
を
は
か
る

を
掲
げ
て
い
る
。
宗
教
研
究
を
専
門
と
す
る
諸
学
会
の
特
徴
と
し
て
ま
ず

指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
人
文
社
会
系
学
会
の
中
で
は
、
大
学
以
外
の
研
究

機
関
（
し
か
も
民
間
企
業
で
は
な
い
組
織
）
に
属
す
る
研
究
者
が
比
較
的

多
い
学
会
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文
科
省
の
「
六
・
八
通

知
」
が
象
徴
す
る
文
系
学
部
の
危
機
の
影
響
を
（
少
な
く
と
も
直
接
は
）

受
け
な
い
研
究
体
制
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
③
に
関
し
て

は
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
」
な
研
究
の
あ
り
方
を
先
取
り
し
て
い
る
と
も
言
え

る
が
、
④
に
関
し
て
は
後
れ
を
取
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
両
面
性
が
あ

　

井
上
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
デ
イ
ヴ
ィ
ー
は
、
ロ
シ
ア
の
事
例
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
一
般
的
傾
向
を
よ
り
特
殊
な
事
例
で
検
証
す
る
好
例
と
評
価
し

た
。
岡
本
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
聖
地
も
し

ば
し
ば
神
話
に
基
づ
い
て
い
な
が
ら
強
力
な
力
を
持
つ
こ
と
に
触
れ
、
現

代
の
巡
礼
の
特
徴
を
と
ら
え
る
に
は
公
私
モ
デ
ル
よ
り
固
定
性
と
流
動
性

の
モ
デ
ル
が
適
切
な
の
で
は
な
い
か
と
示
唆
し
た
。

　

会
場
と
の
質
疑
応
答
で
は
、
ジ
ョ
リ
オ
ン
・
ト
ー
マ
ス
（
ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
大
学
）
が
、
宗
教
的
遺
産
と
公
共
的
有
用
性
の
関
係
お
よ
び
近
年
に

お
け
る
変
化
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
デ
イ
ヴ
ィ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗

教
の
公
共
的
有
用
性
を
考
え
る
に
は
、
地
域
に
密
着
し
た
教
区
の
重
み
を

考
慮
に
入
れ
る
べ
き
と
回
答
し
た
。
近
年
の
公
共
的
有
用
性
の
私
事
化
の

傾
向
自
体
に
は
反
対
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
や
り
方
は
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
と
疑
念
を
呈
し
た
。
山
中
弘
・
日
本
宗
教
学
会
会
長
（
筑
波
大
学
）

は
、
日
本
に
お
け
る
世
俗
と
宗
教
の
あ
い
だ
の
よ
う
な
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
を

扱
う
に
は
、「
所
属
な
き
信
仰
」
は
啓
発
的
だ
が
、「
代
行
の
宗
教
」
は
必

ず
し
も
有
効
と
は
言
え
な
い
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
コ
メ
ン
ト
し

た
。

　

英
国
な
い
し
西
欧
発
の
概
念
の
他
地
域
へ
の
適
用
有
効
性
を
問
お
う
と

し
た
当
パ
ネ
ル
に
お
い
て
デ
イ
ヴ
ィ
ー
が
何
度
か
強
調
し
た
の
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
世
俗
的
だ
が
世
界
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
西
洋
由
来
の

社
会
学
的
概
念
を
用
い
た
非
西
洋
地
域
の
分
析
に
は
、
大
胆
な
適
用
が
必

要
と
い
う
点
だ
っ
た
。
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ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
学
会
と
し
て
取
り
組

む
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
３

）
学
術
基
礎
デ
ー
タ
収
集
・
活
用
の
問
題

・ 

基
礎
デ
ー
タ
を
持
つ
こ
と
が
人
文
社
会
科
学
分
野
の
振
興
の
た
め
の
政

策
提
言
に
つ
な
が
る
と
い
う
認
識
が
十
分
に
広
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ

に
は
、
人
文
・
社
会
科
学
系
学
協
会
男
女
共
同
参
画
推
進
連
絡
会
の
調

査
も
含
ま
れ
る
。

（
４

）
国
際
発
信

・ 

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
に
は
日
本
宗
教
学
会
か
ら
役
員
が
ほ
ぼ
必
ず
出
て

い
た
が
、
こ
れ
は
放
っ
て
お
っ
て
も
今
後
も
自
動
で
続
く
も
の
で
は
な

く
、
特
に
中
国
・
韓
国
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
５

）
社
会
発
信

・ 

Ｈ
Ｐ
や
学
会
誌
発
行
だ
け
で
は
社
会
に
届
か
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ

る
。
研
究
者
個
人
の
努
力
の
他
、
学
会
と
し
て
他
に
先
駆
け
る
試
み
が

期
待
さ
れ
る
。

イ
ン
ド
学
仏
教
学
は
「
社
会
的
要
請
」
に
い
か
に
応
え
る
の
か斎

藤　
　

明

　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
の
分
野
は（
一
）国
際
的
な
学
術
交
流
、（
二
）諸
種
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
、（
三
）社
会
的
要
請
へ
の
対
応
と
い
う
点
で
、
比
較

的
、
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
文
・
社
会
科
学
系
（
以
下
、「
人
文

系
」
と
略
称
す
る
）
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
ま
た
、
人
文

系
諸
分
野
に
期
待
さ
れ
る
今
後
の
動
向
を
見
据
え
る
と
き
、
い
く
つ
か
の

課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
関
連
す
る
隣
接
分
野
と
も
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
着
実
に
克
服
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

り
、
ま
た
③
に
関
し
て
も
今
後
に
つ
い
て
は
保
証
が
な
い
。
よ
っ
て
、
宗

教
研
究
を
専
門
と
す
る
諸
学
会
に
と
っ
て
も
、「
二
〇
一
七
提
言
」
は
す

ぐ
に
で
も
検
討
す
べ
き
課
題
を
提
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

他
の
特
徴
と
し
て
は
、
宗
教
研
究
と
い
う
分
野
の
社
会
的
知
名
度
の
相

対
的
低
さ
に
比
し
て
、
学
会
（
と
く
に
日
本
宗
教
学
会
、
日
本
印
度
学
仏

教
学
会
）
の
会
員
数
が
他
分
野
学
会
に
比
べ
て
比
較
的
多
い
こ
と
、
ま
た

安
定
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
他
国
の
宗
教
学
会
と
比
較

し
て
も
同
様
で
あ
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
持
つ
と
言
え
る
。
国
際
学

会
（
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｒ
）
の
世
界
大
会
を
過
去
二
回
（
し
か
も
一
回
目
は
一
九
五

八
年
と
い
う
早
い
段
階
）
で
開
催
し
て
い
る
と
い
う
点
も
際
立
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
国
際
的
ジ
ャ
ー
ナ
ル
へ
の
論
文
掲
載
数
な
ど
の
海
外
発
信

力
で
は
劣
る
な
ど
課
題
も
多
い
。

　
「
二
〇
一
七
提
言
」
か
ら
宗
教
研
究
の
学
会
・
学
会
連
合
に
と
っ
て
の

課
題
を
五
点
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

（
１

）
研
究
評
価
の
問
題

・ 

メ
ト
リ
ッ
ク
な
（
数
量
的
）
評
価
指
標
が
外
部
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
、

宗
教
研
究
の
質
の
向
上
が
阻
害
さ
れ
る
と
い
う
問
題
は
、
学
会
・
連
合

全
体
で
共
有
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

・ 

宗
教
研
究
特
有
の
（
限
定
で
は
な
い
が
）
困
難
と
し
て
、
多
様
な
方
法

論
が
集
ま
る
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
く
る
評
価
の
難
し
さ
が
、
認
識
さ

れ
て
は
い
る
が
、
積
極
的
な
手
が
打
た
れ
て
い
な
い
。

（
２

）
若
手
研
究
者
育
成
の
問
題

・ 

他
分
野
に
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、
大
学
単
位
で
は
そ
の
分
野
の
院
生
を

育
て
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
横
の
連
携
を
検
討
し
て
い
る
学
会
も
出
て

き
て
い
る
。
宗
教
研
究
で
は
、
東
京
や
京
都
に
は
単
位
互
換
制
度
や
コ
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し
て
の
貢
献
も
ま
た
あ
る
。（
二
）の
関
連
で
、
以
下
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
は
イ
ン
ド
学
仏
教
学
界
が
関
与
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
二
十
年

以
上
前
か
ら
公
開
さ
れ
、
内
外
の
研
究
者
・
学
生
を
は
じ
め
、
関
心
を
も

つ
多
く
の
人
々
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、SA

T

大
正
新
脩

大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（「
大
藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

研
究
会
」
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
次
世
代
人
文
学
開
発

セ
ン
タ
ー
、http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SA

T
/

）
で
、
大
正
新
脩

大
藏
經
（
全
一
〇
〇
巻
）
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
他
の
一

つ
は
、IN

BU
D
S

イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
、http://w

w
w
.inbuds.net/

）
で
、
主
と
し
て
日
本
国

内
で
発
行
さ
れ
た
定
期
刊
行
学
術
雑
誌
等
の
中
か
ら
、
イ
ン
ド
学
・
仏

教
学
に
関
す
る
論
文
を
抽
出
し
、
そ
の
書
誌
情
報
及
び
キ
ー
ワ
ー
ド
を

収
録
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
の
中
で
、CiN

ii, 
J-ST

A
GE

等
に
公
開
さ
れ
た
学
術
雑
誌
所
載
の
論
文
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
入
手

可
能
で
あ
る
。

　
（
三
）の
社
会
的
要
請
へ
の
対
応
に
関
し
て
、
こ
こ
で
は
、
手
前
味
噌
な

が
ら
、
多
く
の
難
解
な
仏
教
術
語
を
定
義
的
あ
る
い
は
主
要
な
用
例
を

根
拠
に
現
代
語
（
日
本
語
と
英
語
）
へ
の
基
準
的
な
訳
語
を
提
案
し
て

い
る
バ
ウ
ッ
ダ
コ
ー
シ
ャ
（
＝「
仏
教
用
語
の
宝
庫
」
の
タ
イ
ト
ル
を
も

つ
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トhttp://w

w
w
.l.u-tokyo.ac.jp/~b_kosha/

htm
l/index_75dharm

a.htm
l

）
を
紹
介
し
た
い
。
生
物
（
有
情
）
が

も
つ
十
の
普
遍
的
な
心
作
用
の
一
つ
マ
ナ
ス
カ
ー
ラ
（m

anaskāra

、

玄
奘
訳
「
作
意
（
さ
い
）」、
真
諦
訳
「
思
惟
」）
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
倶

舎
論
』
と
そ
の
注
釈
に
お
け
る
「
心
を
〔
対
象
に
向
け
て
〕
は
た
ら
か

せ
る
こ
と
で
あ
る
。」
と
の
定
義
文
を
根
拠
に
す
る
か
ぎ
り
、
適
切
な
基

　

ま
ず
、（
一
）の
国
際
的
な
学
術
交
流
に
関
し
て
は
、
人
文
系
諸
分
野
に

お
け
る
研
究
評
価
の
問
題
に
も
関
わ
る
が
、
す
べ
て
の
基
幹
と
な
る
全
国

学
会
で
は
、
主
要
な
論
文
を
す
べ
て
母
語
と
英
語
と
で
同
時
発
信
す
る
、

あ
る
い
は
過
渡
的
に
一
年
程
度
の
ス
パ
ン
を
置
い
て
両
語
で
公
刊
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
と
こ
ろ
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』

は
、
第
三
分
冊
に
欧
文
（
主
に
英
文
）
論
文
を
収
め
、
同
時
に
ま
た
第

一
、
第
二
分
冊
に
掲
載
さ
れ
た
す
べ
て
の
日
本
語
論
文
の
英
文
要
旨
を
載

せ
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
上
述
の
方
向
に
さ
ら
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
は
、

ひ
と
り
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
み
な
ら
ず
、
人
文
系
諸
分
野
の
す
べ
て

の
基
幹
学
会
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、（
二
）と（
三
）に
関
連
し
て
、
広
義
の
社
会
貢
献
と
い
う
課
題
に

目
を
向
け
た
い
。
そ
も
そ
も
人
文
系
諸
分
野
は
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
（
費
用
対
効
果
）
の
点
で
も
、
日
本
の
学
術
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
て

い
る
。
こ
の
点
は
、
人
文
系
分
野
全
体
に
対
す
る
学
術
研
究
予
算
（
約
三

〇
％
）
に
比
し
て
、
同
分
野
の
学
生
数
の
比
率
（
五
〇
％
弱
、
教
育
系
を

含
め
る
と
六
〇
％
弱
）、
工
学
系
と
並
ん
で
多
い
留
学
生
の
受
け
入
れ
、

書
籍
の
出
版
点
数
（
約
六
〇
％
）
等
々
の
指
標
が
示
す
と
お
り
で
あ
る

（
提
言
「
学
術
の
総
合
的
発
展
を
め
ざ
し
て
―
人
文
・
社
会
科
学
か
ら
の

提
言
―
」（
二
〇
一
七
年
六
月
一
日
）
参
照
）。「
コ
ス
パ
」
な
ど
の
基
準

は
人
文
系
に
馴
染
ま
な
い
と
い
う
声
も
あ
ろ
う
が
、
人
文
系
分
野
が
涵
養

す
る
柔
軟
で
多
角
的
な
視
野
と
批
判
的
な
思
考
法
を
も
つ
こ
と
の
意
義
に

く
わ
え
、
江
湖
に
う
っ
た
え
る
に
値
す
る
指
標
で
あ
り
事
実
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
学
問
分
野
の
社
会
貢
献
に
は
個
々
の
研
究
者
に
よ
る
研
究

成
果
や
、
そ
れ
と
関
連
し
た
﹇
宗
教
者
﹈
個
人
の
社
会
的
活
動
に
く
わ

え
、
特
定
分
野
や
隣
接
分
野
の
複
数
の
研
究
者
が
関
与
す
る
作
業
を
と
お
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な
の
か
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
広
く
文
化
現
象
も
含
め
る
の
か
。
さ
ら
に

方
法
論
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
独
自
の
も
の
が
あ
り
得
る
の
か
。
た
と

え
ば
聖
書
学
な
ど
は
歴
史
学
の
方
法
論
を
用
い
、
組
織
神
学
（
教
義
学
）

を
批
判
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
単
な
る
歴
史
学
に
と
ど
ま
る

と
す
れ
ば
、
も
は
や
宗
教
と
し
て
の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
に
関
わ
る
も
の
で

は
な
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
果
た
し
て
聖
書
学
は
神
学
な
の
だ
ろ
う
か
。

神
学
の
学
問
性
の
問
題
は
、
学
会
の
専
務
理
事
と
し
て
よ
り
も
神
学
部
の

学
部
長
経
験
者
と
し
て
切
実
に
感
じ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
神
学
と
い
う
も

の
が
社
会
の
な
か
で
認
知
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
入
試
で
苦
労

す
る
、
と
か
、
他
学
部
か
ら
何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
聖
書
の
お
勉
強
、
単
な
る

0

0

0

牧
師
養
成
等
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
誤
解
、
曲
解
が
見
ら
れ
る
。
神
学
と
い
う
も
の
そ
れ
自
体

の
学
問
性
を
明
確
に
し
、
社
会
に
お
い
て
理
解
さ
れ
る
必
要
を
感
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
「
二
〇
一
七
提
言
」
が
出
さ
れ
た
。

す
で
に
学
会
に
お
い
て
は
、
準
備
を
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
提
言
に
対
応
す
る
も
の
を
挙
げ
て
み
た
い
。
研

究
者
の
倫
理
規
定
の
制
定
（
二
〇
一
六
年
九
月
）、「
若
手
研
究
者
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
」
の
設
置
（
二
〇
一
七
年
九
月
）、「
日
本
基
督
教
学
会
賞
」
の

設
置
（
二
〇
一
七
年
九
月
）、
論
文
投
稿
制
度
の
設
計
（
二
〇
一
七
年
九

月
）、『
新
版
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
』（
教
文
館
）
の
制
作
の
た
め
の
編
集

委
員
会
の
設
置
（
二
〇
一
五
年
総
会
）、
以
上
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
研
究

推
進
、
若
手
の
育
成
、
学
会
の
社
会
へ
の
発
信
を
目
的
と
し
て
い
る
。
と

く
に
大
事
典
の
制
作
は
、
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
は
あ
る
が
、
標
準

的
学
知
の
形
成
は
学
会
の
社
会
的
責
務
と
思
わ
れ
る
。

　

時
代
に
応
じ
て
諸
施
策
を
展
開
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
他

準
訳
語
は
「
傾
注
」
な
い
し
「
心
を
向
け
る
こ
と
」
で
あ
り
、
英
語
の

attention

が
こ
れ
に
相
当
す
る
。

神
学
・
キ
リ
ス
ト
教
学
の
現
状
と
将
来
に
む
け
て

土
井　

健
司

　

日
本
基
督
教
学
会
は
一
九
五
二
年
に
設
立
さ
れ
、
そ
の
目
的
と
し
て

「
キ
リ
ス
ト
教
を
学
問
的
に
研
究
す
る
者
が
相
互
の
連
絡
を
図
る
と
共
に
、

キ
リ
ス
ト
教
学
の
発
達
を
期
す
る
。」（
学
会
規
約
第
三
条
）
と
定
ま
る
。

会
員
数
は
七
〇
〇
名
（
団
体
）
近
く
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
最
大
規

模
の
学
会
と
な
る
。
学
会
誌
『
日
本
の
神
学
』（
教
文
館
）
は
五
七
号
が

最
新
号
と
な
っ
て
い
る
。
発
表
者
は
専
務
理
事
と
し
て
二
〇
一
五
年
よ
り

一
期
二
年
を
二
期
、
つ
ま
り
四
年
本
部
事
務
局
を
運
営
し
、
こ
の
九
月
に

次
期
事
務
局
に
交
替
す
る
。

　

さ
て
従
来
、
本
学
会
の
か
か
え
る
ひ
と
つ
の
問
題
は
「
神
学
」
か
「
キ

リ
ス
ト
教
学
」
な
の
か
で
あ
っ
た
。
学
会
名
が
後
者
で
あ
る
の
に
対
し
て

学
会
誌
は
前
者
を
名
乗
る
。
神
学
が
信
仰
の
み
な
ら
ず
教
会
的
視
点
を
も

つ
の
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
は
教
会
に
拘
ら
な
い
と
言
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
両
者
の
関
係
は
未
だ
に
問
題
で
あ
り
続
け
る
。
し
か
し
日
本

の
学
術
を
め
ぐ
る
現
状
は
、
学
会
が
も
は
や
こ
の
種
の
内
的
な
問
題
に
の

み
注
意
を
傾
け
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
そ
こ
で
発
表
者
自
身
は
一
旦
こ
の

区
別
は
棚
上
げ
に
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
き
た
。

　

そ
も
そ
も
神
学
で
あ
れ
キ
リ
ス
ト
教
学
で
あ
れ
、
そ
の
学
問
性
は
何
で

あ
る
の
か
。
学
問
が
対
象
と
方
法
論
に
従
っ
て
分
類
さ
れ
る
と
す
る
な

ら
、
た
と
え
ば
「
キ
リ
ス
ト
教
」
が
対
象
と
な
る
と
し
て
も
、
そ
の
場
合

「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
ど
の
範
囲
を
指
す
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
教
会
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ど
存
在
し
な
い
こ
と
、
対
し
て
中
国
お
よ
び
台
湾
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ほ
か

の
海
外
に
大
量
に
存
在
す
る
道
教
信
者
は
、
本
学
会
と
ほ
と
ん
ど
関
係
を

持
っ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
、
日
本
の
一
般
市
民
に
と
っ
て
道
教
の
宗
教

的
文
化
的
有
効
性
が
理
解
し
に
く
い
、
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
基
本
的
状
況
に
対
し
て
本
学
会
は
、
宗
教
研
究
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
宗
教
文
化
史
的
研
究
の
視
野
に
立
っ
て
、
道
教
に
関

わ
る
文
化
現
象
の
多
様
性
と
創
造
性
を
探
究
し
て
い
る
。
私
見
で
は
、

「
日
本
に
お
け
る
学
術
の
現
状
と
課
題
」
を
解
明
し
て
「
広
く
国
民
と
共

有
す
る
」（「
六
・
八
通
知
」）
た
め
に
重
要
な
側
面
と
し
て
、
次
の
諸
点

が
あ
る
。
①
日
本
文
化
は
古
典
中
国
文
化
を
承
け
て
お
り
、
そ
の
古
典
中

国
文
化
に
お
い
て
、
道
教
は
宗
教
思
想
と
し
て
核
心
的
で
あ
る
こ
と
。
②

日
本
に
伝
わ
っ
た
中
国
仏
教
は
、
道
教
の
影
響
を
受
け
た
要
素
を
持
つ
こ

と
。
③
日
本
の
宗
教
と
し
て
の
神
道
お
よ
び
修
験
道
は
、
道
教
の
文
化
要

素
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
④
い
わ
ゆ
る
日
本
文
化
と
み
な
さ
れ
る
文
化
要

素
に
は
、
道
教
か
ら
よ
っ
て
き
た
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
。
⑤

道
教
文
化
の
要
素
に
は
、
中
国
お
よ
び
華
人
社
会
を
主
と
し
つ
つ
、
日

本
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
で
共
有
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
。

　

道
教
の
解
明
を
「
広
く
国
民
と
共
有
す
る
」
た
め
に
は
、
道
教
の
信
仰

実
践
と
文
化
要
素
の
あ
り
よ
う
を
、
従
来
以
上
に
具
象
的
に
研
究
者
・

市
民
に
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
に
は
と
く
に
視
覚
化

（visualization

）
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

発
展
に
よ
り
、
映
像
と
音
声
の
採
取
、
編
集
、
字
幕
の
加
工
、
ア
ー
カ
イ

ブ
化
な
ど
は
、
す
で
に
私
た
ち
人
文
科
学
の
研
究
者
個
人
に
も
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
私
自
身
の
実
践
と
し
て
二
点
を
紹
介
し
た
い
。

　

第
一
は
、
中
国
現
地
で
の
宗
教
活
動
・
空
間
の
視
覚
化
と
そ
の
解
釈
。

方
で
留
意
す
べ
き
点
も
あ
る
。
現
代
は
何
で
あ
れ
数
値
と
可
視
化
、
成
果

主
義
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
が
、
本
来
神
学
（
ま
た
人
文
学
）
は
そ
の

よ
う
な
指
標
で
は
測
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
本
質
を
見
失
わ
な
い
よ

う
に
し
た
い
。
た
だ
し
問
題
は
、
数
値
と
可
視
化
、
成
果
主
義
に
は
説
得

力
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
数
で
表
す
、
見
え
る
よ
う
に
す
る
、
成
果
を
主

張
す
る
、
こ
れ
ら
は
と
に
か
く
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
し
数
は
誤
魔
化
す

こ
と
が
で
き
、
可
視
化
は
表
面
だ
け
で
よ
く
、
成
果
も
実
質
と
は
関
係
が

な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
私
た
ち
の
学

問
固
有
の
も
の
を
探
求
し
つ
つ
、
説
得
力
あ
る
仕
方
で
学
問
を
展
開
す
る

こ
と
で
あ
ろ
う
。
時
代
に
合
う
仕
方
で
の
施
策
は
展
開
し
て
き
た
が
、
本

質
的
な
課
題
に
つ
い
て
は
ま
だ
そ
の
方
途
が
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
目

指
す
べ
き
将
来
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
道
教
研
究
の
有
効
性
に
つ
い
て

土
屋　

昌
明

　
「
道
教
」
は
、
中
国
古
来
の
神
仙
思
想
や
道
家
思
想
を
主
た
る
構
成
要

素
と
し
て
、
仏
教
・
儒
教
か
ら
論
理
や
倫
理
・
世
界
観
な
ど
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
歴
史
的
に
発
展
し
、
死
か
ら
の
超
越
と
天
界
に
お
け
る
永
生
を

信
仰
す
る
宗
教
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
中
国
ほ
か
華
人
社
会
で
活
発
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
日
本
道
教
学
会
は
、
そ
の
研
究
の
た
め
に
一
九
五
〇

年
に
設
立
さ
れ
、
道
教
を
主
と
し
な
が
ら
も
、
中
国
の
文
化
現
象
の
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
を
包
括
し
て
い
る
。
構
成
人
数
は
二
〇
一
八
年
現
在
、
役
員

一
二
五
人
（
男
性
一
〇
八
、
女
性
一
七
）、
会
員
四
九
九
人
。
会
員
の
性

質
に
お
い
て
、
中
国
研
究
に
従
事
す
る
研
究
者
以
外
の
会
員
は
非
常
に
少

な
い
。
そ
の
主
た
る
要
因
は
、
第
一
に
日
本
で
は
道
教
の
信
者
は
ほ
と
ん
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コ
メ
ン
ト

井
野
瀬
久
美
惠

　

土
屋
氏
が
述
べ
た
「
道
教
研
究
を
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
か
、

説
明
す
る
の
か
」
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
は
全
体
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
土

井
氏
は
「
学
会
を
ど
う
開
く
の
か
」
と
問
い
か
け
た
。
今
、
大
学
で
は
経

営
用
語
が
闊
歩
し
て
お
り
、
数
値
化
さ
れ
、
可
視
化
さ
れ
得
る
結
果
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
異
な
る
か
た
ち
で
、
自
分
の
研
究
の
こ
と

を
社
会
に
ど
う
説
明
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
斎
藤
氏
が
紹
介

し
た
、「
日
英
同
時
発
信
を
考
慮
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
も
通
じ
る
問
題
で
あ
る
。

　

関
連
し
て
思
い
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
日
本
学
術
会
議
第
一
部
は
、
二

〇
一
五
年
六
・
八
通
知
か
ら
ま
も
な
く
、
七
月
三
一
日
に
緊
急
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
実
に
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
報
告
と
質
疑
応
答
、
そ

の
他
自
由
発
言
が
数
多
く
あ
っ
た
な
か
で
、
最
も
参
加
者
の
共
感
を
集
め

た
の
は
、「
自
分
は
宗
教
学
を
学
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を
社
会
に
ど
う
説

明
し
た
ら
よ
い
の
か
、
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ひ
と
り
の
学
部
学
生
の

問
い
か
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
場
で
納
得
の
い
く
答
え
を
誰
も
返
せ
な
か
っ

た
と
い
う
記
憶
と
と
も
に
、
そ
の
学
生
の
言
葉
は
今
な
お
鮮
明
に
残
っ
て

い
る
。

　

私
た
ち
人
文
社
会
科
学
の
研
究
者
は
、
自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と

を
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
よ
う
に
、
知
的
好
奇
心

が
あ
れ
ば
誰
に
で
も
人
文
社
会
科
学
の
意
義
は
わ
か
る
は
ず
と
決
め
込
む

態
度
は
も
は
や
通
用
し
な
い
。
特
に
知
識
や
教
養
と
み
な
す
も
の
が
私
た

ち
の
時
代
か
ら
変
化
し
、
私
た
ち
が
知
識
、
教
養
と
考
え
る
も
の
に
共
感

が
も
て
な
い
若
い
世
代
に
、
研
究
者
個
人
は
、
そ
し
て
学
会
は
、
自
分

こ
れ
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
映
像
収
集
が
あ
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
と
し
て
道
教
研
究
者
は
道
教
儀
礼
の
映
像
化
を
お
こ
な
っ
て
い
る

が
、
私
自
身
は
、
道
教
聖
地
の
景
観
や
宗
教
施
設
な
ど
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
お
よ
び
可
視
化
を
考
え
て
い
る
。
映
像
収
集
と
し
て
は
、
ま
ず
映

像
人
類
学
の
成
果
だ
け
で
な
く
、
宗
教
活
動
を
撮
っ
た
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
の
収
集
・
解
釈
・
紹
介
で
あ
る
。
中
国
で
は

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
来
、
民
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
が
社
会

の
底
辺
や
辺
鄙
な
農
村
に
入
っ
て
、
体
制
メ
デ
ィ
ア
や
外
国
人
が
撮
影
し

な
い
宗
教
活
動
を
記
録
し
て
い
る
。

　

第
二
は
、
道
教
の
視
覚
文
化
の
研
究
。
仏
教
学
や
キ
リ
ス
ト
教
学
の
視

覚
文
化
研
究
に
く
ら
べ
、
道
教
の
視
覚
文
化
は
看
過
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
近
年
や
っ
と
、
関
係
す
る
文
化
財
が
東
ア
ジ
ア
各
地
に
存
在
す
る
こ
と

が
認
識
さ
れ
は
じ
め
て
き
た
。
こ
れ
は
上
述
の
⑤
の
側
面
の
解
明
と
知
の

共
有
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
道
教
成
立
以
前
の
文
化
財
の
新
出
土
も
知
的

刺
激
が
あ
る
。

　

最
後
に
、
よ
り
普
遍
的
現
代
的
な
話
題
と
し
て
は
、
環
境
問
題
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
道
教
に
は
、
外
な
る
自
然
と
人
間
を
合
一
さ
せ
よ
う

と
す
る
思
考
方
法
が
あ
る
。
本
学
会
で
は
、
二
〇
一
五
年
大
会
（
東
洋
大

学
）
で
「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ　

自
然
・
環
境
・
道
教
」
と
題
し
て
講

演
会
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
自
然
環
境
を
重
視
す
る
日
本
の
宗
教
思
想

（
神
道
・
日
本
仏
教
）
と
道
教
と
の
関
係
の
研
究
成
果
を
中
国
に
投
げ
か

え
す
こ
と
は
、
中
国
国
内
の
環
境
問
題
の
解
釈
に
再
帰
的
な
示
唆
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
る
。
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の
か
。

　

人
文
社
会
科
学
は
批
判
的
思
考
を
鍛
え
る
と
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
。
問

う
べ
き
問
い
を
見
出
す
こ
と
に
そ
の
大
き
な
役
割
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る

の
だ
が
、
そ
れ
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
し
か
も
こ
の
問
題
は
、
評
価

の
問
題
と
直
結
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
六
・
八
通
知
の
背
景
に
あ
る
の
は

競
争
原
理
を
ベ
ー
ス
と
す
る
新
自
由
主
義
（
ネ
オ
リ
ベ
）
で
あ
る
。
人
文

社
会
科
学
が
数
値
化
、
可
視
性
、
結
果
主
義
だ
け
で
と
ら
え
ら
れ
な
い
と

す
る
な
ら
ば
、
評
価
と
は
い
っ
た
い
何
か
。
評
価
の
対
象
と
は
何
な
の

か
。
問
題
提
起
を
含
め
た
四
本
の
報
告
を
聞
い
て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

藤
原　

聖
子

　

こ
の
数
年
間
、
政
府
の
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
の
裏
で
進

む
、
文
系
諸
学
や
基
礎
研
究
の
軽
視
が
問
題
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況

に
対
し
て
、
宗
教
研
究
の
基
盤
を
維
持
し
、
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
た
め

に
、
関
連
学
会
と
日
本
宗
教
研
究
諸
学
会
連
合
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。

　

考
察
の
手
が
か
り
と
し
て
、
日
本
宗
教
研
究
諸
学
会
連
合
と
の
共
催
で

あ
る
本
パ
ネ
ル
は
、
日
本
学
術
会
議
第
一
部
（
人
文
社
会
科
学
部
門
）
か

ら
二
〇
一
七
年
に
発
出
さ
れ
た
提
言
「
学
術
の
総
合
的
発
展
を
め
ざ
し
て

―
人
文
・
社
会
科
学
か
ら
の
提
言
―
」（
二
〇
一
七
提
言
）
へ
の
応
答
と

い
う
形
で
進
め
た
。

　

各
発
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
日
本
基
督
教
学
会
、

日
本
道
教
学
会
、
日
本
宗
教
学
会
（
日
本
宗
教
研
究
諸
学
会
連
合
の
運
営

た
ち
の
専
門
を
ど
う
語
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。「
二
〇
一
七
提
言
」
に

「
教
育
」
の
項
目
を
入
れ
た
の
は
、
人
文
社
会
科
学
の
振
興
の
問
題
を
次

世
代
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
を
問
う
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
。
人
文
社
会
科
学

が
全
く
必
要
な
い
と
い
う
人
は
滅
多
に
い
な
い
が
、
社
会
に
対
し
て
人
文

社
会
科
学
が
、
宗
教
研
究
が
ど
の
よ
う
に
重
要
で
必
要
か
を
ど
う
説
明
す

る
か
、
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
は
現
在
、
文
科
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
（
学
術
分
科
会
）
の
委

員
を
務
め
て
い
る
が
、
そ
こ
で
先
月
か
ら
、
人
文
社
会
科
学
の
振
興
に
関

す
る
論
点
整
理
が
始
ま
っ
た
。
人
文
社
会
科
学
の
振
興
は
、
こ
れ
ま
で
も

文
科
省
で
度
々
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
に
、
で
あ
る
。
今
わ
れ
わ
れ
は
、
人

文
社
会
科
学
の
何
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
れ
に
答
え
る
に
は
、

六
・
八
通
知
直
後
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
社
会
的
要
請
」
で
は
も
は
や

十
分
で
は
な
い
。
学
術
分
科
会
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、Society 5.0

とSD
Gs

で
あ
る
。SD

Gs

に
対
し
て
は
目
標
間
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関

係
の
解
明
が
学
術
の
一
つ
の
主
要
な
課
題
だ
が
、
こ
れ
に
人
文
社
会
科
学

が
ど
う
絡
む
の
か
。
情
報
化
社
会
の
次
の
段
階
を
指
す
「Society 5.0

」

は
、
第
五
次
科
学
技
術
基
本
計
画
に
お
い
て
、「
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想

空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
（
現
実
空
間
）
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
、
人
間
中

心
の
社
会
」
を
表
す
言
葉
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
代
は
確
実
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
、
学
術
が
そ
れ
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
局
面

に
あ
る
の
に
、
人
文
社
会
科
学
が
つ
い
て
い
け
て
い
な
い
と
い
う
感
が
強

い
。
た
と
え
ば
、
普
遍
的
で
は
な
く
、
い
つ
の
時
代
で
も
な
く
、
現
在
、

宗
教
研
究
を
行
う
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
今
何
が
問
題
な
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か
を
社
会
、
若
い
世
代
に
対
し
て
説
明
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
土
井
氏
は
、
文
科
省
・
大
学
か
ら
の
要
請
に
対
応
す

る
た
め
の
評
価
疲
れ
の
問
題
、
数
字
化
、
可
視
化
偏
重
の
評
価
の
限
界
に

つ
い
て
指
摘
し
、
基
督
教
学
会
の
「
若
手
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
」
は
、
若
手

研
究
者
が
何
を
考
え
、
求
め
て
い
る
の
か
を
吸
い
上
げ
る
試
み
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
た
。
他
方
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
試
み
が
学
会
の
事
務
量
を
増

し
て
お
り
、
そ
れ
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
も
学
会
の
課
題
で
あ
る
こ

と
、
社
会
へ
の
説
明
に
関
し
て
は
、「
説
得
力
」
と
い
う
も
の
を
新
た
な

視
点
か
ら
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
。

　

土
屋
氏
は
、
若
手
育
成
の
試
み
と
し
て
、
学
界
内
外
の
小
規
模
な
サ
ー

ク
ル
、
研
究
会
が
機
能
し
て
い
る
と
い
う
経
験
に
つ
い
て
述
べ
、
若
手
研

究
者
に
よ
る
道
教
文
化
研
究
会
等
を
紹
介
し
た
。

　

斎
藤
氏
は
、Society 5.0

に
お
い
て
、
思
考
方
法
、
感
覚
感
性
、
情

報
の
入
手
・
発
信
方
法
が
急
速
に
変
化
す
る
中
で
、
知
の
あ
り
よ
う
と
方

法
の
接
点
、
パ
イ
プ
役
と
し
て
人
文
社
会
科
学
の
知
性
を
生
か
す
可
能
性

に
つ
い
て
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
批
判
的
思
考
に
加
え
て
、
柔
軟
に
物
ご
と

を
と
ら
え
る
多
角
的
な
目
を
育
て
る
の
も
人
文
社
会
科
学
の
役
割
で
あ
る

こ
と
を
付
け
加
え
た
。

　

さ
ら
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
そ
の
一
つ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
、

宗
教
研
究
諸
学
会
連
合
に
お
い
て
賞
を
新
設
し
、
そ
の
理
念
・
選
考
過
程

に
今
回
の
議
論
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
本
賞
を
若
手
支

援
、
諸
学
会
連
合
の
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
認
知
上
昇
に
役
立
て
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
選
考
過
程
で
、
宗
教
研
究
の
適
切
な
評
価

に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成
し
、
理
念
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

委
員
会
を
構
成
す
る
諸
学
会
）
に
つ
い
て
、

・ 
当
学
会
の
宗
教
研
究
は
、
二
〇
一
七
提
言
で
掲
げ
ら
れ
た
よ
う
な
社
会

的
要
請
（
狭
義
の
「
社
会
の
ニ
ー
ズ
」
で
は
な
く
、「
目
に
は
見
え
に

く
く
て
も
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
知
を
継
承
し
、
多
様
性
を
支

え
、
創
造
性
の
基
盤
を
養
う
と
い
う
役
割
を
果
た
す
」
こ
と
）
に
応
え

て
い
る

・ 

そ
の
よ
う
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
、
対
外
的
に
こ
の
よ
う
に

説
明
・
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

・ 

当
学
会
の
宗
教
研
究
は
、
大
型
の
研
究
資
金
、
設
備
を
こ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
必
要
と
し
て
い
る

・ 

当
学
会
は
、
学
会
の
活
性
化
、
研
究
の
振
興
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
試

み
を
行
っ
て
い
る

・ 

当
学
会
は
、
若
手
研
究
者
育
成
・
女
性
研
究
者
支
援
の
た
め
に
こ
の
よ

う
な
試
み
を
行
っ
て
い
る

と
い
っ
た
論
点
の
う
ち
い
く
つ
か
に
絞
り
、
自
ら
の
考
え
と
学
会
の
状
況

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
そ
れ
を
通
し
て
、
必
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
る
が

手
を
打
て
て
い
な
い
課
題
に
関
し
て
、
学
会
間
の
横
の
連
携
や
学
術
会
議

と
の
連
携
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
部
分
を
抽
出
し
て
い
く
こ
と

を
目
ざ
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
に
は
、
二
〇
一
七
提
言
作
成
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を

果
た
さ
れ
た
、
日
本
学
術
会
議
前
副
会
長
・
井
野
瀬
久
美
惠
氏
を
お
招
き

し
た
。
文
科
省
科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
委
員
で
あ
る
井
野
瀬
氏
は
、
コ

メ
ン
ト
の
中
で
、
審
議
会
の
学
術
分
科
会
で
人
文
社
会
科
学
の
振
興
が

重
点
的
に
議
論
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
、
キ
ー
ワ
ー
ド
はSociety 5.0

と

SD
Gs

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
人
文
社
会
科
学
は
ど
う
絡
む
の
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二
十
一
世
紀
の
日
本
仏
教
・
仏
教
学
と
社
会
貢
献代

表
者　

下
田
正
弘

司
会　

井
上
尚
実

開
催
校
特
別
企
画
①

東
方
仏
教
徒
協
会
（
Ｅ
Ｂ
Ｓ
）
と
大
谷
大
学

井
上　

尚
実

　

一
九
二
一
年
の
Ｅ
Ｂ
Ｓ
設
立
時
、
そ
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
鈴
木
大
拙

（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
と
妻
の
ビ
ア
ト
リ
ス
・
レ
イ
ン
・
ス
ズ
キ

（
一
八
七
八
―
一
九
三
九
）、
そ
し
て
佐
々
木
月
樵
（
一
八
七
五
―
一
九

二
六
）、
山
辺
習
学
（
一
八
八
二
―
一
九
四
四
）、
赤
沼
智
善
（
一
八
八
四

―
一
九
三
七
）
と
い
う
当
時
の
大
谷
大
学
の
教
授
陣
で
あ
っ
た
。T

he 
E
astern Buddhist

（
Ｅ
Ｂ
誌
）
は
、
大
谷
大
学
に
お
け
る
仏
教
学
の

研
究
成
果
を
世
界
に
発
信
し
、
当
時
西
洋
で
は
ま
だ
正
当
に
認
識
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
大
乗
仏
教
・
親
鸞
思
想
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
く
役
割
を
担

っ
た
の
で
あ
る
。

　

鈴
木
大
拙
と
ビ
ア
ト
リ
ス
を
大
谷
大
学
に
招
き
、
Ｅ
Ｂ
Ｓ
創
設
を
主
導

し
た
佐
々
木
月
樵
は
、
一
八
九
三
年
か
ら
京
都
第
一
中
学
寮
で
清
沢
満
之

に
学
ん
で
学
僧
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
卒
業
後
の
一
八
九
六
年
に

は
、
清
沢
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
白
川
党
の
教
団
改
革
運
動
に
加
わ
っ
た
経

験
を
も
つ
。
一
九
〇
一
年
、
真
宗
大
学
が
東
京
に
開
校
さ
れ
る
と
、
初
代

学
長
と
な
っ
た
清
沢
の
も
と
に
集
ま
っ
た
有
志
と
「
浩
々
洞
」
で
活
動

し
、
暁
烏
敏
・
多
田
鼎
と
共
に
「
浩
々
洞
の
三
羽
烏
」
と
呼
ば
れ
た
。
彼

等
は
雑
誌
『
精
神
界
』
の
発
行
に
尽
力
し
て
い
る
。
一
九
〇
六
年
に
真
宗

宗
教
研
究
の
今
日
的
意
義
を
社
会
に
説
明
す
る
手
段
と
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。
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大
谷
派
の
聖
典
翻
訳
事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
Ｅ
Ｂ
Ｓ
は

京
大
か
ら
迎
え
た
西
谷
啓
治
（
一
九
〇
〇
―
一
九
九
〇
）
を
中
心
に
、
鈴

木
大
拙
に
よ
る
英
訳
『
教
行
信
証
』
の
編
集
作
業
を
進
め
て
お
り
、
そ
の

編
集
体
制
が
Ｅ
Ｂ
誌N

ew
 Series

に
引
き
継
が
れ
、
内
容
的
に
は
禅

の
思
想
・
文
献
研
究
か
ら
、
京
都
学
派
を
中
心
と
す
る
哲
学
的
な
論
文
・

評
論
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九

八
年
に
編
集
体
制
が
一
新
さ
れ
、
再
び
大
乗
・
浄
土
教
を
中
心
と
す
る
学

術
的
方
向
が
目
指
さ
れ
る
と
同
時
に
、
現
代
社
会
の
問
題
に
応
答
す
る

「
仏
教
と
社
会
倫
理
」
の
よ
う
な
特
集
も
組
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
現
在

に
到
る
。

　

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
以
後
、
仏
教
・
仏
教
学
に
対
す
る
社
会

の
期
待
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
今
後
の
Ｅ
Ｂ
Ｓ
と
Ｅ
Ｂ
誌
は
、
現
実

社
会
の
諸
問
題
に
対
し
て
、
よ
り
積
極
的
に
応
え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
学
問
的
に
行
な
う
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
大
谷
大
学
へ
の
正

式
移
管
を
機
会
に
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
の
議
論
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

学
問
の
中
か
ら
の
こ
の
世
に
応
じ
る
仏
教
の
声

│
│ 

Ｅ
Ｂ
誌
の
使
命 

│
│

マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ

　

一
九
二
一
年
に
発
刊
さ
れ
たT

he E
astern Buddhist

（
Ｅ
Ｂ
誌
）

の
長
い
歩
み
を
背
景
に
、「
こ
の
世
」
に
応
じ
る
仏
教
の
声
を
ど
の
よ
う

に
表
現
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず

「
学
問
」
と
「
使
命
」（m

ission

）
と
い
う
語
の
意
味
を
考
え
て
み
る
と
、

「
学
問
」
は
言
語
的
、
歴
史
的
、
客
観
的
な
研
究
を
さ
す
が
、「
使
命
」
の

方
は
必
ず
主
体
的
な
目
標
を
含
む
。
こ
の
対
立
の
解
決
は
Ｅ
Ｂ
誌
の
中
で

大
学
研
究
院
を
卒
業
し
た
佐
々
木
は
、
同
大
学
教
授
と
な
り
、
仏
教
基
礎

学
と
真
宗
教
学
の
研
究
・
教
育
に
邁
進
す
る
一
方
、
大
学
の
近
代
的
改
革

に
努
め
、
大
乗
仏
教
研
究
の
成
果
を
世
界
に
伝
え
る
た
め
に
Ｅ
Ｂ
誌
を
発

刊
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
に
第
三
代
学
長
と
な
っ
た
佐
々
木
は
、

『
大
谷
大
学
樹
立
の
精
神
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

研
究
の
一
部
分
は
英
文
『
東
邦
仏
教
徒
』
を
発
行
し
て
、
多
少
に
て

も
今
日
で
は
、
仏
教
の
研
究
を
世
界
に
輸
出
し
得
る
ま
で
に
至
り
し

こ
と
は
、
実
に
同
慶
至
極
に
存
ず
る
次
第
で
あ
る
。
さ
れ
ど
、
我
々

は
こ
れ
位
で
は
満
足
さ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

山
辺
習
学
と
赤
沼
智
善
の
二
人
は
浩
々
洞
の
同
人
で
あ
り
、
真
宗
大
学

研
究
科
同
窓
の
優
秀
な
仏
教
学
者
で
あ
る
。
研
究
科
を
卒
業
し
た
一
九
一

四
年
に
共
著
で
『
教
行
信
證
講
義
』（
無
我
山
房
）
を
出
版
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
百
年
以
上
た
つ
現
在
も
『
教
行
信
証
』
購
読
の
必
須
文
献
で
あ
り

続
け
る
名
著
で
あ
る
。
出
版
の
翌
年
、
二
人
は
イ
ン
ド
・
ス
リ
ラ
ン
カ
に

留
学
し
、
一
九
一
六
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
梵
語
・
パ
ー
リ
語
・
教

会
史
な
ど
の
学
び
を
深
め
、
帰
国
後
大
谷
大
学
教
授
に
就
任
し
て
Ｅ
Ｂ
Ｓ

の
設
立
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

鈴
木
大
拙
と
ビ
ア
ト
リ
ス
が
編
集
の
任
に
あ
た
り
、
佐
々
木
・
山
辺
・

赤
沼
の
多
く
の
論
文
を
掲
載
し
た
初
期
Ｅ
Ｂ
誌
は
、
学
術
的
に
大
乗
仏

教
・
親
鸞
思
想
を
発
信
す
る
と
同
時
に
、
仏
教
の
基
本
的
理
念
（
縁
起
・

慈
悲
・
空
・
回
向
な
ど
）
を
社
会
に
広
め
、
現
代
世
界
に
相
応
す
る
生
き

た
思
想
と
し
て
伝
え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
Ｅ
Ｂ
誌
編
集
者
と
し

て
大
拙
が
掲
げ
たEditorial

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仏
教
も
仏
教

学
も
、
社
会
的
な
意
義
を
も
つ
こ
と
を
大
切
に
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
六
六
年
の
鈴
木
大
拙
没
後
も
、
Ｅ
Ｂ
誌N

ew
 Series

は
真
宗
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こ
こ
で
は
仏
教
が
伝
道
的
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
第

二
次
大
戦
後
は
、
ま
ず
言
語
学
的
な
研
究
を
重
視
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

観
念
論
的
な
自
信
が
弱
ま
っ
た
時
代
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
一
九
六
五
年
か

らN
ew
 Series

が
始
ま
り
（
一
九
六
六
年
に
鈴
木
大
拙
が
亡
く
な
っ

た
が
）
そ
の
後
数
十
年
か
け
て
内
容
的
に
非
常
に
面
白
い
配
分
の
雑
誌
に

な
っ
た
。
そ
こ
に
は
仏
教
古
典
の
翻
訳
、
哲
学
的
論
文
、
対
話
な
ど
が
混

在
し
て
い
る
。
た
だ
、
仏
教
の
立
場
か
ら
の
社
会
政
策
の
示
唆
や
価
値
論

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
仏
教
のis

か
らought

へ
の
道
は
見

え
て
こ
な
か
っ
た
。

　

今
後
、
仏
教
の
広
い
伝
統
の
中
で
、
ど
の
分
野
が
そ
の
よ
う
な
道
の
出

発
点
に
な
り
う
る
の
か
。
こ
こ
で
は
五
つ
の
可
能
性
あ
る
分
野
を
挙
げ
て

み
た
い
。（
１

）安
定
し
た
心
と
性
格
の
涵
養
。
般
若
に
基
づ
く
簡
素
な
生

活
。
こ
れ
は
反
消
費
至
上
主
義
に
導
く
。（
２

）苦
し
む
人
へ
の
慈
悲
と
社

会
的
ケ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。（
３

）「
仏
教
徒
」
と
い
う
政
治
的
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
放
棄
。（
４

）戦
争
の
拒
絶
。
非
暴
力
主
義
。（
５

）環
境
に

対
す
る
ケ
ア
。
こ
れ
は
、
衆
生
の
仏
性
に
も
と
づ
く
道
義
的
責
務
で
あ
り

宇
宙
観
の
問
題
で
あ
る
。
以
上
は
ご
く
短
い
示
唆
や
暗
示
に
過
ぎ
な
い

が
、
ま
ず
そ
の
背
景
に
あ
る
概
念
、
経
典
に
説
か
れ
る
伝
承
な
ど
の
学
問

的
研
究
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
社
会
ま
た
は
政
治
に
対
し
て
提
言

す
る
方
向
に
進
む
べ
き
で
あ
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
世
界
に
あ
る
仏
教
・
仏
教
学

ジ
ョ
ン
・
ロ
ブ
レ
グ
リ
オ

　

仏
教
学
・
仏
教
思
想
・T

he E
astern Buddhist

（
Ｅ
Ｂ
誌
）
は
、

現
代
社
会
の
様
々
な
社
会
問
題
に
対
し
て
「
ど
の
よ
う
にrelevant

な

ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
「
仏
教
学
」
と
言
え

ば
、
そ
の
微
妙
で
曖
昧
な
関
係
が
隠
蔽
さ
れ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
ふ
し
も

あ
る
が
、「
学
問
」
と
「
使
命
」
の
対
立
の
解
消
は
、
現
在
の
Ｅ
Ｂ
誌
に

と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
実
践
的
な
社
会
問
題
に
関
わ
る
論
説
を
掲

載
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
場
合
、「
学
問
」
の
独
立
は
ど
こ
に
維
持
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
ド
ナ
ル
ド
・
Ｍ
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
（
一
九
一
三
―

一
九
九
四
）
と
い
う
哲
学
者
・
神
学
者
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
客
観
的

な
事
実
を
表
わ
すis

（
〜
で
あ
る
）
か
ら
道
義
的
責
任
を
表
わ
すought

（
〜
す
べ
き
で
あ
る
）
へ
の
直
截
な
道
は
な
い
。
存
在
論
か
ら
は
道
義
的

責
務
は
出
て
こ
な
い
。
単
に
悪
の
事
実
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
こ
か

ら
「
為
す
べ
き
善
い
行
動
」
が
す
ぐ
に
出
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
が
あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

大
量
破
壊
兵
器
を
完
全
に
拒
絶
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
起
こ
ら
な
か
っ

た
。
そ
こ
に
は
理
念
的
考
察
と
規
範
的
論
説
が
必
要
で
あ
る
。「
仏
教
学
」

は
幅
広
い
概
念
で
あ
り
、
そ
の
中
に
お
け
る
客
観
的
研
究
か
ら
、「
使
命
」

を
感
じ
て
何
か
を
批
判
的
に
論
じ
る
こ
と
、
何
ら
か
の
社
会
的
行
動
を
示

唆
す
る
こ
と
は
、
自
然
に
導
か
れ
る
よ
う
な
道
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は

Ｅ
Ｂ
誌
の
よ
う
な
雑
誌
の
場
合
、
特
に
考
慮
す
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

　

東
方
仏
教
徒
協
会
の
設
立
当
初
、
そ
の
目
的
は
か
な
り
広
く
考
え
ら

れ
た
よ
う
だ
。
鈴
木
大
拙
は
一
九
二
一
年
の
Ｅ
Ｂ
誌
に
次
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。“T

he Society has for its objects the study of Bud-
dhism

, the publication of the result of such study, and the 
propagation of the true spirit of Buddhism

. ” 

仏
教
の
本
当
の

精
神
を
普
及
す
る
こ
と
と
客
観
的
仏
教
研
究
と
は
別
な
こ
と
で
あ
る
が
、
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門
分
野
で
あ
る
か
ら
、
仏
教
徒
・
仏
教
学
者
、
そ
し
て
東
方
仏
教
徒
協
会

は
、
そ
れ
ら
の
危
機
を
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
、
そ
こ
に
我
々

の
知
識
と
努
力
を
傾
注
す
べ
き
で
あ
る
。「
仏
教
」
は
固
定
し
た
実
体
で

は
な
く
、
柔
軟
に
他
の
教
え
も
吸
収
し
て
発
展
で
き
る
思
想
で
あ
り
、
現

在
の
問
題
に
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

Ｅ
Ｂ
誌
の
歴
史
の
中
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
特
徴
は
、
仏
教
と
西
洋
の

学
問
・
思
想
を
合
わ
せ
た
哲
学
的
な
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
特
徴
は
、
今
後
も
新
た
に
強
調
し
て
い
く
価
値
が
あ
る
。
こ
の
方
向

は
、
大
谷
大
学
の
最
新
の
モ
ッ
ト
ー
「Be Real

―
寄
り
そ
う
知
性
」
と

も
重
な
り
あ
う
。
人
間
の
苦
し
み
を
減
ら
す
た
め
に
仏
教
の
慈
悲
を
涵
養

す
る
こ
と
は
、
Ｅ
Ｂ
誌
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

仏
教
の
立
場
か
ら
以
下
の
よ
う
な
時
宜
に
適
っ
た
テ
ー
マ
の
論
文
を
募
集

し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

①
環
境
問
題
（
気
候
変
動
、
地
球
温
暖
化
な
ど
）　

②
難
民
問
題

③
資
本
主
義
の
功
罪　

④
貧
困
と
格
差　

⑤
軍
需
産
業
と
戦
争

⑥
Ａ
Ｉ
と
人
間
社
会

　

方
法
論
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
現
代

の
思
想
家
・
理
論
と
学
際
的
に
対
話
す
る
よ
う
な
形
で
、
現
代
仏
教
思
想

の
立
場
か
ら
二
十
一
世
紀
の
社
会
問
題
を
考
え
直
す
論
文
を
掲
載
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
い
。

ａ 

哲
学
者
―
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
ジ

ュ
デ
ィ
ス
・
バ
ト
ラ
ー
、
コ
ー
ネ
ル
・
ウ
ェ
ス
ト
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ

リ
ダ
、
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル
な
ど
。

ｂ 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
の
思
想
家
―
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
ー
ド
、

ホ
ミ
・
Ｋ
・
バ
ー
バ
、
ガ
ヤ
ト
リ
・
ス
ピ
ヴ
ァ
ク
な
ど
。

存
在
と
な
り
う
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
抽
象
的
な
答
え
で
な
く
、

具
体
的
な
示
唆
を
提
示
し
て
み
た
い
。
こ
こ
で
「
具
体
的
」
と
い
う
の
は

二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
第
一
に
、
具
体
的
に
ど
の
社
会
問
題
に
取
り
組
む

べ
き
か
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
そ
の
目
的
に
向
か
っ
て
Ｅ
Ｂ
誌
は
、
ど

の
よ
う
な
論
文
や
評
論
を
集
め
て
掲
載
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
九
二
一
年
の
創
立
か
ら
Ｅ
Ｂ
誌
の
編
集
者
達
は
、
仏
教
の
理
想
に
基

づ
い
て
当
時
の
国
際
政
治
や
経
済
政
策
を
批
判
し
て
い
た
。
そ
れ
は
初
期

のEditorial

（
論
説
）
に
明
ら
か
で
あ
る
。
Ｅ
Ｂ
誌
の
編
集
者
達
が
大

乗
仏
教
の
教
え
を
世
界
に
広
げ
よ
う
と
し
た
動
機
は
、
人
間
の
生
命
・
文

化
を
改
善
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
「
卑

劣
な
産
業
主
義
」
や
「
厚
か
ま
し
い
軍
国
主
義
」
な
ど
を
強
く
批
判
し
、

機
械
化
が
人
間
を
奴
隷
に
す
る
傾
向
も
批
判
し
て
い
る
。

　

N
ew
 Series

第
一
巻
（
一
九
六
五
）Editorial

は
、O

riginal Se-
ries

第
一
巻
（
一
九
二
一
）Editorial

を
全
文
引
用
し
て
、
同
じ
思
想

に
統
制
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
一
九
二
一
年
と
一
九
六
五
年
の

世
界
状
況
を
比
較
し
て
、
一
つ
大
き
な
変
化
を
強
調
し
て
い
る
。
世
界

が
有
機
的
統
一
体
に
近
づ
き
、「
イ
ン
ド
ラ
の
網
」
の
よ
う
に
、
人
々
・

国
々
が
、
自
然
な
過
程
に
よ
っ
て
相
互
接
続
の
状
態
を
着
実
に
現
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
がN

ew
 Series

編
集
者
達
の
根
底
に
あ
る
前
提

で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
八
年
の
我
々
の
前
に
あ
る
世
界
は
、
一
九
六
五
年
の
編
集
者
達

が
見
て
い
た
世
界
と
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
世
界
は
、
有
機

的
統
一
体
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
た
状
況
に
あ
る
。
我
々
の
前
に
は
大
規
模
な
苦
し
み
を
も
た

ら
す
様
々
な
危
険
が
存
在
し
て
い
る
。
苦
し
み
を
治
す
こ
と
は
仏
教
の
専
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題
を
如
何
に
解
決
す
る
か
が
大
切
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
問
題
に
直
接
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
じ
つ
は
も

っ
と
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
現
代
の
仏
教
学
は
現
在
、
学
の
部
分
が
正
面
に
出
て
い

て
、
し
か
も
文
献
研
究
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
部
分
に
は
目

が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
と
く
に
行
す
な
わ
ち
心
の
観
察
の
部
分
は
、
背

後
に
隠
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
も
、
学
問
研
究
は
、
つ
ね
に
過
去
に
目
を
向
け
て
い
て
、
文
献
を

中
心
と
し
た
思
想
研
究
が
大
半
を
占
め
、
今
、
現
在
を
対
象
に
す
る
こ
と

が
少
な
い
。
こ
の
よ
う
な
分
析
に
立
っ
た
時
、
私
た
ち
が
見
直
す
べ
き
も

の
は
、
仏
教
が
伝
え
て
き
た
心
を
観
察
す
る
こ
と
（
今
、
は
や
り
の
言
葉

で
言
え
ば
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
）
の
意
味
を
、
も
う
一
度
、
見
つ
め
直

す
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
故
前
田
恵
学
博
士
が
、
生
前

に
良
く
述
べ
て
い
た
「
仏
教
学
は
現
代
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
完
成
し

な
い
」
と
の
言
葉
を
も
う
一
度
、
再
確
認
し
た
い
。
現
在
を
考
察
の
対
象

に
含
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
失
い
か
け
た
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

　

結
局
、
長
い
年
月
を
重
ね
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
文
献
学
を
ベ
ー
ス
と
し

て
持
ち
つ
つ
も
、
民
俗
学
や
文
化
人
類
学
が
採
用
す
る
方
法
論
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
現
代
の
仏
教
の
営
み
を
考
察
対
象
と
し
た
仏
教
研
究
が
あ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
た
新
た

な
活
動
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ｃ 

経
済
学
者
―
ト
マ
ス
・
ピ
ケ
テ
ィ
、
ポ
ー
ル
・
ク
ル
ー
グ
マ
ン
、
ジ

ョ
セ
フ
・
ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
、
ハ
ジ
ュ
ン
・
チ
ャ
ン
な
ど
。

ｄ 
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
理
論
、
ク
イ
ア
理
論
な
ど
の
思
想

家
。

仏
教
者
の
社
会
貢
献
と
は
何
か 

│
│ 

精
神
的
苦
痛
か
ら
の
解
放 

│
│

蓑
輪　

顕
量

　

最
近
の
日
本
で
は
屢
々
災
害
が
起
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
一
一
年

の
東
日
本
大
震
災
で
あ
る
。
そ
し
て
二
十
万
人
に
近
い
方
々
が
、
犠
牲
と

な
っ
た
。
こ
の
時
、
殆
ど
全
て
の
宗
教
者
た
ち
が
、
そ
の
支
援
の
た
め
に

駆
け
つ
け
た
が
、
仏
教
者
た
ち
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
沢
山
の
仏

教
信
者
の
方
や
僧
侶
の
方
々
が
、
被
害
者
を
支
援
す
る
た
め
に
現
地
に
入

っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
仏
教
者
の
支
援
の
特
徴
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。

　

最
近
で
は
心
の
ケ
ア
が
、
被
災
者
を
支
援
す
る
上
で
重
要
と
捉
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
宗
教
者
達
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
支
援
の
中
か

ら
判
断
し
て
、
息
の
長
い
、
個
人
に
よ
る
支
援
が
、
災
害
に
よ
る
被
災
者

を
支
援
す
る
上
で
、
重
要
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
な
か
で
も
、

宗
教
者
ら
し
い
支
援
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
た
も
の
は
、
心

の
支
援
、
心
の
ケ
ア
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
心
の
ケ
ア
を
仏
教
の
瞑
想
か

ら
展
開
し
た
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
視
点
か
ら
眺
め
て
み
よ
う
。
そ
れ

は
、
心
が
悩
み
、
苦
し
み
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
働
き
に
着

目
し
て
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
支
援
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
は
、
現
在
の
問
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な
存
在
と
な
り
う
る
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
後
の
Ｅ
Ｂ
Ｓ
と
Ｅ
Ｂ
誌

に
つ
い
て
、
一
つ
の
具
体
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
て
い
る
。

　

④
次
に
現
代
日
本
の
仏
教
学
・
思
想
史
研
究
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
に
あ

り
、
仏
教
者
と
し
て
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
発
言
を
続
け
る

蓑
輪
顕
量
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
が
、
東
日
本
大
震
災
後
の
仏
教
者

の
具
体
的
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
仏
教
者
の
社
会
貢
献
と
は
何
か
」

と
い
う
基
本
的
な
問
い
に
答
え
る
提
言
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
Ｅ
Ｂ
誌
の
編
集
顧
問
を
務
め
る
下
田
正
弘
（
東
京
大
学
大
学
院

教
授
）
が
、
上
記
の
発
表
に
応
答
す
る
形
で
、
二
十
一
世
紀
の
仏
教
・
仏

教
学
と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｂ
Ｓ
と
Ｅ
Ｂ
誌
の
可
能
性
に
触
れ
な

が
ら
総
括
的
に
コ
メ
ン
ト
し
た
。
初
期
Ｅ
Ｂ
誌
は
、
大
乗
仏
教
に
対
す
る

西
欧
の
先
入
見
を
改
め
、
正
当
な
認
識
を
広
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
が
、

こ
の
点
で
現
代
の
仏
教
研
究
の
最
先
端
は
、
大
乗
を
前
提
と
し
た
仏
教
世

界
の
再
構
成
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
。
本
パ
ネ
ル
に
お
い
て

様
々
な
角
度
か
ら
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、
現
実
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
は
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
仏
教
学
の
重
要
な
責
務
で
あ
り
、
そ
の
努
力
は

今
後
二
十
一
世
紀
の
Ｅ
Ｂ
誌
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

下
田　

正
弘

　

創
立
以
来
九
十
七
年
の
歴
史
を
誇
るT

he Eastern Buddhist So-
ciety

（
Ｅ
Ｂ
Ｓ
、
東
方
仏
教
徒
協
会
）
は
、
二
〇
一
七
年
四
月
一
日
、

正
式
に
大
谷
大
学
の
研
究
機
関
と
し
て
新
た
な
活
動
の
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。
こ
の
節
目
に
あ
た
り
、
一
世
紀
に
及
ぶ
Ｅ
Ｂ
Ｓ
の
伝
統
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
今
後
二
十
一
世
紀
の
社
会
に
お
い
て
Ｅ
Ｂ
Ｓ
と
英
文
仏
教
雑

誌T
he E

astern Buddhist

（
Ｅ
Ｂ
誌
）
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
貢
献

を
果
た
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
宗
教
学
的
観
点
か
ら

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　

①
ま
ず
導
入
と
し
て
井
上
尚
実
（
司
会
・
大
谷
大
学
教
授
）
が
パ
ネ
ル

の
主
旨
説
明
を
兼
ね
て
、
一
九
二
一
年
か
ら
二
〇
一
八
年
現
在
に
至
る
Ｅ

Ｂ
Ｓ
と
大
谷
大
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
主
に
Ｅ
Ｂ
誌
の
編
集
体
制
の
変

化
に
着
目
し
て
そ
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

②
次
に
現
在
Ｅ
Ｂ
誌
の
編
集
長
を
務
め
る
マ
イ
ケ
ル
・
パ
イ
（
マ
ー
ル

ブ
ル
グ
大
学
名
誉
教
授
）
が
、
Ｅ
Ｂ
誌
の
歴
史
と
現
状
、
今
後
の
「
社
会

貢
献
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
こ
で
は
特
に
、
仏
教
文
献
の
言

語
学
的
研
究
や
史
学
的
な
仏
教
研
究
と
、
よ
り
直
接
的
に
仏
教
の
立
場
か

ら
人
権
・
平
和
・
環
境
な
ど
現
代
社
会
の
問
題
に
つ
い
て
主
張
を
展
開
す

る
論
文
の
区
別
と
、
そ
れ
ら
相
互
の
関
係
に
着
目
し
て
い
る
。

　

③
続
い
て
二
〇
一
七
年
に
着
任
し
た
Ｅ
Ｂ
誌
編
集
者
ジ
ョ
ン
・
ロ
ブ
レ

グ
リ
オ
（
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
大
学
助
教
授
）
が
、
仏
教

学
・
仏
教
思
想
は
現
代
社
会
の
様
々
な
社
会
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

意
義
を
も
ち
う
る
か
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
立
場
か
ら
見

解
を
述
べ
た
。「
ど
う
し
た
ら
仏
教
は
二
十
一
世
紀
社
会
にrelevant
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井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
地
平
と
宗
教
研
究

代
表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

澤
井
義
次

「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
と
ユ
ン
グ
心
理
学

河
東　
　

仁

　

本
発
表
に
て
最
初
に
注
目
し
た
い
の
は
、『
思
想
』（
一
九
八
三
年
六
月

号
）
に
掲
載
さ
れ
た
井
筒
俊
彦
、
Ｊ
・
ヒ
ル
マ
ン
、
河
合
隼
雄
に
よ
る
鼎

談
「
ユ
ン
グ
心
理
学
と
東
洋
思
想
」
で
あ
る
。
こ
の
会
合
の
行
わ
れ
た
の

が
一
九
八
二
年
十
一
月
で
あ
り
、『
思
想
』
誌
上
に
て
「
意
識
と
本
質
」

の
連
載
が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
八
〇
年
六
月
号
、
終
了
が
一
九
八
二
年
二

月
号
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
井
筒
哲
学
と
ユ
ン
グ
心
理
学
の
関
係
に
つ
い
て

論
ず
る
さ
い
、
そ
の
起
点
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
こ
こ
で
井
筒

は
、「
十
七
年
前
〔
一
九
六
七
年
〕、
初
め
て
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に
参
加
し
た

頃
、
私
は
ユ
ン
グ
と
ユ
ン
グ
心
理
学
に
つ
い
て
、
全
く
何
の
知
識
も
な
か

っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
た
だ
、
こ
の
ヒ
ル
マ
ン
氏
に
興
味
を
持
っ
た
ば
か

り
に
」（『
井
筒
俊
彦
全
集
第
八
巻
』、
六
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

彼
が
関
心
を
抱
い
た
の
は
、
ヒ
ル
マ
ン
に
よ
る
元
型
的
心
理
学
の
流
れ
で

あ
っ
た
。

　

元
型
的
心
理
学
と
は
、
概
略
す
る
と
、
ユ
ン
グ
心
理
学
が
一
定
の
成
熟

期
を
迎
え
る
と
、
ペ
ル
ソ
ナ
、
影
、
ア
ニ
マ
・
ア
ニ
ム
ス
、
セ
ル
フ
と
い

っ
た
諸
概
念
、
さ
ら
に
は
太
母
と
穀
物
小
男
神
、
竜
退
治
と
い
っ
た
モ
チ

ー
フ
が
、
概
念
と
し
て
字
義
通
り
に
用
い
ら
れ
が
ち
に
な
っ
た
。
し
か
し

元
型
そ
れ
自
体
は
、
井
筒
の
い
う
言
語
ア
ラ
ヤ
識
の
領
域
に
潜
勢
性
と
し

て
隠
在
す
る
種
子
（
ビ
ー
ジ
ャ
）
と
近
似
し
た
も
の
で
あ
り
、「
未
決
定
、

未
限
定
で
不
可
視
、
不
可
触
」（『
意
識
と
本
質
』）
で
あ
る
。
そ
の
た
め

ヒ
ル
マ
ン
は
、
思
惟
的
に
想
定
さ
れ
た
概
念
、
つ
ま
り
は
存
在
分
節
境
界

線
に
よ
っ
て
切
り
分
け
ら
れ
た
も
の
に
な
り
か
ね
な
い
「
元
型
」
で
は
な

く
、「
元
型
的
」（archetypal

）
と
形
容
詞
に
し
て
お
い
た
方
が
多
義

性
、
ゆ
ら
ぎ
が
担
保
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ヒ
ル
マ
ン
の
言
う

「
創
造
的
想
像
界
（m

undus im
aginalis

）」
は
、
ア
ン
リ
・
コ
ル
バ
ン

が
着
目
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
「
想
像
界
」（alam

 al-m
ithal

）
を

ラ
テ
ン
語
訳
し
た
も
の
で
あ
り
、
元
型
的
心
理
学
に
お
い
て
大
き
な
意
味

を
も
つ
。
す
な
わ
ち
一
定
の
形
象
を
有
す
る
記
号
化
し
た
も
の
で
は
な

く
、
象
徴
的
な
多
義
性
や
揺
ら
ぎ
を
有
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
発
出
し
て
く
る

場
で
あ
り
、
井
筒
の
言
う
深
層
意
識
に
よ
っ
て
感
得
さ
れ
る
場
、
そ
れ
が

創
造
的
想
像
界
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
深
層
意
識
が
消
融
し
、

「
無-

意
識
」
と
な
っ
て
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
へ
と
「
上
昇
」
す
る
過

程
、
そ
こ
か
ら
想
像
界
へ
イ
メ
ー
ジ
が
発
出
す
る
「
下
降
」
の
過
程
で
あ

る
。
そ
し
て
上
昇
の
段
階
で
は
未
だ
花
で
あ
っ
た
も
の
が
、
下
降
す
る
段

に
な
る
と
、
非-

花
と
い
う
「
根
源
的
イ
メ
ー
ジ
」
に
な
る
と
い
う
の
で

あ
る
（
鼎
談
四
九
頁
）。

　

だ
が
そ
う
す
る
と
問
題
に
な
る
の
が
、
ユ
ン
グ
心
理
学
に
お
い
て
、
意

識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
で

あ
る
。
こ
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
鼎
談
で
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

確
か
に
河
合
は
、「
ユ
ン
グ
は
西
洋
人
で
す
が
、
彼
の
〝
目
〞
を
移
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
て
、
も
の
ご
と
を
陸
地
の
方
か
ら
見
た
り
、
海
底
の
方

か
ら
見
た
り
で
き
た
人
物
だ
と
思
い
ま
す
」（
鼎
談
二
七
頁
）
と
述
べ
る
。

元
型
的
イ
メ
ー
ジ
が
分
節
境
界
線
の
網
の
目
に
絡
み
と
ら
れ
な
い
よ
う
に

す
る
姿
勢
を
根
本
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
「
海
底
」
な
る
語
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と
関
連
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
拙
は
、「
東
洋
的
な
見
方
の
う
ち

で
、
最
も
特
徴
あ
り
と
認
む
べ
き
は
禅
で
あ
る
」
と
確
信
し
、
禅
を
中
心

に
東
洋
思
想
を
西
洋
へ
紹
介
し
た
。
一
方
、
井
筒
は
、「
二
分
以
前
」
を

「
コ
ト
バ
以
前
」
と
捉
え
、
イ
ス
ラ
ー
ム
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
も
視
野
に

入
れ
、
東
洋
の
主
要
な
思
想
テ
ク
ス
ト
を
、
意
味
論
的
に
読
む
こ
と
に
よ

っ
て
「
東
洋
哲
学
」
と
し
て
ま
と
め
上
げ
よ
う
と
し
た
。
大
拙
も
井
筒
も

東
洋
の
思
想
テ
ク
ス
ト
を
関
心
に
応
じ
て
解
釈
し
た
が
、
禅
と
大
乗
仏
教

に
関
す
る
限
り
、
両
者
の
解
釈
に
相
容
れ
な
い
も
の
は
な
い
。
だ
が
、
両

者
の
思
想
は
、
そ
の
質
が
異
な
る
。
一
九
五
二
年
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に

お
け
る
「
悟
り
体
験
」
に
つ
い
て
の
講
義
（
松
ヶ
岡
文
庫
叢
書
第
五
巻

『
鈴
木
大
拙
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
セ
ミ
ナ
ー
講
義
』
参
照
）
で
示
さ
れ
た
大

拙
の
見
地
か
ら
、
井
筒
の
理
論
を
考
察
し
、
井
筒
の
思
索
の
特
質
を
指
摘

す
る
。

　

大
拙
は
、
ブ
ッ
ダ
が
悟
り
を
開
い
た
瞬
間
を
「
絶
対
現
在
」
と
呼
ぶ
。

「
絶
対
現
在
は
、
実
際
に
は
時
間
と
空
間
の
両
方
を
含
む
も
の
で
あ
る
」

が
、「
永
遠
の
今
」「
永
遠
の
存
在
」
な
ど
は
、
静
的
に
固
定
さ
れ
た
観
念

を
含
意
す
る
た
め
時
間
の
観
点
か
ら
表
現
す
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
言
語

表
現
の
困
難
な
「
絶
対
現
在
」
な
る
も
の
を
、
な
ん
と
か
こ
う
説
明
す

る
。「
こ
の
絶
対
瞬
間
、
こ
の
無
時
間
の
時
間
の
中
で
、
た
だ
一
つ
の
波

紋
、（
中
略
）
一
念
が
目
醒
め
て
ゆ
く
│
│
波
紋
が
起
き
る
と
言
え
る
前
、

ま
さ
に
そ
の
瞬
間
に
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
が
起
き
る
と
言
え
ば
、
無
時

間
は
終
わ
っ
て
時
間
が
始
ま
る
か
ら
だ
。
こ
こ
で
使
う
「
前
」
や
「
後
」

は
、
き
わ
め
て
紛
ら
わ
し
い
。
起
き
て
い
な
い
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
ま
だ

そ
こ
に
な
く
、
起
き
る
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
も
う
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の

両
者
の
あ
い
だ
が
絶
対
現
在
で
、
こ
の
絶
対
現
在
を
自
覚
し
た
瞬
間
が

が
、
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
に
当
た
る
も
の
と
は
思
い
が
た
い
。
と
い

う
の
も
、
確
か
に
ユ
ン
グ
は
壮
大
な
思
索
活
動
に
お
い
て
、
井
筒
が
ゼ

ロ
・
ポ
イ
ン
ト
の
「
仮
名
（
け
み
ょ
う
）」
の
一
つ
と
す
る
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス
の
「
一
者
（to hen

）」、
あ
る
い
は
錬
金
術
の
「
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
」
な
ど

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
彼
の
自
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
、「
嵐

の
晩
、
小
さ
な
ラ
ン
プ
の
灯
り
〔
す
な
わ
ち
自
我
〕
を
マ
ン
ト
で
必
死
に

守
り
な
が
ら
歩
く
」
夢
の
よ
う
に
、
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
へ
到
達
し

よ
う
と
す
る
営
為
は
、
彼
に
と
っ
て
承
認
し
が
た
い
こ
と
だ
っ
た
。
言
い

換
え
る
と
、
す
べ
て
の
も
の
が
未
分
化
（
無
分
節
）
に
存
在
す
る
「
プ
レ

ロ
ー
マ
」「
両
性
未
分
化
」
の
状
態
へ
向
か
う
こ
と
は
上
昇
で
は
な
く
下

降
つ
ま
り
は
退
行
で
あ
り
、
そ
の
段
階
か
ら
す
べ
て
の
対
立
項
が
整
然
と

結
合
さ
れ
た
「
ア
イ
オ
ー
ン
」「
両
性
具
有
」
へ
と
成
長
・
発
達
し
て
ゆ

く
。
こ
う
し
た
枠
組
み
を
崩
す
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

井
筒
「
東
洋
哲
学
」
と
鈴
木
大
拙

岩
本　

明
美

　

井
筒
俊
彦
は
、
鈴
木
大
拙
死
去
の
翌
年
（
一
九
六
七
年
）
か
ら
エ
ラ
ノ

ス
会
議
で
講
演
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
九
五
三
年
と
五
四
年
の
大
拙

に
よ
る
禅
に
つ
い
て
の
連
続
講
演
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
禅
に
対
す
る
異

常
な
ま
で
の
関
心
と
疑
問
が
あ
っ
た
。
井
筒
が
禅
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
そ
の
疑
問
に
応
ず
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
井

筒
は
大
拙
の
後
継
者
で
あ
る
が
、
井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
構
想
も
、
大
拙

の
「
西
洋
で
は
物
が
二
つ
に
分
か
れ
て
か
ら
を
基
礎
と
し
て
考
え
進
む
。

東
洋
は
そ
の
反
対
で
、
二
つ
に
分
か
れ
ぬ
さ
き
か
ら
踏
み
出
す
」（「
東
洋

学
者
の
使
命
」
一
九
六
一
年
、『
東
洋
的
な
見
方
』
所
収
）
と
い
う
洞
察
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二
つ
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
研
究

│
│ 

井
筒
俊
彦
と
ア
ン
リ
・
コ
ル
バ
ン 

│
│

野
元　
　

晋

　

日
本
の
井
筒
俊
彦
（
一
九
一
四
―
一
九
九
三
）
と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン

リ
・
コ
ル
バ
ンH

enry Corbin

（
一
九
〇
三
―
一
九
七
八
）
は
一
九
六

〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
神
秘
哲
学
と
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
を
中
心

に
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
研
究
を
世
界
的
に
牽
引
し
た
二
大
「
碩
学
」
で
あ

り
、
互
い
に
親
し
い
同
僚
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
学
風
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
神
秘
主
義
と
哲
学
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
井
筒
で
は
言
語
論
と
存

在
論
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
コ
ル
バ
ン
で
は
終
末
論
、
救
済
論
な
側
面
を

強
調
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
両
者
の
研
究
と
思
想
の
対
照
性

を
示
す
好
例
の
一
つ
が
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
シ
ー
ア
派
研
究
で
あ
る
。

　

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
は
恐
ら
く
八
世
紀
後
半
か
ら
徐
々
に
形
成
さ
れ
、

九
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
ま
で
中
東
の
歴
史
と
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
そ
の
思
想
的
要
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
は
、
⑴
七
人

の
預
言
者
の
各
々
が
一
つ
の
周
期
を
統
べ
、
七
人
目
が
メ
シ
ア
的
人
物
と

し
て
宗
教
の
あ
ら
ゆ
る
内
的
真
理
を
開
示
す
る
と
い
う
周
期
的
歴
史
観
に

よ
る
メ
シ
ア
思
想
と
預
言
者
論
、
ま
た
⑵
隠
れ
た
神
が
創
造
の
言
葉
に
よ

り
普
遍
的
知
性
を
創
出
し
、
そ
れ
以
後
、
流
出
に
よ
り
宇
宙
が
生
成
す
る

と
い
う
、
否
定
神
学
・
創
造
論
・
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
的
流
出
論
の
思
想
的

結
合
で
あ
る
。

　

井
筒
俊
彦
は
唯
一
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
研
究
と
な
っ
た
「
イ
ス
マ
イ

ル
派
「
暗
殺
団
」
│
│
ア
ラ
ム
ー
ト
城
砦
の
ミ
ュ
ト
ス
と
思
想
」（
一
九

八
六
、『
全
集
』
九
：
一
八
六
―
二
六
五
頁
所
収
）
で
は
、
同
派
の
思
想

中
、
⑴
イ
マ
ー
ム
論
と
⑵
神
の
創
造
の
言
葉
、
を
多
く
論
じ
て
い
る
。
そ

「
悟
り
」
で
あ
り
、「
菩
提
」
で
あ
る
」。

　

大
拙
は
、「
絶
対
現
在
」
を
、「
ゼ
ロ
意
識
」
と
も
呼
ぶ
。
絶
対
現
在

が
、「
意
識
が
い
ま
だ
そ
れ
自
身
で
な
く
、
そ
れ
自
身
で
あ
ろ
う
と
す
る

瞬
間
」
で
あ
り
、「
主
体
と
客
体
が
い
ま
だ
主
体
と
客
体
と
に
分
離
し
て

い
な
い
と
き
」
で
あ
る
か
ら
だ
。「
絶
対
現
在
は
、
決
し
て
絶
対
現
在
に

と
ど
ま
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
動
き
続
け
る
、
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
一
者

だ
か
ら
で
あ
る
」。
こ
の
絶
対
現
在
は
、
悟
り
体
験
の
背
後
に
あ
る
、
般

若
（
智
慧
）
の
直
観
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
。「
個
人
に
よ
る
般
若
の
実

現
が
悟
り
で
あ
り
、
悟
り
は
我
々
が
無
限
に
入
る
扉
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

般
若
直
観
は
、
無
限
へ
と
開
か
れ
て
い
て
、
閉
じ
る
こ
と
は
な
い
。「
無

限
へ
と
開
か
れ
る
」
と
は
、
点
か
ら
点
へ
と
無
限
に
と
い
う
意
味
で
は
な

く
、
般
若
に
よ
っ
て
一
体
化
さ
れ
た
全
体
と
し
て
の
無
限
、
も
し
く
は
一

者
と
し
て
の
無
限
で
あ
る
」。

　

井
筒
は
、『
大
乗
起
信
論
』
で
説
か
れ
る
「
離
言
真
如
」
と
「
依
言
真

如
」
を
そ
れ
ぞ
れ
、
絶
対
無
分
節
の
真
如
と
そ
れ
の
言
語
的
意
味
分
節
・

存
在
分
節
の
世
界
と
読
み
な
お
し
、「
真
如
」
を
「
意
識
と
存
在
の
ゼ
ロ
・

ポ
イ
ン
ト
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
世
界
現
出
の
窮
極
の
原
点
」
と
み
な

す
。
こ
の
解
釈
は
、
同
じ
く
一
者
（
絶
対
無
分
節
）
で
あ
る
「
絶
対
現

在
」
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
井
筒
が
絶
対
無
分
節
を
空
間
的
に

表
象
す
る
点
は
、
大
拙
が
避
け
た
と
こ
ろ
だ
。
井
筒
は
、
東
洋
思
想
の
多

く
に
コ
ト
バ
の
介
入
に
よ
る
絶
対
無
分
節
か
ら
分
節
態
へ
と
い
う
同
様
の

世
界
現
出
構
造
を
み
て
と
る
が
、
そ
の
場
合
、
絶
対
無
分
節
（
意
識
と
存

在
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
）
を
「
絶
空
の
平
面
」
な
ど
と
表
象
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
井
筒
の
思
索
は
お
の
ず
か
ら
空
間
的
と
な
る
。
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ス
ト
認
識
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
コ
ル
バ
ン
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
キ

リ
ス
ト
教
、
そ
し
て
ユ
ダ
ヤ
教
に
共
通
の
（
と
彼
が
考
え
る
）
要
素
を
集

め
、
さ
ら
に
こ
れ
を
も
と
と
し
て
、
受
肉
説
の
キ
リ
ス
ト
論
を
は
じ
め
と

す
る
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
を
、
秘
教
主
義
を
欠
い
た
外
面
的
な
信

仰
と
し
て
批
判
す
る
。

　

二
人
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
研
究
の
重
要
な
意
味
は
、
井
筒
に
お
い
て

は
「
東
洋
哲
学
」
の
構
想
に
そ
う
よ
う
に
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
を
理
解

し
、
コ
ル
バ
ン
に
お
い
て
は
「
西
洋
」
の
、
あ
る
い
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
的
一

神
教
に
あ
る
秘
教
的
伝
統
の
共
通
の
要
素
を
探
り
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
彼
ら
が
理
解
し
た
形
で
の
、「
東
洋
」
の
伝
統
と
「
西
洋
」

の
伝
統
の
探
求
の
意
志
が
見
ら
れ
る
。

近
代
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
主
義
に
お
け
る
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス

市
川　
　

裕

　

筆
者
は
、
井
筒
（
一
九
一
四
―
九
三
）
が
一
九
八
六
年
に
天
理
で
の
国

際
学
会
の
た
め
に
特
に
取
り
上
げ
た
概
念
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
に
つ
い
て
、

ユ
ダ
ヤ
の
カ
バ
ラ
ー
神
秘
思
想
が
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
的
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
て
、
果
た
し
て
近
代
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
主
義
に
そ
れ
が
見
ら
れ
る
か
否
か

が
気
に
な
っ
て
、
一
九
世
紀
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ラ
ビ
・
ハ
イ
ー
ム
の
著
作

『
ネ
フ
ェ
シ
ュ
・
ハ
ハ
イ
ー
ム
』
を
考
察
し
た
結
果
、
カ
バ
ラ
ー
思
想
の

ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
的
特
徴
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ラ
ビ
・
ハ
イ
ー
ム
は
、
宇
宙
創
造
論
に
お
け
る
人
間
の
位
置
づ
け
を
考
察

す
る
際
、
創
造
の
世
界
は
コ
ス
モ
ス
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
世
界

で
あ
り
、
つ
ね
に
人
間
の
悪
で
堕
落
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
捉
え
、
そ

こ
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
役
割
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
カ
バ
ラ
ー
の

し
て
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
で
は
、
⑴
に
つ
い
て
、
イ
マ
ー
ム
は
「
殆
ど

神
」
と
さ
れ
た
と
し
、
⑵
に
つ
い
て
は
、
神
は
「
コ
ト
バ
の
意
味
形
象
喚

起
機
能
（
＝
存
在
喚
起
機
能
）
の
神
格
化
」
で
あ
り
、
神
自
身
が
「
コ
ト

バ
」
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
の
井
筒
が
理
解
し
た
限
り
で
の
イ
ス
マ
ー
イ

ー
ル
派
の
イ
マ
ー
ム
と
創
造
の
言
葉
は
、
当
時
構
想
し
て
い
た
「
東
洋
哲

学
」
に
お
け
る
「
存
在
の
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
」
か
ら
発
現
し
た
高
次
の
形
而

上
学
的
存
在
と
重
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
こ
こ
か
ら
は
周
期
的
歴

史
論
と
メ
シ
ア
思
想
の
叙
述
は
欠
落
し
て
お
り
、
彼
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

派
思
想
の
幾
つ
か
の
要
素
か
ら
、
自
分
の
「
東
洋
哲
学
」
の
構
想
と
親
和

性
が
あ
る
（
と
考
え
た
）
も
の
を
選
び
叙
述
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

に
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
思
想
を
「
東
洋
哲
学
」
構
想
に
あ
た
っ
て
の
思

想
的
材
料
と
す
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

コ
ル
バ
ン
は
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
研
究
で
は
諸
原
典
テ
ク
ス
ト
の
校
訂

や
翻
訳
と
大
小
の
論
文
な
ど
多
数
の
業
績
を
遺
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
派

の
多
く
の
思
想
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
例
え
ば
⑴
「
天
上
の
ド
ラ
マ
」

と
コ
ル
バ
ン
が
呼
ぶ
、
一
三
世
紀
以
降
イ
エ
メ
ン
の
思
想
家
が
叙
述
す
る

第
三
知
性
体
の
第
十
知
性
体
へ
の
転
落
劇
と
そ
の
地
位
回
復
の
た
め
の
周

期
的
歴
史
の
導
入
、
⑵
一
二
世
紀
中
頃
以
降
、
イ
ラ
ン
の
思
想
家
は
個
々

の
イ
マ
ー
ム
は
、
神
性
を
持
つ
形
而
上
的
存
在
の
顕
現
と
し
た
が
、
コ
ル

バ
ン
は
、
そ
れ
は
永
遠
の
イ
マ
ー
ム
の
顕
現
で
あ
る
と
し
、
そ
の
認
識
が

救
済
に
つ
な
が
る
と
い
う
教
義
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
コ
ル
バ
ン
は
こ
れ

ら
の
思
想
を
キ
リ
ス
ト
教
の
非
主
流
の
思
想
と
比
較
す
る
。
す
な
わ
ち

「
天
上
の
ド
ラ
マ
」
に
由
来
す
る
周
期
的
歴
史
観
と
ス
ヴ
ェ
ー
デ
ン
ボ
リ

E. Sw
edenborg

（
一
六
八
八
―
一
七
七
二
）
の
教
会
史
解
釈
、
永
遠

の
イ
マ
ー
ム
の
認
識
と
、
仮
現
説
と
天
使
的
キ
リ
ス
ト
論
に
お
け
る
キ
リ
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な
ど
と
い
う
も
の
は
想
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
個
別
の
神
秘
家
の
イ
マ
ー

ジ
ュ
の
特
異
性
に
こ
そ
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
シ
ョ
ー
レ
ム
は
言
語

の
伝
統
を
含
め
て
宗
教
伝
統
ご
と
に
固
有
性
を
見
る
の
に
比
べ
、
井
筒
は

共
時
性
の
視
点
を
導
入
す
る
た
め
、
そ
の
固
有
性
の
ま
と
ま
り
を
ど
こ
に

見
出
す
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　

問
題
は
、
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
論
の
導
入
で
何
が
見
え
て
く
る
の
か
で
あ

る
。
井
筒
の
「
神
秘
哲
学
」
や
「
自
我
滅
却
後
に
現
れ
る
形
而
上
学
」
の

特
徴
と
は
、
有
の
存
在
根
拠
と
し
て
の
無
と
い
う
こ
と
の
概
念
付
け
で
あ

る
が
、
そ
れ
を
別
の
言
葉
で
表
現
し
た
だ
け
な
の
か
。
否
、
井
筒
は
、
こ

の
概
念
の
導
入
に
よ
っ
て
、
コ
ス
モ
ス
と
の
相
互
関
係
へ
の
射
程
を
持
ち

込
ん
だ
と
考
え
た
い
。
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
と
は
、
コ
ス
モ
ス
の
外
側
か
ら

侵
入
し
て
破
壊
す
る
力
で
も
あ
り
、
或
い
は
、
コ
ス
モ
ス
の
内
側
に
組
み

込
ま
れ
内
側
か
ら
起
こ
る
反
逆
を
も
含
め
て
い
る
。
荘
子
の
「
胡
蝶
」
や

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
「
存
在
一
性
論
」
の
よ
う
に
、
東
洋
思
想
は
ア
ン

チ
コ
ス
モ
ス
的
で
あ
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
論
じ
て
い
る
場
合
、
東
洋
思
想

は
、
そ
う
い
う
思
想
を
許
容
す
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
指
摘
に
と
ど
ま
る

の
で
は
な
く
、
ち
ょ
う
ど
仏
教
の
顕
教
と
密
教
の
よ
う
に
、
或
い
は
、
儒

教
と
老
荘
の
よ
う
に
、
対
を
為
す
思
想
を
射
程
に
入
れ
、
し
か
も
そ
の
関

係
性
ま
で
も
問
い
に
組
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
顕
教

は
コ
ス
モ
ス
的
で
密
教
は
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
的
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
顕

密
と
も
に
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
的
な
の
か
。
こ
の
最
後
の
点
の
考
察
こ
そ

が
、
筆
者
の
ユ
ダ
ヤ
教
研
究
の
課
題
で
あ
っ
た
。

神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
出
理
論
が
読
み
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
で
は
、
翻

っ
て
、
井
筒
の
こ
の
晩
年
の
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
論
は
、
井
筒
自
身
の
東
洋

哲
学
構
想
の
中
で
ど
う
い
う
位
置
を
占
め
て
い
る
の
か
。

　

井
筒
の
東
洋
哲
学
構
想
は
彼
の
後
半
生
に
お
い
て
明
確
に
な
っ
た
。
代

表
者
澤
井
義
次
氏
は
、
井
筒
の
東
洋
思
想
を
包
括
的
に
取
り
扱
う
科
研
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
が
、
そ
の
構
想
は
、
井
筒
自
身
が
か
な
り
晩

年
に
な
っ
て
抱
い
た
構
想
を
意
識
的
に
引
き
継
い
で
い
る
よ
う
に
思
う
。

し
か
も
そ
の
構
想
は
、
井
筒
が
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に
出
席
し
て
か
ら
徐
々
に

醸
成
さ
れ
、『
意
識
と
本
質
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
書
の
全
体
を
貫

く
大
き
な
視
点
は
、
深
層
意
識
的
言
語
哲
学
、「
言
語
ア
ラ
ヤ
識
」
へ
の

注
目
で
あ
る
。

　

言
語
ア
ラ
ヤ
識
か
ら
の
イ
マ
ー
ジ
ュ
の
生
起
は
、
深
層
意
識
内
で
の
出

来
事
と
さ
れ
る
。
言
葉
の
出
現
に
よ
っ
て
存
在
が
存
在
と
し
て
立
ち
現
わ

れ
て
く
る
と
い
う
。
言
語
ご
と
に
イ
マ
ー
ジ
ュ
が
違
っ
て
く
る
と
す
れ

ば
、
神
秘
主
義
の
宗
教
言
語
を
考
察
す
る
際
に
も
、
各
宗
教
の
伝
統
ご
と

に
異
な
る
体
系
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
意
す
る
。
そ
う
し
た
彼
の
思

想
は
、
ゲ
ル
シ
ョ
ム
・
シ
ョ
ー
レ
ム
の
神
秘
主
義
理
解
と
酷
似
し
て
い
る

こ
と
に
筆
者
は
気
づ
い
た
。
井
筒
の
東
洋
思
想
全
体
へ
の
興
味
が
、
シ
ョ

ー
レ
ム
と
の
交
友
を
通
じ
て
濃
密
に
な
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
深
層

意
識
的
言
語
哲
学
へ
の
関
心
の
共
有
が
納
得
で
き
る
。
そ
こ
か
ら
シ
ョ
ー

レ
ム
の
神
秘
主
義
理
解
を
取
り
込
ん
で
考
察
す
る
可
能
性
が
広
が
る
。

　

シ
ョ
ー
レ
ム
に
よ
れ
ば
、
神
秘
主
義
一
般
と
い
う
の
は
存
在
し
な
い
。

あ
る
宗
教
伝
統
の
中
で
の
神
秘
主
義
で
あ
り
、
必
ず
そ
の
宗
教
言
語
の
諸

概
念
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
固
有
の
宗
教
史
的
展
開
を
示
す
。
イ
マ
ー
ジ

ュ
の
独
自
性
や
固
有
性
に
関
心
を
持
つ
井
筒
も
同
様
に
、
神
秘
哲
学
一
般



47　　

パネル 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

大
拙
の
「
絶
対
現
在
」
と
井
筒
の
「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
は
と
も

に
、
時
間
と
空
間
の
両
方
を
含
む
深
層
意
識
の
次
元
を
示
す
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
岩
本
は
、
井
筒
が
共
時
的
構
造
化
を
試
み
た
こ

と
で
、
そ
の
語
に
時
間
軸
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
、
と
回
答
し
た
。

　

野
元
は
エ
ラ
ノ
ス
会
議
を
代
表
す
る
研
究
者
で
あ
っ
た
井
筒
と
コ
ル
バ

ン
に
つ
い
て
、
神
秘
主
義
思
想
研
究
の
方
法
論
的
視
座
を
比
較
検
討
し

た
。
井
筒
は
エ
ラ
ノ
ス
会
議
で
、
コ
ル
バ
ン
か
ら
刺
戟
を
受
け
た
が
、
イ

ス
マ
ー
イ
ー
ル
派
研
究
に
お
い
て
、
コ
ル
バ
ン
が
そ
の
終
末
論
や
救
済
論

の
側
面
を
強
調
し
た
の
に
対
し
て
、
井
筒
は
そ
の
言
語
論
や
存
在
論
を
強

調
し
た
。
野
元
に
よ
れ
ば
、
井
筒
が
彼
自
身
の
「
東
洋
哲
学
」
構
築
に
資

す
る
よ
う
に
、
そ
の
派
を
理
解
し
た
が
、
コ
ル
バ
ン
は
「
西
洋
」
の
、
あ

る
い
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
的
一
神
教
に
あ
る
秘
教
的
伝
統
の
共
通
の
要
素
を
探

り
出
し
、
そ
の
派
の
中
に
、「
西
欧
」
の
キ
リ
ス
ト
教
正
統
主
義
批
判
の

思
想
を
探
求
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
二
人
の
視
座
の
違
い
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
井
筒
は
し
ば
し
ば
コ
ル
バ
ン
の
言
葉
を
引
用
す
る
。
こ
の
こ

と
は
両
者
の
思
想
に
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
野
元
は
、
二
人
の
議
論
の
ベ
ク
ト
ル
は
異
な
る

が
、
聖
典
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
表
層
・
深
層
か
ら
成
る
意
識
構
造
論
を
共

有
し
て
い
る
と
回
答
し
た
。

　

最
後
に
、
ユ
ダ
ヤ
思
想
に
精
通
し
て
い
る
市
川
は
、
井
筒
哲
学
の
キ
ー

ワ
ー
ド
、
す
な
わ
ち
「
コ
ス
モ
ス
と
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
」
の
概
念
を
手
が

か
り
と
し
て
、
近
代
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
主
義
の
様
相
を
探
究
し
た
。
市
川
に

よ
れ
ば
、
井
筒
は
エ
ラ
ノ
ス
会
議
で
シ
ョ
ー
レ
ム
か
ら
多
く
の
影
響
を
受

け
た
よ
う
だ
。
実
際
、
井
筒
の
思
想
は
シ
ョ
ー
レ
ム
の
神
秘
主
義
理
解
と

コ
メ
ン
ト

澤
井　

義
次

　

パ
ネ
リ
ス
ト
全
て
の
研
究
発
表
が
、
井
筒
と
エ
ラ
ノ
ス
会
議
と
の
関
わ

り
に
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
に
言
及
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
ま

ず
、
河
東
は
宗
教
心
理
学
の
視
点
か
ら
、
井
筒
の
「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ

ン
ト
」
論
を
ユ
ン
グ
心
理
学
の
視
座
と
比
較
検
討
し
た
。
河
東
は
、
井
筒

が
エ
ラ
ノ
ス
会
議
で
、
ヒ
ル
マ
ン
か
ら
影
響
を
受
け
て
、
ユ
ン
グ
心
理
学

に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
河
東
に
よ
れ
ば
、
ユ

ン
グ
の
言
う
「
元
型
」
は
、「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
か
ら
生
起
す

る
「
言
語
ア
ラ
ヤ
識
」
に
対
応
す
る
と
い
う
。
そ
れ
で
は
、
ユ
ン
グ
心
理

学
で
は
、
井
筒
の
「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
と
重
な
る
意
識
領
域
は

存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
河
東
は
、
ユ
ン
グ
は
シ
ン

ボ
ル
と
サ
イ
ン
を
分
け
て
、
同
じ
記
号
も
心
の
あ
り
よ
う
に
応
じ
て
、
そ

の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
て
く
る
が
、
ユ
ン
グ
の
視
座
は
井
筒
の
言
う
「
意

識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
ま
で
に
は
到
っ
て
い
な
か
っ
た
と
回
答
し
た
。

　

鈴
木
大
拙
の
思
想
に
精
通
す
る
岩
本
は
、
井
筒
の
エ
ラ
ノ
ス
講
演
の
背

景
に
、
大
拙
が
エ
ラ
ノ
ス
会
議
で
、
禅
に
つ
い
て
講
演
し
、
当
時
の
禅
へ

の
関
心
や
疑
問
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
井
筒
は
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に

招
か
れ
た
と
き
、
主
催
者
か
ら
禅
の
話
を
聴
衆
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
話

し
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ
た
。
岩
本
に
よ
れ
ば
、
大
拙
も
井
筒
も
東
洋
の

伝
統
的
思
想
を
解
釈
し
た
が
、
二
人
の
思
想
は
「
そ
の
質
が
異
な
る
」
と

い
う
。
大
拙
は
ブ
ッ
ダ
が
悟
り
を
開
い
た
瞬
間
を
「
絶
対
現
在
」
と
呼
ん

だ
。
そ
れ
は
般
若
の
直
観
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
、
時
間
と
空
間
の
両
方
を

含
む
。
そ
れ
を
彼
は
「
ゼ
ロ
意
識
」
と
も
呼
ん
だ
。
そ
れ
は
井
筒
の
言
う

「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
と
同
じ
意
識
次
元
を
示
唆
し
て
い
る
が
、
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関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
言
及
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ヒ
ル
マ

ン
の
元
型
心
理
学
を
援
用
し
な
が
ら
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
に
お
け
る

「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
の
様
相
に
つ
い
て
、
夢
分
析
を
手
が
か
り

と
し
て
探
究
し
た
。

　

次
に
岩
本
は
、
鈴
木
大
拙
が
禅
仏
教
を
中
心
に
、
東
洋
思
想
を
西
洋
に

紹
介
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
、
井
筒
は
伝
統
的
な
東
洋
思
想
を
共
時
論
的

に
統
合
し
、「
東
洋
哲
学
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
点
に
注
目
し
た
。
井

筒
は
一
九
六
七
年
か
ら
エ
ラ
ノ
ス
会
議
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

一
九
五
三
年
と
五
四
年
の
大
拙
に
よ
る
禅
に
つ
い
て
の
連
続
講
演
に
よ
っ

て
、
そ
こ
に
は
禅
に
対
す
る
異
常
な
ま
で
の
関
心
と
疑
問
が
あ
っ
た
。
井

筒
が
禅
に
つ
い
て
語
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
疑
問
に
応
ず
る
た
め

で
も
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
こ
う
し
た
点
で
は
、
井
筒
は
大
拙
の
後
継
者
と

も
み
な
し
得
る
が
、
岩
本
は
井
筒
の
「
東
洋
哲
学
」
構
想
が
大
拙
の
思
想

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
に
注
目
し
な
が
ら
、
禅
・
大
乗
仏
教
テ
ク
ス

ト
に
対
す
る
井
筒
の
解
釈
を
大
拙
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
た
。

　

ま
た
野
元
は
、
井
筒
と
コ
ル
バ
ン
の
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
・
シ
ー
ア
派
研

究
を
取
り
上
げ
、
両
者
が
実
現
を
目
指
し
た
哲
学
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
例

え
ば
、
井
筒
の
場
合
は
、
存
在
の
体
験
知
を
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
す
る
「
東
洋

哲
学
」）
を
比
較
検
討
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、

主
に
ペ
ル
シ
ア
語
圏
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
思
想
研
究

に
お
い
て
、
井
筒
と
コ
ル
バ
ン
は
、
世
界
的
に
指
導
的
な
研
究
者
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
エ
ラ
ノ
ス
会
議
を
と
お
し
て
親
交
の
あ
っ
た
両
者
は
、
神
秘

家
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
つ
い
て
影
響
力
の
強
い
著
作
を
残
し
た
。
コ
ル

バ
ン
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
お
よ
び
シ
ー
ア
派

と
の
、
井
筒
は
道
家
思
想
と
の
思
想
的
親
和
性
を
大
き
く
取
り
上
げ
た

酷
似
し
て
い
る
、
と
市
川
は
言
う
。
シ
ョ
ー
レ
ム
は
、
市
川
に
よ
れ
ば
、

神
秘
主
義
一
般
は
存
在
し
な
い
と
言
い
、
言
語
の
伝
統
を
含
め
て
宗
教
伝

統
ご
と
に
、
そ
の
固
有
性
を
見
て
い
る
。
同
じ
よ
う
に
井
筒
も
、
宗
教
伝

統
ご
と
に
神
秘
主
義
思
想
の
固
有
性
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
、
井
筒
は
宗

教
的
伝
統
に
お
け
る
思
想
の
固
有
性
の
深
み
に
、
東
洋
思
想
の
普
遍
的
な

構
造
、
す
な
わ
ち
、
思
想
が
共
有
す
る
表
層
・
深
層
か
ら
成
る
重
層
構
造

を
見
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
井
筒
は
東
洋
思
想
の
コ
ス
モ
ス

が
、
本
来
的
に
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
的
要
素
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
市
川
は
、
井
筒
の
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
論
に
関
す
る
議
論

を
と
お
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
思
想
の
理
解
へ
の
新
た
な
視
座
を
提
示
し
た
と

言
え
る
で
あ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

澤
井　

義
次

　

東
洋
思
想
・
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
研
究
の
世
界
的
碩
学
で
あ
っ
た
井
筒
俊

彦
は
、
彼
独
自
の
「
東
洋
哲
学
」
を
意
味
論
的
に
構
想
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
本
パ
ネ
ル
で
は
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
特
徴
を
、
特
に
エ
ラ
ノ

ス
会
議
に
参
加
し
た
研
究
者
の
思
想
的
視
座
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
、
現
代
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
地
平

が
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
の
か
を
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
河
東
は
井
筒
の
「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
論
を
ユ
ン
グ
心

理
学
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
の
特
徴
を
考
察
し
た
。

河
東
は
最
初
に
「
意
識
の
ゼ
ロ
・
ポ
イ
ン
ト
」
を
中
心
と
し
て
井
筒
の
意

識
構
造
論
と
そ
の
お
も
な
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
井
筒
が
エ
ラ

ノ
ス
会
議
で
、
ヒ
ル
マ
ン
と
出
会
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ン
グ
心
理
学
に
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人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
と
寺
院
の
あ
り
方
研
究

代
表
者
・
司
会　

木
越　

康

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

櫻
井
義
秀

開
催
校
特
別
企
画
②

過
疎
地
域
と
寺
院
の
あ
り
方
に
関
す
る
報
告

│
│ 

揖
斐
川
町
春
日
を
中
心
に 

│
│

藤
元　

雅
文

　

本
発
表
で
は
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
開
始
し
た
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研

究
所
・
特
定
研
究
「
新
し
い
時
代
に
お
け
る
寺
院
の
あ
り
方
研
究
」
に
お

け
る
調
査
に
関
し
て
①
調
査
対
象
地
お
よ
び
調
査
の
視
点
、
方
法
、
②
調

査
結
果
に
基
づ
く
具
体
的
事
例
、
③
課
題
の
整
理
と
今
後
の
調
査
研
究
に

つ
い
て
、
報
告
し
た
。

　

調
査
対
象
地
で
あ
る
岐
阜
県
揖
斐
川
町
春
日
地
区
は
、
岐
阜
県
西
南
の

山
間
部
に
位
置
す
る
伝
統
的
に
浄
土
真
宗
、
な
か
で
も
東
本
願
寺
の
門
徒

が
多
い
土
地
柄
で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
そ
の
地
勢
を
利
用
し
た
林
業
や
炭

焼
き
、
真
綿
、
茶
の
栽
培
等
の
伝
統
的
な
産
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
高

度
経
済
成
長
以
後
、
伝
統
産
業
は
大
き
く
衰
退
し
、
若
年
層
人
口
は
東
方

の
平
野
部
に
あ
る
大
垣
市
周
辺
等
へ
と
流
出
が
す
す
み
、
殊
に
こ
の
十
年

の
人
口
は
、
二
〇
〇
七
年
一
四
八
八
人
↓
二
〇
一
七
年
九
八
八
人
へ
と
大

き
く
減
少
し
て
い
る（『
揖
斐
川
町
広
報
誌
』）。
こ
の
よ
う
に
大
変
厳
し
い

少
子
高
齢
化
が
す
す
む
春
日
地
区
で
あ
る
が
、
本
研
究
に
お
け
る
同
地
区

の
特
徴
を
述
べ
る
な
ら
、
①
人
口
減
少
が
進
行
し
将
来
的
な
地
域
お
よ
び

寺
院
の
存
立
に
つ
い
て
不
安
要
素
を
抱
え
て
い
る
、
②
信
仰
の
篤
さ
や
地

が
、
野
元
は
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
が
達
成
し
た
も
の
は
大
き
く
異
な
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

最
後
に
市
川
は
、
井
筒
の
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
論
に
注
目
し
な
が
ら
、
井

筒
「
東
洋
哲
学
」
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
井
筒
は
東
洋
思
想
の
根
源

に
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
を
据
え
た
と
い
う
点
で
、
西
洋
哲
学
と
対
照
を
な
す

が
、
東
洋
思
想
の
主
流
は
、
伝
統
的
に
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
的
な
立
場
を
採

っ
て
き
た
と
市
川
は
述
べ
た
。
さ
ら
に
市
川
は
、
井
筒
の
問
題
意
識
が
エ

ラ
ノ
ス
会
議
で
親
交
の
あ
っ
た
シ
ョ
ー
レ
ム
の
ユ
ダ
ヤ
神
秘
主
義
理
解
に

酷
似
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
近
代
ユ
ダ
ヤ
教
正
統
主
義
は
、
律

法
を
基
盤
と
す
る
規
範
的
構
造
を
も
つ
が
、
他
方
で
、
十
九
世
紀
リ
ト
ア

ニ
ア
の
正
統
主
義
の
思
想
は
、
カ
バ
ラ
ー
神
秘
主
義
を
受
容
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
ノ
モ
ス
が
コ
ス
モ
ス
の
安
定
的
な
秩
序
を
支

え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
ア
ン
チ
コ
ス
モ
ス
を
ど
の
よ
う
に
理

解
し
た
の
か
。
市
川
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
沿
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
思
想

の
理
解
へ
の
新
た
な
視
座
を
提
示
し
た
。

　

以
上
、
四
名
の
研
究
発
表
に
対
し
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
澤
井
義
次
が

コ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
っ
た
。
澤
井
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
各
パ
ネ
リ
ス

ト
が
応
答
し
、
各
研
究
発
表
の
内
容
に
関
す
る
理
解
を
深
め
た
。
そ
の
う

え
で
、
こ
の
パ
ネ
ル
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
研
究
者
を
交
え
て
、
井
筒

「
東
洋
哲
学
」
を
め
ぐ
る
討
議
を
お
こ
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
本
パ
ネ
ル

は
、
井
筒
「
東
洋
哲
学
」
を
現
代
の
宗
教
研
究
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
、

井
筒
「
東
洋
哲
学
」
に
関
す
る
理
論
的
展
開
を
目
指
す
一
つ
の
試
み
で
あ

っ
た
。
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で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
春
日
と
い
う
一
地
域
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
調
査

を
す
す
め
る
と
、
共
通
す
る
課
題
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
各
寺
院
、
各
地
区

の
歴
史
や
特
性
に
よ
っ
て
異
な
る
課
題
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
確
に
な

り
、
ま
た
課
題
だ
け
で
な
く
各
寺
院
や
門
徒
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
取
り
組
み

可
能
で
、
有
効
な
対
策
を
考
え
る
と
い
う
問
題
も
ま
た
、
よ
り
多
様
で

個
々
に
即
し
た
内
実
が
要
求
さ
れ
る
と
い
う
複
雑
さ
あ
る
い
は
困
難
さ
を

示
し
て
い
る
。
三
つ
目
は
、
春
日
の
地
域
や
寺
院
の
状
況
、
課
題
ま
た
対

応
策
が
、
他
の
地
区
と
比
較
し
て
ど
れ
く
ら
い
一
般
化
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
行
す
る
調
査
研

究
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、
別
の
地
域
の
同
様
な
調
査
研
究
が
必
要
で
あ

ろ
う
。

　

以
上
、
大
谷
大
学
の
「
特
定
研
究
」
班
に
お
け
る
調
査
研
究
の
概
要
を

述
べ
て
き
た
。
今
後
と
も
地
域
と
寺
院
の
現
状
、
課
題
、
対
応
に
つ
い
て

の
丁
寧
な
調
査
・
記
述
お
よ
び
分
析
を
通
し
て
、
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

春
日
の
方
々
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
課
題
の
中
で
奮
闘
す
る
寺
院
、
地
域
の

方
々
に
、
わ
ず
か
で
も
助
力
で
き
る
内
容
と
な
る
よ
う
、
さ
ら
に
研
究
を

す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
過
疎
と
寺
院
」
問
題
を
ど
う
捉
え
る
か

│
│ 

モ
ビ
リ
テ
ィ
論
の
視
点
か
ら 

│
│

徳
田　
　

剛

　

本
報
告
で
は
、
過
疎
地
に
立
地
す
る
仏
教
寺
院
の
問
題
（
以
下
「
過
疎

と
寺
院
」
問
題
）
に
つ
い
て
各
方
面
で
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
調
査
研
究

が
進
め
ら
れ
て
き
た
か
を
ま
ず
確
認
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
報
告
者
の
問

域
・
寺
院
の
行
事
へ
の
参
加
率
の
高
さ
（
関
わ
り
の
濃
さ
）
に
よ
っ
て
地

域
お
よ
び
寺
院
が
維
持
さ
れ
て
い
る
、
③
郷
里
を
離
れ
た
門
信
徒
の
他
出

先
が
多
く
の
場
合
比
較
的
近
距
離
圏
で
あ
る
、
④
寺
院
活
動
は
（
春
日
地

区
特
有
の
「
五
日
講
」
を
は
じ
め
と
し
て
）
歴
史
的
な
経
緯
を
反
映
し
て

い
る
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
春
日
地
区
の
調
査
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
視
点
、
方
法
に
つ
い
て
は
次
の
二
点
を
確
認
し
た
。（
一
）

「
過
疎
と
寺
院
」
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
現
出
す
る
か
は
、「
地
域
差
」
の

要
素
が
大
き
い
の
で
、
過
度
に
一
般
化
し
た
議
論
で
は
事
の
本
質
を
見
誤

る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
主
に
採
用
さ
れ
て
き

た
、
質
問
紙
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
情
報
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

現
地
に
赴
い
て
の
「
地
域
調
査
」
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
で
あ
る
こ

と
、（
二
）実
際
の
寺
院
運
営
や
地
域
の
現
状
の
あ
り
方
を
丁
寧
に
記
述
・

考
察
し
て
い
く
際
、
郷
里
か
ら
他
出
し
て
い
る
門
信
徒
が
、
家
族
や
郷
里

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
る
か
と
い
う
視
点
を

加
味
し
て
調
査
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。（
木
越
康

ほ
か
二
〇
一
八
「
地
域
社
会
と
寺
院
の
抱
え
る
問
題
点
の
研
究
」
よ
り
）

　

こ
の
よ
う
な
視
点
に
基
づ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
が
、
こ
こ
で
は

紙
面
の
都
合
で
事
例
の
紹
介
は
、
ほ
ぼ
全
て
を
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

た
だ
調
査
の
中
で
「
甘
え
て
は
い
か
ん
、
寺
を
継
い
だ
者
が
大
変
だ
と
お

も
っ
た
ら
、
そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
な
、
い
か
ん
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
限

界
が
あ
り
ま
す
。」
と
い
う
住
職
の
言
葉
を
、
過
疎
の
現
場
で
奮
闘
す
る

住
職
の
心
を
表
す
も
の
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

　

本
発
表
の
三
点
目
は
、「
課
題
の
整
理
と
今
後
の
調
査
研
究
」
に
つ
い

て
三
つ
の
内
容
を
述
べ
た
。
一
つ
め
は
同
地
区
に
あ
る
未
着
手
の
三
ヶ
寺

に
つ
い
て
の
調
査
を
い
か
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
課
題



51　　

パネル 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

寺
院
が
ま
ず
は
取
り
組
め
る
課
題
と
し
て
、
郷
里
に
親
が
残
っ
て
お
り
子

や
孫
が
転
出
し
て
い
る
世
帯
に
対
す
る
働
き
か
け
や
関
係
強
化
が
挙
げ
ら

れ
る
。
本
報
告
で
は
、
七
尾
市
能
登
島
地
区
の
あ
る
集
落
の
他
出
子
の
帰

郷
理
由
（
仏
事
な
ど
へ
の
関
与
）
と
他
出
先
の
距
離
の
関
係
に
つ
い
て
分

析
を
行
っ
た
。
同
一
地
区
内
、
能
登
半
島
内
、
金
沢
市
内
、
石
川
・
富
山

県
内
、
両
県
以
遠
の
五
つ
に
現
住
地
を
区
分
け
し
て
ク
ロ
ス
集
計
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
葬
儀
と
墓
参
に
つ
い
て
は
他
出
先
の
距
離
に
関
わ
り
な
く
積

極
的
に
関
与
し
て
い
る
が
、
盆
・
正
月
と
法
事
に
つ
い
て
は
遠
方
に
な
る

と
関
与
の
度
合
い
が
下
が
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通
常

の
寺
院
運
営
の
業
務
か
ら
大
き
く
外
れ
な
い
範
囲
内
で
の
工
夫
と
し
て
、

（
１

）他
出
子
へ
の
法
要
等
の
連
絡
強
化
、（
２

）盆
・
正
月
期
の
イ
ベ
ン
ト

（
祭
り
や
子
ど
も
向
け
企
画
等
）、（
３

）門
信
徒
の
他
出
子
の
現
状
確
認
と

組
織
化
の
可
能
性
の
模
索
（
名
簿
づ
く
り
や
寺
報
の
送
付
、
広
域
的
な
役

割
分
担
等
）
の
三
点
を
提
案
し
た
。

　

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
他
出
子
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
寺
院
運
営
の
諸
問

題
が
解
決
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
特
に
郷
里
の
老
親

が
亡
く
な
る
と
、
地
縁
の
希
薄
化
・
喪
失
に
よ
っ
て
他
出
子
の
帰
郷
頻
度

や
関
係
強
度
が
一
気
に
下
が
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
う
し
た
「
他
出
者
」

（
第
三
報
告
の
中
條
の
用
語
）
が
多
数
を
占
め
る
段
階
に
至
る
と
、
他
出

子
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
の
効
力
を
ほ
ぼ
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
本
報
告
で

は
、「
過
疎
と
寺
院
」
の
捉
え
方
に
つ
い
て
の
論
点
整
理
と
当
面
の
対
応

策
と
し
て
の
他
出
子
へ
の
着
目
を
提
言
し
た
。
上
述
の
「
他
出
者
」
の
増

加
を
受
け
た
過
疎
地
寺
院
の
持
続
可
能
性
の
問
題
（
第
三
報
告
に
て
言
及

さ
れ
た
）
の
実
態
把
握
と
対
応
策
の
模
索
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

題
意
識
と
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
の
地
域

調
査
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
か
ら
、
郷
里
か
ら
他
出
し
た
門
信
徒
（
他
出

子
）
の
移
動
パ
タ
ー
ン
の
分
析
結
果
を
も
と
に
考
察
を
行
っ
た
。

　
「
過
疎
と
寺
院
」
問
題
が
最
初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
八
八

年
一
二
月
に
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
寺
が
消
え
る
」
と
い
う
Ｔ
Ｖ
番

組
で
あ
り
、
人
口
減
少
に
よ
っ
て
過
疎
化
の
激
し
い
寺
院
の
消
滅
（
の
危

機
）
が
生
々
し
く
報
じ
ら
れ
人
々
に
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
各
新
聞

社
に
よ
る
報
道
や
新
聞
社
に
よ
る
寺
院
調
査
、
各
宗
派
の
教
勢
調
査
等
の

分
析
や
現
地
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
現
地
を
訪
問
し

寺
族
や
門
信
徒
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
形
の
学
術
調
査
は
ま
だ
ま
だ

不
足
し
て
い
る
。
そ
こ
で
報
告
者
は
、
大
谷
大
学
の
研
究
チ
ー
ム
に
よ
る

岐
阜
県
揖
斐
川
町
で
の
調
査
、
過
疎
問
題
連
絡
懇
談
会
に
よ
る
石
川
県
七

尾
市
で
の
調
査
に
参
加
し
、
資
料
収
集
と
分
析
視
角
の
彫
琢
を
行
っ
て
き

た
。

　

本
報
告
で
強
調
し
た
の
は
、
現
代
の
仏
教
寺
院
の
現
状
と
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
際
の
（
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
学
者
Ｊ
・
ア
ー
リ
が
唱
え
た
）「
モ

ビ
リ
テ
ィ
（
移
動
）
論
」
の
視
点
の
重
要
性
で
あ
る
。
人
口
の
八
割
以
上

が
「
農
業
従
事
者
」
で
あ
り
「
非-

移
動
者
」
で
あ
っ
た
江
戸
時
代
に
成

立
し
た
寺
壇
制
度
に
お
い
て
、
多
く
の
門
信
徒
が
移
動
す
る
状
況
を
念
頭

に
置
い
た
寺
院
運
営
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
蓄
積
さ
れ
る
べ
く
も
な

か
っ
た
。
し
か
し
今
日
で
は
、
地
方
部
で
は
人
口
の
転
出
、
都
市
部
で
は

頻
繁
な
移
動
と
人
口
流
動
に
よ
る
地
縁
的
関
係
の
希
薄
化
と
い
っ
た
動
向

へ
の
対
応
な
く
ば
、
寺
院
運
営
そ
の
も
の
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
、
と
い
う
現
状
を
認
識
す
る
こ
と
が
ま
ず
は
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
モ
ビ
リ
テ
ィ
論
の
視
点
に
基
づ
け
ば
、
過
疎
地
に
立
地
す
る
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認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
墓
や
仏
壇
の
継
承
に
つ
い
て
み
る
と
、
墓
に
対

し
て
は
作
木
町
内
で
の
継
承
者
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
に
対

し
、
仏
壇
は
継
承
者
が
決
ま
っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
っ
た
。
対
象
地
域
で

は
二
十
年
前
か
ら
山
上
の
集
落
墓
地
か
ら
屋
敷
内
に
墓
地
を
移
設
す
る
家

が
多
く
な
り
、
新
装
な
っ
た
墓
に
対
す
る
意
識
の
高
い
こ
と
が
背
景
に
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
に
み
た
、
寺
檀
関
係
の
継
承
や
仏
事
へ
の
関
与
、
あ
る
い
は
墓
の

継
承
も
、
帰
省
頻
度
な
ど
老
親
子
間
の
距
離
が
作
用
し
て
お
り
、
他
出
子

の
多
く
が
広
島
市
内
に
居
住
し
て
い
る
が
た
め
に
関
与
や
継
承
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
側
面
は
大
き
い
。
さ
ら
に
、
他
出
子
の
う
ち
長
男
か
次
男
か

な
ど
の
き
ょ
う
だ
い
関
係
、
あ
る
い
は
男
性
の
い
る
き
ょ
う
だ
い
か
女
性

の
み
の
き
ょ
う
だ
い
か
の
形
態
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
空
間
性
や
き
ょ
う
だ
い
関
係
を
加
味
し
て
他

出
子
を
検
討
す
る
こ
と
の
有
効
性
が
、
本
報
告
か
ら
確
認
で
き
た
と
い
え

よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
分
析
結
果
は
老
親
の
意
向
で
あ
り
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
子
ど
も
の
行
動
に
反
映
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
指

摘
し
て
お
く
。
ま
た
、
本
報
告
で
は
「
他
出
子
」
に
対
す
る
検
討
に
と
ど

ま
っ
た
が
、「
他
出
者
」
に
注
目
す
る
必
要
性
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

す
な
わ
ち
、
他
出
子
は
老
親
が
地
元
に
残
留
し
て
い
る
人
を
指
し
、
他
出

者
は
老
親
が
死
去
し
て
出
身
村
と
の
縁
が
薄
く
な
っ
て
い
る
人
の
対
応
に

つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
る
。
本
報
告
は
老
親
が
現
役
で
寺

院
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
る
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
現
役
世
代
が
寺
院

と
の
関
係
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
際
に
他
出
子
の
対
応
が
寺
檀
関
係
の

持
続
可
能
性
を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　

本
報
告
の
対
象
地
域
で
は
、
日
常
的
に
老
親
子
関
係
が
維
持
さ
れ
や
す

過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性

中
條　

曉
仁

　

本
報
告
は
、
過
疎
地
域
と
り
わ
け
中
国
山
地
の
山
村
・
広
島
県
三
次
市

作
木
町
（
旧
双
三
郡
作
木
村
）
に
お
け
る
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
に
注

目
し
、
地
元
に
残
留
す
る
門
信
徒
（
老
親
）
や
都
市
へ
他
出
し
た
子
ど
も

（
他
出
子
）
の
動
向
か
ら
寺
檀
関
係
の
持
続
可
能
性
を
検
討
し
た
。

　

山
村
を
は
じ
め
と
す
る
現
代
日
本
の
過
疎
地
域
で
は
、
檀
家
を
構
成
す

る
家
族
の
空
間
的
分
散
居
住
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
寺
檀
関
係
の
持
続
は

他
出
子
が
寺
院
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
関
係
構
築
し
て
い
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
。
対
象
地
域
は
広
島
県
の
中
国
山
地
と
い
う
広
島
市
の
人
口
吸

引
力
が
非
常
に
大
き
く
作
用
す
る
地
域
で
あ
り
、
同
市
ま
で
高
速
道
路
で

一
時
間
か
ら
一
時
間
三
十
分
程
度
で
結
ば
れ
、
子
ど
も
の
多
く
が
転
出
し

て
い
る
。

　

他
出
子
の
う
ち
、
寺
檀
関
係
の
継
承
候
補
者
は
長
男
で
あ
る
一
方
、
女

性
だ
け
の
き
ょ
う
だ
い
は
長
女
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
、
長

男
で
あ
っ
て
も
、
老
親
子
の
空
間
的
距
離
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、

継
承
へ
の
期
待
を
寄
せ
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
と
い
う
現
実
も
あ
っ

た
。
ま
た
、
女
性
の
場
合
は
婚
家
と
の
関
係
か
ら
継
承
を
留
保
し
が
ち
に

な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
仏
事
へ
の
他
出
子
の
関
与
を
み
て
み
る
と
、
法

事
や
葬
儀
な
ど
家
族
に
関
わ
る
仏
事
や
世
間
一
般
の
習
俗
と
も
い
え
る
墓

参
り
な
ど
に
は
、
長
男
や
女
性
の
き
ょ
う
だ
い
を
中
心
に
積
極
的
な
参
加

が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
葬
儀
や
法
事
に
は
近
隣
住
民
や
地
元
在
住
の
親

族
の
そ
れ
も
含
ま
れ
て
お
り
、
地
元
で
の
「
お
つ
き
あ
い
」
関
係
の
維
持

に
他
出
子
が
努
め
て
い
る
事
実
も
重
要
で
あ
る
。
一
方
、
報
恩
講
な
ど
寺

院
で
開
か
れ
る
法
要
に
は
他
出
子
が
ほ
と
ん
ど
関
与
し
て
い
な
い
事
実
も
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け
る
寺
院
の
あ
り
方
研
究
」
が
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
の
「
新
し
い
時
代
」
と

は
、
ま
す
ま
す
深
刻
さ
の
度
合
い
を
増
す
と
考
え
ら
れ
る
「
少
子
・
高
齢

化
」
の
時
代
を
指
し
、
ま
た
「
寺
院
の
あ
り
方
研
究
」
と
は
、
過
疎
地
域

で
寺
院
が
ど
の
よ
う
に
課
題
解
決
に
向
け
た
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
追
求
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
パ
ネ
ル
で
は
、
同
研
究
班

メ
ン
バ
ー
二
名
か
ら
研
究
成
果
の
現
状
報
告
を
行
う
と
共
に
、
過
疎
地
域

に
お
け
る
寺
院
の
存
立
基
盤
に
関
す
る
研
究
を
専
門
と
す
る
中
條
曉
仁

（
静
岡
大
学
）
か
ら
研
究
報
告
を
受
け
、
相
互
に
議
論
を
深
め
る
こ
と
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
分
野
の
研
究
の
狙
い
は
、
も
ち
ろ
ん
地
域
と
寺
院
の
活
性
化
も
し
く

は
再
活
性
化
に
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
大
谷
大
学
で
の
一
年
半
ほ
ど
の

研
究
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
課
題
解
決
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
研
究
代
表
者
の
立
場
か
ら
主
な
要
因
を
三

点
か
ら
指
摘
し
、
そ
の
上
で
各
報
告
者
の
発
表
要
旨
に
移
る
こ
と
と
す

る
。
課
題
解
決
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
事
情
の
第
一
は
、
個
々
の
「
限
界

集
落
」
が
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
「
限
界
度
」
の
違
い
や
、
寺
族
と
門
信
徒
あ

る
い
は
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
の
違
い
な
ど
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
背
景
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
、
一
律
に
「
再
活
性
化
」
案
の
提
示

や
、
そ
も
そ
も
の
議
論
の
土
台
を
見
出
す
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
る
状
況
が

あ
る
。
こ
れ
は
は
じ
め
の
報
告
者
で
あ
る
藤
元
氏
の
も
の
に
、
そ
の
内
容

が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
二
に
、
特
定
地
域
に
範
囲
を
絞
っ
て
実

地
調
査
を
行
う
ス
タ
イ
ル
で
研
究
が
開
始
さ
れ
た
が
、
過
疎
地
域
に
お
け

る
寺
院
の
あ
り
方
研
究
は
決
し
て
過
疎
地
域
に
居
住
す
る
人
々
の
み
を
調

査
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
他
出
子
」
や
「
散
り
門
徒
」
な
ど
、
地

域
以
外
の
関
係
者
（
移
住
者
）
へ
の
調
査
が
必
須
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か

い
傾
向
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
寺
檀
関
係
の
継
承
候
補
者
と
し
て

の
長
男
も
老
親
に
近
接
し
て
生
活
し
て
い
る
地
域
で
も
あ
っ
た
。
今
後
は

都
市
の
分
布
や
地
域
労
働
市
場
の
展
開
の
地
域
差
を
考
慮
し
な
が
ら
、
対

象
地
域
の
社
会
経
済
的
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
つ
つ
、
対
象
地
域
の
あ
る

西
南
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
北
日
本
な
ど
他
地
域
と
の
比
較
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
寺
檀
関
係
の
地
域
特
性
を
多
面
的
・
多
角
的
に
明
ら
か
に

し
、
地
域
の
実
情
に
則
し
て
新
た
な
寺
檀
関
係
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い

て
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

木
越　
　

康

　

本
パ
ネ
ル
は
、
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
お
け
る
地
域
研
究
の
一
環
と
し
て
、
過
疎
地
域
に
お
い
て

「
寺
院
」
が
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
得
る
の
か
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
代
表
者
（
木
越
）
に
よ
る
提
題
の

後
、
三
名
（
藤
元
・
徳
田
・
中
條
）
に
よ
る
研
究
発
表
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ

に
よ
る
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
全
体
議
論
に
入
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
九
月

六
日
未
明
に
起
き
た
北
海
道
南
西
部
地
震
に
よ
る
被
害
で
、
コ
メ
ン
ト
を

お
願
い
し
て
い
た
櫻
井
義
秀
氏
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

先
生
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
の
調
整
に
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
先
生
は
じ

め
、
多
く
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
こ
と
で

あ
る
。
本
報
告
で
は
、
三
名
の
当
日
の
発
表
要
旨
、
続
い
て
研
究
代
表
者

に
よ
る
パ
ネ
ル
の
狙
い
と
同
研
究
に
関
わ
っ
て
の
所
感
を
掲
載
す
る
。

　

本
パ
ネ
ル
は
開
催
校
（
大
谷
大
学
）
特
別
企
画
の
名
を
冠
し
て
お
り
、

背
景
に
は
大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
の
特
定
研
究
「
新
し
い
時
代
に
お
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真
宗
寺
院
の
現
状
と
展
望

│
│ 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
勢
基
本
調
査
よ
り 

│
│

代
表
者　

吉
田
秀
和

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

中
西
尋
子

司
会　

長
岡
岳
澄

第
十
回
宗
勢
基
本
調
査
か
ら
み
る
寺
院
の
護
持
に
つ
い
て

長
岡　

岳
澄

　

本
発
表
で
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
第
十
回
宗

勢
基
本
調
査
の
結
果
か
ら
寺
院
護
持
の
現
状
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
「
宗
勢
基
本
調
査
」
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
宗
派
所
属
の
一
般
寺

院
の
実
態
を
把
握
し
、
宗
務
へ
反
映
す
る
た
め
の
最
も
基
礎
的
な
調
査
で

あ
る
。
二
〇
一
五
年
に
本
願
寺
派
全
寺
院
を
対
象
と
し
て
実
施
さ
れ
た
第

十
回
調
査
で
は
、
寺
院
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
、
寺
院
周
辺
地
域
、

寺
院
護
持
、
寺
院
活
動
、
寺
族
の
現
状
な
ど
全
八
十
九
問
が
設
け
ら
れ
た

が
、
本
発
表
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
か
ら
、
特
に
寺
院
護
持
の
現
状
、
寺

院
護
持
に
関
係
す
る
諸
要
因
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

寺
院
護
持
に
つ
い
て
、
設
問
「
こ
の
寺
院
の
活
動
で
得
ら
れ
る
収
入

で
、
寺
院
を
護
持
・
運
営
で
き
ま
す
か
」
及
び
「
こ
の
寺
院
を
取
り
巻
く

社
会
的
状
況
に
鑑
み
て
、
今
後
の
寺
院
の
護
持
・
運
営
に
つ
い
て
、
あ
な

た
の
見
通
し
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
」
に
つ
い
て
見

る
と
、
選
択
肢
「
十
分
護
持
・
運
営
で
き
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
九
・
〇
％
と

二
・
七
％
、「
な
ん
と
か
護
持
・
運
営
で
き
る
」
が
四
一
・
二
％
と
三
四
・
二

％
、「
護
持
・
運
営
は
き
び
し
い
」
が
三
三
・
〇
％
と
五
三
・
五
％
、「
ま
っ

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
調
査
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
う
必
要
が
あ
る
と

い
う
点
で
、
想
定
以
上
に
時
間
と
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
徳
田
・
中
條
両
氏
の
報
告
に
詳
し
い
。
そ
し
て
最
後

に
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
寺
院
の
あ
り
方
研
究
は
、
地
域
の
内
外
問
わ

ず
、
単
に
「
生
者
」
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
死
者
」

と
の
つ
な
が
り
の
問
題
で
あ
る
点
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
寺
院
と
か
か
わ
り
の
あ
る
住
民
が
常
に

寺
院
に
期
待
し
、
あ
る
い
は
将
来
に
不
安
を
懐
く
の
が
「
墓
」
や
「
法

事
」
の
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
「
死
者
（
先
祖
）
と
の
つ
な
が
り
」
で
あ

る
。
特
に
高
齢
者
住
民
は
、
先
祖
の
み
な
ら
ず
自
身
の
死
後
の
行
方
の
問

題
も
抱
え
な
が
ら
、
寺
院
の
存
続
に
対
す
る
不
安
を
懐
く
ケ
ー
ス
が
み
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
寺
院
と
地
域
に
関
す
る
研
究
は
、「
死
者
を
含
め
た
人

間
の
つ
な
が
り
の
研
究
」
で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
、
調
査
の

現
状
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
各
発
表
者
か
ら
の
報
告
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
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教
区
と
い
う
括
り
で
見
て
み
る
と
、
比
較
的
門
徒
戸
数
が
多
い
教
区
、
少

な
い
教
区
が
見
ら
れ
、
地
域
性
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
、
ま
た
、
比
較
的

門
徒
戸
数
が
少
な
い
教
区
の
中
で
も
門
徒
戸
数
が
多
い
寺
院
も
あ
り
、
地

域
の
中
で
も
差
異
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

本
発
表
に
お
い
て
は
、
第
十
回
宗
勢
基
本
調
査
の
結
果
か
ら
、
寺
院
の

護
持
・
運
営
に
は
、
寺
院
の
経
済
的
要
素
が
関
係
し
て
お
り
、
経
済
的
要

素
に
は
門
徒
戸
数
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
各
寺
院
の
年
間

護
持
費
用
の
差
と
い
っ
た
護
持
の
体
制
や
報
恩
講
法
要
へ
の
参
拝
割
合
と

い
っ
た
宗
教
的
行
動
、
意
識
の
差
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
本
願
寺
派
寺
院
に
お
い
て
は
、
門
徒
戸
数
の
少
な
い
小
規
模

寺
院
が
多
く
、
今
後
、
小
規
模
寺
院
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

寺
院
運
営
の
形
態
と
寺
院
護
持
の
課
題

山
本　

哲
司

　

寺
院
の
護
持
は
、
経
済
的
指
標
（
門
徒
戸
数
・
寺
院
の
年
間
収
入
の
規

模
）
に
連
関
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
第
九
回
調
査
及
び
長
岡
報
告
）。

第
二
報
告
で
は
、
経
済
規
模
と
護
持
意
識
の
知
見
に
加
え
、
門
徒
と
寺
院

の
関
係
性
を
通
じ
て
護
持
の
問
題
に
迫
る
。
門
徒
と
寺
院
の
関
係
性
の
指

標
と
し
て
、（
一
）門
徒
の
分
布
形
態
、（
二
）門
徒
組
織
の
運
営
、（
三
）寺

院
の
経
理
を
と
り
あ
げ
る
。

　

門
徒
戸
数
の
減
少
へ
の
回
答
と
護
持
意
識
の
傾
向
は
、
立
地
環
境
別
で

は
農
山
村
漁
村
に
減
少
回
答
の
比
率
が
高
い
（
レ
ジ
ュ
メ
図
二-

八
）。
農

山
漁
村
は
門
徒
戸
数
の
小
規
模
寺
院
の
比
率
が
高
い
。
経
済
規
模
は
立
地

環
境
に
連
動
し
て
い
る
（
長
岡
報
告
）。
護
持
意
識
の
危
機
感
は
、
経
済

た
く
護
持
・
運
営
で
き
な
い
」
が
一
六
・
八
％
と
九
・
五
％
と
い
う
結
果
で

あ
っ
た
。
回
答
者
（
主
に
住
職
）
の
主
観
と
は
な
る
が
、
護
持
・
運
営
が

き
び
し
い
、
ま
っ
た
く
で
き
な
い
寺
院
が
約
半
数
と
な
り
、
寺
院
護
持
の

厳
し
さ
が
窺
え
る
。

　

こ
の
寺
院
護
持
の
状
況
の
差
異
は
、
何
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
の
か
を

確
認
す
る
た
め
に
、
他
の
設
問
の
回
答
結
果
と
の
関
連
を
み
た
結
果
、
住

職
世
帯
の
生
活
、
寺
院
収
入
、
門
徒
戸
数
、
葬
儀
回
数
、
年
忌
回
数
等
と

の
間
に
関
係
性
が
見
い
だ
さ
れ
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
に
は
、
経
済
的
要

因
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

こ
の
寺
院
の
経
済
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
、
前
回
第
九
回
調
査
の
報
告

書
（
第
四
章　

寺
院
の
経
済
的
基
盤　

須
羽
新
二
）
に
お
い
て
詳
述
さ
れ

て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
寺
院
の
経
済
的
格
差
は
都
市
化
度
の
差
と
伝
統
的

な
地
域
性
に
原
因
が
あ
る
」
と
し
、
更
に
都
市
化
度
の
差
よ
り
も
地
域
性

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
を
第
十
回
調
査

の
結
果
で
確
認
し
て
み
る
と
、
寺
院
所
在
地
「
市
街
地
・
住
宅
地
」
と

「
農
山
漁
村
」
と
で
は
経
済
的
な
差
異
が
あ
り
、
都
市
化
度
が
関
係
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
都
市
化
度
よ
り
も
伝
統
的
な
地
域
性

の
主
要
因
で
あ
る
門
徒
戸
数
が
顕
著
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
。

　

こ
の
門
徒
戸
数
が
寺
院
収
入
、
葬
儀
回
数
、
年
忌
回
数
、
さ
ら
に
は
教

化
団
体
の
活
動
等
と
も
関
係
し
て
お
り
、
調
査
の
み
で
は
因
果
関
係
は
明

ら
か
に
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
寺
院
へ
の
聞
き
取
り
調
査
等
か
ら
門
徒
戸

数
が
寺
院
収
入
や
活
動
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
い
え
る
。
門
徒
戸
数
の
多
少
が
何
に
よ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
本
調
査
か
ら
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
も
の
の
、
本
願
寺
派
の
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理
を
行
う
（
寺
院
主
導
型
）、
寺
院
と
門
信
徒
が
作
業
を
分
担
・
共
同
す

る
（
分
担
型
）、
門
信
徒
が
行
う
（
門
信
徒
型
）、
外
部
委
託
の
形
態
が
あ

る
。
二
つ
の
運
営
形
態
の
指
標
は
、
い
ず
れ
も
門
徒
中
心
型
、
門
信
徒
型

に
、
経
済
規
模
と
の
明
確
な
相
関
が
み
ら
れ
る
（
二-

十
九
〜
二
十
二
）。

経
済
規
模
（
門
徒
戸
数
・
寺
院
収
入
）
が
小
さ
い
ほ
ど
、
門
信
徒
中
心

型
・
門
信
徒
型
の
比
率
は
高
く
な
る
。
ま
た
、
住
職
中
心
型-

寺
院
型
、

門
信
徒
中
心
型-

門
信
徒
型
の
よ
う
に
、
二
つ
の
運
営
形
態
に
は
対
応
関

係
も
み
ら
れ
る
（
二-

二
十
四
）。

　

集
住
型
・
近
在
型
と
運
営
形
態
の
関
係
を
み
る
と
、
集
住
型
に
は
門
信

徒
中
心
型
、
門
信
徒
型
の
比
率
が
高
い
傾
向
が
あ
る
。（
二-

二
十
六
）。

一
方
で
、
集
住
型
は
小
さ
い
経
済
規
模
で
の
比
率
も
高
い
。
門
信
徒
中
心

型
や
門
信
徒
型
の
運
営
形
態
は
寺
院
の
実
情
の
何
を
示
す
の
か
？　

寺
院

に
在
住
す
る
住
職
の
有
無
や
調
査
票
の
回
答
者
（
二-

二
十
八
、
二
十
九
）

の
傾
向
を
み
る
と
、
門
信
徒
中
心
型
・
門
信
徒
型
は
無
住
の
傾
向
が
強
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
門
信
徒
中
心
型
・
門
信
徒
型
は
、
一
見
、
門
徒

に
よ
る
寺
院
運
営
傾
向
を
示
す
運
営
の
理
想
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
集

住
地
域
で
経
済
規
模
が
小
さ
い
な
か
、
門
徒
が
水
際
で
寺
院
を
支
え
続
け

る
様
子
が
数
値
に
表
れ
て
い
る
。
護
持
の
危
機
に
は
門
信
徒
が
支
え
る
集

住
型
と
、
近
在
型
の
困
窮
と
い
う
二
つ
の
状
況
が
考
え
ら
れ
、
今
後
の
精

査
が
求
め
ら
れ
る
。

規
模
に
連
動
し
て
い
る
（
長
岡
報
告
）。
農
山
漁
村
で
は
護
持
意
識
に
関

す
る
危
機
感
が
強
い
（
長
岡
報
告
、
お
よ
び
二-

九
）。
ま
た
、
門
徒
戸
数

の
減
少
回
答
は
、
門
徒
戸
数
の
規
模
が
小
さ
い
五
十
戸
未
満
の
ク
ラ
ス
で

数
値
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
（
二-

五
〜
七
）。

　

門
徒
の
分
布
形
態
は
、
第
十
回
で
は
じ
め
て
試
み
た
寺
院
把
握
の
指
標

で
あ
る
。
報
告
で
は
、
集
住
型
と
近
在
型
の
二
モ
デ
ル
を
設
定
し
、
課
題

の
検
討
を
は
か
っ
た
。
集
住
型
は
寺
院
の
周
辺
一
㎞
以
内
に
門
徒
の
五
割

以
上
が
集
ま
る
寺
院
で
あ
り
、
近
在
型
は
寺
院
の
周
辺
一
㎞
以
上
十
㎞
以

内
の
圏
域
に
門
徒
の
五
割
以
上
を
か
か
え
る
寺
院
で
あ
る
。
教
区
ご
と
に

類
型
の
多
少
の
特
色
が
あ
る
（
二-
十
二
）。
た
だ
し
二
つ
の
類
型
の
間
に

は
宗
教
活
動
の
数
値
の
違
い
は
確
認
で
き
な
い
。
一
方
、
門
徒
戸
数
・
寺

院
収
入
の
規
模
と
の
関
係
で
は
、
小
さ
い
規
模
で
集
住
型
の
比
率
が
高

く
、
大
き
い
規
模
は
近
在
型
の
比
率
が
高
い
傾
向
が
あ
る
（
二-

十
四
、

十
五
）。
た
し
か
に
近
在
型
は
、
市
街
地
で
集
住
型
よ
り
も
比
率
が
高
い

傾
向
が
あ
る
。
た
だ
し
住
宅
地
・
農
山
漁
村
で
は
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ

な
い
（
二-

十
三
）。
一
方
、
二
つ
の
型
に
共
通
す
る
の
は
、
二
十
年
前
か

ら
門
徒
戸
数
の
分
布
の
形
態
に
異
動
が
起
こ
っ
て
い
な
い
と
い
う
傾
向
で

あ
る
（
二-

十
七
）。
集
住
型
か
ら
近
在
型
へ
な
ど
の
分
布
形
態
の
異
動
は

発
生
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
寺
院
の
運
営
形
態
の
二
つ
の
指
標
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

運
営
形
態
の
指
標
の
ひ
と
つ
は
門
徒
総
代
の
選
出
法
で
あ
る
。
選
出
は
住

職
が
行
う
の
か
（
住
職
中
心
型
）、
住
職
と
門
信
徒
の
協
議
に
よ
る
の
か

（
協
議
型
）、
門
信
徒
に
よ
る
の
か
（
門
信
徒
中
心
型
）
で
、
寺
院
運
営
の

特
色
を
示
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
指
標
は
、
寺
院
の
経
理
担
当
の
形
態
で
あ

る
。
も
っ
ぱ
ら
寺
院
が
経
理
を
行
う
（
寺
院
型
）、
寺
院
が
主
と
し
て
経
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①
「
門
徒
の
護
持
意
識
の
低
下
」、
②
「
信
仰
心
の
継
承
の
困
難
さ
」、
③

「
門
徒
の
後
継
者
の
減
少
」
を
選
択
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
状
況
が
悪

く
な
る
ほ
ど
④
「
寺
院
施
設
の
修
理
や
建
て
替
え
」
と
い
っ
た
多
額
で
長

期
的
な
経
済
的
な
問
題
、
さ
ら
に
⑤
「
門
徒
の
絶
対
数
の
少
な
さ
」
が
問

題
視
さ
れ
て
い
た
。
ま
っ
た
く
護
持
・
運
営
で
き
な
い
状
況
下
の
寺
院
で

は
、
①
と
②
は
も
は
や
問
題
点
と
し
て
は
後
退
し
て
お
り
、
⑤
と
⑥
「
住

職
世
帯
の
日
常
生
活
が
維
持
で
き
な
い
」
こ
と
が
当
該
状
況
下
の
七
五
％

以
上
の
寺
院
が
切
実
な
問
題
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
③
と
⑦
「
宗
費
の
負

担
が
大
き
い
」
が
続
き
、
短
期
的
な
経
済
的
問
題
が
切
実
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

寺
院
が
よ
り
良
く
な
る
た
め
に
特
に
重
要
な
こ
と
も
、
護
持
・
運
営
に

安
定
度
が
あ
る（
経
済
的
に
安
定
し
て
い
る
）寺
院
は
、
門
徒
の
寺
院
と
の

か
か
わ
り
や
信
仰
心
の
深
化
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
状

況
に
な
い
寺
院
は
経
済
的
な
安
定
を
挙
げ
て
お
り
、
経
済
的
な
安
定
が
第

一
義
的
な
優
先
課
題
で
あ
る
と
い
う
至
極
当
然
な
結
果
が
確
認
で
き
た
。

　

第
九
回
調
査
デ
ー
タ
か
ら
は
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
状
況
に
つ
い
て
住

職
と
坊
守
の
認
識
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
門
徒
と
の
認
識

に
は
差
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
門
徒
の
方
が
護
持
・
運
営
の
現
況
や
見
通

し
に
つ
い
て
楽
観
的
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
こ
の
住

職
と
門
徒
と
の
認
識
の
差
は
、
護
持
・
運
営
に
も
た
ら
す
問
題
を
鑑
み
る

と
「
ま
っ
た
く
護
持
・
運
営
で
き
な
い
」
寺
院
に
お
い
て
は
特
に
深
刻
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
寺
院
に
は
将
来
的
に
合
併
・
解
散
と
い
う
選
択
を
視
野

に
入
れ
る
寺
院
も
多
く
あ
り
、
住
職
と
門
徒
の
今
後
の
関
係
性
に
問
題
を

生
じ
さ
せ
る
可
能
性
を
含
有
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
次
世
代
の

寺
院
の
護
持
・
運
営
を
担
う
門
徒
の
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
門
徒
自
身
が

宗
勢
基
本
調
査
に
み
る
寺
院
の
護
持
・
運
営
の
問
題
点
と
展
望吉

田　

秀
和

　

本
発
表
は
、
第
十
回
宗
勢
基
本
調
査
（
基
準
日
は
二
〇
一
五
年
三
月
一

日
）
デ
ー
タ
よ
り
「
寺
院
護
持
・
運
営
上
の
切
実
な
問
題
点
（
複
数
回

答
）」、
お
よ
び
「
寺
院
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
特
に
重
要
な
こ
と
（
単

一
回
答
）」
を
抽
出
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
の
四
区
分
と
の
ク
ロ
ス
結
果

に
よ
っ
て
、
そ
の
問
題
点
と
展
望
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
護
持
・
運

営
の
状
況
は
、「
十
分
護
持
・
運
営
で
き
る
」「
な
ん
と
か
護
持
・
運
営
で

き
る
」「
護
持
・
運
営
は
き
び
し
い
」「
ま
っ
た
く
護
持
・
運
営
で
き
な

い
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
の
中
心
的
役
割
を
果
た

す
住
職
の
判
断
に
よ
る
デ
ー
タ
よ
り
区
分
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
点
を
第
九
回
宗
勢
基
本
調
査
（
基
準
日
は
二
〇
〇
九
年

九
月
一
日
）
デ
ー
タ
と
比
較
・
考
察
し
た
結
果
も
併
せ
て
提
示
す
る
。
第

九
回
調
査
は
、
第
十
回
調
査
と
同
様
に
母
集
団
（
包
括
寺
院
）
全
体
を
対

象
と
す
る
郵
送
法
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
の
悉
皆
調
査
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
第
十
回
で
は
原
則
と
し
て
住
職
に
回
答
を
求
め
て
い
る
の
に
対
し

て
、
第
九
回
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
票
を
一
ヶ
寺
あ
た
り
に
寺
院
票
、
住
職
票
、

坊
守
票
、
門
徒
票
の
四
票
を
配
布
、
回
答
票
は
四
票
を
一
括
し
て
返
送
す

る
回
収
法
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
職
・
坊
守
・
門
徒
か
ら
同
一
質

問
に
対
す
る
意
識
や
態
度
に
つ
い
て
比
較
・
考
察
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
上
の
切
実
な
問
題
点
は
、
寺
院
の
護
持
・

運
営
の
状
況
を
反
映
し
て
「
特
に
問
題
は
な
い
」
と
回
答
す
る
割
合
は
、

状
況
が
良
好
な
寺
院
か
ら
順
に
み
る
と
、
二
一
・
〇
％
、
四
・
九
％
、
〇
・

六
％
、
〇
・
三
％
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。
切
実
な
問
題
点
と
し
て
数
多

く
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
の
状
況
の
良
好
な
寺
院
が
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識
に
つ
い
て
で
あ
る
。
教
区
別
の
平
均
門
徒
戸
数
を
「
五
〇
戸
未
満
」、

「
五
〇
戸
以
上
二
〇
〇
戸
未
満
」、「
二
〇
〇
戸
以
上
」
に
区
分
す
る
と
、

滋
賀
教
区
は
「
五
〇
戸
未
満
」
が
七
〇
％
近
く
を
占
め
る
。
一
か
寺
あ
た

り
の
平
均
門
徒
戸
数
が
少
な
い
わ
け
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
門
徒

一
戸
あ
た
り
の
平
均
護
持
費
用
は
「
二
万
円
以
上
」
が
三
三
・
六
％
あ
り
、

全
教
区
の
中
で
「
二
万
円
以
上
」
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
い
。
一
か
寺
あ

た
り
の
平
均
門
徒
戸
数
が
少
な
い
た
め
に
一
戸
あ
た
り
の
護
持
費
用
が
高

く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
門
徒
に
と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
経
済
的
負
担
が

大
き
く
な
る
。
門
徒
か
ら
「
護
持
費
が
高
い
」
と
い
う
よ
う
な
文
句
が
出

な
い
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
発
表
者
に
よ
る
と
、
滋
賀
教
区
で

は
昔
か
ら
「
集
落
で
お
寺
を
護
持
し
て
い
く
」
と
い
う
意
識
が
強
い
と
い

う
。

　

こ
の
点
は
門
徒
の
分
布
状
況
か
ら
寺
院
と
門
信
徒
の
関
係
を
考
察
し
た

山
本
報
告
と
関
連
す
る
。
門
徒
が
「
寺
院
か
ら
一
キ
ロ
以
内
、
徒
歩
一
五

分
程
度
」
に
五
割
以
上
い
る
場
合
を
「
集
住
型
」（
ひ
と
つ
の
集
落
圏
内
に

分
布
）、「
寺
院
か
ら
一
キ
ロ
以
上
、
一
〇
キ
ロ
以
内
、
車
で
一
五
分
程
度
」

に
五
割
以
上
い
る
場
合
を
「
近
在
型
」（
ひ
と
つ
の
市
内
圏
域
に
分
布
）

と
す
る
と
、
滋
賀
教
区
は
集
住
型
が
八
九
・
四
％
に
上
る
。
平
均
門
徒
戸

数
が
少
な
く
、
寺
院
と
門
徒
の
地
理
的
な
距
離
が
近
い
た
め
、
そ
れ
だ
け

寺
院
と
門
徒
の
関
係
も
緊
密
に
な
り
、「
わ
れ
わ
れ
で
護
持
す
る
お
寺
」

と
い
う
意
識
が
強
く
な
る
。
そ
の
た
め
一
戸
あ
た
り
の
護
持
費
用
が
高
く

と
も
、
そ
れ
を
門
徒
が
負
担
に
感
じ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
た
り

前
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
調
査
に
よ
り
門
徒
の
分
布
と
護
持
意
識
の
関

係
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
れ
と
は
逆
に
東
京
教
区
は
門

徒
戸
数
が
多
い
寺
院
が
比
較
的
多
い
が
、
一
人
ひ
と
り
の
門
徒
と
の
つ
な

次
世
代
へ
の
教
義
の
伝
承
な
ど
宗
教
的
慣
行
や
意
識
が
相
続
さ
れ
に
く
い

状
況
に
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
こ
の
回
答
者
の
多
く
が
信
仰
の
篤
い
門

徒
か
ら
の
回
答
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
か
な
り
深
刻
な
状
況
に
あ
る

と
い
え
る
。

　

寺
院
護
持
の
現
状
に
よ
り
若
干
の
差
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
多
く
の

寺
院
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
は
「
門
徒
の
後
継
者
育
成
」
と
「
寺
院
の

護
持
意
識
の
醸
成
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

コ
メ
ン
ト

中
西　

尋
子

　

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
宗
勢
基
本
調
査
は
一
九
五
九
年
に
第
一
回
の
調

査
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
お
よ
そ
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
コ
メ

ン
テ
ー
タ
は
第
七
回
（
一
九
九
六
年
）、
第
八
回
（
二
〇
〇
三
年
）
の
調

査
に
携
わ
っ
た
。
回
収
率
は
第
四
回
ま
で
は
九
〇
％
を
超
え
た
が
、
そ
の

後
は
回
を
追
う
ご
と
に
低
下
し
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
が
携
わ
っ
た
第
七
回
は

五
〇
・
六
％
、
第
八
回
は
さ
ら
に
四
九
・
六
％
ま
で
下
が
っ
た
。
今
後
も
回

収
率
は
下
が
る
一
方
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、
発
表
者
三
名
が
携
わ

っ
た
第
九
回
は
五
九
・
六
％
、
第
十
回
は
六
八
・
一
％
と
上
昇
し
た
。
低
下

し
続
け
て
い
た
回
収
率
が
上
昇
し
た
要
因
と
し
て
、
調
査
票
を
住
職
に
回

答
し
て
も
ら
う
票
だ
け
に
し
、
門
徒
代
表
に
回
答
し
て
も
ら
う
票
を
な
く

し
た
こ
と
、「
組
長
」
を
通
し
て
住
職
に
提
出
の
呼
び
か
け
を
徹
底
し
た

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　

三
名
の
報
告
は
い
ず
れ
も
寺
院
の
護
持
・
運
営
に
関
し
て
だ
っ
た
。
第

七
回
や
第
八
回
で
は
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
分
析
が
行
わ
れ
、
非
常
に
興
味

深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
く
に
注
目
し
た
い
の
は
、
門
徒
戸
数
と
護
持
意
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同
調
査
は
、
宗
門
に
包
括
さ
れ
る
一
般
寺
院
及
び
非
法
人
寺
院
の
現
況

を
統
計
的
に
調
査
し
、
調
査
時
点
に
お
け
る
宗
門
の
実
態
が
、
宗
務
全
般

に
十
全
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
分
析
し
、
宗
門
の
抱
え
る
諸
課
題
へ
の
適
切

な
対
応
解
決
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第

一
回
調
査
は
一
九
五
八
年
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
お
お
よ
そ
五
年
を
目
途

に
継
続
的
に
実
施
、
二
〇
〇
九
年
に
第
九
回
調
査
、
二
〇
一
五
年
に
第
十

回
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

第
十
回
調
査
に
お
け
る
調
査
内
容
は
、
①
寺
院
の
基
礎
情
報
、
②
寺
院

活
動
、
③
寺
院
基
盤
、
④
宗
門
の
取
り
組
と
広
範
囲
に
わ
た
る
。
調
査
内

容
を
具
体
化
し
た
質
問
項
目
は
八
九
問
を
設
け
た
。

　

報
告
者
三
名
は
い
ず
れ
も
第
九
回
・
第
十
回
調
査
の
調
査
研
究
員
と
し

て
調
査
の
企
画
・
設
計
か
ら
分
析
・
報
告
に
携
わ
り
、
本
発
表
は
主
に
こ

の
二
回
の
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
コ
メ

ン
テ
ー
タ
は
同
調
査
の
第
七
回
・
八
回
調
査
に
携
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
知

見
に
基
づ
き
コ
メ
ン
ト
を
展
開
し
た
。

　

第
一
報
告
の
長
岡
は
、
寺
院
の
護
持
の
護
持
・
運
営
に
つ
い
て
当
該

寺
院
の
活
動
収
入
に
よ
り
「
十
分
護
持
・
運
営
で
き
る
」「
な
ん
と
か
護

持
・
運
営
で
き
る
」「
護
持
・
運
営
は
き
び
し
い
」「
ま
っ
た
く
護
持
・
運

営
で
き
な
い
」
と
い
う
住
職
の
認
識
に
よ
る
現
況
を
提
示
、
そ
の
状
況
の

差
異
と
な
る
要
因
が
住
職
世
帯
の
生
活
、
寺
院
収
入
、
門
徒
戸
数
、
葬
儀

回
数
、
年
忌
回
数
等
と
の
関
係
性
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
さ

ら
に
、
そ
の
関
係
性
が
地
域
の
都
市
化
度
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の

の
、
伝
統
的
な
地
域
性
を
主
要
因
と
し
た
門
徒
戸
数
が
そ
れ
以
上
に
顕
著

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

第
二
報
告
の
山
本
は
、
寺
院
と
門
徒
と
の
関
係
性
を
門
徒
の
分
布
形

が
り
が
薄
く
、
今
後
の
寺
院
の
護
持
に
は
不
安
を
抱
え
る
寺
院
も
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
長
岡
報
告
の
「
寺
院
収
入
と
寺
院
護
持
」
で
は
寺
院
の

年
間
収
入
額
が
二
千
万
円
以
上
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
寺
院
の
「
護

持
・
運
営
は
き
び
し
い
」
が
三
・
九
％
、「
ま
っ
た
く
護
持
・
運
営
で
き
な

い
」
が
〇
・
三
％
あ
っ
た
。
住
職
の
主
観
に
よ
る
回
答
の
た
め
詳
細
は
不

明
だ
が
、
門
徒
と
の
関
係
が
希
薄
な
寺
院
が
こ
の
よ
う
に
回
答
し
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。
第
九
回
、
第
十
回
調
査
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
（
各
地
の
寺
院
に
出
向
き
、
住
職
に
聞
き
取
り
調
査
）
を
行
っ
て
い

る
。
で
き
る
な
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
明
ら
か
に
な
っ
た
住
職
や
門

徒
の
寺
院
護
持
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
も
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
に
日
本
創
成
会
議
が
「
消
滅
可
能
性
都
市
八
九
六
」
と
発

表
し
た
。
こ
の
市
町
村
に
あ
る
仏
教
系
の
宗
教
法
人
は
二
万
四
七
七
〇
法

人
あ
り
、
全
仏
教
系
の
三
二
・
七
％
に
あ
た
る
と
い
う
（「
寺
社
の
未
来

は
」
朝
日
新
聞
二
〇
一
六
年
一
月
一
四
日
）。
日
本
の
仏
教
寺
院
は
長
く

檀
家
制
度
に
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
先
行
き
は
不
透
明
で
あ
る
。

「
墓
じ
ま
い
」「
直
葬
」「
手
元
供
養
」、
さ
ら
に
ア
マ
ゾ
ン
の
「
お
坊
さ
ん

便
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
葬
送
の
形
も
出
現
し
て
い
る
。
寺
院

の
護
持
・
運
営
の
問
題
は
今
後
い
っ
そ
う
重
要
に
な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

吉
田　

秀
和

　

本
パ
ネ
ル
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
が
実
施
す
る
宗
勢
基
本
調
査
の
デ

ー
タ
分
析
に
よ
り
寺
院
の
護
持
・
運
営
の
現
況
、
寺
院
の
抱
え
る
問
題
点

お
よ
び
将
来
展
望
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
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近
代
の
仏
教
思
想
と
日
本
主
義 

│
│ 

親
鸞
・
禅
・
日
蓮 

│
│

代
表
者
・
司
会　

名
和
達
宣

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

石
井
公
成

「
親
鸞
と
日
本
主
義
」
再
考 

│
│ 

曽
我
量
深
の
波
紋
を
通
し
て 

│
│

名
和　

達
宣

　

親
鸞
思
想
と
日
本
主
義
を
め
ぐ
る
研
究
は
、「
真
俗
二
諦
」
論
を
中
心

と
す
る
戦
時
教
学
の
検
証
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
角
的
に
行
わ
れ

て
き
た
。
昨
年
、
上
梓
さ
れ
た
中
島
岳
志
『
親
鸞
と
日
本
主
義
』
は
、
従

来
の
研
究
テ
ー
マ
を
包
む
と
と
も
に
、「
親
鸞
思
想
そ
の
も
の
に
危
険
性

が
内
在
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
問
い
を
投
げ
か
け
た
た
め
、
真
宗

教
団
内
外
を
問
わ
ず
│
│
ま
た
賛
否
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
│
│
大
き
な

波
紋
を
呼
ん
だ
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
「
危
険
性
」
と
は
、
全
体
主
義
的
な

日
本
主
義
と
結
び
つ
き
や
す
い
構
造
的
要
因
を
表
す
が
、
本
発
表
で
は

「
親
鸞
と
日
本
主
義
」
の
関
係
性
を
再
考
す
る
に
あ
た
り
、
現
代
の
真
宗

大
谷
派
の
教
学
に
最
も
多
大
な
影
響
を
与
え
る
曽
我
量
深
（
一
八
七
五
―

一
九
七
一
）
の
言
説
と
そ
の
波
紋
を
追
跡
し
た
い
。
な
お
、
な
ぜ
曽
我
を

扱
う
の
か
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
暁
烏
敏
や
金
子
大
榮
に
比
し
て
研
究

蓄
積
が
少
な
い
点
や
、
西
田
幾
多
郎
・
田
辺
元
を
は
じ
め
と
す
る
哲
学
者

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
点
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
加
え

て
、
三
年
後
に
迎
え
る
没
後
五
十
回
忌
を
見
据
え
、
戦
時
中
の
問
題
を
も

含
め
た
「
基
礎
研
究
」
の
必
要
性
が
あ
る
と
発
表
者
は
考
え
る
。

　

さ
て
、
曽
我
は
一
九
一
一
（
明
治
四
十
四
）
年
、
真
宗
大
学
教
授
を
辞

し
て
新
潟
へ
帰
郷
す
る
。
当
時
、
自
我
意
識
（
理
性
・
理
知
）
に
起
因
す

態
、
門
徒
組
織
の
運
営
、
寺
院
の
経
理
の
三
点
か
ら
考
察
し
た
。
門
徒
の

分
布
形
態
は
、
寺
院
か
ら
の
空
間
的
・
時
間
的
距
離
か
ら
集
住
型
と
近
在

型
の
二
つ
の
モ
デ
ル
を
、
寺
院
運
営
形
態
は
門
徒
総
代
の
選
出
方
法
か
ら

住
職
中
心
型
と
門
徒
中
心
型
の
二
つ
の
モ
デ
ル
を
、
さ
ら
に
寺
院
の
経
理

は
そ
の
担
当
形
態
か
ら
住
職
主
導
型
、
分
担
型
、
門
徒
型
、
外
部
委
託
型

の
四
分
類
を
用
い
、
指
標
と
す
る
三
点
の
相
関
や
対
応
関
係
を
示
し
た
。

　

第
三
報
告
の
吉
田
は
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
の
状
況
別
に
寺
院
の
抱
え

る
問
題
点
を
比
較
・
考
察
、
護
持
・
運
営
の
差
異
が
ど
の
よ
う
な
事
柄
を

特
徴
的
に
問
題
視
し
て
い
る
か
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
護
持
・
運
営
の
現

況
や
見
通
し
に
つ
い
て
住
職
と
門
徒
の
間
に
認
識
の
差
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
、
信
仰
の
篤
い
門
徒
の
子
弟
に
お
い
て
次
世
代
の
門
徒
と
し
て
の
信

仰
心
や
寺
院
と
の
か
か
わ
り
方
に
期
待
が
も
て
な
い
状
況
が
寺
院
の
護

持
・
運
営
の
状
況
に
関
わ
り
な
く
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
中
西
は
、
提
示
デ
ー
タ
に
通
念
上
矛
盾
す
る
と
思
わ

れ
る
箇
所
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
の

状
況
に
多
様
性
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、
第
九
回
調
査
か
ら
実
施
し
て

い
る
寺
院
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
か
ら
、
調
査
デ
ー
タ
か
ら
は
読

み
取
れ
な
い
具
体
的
で
か
つ
象
徴
的
な
ケ
ー
ス
の
紹
介
を
求
め
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
寺
院
の
護
持
・
運
営
状
況
に
関
す
る
長
期
時
系
列
的

デ
ー
タ
に
よ
る
提
示
の
可
能
性
や
調
査
デ
ー
タ
の
性
質
と
い
っ
た
調
査
の

あ
り
方
に
関
す
る
質
問
、
寺
院
活
動
と
講
組
織
の
有
無
と
い
っ
た
事
実
確

認
、
門
徒
数
の
少
な
い
寺
院
が
在
家
仏
教
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
可
能
性

に
つ
い
て
の
見
識
、
次
世
代
へ
宗
教
心
の
相
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

へ
の
対
応
や
そ
の
分
析
結
果
を
活
か
し
た
宗
門
の
取
り
組
み
状
況
と
い
っ

た
多
角
的
な
視
点
か
ら
の
質
疑
が
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
暁
烏
・
紀
平
に
照
ら
せ
ば
、
少
な
く
と
も
一
九
一
〇
年

代
の
曽
我
は
『
親
鸞
と
日
本
主
義
』
で
指
摘
さ
れ
る
「
危
険
性
」
と
は
結

び
つ
か
な
い
よ
う
に
映
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
以
降
に

は
、
戦
争
が
激
化
す
る
に
つ
れ
て
『
国
体
の
本
義
』
に
も
通
じ
る
日
本
主

義
的
言
説
が
際
立
つ
よ
う
に
な
る
。
現
代
の
教
学
研
究
で
は
、
曽
我
の
思

索
の
内
実
や
道
程
を
尋
ね
る
際
、
若
き
日
の
論
考
と
戦
後
の
講
義
録
を
直

結
さ
せ
た
り
、
戦
時
中
の
言
説
を
扱
う
場
合
に
も
、
日
本
主
義
的
な
部
分

は
│
│
無
意
識
的
に
も
│
│
読
み
飛
ば
さ
れ
た
り
す
る
傾
向
が
強
い
。
し

か
し
曽
我
は
戦
前
戦
後
で
「
看
板
を
塗
り
か
え
な
か
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ

る
。
な
ら
ば
、
そ
の
「
危
険
水
域
」
を
潜
っ
て
こ
そ
、
曽
我
の
生
涯
を
貫

き
、
現
代
に
ま
で
波
紋
を
広
げ
る
思
想
の
深
層
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動
・
国
体
明
徴
運
動
の
影
響
下

で
真
宗
大
谷
派
が
志
向
し
た
の
は
、「
時
代
相
応
の
教
学
」
で
あ
り
、
曽

我
も
そ
れ
に
乗
じ
て
日
本
主
義
的
な
言
説
を
多
発
し
た
。「
時
代
相
応
の

教
学
」
の
追
求
は
、
結
果
的
に
戦
争
協
力
と
な
っ
た
が
、
現
今
の
教
団
で

も
志
向
さ
れ
続
け
て
い
る
視
座
の
た
め
、
決
し
て
「
戦
時
」
の
み
の
問
題

で
は
な
い
。

親
鸞
と
マ
ル
ク
ス
主
義 

│
│ 

佐
野
学
の
転
向
問
題
を
中
心
に 

│
│

近
藤
俊
太
郎

　

親
鸞
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
う
視
点
か
ら
近
代
日
本
思
想
史
を
眺
め
る

と
き
、
佐
野
学
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
佐
野
の
宗
教

論
の
変
遷
を
、
刑
務
所
時
代
の
親
鸞
論
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
転
向
表
明

後
の
佐
野
が
刑
務
所
で
出
会
っ
た
親
鸞
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
。

る
孤
独
に
煩
悶
し
て
い
た
曽
我
は
、
同
郷
の
金
子
大
榮
と
の
間
で
往
復
書

簡
を
交
わ
し
つ
つ
、
親
鸞
の
主
著
『
教
行
信
証
』
を
は
じ
め
と
す
る
聖
教

の
読
誦
に
励
ん
だ
。
そ
の
後
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
か
ら
は
再
び
上

京
し
、
東
洋
大
学
の
教
授
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
雑
誌
『
精
神
界
』
の

編
集
に
あ
た
る
よ
う
に
な
る
が
、
翌
年
、
曽
我
は
暁
烏
と
の
間
で
「
自

然
」
を
め
ぐ
っ
て
対
論
を
重
ね
、
そ
の
模
様
を
同
誌
上
に
掲
載
す
る
。
そ

の
や
り
取
り
か
ら
は
、
自
然
と
の
一
体
化
を
喜
び
、「
万
人
皆
一
切
群
生

と
赤
裸
に
し
て
溶
け
合
い
た
い
」
と
欲
求
す
る
暁
烏
に
対
し
、
近
代
的
理

性
に
よ
る
孤
独
や
自
己
疎
外
、
す
な
わ
ち
大
自
然
か
ら
の
乖
離
に
煩
悶
す

る
曽
我
の
様
子
が
み
て
と
れ
る
。

　

ま
た
、
曽
我
が
『
教
行
信
証
』
を
読
む
際
、
特
に
着
目
し
た
の
は
「
化

身
土
巻
」
中
の
「
三
願
転
入
」
と
呼
ば
れ
る
文
で
あ
る
。
近
世
以
前
の
宗

学
で
は
、
こ
の
箇
所
は
あ
く
ま
で
宗
祖
親
鸞
に
お
け
る
信
仰
歴
程
を
表
す

文
と
し
て
読
ま
れ
、
末
学
（
読
者
自
身
）
の
信
仰
問
題
に
ま
で
引
き
寄
せ

て
論
じ
る
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
曽
我
は
、
そ
の
よ
う
な
あ
る

種
膠
着
化
し
て
い
た
読
み
方
を
開
拓
し
、
こ
の
文
を
自
己
自
身
に
お
け
る

自
覚
の
問
題
と
し
て
捉
え
直
し
た
。
そ
の
視
座
は
、
戦
時
下
で
国
民
精
神

文
化
研
究
所
を
思
想
的
に
リ
ー
ド
し
、『
国
体
の
本
義
』
の
編
纂
に
も
関

わ
っ
た
紀
平
正
美
や
、
あ
る
い
は
田
辺
元
・
武
内
義
範
な
ど
の
京
都
学
派

へ
と
伝
播
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
曽
我
の
「
三
願
転
入
」
論
に
お
い
て
重

視
さ
れ
た
の
は
、
第
二
十
願
（
自
力
念
仏
）
の
立
場
で
あ
り
、
自
我
の
妄

執
を
離
れ
ら
れ
な
い
自
己
の
現
実
で
あ
っ
た
が
、
紀
平
が
曽
我
に
感
化
さ

れ
て
著
し
た
『
三
願
転
入
の
論
理
』（
一
九
二
七
年
）
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル

哲
学
（
弁
証
法
）
と
華
厳
教
学
（
事
事
無
礙
的
世
界
観
）
の
視
座
に
基
づ

き
、
自
己
と
法
界
組
織
と
の
一
体
化
（
仏
凡
一
体
）
が
強
調
さ
れ
る
。
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宗
教
＝
阿
片
論
を
キ
リ
ス
ト
教
の
一
部
分
に
の
み
適
応
可
能
だ
と
把
握
し

直
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
宗
教
理
解
を
清
算
し
た
う
え
で
、
親
鸞
の
罪

障
観
か
ら
否
定
即
肯
定
の
論
理
を
抽
出
し
、
そ
の
肯
定
の
背
後
に
阿
弥
陀

仏
と
天
皇
に
共
通
す
る
論
理
が
作
動
し
て
い
る
と
論
じ
た
（
こ
の
よ
う
に

「
否
定
の
論
理
」
を
説
く
佐
野
に
は
、
家
永
三
郎
の
影
響
を
読
み
取
れ
る

か
も
し
れ
な
い
）。
佐
野
は
親
鸞
の
著
述
の
ほ
と
ん
ど
を
読
み
込
み
、
そ

れ
ら
を
縦
横
無
尽
に
引
用
し
て
手
記
を
作
成
し
た
。
そ
の
基
調
は
、
自
己

の
罪
業
か
ら
懺
悔
贖
罪
を
経
て
報
恩
感
謝
へ
と
至
る
救
済
論
で
あ
り
、
暁

烏
敏
な
ど
が
提
示
し
た
『
歎
異
鈔
』
の
近
代
的
理
解
と
軌
を
一
に
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。

　

刑
務
所
で
真
宗
関
係
書
を
読
ん
で
佐
野
が
獲
得
し
た
の
は
、
天
皇
と
国

家
へ
の
忠
誠
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
都
度
、
自
己
と
状
況
を
肯
定
す
る
こ

と
の
で
き
る
論
理
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
進
め
ら
れ
た
高
度
な

抽
象
化
・
論
理
化
は
、
日
本
共
産
党
の
理
論
的
指
導
者
だ
っ
た
佐
野
な
ら

で
は
の
作
業
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
佐
野
は
刑
務
所
で
な
ぜ
親
鸞

に
辿
り
着
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
佐
野
は
、「
親
鸞
が
道
元
よ
り
も
日
蓮
よ

り
も
日
本
的
特
徴
の
よ
り
豊
か
で
あ
る
」（「
心
の
あ
と
―
転
向
声
明
以
後

―
」『
思
想
月
報
』
第
一
〇
六
号
、
一
九
四
三
年
九
月
）
と
理
解
し
、
親

鸞
を
介
し
て
よ
り
主
体
的
に
徹
底
し
た
か
た
ち
で
天
皇
制
国
家
を
肯
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
刑
務
所
時
代
の
佐
野
に

と
っ
て
、
自
身
の
完
全
転
向
を
証
明
す
る
際
の
切
り
札
が
親
鸞
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
は
、
佐
野
が
そ
の
時
々
の
政
治
的
立
場
に
即
し
て
宗
教
理
解

を
変
転
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
佐
野
の
言
論
が
、
強
烈
な
指

導
者
意
識
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
や
、「
状
況
追
随
」
的
性
格
を
有
し
た
こ

　

初
期
水
平
運
動
期
の
佐
野
は
、
親
鸞
に
社
会
改
造
の
可
能
性
を
読
み
込

み
、
階
級
闘
争
と
架
橋
可
能
な
契
機
を
探
求
し
た
。
佐
野
は
「
革
命
的
宗

教
家
」
と
し
て
の
親
鸞
像
を
形
成
し
、
多
く
の
真
宗
門
徒
が
参
加
し
た
初

期
水
平
運
動
に
精
神
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
調
達
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
マ
ル

ク
ス
主
義
の
枠
組
み
を
共
有
し
た
が
ゆ
え
に
可
能
に
な
っ
た
立
場
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
反
宗
教
論
的
性
格
を
含
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、
佐
野
は
、
社

会
改
造
を
推
進
す
る
う
え
で
有
益
な
親
鸞
像
の
形
成
を
考
え
て
お
り
、
全

体
と
し
て
は
真
宗
に
よ
る
精
神
的
解
放
が
、
む
し
ろ
社
会
的
解
放
を
封
殺

す
る
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
共
産
党
の
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
み
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
関

係
を
深
く
し
て
い
く
と
、
佐
野
は
宗
教
に
変
革
性
を
読
み
込
む
問
題
意
識

を
後
退
さ
せ
、
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
宗
教
批
判
へ
と
舵
を
切
っ

た
。
一
九
二
〇
年
代
後
半
、
佐
野
は
立
て
続
け
に
宗
教
関
係
の
著
作
を
発

表
し
、
後
続
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
反
宗
教
論
を
提
供
し
た
。
佐
野
は
そ

れ
ら
の
著
作
で
宗
教
＝
阿
片
論
と
反
映
論
に
立
ち
、
階
級
闘
争
を
抑
圧
す

る
宗
教
の
社
会
的
機
能
を
徹
底
的
に
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

　

刑
務
所
時
代
に
佐
野
は
宗
教
論
を
大
き
く
転
回
さ
せ
、
宗
教
の
積
極
的

意
義
を
押
し
出
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
天
皇
制
国
家
の
宗
教
性
に
加

え
、
思
想
転
向
に
際
し
て
『
大
乗
起
信
論
』
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
佐
野
は
、
一
九
三
三
年
六
月
に
鍋
山
貞
親
と
転
向

声
明
書
を
発
表
し
、
そ
の
後
、
小
菅
刑
務
所
時
代
に
古
典
の
研
究
を
始

め
、
親
鸞
論
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果
は
自
己
の
完
全
転
向
を

証
明
す
る
た
め
の
手
記
執
筆
に
役
立
て
ら
れ
た
。

　

佐
野
は
手
記
で
、
自
己
の
転
向
過
程
を
四
段
階
に
整
理
し
て
説
明
し
、

そ
の
四
段
階
目
で
親
鸞
思
想
を
媒
介
し
た
贖
罪
論
を
展
開
し
た
。
佐
野
は
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す
る
も
の
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
教

育
勅
語
の
末
尾
の
一
句
│
│
明
治
天
皇
が
、
皇
祖
皇
宗
に
対
し
て
、
臣
民

と
と
も
に
そ
の
遺
訓
を
守
り
、
臣
民
ひ
と
り
ひ
と
り
と
徳
を
一
に
し
た
い

と
願
う
│
│
を
挙
げ
、
も
し
こ
れ
を
華
厳
教
学
的
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、

「
徳
有
る
な
ら
ば
誰
で
も
君
主
に
な
れ
る
、
皇
位
を
継
げ
る
と
い
う
よ
う

な
思
想
」＝
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
な
っ
て
し
ま
う
、
と
危
惧
し
た
。
じ
つ
は
、

立
場
は
真
逆
な
が
ら
も
こ
れ
と
共
通
す
る
見
立
て
を
し
て
い
た
の
が
、
市い

ち

川か
わ

白は
く

弦げ
ん

（
一
九
〇
二
―
一
九
八
六
）
で
あ
る
。
市
川
が
問
い
直
し
た
の

は
、「
随
処
に
主
と
作な

る
」
と
い
っ
た
禅
の
看
方
や
「
事
事
無
礙
法
界
」

な
ど
の
華
厳
的
世
界
観
が
、
日
本
主
義
に
も
民
主
主
義
に
も
傾
斜
し
得
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
界
縁
起
的
な
世
界
観
で
戦
後
体
制

を
構
想
し
た
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
の
『
霊
性
的
日
本
の

建
設
』（
一
九
四
六
年
）
に
つ
い
て
も
、「
わ
れ
わ
れ
は
鈴
木
説
こ
そ
華
厳

思
想
の
真
実
を
、
現
代
日
本
に
生
か
す
も
の
だ
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
」

と
評
価
し
つ
つ
、
西
田
哲
学
や
大
拙
思
想
の
「
即
非
」
的
世
界
観
が
戦
時

体
制
に
呑
み
込
ま
れ
た
点
に
批
判
を
向
け
た
の
で
あ
る
。

　

市
川
と
紀
平
に
共
通
す
る
問
題
軸
と
し
て
は
、
禅
や
華
厳
に
あ
る
世
界

観
に
着
目
し
、
自
ら
の
問
題
意
識
を
ど
の
よ
う
に
時
代
に
即
応
さ
せ
る
か

に
腐
心
し
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
い
わ
ば
そ
れ
は
、
主
客
の
衝
突
や
我
意

の
表
出
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
二
分
法
の
限
界
を
、
西
欧
由
来
の
弁
証
法
と

は
異
な
る
論
理
形
式
で
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
一

方
で
、
両
者
の
立
場
に
は
異
な
り
が
際
立
つ
。
紀
平
は
ま
ず
は
「
日
本
精

神
」
の
確
立
が
目
標
で
あ
り
、
そ
の
精
神
性
が
「
没
我
帰
一
」
で
あ
る
と

規
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
本
の
仏
教
者
の
な
か
で
「
没
我
」「
一
如
」

的
な
も
の
を
示
す
例
を
広
く
集
め
、
自
ら
の
規
定
す
べ
き
「
日
本
精
神
」

と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
宗
教
論
や
親
鸞
論
に
つ
い
て
も
同
様

の
結
論
を
引
き
出
せ
よ
う
。
そ
う
し
た
思
想
的
変
遷
が
可
能
と
な
っ
た
の

は
、
内
面
性
と
社
会
性
に
引
き
裂
か
れ
た
近
代
宗
教
史
を
め
ぐ
る
デ
ィ
レ

ン
マ
が
佐
野
の
宗
教
理
解
に
も
影
を
落
と
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

禅
・
華
厳
と
日
本
主
義

│
│ 

市
川
白
弦
と
紀
平
正
美
の
比
較
分
析
を
通
し
て 

│
│

飯
島　

孝
良

　

本
発
表
は
、
太
平
洋
戦
争
中
ま
で
に
国
民
精
神
文
化
研
究
所
で
日
本
主

義
的
言
説
を
主
張
し
た
紀き

平ひ
ら

正た
だ

美よ
し

（
一
八
七
四
―
一
九
四
九
）
に
お
け
る

「
禅
」
や
「
華
厳
」
の
位
置
づ
け
を
確
認
し
、
そ
の
時
代
背
景
と
問
題
点

を
抽
出
し
て
市
川
と
の
対
比
点
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上

で
、
市
川
の
思
索
の
特
質
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

紀
平
が
日
本
精
神
の
特
質
に
「
没
我
帰
一
」
的
性
格
が
あ
る
と
主
張
す

る
と
き
、
そ
れ
は
西
欧
由
来
の
左
翼
思
想
ひ
い
て
は
個
人
主
義
そ
の
も
の

を
否
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
紀
平
の
構
築
し
よ

う
と
す
る
「
行
」
の
哲
学
は
、
弁
証
法
的
に
二
項
対
立
を
捉
え
つ
つ
、

各
々
が
「
一
如
」
に
帰
す
る
論
理
形
式
を
求
め
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

紀
平
は
禅
を
専
門
と
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
精
神
に
は
仏
教
思

想
が
多
分
に
影
響
し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
『
臨
済
録
』
の
「
四
料
揀
」

を
読
み
解
き
、
或
い
は
道
元
『
正
法
眼
蔵
』
の
「
自
己
を
わ
す
る
る
と
い

ふ
は
、
萬
法
に
證
せ
ら
る
る
な
り
。
萬
法
に
証
せ
ら
る
る
と
は
、
自
己
の

身
心
及
び
他
己
の
身
心
を
脱
落
せ
し
む
る
也
」
を
分
析
し
て
み
せ
た
。
だ

が
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
没
我
帰
一
」「
滅
私
奉
公
」
の
精
神
を
提
示
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日
本
主
義
が
勃
興
し
た
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
、
智
学
の
著
作
に
は

「
日
本
主
義
」
に
関
す
る
明
確
な
意
見
は
見
出
せ
な
い
が
、
当
時
一
般
に

強
調
さ
れ
て
い
た
尊
皇
愛
国
や
神
州
日
本
の
主
張
が
窺
え
、
ま
た
智
学
特

有
の
天
皇
に
対
す
る
宗
教
的
な
意
味
づ
け
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
特
筆
す

べ
き
は
、
日
清
戦
争
時
の
国
禱
会
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
発
願
疏
に
お
い

て
は
、
神
武
天
皇
と
法
華
経
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
智
学
独
自
の
神
武
天
皇

論
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
日
本
主
義
を
め
ぐ
る
具
体
的
な

議
論
が
な
さ
れ
た
明
治
三
〇
年
代
で
は
、
智
学
は
批
判
の
対
象
と
し
て

「
日
本
主
義
」
に
し
ば
し
ば
言
及
し
、
日
蓮
主
義
優
位
の
国
体
論
・
天
皇

論
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、『
日
本
書
紀
』
の
新
解
釈
に
も

と
づ
く
そ
の
国
体
論
に
お
い
て
は
、
神
武
天
皇
が
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ

て
い
く
。
ま
た
、
日
本
主
義
の
限
界
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
再
編
が
急
が
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
大
正
期
に
は
、
智
学
は
精
力

的
に
日
蓮
主
義
に
よ
る
国
体
の
開
顕
に
取
り
組
み
、
日
本
国
体
学
を
確
立

し
よ
う
と
す
る
が
、
万
世
一
系
と
い
う
だ
け
で
は
国
体
の
尊
厳
の
根
拠
に

な
ら
な
い
と
す
る
国
柱
会
の
国
体
解
釈
は
不
敬
と
さ
れ
、『
国
柱
新
聞
』

が
発
禁
処
分
を
受
け
る
。
し
か
し
、
日
本
主
義
が
肥
大
化
し
た
満
州
事
変

以
降
で
も
、
智
学
は
神
武
天
皇
と
日
蓮
（
法
華
経
）
に
も
と
づ
く
自
ら
の

国
体
論
を
広
め
る
た
め
、『
日
本
国
体
新
講
座
』（
全
一
二
巻
、
師
子
王
文

庫
、
一
九
三
五
年
）
を
刊
行
し
て
い
く
。

　

総
じ
て
い
え
ば
、
智
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
日
本
主
義
や
一
般
的
な

国
体
論
に
対
抗
し
な
が
ら
、
独
自
の
日
蓮
主
義
的
国
体
論
を
展
開
し
た
と

い
え
る
が
、
末
木
文
美
士
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

異
端
的
な
位
置
を
占
め
る
。
特
に
、
日
清
・
日
露
戦
争
や
大
逆
事
件
な
ど

の
い
わ
ば
国
体
の
存
亡
が
問
わ
れ
る
時
期
に
お
い
て
さ
ら
な
る
思
想
的
な

の
具
体
化
を
図
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
し
て
国
体
な
い
し
文
部
省
の
方

針
に
沿
っ
た
言
説
を
展
開
し
た
が
、
西
田
幾
多
郎
（
一
八
七
〇
―
一
九
四

五
）
か
ら
は
観
念
的
す
ぎ
る
と
批
判
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
市
川
は
、

禅
に
あ
る
「
般
若
空
」「
無
所
住
」「
随
処
作
主
」
と
い
っ
た
精
神
性
に
着

目
し
、
そ
の
特
性
を
戦
後
へ
即
応
す
る
思
想
体
系
へ
と
展
開
さ
せ
よ
う
と

し
た
。
更
に
言
え
ば
、
市
川
は
戦
時
体
制
に
き
っ
ぱ
り
公
然
と
否
を
つ
き

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
自
己
へ
の
批
判
が
強
い
。
そ
の
市
川
の
一
休
論
に

は
、
西
田
哲
学
や
大
拙
禅
学
に
お
け
る
「
即
」
の
論
理
の
批
判
的
継
承
と

い
う
性
格
が
み
ら
れ
る
。
即
ち
、「
風
流
な
ら
ざ
る
処
も
ま
た
風
流
」
と

い
う
禅
的
な
立
場
は
、
市
川
に
と
っ
て
「
即
」
の
論
理
に
通
底
す
る
も
の

と
思
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
ド
ロ
ド
ロ
し
た
地
獄
の
如
き
乱
世
と
い
う
「
不

風
流
処
」
で
も
な
お
「
風
流
」
に
生
き
ん
と
す
る
一
休
の
詩
境
は
、「
地

底
深
く
、
怒
り
、
情
欲
、
怨
憎
、
そ
し
て
倨
傲
と
自
嘲
と
い
っ
た
魔
的
地

獄
的
な
闇
さ
を
踏
ま
え
た
そ
れ
」
で
あ
り
、
戦
中
か
ら
戦
後
の
市
川
自
身

を
代
弁
し
た
も
の
と
さ
え
い
え
よ
う
。

「
日
蓮
主
義
と
日
本
主
義
」
再
考

│
│ 

田
中
智
学
の
問
い
を
通
し
て 

│
│

ユ
リ
ア
・
ブ
レ
ニ
ナ

　

本
報
告
で
は
、
田
中
智
学
（
一
八
六
一
―
一
九
三
九
）
に
焦
点
を
当

て
、
日
本
主
義
と
の
関
連
に
お
い
て
日
蓮
主
義
の
思
想
的
展
開
を
追
う
と

と
も
に
、
中
島
岳
志
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
固
定
的
観
念
」
化
さ
れ
た
日

蓮
主
義
像
（
設
計
主
義
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
・
自
力
主
義
）
を
再
考
し
、

こ
の
二
つ
の
主
義
が
結
び
つ
け
る
思
想
的
特
徴
や
構
造
に
検
討
を
加
え

る
。
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コ
メ
ン
ト

石
井　

公
成

　

日
本
主
義
に
関
す
る
常
識
の
中
に
は
、
漠
然
と
し
た
印
象
論
で
あ
っ
た

り
、
有
力
な
研
究
者
が
十
分
な
論
証
な
し
に
書
い
た
こ
と
が
定
着
し
て
し

ま
っ
た
場
合
も
少
な
く
な
い
。
今
回
の
パ
ネ
ル
発
表
は
、
い
ず
れ
も
そ
う

し
た
状
況
を
見
直
す
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
。

　

全
体
と
し
て
気
に
な
っ
た
の
は
、
発
表
さ
れ
た
諸
氏
が
日
本
の
国
民
構

成
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
発
表
者
た
ち

が
と
り
あ
げ
た
曽
我
量
深
・
佐
野
学
・
田
中
智
学
・
市
川
白
弦
・
紀
平
正

美
な
ど
が
、
日
本
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
台
湾
や
韓
国
の
人
々
、
ま
た
日
本

国
内
の
ア
イ
ヌ
民
族
な
ど
に
つ
い
て
詳
論
し
て
い
な
い
た
め
で
は
あ
る

が
、
こ
れ
は
「
日
本
と
は
何
か
」
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
日
本
主
義
が

国
際
性
を
持
て
な
か
っ
た
一
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
は
、
西
洋
思
想
の

影
響
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
原
理
日
本
社
の
場
合
は
、

近
代
ド
イ
ツ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
ま
た
、
外
国

を
批
判
す
る
う
ち
に
相
手
に
似
て
く
る
場
合
も
多
い
。
上
記
の
人
々
が
仏

教
文
献
を
引
用
し
て
日
本
の
優
位
を
説
い
て
も
、
中
身
は
西
洋
思
想
の
影

響
を
受
け
て
い
る
箇
所
が
あ
る
は
ず
だ
。
次
は
、
明
治
天
皇
個
人
に
対
す

る
思
い
入
れ
も
考
慮
す
べ
き
だ
と
い
う
点
だ
。
国
民
を
我
が
子
の
よ
う
に

思
い
や
る
和
歌
を
数
多
く
詠
み
、
敬
慕
さ
れ
た
明
治
天
皇
と
と
も
に
近
代

化
の
道
を
歩
ん
だ
世
代
に
つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
必
要
が
あ
る
。
明
治
天

皇
は
国
民
の
父
と
し
て
宣
伝
さ
れ
た
が
、
真
宗
で
は
阿
弥
陀
仏
を
「
親
さ

ま
」
と
呼
ぶ
た
め
、
阿
弥
陀
仏
と
明
治
天
皇
は
一
体
視
さ
れ
や
す
か
っ

た
。

　

ま
た
、
上
記
の
人
々
は
、
仏
教
に
基
づ
く
自
分
の
日
本
尊
重
は
不
敬
だ

展
開
を
見
せ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
智
学
は
、
外
来
思
想

こ
そ
が
現
実
の
日
本
を
「
あ
る
べ
き
日
本
」
か
ら
遠
ざ
け
て
い
る
と
す
る

一
般
的
な
国
体
論
と
距
離
を
置
き
、
外
部
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
内
部
に

問
題
が
あ
る
と
し
、
日
本
国
民
が
日
本
の
本
当
の
価
値
（
国
体
の
内
容
）

を
知
ら
な
い
の
が
最
大
の
問
題
と
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
明
治
天
皇
の
誕

生
日
を
国
家
レ
ベ
ル
で
祝
祭
日
と
す
る
こ
と
で
、
明
治
天
皇
を
通
し
て
国

民
に
国
体
の
自
覚
を
促
す
、
い
わ
ゆ
る
明
治
節
制
定
運
動
（
一
九
二
五
〜

一
九
二
七
年
）
を
推
進
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

智
学
は
仏
法
（
日
蓮
主
義
）
と
国
家
の
関
係
性
を
問
い
続
け
、
仏
教
的

な
日
本
国
体
論
を
説
く
が
、
彼
の
日
蓮
主
義
に
お
い
て
は
、
仏
教
が
完
全

に
国
家
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
国
家
を
い
わ
ば
「
宗
教
的
装
置
」

と
し
て
構
想
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
末
法
と
い
う
時
代
の

認
識
に
た
っ
て
、
す
べ
て
の
人
の
究
極
的
な
救
済
方
法
を
模
索
し
た
智
学

な
り
の
結
論
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
環
境
さ
え
整
え
れ
ば
、
否
が
応
で
も
、

「
他
力
的
」
に
一
気
に
多
く
の
人
々
が
救
わ
れ
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。

国
立
戒
壇
の
建
立
に
よ
っ
て
理
想
国
家
の
見
本
と
し
て
日
本
を
開
顕
さ

せ
、
そ
の
日
本
に
よ
っ
て
世
界
を
統
一
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
を
提
示
し
て

い
る
点
で
は
、
智
学
の
日
蓮
主
義
は
確
か
に
設
計
主
義
的
で
か
つ
ユ
ー
ト

ピ
ア
主
義
的
で
あ
る
が
、
自
力
主
義
に
必
ず
し
も
当
た
ら
な
い
思
想
構
造

を
持
っ
て
い
る
。
無
論
、
日
本
と
い
う
国
家
を
「
宗
教
的
装
置
」
と
し
て

捉
え
る
点
で
は
日
本
主
義
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
限
界
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

根
本
の
問
い
と
な
る
宗
教
と
国
家
の
関
係
は
現
在
も
な
お
問
わ
れ
続
け
て

い
る
の
で
あ
る
。
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が
あ
る
。
紀
平
の
仏
教
理
解
が
自
分
勝
手
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
指
摘
の

通
り
だ
が
、「
没
我
」
を
強
調
す
る
点
で
、
明
治
時
代
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ

ド
研
究
な
ど
の
影
響
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
ユ
リ
ア
・

ブ
レ
ニ
ナ
氏
の
発
表
で
は
、
田
中
智
学
に
お
け
る
神
武
天
皇
・
明
治
天
皇

の
意
義
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
智
学
の
自
力
主
義
を
強
調
す
る
研

究
者
も
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
独
特
な
末
法
観
に
基
づ
き
、
環
境
を
整

え
て
他
力
的
に
救
済
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

智
学
の
特
異
さ
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、

智
学
は
自
分
の
主
張
が
不
敬
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
を
ど
う
捉
え
、
ど
う
対

処
し
た
か
に
つ
い
て
も
詳
論
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

名
和　

達
宣

　

近
代
の
仏
教
思
想
の
大
勢
が
日
本
主
義
と
結
び
つ
く
こ
と
は
、
す
で
に

多
く
の
研
究
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
中
島
岳
志
が

『
親
鸞
と
日
本
主
義
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
七
年
）
に
お
い
て
、
浄
土
教
そ

れ
自
体
に
国
体
論
と
の
連
続
性
が
あ
る
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
そ
の
問
題
提
起
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
仏
教
思
想
そ

れ
自
体
に
日
本
主
義
の
淵
源
を
探
る
の
で
は
な
く
、
変
容
し
て
い
く
時
代

状
況
に
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
家
が
即
応
し
、
仏
教
を
い
か
に
再
編
し
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
過
程
の
探
究
を
目
指
し
た
。
こ
う
し
た
視
点
に
立
て
ば
、

時
代
状
況
の
全
体
が
日
本
主
義
に
回
収
さ
れ
て
い
く
中
で
、
個
々
の
思
想

家
が
、
そ
の
時
流
と
い
か
に
対
峙
し
な
が
ら
仏
教
を
再
構
築
し
て
い
っ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
こ
か
ら
は
、
日
本
主
義
や
国
体
（『
国
体
の
本
義
』
な
ど
）
と
い
っ
た

と
し
て
非
難
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
ど
こ
ま
で
意
識
し
、
屈
折

し
た
書
き
方
を
し
て
い
た
か
、
時
代
や
書
く
媒
体
に
よ
っ
て
書
き
方
を
変

え
た
か
と
い
う
点
も
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
と
連
動
す
る
の
は
、
日

本
主
義
を
強
調
す
る
と
、
日
蓮
以
外
の
宗
祖
に
つ
い
て
は
、
宗
祖
本
来
の

思
想
と
違
っ
て
く
る
点
だ
。
仏
教
系
の
日
本
主
義
者
は
、
そ
の
こ
と
を
自

覚
し
て
い
た
か
ど
う
か
。

　

名
和
達
宣
氏
の
発
表
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い

な
い
曽
我
量
深
の
日
本
主
義
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
有
益
だ
っ
た
。
宗
祖

の
三
願
転
入
を
自
分
自
身
の
信
仰
の
問
題
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
曽
我
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
は
重
要
だ
。
た
だ
、
暁
烏
の
自
然

観
を
批
判
し
た
手
紙
の
内
容
は
、
人
間
を
自
然
と
異
な
る
も
の
と
み
な
す

西
洋
思
想
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
知
識
人
で
あ
る

曽
我
は
、
西
洋
思
想
や
近
代
仏
教
学
の
影
響
も
受
け
つ
つ
試
行
錯
誤
し
た

結
果
、
異
安
心
問
題
を
起
こ
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
日
本
主
義
に
つ
い
て

も
こ
の
点
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
近
藤
俊
太
郎
氏
の
発
表
は
、
批
判

対
象
と
さ
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
佐
野
学
に
つ
い
て
、
水
平
運
動
と
の
関
わ

り
を
含
め
、
再
検
討
す
る
必
要
性
を
示
す
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。
真
宗

の
教
誨
師
の
影
響
も
あ
り
、『
歎
異
抄
』
に
よ
っ
て
転
向
す
る
者
が
多
か

っ
た
中
で
、
佐
野
学
は
『
起
信
論
』
に
接
し
て
転
向
し
て
か
ら
親
鸞
に
親

し
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
も
重
要
だ
。
西
洋
思
想
と
の
関
係
を
精

査
す
べ
き
だ
と
い
う
点
は
、
近
代
に
お
け
る
『
起
信
論
』『
歎
異
抄
』
の

西
洋
的
理
解
と
い
う
点
も
含
め
、
佐
野
に
は
特
に
あ
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。

飯
島
孝
良
氏
の
発
表
は
、
市
川
白
弦
を
紀
平
正
美
と
対
比
し
て
論
じ
た

点
、
ま
た
白
弦
が
批
判
し
た
と
さ
れ
て
き
た
鈴
木
大
拙
の
戦
後
の
議
論
に

つ
い
て
、
条
件
つ
き
で
評
価
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
に
特
徴
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川
に
お
け
る
一
休
論
が
、
戦
時
中
の
自
己
に
対
す
る
批
判
を
踏
ま
え
た
西

田
哲
学
・
大
拙
禅
学
（「
即
」
の
論
理
）
の
批
判
的
継
承
で
あ
っ
た
と
の

視
座
を
提
言
し
た
。
ブ
レ
ニ
ナ
の
発
表
で
は
、「
日
本
主
義
と
超
国
家
主

義
は
同
意
語
な
の
か
？
」
と
い
う
問
い
を
起
点
に
、
田
中
智
学
の
思
想
的

展
開
を
日
本
主
義
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
追
跡
し
、
固
定
観
念
化
さ
れ
た

日
蓮
主
義
像
を
再
考
す
る
た
め
の
指
標
を
確
か
め
る
と
と
も
に
、
仏
法
と

国
家
と
の
関
係
性
を
問
い
続
け
た
智
学
の
根
本
的
な
問
い
を
掘
り
起
こ
し

た
。
四
人
の
発
表
を
う
け
て
の
石
井
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、
全
体
お
よ
び

個
々
の
発
表
に
対
し
、
日
本
の
国
民
構
成
や
西
洋
思
想
の
影
響
と
い
う
視

点
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
や
、
日
本
主
義
的
言
説
を
発
し
た
仏
教
者
た
ち

に
お
け
る
明
治
天
皇
個
人
へ
の
思
い
入
れ
、
あ
る
い
は
当
事
者
た
ち
に
お

け
る
「
不
敬
」
の
意
識
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
必
要
性
な
ど
が
鋭
く
指
摘

さ
れ
た
。

　

こ
の
た
び
の
パ
ネ
ル
は
、「
〇
〇
と
日
本
主
義
」
と
い
う
視
座
を
主
題

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
見
落
と
さ
れ
、
と
も
す
れ
ば

「
お
よ
び
腰
」
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
問
題
と
対
峙
す
る
と
と
も
に
、「
親

鸞
・
禅
（
華
厳
）・
日
蓮
」
思
想
の
近
代
的
解
釈
の
深
意
や
可
能
性
を
発

掘
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
コ

メ
ン
ト
で
指
摘
さ
れ
た
点
を
は
じ
め
、
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。
近
代
の

仏
教
思
想
と
日
本
主
義
と
の
関
係
の
全
体
像
を
究
明
す
べ
く
、
今
後
も
継

続
的
に
追
究
し
続
け
て
い
く
こ
と
の
意
義
と
方
向
性
を
確
認
し
た
こ
と
こ

そ
、
本
パ
ネ
ル
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

戦
時
下
の
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
再
解
釈
を
加
え
て
い
く
さ
ま
や
、

単
純
に
等
号
で
は
結
べ
な
い
仏
教
思
想
の
領
野
を
確
保
す
べ
く
取
り
組
ん

だ
苦
闘
の
軌
跡
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
を
考
究
す
る
に
あ
た
り
、
本
パ
ネ
ル
で
は
親
鸞
・
禅
（
華

厳
）・
日
蓮
と
い
う
三
つ
を
軸
に
考
究
し
、
各
発
表
者
は
こ
れ
ら
の
思
想

（
教
学
）
と
日
本
主
義
と
の
直
接
的
な
関
連
よ
り
も
、
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ

の
重
な
る
領
域
や
、
京
都
学
派
・
マ
ル
ク
ス
主
義
を
は
じ
め
と
す
る
同
時

代
思
潮
と
の
交
流
す
る
場
所
を
た
ず
ね
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ

う
な
「
回
り
道
」
を
通
し
て
、
個
々
の
思
想
的
格
闘
に
光
を
当
て
つ
つ
仏

教
思
想
と
日
本
主
義
と
の
関
わ
り
を
再
考
す
る
こ
と
が
、
本
パ
ネ
ル
の
目

的
で
あ
っ
た
。

　

名
和
の
発
表
で
は
、
従
来
の
研
究
で
踏
み
込
ん
で
追
究
さ
れ
る
こ
と
の

な
か
っ
た
真
宗
教
学
者
の
曽
我
量
深
と
日
本
主
義
と
の
関
わ
り
に
焦
点
を

当
て
、
全
体
主
義
的
な
志
向
性
と
は
一
線
を
画
し
た
よ
う
に
映
る
一
九
一

〇
年
代
と
、
日
本
主
義
的
な
言
説
が
多
発
す
る
一
九
三
〇
年
代
後
半
と
を

比
較
し
、
そ
の
背
景
に
あ
る
問
題
性
を
探
究
し
た
。
近
藤
の
発
表
で
は
、

獄
中
で
転
向
表
明
を
し
た
佐
野
学
に
お
け
る
宗
教
論
の
変
遷
を
、
刑
務
所

時
代
の
親
鸞
論
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
真
宗
関
連
書
を
通
じ
て
獲
得
さ
れ

た
も
の
は
、
天
皇
・
国
家
へ
の
忠
誠
と
い
う
よ
り
も
、
状
況
に
応
じ
て
自

己
を
肯
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
論
理
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
佐
野
に
お
い
て

親
鸞
は
転
向
の
契
機
で
は
な
く
そ
の
証
明
の
切
り
札
で
あ
っ
た
点
を
明
ら

か
に
し
た
。
飯
島
の
発
表
で
は
、
戦
時
中
に
国
民
精
神
文
化
研
究
所
を
リ

ー
ド
し
た
紀
平
正
美
に
お
け
る
禅
・
華
厳
の
解
釈
を
参
照
軸
と
し
て
、
市

川
白
弦
の
思
索
の
特
質
を
分
析
し
、
禅
の
看
方
や
華
厳
的
世
界
観
が
日
本

主
義
に
も
民
主
主
義
に
も
傾
き
得
る
点
を
明
か
す
と
と
も
に
、
戦
後
の
市
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身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

│
│ 

負
の
感
情
処
理
の
ワ
ザ
の
考
究 

│
│

代
表
者
・
司
会　

鎌
田
東
二

身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
の
問
題

│
│ 

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
踏
ま
え
て 

│
│

鎌
田　

東
二

　

近
代
に
お
い
て
、「
霊
的
暴
力
」
の
問
題
性
を
い
ち
早
く
洞
察
し
た
思

想
家
が
ニ
ー
チ
ェ
と
鈴
木
大
拙
で
あ
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
そ
れ
を
「
ル
サ
ン

チ
マ
ン
」
と
そ
こ
か
ら
の
解
放
と
し
て
、
鈴
木
大
拙
は
「
戦
争
礼
讃
」

（『
霊
性
的
日
本
の
建
設
』
一
九
四
六
年
）
の
中
で
「
霊
性
的
自
覚
」
の
対

極
に
あ
る
「
魔
王
」
の
振
る
舞
い
と
し
て
考
察
し
た
。
ニ
ー
チ
ェ
は
『
曙

光
』（
一
八
八
一
年
）
や
『
こ
の
人
を
見
よ
』（
一
八
八
七
年
）
の
中
で
、

ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
を
「
怨
恨
感
情
（
ル
サ
ン
チ
マ
ン
）」
を
解
放

す
る
「
あ
の
深
い
生
理
学
者
仏
陀
」「
自
己
救
済
の
宗
教
の
師
、
ブ
ッ
ダ
」

と
称
え
、
仏
教
を
「
衛
生
学
」「
生
理
学
」
と
呼
ん
で
い
る
。
対
し
て
、

鈴
木
大
拙
は
前
掲
書
「
戦
争
礼
讃
（
魔
王
の
宣
言
）」
の
中
で
、
魔
王
の

特
性
を
力
、
無
意
識
、
狂
信
、
う
そ
、
恨
み
と
し
、
魔
王
は
そ
れ
ら
の
中

に
忍
び
込
み
発
動
す
る
と
し
た
。
魔
王
は
力
を
以
て
人
間
を
支
配
し
恣
に

し
、
巧
緻
な
策
略
に
よ
っ
て
人
や
物
を
支
配
し
屈
伏
さ
せ
服
従
さ
せ
、
権

力
や
武
力
や
暴
力
に
浸
潤
し
、
力
を
様
々
な
形
で
駆
使
し
て
人
間
の
無
意

識
を
動
か
し
、
性
や
狂
気
や
狂
信
や
う
そ
に
は
た
ら
き
か
け
る
と
指
摘
す

る
。
と
す
れ
ば
、
麻
原
彰
晃
は
鈴
木
大
拙
の
言
う
「
魔
王
」
的
特
性
を
正

確
に
体
現
し
て
い
る
。「
グ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
化
」
な
ど
は
最
た
る
「
魔
王
」

的
発
動
で
あ
る
。
仏
教
は
「
不
殺
生
」
を
戒
律
の
第
一
に
掲
げ
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
殺
人
事
件
が
起
こ
っ
た
の
か
？　

そ
れ
を
制
御
で
き

る
思
想
も
制
度
も
機
能
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
問
題
を

考
え
る
視
点
と
し
て
第
一
次
大
本
事
件
前
後
の
「
審
神
者
（
さ
に
わ
）」

問
題
と
「
シ
ン
ク
ロ
能
力
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

　

鎮
魂
帰
神
は
、
本
田
親
徳
に
よ
り
再
編
さ
れ
た
神
懸
り
（
帰
神
）
す
る

「
神
主
」
と
そ
れ
を
対
面
査
定
す
る
審
神
者
が
対
座
し
て
行
な
う
憑
霊
的

身
心
変
容
技
法
で
あ
る
。
憑
霊
現
象
に
お
い
て
屡
々
「
我
は
＊
＊
大
神
で

あ
る
ぞ
よ
。
…
…
せ
よ
」
な
ど
と
い
う
「
託
宣
」
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
が
、
そ
こ
で
の
問
題
点
は
発
話
の
真
偽
や
懸
か
っ
て
く
る
神
々
の
神

格
の
特
定
が
適
切
に
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
こ
で
起
こ
る
神
懸
り
や
託

宣
な
ど
の
「
身
心
変
容
」
を
審
神
者
が
ど
う
制
御
査
定
で
き
る
か
に
あ

る
。
も
し
そ
の
際
制
御
不
可
能
な
状
態
が
発
生
す
れ
ば
自
我
肥
大
幻
想
の

拡
大
と
い
う
事
態
が
発
生
す
る
。
ニ
ー
チ
ェ
的
に
言
え
ば
「
ル
サ
ン
チ
マ

ン
の
屈
折
拡
大
」
が
表
出
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
。

　

一
般
化
し
て
言
え
ば
、
密
教
や
神
秘
主
義
が
理
想
的
境
地
と
す
る
「
三

密
加
持
」
や
「
天
人
合
一
」
な
ど
の
神
秘
的
合
一
思
想
が
共
通
し
て
内
在

さ
せ
て
い
る
危
険
性
や
問
題
性
で
あ
る
。
麻
原
彰
晃
が
「
最
終
解
脱
者
」

で
あ
る
と
い
う
査
定
（
審
神
）
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
も
こ
こ
に

関
わ
る
。
ま
た
「
身
心
変
容
技
法
」
が
内
蔵
す
る
シ
ン
ク
ロ
能
力
（
合
一

能
力
）
の
強
化
と
拡
大
が
制
御
不
可
能
と
な
る
自
我
肥
大
を
生
み
出
し
自

他
の
破
壊
に
つ
な
が
る
こ
と
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

オ
ウ
ム
真
理
教
の
場
合
、
過
剰
に
「
超
能
力
」
や
「
神
秘
体
験
」
や

「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の
獲
得
成
就
を
求
め
、
そ
れ
に
こ
だ
わ
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
身
心
変
容
や
修
行
者
共
同
体
内
の
ア
ン
バ
ラ
ン
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に
沈
み
込
む
。
暴
力
的
情
念
の
激
発
も
伴
う
。
さ
ら
に
彼
は
、
こ
の
無
定

形
の
苦
し
み
に
ひ
と
つ
の
か
た
ち
を
与
え
る
。
無
力
無
能
な
自
分
は
神
に

嫌
わ
れ
、
呪
わ
れ
て
い
る
と
信
じ
込
み
、
神
が
自
分
に
「
襲
い
か
か
り
」、

（
霊
的
）
暴
力
を
振
る
わ
れ
て
い
る
と
さ
え
感
じ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
堕
地
獄
者
の
自
覚
こ
そ
暗
夜
の
最
暗
黒
の
地
点
と
見
え
る
。
が
、
同

時
に
そ
こ
に
、
こ
の
窮
境
か
ら
脱
す
る
際
の
方
向
性
を
読
み
う
る
か
も
し

れ
な
い
。
光
の
天
使
が
神
あ
る
い
は
ア
ダ
ム
へ
の
「
妬
み
」
の
ゆ
え
に
転

落
し
た
と
す
る
「
悪
の
起
源
」
の
神
話
│
│
天
使
転
落
の
神
話
は
、「
神

秘
」
と
し
か
言
え
な
い
悪
の
起
源
の
問
題
を
な
ん
ら
か
了
解
可
能
た
ら
し

め
る
│
│
を
、
こ
の
暗
夜
の
意
義
解
釈
の
参
照
項
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ

う
か
ら
で
あ
る
（
後
述
）。

　

十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
は
、
こ
の
負
の
感
情
か
ら
の
脱
出
の
方
途
を
具
体
的

に
説
く
こ
と
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
能
動
的
努
力
が
で
き
な
く
な
る
状
態
こ

そ
魂
の
暗
夜
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
「
恩
寵
に
よ
っ
て
」、
通
常
何
年
に

も
及
び
幾
度
も
襲
い
来
る
暗
夜
も
、
い
つ
か
終
わ
る
、
と
記
す
だ
け
で
あ

る
（
し
か
し
こ
の
言
葉
自
体
が
暗
夜
の
直
中
に
あ
る
人
に
は
届
か
な
い
、

と
も
言
う
）。
そ
こ
に
敢
え
て
負
の
感
情
処
理
の
ワ
ザ
を
見
る
と
す
れ
ば
、

暗
夜
と
い
う
べ
き
身
心
状
態
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
を
リ
ア
ル
に
描
き
、

そ
れ
を
合
一
へ
の
道
行
き
の
中
に
位
置
づ
け
、
苦
し
み
の
先
に
あ
る
境
地

を
語
っ
て
い
る
こ
と
自
体
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
際
彼

は
、「
夜
」
が
明
け
て
明
る
い
光
の
中
に
立
つ
、
と
い
っ
た
語
り
方
を
し

な
い
。
じ
つ
に
彼
の
神
秘
思
想
で
は
夜
は
明
け
な
い
。
神
と
の
合
一
と
い

う
究
極
目
的
、
愛
の
成
就
は
、
夜
の
中
で
、「
夜
な
れ
ど
＝
夜
な
れ
ば
こ

そ
」
な
さ
れ
る
。
同
じ
夜
が
「
曙
よ
り
愛
し
い
」
夜
に
変
わ
り
、
夜
こ
そ

が
「
恋
人
同
士
を
結
ぶ
」
の
だ
と
彼
は
歌
う
。
夜
の
暗
さ
が
、
愛
を
妨
げ

ス
は
、
性
の
侵
犯
と
慢
の
増
大
と
暴
力
の
発
現
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
そ

し
て
自
ら
を
「
最
終
解
脱
者
」
か
ら
さ
ら
に
「
王
」
や
「
教
皇
」
に
祀
り

上
げ
て
自
己
神
格
化
し
、
そ
の
絶
対
支
配
に
敵
対
す
る
人
々
や
勢
力
を

「
ポ
ア
」
と
称
す
る
外
的
暴
力
と
し
て
の
殺
傷
し
て
い
く
暴
力
の
前
景
化

を
生
み
出
し
た
。
つ
ま
り
、
麻
原
彰
晃
の
「
身
心
変
容
技
法
」
は
「
霊
的

暴
力
」
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
そ
の
麻
原
を
絶
対
的
な
権
力
者
で
あ
る

「
尊
師
」
と
し
て
戴
く
体
制
を
諸
種
の
「
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
駆
使

し
装
置
化
し
て
作
り
上
げ
、
妄
想
的
な
思
想
と
計
画
を
実
体
化
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
麻
原
は
活
動
初
期
に
は
「
魔
境
」
に
つ
い
て
自
戒
の
言
葉
も

発
し
て
い
た
が
、「
傲
慢
・
魔
境
」
に
呑
み
込
ま
れ
た
と
言
え
る
。

　

出
口
王
仁
三
郎
に
は
芸
術
と
ユ
ー
モ
ア
と
倫
理
性
の
表
現
と
主
張
が
あ

っ
た
が
、
麻
原
は
絶
対
服
従
・
絶
対
帰
依
を
強
制
し
、「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ

ー
（
偽
装
的
煩
悩
破
壊
）」
を
仕
掛
け
て
批
判
能
力
を
削
除
し
、
恐
怖
に

よ
る
思
考
停
止
を
導
き
、「
聖
無
頓
着
」
と
「
マ
ハ
ー
ム
ド
ラ
ー
」
に
よ

る
「
ク
ロ
ー
ン
化
」
と
い
う
「
シ
ン
ク
ロ
能
力
」
の
無
批
判
的
な
な
し
崩

し
の
発
現
を
通
し
て
「
霊
的
暴
力
」
を
最
大
化
し
た
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

鶴
岡　

賀
雄

　

十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
の
神
秘
思
想
は
「
魂
の
暗
夜
」
と
称
さ
れ
る
霊
的
状

態
の
記
述
と
理
論
化
を
特
徴
の
一
つ
と
す
る
。
こ
れ
は
、
神
と
の
合
一
を

め
ざ
す
魂
（
人
間
）
が
陥
る
、「
負
の
感
情
」
の
横
溢
状
況
と
も
解
し
う

る
。
そ
こ
に
語
ら
れ
る
の
は
ま
ず
、
自
身
の
霊
的
向
上
の
途
が
決
定
的
に

絶
た
れ
た
と
感
ず
る
絶
望
感
で
、
あ
ら
ゆ
る
自
己
肯
定
が
不
可
能
と
な

る
。
周
囲
か
ら
の
評
価
も
地
に
落
ち
、
嗚
咽
す
ら
発
し
得
な
い
深
い
抑
鬱



　　70

『宗教研究』92巻別冊（2019年） パネル

す
る
の
が
本
発
表
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

テ
ー
ラ
ワ
ー
ダ
仏
教
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力井

上
ウ
ィ
マ
ラ

　

律
蔵
の
第
三
パ
ー
ラ
ー
ジ
カ
制
定
に
関
す
る
因
縁
譚
に
よ
る
と
、
ブ
ッ

ダ
は
、
性
欲
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
不
浄
観
を
奨
励
し
て
い
た
時
期
が
あ

っ
た
。
あ
る
時
、
ブ
ッ
ダ
が
一
人
瞑
想
に
籠
っ
て
い
た
時
、
指
導
者
を
失

っ
た
修
行
僧
た
ち
は
死
や
身
体
の
不
浄
を
思
う
こ
と
に
よ
る
嫌
悪
感
か
ら

精
神
錯
乱
に
陥
り
集
団
自
殺
が
発
生
し
た
。
ブ
ッ
ダ
は
殺
人
を
禁
じ
る
戒

律
を
制
定
す
る
一
方
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
の
求
め
に
応
じ
て
「
呼
吸
に
よ
る
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
を
説
き
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
が
体
系
化
さ
れ

て
い
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
が
最
も
体
系
化
さ
れ
た
「
マ
イ

ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
確
立
に
関
す
る
教
え
（
念
処
経
）」
で
は
、
そ
の
不
浄

観
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
の
瞑
想
対
象
の
一
つ
に
回
収
さ
れ
て
い
る
。
ト

ラ
ウ
マ
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
を
秘
め
た
瞑
想
対
象
も
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
の
基
盤
が
確
立
し
て
い
れ
ば
、
ト
ラ
ウ
マ
を
乗
り
越
え
て
解
脱
に
進

む
道
を
開
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
念
処
経
の
冒
頭
で
は
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
瞑
想
が
、「
ト
ラ
ウ
マ
や
グ
リ
ー
フ
を
含
め
た
多
領
域
の
ケ
ア
に
シ

ー
ム
レ
ス
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
き
る
た
め
の
方
法
論
と
な
り
、

興
奮
を
離
れ
た
静
か
な
持
続
型
幸
福
の
獲
得
に
つ
な
が
る
道
で
あ
る
」
旨

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

瞑
想
に
よ
る
集
中
力
が
高
ま
る
と
、
光
な
ど
の
神
秘
体
験
に
出
会
う
こ

と
が
多
い
。
し
か
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
達
成
を
含
め
た
微
細
な
欲
求

に
つ
い
て
の
自
覚
が
な
い
と
、
こ
う
し
た
神
秘
体
験
は
修
行
の
落
と
し
穴

る
一
切
か
ら
解
放
す
る
も
の
へ
と
、
自
作
の
神
秘
的
恋
愛
詩
の
言
葉
の
ワ

ザ
の
中
で
位
相
を
変
じ
て
い
く
。
こ
の
変
質
の
意
味
を
、
堕
天
使
の
神
話

物
語
を
遠
く
参
照
し
て
解
釈
し
て
み
た
い
。

　

天
使
の
妬
み
が
悪
を
将
来
し
た
と
し
て
、
そ
の
妬
み
は
す
で
に
悪
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
聖
書
の
神
も
「
妬
む
神
」
だ
っ
た
。
い
っ
た
い
妬
み
と
は

何
か
。
妬
む
主
体
は
優
れ
て
人
格
で
あ
る
。
聖
書
の
神
の
「
妬
み
」
は

「
熱
情
」
と
も
訳
さ
れ
る
。
そ
れ
は
愛
の
熱
情
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
、
妬

み
は
愛
（
善
美
な
る
も
の
へ
の
欲
望
）
を
前
提
と
す
る
。
愛
す
る
者
の
み

が
妬
み
う
る
。
妬
み
は
愛
の
変
質
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
十
字

架
の
ヨ
ハ
ネ
の
歌
う
「
夜
」
に
は
、
愛
を
妬
み
に
変
質
さ
せ
る
要
件
た
る

第
三
者
が
現
れ
な
い
（「
そ
こ
に
は
他
に
誰
も
い
な
い
」）
こ
と
が
強
調
さ

れ
る
。
愛
し
合
う
ふ
た
り
以
外
の
一
切
を
「
忘
却
」
し
た
「
麗
し
い
夜
」

の
中
で
こ
そ
愛
の
交
歓
は
成
る
。
精
神
分
析
の
言
葉
を
援
用
す
れ
ば
、
第

三
者
の
審
級
が
介
入
し
現
実
原
則
が
支
配
す
る
「
こ
の
世
」
へ
の
誕
生
＝

転
落
以
前
の
、
母
子
関
係
的
二
項
関
係
へ
の
引
籠
り
と
も
見
え
る
。
が
、

愛
と
い
う
根
源
的
欲
望
を
、「
妬
み
」
の
歪
み
を
免
れ
た
か
た
ち
で
こ
の

世
に
実
現
す
る
に
は
、
歪
む
以
前
の
純
粋
状
態
（
そ
れ
は
愛
の
完
成
状
態

の
予
感
で
も
あ
る
）
へ
の
回
帰
の
回
路
が
ま
ず
確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
う
し
て
こ
そ
、
妬
み
と
な
り
得
な
い
「
熱
情
」
的
愛
の
こ
の

世
の
地
平
│
│
彼
が
生
き
た
近
世
初
期
ス
ペ
イ
ン
の
現
実
は
、
迫
害
や
殺

戮
と
い
う
宗
教
的
暴
力
で
世
界
史
上
に
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
│
│
で
の

実
現
も
辛
う
じ
て
期
待
さ
れ
う
る
、
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
以
上
、
善
美

な
る
も
の
を
巡
る
抗
争
と
し
て
の
暴
力
が
不
可
避
の
こ
の
世
で
愛
の
業
が

可
能
に
な
る
に
は
、
こ
の
世
の
一
切
か
ら
撤
退
し
た
引
籠
り
の
地
平
が
必

須
だ
と
す
る
主
張
が
キ
リ
ス
ト
教
修
道
思
想
の
一
面
に
見
て
取
れ
る
、
と
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た
。
出
家
僧
が
常
に
反
省
す
べ
き
十
ヶ
条
に
は
、「
臨
終
時
に
、『
解
脱
や

悟
り
は
得
ら
れ
た
か
、
超
能
力
な
ど
集
中
力
に
よ
る
優
れ
た
力
（
観
の
汚

染
を
参
照
）
く
ら
い
は
得
て
い
た
か
』
と
問
わ
れ
て
恥
ず
か
し
い
思
い
を

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
毎
日
反
省
す
べ
き
こ
と
」
が
説
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
出
家
修
行
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
許
さ
れ
る
質
問
で
あ
っ

て
、
現
代
の
看
取
り
の
現
場
で
一
般
人
に
こ
の
よ
う
な
問
い
を
投
げ
か
け

る
こ
と
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

霊
的
暴
力
と
は
、
た
と
え
善
意
か
ら
の
行
動
で
あ
っ
て
も
、
無
意
識
的

な
力
関
係
（
ラ
ン
ク
）
に
無
自
覚
で
い
る
こ
と
で
相
手
を
圧
迫
し
搾
取
し

て
し
ま
う
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
オ
ウ
ム
真

理
教
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
霊
的
暴
力
を
防
ぐ
た
め
に
、
ブ
ッ
ダ
が

制
定
し
た
戒
律
の
現
代
的
意
義
、
神
秘
体
験
に
ま
つ
わ
る
注
意
事
項
な
ど

か
ら
学
び
直
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
密
教
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

永
澤　
　

哲

　

二
〇
三
〇
年
代
以
降
の
人
類
の
霊
性
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
、
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
は
三
つ
あ
る
。

　

一
番
目
は
、
薬
物
、
遺
伝
子
工
学
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
を
用
い
た
能
力
増
強
（en-

hancem
ent

）
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ

ー
マ
ン
主
義
）。
二
番
目
は
、
経
済
的
富
の
偏
在
が
極
限
に
ま
で
進
む
こ

と
で
あ
る
。
世
界
的
カ
ー
ス
ト
社
会
化
が
進
む
と
と
も
に
、
人
類
は
ヒ
ュ

ブ
リ
ス
と
ル
サ
ン
チ
マ
ン
を
め
ぐ
る
、
よ
り
根
源
的
な
思
考
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
三
番
目
は
、
Ａ
Ｉ
の
物
神
崇
拝
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
は
、
ど
の
よ
う
に
答
え

と
な
る
。
観
の
汚
染
（vipassanā upakkilesa

）
と
呼
ば
れ
る
神
秘
体

験
に
は
、
光
、
智
慧
、
歓
喜
、
軽
や
か
さ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
確
信
、
奮

励
、
寄
り
添
い
、
平
静
な
見
守
り
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
自
体
は
瞑
想
の

成
果
と
し
て
善
き
も
の
な
の
だ
が
、
微
欲
（nikanti

）
へ
の
自
覚
が
な

い
と
、
劣
等
感
を
補
償
し
よ
う
と
す
る
欲
動
に
突
き
動
か
さ
れ
て
他
者
を

搾
取
し
た
り
抑
圧
し
た
り
す
る
行
動
に
駆
り
立
た
せ
ら
れ
、
個
人
的
に
も

集
団
的
に
も
障
害
を
も
た
ら
し
う
る
。

　

観
の
汚
染
を
乗
り
越
え
る
と
、「
危
う
さ
を
見
つ
め
る
智
慧
」「
厭
わ
し

さ
を
見
つ
め
る
智
慧
」
な
ど
を
経
て
離
欲
が
進
み
解
脱
に
至
る
。
こ
れ
ら

の
智
慧
の
働
き
は
、「
私
」
を
手
放
し
て
ゆ
く
た
め
の
予
期
悲
嘆
や
抑
う

つ
を
見
つ
め
る
作
業
に
相
当
し
、
キ
リ
ス
ト
教
神
秘
主
義
に
お
け
る
「
魂

の
暗
夜
」
に
匹
敵
す
る
。
解
脱
へ
の
道
の
り
に
は
、
日
常
を
安
心
し
て
生

き
る
た
め
に
必
要
な
「
私
」
と
い
う
仮
想
現
実
（
錯
覚
）
が
突
き
崩
さ
れ

て
ト
ラ
ウ
マ
体
験
に
な
り
か
ね
な
い
可
能
性
が
潜
在
す
る
。
修
行
が
戒
・

定
・
慧
の
三
学
に
従
っ
て
、
生
活
習
慣
を
整
え
、
心
を
安
定
さ
せ
、
真
理

を
洞
察
す
る
手
順
を
踏
ん
で
ゆ
く
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

仏
教
に
お
け
る
悪
魔
は
、
煩
悩
、
身
心
、
善
悪
へ
の
こ
だ
わ
り
、
天

子
、
死
と
い
う
五
層
か
ら
な
る
存
在
で
あ
り
、
よ
り
善
く
生
き
た
い
と
い

う
人
間
性
の
象
徴
で
も
あ
る
。
悪
魔
は
、
あ
り
の
ま
ま
を
見
抜
か
れ
る
と

居
場
所
を
失
い
退
散
す
る
の
だ
が
、
悪
態
を
つ
き
な
が
ら
も
ブ
ッ
ダ
や
仏

弟
子
か
ら
遠
く
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
悪
魔
の
居
場
所
が
こ
の
よ
う

に
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
人
間
性
が
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
証

で
も
あ
る
。

　

出
家
し
た
仏
弟
子
た
ち
は
、
相
互
の
看
病
や
看
取
り
を
実
践
し
て
お

り
、
そ
こ
か
ら
臨
終
時
の
意
識
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
探
究
も
進
ん
で
い
っ
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（gcod

）
の
伝
統
に
お
け
る
「
四
つ
の
魔
」
の
概
念
で
あ
る
。「
物
質
的

な
魔
」「
非
物
質
的
な
魔
」「
喜
悦
と
煖
の
魔
」「
我
執
の
魔
」
か
ら
な
る
。

　

三
番
目
は
、
同
じ
く
「
切
断
」
の
伝
統
に
お
け
る
「
神
魔
」（lha 

’dre

）
を
め
ぐ
る
思
考
で
あ
る
。
人
間
は
、
み
ず
か
ら
に
利
益
を
も
た
ら

す
も
の
を
「
神
」、
害
を
な
す
も
の
を
「
魔
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
土
台
に
あ

る
の
は
、
善
／
悪
、
楽
／
苦
の
二
元
論
で
あ
る
。
自
他
、
内
部
・
外
部
の

区
別
（「
無
明
」）
と
我
執
か
ら
生
ま
れ
る
、
こ
の
二
元
論
を
乗
り
越
え
、

あ
る
い
は
無
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、「
魔
」
は
生
ま
れ
続
け
る
。

「
魔
」
は
、
二
元
論
的
な
心
か
ら
あ
ら
わ
れ
る
顕
現
、
投
影
に
他
な
ら
な

い
。

　

何
か
の
対
象
を
「
魔
」
と
認
識
し
、
そ
れ
に
怒
り
を
感
じ
る
。
こ
の

「
魔
」
と
怒
り
の
二
元
論
は
、
我
執
を
崩
壊
さ
せ
る
よ
う
な
強
烈
な
慈
悲

に
よ
っ
て
、
消
え
去
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
魔
は
光
に
満

ち
た
法
界
に
安
ら
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
降
魔

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
語
る
。

　

二
元
論
か
ら
生
ま
れ
る
煩
悩
の
本
質
は
、
光
に
満
ち
た
知
恵
で
あ
る
。

煩
悩
は
、
と
ぐ
ろ
を
解
く
蛇
の
よ
う
に
、
二
元
論
を
超
え
た
光
り
輝
く
知

恵
に
変
化
す
る
。
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
と
ル
サ
ン
チ
マ
ン
に
満
ち
た
世
界
を
乗
り

越
え
て
い
く
思
考
は
、
怒
り
を
は
じ
め
と
す
る
煩
悩
を
否
定
し
、
押
し
込

め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
燃
料
と
し
て
燃
え
上
が
る
知
恵
と
、
す
べ
て

を
平
等
に
見
る
慈
悲
の
結
合
か
ら
誕
生
す
る
だ
ろ
う
。

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？　
「
瞑
想
体
験
」、「
魔
」
と
い
う
二
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
じ
て
、
考
え
た
い
。

　

チ
ベ
ッ
ト
の
伝
統
は
意
識
の
最
も
深
い
層
か
ら
生
じ
る
体
験
を
三
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
い
る
。

一 
、
意
識
に
よ
る
体
験
（shes nyam

s

）
―
空
性
（
無
分
別
）、
楽
、

光
明
。
シ
ャ
マ
タ
（「
止
」）、
本
尊
ヨ
ー
ガ
、
脈
管
と
風
の
ヨ
ー
ガ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
瞑
想
技
法
に
よ
っ
て
生
じ
る
。

二 

、
意
識
の
究
極
の
境
界
に
お
け
る
体
験
（shes pa m

thar thug 
gyi nyam

s

）
―
「
十
の
し
る
し
」。
死
に
近
接
す
る
体
験
、
お
よ

び
主
に
呼
吸
の
制
御
を
用
い
る
瞑
想
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

三 

、
顕
現
の
体
験
（snang nyam

s
）
―
光
の
体
験
の
深
化
。
存
在
の

土
台
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ゾ
ク
チ
ェ
ン
・
ニ
ン
テ
ィ
ク
お

よ
び
ロ
ン
デ
の
伝
統
に
固
有
。

　

こ
の
分
類
か
ら
す
る
と
、
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ン
主
義
が
「
能
力
増

強
」
の
一
部
と
考
え
て
い
る
強
烈
な
快
楽
（「
法
悦
」）
や
光
の
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
体
験
は
、
最
初
の
「
意
識
に
よ
る
体
験
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
タ
ン
ト
ラ
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
三
種
の
い
ず
れ
に
も
、
執
着
し
て

は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。

　

二
番
目
の
「
魔
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い
は
、
ヒ
ュ
ブ
リ
ス
と
ル
サ

ン
チ
マ
ン
、
怒
り
、
暴
力
の
問
題
と
じ
か
に
結
び
つ
い
て
い
る
。「
魔
」

を
め
ぐ
る
チ
ベ
ッ
ト
的
な
思
考
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
層
が
あ
る
。

　

一
番
目
は
、
大
乗
仏
教
に
共
通
の
「
四
つ
の
魔
」
の
概
念
で
あ
る
。

「
魔
」（bdud

）
は
、
ブ
ッ
ダ
の
悟
り
を
得
る
の
を
妨
げ
る
も
の
で
あ
り
、

「
死
の
魔
」「
煩
悩
の
魔
」「
蘊
の
魔
」「
天
子
の
魔
」
の
四
つ
か
ら
な
る
。

　

二
番
目
は
、
女
性
行
者
マ
チ
ク
・
ラ
プ
ド
ゥ
ン
が
創
始
し
た
「
切
断
」
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捉
え
る
思
想
的
資
源
を
も
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
組
織
的
な
修
行
や
規
範

体
系
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
個
々
人
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
実
践
を
統
合
し

て
い
く
道
具
立
て
も
欠
け
て
い
る
。『
大
義
』
で
は
仏
教
と
禅
が
そ
の
よ

う
な
思
想
的
実
践
的
全
体
性
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
キ
リ

ス
ト
教
や
儒
教
、
ま
た
西
洋
の
哲
学
思
想
な
ど
と
同
様
に
、
実
存
を
支
え

る
何
か
が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
そ
こ
で
は
皇
道
論
的
な
信
念
と
禅

へ
の
強
い
関
心
が
共
存
し
支
え
合
っ
て
い
る
。
杉
本
五
郎
に
つ
い
て
、
市

川
白
玄
は
「
廃
仏
毀
釈
」
や
「
宗
教
奉
還
論
」
に
類
す
る
論
も
あ
り
、
禅

な
ど
の
宗
派
の
超
越
と
い
う
点
で
は
「
こ
ん
に
ち
の
神
社
本
庁
の
政
治
・

宗
教
思
想
と
同
じ
類
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
（『
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム

化
の
宗
教
』）。
と
は
い
え
、
禅
か
皇
道
か
、
禅
か
国
家
神
道
・
天
皇
崇
敬

か
、
そ
の
ど
ち
ら
が
優
位
に
あ
り
、
他
の
要
素
は
従
属
的
か
と
問
う
こ
と

は
で
き
る
。

　

す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
は
、
皇
道
論
や
国
家
神
道
・
天
皇
崇
敬
が
国
家
の

神
聖
な
目
的
に
関
わ
る
集
合
的
な
次
元
で
の
信
念
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

仏
教
、
こ
の
場
合
禅
は
個
々
人
の
主
体
性
を
支
え
る
、
個
人
的
な
次
元
で

の
信
念
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
皇
道
論
と
禅
と
い
う
、
こ
の
両
者
が
共

存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
集
合
的
次
元
、
個
人
的
次
元

と
い
う
持
ち
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
優
位
に
あ
る
の

は
集
合
的
次
元
で
あ
る
。

　

こ
の
組
み
合
わ
せ
の
結
果
は
集
団
目
標
へ
の
自
己
滅
却
的
献
身
だ
っ

た
。「
自
己
を
忘
れ
る
こ
と
」
は
個
と
し
て
の
意
思
を
捨
て
て
ひ
た
す
ら

集
団
の
目
標
に
沿
っ
て
実
践
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
現
実
に
即
し
て

生
き
る
力
を
養
う
と
い
う
の
だ
が
、
実
際
に
は
集
団
の
目
標
が
厳
し
く
設

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
最
大
限
の
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に
自
己
を
捧
げ

近
代
日
本
の
宗
教
に
お
け
る
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力

島
薗　
　

進

　

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
以
前
の
日
本
に
お
け
る
霊
的
暴
力
の
目
立
っ
た
事

例
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
の
「
皇
道
禅
」
を
取
り
上
げ
、
戦
争
末

期
に
百
万
部
以
上
が
売
れ
た
杉
本
五
郎
の
『
大
義
』
を
手
が
か
り
と
す

る
。
杉
本
五
郎
は
広
島
県
に
う
ま
れ
、
陸
軍
士
官
学
校
を
出
た
軍
人
で
、

日
中
戦
争
勃
発
か
ら
間
も
な
い
一
九
三
七
年
九
月
に
山
西
省
で
戦
死
し

中
佐
と
な
っ
て
い
る
。
杉
本
は
一
九
一
九
年
に
東
京
の
白
山
道
場
で
平
松

亮
卿
に
参
じ
て
か
ら
、
動
員
下
令
を
受
け
る
ま
で
一
八
年
間
、
参
禅
を
続

け
た
。
広
島
で
は
仏
通
寺
の
山
崎
益
州
の
指
導
を
受
け
た
。『
大
義
』
は

二
・
二
六
事
件
を
起
こ
し
た
皇
道
派
将
校
ら
へ
の
批
判
の
意
図
も
あ
っ
て

書
か
れ
て
い
る
が
、
形
式
上
は
息
子
ら
に
あ
て
た
遺
書
の
形
を
と
っ
て
い

る
。

　
『
大
義
』
に
お
い
て
は
、
仏
教
や
禅
が
皇
道
に
飲
み
込
ま
れ
、
皇
道
に

従
属
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
絶
対
的
な
信
仰
の
対
象
は
天
皇
で
あ
り

国
体
で
あ
り
皇
国
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
信
仰
が
真
に
深
い
、
本

来
的
な
も
の
と
な
る
に
は
「
己
事
究
明
」
を
経
て
、
自
己
が
無
と
化
し
、

行
持
鍛
錬
を
通
し
て
全
生
活
が
皇
道
に
即
し
た
も
の
に
な
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
自
己
自
身
を
問
い
、
そ
こ
で
見
出
さ
れ
た
も
の
に
よ
っ
て
全
生

活
を
統
制
し
、
そ
の
自
己
理
解
・
世
界
理
解
に
そ
っ
た
生
き
方
を
貫
く
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
死
直
前
の
絶
筆
、「
汝
我
を
見
ん
と
要
せ
ば　

尊

皇
に
生
き
よ
／
尊
皇
精
神
の
あ
る
処　

常
に
我
在
り
」
は
そ
の
わ
か
り
や

す
い
表
現
だ
。
こ
の
点
で
『
大
義
』
に
お
い
て
仏
教
と
禅
の
役
割
は
大
き

く
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

皇
道
は
そ
れ
自
身
で
は
、
自
己
を
見
つ
め
、
現
実
の
全
体
を
統
一
的
に
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術
や
芸
能
、
治
療
・
セ
ラ
ピ
ー
・
ケ
ア
、
諸
種
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
で

あ
る
。
そ
れ
ら
身
心
変
容
技
法
の
多
く
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
伝
承
さ

れ
、
追
体
験
と
吟
味
を
重
ね
、
実
践
と
経
験
の
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
な
が

ら
再
編
成
・
再
構
築
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
身
心
変
容
技
法
が
目
指
す

理
想
や
理
念
と
は
裏
腹
に
、
そ
れ
が
「
霊
的
暴
力
」（
超
越
的
な
世
界
観

に
裏
付
け
ら
れ
た
破
壊
性
な
い
し
破
壊
行
為
）
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
は
そ
う
し
た
「
身
心
変
容
技
法
」
に
よ
る
修
行

が
も
た
ら
し
た
「
霊
的
暴
力
」
の
発
露
し
た
典
型
的
な
事
件
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。「
霊
的
暴
力
（spiritual violence

）」
と
は
、
宗
教
的

暴
力
の
中
で
も
、「
目
に
見
え
な
い
霊
的
（spiritual

）
な
モ
ノ
」
の
存

在
（spiritual being

）
や
力
（spiritual pow

er

）
に
よ
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
で
の
圧
迫
や
抑
圧
や
破
壊
を
指
す
。「
目
に
見
え
な
い
モ
ノ
」

の
力
を
使
っ
て
（
た
と
え
そ
れ
が
幻
想
や
イ
ル
ー
ジ
ョ
ン
や
共
同
幻
想
で

あ
っ
て
も
）、
自
他
を
傷
つ
け
、
壊
し
、
支
配
す
る
事
態
の
出
来
で
あ
る
。

こ
う
し
た
広
義
で
の
「
霊
的
暴
力
」
の
中
で
、
意
図
的
か
非
意
図
的
か
に

関
わ
ら
ず
、
あ
る
人
物
や
集
団
に
対
し
て
繰
り
返
し
破
壊
的
行
為
を
行
な

う
場
合
を
「
霊
的
虐
待
（spiritual abuse

）」、
ま
た
霊
的
な
世
界
観
や

力
を
背
景
に
し
て
悪
質
な
嫌
が
ら
せ
を
す
る
こ
と
を
「
霊
的
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
（spiritual harassm

ent

）」
と
規
定
す
る
。

　

質
問
者
で
あ
る
津
城
寛
文
（
筑
波
大
学
）
は
審
神
者
の
困
難
さ
を
問

い
、「
負
の
感
情
」
や
「
悪
」
の
問
題
が
本
パ
ネ
ル
の
統
一
テ
ー
マ
で
、

そ
れ
を
包
む
も
の
と
し
て
成
熟
・
忍
耐
・
待
つ
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
知
恵
や
愛
や
慈
悲
が
高
ま
る
に
は
成
熟
が
必
要
だ
、
鶴
岡
賀
雄
が
指

摘
し
た
、
妬
み
や
不
安
が
闇
の
中
に
あ
り
つ
つ
喜
ば
し
い
も
の
に
な
っ
て

い
く
の
は
愛
の
成
熟
、
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
の
指
摘
し
た
、
微
欲
に
気
づ
く
よ

る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。「
行
持
」
や
日
常
実
践
が
強
調
さ
れ
る
が
（「
平

常
心
是
道
」）、
禅
の
修
行
に
お
け
る
清
規
と
同
様
で
、
集
団
的
な
統
率
に

貢
献
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
こ
と
も
迷
わ
ず
に
、
全
体
や
組

織
の
求
め
る
と
こ
ろ
に
沿
っ
て
行
う
。
こ
れ
は
禅
堂
で
の
実
践
の
一
面
で

あ
る
が
、
戦
時
中
に
は
次
第
に
学
校
教
育
・
社
会
教
育
に
お
い
て
も
こ
の

よ
う
な
意
味
で
の
「
鍛
錬
」
が
強
調
さ
れ
た
。
オ
ウ
ム
真
理
教
で
は
建
前

は
個
人
の
修
行
が
優
位
に
あ
る
の
だ
が
、
実
際
に
は
集
団
目
標
が
優
位
に

立
つ
方
向
へ
と
進
ん
だ
。
た
だ
そ
の
集
団
目
標
は
教
祖
と
一
部
の
幹
部
し

か
わ
か
ら
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

鎌
田　

東
二

　

本
パ
ネ
ル
は
、
科
研
「
身
心
変
容
技
法
と
霊
的
暴
力
―
宗
教
経
験
に
お

け
る
負
の
感
情
の
浄
化
の
ワ
ザ
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
基
盤
Ａ
、
二

〇
一
五
年
度
―
二
〇
一
八
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
端
を
問
う
も
の
で
あ

り
、
そ
の
一
部
は
『
身
心
変
容
技
法
研
究
』（
通
算
七
号
）
に
発
表
し
て

い
る
。
本
パ
ネ
ル
で
は
、「
身
心
変
容
技
法
」
と
「
霊
的
暴
力
」
と
の
関

係
を
五
名
の
研
究
視
点
か
ら
問
い
か
け
た
。
各
自
の
論
点
に
つ
い
て
は
要

旨
の
通
り
で
あ
る
。「
身
心
変
容
技
法
」
と
は
、「
身
体
と
心
の
状
態
を
当

事
者
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
理
想
的
な
状
態
に
切
り
替
え
変

容
・
転
換
さ
せ
る
知
と
技
法
」
を
指
す
。
古
来
、
宗
教
・
芸
術
・
芸
能
・

武
道
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育
な
ど
の
諸
領
域
で
様
々
な
身
心
変
容
技
法
が
編

み
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
祈
り
・
祭
り
・
元
服
・
洗
礼
・
灌
頂
な
ど
の
伝

統
的
宗
教
儀
礼
、
瞑
想
・
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
武
道
・
武
術
・
体
術
な

ど
の
修
行
や
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
歌
・
合
唱
・
舞
踊
な
ど
の
芸
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没
後
一
〇
〇
年
か
ら
の
井
上
円
了
研
究
に
向
け
て代

表
者　

井
関　

大
介

司
会　

長
谷
川
琢
哉

円
了
妖
怪
学
の
再
検
討

井
関　

大
介

　

井
上
円
了
は
世
間
で
怪
し
ま
れ
不
思
議
が
ら
れ
る
物
事
の
全
て
を
ひ
と

ま
ず
「
妖
怪
」
と
定
義
す
る
が
、
人
々
が
そ
の
無
知
ゆ
え
に
た
だ
の
自
然

現
象
や
思
い
違
い
を
「
妖
怪
」
と
見
る
の
だ
と
、
西
洋
科
学
や
哲
学
に
よ

っ
て
そ
れ
ら
を
解
き
明
か
し
て
い
く
の
が
彼
の
妖
怪
学
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
、
円
了
は
「
仮
怪
を
去
り
て
真
怪
を
開
き
き
た
る
」
こ
と
が
妖
怪
学
の

目
的
だ
と
繰
り
返
し
主
張
し
て
お
り
、
手
を
尽
く
し
て
追
究
し
た
果
て

に
、
そ
れ
で
も
不
可
知
と
し
て
残
る
も
の
を
「
真
怪
」
と
呼
び
、
形
而

上
学
的
本
体
で
あ
る
「
理
想
」、
さ
ら
に
は
仏
教
の
「
真
如
」
や
儒
教
の

「
太
極
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
妖
怪
学
は
大
抵
、
近
代
的
合
理
主
義
者
に
よ
る
大
衆
啓
蒙

を
目
的
と
し
た
迷
信
撲
滅
運
動
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
特

に
哲
学
や
仏
教
思
想
の
面
か
ら
円
了
を
論
じ
る
研
究
者
か
ら
は
、
究
極
的

真
理
を
探
究
す
る
深
遠
な
学
問
で
あ
っ
た
と
す
る
評
価
も
な
さ
れ
て
い

る
。
大
衆
啓
蒙
も
、
真
理
探
究
も
、
確
か
に
円
了
自
身
が
妖
怪
学
著
作
の

随
所
で
主
張
し
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
見
し
て
膨
大
な
迷
信
撲
滅

作
業
に
か
ま
け
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
の
よ
う
な
妖
怪
学
に
よ
っ
て
、
ど

う
し
て
彼
が
い
う
よ
う
な
真
理
に
到
達
し
得
る
の
か
、
円
了
の
真
意
に
踏

み
込
ん
で
論
じ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

う
に
な
る
の
は
知
恵
の
成
熟
、
永
澤
哲
の
指
摘
し
た
、
魔
を
包
み
込
む
の

は
慈
悲
の
成
熟
、
そ
れ
に
対
し
て
島
薗
進
が
浮
き
彫
り
に
し
た
の
は
、
至

高
の
地
位
を
国
家
や
王
な
ど
が
占
め
る
際
に
宗
教
の
思
想
や
実
践
が
内
実

を
提
供
す
る
と
い
う
回
路
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
森
岡
正
芳
（
立
命
館
大

学
）
は
、
身
心
変
容
技
法
に
よ
っ
て
ど
こ
へ
変
容
し
よ
う
と
す
る
の
か
、

目
指
す
と
こ
ろ
は
何
か
、
そ
こ
を
誤
る
と
身
体
も
集
団
も
凝
り
固
ま
る
方

向
に
陥
る
危
惧
が
あ
り
、
日
本
文
化
と
社
会
に
根
深
く
潜
む
同
調
同
化
圧

力
が
背
景
に
あ
る
、
体
を
通
じ
て
型
を
仕
込
む
と
い
う
文
化
基
調
が
日
本

の
身
心
変
容
技
法
を
増
幅
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
大
熊

玄
（
立
教
大
学
）
は
、
島
薗
が
考
察
し
た
『
大
義
』
の
著
者
の
杉
本
五
郎

は
十
八
年
間
禅
の
修
行
を
し
て
き
た
が
戦
争
に
加
担
し
た
、
そ
の
行
為
や

考
え
は
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
出
来
事
や
問
題
と
も
関
連
す
る
の

で
は
な
い
か
と
問
う
た
。
堀
江
宗
正
（
東
京
大
学
）
は
、
井
上
が
言
う

「
錯
覚
―
脱
錯
覚
」
を
繰
り
返
す
身
心
変
容
の
道
と
、
意
識
変
容
の
中
で

見
え
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
ト
ラ
ウ
マ
に
由
来
す
る
と
捉
え
る
身
心
変
容
の
道
の

二
つ
が
あ
る
、
前
者
は
進
歩
主
義
的
だ
が
、
日
本
社
会
は
オ
ウ
ム
事
件
後

後
者
の
ト
ラ
ウ
マ
を
見
つ
め
る
方
向
に
転
じ
て
い
っ
た
、
し
か
し
現
在
は

傷
つ
い
た
自
我
を
癒
す
た
め
に
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
的
な
愛
国
心
へ
と
向
か
っ

て
い
る
、
第
三
の
道
は
あ
る
か
と
問
う
た
。
熱
気
に
満
ち
た
質
疑
応
答
を

通
し
て
、
こ
の
問
題
の
深
刻
さ
と
リ
ア
ル
さ
が
鮮
明
に
な
っ
た
。
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在
す
る
精
神
と
本
来
一
体
で
あ
る
よ
う
な
「
心
」
で
あ
り
、
西
洋
の
哲
学

者
の
霊
魂
不
滅
論
も
論
拠
と
し
つ
つ
、
ほ
ぼ
宋
学
の
天
の
「
理
」
と
人
の

「
性
」
と
の
関
係
と
同
じ
図
式
に
よ
っ
て
、
円
了
は
倫
理
を
基
礎
づ
け
よ

う
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
ま
た
、
円
了
は
妖
怪
学
著
作
に
お
い
て
近
世
知

識
人
の
鬼
神
論
を
多
く
引
用
し
、
自
ら
が
「
真
怪
」
と
呼
ぶ
真
理
も
既
に

彼
ら
が
語
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
妖
怪
学
は
単
純
な
近
代
主

義
の
産
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ
前
近
代
の
、「
宗
教
」
的
な
知
を
再
編
成

す
る
こ
と
で
、
東
洋
的
な
精
神
の
近
代
化
を
目
指
そ
う
と
す
る
営
み
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

　

も
と
よ
り
前
近
代
に
お
い
て
儒
教
や
仏
教
は
非
合
理
な
信
仰
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
論
理
的
か
つ
実
践
的
な
知
で
も
あ
っ
た
。
近
代
の
ア
カ
デ
ミ

ズ
ム
に
お
い
て
は
、
儒
教
や
仏
教
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
考
え
る
知
の
主
体

で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
対
象
と
し
て
研
究
す
る
と
い
う
客
体
側
に
割
り
振

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
円
了
は
そ
れ
と
は
異
な
る
実
践
的
な
知
と

し
て
「
東
洋
学
」
の
再
編
を
主
張
し
て
お
り
、
庶
民
向
け
に
構
築
さ
れ
た

と
い
う
妖
怪
学
も
、
そ
の
よ
う
な
試
み
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

進
化
論
受
容
者
と
し
て
の
井
上
円
了

ク
リ
ン
ト
ン
・
ゴ
ダ
ー
ル

　

明
治
時
代
に
は
進
化
論
が
様
々
な
思
想
家
・
学
者
に
よ
っ
て
語
ら
れ
て

い
た
が
、
進
化
論
を
論
じ
・
普
及
し
た
宗
教
者
の
役
割
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
仏
教
哲
学
者
と
し
て
広
く

知
ら
れ
て
い
る
井
上
円
了
は
、
進
化
論
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
多
く
の
著

作
で
進
化
論
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
拙
著
、D

arw
in, D

harm
a, and 

the D
ivine: E

volutionary T
heory and R

eligion in M
odern 

　

本
発
表
で
は
、
円
了
が
妖
怪
学
を
始
め
た
当
初
か
ら
最
晩
年
に
到
る
ま

で
、
心
理
学
こ
そ
が
妖
怪
学
の
中
心
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
た
こ
と
に
注

目
し
、「
妖
怪
学
は
心
理
学
を
牙
城
と
し
、
理
学
を
前
門
と
し
、
純
正
哲

学
を
後
門
と
す
る
」
と
い
う
円
了
の
こ
と
ば
が
、
実
は
そ
の
ま
ま
妖
怪
学

の
基
本
構
造
を
表
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
円
了
の
心
理
学
に
関
す
る

著
述
を
読
む
と
、
彼
に
と
っ
て
の
心
理
学
は
西
洋
の
実
証
的
科
学
と
し
て

の
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
助
け
を
借
り
る
こ
と
で
「
心

理
の
秘
鍵
に
よ
り
て
理
想
の
玄
門
を
開
示
せ
ん
と
す
る
」
も
の
で
あ
る
仏

教
の
唯
識
論
（
こ
れ
を
円
了
は
「
仏
教
心
理
学
」
と
し
て
論
じ
る
）
を
発

展
さ
せ
、
個
々
人
の
心
の
底
を
踏
み
抜
い
て
形
而
上
学
的
本
体
そ
の
も
の

で
あ
る
「
心
体
」（
＝「
真
如
」「
真
怪
」）
に
到
ら
ん
と
す
る
方
法
論
で
あ

っ
た
。
円
了
が
実
際
に
民
衆
相
手
に
妖
怪
学
を
講
じ
た
数
少
な
い
講
演
録

を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
「
妖
怪
」
を
錯
覚
や
勘
違
い
と
い
っ
た
心
理
由

来
の
「
虚
怪
」
や
「
仮
怪
」
と
し
て
否
定
し
た
上
で
、
そ
の
よ
う
に
「
妖

怪
」
を
生
み
出
す
「
心
」
こ
そ
が
真
の
不
思
議
で
あ
る
と
語
り
、
外
の

「
妖
怪
」
に
向
け
ら
れ
て
い
た
人
々
の
好
奇
心
を
内
の
「
心
」
へ
と
向
け

さ
せ
て
い
る
。「
妖
怪
」
に
惑
う
民
衆
の
心
情
は
、
実
は
世
界
自
体
の
不

思
議
に
畏
怖
す
る
哲
学
的
・
宗
教
的
心
情
に
つ
な
が
る
と
考
え
た
円
了

は
、「
心
」
の
不
思
議
へ
と
人
々
を
誘
う
縁
と
し
て
「
妖
怪
」
を
利
用
し
、

迷
信
に
満
ち
た
日
常
か
ら
橋
を
架
け
て
段
階
的
に
真
理
へ
と
導
く
実
践
的

学
問
と
し
て
妖
怪
学
を
構
想
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
妖
怪
研
究

は
人
心
の
秘
蔵
を
開
く
唯
一
の
鍵
」
と
も
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
一
方
で
そ
の
「
心
」
は
不
滅
の
「
霊
魂
」
で
も
あ
り
、「
霊
魂
」

こ
そ
が
「
真
怪
」
で
あ
る
と
論
じ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
「
霊
魂
」
と
は

死
後
に
存
続
す
る
個
々
人
の
自
我
な
ど
で
は
な
く
、
世
界
そ
の
も
の
に
内
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千
代
松
が
進
化
論
の
講
義
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う

に
、
哲
学
館
は
科
学
と
宗
教
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
っ

た
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
期
に
は
植
村
正
久
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
者
が
、
キ
リ
ス

ト
教
と
進
化
論
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
と
競
合
し
て
い

た
仏
教
者
も
ま
た
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
を
論
じ
て
い
た
。
つ

ま
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
競
合
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
仏
教
者
た

ち
は
進
化
論
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
論
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
円
了
は
進
化
論
の
哲
学
的
解
釈
も
唱
え
、
以
後
の
進
化
論
観
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
大
乗
仏
教
と
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
基
づ
き
、

円
了
は
進
化
論
の
唯
物
論
的
解
釈
を
批
判
し
た
。
当
時
日
本
で
唯
物
論
的

な
進
化
論
解
釈
を
広
め
た
の
は
、
東
京
帝
国
大
学
学
長
の
哲
学
者
、
加
藤

弘
之
で
あ
っ
た
。
加
藤
は
進
化
論
を
取
り
上
げ
な
が
ら
仏
教
を
厳
し
く
批

判
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
八
九
〇
年
代
に
い
わ
ゆ
る
「
唯
物
論
論
争
」
が

勃
発
し
、
加
藤
弘
之
と
仏
教
者
と
の
間
に
、
宗
教
、
進
化
論
、
唯
物
論
を

め
ぐ
る
論
争
が
生
じ
た
。
井
上
円
了
は
一
八
九
七
年
に
『
破
唯
物
論
』
を

発
行
し
た
が
、
そ
の
中
で
、
加
藤
と
ス
ペ
ン
サ
ー
の
思
想
を
批
判
し
、
唯

物
論
の
危
険
性
を
唱
え
た
。
そ
し
て
唯
物
論
的
進
化
論
に
対
し
て
は
、

「
理
想
的
な
」
進
化
論
を
唱
え
た
。
円
了
の
理
論
を
要
約
す
る
と
、
生
命

と
精
神
は
無
機
物
か
ら
進
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
生
命
と
精
神

は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
無
機
物
の
中
に
潜
ん
で
い
る
と
論
じ
、
唯
物
論
を

還
元
主
義
と
し
て
批
判
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
無
機
元
素
も
ま
た
一

活
物
」
で
あ
り
、
宇
宙
は
「
活
物
霊
体
」
と
な
る
。
ま
た
円
了
は
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
『
人
祖
論
』
を
援
用
し
て
進
化
倫
理
学
（evolutionary eth-

Japan

（『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ダ
ル
マ
、
神
│
│
近
代
日
本
に
お
け
る
進
化

論
と
宗
教
』）
で
は
、
近
代
日
本
の
宗
教
界
に
お
け
る
進
化
論
受
容
を
論

じ
た
が
、
そ
こ
で
は
井
上
円
了
の
進
化
論
を
取
り
上
げ
た
。
上
の
著
作
の

概
要
は
、（
一
）進
化
論
と
宗
教
と
の
関
係
に
注
目
し
た
場
合
、
日
本
に
お

い
て
進
化
論
が
「
難
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
明

治
時
代
か
ら
戦
後
に
か
け
て
様
々
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ

け
、
日
本
の
宗
教
思
想
家
た
ち
は
、
個
人
主
義
的
・
唯
物
論
的
・
無
神
論

的
な
進
化
論
解
釈
を
批
判
し
、
進
化
す
る
自
然
の
中
に
神
性
（
仏
性
）
を

認
め
、
共
存
共
栄
的
な
自
然
観
を
構
築
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。（
二
）進
化

論
と
政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
進
化
論
は
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
裏

づ
け
た
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
国
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
進
化
論
（
自
然

選
択
説
、
弱
肉
強
食
、
唯
物
論
）
と
の
間
に
違
和
感
・
緊
張
関
係
が
あ
っ

た
。
た
と
え
ば
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
や
社
会
主
義
者
た
ち
は
進
化
論
を
積
極
的

に
利
用
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
昭
和
初
期
の
紀
平
正
美
の
よ
う
な
国
体

イ
デ
オ
ロ
ー
グ
は
、
進
化
論
の
批
判
を
行
っ
て
い
た
。
本
発
表
で
は（
一
）

の
例
と
し
て
井
上
円
了
を
取
り
上
げ
る
。

　

井
上
円
了
の
目
的
の
一
つ
は
、
仏
教
思
想
の
哲
学
的
な
再
構
築
を
通
し

た
仏
教
の
復
興
で
あ
っ
た
。
仏
教
の
現
代
性
を
論
じ
た
『
仏
教
活
論
序

論
』
な
ど
の
多
く
の
著
作
で
、
進
化
論
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
円
了
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
異
な
り
、
仏
教
と
進
化
論
と
の
間
に

は
矛
盾
が
な
い
と
論
じ
た
。
著
作
や
講
演
な
ど
に
よ
っ
て
、
円
了
は
進
化

論
の
日
本
社
会
へ
の
普
及
に
貢
献
し
た
と
言
え
よ
う
。
進
化
論
と
科
学
思

想
を
丁
寧
に
説
明
し
た
彼
の
著
作
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
役
割

も
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
円
了
が
設
立
し
た
私
立
学
校
哲
学
館

は
、
学
者
、
宗
教
家
、
学
生
を
繋
げ
た
場
所
で
あ
り
、
生
物
学
者
の
石
川
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か
ら
、
卑
し
か
ら
ぬ
人
品
を
持
つ
こ
と
が
知
識
を
備
え
る
こ
と
よ
り
も
重

視
さ
れ
る
社
会
状
況
に
至
ら
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
。

　

さ
て
、
修
身
教
会
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
日
曜
教
会
に
範
を
取
っ
た
、
総

合
的
な
社
会
教
育
の
場
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
施
設

に
は
、
広
間
で
あ
る
会
堂
だ
け
で
な
く
、
図
書
室
を
設
置
も
予
定
し
て
い

る
。
教
会
に
集
ま
り
、
人
格
向
上
を
目
指
す
こ
と
、
社
会
の
動
き
に
気
を

配
ら
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
逆
に
、
休
日
に
無
用
の
遊
び
を
し
な
い
こ
と
、

酒
色
に
耽
溺
し
な
い
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
場
所

は
、
宗
教
教
会
で
行
う
と
し
て
、
寺
院
、
神
社
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
挙
が

っ
て
い
る
。
開
催
日
は
、
基
本
的
に
毎
日
曜
日
と
し
な
が
ら
、
地
域
の
実

情
に
合
わ
せ
て
回
数
の
減
を
認
め
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
主
催
者
は
、
町

村
長
な
ど
の
地
域
の
主
立
っ
た
者
が
想
定
さ
れ
、
講
演
者
と
し
て
、
小
学

教
師
と
僧
侶
が
挙
が
っ
て
い
る
。
対
象
で
あ
る
聴
衆
に
は
、
大
人
や
老
人

も
い
る
が
、
小
学
校
を
終
え
た
ば
か
り
の
年
代
が
第
一
に
考
え
ら
れ
、
徴

兵
ま
で
の
間
に
修
身
教
会
で
忠
孝
の
念
な
ど
を
植
え
つ
け
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

　

自
由
開
発
主
義
と
い
う
円
了
の
立
場
が
、「
修
身
教
会
設
立
に
就
き
て
」

で
、
繰
り
返
し
地
方
、
各
教
会
の
運
営
法
を
持
ち
出
し
、
統
一
的
、
集
権

的
な
教
会
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
か
た
ち
を
作
り
た
い

と
い
う
こ
と
の
表
れ
な
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
思
想
面
で
は
皇
運
扶
翼
な

ど
の
面
に
つ
い
て
、
全
体
的
に
は
一
様
で
同
解
釈
を
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
て
も
、
地
方
の
実
情
に
合
わ
せ
た
も
の
を
目
指
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
江
戸
時
代
に
ム
ラ
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
寺
院
を
修
身
教
会
の
集
会
所

に
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
仏
教
を
再
構
築
し
、
僧
侶
を
人
の
生
き

方
に
関
わ
る
存
在
に
変
え
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
円
了
は
、
修
身
教
会

ics

）
を
唱
え
、
良
心
は
順
応
遺
伝
（
進
化
）
よ
り
生
ず
る
と
い
う
性
善

説
を
新
た
に
語
り
直
し
た
。

井
上
円
了
か
ら
修
身
教
会
運
動
へ
の
視
座

出
野　

尚
紀

　

井
上
円
了
に
と
っ
て
修
身
教
会
と
そ
れ
に
続
く
国
民
道
徳
普
及
会
の
目

的
は
、「
健
全
な
る
国
民
思
想
の
涵
養
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
円
了

が
「
護
国
愛
理
」
の
も
と
に
自
己
の
使
命
と
し
て
挙
げ
た
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
哲
学
を
通
俗
化
す
る
こ
と
」
と
「
哲
学
を
実
行
化
す
る
こ
と
」
の
二
点

が
あ
る
が
、「
哲
学
」
を
「
修
身
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
の
使
命
に
も

適
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
検
証
し
た
。

　

ま
ず
、
修
身
教
会
を
設
立
し
た
円
了
は
、
こ
こ
で
の
「
修
身
」
を
ど
の

よ
う
な
意
味
で
使
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、「
自
己
の
正
し
い
行
い
、

自
己
の
行
い
が
善
で
あ
る
た
め
に
も
つ
尺
度
」
と
い
う
一
般
的
な
意
味
で

あ
る
。
特
に
定
義
と
し
て
は
、
一
九
〇
四
年
発
行
の
『
修
身
教
会
雑
誌
』

第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
修
身
教
会
設
立
に
就
き
て
」
に
お
い
て
、「
国

民
に
吾
人
平
常
守
る
べ
き
諸
般
の
道
徳
」
と
見
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
忠
孝
を
そ
の
教
え
る
べ
き
基
本
と
し
な
が
ら
、
徳
目
と
し

て
、「
倹
約
、
勉
強
、
立
志
、
忍
耐
、
克
己
、
節
制
、
正
義
、
博
愛
、
誠

実
、
信
用
、
摂
生
、
自
重
、
独
立
、
自
営
、
立
身
、
出
世
」
と
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
次
に
、
円
了
の
修
身
教
会
設
立
の
動
機
と
し
て
は
、
明
治
以
前

は
日
本
独
自
の
社
会
状
況
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
欧

米
の
実
学
的
な
学
問
を
多
く
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
も
と
も
と
の
日

本
社
会
が
も
っ
て
い
た
面
と
新
た
な
面
が
融
合
し
て
い
な
い
と
感
じ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
円
了
は
、
近
視
眼
的
な
実
学
重
視
の
状
態
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な
哲
学
史
の
範
囲
に
収
ま
ら
な
い
側
面
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、

円
了
が
晩
年
に
構
想
し
た
一
種
の
新
宗
教
で
あ
る
「
哲
学
宗
」
を
例
に
と

る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
円
了
に
お
け
る
「
哲
学
」
を
全
幅
の
射
程
を
も
っ

て
と
ら
え
る
に
は
、
既
存
の
「
哲
学
」
概
念
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な

く
、
近
代
と
い
う
時
代
に
お
い
て
「
科
学
」、「
宗
教
」、「
道
徳
」
と
い
っ

た
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
の
関
係
の
中
で
、
そ
れ
ら
が
再
編
さ
れ
て
い
く
プ
ロ

セ
ス
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

円
了
の
議
論
の
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
に
お
け
る
「
宗
教
」（
的
な
も

の
）
の
再
編
が
あ
っ
た
。
欧
米
諸
国
で
は
「
科
学
と
宗
教
と
の
葛
藤
」
に

よ
っ
て
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
は
懐
疑
と
不
信
に
晒
さ
れ
、
宗
教
に
支
え
ら

れ
て
き
た
道
徳
に
も
混
乱
が
生
じ
て
い
た
。
そ
れ
と
共
に
、
伝
統
的
な
キ

リ
ス
ト
教
に
代
わ
る
宗
教
、
な
い
し
代
替
宗
教
の
探
求
も
盛
ん
に
な
っ

て
い
た
。
円
了
も
そ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
、「
道
理
的
宗
教
」
と
し
て

「
仏
教
」
を
語
り
直
し
、
そ
こ
か
ら
「
道
徳
」
や
社
会
実
践
を
基
礎
づ
け

る
こ
と
を
試
み
た
。

　

科
学
あ
る
い
は
「
実
験
の
諸
学
」
に
抗
し
て
宗
教
な
い
し
仏
教
を
擁
護

す
る
た
め
に
円
了
が
注
目
し
た
の
が
「
哲
学
」
で
あ
る
。
科
学
が
「
有
形

上
の
真
理
」
を
扱
う
の
に
対
し
て
、
哲
学
は
「
無
形
上
の
真
理
」
を
対
象

と
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
「
現
象
世
界
」
を
超
え
た
「
実
体
世

界
」
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
哲
学
は
、
人
智
を
超
え
た
無
形

の
真
理
を
、
人
智
の
側
か
ら
探
求
す
る
学
問
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は

「
宗
教
」
と
も
区
別
さ
れ
る
。
円
了
に
お
い
て
宗
教
は
、
人
智
を
超
え
た

真
理
を
、
人
智
の
側
へ
と
「
及
ぼ
す
」
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
円
了
に

お
け
る
「
哲
学
」
と
「
宗
教
」
と
の
絡
み
合
い
が
あ
り
、
そ
れ
が
き
わ
め

て
具
体
的
な
か
た
ち
で
顕
在
化
す
る
の
が
「
哲
学
宗
」
の
構
想
で
あ
る
。

と
い
う
日
曜
学
校
を
各
町
村
に
ま
ず
作
り
、
小
学
校
だ
け
で
は
不
十
分
な

倫
理
教
育
を
行
い
、
そ
の
倫
理
観
を
身
に
つ
け
た
優
れ
た
国
民
が
い
れ

ば
、
近
い
と
こ
ろ
で
は
、
火
急
の
難
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
に
勝
つ
こ

と
が
で
き
、
戦
勝
後
に
は
、
世
界
に
た
い
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
海
東
の
盛
国
と
な
れ
る
こ
と
を
夢
想
し
て
記
し
た
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
教
会
の
規
範
を
記
し
、
講
演
に
赴
く
と
は
記
す
が
、
自
分

が
主
体
的
に
組
織
を
作
っ
た
り
、
行
動
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
述

べ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
も
各
地
の
修
身
教
会
か
ら
の
活
動
報
告
を
紹
介

す
る
だ
け
で
、
講
演
以
外
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

円
了
に
と
っ
て
の
修
身
教
会
運
動
と
は
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
す
る
国
民

が
行
う
運
動
と
い
う
実
行
化
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
交
わ
っ
た
各
地

の
修
養
会
や
仏
教
会
、
青
年
団
、
処
女
会
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
に
、
勤
勉
で

非
道
に
走
ら
な
い
と
い
っ
た
自
ら
の
理
想
社
会
と
い
う
目
的
と
な
る
も
の

を
与
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

井
上
円
了
に
お
け
る
「
哲
学
」
概
念
の
再
考

│
│ 「
哲
学
宗
」
を
中
心
に
し
て 

│
│

長
谷
川
琢
哉

　

真
宗
大
谷
派
の
留
学
生
と
し
て
東
京
大
学
哲
学
科
で
学
び
、『
仏
教
活

論
序
論
』
等
の
著
作
で
仏
教
の
復
興
を
試
み
た
井
上
円
了
の
思
想
と
行

動
の
中
心
に
は
、
つ
ね
に
「
哲
学
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
円
了
は

日
本
で
最
初
に
正
規
の
教
育
を
受
け
た
「
哲
学
者
」
の
一
人
で
あ
る
。
実

際
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
円
了
を
明
治
・
大
正
期
の
「
哲
学
者
」
と

し
て
評
価
し
、
近
代
日
本
哲
学
史
の
内
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
試
み
が
な

さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
円
了
に
お
け
る
「
哲
学
」
は
、
標
準
的
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と
い
う
極
限
的
な
形
態
を
こ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

井
関　

大
介

　

井
上
円
了
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）
は
真
宗
大
谷
派
末
寺
に
生
ま

れ
、
本
山
の
留
学
生
と
し
て
東
京
大
学
哲
学
科
で
学
ん
だ
後
、
仏
教
の
近

代
化
や
妖
怪
学
の
提
唱
、
哲
学
館
（
後
の
東
洋
大
学
）
の
創
立
と
運
営
、

全
国
巡
講
な
ど
の
教
育
活
動
な
ど
に
邁
進
し
た
が
、
そ
の
思
想
と
行
動
は

多
岐
に
わ
た
り
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
枠
を
大
き
く
逸
脱
す
る
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
の
多
く
は
円
了
を
「
哲
学
者
」
や
「
仏
教

者
」
と
し
て
扱
い
、
日
本
哲
学
史
や
近
代
仏
教
史
の
展
開
の
中
に
位
置
づ

け
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
姉
崎
正
治
や
清
沢
満
之
と
い
っ
た
近
代
的
学

者
・
宗
教
者
の
「
前
史
」
と
い
う
よ
う
な
低
い
評
価
が
な
さ
れ
が
ち
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
近
年
の
宗
教
学
に
お
い
て
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
る

「
宗
教
」
概
念
や
「
仏
教
」
概
念
の
再
考
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
う
し

た
カ
テ
ゴ
リ
を
以
て
円
了
を
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
自
体
に
限
界
が
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
近
代
の
学
問
・
宗
教
が
制
度
化
さ
れ
て
い
く
の
を

横
目
に
見
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
も
厭
わ
な
い
円
了
の
、
実

に
広
い
領
域
に
わ
た
る
思
想
・
実
践
を
総
合
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、

近
現
代
の
常
識
か
ら
は
「
逸
脱
」
と
見
え
る
よ
う
な
個
々
の
思
想
・
実
践

を
、
円
了
自
身
の
意
図
に
沿
っ
て
辿
り
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
右
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
も
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
円
了

研
究
を
批
判
的
に
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
今
後
の
研
究
の
た
め
の
新
た
な
視
座

を
共
同
で
探
る
こ
と
を
試
み
た
。
特
に
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
は
周
辺

的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
複
数
の
主
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

　

と
こ
ろ
で
円
了
は
、「
哲
学
館
事
件
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
学
校
経
営

を
引
退
し
、
以
後
、
幅
広
い
民
衆
教
育
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ

が
キ
リ
ス
ト
教
の
日
曜
学
校
を
モ
デ
ル
と
し
て
道
徳
教
育
を
行
う
「
修
身

教
会
」
で
あ
る
。
円
了
の
「
哲
学
宗
」
の
構
想
は
、
修
身
教
会
運
動
の
延

長
線
上
に
あ
っ
た
。
哲
学
宗
の
課
題
は
「
哲
学
を
実
行
化
」
す
る
こ
と
と

し
て
定
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
知
的
な
推
論
に
よ
っ
て
絶
対
へ
と
進
ん
で
い

く
「
向
上
的
」
方
面
で
は
な
く
、
絶
対
に
触
れ
、
そ
の
働
き
に
感
化
さ
れ

る
と
い
う
哲
学
の
「
向
下
」
的
方
面
を
押
し
進
め
る
も
の
と
な
る
。
そ
し

て
円
了
に
お
い
て
そ
の
よ
う
に
「
実
行
」
さ
れ
た
「
哲
学
」
は
「
宗
教
」

に
な
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
哲
学
宗
に
お
い
て
は
、
絶
対
を
知
的
に
認

識
す
る
の
で
は
な
く
、「
信
仰
の
眼
」
に
よ
っ
て
絶
対
を
自
身
に
現
前
さ

せ
る
こ
と
が
主
眼
と
な
る
。
そ
の
よ
う
に
精
神
に
現
前
し
た
絶
対
を
、
円

了
は
「
絶
対
無
限
尊
」
と
名
づ
け
、「
哲
学
宗
」
の
本
尊
と
す
る
。
そ
れ

は
も
は
や
抽
象
的
な
絶
対
で
は
な
く
、「
真
善
美
の
光
」
を
放
つ
「
徳
」

と
し
て
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
に
感
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
は
初
め
て
道

徳
的
行
為
が
可
能
と
な
る
と
す
る
。

　

円
了
は
哲
学
の
「
向
下
」
的
方
向
を
、
民
衆
教
育
に
お
い
て
実
現
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
哲
学
の
「
向
上
門
」
と
「
向
下
門
」
を
出
来

う
る
限
り
簡
略
化
す
る
。
哲
学
書
を
読
む
こ
と
を
勧
め
る
の
で
は
な
く
、

誰
に
で
も
わ
か
り
や
す
く
哲
学
の
発
展
を
説
く
五
〇
首
の
「
哲
学
和
讃
」

を
つ
く
り
、「
絶
対
無
限
尊
」
を
心
に
描
く
た
め
の
方
法
と
し
て
称
名
法

を
提
案
し
た
。
ま
た
「
南
無
絶
対
無
限
尊
」
を
本
尊
と
し
た
哲
学
堂
公
園

を
整
備
し
、
そ
こ
を
「
道
徳
山
哲
学
寺
」
の
本
山
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な

「
哲
学
宗
」
の
構
想
は
円
了
の
逝
去
に
よ
っ
て
こ
れ
以
上
実
現
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
「
哲
学
」
そ
の
も
の
が
「
宗
教
」
化
さ
れ
る
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主
義
的
に
過
ぎ
る
と
い
っ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
批
判
は
輪
郭
を
失
い
、

逆
に
宗
教
／
哲
学
と
い
っ
た
近
代
的
二
分
法
の
虚
構
性
を
暴
き
立
て
る
顕

著
な
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
」（
Ｂ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
）
と
し
て
の
輝
き
を
見
せ

始
め
る
。
円
了
の
領
域
横
断
的
と
見
え
る
歩
み
を
辿
る
こ
と
は
、
近
代
の

諸
制
度
を
問
い
直
す
作
業
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

　

来
年
は
没
後
一
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
円
了
で
あ
る
が
、
特
に
近
年

は
基
礎
的
研
究
の
集
成
と
公
開
、
研
究
拠
点
の
整
備
が
進
み
、
研
究
の
機

運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
特
定
の
学
問
分
野
の
物
語
へ
と
還
元

す
る
こ
と
な
く
、
よ
り
実
り
多
い
円
了
研
究
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
研
究
者
も
ま
た
領
域
横
断
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
が
、
本
パ
ネ
ル
を
以
て
そ
の
端
緒
と
し
た
い
。

て
、
円
了
と
い
う
人
物
を
あ
ら
た
め
て
近
代
史
の
よ
り
広
い
文
脈
の
中
に

位
置
づ
け
直
す
た
め
の
準
備
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
井
関
大
介
「
円
了
妖
怪
学
の
再
検
討
」
で
は
、
従
来
は
「
近
代

主
義
者
に
よ
る
大
衆
啓
蒙
」
と
見
ら
れ
て
き
た
円
了
の
妖
怪
学
の
中
心
軸

が
、
む
し
ろ
仏
教
・
儒
教
と
い
う
在
来
の
前
近
代
的
・
宗
教
的
な
知
を
西

洋
科
学
で
補
い
、
庶
民
に
も
実
践
可
能
な
道
と
し
て
再
編
す
る
構
想
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
続
い
て
、
ク
リ
ン
ト
ン
・
ゴ
ダ
ー
ル
「
進

化
論
受
容
者
と
し
て
の
井
上
円
了
」
で
は
、
日
本
近
代
の
多
様
な
進
化
論

受
容
に
お
け
る
円
了
の
位
置
を
論
じ
た
。
円
了
は
非
唯
物
論
的
な
（
ロ
マ

ン
主
義
的
あ
る
い
は
宗
教
的
な
）
進
化
論
を
提
唱
し
、
宇
宙
を
「
活
物
霊

体
」
と
見
た
が
、
そ
の
よ
う
な
進
化
論
理
解
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
円
了
の

仏
教
論
、
純
正
哲
学
や
妖
怪
学
な
ど
の
全
体
に
お
い
て
通
奏
低
音
の
よ
う

に
響
き
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
出
野
尚
紀
「
井
上
円
了
か
ら
修
身
教
会

運
動
へ
の
視
座
」
で
は
、
円
了
の
主
張
し
た
「
哲
学
の
実
行
化
・
通
俗

化
」
と
い
う
観
点
か
ら
修
身
教
会
運
動
を
論
じ
た
。
そ
れ
は
円
了
が
訪
欧

時
に
実
見
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
日
曜
学
校
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
哲
学
・
倫

理
・
宗
教
・
教
育
を
独
自
の
鋳
型
に
流
し
込
む
よ
う
に
、
一
つ
の
新
た
な

社
会
教
育
体
制
と
し
て
実
現
せ
ん
と
す
る
構
想
で
あ
っ
た
。
長
谷
川
琢
哉

「
井
上
円
了
に
お
け
る
「
哲
学
」
概
念
の
再
考
―
「
哲
学
宗
」
を
中
心
に

し
て
―
」
で
は
、
そ
も
そ
も
円
了
の
道
理
的
宗
教
と
し
て
の
仏
教
と
い
う

論
が
、
西
欧
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
否
定
の
中
で
高
ま
っ
た
「
代
替
宗
教
」

へ
の
要
請
に
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
、
そ
う
し
た
彼
の
哲
学
／

宗
教
観
の
一
つ
の
帰
結
と
し
て
、「
南
無
絶
対
無
限
尊
」
の
称
名
で
知
ら

れ
る
「
哲
学
宗
」
の
問
題
を
論
じ
た
。

　

か
く
も
広
範
な
模
索
の
跡
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
彼
の
宗
教
観
が
主
知
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東
西
を
往
還
す
る
日
本
仏
教

│
│ 

鈴
木
大
拙
と
そ
の
周
辺
の
思
想
交
流
か
ら 

│
│

代
表
者　

守
屋
友
江

コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

吉
永
進
一

T
he E

astern Buddhist

第
一
期
の
購
読
者
リ
ス
ト
に
つ
い
て

日
沖　

直
子

　

一
九
二
一
年
に
大
谷
大
学
の
東
方
仏
教
徒
協
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
雑

誌T
he E

astern Buddhist
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
と
戦
後
の
休

刊
期
を
の
ぞ
い
て
現
在
も
刊
行
さ
れ
、
仏
教
学
界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
い

わ
ば
「
老
舗
」
の
英
文
仏
教
雑
誌
で
あ
る
。
初
代
エ
デ
ィ
タ
ー
の
鈴
木

大
拙
（D

. T
. Suzuki,

一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
と
鈴
木
ビ
ア
ト
リ
ス

（Beatrice Lane Suzuki,

一
八
七
八
？
―
一
九
三
九
）
夫
妻
は
、
刊

行
当
時
に
掲
げ
ら
れ
た
、
仏
教
研
究
の
国
際
化
を
通
し
て
「
仏
教
の
真
精

神
を
東
西
に
わ
た
り
て
宣
揚
」（
広
告
「
愛
読
者
諸
君
へ
敬
告
」
一
九
二

一
年
春
）
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
、
雑
誌
の
編
集
作
業
に
心
血
を
そ
そ

ぐ
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
交
流
関
係
を
駆
使
し
て
読
者
獲
得
に
努
め
て
い

た
。

　

現
在
、
鈴
木
夫
妻
の
蔵
書
と
遺
品
を
管
理
す
る
公
益
財
団
法
人
松
ヶ
岡

文
庫
に
は
、
夫
妻
を
軸
と
し
て
形
成
さ
れ
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
り

さ
ま
を
物
語
る
雑
誌
購
読
者
と
雑
誌
交
換
提
携
先
の
リ
ス
ト
が
残
さ
れ
て

い
る
。
鈴
木
夫
妻
自
身
の
手
に
よ
る
そ
の
リ
ス
ト
は
、
内
容
か
ら
、
一
九

二
六
年
か
ら
二
七
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
購
読
者
お

よ
び
提
携
先
は
、
日
本
と
欧
米
諸
国
だ
け
で
な
く
南
ア
ジ
ア
各
地
に
お
よ

ん
で
い
る
。

　

T
hom
as A

. T
w
eed

に
よ
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
欧
米
の

仏
教
者
・
仏
教
シ
ン
パ
に
は
、
秘
教
主
義
者
、
合
理
主
義
者
、
ロ
マ
ン
主

義
者
、
と
い
う
三
つ
の
主
な
タ
イ
プ
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
ら
、
い
わ
ば
国
際
仏
教
研
究
黎
明
期
の
次
の
世
代
と
し
て
、
二

つ
の
大
戦
間
の
時
期
、
英
語
に
よ
る
仏
教
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
核
の
一

つ
で
あ
っ
たT

he E
astern Buddhist

の
購
読
者
は
、
右
記
三
タ
イ

プ
を
包
括
し
、
そ
こ
に
、
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
関
係
者
と

宗
教
学
者
た
ち
、
さ
ら
に
「
東
方
」
仏
教
の
国
際
化
に
賛
同
し
た
日
本
人

研
究
者
と
支
援
者
た
ち
の
名
を
加
え
て
い
る
。

　

詳
し
く
購
読
者
リ
ス
ト
を
見
分
す
る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
秘
教
主
義

者
タ
イ
プ
、
す
な
わ
ち
神
智
学
徒
や
秘
教
関
係
雑
誌
と
の
提
携
が
際
立

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
リ
ス
ト
に
あ
る
秘
教
主
義
者
た
ち
の
中
で

特
筆
す
べ
き
は
、
神
智
学
雑
誌Buddhism

 in E
ngland

関
係
者
で

戦
後
大
拙
の
英
文
著
作
の
発
行
人
と
な
っ
たChristm

as H
um
phreys

や
、
大
拙
を
は
じ
め
日
本
の
仏
教
者
に
ス
エ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
主
義
を
紹

介
し
た
と
さ
れ
るA

lbert J. Edm
unds

で
あ
ろ
う
。
秘
教
主
義
者
、

合
理
主
義
者
両
タ
イ
プ
に
読
ま
れ
た
大
菩
提
会
の
雑
誌M

aha Bodhi

と
は
、
交
換
提
携
だ
け
で
な
く
、
広
告
を
相
互
に
掲
載
す
る
関
係
で
あ

っ
た
。
第
二
に
、
海
外
の
研
究
者
の
名
前
と
し
て
、Sylvain Lévi

や

Rhys-D
avids

夫
人
の
よ
う
な
仏
教
研
究
者
だ
け
で
な
く
、K

enneth 
Saunders

やJam
es Bissett Pratt

と
い
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神

学
者
が
購
読
者
リ
ス
ト
に
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
黎
明
期
以
降
の
新
た

な
傾
向
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
日
本
人
の
購
読
者
で

あ
る
が
、
龍
谷
大
学
の
英
語
教
員
だ
っ
た
宇
津
木
二
秀
、
ハ
ワ
イH

on-
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た
千
崎
の
活
動
は
、
ア
メ
リ
カ
禅
の
確
立
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
発
表
で
は
、
千
崎
が
ア
メ
リ
カ
で
開
設
し
た
「
浮
遊
禅
堂
」

（floating zendo

）
と
「
東
漸
禅
窟
」
と
い
う
二
つ
の
禅
堂
活
動
の
様

子
と
特
徴
、
鈴
木
と
の
交
流
や
外
国
人
修
行
者
の
来
日
に
関
す
る
両
者
の

連
携
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

千
崎
は
一
九
〇
六
年
、
師
・
宗
演
の
ア
メ
リ
カ
講
演
旅
行
に
同
行
す
る

形
で
渡
米
し
た
。
宗
演
帰
国
後
も
当
地
に
残
り
、
流
転
の
末
、
一
九
二
二

年
に
浮
遊
禅
堂
、
一
九
二
八
年
に
東
漸
禅
窟
を
開
設
す
る
。
仏
教
に
関
心

を
も
つ
数
名
の
ア
メ
リ
カ
人
と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
浮
遊
禅
堂
は
、
必
要

に
応
じ
て
貸
部
屋
を
借
り
て
布
教
を
行
う
、
い
わ
ば
移
動
式
禅
堂
で
あ
っ

た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
支
援
者
を
得
た
千
崎
は
、
次
に
東
漸
禅
窟
を
開

設
し
、
以
降
、
晩
年
に
至
る
ま
で
ア
メ
リ
カ
で
禅
布
教
に
従
事
す
る
。
千

崎
は
、
鈴
木
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
宗
演
門
下
同
様
、
在
米
邦
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
対
象
と
す
る
仏
教
諸
派
の
組
織
的
布
教
か
ら
歩
を
進
め
た
、
外

国
人
布
教
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
た
。
い
ず
れ
の
禅
堂
に
も
、
キ

リ
ス
ト
教
徒
や
イ
ス
ラ
ム
教
神
秘
主
義
者
な
ど
を
含
む
多
様
な
思
想
信
条

を
も
つ
人
々
が
集
い
、
経
典
講
読
、
坐
禅
指
導
、
語
録
の
提
唱
な
ど
ひ
と

通
り
の
禅
修
行
が
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
点
は
、
当
時
の

仏
教
布
教
活
動
の
な
か
で
は
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
法
話
の
内
容
は

禅
の
教
義
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
大
乗
仏
教
全
般
、
と
き
に
は
東
洋
思
想
に

ま
で
及
び
、
坐
禅
の
実
践
に
至
っ
て
は
椅
子
を
導
入
す
る
な
ど
、
伝
統
的

な
日
本
仏
教
を
改
変
し
た
新
し
い
ア
メ
リ
カ
禅
の
原
型
を
つ
く
っ
た
。

　

一
八
九
〇
年
代
に
と
も
に
円
覚
寺
で
修
行
し
て
い
た
千
崎
と
鈴
木
は
、

一
九
三
六
年
、
世
界
信
仰
会
議
出
席
で
渡
欧
し
て
い
た
鈴
木
が
ア
メ
リ
カ

に
立
ち
寄
っ
た
際
に
再
会
す
る
。
資
料
か
ら
は
、
鈴
木
が
ア
メ
リ
カ
の
諸

pa H
ongw

anji M
ission

の
今
村
恵
猛
、
高
楠
順
次
郎
ら
が
興
し
た
雑

誌Y
oung E

ast

と
の
提
携
な
ど
、
国
際
派
仏
教
者
グ
ル
ー
プ
と
並
ん

で
、
安
宅
弥
吉
の
よ
う
な
支
援
者
、
ま
た
、
大
谷
家
の
連
枝
で
中
国
仏
教

研
究
者
の
大
谷
瑩
成
の
名
前
が
あ
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

　

さ
ら
にT

he E
astern Buddhist

に
先
行
し
た
英
文
仏
教
雑
誌T

he 
Light of D

harm
a, T
he M

ahayanist, Buddhist R
eview

の
書
評

欄
や
購
読
先
リ
ス
ト
を
み
て
も
、
秘
教
系
仏
教
シ
ン
パ
の
読
者
の
存
在
が

雑
誌
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
日
本
仏
教
海
外
発
信

の
「
足
が
か
り
」
が
神
智
学
徒
で
あ
る
こ
と
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
始
ま

っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
シ
カ
ゴ
宗
教
会
議
前
後
の
神
智
学
と
の
交
流
熱

は
日
本
国
内
の
仏
教
界
で
は
一
旦
終
息
し
て
い
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
仏
教
と
い
う
舞
台
の
上
で
は
神
智
学
系
団
体
は
二
〇
年
代
に
も
大
き
な

役
割
を
演
じ
て
お
り
、T

he E
astern Buddhist

や
先
行
三
誌
の
よ
う

に
、
雑
誌
「
本
文
」
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
の
な
か
に
神
智
学
に
関
連
す
る

も
の
が
一
切
な
い
場
合
で
も
、
本
文
外
の
書
評
欄
や
編
集
後
記
、
広
告
な

ど
に
は
秘
教
主
義
者
た
ち
と
の
交
流
が
う
か
が
え
、
本
発
表
で
取
り
上
げ

た
購
読
者
リ
ス
ト
に
も
そ
れ
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

千
崎
如
幻
の
米
国
禅
布
教
に
お
け
る
特
質

│
│ 

浮
遊
禅
堂
と
東
漸
禅
窟
の
実
態 

│
│

末
村　

正
代

　

千
崎
如
幻
（
一
八
七
六
―
一
九
五
八
）
は
、
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
―

一
九
六
六
）
と
同
じ
く
釈
宗
演
門
下
の
禅
僧
で
、
約
五
〇
年
に
渡
っ
て
ア

メ
リ
カ
で
禅
布
教
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
研
究
の

俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
前
半
に
展
開
さ
れ
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け
、
実
際
に
修
行
者
を
送
り
込
み
、
そ
の
ル
ー
ト
を
確
立
し
た
。
こ
の
よ

う
な
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
禅
を
め
ぐ
る
動
勢
は
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
誕
生
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

鈴
木
大
拙
と
岡
倉
覚
三

│
│ 

英
語
圏
に
伝
え
ら
れ
た
禅
と
日
本
文
化 

│
│

岡
本　

佳
子

　

本
発
表
は
、
明
治
期
の
美
術
史
家
・
在
家
仏
教
徒
で
あ
っ
た
岡
倉
覚
三

（
天
心
、
一
八
六
三
―
一
九
一
三
）
の
英
文
著
述
の
歴
史
的
意
義
を
、
禅

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
見
地
に
絞
っ
て
捉
え
直
し
、
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇

―
一
九
六
六
）
の
営
為
と
交
差
す
る
地
点
を
探
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
終
盤
か
ら
、
日
本
の
仏
教
者
や
知
識
人
た
ち
に
よ
っ
て

「
禅
」
を
日
本
語
読
み
のZen

と
し
て
紹
介
す
る
欧
文
の
文
献
や
雑
誌
論

説
が
出
版
さ
れ
始
め
た
。
一
九
〇
三
年
刊
行
の
岡
倉
の
英
文
著
述
『
東
洋

の
理
想
』（T

he Ideals of the E
ast w

ith Special R
eference to 

the A
rt of Japan

）
は
、Zen

に
言
及
し
た
早
い
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

日
本
の
美
術
史
を
叙
述
し
た
こ
の
本
の
中
で
、
岡
倉
は
禅
の
影
響
の
も
と

に
展
開
さ
れ
た
足
利
時
代
の
雪
舟
や
雪
村
の
水
墨
画
を
、
精
神
の
表
現
を

重
視
す
る
ア
ジ
ア
美
術
の
頂
点
に
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
十
牛
図
の
解

説
も
し
て
い
る
。
岡
倉
が
紹
介
し
た
禅
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
後
に
大
拙

が
発
信
し
た
所
謂
「
鈴
木
禅
」
と
は
異
な
り
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本
に

お
け
る
一
般
的
な
理
解
の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
〇
六
年
出
版
の
『
茶
の
本
』（T

he Book of T
ea

）
で
は
、
岡

倉
は
日
本
の
茶
道
の
思
想
的
原
点
と
し
て
、
中
国
禅
が
老
荘
思
想
の
大
き

大
学
で
講
義
を
行
っ
て
い
た
一
九
五
〇
年
代
、
両
者
が
比
較
的
頻
繁
に
会

っ
て
い
た
こ
と
や
、
鈴
木
が
千
崎
の
活
動
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
、
ア
メ

リ
カ
に
住
む
千
崎
の
た
め
に
、
鈴
木
が
資
料
や
文
献
の
調
達
に
積
極
的
に

協
力
し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
千
崎
の
外

国
人
弟
子
の
来
日
に
対
し
て
も
影
響
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
千
崎
の
弟

子
に
は
、
日
本
で
の
禅
修
行
を
実
現
し
た
複
数
の
外
国
人
弟
子
が
存
在
す

る
の
だ
が
、
鈴
木
は
妻
ビ
ア
ト
リ
ス
や
関
係
者
へ
の
書
簡
で
し
ば
し
ば
こ

れ
ら
の
弟
子
た
ち
に
言
及
し
、
報
告
や
手
助
け
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。

日
米
で
展
開
さ
れ
た
こ
う
し
た
活
動
に
は
、
外
国
人
指
導
者
を
育
成
し
、

さ
ら
な
る
禅
の
国
際
化
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
両
者
の
思
惑
を
見
て
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
戦
後
に
千
崎
や
鈴
木
と
出
会
い
、
日
米
両
国

で
禅
修
行
を
行
っ
た
後
、
ハ
ワ
イ
で
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
サ
ン
ガ
を
開
設
し

たRobert A
itken

は
、「
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
禅
」
の
先
駆

け
と
な
る
事
例
で
あ
る
。
外
国
人
弟
子
の
来
日
に
関
し
て
、
千
崎
と
鈴
木

が
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
連
携
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
確
か
な
資
料

は
い
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
鈴
木
は
千
崎
と
そ
の
弟
子

た
ち
の
動
向
を
把
握
し
、
関
与
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
千
崎
の
ア
メ
リ
カ
禅
布
教
の
特
徴
は
外
国
人

を
対
象
と
し
た
点
に
あ
り
、
そ
の
実
態
は
宗
派
の
伝
統
に
も
と
づ
く
法
話

や
坐
禅
の
形
式
を
と
き
に
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
外
国
人
を
対
象
と

す
る
点
は
鈴
木
を
は
じ
め
と
す
る
釈
宗
演
門
下
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
特

徴
で
あ
り
、
こ
う
し
た
戦
略
や
活
動
は
、
臨
済
禅
が
よ
り
迅
速
に
ア
メ
リ

カ
に
根
づ
く
要
因
と
な
っ
た
。
千
崎
や
鈴
木
は
、
教
団
と
し
て
の
公
的
な

布
教
活
動
に
従
事
し
た
わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
で

連
携
し
な
が
ら
日
本
の
寺
院
に
外
国
人
修
行
者
の
受
け
入
れ
を
働
き
か
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の
要
と
し
て
再
編
す
る
方
向
へ
と
向
か
う
。

　

大
拙
に
よ
る
禅
の
理
想
化
や
、
禅
の
影
響
を
過
大
評
価
し
た
「
日
本
文

化
」
論
は
、
こ
れ
ま
で
批
判
を
受
け
て
き
た
。
だ
が
ヨ
ー
ン
・
ボ
ル
ッ
プ

が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、「
鈴
木
禅
」
は
大
拙
ひ
と
り
で
は
な
く
、
東
西

の
仏
教
者
・
仏
教
シ
ン
パ
た
ち
が
網
の
目
の
よ
う
に
織
り
な
し
た
思
想

的
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
働
き
や
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
往
復
運
動
に

よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
禅
に
重
点

を
置
い
た
「
日
本
文
化
」
観
に
つ
い
て
も
同
様
の
文
脈
で
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
禅
ブ
ー
ム
に
は
及
ば
な
い

が
、『
禅
と
日
本
文
化
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代

に
は
、
日
本
人
著
者
の
文
献
か
ら
学
ん
だ
西
洋
人
に
よ
る
日
本
仏
教
や
禅

に
関
す
る
著
述
が
す
で
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
大
拙
も
こ
れ
ら
に
言
及
し

て
い
る
。
大
拙
の
『
禅
と
日
本
文
化
』
は
、
岡
倉
の
生
前
の
時
期
以
上

に
、「
禅
」
や
「
日
本
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
る
東
西
間
の
思
想
往
還
が

進
展
し
て
い
た
状
況
に
よ
っ
て
産
み
出
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
人
に
説
く
禅
と
真
宗

│
│ 

鈴
木
大
拙
の
在
米
講
演
に
関
す
る
考
察 

│
│

守
屋　

友
江

　

戦
後
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
鈴
木
大
拙
は
い
わ
ゆ
る
禅
ブ
ー
ム
の
牽
引

役
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
彼
は
一
九
四
九
年
の
ハ
ワ
イ
大
学

に
お
け
る
東
西
哲
学
者
会
議
へ
の
参
加
を
皮
切
り
に
、
米
国
各
地
の
大
学

や
国
際
会
議
で
、
仏
教
と
く
に
禅
に
つ
い
て
講
義
・
講
演
を
行
っ
た
。
禅

に
関
す
る
数
々
の
英
語
著
作
が
広
範
な
層
に
読
ま
れ
た
こ
と
も
、
ブ
ー
ム

な
影
響
の
も
と
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
し
た
。
こ
の
本
は
機
知
と
洞

察
に
富
ん
だ
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
と
同
時
に
、
禅
籍
と
『
荘
子
』
か
ら
の
引

用
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
な
ど
具
体
的
な
解
説
も
含
ん
で
い
る
。
か
ね
て
よ

り
西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
成
果
に
目
を
通
し
、「
孔
子
の
時
代
」「
老
子
の

時
代
」
と
題
し
た
英
文
草
稿
を
書
き
、『
東
洋
の
理
想
』
で
も
儒
教
、
老

子
、
道
教
の
章
を
設
け
る
な
ど
中
国
思
想
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
た
岡
倉

は
、
数
年
に
亘
る
研
究
の
う
え
で
『
茶
の
本
』
を
著
し
た
の
で
あ
る
。
禅

と
老
荘
と
の
関
係
は
日
本
で
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
日
本
知
識
人

が
英
語
で
記
述
し
た
の
は
、
管
見
の
限
り
岡
倉
が
最
初
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
東
ア
ジ
ア
の
思
想
混
淆
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
描
い
た
『
茶
の

本
』
は
、
西
洋
人
学
者
が
蓄
積
し
た
中
国
思
想
研
究
の
領
域
へ
の
参
入

と
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
日
本
の
禅
の
海
外
伝
播
と
を
結
び
つ
け
る

意
味
を
有
し
て
い
た
。

　

岡
倉
と
大
拙
は
直
接
知
り
合
う
機
会
を
持
た
ず
、
活
動
の
最
盛
期
も
違

う
が
、
岡
倉
は
『
茶
の
本
』
の
中
で
ポ
ー
ル
・
ケ
イ
ラ
ス
と
大
拙
に
よ
る

老
子
の
『
道
徳
経
』
英
訳
書
に
言
及
し
、
ま
た
大
拙
は
『
茶
の
本
』
初
版

本
と
ド
イ
ツ
語
訳
本
、『
東
洋
の
理
想
』
の
一
九
〇
五
年
版
を
所
有
し
て

い
た
（『
松
ヶ
岡
文
庫
洋
書
目
録
』
財
団
法
人
松
ヶ
岡
文
庫
、
二
〇
〇
八

年
）。
岡
倉
が
英
文
著
述
を
出
版
し
て
い
た
頃
、
滞
米
中
の
大
拙
も
大
乗

仏
教
に
関
す
る
執
筆
活
動
と
並
行
し
て
ケ
イ
ラ
ス
と
と
も
に
道
教
経
典
を

英
訳
し
、
ま
た
単
独
で
中
国
思
想
に
関
す
る
雑
誌
論
説
を
発
表
し
て
い

た
。
生
涯
に
わ
た
り
中
国
思
想
、
中
国
仏
教
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
た
大

拙
は
、
自
身
の
「
禅
」
の
形
成
過
程
で
も
そ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、『
禅
と
日
本
文
化
』（
一
九
三
八
年
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

海
外
向
け
の
講
演
・
執
筆
活
動
で
は
、
中
国
発
祥
の
禅
を
「
日
本
文
化
」
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だ
く
た
め
」
と
述
べ
て
、
禅
語
録
を
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
と
対
比
し
て
紹
介

し
て
い
る
。
そ
の
後
、M

ysticism
: Christian and Buddhist

が
一

九
五
七
年
に
刊
行
。
周
知
の
通
りM

ysticism

に
は
真
宗
の
妙
好
人
の

宗
教
経
験
も
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ハ
ワ
イ
生
ま
れ
のChiyono 

Sasaki

と
い
う
現
代
ア
メ
リ
カ
の
妙
好
人
が
含
ま
れ
る
。
②
の
講
演
を

通
し
て
鈴
木
が
日
系
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
影
響
を
受
け
た
わ
け
だ
が
、
彼
は

そ
の
序
文
に
書
い
た
よ
う
に
、
自
力
・
他
力
と
区
分
け
し
な
い
立
場
か
ら

「
禅
の
自
己
は
真
宗
の
ア
ミ
ダ
に
相
当
す
る
」
と
、
共
通
の
宗
教
経
験
と

し
て
①
の
聴
衆
に
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

②
の
聴
衆
に
は
真
宗
が
中
心
だ
が
、
鈴
木
は
自
力
・
他
力
と
二
項
対
立

で
説
く
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
中
で
も
、
仏
教
的
宗
教
倫
理
を
論
じ
て
実

践
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
敗
戦
後
の
日
本
で
「
霊
性

的
日
本
」
を
新
た
に
作
り
出
す
歴
史
の
主
体
と
な
る
こ
と
を
論
じ
た
よ
う

に
、
鈴
木
は
恩
寵
主
義
的
な
他
力
論
を
言
わ
ず
「
他
力
は
常
に
自
力
を
通

じ
て
は
た
ら
く
。
…
自
力
が
あ
る
か
ぎ
り
道
徳
的
な
責
任
の
意
識
と
自
己

批
判
の
機
会
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
の
原
爆
で
被
災
し

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
設
さ
れ
た
親
鸞
像
を
前
に
、「
普
遍
的
な
同
朋
と
し

て
の
連
帯
」
を
説
い
た
親
鸞
の
精
神
を
、
冷
戦
下
で
核
兵
器
の
脅
威
が
迫

る
現
代
に
活
か
す
べ
き
で
あ
る
と
聴
衆
に
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
①
、
②
で
講
演
の
公
開
性
の
違
い
が
あ
り
、
英
語
の
禅
関

連
の
書
籍
が
広
範
な
読
者
層
を
得
た
た
め
、
禅
の
文
脈
で
の
み
捉
え
ら
れ

て
き
た
が
、
鈴
木
は
日
本
語
と
同
様
、
英
語
で
も
、
禅
を
中
心
に
し
つ
つ

妙
好
人
や
親
鸞
に
特
化
し
て
真
宗
の
宗
教
経
験
を
重
視
し
て
い
た
。
そ
れ

は
坐
禅
、
念
仏
と
い
う
違
い
こ
そ
あ
れ
、
宗
教
的
実
践
と
し
て
の
共
通
性

を
見
い
だ
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
在
米
講
演
は
ア
メ
リ
カ
人
の
聴
衆

を
生
ん
だ
理
由
で
あ
る
。
ま
た
と
り
わ
け
、
本
パ
ネ
ル
の
日
沖
、
末
村
、

岡
本
報
告
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
な
、
西
洋
に
お
け
る
戦
前
か
ら
の
神
智

学
や
東
洋
の
宗
教
、
哲
学
、
文
化
へ
の
関
心
が
、
戦
後
の
禅
ブ
ー
ム
の
伏

線
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
は
、
ビ
ー
ト
ニ
ッ
ク
の
代

表
的
小
説
『
ザ
・
ダ
ル
マ
・
バ
ム
ズ
』
の
登
場
人
物
が
「D

. T
. Suzuki

の
全
集
」
や
「
茶
の
本
」
を
読
ん
で
い
た
場
面
設
定
や
、
音
楽
家
ジ
ョ

ン
・
ケ
ー
ジ
が
戦
前
か
ら
東
洋
哲
学
に
関
心
を
も
ち
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

で
の
鈴
木
の
公
開
講
義
に
通
っ
た
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
。

　

鈴
木
は
大
学
や
国
際
会
議
だ
け
で
な
く
、
滞
在
先
で
開
催
さ
れ
た
研
究

会
、
さ
ら
に
あ
ま
り
知
ら
れ
な
い
が
浄
土
真
宗
系
の
日
系
仏
教
寺
院
に
お

い
て
も
仏
教
を
講
じ
た
。
そ
の
精
力
的
な
講
演
活
動
は
、
禅
と
真
宗
に
関

す
る
内
容
で
二
つ
に
分
類
で
き
る
。
①
大
学
や
国
際
会
議
な
ど
公
式
の
活

動
と
、
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
行
わ
れ
た
小
規
模
の
団
体
向
け
講
演
。
禅
に

関
す
る
内
容
を
土
曜
連
続
講
座
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ン
タ
協
会
、
心
理
学
の
研
究

会
、
平
和
ユ
ニ
オ
ン
教
会
な
ど
で
行
い
、
聴
衆
は
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
ア

メ
リ
カ
人
。
②
長
期
滞
在
し
た
ハ
ワ
イ
準
州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
中
心
に
、
授
業
の
合
間
や
夏
季
休
暇
の
期
間
に
行
わ
れ

た
講
演
や
連
続
講
座
。
真
宗
に
関
す
る
内
容
を
仏
教
会
や
仏
教
青
年
会
で

講
じ
、
聴
衆
は
仏
教
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
信
徒
が
大

半
を
占
め
る
。

　

①
の
聴
衆
に
は
、
心
理
学
や
キ
リ
ス
ト
教
と
く
に
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ

ク
ハ
ル
ト
と
の
比
較
を
通
し
て
禅
を
説
明
し
て
い
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に

イ
リ
ノ
イ
州
ラ
サ
ー
ル
に
滞
在
し
て
い
た
頃
に
関
心
を
寄
せ
た
ス
エ
ー
デ

ン
ボ
ル
グ
で
は
な
い
が
、
鈴
木
は
「
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
言
葉
を
皆
さ
ん
に

紹
介
す
る
の
は
、
ブ
ッ
ダ
の
体
験
を
い
く
ぶ
ん
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
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の
先
頭
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
こ
こ
で
繰
り
返
す
必
要
も
な
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
仏
教
を
受
容
し
た
西
洋
の
側
に
目
を
転
じ
て
み
れ
ば
、
彼
ら
は
白

紙
状
態
の
上
に
東
洋
を
受
容
し
た
の
で
は
な
い
。
ま
ず
、
十
九
世
紀
の
文

化
、
社
会
の
変
動
を
背
景
に
、
代
替
的
な
霊
性
思
想
へ
の
根
強
い
希
求
が

あ
り
、
仏
教
は
そ
れ
ら
の
理
想
を
投
影
さ
れ
る
対
象
で
も
あ
り
、
こ
こ
に

も
単
純
な
需
要
で
は
な
く
創
造
的
な
作
用
が
介
在
し
て
い
た
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
本
パ
ネ
ル
で
何
度
も
引
用
さ
れ
て
い
る
ツ
イ
ー
ド
の
ア
メ
リ

カ
仏
教
シ
ン
パ
の
秘
教
主
義
者
と
い
う
タ
イ
プ
、
そ
し
て
そ
の
ツ
イ
ー
ド

の
議
論
を
発
展
的
に
継
承
す
る
形
で
マ
ク
マ
ハ
ン
の
仏
教
モ
ダ
ニ
ズ
ム
論

が
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
近
代
仏
教
研
究
の
通
説
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
そ
し
て
鈴
木
大
拙
の
場
合
、
妻
の
ビ
ア
ト
リ
ス
を
始
め
、
多
く
の
海

外
の
仏
教
シ
ン
パ
に
、
再
構
築
さ
れ
た
仏
教
を
伝
え
よ
う
と
し
、
彼
ら
と

の
相
互
作
用
の
中
で
、Zen

やD
. T
. Suzuki

像
が
生
ま
れ
て
き
た
と

言
え
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
大
拙
は
歴
史
の
中
に
孤
立
し
て
い
た

の
で
は
な
く
、
本
パ
ネ
ル
で
取
り
上
げ
た
千
崎
や
岡
倉
の
よ
う
に
、
同
様

な
歴
史
的
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
人
々
は
他
に
も
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
拙
研
究
の
進
む
べ
き
道
は
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

が
、
そ
こ
か
ら
一
歩
進
ん
で
実
証
的
研
究
と
な
る
と
、
思
想
内
在
的
な
研

究
の
蓄
積
と
比
べ
て
、
あ
ま
り
に
乏
し
い
状
況
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
に

日
文
研
で
開
催
さ
れ
た
鈴
木
大
拙
の
国
際
研
究
集
会
で
も
、
む
し
ろ
海
外

の
研
究
者
が
実
証
研
究
で
は
先
を
行
っ
て
い
る
印
象
さ
え
あ
っ
た
。
そ
の

点
今
回
の
パ
ネ
ル
が
、Zen

やD
. T
. Suzuki

の
外
在
的
な
側
面
に
重

き
を
置
い
て
い
た
の
は
、
研
究
方
針
と
し
て
は
物
足
り
な
さ
よ
り
も
む
し

ろ
有
望
性
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
非
常
に
情
報
量
の

多
い
発
表
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
発
表
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
コ
メ
ン

に
応
じ
た
、
仏
教
の
宗
教
経
験
を
説
く
「
善
巧
方
便
」
を
披
露
し
た
場
と

い
え
る
。

コ
メ
ン
ト

吉
永　

進
一

　

鈴
木
大
拙
研
究
に
お
い
て
、D

. T
. Suzuki

を
ど
う
統
合
的
に
理
解

す
る
か
は
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
戦
後
渡
米
し

た
鈴
木
大
拙
は
ア
メ
リ
カ
で
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
、
そ
の
著
作
は
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
と
な
る
。
彼
は
一
種
の
グ
ル
と
目
さ
れ
、
文
章
だ
け
で
な
く
講

演
で
の
問
答
や
立
ち
居
振
る
舞
い
も
含
め
て
、
宗
教
的
崇
敬
の
対
象
と
な

っ
た
。
そ
のD

. T
. Suzuki

像
は
、
当
時
日
本
人
の
知
っ
て
い
た
大
拙

像
と
は
か
な
り
異
な
る
。
ど
ち
ら
が
実
像
と
虚
像
と
い
う
の
で
は
な
く
、

い
ず
れ
も
が
大
拙
と
社
会
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
姿
で
あ
り
、
そ
の
い
ず

れ
に
も
共
通
す
る
点
は
「
伝
統
の
体
現
者
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ

た
。
周
知
の
よ
う
に
、
シ
ャ
ー
フ
は
こ
の
点
を
批
判
し
、
大
拙
の
仏
教
は

西
洋
思
想
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
、
西
洋
人
は
大
拙
仏
教
に
鏡
に

映
っ
た
自
分
を
見
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
と
批
判
し
た
。
確
か
に
彼
の
指
摘

す
る
通
り
、
大
拙
の
禅
理
解
は
近
代
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
伝
統
」

に
見
え
る
も
の
は
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
日
本
仏
教
の
近

代
化
は
、「
東
洋
」「
仏
教
」「
大
乗
」
と
い
っ
た
西
洋
か
ら
の
カ
テ
ゴ
リ

ー
を
引
き
受
け
、
思
想
、
文
化
、
生
活
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
西
洋
化
の
中
で

自
ら
を
再
構
築
し
て
き
た
。
す
で
に
ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
の
近
代
化
に
つ
い

て
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
仏
教
と
い
う
秀
逸
な
用
語
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
近
代
化
、
西
洋
化
は
、
東
洋
側
の
選
択
と
戦
略
と
創
造
を
伴
う
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
大
拙
は
、
新
仏
教
運
動
に
属
し
、
そ
の
よ
う
な
近
代
化
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や
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
著
述
が
ど
う
い
う
指
向
を
も
つ
層
に
受
容
さ
れ

た
の
か
、
そ
の
変
遷
も
含
め
た
過
程
に
焦
点
を
当
て
る
ほ
か
、
近
代
史
と

現
代
史
に
分
断
す
る
の
で
は
な
く
、
二
つ
の
大
戦
を
経
て
次
第
に
推
移
す

る
「
日
本
」
や
「
仏
教
」
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
る
。
ま
た
異
文
化
接
触
に
伴

っ
て
生
じ
た
誤
解
を
分
析
し
、
欧
米
に
お
け
るD

. T
. Suzuki

へ
の
評

価
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
海
外
の
仏
教
徒
／
仏
教
賛
同
者
か
ら
の
刺
激

が
鈴
木
の
宗
教
思
想
に
与
え
た
影
響
を
も
考
察
に
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
鈴
木
を
通
し
て
み
た
日
本
仏
教
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
複
眼
的
か
つ

実
証
的
に
把
握
し
、
東
西
の
双
方
向
的
な
宗
教
思
想
の
交
流
を
ト
ラ
ン
ス

ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
本
パ
ネ

ル
の
狙
い
が
あ
る
。

　

日
沖
直
子
は
、
鈴
木
の
創
設
に
な
る
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
のT

he E
ast-

ern Buddhist

誌
購
読
者
リ
ス
ト
を
も
と
に
、
鈴
木
が
妻
の
ビ
ア
ト
リ

ス
と
主
宰
し
、
大
谷
大
学
の
支
援
の
も
と
刊
行
さ
れ
た
英
文
仏
教
雑
誌

T
he E

astern Buddhist

の
読
者
層
、
お
よ
び
鈴
木
夫
妻
と
海
外
仏
教

シ
ン
パ
と
の
交
流
を
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
焦
点
を

当
て
て
考
察
し
た
。

　

末
村
正
代
は
、
鈴
木
と
円
覚
寺
の
同
門
で
長
く
親
交
の
あ
っ
た
千
崎
如

幻
の
ア
メ
リ
カ
禅
布
教
の
実
態
と
、
在
米
時
の
鈴
木
と
の
交
流
を
考
察
し

た
。
と
く
に
一
九
二
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た
二
つ
の
禅
堂
の
活
動
に
着
目

し
な
が
ら
、
千
崎
が
白
人
布
教
に
対
し
て
い
か
な
る
展
望
を
も
ち
、
鈴
木

と
ど
の
よ
う
な
協
力
関
係
を
築
い
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

試
み
て
い
る
。

　

岡
本
佳
子
は
、
美
術
史
家
の
岡
倉
覚
三
（
天
心
）
の
英
文
著
述
の
歴
史

的
意
義
を
禅
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
文
脈
で
捉
え
直
し
、
鈴
木
の
活
動
と
交

ト
す
る
こ
と
は
避
け
、
今
後
の
研
究
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
方
向
を
提
案
し

て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
東
洋
の
側
の
西
洋
化
、
西
洋
の
側
の
神
智
学
な

ど
の
代
替
的
霊
性
、
そ
し
て
両
者
の
相
互
作
用
と
い
っ
た
過
程
を
た
ど
っ

た
も
の
は
、
禅
に
限
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヨ
ー
ガ
や
ス
ー

フ
ィ
ズ
ム
と
い
っ
た
他
の
東
洋
宗
教
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
れ

ら
の
間
に
も
、
岡
倉
覚
三
と
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
、
千
崎
如
幻
と
イ

ニ
ャ
ッ
ト
・
カ
ー
ン
な
ど
の
よ
う
に
関
係
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
じ
く

近
代
化
し
つ
つ
あ
っ
た
ア
ジ
ア
の
宗
教
伝
統
の
間
に
も
相
互
関
係
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。D

. T
. Suzuki

を
解
読
し
て
い
く
上
で
も
、

西
洋
対
東
洋
と
い
う
一
対
一
の
関
係
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
状
の
関
係
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

守
屋　

友
江

　

発
表
者
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、
日
本
仏
教
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い

て
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
半
ば
に
か
け
て
活
躍
し
た
鈴
木
大
拙
を

手
が
か
り
に
研
究
す
る
べ
く
、
鈴
木
大
拙
研
究
会
を
立
ち
上
げ
、
科
研

（「
日
米
の
新
資
料
に
よ
る
日
本
仏
教
グ
ロ
ー
バ
ル
化
過
程
の
研
究
―
鈴
木

大
拙
を
事
例
と
し
て
」
課
題
番
号17K

02238

）
お
よ
び
三
菱
財
団
二
〇

一
八
年
度
人
文
科
学
助
成
金
の
助
成
を
受
け
て
、
一
次
史
料
を
用
い
た
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
は
鈴
木
個
人
の
宗
教
思
想
の
一
側
面
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
が

多
く
、
ま
た
日
本
仏
教
と
い
え
ば
日
本
国
内
に
限
定
し
た
研
究
に
な
り
が

ち
だ
が
、
本
パ
ネ
ル
で
は
、
近
代
日
本
宗
教
史
の
生
き
証
人
と
い
え
る
鈴

木
の
、
様
々
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
海
外
へ
向
け
て
禅
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現
代
世
界
に
お
け
る
「
宗
教
性
」
の
変
容

│
│ 

日
本
と
中
国
の
事
例
か
ら 

│
│

代
表
者　

長
谷
千
代
子

司
会　

別
所　

裕
介

日
本
の
公
的
慰
霊
に
お
け
る
脱
色
さ
れ
た
宗
教
性
と
そ
の
担
い
手

西
村　
　

明

　

本
報
告
の
問
題
関
心
は
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
日
本
社
会
に
お
い

て
、
公
的
慰
霊
の
場
に
ど
の
よ
う
な
形
で
の
宗
教
性
が
認
め
ら
れ
る
の
か

と
い
う
点
に
あ
る
。
日
本
国
憲
法
の
政
教
分
離
原
則
と
信
教
の
自
由
へ
の

配
慮
か
ら
、
戦
後
の
公
的
慰
霊
で
は
、
特
定
の
宗
教
色
が
排
除
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
世
俗
社
会
で
あ
っ
て
も
、
戦
争
・
災
害
・
事
故

等
の
社
会
的
な
関
心
を
呼
ぶ
不
条
理
な
死
に
対
し
て
は
、
何
ら
か
の
意
味

づ
け
が
求
め
ら
れ
、
そ
こ
に
特
定
の
宗
教
色
を
抜
か
れ
た
（
＝
脱
色
）
か

た
ち
で
、
そ
れ
で
も
残
留
す
る
宗
教
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
報
告
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
う
し
た
脱
色
さ
れ
た
宗
教
性

と
、
そ
の
宗
教
性
の
担
い
手
は
誰
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

ま
ず
、「
産
業
殉
難
者
」
の
慰
霊
空
間
に
注
目
す
る
。
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線

高
尾
駅
の
南
側
に
「
高
尾
み
こ
ろ
も
霊
堂
」
が
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
れ
ば
「
産
業
災
害
に
よ
り
殉
職
さ
れ
た
方
々
の
尊
い
御
霊
を
合
祀
奉
安

す
る
産
業
殉
職
者
霊
堂
」
と
あ
る
。
九
階
に
あ
る
祭
祀
室
は
、
遺
族
や
関

係
者
が
記
念
行
事
等
を
行
う
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
、
仏
教
・
神
道
・
キ
リ

ス
ト
教
の
宗
教
ご
と
の
祭
壇
に
並
ん
で
、
無
宗
教
用
の
礼
拝
檀
が
あ
る
。

そ
の
中
央
に
は
、「
奉
祀
之
霊
位
」
と
い
う
朱
塗
り
の
位
牌
が
置
か
れ
、

差
す
る
地
点
を
考
察
し
た
。
中
国
発
祥
の
禅
を
「
日
本
文
化
」
の
要
と
し

て
再
編
し
て
い
っ
た
鈴
木
の
営
為
が
、
岡
倉
の
生
前
の
時
期
よ
り
も
禅
に

関
す
る
東
西
の
思
想
往
還
が
進
展
し
た
状
況
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
論
じ
た
。

　

守
屋
友
江
は
、
一
九
四
九
年
の
東
西
哲
学
者
会
議
以
降
、
鈴
木
が
全
米

各
地
の
大
学
や
現
地
日
系
仏
教
寺
院
で
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
向
け
の
講
演

を
考
察
し
た
。
大
学
で
禅
、
日
系
寺
院
で
浄
土
真
宗
を
中
心
に
講
義
し
た

だ
け
で
な
く
、
鈴
木
自
身
も
ア
メ
リ
カ
人
仏
教
徒
か
ら
影
響
を
受
け
た
事

例
を
紹
介
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、
鈴
木
大
拙
に
関
連
す
る
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
の
重
要

な
資
料
を
発
掘
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
研
究
を
数
多
く
発
表
し
て
い
る
吉
永

進
一
が
務
め
た
。
西
洋
の
仏
教
シ
ン
パ
や
仏
教
以
外
の
東
洋
宗
教
と
の
相

互
作
用
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
多
彩
なD

. T
. Suzuki

像
が
生
ま
れ
た
。

そ
う
し
た
双
方
向
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
鈴
木
を
置
い
て
捉
え
る
研
究

が
、
今
後
の
方
向
性
に
必
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
千
崎
の
活
動
の
詳
細
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
宗
教
政
策
と
の
関

係
、
ア
メ
リ
カ
人
仏
教
徒
の
左
翼
的
特
色
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
の
研
究
者
が
抱
く
禅
と
真
宗
の
み
の
大
拙
像
の

「
解
体
」
を
試
み
て
は
ど
う
か
と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
パ
ネ
ル
終
了

後
も
多
く
の
質
問
を
い
た
だ
い
た
。
鈴
木
大
拙
と
そ
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
多
面
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
質

疑
や
コ
メ
ン
ト
を
活
か
し
て
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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期
に
登
場
し
た
歴
史
画
の
影
響
が
あ
る
。
例
え
ば
、
本
多
錦
吉
郎
の
「
羽

衣
天
女
」
は
一
八
九
〇
年
の
第
三
回
内
国
博
覧
会
に
出
展
さ
れ
た
も
の
だ

が
、
羽
衣
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
と
し
な
が
ら
、
西
洋
の
天
使
の
よ
う
に
背
中

に
大
き
な
翼
を
持
っ
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
伝
統
的
モ
チ
ー
フ

に
個
人
的
創
意
を
凝
ら
す
こ
と
で
、
近
代
美
術
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
で

受
容
さ
れ
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
美
術
・
芸
術
作
品
と

し
て
、
そ
れ
を
表
現
す
る
芸
術
家
の
存
在
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
。
ま

た
、
戦
後
の
野
外
彫
刻
な
ど
は
自
治
体
レ
ベ
ル
の
理
念
を
表
現
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
と
し
て
登
場
し
た
が
、
富
山
の
天
女
像
な
ど
も
、
公
共

空
間
に
お
け
る
慰
霊
や
記
念
、「
平
和
」
等
の
理
念
を
表
す
も
の
と
し
て

存
在
す
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
芸
術
家
と
行
政
等
の
公
的
組
織
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、
脱
色
さ
れ
た
宗
教
性
の
担
い
手
と
し
て
想
定
し
う

る
だ
ろ
う
。

久
高
島
に
お
け
る
巡
礼
ツ
ー
リ
ス
ト
と
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
な
宗
教
性

門
田　

岳
久

　

沖
縄
南
部
に
位
置
す
る
久
高
島
は
、
前
近
代
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
神
行
事

と
御
嶽
信
仰
に
基
づ
く
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
年
で
は
多
く

の
ツ
ー
リ
ス
ト
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
報
告
者
の
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
、
こ
う
し
た
人
々
は
「
観
光
客
」
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
、
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
や
場
所
の
「
パ
ワ
ー
」
に
関
心
を
持
つ
巡
礼
者
的

側
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
他
方
で
当
該
地
域
の
宗
教
伝
統
へ
の
信
仰
や
知

識
を
有
さ
ず
、
メ
デ
ィ
ア
イ
メ
ー
ジ
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
本
報
告
は
ツ
ー
リ
ズ
ム
空
間
に
再
編
さ
れ
る
聖
地

に
お
い
て
、
宗
教
性
の
所
在
が
ど
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
巡

両
脇
に
天
人
像
が
立
つ
。
霊
位
も
天
人
も
特
定
の
宗
教
性
を
帯
び
な
い
表

象
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
一
一
階
の
拝
殿
に
あ
る
「
永
遠
の
灯
」

は
、「
御
霊
」
を
光
明
の
世
界
に
導
く
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

春
秋
の
慰
霊
祭
に
お
い
て
、
祭
祀
之
霊
位
と
と
も
に
、
遷
座
行
列
を
行
っ

て
霊
堂
横
の
屋
外
に
あ
る
祭
祀
堂
に
安
置
さ
れ
る
。

　

霊
堂
内
は
、
特
定
の
宗
教
性
を
示
す
よ
う
な
表
象
物
は
極
力
排
除
さ
れ

て
い
る
が
、
奉
祀
之
霊
位
と
永
遠
の
灯
の
遷
座
行
列
と
い
っ
た
儀
礼
的
要

素
や
、
永
遠
の
灯
が
表
す
「
光
明
の
世
界
」
や
、
拝
殿
裏
の
日
光
像
・
月

光
像
の
表
す
「
絶
え
る
こ
と
の
な
い
慈
悲
」
と
い
っ
た
超
自
然
的
世
界
観

な
ど
、
宗
教
人
類
学
的
に
は
宗
教
的
と
見
な
し
う
る
要
素
に
満
た
さ
れ

る
。
と
り
わ
け
、
天
人
像
や
、
天
長
地
久
に
生
き
る
天
人
と
な
っ
た
労
働

者
を
表
す
天
地
像
と
い
う
拝
殿
裏
の
彫
刻
な
ど
は
、「
天
人
」
と
い
う
超

自
然
的
存
在
が
特
定
宗
教
に
関
わ
ら
な
い
前
提
で
持
ち
出
さ
れ
て
お
り
、

脱
色
さ
れ
た
宗
教
性
の
具
体
例
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
例
は
、
こ
こ
に
限
ら
な
い
。
鹿
児
島
県
知
覧
の
特
攻
平
和
会

館
の
「
知
覧
鎮
魂
の
賦
」
と
い
う
陶
板
画
や
富
山
城
址
公
園
の
戦
災
復
興

記
念
像
は
天
女
が
あ
し
ら
っ
て
あ
る
。
後
者
は
一
見
仏
像
に
も
見
え
る

が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
儀
礼
は
読
経
の
よ
う
な
追
善
法
要
で
は

な
く
、「
富
山
市
民
感
謝
と
誓
い
の
つ
ど
い
」
で
は
、
こ
の
像
の
前
で
採

火
さ
れ
た
「
永
久
の
火
」
を
つ
ど
い
会
場
に
運
び
こ
び
、
参
加
者
全
員
で

黙
と
う
す
る
と
い
う
世
俗
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
も

特
定
宗
教
色
を
脱
色
し
た
上
で
、
超
越
性
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
担
い
手
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
天
人
、
天
女
の
表
象

と
い
う
脱
色
さ
れ
た
宗
教
性
の
歴
史
的
淵
源
を
辿
れ
ば
、
一
つ
に
明
治
中
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営
ん
で
い
な
が
ら
も
、
あ
る
程
度
住
民
間
で
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
宗
教
制
度
外
で
行
わ
れ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
未
決
定
な
実

践
を
、
従
来
宗
教
研
究
が
用
い
て
き
た
民
俗
宗
教
（Folk Religion

）

概
念
で
包
含
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
個
人
的
で
、
伝
統
に
根
付
か
な

い
創
造
的
な
実
践
は
、Folk

と
い
う
集
団
性
・
伝
統
性
（
本
質
性
）
を

前
提
と
し
た
概
念
で
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
強
い
て
言
う
な
ら
ば
、

プ
リ
ミ
ア
ー
ノ
が
述
べ
る
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
宗
教
（V

ernacular Reli-
gion

）
と
言
う
べ
き
性
質
を
有
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
と
は
本
来

土
着
と
か
非
権
威
と
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
単
語
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
文

化
研
究
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
、
民
俗
学
、
文
学
）
に
お
い
て
は
、
非

制
度
的
な
領
域
で
展
開
す
る
動
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
を
指

し
、
現
代
に
生
き
る
人
々
の
日
常
経
験
を
対
象
化
す
る
概
念
と
さ
れ
て
い

る
（
小
長
谷
英
代
『〈
フ
ォ
ー
ク
〉
か
ら
の
転
回
』）。
プ
リ
ミ
ア
ー
ノ
が

い
う
「
生
き
ら
れ
た
宗
教
、
す
な
わ
ち
人
々
が
出
会
い
、
理
解
し
、
解
釈

し
、
実
践
す
る
宗
教
」（
プ
リ
ミ
ア
ー
ノ
「
宗
教
民
俗
に
お
け
る
方
法
の

探
究
と
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
宗
教
」）
と
し
て
の
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー
宗
教
は
、

右
の
よ
う
に
在
来
の
信
仰
と
「
他
宗
教
」
と
い
っ
た
一
見
固
定
的
な
境
界

を
容
易
に
超
え
る
と
こ
ろ
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
人
々

（
そ
こ
に
は
生
活
者
だ
け
で
な
く
研
究
者
も
含
む
）
が
有
し
て
き
た
旧
来

の
「
宗
教
」
理
解
の
枠
組
み
を
攪
乱
す
る
点
に
概
念
的
な
面
白
さ
が
あ
る

だ
ろ
う
。

礼
ツ
ー
リ
ス
ト
と
称
す
べ
き
こ
れ
ら
の
新
た
な
訪
問
者
た
ち
は
、
聖
地
で

の
経
験
を
ど
の
よ
う
に
提
示
す
る
の
か
、
民
族
誌
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
確
認
す
る
こ
と
で
、
沖
縄
で
歴
史
的
に
制
度
化
さ
れ
て
き
た
「
宗
教
」

の
枠
外
に
あ
る
未
決
定
な
「
宗
教
性
」
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
主
題
と
す
る
。

　

久
高
島
は
戦
後
、
岡
本
太
郎
を
始
め
と
す
る
知
識
人
に
よ
っ
て
祭
祀
組

織
へ
の
加
入
儀
礼
・
イ
ザ
イ
ホ
ー
が
有
名
に
な
り
、「
神
の
島
」
イ
メ
ー

ジ
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
巡
礼
ツ
ー
リ
ス
ト
が
当
地
に
求
め
る
経

験
も
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
敷
衍
し
た
も
の
だ
が
、
現
実
の
久
高
島
は
イ
メ
ー

ジ
と
は
逆
に
、
深
刻
な
過
疎
化
に
よ
り
イ
ザ
イ
ホ
ー
は
途
絶
し
、
祭
祀
を

担
当
す
る
ノ
ロ
は
不
在
、
神
役
も
多
く
が
死
去
し
た
り
引
退
し
た
り
し
、

祭
祀
組
織
は
「
崩
壊
」（
赤
嶺
政
信
『
歴
史
の
な
か
の
久
高
島
』
二
〇
一

四
）
し
て
い
る
。
住
民
に
よ
る
地
域
計
画
書
で
「
他
宗
教
」
が
浸
食
し
つ

つ
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
状
況
を
鑑
み
、
本
報
告
で
は
増
え
て
い
る
と
言
わ

れ
る
「
他
宗
教
」
の
一
例
と
し
て
、
島
に
癒
や
し
や
パ
ワ
ー
を
求
め
滞
在

し
て
い
る
ツ
ー
リ
ス
ト
の
生
活
史
的
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
複
数
提
示
し
た
。

そ
の
多
く
は
自
ら
の
心
の
疲
弊
を
埋
め
る
た
め
島
に
滞
在
し
、
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
で
そ
れ
を
達
成
し
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
が
、
い
ず

れ
も
沖
縄
の
在
来
の
宗
教
伝
統
に
根
ざ
し
た
実
践
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ
ア

情
報
に
影
響
さ
れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
点
で
、
島
民
か
ら
見
れ
ば
「
他

者
」
と
映
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
他
方
で
興
味
深
い
の
は
、
島
に

移
住
し
店
を
営
む
女
性
の
語
り
で
あ
る
（
報
告
者
の
研
究
室
所
属
学
生
が

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。
彼
女
は
島
民
か
ら
許
可
を
得
て
島
の
石
で
パ
ワ
ー
ス

ト
ー
ン
を
作
り
、
浜
で
「
お
清
め
」
を
し
て
売
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
住

民
の
生
活
と
地
続
き
の
実
践
を
行
っ
て
い
る
た
め
に
一
見
「
他
宗
教
」
を
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③
と
り
わ
け
英
語
圏
の
宗
教
学
者
や
社
会
学
者
が
こ
う
し
た
動
き
に
着

目
し
、
類
似
し
た
研
究
書
を
量
産
す
る
こ
と
で
、
上
記
①
と
②
へ
の
関
心

が
、
い
わ
ば
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
と
く
高
ま
っ
て
い
る
。

　

④
し
か
し
、
こ
う
し
た
動
向
と
は
裏
腹
に
、
い
わ
ゆ
る
一
般
の
人
々
は

祖
先
祭
祀
は
熱
心
に
行
う
も
の
の
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
風
俗
で
あ
り
習
慣

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
儒
教
や
宗
教
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
し
て
い

な
い
し
、
宗
教
に
つ
い
て
は
制
度
宗
教
の
定
義
を
内
面
化
し
、
か
つ
儒
教

に
は
道
徳
・
教
育
を
連
想
し
て
い
る
。

　

以
上
ま
と
め
る
な
ら
、
②
の
ア
ク
タ
ー
は
儒
教
に
宗
教
性
を
ま
と
わ
せ

よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
れ
に
③
が
し
き
り
に
注
目
す
る
と
い
う
関
係
に
あ

る
が
、
①
と
④
に
は
そ
の
両
者
の
接
合
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ

す
べ
て
の
ア
ク
タ
ー
が
儒
教
に
連
想
し
て
い
る
の
は
道
徳
で
あ
り
、
現
代

中
国
に
お
け
る
宗
教
性
と
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
道
徳
の
こ
と
だ
と
言
え
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

現
代
中
国
の
「
生
態
文
化
」
言
説
と

チ
ベ
ッ
ト
人
の
「
環
境
主
義
」
的
実
践

別
所　

裕
介

　

本
論
は
、
現
代
中
国
の
西
部
辺
境
地
域
で
広
が
り
を
見
せ
る
「
生
態
文

化
」（Ch: sheng-tai-w

en-hua

）
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
宗
教
実
践
の
領

域
に
つ
い
て
、
西
部
大
開
発
以
降
に
顕
著
と
な
っ
た
国
土
荒
廃
を
踏
ま
え

た
党
・
国
家
レ
ベ
ル
の
公
的
位
置
づ
け
と
、
民
間
の
実
践
と
の
相
互
作
用

を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
で
は
九
十
年
代
後
半
か
ら
三
大
河
川
（
黄
河
・
長
江
・
メ
コ
ン
）

の
水
利
機
能
が
大
き
く
失
調
し
、
洪
水
／
断
水
被
害
、
土
壌
流
出
と
砂
漠

現
代
中
国
に
お
け
る
儒
教
と
「
宗
教
性
」

川
口　

幸
大

　

本
発
表
は
、
儒
教
に
着
目
し
て
、
現
代
中
国
に
お
け
る
宗
教
性
を
考
察

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
儒
教
は
そ
も
そ
も
政
治
と
、
思
想
や
学
術
、

さ
ら
に
は
後
に
宗
教
と
呼
ば
れ
る
も
の
ま
で
を
渾
然
一
体
と
し
た
ア
マ
ル

ガ
ム
で
あ
っ
た
が
、
近
代
化
と
社
会
主
義
化
が
進
め
ら
れ
る
過
程
で
「
封

建
迷
信
」
と
し
て
、
か
つ
「
宗
教
」
に
は
認
定
さ
れ
ず
に
排
撃
と
決
別
の

対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
儒
教

は
為
政
者
や
エ
リ
ー
ト
た
ち
が
注
目
・
活
用
す
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
は
じ

め
、
宗
教
性
と
の
関
わ
り
か
ら
い
っ
て
も
新
た
な
展
開
を
迎
え
て
い
る
。

以
下
、
四
つ
の
ア
ク
タ
ー
ご
と
に
、
儒
教
と
の
関
わ
り
方
を
検
討
し
た
。

　

①
共
産
党
の
指
導
者
は
、
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
儒
教
テ
ク
ス
ト
の
概
念
や
語

句
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
り
（
和
諧
や
小
康
な
ど
）、
演
説
で
用
い
た

り
す
る
よ
う
に
な
り
、
政
府
も
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
外
交
の
一
環
と
し
て
中
国

語
と
中
国
文
化
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
機
関
を
「
孔
子
学
院
」
と
銘
打
っ
て

各
国
に
展
開
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
使
い
や
す
い
フ
レ
ー
ズ
と

し
て
儒
教
や
孔
子
を
用
い
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
教
義
の
内
部
に
は
立

ち
入
っ
て
い
な
い
し
、
ま
し
て
や
宗
教
を
そ
こ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
は
し

て
い
な
い
。

　

②
「
大
陸
新
儒
家
」
と
呼
ば
れ
る
知
識
人
た
ち
は
、
儒
教
を
宗
教
と
し

て
制
度
化
し
、
政
治
や
文
化
の
支
柱
に
据
え
よ
う
と
い
う
主
張
を
展
開
し

て
お
り
、
ま
た
各
地
で
儒
教
テ
ク
ス
ト
の
講
義
や
朗
読
会
を
主
宰
す
る

人
々
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
多
く
は
、
西
洋
的
お
よ
び
共
産
主
義
的
な
価

値
観
や
社
会
制
度
を
中
国
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
鋳
直
そ
う
と
い
う
意
図
に

基
づ
い
て
い
る
。
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要
な
局
面
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
従
来
、
改
革
開
放
以
降
に
再
開
さ
れ
た

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
教
団
の
活
動
は
、
国
家
と
の
協
調
体
制
の
も
と
で
部
分
的

な
復
興
に
留
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
そ
の
部
分
性
を
超
え
よ
う
と
す

る
（
苛
烈
な
民
族
主
義
運
動
を
含
む
）
様
々
な
動
き
が
試
み
ら
れ
た
。
し

か
し
、
二
〇
〇
八
年
の
三
月
事
件
を
経
て
、
正
面
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

宗
教
運
動
は
下
火
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
閉
塞
状
況
の
中
で
、「
在

地
文
化
に
基
づ
く
環
境
主
義
の
実
践
」
と
い
う
項
目
は
宗
教
組
織
の
社
会

進
出
の
対
象
と
し
て
極
め
て
有
望
で
あ
る
た
め
、
仏
教
教
団
や
民
間
の
個

人
に
よ
る
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
数
多
く
設
立
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
言
で
言

え
ば
、「
文
化
が
足
り
な
い
か
ら
環
境
が
悪
く
な
る
」
と
い
う
理
解
を
社

会
表
面
に
押
し
広
げ
つ
つ
、
自
然
環
境
と
の
接
合
面
に
限
定
さ
れ
た
宗
教

実
践
を
「
生
態
文
化
」
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
広
い
社
会
領
域

に
拡
散
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
努
力
と
な
っ
て
現
れ
る
。

　

そ
こ
で
実
践
の
基
盤
と
な
る
の
は
、「
不
殺
生
」「
利
他
」「
縁
起
」
と

い
っ
た
仏
教
思
想
の
エ
レ
メ
ン
ト
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
思
想
と
結
び
付
け

ら
れ
る
高
原
社
会
の
「
禁
忌
」
や
「
節
制
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
民
俗
的
生

活
実
践
で
あ
る
。
具
体
的
に
本
論
で
は
、
黄
河
源
流
域
で
活
動
す
る
匿
名

の
民
間
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
取
り
上
げ
て
、
彼
ら
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
宗
教
運
動
」

と
い
う
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
外
で
、
山
の
神
に
対
す
る
放
生
の
実
践
や
家
畜

の
不
売
運
動
、
野
生
動
物
の
殺
傷
停
止
な
ど
、
慈
悲
と
不
殺
生
に
よ
っ
て

他
の
い
の
ち
に
関
わ
る
、
と
い
う
仏
教
側
の
趣
旨
で
統
御
さ
れ
た
集
団
行

動
の
社
会
領
域
を
確
保
し
て
い
る
実
状
を
報
告
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
領
域
は
、
現
代
チ
ベ
ッ
ト
に
お
い
て
政
治
色
を
逃
れ
う

る
宗
教
運
動
の
形
成
を
促
し
て
い
る
と
同
時
に
、
国
家
が
監
視
・
検
閲
す

る
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
宗
教
運
動
」
へ
と
昇
華
さ
れ
て
い
く
位
相
を
も
含
ん

化
、
黄
砂
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
無
分

別
な
開
発
と
の
因
果
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
中
、
環
境
保
全
は
共
産
党
自
身

の
存
続
に
も
関
わ
る
最
優
先
事
項
と
な
り
、
政
府
は
こ
れ
ら
三
大
河
川
の

水
源
地
（
三
江
源
）
が
集
中
す
る
青
海
省
南
部
を
「
三
江
源
自
然
保
護

区
」
と
し
て
囲
い
込
み
、
そ
の
中
で
独
自
の
環
境
政
策
を
志
向
す
る
こ
と

を
促
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
西
部
辺
境
の
政
府
部
門
や
学
術
機
関
で
は
、
従
来
の
開

発
独
裁
的
な
方
向
性
を
相
対
化
し
、
環
境
意
識
を
発
揚
す
る
た
め
の
公
的

基
盤
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
辺
境
地
域
に
在
来
す
る
「
民
族
固
有
伝
統
」

を
、「
持
続
可
能
な
発
展
」
と
い
う
国
是
に
資
す
る
社
会
資
本
と
し
て
定

義
し
な
お
す
動
き
が
活
性
化
し
た
。
そ
こ
で
は
、
自
然
物
に
主
体
の
存
在

を
認
め
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
や
、
殺
生
を
忌
む
仏
教
信
仰
が
環
境
保
全
に
資
す

る
「
生
態
文
化
」
で
あ
る
こ
と
が
喧
伝
さ
れ
、
従
来
「
封
建
的
因
習
」
の

淵
源
と
し
て
指
弾
さ
れ
て
き
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
強
い
運
命
論
的
規
範

（
業
と
輪
廻
）
を
始
め
と
す
る
宗
教
的
慣
習
が
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ

る
機
運
が
生
じ
た
。
こ
の
文
脈
で
は
、
従
来
政
治
レ
ベ
ル
で
は
ま
っ
た
く

歩
み
寄
る
余
地
の
な
か
っ
た
「
チ
ベ
ッ
ト
旧
社
会
」
を
め
ぐ
っ
て
も
、
こ

れ
を
「
ラ
マ
階
層
が
搾
取
す
る
暗
黒
の
農
奴
社
会
」
と
し
て
表
象
す
る
の

で
は
な
く
、「
在
地
の
原
始
宗
教
（
精
霊
信
仰
と
仏
教
伝
統
の
ア
マ
ル
ガ

ム
）
の
お
か
げ
で
、
千
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
高
原
の
生

態
環
境
が
不
変
か
つ
万
全
に
保
た
れ
て
き
た
」
と
い
っ
た
よ
う
な
肯
定
的

な
論
調
が
公
然
と
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
現
代
中
国
に
お
け
る
民
族
統
治
の
便
宜
性
、
つ
ま
り
環
境
問

題
に
関
し
て
は
「
政
教
分
離
」
の
敷
居
を
下
げ
る
、
と
い
う
「
向
環
境

性
」
に
基
づ
く
積
極
的
な
容
認
は
、
当
該
地
域
の
日
常
的
宗
教
実
践
に
重
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見
な
す
か
、
別
の
も
の
と
見
な
す
か
）
を
模
索
し
て
い
る
。

　

一
方
、
宗
教
研
究
者
の
「
宗
教
」
イ
メ
ー
ジ
も
近
年
大
き
く
変
容
し
て

い
る
。
日
本
で
は
八
〇
年
代
を
中
心
に
、
吉
田
禎
吾
（
以
下
敬
称
略
）、

佐
々
木
宏
幹
ら
が
「
宗
教
人
類
学
」
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
る
書
籍
を
多

数
出
版
し
、「
宗
教
人
類
学
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
た
。
そ
こ
で
の

「
宗
教
」
は
、
い
わ
ゆ
る
未
開
社
会
の
宗
教
や
文
明
社
会
の
民
間
宗
教
な

ど
で
あ
り
、
無
時
間
的
な
文
化
／
社
会
的
基
底
と
目
さ
れ
る
現
象
や
世
界

観
を
指
し
て
い
た
。
し
か
し
九
〇
年
代
に
は
田
辺
繁
治
が
「
実
践
宗
教
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
近
代
化
に
よ
る
生
活
の
変
化
や
宗
教
実
践
の
政
治

性
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
変
化
と
持
続
な
ど
に
注
目
し
て
タ
イ
の
精
霊
憑
依
の

研
究
を
行
い
、
か
つ
て
の
「
宗
教
人
類
学
」
と
は
異
な
る
宗
教
の
人
類
学

的
研
究
の
あ
り
方
を
印
象
付
け
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
な
る

と
、
観
光
化
、
商
品
化
、
情
報
化
な
ど
の
面
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
そ
れ

に
つ
い
て
の
認
識
が
深
化
し
、
ハ
ビ
ト
ゥ
ス
の
持
続
性
や
文
化
／
社
会
の

全
体
的
把
握
の
可
能
性
を
前
提
と
し
た
議
論
は
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
現

在
は
文
化
な
い
し
宗
教
伝
統
を
雑
多
な
要
素
や
パ
ー
ツ
か
ら
成
る
道
具
箱

と
見
な
し
、
ユ
ー
ザ
ー
が
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
が
広
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
彼
我
の
宗
教
観
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
状
況
に

お
い
て
は
、
研
究
者
側
が
「
宗
教
と
は
何
か
」
を
一
方
的
に
決
め
て
か
ら

研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
実
践
の
当
事
者
が
な
ん
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

実
践
を
行
な
い
、
そ
れ
を
「
宗
教
（
あ
る
い
は
具
体
的
な
○
○
教
）」
と

見
な
す
か
ど
う
か
を
問
い
、
研
究
者
側
の
「
宗
教
」
概
念
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
み
る
こ
と
も
大
事
で
あ
ろ
う
。「
宗
教
」
を
め
ぐ
る
実
践
も
カ
テ
ゴ

リ
ー
判
断
も
未
決
定
な
領
域
に
お
い
て
、
な
に
が
試
行
錯
誤
さ
れ
て
い
る

で
い
る
。
そ
の
最
大
要
因
は
、
国
外
に
い
る
ダ
ラ
イ
ラ
マ
が
主
張
す
る

「
全
チ
ベ
ッ
ト
の
自
然
保
護
区
化
」
と
い
う
論
点
と
、
民
間
の
実
践
が
無

意
識
／
暗
黙
の
裡
に
近
接
し
て
し
ま
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

長
谷
千
代
子

　

本
パ
ネ
ル
は
、
現
代
世
界
に
お
い
て
宗
教
を
め
ぐ
る
実
践
と
カ
テ
ゴ
リ

ー
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
か
を
、
日
本
と
中
国
の
文
化
人
類
学

的
な
事
例
研
究
を
通
じ
て
議
論
す
る
も
の
で
あ
る
。
題
目
に
あ
る
「
宗
教

性
」
と
い
う
語
は
、
こ
こ
で
は
「
ど
の
よ
う
な
実
践
が
宗
教
的
で
、
な
お

か
つ
そ
れ
を
『
宗
教
』
と
認
識
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
実
践
の
当
事

者
た
ち
や
研
究
者
の
あ
い
だ
で
見
解
が
分
か
れ
る
未
決
定
性
の
場
」
と
い

う
や
や
特
異
な
意
味
で
用
い
て
い
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
顕
著
と
な
っ
た
宗
教
概
念
批
判
に
よ
り
、「
宗
教
」

と
い
う
語
は
安
易
に
使
い
づ
ら
い
も
の
と
な
っ
た
が
、
こ
の
変
化
に
は
、

現
代
世
界
の
状
況
そ
の
も
の
の
変
化
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
宗

教
概
念
批
判
で
は
こ
の
西
欧
起
源
の
概
念
が
非
西
欧
地
域
に
な
じ
ま
な
い

点
も
よ
く
批
判
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
日
本
や
中
国
で
は
「
宗
教
」
と

い
う
語
は
す
で
に
日
常
語
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
流
通
・
交
通
網
、
観

光
業
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
発
達
に
よ
り
、
た
と
え
ば
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
巡
礼
や
宗
教
思
想
に
近
接
し
た
環
境
保
護
主
義
の
よ
う
に
、
一
見
世

俗
的
・
個
人
的
な
日
常
生
活
に
宗
教
的
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
一
気
に

流
行
す
る
よ
う
な
現
象
も
珍
し
く
な
い
。「
宗
教
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
「
人

生
の
究
極
的
価
値
」
か
ら
「
時
代
遅
れ
の
迷
信
」
ま
で
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

人
々
は
そ
れ
を
も
踏
ま
え
て
自
ら
の
実
践
と
そ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
宗
教
と
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戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
の

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

代
表
者
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
・
司
会　

大
谷
栄
一

戦
後
の
日
中
友
好
運
動
と
中
濃
教
篤

│
│ 

日
中
仏
教
交
流
懇
談
会
を
中
心
に 

│
│

坂
井
田
夕
起
子

　

戦
後
仏
教
者
の
日
中
交
流
と
い
え
ば
、
創
価
学
会
の
活
動
を
思
い
浮
か

べ
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
戦
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
占
領
期
か
ら

中
国
と
の
仏
教
交
流
を
強
く
の
ぞ
み
、
友
好
運
動
に
尽
力
し
て
い
た
仏
教

者
た
ち
が
い
た
。
本
報
告
で
は
、
彼
ら
の
活
動
が
日
中
仏
教
交
流
懇
談
会

と
し
て
結
実
し
て
い
く
過
程
を
紹
介
し
た
。

　

一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
中
国
と
の
交
流
（
貿
易
含

む
）
を
希
望
す
る
人
々
は
日
中
友
好
協
会
（
一
九
五
〇
年
発
足
）
に
集

い
、
中
国
と
国
交
の
な
い
日
本
政
府
に
代
わ
り
、
戦
争
の
後
始
末
を
担
当

し
た
。
そ
れ
が
、
在
華
邦
人
約
三
万
人
の
帰
国
事
業
で
あ
る
。
交
渉
に
尽

力
し
た
日
中
友
好
協
会
の
幹
部
に
は
キ
リ
ス
ト
者
の
内
山
完
造
や
仏
教
者

の
妹
尾
義
郎
が
い
る
。

　

同
時
期
、
日
中
友
好
協
会
は
華
僑
団
体
と
協
力
し
、
戦
時
中
、
日
本
に

強
制
連
行
さ
れ
亡
く
な
っ
た
中
国
人
犠
牲
者
の
遺
骨
発
掘
と
慰
霊
事
業
に

参
加
し
た
。
こ
こ
で
は
仏
教
者
が
中
心
と
な
っ
た
。
秋
田
の
花
岡
を
皮
切

り
に
、
全
国
の
炭
鉱
や
工
事
現
場
で
の
虐
殺
調
査
と
慰
霊
事
業
の
た
め
、

赤
十
字
社
を
中
心
に
一
四
の
民
間
団
体
が
集
い
、
一
九
五
三
年
二
月
、
中

国
人
俘
虜
殉
難
者
慰
霊
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
委
員
長
の
大
谷
瑩

か
を
ミ
ク
ロ
に
検
証
す
る
こ
と
で
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
お
い
て
「
宗

教
」
概
念
が
持
ち
う
る
意
味
と
価
値
、
他
概
念
と
の
相
対
的
位
置
付
け
が

見
え
て
く
る
と
考
え
る
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、「
宗
教
」
概
念
や
制
度
が
あ
る
程
度
社
会
に
根
付
い

て
い
る
一
方
、
文
化
／
社
会
お
よ
び
政
治
的
状
況
が
異
な
る
日
本
と
中
国

で
研
究
し
て
い
る
各
氏
に
発
表
を
依
頼
し
た
。
日
中
両
国
に
お
け
る
「
宗

教
」
イ
メ
ー
ジ
お
よ
び
そ
の
利
用
法
（
排
除
も
含
め
て
）
の
異
同
と
そ
の

原
因
、
ま
た
日
中
両
国
の
例
に
限
定
せ
ず
、
そ
う
し
た
状
況
を
適
切
に
捉

え
る
た
め
の
研
究
視
点
や
手
法
な
ど
に
つ
い
て
討
論
し
た
。
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代
表
を
網
羅
す
る
形
で
組
織
さ
れ
た
訪
中
団
の
一
五
名
は
、
お
よ
そ
一
ヶ

月
に
わ
た
っ
て
中
国
各
地
の
寺
院
を
視
察
し
、
北
京
で
は
中
国
仏
教
協
会

の
代
表
と
と
も
に
原
水
爆
禁
止
・
軍
縮
に
関
す
る
共
同
声
明
に
署
名
し
、

平
和
を
訴
え
た
。
五
〇
年
代
の
日
中
仏
教
交
流
の
進
展
の
背
景
に
は
、
ア

メ
リ
カ
に
よ
る
封
じ
込
め
に
対
抗
し
、
日
本
と
の
国
交
回
復
を
狙
っ
た
中

国
政
府
の
思
惑
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
五
〇
年
代
末
に
な
る
と
、
日
本
に
お
け
る
岸
政
権
の
登
場
と

長
崎
国
旗
事
件
に
よ
っ
て
、
中
国
と
の
交
流
は
一
旦
途
絶
え
て
し
ま
う
。

日
中
友
好
協
会
な
ど
日
本
の
友
好
団
体
は
、
中
国
側
の
反
米
闘
争
や
日
本

に
お
け
る
安
保
闘
争
の
影
響
を
受
け
て
日
本
政
府
批
判
を
強
め
て
い
っ

た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
日
中
仏
教
懇
談
会
の
活
動
も
政
治
色
を
強
め
、

離
脱
者
を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

世
界
連
邦
主
義
と
大
本 

│
│ 

前
進
と
捩
じ
れ
の
平
和
運
動 

│
│永

岡　
　

崇

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
、
新
宗
教
・
大
本
は
戦

後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
世
界
連
邦
運
動
と
原
水
爆
禁
止
運
動
を
中
心
と
す
る
彼
ら

の
実
践
は
、
二
〇
年
代
か
ら
出
口
王
仁
三
郎
が
展
開
し
て
い
た
国
際
的
な

宗
教
提
携
、
人
類
愛
善
運
動
の
理
念
を
継
承
す
る
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た

の
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
王
仁
三
郎
が
も
つ
多
義
的
な
性
格
を
引
き
継
ぐ

こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
戦
後
大
本
の
平
和
運
動
は
複
雑
な
矛

盾
・
葛
藤
を
内
包
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
本
報
告
で
は
大
本
の
平
和
運
動

と
ア
ジ
ア
主
義
の
展
開
を
連
関
さ
せ
て
検
討
し
、
宗
教
間
の
国
際
的
な
関

係
構
築
が
ど
の
よ
う
に
平
和
運
動
を
可
能
に
し
／
困
難
に
す
る
の
か
を
考

潤
（
大
谷
派
連
枝
・
参
議
院
議
員
）、
事
務
局
長
の
菅
原
恵
慶
（
浅
草
棗

寺
）、
常
任
理
事
の
中
濃
教
篤
（
領
玄
寺
）
な
ど
多
く
の
仏
教
者
た
ち
が

慰
霊
事
業
に
参
加
し
、
同
年
七
月
、
中
国
人
犠
牲
者
の
遺
骨
（
花
岡
事
件

の
五
五
一
柱
）
の
中
国
送
還
を
実
現
さ
せ
た
。
遺
骨
送
還
団
に
参
加
し
た

仏
教
者
た
ち
は
、
社
会
主
義
に
親
和
的
な
者
か
ら
保
守
的
（
反
共
産
党

的
）
な
僧
侶
ま
で
多
様
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
犠
牲
者
を
悼
み
、
僧

侶
と
し
て
の
使
命
か
ら
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

以
後
、
慰
霊
実
行
委
員
会
は
日
本
各
地
の
中
国
人
強
制
連
行
犠
牲
者
の

遺
骨
を
発
掘
し
、
第
二
次
、
第
三
次
の
遺
骨
送
還
団
を
派
遣
し
た
。
そ
し

て
、
慰
霊
活
動
を
全
国
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、
過
去
の
戦
争
を
反
省
し
、

中
国
と
の
友
好
関
係
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
一
九
五
四
年
に
は
、
在

留
邦
人
の
帰
国
実
現
へ
の
返
礼
の
た
め
に
日
本
側
の
民
間
団
体
が
中
心
と

な
っ
て
中
国
紅
十
字
会
代
表
を
日
本
に
招
い
た
が
、
こ
こ
で
も
京
都
の
仏

教
界
を
中
心
に
歓
迎
準
備
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
中
国
側
に
認
め
ら
れ
、
日
本
仏
教
徒
は
中
国
紅
十
字

会
を
通
さ
ず
に
、
直
接
中
国
仏
教
協
会
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
許
可
さ
れ

た
。
一
九
五
六
年
六
月
、
対
中
国
交
流
の
日
本
側
窓
口
と
し
て
組
織
さ
れ

た
の
が
日
中
仏
教
交
流
懇
談
会
で
あ
る
。
会
長
は
大
谷
瑩
潤
で
あ
る
が
、

実
質
的
な
活
動
の
中
心
は
菅
原
恵
慶
と
中
濃
教
篤
で
あ
っ
た
。
日
中
仏
懇

は
、
機
関
紙
を
発
行
し
て
中
国
仏
教
事
情
を
精
力
的
に
翻
訳
・
紹
介
し
、

中
国
仏
教
の
写
真
展
な
ど
開
催
し
た
。
ま
た
、
京
都
仏
教
界
に
も
働
き
か

け
、
京
都
大
学
を
中
心
に
日
中
仏
教
研
究
会
（
塚
本
善
隆
会
長
）
を
組
織

し
、
学
術
活
動
の
交
流
も
目
指
し
た
。

　

一
九
五
七
年
に
実
現
し
た
全
日
本
仏
教
会
に
よ
る
訪
中
団
の
派
遣
は
、

五
〇
年
代
の
日
中
仏
教
交
流
の
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
。
日
本
各
宗
派
の
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極
的
に
行
っ
た
。
原
水
禁
運
動
を
リ
ー
ド
し
た
出
口
榮
二
は
、
ア
ジ
ア
と

の
連
帯
に
も
と
づ
く
実
践
的
な
平
和
運
動
を
志
向
し
て
い
た
。

　

だ
が
大
本
も
ま
た
、
否
応
な
く
冷
戦
の
対
立
構
造
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

く
。
そ
れ
は
第
一
に
、
原
水
禁
運
動
内
部
の
対
立
が
深
刻
化
す
る
な
か

で
、
平
和
運
動
の
「
政
治
化
」「
左
傾
化
」
に
対
す
る
教
団
内
の
危
惧
が

高
ま
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
戦
後
台
湾
に
拠
点
を
移
し
た
紅
卍
字
会
と
の

交
流
を
復
活
さ
せ
た
結
果
、
中
台
間
の
政
治
的
対
立
の
一
方
を
支
持
す
る

格
好
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
六
二
年
に
出
口
榮
二

が
中
国
を
訪
問
し
た
こ
と
で
教
団
内
の
不
協
和
が
顕
在
化
し
、
榮
二
を
中

心
と
す
る
平
和
運
動
は
退
潮
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

戦
後
大
本
の
平
和
運
動
が
情
熱
的
に
展
開
さ
れ
た
背
景
に
は
、
出
口
な

お
・
王
仁
三
郎
の
遺
し
た
思
想
的
・
実
践
的
遺
産
が
あ
っ
た
。
し
か
し
同

時
に
、
そ
の
遺
産
に
孕
ま
れ
る
国
際
協
調
／
超
国
家
主
義
と
い
う
両
義
的

な
性
格
、
ま
た
戦
前
期
の
運
動
に
身
を
投
じ
た
信
者
た
ち
の
経
験
に
つ
い

て
の
批
判
的
な
総
括
を
抜
き
に
継
承
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
平
和
運
動
に

つ
い
て
の
教
団
内
の
認
識
が
分
裂
し
、
戦
後
東
ア
ジ
ア
の
政
治
的
・
社
会

的
状
況
の
な
か
で
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
大
本
の

平
和
運
動
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
の
豊
か
さ
は
、
そ
の
先
駆
的
な
実
績
を

称
揚
す
る
こ
と
に
で
は
な
く
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
歩
み
に
畳
み

こ
ま
れ
た
複
雑
さ
・
困
難
さ
に
向
き
合
い
、
歴
史
的
現
実
の
な
か
で
「
平

和
」
と
い
う
理
念
を
鍛
え
な
お
す
こ
と
に
こ
そ
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費16H

03357

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で

あ
る
。

え
た
い
。

　

三
五
年
の
第
二
次
大
本
事
件
で
活
動
を
停
止
さ
せ
ら
れ
て
い
た
大
本

は
、
敗
戦
後
に
「
万
教
同
根
」
と
「
人
類
愛
善
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て

再
出
発
し
た
。「
世
界
政
府
」
の
樹
立
に
よ
る
世
界
平
和
を
め
ざ
し
た
世

界
連
邦
運
動
と
の
出
会
い
は
、
大
本
の
理
念
と
合
致
す
る
も
の
と
受
け
と

め
ら
れ
、
復
活
し
た
人
類
愛
善
会
を
主
体
に
活
発
な
活
動
が
進
め
ら
れ
て

い
く
。
だ
が
、
こ
の
人
類
愛
善=

世
界
連
邦
運
動
の
歴
史
的
性
格
を
理
解

す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
戦
前
期
の
大
本
の
複
雑
な
歩
み
に
遡
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
前
半
の
大
本
は
、
人
類
愛
善
会
に
代
表
さ
れ

る
国
際
協
調
主
義
と
、
昭
和
神
聖
会
に
代
表
さ
れ
る
超
国
家
主
義
の
双
方

を
推
進
し
て
い
っ
た
。
一
見
矛
盾
す
る
こ
れ
ら
の
動
き
は
、「
皇
国
」
日

本
を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
主
義
、
国
際
主
義
と
し
て
推
進
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
中
国
の
宗
教
・
慈
善
団
体
で
あ
る
道
院
・
紅
卍
字
会
と
の
提

携
も
、
こ
う
し
た
展
開
の
な
か
で
進
め
ら
れ
た
。
道
院
が
唱
え
る
「
五
教

合
一
」
は
大
本
の
諸
教
同
根
思
想
と
響
き
合
い
、
両
者
は
密
接
な
関
係
を

築
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
次
大
本
事
件
に
よ
り
両
者
の
提
携
関
係
は
い
っ

た
ん
途
絶
し
、
紅
卍
字
会
は
「
満
洲
国
」
政
府
に
従
属
的
な
立
場
で
慈
善

事
業
を
継
続
し
て
い
っ
た
。

　

戦
後
の
人
類
愛
善=

世
界
連
邦
運
動
は
、
出
口
伊
佐
男
を
中
心
に
、
諸

宗
教
の
代
表
者
に
よ
る
世
界
会
議
の
実
現
を
主
眼
と
し
て
、
世
界
連
邦
ア

ジ
ア
会
議
や
宗
教
世
界
会
議
な
ど
を
人
的
・
金
銭
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

っ
た
。
こ
う
し
た
運
動
と
並
行
し
つ
つ
、
第
五
福
竜
丸
事
件
を
受
け
て
原

水
禁
運
動
へ
と
進
ん
で
い
く
。
教
団
外
の
進
歩
的
知
識
人
と
も
交
流
し
つ

つ
、
署
名
運
動
、
デ
モ
行
進
、
国
際
会
議
出
席
、
学
習
会
開
催
な
ど
を
積
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〇
〇
超
、
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
は
三
三
だ
が
、
そ
の
う
ち
宗
教
関
係
は
、
Ｓ

Ｇ
Ｉ
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）、

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
パ
ッ
ク
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の

み
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｇ
Ｉ
は
、
戦
前
の
弾
圧
体
験
や
一
九
五
七
年
の
「
原
水
爆
禁
止
宣

言
」
を
基
礎
に
、
平
和
運
動
を
そ
の
活
動
の
柱
の
一
つ
に
据
え
、
多
様
な

活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
動
員
力
を
駆
使
し
、
大
規
模
な
署
名
活
動

や
会
員
が
い
る
各
国
各
地
で
の
展
示
活
動
を
重
ね
、
国
際
・
国
連
機
関
へ

の
働
き
か
け
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
は
発
足
以
来
の
親

密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
展
示
や
啓
発
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
同
制
作
や
資

金
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
条
約
の
普
及
推
進
と
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
く
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
は
、
一
九
七
〇
年
京
都
で
の
同
会
議
を
経
て
、
一
九
七
二
年

に
そ
の
日
本
委
員
会
が
発
足
し
、
活
動
を
継
続
し
て
き
た
。
神
社
界
・
教

派
神
道
・
伝
統
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
新
宗
教
か
ら
参
加
が
あ
る
が
、
と

り
わ
け
立
正
佼
成
会
の
関
わ
り
は
大
き
い
。
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
も
そ
の
青
年
部
会

が
核
廃
絶
・
軍
縮
署
名
を
国
内
で
一
千
万
集
め
る
な
ど
連
合
し
た
組
織
力

に
支
え
ら
れ
た
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
関
わ
り
は
比
較

的
近
年
か
ら
だ
が
、
そ
の
活
動
の
本
格
化
に
あ
た
っ
て
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー

の
依
頼
が
あ
っ
た
。
国
連
で
の
条
約
検
討
の
前
に
は
、
共
同
で
『
核
兵
器

禁
止
条
約
交
渉
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
発
表
し
、
一
万
部
近
く
を
配
っ
た
。

今
後
は
批
准
を
目
指
し
、
啓
発
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
な
ど
を
行
う
。

　

新
宗
教
運
動
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
平
和
運
動
の
類
型
と
し

て
は
、
自
教
団
の
海
外
拠
点
・
信
徒
を
動
員
し
て
単
独
で
展
開
す
る
タ
イ

プ
、
特
定
の
国
際
団
体
と
連
携
し
資
金
等
を
寄
託
し
て
活
動
を
行
う
タ
イ

核
廃
絶
と
日
本
宗
教

│
│ 

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
・
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
関
係
を
中
心
に 

│
│

塚
田　

穂
高

　

二
〇
一
七
年
七
月
七
日
、
国
連
で
核
兵
器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

一
〇
月
六
日
、
同
条
約
成
立
に
注
力
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）」
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が
決
定
し

た
。
同
日
、
創
価
学
会
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｉ
）
の
池
田
大
作
会

長
が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
に
祝
電
を
送
っ
た
。
同
月
一
〇
日
、
世
界
宗
教
者
平
和
会

議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
／
Ｒ
ｆ
Ｐ
）
日
本
委
員
会
が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
へ
の
お
祝
い
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。
一
二
月
一
〇
日
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
授
賞
式
に
Ｓ
Ｇ

Ｉ
の
平
和
運
動
総
局
長
が
招
聘
を
受
け
出
席
し
た
。
こ
う
し
た
一
連
の
出

来
事
か
ら
も
看
取
で
き
る
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
な
ら
び
に
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
の

関
わ
り
を
、
戦
後
日
本
の
宗
教
者
│
│
特
に
新
宗
教
運
動
に
よ
る
│
│
平

和
運
動
・
核
廃
絶
運
動
の
中
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
が
本

報
告
で
検
討
し
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

戦
後
日
本
宗
教
の
平
和
運
動
に
は
、
個
人
・
地
域
・
教
団
・
連
合
体
レ

ベ
ル
で
の
多
様
な
発
現
形
態
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
核
廃
絶
運
動
の
位
置

づ
け
は
総
体
的
に
重
い
。
新
宗
教
の
平
和
運
動
に
つ
い
て
の
研
究
蓄
積
は

必
ず
し
も
多
く
は
な
い
が
、
金
字
塔
的
研
究
と
し
て
は
、
教
団
別
比
較
を

行
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
キ
サ
ラ
に
よ
る
『
宗
教
的
平
和
思
想
の
研
究
―
日
本

新
宗
教
の
教
え
と
実
践
―
』（
一
九
九
七
年
）
が
あ
る
。
他
方
、
本
報
告

の
対
象
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
近
年
の
動
き
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
核
不

拡
散
研
究
な
ど
の
中
で
短
く
言
及
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
た
め
、
宗
教
研
究

領
域
か
ら
掘
り
下
げ
る
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
は
二
〇
〇
七
年
四
月
に
発
足
し
た
。
連
携
団
体
は
世
界
で
五
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ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
、
地
域
社
会
は
信
徒
の
生
活
の
場
で
あ

り
、
伝
道
・
宣
教
の
最
前
線
で
も
あ
る
。
同
時
に
、
地
域
は
、
戦
時
下
で

は
戦
場
と
な
り
、
直
接
的
に
最
大
の
被
害
を
被
る
。
そ
の
地
域
社
会
に

は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
キ
リ
ス
ト
者
と
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
非
キ
リ
ス
ト

者
が
共
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
は
、
平
和
運
動
に
対
し

て
積
極
的
に
「
参
加
」
す
る
人
び
と
と
、
平
和
に
つ
い
て
議
論
し
た
り
、

平
和
運
動
を
批
判
し
た
り
す
る
が
、
参
加
す
る
こ
と
は
な
く
、「
傍
観
」

す
る
人
び
と
、
ま
た
、
信
仰
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
平
和
運
動
を
「
敵

視
」
す
る
人
び
と
が
い
る
。

　

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
が
日
本
社
会
で
行
う
平
和
運
動
が

継
続
的
で
広
が
り
を
も
つ
た
め
に
は
、
ま
ず
、
非
キ
リ
ス
ト
者
の
な
か
で

平
和
運
動
を
活
発
に
行
う
「
参
加
」
の
ク
ラ
ス
タ
ー
と
連
帯
・
協
力
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
平
和
運
動
に
一
定
の
関
心
は
あ
る
が
、
そ
れ
に

積
極
的
に
参
加
し
な
い
「
傍
観
」
者
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
運
動
に
巻
き
込

ん
で
い
く
か
が
重
要
と
な
る
。

　

次
に
、
キ
リ
ス
ト
者
、
あ
る
い
は
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
戦
争
や
平
和
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
か
を
、
以
下
の
四
つ
に
分
け
て

類
型
化
し
た
。
第
一
に
、「
文
明
」
の
宗
教
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る

「
非
文
明
」「
半
文
明
」
地
域
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
支
配
）
を
正
当
化
す
る

「
支
配
す
る
キ
リ
ス
ト
教
」。
第
二
に
、
信
仰
的
善
意
に
基
づ
い
て
戦
争
に

反
対
し
、
平
和
的
行
動
を
志
向
す
る
人
び
と
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は
「
寄
り
添

う
キ
リ
ス
ト
教
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、「
抑
圧
す
る
キ
リ

ス
ト
教
」
の
ク
ラ
ス
タ
ー
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
政
治
や
社
会
問
題
に
関
わ

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
、「
問
題
提
起
」
を
す

る
人
び
と
を
批
判
す
る
こ
と
で
政
治
的
な
発
言
を
す
る
人
び
と
の
こ
と
を

プ
、
複
数
教
団
が
連
合
し
て
海
外
諸
宗
教
と
対
話
し
た
り
海
外
活
動
を
行

う
タ
イ
プ
な
ど
を
析
出
で
き
る
が
、
本
事
例
は
、
特
定
の
国
際
団
体
を
媒

介
す
る
こ
と
で
、
特
定
の
目
標
に
対
し
て
種
々
の
宗
教
団
体
・
連
合
体
が

相
乗
り
し
て
活
動
を
展
開
す
る
タ
イ
プ
だ
と
言
え
る
。
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
Ｗ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
日
本
委
に
は
、
背
景
や
構
成
は
異
な
り
つ
つ
も
、
平
和
運
動
の
蓄
積
、

動
員
力
、
海
外
会
員
な
い
し
宗
教
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
新
宗
教
運
動
と
い
う
教
団
モ
デ
ル
の
特
性
に
裏
打
ち
さ

れ
た
核
廃
絶
運
動
の
蓄
積
が
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
の
関
わ
り
の
呼
び
水
と
な
っ
た

の
で
あ
り
、
そ
の
運
動
と
テ
ー
マ
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
性
ゆ
え
に

（
国
内
で
は
行
わ
れ
に
く
い
）
相
乗
り
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
タ
イ
プ
の
核
廃
絶
の
動
き
が
、
そ
し
て
他
分
野
・
他
テ
ー
マ
で
も

こ
う
し
た
連
携
が
、
さ
ら
な
る
展
開
を
見
せ
る
の
か
は
注
目
さ
れ
る
。

戦
争
と
キ
リ
ス
ト
教

│
│ 

肯
定
・
協
力
の
構
造
と
抵
抗
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 
│
│

一
色　
　

哲

　

戦
後
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
平
和
運
動
を
考
え
る
と
き
、

「
北
海
道
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
」
の
活
動
は
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
平
和

運
動
の
ひ
と
つ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
会
は
、
一
九
五
〇
年
代

以
降
、
全
国
各
地
に
で
き
た
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
平
和
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
う
ち
、
現
在
最
も
活
動
的
な
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
日
本

社
会
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
の
こ
の
よ
う
な
運
動

が
可
能
な
の
か
。
本
報
告
は
、
こ
の
問
い
を
出
発
点
に
、
キ
リ
ス
ト
者
と

平
和
運
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
試
論
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
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メ
ン
ト

大
谷　

栄
一

　

こ
の
パ
ネ
ル
は
、（
１

）戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
の
歴
史
を
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
問
い
直
す
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と

と
、（
２

）戦
後
世
界
の
公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
の
公
共
的
活
動
を
問
い

直
す
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
宗
教
研
究
上
の
意
義
が
あ
る
。

　
（
１

）に
つ
い
て
。
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
は
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
の
冷
戦
構
造
の
中
で
生
起
し
、
戦
後
東
ア
ジ
ア
が
直
面
す
る
諸
課
題

と
関
連
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
。
宗
教
者
た
ち
は
反
戦
運
動
や
反
軍
事

化
の
諸
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
諸
活
動
は
少
な
か
ら
ず
、

ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
分
析
に
は
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
従
来
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス

ト
リ
ー
概
念
は
「
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
宗
教
」
の
問
題
系
で
注
目
さ
れ
て

き
た
が
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
宗
教
」
の
問
題
系
を
解
明
す
る

上
で
も
有
効
で
あ
ろ
う
。

　
（
２

）に
つ
い
て
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
公
共
宗
教
研
究
、
ポ
ス
ト
世

俗
化
論
、Engaged Buddhism

（
社
会
参
加
仏
教
）
研
究
等
の
進
展

な
ど
、「
宗
教
と
公
共
空
間
」
の
問
題
系
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
近
現
代

日
本
の
宗
教
史
を
振
り
返
る
と
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
と
政
治
的
ア
ク
テ
ィ

ヴ
ィ
ズ
ム
と
い
う
二
つ
の
行
動
類
型
に
よ
っ
て
宗
教
の
公
共
的
活
動
が
行

わ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
（
社
会
福
祉
事
業
や
教
育
活

動
等
）
に
対
し
て
、
政
治
的
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
（
反
戦
運
動
や
政
治
参

加
等
）
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
。
宗
教
者
平

和
運
動
は
、
明
ら
か
に
後
者
で
あ
る
。

　

次
に
、
四
人
の
報
告
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
、
質
問
す
る
。

言
う
。
最
後
に
、
時
に
「
革
命
的
終
末
観
」
を
持
ち
つ
つ
、
こ
の
世
の
あ

ら
ゆ
る
抑
圧
か
ら
の
「
解
放
の
ま
ぼ
ろ
し
」
を
め
ざ
し
て
行
動
す
る
「
抵

抗
す
る
キ
リ
ス
ト
者
」
た
ち
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
四
類
型
の
う
ち
、「
支
配
す
る
キ
リ
ス
ト
教
」
は

平
和
運
動
を
「
敵
視
」
し
、「
抵
抗
す
る
キ
リ
ス
ト
者
」
た
ち
は
そ
れ
に
積

極
的
に
「
参
加
」
す
る
。
ま
た
、「
寄
り
添
う
キ
リ
ス
ト
教
」
や
「
抑
圧
す

る
キ
リ
ス
ト
教
」
は
、
平
和
運
動
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
関
わ
ら
な
い
こ

と
で
「
傍
観
」
の
立
場
を
と
り
、
全
体
の
中
間
層
を
構
成
し
て
い
る
。
キ

リ
ス
ト
者
の
平
和
運
動
が
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
中
間
層

の
う
ち
「
寄
り
添
う
キ
リ
ス
ト
教
」
と
連
携
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
と
非
キ
リ
ス
ト
教
の
個
人
・
団
体
に
つ
い
て
は
地

域
の
な
か
で
「
参
加
」
の
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る
個
人
・
団
体
と
連
帯

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
「
非
キ
リ
ス
ト
者
」
に
よ
る
「
参
加
」
ク
ラ
ス

タ
ー
に
は
、
政
党
系
、
宗
教
系
、
社
会
運
動
系
、
そ
れ
に
、
在
日
外
国
人

な
ど
が
属
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
非
キ
リ
ス
ト
教
系
「
参

加
」
ク
ラ
ス
タ
ー
と
キ
リ
ス
ト
教
が
結
び
う
る
関
係
性
は
、「
む
す
ぶ
」

を
基
調
と
す
る
「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
」
と
「
ま
な
ぶ
」
こ
と
に
よ
る

「
他
宗
教
連
携
型
」、
労
組
や
政
党
な
ど
と
「
つ
な
が
る
」「
他
団
体
連
携

型
」
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
と
前
述
の
「
北
海
道
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の

会
」
や
呉
、
岩
国
、
沖
縄
な
ど
で
の
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
平
和
運
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
信
教
の
自
由
や
「
憲
法
九
条
」、
ま
た
、
在
日
外
国
人
（
地

域
内
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
存
在
）
の
権
利
擁
護
な
ど
の
運
動
を
通

し
て
多
様
な
「
参
加
」
ク
ラ
ス
タ
ー
の
個
人
・
団
体
を
結
び
つ
け
る
紐
帯

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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ら
れ
る
か
？

　

一
色
報
告
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
平
和
運
動
・
戦
争
協
力
の
類
型
化
を
示

す
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
者
、
キ
リ
ス
ト
教
会
の
平
和
運
動
へ
の
関
わ

り
、
平
和
運
動
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
の
関
係
を
構
造

的
に
明
示
し
た
。
ま
た
、
地
域
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
・
教
会
の
平

和
運
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
類
型
を
提
起
し
、
地
域
の
中
の
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
問
題
を
指
摘
し
た
こ
と
も
重
要
。
北
海
道
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
者
の
平
和
運
動
で
、
キ
リ
ス
ト
者
と
キ
リ
ス
ト
教
団
体
が
諸
勢
力
の

「
紐
帯
」「
接
着
剤
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た

キ
リ
ス
ト
者
の
平
和
運
動
の
機
能
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
に
よ
っ
て
可
能

に
な
る
の
か
？

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

大
谷　

栄
一

　

本
パ
ネ
ル
は
、
共
同
研
究
「
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
の
ト
ラ
ン

ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
」（
代
表
者
：
大
谷
、
科
学
研
究
費

補
助
金
・
基
盤
研
究（
Ｂ
）、
二
〇
一
六
〜
一
八
年
度
）
の
最
終
報
告
で
あ

る
。
こ
の
共
同
研
究
の
目
的
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
の
宗
教
者

平
和
運
動
の
歴
史
を
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
実
証
的
に
解
明

す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
資
料
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
現
地

調
査
等
に
よ
っ
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
た
。

　

本
パ
ネ
ル
で
は
、
戦
後
日
本
の
宗
教
者
平
和
運
動
の
個
別
事
例
を
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え
直
す
こ
と
で
、
当
該
研
究
領
域
の

更
新
を
図
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
。
日
中
友
好
運
動
（
坂
井
田
夕
起
子
）、

大
本
と
世
界
連
邦
運
動
（
永
岡
崇
）、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
と
Ｓ
Ｇ
Ｉ
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ

　

坂
井
田
報
告
は
、「
中
濃
教
篤
」
と
い
う
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
注
目
し
て
、

戦
後
の
日
中
友
好
運
動
を
分
析
し
、
日
本
と
中
国
の
仏
教
界
の
交
流
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
。
日
本
の
仏
教
界
は
「
国
交
の
な
い
時
代
か
ら
中
国

と
の
民
間
交
流
」
を
果
た
し
て
き
た
と
い
う
評
価
は
、
仏
教
界
の
公
共
的

な
役
割
を
意
味
す
る
。
仏
教
界
の
日
中
交
流
活
動
は
、
幅
広
い
仏
教
者
や

仏
教
団
体
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
一
九
六
〇
年

以
降
の
日
米
安
保
体
制
の
中
で
仏
教
界
の
日
中
交
流
活
動
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
た
の
か
？

　

永
岡
報
告
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
人
類
愛
善
運
動
か
ら
遡
り
、
一
九
四

〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
前
半
の
大
本
の
世
界
連
邦
運
動
と
原
水
爆
禁
止

運
動
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
、
道
院
・
紅
卍
会
と
の
戦
前
の
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
提
携
に
見
ら
れ
る
大
本
の
ア
ジ
ア
主
義
が
戦
後
の
東
ア
ジ
ア

の
地
政
学
の
中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
も
明
ら
か
に
し
た
。
竹
内

好
の
有
名
な
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
主
義
は
侵
略
の
思
想
で
あ
る

と
同
時
に
連
帯
の
志
向
性
を
持
っ
て
い
た
。
戦
後
の
大
本
と
紅
卍
会
と
の

連
帯
が
戦
後
東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
の
中
で
左
右
対
立
の
構
図
に
組
み
込
ま

れ
て
し
ま
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
左
右
対
立
の
構
図
に
組

み
込
ま
れ
ず
に
連
帯
を
実
現
す
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
の
か
？

　

塚
田
報
告
は
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
と
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
関
わ
り
を
紹
介
し
な
が
ら
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
媒
介
と
し
た
日
本
の
新
宗
教
平
和
運
動
間
の
新
た
な
関
係
性
を
明
ら
か

に
し
た
。（
新
）宗
教
運
動
に
よ
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
平
和
運
動
の

類
型
を
提
起
し
た
こ
と
も
重
要
な
成
果
。
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
を
媒
介
に
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
が
「
連
合
」
し
た
こ
と
は
、
従
来
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

だ
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
「
連
合
」
は
今
後
も
起
こ
り
う
る
と
考
え
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示
し
た
。

　

一
色
報
告
で
は
、
日
本
社
会
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
の

平
和
運
動
は
、
地
域
運
動
に
根
ざ
し
、
他
の
宗
教
や
諸
団
体
と
の
連
携
は

重
要
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
近
代
以
降
、

医
療
や
教
育
、
福
祉
等
、
ま
た
、
在
日
外
国
人
に
関
す
る
分
野
で
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
の
実
績
が
あ
る
。
ま
た
、
本
報
告
で
は
、「
北
海
道
キ
リ

ス
ト
者
平
和
の
会
」
を
事
例
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
と
き
に
内
部
対
立
す
る

政
党
や
労
組
の
紐
帯
と
な
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
な
ど
そ
の
可
能
性
が
指

摘
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
、
大
谷
に
よ
っ
て
各
報
告
者
に
コ
メ
ン
ト
と
質
問
が
投
げ
か
け

ら
れ
た
。
坂
井
田
報
告
に
は
一
九
六
〇
年
以
降
の
日
米
安
保
体
制
の
中
で

の
仏
教
界
の
日
中
交
流
活
動
の
変
化
、
永
岡
報
告
に
は
挫
折
に
終
わ
っ
た

戦
後
の
大
本
と
紅
卍
会
と
の
連
帯
の
実
現
可
能
性
、
塚
田
報
告
に
は
Ｓ
Ｇ

Ｉ
と
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
「
連
合
」
の
今
後
の
見
通
し
、
一
色
報
告
に
は
北
海
道

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
の
平
和
運
動
が
果
た
し
た
「
紐
帯
」「
接
着
剤
」

の
条
件
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ
れ
、
報
告
者
か
ら
リ
プ
ラ
イ
が
な
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
フ
ロ
ア
か
ら
は
、
宗
教
の
公
共
的
役
割
の
み
な
ら
ず
、
宗
教
研

究
者
の
公
共
的
役
割
も
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
宗
教
研
究
者
が
平
和
運
動

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
リ
ー
ナ
で
果
た
す
役
割
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
海

外
の
平
和
運
動
の
現
場
で
は
Ｓ
Ｇ
Ｉ
と
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
の
協
働
が
よ
く
見
ら
れ

る
が
、
Ｓ
Ｇ
Ｉ
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
と
バ
チ
カ
ン
の
協
力
を
ど
う
考
え
る
か
、
戦

後
の
宗
教
団
体
に
見
ら
れ
る
「
反
共
」
の
傾
向
を
ど
う
捉
え
る
か
、
と
い

う
コ
メ
ン
ト
と
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
全
体
を
通
じ
て
有
意
義
な
パ
ネ
ル

と
な
っ
た
。

（
塚
田
穂
高
）、
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
る
平
和
運
動
（
一
色
哲
）
の
事
例
を
取

り
上
げ
た
。

　

四
名
の
発
表
者
の
報
告
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

坂
井
田
報
告
で
は
、
戦
後
日
本
と
中
国
が
国
交
を
持
た
な
か
っ
た
時

期
、
日
本
政
府
に
代
わ
っ
て
宗
教
者
た
ち
が
戦
後
処
理
に
尽
力
し
た
こ

と
、
特
に
中
国
人
強
制
連
行
犠
牲
者
の
遺
骨
送
還
運
動
に
お
い
て
仏
教
者

が
主
導
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
五
〇
年
代
半
ば
、
中

国
政
府
の
後
押
し
に
よ
っ
て
日
中
仏
教
交
流
は
進
展
し
た
も
の
の
、
六
〇

年
頃
に
は
日
中
関
係
の
悪
化
と
中
国
政
府
の
外
交
方
針
の
転
換
に
よ
り
、

日
中
間
の
交
流
は
政
治
的
な
色
彩
を
強
め
、
左
傾
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。

　

永
岡
報
告
で
は
、
一
九
四
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
精

力
的
な
平
和
運
動
を
展
開
し
た
大
本
の
事
例
が
論
じ
ら
れ
た
。
二
〇
年
代

の
人
類
愛
善
運
動
か
ら
戦
後
に
い
た
る
国
際
交
流
や
世
界
連
邦
運
動
、
原

水
禁
運
動
の
軌
跡
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
基
盤
と
な
っ
た
ア
ジ
ア

主
義
の
多
義
的
な
性
格
、
そ
し
て
そ
れ
が
戦
後
東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
に
巻

き
こ
ま
れ
る
こ
と
で
平
和
運
動
が
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
っ
た
プ
ロ

セ
ス
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　

塚
田
報
告
で
は
、
二
〇
一
七
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
核

兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）」
と
、
そ
の
国
際
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
創
価
学
会
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｉ
）
な
ら
び
に
世
界

宗
教
者
平
和
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
と
の
関
わ
り
が
、
戦
後
日
本
宗
教
の
平

和
運
動
│
│
核
廃
絶
運
動
の
展
開
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
特
に
、
こ

う
し
た
連
携
が
、
新
宗
教
の
運
動
特
性
と
国
際
団
体
を
媒
介
と
し
た
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
性
に
支
え
ら
れ
て
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
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技
術
社
会
と
宗
教

│
│ 

人
工
知
能
の
実
装
化
が
持
つ
宗
教
的
意
義
に
つ
い
て 

│
│

代
表
者
・
司
会　

木
村
武
史

人
工
知
能
の
実
装
化
と
宗
教
学
の
課
題

木
村
　
武
史

　

技
術
社
会
で
あ
る
現
代
社
会
で
注
目
さ
れ
て
い
る
革
新
的
技
術
と
し
て

人
工
知
能
が
あ
る
。
研
究
、
開
発
の
段
階
か
ら
社
会
実
装
化
へ
と
人
工
知

能
が
社
会
の
基
幹
的
構
成
要
素
の
一
つ
に
な
る
に
と
も
な
い
、
社
会
や
人

間
の
在
り
方
も
変
容
し
て
い
く
。
人
間
観
や
世
界
観
が
様
々
な
仕
方
で
問

い
直
さ
れ
始
め
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
宗
教
学
の
観
点
か
ら
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
生
ま
れ
て
き
て

い
る
。
同
時
に
、
人
工
知
能
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
教

学
分
野
の
い
か
な
る
新
し
い
視
点
を
提
示
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い

う
問
題
も
あ
る
。

　

最
初
に
問
う
べ
き
は
、
果
た
し
て
人
工
知
能
と
い
う
技
術
が
宗
教
学
の

研
究
対
象
に
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
宗
教
学
と

い
う
学
問
分
野
の
そ
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
定
義
が
何
で
あ
れ

「
宗
教
」
を
研
究
対
象
と
す
る
と
い
う
方
向
性
が
あ
る
。
こ
の
点
が
、
例

え
ば
、
研
究
対
象
を
何
で
も
す
る
こ
と
の
で
き
る
文
化
人
類
学
や
社
会
学

と
は
異
な
る
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
れ
で
は
、
人
工
知
能
が
宗
教
学
の

研
究
対
象
と
な
り
得
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
で

あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
わ
く
。

　

考
察
の
方
法
に
は
い
く
つ
か
あ
り
得
る
が
、
こ
こ
で
は
四
つ
の
視
点
か

ら
考
え
て
み
た
い
。

　

第
一
は
、
人
工
知
能
そ
の
も
の
に
宗
教
的
意
義
、
あ
る
い
は
宗
教
的
次

元
を
見
出
せ
る
の
か
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
広
く
技
術
に
宗
教
的

意
義
を
見
出
す
の
か
、
あ
る
い
は
人
工
知
能
と
い
う
特
殊
な
現
代
的
技
術

に
だ
け
宗
教
的
意
義
を
見
出
せ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
点
は
宗
教
史
お
よ
び
宗
教
学
説
史
を
含
む
大
き
な
問
題
が
含
ま
れ
て
く

る
。

　

第
二
は
、
社
会
の
基
幹
制
度
と
な
っ
た
人
工
知
能
に
よ
っ
て
人
間
社
会

あ
る
い
は
人
間
の
あ
り
方
が
大
き
く
変
え
ら
れ
て
い
く
と
い
う
歴
史
的
潮

流
の
中
で
、「
宗
教
」
な
い
し
は
「
宗
教
集
団
」
も
変
化
あ
る
い
は
対
応

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
文
化
社
会
的
文
脈
の
中
で
、
宗

教
も
人
工
知
能
を
取
り
入
れ
る
あ
る
い
は
利
用
し
て
い
く
と
い
う
形
で
変

化
し
て
い
く
、
と
い
う
意
味
で
宗
教
的
意
義
を
認
め
、
そ
れ
ら
が
研
究
の

課
題
と
な
る
。

　

第
三
は
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
領
域
と
関
連
し
て
論
じ
ら
れ
得
る

課
題
と
し
て
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ノ
ー
シ
ス
テ
ィ
ク
な
知

と
の
関
連
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
人
工
知
能
に
「
意
識
」
に
近
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す
る

試
み
も
進
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
動
物
・
人
間
・
人
工
知
能
の
境

界
が
改
め
て
問
い
直
さ
れ
て
い
る
。

　

第
五
に
、
人
工
知
能
の
社
会
実
装
化
、
社
会
導
入
を
推
進
し
よ
う
と
し

て
い
る
立
場
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
、
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
中
で

も
人
間
と
技
術
の
融
合
が
進
み
、
や
が
て
人
間
は
「
技
術
」
に
な
る
と
主

張
す
る
人
間
観
を
ど
の
よ
う
に
批
判
的
に
捉
え
な
お
す
の
か
、
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
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厳
は
万
人
に
付
与
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
家
（
帝
国
）
や
宗
教

の
権
威
か
ら
独
立
し
た
内
在
的
価
値
と
し
て
尊
厳
概
念
が
成
立
し
た
の
は

啓
蒙
主
義
以
降
で
あ
り
、
カ
ン
ト
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　

と
は
い
え
、
現
代
に
お
い
て
も
尊
厳
概
念
を
規
定
す
る
境
界
は
必
ず
し

も
明
確
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
尊
厳
の
境
界
の
揺
ら
ぎ
の
中
に
、
人
工
知

能
の
よ
う
な
人
工
物
を
位
置
づ
け
る
余
地
が
あ
る
と
言
え
る
。
現
代
に
お

い
て
倫
理
的
争
点
と
な
っ
て
い
る
尊
厳
の
境
界
と
し
て
次
の
三
つ
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
①
動
物
／
人
間
／
人
工
物
（
技
術
）、
②
生
命
の
開

始
（
胎
児
）／
人
間
／
生
命
の
終
了
（
脳
死
患
者
）、
③
死
者
／
人
間
（
生

者
）／
未
来
世
代

二　

人
工
知
能
の
「
尊
厳
」
を
め
ぐ
る
論
点

　

第
一
に
、
人
工
知
能
は
社
会
的
行
為
者
（
責
任
を
問
わ
れ
る
行
為
主

体
）
と
な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
前
近
代
に
お
い
て
、
動
物
、
死
者
、
人

工
物
も
社
会
的
行
為
者
と
な
り
得
た
こ
と
は
参
考
に
で
き
る
。
た
と
え

ば
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
行
わ
れ
た
動
物
裁
判
で
は
、
行
為
に
責
任
を
負

う
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
動
物
が
法
廷
に
引
き
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
六

〜
一
七
世
紀
の
ユ
ダ
ヤ
社
会
で
は
、
人
造
人
間
（
ゴ
ー
レ
ム
）
が
誕
生
し

た
場
合
、
そ
れ
は
人
間
と
呼
ぶ
に
値
す
る
の
か
、
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
共
同
体

に
入
れ
る
べ
き
な
の
か
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
こ
っ
た
。

　

第
二
に
、
人
工
知
能
は
自
由
意
志
を
持
ち
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
時
点

で
の
人
工
知
能
が
他
律
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
生
命
の
よ

う
な
自
律
シ
ス
テ
ム
と
区
別
さ
れ
、
そ
こ
に
自
由
意
志
は
な
い
と
言
え

る
。
し
か
し
、
生
物
の
自
由
の
根
拠
が
不
可
知
性
（
外
部
の
観
察
者
に
よ

る
予
測
不
能
性
）
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
工
知
能
が
そ
の
よ
う
な
不
可
知

性
を
持
ち
得
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

人
工
知
能
に
は
多
様
な
面
が
多
く
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
社
会
に
導

入
さ
れ
る
か
に
応
じ
て
、
そ
れ
ら
が
喚
起
す
る
宗
教
学
的
課
題
も
多
様
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
丁
寧
に
紐
解
い
て
い
く
作
業
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

人
工
知
能
の
「
尊
厳
」
の
考
察

小
原
　
克
博

　

海
外
で
は
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
「
権
利
」
や
「
義
務
」（
ル
ー
ル
）

を
付
与
す
べ
き
と
い
う
議
論
が
す
で
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、

「
尊
厳
」
概
念
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
人
工

的
に
作
り
出
さ
れ
た
も
の
（
人
工
知
能
・
ロ
ボ
ッ
ト
）
に
対
す
る
尊
厳
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
得
る
の
か
を
、
動
物
の
尊
厳
、
生
命
の
尊
厳
な

ど
の
境
界
領
域
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
。
そ
れ
は
人
工
物
の
道
徳
的
位
置

づ
け
の
問
題
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

一　

人
工
知
能
の
「
尊
厳
」
を
考
え
る
た
め
の
諸
前
提

　

尊
厳
は
、
世
界
人
権
宣
言
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
間

に
普
遍
的
に
備
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、
歴
史
的
に
は
適
用
範
囲
の
変

動
が
見
ら
れ
た
。
現
代
の
尊
厳
概
念
に
は
人
文
主
義
的
源
泉
や
キ
リ
ス
ト

教
的
な
源
泉
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
代
ロ
ー
マ
に
お
い
て
リ
ベ
ル

タ
ス
（
自
由
）
は
全
ロ
ー
マ
市
民
に
付
与
さ
れ
る
価
値
と
さ
れ
る
一
方
、

デ
ィ
グ
ニ
タ
ス
（
尊
厳
）
は
高
貴
な
身
分
の
者
に
の
み
帰
属
し
た
。
他
の

動
物
種
に
優
越
す
る
人
間
の
尊
厳
が
語
ら
れ
る
一
方
、
特
定
の
人
間
や
人

間
集
団
に
対
し
、
特
別
な
名
誉
や
社
会
的
地
位
を
伴
っ
て
尊
厳
は
付
与
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
創
世
記
」
一
章
二
七
節
に
由
来
す

る
「
神
の
像
」
を
人
間
の
尊
厳
の
中
心
に
据
え
た
が
、
現
実
社
会
で
は
尊
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電
気
電
子
学
会
）
は
現
在
、
自
律
・
知
能
シ
ス
テ
ム
（A

utonom
ous 

and Intelligent System
s;

Ａ
／
Ｉ
Ｓ
）
の
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に

お
け
る
倫
理
に
つ
い
て
の
規
格
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
近
年
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
な
ど
に
と
も
な
い
、Cross-cultural / Intercultural 
Standardization

の
問
題
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
が
現
在
公
開
し
て
い
る
「
倫
理
的
に
配
慮
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
（Ethi-

cally A
ligned D

esign

）」
第
二
版
（
以
下EA

D
v2

）
で
も
「
自
律
・

知
能
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
古
典
倫
理
」
と
い
う
節
を
設
け
、
徳
倫
理
学
な

ど
の
西
洋
古
典
倫
理
に
加
え
、
仏
教
や
ウ
ブ
ン
ト
ゥ
、
神
道
な
ど
の
西
洋

以
外
の
古
典
倫
理
を
Ａ
／
Ｉ
Ｓ
の
デ
ザ
イ
ン
や
開
発
プ
ロ
セ
ス
等
に
取
り

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　
「
自
律
・
知
能
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
古
典
倫
理
」
は
三
節
で
構
成
さ
れ

る
。
第
一
節
で
は
、
主
に
西
洋
倫
理
学
の
伝
統
に
基
づ
き
な
が
ら
、
Ａ
／

Ｉ
Ｓ
の
研
究
・
開
発
に
お
け
る
古
典
倫
理
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
自
律
し
て
い
る
と
見
る
見
方
（「
擬

人
化
ア
プ
ロ
ー
チ
」）
に
対
す
る
批
判
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
節
で
は
、

倫
理
に
関
す
る
議
論
を
西
洋
の
古
典
倫
理
学
に
限
定
す
る
こ
と
の
問
題
が

述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
仏
教
、
ウ
ブ
ン
ト
ゥ
、
神
道
と
い
っ
た
非
西
洋

の
多
様
な
倫
理
学
的
伝
統
が
紹
介
さ
れ
る
。
こ
の
三
つ
が
選
ば
れ
た
の

は
、
規
格
作
成
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の
能
力
不
足
や
恣
意
で
は
な
く
、

参
考
に
し
や
す
い
論
文
等
が
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
最
後
の
第
三
節
で
は
、
前
二
節
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、

Ａ
／
Ｉ
Ｓ
開
発
に
お
け
る
倫
理
の
実
装
方
法
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
。

　

こ
の
中
、
仏
教
倫
理
に
つ
い
て
は
、
無
我
説
が
前
提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
者
や
社
会
と
の
「
適
切
な
関
係
」
に
重
点
を
置
い
た
倫
理
が
構
築
さ
れ

　

第
三
に
、
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
仮
説
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き

だ
ろ
う
か
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
の
類
似
性
、
ト
ラ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
と
の
関
係
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
一
神
教
批
判
を
そ
こ
に
重
ね

る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

三　

結
論

　

尊
厳
の
境
界
が
可
変
的
で
あ
り
、
越
境
可
能
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ

ば
、
人
間
と
人
工
知
能
を
自
律
シ
ス
テ
ム
か
他
律
シ
ス
テ
ム
か
で
区
分

し
、
人
工
知
能
の
道
徳
性
（
尊
厳
）
を
排
除
す
る
こ
と
に
安
住
す
べ
き
で

は
な
い
。
む
し
ろ
、
人
間
と
人
工
物
（
技
術
）
の
根
源
的
な
相
互
浸
透
性

を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
価
値
規
範
こ
そ
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ

は
人
間
に
「
憑
依
」
す
る
人
工
物
と
し
て
人
工
知
能
を
宗
教
学
的
に
対
象

化
す
る
可
能
性
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

米
国
電
気
電
子
学
会
「
自
律
・
知
能
シ
ス
テ
ム
の
古
典
倫
理
」
と

仏
教
倫
理

師
　
　
茂
樹

　

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
に
お
け
る
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に
お

い
て
は
、
宗
教
を
含
め
た
様
々
な
文
化
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

人
工
知
能
等
が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
生
命
観
・
世
界
観
な
ど

が
変
化
す
る
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
開
発
者
が
社
会
の

中
で
育
ん
だ
生
命
観
・
世
界
観
な
ど
が
人
工
知
能
の
開
発
に
影
響
す
る
こ

と
も
無
視
で
き
な
い
。
人
工
知
能
の
社
会
化
に
よ
る
社
会
構
造
の
変
化

と
、
社
会
の
な
か
で
人
工
知
能
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
と
は
、
双
方
向
的
に

影
響
を
与
え
合
う
関
係
だ
と
言
え
る
。

　

電
気
通
信
関
連
の
標
準
化
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
米
国
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畏
怖
し
、
魅
了
さ
れ
、
様
々
な
伝
承
を
生
み
出
し
、
人
間
と
は
異
な
る
魂

の
存
在
を
感
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
実
体
を
伴
わ
ざ
る
未
知
の
存
在

が
、
神
格
化
や
妖
怪
化
を
経
て
畏
怖
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
こ
れ
ら
〝
既
存
〞
の
異
界
と
人
間
と
の
関
わ
り
と
を
論
ず
る
視
点

は
、
人
工
知
能
と
人
間
と
の
関
わ
り
の
解
明
に
何
を
寄
与
で
き
る
の
か
。

身
体
観
を
中
心
に
検
討
し
た
い
。

一　
〝
器
〞
と
し
て
の
身
体

　

そ
も
そ
も
芸
能
の
起
源
と
は
、
俳
優
（
わ
ざ
お
ぎ
）＝
神
を
招
（
お
）
ぐ

態
（
わ
ざ
）
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
神
代
上
訓
に
見
る
天
鈿
女
命
（
ア

メ
ノ
ウ
ズ
メ
）
の
舞
、
す
な
わ
ち
「
神
楽
の
原
型
」
に
お
い
て
、
身
体
は

依
代
で
あ
っ
た
。
も
の
に
神
が
宿
る
の
と
同
様
に
、
身
体
も
神
を
宿
す
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
て
神
を
迎
え
る
た
め
の
限
ら
れ
た
空

間
は
、
同
時
に
芸
能
・
舞
踊
を
見
せ
る
舞
台
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
。
芸

能
に
お
け
る
身
体
＝
神
（
霊
）
を
や
ど
す
〝
器
〞
で
あ
り
、
舞
台
上
に
お

け
る
神
の
媒
体
の
身
体
は
、
神
（
霊
）
を
顕
現
す
る
身
体
と
さ
れ
た
。

　

能
・
歌
舞
伎
・
人
形
（
文
楽
や
か
ら
く
り
人
形
）
な
ど
の
伝
統
芸
能
で

は
、
神
霊
や
人
の
魂
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
霊
が
登
場
す
る
。
そ
れ
ら

は
、
客
体
化
さ
れ
た
舞
台
上
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
。
一
方
、
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
化
さ
れ
た
人
工
知
能
は
、
舞
台
の
み

な
ら
ず
、
日
常
の
中
に
当
然
の
よ
う
に
存
在
し
て
我
々
に
対
峙
す
る
。

〝
器
〞
が
人
、
物
の
い
ず
れ
で
あ
る
に
せ
よ
、
儀
礼
的
な
場
と
し
て
我
々

の
知
覚
可
能
な
舞
台
か
ら
そ
れ
が
日
常
へ
と
は
み
出
す
場
合
、
そ
れ
は
違

和
感
や
恐
れ
、
不
安
感
を
起
こ
さ
せ
る
。
そ
の
感
情
は
、
意
識
的
あ
る
い

は
無
意
識
的
に
、
我
々
が
芸
能
を
通
じ
て
異
界
と
接
し
て
い
る
こ
と
の
表

れ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

た
、
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
議
論
の
背
景
に
は
、
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
と

ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
に
よ
っ
て
情
報
倫
理
を
考
え
るH

ongladarom

の
説
、

仏
教
国
タ
イ
に
お
け
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
議
論
を
分
析
す
るCapuro

の
説
、
無
我
説
に
も
と
づ
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
論
を
展
開
す
る
森
政
弘
の
説
な

ど
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
教
教
理
は
こ
れ
に
限
定
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
無
我
説
に
関
し
て
言
え
ば
、
デ
レ
ク
・
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の

倫
理
学
や
、
ヴ
ァ
レ
ラ
ら
の
自
律
シ
ス
テ
ム
理
論
を
中
観
派
的
視
点
か
ら

批
判
的
に
検
討
す
るM

acK
enzie

の
議
論
な
ど
、EA

D
v2

で
参
照
さ

れ
て
も
よ
さ
そ
う
な
議
論
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ま
た
無
我
説
に
限
定
し

な
け
れ
ば
、
唯
識
思
想
の
ア
ー
ラ
ヤ
識
論
等
を
Ａ
Ｉ
の
開
発
に
応
用
し
よ

う
と
い
う
三
宅
陽
一
郎
の
取
り
組
み
な
ど
も
あ
る
。

　

EA
D
v2

に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
仏
教
教
理
が
こ
の
よ
う
に
限
定
的
で

あ
る
の
は
、
技
術
者
や
科
学
者
ら
の
責
任
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
は
す
で

に
古
典
倫
理
に
対
す
る
関
心
を
表
明
し
、
議
論
の
場
を
作
っ
て
い
る
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
よ
り
よ
く
す
る
活
動
に
哲
学
・
宗
教
の
研
究
者
が
参

加
す
る
時
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
哲
学
・
宗
教
の
研
究
者

が
生
命
倫
理
研
究
な
ど
に
貢
献
す
る
例
は
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

Ａ
／
Ｉ
Ｓ
開
発
に
お
け
る
倫
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
も
そ

れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。

人
工
知
能
の
身
体
観
に
関
わ
る
諸
問
題

永
原
　
順
子

　

か
ら
く
り
人
形
や
文
楽
人
形
は
、
外
見
や
動
作
を
人
間
に
似
せ
よ
う
と

す
る
。
そ
の
一
方
で
、
能
の
役
者
は
、
抽
象
化
か
つ
制
限
さ
れ
た
動
作
に

よ
っ
て
人
間
か
ら
遠
ざ
か
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
我
々
は
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そ
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
様
々
な
事
象
が
生
成
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
過
渡

期
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
議
論
を
続
け
て
い
き
た
い
。

人
工
知
能
と
生
死
（
せ
い
し
）
観

濱
田
　
　
陽

　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
デ
ー
タ
に
依
拠
す
る
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
人
工
知

能
、
合
成
生
物
学
）
は
果
た
し
て
新
た
な
人
間
観
・
生
死
観
の
潮
流
を
生

み
出
し
、
伝
統
宗
教
の
人
間
観
・
生
死
観
に
対
し
近
代
の
生
物
学
・
医
学

が
与
え
て
き
た
ほ
ど
の
巨
大
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

か
。「
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
宗
教
」（the new

 techno-religions

）
の
台
頭

が
急
速
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
伝
統
宗
教
を
ゆ
る
が
し
、
人
間
存
在
の
基

盤
を
突
き
崩
し
つ
つ
あ
る
と
す
る
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
『
ホ
モ
・

デ
ウ
ス
』（
二
〇
一
五
）
の
問
題
提
起
等
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
伝
統
宗
教
の
人
間
観
・
生
死
観
に
い
か
な
る
影
響
を

与
え
得
る
か
検
討
す
る
た
め
、
三
つ
の
人
間
観
・
生
死
観
の
シ
ン
プ
ル
化

に
よ
る
比
較
検
討
を
試
み
る
。

　

近
代
世
俗
社
会
（
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
の
人
間
観
・
生
死
観
に
つ
い
て
。

開
始
と
終
着
の
あ
る
一
貫
し
た
人
生
が
あ
り
、
個
人
は
人
と
し
て
尊
厳
と

人
権
を
有
し
て
お
り
、
ま
た
、
そ
う
い
う
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
人
な

ら
で
は
の
、
こ
こ
ろ
の
内
奥
の
感
情
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
る
。
し
か

し
、
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
尊
い
理
由
に
は
踏
み
込
ま
な
い
。
生
物
個
体
と

し
て
の
死
を
存
在
関
係
の
変
容
と
し
て
最
も
重
視
す
る
傾
向
を
も
つ
。

　

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
人
間
観
・
生
死
観
に
つ
い
て
。
人
の
存
在
を
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
と
デ
ー
タ
の
流
れ
で
あ
る
と
す
る
。
あ
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
の
に
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

二　
〝
か
た
ち
〞
な
き
も
の

　

伝
承
の
世
界
に
お
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
か
た
ち
の
な
い
も
の
、
す

な
わ
ち
不
可
思
議
な
現
象
に
対
し
て
我
々
は
名
前
を
付
け
、
そ
の
現
象
を

起
こ
す
存
在
を
あ
る
一
つ
の
妖
怪
と
し
て
想
定
し
、
造
形
す
る
こ
と
も
あ

る
（
小
松
和
彦
『
妖
怪
文
化
入
門
』
せ
り
か
書
房
、
二
〇
〇
六
）。
同
様

に
、
か
た
ち
の
な
い
人
工
知
能
は
、
も
は
や
我
々
の
日
常
に
深
く
入
り
込

ん
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
怪
異

伝
承
は
、
す
で
に
か
な
り
の
数
が
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
ま
た
、
人
の
か
た
ち
を
と
ら
な
い
も
の
が
人
と
し
て
表
現
さ
れ
る
、

す
な
わ
ち
擬
人
化
の
問
題
も
、
身
体
観
の
要
素
の
一
つ
と
し
て
重
要
で
あ

る
。
有
情
無
情
の
も
の
に
対
し
て
、
自
ら
を
投
影
し
、
感
情
移
入
す
る
点

で
は
、
か
た
ち
の
な
い
（
も
し
く
は
人
型
で
は
な
い
）
人
工
知
能
と
、
共

通
し
た
身
体
観
を
持
つ
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
単
純
な
同

一
線
上
に
見
る
こ
と
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。

三　

ま
と
め

　

古
来
、
我
々
は
自
ら
の
ソ
ト
に
お
け
る
不
可
思
議
な
も
の
に
対
し
、
芸

能
や
伝
承
と
い
っ
た
緩
衝
材
を
通
し
て
つ
き
あ
っ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
す

べ
て
が
解
き
明
か
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
不
可
解
な
も
の
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
こ
と
も
、
緩
衝
材
が
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
一
方

で
、
ソ
ト
へ
の
畏
れ
や
興
味
と
同
様
、
ウ
チ
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
思
想

や
信
仰
に
お
い
て
も
、
ソ
ト
を
通
し
て
の
客
体
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
ソ

ト
と
ウ
チ
と
の
あ
わ
い
に
、
自
ら
が
創
り
出
し
た
近
代
的
技
術
を
母
体
と

し
た
人
工
知
能
の
存
在
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
既
存
の

身
体
観
の
曖
昧
さ
に
直
線
で
切
り
込
む
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
人

工
知
能
に
よ
っ
て
、
身
体
観
の
輪
郭
が
あ
ら
わ
に
な
る
と
も
い
え
よ
う
。
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た
基
準
は
、
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
人
間
観
・
生
死
観
の
な
か
か
ら
は
導
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
宗
教
伝
統
の
人
間
観
・
生
死
観
に
含
ま
れ

て
い
る
、
先
人
た
ち
の
経
験
・
知
恵
の
未
来
性
に
着
目
す
る
意
義
が
出
て

く
る
。

　

マ
ク
ロ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
立
場
か
ら
ハ
ラ
リ
が
提
示
し
た
、
宗
教
伝
統

を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
乗
り
越
え
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が
乗
り
越
え
る
と
い
う
単
線
的
な
見
方
を
脱
し
、
宗
教
伝
統
、
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
、
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
仮
説
を
公
平
に
並
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本

来
的
領
域
を
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
来
性
を
帯
び
た
宗
教
伝
統

の
知
恵
、
自
信
を
失
わ
ず
節
度
を
わ
き
ま
え
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
傲
慢

に
な
ら
な
い
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
働
い
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

木
村
　
武
史

　

最
初
に
代
表
の
木
村
が
パ
ネ
ル
の
趣
旨
説
明
を
兼
ね
て
、「
人
工
知
能

の
実
装
化
と
宗
教
学
の
課
題
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
論
点
と
し

て
、
以
下
の
五
点
を
挙
げ
た
。
人
工
知
能
そ
の
も
の
に
宗
教
的
意
義
を
見

出
せ
る
の
か
。
人
工
知
能
に
よ
っ
て
人
間
社
会
あ
る
い
は
人
間
の
あ
り
方

が
大
き
く
変
え
ら
れ
て
い
く
中
で
、「
宗
教
」
な
い
し
は
「
宗
教
集
団
」

も
変
化
あ
る
い
は
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
く
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
の
領
域
と
関
連
で
グ
ノ
ー
シ
ス
テ
ィ
ク
な
知
と
関
連
が
あ
る
。
人
工
知

能
に
「
意
識
」
に
近
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
試
み
も
進
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
に
伴
い
、
動
物
・
人
間
・
人
工
知
能
の
境
界
が
改
め
て
問
い
直

さ
れ
て
い
る
。
人
工
知
能
の
社
会
実
装
化
を
推
進
す
る
立
場
か
ら
、
人
間

人
工
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
、
ま
た
、
人
工
知
能
や
合
成
生
物
学
で
の
合
成

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
生
み
の
親
は
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
や
研
究
者
で
あ
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
も
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
た
め
何
度
も

「
世
代
」
を
重
ね
て
い
く
。
複
製
も
可
能
で
あ
る
。
人
生
の
一
貫
性
、
人

の
存
在
の
尊
厳
、
そ
こ
か
ら
来
る
、
こ
こ
ろ
や
感
受
性
の
か
け
が
え
の
な

さ
は
前
提
に
は
な
ら
な
い
。
人
の
生
は
代
替
が
き
く
も
の
の
展
開
と
い
う

特
徴
を
ど
こ
か
で
も
つ
こ
と
に
な
る
。
死
は
代
替
が
き
く
以
上
は
完
全
な

消
滅
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ほ
ん
と
う
の
死
は
、
元
に
な
っ
た
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
・
デ
ー
タ
と
す
べ
て
の
関
連
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
お
よ
び
デ
ー
タ
の
削

除
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
度
つ
く
ら
れ
た
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
は
、
も
う
一
度
つ
く
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

　

宗
教
伝
統
の
人
間
観
・
生
死
観
に
つ
い
て
。
人
の
存
在
は
か
け
が
え
の

な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
た
し
か
な
理
由
が
あ
る
と
す
る
。
し
か

し
、
人
を
尊
い
存
在
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教

な
ど
、
人
を
も
と
も
と
煩
悩
や
罪
を
抱
え
た
存
在
と
し
て
、
つ
ま
り
良
く

な
い
何
か
を
と
も
な
う
存
在
と
し
て
と
ら
え
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
さ

ら
に
、
人
の
生
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
断
絶
を
含
ん
だ
も
の
と
し
て
と
ら
え

て
も
い
る
。
人
は
、
生
き
も
の
と
し
て
の
生
の
な
か
で
、
存
在
関
係
の
根

本
的
変
容
を
度
々
体
験
す
る
。
そ
の
際
、
人
の
存
在
を
超
え
た
力
が
作
用

す
る
と
説
く
。
生
物
個
体
と
し
て
の
死
が
す
べ
て
の
終
わ
り
で
な
い
と
考

え
る
。

　

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、
人
工
知
能
に
よ
る
認
知
判
断
や
、
生
命
と
し
て

の
人
へ
の
介
入
の
か
た
ち
で
、
こ
の
個
人
の
尊
厳
を
突
き
崩
す
よ
う
な
事

態
が
生
じ
る
と
き
、
あ
る
い
は
そ
の
懸
念
が
あ
る
と
き
に
は
、
新
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
よ
り
も
個
人
の
尊
厳
を
優
先
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
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永
原
順
子
は
「
人
工
知
能
の
身
体
観
に
関
わ
る
諸
問
題
」
と
題
す
る
発

表
を
行
っ
た
。
か
ら
く
り
人
形
、
文
楽
人
形
、
能
な
ど
の
〝
既
存
〞
の
異

界
と
人
間
と
の
関
わ
り
を
見
せ
る
芸
能
・
舞
踊
の
舞
台
で
は
、
身
体
は
神

（
霊
）
を
や
ど
す
〝
器
〞
で
あ
り
、
神
（
霊
）
を
顕
現
す
る
身
体
と
さ
れ

た
。
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
化
さ
れ
た
人
工
知
能
は
、
舞
台
の
み
な
ら
ず
、
日
常

の
中
に
当
然
の
よ
う
に
存
在
し
て
我
々
に
対
峙
す
る
。
そ
れ
は
違
和
感
や

恐
れ
、
不
安
感
を
起
こ
さ
せ
る
。
古
来
、
我
々
は
自
ら
の
ソ
ト
に
お
け
る

不
可
思
議
な
も
の
に
対
し
、
芸
能
や
伝
承
と
い
っ
た
緩
衝
材
を
通
し
て
つ

き
あ
っ
て
き
た
。
そ
の
ソ
ト
と
ウ
チ
と
の
間
に
、
自
ら
が
創
り
出
し
た
近

代
的
技
術
を
母
体
と
し
た
人
工
知
能
の
存
在
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
れ
は
曖
昧
に
さ
れ
て
い
た
既
存
の
身
体
観
の
曖
昧
さ
に
切
り
込

み
、
身
体
観
の
輪
郭
を
露
わ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

濱
田
陽
は
「
人
工
知
能
と
生
死
（
せ
い
し
）
観
」
と
題
す
る
発
表
を
行

っ
た
。「
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
宗
教
」
の
台
頭
が
急
速
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
伝
統
宗
教
を
ゆ
る
が
し
、
人
間
存
在
の
基
盤
を
突
き
崩
し
つ
つ
あ
る
と

す
る
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
『
ホ
モ
・
デ
ウ
ス
』（
二
〇
一
五
）
の

問
題
提
起
を
取
り
上
げ
た
。
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
は
、
人
間
の
存
在
は
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
デ
ー
タ
の
流
れ
で
あ
る
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

自
体
も
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
た
め
何
度
も
「
世
代
」
を
重
ね
、

複
製
も
可
能
で
あ
る
。
人
生
の
一
貫
性
、
人
の
存
在
の
尊
厳
、
そ
こ
か
ら

来
る
、
こ
こ
ろ
や
感
受
性
の
か
け
が
え
の
な
さ
は
前
提
に
は
な
ら
な
い
。

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、
こ
の
個
人
の
尊
厳
を
突
き
崩
す
よ
う
な
事
態
が
生

じ
る
と
き
、
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
よ
り
も
個
人
の
尊
厳
を
優
先
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

は
や
が
て
「
技
術
」
に
な
る
と
す
る
人
間
観
を
ど
の
よ
う
に
批
判
的
に
捉

え
な
お
す
の
か
、
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　

小
原
克
博
は
「
人
工
知
能
の
『
尊
厳
』
の
考
察
」
と
題
す
る
発
表
を
行

っ
た
。
ま
ず
、
人
工
知
能
の
「
尊
厳
」
を
考
え
る
た
め
の
諸
前
提
と
し
て
、

尊
厳
は
、
歴
史
的
に
は
適
用
範
囲
の
変
動
が
見
ら
れ
、
現
代
に
お
い
て
も

尊
厳
概
念
を
規
定
す
る
境
界
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
尊

厳
の
境
界
の
揺
ら
ぎ
の
中
に
、
人
工
知
能
の
よ
う
な
人
工
物
を
位
置
づ
け

る
余
地
が
あ
る
。
そ
し
て
、
社
会
的
行
為
者
と
し
て
の
人
工
知
能
、
自
由

意
志
と
不
可
知
性
の
観
点
か
ら
の
人
工
知
能
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
と
の
類

似
性
、
ト
ラ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
性
の
お
け
る
人
工
知
能

と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
最
後
に
、
人
間
と
人
工
物
（
技
術
）
の
根
源
的

な
相
互
浸
透
性
を
視
野
に
入
れ
、
人
間
に
「
憑
依
」
す
る
人
工
物
と
し
て

人
工
知
能
を
宗
教
学
的
に
対
象
化
す
る
可
能
性
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

　

師
茂
樹
は
「
米
国
電
気
電
子
学
会
『
自
律
・
知
能
シ
ス
テ
ム
の
古
典
倫

理
』
と
仏
教
倫
理
」
と
題
す
る
発
表
を
行
っ
た
。
米
国
電
気
電
子
学
会

（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）
が
現
在
公
開
し
て
い
る
「
倫
理
的
に
配
慮
さ
れ
た
デ
ザ
イ

ン
」
第
二
版
で
は
「
自
律
・
知
能
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
古
典
倫
理
」
と
い

う
節
を
設
け
、
西
洋
古
典
倫
理
と
西
洋
以
外
の
古
典
倫
理
を
Ａ
／
Ｉ
Ｓ
の

デ
ザ
イ
ン
や
開
発
プ
ロ
セ
ス
等
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。
こ
の
中
、
仏
教
倫
理
に
つ
い
て
は
、
無
我
説
が
前
提
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
者
や
社
会
と
の
「
適
切
な
関
係
」
に
重
点
を
置
い
た
倫
理
が
構

築
さ
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
参
照
さ
れ
て
い
る
文
献
は
限
定
的

で
あ
る
。
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
の
古
典
倫
理
に
対
す
る
議
論
の
場
に
、
哲
学
・
宗
教

の
研
究
者
が
Ａ
／
Ｉ
Ｓ
開
発
に
お
け
る
倫
理
的
な
問
題
に
つ
い
て
取
り
組

む
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
だ
ろ
う
。
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教
性
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

本
報
告
で
用
い
る
調
査
デ
ー
タ
は
、
二
〇
一
七
年
にW

eb

調
査
で
得

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
対
象
国
は
、
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
日
本
、
ア

メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
台
湾
、
タ
イ
、
ロ
シ
ア
の
八
か
国
で
あ
り
、
対
象

者
は
、
二
十
歳
か
ら
五
九
歳
ま
で
の
男
女
で
、
各
国
の
公
的
統
計
に
基
づ

き
、
性
・
年
代
を
人
口
構
成
比
に
合
わ
せ
て
割
り
当
て
た
。
回
収
目
標
数

を
各
国
五
百
人
以
上
に
設
定
し
、
調
査
会
社
に
依
頼
し
た
。
有
効
回
答
数

は
、
ど
こ
の
国
も
五
百
人
を
上
回
り
、
合
計
四
三
二
八
の
回
答
が
得
ら
れ

た
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
、
八
か
国
共
通
の
宗
教
性
尺
度
が
構
成
さ
れ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
個
人
の
宗
教
度
が
測
定
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
ほ
か
調
査

し
た
倫
理
観
、
幸
福
感
、
宗
教
多
元
主
義
に
関
す
る
質
問
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
文
化
活
動
、
政
治
意
識
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
変
数
と
共
通
宗
教
性

の
間
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

共
通
の
宗
教
性
を
抽
出
す
る
た
め
に
こ
の
調
査
で
は
い
く
つ
か
の
工
夫

を
し
て
い
る
。

　

第
一
に
質
問
紙
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
多
数
の
宗
教
的
概
念
や
過
去

に
調
査
で
使
わ
れ
た
質
問
文
な
ど
を
集
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
整
理
し
、

質
問
票
を
構
成
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
質
問
文
中
に
た
と
え
ば
「
十
字
架
」

や
「
イ
エ
ス
」
な
ど
の
特
定
の
宗
教
で
使
う
用
語
は
用
い
ず
に
一
般
的
な

言
葉
に
置
き
換
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
神
」
や
「
魂
」
を
置
き

換
え
る
の
は
難
し
か
っ
た
た
め
、「
※
「
神
」
や
「
魂
」
と
い
う
言
葉
を

含
ん
だ
質
問
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
特
定
の
宗
教
教
義
の
用
語
で
は
な

く
あ
く
ま
で
も
一
般
的
な
表
現
で
す
。
あ
な
た
自
身
が
「
神
」
や
「
魂
」

と
い
う
言
葉
で
考
え
る
こ
と
に
置
き
換
え
て
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。」
な

世
界
八
か
国
に
お
け
る
共
通
の
宗
教
性
と
宗
教
度

代
表
者
・
司
会　

川
端
亮

調
査
の
概
要
と
発
見

川
端
　
　
亮

　

宗
教
は
国
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
、
あ
る
い
は
宗
教
文
化
や
伝
統
に

よ
っ
て
全
然
違
う
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
性
の
多
次
元
研

究
で
は
「
神
」「
赦
し
」
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
尺
度
や
「
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
」
や
「
神
秘
主
義
」
な
ど
の
日
本
で
用
い
ら
れ
る
意
味
と
は

異
な
る
意
味
の
概
念
を
測
る
尺
度
な
ど
が
多
数
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
あ
ま
り
多
く
は
な
い
日
本
の
調
査
研
究
で
は
「
オ
カ
ゲ
」
や
「
タ
タ

リ
」
や
自
然
的
宗
教
観
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
結
果
か

ら
見
る
と
日
米
で
は
そ
の
宗
教
性
は
全
く
異
な
る
。
一
方
で
一
九
八
〇
年

代
か
ら
始
ま
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
価
値
観
調
査
、
世
界
価
値
観
調
査
、
Ｉ
Ｓ

Ｓ
Ｐ
調
査
な
ど
の
国
際
比
較
調
査
で
は
、
い
く
つ
か
の
質
問
文
で
数
十
か

国
の
宗
教
を
測
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
質
問
文
の
等
価
性
に
は
、
日

本
の
研
究
者
か
ら
は
疑
問
が
呈
さ
れ
、
そ
れ
に
反
論
で
き
る
エ
ビ
デ
ン
ス

は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
共
通
す
る
宗
教
性
を
抽
出
で
き
れ

ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
国
際
比
較
調
査
の
強
固
な
基
盤
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と
か
ら
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、
宗
教
文
化
、

国
々
な
ど
ど
こ
で
も
使
え
る
共
通
の
宗
教
性
尺
度
を
構
成
し
、
さ
ら
に
各

国
の
異
な
る
宗
教
性
の
特
徴
を
も
捉
え
う
る
宗
教
性
の
研
究
が
必
要
で
あ

る
。
本
報
告
で
は
、
宗
教
を
重
層
的
と
と
ら
え
、
各
国
の
宗
教
は
共
通
宗

教
性
と
固
有
の
宗
教
性
か
ら
な
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
考
え
、
そ
の
共
通
宗
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の
た
め
の
基
盤
と
な
る
。
第
三
に
、
宗
教
度
は
宗
教
間
の
共
約
可
能
性
を

も
た
ら
す
の
で
、
各
教
団
が
信
徒
獲
得
の
た
め
に
切
磋
琢
磨
す
る
適
切
な

宗
教
間
競
争
を
可
能
に
す
る
。
第
四
に
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
間
競
争
は
社

会
全
体
に
お
け
る
宗
教
の
品
質
を
高
め
、
宗
教
間
対
話
以
上
に
健
全
で
有

益
で
あ
る
。
以
下
、
順
を
追
っ
て
説
明
す
る
。

　

第
一
に
つ
い
て
い
え
ば
、
Ａ
「
宗
教
教
団
を
通
じ
て
、
救
い
が
も
た
ら

さ
れ
る
。」
Ｂ
「『
神
』
を
信
じ
る
こ
と
で
、
こ
の
世
で
の
願
望
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
。」
Ｃ
「
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
、
い
つ
も
感
謝
す
る
気
持

ち
を
も
つ
こ
と
。」
な
ど
八
七
の
要
素
か
ら
な
る
世
界
八
か
国
に
共
通
の

宗
教
信
念
構
造
が
、
統
計
的
に
確
認
で
き
る
。
そ
の
共
通
宗
教
信
念
構
造

に
お
い
て
は
、
あ
る
個
人
ｉ
が
あ
る
信
念
要
素
ｊ
を
信
じ
る
確
率
は
、
そ

の
個
人
の
宗
教
度
θ
ｉ
と
そ
の
信
念
要
素
δ
ｊ
の
難
易
度
に
よ
っ
て
決
ま

る
。
そ
し
て
、
信
念
要
素
の
難
易
度
δ
ｊ
は
各
国
共
通
で
あ
る
が
、
国
に

よ
っ
て
個
人
の
宗
教
度
θ
ｉ
の
平
均
値
が
異
な
る
。
従
来
研
究
で
は
、
個

人
の
宗
教
度
θ
ｉ
と
信
念
要
素
の
難
易
度
δ
ｊ
を
適
切
に
分
離
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
あ
た
か
も
国
に
よ
っ
て
質
的
に
大
き
く
宗
教
性
が
異
な
る
よ

う
に
見
え
る
「
質
と
量
の
誤
認
」
が
あ
っ
た
。

　

実
際
に
は
国
に
よ
る
差
は
宗
教
度
θ
ｉ
の
平
均
値
の
違
い
と
い
う
量
的

な
差
で
あ
る
。
上
記
の
宗
教
的
信
念
要
素
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
中
で
は
、
Ａ
が
最
も

難
易
度
が
高
く
（
信
じ
ら
れ
る
確
率
が
低
く
）、
Ｃ
が
最
も
難
易
度
が
低

い
（
信
じ
ら
れ
る
確
率
が
高
い
）。
そ
の
た
め
、
あ
る
個
人
１

の
宗
教
度

θ
１

が
高
い
場
合
は
教
団
へ
の
帰
依
に
相
当
す
る
Ａ
を
信
じ
る
確
率
も
相

当
に
高
く
な
る
が
、
非
宗
教
的
な
個
人
２

の
場
合
は
宗
教
度
θ
２

も
低
い

の
で
教
団
へ
の
帰
依
す
る
信
念
要
素
Ａ
に
は
賛
成
し
難
く
な
り
賛
成
確
率

は
ず
っ
と
下
が
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
度
が
低
い
個
人
２

で
も
、

ど
の
説
明
を
つ
け
た
。

　

第
二
に
「
共
通
」
と
い
う
考
え
方
を
広
く
考
え
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

分
析
方
法
も
工
夫
し
た
。
従
来
は
、
違
う
国
で
宗
教
に
対
す
る
回
答
の

分
布
が
一
致
す
る
よ
う
な
場
合
、
す
な
わ
ち
Ｄ
Ｉ
Ｆ
分
析
で
い
うnon-

uniform
 D
IF

を
「
共
通
」
と
捉
え
る
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
強
さ
の

差
だ
け
に
し
か
過
ぎ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ちuniform

 D
IF

の
場
合
も

「
共
通
」
と
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
二
国
間
や
三
カ
国
間
の
場
合

に
は
多
母
集
団
同
時
分
析
が
使
わ
れ
、
二
〇
カ
国
や
三
〇
カ
国
と
国
の
数

が
多
い
場
合
に
は
、
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
分
析
な
ど
よ
く
使
わ
れ
る
分
析
方
法

が
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
多
数
で
は
な
い
八
か
国
と
な
る
と
意
外
に
使
え
る

分
析
方
法
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
二
〇
一
五
年
、
二
〇

一
六
年
に
実
施
し
た
調
査
結
果
か
ら
、
八
か
国
に
共
通
す
る
宗
教
性
は
ほ

ぼ
一
次
元
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
、
一
次
元
の
場
合
に
使
わ

れ
る
ラ
ッ
シ
ュ
モ
デ
ル
を
使
っ
て
分
析
し
た
。

宗
教
間
競
争
と
信
教
の
自
由

渡
辺
　
光
一

　

世
界
八
か
国
に
共
通
の
宗
教
的
信
念
構
造
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
適
切

な
宗
教
間
競
争
と
信
教
の
自
由
基
盤
と
な
る
。
第
一
に
、
共
通
の
宗
教
的

信
念
構
造
の
一
次
元
尺
度
た
る
宗
教
度
は
、
合
理
的
選
択
理
論
の
観
点
か

ら
見
れ
ば
、
個
人
的
合
理
性
を
最
大
化
す
る
選
択
の
た
め
の
比
較
・
探
索

の
負
担
を
減
少
さ
せ
、
そ
の
意
味
で
市
場
に
お
け
る
普
遍
的
価
値
指
標
で

あ
る
価
格
に
相
当
す
る
。
す
る
と
第
二
に
、
信
仰
者
が
自
己
の
宗
教
的
能

力
と
そ
の
他
の
価
値
観
に
応
じ
て
宗
教
的
効
用
を
最
大
化
す
る
選
択
（
堅

信
や
棄
教
や
改
宗
を
含
む
）
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
、
真
の
信
教
の
自
由
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普
遍
宗
教
と
地
球
倫
理

樫
尾
　
直
樹

一
．【
本
稿
の
課
題
】
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
文
脈
の
中
で
無
邪
気
に

「
本
質
」
を
語
れ
な
く
な
っ
た
現
代
で
は
、「
宗
教
」
の
「
本
質
」
の
探
究

と
さ
れ
て
き
た
宗
教
学
に
普
遍
宗
教
性
が
あ
る
と
素
朴
に
は
主
張
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
し
た
情
況
下
で
概
念
論
を
主
流
と
す
る
ポ
ス

ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
相
対
主
義
的
思
潮
に
真
っ
向
か
ら
挑
も
う
と
す
る
の

が
本
八
カ
国
国
際
比
較
調
査
で
あ
る
。
本
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
現
代

人
の
宗
教
意
識
に
み
え
る
共
通
宗
教
度
の
一
次
元
的
構
造
こ
そ
ま
さ
に
現

代
の
普
遍
宗
教
で
は
な
い
か
。
本
稿
で
は
一
次
元
的
共
通
宗
教
度
を
参
照

軸
と
し
た
宗
教
と
倫
理
と
の
関
係
性
の
考
察
を
通
し
て
、
地
球
倫
理
は
ど

の
よ
う
に
構
成
さ
れ
る
う
る
の
か
を
、
調
査
結
果
内
在
的
に
議
論
す
る
。

二
．【
調
査
結
果
と
考
察
】
宗
教
と
倫
理
と
の
関
係
性
に
関
す
る
調
査
結

果
か
ら
①
「
周
囲
の
人
々
を
愛
す
る
こ
と
」
等
の
素
朴
倫
理
全
般
は
天
井

効
果
で
宗
教
度
と
関
連
し
な
い
が
、
大
き
な
相
関
は
あ
る
、
②
反
差
別

（
平
等
性
）
や
平
和
、
社
会
改
良
や
利
他
と
い
う
「
他
者
と
の
共
生
」
の

同
時
代
的
倫
理
は
宗
教
度
と
関
連
す
る
と
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
宗
教

と
倫
理
の
両
セ
ク
タ
ー
は
宗
教
度
の
同
じ
一
次
元
的
構
造
の
中
に
包
摂
さ

れ
て
い
る
と
わ
か
る
。
①
こ
の
一
次
元
的
構
造
の
位
相
で
は
、
宗
教
は
倫

理
を
包
含
し
な
が
ら
一
つ
の
意
識
的
次
元
を
形
成
し
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
。
②
か
つ
、
そ
の
意
識
的
次
元
は
特
定
の
文
化
や
教
団
の
意
味
解
釈
的

拘
束
か
ら
逃
れ
て
い
る
。
本
調
査
で
使
用
し
て
い
る
「
難
易
度
」
概
念
で

宗
教
と
倫
理
と
の
包
摂
的
関
係
性
を
説
明
す
る
と
、
倫
理
と
は
宗
教
の
難

易
度
の
低
い
領
域
で
あ
る
。
宗
教
に
は
さ
ら
に
難
易
度
の
高
い
領
域
―
神

仏
等
の
超
越
的
存
在
者
や
特
殊
教
団
的
教
義
と
い
う
超
越
的
教
団
的
位
相

よ
り
難
易
度
の
低
い
Ｂ
は
信
じ
る
確
率
が
高
ま
り
、
難
易
度
が
非
常
に
低

い
Ｃ
は
信
じ
る
確
率
が
大
い
に
高
ま
る
。
教
団
外
の
宗
教
性
と
し
て
の
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
Ａ
は
信
じ
な
い
が
Ｂ
や
Ｃ
は
信

じ
ら
れ
る
と
い
う
低
い
宗
教
度
の
個
人
の
信
念
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
但
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
確
率
的
な
構
造
で
あ
っ
て
、
個
人

２

の
よ
う
な
信
念
を
ど
う
評
価
す
る
か
は
解
釈
者
の
問
題
で
あ
る
。
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
礼
賛
者
な
ら
、
誰
も
が
信
じ
る
こ
と
の
で
き
る
教
団
に

縛
ら
れ
な
い
新
し
い
宗
教
性
と
し
て
高
く
評
価
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

教
団
か
ら
見
れ
ば
お
手
軽
な
付
和
雷
同
の
疑
似
宗
教
と
手
厳
し
く
評
価
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
第
二
か
ら
第
四
ま
で
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
評
価

は
結
局
の
と
こ
ろ
、
各
個
人
が
信
教
の
自
由
に
基
づ
き
自
由
に
選
択
す
べ

き
問
題
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
宗
教
も
そ
の
構
造
は
共
通
で
あ
る
と
分
か

れ
ば
、
自
分
の
教
団
が
自
分
に
合
っ
て
い
な
い
と
考
え
れ
ば
、
そ
の
信
仰

を
捨
て
て
別
の
教
団
を
選
べ
ば
い
い
だ
け
で
あ
る
。
ど
の
自
動
車
を
買
っ

て
も
構
造
は
同
じ
だ
か
ら
、
価
格
と
い
う
共
通
尺
度
に
照
ら
し
自
分
の
車

が
高
す
ぎ
て
自
分
の
所
得
（
宗
教
度
に
相
当
）
に
合
わ
な
い
と
思
え
ば
、

人
は
そ
れ
を
売
却
し
て
安
価
な
車
を
買
い
直
す
。
逆
に
、
金
は
あ
る
が
自

分
の
車
の
性
能
が
物
足
り
な
い
と
思
え
ば
、
売
却
し
て
も
っ
と
高
価
で
高

性
能
な
車
を
買
い
直
す
だ
ろ
う
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
顧
客
獲
得
の
た
め

に
切
磋
琢
磨
す
る
よ
う
な
適
切
な
競
争
で
は
、
非
効
率
な
物
々
交
換
は
不

要
で
あ
る
。
同
様
の
競
争
が
宗
教
間
で
実
現
す
れ
ば
、
教
団
は
信
徒
に
対

し
て
高
慢
な
態
度
は
続
け
ら
れ
な
く
な
る
。
効
率
的
な
宗
教
間
競
争
は
、

物
々
交
換
的
な
宗
教
間
対
話
よ
り
健
全
で
有
益
で
、
社
会
全
体
で
の
宗
教

の
品
質
を
高
め
る
。
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至
る
の
だ
。

四
．【
諸
概
念
の
布
置
と
今
後
の
課
題
】
ル
ソ
ー
か
ら
ベ
ラ
ー
へ
と
展
開

す
る
「
市
民
宗
教
」、
コ
ン
ト
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
以
降
の
「
人
類
教
」、
及
び

現
代
の
公
共
哲
学
や
「
公
共
宗
教
」
と
い
う
公
共
性
（
意
識
）
の
諸
概
念

は
い
わ
ば
世
俗
化
で
の
宗
教
の
倫
理
機
能
へ
の
戦
略
的
着
目
だ
が
、
宗
教

と
倫
理
と
の
構
造
論
的
関
係
性
と
宗
教
の
倫
理
醸
成
・
培
養
機
構
の
考
察

が
不
足
し
て
い
た
。
本
稿
の
自
己
否
定
過
程
は
本
調
査
結
果
に
基
づ
く
そ

の
不
備
へ
の
応
答
で
あ
る
。
倫
理
関
連
項
目
を
完
備
し
た
質
問
紙
作
成
と

十
戒
、
五
戒
等
基
層
的
倫
理
と
宗
教
度
と
の
関
係
性
の
分
析
及
び
実
践
論

的
展
開
が
今
後
の
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

宗
教
的
で
あ
る
こ
と
と
幸
福
で
あ
る
こ
と

弓
山
　
達
也

　

宗
教
を
信
じ
て
い
る
と
幸
せ
だ
と
い
う
こ
と
は
学
術
的
に
も
、
通
俗
的

に
も
言
わ
れ
て
き
た
。K

oenig et al. (2012
) H
andbook of R

eli-
gion and H

ealth

に
は
、w

ell-being

関
係
だ
け
で
も
二
二
四
件
の
調

査
文
献
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
七
五
件
が
宗
教
や
ス
ピ
チ
ュ
ア
リ
テ

ィ
と
幸
福
と
の
正
の
関
係
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
櫻
井
義
秀
（
二
〇
一

七
）
は
Ｊ
Ｓ
Ｓ
Ｒ
（Journal for the Scientific Study of R

eligion

）

に
掲
載
さ
れ
た
三
〇
論
文
の
動
向
を
整
理
し
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
を
対

象
と
し
た
研
究
で
は
宗
教
は
健
康
や
幸
福
感
を
促
進
す
る
と
い
う
結
論
に

な
る
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
学
会
機
関
誌
が
二
〇
一
四
年

に
「
し
あ
わ
せ
と
宗
教
」
と
い
う
特
集
や
多
角
的
・
本
格
的
な
論
集
で
あ

る
櫻
井
義
秀
編
（
二
〇
一
八
）『
し
あ
わ
せ
の
宗
教
学
』
が
刊
行
さ
れ
た

こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
。

が
あ
る
。
倫
理
を
包
摂
す
る
宗
教
の
共
通
宗
教
度
に
は
、
神
秘
体
験
や
宗

教
行
動
、
自
己
の
外
部
へ
の
心
身
の
開
放
、
内
的
集
中
及
び
「
他
者
」
と

の
交
わ
り
の
希
求
と
い
う
「
自
己
否
定
」
的
な
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
「
自

己
否
定
」
性
ゆ
え
に
宗
教
は
、「
他
者
と
の
共
生
」
と
い
う
「
自
己
否
定
」

性
の
別
の
局
面
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
倫
理
と
同
じ
意
識
的
次
元
を
構

成
で
き
る
。
こ
の
次
元
と
は
ま
さ
に
「
霊
性
（
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）」

の
謂
い
で
は
な
い
か
。「
霊
性
」
は
、
難
易
度
の
高
い
（
強
い
）
宗
教
的

霊
性
と
、
難
易
度
の
低
い
（
弱
い
）
倫
理
的
霊
性
に
分
類
で
き
る
。
こ
の

類
型
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
で
議
論
し
て
き
た
「
宗
教
」
は
前
者
に
、「
倫

理
」
は
後
者
に
相
当
す
る
。
逆
に
言
え
ば
本
調
査
結
果
は
霊
性
の
こ
の
二

類
型
の
科
学
的
有
効
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
る
。
聖
俗
二
元
論
で
は

な
く
一
元
論
的
な
日
常
生
活
的
経
験
世
界
の
中
で
は
、
難
易
度
の
低
い
倫

理
的
霊
性
が
信
じ
ら
れ
る
確
率
が
高
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
う
し
た
倫
理

は
必
然
的
に
あ
る
普
遍
性
を
も
っ
た
「
地
球
倫
理
」
を
形
成
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。

三
．【「
自
己
愛
」
問
題
】
本
調
査
の
自
己
愛
尺
度
は
宗
教
／
倫
理
関
係
性

を
よ
り
明
確
に
す
る
。
宗
教
度
が
高
い
と
自
己
愛
が
高
い
と
同
時
に
、
他

宗
教
の
正
し
さ
も
認
め
る
。
こ
れ
は
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し

か
し
「
自
己
愛
」
を
「
自
己
へ
の
関
心
・
気
づ
き
」
と
解
釈
し
、「
自
分

を
愛
す
る
よ
う
に
あ
な
た
の
隣
人
を
愛
し
な
さ
い
」（
キ
リ
ス
ト
教
）
や

「
自
分
の
限
界
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
他
人
の
苦
し
み
を
真
に
理
解
で
き

る
」（
仏
教
）
と
い
う
教
え
を
参
照
す
る
と
、
宗
教
が
「
ま
ず
自
分
を
じ

っ
く
り
と
味
わ
う
」
実
践
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。「
無
限
」
と
し
て
の

宗
教
は
、
有
限
な
世
俗
世
界
で
は
自
己
理
解
を
極
め
た
果
て
に
展
開
す
る

「
自
己
否
定
」
過
程
を
経
て
他
者
理
解
、
他
者
と
の
共
生
（
倫
理
）
へ
と
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う
れ
し
い
出
来
事
や
悲
し
い
出
来
事
を
経
験
す
る
程
度
が
高
く
、
う
れ
し

さ
や
悲
し
さ
を
経
験
す
る
感
受
性
を
よ
り
持
っ
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ

う
。

　

興
味
深
い
こ
と
は
、
宗
教
度
は
政
治
・
文
化
・
社
会
活
動
と
正
の
相
関

に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ク
ロ
ス
集
計
で
は
、
宗
教
度
の
高
い

層
で
は
、
選
挙
で
投
票
す
る
、
美
術
館
や
博
物
館
に
行
く
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
聴
く
、
図
書
館
に
行
く
、
小
説
や
歴
史
な
ど
の
本
を
読
む
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
行
う
傾
向
が
、
い
ず
れ
も
宗
教
度

中
・
低
程
度
の
層
よ
り
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
﹇
有
意
水
準
一
％
で
有

意
﹈。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
感
受
性
の
問
題
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　

な
お
我
々
の
調
査
で
は
、
宗
教
度
以
外
に
も
、
信
心
深
さ
と
祈
り
の
頻

度
が
、
幸
福
感
、
う
れ
し
い
／
悲
し
い
出
来
事
の
経
験
と
正
の
相
関
が
あ

っ
た
。
し
か
し
多
義
的
な
信
仰
や
宗
教
行
動
と
は
異
な
る
宗
教
度
と
い
う

尺
度
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
我
々
は
よ
り
一
般
的
な
宗
教
と
幸
福
と
の
関

係
、
つ
ま
り
宗
教
的
で
あ
る
こ
と
（
文
化
・
国
に
と
ら
わ
れ
な
い
宗
教
信

念
を
ど
れ
だ
け
信
じ
る
か
）
と
幸
福
で
あ
る
こ
と
と
の
関
連
が
理
解
で
き

た
。
宗
教
度
の
高
い
層
の
幸
福
は
、
う
れ
し
い
出
来
事
の
経
験
の
み
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
悲
し
い
出
来
事
と
も
関
連
が
あ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
た
。
さ
ら
に
宗
教
度
の
高
い
層
が
政
治
・
文
化
・
社
会
活
動

の
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
判
っ
た
。
そ
の
相
貌
は
宗
教
を
信
じ
る
者
の
幸
福

感
は
自
己
満
足
と
い
う
通
俗
的
理
解
と
は
、
か
な
り
異
な
る
も
の
と
も
い

え
よ
う
。

　

し
か
し
当
該
テ
ー
マ
は
宗
教
を
信
じ
る
と
は
何
か
、
幸
せ
と
は
何
か
と

い
う
問
い
が
常
に
つ
き
ま
と
う
の
も
事
実
で
あ
る
。
特
に
国
際
比
較
に
お

い
て
は
「
宗
教
を
信
じ
る
」
と
は
「
信
仰
を
持
つ
」
こ
と
な
の
か
、「
宗

教
団
体
に
属
す
る
」
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
自
体
が
多
義
的
で
あ
り
、「
幸

せ
」
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
宗
教
を
信
じ
る
」
こ
と
の
下
位

概
念
（
宗
教
意
識
や
祈
り
の
頻
度
や
教
化
の
度
合
い
）
が
模
索
さ
れ
、
宗

教
を
信
じ
る
こ
と
の
内
実
が
検
討
さ
れ
、
ま
た
心
理
学
を
は
じ
め
、
老
年

学
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
研
究
、
幸
福
学
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
幸
福
感
尺
度
が
開
発

さ
れ
て
き
た
。

　

通
俗
的
に
も
「
宗
教
を
信
じ
て
い
る
と
幸
せ
だ
」
と
い
う
際
の
「
幸

せ
」
に
は
「
独
り
よ
が
り
」「
何
か
に
す
が
る
」
と
い
っ
た
「
自
己
満
足

に
す
ぎ
な
い
」
の
も
う
一
つ
の
意
味
が
付
与
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
実
際
、

研
究
者
が
「
貧
病
争
」
の
解
決
を
標
榜
す
る
宗
教
団
体
に
少
し
長
く
関
わ

れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
奇
跡
は
文
字
通
り
例
外
的
で
、
む
し
ろ
客
観
的
に
は

代
わ
り
映
え
の
し
な
い
信
徒
群
を
目
に
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
で
は

宗
教
を
信
じ
て
幸
せ
に
な
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

我
々
は
八
か
国
の
国
際
調
査
に
よ
り
一
次
元
構
造
に
収
斂
す
る
八
〇
項

目
の
宗
教
信
念
項
目
を
抽
出
し
、
文
化
・
国
を
普
遍
す
る
共
通
の
宗
教
信

念
を
ど
れ
ほ
ど
信
じ
る
か
の
尺
度
〈
共
通
宗
教
度
〉
を
開
発
す
る
に
至
っ

た
。
こ
の
尺
度
と
幸
福
度
を
ク
ロ
ス
集
計
す
る
と
、
宗
教
度
と
幸
福
感
と

は
正
の
相
関
が
あ
る
﹇
有
意
水
準
一
％
で
有
意
﹈。
同
時
に
過
去
数
か
月

の
間
に
人
生
観
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
う
れ
し
い
／
悲
し
い
出
来
事
を

経
験
し
た
か
に
つ
い
て
問
う
と
き
、
宗
教
度
は
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も

「
そ
う
思
う
」
と
正
の
相
関
を
示
し
て
い
る
こ
と
も
判
っ
た
﹇
有
意
水
準

一
％
で
有
意
﹈。
宗
教
度
の
高
い
層
で
は
、
中
・
低
程
度
の
層
に
比
べ
て
、



115　　

パネル 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

も
肯
定
す
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
す
べ
て
の
宗
教
の
正
し
さ
は
等
し
い
」

と
い
う
見
解
も
（
少
な
く
と
も
形
式
的
に
は
）
保
持
で
き
る
。
今
回
の
調

査
か
ら
は
「
宗
教
的
専
心
主
義
の
立
場
を
採
用
す
る
こ
と
に
は
一
定
の
合

理
性
が
あ
る
」
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
七
つ
の
命
題
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
る
考
察
結
果
は
、
以
下
の

三
つ
で
あ
る
。

　

⑴
今
回
の
調
査
結
果
で
は
、
一
次
元
構
造
に
適
合
す
る
共
通
要
素
は

「
全
員
必
須
回
答
項
目
」
一
〇
一
項
目
中
、
八
〇
項
目
で
あ
っ
た
。
今
後
、

世
界
の
諸
宗
教
は
宗
教
間
対
話
に
お
い
て
種
々
の
「
共
通
の
宗
教
的
信

念
」
を
自
覚
的
に
認
識
し
、
そ
こ
を
起
点
に
相
互
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
世
界
平
和
の
実
現
に
向
か
っ
て
進
む
場
合
に

は
、
諸
宗
教
の
相
違
点
や
対
立
点
に
目
を
向
け
る
こ
と
よ
り
も
、
諸
宗
教

に
見
ら
れ
る
共
通
の
宗
教
的
信
念
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と

の
ほ
う
が
、
建
設
的
で
あ
ろ
う
。
⑵
「
普
遍
性
」
と
「
共
通
性
」
は
ま
っ

た
く
異
な
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
も
「
多
文
明

的
な
世
界
に
あ
っ
て
建
設
的
な
進
路
は
、
普
遍
主
義
（universalism

）

を
放
棄
し
て
…
共
通
性
（com

m
onalities

）
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ
る
」

（『
文
明
の
衝
突
』
集
英
社
、
一
九
九
八
年
、
四
八
九
頁
）
と
述
べ
て
い

る
。
普
遍
性
の
強
調
は
、
異
な
る
普
遍
性
を
主
張
す
る
宗
教
・
世
界
観
・

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
が
複
数
存
在
す
る
場
合
、
対
立
・
衝
突
を
引
き
起
こ

す
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
世
界
の
人
々
が
追
及
す
べ
き
も
の
は
、
特
定

の
宗
教
や
文
明
が
主
観
的
に
主
張
す
る
「
普
遍
性
」
で
は
な
く
、
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
宗
教
や
文
明
に
お
い
て
客
観
的
に
確
認
さ
れ
る
「
共
通
性
」

で
あ
る
。
⑶
七
つ
の
命
題
の
う
ち
、
最
初
の
五
つ
の
命
題
に
関
連
し
て
、

重
要
な
事
柄
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
度
が
一
番
高

宗
教
と
戦
争

星
川
　
啓
慈

　

今
回
の
調
査
結
果
に
お
い
て
、「
宗
教
と
戦
争
」
に
関
連
し
て
得
ら
れ

た
命
題
は
、
以
下
の
七
つ
で
あ
る
。
⑴
宗
教
度
が
高
い
ほ
ど
、
人
々
は

「
宗
教
の
正
し
さ
」
に
関
心
を
も
つ
。
⑵
宗
教
度
が
高
い
ほ
ど
、
人
々
は

「
宗
教
の
正
し
さ
」
に
断
定
的
に
な
る
。
⑶
宗
教
度
が
高
い
ほ
ど
、
人
々

は
「
自
分
の
宗
教
が
一
番
正
し
い
」
と
考
え
る
。
⑷
宗
教
度
が
高
い
ほ

ど
、
人
々
は
「
す
べ
て
の
宗
教
の
正
し
さ
は
等
し
い
」
と
考
え
る
。
⑸
宗

教
度
が
高
い
ほ
ど
、
他
宗
教
に
対
す
る
人
々
の
寛
容
性
と
非
寛
容
性
の
双

方
が
増
す
。
⑹
宗
教
度
が
高
い
ほ
ど
、
人
々
の
宗
教
的
愛
国
心
は
強
く
な

る
。
⑺
宗
教
度
が
高
い
ほ
ど
、
人
々
は
世
界
の
平
和
を
「
神
」
に
祈
る
よ

う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
と
り
わ
け
⑶
と
⑷
は
興
味
深
い
。
な
ぜ
な
ら
、
両
者

は
両
立
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
だ
。
宗
教
度
の
高
い
人
は
、「
自

分
の
宗
教
が
一
番
正
し
い
」
と
み
な
す
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、「
す
べ
て

の
宗
教
の
正
し
さ
は
等
し
い
」
と
み
な
す
傾
向
に
も
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を

い
か
に
解
決
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
解
決
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

星
川
の
「
宗
教
的
専
心
主
義
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
自
分
が
一
つ
の
宗
教

に
専
心
・
帰
依
す
る
こ
と
を
肯
定
的
に
捉
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
と
同
時
に
、
他
宗
教
の
信
者
が
そ
の
宗
教
に
専
心
・
帰
依
す
る
こ
と

を
も
肯
定
す
る
と
い
う
態
度
を
、
宗
教
の
倫
理
と
し
て
確
立
す
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
（『
宗
教
と
〈
他
〉
な
る
も
の
』
春
秋
社
、
二
〇
一
一
年
、

二
三
八
頁
）。「
自
分
が
一
つ
の
宗
教
に
専
心
・
帰
依
す
る
こ
と
」
に
よ

り
、「
自
分
の
宗
教
が
一
番
正
し
い
」
と
い
う
心
情
が
保
証
さ
れ
る
。
こ

れ
と
同
時
に
、「
他
宗
教
の
信
者
が
そ
の
宗
教
に
専
心
・
帰
依
す
る
こ
と
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た
め
の
比
較
・
探
索
の
負
担
を
減
少
さ
せ
、
そ
の
意
味
で
市
場
に
お
け
る

普
遍
的
価
値
指
標
で
あ
る
価
格
に
相
当
す
る
。
す
る
と
、
信
仰
者
が
自
己

の
宗
教
的
能
力
と
そ
の
他
の
価
値
観
に
応
じ
て
宗
教
的
効
用
を
最
大
化
す

る
選
択
（
堅
信
や
棄
教
や
改
宗
を
含
む
）
を
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
、
真

の
信
教
の
自
由
の
た
め
の
基
盤
と
な
る
。
宗
教
度
は
宗
教
間
の
共
約
可
能

性
を
も
た
ら
す
の
で
、
各
教
団
が
信
徒
獲
得
の
た
め
に
切
磋
琢
磨
す
る
適

切
な
宗
教
間
競
争
を
可
能
に
し
、
そ
れ
は
社
会
全
体
に
お
け
る
宗
教
の
品

質
を
高
め
、
宗
教
間
対
話
以
上
に
健
全
で
有
益
で
あ
る
。

　

第
三
報
告
（
樫
尾
）
は
、
宗
教
度
と
地
球
倫
理
性
と
の
関
係
性
に
つ
い

て
扱
っ
た
。
宗
教
と
倫
理
と
の
構
造
論
的
関
係
性
と
宗
教
の
倫
理
醸
成
・

培
養
機
構
に
つ
い
て
考
察
し
、
神
秘
体
験
や
宗
教
行
動
、
自
己
の
外
部
へ

の
心
身
の
開
放
、
内
的
集
中
及
び
「
他
者
」
と
の
交
わ
り
の
希
求
と
い
う

「
自
己
否
定
」
的
な
特
徴
は
、
こ
の
「
自
己
否
定
」
性
ゆ
え
に
宗
教
を
、

「
他
者
と
の
共
生
」
と
し
て
特
徴
づ
け
る
。
そ
う
し
た
倫
理
は
必
然
的
に

あ
る
普
遍
性
を
も
っ
た
「
地
球
倫
理
」
を
形
成
す
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

第
四
報
告
（
弓
山
）
で
は
、
宗
教
を
信
じ
て
い
る
と
幸
せ
だ
と
言
う

が
、
そ
の
時
の
宗
教
と
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
り
、
幸
せ
と
は
ど
う
い
う

も
の
で
あ
る
の
か
を
探
っ
た
。
こ
の
宗
教
的
で
あ
る
こ
と
、
幸
福
で
あ
る

こ
と
、
自
己
愛
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係
を
考
察
す
る
と
と
も
に
、
嬉
し
い

体
験
と
い
う
充
実
感
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
と
い
っ
た
社
会
活
動
、
美
術

館
に
行
っ
た
り
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
聞
い
た
り
す
る
文
化
的
行
動
と
の
関

連
も
探
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宗
教
を
信
じ
る
者
の
幸
福
感
は
自
己
満
足
と

い
う
通
俗
的
理
解
と
は
、
か
な
り
異
な
る
も
の
と
も
い
え
る
。

　

第
五
報
告
（
星
川
）
は
、
宗
教
と
戦
争
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

今
回
の
調
査
結
果
で
「
宗
教
と
戦
争
」
に
関
連
し
て
得
ら
れ
た
七
つ
の
命

い
グ
ル
ー
プ
で
は
、
そ
れ
ら
の
質
問
項
目
に
対
し
て
、
中
立
的
立
場
が
顕

著
に
減
少
し
、
賛
否
が
明
確
に
分
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
注
目

に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
度
の
高
い
グ
ル
ー
プ
は
、
何
に
つ
い
て
も

全
体
と
し
て
統
一
的
見
解
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
と
し
て
、
顕

著
な
対
立
構
造
を
抱
え
込
ん
で
い
る
の
だ
。
例
え
ば
、
宗
教
度
の
高
い

人
々
の
集
団
が
、
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
集
団
全
体
と
し
て
一
つ
の
見
解
を

打
ち
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
裏
で
は
、
そ
の
見
解
に
賛
成
し
な
い
人
々

も
か
な
り
存
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

川
端
　
　
亮

　

本
パ
ネ
ル
は
、
科
研
費
基
盤
研
究（
Ａ
）「
生
命
主
義
と
普
遍
宗
教
性
に

よ
る
多
元
主
義
の
展
開
―
国
際
デ
ー
タ
に
よ
る
理
論
と
実
証
の
接
合
―
」

（
研
究
代
表
者
：
星
川
啓
慈
、
課
題
番
号25244002

）
の
成
果
の
一
部

に
つ
い
て
の
発
表
で
あ
る
。
こ
の
科
研
で
は
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
年
、

一
七
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
イ
ン
ド
、
ト
ル
コ
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

タ
リ
ア
、
台
湾
、
タ
イ
、
ロ
シ
ア
の
八
カ
国
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を

実
施
し
た
。

　

第
一
報
告
（
川
端
）
で
は
、
宗
教
の
、
特
に
信
念
の
側
面
に
つ
い
て
の

こ
の
意
識
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
国
に
か
か
わ
ら
ず
、
八
カ
国

共
通
の
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
一
次
元
の
宗
教
度
（
宗
教
尺
度
）
が

構
成
可
能
と
い
う
発
見
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

第
二
報
告
（
渡
辺
）
は
、
宗
教
度
の
意
義
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
宗
教

的
信
念
の
難
易
度
を
決
め
る
共
通
一
次
元
尺
度
（
宗
教
度
）
は
、
合
理
的

選
択
理
論
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
個
人
的
合
理
性
を
最
大
化
す
る
選
択
の
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西
田
幾
多
郎
未
公
開
ノ
ー
ト
の
研
究
資
料
化

│
│ 「
宗
教
学
講
義
」
を
中
心
に 

│
│

代
表
者
・
司
会　

浅
見　

洋

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

秋
富
克
哉

水
損
ノ
ー
ト
の
修
復
方
針
と
修
復
作
業
に
つ
い
て

浅
見
　
　
洋

　
「
西
田
幾
多
郎
未
公
開
ノ
ー
ト
類
の
研
究
資
料
化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

最
終
目
標
は
ノ
ー
ト
類
の
翻
刻
、
分
析
を
進
め
、
研
究
資
料
化
す
る
こ
と

に
あ
る
。
し
か
し
、
哲
学
館
に
寄
託
せ
ら
れ
た
時
点
で
、
十
二
ブ
ロ
ッ
ク

五
十
冊
の
ノ
ー
ト
は
か
な
り
水
損
、
汚
損
、
劣
化
が
進
ん
で
お
り
、
修
復

作
業
が
不
可
避
で
あ
っ
た
。
修
復
作
業
の
基
本
方
針
は
「
資
料
の
さ
ら
な

る
劣
化
を
防
ぐ
こ
と
」（
保
存
資
料
化
）、「
展
示
・
教
育
・
研
究
資
料
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
状
態
を
で
き
る
だ
け
回
復
す
る
こ
と
」（
展
示
資
料
化
、

研
究
資
料
化
）
の
二
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
な
修
復
作
業
は
修
復

準
備
、
水
損
資
料
の
乾
燥
、
展
開
（
固
着
頁
の
切
り
離
し
）、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
（
カ
ビ
、
虫
喰
い
等
の
洗
浄
）、
写
真
撮
影
（
画
像
に
よ
る
デ
ー
タ

化
）、
破
損
箇
所
等
の
修
復
の
六
つ
の
過
程
を
辿
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

哲
学
館
到
着
後
、
ま
ず
は
湿
り
気
の
あ
る
資
料
を
ブ
ロ
ッ
ク
の
ま
ま
新

聞
紙
で
包
み
、
黴
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
に
無
酸
素
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
密
閉

し
、
収
蔵
庫
に
保
存
し
た
。
そ
の
後
、
障
子
紙
を
で
き
る
だ
け
多
く
挟
ん

で
包
み
直
し
た
際
、
全
体
量
と
状
態
を
把
握
す
る
た
め
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
ふ
っ
て
調
書
を
取
り
、
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。
十
二

ブ
ロ
ッ
ク
中
十
ブ
ロ
ッ
ク
の
包
み
紙
の
右
上
に
は
「
倫
理
ノ
ー
ト
八
冊
」

題
は
、
宗
教
度
が
高
い
ほ
ど
、
人
々
は
「
宗
教
の
正
し
さ
」
に
関
心
を
も

つ
、
人
々
は
「
宗
教
の
正
し
さ
」
に
断
定
的
に
な
る
、
人
々
は
「
自
分
の

宗
教
が
一
番
正
し
い
」
と
考
え
る
、
人
々
は
「
す
べ
て
の
宗
教
の
正
し
さ

は
等
し
い
」
と
考
え
る
、
他
宗
教
に
対
す
る
人
々
の
寛
容
性
と
非
寛
容
性

の
双
方
が
増
す
、
人
々
の
宗
教
的
愛
国
心
は
強
く
な
る
、
人
々
は
世
界
の

平
和
を
「
神
」
に
祈
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
相
互
に
連
関
し
て
い

る
が
、
中
に
は
両
立
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
矛
盾
に
対
し
て
、「
宗
教
的
専
心
主
義
」
も
加
味
し
な
が
ら
、
こ

の
矛
盾
を
い
か
に
「
解
釈
」
す
べ
き
か
を
考
察
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
発
表
に
対
し
て
、
共
通
宗
教
性
と
都
市
化
や
経
済
成
長
な
ど

の
マ
ク
ロ
な
関
係
、
学
歴
や
職
業
な
ど
の
個
人
の
属
性
と
の
関
連
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
宗
教
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
量
的
な
調
査
と
質
的
な
調
査
は
ど
の
よ
う
に
補
完
し
合
っ
て
い
け
ば

よ
い
の
か
、
こ
の
尺
度
で
宗
教
的
達
人
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
の
質
問
が
出
さ
れ
、
今
後
の
研
究
に
役
立

つ
視
点
が
得
ら
れ
た
。
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表
紙
、
本
文
を
一
頁
ず
つ
三
分
間
紫
外
線
照
射
し
た
。

　

資
料
修
復
と
翻
刻
に
は
か
な
り
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
た

の
で
、
修
復
作
業
に
は
優
先
順
位
を
付
け
た
。
優
先
の
順
序
付
け
は
各
ブ

ロ
ッ
ク
に
書
か
れ
て
い
た
タ
イ
ト
ル
、
ノ
ー
ト
表
紙
の
記
述
、
一
部
展
開

で
き
た
資
料
の
内
容
の
推
測
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
ま
た
、
製
本
の
糸
が

切
れ
た
り
、
表
紙
布
の
糊
が
は
が
れ
た
り
し
て
し
た
も
の
な
ど
は
、
資
料

保
存
を
優
先
し
無
理
に
製
本
し
な
い
こ
と
に
し
た
。
現
在
、
修
復
さ
れ
た

現
物
は
台
紙
と
と
も
に
透
明
袋
に
入
れ
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
中
性
紙
の
箱

で
保
管
庫
に
収
納
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
で
資
料
修
復

が
完
了
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
翻
刻
が
進
む
に
つ
れ
、
イ
ン
ク
が
流

れ
た
り
、
消
失
し
た
り
し
た
箇
所
の
解
読
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う

し
た
イ
ン
ク
流
れ
等
に
よ
る
文
字
消
失
は
、
今
後
の
技
術
発
展
に
よ
っ
て

修
復
可
能
性
が
広
が
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
黴
が
生
き
返

ら
な
い
よ
う
な
保
存
環
境
の
維
持
、
レ
プ
リ
カ
の
作
成
も
必
須
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
修
復
だ
け
と
っ
て
も
、
今
後
の
長
期
的
で
継
続
的
な
予
算
の

確
保
が
課
題
と
な
る
。

修
復
ノ
ー
ト
の
翻
刻
作
業
方
針
と
実
施
方
法
に
つ
い
て

中
嶋
　
優
太

　

西
田
ノ
ー
ト
の
翻
刻
作
業
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
二
つ
の
方
針
に
基
づ

い
て
作
業
を
行
っ
た
。（
一
）原
資
料
に
忠
実
に
翻
刻
を
行
う
。（
二
）研
究

者
が
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
編
集
作
業
を
加
え
る
。

　

こ
の
二
つ
の
方
針
は
翻
刻
作
業
の
方
針
と
し
て
は
一
般
的
な
も
の
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
針
を
極
端
に
追
及
す
る
と
、
翻
刻
と
は
い

え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
原
資
料
へ
の
忠
実
さ
に
徹
し
、
原
資
料
に
変
更

と
い
う
よ
う
に
手
書
き
文
字
（
タ
イ
ト
ル
）
が
書
か
れ
て
い
た
。
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
っ
て
状
態
は
様
々
で
、
比
較
的
湿
り
気
が
な
く
展
開
可
能
な
ノ
ー

ト
類
が
あ
る
一
方
で
、
完
全
に
固
着
し
た
も
の
、
イ
ン
ク
が
流
れ
、
滲
み

て
数
枚
に
わ
た
っ
て
色
移
り
し
て
い
る
も
の
、
虫
喰
い
で
大
き
く
欠
損
し

て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
ノ
ー
ト
表
紙
の
記
述
等
に
よ

り
、
帝
大
選
科
時
代
の
聴
講
記
録
、
四
高
時
代
、
京
大
時
代
の
講
義
、
読

書
、
研
究
ノ
ー
ト
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

水
分
が
多
い
と
は
い
え
急
激
な
乾
燥
で
は
さ
ら
に
状
態
を
悪
化
さ
せ
て

し
ま
う
た
め
、
修
復
の
初
動
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
を
類
似
資
料
を
扱
っ

て
い
る
全
国
の
博
物
館
、
資
料
館
、
修
復
工
房
、
研
究
所
等
へ
問
い
合
わ

せ
た
。
結
果
、
国
内
で
は
和
紙
の
修
復
技
術
は
高
度
な
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
る
が
、
洋
紙
の
修
復
、
特
に
水
損
し
た
洋
紙
資
料
の
修
復
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
技
術
の
蓄
積
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
奈

良
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震

災
後
、
文
化
財
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

「
真
空
凍
結
乾
燥
」
処
理
技
術
を
使
っ
て
災
害
資
料
の
レ
ス
キ
ュ
ー
を
行

っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
、
修
復
の
第
一
段
階
を
奈
文
研
に
委

ね
た
。
真
空
凍
結
乾
燥
は
近
年
、
国
内
外
で
注
目
さ
れ
て
い
る
水
損
資
料

の
処
理
方
法
で
あ
る
。
ま
ず
①
資
料
を
一
時
凍
結
し
、
凍
っ
た
状
態
で
真

空
凍
結
乾
燥
機
の
中
に
入
れ
る
。
次
い
で
②
そ
の
中
を
真
空
に
し
て
三
〜

十
五
日
程
度
置
く
と
、
氷
は
昇
華
の
原
理
で
水
に
は
な
ら
ず
直
接
気
体
と

な
っ
て
資
料
か
ら
抜
け
る
。
乾
燥
後
の
修
復
は
奈
文
研
と
関
わ
り
が
深

く
、
西
洋
紙
の
修
復
実
績
を
持
つ
業
者
に
依
頼
し
、
展
開
、
カ
ビ
、
虫
喰

い
等
の
洗
浄
、
画
像
撮
影
、
殺
菌
処
理
の
順
で
作
業
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

黴
類
の
再
活
性
化
を
抑
え
る
た
め
に
、
Ｕ
Ｖ
ラ
イ
ト
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
、
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ラ
テ
ン
語
な
ど
多
言
語
が
混
在
す
る
資
料
の
た
め
、
翻
訳
を
添
え
る
こ
と

が
好
ま
し
い
。

　

他
方
で
原
資
料
に
あ
た
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
多
く
の
研
究
者
に
と

っ
て
は
翻
刻
が
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
最
後
の
資
料
と
な
る
た
め
、
原

資
料
へ
の
忠
実
さ
が
強
く
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
で
も
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
今
回
の
ノ
ー
ト
は
新
発
見
の
ノ
ー
ト
で
あ
る
が
、
経
年
と
湿
気
の
た

め
に
カ
ビ
が
発
生
し
て
お
り
、
保
存
に
特
に
注
意
が
必
要
で
あ
り
、
人
が

直
接
資
料
を
手
に
取
る
こ
と
は
資
料
の
損
壊
の
危
険
を
伴
う
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
原
資
料
の
確
認
に
際
し
て
は
写
真
画
像
等
を
通
し
て
行

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
極
め
て
読
み
に
く
い

資
料
の
た
め
に
哲
学
分
野
の
研
究
者
が
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
。

　

実
際
の
翻
刻
作
業
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
方
針
を
念
頭
に
置

き
、
精
度
の
高
い
翻
刻
を
行
う
た
め
に
、
原
資
料
の
画
像
か
ら
翻
刻
の
下

書
き
を
作
成
す
る
一
次
翻
刻
作
業
、
そ
の
下
書
き
を
ベ
ー
ス
に
西
田
が
参

照
し
た
書
籍
な
ど
で
裏
付
け
を
行
い
、
補
足
や
注
、
翻
訳
を
作
成
す
る
な

ど
翻
刻
の
質
を
上
げ
る
二
次
翻
刻
作
業
、
そ
し
て
段
落
等
を
整
え
て
出
版

可
能
な
体
裁
に
修
正
す
る
校
訂
・
編
集
作
業
と
い
う
三
つ
の
階
層
に
分
け

て
実
施
し
て
い
る
。
一
次
翻
刻
作
業
は
最
も
時
間
と
手
間
が
か
か
る
た

め
、
金
沢
大
学
の
森
雅
秀
教
授
、
京
都
大
学
の
林
晋
教
授
の
協
力
の
も
と

業
務
委
託
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
学
部
生
、
院
生
で
作
業
を
行
っ

て
い
る
。
二
次
翻
刻
作
業
に
は
西
田
哲
学
、
宗
教
学
、
語
学
等
の
専
門
の

研
究
者
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
。
西
田
ノ
ー
ト
の
翻

刻
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
よ
り
よ
い
翻
刻

が
作
成
で
き
る
よ
う
に
引
き
続
き
作
業
の
や
り
方
に
つ
い
て
吟
味
を
行
っ

を
加
え
る
こ
と
を
避
け
る
な
ら
ば
結
局
は
原
資
料
そ
の
も
の
を
見
る
か
、

影
印
本
や
写
真
画
像
を
見
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
翻
刻
は
不
要

と
な
る
。
翻
刻
は
、
読
者
の
便
宜
の
た
め
に
原
資
料
に
手
を
加
え
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
原
資
料
に
忠
実
で
は
な
い
こ
と
に
翻
刻
者
も
読

者
も
自
覚
的
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
編
集
の
手
が
限
度
を

超
え
れ
ば
、
原
資
料
に
即
し
た
翻
刻
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
例

え
ば
、
久
松
真
一
に
よ
る
西
田
の
講
義
記
録
に
は
西
田
の
ノ
ー
ト
を
参
照

し
て
書
か
れ
た
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
、
欧
文
を
断
り

な
く
訳
し
、
ま
た
読
み
や
す
い
よ
う
に
書
き
換
え
が
な
さ
れ
て
お
り
、
も

は
や
翻
刻
と
は
い
え
な
い
。
翻
刻
の
目
的
と
読
者
に
応
じ
て
、
こ
の
二
つ

の
方
針
を
ど
の
程
度
実
現
す
る
か
を
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

今
回
の
西
田
ノ
ー
ト
に
関
し
て
は
西
田
哲
学
の
研
究
者
及
び
哲
学
、
特

に
西
洋
哲
学
の
研
究
者
に
読
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
等
の
研

究
分
野
で
は
、
国
文
学
等
と
比
べ
る
と
原
資
料
や
影
印
本
を
使
用
し
た
研

究
が
少
な
く
、『
全
集
』
等
の
活
字
化
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
研
究
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
翻
刻
作
業
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
西
田
ノ
ー
ト
は
様
々
な
点
で
読
み
に
く
い
資
料
で
あ
る
た
め

に
翻
刻
作
業
と
し
て
手
を
加
え
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
ま
ず
、
経
年
と

湿
気
の
た
め
に
イ
ン
ク
が
か
す
れ
、
に
じ
み
、
カ
ビ
や
虫
喰
い
が
あ
る
な

ど
読
者
が
判
読
す
る
に
は
困
難
な
資
料
で
あ
り
、
正
確
に
判
読
す
る
に
は

西
田
の
字
体
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
西
田
が
参
照
し
、
引
用
し
た
書
籍

と
照
合
す
る
手
間
の
か
か
る
作
業
が
不
可
欠
で
あ
る
。
他
者
に
読
ま
れ
る

こ
と
を
前
提
と
せ
ず
に
書
か
れ
た
講
義
ノ
ー
ト
で
あ
る
た
め
に
読
み
に
く

く
、
そ
の
た
め
に
も
注
釈
や
補
足
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
く
ず
し
字

の
ほ
か
英
語
、
ド
イ
ツ
語
が
多
用
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
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合
が
あ
る
。
ま
た
訳
語
と
な
っ
て
い
る
日
本
語
が
欧
文
で
は
な
ん
だ
っ
た

の
か
確
定
で
き
る
。
そ
の
た
め
西
田
の
考
え
を
正
確
に
理
解
す
る
に
は
西

田
の
ノ
ー
ト
を
参
照
す
る
の
が
有
効
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
そ
こ

に
ノ
ー
ト
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

三
つ
目
の
違
い
は
、
両
者
と
も
に
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
語
句

が
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
西
田
が
授
業
で
ノ
ー
ト
と
は
違
う
言
葉

を
使
っ
た
の
か
、
久
松
の
ミ
ス
に
よ
り
異
な
る
単
語
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
は
文
脈
か
ら
判
断
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
点
に
慎
重
な
検
討
が
必
要

だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
講
義
録
「
宗
教
学
」
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
た
め
、
こ
の
講
義
録
を
扱
う
場
合
は
ノ
ー
ト
を
参
照
す
る
こ
と

が
必
須
と
な
る
だ
ろ
う
。
久
松
に
よ
る
誤
り
を
排
除
で
き
る
点
に
、
ノ
ー

ト
の
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
る
。

　

四
つ
目
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ノ
ー
ト
に
記
述
が
な
い
が
、
全
集
に
は

書
か
れ
て
い
る
文
章
の
存
在
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と

を
、
西
田
が
講
義
で
話
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
文
章
に
関
し
て

は
、
久
松
が
ど
こ
ま
で
西
田
の
口
述
を
正
確
に
筆
記
で
き
た
の
か
不
明
な

た
め
、
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
が
下
が
る
も
の
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ

ろ
う
。

　

最
後
に
、
講
義
録
に
は
記
述
が
な
く
、
ノ
ー
ト
に
は
記
述
が
あ
る
文
章

や
単
語
が
存
在
す
る
。
久
松
が
全
集
に
載
せ
る
価
値
が
な
い
と
判
断
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
講
義
録
の

み
に
も
と
づ
い
た
研
究
で
は
不
可
能
な
研
究
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
不
可

能
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
分
量
が
わ
ず
か
で
断
片
的
な
う
え
、
抹
消
を
意

味
す
る
線
が
引
か
れ
て
い
る
な
ど
し
て
い
る
た
め
、
大
き
な
成
果
を
期
待

す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

て
い
き
た
い
。

久
松
編
集
「
宗
教
学
」
と
西
田
直
筆
ノ
ー
ト
と
の
異
同
を
め
ぐ
っ
て

満
原
　
　
健

　

西
田
は
京
都
大
学
で
一
年
間
宗
教
学
の
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に

出
席
し
て
い
た
久
松
真
一
は
、
自
分
が
と
っ
た
ノ
ー
ト
と
西
田
の
直
筆
ノ

ー
ト
を
も
と
に
し
て
講
義
録
「
宗
教
学
」
を
編
集
し
、
そ
れ
が
西
田
幾
多

郎
全
集
に
収
め
ら
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
。
今
回
発
表
者
が
翻
刻
に
携
わ
っ

た
ノ
ー
ト
は
、
西
田
が
宗
教
学
の
講
義
の
た
め
に
作
成
し
、
久
松
が
こ
の

講
義
録
の
編
集
の
際
に
参
照
し
た
ノ
ー
ト
だ
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な

い
。
そ
こ
で
発
表
者
は
、
西
田
哲
学
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
こ
の
西

田
直
筆
の
ノ
ー
ト
の
価
値
を
明
確
に
す
る
た
め
、
久
松
編
集
の
講
義
録

「
宗
教
学
」
と
こ
の
ノ
ー
ト
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
異
同
を
整
理
し

た
。

　

両
者
の
相
違
点
と
そ
こ
か
ら
導
き
出
せ
る
自
筆
ノ
ー
ト
の
意
義
は
、
大

き
く
五
つ
に
分
類
で
き
る
。
相
違
点
の
一
つ
目
と
し
て
は
、
ノ
ー
ト
に
書

か
れ
て
い
る
が
全
集
で
は
再
現
さ
れ
て
い
な
い
記
号
の
類
が
存
在
す
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
西
田
の
書
い
た
記
号
は
何
を

意
味
し
て
い
る
か
特
定
で
き
な
い
も
の
が
多
い
た
め
、
西
田
研
究
上
の
意

義
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

二
つ
目
の
相
違
点
は
、
ノ
ー
ト
で
は
欧
文
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
全
集

で
は
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
存
在
で
あ
る
。
西
田
が
自
分
の
考

え
を
欧
文
で
記
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
だ

が
、
こ
こ
を
参
照
す
れ
ば
、
欧
文
で
書
か
れ
て
い
る
お
か
げ
で
引
用
だ
と

断
定
で
き
、
ま
た
欧
文
を
頼
り
に
し
て
出
典
を
短
時
間
で
確
定
で
き
る
場
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E
xperience

と
並
ん
で
エ
イ
ム
ズ
（Edw

ard Scribner A
m
es, 

1870-1958

）
のT

he Psychology of R
eligious E

xperience

も

か
な
り
の
頁
を
割
い
て
そ
の
内
容
を
要
約
し
て
い
る
。
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン

ト
（W

ilhelm
 W
indelband, 1848-1915

）
のLehrbuch der G

es-
chichte der Philosophie

とPräludien

、
ジ
ー
ベ
ッ
ク（H

erm
ann 

Siebeck, 1842-1920

）
のLehrbuch der R

eligionsphilosophie

と
い
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
ち
こ
ち
で
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
現
在
で

は
無
名
で
あ
る
か
、
少
な
く
と
も
一
流
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
い
著
者
も

多
く
、
宗
教
学
を
学
ぶ
に
当
た
っ
て
当
時
重
要
と
見
な
さ
れ
て
い
た
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
が
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
か
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
学
は
世
界
の
諸
宗
教
を
幅
広
く
研
究

し
、
歴
史
的
・
心
理
学
的
・
類
型
的
と
い
っ
た
各
種
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
生

み
出
し
た
。
そ
れ
は
日
本
人
た
る
西
田
に
と
っ
て
も
、「
宗
教
」
と
い
う

も
の
を
包
括
的
に
考
え
る
上
で
導
き
と
な
る
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
他
方
で
、
当
時
の
宗
教
学
の
多
く
は
キ
リ
ス
ト
教
を
最
高
位
の
宗

教
と
す
る
価
値
観
に
導
か
れ
て
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
抗
し

て
東
洋
的
宗
教
、
と
り
わ
け
仏
教
を
評
価
し
う
る
宗
教
学
を
打
ち
立
て
る

こ
と
が
西
田
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
も
西
田
は
、
特
定
宗
教
の
内
容
理
解
に
は
ほ
と
ん
ど
異
議
を
唱
え

ず
、
た
だ
キ
リ
ス
ト
教
の
方
が
よ
り
深
く
進
ん
だ
宗
教
で
あ
る
と
い
う
価

値
の
序
列
を
顚
倒
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
多
く
の
著
者
た
ち
に
と
っ
て
、
宗
教
の
類

型
は
発
展
段
階
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
こ
そ
も
っ
と
も
進
ん

だ
段
階
で
あ
っ
た
。
し
か
し
西
田
は
ジ
ー
ベ
ッ
ク
の
「
道
徳
宗
教
」
と

「
救
済
宗
教
」
の
区
別
に
仏
教
の
「
自
力
」
と
「
他
力
」
を
重
ね
合
わ
せ
、

　

全
集
の
講
義
録
「
宗
教
学
」
と
西
田
直
筆
ノ
ー
ト
と
を
対
照
す
る
作
業

を
す
れ
ば
、
以
上
の
よ
う
な
両
者
で
異
な
る
点
が
見
つ
か
る
だ
け
で
な

く
、
完
全
に
一
致
す
る
記
述
も
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
点
を
確
認
し
、
ど

の
記
述
が
信
頼
で
き
る
か
確
定
で
き
る
と
い
う
点
に
も
、
直
筆
ノ
ー
ト
の

研
究
上
の
価
値
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
言
う
と
、
西
田
の
直
筆
ノ
ー
ト
は
主
に
、

講
義
録
「
宗
教
学
」
の
記
述
を
よ
り
正
確
に
理
解
し
、
久
松
に
よ
る
改
変

の
有
無
を
確
定
で
き
る
と
い
う
点
に
、
西
田
哲
学
研
究
と
い
う
観
点
か
ら

み
た
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

忘
れ
ら
れ
た
著
者
た
ち
と
の
対
決

│
│ 「
宗
教
学
講
義
ノ
ー
ト
」
翻
刻
よ
り 
│
│

吉
野
　
斉
志

　

今
回
翻
刻
を
行
っ
た
「
宗
教
学
」
講
義
ノ
ー
ト
四
冊
の
内
容
は
『
全

集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
久
松
真
一
編
の
講
義
録
と
よ
く
一
致
す
る
と
こ

ろ
も
多
い
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
が
引
用
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
引
用
元
が

容
易
に
特
定
で
き
る
こ
と
が
重
要
な
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
発
表
で

は
、
西
田
が
ど
ん
な
著
作
を
参
照
し
、
対
決
し
て
い
た
の
か
に
注
目
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

　

比
較
的
引
用
が
多
く
、
ノ
ー
ト
内
で
の
扱
い
が
大
き
い
と
見
ら
れ
る
著

者
・
著
作
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
宗
教
の
定
義
、
宗
教
学
の
方
法
論
、
宗
教

類
型
論
や
宗
教
史
と
い
っ
た
幅
広
い
テ
ー
マ
で
テ
ィ
ー
レ
（C. P. T

iele, 
1830-1902

）
のE

inleitung in die R
eligionsw

issenschaft

が
引

用
さ
れ
て
い
る
の
が
目
に
留
ま
る
。
宗
教
心
理
学
で
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

（W
illiam

 Jam
es, 1842-1910

）
のT

he V
arieties of R

eligious 
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意
義
お
よ
び
課
題
を
四
者
に
よ
っ
て
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
前
半

二
者
に
よ
り
、
具
体
的
な
水
損
資
料
の
修
復
作
業
の
方
針
と
過
程
、
お
よ

び
翻
刻
作
業
と
実
施
方
法
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
資
料
研
究
の
前
提
と
し
て

従
来
あ
ま
り
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
側
面
が
報
告
さ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
修
復
翻
刻
さ
れ
た
資
料
の
学
術
的
意
義
が
ど
の
よ
う
に
認
め
ら

れ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
独
立
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
後
半
二
者
が
そ
れ

を
担
当
す
る
。
以
下
、
四
者
の
報
告
へ
の
質
問
と
い
う
形
で
コ
メ
ン
テ
ー

タ
と
し
て
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
浅
見
洋
氏
「
水
損
ノ
ー
ト
の
修
復
方
針
と
修
復
作
業
に
つ
い

て
」
に
は
、
当
哲
学
館
館
長
と
し
て
全
体
の
作
業
を
主
導
さ
れ
る
立
場
に

対
し
、
資
料
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
二
つ
の
こ
と
を
確
認
し
た
い
。
第
一

に
、
研
究
資
料
化
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ

て
い
る
の
か
、
館
が
管
理
し
て
い
る
他
の
直
筆
資
料
群
と
扱
い
の
上
で
の

違
い
は
あ
り
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
自
ら
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
更
な
る
修
復
技
術
と
長
期
的
な
予
算
の
確
保
」
に

つ
い
て
、
と
り
わ
け
喫
緊
と
思
わ
れ
る
予
算
上
の
課
題
に
つ
い
て
、
自
治

体
な
い
し
わ
が
国
の
文
化
行
政
の
あ
り
方
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
経
験
さ
れ

た
範
囲
内
で
の
問
題
点
な
い
し
展
望
等
を
お
聞
き
で
き
れ
ば
と
思
う
。

　

次
に
、
中
嶋
優
太
氏
「
水
損
ノ
ー
ト
の
翻
刻
作
業
方
針
と
実
施
方
法
に

つ
い
て
」
は
、
翻
刻
方
針
と
し
て
、
原
資
料
へ
の
忠
実
さ
と
研
究
者
の
便

宜
を
考
慮
し
た
編
集
と
い
う
、
相
反
す
る
要
素
を
含
む
二
つ
の
側
面
の
関

係
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
際
の
作
業
を
通
し
て
、
両

側
面
は
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
資
料
の
状
態
に
よ
っ

て
も
違
い
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
現
状
に
つ
い
て
確
認

し
た
い
。
そ
の
際
、
一
つ
問
題
に
な
る
の
が
、
氏
が
掲
げ
る
「
研
究
者
に

宗
教
に
は
本
来
こ
の
二
面
が
両
方
あ
る
と
論
じ
る
こ
と
で
、
こ
の
二
類
型

の
あ
い
だ
の
関
係
は
た
ん
な
る
優
劣
で
は
な
い
と
主
張
し
、
さ
ら
に
仏
教

に
両
者
を
併
せ
持
っ
た
真
の
宗
教
の
契
機
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、「
罪
」

に
関
す
る
考
察
で
は
仏
教
の
方
が
キ
リ
ス
ト
教
よ
り
も
「
深
い
」
と
す
る

記
述
さ
え
あ
る
。

　

こ
の
講
義
に
近
い
時
期
の
公
刊
著
作
『
善
の
研
究
』
で
の
西
田
は
、
外

在
的
で
超
越
的
な
神
を
立
て
る
「
有
神
論
」
よ
り
も
内
在
的
な
神
を
立
て

る
「
汎
神
論
」
を
支
持
す
る
が
、
こ
こ
に
も
同
様
の
問
題
意
識
が
あ
っ
た

こ
と
が
講
義
録
か
ら
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
教
は
「
汎
神
論
」
で

あ
り
そ
れ
ゆ
え
に
「
非
人
格
的
」
で
あ
る
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
の
非

難
が
存
在
す
る
と
見
た
西
田
は
そ
れ
に
応
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
も
仏
教

が
汎
神
論
で
あ
る
と
い
う
理
解
そ
の
も
の
に
は
異
を
唱
え
ず
、
も
っ
ぱ
ら

汎
神
論
が
非
人
格
的
で
あ
る
と
い
う
点
に
絞
っ
て
反
論
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
―
強
引
に
で
は
あ
っ
て
も
―
西
洋
の
「persona

」
概
念
そ
の
も
の

が
自
説
を
支
持
す
る
と
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
講
義
録
か
ら
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
徹
底
し
て
西
洋
の
文
献
を
渉

猟
し
、
そ
こ
に
多
く
を
負
い
な
が
ら
、
い
わ
ば
可
能
な
限
り
内
在
的
な
批

判
を
企
て
て
独
自
の
宗
教
哲
学
を
構
築
せ
ん
と
し
た
「
西
洋
哲
学
者
」
西

田
の
姿
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト

秋
富
　
克
哉

　

本
パ
ネ
ル
は
、
西
田
幾
多
郎
の
遺
族
か
ら
石
川
県
西
田
幾
多
郎
記
念
哲

学
館
に
寄
託
さ
れ
た
全
集
未
公
開
資
料
群
に
対
し
て
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
資
料
化
作
業
の
経
過
報
告
と
い
う
形
で
、
そ
の
一
連
の
作
業
の
内
実
と
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記
述
に
つ
い
て
参
考
文
献
へ
の
言
及
、
あ
る
い
は
特
記
す
べ
き
こ
と
等
は

な
い
か
を
確
認
し
た
い
。

　

以
上
、
今
回
の
パ
ネ
ル
は
あ
く
ま
で
経
過
報
告
で
あ
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
内
実
が
公
開
さ
れ
る
最
初
の
機
会
で
あ
り
、
情
報
と
課
題
が
共
有

さ
れ
る
場
と
し
て
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

浅
見
　
　
洋

　

二
〇
一
五
年
秋
に
西
田
幾
多
郎
の
後
裔
か
ら
石
川
県
西
田
幾
多
郎
記
念

哲
学
館
に
寄
せ
ら
れ
た
遺
品
等
の
中
に
、
水
損
し
た
西
田
直
筆
の
ノ
ー
ト

五
十
冊
、
大
量
の
考
察
メ
モ
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
（「
ノ
ー
ト
類
」
と
記
す
）

が
含
ま
れ
て
い
た
。
本
直
筆
ノ
ー
ト
は
二
〇
〇
九
年
に
完
結
し
た
新
版

『
西
田
幾
多
郎
全
集
』（
岩
波
書
店
）
全
二
十
四
巻
の
中
に
は
収
録
さ
れ
て

い
な
い
未
公
開
の
講
義
ノ
ー
ト
、
研
究
ノ
ー
ト
、
読
書
ノ
ー
ト
で
あ
り
、

そ
の
研
究
資
料
化
は
西
田
哲
学
研
究
の
み
な
ら
ず
、
日
本
哲
学
、
宗
教
哲

学
、
比
較
思
想
な
ど
の
研
究
に
も
一
石
を
投
じ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。
本
パ
ネ
ル
で
は
「
西
田
幾
多
郎
未
公
開
ノ
ー
ト
」
の
修
復
、
翻
刻
、

研
究
資
料
化
の
進
捗
状
況
に
加
え
て
、
翻
刻
の
精
度
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

「
宗
教
学
講
義
ノ
ー
ト
」
の
分
析
か
ら
現
時
点
で
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見

を
報
告
し
た
。

　

最
初
に
浅
見
洋
が
、
修
復
の
基
本
方
針
は
「
資
料
の
さ
ら
な
る
劣
化
を

防
ぐ
こ
と
」、「
展
示
・
教
育
・
研
究
資
料
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
状
態
を
で

き
る
だ
け
回
復
す
る
こ
と
」
の
二
点
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
ま
た
、
修

復
作
業
の
具
体
的
手
順
が
修
復
準
備
、
水
損
資
料
の
乾
燥
、
展
開
、
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
、
写
真
撮
影
、
破
損
個
所
の
修
復
の
六
つ
の
過
程
を
辿
っ
た
こ

と
っ
て
の
使
い
や
す
さ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
幾

つ
か
の
レ
ベ
ル
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
も
踏
ま
え
て
説
明
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

続
く
後
半
の
二
者
は
、
現
在
翻
刻
作
業
が
進
ん
で
い
る
「
宗
教
学
講

義
」
ノ
ー
ト
の
内
実
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
の
最
大
の
意
義

は
、
そ
れ
が
全
集
版
所
収
の
講
義
録
を
編
集
し
た
久
松
真
一
に
よ
っ
て
参

照
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
の
異
同
が
明
ら
か
と
な
り
、
相

互
に
補
完
し
合
う
こ
と
で
、
西
田
の
講
義
の
実
態
そ
の
も
の
に
い
っ
そ
う

接
近
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

満
原
健
氏
「
久
松
編
集
「
宗
教
学
」
と
西
田
直
筆
ノ
ー
ト
と
の
異
同
を

め
ぐ
っ
て
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
異
同
の
検
討
を
、『
善
の
研
究
』
第
四
編

「
宗
教
」
で
最
初
に
置
か
れ
た
「
宗
教
的
要
求
」
に
つ
い
て
の
箇
所
を
中

心
に
行
な
う
。
氏
は
、
ノ
ー
ト
の
価
値
と
し
て
、
出
典
を
確
認
で
き
る
こ

と
で
西
田
の
思
想
の
由
来
を
知
る
こ
と
が
で
き
、「
西
田
の
独
自
性
を
以

前
よ
り
正
確
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
そ
の

よ
う
な
独
自
性
は
具
体
的
に
ど
こ
に
見
出
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
を
お
聞

き
し
た
い
。

　

最
後
に
、
吉
野
斉
志
氏
「
忘
れ
ら
れ
た
著
者
た
ち
と
の
対
決
―
「
宗
教

学
講
義
ノ
ー
ト
」
翻
刻
よ
り
―
」
に
つ
い
て
ま
ず
確
認
し
た
い
の
は
、
西

田
の
当
時
の
宗
教
哲
学
あ
る
い
は
宗
教
観
を
受
け
止
め
る
際
に
、
改
め
て

注
目
す
べ
き
著
者
は
誰
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
主
題
と
の
連

関
か
ら
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト

教
」
と
い
う
項
目
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
両
宗
教
の
「
罪
」
の
問
題
、
そ
の

比
較
に
関
す
る
言
及
は
、
本
講
義
直
前
の
『
善
の
研
究
』
第
四
編
に
は
見

ら
れ
な
い
西
田
独
自
の
洞
察
を
含
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
辺
り
の
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ence

、
引
用
が
散
見
さ
れ
る
も
の
と
し
てW

. W
indelband, Lehr-

buch der G
eschichte der Philosophie

、H
. Siebeck, Lehrbuch 

der R
eligionsphilosophie

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、
現
在
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
思
想
家
た
ち
が
当
時
宗
教
学
を
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
重

要
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
当
時
の
宗
教
学
が
キ
リ
ス

ト
教
を
最
高
位
の
宗
教
と
す
る
価
値
観
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
西

田
は
そ
う
し
た
西
洋
的
な
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
徹
底
し
て
西
洋
の
文

献
を
渉
猟
し
、
可
能
な
限
り
内
在
的
な
批
判
を
行
い
な
が
ら
、
独
自
の
宗

教
哲
学
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
と
述
べ
た
。

　

発
表
終
了
後
、
秋
富
克
哉
が
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
そ
れ
に
関
し
て
四
人

の
発
表
者
が
順
次
応
答
し
た
。
ま
た
フ
ロ
ア
か
ら
森
哲
郎
（
京
都
産
業
大

学
）
が
こ
れ
ま
で
の
西
田
哲
学
研
究
、
平
林
孝
裕
（
関
西
学
院
大
学
）
が

国
外
の
資
料
研
究
の
経
験
に
基
づ
い
て
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待
と

課
題
を
表
明
し
た
上
で
、
何
点
か
の
質
問
を
さ
れ
、
討
議
内
容
が
深
ま
っ

た
。
最
後
に
司
会
者
か
ら
パ
ネ
ル
参
加
者
に
、
翻
刻
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
は
か
り
、
よ
り
よ
い
資
料
化
を
進
め
る
た
め
に
、
今
後
も
忌
憚
の
な

い
意
見
や
質
問
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
希
望
が
述
べ
ら
れ
、
有

意
義
の
内
に
パ
ネ
ル
を
終
了
し
た
。

と
を
報
告
し
た
。
水
損
し
た
洋
紙
資
料
の
修
復
経
験
の
蓄
積
が
国
内
で
は

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、「
真
空
凍
結
乾
燥
処
理
技
術
」
を
活
用
し
た
こ
と

な
ど
を
紹
介
し
た
。

　

次
に
中
嶋
優
太
が
、
翻
刻
作
業
に
あ
た
っ
て
は
「
原
資
料
に
忠
実
に
翻

刻
を
行
う
」、「
研
究
者
が
使
用
し
や
す
い
よ
う
に
編
集
作
業
を
加
え
る
」

と
い
う
二
つ
の
方
針
を
立
て
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
精
度
の
高
い

翻
刻
を
実
施
す
る
た
め
に
、
原
資
料
の
画
像
か
ら
翻
刻
の
下
書
き
を
作
成

す
る
一
次
翻
刻
作
業
、
そ
の
下
書
き
を
ベ
ー
ス
に
西
田
が
ノ
ー
ト
作
成
時

に
参
照
し
た
文
献
の
検
索
、
補
足
や
注
、
翻
訳
の
作
成
な
ど
、
翻
刻
の
質

を
上
げ
る
二
次
翻
刻
作
業
、
そ
し
て
段
落
等
を
整
え
て
刊
行
可
能
な
体
裁

に
す
る
校
訂
・
編
集
作
業
と
い
う
三
つ
の
階
層
に
分
け
て
実
施
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
た
。

　

さ
ら
に
満
原
健
が
、
西
田
哲
学
研
究
と
い
う
観
点
か
ら
直
筆
ノ
ー
ト
の

価
値
を
明
確
に
す
る
た
め
、
久
松
が
編
集
し
た
講
義
録
「
宗
教
学
」
と
本

「
宗
教
学
講
義
ノ
ー
ト
」
を
比
較
検
討
し
、
両
者
の
相
違
点
と
そ
こ
か
ら

導
か
れ
る
直
筆
ノ
ー
ト
の
意
義
を
五
つ
に
分
類
し
た
。
例
え
ば
、
講
義
録

が
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
比
し
て
、
直
筆
ノ
ー
ト
が
主
に
欧
文
で

書
か
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
引
用
箇
所
の
断
定
や
出
典
の
確
定
が
容
易

で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、
直
筆
ノ
ー
ト
翻
刻
の
意

義
は
講
義
録
の
記
述
を
よ
り
正
確
に
理
解
し
、
久
松
に
よ
る
改
変
の
有
無

を
確
定
で
き
る
点
に
あ
る
と
語
っ
た
。

　

最
後
に
吉
野
斉
志
が
、「
宗
教
学
講
義
」
で
西
田
が
ど
ん
な
著
作
を
参

照
し
、
そ
れ
と
対
決
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
比
較
的
引
用

が
多
い
著
作
と
し
てC. P. T

iele, E
inleitung in die R

eligionsw
is-

senschaft

、E. S. A
m
es, T

he Psychology of R
eligious E

xperi-
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大
学
内
宗
教
者
養
成
の

歴
史
・
制
度
・
実
態
に
関
す
る
調
査
報
告代

表
者
・
司
会　

江
島
尚
俊

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

原　
　

誠

統
計
調
査
か
ら
み
る
戦
後
日
本
の
宗
教
系
大
学

江
島　

尚
俊

　

本
報
告
で
は
、
本
パ
ネ
ル
の
意
義
を
確
認
し
た
上
で
、
日
本
に
お
け
る

宗
教
系
大
学
お
よ
び
宗
教
者
養
成
に
関
す
る
統
計
調
査
の
中
途
報
告
を
行

う
。

　

最
初
に
、
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
。
我
々
は
、「
大
学
と
宗
教
」
と
い

う
研
究
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
こ
れ
ま
で
二
冊
の
学
術
書
を
刊
行
し
て
き
た

（『
近
代
日
本
の
大
学
と
宗
教
』
二
〇
一
四
年
、『
戦
時
日
本
の
大
学
と
宗

教
』
二
〇
一
七
年
）。
現
在
で
は
、
新
制
大
学
制
度
下
に
お
け
る
宗
教
関

連
の
学
問
・
養
成
・
資
格
に
関
す
る
歴
史
的
・
実
態
的
な
研
究
を
行
っ
て

お
り
、
本
パ
ネ
ル
で
は
養
成
に
関
す
る
研
究
成
果
を
報
告
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
さ
て
、
よ
く
よ
く
考
え
る
に
、
大
学
内
で
の
宗
教

者
養
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
実
は
知
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
そ
こ
で
の

実
態
に
つ
い
て
歴
史
ま
た
は
比
較
と
い
っ
た
関
心
が
持
た
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
学
術
研
究
上
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た

し
、
養
成
主
体
で
あ
る
各
教
団
内
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
大
学
内

宗
教
者
養
成
と
は
如
何
な
る
歴
史
や
実
態
を
有
し
、
宗
教
毎
、
大
学
毎
に

比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
類
似
性
や
差
異
性
が
見
ら
れ
る
の
か
を
本

パ
ネ
ル
で
は
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
報
告
者
が
現
在
進
め
て
い
る
宗
教
系
大
学
に
関
す
る
統
計
調
査

の
中
途
報
告
を
行
っ
て
い
く
。
本
報
告
で
は
、
①
大
学
設
立
の
母
体
が
宗

教
団
体
、
も
し
く
は
特
定
宗
教
に
深
く
関
与
し
て
い
る
、
②
創
立
者
が
特

定
の
宗
教
団
体
に
所
属
、
も
し
く
は
宗
教
的
理
念
を
表
明
し
て
い
る
、
③

建
学
の
精
神
、
ま
た
は
教
育
理
念
に
お
い
て
特
定
の
宗
教
的
精
神
を
表
明

し
て
い
る
、
と
い
う
基
準
に
対
し
一
つ
以
上
適
合
す
る
大
学
と
し
て
仮
設

的
に
定
義
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
八
年
三
月
段
階
で
は
、
四
年

制
大
学
一
二
八
校
（
全
体
は
七
七
七
校
）、
短
期
大
学
七
八
校
（
全
体
は

三
四
一
校
）
が
抽
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
訳
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
系
大

学
（
三
八
％
）
で
次
に
、
同
短
期
大
学
（
二
一
％
）、
そ
の
後
に
、
仏
教

系
大
学
（
二
一
％
）、
同
短
期
大
学
（
一
六
％
）
と
続
く
。
数
量
的
に
は
、

キ
リ
ス
ト
教
系
が
全
体
の
五
九
％
を
占
め
、
他
に
比
べ
て
圧
倒
的
多
数
で

あ
り
、
そ
れ
に
仏
教
系
が
続
い
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
な

お
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
大
学
・
短
期
大
学
を
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
に
分
け
て
み
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
は
三
六
大
学
（
内
、
短
期
一

七
）、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
は
七
五
（
内
、
短
期
二
六
）
で
あ
っ
た
。
カ

ト
リ
ッ
ク
系
に
特
徴
的
な
の
が
、
女
子
大
学
が
多
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
系
三
六
大
学
の
う
ち
、
女
子
大
学
は
二
〇
大
学
（
内
、
短
期

九
大
学
）
で
あ
っ
た
。
都
道
府
県
別
で
見
て
ゆ
き
た
い
。
宗
教
系
大
学
が

最
も
多
く
所
在
し
て
い
る
の
が
東
京
都
（
三
二
大
学
）
で
あ
り
、
次
い
で

京
都
（
二
二
大
学
）、
大
阪
（
一
五
大
学
）
と
続
く
。
一
方
、
宗
教
系
大

学
が
存
在
し
な
い
の
は
、
山
形
・
石
川
・
富
山
・
鳥
取
・
島
根
・
徳
島
・

高
知
・
宮
崎
の
七
県
で
あ
っ
た
。
な
お
、
日
本
の
全
大
学
の
都
道
府
県
分

布
と
比
較
し
て
み
た
が
、
京
都
府
に
比
較
的
多
く
の
大
学
（
特
に
仏
教

系
）
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
除
け
は
、
全
体
分
布
と
の
大
き
な
差
異
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か
っ
た
。
昭
和
二
〇
年
一
二
月
一
五
日
の
い
わ
ゆ
る
神
道
指
令
の
発
出
後

は
、
昭
和
二
一
年
一
月
一
六
日
か
ら
二
月
二
日
ま
で
に
出
さ
れ
た
神
社
に

か
か
る
官
制
（
関
係
法
令
）
の
廃
止
に
伴
っ
て
神
祇
院
が
廃
止
さ
れ
、
神

社
本
庁
が
発
足
す
る
。
発
足
当
初
の
神
社
本
庁
で
は
「
階
位
授
与
要
項
」

を
定
め
て
、
大
学
で
の
資
格
付
与
よ
り
も
現
任
神
職
の
新
資
格
へ
の
切
り

替
え
に
重
き
を
置
い
た
資
格
制
度
の
付
与
に
か
か
る
改
正
を
行
っ
た
。
一

方
、
神
職
資
格
と
し
て
新
た
に
設
け
た
「
階
位
」
は
、
内
務
省
か
ら
委
託

を
受
け
て
い
た
皇
典
講
究
所
（
國
學
院
大
學
の
経
営
母
体
）
の
神
職
資
格

で
あ
る
「
学
階
（
学
正
・
司
業
）」
の
付
与
制
度
と
内
務
省
で
実
施
さ
れ

て
い
た
神
職
高
等
試
験
と
を
統
合
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大

学
を
中
心
と
し
た
養
成
機
関
を
卒
業
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
無
試
験
検
定

の
資
格
と
、
検
定
試
験
に
よ
る
資
格
の
付
与
と
い
う
二
制
度
を
併
存
さ
せ

た
わ
け
で
あ
る
が
、
神
職
の
在
り
方
か
ら
い
え
ば
、
戦
前
の
よ
う
な
国
学

の
学
識
認
定
た
る
「
学
階
」
資
格
が
主
で
あ
っ
た
養
成
・
資
格
付
与
制
度

と
、
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
制
度
と
が
重
ね
合
わ
さ
れ
た
形
で
の
養
成

制
度
が
七
〇
年
前
と
は
大
学
進
学
率
が
大
幅
に
異
な
る
中
で
未
だ
に
継
続

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
戦
後
の
神
職
養
成
と
國
學
院
大
學
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
経
営
母

体
で
あ
っ
た
皇
典
講
究
所
の
解
散
以
降
、
新
制
大
学
と
し
て
組
織
体
制
も

変
革
さ
れ
る
な
か
で
、
昭
和
三
七
年
ま
で
は
、
唯
一
の
高
等
神
職
養
成
機

関
と
し
て
養
成
制
度
の
基
盤
に
据
え
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
新
制
大
学
と

な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
は
、
神
道
学
科
を
設
置
で
き
ず
、
宗
教
学
系
教
員

を
中
心
と
し
た
宗
教
学
科
と
し
て
発
足
し
、
宗
教
学
研
究
室
が
設
置
さ
れ

た
点
は
、
の
ち
に
神
道
学
科
と
改
称
す
る
も
の
の
、
以
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
編
、
の
ち
の
神
道
文
化
学
科
へ
の
改
組
の
上
で
も
少
な
か
ら
ず
影

は
存
在
し
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
大
学
内
宗
教
者
養
成
を
行
っ
て
い
る
大

学
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
。
神
道
系
で
は
一
教
団
・
二
大
学
、
仏
教
系
で

は
一
二
教
団
・
二
五
大
学
、
キ
リ
ス
ト
教
系
で
は
六
教
団
・
九
大
学
、
新

宗
教
系
で
は
一
教
団
・
一
大
学
で
あ
っ
た
。
原
則
と
し
て
は
、
一
大
学
内

で
養
成
さ
れ
る
宗
教
者
は
一
教
団
の
宗
教
者
で
あ
る
が
、
例
外
と
し
て
、

大
正
大
学
で
の
み
四
教
団
の
宗
教
者
（
僧
侶
）
が
養
成
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
、
現
段
階
ま
で
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
を
終
え
る
こ
と
と
す
る

が
、
今
後
も
様
々
な
角
度
か
ら
の
調
査
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
統
計
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
考
察
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学
に
お
け
る
神
職
養
成
に
つ
い
て

藤
本　

頼
生

　

大
学
と
宗
教
と
の
関
わ
り
を
窺
う
上
で
、
こ
れ
ま
で
神
社
神
道
に
お
け

る
神
職
養
成
に
着
目
し
、
と
く
に
戦
前
期
の
神
道
系
大
学
の
教
育
制
度
お

よ
び
神
職
資
格
付
与
に
か
か
る
歴
史
的
経
緯
を
整
理
・
検
討
し
て
き
た

が
、
本
発
表
で
は
、
神
祇
院
の
廃
止
お
よ
び
神
社
本
庁
の
設
立
に
伴
い
、

神
職
養
成
制
度
が
改
変
す
る
こ
と
と
な
っ
た
戦
後
期
の
神
道
系
大
学
、
と

く
に
本
発
表
の
タ
イ
ト
ル
と
し
た
、
國
學
院
大
學
・
皇
學
館
大
学
に
お
け

る
神
職
養
成
に
つ
い
て
僅
か
で
は
あ
る
が
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

戦
後
の
大
学
と
神
社
神
道
と
の
か
か
わ
り
を
窺
う
上
で
、
戦
前
期
の
神

職
養
成
制
度
お
よ
び
資
格
付
与
と
い
か
に
連
動
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い

は
全
く
連
動
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
を
窺
う
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
と
く
に
戦
前
期
に
お
け
る
神
職
資
格
の
取
得
方
法
や
神
職
奉
職
後

の
職
位
や
身
分
、
國
學
院
大
學
や
神
宮
皇
學
館
の
卒
業
と
は
無
縁
で
は
な
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養
成
と
略
記
）
に
焦
点
を
あ
て
る
。
教
団
法
規
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
資

料
を
通
し
て
、
大
学
ご
と
の
類
似
点
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
ま

た
、
比
較
を
通
し
て
僧
侶
養
成
に
関
す
る
類
型
を
提
示
す
る
こ
と
も
企
図

し
て
い
る
。
そ
し
て
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
宗
教
者
養
成
、
あ
る

い
は
宗
教
者
と
の
比
較
を
行
な
う
た
め
に
、
大
学
内
の
僧
侶
養
成
課
程
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
「
専
門
性
」
が
、
ど
の
よ
う
に
担
保
さ
れ
て
い
る

の
か
、
に
つ
い
て
も
扱
い
た
い
。
尚
、
各
宗
派
に
お
い
て
僧
侶
に
な
る
た

め
に
は
、
大
学
で
所
定
の
単
位
を
修
得
す
る
以
外
に
も
方
法
が
あ
る
こ
と

は
、
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
発
表
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
大
学

に
お
け
る
と
い
う
点
を
焦
点
化
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
大
学
教
育
外
で

の
方
法
は
扱
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
は
じ
め
に
各
宗
派
が
規
定
す
る
僧
侶
や
教
師
に
つ
い
て

教
団
法
規
に
も
と
づ
き
提
示
し
た
上
で
、
そ
の
僧
侶
や
教
師
が
、
大
学
の

中
で
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
て
い
る
の
か
具
体

的
な
科
目
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
三
大
学
（
大
正
大

学
・
駒
澤
大
学
・
立
正
大
学
）、
三
宗
派
（
浄
土
宗
・
曹
洞
宗
・
日
蓮
宗
）

の
僧
侶
養
成
に
関
し
て
比
較
し
、
そ
の
特
徴
を
み
い
だ
す
。
最
後
に
、
神

道
や
キ
リ
ス
ト
教
と
の
比
較
を
行
な
う
た
め
に
、「
専
門
性
」
に
つ
い
て

も
と
り
あ
げ
る
。

　

ま
ず
、
各
宗
派
の
教
団
法
規
内
の
僧
侶
や
教
師
を
み
る
こ
と
を
通
し

て
、
各
大
学
（
宗
派
）
が
ど
の
よ
う
な
僧
侶
を
養
成
し
よ
う
と
企
図
し
て

い
る
の
か
整
理
し
た
。
た
だ
し
、
具
体
的
に
「
養
成
す
べ
き
僧
侶
像
」
と

し
て
教
団
法
規
内
に
明
言
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
僧
侶
や

教
師
が
教
団
法
規
内
で
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
い
宗
派
も
あ
り
、
僧
侶

＝
宗
祖
の
教
え
を
実
践
す
る
者
、
教
師
＝
あ
る
一
定
の
教
師
養
成
「
プ
ロ

響
を
与
え
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
皇
學
館
大
学
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
昭
和
二
一
年
の
神
宮
皇
學
館

大
学
の
廃
学
以
後
、
昭
和
三
七
年
に
大
学
が
再
興
さ
れ
た
も
の
の
、
再
興

当
初
、
国
文
・
国
史
の
二
学
科
で
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

以
後
、
昭
和
三
九
年
に
神
職
課
程
を
開
設
開
講
す
る
ま
で
の
間
は
、
無
試

験
検
定
で
は
な
く
、
検
定
試
験
の
扱
い
に
て
神
職
資
格
の
付
与
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
大
学
の
名
称
を
も
含
む
形
で

神
道
学
科
の
設
置
を
め
ぐ
っ
て
、
小
林
健
三
と
田
中
卓
、
櫻
井
勝
之
進
、

真
弓
常
忠
ら
と
の
論
争
が
『
神
社
新
報
』
紙
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
と

も
掲
げ
ら
れ
る
。

　

神
社
神
道
に
お
け
る
神
職
養
成
と
神
道
系
大
学
に
お
け
る
大
学
教
育
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
上
で
は
、
再
興
皇
學
館
設
置
時
の
議
論
に

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
専
門
教
育
と
し
て
の
神
道
学
と
は
何
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
両
大
学
が
そ
の
名
称
と
し
て
掲
げ
る
「
国

学
」・「
皇
学
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
も
含
ま
れ
よ
う
。
ま
た
大
学
で
の

専
門
教
育
を
経
て
卒
業
す
る
者
に
与
え
る
に
相
応
し
い
神
職
資
格
で
あ
る

か
否
か
と
い
う
問
題
で
い
え
ば
、
神
社
本
庁
の
規
程
に
は
定
め
ら
れ
て
い

な
い
「
階
位
」
の
定
義
、
神
職
の
定
義
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

大
学
は
い
か
に
僧
侶
を
養
成
す
る
の
か

│
│ 

仏
教
系
大
学
の
養
成
と
そ
の
類
型 

│
│

武
井　

順
介

　

本
発
表
で
は
、
現
在
、
仏
教
系
大
学
で
各
々
行
な
わ
れ
て
い
る
僧
侶

（
教
師
）養
成
（
以
下
僧
侶（
教
師
）は
僧
侶
と
、
僧
侶（
教
師
）養
成
は
僧
侶
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最
後
に
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
と
比
較
す
る
た
め
の
「
専
門
性
」
に
つ
い

て
だ
が
、
こ
の
「
専
門
性
」
に
関
し
て
、「
知
識
と
実
践
」「
教
授
す
る
シ

ス
テ
ム
」「
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
」
の
三
点
に
着
眼
し
、
整
理
し
た
。
そ

の
結
果
、
本
発
表
で
取
り
上
げ
た
仏
教
系
大
学
に
お
け
る
僧
侶
養
成
（
あ

る
い
は
僧
侶
や
教
師
）
の
「
専
門
性
」
は
、
こ
れ
ら
三
つ
に
よ
っ
て
担
保

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お
け
る
聖
職
者
養
成

│
│ 

制
度
比
較
に
も
と
づ
く
分
析 

│
│

齋
藤　

崇
德

　

本
研
究
の
目
的
は
比
較
の
方
法
に
よ
り
現
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
系
大

学
に
お
け
る
聖
職
者
養
成
の
実
態
を
、
と
く
に
そ
の
「
専
門
性
」
の
観
点

か
ら
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
学
に
お
け
る
聖
職
者
の
養
成
を
比
較
的

に
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
本
研
究
で
は
主
に
大
学
間
で
の
レ
ベ
ル
で
の

比
較
を
行
う
。

　

本
研
究
の
意
義
は
、
第
一
に
、
制
度
間
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
養
成
に
お
け
る
多
様
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
に
、
大
学
に
お
け
る
養
成
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。

「
神
学
校
」
と
い
う
制
度
が
存
在
す
る
上
で
、
日
本
に
お
け
る
大
学
制
度

で
の
養
成
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
こ
と
は
一
つ
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
の
視
座
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
職
者
養
成
の
「
専
門
性
」
を
明
ら

か
に
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
視
座
か
ら
聖
職
者
の
固
有
の
あ
り
方
、

お
よ
び
そ
れ
を
養
成
す
る
大
学
の
あ
り
方
を
探
る
。
そ
し
て
、
と
く
に
他

の
宗
教
に
お
け
る
宗
教
者
と
の
比
較
を
可
能
に
し
た
い
。

グ
ラ
ム
」
を
経
て
、
教
師
資
格
を
有
す
る
僧
侶
と
し
た
。

　

次
に
各
大
学
の
僧
侶
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
①
大
学
を
中
心
と
し
た
僧

侶
に
な
る
た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ト
、
②
教
団
法
規
に
規
定
さ
れ
る
養
成

機
関
、
③
具
体
的
な
養
成
科
目
の
三
点
に
着
目
し
て
整
理
し
た
。
①
は
全

て
の
大
学
で
僧
侶
養
成
科
目
修
得
後
、
本
山
等
で
修
行
を
し
、
卒
業
後
、

教
師
の
資
格
が
付
与
（
宗
派
に
よ
る
「
認
定
」）
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

一
部
宗
派
で
は
「
学
歴
」
に
よ
り
付
与
さ
れ
る
僧
侶
の
位
（
僧
階
）
に
違

い
が
あ
っ
た
。
②
は
全
て
の
大
学
が
教
団
法
規
内
で
養
成
機
関
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
③
は
修
得
す
べ
き
科
目
数
に
違
い
は
あ
れ
ど
、
特

色
あ
る
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
科
目
の
内
容
は
、
宗
派
の
専
門
知
識

教
育
、
宗
教
・
仏
教
の
専
門
知
識
教
育
、
宗
派
の
実
践
教
育
、
そ
れ
以
外

の
教
育
に
分
類
す
る
と
、
大
学
に
よ
っ
て
重
視
す
る
教
育
が
異
な
っ
て
い

た
。
教
団
法
規
に
目
を
移
す
と
、
教
団
法
規
に
科
目
が
規
定
さ
れ
て
い
る

場
合
と
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
三
大
学
三
宗
派
を
右
記
①
③
の
観
点
か
ら
比
較
し
、
類
型
化
を

し
た
。
類
型
化
す
る
意
義
と
し
て
は
、
そ
の
特
徴
を
捉
え
や
す
く
す
る
た

め
で
あ
る
。
①
で
は
、
教
師
に
な
る
期
間
内
で
何
が
重
視
さ
れ
る
の
か
に

着
目
し
た
「
大
学
」
重
視
型
と
「
修
行
」
重
視
型
が
、
学
歴
に
よ
る
僧
階

の
変
化
に
着
目
し
た
学
歴
重
視
型
と
実
践
重
視
型
を
析
出
し
た
。
③
で

は
、
教
団
法
規
に
科
目
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
か
に
着
目
し
た
養
成
科
目

宗
派
規
定
型
と
養
成
科
目
宗
派
未
規
定
型
が
、
修
得
す
べ
き
科
目
の
内
容

に
着
目
し
た
宗
派
専
門
知
識
教
育
型
、
宗
教
一
般
専
門
知
識
教
育
型
、
宗

派
実
践
教
育
型
、
一
般
教
養
型
を
析
出
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
類
型

は
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
大
学
以
外
の
大
学
や
宗
派
を
さ
ら
に
調
査
す
る
こ

と
を
通
し
て
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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教
育
が
基
本
的
に
は
想
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
一
般
的
な
職
業
と
は
異

な
り
、
大
学
の
学
位
（
学
士
、
修
士
）
そ
の
も
の
は
、
聖
職
者
と
し
て
要

請
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
し
て
、
各
大
学
に
お
け
る
聖
職
者
養
成
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
学
校

教
育
法
に
の
っ
と
り
提
供
さ
れ
て
い
る
科
目
を
、
各
教
会
に
お
い
て
要
求

さ
れ
る
「
科
目
」
に
「
読
み
替
え
る
」
こ
と
が
、
自
律
性
を
持
ち
な
が
ら

行
わ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
各
大
学
の
制
定
さ
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
基
本
的
に
は

聖
職
者
の
「
専
門
性
」
を
担
保
す
る
も
の
と
し
て
、
あ
る
い
は
聖
職
者
と

し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
能
力
を
指
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
意
味
で
も
各
大
学
は
自
律
的
に
、
ま
た
、
多
様
に
養

成
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
各
大
学
は
「
実
践
的
」
な
科
目
を
提
供
し
て
い
た
も
の
の
、

聖
職
者
の
養
成
は
大
学
内
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
い
う
よ

り
は
、
そ
の
よ
う
な
「
実
践
的
」
な
事
柄
を
教
会
と
分
担
し
な
が
ら
養
成

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
聖
職
者
は
、
教
会
と

大
学
、
ひ
い
て
は
「
社
会
的
」
に
養
成
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

コ
メ
ン
ト

原　
　
　

誠

　

宗
教
学
の
基
本
的
は
、
宗
教
は
「
儀
礼
」「
教
義
」「
信
徒
集
団
（
教

団
）」
の
三
つ
の
要
素
が
総
合
的
に
相
互
に
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
中
核

を
担
う
の
が
「
宗
教
教
師
」（
こ
こ
で
は
神
職
、
僧
侶
、
牧
師
、
神
父
な

ど
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
儀
礼
を
執
行
し
、
そ
の
宗
教
の
教
え

を
伝
達
し
、
そ
し
て
信
徒
を
信
仰
に
導
き
、
信
徒
集
団
を
教
団
と
し
て
構

　

本
研
究
で
は
、
日
本
に
お
け
る
聖
職
者
養
成
の
長
い
伝
統
を
持
ち
、
ま

た
、「
神
学
部
」
を
設
置
す
る
な
ど
公
式
な
制
度
と
な
っ
て
い
る
大
学
と

し
て
、
ま
た
、
多
様
性
を
把
握
す
る
た
め
に
福
音
派
を
含
む
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
の
双
方
を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
関
西
学
院
大

学
、
東
京
神
学
大
学
、
同
志
社
大
学
、
東
京
基
督
教
大
学
、
上
智
大
学
、

南
山
大
学
を
対
象
と
し
た
。
こ
れ
ら
大
学
に
お
け
る
聖
職
者
養
成
の
担
当

者
に
た
い
し
二
〇
一
八
年
度
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
お
よ
び
資
料
調
査
を

行
っ
た
。

　

分
析
の
視
座
と
し
て
、
次
の
三
点
を
設
定
し
た
。
第
一
に
、
養
成
さ
れ

る
べ
き
聖
職
者
の
定
義
と
、
そ
の
「
職
階
」
の
あ
り
方
を
確
認
す
る
こ

と
。
第
二
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
主
に
対
応
し
て
い
る
各
教
会
の
養
成

制
度
を
確
認
す
る
こ
と
。
最
後
に
そ
の
上
で
、
各
大
学
に
お
け
る
養
成
に

お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
や
、
科
目
の
特
質
、
と
く
に
「
実
践
的
」

な
科
目
の
設
定
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
対
応
す
る
教
会
に
お
け
る
「
職
階
」
に
相

当
す
る
教
育
が
大
学
・
大
学
院
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
福
音
派
教
会
と
主
に
対
応
し
て
い
る
東
京
基
督
教
大
学
に
お
い
て

も
、
ま
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
対
応
し
て
い
る
上
智
大
学
、
南
山
大
学

に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
司
祭
の
位
階
の
養
成
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、

こ
の
意
味
で
、
一
般
的
な
職
業
と
は
異
な
り
大
学
の
学
歴
と
聖
職
者
の

「
職
業
」
と
し
て
の
あ
り
方
が
強
く
関
連
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

次
に
、
各
大
学
が
主
に
対
応
し
て
い
る
各
教
会
に
お
い
て
は
、
基
本
的

に
は
少
な
く
と
も
大
学
相
当
の
長
期
の
教
育
、
多
数
の
科
目
を
要
請
し
て

い
る
と
言
え
る
。
と
く
に
、
日
本
基
督
教
団
と
対
応
す
る
三
校
、
お
よ
び

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
対
応
し
て
い
る
二
校
は
、
修
士
課
程
相
当
の
長
期
の
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行
政
を
、
各
宗
教
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
次
世
界
大
戦
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
に
い

た
る
時
代
と
、
そ
の
後
の
戦
後
の
日
本
の
歩
み
に
関
す
る
各
宗
教
教
団
の

認
識
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
明
治
初
年
の
廃
仏
毀
釈
、

神
仏
判
然
令
、
そ
れ
以
後
の
神
社
非
宗
教
と
い
う
政
策
の
も
と
で
、
さ
ら

に
大
日
本
帝
国
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
第
二
八
条
の
信
教
の
自
由
に
関
す
る

理
解
、
さ
ら
に
「
三
教
会
同
」
や
、
廃
案
と
な
っ
た
も
の
の
宗
教
教
師
の

国
家
資
格
を
求
め
た
第
一
次
、
第
二
次
宗
教
法
案
、
そ
し
て
一
九
三
九
年

の
「
宗
教
団
体
法
」
の
も
と
に
お
か
れ
た
戦
時
下
の
各
宗
教
教
団
の
宗
教

の
独
自
性
に
関
す
る
基
本
的
理
解
と
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
時
代
の

「
宗
教
教
師
」
の
養
成
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
点
も

含
ま
れ
よ
う
。
も
う
一
つ
は
、
現
在
は
宗
教
法
人
で
あ
る
宗
教
教
団
と
文

部
科
学
省
の
も
と
に
あ
る
学
校
法
人
と
い
う
異
な
っ
た
法
人
と
し
て
の
存

在
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。「
宗
教
教
師
」
の
養
成
は
大
学
以
外
、
即
ち

学
位
認
定
と
は
無
関
係
に
存
在
し
う
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
主
題
は
こ

の
両
者
の
関
係
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
大
学
は
学
校
教
育
基
本
法
の
も
と

に
存
在
し
、
ま
た
政
府
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
、
行
政
指
導
の
対
象
と
さ

れ
て
、
例
え
ば
き
わ
め
て
厳
し
い
定
員
管
理
が
求
め
ら
れ
、
ま
た
受
検
に

際
し
て
も
宗
教
教
団
の
推
薦
の
枠
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
宗

教
、
思
想
、
信
条
を
理
由
に
受
検
の
機
会
を
奪
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

そ
の
意
味
で
大
学
は
一
般
の
世
俗
の
中
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で

の
宗
教
教
師
の
養
成
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
仏
教
系
大

学
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
武
井
順
介
氏
、
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
齋
藤
崇
德
氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
各
教
団
が
大
学
に
お

け
る
「
教
師
養
成
」
の
課
程
を
経
た
と
し
た
も
、
そ
れ
だ
け
で
自
動
的
に

築
し
て
い
く
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
教
団
が
こ
の
「
宗
教
教
師
」

を
養
成
す
る
と
き
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
大
学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
現
実
に
は
大
学
の
該
当
す
る
学
部
に
託
さ
れ
た
そ
の
教
育

も
ま
た
重
要
な
位
置
に
あ
り
、
そ
れ
が
教
団
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

の
か
を
研
究
す
る
今
回
の
主
題
は
き
わ
め
て
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　

神
道
系
、
仏
教
系
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
教
団
と
大
学

と
の
関
係
を
、
そ
の
歴
史
や
現
在
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
詳
細
に
調
査
し
、

ま
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
め
て
総
合
的
に
研
究
し
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
挙

げ
て
研
究
さ
れ
た
資
料
自
体
が
、
今
後
、
重
要
な
資
料
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
原
理
的
な
認
識
で
い
え
ば
、
宗
教
が
歴
史
的
に
存
在
し
、
存
続
し
て

き
た
、
し
て
い
る
こ
と
は
、
各
々
の
宗
教
の
提
示
す
る
宗
教
的
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
宗
教
教
師
」
を
こ
こ
ろ
ざ
す
人
を
生

み
、
育
て
ら
れ
て
教
団
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
パ
ネ
ル
の
な

か
で
興
味
と
注
意
を
引
い
た
点
は
、
神
道
系
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
藤
本

頼
生
氏
か
ら
、
戦
前
の
神
職
養
成
機
関
が
神
社
非
宗
教
の
立
場
で
国
家
の

管
理
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
が
、
戦
後
の
改
変
過
程
を
経
て
大
学

と
な
り
、
そ
こ
で
現
在
、「
神
道
学
と
は
な
に
か
」「
神
職
の
定
義
」「
国

学
」「
皇
学
」
な
ど
に
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
仏
教
系
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
武
井
順
介
氏
は
、
宗
派
の
規
定
と
大
学
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
調
べ
て
僧
侶
へ
の
道
の
チ
ャ
ー
ト
を
示
し
、「
大
学
重
視
型
」「
修

行
重
視
型
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
系
に
つ
い
て
齋

藤
崇
德
氏
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
同
じ
く
各
教
団
の
規

定
と
神
学
教
育
に
つ
い
て
「
神
学
部
」
と
「
神
学
校
」
の
両
面
性
を
指
摘

さ
れ
た
。
こ
の
際
に
重
要
な
事
柄
を
二
点
に
絞
っ
て
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

ひ
と
つ
は
、
日
本
に
お
け
る
明
治
以
後
の
国
家
に
よ
る
宗
教
政
策
や
宗
教
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平
成
二
九
年
段
階
に
お
い
て
宗
教
者
養
成
を
行
っ
て
い
る
全
大
学
の
一

覧
、
の
三
点
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
【
藤
本
】
戦
後
の
大
学
と
神
職
養
成
と
の
関
係
を
、
現
在
、
神
社
本
庁

の
高
等
神
職
養
成
機
関
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
國
學
院
大
學
、
皇
學
館

大
学
の
両
大
学
に
お
け
る
神
職
養
成
課
程
に
つ
い
て
、
そ
の
学
科
目
内
容

の
変
遷
か
ら
検
討
を
試
み
た
。
と
く
に
皇
學
館
大
学
に
つ
い
て
は
、
昭
和

五
二
年
の
神
道
学
科
設
置
に
至
る
ま
で
の
経
緯
と
、
そ
れ
に
伴
う
Ｏ
Ｂ
神

職
の
側
と
教
育
者
側
と
の
論
争
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

　
【
武
井
】
本
発
表
で
は
、
宗
門
系
の
三
大
学
（
大
正
大
学
・
立
正
大

学
・
駒
澤
大
学
）
で
各
々
行
わ
れ
て
い
る
浄
土
宗
・
日
蓮
宗
・
曹
洞
宗
の

僧
侶
（
教
師
）
養
成
に
焦
点
を
あ
て
る
。
教
団
法
規
や
養
成
理
念
、
提
供

さ
れ
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
資
料
調
査
、
さ
ら
に
は
養
成
に
携
わ
っ

て
い
る
大
学
教
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
大
学
ご
と
の
類
似
点

や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
比
較
を
通
し
て
養
成
に
関
す
る
類
型

を
提
示
す
る
こ
と
も
企
図
し
た
。

　
【
齋
藤
】
本
報
告
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
の
制
度
お
よ
び
そ
の
養

成
制
度
を
教
会
間
で
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
系
大
学
に
お

け
る
聖
職
者
養
成
の
多
様
性
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ま
で
十
分
に
議
論

さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
大
学
内
で
の
養
成
方
法
や
養
成
実
態
の
多
様
性

に
つ
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
デ
ー
タ
か
ら

実
証
的
に
報
告
し
た
。

　

な
お
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、
同
志
社
大
学
で
長
年
に
渡
っ
て
聖
職
者
養

成
に
関
わ
っ
て
き
た
原
誠
氏
に
ご
登
壇
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
ご
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
も
に
活
発
な

議
論
を
行
っ
た
。

「
宗
教
教
師
」
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た

こ
と
は
、
そ
の
意
味
で
重
要
で
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
研
究
に
期
待
し

た
い
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

江
島　

尚
俊

　

二
〇
一
一
年
四
月
に
「
大
学
と
宗
教
」
研
究
会
（
於
大
正
大
学
綜
合
仏

教
研
究
所
）
が
発
足
し
て
以
来
、
我
々
は
、
大
学
内
に
お
け
る
「
宗
教
の

研
究
」
と
「
宗
教
者
の
教
育
」
に
関
し
て
調
査
・
研
究
を
進
め
て
き
た
。

本
パ
ネ
ル
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
内
、
現
代
日
本
に
お
け
る
大
学
内
宗
教

者
養
成
に
関
し
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
考
え
る
に
、
大
学
内
で
宗
教
者
が
養
成
さ
れ
て
い
る
事
実

は
、
社
会
的
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
歴
史
や
実

態
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
学
内
に
お
け

る
宗
教
者
養
成
は
、
ど
の
よ
う
な
理
念
で
、
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い

る
の
か
。
本
パ
ネ
ル
に
お
い
て
は
、
神
道
系
・
仏
教
系
・
キ
リ
ス
ト
教
系

の
諸
大
学
の
中
で
宗
教
者
養
成
課
程
を
有
し
て
い
る
大
学
に
焦
点
を
当
て

て
、
養
成
に
関
す
る
①
理
念
、
②
歴
史
、
③
教
団
と
大
学
の
関
係
性
、
④

現
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
等
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
各
発
表
者
の
内

容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
【
江
島
】
第
一
発
表
を
務
め
る
江
島
は
、
本
パ
ネ
ル
の
総
論
的
役
割
を

果
た
し
た
。
具
体
的
に
は
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
宗
教
系
大
学
お
よ
び
宗

教
関
連
学
部
・
学
科
の
全
体
像
を
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。『
全
国
大

学
一
覧
』
の
調
査
を
基
盤
に
し
て
、（
一
）全
宗
教
系
大
学
の
設
置
の
歴

史
、（
二
）宗
教
関
連
の
学
部
・
学
科
の
設
置
お
よ
び
変
遷
の
歴
史
、（
三
）
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宗
教
者
の
ケ
ア
、
ケ
ア
者
の
宗
教
性

│
│ 

川
崎
市
調
査
か
ら 

│
│

代
表
者
・
司
会　

堀
江
宗
正

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

星
野　

壮

都
市
に
お
け
る
宗
教
施
設
に
よ
る
地
域
活
動
の
実
態

髙
瀨　

顕
功

　

こ
れ
ま
で
地
域
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
と
し
て
、
伝
統
宗
教
が
地

域
社
会
の
内
部
結
束
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
機
能
し
て
い

る
こ
と
や
、
宗
教
施
設
の
橋
渡
し
型
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
、
援

助
希
求
を
抱
え
た
人
の
発
見
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
現
在
、
川
崎
市
で
は
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
全
市
民
を
対
象
と
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
目
指
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
地

域
資
源
と
し
て
の
宗
教
施
設
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
川
崎
市
の
宗
教
施
設
三
九
四
カ
所
を
対
象
に
、
二
〇
一
八
年

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
質
問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
方
法
は
郵
送
調
査

法
（
無
記
名
自
記
式
）
で
、
有
効
回
収
数
七
二
、
有
効
回
収
率
は
一
八
・

二
％
で
あ
っ
た
。
質
問
紙
の
構
成
は
大
き
く
分
け
て
、
①
現
在
関
与
し
て

い
る
地
域
活
動
、
②
過
去
関
与
し
て
い
た
地
域
活
動
と
そ
の
中
断
理
由
、

③
今
後
関
与
し
た
い
活
動
、
④
活
動
不
関
与
の
要
因
で
あ
る
。
な
お
、
地

域
活
動
へ
の
関
与
は
、「
主
体
的
な
運
営
」
と
「
会
場
の
提
供
」
に
分
け

て
尋
ね
た
。
本
報
告
で
は
こ
の
う
ち
、
①
の
単
純
集
計
を
も
と
に
、
宗
教

施
設
の
地
域
活
動
へ
の
関
与
の
実
態
、
傾
向
な
ど
を
あ
き
ら
か
に
し
、
地

域
資
源
と
し
て
の
宗
教
施
設
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、
本
パ
ネ
ル
の
意
義
に
触
れ
て
お
く
。
宗
教
者
養
成
の

研
究
と
い
う
と
、
任
意
の
教
団
に
お
け
る
特
殊
な
事
例
を
取
り
扱
っ
て
い

る
、
と
の
理
解
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
は
そ
う
は
考
え

て
い
な
い
。
上
記
に
掲
げ
た
①
〜
④
に
関
す
る
内
容
は
、
各
々
の
教
団
が

宗
教
者
資
格
を
ど
の
よ
う
に
定
義
し
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
者
を
輩
出
し
た

い
の
か
、
ひ
い
て
は
教
団
の
将
来
構
想
に
も
接
続
し
て
い
く
重
要
か
つ
普

遍
的
な
事
項
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
本
パ
ネ
ル
で
は
大
学

内
養
成
を
共
通
の
視
点
・
方
法
と
し
て
採
用
し
て
い
る
た
め
、
宗
教
間
比

較
を
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ
え
に
比
較
を
通
し
て
、
大
学
内
養

成
に
関
す
る
類
似
点
や
特
徴
、
さ
ら
に
は
課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
議
論
し

た
。



133　　

パネル 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

の
関
連
を
み
る
と
、
神
道
系
施
設
は
地
域
活
動
へ
会
場
の
提
供
を
行
う
傾

向
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
境
内
に
町
内
会
館
が
あ
る
な
ど
地
域
と
密
接
な
関

係
を
有
し
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
系
施
設
は
宗
教
色
の
強
い

も
の
や
文
化
・
芸
術
教
室
の
主
体
的
な
運
営
に
多
く
関
与
す
る
が
、
こ
れ

は
伝
統
仏
教
教
団
が
持
つ
、「
宗
教
活
動
＝
社
会
貢
献
活
動
」
と
い
う
認

識
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
系
施
設
は
、
社

会
福
祉
活
動
の
主
体
的
な
運
営
の
ほ
か
、
専
門
支
援
活
動
に
会
場
提
供
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
信
徒
の
国
際
化
に
よ
る
生
活
課
題
の
顕
在

化
と
、
そ
の
対
応
経
験
（
介
入
の
ノ
ウ
ハ
ウ
）
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
観
点
で
こ
れ
ら
の
知
見
を
ま
と
め
る
な
ら
、
神
道

系
・
仏
教
系
施
設
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
、
キ
リ
ス
ト
教

系
施
設
は
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
親
和
性
の
高
い
地
域
資
源
と
な
り

え
る
だ
ろ
う
。
今
後
、
量
質
と
も
に
さ
ら
な
る
調
査
を
進
め
る
こ
と
で
、

こ
の
仮
説
が
検
証
さ
れ
、
く
わ
え
て
地
域
活
動
へ
の
関
与
の
諸
条
件
な
ど

も
あ
き
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

在
日
大
韓
基
督
教
川
崎
教
会
の
歴
史
と
社
会
活
動
の
歩
み

荻　
　

翔
一

　

本
報
告
で
は
、
在
日
大
韓
基
督
教
川
崎
教
会
（
以
下
、
川
崎
教
会
）
の

設
立
か
ら
近
年
に
か
け
て
の
歴
史
を
概
説
し
、
そ
の
過
程
で
川
崎
教
会
が

社
会
活
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展

開
し
て
き
た
の
か
を
整
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
川
崎
教
会
が
所
属

す
る
在
日
大
韓
基
督
教
会
は
在
日
コ
リ
ア
ン
を
中
心
と
し
て
き
た
エ
ス
ニ

ッ
ク
・
チ
ャ
ー
チ
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
、
在
日
大
韓
基
督
教
会
は
「
キ

　

地
域
活
動
へ
の
関
与
に
関
し
て
は
、
回
答
施
設
の
七
三
・
六
％
（
五
三

施
設
）
が
何
ら
か
の
地
域
活
動
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

っ
た
。
活
動
内
容
の
内
訳
（
カ
ッ
コ
内
は
実
施
施
設
数
）
は
、
高
齢
者
サ

ロ
ン
（
一
九
施
設
）、
子
ど
も
会
・
子
ど
も
食
堂
（
一
七
施
設
）、
社
会
人

向
け
生
涯
学
習
（
一
六
施
設
）、
子
育
て
・
育
児
サ
ロ
ン
（
一
四
施
設
）、

小
中
高
生
向
け
学
習
支
援
（
七
施
設
）、
在
日
外
国
人
向
け
生
活
支
援
（
三

施
設
）、
そ
の
他
（
四
七
施
設
）
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
神
道
系
施
設

は
、
主
体
的
な
運
営
は
あ
ま
り
行
わ
な
い
が
、
会
場
の
提
供
が
多
く
、
と

く
に
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
子
ど
も
会
・
子
ど
も
食
堂
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
で

の
関
与
が
多
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
仏
教
系
施
設
は
、
主
体
的

な
運
営
お
よ
び
会
場
の
提
供
と
も
に
関
与
の
形
と
し
て
見
ら
れ
る
。
ま

た
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
子
ど
も
会
・
子
ど
も
食
堂
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
生

涯
学
習
な
ど
に
関
与
が
多
く
見
ら
れ
た
。
一
方
、
キ
リ
ス
ト
教
系
施
設

は
、
会
場
の
提
供
よ
り
主
体
的
な
運
営
に
よ
る
関
与
が
多
く
み
ら
れ
る
。

と
く
に
、
在
日
外
国
人
支
援
は
キ
リ
ス
ト
教
系
施
設
に
し
か
見
ら
れ
な
い

活
動
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
の
活
動
の
自
由
記
述
を
分
類
す
る
と
、
主
体
的
な
運
営
に
は
、

宗
教
色
の
強
い
も
の
（
座
禅
会
、
御
詠
歌
講
、
写
経
会
な
ど
）、
文
化
・

芸
術
活
動
（
茶
道
、
華
道
・
生
け
花
、
音
楽
会
な
ど
）、
社
会
福
祉
活
動

（
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
、
野
宿
者
へ
の
食
事
提
供
、
被
災
地
支
援
な
ど
）
が

あ
り
、
会
場
の
提
供
に
は
、
地
域
活
動
（
町
会
活
動
、
老
人
会
な
ど
）、

文
化
・
芸
術
活
動
（
音
楽
会
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど
）、
行
政
そ
の
他
の
公
的

機
関
と
の
連
携
を
必
要
と
す
る
も
の
（
自
転
車
安
全
運
転
教
室
、
災
害
時

の
指
定
避
難
所
な
ど
）、
専
門
的
な
支
援
活
動
（
障
害
者
就
労
支
援
、
Ａ

Ａ
、
Ｎ
Ａ
な
ど
）
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
項
目
と
、
関
与
す
る
宗
教
施
設
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き
た
。

　

現
在
、
川
崎
に
お
い
て
多
文
化
共
生
事
業
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
る
ふ

れ
あ
い
館
は
、
前
述
し
た
青
丘
社
が
民
族
差
別
撤
廃
の
た
め
行
政
に
要
望

し
て
開
館
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
は
町
内
会
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
も

の
の
、
川
崎
市
、
青
丘
社
、
町
内
会
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
運
営
協

議
会
で
の
話
し
合
い
の
末
、
一
九
八
八
年
に
開
館
し
た
。
運
営
は
現
在
ま

で
青
丘
社
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。

　

ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
高
齢
者
の
サ
ー
ク
ル
「
ト
ラ
ヂ
の

会
」
を
発
足
す
る
な
ど
、
在
日
コ
リ
ア
ン
に
根
差
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
タ
イ
か
ら
渡
っ
て
き
た
女
性
の
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
支
援
も
行
っ
て
お
り
、
在
日
外
国
人
の
課
題
に
も
向
き
合

っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
協
力
事
業
と
し
て
障
害
者
生
活
支
援
事
業
も
行

っ
て
い
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
よ
う
。
川
崎
教
会
が
関
与
し
て
き
た
社
会
活
動
は
少
な

か
ら
ず
、
在
日
コ
リ
ア
ン
の
差
別
問
題
や
生
活
上
の
問
題
に
取
り
組
む
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ふ
れ
あ
い
館
の
事
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
在

日
外
国
人
や
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
地
域
で
と
も
に
棲
む
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

一
般
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
川
崎
教
会

は
在
日
コ
リ
ア
ン
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
チ
と
い
う
性
格
を
有
し
な
が

ら
、
そ
れ
を
あ
る
意
味
で
超
え
る
よ
う
な
活
動
を
も
展
開
し
て
き
た
と
い

え
る
。

　

そ
れ
は
、
前
述
し
た
諸
活
動
が
教
会
と
い
う
宗
教
組
織
内
、
あ
る
い
は

教
会
関
係
者
だ
け
で
完
結
す
る
こ
と
な
く
、
社
会
福
祉
法
人
を
設
立
し
、

活
動
の
場
を
地
域
社
会
に
広
げ
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
み
つ

つ
、
行
政
と
交
渉
す
る
こ
と
で
公
的
に
展
開
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
背
景
に

リ
ス
ト
に
従
っ
て
こ
の
世
へ
」
と
い
う
宣
教
理
念
を
掲
げ
、
在
日
コ
リ
ア

ン
の
人
権
獲
得
運
動
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
川
崎
教
会
の
教
会

史
で
は
、
そ
の
「
典
型
的
ロ
ー
カ
ル
版
」
が
川
崎
教
会
だ
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
。

　

一
九
四
七
年
に
設
立
さ
れ
た
川
崎
教
会
（
当
時
は
伝
道
所
）
は
、
一
九

五
九
年
、
李
仁
夏
が
初
代
担
任
牧
師
と
し
て
着
任
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

教
勢
を
伸
ば
し
、
当
初
二
〇
〜
三
〇
人
前
後
だ
っ
た
の
が
、
一
九
九
七
年

に
は
一
一
七
人
へ
と
増
加
し
て
い
っ
た
。
李
仁
夏
牧
師
は
一
九
九
六
年
ま

で
川
崎
教
会
で
牧
会
し
た
の
だ
が
、
そ
の
間
に
社
会
活
動
が
始
め
ら
れ
、

幅
広
く
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
か
。
川
崎
教
会

が
最
初
に
着
手
し
た
活
動
は
、
保
育
園
の
開
園
で
あ
っ
た
。
両
親
が
共
働

き
の
子
ど
も
を
教
会
で
あ
ず
か
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
、
李
仁
夏
牧
師

が
妻
と
考
え
、
五
年
の
月
日
を
経
て
、
一
九
六
九
年
、
国
籍
や
宗
教
を
問

わ
ず
、
地
域
に
開
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
川
崎
教
会
付
属
桜
本
保
育
園
が

開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
施
設
や
財
政
、
人
事
面
で
十
分
な
体
制
を
整
え

る
た
め
宗
教
法
人
か
ら
独
立
、
地
域
の
学
識
経
験
者
や
川
崎
市
の
関
係
部

署
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
青
丘
社
を

設
立
し
た
。
そ
の
理
事
長
は
代
々
、
川
崎
教
会
の
牧
師
や
長
老
が
選
出
さ

れ
て
い
る
。

　

前
述
の
保
育
活
動
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
、
李
仁
夏
牧
師
な
ど
の
教
会
関

係
者
が
民
族
差
別
撤
廃
運
動
に
も
参
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
〇

年
代
に
は
日
立
就
職
差
別
事
件
や
川
崎
市
へ
の
国
籍
条
項
撤
廃
の
申
し
入

れ
、
一
九
八
〇
年
代
に
は
指
紋
押
捺
撤
廃
運
動
な
ど
に
、
青
丘
社
の
ス
タ

ッ
フ
や
保
育
園
の
父
母
の
有
志
、
日
本
人
市
民
ら
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
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ケ
ア
に
従
事
し
て
い
る
」
と
認
識
す
る
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
。
そ
し
て
後
日
、
一
六
人
に
調
査
を
実
施
し
た
（
同
年

三
月
）。

　

ケ
ア
に
関
わ
る
動
機
、
続
け
る
動
機
づ
け
に
関
し
て
は
、
ケ
ア
さ
れ
る

経
験
か
ら
ケ
ア
へ
向
か
う
と
い
う
「
ケ
ア
の
サ
イ
ク
ル
」
と
、
他
者
の
社

会
的
に
不
利
な
境
遇
か
ら
強
い
印
象
を
受
け
た
経
験
や
、
社
会
貢
献
し
た

い
と
い
う
意
欲
か
ら
ケ
ア
に
向
か
い
、
ケ
ア
経
験
を
積
む
と
や
り
が
い
や

使
命
感
が
増
し
、
さ
ら
に
ケ
ア
に
向
か
お
う
と
す
る
「
ケ
ア
の
雪
だ
る

ま
」
と
い
う
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
前
者
か
ら
後
者
に
入

る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
も
あ
る
。

（
１

）
ケ
ア
と
い
う
行
為
に
は
未
知
な
る
も
の
へ
の
気
づ
き
に
開
か
れ
、

変
化
を
待
つ
と
い
う
構
え
が
伴
い
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
密
接
に
関

連
し
て
い
る
。
死
別
や
過
去
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ペ
イ
ン
か
ら
の
回
復

が
、
そ
の
よ
う
な
態
度
を
持
つ
「
ケ
ア
す
る
人
格
」
の
形
成
に
役
立
つ
。

「
ケ
ア
の
サ
イ
ク
ル
」
を
持
つ
人
は
、「
ケ
ア
の
雪
だ
る
ま
」
よ
り
も
、
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
宗
教
性
の
重
視
に
結
び
つ
く
。

（
２

）
現
代
社
会
に
お
け
る
弱
者
切
り
捨
て
に
ケ
ア
提
供
者
は
憤
り
を
感

じ
て
い
る
。
存
在
の
基
盤
が
揺
る
が
さ
れ
る
よ
う
な
死
生
に
関
わ
る
困

難
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ペ
イ
ン
は
個
人
の
自
己
責
任
に
よ
る
問
題
で
は

な
く
、
社
会
問
題
だ
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
福
祉
を
切

り
捨
て
る
新
自
由
主
義
的
な
政
策
と
は
異
な
り
、
誰
も
が
ケ
ア
さ
れ
、
尊

重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
人
間
観
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
社
会
で
あ
る
べ
き

だ
と
い
う
理
想
的
社
会
像
が
あ
る
。
実
際
に
社
会
的
に
不
利
な
境
遇
に
身

近
な
人
が
置
か
れ
た
経
験
を
ケ
ア
の
き
っ
か
け
と
す
る
人
も
い
る
。
ま
た

社
会
貢
献
し
た
い
と
い
う
意
欲
も
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
牽
引
し
た
中
心
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
あ
り
、
川
崎
教
会
が
社
会
活
動
に
着
手
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
李
仁
夏
牧
師
の
思
想
や
神
学
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

ケ
ア
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

│
│ 

川
崎
市
の
ケ
ア
提
供
者
の
調
査
か
ら 

│
│

堀
江　

宗
正

　

本
発
表
は
、
川
崎
市
の
「
死
生
に
関
わ
る
ケ
ア
」
の
提
供
者
の
調
査
を

通
じ
て
、
ケ
ア
行
為
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
（
あ
る
い
は
宗
教
性
）
に

つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
代
の
都
市
に
は
存
在
の
基
盤
を
多
重

に
お
び
や
か
さ
れ
て
い
る
援
助
希
求
者
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
継

続
的
に
、
自
身
の
個
人
的
経
験
や
資
質
を
活
か
し
な
が
ら
関
わ
る
こ
と

を
、
広
く
「
死
生
に
関
わ
る
ケ
ア
」
と
呼
ぶ
。

　

こ
こ
で
は
ケ
ア
提
供
者
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
尺
度
で
は
な
く
、

そ
の
人
格
形
成
の
な
か
で
理
解
し
た
い
。（
１

）ケ
ア
行
為
そ
の
も
の
、
ま

た
提
供
者
の
人
格
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
ど
う
形
成
さ
れ
る
か
、

（
２

）自
己
責
任
論
が
強
ま
る
現
代
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
ケ
ア
に
向
か

う
よ
う
に
な
る
の
か
、（
３

）現
代
社
会
に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
ど
う

位
置
づ
け
る
か
、
以
上
が
本
発
表
の
問
い
で
あ
る
。

　

調
査
名
は
「「
ケ
ア
す
る
人
材
」
を
支
え
る
深
い
価
値
観
に
関
す
る
調

査
」
で
あ
る
。
ま
ず
「
援
助
希
求
者
の
ケ
ア
に
関
わ
っ
て
い
る
」
と
自
覚

す
る
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
二
〇
一
八
年
一
〜
二
月
）
を
お
こ

な
っ
た
。
対
人
援
助
職
の
川
崎
市
職
員
、
電
話
相
談
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

合
計
二
五
五
人
か
ら
回
答
を
得
た
。
そ
の
際
、
自
分
を
「
死
生
に
関
わ
る
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の
が
あ
る
か
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
発
表
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

語
ら
れ
た
言
葉
を
、
①
活
動
の
概
要
説
明
、
②
活
動
の
困
難
・
喜
び
、
③

指
針
・
信
条
・
心
情
、
の
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
紹
介
し
た
後
、

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
作
業
仮
説
（「
ケ
ア
人
材
に
特
徴
的
な
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
は
あ
る
の
か
」
等
）
を
再
検
討
し
た
う
え
で
、
ケ
ア
人
材
の

語
り
の
な
か
に
現
れ
た
「
ケ
ア
の
世
界
」
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、「（
非
対
称
な
）
関
係
（
が
あ
る
安
心
）」
と
「
サ
ー

ビ
ス
提
供
」
の
対
比
が
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
援
助
希
求
者
と
サ
ー

ビ
ス
を
結
び
つ
け
る
「
仲
介
業
者
化
」
へ
の
批
判
的
な
発
言
が
な
さ
れ
、

「
グ
ル
ー
プ
の
輪
に
参
加
し
て
も
ら
う
」「
話
せ
る
場
所
・
環
境
を
作
る
」

「
地
域
作
り
」
な
ど
、
援
助
希
求
者
が
「
来
る
」
こ
と
が
で
き
る
場
を
整

え
る
こ
と
の
重
要
性
と
同
時
に
、（
援
助
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
を
「
人

に
依
存
で
き
な
い
よ
う
な
人
た
ち
」
と
表
現
し
た
、
か
つ
て
の
援
助
希
求

者
の
言
葉
な
ど
）
助
け
を
求
め
る
の
が
苦
手
な
人
た
ち
を
ケ
ア
に
参
加
さ

せ
る
（
ケ
ア
対
象
者
に
な
っ
て
も
ら
う
）
必
要
が
あ
る
こ
と
も
語
ら
れ
て

い
た
。
②
に
つ
い
て
は
、「
人
間
関
係
に
お
け
る
緊
張
・
配
慮
」
の
困
難

と
「（
自
他
の
）
変
化
」
の
喜
び
が
、
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
人
と

関
わ
る
仕
事
は
難
し
く
も
あ
る
が
魅
力
的
で
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
ケ
ア
対

象
者
の
変
化
を
感
じ
る
（「
変
化
に
寄
り
添
え
た
」）
喜
び
や
驚
き
だ
け
で

な
く
、
ケ
ア
提
供
者
自
身
も
「
利
用
者
さ
ん
」
に
教
え
ら
れ
助
け
ら
れ
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
を
「
あ
り
が
た
い
」
と
感
じ
て
い
た
。
③
に
関
し
て

は
、「
ち
ゃ
ん
と
見
る
・
聞
く
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
で

は
、
自
分
も
か
つ
て
ち
ゃ
ん
と
見
て
・
聞
い
て
も
ら
っ
た
経
験
が
あ
る
、

と
い
う
恩
返
し
の
感
覚
や
、
教
え
て
も
ら
っ
た
も
の
を
伝
え
て
い
く
と
い

う
感
覚
も
語
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
、
弱
さ
も
込
み

（
３

）
ケ
ア
に
立
ち
上
が
る
人
々
を
つ
な
げ
、
支
え
る
社
会
に
す
る
べ
き

だ
と
い
う
立
場
は
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ア
を
必
要
と
す

る
人
を
生
み
続
け
る
社
会
を
放
置
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

ケ
ア
の
な
か
で
も
当
事
者
運
動
は
社
会
的
に
大
き
な
潮
流
と
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
な
か
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
や
宗
教
性
を
重
視
す
る

人
々
や
思
想
も
成
熟
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。
宗
教
研
究
は
、
そ
う
し

た
運
動
の
当
事
者
が
無
自
覚
の
う
ち
に
探
求
し
て
い
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

テ
ィ
や
宗
教
性
を
言
語
化
、
理
論
化
す
る
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
同
時
に
、
人
々
が
個
人
化
し
、
孤
立
に
転
じ
る
社
会
の
な
か
で
、

ケ
ア
行
為
が
専
門
化
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ペ
イ
ン
を
生
み
出
す
社
会

構
造
を
、
意
図
せ
ず
し
て
容
認
し
、
補
完
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
注
意

を
促
す
必
要
が
あ
る
。
ケ
ア
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
固
定
的
に
概
念

化
し
、
万
能
の
道
具
の
よ
う
に
し
な
い
た
め
に
は
、
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
な
か
で
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
形
で
ケ
ア
が
必
要
と
さ
れ
、
実
践
さ

れ
る
の
か
を
、
照
ら
し
返
す
よ
う
な
役
割
に
入
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

ケ
ア
人
材
が
語
る
ケ
ア
の
困
難
・
喜
び
・
支
え

寺
戸　

淳
子

　

本
発
表
は
、
川
崎
市
で
活
動
す
る
ケ
ア
提
供
者
（
自
殺
予
防
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
行
政
職
員
、
障
害
者
支
援
、
保
健
師
、
育
児
・
児
童
支
援
、
介
護

職
、
依
存
症
回
復
施
設
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
外
国
人
支
援
）
の
協
力
を
得

て
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
分
析
を
通
し
て
、「
ケ
ア
の
世
界
」
と

は
ど
の
よ
う
な
場
で
あ
り
、
ケ
ア
提
供
者
は
自
ら
の
仕
事
と
生
き
方
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
ど
う
語
る
の
か
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
傾
向
と
い
え
る
も
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さ
れ
る
」
と
い
う
非
対
称
な
ケ
ア
の
世
界
の
参
加
者
に
見
ら
れ
る
傾
向
と

し
て
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

コ
メ
ン
ト

星
野　
　

壮

　

発
表
者
で
あ
る
髙
瀨
・
荻
と
と
も
に
、
星
野
は
本
調
査
に
お
け
る
大
正

大
グ
ル
ー
プ
（
以
下
Ｇ
）
に
属
す
る
。
し
か
し
「
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
と

い
う
原
則
を
遵
守
し
た
上
で
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。
ま
た
星
野
は
研
究
者

で
も
あ
り
伝
統
仏
教
の
僧
侶
と
い
う
二
つ
の
立
場
を
有
し
て
い
る
が
、
本

パ
ネ
ル
で
は
あ
え
て
そ
れ
ら
二
つ
の
立
場
を
往
還
す
る
こ
と
を
「
強
み
」

と
捉
え
直
し
て
、
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

髙
瀨
発
表
は
、
す
べ
て
の
住
民
を
対
象
と
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築

せ
ん
と
す
る
川
崎
市
の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
宗
教
施
設
が
主
体
的
に

実
施
、
も
し
く
は
場
所
貸
し
を
行
う
活
動
を
抽
出
し
「
地
域
資
源
と
し
て

の
宗
教
施
設
の
可
能
性
を
示
す
」
こ
と
を
目
指
し
た
。
結
果
と
し
て
上
記

の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
神
道
系
・
仏
教
系
・
キ
リ
ス
ト
教
系
に
よ
る

活
動
は
類
型
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
も
そ
も
有
効

回
収
率
が
一
八
％
で
あ
る
か
ら
、「
川
崎
市
に
お
い
て
、
宗
教
施
設
は
地

域
包
括
ケ
ア
に
資
す
る
」
と
は
言
い
が
た
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ

の
制
限
が
生
ま
れ
て
し
ま
っ
た
原
因
は
、
宗
教
者
／
施
設
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル
を
生
み
出
す
活
動
と
し
て
、
伝
統
的
な
年
中
行
事
、
も
し
く

は
葬
儀
・
法
要
・
檀
家
周
り
、
も
し
く
は
ミ
サ
・
集
会
と
い
っ
た
、
よ
り

宗
教
的
だ
と
目
さ
れ
る
要
素
を
除
外
し
た
た
め
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

荻
発
表
は
、
荻
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
チ
と
規
定
す
る
在
日
大
韓
基

で
の
他
者
へ
の
尊
敬
や
畏
敬
の
念
（
自
分
の
弱
さ
の
受
容
）
も
頻
繁
に
語

ら
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
ケ
ア
の
世
界
は
、「
ケ
ア
に
適

し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
も
つ
人
材
が
ケ
ア
の
世
界
を
作
り
出
し
て

い
く
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
よ
り
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
機
や
き
っ
か
け
で

「
ケ
ア
の
（
自
他
が
配
慮
さ
れ
る
）
世
界
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」

人
た
ち
が
、
そ
こ
で
先
輩
・
仲
間
・
ケ
ア
対
象
者
に
育
て
ら
れ
根
を
下
ろ

す
、
と
い
う
場
に
思
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
育
つ
の
は
ケ
ア
提
供
者
だ
け
で

な
く
、「
ケ
ア
を
必
要
と
し
て
い
る
（
は
ず
な
の
に
、
援
助
を
希
求
で
き

な
い
）
対
象
者
」
も
、
ケ
ア
の
世
界
に
迎
え
ら
れ
る
こ
と
で
そ
の
一
員
に

な
り
、
そ
の
こ
と
で
ケ
ア
の
場
（
人
々
が
作
り
出
す
配
慮
の
世
界
）
が
活

性
化
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
そ
こ
は
ケ
ア
提
供
者
と
対
象
者
が
と
も
に

育
つ
場
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
一
つ
で
あ
る

「
死
後
の
世
界
」
を
め
ぐ
る
受
け
答
え
で
も
、「
死
後
の
世
界
」
に
は
消
極

的
な
反
応
が
見
ら
れ
る
反
面
、
お
墓
参
り
と
亡
き
親
族
・
人
へ
の
想
い

（
死
者
）
は
生
き
生
き
と
語
ら
れ
、「
超
越
的
な
何
か
」
と
い
う
よ
う
な
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
へ
の
関
心
よ
り
も
、「
縁
」
の
中
の
ひ
と
り
と
し

て
の
位
置
づ
け
と
感
謝
が
伝
わ
っ
て
く
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ア
の
世
界
は
、
贈
与
関
係
を
め
ぐ
る
人
類
学
の
古
典
的
研
究
（
マ
リ
ノ

フ
ス
キ
『
西
太
平
洋
の
遠
洋
航
海
者
』）
で
紹
介
さ
れ
た
「
ク
ラ
交
換
」

的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
前
の
人
か
ら
受
け
取
っ
た

も
の
を
次
の
人
に
渡
し
て
い
く
」
と
い
う
、「
受
け
取
る
／
手
放
す
」（
非

対
称
の
）
贈
与
関
係
の
サ
イ
ク
ル
に
迎
え
ら
れ
、
そ
の
一
員
と
し
て
「
贈

り
物
の
授
受
」
の
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
参
加
す
る
、「
サ
イ
ク
ル
の
一

員
」
感
覚
と
そ
こ
に
（
弱
さ
込
み
で
）
共
に
在
る
感
謝
が
、「
配
慮
す
る
／



　　138

『宗教研究』92巻別冊（2019年） パネル

た
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
、
ケ
ア
提
供
者
に
特
徴
的
な
人
格
形
成
を
探
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
死
生
に
か
か
わ
る
局
面
で
は
な

く
、
生
活
に
か
か
わ
る
局
面
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
が
行
わ
れ
る
中
で
、

非
対
称
な
関
係
性
を
孕
み
つ
つ
も
ケ
ア
が
成
立
す
る
こ
と
、
希
求
者
と
関

わ
り
、
そ
し
て
両
者
の
関
係
が
変
容
す
る
な
か
で
提
供
者
自
身
も
変
容
し

て
い
く
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
発
表
で
用
い
ら
れ
た
援
助
者
の

語
り
は
い
ず
れ
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
発
話
者
の
匿
名
性
が
過

剰
な
ほ
ど
高
く
設
定
さ
れ
た
た
め
、
い
ず
れ
の
個
人
か
が
同
定
困
難
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
寺
戸
自
身
が
ル
ル
ド
に
お
け
る
傷
病
者
巡
礼
に
お
い
て
、

多
様
な
人
び
と
が
織
り
な
す
空
間
を
「
デ
ィ
ス
ポ
ニ
ー
ブ
ル
」
と
い
う
キ

ー
ワ
ー
ド
に
て
論
じ
た
こ
と
に
触
れ
て
、
む
し
ろ
川
崎
に
お
け
る
ケ
ア
を

取
り
巻
く
空
間
に
て
、
共
感
し
つ
つ
調
査
す
る
寺
戸
自
身
も
含
め
て
デ
ィ

ス
ポ
ニ
ー
ブ
ル
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

堀
江　

宗
正

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
ケ
ア
人
材
が
不
足
す
る
な
か
、
民
間
の
力
の
活

用
が
す
す
ん
で
い
る
。
宗
教
者
も
そ
の
よ
う
な
ケ
ア
資
源
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
研
究
者
に
は
、
調
査
を
通
し
て
潜
在
的
ケ
ア
資

源
を
可
視
化
し
、
相
互
交
流
と
変
化
を
促
し
、
そ
の
結
果
を
フ
ォ
ロ
ー
す

る
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
を
遂
行
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
本
パ
ネ
ル
は
、
川
崎
市
と
い
う
多
様
な
援
助
希
求
者
を
包
摂
す
る
大

都
市
に
お
い
て
行
わ
れ
た
共
同
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
（
代
表
者
＝
島
薗

進
）。
ケ
ア
す
る
宗
教
者
に
関
す
る
研
究
（
髙
瀨
・
荻
）、
死
生
に
関
わ
る

督
教
川
崎
教
会
（
以
下
、
川
崎
教
会
）
の
歴
史
を
概
説
し
つ
つ
、
国
籍
条

項
撤
廃
運
動
、
指
紋
押
捺
撤
廃
運
動
、
ふ
れ
あ
い
館
設
立
と
い
っ
た
運

動
・
事
業
を
通
じ
て
、
日
本
人
協
力
者
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
政
と
も
共

振
し
、
地
域
と
一
定
の
社
会
関
係
を
構
築
し
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
際

に
荻
は
川
崎
市
の
現
状
を
「
マ
ル
チ
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
」
と
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て
川
崎
教
会
お
よ
び
関
係
団
体
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
」
の
一
端
と
し
て
機
能
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
桜
本
を
中
心
と

し
た
地
域
で
は
荻
の
理
解
で
問
題
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
川
崎
市
全
体

を
考
え
た
場
合
他
に
マ
ル
チ
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
状
況
に
対
応
し
つ
つ
、
ホ

ス
ト
側
（
特
に
行
政
）
と
共
振
し
う
る
団
体
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、

な
ど
と
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

　

堀
江
発
表
は
、
ケ
ア
提
供
者
、
特
に
死
や
生
に
か
か
わ
る
提
供
者
は
、

ケ
ア
を
提
供
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
特
徴
的
な
人
格
形
成
を
果
た
す
／

有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
も
と
に
し
て
、
ケ
ア
提
供

者
に
対
し
て
行
っ
た
量
的
・
質
的
調
査
結
果
を
開
示
し
、
分
析
を
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
堀
江
が
持
ち
出
し
た
「
ケ
ア
の
雪
だ
る
ま
」

「
ケ
ア
の
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
是
非
に
つ
い
て
問
う
た
。

ま
た
量
的
調
査
に
お
い
て
は
、
今
後
の
ク
ロ
ス
集
計
の
結
果
と
分
析
が
待

ち
望
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
今
回
の
結
果
か
ら
、
社
会
に
お
け
る
ケ
ア
の
位
置

づ
け
、
さ
ら
に
社
会
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
位
置
づ
け
を
考

察
し
よ
う
す
る
狙
い
は
大
変
魅
力
的
と
い
え
る
も
の
の
、
そ
れ
を
成
就
さ

せ
る
に
は
川
崎
市
と
い
う
ト
ポ
ス
の
持
つ
特
殊
性
を
踏
ま
え
る
重
要
性
、

そ
し
て
他
地
域
に
お
け
る
デ
ー
タ
、
エ
ビ
デ
ン
ス
も
考
慮
し
て
進
め
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

寺
戸
発
表
は
、
堀
江
発
表
と
同
じ
調
査
、
特
に
質
的
調
査
に
て
得
ら
れ
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寺
戸
淳
子
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
質
的
に
分
析
し
た
。
来
ら

れ
る
場
を
作
る
こ
と
、
変
化
に
寄
り
添
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
自
分
が
ち

ゃ
ん
と
見
て
、
聞
い
て
も
ら
っ
た
と
い
う
経
験
の
恩
返
し
と
い
う
側
面
が

あ
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
持
つ
人
材
が
ケ
ア
の

世
界
を
作
り
出
す
の
で
は
な
く
、
ケ
ア
の
世
界
で
育
て
ら
れ
、
根
を
下
ろ

す
と
い
う
こ
と
、
死
者
は
超
越
的
な
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
で
は
な
く

縁
の
な
か
に
生
き
生
き
と
存
在
し
、
死
者
か
ら
受
け
取
っ
た
も
の
を
受
け

渡
す
と
い
う
感
覚
が
、
ケ
ア
の
世
界
で
の
配
慮
し
、
配
慮
さ
れ
る
感
覚
と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

以
上
の
発
表
を
承
け
て
、
移
民
宗
教
の
研
究
者
で
あ
り
、
地
域
活
動
を

行
う
宗
教
者
で
も
あ
る
星
野
壮
が
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。
髙
瀨
に
、
宗
教

活
動
の
社
会
資
本
と
し
て
の
次
元
を
見
落
と
し
た
こ
と
が
回
収
率
の
低
さ

に
つ
な
が
っ
た
と
指
摘
し
、
髙
瀨
は
活
動
に
関
心
が
あ
る
施
設
か
ら
の
回

答
を
得
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
返
し
た
。
荻
へ
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ

ー
チ
で
は
限
界
が
な
い
か
と
問
い
、
荻
は
宣
教
理
念
の
変
化
が
新
た
な
状

況
へ
の
対
応
に
つ
な
が
っ
た
と
返
し
た
。
堀
江
に
は
ケ
ア
の
雪
だ
る
ま
も

重
視
す
る
べ
き
で
は
と
問
い
、
堀
江
は
ケ
ア
の
サ
イ
ク
ル
か
ら
始
ま
っ
た

人
も
雪
だ
る
ま
に
転
じ
る
の
で
、
雪
だ
る
ま
の
方
が
ベ
ー
ス
だ
と
返
し

た
。
寺
戸
へ
は
寺
戸
自
身
の
過
去
の
研
究
で
の
「
デ
ィ
ス
ポ
ニ
ー
ブ
ル
」

と
い
う
概
念
の
応
用
の
可
能
性
を
問
い
、
寺
戸
は
語
り
手
の
使
う
言
葉
を

重
視
し
た
い
と
返
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
宗
教
施
設
は
セ
ル
フ
ケ
ア
の
場
と
な
り
う
る
（
谷
山
洋

三
）、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
先
で
な
く
ケ
ア
現
場
が
先
と
い
う
知
見

は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
再
定
義
に
つ
な
が
る
（
森
岡
正
芳
）、
研
究

が
進
む
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
概
念
化
に
至
る
懸
念
が
あ
る
（
葛
西

ケ
ア
提
供
者
へ
の
調
査
（
堀
江
・
寺
戸
）
を
突
き
合
わ
せ
、
宗
教（
性
）と

宗
教
研
究
の
あ
り
方
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

髙
瀨
顕
功
は
、
川
崎
市
内
の
宗
教
施
設
の
悉
皆
調
査
を
質
問
紙
に
よ
っ

て
お
こ
な
い
、
七
二
カ
所
か
ら
の
回
答
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
神
道
系
施

設
は
会
場
の
提
供
、
仏
教
系
施
設
は
主
体
的
運
営
、
キ
リ
ス
ト
教
系
施
設

は
主
体
的
運
営
と
外
国
人
支
援
を
特
徴
と
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
神
道

系
・
仏
教
系
施
設
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
、
キ
リ
ス
ト
教
系

施
設
は
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
親
和
性
の
高
い
地
域
資
源
と
な
り
え

る
と
結
論
し
、
こ
の
仮
説
を
今
後
の
調
査
で
確
認
す
る
こ
と
を
課
題
と
し

た
。

　

荻
翔
一
は
、
在
日
大
韓
基
督
教
川
崎
教
会
の
歴
史
を
概
説
し
た
。
教
会

は
、
一
九
六
〇
年
代
末
以
降
、
在
日
コ
リ
ア
ン
に
関
わ
る
活
動
に
従
事
し

て
き
た
が
、
保
育
園
開
設
の
た
め
に
社
会
福
祉
法
人
を
立
ち
上
げ
、
社
会

活
動
や
社
会
福
祉
活
動
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
を
通
し

て
、「
宗
教
」
や
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
チ
ャ
ー
チ
」
の
枠
を
超
え
る
活
動
を

展
開
す
る
に
至
る
。
今
日
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
を
含
む
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
一
般
を
対
象
と
す
る
幅
広
い
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

堀
江
宗
正
は
、
幅
広
い
ケ
ア
提
供
者
を
対
象
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。
ケ
ア
さ
れ
る
経

験
か
ら
ケ
ア
に
向
か
う
「
ケ
ア
の
サ
イ
ク
ル
」
と
、
ケ
ア
経
験
が
使
命
感

を
高
め
る
「
ケ
ア
の
雪
だ
る
ま
」
と
い
う
二
類
型
を
析
出
し
た
。
ま
た
ケ

ア
は
、
未
知
な
る
も
の
へ
の
気
づ
き
と
変
化
に
開
か
れ
る
点
で
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
リ
テ
ィ
と
関
連
が
深
く
、
ケ
ア
提
供
者
に
は
、
誰
も
が
ケ
ア
さ
れ
、

尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
理
想
的
社
会
像
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
を
示

唆
し
た
。
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暦
を
通
し
て
宗
教
史
を
語
り
な
お
す

代
表
者
・
司
会　

林　
　

淳

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

對
馬
路
人

渋
川
春
海
「
日
本
長
暦
」
の
影
響

林　
　
　

淳

　

渋
川
春
海
は
、
貞
享
改
暦
を
な
し
と
げ
た
こ
と
で
科
学
史
に
名
を
残
し

た
人
物
で
あ
る
。
春
海
が
作
成
し
た
著
述
に
「
日
本
長
暦
」
と
い
う
書
物

が
あ
る
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
日
本
書
紀
の
神
武

天
皇
東
征
伝
か
ら
干
支
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
神
武
天

皇
が
古
暦
を
作
っ
た
と
仮
定
し
て
、
そ
の
古
暦
を
復
元
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
神
武
天
皇
即
位
以
降
、
春
海
の
同
時
代
に
い
た
る
ま
で

の
月
ご
と
の
大
小
、
朔
日
の
干
支
を
記
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
は
、「
日

本
長
暦
」
と
貞
享
改
暦
は
セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き
だ
と
提
案
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

貞
享
改
暦
の
背
景
に
は
、
一
七
世
紀
後
半
の
儒
教
の
受
容
と
日
本
書
紀

へ
の
関
心
が
あ
っ
た
。
春
海
に
改
暦
を
命
じ
た
保
科
正
之
は
、
四
代
将
軍

家
綱
の
輔
弼
を
し
、
実
質
的
に
幕
政
の
中
心
に
い
た
。
正
之
の
周
り
に
は
、

吉
川
神
道
の
吉
川
惟
足
、
垂
加
神
道
の
山
崎
闇
斎
が
い
た
。
彼
ら
は
、
観

象
授
時
と
い
う
中
国
の
統
治
思
想
を
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
観
象
授

時
と
は
、
天
子
が
天
象
を
観
測
さ
せ
、
暦
を
作
成
さ
せ
て
、
暦
を
授
与
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
武
威
で
は
な
く
儒
教
的
な
仁
政
論
に
よ
っ
て
江
戸

幕
府
が
運
営
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
正
之
が
、
春
海
に
改
暦
を
命
じ
た

こ
と
は
偶
然
と
は
い
え
な
い
。

賢
太
）、
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
批
判
が
起
こ
る
状
況
を
打
開
す
る
研
究

を
期
待
す
る
（
澤
田
愛
子
）
と
い
う
意
見
が
表
明
さ
れ
た
。
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り
、
激
し
く
批
判
し
た
。
篤
胤
は
、
春
海
と
宣
長
を
総
合
さ
せ
て
、
天
朝

無
窮
暦
を
提
唱
し
た
。
伊
弉
諾
尊
が
作
成
し
た
暦
が
中
国
に
渡
っ
て
中
国

の
暦
と
な
り
、
そ
れ
が
日
本
に
逆
輸
入
さ
れ
た
と
い
う
発
想
の
逆
転
を
お

こ
な
っ
た
。

　

春
海
を
始
点
と
し
て
二
つ
の
流
れ
が
近
世
に
生
じ
た
。
一
つ
は
、
貞
享

改
暦
が
施
行
さ
れ
、
春
海
は
幕
府
の
初
代
天
文
方
と
な
っ
た
。
天
文
方
は

渋
川
家
が
継
承
し
、
毎
年
の
造
暦
を
実
施
す
る
国
家
の
機
関
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
は
、
春
海
が
も
っ
て
い
た
「
失
わ
れ
た
暦
」
の
発
想
は
、
復
古

主
義
を
基
調
に
し
て
い
た
。
貞
享
改
暦
の
時
で
す
ら
、
春
海
の
復
古
主
義

は
、
正
之
、
闇
斎
な
ど
の
少
数
の
人
々
に
し
か
共
有
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

国
学
の
な
か
で
は
宣
長
、
篤
胤
は
、
春
海
の
「
失
わ
れ
た
暦
」
の
発
想
を

継
承
し
て
い
た
。
梵
暦
運
動
を
起
こ
し
た
円
通
も
、「
失
わ
れ
た
暦
」
は

イ
ン
ド
起
源
で
あ
る
と
考
え
て
、
須
弥
山
説
の
復
活
に
情
熱
を
抱
い
た
。

「
日
本
長
暦
」
は
、
近
代
の
皇
紀
、
紀
元
節
に
も
つ
な
が
っ
た
。

梵
暦
運
動
と
宿
曜
道
・
仏
暦 

│
│ 

暦
か
ら
見
る
近
代
仏
教
史 

│
│

岡
田　

正
彦

　

空
海
が
招
来
し
た
『
宿
曜
経
』
を
も
と
に
日
本
で
開
花
し
た
密
教
系
の

占
星
術
は
、『
七
曜
攘
災
決
』
や
『
符
天
暦
』
な
ど
を
も
と
に
独
自
の
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ
と
「
宿
曜
勘
文
」
を
つ
く
り
、
か
な
り
日
本
社
会
に
浸
透
し

て
い
た
こ
と
は
、
桃
裕
行
の
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
世
か

ら
近
世
に
か
け
て
、
宿
曜
道
は
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
て
し
ま
う
。

　

と
は
い
え
、
現
代
の
日
本
で
は
宿
曜
占
星
術
が
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、

民
間
暦
に
も
二
十
八
宿
（
な
い
し
は
古
法
の
二
十
七
宿
）
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
と
く
に
仏
教
系
の
暦
に
は
、
詳
し
く
そ
の
日
の
宿
が
記
載
さ
れ
、

　

中
国
で
は
明
清
交
替
が
お
こ
り
、
北
方
民
族
に
よ
る
政
権
が
打
ち
立
て

ら
れ
た
。
日
本
で
は
、
そ
の
王
朝
交
代
は
、
華
夷
変
態
と
も
呼
ば
れ
、
清

を
蔑
視
す
る
日
本
人
も
い
た
。
春
海
は
、
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。「
上
古

の
暦
書
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
中
世
よ
り
西
土
の
術
を
仮
り
て
我
が
朝
で

も
施
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
西
土
の
属
国
と
な
っ
て
そ
の
正
朔
を
受
け

る
の
と
等
し
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
の
み
が
昭
代
の
一
欠
事
だ
」（「
春

海
先
生
実
記
」）
と
春
海
は
述
べ
た
。
神
武
天
皇
が
作
成
し
た
古
暦
は
、

中
国
暦
の
伝
来
時
に
「
失
わ
れ
た
」
と
春
海
は
考
え
た
。
こ
の
発
想
は

「
失
わ
れ
た
暦
」
と
呼
び
た
い
。

　
「
日
本
長
暦
」
は
実
用
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
っ
て
い
た
。
内
宮
鎮
座

古
記
に
は
、
垂
仁
天
皇
二
十
六
年
十
月
甲
子
に
天
照
大
御
神
が
鎮
座
し
た

と
書
い
て
あ
る
。「
日
本
長
暦
」
を
参
照
す
る
と
十
月
に
甲
子
の
日
は
な

く
、
九
月
十
七
日
が
甲
子
の
日
に
あ
た
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
内
宮
鎮
座

古
記
の
「
十
月
甲
子
」
は
「
九
月
甲
子
」
の
誤
記
だ
と
春
海
は
解
釈
す

る
。
九
月
十
七
日
は
、
春
海
の
時
代
に
お
い
て
内
宮
の
神
嘗
祭
の
日
で
あ

っ
た
。
内
宮
の
九
月
十
七
日
の
神
嘗
祭
は
、
天
照
大
御
神
の
鎮
座
の
日
に

由
来
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
両
宮
の
神
主
は
驚
き
、「
暦
が

古
記
に
こ
れ
ほ
ど
有
効
な
の
か
」
と
感
嘆
し
、
山
崎
闇
斎
は
「
わ
が
国
再

び
開
闢
た
り
」
を
絶
賛
し
た
。「
日
本
長
暦
」
に
影
響
を
う
け
た
書
物
は

あ
る
。
中
根
元
圭
「
皇
和
通
暦
」、
本
居
宣
長
「
真
暦
考
」、
平
田
篤
胤

「
天
朝
無
窮
暦
」、
塚
本
明
毅
編
「
三
正
綜
覧
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
春

海
へ
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
も
っ
て
い
た
中
根
は
、
平
安
時
代
の
古
記
録
類

を
用
い
て
「
日
本
長
暦
」
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
は
か
る
。
本
居

は
、
暦
を
文
明
の
基
準
と
す
る
中
国
文
明
に
倣
っ
て
、
暦
の
起
源
を
神
武

天
皇
に
遡
ら
せ
る
春
海
の
姿
勢
に
、
歪
ん
だ
中
国
崇
拝
主
義
を
か
ぎ
と
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踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
梵
暦
社
中
の
人
々
に
も
、
か
な
り
宿
曜
占
星
術
が
浸

透
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。『
仏
暦
図
説
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
宿

曜
占
星
盤
や
占
星
術
の
諸
概
念
は
、
現
在
の
い
わ
ゆ
る
「
宿
曜
占
星
術
」

で
使
用
さ
れ
る
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

　

空
海
の
招
来
し
た
宿
曜
経
に
も
と
づ
く
「
宿
曜
道
」
は
、
の
ち
に
陰
陽

道
に
吸
収
さ
れ
て
一
般
に
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
二
十
八
宿
に
よ
る

暦
注
は
陰
陽
道
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
が
、
渋
川
春
海
が
「
貞
享
暦
」

（
一
六
八
五
）
を
編
纂
し
、
二
十
七
宿
を
廃
し
て
二
十
八
宿
を
採
用
す
る

と
、
密
教
関
係
者
の
間
で
も
貞
享
暦
（
世
暦
）
に
も
と
づ
い
て
本
命
宿

（
生
ま
れ
た
時
に
月
が
位
置
し
て
い
た
宿
）
を
決
め
る
者
も
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
恵
日
は
「
古
法
」
の
復
興
を
主
張
し
、

円
通
の
創
始
し
た
梵
暦
／
仏
教
天
文
学
に
連
動
し
た
宿
曜
占
星
術
の
普
及

を
目
指
し
た
。
少
な
く
と
も
梵
暦
社
中
の
な
か
に
は
、
こ
の
動
き
に
賛
同

し
た
人
々
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

梵
暦
／
仏
教
天
文
学
と
連
動
し
た
宿
曜
道
／
宿
曜
占
星
術
の
復
古
と
普

及
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
先
行
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
明
治
期
以
後
も
宿
曜
占
星
術
に
関
す
る
文
献
は
絶
え
ず
刊
行
さ

れ
て
お
り
、
現
在
も
宿
曜
経
に
も
と
づ
く
占
い
は
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
期
か
ら
現
在
に
ま
で
つ
な
が
る
宿
曜
占
星

術
の
系
譜
を
追
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
、
日
本
の
宗
教
文
化
史
の
一
側
面
に
新
た
な
光
を
当
て
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
民
間
療
法
と
し
て
広
が
っ
て
い
た
、
同
時
期
の
「
梵
医
道
／
仏
教

医
学
」
の
動
向
も
並
行
し
て
調
べ
て
い
き
た
い
。

古
法
の
二
十
七
宿
に
も
と
づ
く
暦
注
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
一
度
は
著
し
く
衰
退
し
た
宿
曜
道
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
再
び

人
々
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。

　

本
発
表
で
は
、
文
化
・
文
政
年
間
か
ら
大
正
・
昭
和
期
ま
で
活
発
に
展

開
さ
れ
た
仏
教
系
の
思
想
運
動
で
あ
る
、
梵
暦
運
動
に
と
も
な
う
「
宿
曜

道
」
の
再
生
と
「
仏
暦
」
の
頒
布
に
至
る
過
程
を
考
察
し
、
こ
れ
ま
で
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
暦
史
と
宗
教
史
が
交
差
す
る
場
に
つ
い
て
論
じ

た
。

　

と
く
に
当
日
の
発
表
で
は
、
大
阪
の
光
円
寺
・
恵
光
述
『
宿
曜
経
聞

記
』（
国
会
図
書
館
蔵
）
の
記
述
と
梵
暦
運
動
の
担
い
手
の
一
人
で
あ
る

円
熙
の
『
仏
暦
図
説
』（
一
八
五
六
）
を
も
と
に
、
現
在
に
ま
で
続
く
宿

曜
道
の
復
興
と
梵
暦
運
動
の
関
係
を
論
じ
た
。
普
門
円
通
（
一
七
五
四
―

一
八
三
四
）
を
開
祖
と
す
る
梵
暦
運
動
は
、
大
き
く
分
け
て
①
梵
暦
道
／

仏
教
天
文
学
、
②
梵
医
道
／
仏
教
医
学
、
③
宿
曜
道
／
仏
教
占
星
術
の
三

分
野
に
お
い
て
広
く
展
開
さ
れ
る
。
明
治
改
暦
に
よ
る
太
陽
暦
の
導
入
や

近
代
自
然
科
学
の
一
般
へ
の
普
及
に
よ
っ
て
、
仏
教
天
文
学
や
仏
教
医
学

の
探
求
の
営
み
は
、
近
代
的
な
学
問
と
し
て
は
次
第
に
衰
退
し
て
い
く

が
、
梵
暦
社
中
の
人
々
に
よ
る
仏
教
占
星
術
と
民
間
療
法
の
営
み
は
、
大

正
・
昭
和
期
を
経
て
現
代
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
当
日
は
円
通
の
弟
子
で
あ
る
恵
日
の
講
義
を
恵
光
が
筆
録
し
た

「
聞
記
」
の
な
か
で
、
恵
日
が
円
通
と
の
討
論
を
経
て
「
宿
曜
経
」
と
「
占

察
経
」
を
組
み
合
わ
せ
た
宿
曜
占
星
術
の
復
興
を
企
画
し
、
渋
川
春
海
が

採
用
し
た
「
二
十
八
宿
」
に
対
抗
し
て
、
牛
宿
を
省
く
「
二
十
七
宿
」
の

古
法
を
復
古
し
た
過
程
を
紹
介
し
た
。
恵
日
の
宿
曜
占
星
術
は
、
円
通
の

門
弟
の
一
人
で
あ
る
円
熙
が
、
安
政
三
年
に
刊
行
し
た
『
仏
暦
図
説
』
に
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と
を
訴
え
た
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
体
制
は
長
く
続
か
ず
、
明
治

三
年
閏
一
〇
月
の
「
天
社
神
道
廃
止
令
」
の
直
後
、
土
御
門
家
と
暦
の
関

係
は
断
た
れ
る
。
明
治
五
年
一
一
月
、
改
暦
の
布
告
が
出
さ
れ
る
。
改
暦

が
文
明
開
化
の
典
型
例
と
さ
れ
た
の
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一

連
の
経
緯
は
、「
復
古
」
か
ら
「
開
化
」
へ
の
転
換
と
理
解
さ
れ
や
す
い

も
の
と
い
え
る
。
明
治
改
暦
が
暦
の
日
本
的
な
近
代
化
の
始
点
で
あ
っ
た

こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
こ
で
暦
か
ら
「
復
古
」
的
要
素
が

払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

本
発
表
で
は
、
編
暦
に
お
け
る
「
復
古
」
性
の
例
と
し
て
、（
一
）明
治

改
暦
に
よ
っ
て
暦
の
誌
面
に
新
た
に
付
加
さ
れ
た
、
歴
代
天
皇
の
忌
日
、

神
武
天
皇
即
位
日
、
紀
元
（
皇
紀
）
な
ど
を
挙
げ
た
。
飛
鳥
井
雅
道
（『
文

明
開
化
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
五
）
は
、
近
代
日
本
の
「
開
化
」
は
常
に

復
古
の
枠
を
借
り
て
し
か
推
進
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
改
暦
も
そ
の

一
例
で
あ
る
。
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
に
出
自
が
あ
る
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
を
そ

の
ま
ま
移
入
す
る
の
で
は
な
く
、「
日
本
」
と
い
う
個
別
性
へ
の
架
橋
を

行
っ
た
暦
に
改
変
し
て
採
用
し
た
と
い
え
る
。（
二
）明
治
三
一
年
の
勅
令

第
九
〇
号
で
、
置
閏
法
の
算
出
に
「
神
武
天
皇
即
位
紀
元
年
数
ノ
四
ヲ
以

テ
整
除
シ
得
ヘ
キ
年
ヲ
閏
年
」
と
す
る
方
法
を
採
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

た
。
法
令
に
は
「
西
暦
」
の
文
言
は
な
く
、
代
わ
り
に
「
神
武
天
皇
即
位

紀
元
年
数
」
が
使
用
さ
れ
た
。
科
学
的
領
域
に
か
か
わ
る
閏
年
の
算
出
法

に
お
い
て
す
ら
、「
復
古
」
的
要
素
が
組
み
込
ま
れ
た
。

　

頒
暦
に
お
け
る
「
復
古
」
性
の
例
と
し
て
は
、（
一
）明
治
一
五
年
に
神

宮
司
庁
に
頒
暦
権
が
与
え
ら
れ
る
法
令
の
制
定
過
程
に
お
け
る
政
府
内
の

議
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
儒
教
思
想
に
淵
源
す
る
「
正
朔
授
時
」

に
合
致
す
る
、
あ
る
い
は
「
報
本
反
始
」
に
寄
与
す
る
と
し
た
議
論
が
見

近
代
に
お
け
る
編
暦
と
頒
暦

下
村　

育
世

　

本
発
表
で
は
、
近
代
の
官
暦
に
付
随
す
る
「
復
古
」
的
側
面
を
、
暦
の

編
纂
（
編
暦
）
と
頒
布
（
頒
暦
）
の
局
面
に
お
い
て
検
討
し
た
。

　

近
代
日
本
の
暦
に
関
し
て
は
、
明
治
改
暦
期
以
降
に
十
分
な
光
が
当
て

ら
れ
な
い
状
況
が
長
く
続
き
、
以
降
の
研
究
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
理
由
の
一
端
に
は
、
新
暦
が
科
学
的
・
合
理
的
側
面
の
み
か
ら
見
ら

れ
が
ち
な
こ
と
が
あ
ろ
う
。
明
治
改
暦
は
、
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
啓
蒙

家
・
福
沢
諭
吉
の
『
改
暦
弁
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
よ
う
に
、
当

時
に
お
い
て
も
「
開
化
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
た
。
そ
し
て
後

の
研
究
に
お
い
て
も
、「
開
化
」
の
側
面
を
強
調
し
て
捉
え
、
改
暦
が
も

た
ら
す
近
代
化
の
な
り
ゆ
き
に
着
目
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、「
開
化
」
の
視
点
と
は
相
反
す
る
側
面
、「
復
古
」
的
あ
る
い
は

伝
統
的
性
格
は
看
過
さ
れ
続
け
た
。

　

近
世
期
の
暦
が
幕
府
の
統
制
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、

明
治
以
降
も
近
世
期
と
は
異
な
る
形
で
は
あ
る
が
、
政
府
に
よ
る
統
制
は

続
い
た
。
暦
の
通
行
に
は
、
編
暦
と
頒
暦
と
い
う
技
術
的
に
大
き
く
異
な

る
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
要
す
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
以
降
も
行
政
上
分
け
ら

れ
、
所
管
は
転
々
と
し
複
雑
な
経
緯
を
辿
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
官
許
を
得

て
管
掌
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
昭
和
二
〇
年
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
神
道
指

令
が
発
さ
れ
る
ま
で
続
い
た
。

　

明
治
新
政
府
は
暦
に
か
か
わ
る
公
的
事
務
を
当
初
、
暦
注
の
執
筆
を
担

っ
て
き
た
幸
徳
井
家
を
支
配
し
た
土
御
門
家
に
一
任
し
た
。
当
主
晴
雄
が

慶
応
四
年
二
月
、「
王
政
復
古
御
一
新
之
折
柄
」
で
あ
る
か
ら
と
し
て
、

朝
廷
が
「
推
暦
」
を
管
掌
し
、
土
御
門
家
が
担
っ
た
古
き
体
制
に
復
す
こ
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の
参
加
で
も
あ
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
そ
の
参
加
の
か
た
ち
を
知
る
手
が
か

り
と
な
る
。

　

日
本
の
教
団
は
月
め
く
り
で
も
日
め
く
り
で
も
、
教
団
独
自
の
教
え
を

毎
日
の
よ
う
に
眺
め
る
カ
レ
ン
ダ
ー
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
浸
透

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
（
本
派
本
願
寺
、
西
本
願

寺
）
の
ハ
ワ
イ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
発
行
す
る
カ
レ
ン
ダ
ー
（
二
〇
〇
二
）

に
は
表
紙
に
六
島
に
ま
た
が
る
仏
教
会
の
所
在
地
が
示
さ
れ
、
日
表
（
日

ご
と
の
枠
）
に
は
元
日
＝
修
正
会
と
か
親
鸞
聖
人
メ
モ
リ
ア
ル
デ
ー
と
記

さ
れ
て
い
る
。
く
わ
え
て
浄
土
和
讃
の
一
節
が
月
ご
と
に
英
語
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
真
宗
大
谷
派
東
本
願
寺
南
米
開
教
区
五
〇
周
年
記
念
の
万
年

日
め
く
り
（
二
〇
〇
二
）
を
み
る
と
、
親
鸞
や
蓮
如
な
ど
の
日
本
語
の
言

葉
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
の
三
カ
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て

い
る
。
天
理
教
ブ
ラ
ジ
ル
伝
道
庁
の
つ
く
っ
た
「
陽
気
日
め
く
り
」（
制

作
年
不
詳
）
に
は
教
祖
の
「
お
ふ
で
さ
き
」
の
一
節
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳

を
添
え
て
載
っ
て
い
る
。
生
長
の
家
は
国
内
布
教
の
初
期
か
ら
万
年
日
め

く
り
を
配
布
し
て
い
る
が
、
谷
口
雅
春
と
谷
口
清
超
の
著
作
の
な
か
か
ら

選
ん
だ
教
え
を
日
本
語
で
表
示
し
、
そ
の
下
に
英
語
の
翻
訳
を
配
し
、
そ

れ
を
英
語
圏
に
普
及
さ
せ
て
い
る
。
南
米
に
お
い
て
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
版

と
ス
ペ
イ
ン
語
版
を
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
く
り
、
日
本
語
を
載
せ
る
こ
と
な

く
、
発
行
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
北
米
で
は
日
系
の
信
徒
が
中
心
で
あ
る

の
に
対
し
、
南
米
で
は
非
日
系
人
が
大
多
数
を
占
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
伯
司
牧
協
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
日
本
人
ブ
ラ
ジ
ル
移

住
百
年
に
む
け
て
二
〇
〇
六
年
に
発
行
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
は
移
民
の
歴
史

と
聖
書
の
聖
句
を
対
応
さ
せ
る
試
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

年
初
の
一
月
で
記
述
さ
れ
る
歴
史
に
は
、「
一
九
〇
八
年
六
月
一
八
日
、

ら
れ
た
。（
二
）明
治
三
三
年
以
降
頒
暦
を
管
掌
す
る
神
部
署
の
設
置
時
に

も
、
閣
議
請
議
に
『
延
喜
式
』
の
一
節
が
引
用
さ
れ
、
神
宮
に
は
古
く
か

ら
天
皇
以
外
の
奉
幣
を
禁
じ
る
「
私
幣
禁
断
の
制
」
が
あ
る
か
ら
、
大

麻
・
暦
の
頒
布
、
祈
禱
や
神
楽
奉
納
な
ど
の
「
臣
民
ノ
奉
斎
等
」
に
神
官

を
関
与
さ
せ
て
い
る
現
状
は
「
失
態
」
で
あ
り
、
よ
っ
て
神
宮
司
庁
と
は

別
の
右
記
を
管
掌
す
る
機
関
が
必
要
、
と
さ
れ
た
。

　

近
代
の
暦
に
は
、
明
確
な
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
よ
る
も
の
で
も
な
く
、
時

期
に
よ
り
性
格
の
変
質
も
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
明
治
改
暦
以
降
に
も

「
復
古
」
的
、
伝
統
的
側
面
が
付
随
し
続
け
た
と
い
え
る
。

海
外
日
系
人
社
会
に
お
け
る
宗
教
カ
レ
ン
ダ
ー
の
歴
史

中
牧　

弘
允

　

国
立
民
族
学
博
物
館
（
民
博
）
の
展
示
場
に
は
カ
レ
ン
ダ
ー
が
点
在
す

る
が
、
ア
メ
リ
カ
展
示
場
に
は
報
告
者
が
担
当
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

の
諸
宗
教
」
と
い
う
十
七
点
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
な
ら
べ
た
コ
ー
ナ
ー
が
あ

る
。
そ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
、
二
十
世
紀
以
降
、
ア
ジ
ア
や

中
東
か
ら
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
が
伝
播
し
た
こ
と

を
示
そ
う
と
し
た
。
日
系
宗
教
関
係
の
カ
レ
ン
ダ
ー
も
六
点
を
数
え
、
日

本
の
宗
教
も
新
世
界
の
宗
教
文
化
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
展
示
し
て
い

る
。

　

日
本
の
宗
教
は
日
本
人
の
移
住
に
と
も
な
っ
て
布
教
を
は
じ
め
て
い

る
。
日
本
人
は
一
八
八
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
ハ
ワ
イ
官
約
移
民
を
皮
切

り
に
、
北
米
大
陸
の
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
に
も
渡
航
し
、
さ
ら
に
ペ
ル
ー

や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
南
米
に
も
移
住
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
か
つ
て
梅
棹

忠
夫
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
世
界
に
お
け
る
日
本
人
の
文
化
・
文
明
へ
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コ
メ
ン
ト

對
馬　

路
人

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、「
暦
」
の
専
門
的
研
究
者
で
は
な
く
、
専
門
分
野

は
宗
教
社
会
学
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
二
つ
の
論
点
に
絡
め
て
、
四
人
の

報
告
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。
一
つ
は
暦
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
或

い
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
の
関
係
と
い
う
論
点
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
（
暦

法
と
い
う
よ
り
）
暦
本
・
カ
レ
ン
ダ
ー
と
人
々
の
生
活
の
関
連
と
い
う
論

点
で
あ
る
。

　

林
報
告
は
、
日
本
に
は
近
世
の
暦
法
家
・
渋
川
春
海
が
中
国
か
ら
の
移

入
以
前
か
ら
固
有
の
暦
法
が
存
在
し
た
と
し
て
、
そ
の
古
暦
法
に
よ
る

『
日
本
長
暦
』
を
作
成
し
た
事
績
（
失
わ
れ
た
暦
の
復
活
）
を
取
り
上
げ
、

本
居
宣
長
や
平
田
篤
胤
へ
の
影
響
、
さ
ら
に
は
明
治
の
『
三
正
綜
覧
』
へ

の
影
響
を
指
摘
し
、
社
会
で
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
も
う
一
つ
の
暦
法
史

に
光
を
当
て
た
。
日
本
で
生
ま
れ
た
古
暦
法
と
い
う
発
想
が
、
宣
長
や
篤

胤
な
ど
国
学
・
復
古
神
道
系
の
人
々
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
は
、
大
陸
か

ら
の
輸
入
文
化
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
実
は
も
と
も
と
日
本
に
あ
っ
た
、

或
い
は
日
本
で
発
祥
し
た
と
す
る
彼
ら
の
文
化
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
共

鳴
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
近
代
の
暦
法
と
し
て

は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
皇
紀
や
紀
元
節
の
制
定
に
影
響
を
与
え

た
と
す
る
と
、
近
代
の
上
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
根
拠
づ
け
に
お
い

て
社
会
的
・
政
治
的
意
味
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

岡
田
報
告
は
近
世
か
ら
近
代
に
お
け
る
梵
暦
復
興
の
運
動
と
宿
曜
道

（
星
占
い
）
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
。
宿
曜
道
を
梵
暦
と
セ
ッ
ト
に
す
べ

き
か
ど
う
か
を
巡
る
円
通
と
恵
日
の
論
争
を
紹
介
し
つ
つ
、
結
局
宿
曜
道

を
付
し
て
梵
暦
の
頒
布
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

か
さ
と
丸
は
最
初
の
移
民
七
八
一
名
と
共
に
サ
ン
ト
ス
に
入
港
し
た
。

長
い
二
ヶ
月
の
航
海
中
、
単
調
な
生
活
の
中
で
子
供
た
ち
の
初
等
教
育
も

行
な
わ
れ
た
。
下
船
し
て
か
ら
汽
車
で
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
の
移
民
収
容
所
に

向
か
い
、
そ
こ
で
コ
ー
ヒ
ー
農
園
へ
の
配
耕
を
待
っ
た
。」
と
あ
り
、
そ

れ
に
対
応
す
る
聖
句
に
は
「
あ
な
た
は
生
ま
れ
た
故
郷
を
離
れ
て
私
が
示

す
地
に
行
き
な
さ
い
。（
創
世
記
一
二
：
一
）」
が
選
ば
れ
て
い
る
。
年
末

の
十
二
月
に
は
「
こ
の
土
地
は
『
植
え
れ
ば
何
で
も
で
き
る
。』
キ
ャ
ベ

ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
バ
ナ
ナ
、
平
和
も
兄
弟
愛
も
…
…
住
み
良
い
と
こ
ろ

だ
！
」
と
あ
り
、
対
応
す
る
聖
句
は
「
私
の
造
る
新
し
い
天
と
新
し
い
地

が
私
の
前
に
永
く
続
く
よ
う
に
。（
イ
ザ
ヤ
六
六
：
二
二
）」
で
あ
る
。

　

民
博
の
展
示
に
は
な
い
カ
レ
ン
ダ
ー
も
二
点
紹
介
し
た
。
ひ
と
つ
は
真

宗
教
団
連
合
十
派
が
南
米
で
発
行
す
る
「
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
あ
り
、

現
代
の
学
者
・
聖
職
者
の
法
語
を
引
き
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
ス
ペ
イ
ン
語

の
訳
を
添
え
て
い
る
。
そ
の
月
表
（
月
ご
と
の
日
程
表
）
で
は
東
西
本
願

寺
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
共
存
さ
せ
、
海
外
に
お
け
る
宗
派
協
力
の
ひ
と

つ
の
か
た
ち
を
示
し
て
い
る
。
も
う
一
点
は
、
ペ
ル
ー
の
日
系
新
聞
社
、

ペ
ル
ー
新
報
が
刊
行
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
（
二
〇
〇
〇
）
で
あ
り
、
そ
こ
で

は
旧
暦
の
日
付
と
六
輝
（
六
曜
）
が
情
報
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
た
。
旧

暦
行
事
を
維
持
す
る
沖
縄
系
の
移
民
が
多
い
こ
と
、
ま
た
結
婚
式
や
葬
式

の
日
を
決
め
る
際
、
吉
凶
の
暦
注
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ

れ
る
。
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ル
の
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旨
と
ま
と
め

林　
　
　

淳

　

暦
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
お
も
に
天
文
学
史
と
歴
史
学
の
研
究
者
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
渡
辺
敏
夫
『
日
本
の
暦
』
や
岡
田
芳

朗
の
著
作
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
代
表
す
る
成
果
と
し
て
、
現
在
も
参

照
さ
れ
読
ま
れ
て
き
て
い
る
。
渡
辺
の
研
究
は
、
日
本
の
暦
に
つ
い
て
関

係
す
る
膨
大
な
史
料
・
資
料
を
博
捜
し
て
、
通
史
的
叙
述
を
行
っ
た
労
作

で
あ
る
。
他
方
で
岡
田
は
、
日
本
古
代
史
学
の
立
場
か
ら
研
究
を
は
じ
め

て
、
し
だ
い
に
日
本
だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
各
地
の
暦
を
も
視
野
に
入
れ

て
、「
暦
の
総
合
学
」
を
打
ち
立
て
た
と
い
え
る
。
基
本
的
に
は
岡
田
の

研
究
は
、
歴
史
学
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

　

先
駆
者
で
あ
る
二
人
が
対
象
化
し
た
暦
の
世
界
は
、
あ
ま
り
に
広
大
で

あ
り
、
大
き
な
世
界
地
図
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の

地
図
を
手
が
か
り
に
し
て
旅
行
先
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
現
地
を

歩
く
た
め
に
は
我
々
は
、
よ
り
緻
密
な
地
図
を
必
要
と
す
る
。
先
学
の
議

論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
緻
密
な
考
察
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
さ

ら
に
暦
の
研
究
が
、
天
文
学
史
や
歴
史
学
以
外
の
人
文
学
諸
分
野
に
ど
の

よ
う
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
、
暦
を
通
路
と
し
て
、
ど
う
い
う
研
究
の
世

界
を
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
議
論
を
す
る
必
要
は
あ
る
。

　

本
パ
ネ
ル
は
、
宗
教
学
を
専
攻
と
す
る
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
で
あ

る
。
宗
教
研
究
の
世
界
で
は
、
暦
に
興
味
を
寄
せ
る
人
は
多
く
な
い
。
か

つ
て
中
牧
弘
允
は
「
考
暦
学
」
を
提
唱
し
、「
文
明
と
宗
教
の
関
係
を
解

明
す
る
と
き
に
暦
は
ひ
と
つ
の
切
り
口
と
し
て
活
用
で
き
る
は
ず
」（『
カ

レ
ン
ダ
ー
か
ら
世
界
を
見
る
』）
と
述
べ
、
暦
の
可
能
性
を
や
や
控
え
め

に
示
唆
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
牧
の
本
か
ら
十
年
が
た
っ
た
。
中
牧
に

人
々
の
生
活
の
中
で
暦
書
が
い
か
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
点
を

考
え
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
る
。
近
世
期
に
普
及
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
民
間

暦
書
を
見
る
と
、
そ
の
中
に
は
日
柄
方
位
の
占
い
や
年
中
行
事
な
ど
雑
多

な
生
活
百
科
的
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
梵
暦
の
普
及
を
図
る
う

え
で
は
そ
う
し
た
人
々
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
宿
曜
道
と
い
う
占
法

を
盛
り
込
む
こ
と
が
大
切
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

下
村
報
告
は
、
明
治
国
家
に
よ
る
新
暦
の
編
暦
と
頒
暦
の
問
題
を
扱
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
暦
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
関
係
と
い
っ
た
話
題
に
直

結
す
る
テ
ー
マ
と
言
え
よ
う
。
下
村
に
よ
る
と
、
編
暦
に
当
た
っ
て
東
京

天
文
台
と
い
う
近
代
的
セ
ク
タ
ー
が
担
当
し
な
が
ら
、
天
皇
制
に
関
す
る

聖
日
が
盛
り
込
ま
れ
、
頒
暦
が
伊
勢
神
宮
に
委
ね
ら
れ
る
な
ど
復
古
性
も

顕
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
近
代
国
家
に
お
け
る
官
暦
の
役

割
の
二
重
性
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
二
重
性
と

は
、
国
家
に
よ
り
国
民
生
活
を
一
元
的
に
、
そ
し
て
よ
り
合
理
的
に
時
間

管
理
す
る
と
い
う
役
割
と
、
国
家
の
神
話
に
関
わ
る
聖
日
を
新
た
に
制
定

し
、
そ
れ
を
国
民
に
周
知
し
、
そ
れ
を
国
民
が
祝
う
こ
と
を
促
す
そ
う
し

た
役
割
の
二
重
性
で
あ
る
。

　

中
牧
報
告
は
海
外
の
日
系
移
民
社
会
に
お
け
る
宗
教
カ
レ
ン
ダ
ー
の
豊

富
な
事
例
を
紹
介
し
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
読
み
込
ん
で
い
る
。
そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し

て
の
日
系
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
の
維
持
や
創
出
に
と
っ
て
そ
れ
が
果
た

し
て
い
る
役
割
の
重
要
性
で
あ
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
年
中
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
の
予
定
を
示
す
こ
と
で
人
々
の
行
動
の
規
範
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
う

し
た
行
動
喚
起
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
暦
本
の
力
が
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
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ン
ダ
ー
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、
使
わ
れ
て
き
た
か
を
点
描
す
る
。
対
象

社
会
と
し
て
は
南
米
、
ハ
ワ
イ
で
あ
り
、「
日
本
宗
教
が
新
世
界
に
参
加

す
る
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
日
系
宗
教
が
作
成
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
紹
介

す
る
。
日
本
の
伝
統
の
持
続
と
変
容
に
つ
い
て
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
写
真
・

言
葉
に
注
目
す
る
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
は
、
社
会
学
の
立
場
か
ら
近
代
宗
教
史
を
研
究
し
て
き

た
對
馬
路
人
に
お
願
い
し
て
い
る
。
對
馬
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
エ

ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
問
題
に
む
す
び
つ
け
て
広
い
視
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

を
期
待
し
て
い
る
。

な
ら
え
ば
、
宗
教
史
を
語
り
な
お
す
た
め
の
「
切
り
口
」
に
暦
は
な
る
と

声
を
大
き
く
し
て
主
張
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
暦
の
研
究

が
大
切
で
あ
る
の
は
、
暦
が
生
活
の
中
で
使
わ
れ
て
き
た
モ
ノ
で
あ
る
と

い
う
点
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
れ
を
見
て
、
解
読
し
、
触
れ
、
楽
し

む
こ
と
も
で
き
る
モ
ノ
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
収
集
の
対
象
に
も
な
り

う
る
。
そ
の
意
味
で
は
モ
ノ
に
則
し
て
考
え
て
い
く
点
で
、
宗
教
マ
テ
リ

ア
ル
論
の
試
み
で
あ
る
と
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

林
淳
の
発
表
は
、
渋
川
春
海
が
作
成
し
た
「
日
本
長
暦
」
が
、
平
田
篤

胤
の
「
天
朝
無
窮
暦
」
な
ど
に
与
え
た
影
響
を
再
考
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
中
国
暦
伝
来
以
前
に
日
本
に
は
固
有
の
暦
が
あ
っ
た
」
と
す
る
春
海
の

復
古
主
義
的
な
思
考
法
が
、
本
居
宣
長
、
篤
胤
に
影
響
を
与
え
、「
天
朝

無
窮
暦
」
の
作
成
を
刺
激
し
、
さ
ら
に
近
代
に
お
い
て
「
三
正
綜
覧
」
に

も
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

岡
田
正
彦
の
発
表
は
、
近
世
・
近
代
に
お
け
る
宿
曜
道
の
再
生
に
梵
暦

関
係
者
の
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
恵
光
述
『
宿
曜
経
聞
記
』

を
検
討
し
て
、
渋
川
春
海
が
二
十
八
宿
を
採
用
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
二

十
七
宿
を
古
法
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
を
解
明
す
る
。
明
治
以
降

の
宿
曜
占
星
術
に
つ
な
が
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

　

下
村
育
世
の
発
表
は
、
明
治
初
期
か
ら
帝
国
憲
法
発
布
期
ま
で
を
中
心

に
、
近
代
に
お
け
る
官
暦
の
編
纂
と
頒
布
の
所
管
の
変
遷
を
概
観
す
る
。

こ
れ
を
通
じ
て
、
神
宮
司
庁
に
頒
暦
の
権
限
が
移
り
（
明
治
一
五
年
）
東

京
天
文
台
が
編
暦
に
携
わ
る
（
明
治
二
十
一
年
）
時
期
が
、
近
代
の
暦
の

歴
史
に
お
い
て
「
開
化
」
と
「
復
古
」（
伝
統
の
創
造
）
の
共
存
の
体
制

が
確
立
す
る
画
期
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

中
牧
弘
允
の
発
表
は
、
明
治
以
降
の
海
外
日
系
人
社
会
に
お
い
て
カ
レ
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仏
教
と
近
代
ア
ジ
ア 

│
│ 

教
団
・
教
育
・
教
養 

│
│

代
表
者　

何　

燕
生

司
会　

木
村
敏
明

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
仏
教
教
育
に
お
け
る
日
本
の
影
響

林　
　

佩
瑩

　

本
報
告
は
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
が
受
け
た
日
本
人
僧
侶
と
政
府
に
よ

る
管
理
お
よ
び
養
成
か
ら
、
台
湾
の
仏
教
教
育
に
与
え
た
日
本
の
影
響
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
光
緒
三
一
年
（
一
八
九
五
）、「
馬
関
条

約
」（
日
本
は
「
下
関
条
約
」
と
呼
ぶ
）
が
締
結
後
、
日
本
軍
は
台
湾
に

進
駐
し
、
五
〇
年
に
わ
た
る
植
民
地
の
統
治
を
始
め
た
。
日
本
仏
教
の
布

教
師
は
軍
隊
に
伴
っ
て
台
湾
へ
進
入
し
、
教
区
を
区
画
し
は
じ
め
、
布
教

所
を
建
て
た
り
、
現
地
の
道
場
を
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
末
寺
に
し
た
り
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
報
告
は
五
つ
の
個
別
の
テ
ー
マ
に
分
け
て

検
討
し
て
み
た
い
。（
一
）曹
洞
宗
、（
二
）臨
済
宗
、（
三
）浄
土
宗
、（
四
）

尼
僧
、（
五
）日
本
へ
の
留
学
僧
で
あ
る
。
曹
洞
宗
は
最
も
早
く
台
湾
に
や

っ
て
来
て
仏
教
事
業
を
開
い
た
宗
派
で
、
数
多
く
の
重
要
な
事
績
を
残
し

て
い
る
。
例
え
ば
明
治
三
一
年
に
彰
化
に
お
い
て
尸
羅
会
（
受
戒
会
、
七

日
間
に
わ
た
る
法
要
）、
ま
た
大
正
五
年
に
台
湾
仏
教
中
学
村
を
創
設
し

た
。
す
べ
て
は
一
大
事
業
だ
っ
た
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
は
台
南
の
開
元
寺

を
拠
点
と
し
、
大
正
四
年
か
ら
経
営
し
、
仏
教
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
立

し
、
講
義
を
始
め
、
ま
た
在
家
へ
の
授
戒
も
数
回
行
い
、
台
南
の
仏
教
の

重
鎮
と
な
っ
た
。
浄
土
宗
は
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
、
三
七
箇
所
の
別
院

（
教
会
所
）
を
有
し
、
積
極
的
に
仏
教
教
育
、
文
化
活
動
の
事
業
に
従
事

し
、
青
年
活
動
や
婦
人
会
、
日
曜
学
校
な
ど
を
行
い
、
非
常
に
活
発
だ
っ

た
。
尼
僧
の
発
展
も
台
湾
仏
教
の
特
色
の
一
つ
で
あ
り
、
北
部
に
は
基
隆

月
眉
山
霊
泉
寺
、
南
部
に
は
大
岡
山
超
峰
寺
が
あ
り
、
す
べ
て
は
曹
洞
宗

と
臨
済
宗
の
指
導
を
受
け
て
隆
盛
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
重
要

な
尼
僧
数
人
が
日
本
へ
留
学
し
、
台
湾
へ
帰
る
と
、
中
堅
人
物
と
な
っ
た
。

　

全
体
的
に
見
る
と
、
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
の
仏
教
教
育
活
動
は
曹
洞

宗
が
最
も
顕
著
で
、
主
力
が
台
北
に
お
か
れ
、
大
寺
院
も
み
ん
な
曹
洞
宗

の
所
属
で
あ
っ
た
。
北
部
で
は
曹
洞
宗
の
ほ
か
に
、
真
宗
の
影
響
力
も
強

か
っ
た
。
臨
済
宗
の
展
開
は
主
と
し
て
南
部
に
お
い
て
で
あ
り
、
開
元
寺

を
拠
点
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
後
に
台
湾
へ
や
っ
て
き
た
真
言
宗
と
浄

土
宗
も
台
湾
の
人
々
と
接
触
す
る
よ
う
に
な
り
、
布
教
の
対
象
を
日
本
人

か
ら
台
湾
人
へ
と
移
し
た
。
台
湾
の
仏
教
教
育
の
発
展
は
比
較
的
遅
く
、

日
本
統
治
時
代
で
は
規
模
の
点
で
最
も
完
備
し
て
い
た
の
は
曹
洞
宗
の

「
台
湾
仏
教
中
学
林
」
で
あ
り
、
臨
済
宗
の
「
鎮
南
学
林
」
が
そ
の
次
で

あ
る
。
両
者
は
共
に
台
湾
の
本
円
法
師
が
日
本
人
と
共
同
で
設
立
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
後
は
善
慧
和
尚
と
の
理
念
が
合
わ
な
い
こ
と
か

ら
、
本
円
が
辞
退
し
、
そ
の
後
は
ま
た
人
事
に
よ
る
紛
糾
が
起
こ
り
、
短

期
間
で
解
散
さ
れ
た
。「
南
瀛
仏
教
会
」
は
別
の
や
り
方
で
学
生
を
養
成

し
て
い
た
。
例
え
ば
不
定
期
の
講
習
会
を
行
う
な
ど
で
あ
る
。
浄
土
宗
は

遅
れ
ば
せ
な
が
ら
も
、
橋
本
定
幢
の
積
極
的
な
推
し
進
め
に
よ
っ
て
、
三

七
箇
所
の
教
会
所
を
建
て
、
積
極
的
に
仏
教
教
育
、
文
化
活
動
に
従
事
し

た
。
青
年
活
動
や
婦
人
会
、
日
曜
学
校
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
戦
後
、
世

界
経
済
の
不
景
気
の
時
期
に
伴
い
、
本
願
寺
派
の
経
費
も
大
幅
に
削
ら

れ
、
海
外
で
の
事
業
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
台
湾
に
対
す
る

布
教
の
余
裕
も
次
第
に
無
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
他
の
僧
団
も
同
様
に
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代
化
に
対
し
て
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
な
る
。

　

内
学
院
の
教
育
の
理
念
は
唯
識
学
の
「
真
如
」
観
を
強
調
す
る
と
同
時

に
、
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
仏
教
が
認
め
て
き
た
「
真
理
」
を
批
判
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
近
代
中
国
仏
教
の
た
め
に
新
し
い
「
真
実
」
を
提
供
し

よ
う
と
し
た
。
内
学
院
系
の
知
識
人
ら
に
よ
れ
ば
、
唯
識
学
が
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
真
如
は
ま
さ
し
く
現
代
の
科
学
、
哲
学
が
求
め
よ
う

と
し
て
い
る
「
真
実
」
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
唯
識
学
の
真
理
を
推

奨
・
発
掘
す
る
こ
と
で
、
中
国
の
仏
教
が
現
代
の
科
学
、
哲
学
に
合
致
す

る
知
識
体
系
と
世
界
観
を
創
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

も
、
そ
れ
に
対
応
し
た
精
神
的
な
特
質
は
「
悲
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
内

学
院
で
は
「
他
を
も
っ
て
自
と
為
す
」
こ
と
が
提
唱
さ
れ
、
利
他
、
無
私

お
よ
び
同
情
心
の
あ
る
教
育
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

内
学
院
の
教
育
思
想
の
核
心
は
大
乗
仏
教
の
「
悲
智
双
運
（
慈
悲
と
智
慧

の
両
方
の
働
き
）」
と
い
う
考
え
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、
欧
陽
竟
無
ら
が
仏
典
を
整
理
し
、
校
勘
し
、

出
版
す
る
金
陵
刻
経
処
の
優
秀
な
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
法
相
唯
識
学
の
文

献
を
編
集
・
校
正
し
、
ま
た
は
古
代
の
疑
偽
経
典
を
鑑
定
し
、
漢
文
大
蔵

経
を
整
理
し
た
。
他
方
で
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
や
チ
ベ
ッ
ト
語
の
仏

典
（
殊
に
唯
識
と
因
明
学
類
）
の
翻
訳
に
も
力
を
注
ぎ
、「
新
し
い
資
料

を
発
見
」
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
と
く
に
学
生
ら
の
視
野
を
広
げ
る
こ
と

に
力
を
注
ぎ
、
イ
ン
ド
と
中
国
の
仏
教
お
よ
び
文
化
の
す
べ
て
が
内
学
院

の
教
育
の
内
容
と
さ
れ
た
。
経
典
研
究
を
重
視
す
る
と
い
う
教
育
理
念
の

も
と
で
、
内
学
院
は
数
多
く
の
仏
教
研
究
の
人
材
を
輩
出
し
、
民
国
の
学

術
と
思
想
に
対
し
て
、
重
要
な
影
響
を
与
え
た
。

　

近
代
中
国
の
仏
教
と
思
想
に
与
え
た
最
大
の
貢
献
は
、
現
代
的
な
意
味

資
金
難
の
た
め
、
経
営
が
難
し
く
な
っ
た
。

　

尼
僧
の
発
展
は
実
は
台
湾
仏
教
の
一
大
特
色
で
あ
る
。
日
本
統
治
時
代

の
台
湾
本
土
の
仏
教
諸
派
は
日
本
の
支
持
を
受
け
て
、
成
長
し
た
も
の
と

し
て
、
基
隆
月
眉
山
霊
雲
寺
と
大
湖
法
雲
寺
派
が
あ
っ
た
。
臨
済
宗
妙
心

寺
派
は
一
九
四
〇
年
二
人
の
尼
僧
を
台
湾
へ
派
遣
し
、
南
部
の
大
岡
山
蓮

峰
寺
で
六
ヶ
月
間
の
「
女
衆
講
習
会
」
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
澤
木
弘
道
と

東
海
昌
道
の
台
湾
訪
問
で
も
あ
り
、
後
に
東
山
寺
の
釈
円
融
尼
師
に
よ
る

尼
僧
教
育
の
先
駆
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
は
日
本
へ
留
学
し
た
僧
侶

で
あ
る
。
男
性
と
女
性
の
両
方
が
含
ま
れ
、
日
本
統
治
時
代
に
開
い
た
機

運
が
民
国
時
代
ま
で
延
び
、
現
代
に
至
っ
て
も
同
様
で
あ
り
、
曹
洞
宗
が

最
初
に
台
湾
へ
や
っ
て
き
て
行
っ
て
い
た
種
々
の
教
育
事
業
に
始
ま
っ
た

も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

仏
教
知
の
近
代
的
創
出 

│
│ 

支
那
内
学
院
を
事
例
と
し
て 

│
│沈　

　
　

庭

　

欧
陽
竟
無
（
一
八
七
一
―
一
九
四
三
）
が
設
立
し
た
支
那
内
学
院
は
民

国
時
代
に
お
け
る
法
相
唯
識
学
の
思
想
を
復
興
さ
せ
る
た
め
の
根
拠
地
お

よ
び
中
心
的
な
場
所
で
あ
り
、
僧
侶
と
世
俗
の
人
の
両
方
に
対
し
て
、
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
那
内
学
院
（
以
下
「
内
学

院
」
と
略
称
す
る
）
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
が
欧
陽
竟
無

や
呂
澂
等
の
代
表
的
な
人
物
を
中
心
に
、
彼
ら
の
仏
教
思
想
や
生
涯
の
事

績
な
ど
に
つ
い
て
探
っ
て
き
た
が
、
教
育
お
よ
び
研
究
の
機
関
と
し
て
の

内
学
院
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

本
報
告
で
は
教
育
機
関
と
し
て
の
内
学
院
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
建
学

の
理
念
、
教
育
機
関
と
し
て
の
歴
史
お
よ
び
仏
教
知
識
と
仏
教
学
問
の
近
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越
境
す
る
「
日
本
仏
教
」

│
│ 

近
代
中
国
仏
教
教
育
に
お
け
る
大
谷
大
学 

│
│

何　
　

燕
生

　

近
代
中
国
仏
教
は
「
僧
団
仏
教
」
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
太
虚
を
中
心
に
、

日
本
仏
教
の
教
育
を
モ
デ
ル
と
し
た
中
国
仏
教
の
改
革
が
な
さ
れ
よ
う
と

し
た
。
太
虚
の
仏
教
改
革
運
動
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
「
仏
化
世
界
」、
つ

ま
り
仏
教
の
世
界
化
で
あ
り
、
太
虚
の
念
頭
に
は
と
く
に
西
洋
近
代
の
物

質
文
明
に
対
す
る
批
判
が
あ
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
、
大

谷
大
学
に
在
職
し
て
い
た
稲
葉
円
成
や
鈴
木
大
拙
と
太
虚
と
の
交
流
を
具

体
的
に
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、「
僧
団
仏
教
」
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
太
虚
が

中
心
と
な
っ
て
推
し
進
め
て
ら
れ
て
き
た
近
代
中
国
仏
教
教
育
の
事
業
に

お
け
る
大
谷
大
学
の
存
在
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

太
虚
が
初
来
日
し
た
の
は
一
九
一
七
年
で
あ
る
。
真
宗
大
学
（
大
谷
大

学
）
を
訪
れ
、
真
宗
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
入
手
し
た
。
の
ち
に
、
太

虚
は
『
我
的
仏
教
改
進
運
動
略
史
』
で
、「
日
本
の
仏
教
教
育
に
つ
い
て

は
、
私
も
調
べ
た
の
で
あ
り
、
帰
国
後
、
そ
れ
を
仏
学
院
の
参
考
に
し
た

い
と
考
え
た
」。
民
国
十
一
年
（
一
九
二
二
）、
武
昌
仏
学
院
を
設
立
し
た

際
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
日
本
の
仏
教
大
学
の
そ
れ
を
参
考
し
た
」
と
太

虚
は
明
ら
か
に
し
た
。「
仏
教
大
学
」
と
は
真
宗
大
学
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
太
虚
と
交
流
を
持
っ
た
最
初
の
日
本
人
研
究
者
は
大
谷
大
学
教

授
の
稲
葉
円
成
（
一
八
八
一
―
一
九
五
〇
）
の
よ
う
で
あ
る
。
稲
葉
は
計

三
回
訪
中
し
た
が
、
太
虚
と
出
会
っ
た
の
は
二
回
目
の
時
で
あ
る
。
稲
葉

の
訪
中
日
誌
に
よ
る
と
、
稲
葉
は
一
九
二
二
年
四
月
十
九
日
、
武
昌
仏
学

院
へ
赴
き
、
太
虚
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
が
不
在
。
し
か
し
、「
帰
路
の
途

中
に
て
太
虚
に
会
ふ
」
と
記
述
し
て
い
る
。
実
際
に
太
虚
に
会
っ
た
こ
と

で
の
仏
教
教
育
を
打
ち
立
て
た
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
宗
派
や
寺
院
あ
る
い

は
法
脈
的
な
師
承
を
基
盤
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
伝
統
的
な
仏
教
教
育
シ
ス

テ
ム
を
変
え
、
居
士
や
学
者
が
代
わ
っ
て
、
仏
教
の
教
育
事
業
に
従
事
し

た
り
、
ま
た
は
仏
教
内
外
の
諸
学
問
や
中
国
や
西
洋
の
各
学
説
を
教
え
た

り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、（
一
）は
仏
教
の
学
問
を
寺

の
中
か
ら
大
学
へ
推
し
進
め
さ
せ
た
こ
と
。
大
学
に
数
多
く
の
仏
教
の
専

門
知
識
を
持
っ
た
教
員
を
送
り
出
し
た
の
み
な
ら
ず
、
内
学
院
の
方
に
入

学
し
て
仏
教
を
学
ぶ
学
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
仏
教

研
究
は
中
国
の
大
学
へ
と
進
出
し
、
大
学
の
高
等
教
育
で
の
重
要
な
一
環

と
な
り
、
大
学
の
教
員
と
学
生
に
仏
教
を
理
解
す
る
機
会
を
提
供
し
た
。

（
二
）内
学
院
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と
研
究
は
、
上
は
「
乾
嘉
学
者
」
の
「
事

実
求
是
」
の
学
風
を
受
け
継
ぎ
、
下
は
「
価
値
中
立
」
を
内
在
的
な
規
定

と
す
る
現
代
仏
教
学
の
研
究
の
端
緒
を
開
く
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。（
三
）

仏
教
知
識
の
公
共
化
を
推
し
進
め
た
点
で
あ
る
。
内
学
院
の
働
き
に
よ

り
、
仏
教
知
識
は
僧
侶
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
な

り
、
日
増
し
に
公
共
的
な
思
想
の
資
源
と
な
っ
て
い
っ
た
。
一
方
で
は
そ

の
強
調
し
よ
う
と
す
る
唯
識
学
が
清
代
の
朴
学
を
し
て
現
代
的
な
意
味
で

の
学
術
研
究
の
た
め
の
重
要
な
要
素
と
な
り
、
現
代
の
新
儒
家
の
哲
学
の

形
成
に
刺
激
を
与
え
た
。
要
す
る
に
、
内
学
院
は
ま
さ
し
く
現
代
的
意
味

で
の
仏
教
教
育
機
関
で
あ
り
、
唯
識
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
現
代
の
科
学
や

哲
学
の
基
本
的
な
精
神
に
合
致
す
る
よ
う
な
仏
教
知
識
の
体
系
を
創
出
し

た
の
で
あ
る
。
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太
虚
に
紹
介
し
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
鈴
木
大

拙
が
太
虚
と
文
通
し
た
の
は
稲
葉
円
成
の
紹
介
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と

も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
太
虚
が
設
立
し
た
最
初
の
近
代
的
僧
侶
養
成
機
関
で
あ

る
武
昌
仏
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
大
谷
大
学
の
そ
れ
を
参
考
に
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
み
な
ら
ず
、
教
科
書
の
一
部
も
大
谷

大
学
出
身
の
教
員
、
例
え
ば
舟
橋
水
哉
、
斎
藤
唯
信
の
原
著
を
中
国
語
に

翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
稲
葉
円
成
と
太
虚
と
の
交
流
が
わ

ず
か
三
、
四
年
だ
っ
た
が
、
こ
の
数
年
は
ま
さ
に
太
虚
の
仏
教
教
育
事
業

が
国
際
的
な
展
開
を
見
せ
始
め
た
大
事
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
要
す
る

に
、
太
虚
の
仏
教
教
育
事
業
に
対
し
て
大
谷
大
学
の
果
た
し
た
具
体
的
な

役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

「
多
様
な
近
代
」
の
中
の
仏
教

│
│ 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
仏
教
教
団 

│
│

木
村　

敏
明

　

本
報
告
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
の
半
ば
に
か
け
て
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
舞
台
に
お
こ
っ
た
仏
教
復
興
の
流
れ
を
そ
の
社
会
的
背
景
か

ら
読
み
解
く
こ
と
を
試
み
る
。
な
お
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
復
興
に
つ

い
て
は
石
井
米
雄
や
木
村
文
輝
に
よ
る
優
れ
た
研
究
が
存
在
し
て
お
り
、

ま
た
近
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
若
手
研
究
者
に
よ
っ
て
新
た
な
研
究
も
現
れ

つ
つ
あ
る
。
本
報
告
は
そ
れ
ら
の
成
果
に
基
づ
き
つ
つ
、
国
家
公
認
宗
教

と
し
て
仏
教
が
確
立
し
て
い
く
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
て
い
く
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
二
億
三
千
万
の
人
口
の
う
ち
お
よ
そ
八
五
％
が
ム
ス

リ
ム
で
あ
り
、
そ
の
信
者
数
は
キ
リ
ス
ト
教
（
一
〇
％
）
と
比
べ
て
も
圧

が
わ
か
る
。『
太
虚
年
譜
』
な
ど
で
は
会
わ
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、

そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
稲
葉
の
訪
中
日
誌
で
は
、
さ
ら
に
「
尚
ほ
、
科
目

に
は
、
哲
学
、
英
文
、
日
文
を
加
え
、
新
式
の
教
育
を
施
す
点
に
あ
る
。

仏
教
の
目
醒
め
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
語
の
教
師
は
慧
円
居
士

に
て
、
教
室
に
は
多
く
の
日
本
の
仏
教
新
刊
書
を
倶
へ
、
境
野
氏
の
仏
教

史
、
斎
藤
氏
の
仏
教
概
論
、
舟
橋
君
の
原
始
仏
教
史
等
あ
り
。
殊
に
境
野

氏
の
印
度
仏
教
史
は
居
士
の
手
に
て
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
教
科
書
と
あ

し
居
れ
り
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
太
虚
が
真
宗
大
学
で
入
手
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
同
年
六
月
十
日
（
旧
暦
）、
太
虚
が
廬
山
に
て
「
世
界
仏
教
連
合
会

講
演
会
」
を
主
催
。
初
日
は
太
虚
が
講
演
、
翌
日
は
稲
葉
が
講
演
。
講
演

に
先
立
ち
、
応
接
室
で
太
虚
と
筆
談
で
行
わ
れ
た
会
談
が
『
海
潮
音
』
第

四
巻
七
号
（
一
九
二
三
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
会
談
の
中
で
、
稲
葉

が
太
虚
に
以
下
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。
①
「
交
換
留
学
生
の
こ
と
に

つ
い
て
、
帰
国
後
、
関
係
者
に
相
談
し
、
二
、
三
の
学
生
を
派
遣
し
、

仏
学
院
に
留
学
さ
せ
る
」。
②
「
英
文
仏
教
雑
誌T

he E
astern Bud-

dhist

は
本
学
（
大
谷
大
学
）
の
月
刊
誌
で
あ
る
」。
稲
葉
の
日
誌
に
よ

る
と
、
稲
葉
は
同
年
八
月
十
日
に
日
本
へ
帰
国
し
た
が
、
一
ヶ
月
後
関
東

大
震
災
が
起
こ
っ
た
。
太
虚
か
ら
二
通
の
手
紙
が
届
き
、
一
通
目
は
交
換

留
学
生
に
つ
い
て
で
あ
り
、
二
通
目
は
震
災
の
見
舞
い
で
あ
る
。
そ
れ
ら

に
つ
い
て
の
稲
葉
の
返
事
が
『
海
潮
音
』
第
四
年
九
号
（
一
九
二
三
年
）

に
掲
載
さ
れ
た
。
鈴
木
大
拙
が
昭
和
九
年
に
中
国
仏
教
を
視
察
し
、「
支

那
仏
教
印
象
記
」
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
よ
り
十
年
も
前
に
、
大
谷
大
学
に
赴
任
し
た
頃
、
鈴
木
は
太
虚

に
手
紙
を
送
り
、
自
身
が
編
集
し
て
い
るT

he E
astern Buddhist

を
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を
入
れ
て
い
た
神
智
学
協
会
が
、
フ
ァ
ン
・
ヒ
ル
ー
ペ
ン
会
長
の
も
と
仏

教
復
興
運
動
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
神
智
学
協

会
は
当
初
植
民
地
行
政
官
や
商
人
と
し
て
そ
の
地
に
暮
ら
し
て
い
た
オ
ラ

ン
ダ
人
を
中
心
と
し
て
一
九
〇
一
年
に
は
ス
マ
ラ
ン
に
最
初
の
ロ
ッ
ジ
を

形
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
一
二
年
に
は
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
独
立
し
た

オ
ラ
ン
ダ
領
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
神
智
学
協
会
が
設
立
さ
れ
上
述
の
フ
ァ
ン
・

ヒ
ル
ー
ペ
ン
が
会
長
に
就
任
し
て
い
る
。
次
第
に
ジ
ャ
ワ
人
や
華
人
の
メ

ン
バ
ー
も
増
加
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
思
想
界
や
政
治
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
こ
と
が
近
年
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

日
本
軍
政
期
を
経
て
一
九
四
八
年
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
独
立
す
る
と
、

上
で
述
べ
た
通
り
、
仏
教
の
復
興
に
政
治
的
な
意
味
合
い
が
加
わ
っ
て
き

た
。
す
な
わ
ち
公
認
宗
教
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
否
か
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

宗
教
の
信
者
た
ち
の
生
活
に
お
い
て
死
活
問
題
と
も
い
え
る
重
要
事
項
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
多
様
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
教
を
ま

と
め
あ
げ
、
そ
れ
が
「
唯
一
神
の
崇
拝
」
と
い
う
建
国
の
理
念
に
そ
っ
た

宗
教
で
あ
る
こ
と
を
粘
り
強
く
主
張
し
、
公
認
宗
教
の
地
位
を
獲
得
へ
と

導
い
た
の
が
ア
シ
ン
・
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
（
戴
滿
安
）
で
あ
る
。
本
発
表
で

は
、
プ
ラ
ナ
カ
ン
出
身
で
神
智
学
協
会
に
も
所
属
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ロ

ニ
ン
ゲ
ン
大
学
留
学
の
経
験
も
持
つ
ア
シ
ン
ジ
ナ
ラ
ッ
キ
タ
の
経
歴
、
思

想
、「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
仏
乗
僧
伽
連
合
」
結
成
の
経
緯
を
概
観
し
な
が
ら
、

い
か
に
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
宗
教
で
あ
る
仏
教
が
社
会
的
地
位
を
確
立
し

て
い
っ
た
の
か
考
察
す
る
。

倒
的
に
多
い
。
一
方
、
仏
教
信
者
は
華
人
を
中
心
に
全
人
口
の
一
％
程
度

と
さ
れ
て
お
り
同
国
に
お
い
て
は
明
ら
か
に
少
数
派
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
国
家
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
六
つ
の
宗
教
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
て
お

り
、
法
的
・
行
政
的
な
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
建
国
の
理
念
と
し
て

「
唯
一
神
へ
の
崇
拝
」
を
掲
げ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
れ
ら
の
公
認

宗
教
は
宗
教
省
の
管
轄
下
に
お
か
れ
な
が
ら
婚
姻
や
教
育
な
ど
に
お
い
て

特
別
な
地
位
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
非
信
者
は
社
会
生
活
上
様
々

な
不
都
合
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
住
民
登
録
に
当
た
っ
て

も
国
民
は
こ
れ
ら
の
宗
教
の
一
つ
を
選
ん
で
申
し
出
る
必
要
が
あ
り
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
い
ず
れ
か
の
宗
教
の
信
者
と
し
て
申
告
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
仏
教
が
公
認
宗
教
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
信
者
が
こ
の
よ
う

な
面
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
民
と
し
て
支
障
な
く
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
現
在
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
は
か
つ
て
イ
ン
ド
文

明
の
影
響
下
に
あ
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
や
仏
教
の
遺
跡
も
数
多
く
残
っ
て
い

る
。
し
か
し
一
六
世
紀
こ
ろ
か
ら
西
域
と
の
貿
易
が
盛
ん
に
な
る
に
つ
れ

イ
ス
ラ
ー
ム
の
影
響
が
ス
マ
ト
ラ
や
ジ
ャ
ワ
に
お
よ
び
は
じ
め
、
マ
タ
ラ

ム
朝
な
ど
イ
ス
ラ
ー
ム
王
国
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
多
く
の
人
々

が
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
や
仏
教
の
信
者
は
バ
リ
島
な
ど

一
部
地
域
と
華
人
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
一
九
世
紀
の
終
盤
を
迎
え
た
こ
ろ
に
仏

教
の
復
興
へ
向
け
た
動
き
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
プ
ラ

ナ
カ
ン
出
身
の
郭
徳
懐
で
あ
り
、
華
人
の
伝
統
文
化
の
一
環
と
し
て
仏
教

に
も
注
目
し
、
教
育
な
ど
を
通
し
て
そ
の
復
興
に
力
を
注
い
だ
。
そ
れ
に

呼
応
す
る
よ
う
な
形
で
、
当
時
、
南
ア
ジ
ア
で
仏
教
の
研
究
と
発
展
に
力
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立
、
留
学
僧
派
遣
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
を
紹
介
し
な
が
ら
、

台
湾
の
視
点
か
ら
「
近
代
仏
教
」
と
は
何
か
を
考
え
よ
う
と
し
た
。
沈
庭

は
「
仏
教
知
の
近
代
的
創
出
―
支
那
内
学
院
を
事
例
と
し
て
―
」
と
の
題

で
、
欧
陽
漸
（
竟
無
）
ら
に
よ
る
法
相
唯
識
学
の
研
究
を
取
り
上
げ
、
と

く
に
西
洋
の
学
問
的
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
法
相
唯
識
学
を
も
っ
て
「
近

代
化
」
に
応
答
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
の
中
で
創
出
さ
れ
た
「
新
し
い

知
識
と
し
て
の
仏
教
」
や
「
教
養
と
し
て
の
仏
教
」
に
着
目
し
、
そ
の
意

義
を
考
察
し
た
。
何
燕
生
は
「
越
境
す
る
『
日
本
仏
教
』
―
近
代
中
国
仏

教
教
育
に
お
け
る
大
谷
大
学
―
」
と
の
題
で
、
一
九
二
〇
年
代
、
大
谷
大

学
に
在
職
し
て
い
た
稲
葉
円
成
や
鈴
木
大
拙
ら
と
太
虚
と
の
交
流
を
ふ
り

か
え
り
な
が
ら
、
僧
団
仏
教
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
太
虚
が
中
心
と
な
っ
て

推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
近
代
中
国
仏
教
教
育
に
お
け
る
大
谷
大
学
の
存
在

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
木
村
敏
明
は
「『
多
様
な
近
代
』
の
中
の

仏
教
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
仏
教
教
団
―
」
と
の
題
で
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
お
け
る
仏
教
教
団
の
形
成
と
変
化
を
、
同
国
独
立
後
の
政
治
的
社

会
的
文
脈
の
中
に
位
置
付
け
て
考
察
し
た
。
氏
に
よ
れ
ば
、
植
民
地
支
配

か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
宗
教
と
り
わ
け
国
民
の
大

多
数
を
占
め
る
イ
ス
ラ
ー
ム
と
近
代
国
民
国
家
と
い
う
拮
抗
す
る
二
つ
の

理
念
の
間
で
時
代
ご
と
に
微
妙
な
か
じ
取
り
を
し
な
が
ら
国
家
建
設
を

進
め
て
き
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
独
特
の
「
仏
乗
仏
教Buddhayana 

Buddhism

」
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
近
代
化
の
波
を
ま

と
も
に
か
ぶ
る
中
、
仏
教
側
か
ら
の
応
答
と
し
て
誕
生
し
た
教
団
だ
と
い

う
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
に
対
し
て
、
会
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
質
問
が
出
さ
れ

た
。
例
え
ば
「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
に
お
け
る
仏
教
の
近
代
化
過
程
で

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

何　
　

燕
生

　

近
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
変
化
・
変
容
は
多
様
な
広
が
り
や
複
合

的
な
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
近
代
の
場
合
は
日
本
の
植
民
地
政
策
の
一
環

と
し
て
の
「
日
本
仏
教
」
の
影
響
が
中
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
特
殊
な

「
近
代
化
」
を
辿
っ
て
き
た
。
一
方
、
中
国
大
陸
で
は
「
僧
団
仏
教
」
リ

ー
ダ
ー
で
あ
る
太
虚
を
中
心
に
、
日
本
仏
教
の
教
育
を
モ
デ
ル
と
し
て
中

国
仏
教
の
改
革
が
な
さ
れ
る
一
方
、
欧
陽
漸
（
竟
無
）
ら
の
「
居
士
仏

教
」
一
派
は
西
洋
の
哲
学
や
思
想
と
の
比
較
か
ら
仏
教
の
教
理
を
研
究

し
、「
近
代
化
」
に
応
答
し
よ
う
と
し
た
。
南
方
の
仏
教
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と

い
う
大
き
な
存
在
の
中
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
宗
教
で
あ
り
な
が
ら
、
独
自
の

「
近
代
化
」
を
遂
げ
、「
仏
乗
仏
教Buddhayana Buddhism

」
の
よ

う
な
教
団
ま
で
創
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
ア
ジ
ア
の
仏
教
を
論
じ

る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
そ
う
し
た
歴
史
的
社
会
的
政
治
的
文
脈
や
複
合
的
な

文
化
的
要
素
を
重
視
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
「
近
代
仏

教
」
と
称
し
、
西
洋
由
来
の
よ
う
な
分
析
枠
で
捉
え
る
に
は
限
界
が
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
立
ち
、
本
パ
ネ
ル
は
教
育
、
教
養
、
教
団
に
焦

点
を
当
て
、
そ
れ
ぞ
れ
台
湾
、
日
本
、
中
国
大
陸
お
よ
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
立
場
か
ら
、「
仏
教
と
近
代
ア
ジ
ア
」
に
つ
い
て
、
国
際
的
・
学
際
的

に
考
察
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　
「
日
本
統
治
時
代
の
台
湾
仏
教
教
育
に
お
け
る
日
本
の
影
響
」
と
題
す

る
林
佩
瑩
の
発
表
は
、
日
本
曹
洞
宗
に
よ
る
活
動
、
例
え
ば
「
尸
羅
会
」

（
伝
戒
会
）、「
台
湾
仏
教
中
学
林
」、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
よ
る
仏
教
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
、
浄
土
宗
の
仏
教
教
育
の
取
り
組
み
、
婦
人
会
の
設
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キ
リ
ス
ト
教
殉
教
と
歴
史
的
記
憶

代
表
者　

カ
ル
ラ
・
ト
ロ
ヌ

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

岩
野
祐
介

司
会　

狹
間
芳
樹

マ
カ
バ
イ
殉
教
者
を
記
憶
す
る
初
代
教
会
の
思
想

淺
野　

淳
博

　

発
表
者
は
、
旧
約
聖
書
続
編
と
偽
典
所
収
の
第
二
、
第
四
マ
カ
バ
イ
記

に
お
け
る
殉
教
思
想
が
、
初
代
教
会
の
神
学
形
成
に
寄
与
し
た
使
徒
パ
ウ

ロ
へ
い
か
に
受
容
さ
れ
、
さ
ら
に
二
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を
反
映
す

る
使
徒
教
父
の
殉
教
理
解
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
概
観
す
る
。

　

両
書
は
セ
レ
ウ
コ
ス
朝
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
四
世
の
圧
政
下
で
宗
教
弾
圧

を
経
験
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
ら
が
、
命
を
か
け
て
ト
ー
ラ
ー
を
遵
守
す
る
様
子

を
物
語
る
が
、
そ
こ
か
ら
は
「
殉
教
者
」
と
民
全
体
の
受
難
の
意
義
に
関

す
る
思
想
が
伺
え
る
。
第
一
に
、
民
の
苦
し
み
は
神
の
訓
育
で
あ
り
、
こ

れ
を
通
し
て
神
へ
の
誠
実
を
学
ぶ
民
が
神
と
の
和
解
を
得
る
（
二
マ
カ

七
・
三
二
―
三
三
、
四
マ
カ
六
・
二
八
―
二
九
）。
さ
ら
に
殉
教
者
の
死

は
神
の
怒
り
を
宥
め
る
犠
牲
獣
の
死
に
準
え
ら
れ
る
（
二
マ
カ
七
・
三
七

―
三
八
。
四
マ
カ
四
・
二
〇
参
照
）。
発
表
者
は
、
こ
の
マ
カ
バ
イ
殉
教

思
想
の
背
後
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
殿
神
学
を
見
出
す
が
、
同
時
に
古
代
地
中

海
世
界
に
広
く
見
ら
れ
る
英
雄
死
思
想
と
こ
の
殉
教
思
想
と
の
共
通
点
を

も
考
慮
に
入
れ
る
。
マ
カ
バ
イ
二
書
に
描
か
れ
る
殉
教
物
語
は
、
律
法
に

対
す
る
殉
教
者
の
熱
心
を
民
が
記
憶
に
深
く
留
め
る
こ
と
を
促
す
（
二
マ

カ
六
・
三
一
、
七
・
二
〇
、
四
マ
カ
一
七
・
八
―
一
〇
）。
さ
ら
に
二
マ

戒
律
の
問
題
が
ど
う
対
処
さ
れ
た
か
」「
数
多
く
の
大
学
の
中
で
、
な
ぜ

太
虚
が
大
谷
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
選
ん
だ
の
か
」「
近
代
の
中
国
大

陸
や
台
湾
で
『
日
本
仏
教
』
に
対
す
る
態
度
は
ど
う
だ
っ
た
か
」
な
ど
で

あ
る
。
質
疑
応
答
お
よ
び
発
表
は
学
会
の
規
定
に
従
い
、
英
語
と
通
訳
を

交
え
て
行
わ
れ
た
。
近
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る
仏
教
の
多
様
性
と
複
合
的
要

素
を
互
い
に
確
認
で
き
た
点
は
と
て
も
良
か
っ
た
と
考
え
る
。
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／
殉
教
死
だ
。
パ
ウ
ロ
は
イ
エ
ス
の
愛
敵
思
想
（
マ
タ
五
・
四
三
―
四

八
）
を
導
入
し
マ
カ
バ
イ
殉
教
思
想
の
加
害
的
暴
力
の
問
題
を
乗
り
越
え

よ
う
と
し
た
。
こ
の
後
イ
エ
ス
の
愛
敵
行
為
の
証
言
者
（m

artys

）
が

死
ぬ
と
、
そ
の
者
が
殉
教
者
（m

artys

）
と
呼
ば
れ
始
め
た
。

　

し
た
が
っ
て
『
ポ
リ
ュ
カ
ル
ポ
ス
殉
教
物
語
』
に
は
、「
私
た
ち
が
倣

う
べ
き
（
キ
リ
ス
ト
の
）
福
音
に
則
っ
た
殉
教
」
と
い
う
主
題
が
貫
か

れ
て
い
る
。
こ
の
物
語
が
殉
教
願
望
者
に
警
告
を
与
え
（『
ポ
リ
ュ
殉
』

四
・
一
。『
イ
グ
・
ロ
マ
』
七
・
二
参
照
）、
読
者
が
殉
教
者
の
生
き
様
に

倣
う
よ
う
促
す
の
は
、「
至
高
の
殉
教
者
イ
エ
ス
を
証
言
す
る
者
」
と
い

うm
artys

の
本
来
の
意
義
が
保
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
の
物
語
は
マ
カ
バ
イ
二
書
の
よ
う
に
殉
教
者
の
死
に
救
済
的
価
値
を
見

出
さ
な
い
。
こ
れ
は
教
会
が
キ
リ
ス
ト
の
死
に
贖
罪
価
値
を
見
出
す
一
方

で
、
キ
リ
ス
ト
者
の
殉
教
死
に
（
証
言
者
と
し
て
の
）
宣
教
的
価
値
を
付

与
す
る
と
い
う
（『
ポ
リ
ュ
殉
』
一
六
・
一
。『
イ
グ
・
ロ
マ
』
三
・
三
）

役
割
分
担
を
行
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
殉
教
思
想
は
こ
こ
を
起

点
と
し
て
展
開
し
始
め
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
お
け
る
殉
教
の
理
解
と
記
憶

狹
間　

芳
樹

　

徳
川
幕
府
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
（
一
六
一
四
年
）
が
全
国
的
に
布

達
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
取
り
締
ま
り
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
る
な
か
、

受
洗
す
る
者
の
数
は
い
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
見
せ
し
め
と
し
て
の
抑
止
力
で
は
な
く
、
む
し

ろ
逆
効
果
と
な
っ
て
作
用
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
イ
エ
ズ

ス
会
が
宣
教
を
と
お
し
て
殉
教
の
意
義
深
さ
を
説
き
、
信
徒
た
ち
に
は
す

カ
バ
イ
記
の
執
筆
目
的
に
は
、
民
族
解
放
を
祝
う
ハ
ヌ
カ
祭
へ
の
参
加
を

促
す
目
的
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
書
は
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
殉
教
史
を
民

の
記
憶
に
刻
む
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
に
制
定
さ
れ
た
記
念
祭
も
記
憶
装
置

と
し
て
民
の
内
に
殉
教
者
の
生
き
様
を
深
く
刻
ん
だ
。

　

ギ
リ
シ
ャ
王
朝
か
ら
解
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
そ
の
後
ロ
ー
マ
帝
国

支
配
下
で
抑
圧
を
経
験
す
る
。
カ
リ
グ
ラ
帝
に
よ
る
神
殿
侵
犯
未
遂
を
体

験
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ
の
原
始
教
会
は
、
マ
カ
バ
イ
抵
抗
運
動
を
記
し
た
マ

カ
バ
イ
諸
書
の
言
語
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
る
が
（
一
マ
カ
一
・
五
四
、

二
マ
カ
四
・
二
、
四
マ
カ
一
八
・
一
二
。
マ
コ
一
三
・
一
四
、
ガ
ラ
一
・

一
四
参
照
）、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
同
胞
の
ユ
ダ
ヤ
人
ら
が
カ
リ
グ
ラ
帝

と
ア
ン
テ
ィ
オ
コ
ス
四
世
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
自
ら
を
マ
カ
バ
イ
殉
教
思

想
に
よ
っ
て
鼓
舞
し
た
時
代
的
背
景
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
使
徒
パ
ウ
ロ

も
改
宗
以
前
に
こ
の
思
想
世
界
を
生
き
た
。

　

パ
ウ
ロ
が
関
わ
っ
た
教
会
へ
の
迫
害
活
動
は
彼
の
改
宗
の
遠
因
と
な
っ

た
。
宗
教
弾
圧
下
で
の
被
害
者
た
る
殉
教
者
を
正
当
化
し
支
持
す
る
殉
教

思
想
は
、
し
か
し
そ
の
加
害
者
的
暴
力
の
問
題
に
応
答
し
な
か
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
ユ
ダ
ヤ
社
会
の
周
縁
に
位
置
す
る
教
会
と
い
う
弱
小
集
団
を
律

法
保
守
と
い
う
立
場
か
ら
迫
害
し
、
そ
れ
は
ス
テ
フ
ァ
ノ
殺
害
に
至
っ

た
。
こ
の
事
件
を
契
機
に
パ
ウ
ロ
の
世
界
観
は
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
キ
リ
ス

ト
顕
現
体
験
を
と
お
し
て
被
害
者
た
る
原
始
教
会
へ
帰
属
し
た
。
こ
れ

が
、
パ
ウ
ロ
の
神
学
構
築
が
マ
カ
バ
イ
殉
教
思
想
の
再
解
釈
と
い
う
側
面

を
持
つ
背
景
だ
。
原
始
教
会
が
イ
エ
ス
の
死
の
救
済
的
意
義
を
模
索
す
る

中
、
パ
ウ
ロ
は
こ
れ
を
王
キ
リ
ス
ト
の
英
雄
／
殉
教
死
と
捉
え
た
。
そ
の

救
済
的
効
力
は
同
胞
（
友
）
の
み
な
ら
ず
他
者
（
敵
）
へ
も
向
け
ら
れ
た

（
ロ
マ
五
・
六
―
一
〇
）。
こ
れ
は
敵
味
方
の
垣
根
を
越
え
る
新
た
な
英
雄
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チ
オ
・
モ
デ
ル
ナ
（
近
代
的
敬
虔
）
の
思
想
に
通
ず
る
教
説
―
そ
れ
は
無

論
、
本
質
的
内
容
は
異
な
る
も
の
の
―
が
日
本
の
仏
教
の
な
か
に
も
確
認

で
き
る
こ
と
を
把
捉
し
、
そ
の
上
で
そ
れ
ら
を
援
用
す
る
こ
と
が
殉
教
精

神
の
涵
養
に
資
す
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
施
策
が
実
際
に

功
を
奏
し
た
こ
と
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
数
の
殉
教
者
が
輩
出
さ
れ
た

こ
と
に
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
管
区
長
を
務
め
た
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
は
、
西
坂
で
の

処
刑
の
四
〇
日
後
に
「
迫
害
報
告
」
を
執
筆
し
た
が
、
そ
う
し
た
報
告
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
ど
く
と
、
日
本
で
の
殉
教
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ひ
ろ
く

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
、
信
徒
た
ち
の
列
福
・
列
聖
が
な
さ
れ

て
い
く
。
そ
し
て
江
戸
時
代
初
期
の
二
〇
五
人
の
殉
教
者
が
一
九
世
紀
半

ば
に
列
福
さ
れ
る
と
、
殉
教
が
お
こ
っ
た
九
月
一
〇
日
は
単
に
殉
教
者
だ

け
で
は
な
く
、
日
本
の
殉
教
者
す
べ
て
を
記
念
す
る
日
に
定
め
ら
れ
、
さ

ら
に
西
坂
の
地
が
聖
地
の
ひ
と
つ
と
な
る
な
か
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
殉
教
は

日
本
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
ふ
く
め
た
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
歴

史
的
な
記
憶
と
し
て
成
立
す
る
に
い
た
っ
た
。

　

明
治
以
降
の
日
本
で
は
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
大
勢
を
占
め
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
も
な
お
キ
リ
シ
タ
ン
の
時
代
へ
の
関
心
は
高
い
。
し
か
し
近

世
日
本
で
の
殉
教
現
象
は
、
と
も
す
れ
ば
情
緒
的
に
と
ら
え
ら
れ
、
美
化

さ
れ
が
ち
で
あ
り
、「
殉
教
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
パ
ウ
ロ
の
殉
教

思
想
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
一
六
世
紀
に
宣
べ
伝
え
た
殉

教
論
、
さ
ら
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の
今
日
的
見
解
と
も
乖
離
し

て
い
る
感
が
否
め
な
い
。
と
き
に
武
士
の
殉
死
―
そ
の
概
念
自
体
も
大
い

に
再
考
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
―
と
も
重
ね
合
わ
さ
れ
、
い
た
ず
ら

に
英
雄
視
さ
れ
る
現
代
日
本
で
の
殉
教
者
像
が
、
い
か
な
る
情
況
に
よ
り

で
に
殉
教
者
へ
の
崇
敬
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
う
し
た
殉

教
へ
の
準
備
教
育
に
あ
た
り
有
効
に
機
能
し
た
の
が
一
五
九
〇
年
以
降
、

お
よ
そ
百
種
刊
行
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
の
出
版
物
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば

長
崎
の
西
坂
で
五
五
名
の
信
徒
た
ち
が
火
刑
や
斬
首
に
よ
っ
て
処
刑
さ
れ

た
「
元
和
の
大
殉
教
」（
一
六
二
二
年
）
を
は
じ
め
、
一
段
と
熾
烈
な
弾

圧
に
よ
り
、
日
々
、
殉
教
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
当
時
の
記
録
が
管
区

長
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
シ
ェ
コ
ら
に
よ
っ
て
「
イ
エ
ズ
ス
会
年
報
」
に

の
こ
さ
れ
て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
あ
る
信
徒
が
ミ
ゼ
ル
コ
ル
デ
ィ

ア
（
慈
悲
）
の
組
に
向
け
て
書
き
送
っ
た
手
紙
に
は
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作

業
の
内
抜
書
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
同
朋
た
ち
に
殉
教
を
促
し
て
い
る
こ

と
が
み
て
と
れ
る
。

　

こ
の
書
は
一
五
九
〇
年
以
降
イ
エ
ズ
ス
会
が
出
版
し
た
約
百
種
の
出
版

物
（
キ
リ
シ
タ
ン
版
）
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
一
五
九
一
年
に
加
津
佐
で
刊

行
さ
れ
た
聖
人
伝
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
一
三
世
紀
半
ば
以
降
、
中

世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ひ
ろ
く
読
ま
れ
た
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
の
『
黄
金
伝
説
』
を
は

じ
め
、
そ
の
第
二
四
章
「
サ
ン
ジ
ョ
ア
ン
・
エ
ワ
ン
ゼ
リ
ス
タ
の
御
弟
子

な
る
サ
ン
ポ
リ
カ
ル
ポ
の
マ
ル
チ
リ
ヨ
（
殉
教
）
の
事
」
と
の
章
題
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
『
ポ
リ
ュ
カ
ル
ポ
ス
殉
教
物
語
』
も
収
載
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
邦
訳
に
は
仏
教
語
や
仏
教
の
教
説
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
は

興
味
深
い
。
巡
察
師
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
宣
教
開
始
後
間
も
な
い
一
五
五

五
年
に
「
害
に
な
り
う
る
五
十
以
上
の
語
」（
バ
ル
タ
ザ
ー
ル
・
ガ
ゴ
書

簡
）
を
選
定
す
る
な
ど
仏
教
語
の
使
用
に
は
き
わ
め
て
慎
重
な
態
度
を
と

っ
て
き
た
が
、
一
方
で
ザ
ビ
エ
ル
以
来
の
「
適
応
主
義
」
の
も
と
日
本
で

の
宣
教
を
推
し
進
め
、
丹
念
に
日
本
の
諸
宗
教
を
研
究
し
た
結
果
、
イ
エ

ズ
ス
会
の
霊
性
の
中
核
を
担
う
イ
ミ
タ
テ
ィ
オ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
や
デ
ヴ
ォ
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長
崎
で
列
福
さ
れ
た
。
⑥
マ
ニ
ラ
に
追
放
さ
れ
た
高
山
右
近
は
二
〇
一
七

年
に
大
阪
で
列
福
さ
れ
た
。

　

発
表
で
は
彼
ら
の
国
籍
や
性
別
、religious status

す
な
わ
ち
聖
職

者
か
俗
人
か
と
い
う
宗
教
的
身
分
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
世
か
ら

現
代
ま
で
、
日
本
殉
教
者
の
福
者
・
聖
人
の
属
性
の
変
容
を
、
社
会
や
価

値
観
の
変
容
の
背
景
の
中
で
簡
単
に
考
察
す
る
と
、
ま
ず
国
籍
に
つ
い
て

は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ノ
会
の
二
名
の
福
者
を
除
く
全
て
の
事
例
に
お
い
て

日
本
人
の
割
合
が
高
い
。
国
籍
と
宗
教
的
身
分
の
関
係
を
見
て
い
く
と
、

外
国
人
の
ほ
ぼ
全
て
が
聖
職
者
で
あ
っ
た
。
殆
ど
の
聖
職
者
は
宣
教
師
と

し
て
来
日
し
た
外
国
人
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
国
籍
と
性
別
の
関

係
を
見
て
み
る
と
、
外
国
人
は
全
て
男
性
で
、
女
性
は
全
て
日
本
人
で
あ

っ
た
。
来
日
し
た
外
国
人
は
、
宣
教
師
に
女
性
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
商

人
は
配
偶
者
を
伴
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
性
別
に
つ
い
て
は
女
性
の
割
合
が
、
二
〇
五
福
者
の
事
例
で
は
一

七
％
、
一
六
聖
人
と
一
八
八
福
者
の
事
例
で
は
約
三
三
％
で
あ
っ
た
。
し

か
し
日
本
で
女
性
は
正
式
に
聖
職
者
に
な
れ
な
か
っ
た
た
め
、
女
性
が
す

べ
て
在
家
に
な
る
が
、
在
家
の
中
で
の
女
性
の
割
合
を
見
る
と
、
二
〇
五

人
の
事
例
（
一
一
・
七
％
）
と
一
六
聖
人
の
事
例
（
一
二
・
五
％
）
と
、
時

代
を
通
し
て
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
な
お
、
聖
人
と
な
っ
た
二
人
の
女
性

は
ど
ち
ら
も
配
偶
者
と
し
て
で
は
な
く
自
ら
の
活
動
を
理
由
と
し
て
処
刑

さ
れ
て
い
る
が
、
彼
女
た
ち
の
夫
や
父
親
の
処
刑
に
追
随
し
た
ケ
ー
ス
で

あ
っ
た
こ
と
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
二
〇
五
福
者
の
中
で
、

処
刑
さ
れ
た
家
族
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
七
割
だ

が
、
そ
の
情
報
が
不
明
あ
る
い
は
曖
昧
な
場
合
も
あ
る
の
で
実
際
に
は
も

っ
と
高
い
可
能
性
が
あ
る
。

創
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
も
解
明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。

日
本
の
殉
教
者
の
歴
史
的
記
憶
と
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

カ
ル
ラ
・
ト
ロ
ヌ

　

日
本
で
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
来
日
し
た
宣
教
師
に
よ
っ
て
原
始
キ

リ
ス
ト
教
の
殉
教
に
関
す
る
事
例
や
殉
教
の
概
念
が
伝
え
ら
れ
た
。
豊
臣

秀
吉
や
徳
川
幕
府
に
よ
る
迫
害
で
大
勢
の
日
本
人
や
外
国
人
が
殉
教
し
、

大
殉
教
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
処
刑
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
が
殉

教
者
と
し
て
英
雄
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
迫
害
者
で
あ
る
権
力
者
に
と
っ
て

不
都
合
だ
っ
た
た
め
、
処
刑
を
避
け
て
拷
問
と
棄
教
へ
と
転
換
し
た
。
し

か
し
殉
教
者
の
数
が
四
〇
〇
〇
人
以
上
に
の
ぼ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
禁

教
期
か
ら
現
在
ま
で
に
「
福
者
」
や
「
聖
人
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
者
は

四
三
八
名
（
福
者
三
九
六
名
、
聖
人
四
二
名
）
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に

「
列
聖
プ
ロ
セ
ス
」
は
延
べ
六
回
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の
殆
ど
の

事
例
が
集
団
殉
教
で
、
個
人
を
対
象
と
し
た
も
の
は
高
山
右
近
の
一
件
だ

け
に
過
ぎ
な
い
。
①
一
五
九
七
年
長
崎
の
西
坂
で
殉
教
し
た
二
六
名
（
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
会
二
三
名
と
イ
エ
ズ
ス
会
三
名
）
は
一
六
二
七
年
に
列
福
さ

れ
、
一
八
六
二
年
に
列
聖
さ
れ
た
。
②
一
六
一
七
年
か
ら
一
六
三
二
年
の

間
に
九
州
各
地
で
殉
教
し
た
二
〇
五
名
は
一
八
六
七
年
に
列
福
さ
れ
た
。

③
一
六
三
三
年
か
ら
一
六
三
七
年
の
間
に
長
崎
の
西
坂
で
殉
教
し
た
ド
ミ

ニ
コ
会
の
一
六
名
は
一
九
八
一
年
に
マ
ニ
ラ
で
列
福
さ
れ
、
一
九
八
七
年

に
ロ
ー
マ
で
列
聖
さ
れ
た
。
④
一
六
三
二
年
に
殉
教
し
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ノ
会
士
の
二
名
は
一
九
八
九
年
に
列
福
さ
れ
た
。
⑤
一
六
〇
三
年
か
ら
一

六
三
九
年
の
間
に
六
つ
の
地
域
で
殉
教
し
た
一
八
八
名
は
二
〇
〇
八
年
に
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キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
と
い
う
江
戸
幕
府
の
基
本
方
針
は
、
江
戸
時
代
の
宗

教
政
策
（
宗
門
改
め
と
寺
請
制
度
。
封
建
社
会
の
秩
序
の
安
定
化
に
向
け

て
宗
教
の
民
衆
化
を
統
制
す
る
政
策
）
を
規
定
し
、
さ
ら
に
は
日
本
人
の

宗
教
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
宗
教
と
言

え
ば
、
も
っ
ぱ
ら
家
制
度
に
関
連
し
た
冠
婚
葬
祭
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
民

衆
の
宗
教
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
の
実
現
の
場
を
失
う
こ
と
に
な
る
（
宗
教

の
習
俗
化
・
形
式
化
）。
古
屋
安
雄
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
軍
事

的
な
衝
突
の
経
験
は
、
江
戸
幕
府
か
ら
明
治
政
府
に
受
け
継
が
れ
、
太
平

洋
戦
争
前
の
弾
圧
政
策
に
結
実
す
る
。
そ
れ
は
、「
迫
害
す
れ
ば
、
殉
教

者
が
出
て
血
が
流
れ
る
。
そ
し
て
、
か
え
っ
て
信
仰
は
強
く
な
る
。
し
か

し
、
弾
圧
す
れ
ば
、
つ
ま
り
真
綿
で
絞
め
る
よ
う
に
絞
め
れ
ば
、
血
は
流

れ
る
こ
と
な
く
、
骨
抜
き
に
し
て
、
棄
教
者
を
生
む
だ
け
で
す
む
」。
こ

れ
が
近
代
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
が
殉
教
し
な
い
教
会
と
な
っ
た
こ
と
の
一

因
な
の
で
あ
る
（「
迫
害
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
な
思
想

誘
導
や
思
想
管
理
」）。

　

こ
う
し
た
近
世
・
近
代
の
動
向
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
も
含
め
）
が
、
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
に
つ
い
て
、
一
般
の
日
本
人
と

は
異
な
っ
た
特
別
な
仕
方
で
記
憶
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
、
い
わ
ば
殉

教
の
忘
却
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
現
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
キ
リ

シ
タ
ン
殉
教
に
つ
い
て
有
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
規
定

さ
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
も
、
教
科
書
と
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
（
半
世
紀
以
上
も
前
に
武
田
清
子
が
キ
リ
ス

ト
者
の
天
皇
制
に
つ
い
て
意
識
に
つ
い
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

の
類
推
）。

　

で
は
、
殉
教
を
論
じ
る
こ
と
は
、
現
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
と

　

禁
教
期
は
幕
府
に
よ
る
弾
圧
下
に
あ
り
、
日
本
で
殉
教
者
の
歴
史
的
記

憶
が
公
式
に
守
ら
れ
る
た
め
の
活
動
は
日
本
国
外
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ

の
列
聖
の
プ
ロ
セ
ス
が
始
ま
り
、
再
開
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
日

本
布
教
の
再
開
と
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
前
後
の
列
福
・
列
聖
方
式
と
対

策
の
変
容
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
的
な
背
景
の
展
開
で
あ
っ
た
。
福
者
や

聖
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
日
本
の
殉
教
者
の
国
籍
、
性
別
と
宗
派
内
で
の

宗
教
的
身
分
を
比
較
検
討
し
た
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
動
向
も
、
社
会

や
教
会
の
変
容
と
関
わ
り
が
強
く
、
福
者
・
聖
人
の
意
義
を
理
解
す
る
た

め
に
は
彼
ら
の
生
涯
や
受
難
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
公
認
・
顕
彰
を
行
う

共
同
体
と
そ
の
社
会
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。
つ
ま
り
日
本
の
殉
教
者
の
列
聖
の
歴
史
は
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
者

に
つ
い
て
語
る
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
・
現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
の
歴

史
に
つ
い
て
も
語
り
得
る
と
い
え
よ
う
。

現
代
日
本
に
お
け
る
殉
教
論
と
歴
史
的
記
憶

芦
名　

定
道

　

殉
教
者
（
信
仰
の
証
人
）
は
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
特
別
な
位
置
を

占
め
て
い
る
。「
殉
教
の
根
源
は
新
約
聖
書
の
福
音
書
に
お
け
る
イ
エ
ス

の
十
字
架
上
の
苦
難
と
死
で
あ
る
。
…
…
古
代
教
会
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
迫

害
を
受
け
て
い
る
間
は
、
多
く
の
殉
教
者
が
出
た
」。
日
本
に
お
い
て
も
、

キ
リ
シ
タ
ン
史
は
殉
教
歴
史
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
近
代
以
降
の

日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
、
殉
教
し
な
い
教
会
と
な
り
現
代
に
い
た
っ
て
い

る
。
で
は
、
現
代
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
殉
教
と
は
何
か
。
以
下
、
キ
リ

シ
タ
ン
殉
教
の
記
憶
と
そ
の
抑
圧
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
し
、
殉
教
論
の

意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
み
た
い
。
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コ
メ
ン
ト

岩
野　

祐
介

　

海
外
か
ら
の
研
究
者
を
代
表
者
と
し
、
複
数
ジ
ャ
ン
ル
に
ま
た
が
る
研

究
者
の
集
ま
っ
た
本
パ
ネ
ル
は
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教

思
想
史
研
究
と
い
う
点
か
ら
も
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
重
要
で

あ
っ
た
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ
が
考
え
る
の
は
、
殉
教
と
い
う
問
題
を
、
個
々

の
信
仰
者
の
、
信
仰
の
強
さ
や
信
仰
理
解
の
深
さ
だ
け
で
な
く
、
広
義
の

「
宣
教
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
の
意
義
を
示
せ
た
こ
と
で
あ
る
。

殉
教
は
、
信
仰
を
証
し
す
る
行
為
の
な
か
で
も
究
極
的
な
も
の
と
さ
れ
る

が
、
そ
れ
が
起
こ
る
た
め
に
は
、
教
会
・
キ
リ
ス
ト
教
が
抑
圧
・
迫
害
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
状
況
が
「
必
要
」
な
の
で
あ
る
。
宣
教
が
す
す
み
、

キ
リ
ス
ト
教
的
な
（
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
に
親
和
的
・
寛
容
な
）
社
会

が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
殉
教
は
お
こ
ら
な
い
。
迫
害
状
況
が
生
ず
る
の
は

宣
教
の
前
線
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
世
界
史
の
な
か
で
は

相
対
的
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
が
遅
か
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
殉
教
が
問

題
と
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、「
開
祖
」
と
し
て
の
イ
エ
ス
が

公
権
力
に
よ
り
処
刑
さ
れ
殺
さ
れ
る
、
と
い
う
困
難
を
抱
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
こ
と
を
説
明
・
弁
証
し
、
宣
教
を
展
開
す
る
た
め
に
、
キ
リ

ス
ト
教
の
成
立
以
前
か
ら
存
在
す
る
「
殉
教
」
と
い
う
考
え
方
が
用
い
ら

れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
聖
書
の
時
代
、
ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
迫

害
期
の
殉
教
者
た
ち
は
、
イ
エ
ス
を
含
め
、
時
代
状
況
の
な
か
で
や
む
を

得
ず
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
、
後
代
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
、

信
仰
を
捨
て
ず
死
や
苦
し
み
を
も
っ
て
証
し
し
た
「
殉
教
」
で
あ
っ
た
、

と
位
置
付
け
る
。
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
信
仰
を
捨
て
な
け
れ
ば
殺

っ
て
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
現
代
日
本
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
に
お
け
る
「
殉
教
」
論
と
し
て
、
近
藤
勝
彦
「
殉

教
論
の
再
考
」（『
教
会
と
伝
道
の
た
め
に
』
教
文
館
、
一
九
九
二
年
）
を

参
照
し
て
み
よ
う
。
近
藤
は
、
現
代
日
本
に
お
け
る
自
殺
者
の
数
か
ら
、

自
殺
が
重
大
な
社
会
問
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
思
想
的
問
題
ま
た
深
い

宗
教
問
題
で
あ
る
こ
と
の
確
認
か
ら
議
論
を
は
じ
め
、
自
殺
こ
そ
が
本
当

に
真
剣
な
哲
学
的
問
題
で
あ
る
と
す
る
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ユ
に
対
す
る

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ヘ
シ
ェ
ル
の
反
論
に
注
目
す
る
。
ヘ
シ
ェ
ル
が
本
当
に
真

剣
な
問
題
と
し
て
挙
げ
る
の
は
殉
教
の
問
題
で
あ
る
。
殉
教
は
、
不
条
理

に
対
し
て
降
伏
す
る
こ
と
な
く
聖
な
る
方
が
い
ま
す
と
証
言
し
、
神
の
た

め
、
神
の
御
名
の
た
め
に
死
ぬ
備
え
を
な
す
能
力
の
事
柄
で
あ
り
、
現
代

に
お
け
る
自
殺
の
増
加
は
殉
教
的
生
の
衰
退
と
無
関
係
で
は
な
い
。
こ
れ

が
近
藤
の
殉
教
理
解
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
一
方
で
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
に

遡
る
殉
教
理
解
（
ロ
ー
マ
書
十
四
章
八
節
「
生
き
る
の
も
主
の
た
め
に
生

き
、
死
ぬ
の
も
主
の
た
め
に
死
ぬ
」）
を
前
提
に
し
、
他
方
で
、
殉
教
論

を
い
わ
ゆ
る
迫
害
の
あ
る
な
し
に
よ
ら
な
い
仕
方
で
一
般
的
な
状
況
に
拡

張
す
る
試
み
と
な
る
。
近
藤
は
、
教
会
史
家
フ
ォ
ン
・
カ
ン
ペ
ン
ハ
ウ
ゼ

ン
の
言
葉
、「
困
難
な
試
練
に
耐
え
つ
づ
け
て
い
る
者
は
だ
れ
で
も
、
た

と
え
ば
そ
の
定
め
を
忍
耐
し
て
耐
え
て
い
る
病
人
も
、
今
日
、
殉
教
者
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
」
を
引
用
す
る
。
こ
う
し
て
、
現
代
の
殉
教
論
は
い

わ
ば
宗
教
的
生
に
お
い
て
普
遍
化
さ
れ
た
も
の
と
な
る
が
、
し
か
し
、
歴

史
的
な
迫
害
下
の
殉
教
は
、
そ
の
典
型
例
・
模
範
例
と
し
て
の
意
味
は
失

っ
て
は
い
な
い
。
こ
う
し
た
現
代
の
殉
教
論
の
た
め
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
殉

教
を
歴
史
的
記
憶
の
忘
却
か
ら
救
い
出
す
こ
と
は
、
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教

研
究
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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存
在
を
認
め
ら
れ
る
た
め
、
セ
ク
ト
的
・
カ
ル
ト
的
な
宗
教
で
あ
る
と
見

ら
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
初
期
の
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
・
キ
リ
ス
ト
教
に
は
あ
る
。
抑
圧
・
迫
害
さ
れ
る
宗
教
が
、
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
社
会
に
容
認
さ
れ
る
た

め
、
国
家
に
接
近
し
て
い
っ
た
結
果
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
大
勢
で

戦
争
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
迫
害
を
う
け
「
殉
教
」
と
も

よ
び
得
る
死
に
方
を
す
る
人
々
を
出
し
た
の
が
、
主
流
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
派
か
ら
セ
ク
ト
的
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
な
教
派
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大

変
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
実
で
あ
る
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

カ
ル
ラ
・
ト
ロ
ヌ

　

キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
「
殉
教
」
と
は
迫
害
下
に
あ
り
な
が
ら
も
自

ら
の
信
仰
を
棄
て
ず
、
苦
し
み
や
死
を
え
ら
ぶ
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
に
倣
い
、
そ
の
よ
う
に
信
仰
を
証
し
た
殉
教
者
は
、
敬
わ
れ
、

歴
史
的
記
憶
と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
の
日
本
に
お
い
て
、

近
世
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
殉
教
と
い
う
の
は
感
傷
的
・
情
緒
的
に
捉
え
ら

れ
る
に
と
ど
ま
り
、
な
か
に
は
忠
誠
心
の
顕
れ
と
い
っ
た
武
士
の
殉
死
に

重
ね
て
語
ら
れ
る
な
ど
、
い
さ
さ
か
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
、
無

批
判
に
美
化
さ
れ
て
き
た
た
め
か
、
殉
教
の
考
究
は
十
分
に
な
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
感
が
否
め
な
い
。
そ
こ
で
キ
リ
ス
ト
教
の
殉
教
に
つ
い
て
新
た

な
検
証
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
本
パ
ネ
ル
で
は
「
歴
史
的
記
憶
」
と
い
う

視
座
か
ら
の
分
析
を
こ
こ
ろ
み
た
。

　

淺
野
氏
に
よ
る
第
一
報
告
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
殉
教
思
想
の
起
点
に
つ

い
て
、
紀
元
前
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
抵
抗
運
動
が
展
開
さ
れ
る
な
か
で
マ

す
、
と
い
う
脅
し
に
す
ら
屈
し
な
い
宗
教
で
あ
る
、
と
い
う
鮮
烈
な
印
象

を
教
会
の
内
外
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、
宣
教
を
す
す
め
る
う

え
で
、
強
力
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
現
代
で
は
、
そ
こ
か
ら
死
の
美
化
、
犠
牲
の
美
化
が
生
じ
、
結
果
弱

い
立
場
の
人
々
が
犠
牲
を
強
い
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
た
、
と
の
批
判
が
向

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
パ
ネ
ル
を
通
し
て
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
こ
と
は
、
個
々

の
殉
教
に
は
一
般
化
な
ど
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
個
別
性
が
あ
る
こ
と
、

教
会
も
そ
れ
を
画
一
的
な
美
し
い
物
語
に
押
し
込
め
よ
う
と
し
て
き
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
殉
教
者
た
ち
が
、
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
に
よ
っ
て
福
者
、
聖
人
へ
と
認
定
さ
れ
て
い
く
過
程
に
は
、

様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
な
意
図
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

四
万
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
殉
教
し
た
、
あ
る
い
は
一
八
八
人
の
殉
教
者
が

列
福
さ
れ
た
、
と
い
う
と
き
、
個
別
の
殉
教
者
の
姿
は
見
え
に
く
く
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
の
際
に
、
殉
教
は
、
信
仰
生
活
の
結
果
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
死
ん
だ

か
、
が
語
ら
れ
る
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
も
つ
ど
の
よ
う
な
人
間

が
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
た
か
、
と
い
う
こ
と
も
ま
た
語
ら
れ
て
い
る
。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
成
立
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
日
本
で
も
読
ま
れ
て

い
た
聖
人
伝
・
殉
教
者
伝
に
お
い
て
も
、
生
前
の
殉
教
者
た
ち
が
学
問

に
、
社
会
的
実
践
に
お
い
て
優
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
隣

人
愛
に
あ
ふ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
近
現
代
の
日
本
に
視
点
を
う
つ
す
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ

リ
ス
ト
教
と
そ
の
宣
教
に
お
け
る
、
殉
教
の
意
味
と
い
う
問
題
が
浮
か
び

上
が
る
。
長
き
に
わ
た
る
江
戸
時
代
の
禁
教
期
を
経
て
、
社
会
の
な
か
で



161　　

パネル 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

的
に
と
り
あ
げ
な
が
ら
、「
殉
教
」
論
が
現
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想

に
と
っ
て
い
か
な
る
意
義
を
有
す
る
の
か
を
論
じ
た
。

　

以
上
の
報
告
を
受
け
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
岩
野
氏
よ
り
、
ま
ず
パ
ネ
ル

の
全
体
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
次
い
で
各
報
告
者
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
質
問
が

な
さ
れ
た
。
質
疑
応
答
の
議
論
を
通
し
て
浮
か
び
あ
が
っ
た
今
後
の
課
題

を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
パ
ウ
ロ
に
お
い
て
決
定
的
な
贖
罪
と
し
て
の
殉
教
は

イ
エ
ス
の
み
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
に
救
済
の
対
象
が
信
徒
個

人
へ
と
移
り
ゆ
く
な
か
で
殉
教
者
の
顕
彰
が
進
み
、
殉
教
者
伝
が
編
纂
さ

れ
て
い
っ
た
こ
と
へ
の
検
討
が
あ
る
。
聖
遺
物
と
と
も
に
聖
人
へ
の
崇

敬
・
崇
拝
が
興
隆
す
る
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
こ
れ
ま
で
の
潤
沢
な
先
行
研
究
が
あ
り
、
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い

る
た
め
、
そ
し
て
何
よ
り
、
本
パ
ネ
ル
発
表
で
は
日
本
に
お
け
る
殉
教
に

焦
点
を
あ
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
と
か
ら
敢
え
て
扱
わ
な
か
っ
た
も

の
の
、
そ
れ
ら
が
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
一
定
の
宣
教
効
果
を
あ
げ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
り
、
今
後
、
そ
う
し
た
と
こ
ろ
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、
い

っ
そ
う
の
解
明
を
す
す
め
た
い
。
な
お
、
本
パ
ネ
ル
は
、
代
表
者
で
あ
る

ト
ロ
ヌ
氏
が
芦
名
氏
と
の
共
同
研
究
と
し
て
、
現
在
、
京
都
大
学
で
お
こ

な
っ
て
い
る
日
本
学
術
振
興
会
・
外
国
人
特
別
研
究
員
事
業
の
成
果
の
一

部
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
た
い
。

カ
バ
イ
殉
教
思
想
が
育
ま
れ
、
そ
の
後
、
圧
政
下
の
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
に

よ
り
記
憶
さ
れ
た
殉
教
物
語
が
原
始
教
会
へ
と
引
き
継
が
れ
た
こ
と
、
さ

ら
に
パ
ウ
ロ
の
神
学
構
築
が
マ
カ
バ
イ
殉
教
思
想
の
再
解
釈
と
い
う
側
面

を
有
し
て
い
る
と
い
っ
た
背
景
が
紹
介
さ
れ
、『
ポ
リ
ュ
カ
ル
ポ
ス
殉
教

物
語
』
で
は
殉
教
者
の
死
に
救
済
的
価
値
を
見
出
さ
な
い
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
。
つ
づ
く
第
二
報
告
で
狹
間
氏
は
、
殉
教
者
が
目
前
か
ら
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
一
六
世
紀
に
お
い
て
、
日
本
で
生
じ
た
殉
教
現
象
を
古
代

キ
リ
ス
ト
教
と
の
媒
介
と
し
て
接
続
す
る
こ
と
を
希
求
し
た
イ
エ
ズ
ス
会

が
、
信
徒
た
ち
に
殉
教
を
ど
の
よ
う
に
説
い
た
の
か
探
る
に
あ
た
り
、
キ

リ
シ
タ
ン
版
の
聖
人
伝
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
す
る
な
か
で
、
イ
エ
ズ

ス
会
士
が
仏
教
語
や
教
説
を
援
用
し
な
が
ら
邦
訳
し
た
こ
と
が
人
々
に
キ

リ
ス
ト
の
受
難
を
理
解
さ
せ
、
殉
教
精
神
を
涵
養
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
た
と
論
じ
た
。

　

ま
た
、
ト
ロ
ヌ
氏
に
よ
る
第
三
報
告
は
、
禁
教
期
を
通
し
て
、
近
世
か

ら
現
代
ま
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
よ
っ
て
日
本
の
殉
教
者
の
歴
史
的
記

憶
が
ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
証
す
る
た
め

に
、
公
式
な
「
列
聖
プ
ロ
セ
ス
」
に
よ
っ
て
福
者
や
聖
人
と
し
て
認
め
ら

れ
た
殉
教
者
の
特
徴
（
国
籍
・
性
別
・
聖
職
者
か
俗
人
か
）
を
分
析
す
る

と
と
も
に
、
近
世
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
各
事
例
の
比
較
を
お
こ
な
い

な
が
ら
、
列
聖
の
対
象
や
時
期
を
社
会
・
歴
史
的
な
背
景
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
し
て
第
四
報
告
で
芦
名
氏
は
、
近
世
キ
リ
シ
タ
ン

時
代
の
殉
教
が
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
の
出
来
事
と
し
て
記
憶
さ
れ
、
そ
の

影
響
は
現
代
に
ま
で
お
よ
び
、
日
本
人
の
宗
教
性
の
な
か
に
存
し
て
い
る

一
方
で
必
ず
し
も
自
覚
さ
れ
た
影
響
で
は
な
い
と
の
見
解
を
示
し
た
上

で
、
現
代
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
思
想
に
お
け
る
「
殉
教
」
論
を
具
体
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ス
ト
分
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
アK

H
 Coder

を
利
用
し
て
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
作
図
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
域
の
一
四
施
設
（
宮
城
県
一
〇
、
岩
手
県
四
）

で
は
、
寺
院
・
神
社
で
避
難
訓
練
・
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
回

答
が
宮
城
県
で
七
施
設
、
岩
手
県
で
二
施
設
あ
っ
た
。
訓
練
の
主
体
は
、

「
消
防
団
と
職
員
」
の
他
は
「
自
主
防
災
組
織
」・「
自
主
防
災
会
」
で
あ

る
。

　

震
災
発
生
時
の
住
民
の
避
難
行
動
と
対
応
に
つ
い
て
見
る
と
、
宮
城
県

の
寺
院
で
は
自
主
防
災
会
が
門
前
の
広
場
を
一
時
避
難
場
所
と
し
て
お

り
、
東
日
本
大
震
災
の
際
も
ほ
と
ん
ど
の
住
民
が
集
ま
っ
て
き
た
と
い

う
。
そ
の
後
寺
院
は
被
災
し
た
が
、
住
民
が
指
定
避
難
所
で
あ
る
公
的
施

設
（
小
学
校
）
に
移
っ
た
後
で
あ
っ
た
。
他
方
、
住
民
が
三
週
間
と
ど
ま

っ
た
寺
院
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
檀
家
か
ら
の
食
糧
・
燃
料
の
寄
付
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　

聖
職
者
（
住
職
）
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
な
ど
の
役
職
、
教
誨
師
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
幼
稚
園
長
な
ど
を
務
め
て
い
る
こ
と
も
、
災
害
時
の
地
域
と
の
円

滑
な
連
携
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

行
政
と
の
連
携
に
関
し
て
は
、
避
難
所
指
定
、
看
板
設
置
の
他
に
行
政

か
ら
の
働
き
か
け
が
な
く
、
寺
の
ほ
う
か
ら
率
先
し
て
行
政
に
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
回
答
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
安
否
確
認
な
ど
の
情

報
伝
達
や
通
信
手
段
の
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

政
教
分
離
に
関
し
て
は
、
震
災
当
初
物
資
が
届
か
な
か
っ
た
、
自
治
体

主
催
の
追
悼
式
に
呼
ば
れ
な
か
っ
た
、
と
い
っ
た
問
題
に
関
わ
っ
て
言
及

さ
れ
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
被
災
想
定
地
域
で
は
三
施
設
（
宮
崎
県
三
）
に
聞
き

宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
し
た

地
域
防
災
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ

代
表
者
・
司
会　

稲
場
圭
信

コ
メ
ン
テ
ー
タ　

今
岡
達
雄

宗
教
施
設
と
地
域
防
災
と
の
関
係
認
識
の
多
様
性
と
そ
の
要
因黒

崎　

浩
行

　

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
Ａ
）「
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
し
た

地
域
防
災
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
」（
研
究
代
表
者
：
稲
場
圭
信
）
で

は
、「
自
治
体
と
宗
教
施
設
の
災
害
時
協
力
の
実
態
聞
き
取
り
調
査
」
を

二
〇
一
四
年
か
ら
開
始
し
た
。
自
治
体
と
宗
教
施
設
と
の
間
の
災
害
時
協

力
や
協
定
締
結
の
有
無
お
よ
び
そ
の
内
容
、
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
、
自
治
体
と
宗
教
施
設
と
の
双
方
に
聞
き
取
り
調
査
を
重
ね
た
。
二
〇

一
五
年
三
月
に
は
浄
土
宗
総
合
研
究
所
と
合
同
で
岩
手
県
釜
石
市
・
大
槌

町
で
も
行
っ
た
。

　

調
査
を
通
じ
、
寺
院
、
神
社
、
教
会
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
施
設
の
当

事
者
に
お
け
る
地
域
防
災
へ
の
関
わ
り
方
に
対
す
る
認
識
に
は
共
通
点
も

あ
る
も
の
の
、
一
律
で
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。

　

本
発
表
で
は
、
発
表
者
が
参
加
し
た
聞
き
取
り
調
査
の
う
ち
、
宗
教
施

設
に
対
す
る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

の
被
災
想
定
地
域
、
お
よ
び
、
筆
者
が
単
独
で
行
っ
た
首
都
圏
で
の
聞
き

取
り
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
宗
教
施
設
と
地
域
防
災
と
の
関
係

認
識
の
多
様
性
と
そ
の
要
因
を
抽
出
す
る
。
分
析
に
際
し
て
は
、
調
査
デ

ー
タ
か
ら
回
答
文
の
み
を
抽
出
し
、
匿
名
化
を
行
っ
た
上
で
、
計
量
テ
キ
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た
。
自
身
も
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
、
寺
院
復
興
と
被
災
者
・
地
域
支
援

の
役
割
を
担
う
僧
侶
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
専
門
的
な
知
識
を
有
し
た
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
存
在
を
望
む
声
も
聞
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
よ
り
「
寺
院

版
災
害
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
有
効
性
研
究
班
」
と
名
称
変
更
し
研
究
を

継
続
し
て
い
る
。「
被
災
寺
院
が
支
援
者
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
必
要

な
外
部
支
援
」
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
本
発
表
で
は
科
学
研
究
費

補
助
金
基
盤
研
究（
Ａ
）「
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
し
た
地
域
防
災
の
ア

ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
」（
研
究
代
表
者
：
稲
場
圭
信
大
阪
大
学
教
授
）
で

の
研
究
協
力
項
目
で
あ
る
「
自
治
体
と
の
災
害
協
定
」
締
結
時
の
注
意
点

に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

今
回
は
調
査
を
行
っ
た
地
域
か
ら
、
①
自
治
体
、
仏
教
会
あ
る
い
は
寺

院
の
代
表
者
の
双
方
に
聞
き
取
り
を
実
施
し
、
②
避
難
所
と
し
て
の
協
定

を
締
結
し
て
い
る
五
地
域
（
兵
庫
県
多
可
町
・
神
奈
川
県
綾
瀬
市
・
北
海

道
三
笠
市
・
埼
玉
県
寄
居
町
・
群
馬
県
桐
生
市
）
の
内
容
を
元
に
、
協
定

締
結
に
当
た
っ
て
寺
院
側
が
気
を
付
け
る
べ
き
六
項
目
（
費
用
負
担
、
避

難
所
の
責
任
者
、
職
員
派
遣
の
有
無
、
利
用
対
象
施
設
の
明
記
、
有
効
期

限
、
期
間
と
閉
所
）
に
つ
い
て
考
察
す
る
（
な
お
本
要
旨
内
で
は
自
治
体

名
は
伏
せ
て
記
載
す
る
）。

　
「
費
用
負
担
」
の
記
載
あ
り
は
五
つ
。
算
出
方
法
未
定
が
二
つ
、
双
方

協
議
の
上
が
二
つ
、
前
年
同
月
比
と
し
損
壊
は
市
が
原
状
復
帰
が
一
つ
で

あ
っ
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
た
場
合
、
前
年
同
月
比
は
算
出
不
能

な
上
、
避
難
者
に
よ
る
損
壊
の
証
明
の
問
題
も
あ
る
。「
避
難
所
の
責
任

者
」
は
記
載
あ
り
が
二
つ
（
自
治
体
が
責
任
者
と
な
る
）、
記
載
な
し
が

三
つ
で
、
記
載
が
な
い
協
定
で
は
「
認
識
と
し
て
は
住
職
」
と
し
て
い

る
。
口
頭
で
の
取
り
交
わ
し
で
記
載
が
な
い
場
合
、
担
当
者
が
変
更
に
な

取
り
を
行
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
自
治
体
が
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
す
る
民

間
施
設
と
の
間
で
協
定
文
書
を
取
り
交
わ
し
、
太
陽
光
発
電
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ

ト
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

　

神
社
・
寺
院
が
高
台
に
隣
接
す
る
あ
る
地
域
で
は
「
災
害
時
避
難
所
・

避
難
場
所
マ
ッ
プ
」
を
自
主
防
災
会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
作
成
し
て

お
り
、
と
も
に
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
る
。

　

首
都
圏
で
の
聞
き
取
り
対
象
三
施
設
（
東
京
都
二
、
埼
玉
県
一
）
の
う

ち
東
京
都
で
は
帰
宅
困
難
者
支
援
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
二
施
設
は
と
も

に
帰
宅
困
難
者
受
入
（
支
援
）
施
設
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
帰
宅
困
難
者
受
け
入
れ
の
経
験
を
も
つ
。
他
方

で
、
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
防
災
訓
練
・
避
難
訓
練
の
場
と
は
な
っ
て
い

な
い
。

　

実
際
の
災
害
に
お
い
て
宗
教
施
設
の
被
災
状
況
や
対
応
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
一
様
に
正
し
い
あ
り
方
を
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
経
験

か
ら
共
通
項
を
探
り
出
す
だ
け
で
な
く
、
宗
教
施
設
・
聖
職
者
と
地
域
と

の
関
係
性
に
見
合
っ
た
防
災
・
減
災
を
丁
寧
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。

被
災
寺
院
が
支
援
者
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
必
要
な
外
部
支
援

宮
坂　

直
樹

　

浄
土
宗
総
合
研
究
所
で
は
東
日
本
大
震
災
を
機
に
「
災
害
対
応
の
総
合

的
研
究
班
」
を
発
足
、
寺
院
の
視
点
で
災
害
時
の
寺
院
や
僧
侶
の
役
割
、

備
え
に
つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
き
た
。
寺
院
が
位
置
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
、
避
難
場
所
と
し
て
、
大
切
な
人
を
亡
く
し
た
心
の
拠
り
所
と
し
て

宗
教
者
・
そ
の
施
設
を
頼
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
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を
参
考
に
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
寺
院
側
が
注
意
す
る
点
も
似
通
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
細
部
ま
で
書
面
で
決
め
よ
う
と
す
る
こ
と
で
協
定

締
結
自
体
が
難
し
く
な
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
内
容
に
関
し
て
最
小

限
気
を
付
け
る
べ
き
点
を
寺
院
側
が
認
識
し
た
上
で
、
そ
の
項
目
を
明
記

す
る
か
し
な
い
か
は
「
判
断
」
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
か
ら
窺
え
る

地
域
に
お
け
る
寺
院
・
僧
侶
へ
の
期
待

藤
森　

雄
介

　

本
発
表
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
報
告
者
が
中
心
と
な
っ
て
関
わ
っ
た
四

種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
結
果
か
ら
、
地
域
社
会
が
、
仏
教
（
宗

教
）
及
び
寺
院
や
僧
侶
に
何
ら
か
の
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
読
み
取
れ
る

も
の
を
取
り
上
げ
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
日
本
仏
教
各
宗
派
教
団
の
取
り
組

み
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
か
ら
は
、
宗
派
教
団
が
行
っ
た
募
金
活

動
に
着
目
し
た
。
例
え
ば
調
査
結
果
の
募
金
総
額
は
、
五
十
五
億
八
千
四

十
一
万
三
千
八
百
八
十
九
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
金
額
は
、
交
通
遺
児
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
遺
児
支
援
組
織
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
「
あ
し
な

が
育
英
会
」
が
行
っ
た
、
東
日
本
大
震
災
津
波
遺
児
支
援
に
関
す
る
返
済

不
要
の
「
特
別
一
時
金
」
の
寄
付
総
額
、
五
十
三
億
九
千
四
百
万
円
（
二

〇
一
二
年
七
月
三
一
日
時
点
）
と
比
し
て
も
、
遜
色
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
事
実
は
、
社
会
的
な
困
難
に
際
し
て
個
々
人
が
出
来
る
事
を
託

す
先
と
し
て
、
仏
教
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
と

言
え
よ
う
。

　

次
に
、「
被
災
地
寺
院
の
教
訓
を
今
後
の
寺
院
防
災
に
活
か
す
聞
き
取

っ
た
際
に
引
き
継
が
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
防
止
策
と
し
て
あ
る
協
定
で

は
役
職
者
が
担
当
に
な
る
の
で
は
な
く
、
協
定
時
の
双
方
の
担
当
者
が
継

続
し
て
担
当
す
る
と
し
て
い
る
。「
職
員
派
遣
の
有
無
」
は
記
載
あ
り
が

三
つ
、
無
し
が
二
つ
。
記
載
が
あ
っ
た
場
合
で
も
状
況
に
よ
っ
て
は
職
員

派
遣
は
難
し
く
寺
院
側
で
運
営
を
、
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。
寺
院
側
も

派
遣
は
無
い
前
提
で
避
難
所
運
営
の
基
礎
的
知
識
は
身
に
つ
け
て
置
く
べ

き
で
あ
る
。「
利
用
対
象
施
設
の
明
記
」
は
記
載
あ
り
が
三
つ
、
無
し
が

二
つ
。
協
定
書
あ
る
い
は
添
付
資
料
に
、
使
用
す
る
場
所
と
面
積
と
収
容

人
数
を
記
載
し
て
い
る
協
定
は
二
つ
あ
っ
た
。
過
去
の
災
害
時
も
「
浴
室

や
ト
イ
レ
な
ど
、
一
度
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
所
の
使
用
を
許
可
し
た
場

合
、
途
中
か
ら
断
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
れ
が
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た
」
と

の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
避
難
所
運
営
上
必
要
な
生
活
環
境
も
考
慮
し
た

上
で
開
放
す
る
範
囲
の
明
記
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
重
要
書
類
の
保
管
場

所
へ
の
立
ち
入
り
制
限
の
必
要
も
あ
る
。「
有
効
期
限
」
は
記
載
あ
り
が

四
つ
、
無
し
が
一
つ
。
記
載
あ
り
の
す
べ
て
で
「
一
年
で
自
動
更
新
」
と

な
っ
て
い
る
。
今
回
の
五
協
定
と
は
別
地
域
の
協
定
調
査
依
頼
で
役
所
に

連
絡
し
た
際
、
担
当
者
含
め
役
所
内
に
協
定
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
人
が

お
ら
ず
、
古
い
資
料
を
掘
り
出
す
こ
と
で
よ
う
や
く
発
見
し
た
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
（
寺
院
側
も
ま
た
存
在
を
知
ら
ず
）。
防
止
策
と
し
て
、
防
災
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
協
定
の
存
在
を
喚
起
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。「
期

間
や
閉
鎖
」
は
記
載
あ
り
が
四
つ
、
無
し
が
一
つ
。
多
く
が
状
況
が
落
ち

着
く
ま
で
の
一
時
避
難
所
と
考
え
て
い
る
が
、
結
果
的
に
長
期
に
わ
た
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
施
設
閉
所
に
対
す
る
自
治
体
側
の
努
力
目
標
は
記
載

し
て
も
ら
う
方
が
よ
い
。

　

自
治
体
が
災
害
協
定
を
検
討
す
る
際
、
締
結
済
み
の
自
治
体
の
協
定
書
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域
社
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
と
宗
教
施
設
及
び
宗
教
者
の
連
携
に
つ
い
て

ご
意
見
」
を
聞
い
た
所
、「
積
極
的
に
連
携
す
べ
き
で
あ
る
」
及
び
「
可

能
で
あ
れ
ば
連
携
し
た
ほ
う
が
よ
い
」
を
合
わ
せ
て
、
六
七
・
五
％
と
い

う
数
字
と
な
っ
て
る
。

　
「
若
者
の
宗
教
離
れ
」
や
「
寺
院
消
滅
」
が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、
災

害
時
に
お
け
る
宗
派
教
団
、
地
域
寺
院
、
仏
教
系
の
各
種
支
援
団
体
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
社
会
資
源
」
の
役
割
を
果
た
し
得
る
「
力
」
を
持

っ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
い
わ
ゆ
る
「
政

教
分
離
」
と
い
っ
た
従
来
の
理
解
を
越
え
て
、
地
域
社
会
が
仏
教
（
宗

教
）
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
現
状
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
「
期
待
」
に
応
え
る
為
に
は
、
平
常
時
か
ら
の
地
域
社

会
と
の
関
り
方
を
今
一
度
捉
え
な
お
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、「
非
常
時
に
出
来
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
平
常
時
の
延
長
線

上
に
し
か
な
い
」
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
頃
か
ら
宗
派
教
団
間
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
と
も
情
報
を
共
有
し
、

無
理
の
な
い
、
出
来
る
範
囲
で
の
「
緩
い
関
わ
り
」
を
持
続
す
る
仕
組
み

や
在
り
方
を
共
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
の
新
た
な
連
携

稲
場　

圭
信

　

本
報
告
で
は
、
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
す
る
防
災
・
災
害
時
支
援
の

連
携
を
公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
の
参
画
、
宗
教
の
社
会
貢
献
の
観
点
か

ら
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
の
意
義
に
つ
い
て
も
論

じ
た
。

　

本
パ
ネ
ル
開
催
の
直
近
五
か
月
の
間
に
も
、
四
月
九
日
の
島
根
県
西
部

り
票
（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）」
か
ら
は
、
被
災
地
に
お
い
て
避
難
所
の
役

割
を
担
っ
た
（
あ
る
い
は
担
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
）
寺
院
の
当
時
の
状

況
に
着
目
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
は
、
例
え
ば
、
寺
院
の
避
難
所
と
し
て

の
平
均
開
設
期
間
は
五
十
四
・
八
日
、
平
均
の
受
入
人
数
は
九
十
三
・
八
人

で
あ
っ
た
事
等
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、
受
け
入
れ
た

人
々
の
う
ち
、
各
寺
院
の
檀
家
割
合
は
四
六
・
七
％
に
留
ま
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
急
な
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
日
頃
か
ら
の

付
合
い
や
備
え
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
寺
院
は
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割

を
地
域
住
民
か
ら
求
め
ら
れ
る
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、「
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
仏
教

系
各
種
団
体
の
震
災
支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
か
ら
は
、
支
援

現
場
に
お
け
る
協
力
・
協
働
の
状
況
に
着
目
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
背
景
の
異

な
る
支
援
団
体
と
し
て
被
災
地
に
入
っ
た
各
団
体
に
対
し
て
、「
東
日
本

大
震
災
に
際
し
て
の
貴
団
体
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
災
害
支
援
に
関
し
て

協
力
・
協
働
し
た
他
団
体
の
有
無
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
八

六
・
一
五
％
の
団
体
が
、
他
団
体
や
組
織
と
の
協
力
・
協
働
の
も
と
で
支

援
活
動
に
当
た
っ
た
と
の
回
答
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
実
績
を

踏
ま
え
て
今
後
の
在
り
方
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
行
政

も
含
め
た
他
団
体
と
の
在
り
方
に
つ
い
て
、「
災
害
に
限
定
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
必
要
」
二
一
・
六
％
、「
普
段
か
ら
情
報
共
有
で
き
る
レ
ベ
ル
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
必
要
」
四
五
・
六
一
％
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、「
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
た
、
地
域
社
会
・
社
会
福
祉

協
議
会
と
宗
教
施
設
（
仏
教
寺
院
・
神
社
等
）
と
の
連
携
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
か
ら
は
、
宗
教
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
の
支
援
を
受

け
た
三
十
二
自
治
体
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
、「
平
常
時
に
お
け
る
、
地
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し
、
宗
教
施
設
は
政
教
分
離
を
理
由
に
利
用
で
き
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
誤
解
を
解
く
た
め
に
、
全
国
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
働
き
か
け

て
い
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
で
あ
る
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
と
は
、
当
事
者
と
非
当
事
者
が
一
緒
に
な
っ
て

よ
り
よ
い
事
態
を
目
指
し
て
行
う
研
究
実
践
で
あ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ

ー
チ
は
、
デ
ィ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と
い
う
従
来
の
研
究
姿
勢
を
自
覚
的
に
超

え
、
現
場
に
共
に
あ
る
実
践
研
究
で
あ
り
、
今
、
そ
の
よ
う
な
研
究
姿
勢

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
現
象
に
つ
い
て
記
述
し
、
社
会
を
変
え
て

い
く
協
働
実
践
も
求
め
ら
れ
る
。
筆
者
の
場
合
に
は
、
災
害
時
の
支
援
や

復
興
イ
ベ
ン
ト
や
宗
教
施
設
と
市
町
村
の
災
害
時
協
定
・
協
力
の
仕
組
み

作
り
で
の
協
働
実
践
で
あ
る
。

　

公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
者
の
参
画
と
し
て
は
、
近
年
、
貧
困
、
自
殺

念
慮
、
人
道
・
平
和
、
医
療
・
介
護
、
災
害
支
援
な
ど
の
領
域
に
宗
教
者

の
関
わ
り
等
が
関
心
を
持
た
れ
て
い
る
。
多
様
な
領
域
に
拡
が
っ
て
い
る

が
、
防
災
や
災
害
時
の
活
動
は
と
り
わ
け
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

る
。
宗
教
者
は
布
教
を
し
な
い
と
い
う
方
針
の
も
と
に
活
動
を
し
て
い
る

が
、
前
述
の
よ
う
な
政
教
分
離
の
誤
解
や
ア
レ
ル
ギ
ー
は
存
在
す
る
。
し

か
し
、
社
会
か
ら
の
期
待
も
あ
る
。
災
害
時
に
お
け
る
宗
教
へ
の
期
待
と

し
て
、
避
難
場
所
と
な
る
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
、
心
の
ケ
ア
や
供
養
や
慰
霊

等
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
災
害
対
策
基
本
法
や
災
害
救
助
法
、
憲
法
第
八

九
条
の
公
金
の
支
出
な
ど
と
関
連
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
宗
教
の
公
共

空
間
に
お
け
る
活
動
が
、
よ
り
社
会
的
に
力
に
な
る
た
め
に
は
、
社
会
に

あ
る
政
教
分
離
の
誤
解
を
解
く
必
要
が
あ
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
様
々
な
経
験
・
教
訓
か
ら
、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ

ー
チ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
す
る
防
災
・
災
害
時

地
震
、
六
月
十
八
日
の
大
阪
北
部
地
震
、
七
月
初
旬
の
西
日
本
豪
雨
、
九

月
四
日
の
台
風
二
一
号
、
九
月
六
日
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
と
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
災
害
時
の
宗
教
施
設
利
用
、
そ
し
て
、

宗
教
者
に
よ
る
支
援
活
動
は
社
会
的
要
請
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
一
方

で
、
政
教
分
離
の
原
則
の
た
め
に
宗
教
施
設
は
避
難
所
指
定
さ
れ
な
い
、

と
い
っ
た
誤
解
が
あ
る
。
防
災
の
専
門
家
で
も
そ
の
よ
う
に
信
じ
て
、
東

日
本
大
震
災
で
多
く
の
宗
教
施
設
が
避
難
所
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
状
況
が

変
わ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
政
教
分
離
の
間
違
っ
た
解
釈
に
よ
っ
て
、
行
政

と
宗
教
が
連
携
し
て
は
い
け
な
い
、
で
き
な
い
と
い
う
誤
解
が
あ
り
、
緊

急
避
難
所
と
な
っ
た
宗
教
施
設
に
物
資
が
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
災
害
救
助
法
の
原
則
は
、
人
の
命
を
守
る
こ
と
で
、
宗

教
施
設
で
あ
ろ
う
と
、
企
業
な
ど
の
民
間
施
設
で
あ
ろ
う
と
、
人
が
避
難

し
て
い
た
ら
物
資
を
届
け
る
必
要
性
が
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
七
月
に
実
施
し
た
「
全
国
の
自
治
体
と
宗
教
施
設
の
災
害

協
定
」
の
実
態
調
査
で
は
、
全
国
に
二
千
を
越
え
る
宗
教
施
設
が
三
〇
〇

ほ
ど
の
自
治
体
と
災
害
協
定
を
締
結
し
た
り
、
避
難
所
指
定
を
受
け
る
な

ど
の
協
力
関
係
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
宗
教
施
設
の
地
域
連
携
は
増
え

て
い
る
。
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る
と
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
寺
院
が
指
定

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
例
が
確
認
で
き
た
。
公
民
館
や
小
学
校
が
避
難
所

と
し
て
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
台
風
な
ど
有
事
の
際
、「
お
寺
に
逃
げ
る
」

と
い
っ
た
こ
と
が
近
隣
住
民
や
地
域
の
中
で
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。
昭
和

四
十
年
代
頃
は
そ
う
い
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
制
度
化
さ
れ

る
中
で
そ
の
よ
う
な
事
実
が
忘
れ
去
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
防
災
を
専
門

に
研
究
す
る
学
者
が
、
指
定
避
難
所
と
い
え
ば
小
学
校
、
公
民
館
と
公
言
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宮
坂
か
ら
は
東
日
本
大
震
災
後
に
行
っ
た
自
治
体
と
宗
教
施
設
側
と
の

災
害
時
協
定
の
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。
協
定
内
容
の
精
査
に
よ
っ
て

必
要
な
協
定
項
目
が
明
ら
か
に
さ
れ
報
告
さ
れ
た
が
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
一
時
避
難
所
と
し
て
の
協
定
で
は
被
災
者
、
施
設
側
（
寺
院
）、

自
治
体
の
三
者
が
共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
特
に

費
用
負
担
の
明
示
、
避
難
所
の
責
任
所
在
、
自
治
体
職
員
の
派
遣
有
無
、

利
用
対
象
施
設
の
明
記
、
有
効
期
限
を
決
め
る
な
ど
、
三
者
が
無
理
し
な

い
で
実
施
で
き
る
協
定
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
一
時
の

熱
情
に
よ
っ
て
協
定
が
結
ば
れ
、
そ
の
ご
協
定
の
当
事
者
で
あ
る
寺
院
側

も
自
治
体
側
も
協
定
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
例
が
示
さ
れ
、
協

定
は
締
結
後
に
継
続
的
に
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
継
続
性
に
つ
い
て
は
単
年
度
協
定
と
し
毎
年
更
新
す
る
方
法
が
提

示
さ
れ
た
が
、
さ
ら
な
る
方
法
の
提
示
が
あ
れ
ば
よ
い
と
感
じ
た
。

　

藤
森
か
ら
は
東
日
本
大
震
災
時
の
、
①
宗
派
教
団
調
査
、
②
被
災
地
寺

院
調
査
、
③
直
接
支
援
団
体
調
査
、
④
社
会
福
祉
協
議
会
調
査
と
多
数
の

調
査
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
。
宗
派
教
団
調
査
は
、
全
日
本
仏
教
会
の
協

力
を
得
て
、
教
団
と
し
て
の
救
援
活
動
、
復
興
活
動
、
募
金
活
動
の
調
査

で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
の
活
動
で
あ
っ
た
。
被
災
地
寺
院
調
査
で
は
、
否

が
応
で
も
人
々
は
宗
教
施
設
に
避
難
し
て
来
る
と
の
こ
と
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
直
接
支
援
団
体
調
査
と
は
仏
教
系
各
種
団
体
の
震
災
支
援
に
関
す

る
調
査
で
あ
り
、
他
団
体
と
の
共
働
や
情
報
交
換
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
調
査
で
は
、
政
教
分
離
と

い
っ
た
従
来
の
理
解
を
超
え
て
、
宗
教
施
設
や
僧
侶
、
教
団
の
大
き
な
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
期
待
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
平
時
か
ら
の
関
係
性
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

支
援
も
よ
り
一
層
重
要
な
研
究
実
践
の
領
域
と
な
ろ
う
。

コ
メ
ン
ト

今
岡　

達
雄

　

近
年
、
地
震
、
豪
雨
、
台
風
な
ど
に
起
因
す
る
大
き
な
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
被
災
者
の
避
難
や
救
援
に
当
た
っ
て
宗
教
施
設
の
利
用
可
能

性
が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
以
降
の
大
規
模
災
害
で
は
、

被
災
地
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
宗
教
施
設
（
寺
院
本
堂
等
）
に
被
災
者
が
緊

急
避
難
さ
れ
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
公
的
機
関
に
よ
る
避
難
場

所
の
指
定
、
あ
る
い
は
寺
院
と
自
治
体
間
の
災
害
時
協
力
協
定
が
あ
る
か

な
い
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
被
災
者
が
避
難
に
来
ら
れ
る
状
況
で
す
。
パ
ネ

ラ
ー
各
位
の
報
告
に
も
多
く
に
事
例
が
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

宗
教
施
設
で
あ
る
寺
院
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
最
新
の
耐
震
基
準
を
満

た
す
建
築
物
は
全
体
の
四
分
の
一
以
下
で
あ
り
、
住
職
や
家
族
を
含
め
て

も
少
な
い
人
数
、
少
な
い
収
入
で
運
営
さ
れ
て
い
る
寺
院
が
多
く
を
占
め

て
お
り
、
災
害
時
の
宗
教
施
設
の
利
用
を
積
極
的
に
行
え
な
い
事
情
も
あ

り
ま
す
。
寺
院
な
ら
ば
一
定
の
水
準
の
防
災
機
能
を
果
た
せ
る
と
考
え
る

の
は
早
計
で
あ
り
、
個
々
の
宗
教
施
設
の
置
か
れ
た
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
実
施
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。
さ
て
、
黒
崎
は
宗
教
施
設

と
地
域
防
災
の
関
係
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
事
例
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
デ
ー
タ
を
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
防
災
の
関
連
し
た
認
識
の
多
様
性
の
分
析
を
行
い
様
々
な

要
因
を
抽
出
し
た
。
こ
れ
は
宗
教
施
設
側
の
多
様
な
状
況
を
反
映
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
分
析
手
法
の
採
用
が
、
分

析
結
果
の
導
出
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
か
が
興
味
の
あ
る
点
で
あ
っ
た
。
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に
、
研
究
代
表
者
、
研
究
分
担
者
、
連
携
研
究
者
、
研
究
協
力
者
と
し
て

参
画
し
、
上
記
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
研
究
は
、
宗
教
施
設

と
自
治
体
の
災
害
時
協
力
の
実
態
を
調
査
し
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
も

と
に
し
た
宗
教
施
設
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
（
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）
の
創
出
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
を
実
施

し
、
宗
教
施
設
を
取
り
込
ん
だ
地
域
防
災
の
構
築
を
目
的
と
す
る
。

　

こ
の
四
年
間
、
全
国
の
自
治
体
と
宗
教
施
設
の
災
害
時
協
力
や
災
害
協

定
の
書
面
調
査
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
自
主
防
災
組
織
な
ど
の
地
域
連
携

に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
の
実
施
に
よ
り
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
災

害
時
協
力
・
災
害
協
定
が
可
能
か
、
現
状
と
課
題
を
抽
出
し
た
。
開
発
を

進
め
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・
ス
マ
ホ
対
応
の
「
災
害
救
援
マ
ッ
プ
」
シ
ス

テ
ム
を
使
い
、
熊
本
地
震
、
九
州
北
部
豪
雨
水
害
、
島
根
県
地
震
等
の
被

災
地
で
の
実
地
調
査
や
、
宗
教
施
設
と
の
連
携
に
よ
る
防
災
ま
ち
歩
き
も

行
っ
て
い
る
。
本
パ
ネ
ル
は
、「
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
し
た
地
域
防

災
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
」
と
題
し
て
、
上
記
の
研
究
実
践
の
成
果
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
の
意
義
に
つ
い
て
も
検
討

し
た
。
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
し
、
防
災
対
応
を
基
礎
に
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
見
え
る
化
し
、
新
た
な
縁
を
実
践
的
に
模
索
す
る
本

試
み
は
、
宗
教
社
会
学
の
新
し
い
研
究
領
域
を
開
拓
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
宗
教
と
市
民
社
会
を
見
る
上
で
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
な

ろ
う
。

　

第
一
発
表
者
の
黒
崎
は
、
複
数
の
地
域
（
東
日
本
大
震
災
お
よ
び
熊
本

地
震
被
災
地
域
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
津
波
被
害
想
定
地
域
、
首
都
圏
）
で

実
施
し
た
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
、
宗
教
施
設
と
地
域
防
災
と
の
関
係

に
対
す
る
当
事
者
の
多
様
な
認
識
の
整
理
を
試
み
、
そ
の
背
景
・
要
因
を

た
が
、
そ
の
具
体
的
方
法
論
に
つ
い
て
も
考
え
方
が
示
さ
れ
る
と
良
い
と

思
っ
た
。

　

稲
場
は
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
宗
教
施
設
が
被
災
者
を
救
済

す
る
た
め
に
地
域
社
会
に
於
け
る
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
と
し
て
い
る
。
形
式
は
と
も
か
く
緊
急
時
の
避
難
所
と
し
て
多
く
の

実
績
を
示
し
て
お
り
、
宗
教
施
設
と
災
害
時
協
定
を
締
結
す
る
動
き
が
加

速
し
、
宗
教
施
設
側
で
も
そ
れ
に
対
応
し
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
従
来
、
公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
者
の
活
動
や
宗
教

施
設
の
利
用
は
、
政
教
分
離
の
下
に
こ
れ
を
避
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
が
誤
解
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー

チ
の
意
義
に
つ
い
て
は
認
知
度
の
向
上
に
資
す
る
た
め
に
再
度
説
明
を
求

め
た
。

パ
ネ
ル
の
主
旨
と
ま
と
め

稲
場　

圭
信

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
一
〇
〇
以
上
の
宗
教
施
設
が
緊
急
避

難
所
と
な
り
、
地
域
資
源
と
し
て
の
宗
教
施
設
の
重
要
性
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
宗
教
施
設
に
は
、「
資
源
力
」（
広
い
空
間
と
畳
な
ど

の
被
災
者
を
受
け
入
れ
る
場
と
、
備
蓄
米
・
食
糧
・
水
と
い
っ
た
物
）
が

あ
り
、
檀
家
、
氏
子
、
信
者
の
「
人
的
力
」、
そ
し
て
、
祈
り
の
場
と
し

て
人
々
の
心
に
安
寧
を
与
え
る
「
宗
教
力
」
が
あ
っ
た
。
一
方
で
、
宗
教

間
の
協
力
、
宗
教
施
設
と
自
治
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
の
連
携
と
い

う
点
で
は
課
題
を
残
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
パ
ネ
ル
の
構
成
メ
ン
バ
ー

は
、
科
研
「
宗
教
施
設
を
地
域
資
源
と
し
た
地
域
防
災
の
ア
ク
シ
ョ
ン
リ

サ
ー
チ
」（
基
盤
研
究
Ａ
、
代
表
：
稲
場
圭
信
、
二
〇
一
四
―
二
〇
一
八
）
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探
っ
た
。
第
二
発
表
者
の
宮
坂
は
、
檀
信
徒
の
対
応
や
犠
牲
者
の
供
養
、

堂
宇
の
再
建
な
ど
住
職
と
し
て
の
責
務
と
同
時
に
、
支
援
者
と
し
て
の
役

割
を
求
め
ら
れ
る
被
災
地
域
寺
院
の
苦
悩
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調
査
結

果
か
ら
、
そ
う
し
た
寺
院
や
僧
侶
に
必
要
な
外
部
支
援
に
つ
い
て
考
察
す

る
。
第
三
発
表
者
の
藤
森
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
、
東
日
本
大
震
災

に
際
し
て
様
々
な
支
援
や
役
割
を
担
っ
た
宗
派
教
団
、
被
災
地
寺
院
、
仏

教
系
団
体
、
ま
た
支
援
を
受
け
た
地
域
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
か
ら
、
地
域
社
会
が
寺
院
、
僧
侶
に
期
待
す
る
も
の
は
何

か
に
つ
い
て
論
じ
た
。
第
四
発
表
者
の
稲
場
は
、
宗
教
施
設
を
地
域
資
源

と
す
る
防
災
・
災
害
時
支
援
の
連
携
を
公
共
空
間
に
お
け
る
宗
教
の
参

画
、
宗
教
の
社
会
貢
献
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン

リ
サ
ー
チ
の
意
義
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
（
今
岡
）
は
、

上
記
の
四
発
表
を
受
け
て
、
宗
教
者
・
研
究
者
と
し
て
宗
教
の
社
会
貢
献

や
防
災
を
研
究
・
実
践
す
る
立
場
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
た
。

　

フ
ロ
ア
か
ら
は
、
聖
職
者
と
在
家
一
般
信
徒
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
あ
り
方
の
相
違
や
、
価
値
判
断
を
含
む
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ
や

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
質
問
、
さ
ら
に

は
、
宗
教
施
設
で
の
防
災
の
取
り
組
み
を
進
め
る
上
で
行
事
中
に
災
害
が

起
き
た
ら
ど
う
対
応
す
る
か
な
ど
の
働
き
か
け
が
効
果
的
と
の
コ
メ
ン
ト

も
あ
っ
た
。
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第
一
部
会

宗
教
認
知
科
学
の
成
立
過
程
と
現
状

藤
井　

修
平

　

宗
教
認
知
科
学
（cognitive science of religion, 

Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
は
、

欧
米
で
徐
々
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
新
た
な
形
態
の
宗
教
研
究
で
あ
る
。
本

発
表
は
、
文
献
と
国
際
学
会
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
元
に
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
成

立
に
至
る
過
程
お
よ
び
そ
の
現
状
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
は
じ
め
、
人
類
学
者
の
Ｐ
・
ボ
イ
ヤ
ー
、
Ｈ
・
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
お
よ
び
宗
教
学
者
の
Ｔ
・
ロ
ー
ソ
ン
と
Ｒ
・
マ
コ
ー
リ
ー
が
認

知
科
学
の
理
論
に
よ
っ
て
宗
教
現
象
の
説
明
を
試
み
た
こ
と
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
端
緒
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
そ
の
よ
う
な
理
論
の
適
用
が
可
能
だ
と
述
べ

た
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
理
論
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
経
験
的
な
方

法
に
よ
っ
て
テ
ス
ト
し
う
る
と
主
張
し
た
。
そ
う
し
た
方
法
と
し
て
彼
ら

が
選
ん
だ
の
が
心
理
学
的
実
験
で
あ
り
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
を
テ

ス
ト
す
る
実
験
が
行
わ
れ
、
一
定
の
成
果
を
得
た
。
こ
う
し
て
形
成
さ
れ

た
心
理
学
と
宗
教
学
の
結
び
つ
き
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
核
と

な
っ
て
い
る
。

　

ボ
イ
ヤ
ー
達
が
類
似
し
た
手
法
の
研
究
を
同
時
に
開
始
し
た
の
は
、
彼

ら
が
共
通
の
背
景
を
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
一
九
八
〇

年
代
末
よ
り
顕
在
化
し
た
宗
教
学
に
お
け
る
「
神
学
」
批
判
お
よ
び
解
釈

学
批
判
で
あ
り
、
他
方
で
彼
ら
は
文
化
人
類
学
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
っ

た
文
化
相
対
主
義
に
反
発
し
て
い
た
点
で
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
、「
神
学
」
に
対
し
て
は
「
科
学
」
が
、「
解
釈
」
に
対
し
て
は
「
説

明
」
が
、「
個
別
」
に
対
し
て
は
「
普
遍
」
が
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
基
本
姿
勢
と

し
て
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。

　

初
期
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
、
単
一
の
原
理
な
い
し
認
知
的
傾
向
性
の
み
か
ら
宗

教
が
生
ま
れ
る
と
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
が
支
配
的
だ
っ
た
が
、
成
立
か
ら

約
二
十
年
が
経
っ
た
現
在
で
は
、
そ
の
方
法
や
観
点
は
よ
り
多
様
化
し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
類
型
化
す
る
な
ら
ば
、
現
状
で
は
「
実
験
心

理
学
的
手
法
」「
人
類
学
的
手
法
」「
神
経
学
的
手
法
」「
宗
教
発
展
論
」

「
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
」「
宗
教
学
的
手
法
」
が
存
在
し
て

い
る
と
い
え
る
。
総
じ
て
、
現
在
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
が
宗
教
研
究
に
対
し
て
も
た

ら
し
て
い
る
も
の
は
、
新
た
な
理
論
・
方
法
・
資
料
で
あ
る
。
理
論
の
側

面
に
お
い
て
は
、
認
知
科
学
な
ど
の
理
論
を
宗
教
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ

り
宗
教
現
象
の
「
説
明
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
方
法
の
側
面
に
お
い
て

は
、
心
理
学
や
神
経
学
等
と
の
協
力
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
形
で
の

研
究
が
実
現
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
実
験
デ
ー
タ
や
質
問
紙
へ

の
回
答
な
ど
さ
ら
な
る
研
究
に
利
用
可
能
な
資
料
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
を
見
せ
て

い
る
現
状
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
定
義
す
る
な
ら
ば
、「
心
理
学
を
は
じ
め
と
す
る

他
分
野
と
の
協
同
を
試
み
る
実
証
的
志
向
の
宗
教
研
究
」
だ
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
現
在
欧
米
の
多
数
の
大
学
・
研
究
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
と
り
わ
け
デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ー
フ
ス
大
学
は
、
宗
教
学
の
枠
内
で
Ｃ

Ｓ
Ｒ
を
実
施
し
て
い
る
数
少
な
い
拠
点
で
あ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
宗
教
学
は
、

比
較
宗
教
学
・
宗
教
現
象
学
的
観
点
と
、
社
会
学
的
観
点
の
双
方
を
重
視

し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
が
、
同
時
に
宗
教
学
理
論
の
研
究
に
も
高
い

関
心
が
も
た
れ
て
い
る
。
オ
ー
フ
ス
大
学
の
Ａ
・
ギ
ア
ー
ツ
ら
は
近
年
に
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と
し
て
見
出
さ
れ
る
。
道
徳
性
の
進
化
を
一
貫
し
た
ロ
ジ
ッ
ク
で
描
こ
う

と
す
る
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ
は
、『
協
力
す
る
種
』
を
著
し
た
ボ
ウ

ル
ズ
＝
ギ
ン
タ
ス
の
「
偏
狭
な
利
他
性parochial altruism

」
と
い
う

概
念
を
採
用
し
て
い
る
。「
偏
狭
な
利
他
性
」
と
は
、
内
集
団
に
対
す
る

利
他
性
と
外
集
団
に
対
す
る
攻
撃
性
と
い
う
二
つ
の
要
素
か
ら
成
り
、
先

史
時
代
の
集
団
間
の
戦
争
に
お
い
て
、
こ
の
傾
向
性
を
持
つ
集
団
が
勝
利

し
や
す
く
、
結
果
こ
う
し
た
「
偏
狭
な
利
他
性
」
の
遺
伝
子
の
コ
ピ
ー
が

生
ま
れ
、
道
徳
性
が
促
進
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
の
が
ボ
ウ
ル
ズ
＝
ギ
ン

タ
ス
の
主
張
で
あ
る
。
ボ
ウ
ル
ズ
ら
が
血
縁
淘
汰
を
否
定
し
、
集
団
間
の

闘
争
と
い
う
「
複
数
レ
ベ
ル
淘
汰
」
を
定
位
す
る
点
に
は
多
く
の
批
判
が

寄
せ
ら
れ
て
き
た
が
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
や
彼
の
宗
教
研
究
に
関
す
る
共
同
研

究
者
で
あ
る
ノ
レ
ン
ザ
ヤ
ン
も
ま
た
こ
れ
を
土
台
に
、
ボ
ウ
ル
ズ
ら
に
と

っ
て
の
戦
争
に
代
わ
る
宗
教
や
市
場
と
い
う
諸
制
度
に
つ
い
て
論
じ
て
い

る
。
つ
ま
り
宗
教
に
関
し
て
言
え
ば
、
人
間
は
漸
次
的
に
第
三
者
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
関
心
を
駆
り
立
て
る
社
会
的
本
能social instinct

を
進
化
さ
せ
、
全
知
で
あ
り
、
道
徳
に
反
す
る
こ
と
を
罰
す
る
道
徳
的
神

the m
oral God

(s)

を
信
奉
す
る
集
団
が
生
ま
れ
、
こ
う
し
たGod

(s)

を
信
奉
す
る
グ
ル
ー
プ
が
信
奉
し
な
い
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
一
層
繁
栄
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
類
の
利
他
性
が
促
進
さ
れ
た
と
ヘ
ン
リ
ッ
ク
ら
は
主

張
す
る
。

　

こ
う
し
た
ヘ
ン
リ
ッ
ク
ら
の
議
論
に
対
し
て
、
哲
学
思
想
の
伝
統
を
踏

ま
え
批
判
的
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
果
た
し
て
「
道
徳
性
」
と
言
っ
た
場

合
に
「
偏
狭
な
利
他
性
」
だ
け
で
十
分
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

ヘ
ン
リ
ッ
ク
ら
の
枠
組
み
で
は
、
道
徳
性
の
促
進
と
は
、「
偏
狭
な
利
他

性
」
が
お
よ
ぶ
範
囲
の
拡
大
で
あ
る
。
全
人
類
へ
の
利
他
的
振
る
舞
い
を

お
け
る
宗
教
理
論
と
し
て
ボ
イ
ヤ
ー
や
ロ
ー
ソ
ン
に
着
目
し
、
そ
の
考
え

を
取
り
入
れ
る
と
同
時
に
、
宗
教
の
集
団
的
・
社
会
的
側
面
を
強
調
す
る

こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
心
の
み
を
考
え
る
そ
れ
ま
で
の
姿
勢
へ
の
批
判
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
オ
ー
フ
ス
大
学
で
い
く
つ
か
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
実
施
さ
れ
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
る
に
至
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
宗
教
学
と
他
分
野
と
の
積
極
的
な
交
流
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
視
点
も
現
在
で
は
よ
り
多
元
的
に
な
っ
て
い

る
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
有
す
る
学
際
性
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
の
研
究
と
い
う

特
性
は
、
現
代
的
な
宗
教
研
究
の
一
形
態
を
例
示
し
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

道
徳
・
宗
教
・
市
場
経
済

│
│ 

Ｊ
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
議
論
の
可
能
性
と
問
題
点 

│
│

柳
澤　

田
実

　

二
千
年
代
を
迎
え
、
心
理
学
や
認
知
科
学
な
ど
の
実
証
的
方
法
を
用
い

る
宗
教
研
究
は
、
欧
米
を
中
心
に
ま
す
ま
す
活
発
に
展
開
し
て
い
る
。
本

発
表
で
は
そ
の
中
で
、
特
に
「
道
徳
性
の
進
化
と
宗
教
」
に
関
す
る
研
究

の
動
向
を
、
こ
の
テ
ー
マ
の
研
究
を
牽
引
し
て
い
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ヘ
ン
リ

ッ
ク
（Joseph H
enrich

）
の
グ
ル
ー
プ
と
そ
れ
に
対
立
す
る
ニ
コ
ラ
・

ボ
マ
ー
ル
（N
icolas Baum

ard

）
ら
の
主
張
を
中
心
に
検
討
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
進
化
論
の
視
点
を
採
用
す
る
「
道
徳
性
の
進
化
と
宗

教
」
研
究
は
、
広
い
意
味
で
功
利
主
義
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
。「
進

化
」
と
は
狭
い
意
味
で
の
合
目
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
意
味
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
結
果
と
し
て
生
じ
た
一
連
の
現
象
の
中
に
は
、
個
々
の
生
き
物

が
そ
の
環
境
の
中
で
生
存
す
る
た
め
に
採
用
し
た
方
法
が
、
一
つ
の
論
理
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で
の
多
文
化
共
生
と
い
う
政
治
的
課
題
の
み
な
ら
ず
、
生
命
観
や
死
生
観

な
ど
を
巡
る
新
た
な
倫
理
的
混
迷
が
前
景
化
し
て
く
る
中
、
宗
教
の
公
共

的
意
義
へ
の
再
認
識
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
従
来
の
世
俗
論
を

超
え
て
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
宗
教
が
公
的
領
域
に
不
可
避
的
に
関
与

し
て
い
る
と
の
認
識
が
あ
る
が
、
た
だ
し
、
宗
教
が
い
か
な
る
形
で
公
的

領
域
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
議
論
は
錯
綜
し
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
混
乱
を
象
徴
し
て
い
る
の
が
、
Ｊ
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
と
Ｃ
・

テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
「
世
俗
的
語
彙
へ
の
翻
訳
へ
の
必
要
性
」
論
争
で
あ
ろ

う
。
か
つ
て
理
性
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ
く
社
会
統
合
を
企
図

し
、
宗
教
を
不
要
視
さ
え
し
て
い
た
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
昨
今
、「
ポ
ス
ト

世
俗
社
会
」
の
到
来
と
い
う
認
識
の
下
、
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
連
帯
感
を
支
え
、
倫
理
的
混
迷
に
対
す
る

「
多
数
の
直
観
を
明
確
に
表
現
す
る
潜
在
な
力
」
を
有
す
る
宗
教
的
発
言

を
、「
真
理
内
容
の
ま
じ
め
な
伝
達
手
段
」
と
し
て
承
認
す
る
に
至
る
。

た
だ
、
こ
こ
に
お
い
て
も
「
宗
教
的
理
性
」
意
義
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の

共
同
体
的
な
制
約
性
ゆ
え
、
公
的
議
論
に
お
い
て
は
理
性
的
な
「
公
的
言

語
」
に
翻
訳
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
付
帯
条
件
を
課
し
て
い
く
。
そ
れ

は
多
様
な
文
化
が
相
克
を
繰
り
広
げ
て
い
る
と
い
う
現
状
認
識
の
下
、
共

約
的
な
希
望
を
非
宗
教
的
な
「
理
性
」
へ
と
託
し
た
も
の
と
も
い
え
よ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
テ
イ
ラ
ー
は
、
こ
う
し
た
条
件
付
け
自
体
に
対
し
て
、

啓
蒙
主
義
以
来
の
宗
教
に
対
す
る
不
当
な
政
治
的
脅
威
論
と
認
識
論
的
な

不
信
感
を
見
て
取
る
。
世
俗
的
理
性
の
普
遍
的
な
特
権
性
に
疑
問
を
付
す

テ
イ
ラ
ー
に
と
っ
て
、
宗
教
言
語
は
世
俗
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
べ
き
特
殊

な
存
在
で
は
な
く
、
一
元
性
へ
の
収
斂
と
い
う
理
想
以
上
に
、
現
実
的
多

元
性
へ
の
配
慮
こ
そ
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
近
代
西
欧
と
い
う

推
奨
す
る
普
遍
的
な
道
徳
と
ま
で
は
言
わ
ず
と
も
、
集
団
の
境
界
を
超
え

る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
そ
の
「
偏
狭
」
な
性
質
に
つ
い
て
何
ら
か
の
変
質

を
伴
う
よ
う
な
進
化
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

批
判
を
進
化
論
的
観
点
か
ら
実
証
的
に
行
っ
て
い
る
の
が
ボ
マ
ー
ル
ら
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
彼
ら
は
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ

ー
、
マ
ー
リ
ン
・
ド
ナ
ル
ド
に
依
拠
す
る
形
で
、
紀
元
前
五
百
年
か
ら
三

百
年
、
い
わ
ゆ
る
「
枢
軸
時
代
」
に
生
じ
た
人
間
の
振
る
舞
い
の
傾
向
性

の
変
化
と
そ
れ
に
基
づ
く
道
徳
性
の
変
化
に
注
目
し
て
い
る
。
ボ
マ
ー
ル

ら
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
経
済
的
な
豊
か
さ
が
広
が
り
生
存
環
境
が
安

定
し
た
た
め
に
、
人
類
の
報
酬
に
つ
い
て
の
短
期
的
戦
略
か
ら
長
期
的
な

戦
略
へ
の
転
換
が
生
じ
た
。
つ
ま
り
す
ぐ
に
報
酬
を
求
め
な
い
と
い
う
生

き
方
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
道
徳
性
の
促
進
に
影
響
し
た
と
言
う
の
だ
。

　

普
遍
的
な
道
徳
を
掲
げ
る
諸
宗
教
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク

ら
の
「
偏
狭
な
利
他
性
」
と
い
う
原
理
だ
け
で
は
宗
教
と
道
徳
の
問
題
を

十
分
に
論
じ
る
こ
と
は
困
難
に
思
わ
れ
る
。
他
方
で
、
長
期
的
生
存
戦
略

が
即
道
徳
性
の
促
進
に
つ
な
が
る
と
い
う
ボ
マ
ー
ル
ら
の
議
論
も
不
十
分

で
、
よ
り
教
義
や
思
想
内
容
に
も
踏
み
込
ん
だ
実
証
研
究
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
間
違
い
が
な
い
。
と
同
時
に
、
そ
れ
に
伴
い
、「
普
遍
的
な
道

徳
」
と
い
う
集
団
の
境
界
を
想
定
し
な
い
道
徳
を
、
功
利
主
義
的
な
進
化

論
の
枠
組
み
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
け
る
の
か
と
い
う
大
き
な
問
題
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

現
代
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
公
的
意
義
に
つ
い
て

飯
田　

篤
司

　

今
日
、
世
界
規
模
に
お
け
る
「
宗
教
の
復
讐
」
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会



173　　

第１部会 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

つ
い
て
再
度
問
題
化
す
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
生
成
的
で
可
変
的

で
あ
る
と
い
う
論
点
は
、
閉
鎖
的
ゆ
え
に
独
自
性
を
語
る
言
語
枠
モ
デ
ル

の
限
界
を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
い
か
な
る
解
釈
へ
も
広
が
り
う
る
と
い

う
不
安
定
性
を
も
露
呈
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
と
き
宗
教
的
認
識
に

は
、
少
な
く
と
も
「
良
心
的
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
志
向
性
の
意
義
は
残
さ

れ
よ
う
が
、「
現
状
」
に
い
か
に
し
て
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
、

そ
の
内
実
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

宗
教
に
お
け
る
「
秘
密
」
の
構
造

岩
井　
　

洋

　

本
報
告
は
、
宗
教
現
象
を
「
秘
密
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
す
る
た
め

の
理
論
的
な
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
。
一
般
的
に
「
秘
密
」
は
、「
隠
さ
れ
て

い
る
、
あ
る
い
は
一
部
の
人
間
に
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
他
人
に
明
か

す
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
よ
う
な
事
柄
」
や
「
何
か
を
う
ま
く
な
す
た

め
の
特
定
の
知
識
や
技
能
」
を
さ
す
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
秘
密
に
関
す
る
古

典
的
な
研
究
で
、
秘
密
は
個
人
の
価
値
を
高
め
る
「
装
身
具
」
の
役
割
を

す
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
秘
密
が
人
間
の
所
有
す
る
「
資

本
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
秘
密
が
資
本
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
の
は
、
情
報
の
非
対
称
性
や
知
識
が
不
均
等
に
社
会
内
に

配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
深
く
か
か
わ
る
。

　

宗
教
に
お
け
る
秘
密
と
は
、
宗
教
的
文
書
や
宗
教
思
想
の
な
か
に
隠
さ

れ
た
（
あ
る
い
は
隠
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
秘
密
や
特
定
の
個
人

の
み
が
有
す
る
知
識
や
技
能
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
一
般
信
者
が
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
特
性
を
も
つ
。
そ
の
た
め
、
宗
教
的
秘
密
は
、

宗
教
的
職
能
者
が
自
己
の
地
位
を
保
全
し
、
権
威
を
保
護
す
る
の
に
役
立

「
世
俗
」
概
念
の
歴
史
性
ゆ
え
、「
中
立
性
の
維
持
」
と
「
良
心
の
自
由
」

の
両
立
と
い
う
課
題
へ
の
対
応
も
多
元
的
と
な
り
、
求
め
ら
れ
る
中
立
性

と
は
「
宗
教
の
危
害
の
排
除
」
で
は
な
く
、
宗
教
／
世
俗
／
無
神
論
を
優

遇
も
冷
遇
も
し
な
い
と
い
う
意
味
で
の
中
立
性
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ

こ
で
も
「
重
な
り
合
う
合
意
」
か
ら
の
「
希
望
」
は
語
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　

こ
の
議
論
は
第
一
義
的
に
は
世
俗
的
理
性
の
普
遍
性
を
巡
る
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
ま
た
「
現
状
認
識
」
に
お
け
る
相
違
に
基
づ
く
も
の
で
も

あ
る
。
す
な
わ
ち
両
者
と
も
に
連
帯
へ
の
希
求
を
語
り
、
現
状
の
政
治

的
・
倫
理
的
な
諸
葛
藤
を
憂
い
つ
つ
も
、
そ
れ
を
本
質
的
に
克
服
さ
れ
る

べ
き
も
の
か
（
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
）、
必
然
的
に
経
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

過
程
と
し
て
観
る
か
（
テ
イ
ラ
ー
）
の
相
違
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
両
者
の
乖
離
の
背
景
に
は
「
宗
教
独
自
の
真
理
」
の
意
義
に

対
す
る
希
望
の
「
仕
方
」
の
相
違
が
存
在
し
、
そ
の
帰
結
に
は
一
種
の

「
ね
じ
れ
」
を
見
て
取
れ
る
。
世
俗
言
語
へ
の
翻
訳
を
可
能
で
あ
り
必
然

で
も
あ
る
と
す
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
宗
教
言
語
の
共
同
体
的
な
制
約
性

に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
と
き
、
逆
説
的
に
宗
教
は
原
理
的
に
共
役
不
能
な

言
語
枠
の
よ
う
な
様
相
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
分
断
化
の
脅
威
が
浮
上
し

て
く
る
こ
と
と
な
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
世
俗
言
語
へ
の
翻
訳
を
不
当
と
し
て
そ
の
可
能
性
自

体
に
も
懐
疑
を
向
け
、
宗
教
的
言
語
の
意
義
を
自
存
視
す
る
タ
イ
ラ
ー
に

お
い
て
は
、
現
代
社
会
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
の
両
立
が
課
題
と
な
る
が
、

そ
こ
で
も
宗
教
的
言
説
を
質
的
に
生
成
的
な
相
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
リ

ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
の
協
和
的
な
未
来
像
を
語
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
こ
う
し

た
認
識
は
、
自
存
的
と
さ
れ
た
宗
教
的
言
説
「
特
有
」
の
意
義
や
内
容
に
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要
な
の
は
、
そ
れ
が
以
前
か
ら
存
在
し
た
か
の
よ
う
な
信
憑
性
を
演
出
す

る
こ
と
で
あ
る
。

身
心
変
容
に
お
け
る
陶
酔
と
覚
醒

津
城　

寛
文

　
「
身
心
変
容
」
で
扱
わ
れ
て
い
る
多
様
な
実
践
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
部

分
で
起
こ
る
こ
と
を
、「
陶
酔
」
と
「
覚
醒
」
と
い
う
対
語
で
色
分
け
す

る
と
、
特
徴
が
際
立
つ
、
あ
る
い
は
、
時
間
的
変
化
が
浮
き
彫
り
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
八
支
則
の
う

ち
、
後
半
の
四
つ
は
、
段
階
的
に
説
か
れ
た
り
、
ラ
セ
ン
的
、
反
復
的
に

説
か
れ
た
り
す
る
が
、
陶
酔
／
覚
醒
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
ど
れ
に
も
二

つ
の
要
素
が
含
ま
れ
て
、
互
い
に
衝
突
し
た
り
、
交
替
し
た
り
、
相
乗
し

た
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
普
通
の
意
識
は
陶
酔
し
つ
つ
、
高

次
の
意
識
は
覚
醒
し
て
い
る
、
と
い
う
ふ
う
に
、
複
数
の
意
識
層
で
、
陶

酔
／
覚
醒
が
同
時
に
起
こ
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
身
心

変
容
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
ハ
ク
ス
リ
ー
『
永
遠

の
哲
学
』
を
手
が
か
り
に
、
そ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
あ
ま
り

追
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
考
え
て
み
た
い
。
同
書
は
冒
頭
で
、
あ
ら

ゆ
る
存
在
の
「
根
拠
」、「
神
的
な
「
現
実
」」
の
超
越
と
内
在
が
、「
永
遠

の
哲
学
」
の
最
大
公
約
数
だ
と
し
て
、
定
式
化
さ
れ
て
い
る
。

　

目
的
地
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
道
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
、
活
動
と

観
照
が
大
別
さ
れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
、「
仕
事
の
道
、
知
識
の
道
、

そ
し
て
信
仰
の
道
」
が
説
か
れ
た
が
、
ど
の
道
に
も
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
危

険
が
伴
う
。
信
仰
・
知
識
に
関
し
て
は
、
そ
の
ま
ま
で
す
で
に
救
わ
れ
て

い
る
と
い
う
、「
永
遠
の
哲
学
」
の
異
体
思
想
が
あ
る
。
し
か
し
、「
実
感

つ
。
ブ
ル
デ
ュ
ー
は
、「
資
本
」
の
概
念
を
拡
大
し
、
こ
の
よ
う
な
宗
教

的
職
能
者
の
知
識
や
能
力
を
「
宗
教
的
資
本
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
一
般

信
者
に
と
っ
て
、
宗
教
的
秘
密
の
段
階
的
開
示
は
、
修
行
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
も
な
る
。
秘
密
の
段
階
的
開
示
と
修
行
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
道
に
み
ら
れ
る
徒
弟
制
に
つ
い
て

の
研
究
が
参
考
に
な
る
。

　

さ
て
、
一
般
的
な
秘
密
と
同
様
に
、
宗
教
的
秘
密
も
つ
ね
に
漏
洩
と
暴

露
の
危
険
性
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
史
を
ひ
も
と
く
と
、
宗
教
教
団

が
秘
密
を
保
護
す
る
方
法
と
し
て
、
三
つ
の
戦
略
を
と
っ
て
き
た
こ
と
が

わ
か
る
。
第
一
は
、「
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
戦
略
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

宗
教
教
団
が
儀
礼
の
手
順
や
詳
細
を
複
雑
化
す
る
こ
と
で
、
一
般
信
者
に

模
倣
さ
れ
る
の
を
困
難
に
す
る
戦
略
で
あ
る
。「
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
の
デ
ィ
テ
ー
ル
が
、
細
密
画
の
よ
う
に
内
側
に

向
か
っ
て
複
雑
化
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
イ
ン
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

が
深
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
秘
密
の
内
実
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
化
さ
れ

る
。
第
二
の
戦
略
は
「
位
階
化
」
戦
略
で
、
宗
教
教
団
が
宗
教
的
な
教
育

や
修
行
の
段
階
に
応
じ
て
、
宗
教
的
職
能
者
と
一
般
信
者
の
位
階
を
明
確

に
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
戦
略
に
は
、
宗
教
的
職
能
者
の
教
育
シ

ス
テ
ム
の
確
立
と
、
修
行
の
段
階
と
一
般
信
者
の
宗
教
的
位
階
の
設
定
、

と
い
う
二
つ
の
下
位
戦
略
が
含
ま
れ
る
。
第
三
の
戦
略
は
、「
生
産
」
戦

略
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秘
密
を
あ
ら
た
に
「
生
産
」
し
、
そ
れ
が
あ
た
か

も
以
前
か
ら
存
在
し
た
か
の
よ
う
に
み
せ
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
、
一
般

信
者
が
知
る
こ
と
が
不
可
能
な
秘
密
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
中
核
は

（
理
論
的
に
は
）
空
虚
で
も
か
ま
わ
な
い
。
ま
た
、
外
部
か
ら
わ
か
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
た
な
秘
密
を
生
産
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
重
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的
で
あ
る
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
で
も
、「
永
遠
の
哲
学
」
で
い
わ
れ

る
究
極
の
根
拠
と
の
つ
な
が
り
は
、
当
然
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
と
の
合
一
は
「
あ
ま
り
に
遠
す
ぎ
る
」
も
の
と
さ
れ
、
こ
の
世
の
未
熟

な
人
間
に
と
っ
て
は
、
成
熟
し
た
霊
に
よ
る
指
導
の
必
要
性
、
そ
の
献
身

的
な
働
き
の
重
要
性
、
実
際
の
働
き
か
け
が
説
か
れ
る
。
ま
た
「
自
覚
の

程
度
、
意
識
の
程
度
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
た
上

で
、
特
殊
な
役
割
を
担
う
霊
媒
に
お
い
て
、
自
覚
や
意
識
、
つ
ま
り
覚
醒

を
失
う
こ
と
の
重
要
性
が
こ
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
永
遠

の
哲
学
」
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
徴
で
あ
り
、
意
識
研
究
上
、
示

唆
的
で
あ
る
。

宗
教
の
図
像
表
現

松
村　

一
男

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
で
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
、
機
会
に
お
い
て
神
々

の
彫
像
や
図
像
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
以
下
に
述

べ
る
よ
う
に
宗
教
的
図
像
表
現
は
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本

の
場
合
、
寺
院
に
は
仏
像
や
仏
画
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
外
来
の
も
の
で
あ

り
、
記
紀
、
万
葉
、
風
土
記
な
ど
の
伝
え
る
日
本
の
伝
統
的
宗
教
の
場
合
、

近
代
に
い
た
る
ま
で
神
的
存
在
を
彫
刻
や
絵
画
に
お
い
て
表
現
す
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
図
像
表
現
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
理

由
か
ら
生
じ
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
図
像
表
現
が
盛
ん
な
宗
教
は
ど
の
よ
う
な
条
件
下
に
そ
う
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
は
、
自
分
た
ち
の
宗
教
の
存
在
を
他
者
に
対
し

て
主
張
す
る
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
周
囲
に
別
の
宗
教
集
団
に
対
し

て
、
彼
ら
と
異
な
る
こ
と
を
図
像
に
よ
っ
て
示
す
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば

さ
れ
て
い
な
い
理
論
」
を
耳
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
体
現
者
、
表

現
者
に
な
る
わ
け
で
な
い
。
観
照
や
瞑
想
に
つ
い
て
は
、
初
歩
の
段
階
で

は
「
最
高
の
も
の
で
な
い
対
象
に
向
か
っ
て
一
点
集
中
式
に
観
照
を
行
な

う
」「
偶
像
崇
拝
」
の
危
険
が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
が
進
ん
で
「
内
な
る
光

へ
の
集
中
」
が
追
及
さ
れ
る
と
、「
静
寂
主
義
」「
道
徳
律
廃
棄
主
義
」
に

陥
る
危
険
が
あ
る
。
苦
行
に
つ
い
て
は
、「
片
側
に
は
自
己
中
心
的
な
耐

乏
や
苦
行
と
い
う
陥
穽
が
、
他
の
側
に
は
何
ご
と
も
気
に
か
け
ぬ
寂
静
の

態
度
と
い
う
危
険
地
帯
」
が
あ
り
、「
傲
慢
…
…
嫉
妬
…
…
怒
り
…
…
残

酷
さ
…
…
無
愛
」
な
ど
を
伴
い
や
す
い
。
儀
礼
、
組
織
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
の
自
己
拡
大
を
促
す
こ
と
、
と
く
に
「
権
力
を
僧
侶
階
級
に
与
え

る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
自
我
愛
に
つ
い
て
は
、
何
よ
り
も
永
遠
の
自

己
へ
の
目
覚
め
を
妨
げ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
心
霊
的
な
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
儀
式
か
ら
発
生
す
る
要
素
、
厳
し
い
肉
体
的
な
苦
行
で
得
ら
れ

る
も
の
が
、「
い
わ
ゆ
る
「
心
霊
」
能
力
」
で
あ
り
、「
永
遠
の
哲
学
・
宗

教
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
逸
れ
た
と
こ
ろ
で
、
世
界
に
リ
ア
ル
な
作
用

を
及
ぼ
す
も
の
と
し
て
、
警
戒
さ
れ
る
。

　

ハ
ク
ス
リ
ー
の
立
場
を
、
陶
酔
／
覚
醒
と
い
う
対
語
で
説
明
し
よ
う
と

す
る
と
、
概
し
て
、
覚
醒
に
価
値
が
置
か
れ
、
陶
酔
は
、
否
定
さ
れ
る
と

い
う
よ
り
も
、
そ
も
そ
も
関
心
外
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い
。
究
極
に
近

い
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
ハ
ク
ス
リ
ー
が
編
集
、
解
説
す
る
名
言
も
、
浸
透

的
、
交
替
的
、
同
時
的
、
矛
盾
的
な
表
現
に
な
り
、
陶
酔
と
も
覚
醒
と
も
、

言
い
難
い
。
こ
の
レ
ベ
ル
を
、
陶
酔
／
覚
醒
と
い
う
対
語
で
考
え
る
の
は

生
産
的
で
は
な
い
。

　
「
心
霊
」
的
な
る
も
の
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
の
霊
媒
に
つ
い
て
、

ハ
ク
ス
リ
ー
は
随
所
で
言
及
し
な
が
ら
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
消
極
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日
本
の
伝
統
宗
教
の
特
異
性
は
次
の
二
点
か
ら
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
、
仏
教
の
よ
う
な
複
雑
な
教
義
や
世
界
観
を
持
た
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
教
義
の
た
め
に
図
像
を
作
る
必
要
性
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
二
、
豊

富
な
図
像
表
現
を
持
つ
仏
教
が
伝
来
し
た
時
、
伝
統
宗
教
は
仏
教
と
人
工

的
な
図
像
表
現
に
お
い
て
張
り
合
う
よ
り
は
別
の
表
現
を
選
ん
だ
。
そ
れ

は
自
然
に
よ
る
表
現
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
異
な
形
状
の
山
や
巨

石
、
森
、
巨
大
な
滝
な
ど
が
超
自
然
世
界
と
の
交
流
の
場
と
さ
れ
、
そ
う

し
た
聖
地
で
儀
式
が
執
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
な
ら
伝

統
的
宗
教
は
「
場
の
宗
教
」
と
呼
べ
よ
う
。
自
然
の
図
像
表
現
で
あ
る
聖

地
が
後
の
神
社
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
傾
向
は
近
代
に
な
っ
て
変
化
し
た
。
明
治
政
府
は
西
洋
に
倣
っ
て

通
貨
を
発
行
し
よ
う
と
す
る
。
ロ
ー
マ
帝
国
で
は
皇
帝
の
肖
像
が
硬
貨
に

刻
ま
れ
て
い
た
し
、
西
洋
近
代
で
も
国
王
の
肖
像
が
紙
幣
や
硬
貨
に
見
ら

れ
た
。
明
治
政
府
も
天
皇
の
肖
像
を
印
刷
す
る
こ
と
を
考
え
た
が
、
反
対

意
見
が
強
く
、
神
話
的
人
物
や
歴
史
的
人
物
が
代
わ
り
に
選
ば
れ
た
。
そ

の
結
果
、
素
戔
嗚
、
神
功
皇
后
、
日
本
武
尊
、
武
内
宿
禰
な
ど
の
記
紀
神

話
の
登
場
人
物
の
図
像
が
広
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
日
本
の
伝
統
宗
教
の
図

像
表
現
も
、
自
己
の
集
団
の
存
在
を
明
示
す
る
と
い
う
役
割
を
果
た
す
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

ひ
と
・
人
格
・
人
物
を
め
ぐ
る
宗
教
史

関　
　

一
敏

　

三
つ
の
軸
が
あ
る
。
一
つ
は
「
呪
者
の
肖
像
」、
二
つ
に
「
カ
リ
ス
マ

の
継
承
」、
三
つ
に
「
人
格
の
宗
教
史
」。
ま
ず
「
呪
者
の
肖
像
」
は
、
呪

術
・
宗
教
・
科
学
の
対
比
と
い
う
古
典
的
主
題
で
あ
る
。
入
口
は
そ
れ
ぞ

古
代
エ
ジ
プ
ト
に
は
複
数
の
対
立
す
る
宗
教
都
市
が
あ
り
、
カ
ナ
ン
、
ウ

ガ
リ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
複
数
の
都
市
国

家
が
自
己
の
守
護
神
を
持
ち
、
対
立
・
抗
争
し
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
図
像
に
よ
っ
て
対
外
的
に
自
己
の
宗
教
集
団
を
明
示
す
る
行

き
方
と
対
照
的
な
の
が
、
図
像
化
を
全
面
的
に
拒
絶
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
宗

教
で
あ
る
。
周
囲
を
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ッ
シ
リ
ア
な
ど
の
大
国
に
囲
ま
れ
、

周
辺
諸
国
の
宗
教
の
影
響
も
強
く
受
け
て
い
た
弱
小
の
イ
ス
ラ
エ
ル
は
周

辺
宗
教
に
取
り
込
ま
れ
な
い
た
め
に
一
神
教
化
と
偶
像
崇
拝
禁
止
と
い
う

一
対
を
な
す
選
択
を
行
っ
て
自
集
団
の
維
持
を
図
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
方
針
は
イ
ス
ラ
エ
ル
宗
教
の
後
継
者
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
多
く
を
学

ん
だ
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
っ
て
も
採
用
さ
れ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
も
ユ
ダ
ヤ
教
を
母
胎
と
す
る
の
で
、
当
初
は
偶
像
崇
拝
を

禁
止
し
て
い
た
。
し
か
し
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
弾
圧
を

生
き
延
び
る
に
は
信
者
の
シ
ン
ボ
ル
が
必
要
と
な
り
、
十
字
架
、
魚
、
羊

飼
い
な
ど
の
図
像
が
カ
タ
コ
ン
ベ
に
描
か
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
豊
富

な
図
像
を
も
つ
古
典
古
代
文
化
の
中
に
広
が
っ
て
い
く
際
に
は
、
古
典
古

代
の
図
像
表
現
と
の
共
存
を
選
択
し
、
教
会
で
は
磔
刑
像
、
聖
母
子
像
、

イ
コ
ン
、
聖
者
像
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
美
術
が
盛
ん
と
な
っ
た
。

　

現
世
離
脱
を
志
向
す
る
仏
教
も
当
初
は
、
図
像
な
し
だ
っ
た
。
し
か
し

ブ
ッ
ダ
を
偲
ぶ
シ
ン
ボ
ル
が
求
め
ら
れ
、
ス
ト
ゥ
ー
パ
や
仏
足
石
が
作
ら

れ
た
。
そ
し
て
北
西
イ
ン
ド
（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
）
に
お
い
て
ギ
リ
シ
ア

的
図
像
表
現
か
ら
刺
激
を
受
け
て
ガ
ン
ダ
ー
ラ
仏
が
生
ま
れ
、
ま
た
図
像

表
現
が
豊
富
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
世
界
で
は
ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
と
同
じ
状
況
が
生
ま
れ
、
盛
ん
に
仏
像
が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
東
南
ア

ジ
ア
、
中
国
、
韓
半
島
、
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
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的
起
動
力
）
と
し
て
の
宗
教
に
注
目
す
る
ウ
ェ
バ
ー
は
、
当
の
預
言
の
中

味
の
供
給
源
が
律
法
（
ト
ー
ラ
ー
）
に
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
耳
の
優
越

は
す
で
に
分
節
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
神
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
倫
理

的
・
説
教
的
に
伝
え
う
る
（
教
え
う
る
）
合
理
性
を
は
ら
ん
で
い
て
、
そ

の
「
神
を
な
だ
め
る
知
識
」
は
レ
ビ
人
祭
司
ら
が
蓄
積
し
て
き
た
律
法
に

由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
預
言
者
の
真
偽
と
い
う
大
切
な
主
題
も
、

「
た
ん
な
る
奇
蹟
力
だ
け
で
は
真
正
な
る
預
言
者
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
」

の
で
、「
共
同
体
を
ヤ
ー
ウ
ェ
と
ト
ー
ラ
ー
に
結
び
つ
け
る
か
ぎ
り
に
お

い
て
の
み
」
真
の
預
言
者
だ
と
云
う
。（
２

）は
短
い
言
及
で
あ
る
が
「
召

命
預
言
」
と
「
模
範
預
言
」
を
対
比
し
て
、
前
者
は
「
神
の
道
具
」
と
し

て
神
の
名
に
お
い
て
語
る
預
言
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
を
そ
の

例
と
す
る
。
後
者
は
身
を
も
っ
て
示
す
「
神
の
器
」
で
あ
り
、
特
定
の
神

格
観
念
と
結
び
つ
く
前
者
に
対
し
て
、
ふ
つ
う
は
瞑
想
等
を
媒
介
と
し
て

近
づ
き
う
る
非
人
格
的
な
最
高
存
在
と
結
び
つ
く
、
主
と
し
て
イ
ン
ド
・

中
国
の
事
例
が
そ
れ
だ
と
云
う
。

　

三
つ
め
に
鈴
木
大
拙
を
と
り
あ
げ
て
、
以
上
の
接
続
を
図
る
。『
禅
と

は
何
か
』
で
ま
ず
宗
教
の
条
件
に
制
度
・
儀
式
・
知
性
・
道
徳
を
あ
げ
た

う
え
で
「
宗
教
経
験
」
こ
そ
が
最
も
肝
要
だ
と
述
べ
る
。
次
に
そ
の
延
長

上
に
仏
教
の
条
件
と
し
て
、
シ
ャ
カ
の
人
格
、
シ
ャ
カ
の
経
験
、
シ
ャ
カ

の
教
え
、
そ
し
て
そ
れ
以
後
の
仏
教
者
の
生
活
体
験
を
あ
げ
て
い
る
。
こ

こ
に
「
人
格
」
と
「
経
験
」
が
前
面
に
出
さ
れ
、
教
え
が
理
に
適
っ
て
い

る
だ
け
で
は
ダ
メ
で
「
真
理
以
外
の
力
」
の
核
に
こ
れ
ら
を
想
定
し
た
。

興
味
深
い
の
は
そ
の
仏
教
史
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
動
き
の
あ
る
波
の
よ
う
に

後
世
の
者
た
ち
の
体
験
が
流
れ
に
合
流
し
て
と
き
に
流
勢
を
高
め
る
と
云

う
の
だ
。
ウ
ェ
バ
ー
に
も
ど
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
は
「
神
の
器
」
に
あ
た

れ
の
日
常
的
生
活
世
界
か
ら
の
離
床
度
に
あ
っ
た
が
、
呪
術
と
日
常
と
は

仕
分
け
が
困
難
で
あ
り
、
む
し
ろ
個
々
の
領
域
で
の
そ
れ
を
担
う
人
物

（
呪
者
・
宗
教
者
・
科
学
者
）
か
ら
の
知
識
と
技
術
の
離
床
度
に
焦
点
移

動
し
た
ほ
う
が
生
産
的
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
科
学
の
離
床
度
が
最
も
高

く
、
普
遍
性
・
共
有
可
能
性
・
反
復
可
能
性
が
こ
れ
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ

る
。
最
も
離
床
度
の
低
い
の
が
呪
術
で
あ
り
、
こ
れ
は
呪
者
と
い
う
行
為

主
体
の
人
物
に
依
存
し
た
活
動
で
あ
る
。
最
後
に
宗
教
者
は
こ
れ
ら
の
中

間
に
あ
り
、「
カ
リ
ス
マ
の
継
承
」
と
よ
ば
れ
て
き
た
主
題
は
こ
の
一
連

の
離
床
度
問
題
に
文
脈
化
さ
れ
る
。

　

二
つ
め
の
「
カ
リ
ス
マ
の
継
承
」
は
、
マ
ク
ス
・
ウ
ェ
バ
ー
か
ら
入
る

ほ
か
な
い
。
三
つ
の
支
配
類
型
（
伝
統
的
・
合
法
的
・
カ
リ
ス
マ
的
）
や
、

カ
リ
ス
マ
の
日
常
化
（
世
襲
カ
リ
ス
マ
と
よ
ぶ
伝
統
化
と
官
僚
カ
リ
ス
マ

と
よ
ぶ
合
法
化
・
非
人
格
化
）
等
の
基
礎
的
な
見
取
り
図
は
こ
こ
で
は
ふ

れ
な
い
。
恵
与
さ
れ
た
賜
物
と
し
て
の
具
体
的
事
例
は
、
呪
術
者
・
預
言

者
・
英
雄
（
文
化
的
＆
政
治
的
）
に
要
約
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
預
言
者
の

分
析
に
注
目
す
る
と
、
二
つ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
（
主
な
典
拠
は
『
古
代
ユ

ダ
ヤ
教
』
と
「
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
・
序
論
」）。（
１

）「
目
と
耳
」

（
２

）「
道
具
と
器
」
で
あ
る
。（
１

）は
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
の
預
言
者
た
ち
の

「
聞
く
こ
と
の
優
越
」
あ
る
い
は
「
す
ぐ
れ
て
聴
覚
的
特
徴
」。
ウ
ェ
バ
ー

は
そ
の
理
由
と
し
て
、
神
が
被
造
物
に
入
り
こ
む
こ
と
は
な
い
伝
統
的
神

観
念
と
、
神
の
不
可
視
性
と
い
う
立
場
の
二
点
を
あ
げ
、
預
言
者
の
体
験

が
神
秘
的
合
一
た
り
え
な
い
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
目

と
耳
の
宗
教
現
象
学
的
研
究
（
た
と
え
ば
ブ
リ
ー
カ
ー
）
の
方
向
に
で
は

な
く
、『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
で
描

い
た
よ
う
な
日
常
倫
理
へ
の
橋
渡
し
可
能
性
と
エ
ト
ス
（
行
為
へ
の
実
践
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果
の
存
在
に
よ
り
実
証
さ
れ
て
い
る
）」
の
存
在
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
純
科
学
的
に
説
明
・
解
消
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
か
か
る
科
学
的
研
究
成
果
を
鑑
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
最
早

我
々
は
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
歴
史
を
導
く
人
格
神
は
も
と
よ
り
、

世
界
の
第
一
原
因
た
る
理
神
論
に
お
け
る
「
神
」
観
念
を
も
放
棄
せ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
？　

或
い
は
、
宗
教
と
科
学
は
古
生
物
学
者
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
Ｊ
・
グ
ー
ル
ド
が
主
張
し
た
よ
う
に
異
な
る
マ
ジ
ス
テ
リ

ウ
ム
（
教
導
権
）
を
持
つ
も
の
と
し
て
相
対
主
義
的
に
分
離
さ
れ
る
べ
き

も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
？

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
様
々
な
理
論
的
モ
デ
ル
の
展
開
や
そ
れ
を
裏
付
け
る

観
測
結
果
・
再
現
実
験
の
よ
り
、
宇
宙
開
闢
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
純
科
学
的

に
解
明
す
る
一
歩
手
前
（
開
闢
の
一
秒
前
ま
で
検
証
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ

る
）
ま
で
進
ん
だ
理
論
物
理
学
で
あ
る
が
、
様
々
な
課
題
を
内
包
し
て
い

る
。
こ
の
宇
宙
を
無
か
ら
創
造
し
た
と
さ
れ
る
「
真
空
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
理
論
値
は
、
現
在
こ
の
宇
宙
で
観
測
・
想
定
さ
れ
て
い
る
そ
れ
よ
り
も

１

２

０

乗
倍
も
大
き
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
発
見
さ

れ
た
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
に
つ
い
て
も
、
そ
の
質
量
が
極
め
て
不
自
然
な
値
を

示
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
こ
れ
ら
の
現
象
に
宇
宙

開
闢
に
あ
た
っ
て
の
微
調
整
が
な
さ
れ
た
形
跡
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
。

　

で
は
、
こ
の
微
調
整
の
原
因
を
万
物
の
第
一
原
因
・
不
動
の
動
者
と
し

て
の
「
神
」
に
帰
す
る
こ
と
は
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
？　

理
論
物
理
学

者
ら
は
当
然
そ
う
思
考
し
な
い
。
そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
マ
ル
チ
バ
ー
ス

宇
宙
論
で
あ
る
。
我
々
が
住
む
宇
宙
が
あ
た
か
も
人
間
が
存
在
す
る
た
め

に
デ
ザ
イ
ン
・
微
調
整
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
は
み
せ
か
け
に

る
。
こ
の
型
の
宗
教
者
た
ち
と
「
道
具
」
型
と
は
た
し
て
ど
う
い
う
関
係

に
あ
る
の
か
。
器
型
は
道
具
型
よ
り
も
離
床
度
の
ひ
か
え
め
な
宗
教
者
と

い
う
べ
き
か
。
す
な
わ
ち
宗
教
者
を
的
確
に
類
型
化
す
る
必
要
が
あ
り
、

さ
し
あ
た
り
ウ
ェ
バ
ー
の
二
類
型
を
通
し
て
こ
こ
で
は
考
え
て
み
た
。
い

ま
だ
う
ま
く
で
き
て
い
な
い
三
類
型
（
預
言
者
・
老
賢
者
・
神
秘
家
）
を

ふ
く
め
て
、
次
に
宗
教
者
像
の
類
型
化
を
は
か
っ
て
行
き
た
い
。

マ
ル
チ
バ
ー
ス
宇
宙
論
は
理
神
論
を
超
越
出
来
る
の
か
？

十
津　

守
宏

　

近
年
の
理
論
物
理
学
領
域
に
お
け
る
宇
宙
論
の
発
展
は
著
し
く
、
宇
宙

開
闢
時
に
お
け
る
宇
宙
の
姿
や
今
日
に
お
け
る
宇
宙
を
支
配
す
る
と
さ
れ

る
様
々
な
物
理
学
的
法
則
の
起
源
を
解
き
明
か
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
結

果
、
我
々
が
存
在
す
る
宇
宙
は
、
理
論
物
理
学
者
ら
の
表
現
を
借
用
す
る

と
「
人
間
が
存
在
す
る
た
め
に
様
々
な
物
理
学
的
諸
条
件
が
奇
蹟
的
に
微

調
整
さ
れ
た
宇
宙
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
理
神
論
に

お
け
る
「
神
」
の
存
在
を
理
論
上
は
示
唆
す
る
と
も
見
做
し
う
る
も
の
で

あ
る
が
、
大
型
ハ
ド
ロ
ン
衝
突
型
加
速
器
に
よ
る
再
現
実
験
や
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
観
測
衛
星
Ｗ
Ｍ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
観
測
結
果
は
、
純
科
学
的
な
研
究
成
果

や
理
論
的
モ
デ
ル
の
信
憑
性
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ッ
ブ
ル
に
よ

り
観
測
さ
れ
た
赤
方
偏
移
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
宇
宙
の
加
速
膨
張
と
そ
の

加
速
膨
張
と
い
う
事
実
が
示
唆
す
る
宇
宙
の
原
初
の
姿
が
無
限
大
の
質
量

と
密
度
を
持
つ
「
特
異
点
」
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
理
論
的
モ
デ
ル
の
科

学
的
限
界
│
│
即
ち
、「
不
動
の
動
者
」
と
し
て
の
神
的
存
在
の
存
在
を

間
接
的
に
示
唆
し
て
い
る
と
さ
れ
る
│
│
も
量
子
力
学
の
理
論
的
モ
デ
ル

と
そ
の
量
子
力
学
が
示
唆
し
た
「
真
空
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
カ
シ
ミ
ー
ル
効
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の
出
現
、
③
阿
弥
陀
如
来
や
極
楽
浄
土
を
も
と
の
仏
教
形
而
上
学
に
還
元

す
る
営
為
、
④
阿
弥
陀
如
来
や
極
楽
浄
土
を
仏
教
形
而
上
学
が
本
来
求
め

た
も
の
と
し
て
働
く
よ
う
に
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
再
構
築
す
る
。

　

第
一
段
階
は
、
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
（
止
観
）
を
中
核
と
す
る
仏
教
形
而

上
学
を
行
者
自
身
が
修
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
超
越
的
な
極
楽

浄
土
や
阿
弥
陀
如
来
の
存
在
を
必
要
と
し
な
い
。
第
二
段
階
は
、
超
越
的

な
極
楽
浄
土
や
阿
弥
陀
仏
が
前
面
に
登
場
し
て
、
あ
る
意
味
で
は
仏
教
が

そ
の
本
質
と
は
か
な
り
異
質
な
単
な
る
救
済
教
に
変
質
し
か
ね
な
い
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
第
三
段
階
は
、
衆
生
が
極
楽
往
生
を
望
む
の

は
、
良
好
な
環
境
の
中
で
奢
摩
他
毘
婆
舎
那
を
修
得
す
る
た
め
で
あ
る
と

し
て
、
極
楽
や
阿
弥
陀
如
来
を
本
来
の
仏
教
形
而
上
学
に
還
元
し
よ
う
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
段
階
を
画
す
る
の
は
法
然
で
あ
る
。
法
然
は
、

仏
教
の
自
利
利
他
円
満
と
は
要
す
る
に
平
等
な
救
済
で
あ
る
と
考
え
て
、

仏
道
が
そ
の
た
め
に
有
効
に
働
く
に
は
、
仏
教
形
而
上
学
が
目
指
す
も
の

を
称
名
念
仏
一
つ
に
込
め
て
し
ま
い
、
形
而
上
学
的
で
煩
瑣
な
用
語
は
前

面
か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
親
鸞
は
、
法
然
と
共
に
こ
の
四

段
階
に
属
す
る
の
だ
が
、
法
然
と
は
異
な
り
、
法
性
法
身
だ
と
か
無
為
涅

槃
だ
と
か
諸
法
実
相
な
ど
と
い
っ
た
仏
教
形
而
上
学
的
述
語
も
多
用
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
そ
う
し
た
用
語
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
働
く
た
め
に

多
用
し
た
の
で
あ
っ
て
、
仏
教
形
而
上
学
を
復
活
さ
せ
る
た
め
で
は
な
い
。

こ
の
方
向
か
ら
、
仏
教
の
自
利
利
他
円
満
は
、
独
特
な
往
還
二
回
向
論
へ

と
転
換
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
浄
土
教
の
救
済
教
的
実
質
を
弥
陀
の
本
願
力

回
向
と
し
て
残
し
つ
つ
、
衆
生
自
身
の
浄
土
往
生
と
同
じ
く
衆
生
自
身
の

穢
土
へ
の
還
来
と
い
う
形
で
、
自
ら
が
自
利
利
他
円
満
の
解
放
の
主
体
と

な
る
と
い
う
仏
教
の
本
来
性
を
実
践
的
に
確
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

過
ぎ
な
い
。
我
々
の
宇
宙
は
理
論
上
予
想
さ
れ
る
１

０

の
５

０

０

乗
個
は

存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
多
元
宇
宙
（
マ
ル
チ
バ
ー
ス
）
の
一
つ
に
過
ぎ

ず
、
た
ま
た
ま
我
々
人
間
を
存
在
さ
せ
る
た
め
に
物
理
学
上
の
諸
条
件
が

整
っ
た
「
上
手
く
」
出
来
た
宇
宙
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
マ
ル
チ
バ
ー
ス
宇
宙
論
は
極
め
て
実
証
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
宇
宙
論
の
理
論
的
前
提
か
ら

演
繹
的
に
導
か
れ
た
理
論
上
・
数
式
上
の
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々

が
存
在
す
る
宇
宙
以
外
の
そ
の
他
の
多
元
宇
宙
の
存
在
は
、
現
在
の
理
論

物
理
学
の
範
囲
で
は
観
測
す
る
こ
と
も
出
来
な
け
れ
ば
、
実
証
で
き
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
多
元
宇
宙
論
は
優
れ
た
か
つ
十
二
分
に
あ
り
得

る
理
論
的
な
可
能
性
で
は
あ
る
が
、
科
学
と
し
て
の
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
創
造
者
の
存
在
を
措
定
す
る
こ
と
は
非
科
学
的
な
姿
勢

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
同
時
に
多
元
宇
宙
論
も
科
学
的
な
前
提

条
件
を
十
全
に
は
満
た
し
て
い
な
い
点
に
お
い
て
、
奇
蹟
の
産
物
と
し
か

考
え
ら
れ
な
い
銀
河
や
恒
星
系
や
生
命
の
存
在
が
許
さ
れ
る
範
囲
に
微
調

整
さ
れ
た
物
理
学
的
諸
条
件
が
整
え
ら
れ
た
宇
宙
の
由
来
を
科
学
的
に
説

明
す
る
も
の
と
は
未
だ
に
な
り
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
の
仏
身
論

│
│ 

神
の
仮
説
と
方
便
法
身 

│
│

菱
木　

政
晴

　

わ
た
し
は
、
試
論
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
浄
土
教
の
発
展
の
四
段
階

を
考
え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
①
観
念
的
で
は
あ
る
が
自
利
利
他
円
満
を

主
張
す
る
仏
教
形
而
上
学
の
成
立
、
②
救
済
を
求
め
る
切
望
か
ら
、
あ
る

意
味
で
は
仏
教
形
而
上
学
に
反
す
る
実
体
的
な
阿
弥
陀
如
来
や
極
楽
浄
土
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私
は
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
示
し
た
こ
の
よ
う
な
態
度
は
法
然
や
親
鸞
に
近

い
と
考
え
、
そ
の
こ
と
を
「
仏
身
論
」
と
い
う
領
域
で
説
明
し
た
い
と
思

う
の
で
あ
る
。

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
お
け
る
真
理
の
確
定
不
可
能
性
の
根
拠
に
つ
い
て

冲
永　

宜
司

　
「
合
理
性
の
感
情
」
が
真
理
を
最
終
的
に
決
定
す
る
と
い
う
Ｗ
・
ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
主
張
を
正
当
化
す
る
に
は
、
真
理
を
実
証
的
に
突
き
詰
め
た
先

に
も
、
形
而
上
学
的
な
真
理
選
択
の
決
断
領
域
の
存
在
が
、
実
在
の
論
理

的
な
構
造
と
し
て
残
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
実
在
に
お
い
て

実
証
可
能
領
域
と
形
而
上
学
的
な
領
域
と
の
両
者
が
、
一
般
的
に
見
出
さ

れ
る
関
係
構
造
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
論
理
と
は
実
在
の
側
面
に
す
ぎ
ず
、
実
在
は
常
に
論

理
か
ら
は
み
だ
し
、
そ
れ
で
も
論
理
に
よ
っ
て
実
在
を
と
ら
え
よ
う
と
す

る
と
、
実
在
は
矛
盾
と
し
て
し
か
現
れ
な
い
と
い
う
。
実
在
を
「
自
者
」

と
見
な
す
と
、
そ
れ
は
矛
盾
し
た
「
他
者
」
を
含
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
実
在
と
し
て
の
「
現
実
の
事
物
」
と
「
概
念
」
と
を
根
本

的
に
区
別
す
る
、
ヘ
ー
ゲ
ル
、
ロ
イ
ス
か
ら
ジ
ェ
イ
ム
ズ
へ
の
影
響
が
見

て
取
れ
る
。
こ
れ
は
通
常
の
「
概
念
」
に
よ
る
実
在
の
決
定
不
可
能
性
を

意
味
し
、
そ
の
実
在
像
を
、
自
ら
の
殊
に
意
識
論
に
応
用
し
た
の
が
ジ
ェ

イ
ム
ズ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。「
私
」
の
意
識
は
、
個
物
か
ら
の
観
点
で
も
、

ま
た
全
体
か
ら
の
観
点
で
も
、
と
も
に
言
い
尽
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
、
こ
れ
は
論
理
を
究
極
ま
で
行
使
し
て
も
、
相
異
な
っ
た
宇
宙
像
が
生

じ
る
と
い
う
主
題
の
実
例
だ
っ
た
。

　

こ
の
実
在
と
概
念
と
の
乖
離
は
、
た
と
え
ば
ク
ワ
イ
ン
の
「
翻
訳
不
可

　

本
論
は
、
こ
の
問
題
を
往
還
二
回
向
論
と
密
接
に
か
か
わ
る
仏
身
論
の

問
題
と
し
て
、
往
還
論
同
様
こ
れ
を
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
・
香
月
院
深
励

の
導
き
に
よ
っ
て
よ
り
詳
し
く
紹
介
す
る
形
で
進
め
よ
う
と
思
う
。
ま

た
、
浄
土
教
の
仏
身
論
は
曇
鸞
の
『
浄
土
論
註
』
に
登
場
す
る
法
性
法

身
・
方
便
法
身
の
二
法
身
と
為
物
身
・
実
相
身
の
二
身
の
同
異
の
問
題
と

し
て
現
れ
る
の
で
、
香
月
院
の
「
論
註
講
義
録
」
で
あ
る
『
註
論
講
苑
』

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
そ
れ
に
集
中
し
よ
う
と
思
う
。

　

本
論
の
タ
イ
ト
ル
が
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
の
仏
身
論
」
と
名

づ
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
「
神
の
仮
説
」

と
い
う
考
え
方
を
浄
土
教
の
仏
身
論
、
特
に
、
そ
の
方
便
法
身
と
い
う
概

念
に
応
用
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
、
そ
の
著
『
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
』
で
「
神
の
仮
説
」
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
的
原
理
に
立
つ
と
、
神
の
仮
説
は
、
そ
れ

が
そ
の
語
の
最
も
広
い
意
味
で
満
足
に
働
く
な
ら
ば
、
真
な
の
で
あ
る
」

ま
た
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
「
神
が
働
く
」
と
言
っ
て
い
る
領
域
は
、
真
偽
の

領
域
で
は
な
く
善
悪
や
美
醜
に
か
か
わ
る
生
き
方
の
決
断
の
領
域
で
あ

る
。
こ
の
二
つ
の
領
域
に
つ
い
て
、
彼
は
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
の
中

で
「
存
在
判
断
、
あ
る
い
は
、
存
在
命
題
」
と
「
価
値
命
題
」
と
名
付
け

て
い
る
。
前
者
が
哲
学
的
な
、
あ
る
い
は
、「
形
而
上
学
的
」
な
領
域
で

あ
り
、
後
者
が
生
き
方
の
決
断
の
領
域
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ど
ち
ら
の
判

断
も
、
一
方
か
ら
他
方
を
直
接
に
演
繹
し
て
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両

者
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
知
的
活
動
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
精
神
は
、

は
じ
め
両
者
を
分
離
し
て
お
い
て
、
そ
の
後
で
両
者
を
加
え
合
わ
せ
る
と

い
う
方
法
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
両
者
を
結
合
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。
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方
、
そ
こ
を
根
拠
づ
け
る
も
の
も
存
在
し
な
い
。
確
か
に
そ
の
次
元
は
さ

ら
に
疑
わ
れ
得
る
が
、
し
か
し
疑
え
ば
、
そ
の
疑
い
自
身
が
立
脚
す
る
次

元
が
ま
た
別
に
必
要
に
な
る
。
こ
れ
は
、
何
か
の
疑
わ
れ
な
い
次
元
が
な

け
れ
ば
疑
い
さ
え
不
可
能
で
あ
り
、
よ
っ
て
理
由
な
き
確
信
が
ど
こ
ま
で

も
存
在
し
続
け
る
構
造
を
示
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
確
信
の
次
元
の
選
択
が
論
理
や
実
証
を
超
え
る
限
り
、

多
元
的
真
理
が
主
観
的
な
恣
意
で
は
な
く
、
論
理
的
吟
味
の
先
に
普
遍
的

に
保
証
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。
複
数
の
形
而
上
学
的
宇
宙
観
に
お
い

て
、
論
理
の
先
に
「
気
質
」
が
選
択
の
重
要
な
要
素
に
な
る
次
元
も
、
同

じ
理
由
か
ら
保
証
さ
れ
る
。「
そ
う
な
っ
て
い
る
か
ら
そ
う
な
っ
て
い
る
」

の
が
「
規
則
」
の
根
底
的
性
格
だ
と
す
れ
ば
、
複
数
の
理
論
か
ら
「
気

質
」
が
ひ
と
つ
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
と
同
じ
意
味
で
根
底
的
性
格

を
持
ち
得
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
主
知
主
義
的
論
理
の
最
終
的
な
否

定
が
宇
宙
の
一
元
的
理
解
を
否
定
す
る
な
ら
ば
、「
宇
宙
を
説
明
す
る
究

極
の
論
理
」
は
存
在
し
得
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

Ｒ
・
オ
ッ
ト
ー
と
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム

藁
科　

智
恵

　

Ｒ
・
オ
ッ
ト
ー
（
一
八
六
九
―
一
九
三
七
）
は
、
十
九
世
紀
か
ら
二
十

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
生
物
学
以
外
の
領
域
に
お
い
て
も
流
行
と
な
っ
て

い
た
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
関
し
て
、
特
に
そ
れ
を
宗
教
と
の
関
連
に
お
い

て
批
判
的
に
分
析
し
て
い
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
〇

四
年
に
か
け
て
、
雑
誌
『
神
学
展
望
』
に
お
い
て
「
今
日
の
ダ
ー
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
と
神
学
」
と
題
し
た
論
文
を
五
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
、
ま
た
、
一

能
性
」
の
中
に
も
見
出
せ
る
。
言
語
学
者
は
現
地
語
の
意
味
を
と
ら
え
る

と
き
、
常
に
自
分
の
概
念
枠
を
通
す
必
要
が
あ
り
、
意
味
の
直
接
把
握
は

で
き
な
い
。
こ
れ
は
翻
訳
の
限
界
点
で
あ
り
、
実
在
把
握
の
限
界
点
、
つ

ま
り
「
理
論
の
決
定
不
全
性
」
を
も
示
す
。
実
際
、
現
地
語
の
厳
密
な
翻

訳
が
不
可
能
で
も
、
現
地
語
の
話
者
と
の
、
実
用
性
に
応
え
る
疎
通
が
成

立
し
て
い
れ
ば
よ
く
、
む
し
ろ
そ
の
疎
通
の
継
続
以
上
の
「
厳
密
」
な
翻

訳
は
な
い
。
こ
れ
は
指
示
対
象
の
「
確
実
な
」
把
握
と
い
う
考
え
の
方

が
、
抽
象
的
な
先
入
観
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　

ま
た
「
ス
ペ
ク
ト
ル
の
逆
転
」
で
も
、
同
じ
「
赤
」
と
い
う
言
葉
が
指

示
す
る
感
覚
の
、
二
者
間
で
の
同
一
性
を
示
す
方
法
は
な
い
。
こ
の
場
合
、

「
赤
」
を
め
ぐ
る
疎
通
が
実
用
上
問
題
な
け
れ
ば
、「
赤
」
の
意
味
が
誤
り

と
い
う
考
え
自
体
が
無
意
味
と
な
る
。
こ
れ
は
現
地
語
に
対
し
て
複
数
の

翻
訳
可
能
性
が
常
に
あ
り
、
あ
る
現
象
に
対
し
て
複
数
の
理
論
が
可
能
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
示
す
。
反
対
に
翻
訳
に
対
す
る
懐
疑
は
、
何
か
絶
対

的
な
翻
訳
の
基
準
が
存
在
し
、
そ
れ
が
未
だ
分
か
ら
ぬ
に
す
ぎ
な
い
、
と

い
う
先
入
観
の
も
と
に
生
じ
る
。
だ
が
最
初
か
ら
そ
の
基
準
が
な
け
れ

ば
、
そ
こ
を
め
ぐ
り
生
じ
る
懐
疑
も
無
意
味
で
あ
る
。
疎
通
の
根
本
に

は
、
た
だ
基
準
な
く
行
わ
れ
る
と
い
う
次
元
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
行
為
の
中
か
ら
自
ず
と
基
準
と
真
理
が
立
ち
現
れ
て
く
る
と

い
う
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
的
な
「
規
則
」
に
も
通
じ
る
。
そ
れ

は
、
予
め
定
め
ら
れ
た
基
準
、
根
拠
が
な
い
限
り
、
ど
ん
な
に
論
理
的
に

突
き
詰
め
て
も
、
行
為
に
適
用
さ
れ
る
規
則
や
理
論
が
複
数
存
在
す
る
こ

と
を
示
す
。
そ
の
複
数
の
ど
れ
を
選
ぶ
か
の
決
断
に
お
い
て
、
論
理
か
ら

導
か
れ
な
い
「
気
づ
き
」
の
余
地
が
あ
る
。
こ
の
余
地
は
疑
い
か
ら
免
れ

て
い
る
次
元
で
あ
り
、
現
実
の
行
動
や
言
語
使
用
に
必
ず
必
要
で
あ
る
一
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と
自
然
的
な
も
の
と
の
関
係
の
捉
え
方
の
例
と
し
て
、
超
自
然
主
義
と
汎

神
論
を
挙
げ
る
。
し
か
し
、
超
自
然
主
義
も
汎
神
論
も
、
永
遠
的
な
も
の

を
時
間
的
な
も
の
の
中
に
入
れ
て
し
ま
う
と
い
う
同
じ
過
ち
を
犯
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
超
自
然
的
な
も
の
と
自
然
的
な
も
の
と
の
関
係
の

問
題
が
解
決
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
、
全
て
の

生
物
の
遺
伝
的
関
係
を
閉
じ
ら
れ
た
自
然
法
則
の
中
で
主
張
す
る
限
り
、

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
宗
教
が
自
ら
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は

全
く
意
味
の
な
い
こ
と
と
な
る
と
オ
ッ
ト
ー
は
述
べ
る
。

　

さ
ら
に
、
オ
ッ
ト
ー
は
そ
こ
か
ら
、
宗
教
の
理
念
や
確
信
自
身
と
い
っ

た
も
の
が
一
体
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
い
を
立
て
る
。

何
が
そ
の
源
泉
で
あ
り
、
何
が
そ
の
有
効
な
基
礎
な
の
か
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ッ
ト
ー
の
議
論
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
少
な

く
と
も
動
物
学
的
な
仮
説
、
つ
ま
り
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
学
説
と
の
議
論
に
お

い
て
は
見
出
さ
れ
得
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
重
要
と

な
る
の
が
、
宗
教
哲
学
な
の
で
あ
る
。
宗
教
哲
学
が
、
宗
教
的
理
念
、
あ

る
い
は
宗
教
的
確
信
の
源
泉
に
つ
い
て
の
答
え
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
の
一
つ
目
の
課
題
が
、
全
て
の
哲
学
と
同
様

に
、
理
性
的
精
神
自
身
の
能
力
、
力
、
認
識
能
力
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な

認
識
へ
の
能
力
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
探
求
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
こ
の

一
つ
目
の
課
題
に
と
っ
て
オ
ッ
ト
ー
が
有
用
だ
と
考
え
る
の
が
、
カ
ン

ト
、
フ
リ
ー
ス
の
哲
学
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
オ
ッ
ト
ー
の
『
聖
な
る
も

の
』
に
お
け
る
叙
述
も
こ
の
土
台
の
上
に
初
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
あ

る
と
オ
ッ
ト
ー
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宗
教
的
経
験
を
、
物
質

主
義
的
な
も
の
に
還
元
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
学
問
的
に
示
す
と
い
う

こ
と
が
目
指
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

九
〇
九
年
雑
誌
『
フ
リ
ー
ス
学
派
の
論
文
集
』
に
お
い
て
も
「
ダ
ー
ウ
ィ

ニ
ズ
ム
と
宗
教
」
と
題
し
た
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
こ
の
論

文
を
含
ん
だ
単
行
本
を
同
年
に
『
ゲ
ー
テ
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
と
宗
教
』
と
し
て
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
一
年
に
出
版

さ
れ
た
『
聖
な
る
も
の
』
を
補
完
す
る
論
文
を
集
め
た
も
の
の
中
に
も
、

「
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
宗
教
」
と
い
う
論
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
オ
ッ
ト
ー
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
を
ど
う

論
じ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
自
ら
の
課
題
と
の
関
係
で
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
て
い
た
の
か
を
解
明
し
た
い
。

　

ま
ず
、
オ
ッ
ト
ー
は
「
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」
と
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
学
説
と

の
違
い
を
強
調
す
る
。
当
時
、
流
行
現
象
と
も
な
っ
て
い
た
「
ダ
ー
ウ
ィ

ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
、
自
然
哲
学
者
に
よ
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
指
摘
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
何
も
新
し
い
も
の

で
は
な
い
と
指
摘
す
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
、
学
問
に
お
い
て
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン

主
義
者
」
と
言
わ
れ
る
べ
き
は
、
自
身
の
原
理
、
方
法
に
よ
っ
て
研
究
を

し
、
研
究
の
成
果
を
展
開
し
て
い
く
よ
う
な
生
物
学
者
だ
と
し
、
ダ
ー
ウ

ィ
ニ
ズ
ム
を
生
物
学
の
領
域
か
ら
別
の
領
域
、
つ
ま
り
、
精
神
科
学
、
歴

史
学
、
倫
理
、
認
識
論
等
に
拡
張
し
よ
う
と
い
う
動
き
は
、「
ダ
ー
ウ
ィ

ン
」
と
い
う
名
の
権
威
を
傘
に
着
て
語
ら
れ
る
物
質
主
義
的
一
元
論
な
の

で
あ
る
と
す
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
種
の
「
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」
と
宗
教
と
の
関
係
と
い
う

問
題
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
、

新
し
い
問
題
で
は
な
く
、
神
学
は
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
登
場
す
る
以
前
か

ら
、「
自
然
的
な
も
の
と
超
自
然
的
な
も
の
と
の
関
係
」
と
し
て
、
こ
の

問
題
に
対
処
し
て
き
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
超
自
然
的
な
も
の
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の
こ
と
を
指
す
。
続
い
て
、
内
容
的
寛
容
と
は
、
異
な
る
宗
教
の
真
理
性

を
積
極
的
に
承
認
す
る
立
場
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
逆
に
、
内
容
的
不
寛

容
と
は
、
異
な
る
宗
教
を
、
形
式
的
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
自
ら
の
宗
教

の
真
理
性
に
基
づ
い
て
否
定
す
る
立
場
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
場
合
、
メ
ン
シ
ン
グ
が
評
価
す
る
の
は
形
式
的
寛
容
よ
り
も
内

容
的
寛
容
の
方
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
メ
ン
シ
ン
グ
は
寛
容
に
つ
い
て
、
内

的
寛
容
、
内
的
不
寛
容
、
外
的
寛
容
、
外
的
不
寛
容
を
区
別
す
る
。
内
的

寛
容
・
不
寛
容
と
は
、
自
ら
の
内
な
る
宗
教
に
対
す
る
寛
容
・
不
寛
容
を

意
味
す
る
。
異
端
や
非
正
統
派
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
と
り
結
ぶ
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
外
的
寛
容
・
不
寛
容
と
は
、
別
の
宗
教
に
対
す
る
寛

容
・
不
寛
容
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

メ
ン
シ
ン
グ
の
寛
容
論
は
、
宗
教
を
め
ぐ
る
多
数
性
と
一
性
を
め
ぐ
る

類
型
論
に
基
づ
い
て
い
る
。
メ
ン
シ
ン
グ
は
次
の
三
つ
の
類
型
を
提
唱

す
る
。「
多
数
性
の
代
わ
り
の
一
性
（Einheit statt der V

ielheit

）」

「
多
数
性
か
ら
の
一
性
（Einheit aus der V

ielheit

）」「
多
数
性
の
中

の
一
性
（Einheit in der V

ielheit

）」
の
三
つ
で
あ
る
。
第
一
の
立

場
は
、
自
ら
の
宗
教
だ
け
が
真
の
宗
教
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
宗
教
は
否

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
立
場
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
多
数
性
に
代
わ

る
一
性
が
問
題
と
な
る
。
第
二
の
立
場
は
、
様
々
な
宗
教
の
中
か
ら
一
性

を
抽
象
し
て
い
く
や
り
方
で
あ
る
が
、
メ
ン
シ
ン
グ
は
こ
の
よ
う
な
抽
象

的
・
形
式
的
一
性
の
先
へ
行
こ
う
と
す
る
。
最
後
に
登
場
す
る
第
三
の
立

場
は
、
現
存
す
る
諸
宗
教
の
中
に
実
質
的
な
一
性
が
あ
り
う
る
こ
と
を
主

張
す
る
立
場
で
あ
り
、
こ
れ
が
メ
ン
シ
ン
グ
の
結
論
と
な
る
。
諸
宗
教
が

共
有
す
る
一
性
の
内
容
に
つ
い
て
、
メ
ン
シ
ン
グ
は
、
自
ら
の
師
匠
で
あ

る
オ
ッ
ト
ー
が
『
聖
な
る
も
の
』
で
主
張
し
た
聖
な
る
も
の
の
根
源
的
体

メ
ン
シ
ン
グ
の
宗
教
的
寛
容
論
の
現
代
的
意
義

後
藤　

正
英

　

グ
ス
タ
フ
・
メ
ン
シ
ン
グ
は
、
宗
教
現
象
学
の
代
表
的
研
究
者
と
し
て

知
ら
れ
る
存
在
で
あ
る
。
メ
ン
シ
ン
グ
の
宗
教
学
に
つ
い
て
は
、
民
族
宗

教
と
普
遍
的
宗
教
を
対
比
さ
せ
る
図
式
的
な
宗
教
類
型
論
な
ど
、
今
日
で

は
再
考
を
必
要
と
す
る
部
分
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
排
外
主
義
や
不

寛
容
が
顕
在
化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
彼
の
寛
容
論
に
は
再
評
価
す

る
意
義
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。
近
年
の
メ
ン
シ
ン
グ
研
究
を
牽
引
す
る

存
在
で
あ
るH

am
id Reza Y

ousefi

も
間
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
観
点
か
ら
メ
ン
シ
ン
グ
の
寛
容
論
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。
メ

ン
シ
ン
グ
は
、
比
較
宗
教
学
こ
そ
が
諸
宗
教
の
寛
容
を
促
進
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
メ
ン
シ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
宗
教
学
は
他
宗
教
に
対
す
る
伝

統
的
偏
見
を
修
正
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
宗
教
学
に
基
づ
く
寛
容
の

立
場
は
、
強
制
的
な
仕
方
で
他
宗
教
へ
の
攻
撃
を
抑
制
す
る
の
で
も
な

く
、
他
宗
教
に
無
関
心
の
態
度
を
取
る
の
で
も
な
く
、
深
い
意
味
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
宗
教
に
お
い
て
聖
な
る
も
の
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
承

認
す
る
の
で
あ
る
。

　

メ
ン
シ
ン
グ
は
寛
容
に
つ
い
て
四
つ
の
類
型
を
提
示
す
る
。
そ
れ
は
、

形
式
的
寛
容
、
形
式
的
不
寛
容
、
内
容
的
寛
容
、
内
容
的
不
寛
容
の
四
つ

で
あ
る
。
メ
ン
シ
ン
グ
は
、
こ
れ
ら
の
類
型
は
、
最
初
か
ら
想
定
さ
れ
て

い
た
も
の
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま
で
歴
史
研
究
の
後
で
見
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
ま
ず
、
形
式
的
寛
容
と
は
、
国
家
や
教
会
の

統
一
性
を
乱
さ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
他
者
の
宗
教
的
確
信
に
単
に
干
渉

を
し
な
い
立
場
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
形
式
的
不
寛
容

と
は
、
組
織
の
統
一
性
を
乱
す
存
在
に
対
し
て
は
不
寛
容
に
接
す
る
立
場
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研
究
と
ヴ
ィ
ー
コ
と
の
接
続
が
語
ら
れ
て
お
り
、
一
九
世
紀
以
降
の
学
問

の
検
討
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

ヴ
ィ
ー
コ
は
『
わ
れ
れ
の
時
代
の
学
問
方
法
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、

製
作
者
と
真
理
の
結
び
つ
き
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
が
『
ラ
テ
ン
語
の
起
源

か
ら
導
き
出
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
人
の
太
古
の
知
恵
に
つ
い
て
』
に
お
け

る
、
真
理
と
は
作
ら
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
へ
と
繋
が

る
。
さ
ら
に
『
新
し
い
学
』
に
お
い
て
は
、
神
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の

に
つ
い
て
人
間
は
そ
の
知
識
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
人
間
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
な
ら
そ
の
原
理
を
原
初
の
人
間
の
内
側

に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
具
合
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
原
初
の
人
間
に
つ
い
て
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
の
主
張
と
大
き
く
関
わ
る
の
が
「
学
説
は
そ
れ
が
扱
う
素
材
が
始

ま
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
人
間
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ム
の

歴
史
を
書
く
場
合
、
そ
の
起
源
か
ら
書
き
起
こ
す
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

フ
ァ
ク
ト
ゥ
ム
の
ひ
と
つ
を
成
す
も
の
、
そ
れ
が
宗
教
で
あ
る
。
ヴ
ィ

ー
コ
は
あ
ら
ゆ
る
国
民
は
何
ら
か
の
宗
教
と
と
も
に
始
ま
る
と
述
べ
、
人

間
に
秩
序
を
与
え
国
家
存
立
の
基
盤
と
な
る
宗
教
に
大
き
な
価
値
を
見
い

だ
し
た
。『
新
し
い
学
』
に
お
い
て
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
、
カ
ル
デ
ア
人
、

ス
キ
ュ
タ
イ
人
、
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
、
エ
ジ
プ
ト
人
、
ギ
リ
シ
ア
人
、
ロ
ー

マ
人
の
年
代
記
的
記
述
の
比
較
が
行
わ
れ
る
が
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
、
そ
し
て

そ
の
伝
統
の
延
長
線
上
に
歴
史
が
展
開
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
別
格
の
扱

い
を
受
け
て
お
り
、「
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ム
と
し
て
の
宗
教
」
の
図
式
か
ら
外

さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ィ
ー
コ
が
『
新
し
い
学
』
で
対
象
と
す
る
の
は
、
複
数

験
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
メ
ン
シ
ン
グ
の
考
え
で
は
、
こ
こ
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
宗
教
体
験
の
個
別
の
リ
ア
リ
テ
ィ
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
教
説
が
正
し
い
か
否
か
と
い
う
点
で
諸
宗
教
が
対
立
す
る
こ
と
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

宗
教
学
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
メ
ン
シ
ン
グ
の
活
躍
し
た
時
代
に
は

寛
容
論
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
宗
教
間
対
話
が
盛
ん
に
語
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。Y

ousefi

は
メ
ン
シ
ン
グ
の
寛
容
論
と
間
文
化
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
を
統
合
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
が
、
彼
の
仕
事
は
、

こ
う
し
た
過
去
の
宗
教
学
の
展
開
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い

え
よ
う
（
こ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
認
識
は
小
田
淑
子
氏
よ
り
大
き
な
示

唆
を
得
た
も
の
で
あ
る
）。

ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
宗
教
史
学
と
ヴ
ィ
ー
コ
の
学

江
川　

純
一

　

宗
教
学
を
め
ぐ
る
語
り
に
は
あ
る
種
の
紋
切
型
が
み
ら
れ
る
。
マ
ッ
ク

ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
る
一
八
六
七
年
の
「Science of religion

」
概
念

の
使
用
、
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
圏
の
大
学
に
お
け
る
一
九
世
紀
末
の

宗
教
学
講
座
の
誕
生
を
「
宗
教
学
の
出
発
点
」
と
し
、
そ
れ
以
前
を
「
前

史
」
と
す
る
語
り
方
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
の
場
合
、
一
九
二
三
年
の
ロ
ー

マ
大
学
宗
教
史
学
講
座
設
置
が
「
出
発
点
」
と
さ
れ
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期

イ
ギ
リ
ス
の
文
献
学
的
人
類
学
的
宗
教
研
究
と
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学

に
お
け
る
歴
史
批
評
的
研
究
さ
ら
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
近
代
主
義
と
の
結
合

が
、
こ
の
新
し
い
学
問
の
契
機
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ

タ
リ
ア
宗
教
史
学
を
立
ち
上
げ
た
ラ
ッ
フ
ァ
エ
ー
レ
・
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー

ニ
の
著
作
を
詳
細
に
み
て
み
る
と
、
彼
の
研
究
の
中
心
で
あ
る
最
高
存
在
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し
、
そ
れ
が
エ
リ
ア
ー
デ
に
お
け
る
宗
教
現
象
学
構
築
の
基
層
と
な
っ
た

可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
宗
教
現
象
学
と
呼
ば
れ
る
学
問
領
域

は
、
そ
の
特
質
や
輪
郭
、
代
表
的
論
者
を
め
ぐ
っ
て
、
現
代
宗
教
学
に
お

い
て
共
有
さ
れ
た
意
見
が
み
ら
れ
な
い
、
き
わ
め
て
曖
昧
と
し
た
状
況
に

あ
る
。
し
か
し
宗
教
の
把
握
に
お
い
て
体
験
を
重
視
し
、
そ
の
「
意
味
」

や
「
構
造
」
を
社
会
学
や
心
理
学
の
言
葉
に
変
換
せ
ず
に
説
明
し
よ
う
と

す
る
点
に
宗
教
現
象
学
の
特
質
が
見
て
取
れ
る
。
一
方
で
、「
宗
教
体
験
」

も
き
わ
め
て
複
雑
な
議
論
過
程
を
経
て
き
た
概
念
で
あ
り
、
宗
教
を
把
握

す
る
上
で
の
終
局
的
な
根
拠
と
見
な
さ
れ
、
宗
教
当
事
者
の
体
験
に
で
き

る
限
り
接
近
す
る
た
め
の
方
法
論
が
さ
ま
ざ
ま
に
考
案
さ
れ
て
き
た
が
、

体
験
を
終
局
的
根
拠
と
み
な
す
こ
と
そ
の
も
の
が
含
み
も
つ
近
代
の
政
治

的
負
荷
も
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
宗
教
現
象

学
」「
体
験
」
の
ど
ち
ら
も
極
め
て
曖
昧
で
輪
郭
の
不
明
瞭
な
言
葉
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
概
念
を
新
た
に
定
義
し
た
り
、
新
た
な
方
向

性
の
も
と
で
再
活
用
す
る
こ
と
を
示
し
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
宗
教
現

象
学
に
分
類
さ
れ
る
研
究
者
が
、
宗
教
体
験
の
独
自
性
を
研
究
す
る
た
め

の
方
法
論
を
形
成
し
て
き
た
歴
史
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
考
察
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
と
り
わ
け
二
十
世
紀
を
代
表
す
る
宗
教
現
象
学
者
と
一
般
に

み
な
さ
れ
る
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
が
体
験
概
念
を
受
容
し
た
歴
史
的

状
況
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

エ
リ
ア
ー
デ
は
オ
ッ
ト
ー
の
聖
概
念
を
継
承
し
た
、
宗
教
現
象
学
者
と

み
な
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
彼
が
学
問
上
で
オ
ッ
ト
ー
を
学

ん
だ
状
況
を
確
認
で
き
る
最
初
期
の
資
料
は
、
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
で
の
指

導
教
官
で
あ
っ
た
ナ
エ
・
イ
オ
ネ
ス
ク
の
「
宗
教
哲
学
講
義
」
で
あ
る
。

イ
オ
ネ
ス
ク
と
は
、
ブ
カ
レ
ス
ト
大
学
に
お
い
て
哲
学
・
形
而
上
学
を
担

の
神
々
を
信
仰
す
る
異
教
徒
、
つ
ま
り
ヴ
ィ
ー
コ
に
と
っ
て
の
「
他
者
」

で
あ
る
と
い
う
点
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ヴ
ィ
ー
コ
は
想
像
と
思
惟
を

区
分
し
た
上
で
、
人
間
の
想
像
力
を
重
視
し
、
異
教
徒
の
宗
教
の
起
源
を

「
畏
れ
」
に
求
め
た
。
恐
怖
の
み
が
原
初
の
人
間
が
持
つ
野
獣
的
放
縦
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
人
間
を
秩
序
あ
る
状
態
へ
と
導
く
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
諸
国
民
の
世
界
を
可
能
に
し
た
の
は
宗
教
だ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。『
新
し
い
学
』
に
は
宗
教
擁
護
と
い
う
側
面
が
存
在
す
る
。

　

一
方
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
は
、
宗
教
を
歴
史
的
研
究
の
対
象
と
す
る

う
え
で
、
ヴ
ィ
ー
コ
に
み
ら
れ
た
「
神
の
啓
示
に
基
づ
く
ユ
ダ
ヤ=

キ
リ

ス
ト
教
の
特
権
化
」
を
廃
し
、
す
べ
て
の
宗
教
を
フ
ァ
ク
ト
ゥ
ム
と
し
て

捉
え
た
。
ヴ
ィ
ー
コ
に
よ
る
想
像
と
思
惟
の
区
分
は
、
想
像
力
に
基
づ
く

最
高
存
在
と
、
思
惟
に
よ
る
一
神
教
の
差
異
と
い
う
形
で
生
か
さ
れ
て
お

り
、
最
高
存
在
の
根
源
に
自
然
現
象
の
擬
人
化
が
置
か
れ
て
い
る
。
宗
教

を
め
ぐ
る
世
俗
の
学
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
は
、
イ
タ
リ
ア
王
国
誕

生
に
端
を
発
す
教
皇
庁
と
イ
タ
リ
ア
王
国
政
府
と
の
対
立
、
所
謂
ロ
ー
マ

問
題
に
起
因
す
る
宗
教
的
無
関
心
が
蔓
延
し
て
い
た
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ

タ
リ
ア
に
あ
っ
て
、
宗
教
擁
護
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
宗
教
史
学
の
モ
デ
ル
は
ヴ
ィ
ー
コ
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。「
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
学
」
史
は
、
ペ
ッ
タ
ッ
ツ
ォ
ー
ニ
か
ら
で

は
な
く
、
ヴ
ィ
ー
コ
か
ら
書
き
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宗
教
現
象
学
に
お
け
る
体
験
の
問
題

奥
山　

史
亮

　

本
報
告
は
、
大
戦
間
期
の
ル
ー
マ
ニ
ア
に
お
い
て
宗
教
哲
学
者
で
あ
る

ナ
エ
・
イ
オ
ネ
ス
ク
が
宗
教
体
験
を
学
的
に
対
象
化
す
る
方
法
論
を
導
入
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質
を
も
つ
。
②
宗
教
現
象
学
（
現
象
学
的
手
法
）
は
宗
教
の
特
殊
性
を
分

析
す
る
た
め
の
方
法
論
で
あ
り
、
オ
ッ
ト
ー
は
そ
の
モ
デ
ル
と
み
な
せ

る
。
③
宗
教
の
非
合
理
性
に
関
す
る
オ
ッ
ト
ー
の
学
説
を
重
視
し
て
い

る
。
こ
の
イ
オ
ネ
ス
ク
の
宗
教
論
は
エ
リ
ア
ー
デ
に
お
け
る
宗
教
現
象
学

の
基
層
と
な
っ
て
お
り
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
オ
ッ
ト
ー
理
解
も
イ
オ
ネ
ス
ク

宗
教
論
の
枠
内
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
民
族
主
義
宗
教
運
動
と
美
学
的
な
る
も
の

深
澤　

英
隆

　

ド
イ
ツ
の
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ル
キ
ッ
シ
ュ
宗
教
運
動
（völkische Be-

w
egung

＝
以
下
で
は
民
族
主
義
宗
教
運
動
）
の
潮
流
は
、
民
族
（V

olk

）

を
絶
対
化
・
超
越
化
す
る
内
在
的
宗
教
性
に
よ
り
、
ナ
チ
ズ
ム
の
淵
源
の

ひ
と
つ
と
も
な
っ
た
が
、
こ
の
宗
教
運
動
に
関
わ
る
特
徴
と
し
て
、
美
的

要
素
の
前
景
化
と
い
う
こ
と
が
当
時
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ

ち
、
フ
ィ
ド
ゥ
ス
、
Ｌ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
、
Ｆ
・
シ
ュ
タ
ッ
セ
ン
、

Ｈ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ヒ
な
ど
の
象
徴
主
義
の
画
家
た
ち
が
、
こ
の
運
動
と
深

く
関
わ
り
、
民
族
主
義
宗
教
運
動
の
視
覚
文
化
的
側
面
を
担
っ
て
い
た
。

　

ド
イ
ツ
の
芸
術
界
と
民
族
主
義
と
の
結
び
つ
き
は
、
一
方
で
ま
ず
近
代

以
降
北
欧
神
話
や
ド
イ
ツ
の
諸
伝
承
が
芸
術
諸
分
野
で
好
個
の
モ
チ
ー
フ

と
な
っ
た
こ
と
と
、
他
方
で
民
族
主
義
の
側
が
民
族
の
古
い
伝
承
を
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
の
源
泉
と
見
な
し
て
重
視
し
た
こ
と
と
が
あ
い
ま

っ
て
、
芸
術
と
民
族
主
義
が
接
点
を
も
つ
機
会
が
近
代
以
降
増
大
し
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、「
芸
術
宗
教
（K

unstreligion

）」

と
い
う
問
題
が
あ
る
。
初
期
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
周
辺
で
生
ま
れ
た

当
し
た
宗
教
哲
学
者
で
あ
り
、「
生
の
哲
学
」
の
思
想
研
究
を
専
門
と
し
、

そ
れ
ら
を
ル
ー
マ
ニ
ア
に
紹
介
し
た
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
と
り
わ

け
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
、
デ
ィ
ル
タ
イ
、
ベ
ル
グ
ソ
ン
か
ら
強
い
影
響
を

受
け
て
お
り
、「
宗
教
哲
学
講
義
」
で
は
彼
ら
の
体
験
概
念
を
取
り
上
げ

る
な
か
で
オ
ッ
ト
ー
『
聖
な
る
も
の
』
を
論
じ
て
い
る
。
イ
オ
ネ
ス
ク
に

よ
れ
ば
、
宗
教
と
は
生
の
理
解
で
あ
り
、
自
己
を
超
え
る
も
の
に
対
す
る

何
ら
か
の
体
験
を
根
本
的
に
有
す
る
。
そ
し
て
自
己
を
超
え
る
神
的
な
る

も
の
と
の
関
係
性
、
宗
教
体
験
を
求
め
る
こ
と
は
人
間
の
能
力
で
あ
り
、

こ
の
宗
教
的
能
力
は
生
理
的
欲
求
に
対
応
す
る
ほ
か
の
能
力
と
は
性
質
を

大
き
く
異
に
す
る
と
述
べ
、
こ
れ
を
宗
教
の
特
殊
性
と
表
現
し
て
い
る
。

宗
教
的
能
力
が
志
向
す
る
の
は
、
合
理
的
学
知
や
自
然
科
学
的
法
則
に
よ

っ
て
は
把
握
で
き
な
い
存
在
で
あ
り
、
現
実
の
別
の
次
元
、
自
然
科
学
的

法
則
に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
現
実
と
は
別
の
次
元
に
向
き
合
お
う
と
す
る

こ
と
で
宗
教
的
能
力
は
発
揮
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
宗
教
的
能
力
は
心
理
学

的
枠
組
み
で
は
解
明
で
き
な
い
独
自
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
研
究
す

る
た
め
の
方
法
論
と
し
て
宗
教
現
象
学
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
宗
教
現

象
学
は
、
精
神
的
行
為
の
普
遍
性
、
精
神
的
行
為
の
特
殊
性
、
精
神
的
行

動
の
法
則
の
特
殊
性
を
対
象
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
イ
オ
ネ
ス
ク

は
こ
の
よ
う
に
宗
教
現
象
学
を
説
明
し
た
上
で
、
そ
の
モ
デ
ル
の
一
つ
と

し
て
オ
ッ
ト
ー
『
聖
な
る
も
の
』
を
紹
介
し
、
宗
教
の
根
源
的
要
素
の
一

つ
と
し
て
神
的
存
在
に
対
す
る
恐
怖
の
非
合
理
性
に
着
目
す
る
学
説
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
の
分
析
に
よ
っ
て
、
イ
オ
ネ
ス
ク
の
宗
教

論
の
特
徴
を
整
理
す
れ
ば
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
①
宗
教
的

能
力
は
、
ほ
か
の
生
理
上
の
機
能
と
は
区
別
さ
れ
る
特
殊
性
を
有
す
る
。

そ
れ
ゆ
え
宗
教
現
象
も
、
ほ
か
の
文
化
一
般
か
ら
区
別
さ
れ
る
特
殊
な
性
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た
子
で
あ
る
以
上
は
／
そ
し
て
本
質
に
忠
実
な
と
こ
ろ
か
ら
、
芸
術
と
宗

教
は
私
た
ち
に
啓
示
さ
れ
る
│
│
本
質
の
迫
り
く
る
力
の
な
か
か
ら
│
│

『
宗
教
芸
術
』
と
し
て
」。

　

そ
れ
で
は
Ｇ
Ｇ
Ｇ
創
設
後
の
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
の
画
業
に
、
本
質

的
な
変
化
は
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
答
え
は
否
で
あ
り
、
そ
の
幻
想
画

家
と
し
て
の
画
風
に
大
き
な
変
化
は
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
民
族
主
義
宗

教
が
す
で
に
、
近
代
の
典
型
的
な
知
識
人
宗
教
と
し
て
、
民
衆
的
支
持
を

得
る
こ
と
も
な
く
、
実
定
性
を
十
全
に
具
え
る
こ
と
に
挫
折
し
て
い
た
。

「
宗
教
芸
術
」
が
実
定
性
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
民
族
主
義
的
「
宗
教

芸
術
」
も
ま
た
、
必
然
的
に
頓
挫
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
コ
ン
ラ
ー

ト
・
フ
ィ
ド
ラ
ー
を
受
け
て
物
部
晃
二
が
言
う
よ
う
に
、
造
形
す
る
手
は

意
識
的
制
御
を
裏
切
る
。
そ
れ
は
感
性
的
造
形
行
為
が
実
定
的
信
仰
の
掣

肘
を
脱
し
て
、「
宗
教
芸
術
」
が
破
綻
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
ま
た
「
宗

教
芸
術
」
が
い
ま
ひ
と
た
び
「
芸
術
宗
教
」
に
押
し
戻
さ
れ
、
一
定
の
自

律
性
を
得
る
こ
と
で
も
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
宗
教
芸
術
と
芸
術
宗
教
と

の
間
の
両
義
性
こ
そ
が
、
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
の
、
意
図
せ
ざ
る
意
図

で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
概
念
は
、
芸
術
の
至
上
価
値
化
と
宗
教
性
の
芸
術
へ
の
転
移
と
も
い

う
べ
き
近
代
の
動
向
を
批
評
的
に
表
す
も
の
で
あ
る
。
社
会
分
化
と
芸
術

の
自
立
、
世
俗
化
と
教
会
宗
教
の
衰
退
、
芸
術
へ
の
絶
対
的
な
価
値
の
投

与
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
芸
術
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
い
わ

ば
自
発
的
に
生
起
す
る
啓
示
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
、
崇
め
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
が
広
範
に
み
ら
れ
た
。
そ
の
動
機
と
し
て
は
、（
既
存
と
否
と

を
問
わ
ず
）
宗
教
の
近
代
化
と
、
他
方
で
芸
術
の
意
義
の
発
揚
の
両
極
が

考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
ド
イ
ツ
民
族
主
義
宗
教
運
動
の
代
表
的

集
団
で
あ
る
ゲ
ル
マ
ン
信
仰
共
同
体
（Germ

anische Glaubens-
gem
einschaft

＝
Ｇ
Ｇ
Ｇ
）
の
創
設
者
で
あ
り
、
職
業
的
画
家
で
あ
っ

た
Ｌ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
の
事
例
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク

は
、
芸
術
思
想
に
関
わ
る
テ
ク
ス
ト
を
数
多
く
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
芸

術
理
解
は
、
芸
術
創
造
を
「
内
な
も
の
」
の
表
現
と
す
る
典
型
的
な
ロ
マ

ン
主
義
的
な
芸
術
理
解
で
あ
る
と
と
も
に
、
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
は
す

で
に
教
団
形
成
以
前
に
、
み
ず
か
ら
の
芸
術
創
造
を
「
宗
教
芸
術
」
と
形

容
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
の
言
う
宗
教
芸
術
は
、

教
会
に
奉
仕
す
る
そ
れ
で
は
な
い
。
フ
ァ
ー
レ
ン
ク
ロ
ー
ク
は
言
う
。
―

「
宗
教
が
日
曜
日
に
形
を
と
る
よ
う
な
何
も
の
か
で
は
な
く
、
生
を
贈
与

し
な
が
ら
人
間
を
間
断
な
く
貫
く
何
も
の
か
で
あ
る
の
と
同
様
に
、
も
と

も
と
宗
教
芸
術
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
は
、
教
会
に
よ
っ
て
は
ぐ
く
ま
れ

た
芸
術
な
ど
で
は
な
い
。﹇
中
略
﹈
芸
術
と
宗
教
は
ふ
た
た
び
お
互
い
の

手
を
握
ろ
う
と
探
し
求
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
一
方
は
教
会
に
、
他

方
は
栄
え
あ
る
殿
堂
に
み
ず
か
ら
を
見
失
っ
て
き
た
│
│
し
か
し
両
者
が

内
な
る
誠
と
い
う
お
な
じ
原
郷
に
生
ま
れ
た
子
、
同
じ
母
親
か
ら
生
ま
れ
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第
二
部
会

ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
人
間
精
神
の
持
続
と
永
遠
性

大
野　

岳
史

　

十
六
世
紀
に
開
催
さ
れ
た
第
五
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
お
い
て
、
人
間
霊

魂
の
不
死
性
を
否
定
す
る
人
々
を
論
破
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
、
そ
の
影

響
は
十
七
世
紀
の
哲
学
者
に
も
見
ら
れ
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
も
、「
人
間
精
神

は
身
体
と
と
も
に
完
全
に
破
壊
さ
れ
え
ず
に
、
そ
の
中
の
永
遠
な
る
あ
る

も
の
が
残
る
」（『
エ
チ
カ
』
第
五
部
定
理
二
三
）
こ
と
を
証
明
し
て
い
る

た
め
、
人
間
精
神
の
不
死
性
を
肯
定
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し

か
し
ス
ピ
ノ
ザ
は
永
遠
性
と
持
続
と
を
明
確
に
区
別
し
て
い
る
た
め
、
人

間
精
神
の
不
死
性
と
永
遠
性
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
霊
魂
の
不
死
性

は
死
後
の
至
福
を
語
る
た
め
の
根
拠
と
な
る
が
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
け
る
人

間
精
神
の
永
遠
性
は
至
福
の
根
拠
と
な
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ス
ピ
ノ
ザ
は
精
神
を
永
遠
な
る
部
分
と
持
続
す
る
部
分
に
分
け
、
さ
ら

に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
よ
る
認
識
作
用
の
間
に
明
確
な
区
別
を
認
め
て
い

る
。
精
神
の
永
遠
な
る
部
分
に
よ
る
認
識
は
永
遠
の
相
の
も
と
で
身
体
の

本
質
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
三
種
の
認
識
で
あ
る
直
観
知
の
こ
と

で
あ
る
。
対
し
て
、
精
神
の
持
続
す
る
部
分
に
よ
る
認
識
は
持
続
の
相
の

も
と
で
身
体
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
一
種
の
認
識
で
あ
る

表
象
作
用
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
身
体
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
っ

て
、
認
識
対
象
は
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
認
識
に
お
け
る
精
神
の
永

遠
な
る
部
分
と
持
続
す
る
部
分
と
の
差
異
は
、
認
識
の
仕
方
の
差
異
に
他

な
ら
な
い
。
そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
れ
ば
、
身
体
が
滅
び
た
後
も
直
観
知

す
る
精
神
の
部
分
は
残
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
精
神
の
永
遠
な
る
部
分
が
残
る
と
い
う
根
拠
は
、
永
遠
性
と

持
続
と
の
定
義
か
ら
伺
え
る
。
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
い
て
、
永
遠
性
は
「
永
遠

な
る
も
の
の
定
義
の
み
か
ら
必
然
的
に
出
て
く
る
と
把
握
さ
れ
る
か
ぎ

り
、
実
在
そ
の
も
の
」（
第
一
部
定
義
八
）
で
あ
り
、
持
続
は
「
実
在
の

無
限
定
な
継
続
」（
第
二
部
定
義
五
）
で
あ
る
。
ま
た
持
続
は
時
間
・
空

間
と
の
関
係
で
理
解
さ
れ
、
永
遠
性
は
そ
う
し
た
関
係
な
し
で
成
立
す
る

も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
持
続
を
時
間
的
に
ど
れ
だ
け
引

き
延
ば
し
て
も
、
永
遠
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
永
遠
性
と
持
続
と
の
間

に
相
互
関
係
は
な
く
、
永
遠
的
な
る
も
の
が
時
間
や
空
間
と
い
っ
た
限
定

性
が
加
わ
る
こ
と
で
持
続
と
な
る
。
実
際
、
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
れ
ば
神
の
本

性
の
必
然
性
か
ら
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
生
じ
る
の
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
永
遠

な
る
も
の
か
ら
持
続
す
る
も
の
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
も
含
意
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
精
神
の
永
遠
な
る
部
分
が
持
続
す
る
部
分
に
何
ら
か

の
影
響
を
与
え
る
と
し
て
も
、
持
続
す
る
部
分
が
永
遠
な
る
部
分
に
働
き

か
け
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
精
神
の
永
遠
な

る
部
分
は
持
続
す
る
部
分
な
し
に
存
在
し
働
き
を
な
し
う
る
と
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
ス
ピ
ノ
ザ
に
よ
れ
ば
私
た
ち
の
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
私
た
ち
自
身

が
経
験
し
て
い
る
た
め
、
精
神
の
持
続
す
る
部
分
が
滅
び
た
後
に
、
継
起

的
に
永
遠
な
る
部
分
が
生
じ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
私

た
ち
は
現
実
の
生
に
お
い
て
、
精
神
の
持
続
す
る
部
分
と
永
遠
な
る
部
分

を
も
っ
て
お
り
、
表
象
し
知
性
認
識
す
る
。
そ
し
て
ス
ピ
ノ
ザ
に
お
い
て
、

第
三
種
の
認
識
は
至
福
の
享
受
に
直
結
す
る
。
第
三
種
認
識
か
ら
神
へ
の

知
的
愛
が
生
じ
（
第
五
部
定
理
三
二
系
）、
こ
の
知
的
愛
そ
の
も
の
が
至
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の
態
度
を
寓
話
的
に
表
現
し
て
い
る
の
が
、
旧
約
聖
書
の
ヨ
ブ
記
に
お
け

る
ヨ
ブ
の
友
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ン
ト
は
あ
る
べ
き
神

義
論
の
姿
を
「
確
証
的
」
神
義
論
と
呼
び
、
そ
の
実
例
を
ヨ
ブ
の
内
に
み

い
だ
す
。
そ
こ
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
評
価
す
る
の
は
、
ヨ
ブ
の
誠
実
な
態

度
で
あ
る
。
カ
ン
ト
に
よ
る
と
、「
ヨ
ブ
の
善
性
」
と
「
神
の
義
」
が
衝

突
し
た
際
、
ヨ
ブ
の
友
人
た
ち
は
自
ら
の
信
仰
と
そ
の
教
義
を
守
る
た
め

に
「
ヨ
ブ
の
善
性
」
を
放
棄
し
、
自
ら
を
欺
い
て
、
ヨ
ブ
に
何
ら
か
の
罪

が
あ
る
は
ず
だ
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
ヨ
ブ
は
自
ら
の
潔
白
を
主
張

し
、
た
だ
ひ
た
す
ら
誠
実
に
あ
り
の
ま
ま
の
心
情
を
神
に
訴
え
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
カ
ン
ト
に
よ
る
と
ヨ
ブ
は
「
自
己
の
道
徳
性
を
信
仰
に
基
礎
づ
け

る
の
で
は
な
く
、
信
仰
を
道
徳
性
に
基
礎
づ
け
た
」（V

II267

）
の
で
あ

り
、
道
徳
を
そ
の
基
礎
と
し
て
、
あ
る
べ
き
神
の
姿
と
世
界
の
状
態
に
対

し
て
訴
え
と
要
求
と
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
カ
ン
ト
が
否
定
し
て
い
る
の
は
神
の
義
を
問
う
こ

と
、
す
な
わ
ち
神
義
論
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
し
て
安
易
に
、

ま
た
詭
弁
的
に
解
答
を
与
え
る
よ
う
な
態
度
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
カ
ン

ト
は
神
義
論
的
問
い
を
発
す
る
こ
と
事
態
に
は
高
い
評
価
を
与
え
て
お

り
、
要
請
論
も
そ
の
文
脈
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
問
題
と
な
る
の
は
、

こ
の
要
請
論
は
神
義
論
と
し
て
の
要
素
を
備
え
つ
つ
も
、
そ
れ
自
体
と
し

て
は
「
神
の
存
在
論
証
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
判
断
力
批
判
』（
一

七
九
〇
年
）
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
は
要
請
論
に
対
し
て
「
道
徳
的
論
証
」

（V
450

）
や
「
道
徳
的
証
明
」（V

447

）
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
が
、

も
し
要
請
論
が
神
義
論
で
あ
る
と
同
時
に
神
の
存
在
論
証
で
あ
る
な
ら

ば
、
そ
こ
に
は
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

現
代
の
宗
教
哲
学
に
お
い
て
、
神
義
論
と
神
の
存
在
論
証
は
別
カ
テ
ゴ
リ

福
の
享
受
と
み
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
第
五
部
定
理
三
六
備
考
お

よ
び
第
五
部
定
理
四
二
証
明
）。
ス
ピ
ノ
ザ
が
精
神
の
永
遠
な
る
部
分
の

増
大
を
推
奨
し
て
い
る
の
は
（
第
五
部
定
理
一
六
）、
こ
の
至
福
に
人
間

の
救
済
を
見
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
第
三
種
の
認
識
は
何
ら
か
の

外
的
原
因
を
必
要
と
し
な
い
、
人
間
精
神
そ
の
も
の
が
こ
の
認
識
の
形
相

的
原
因
で
あ
る
。
つ
ま
り
人
間
の
至
福
は
自
己
の
精
神
そ
の
も
の
の
み
を

原
因
と
す
る
。
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
に
よ
る
恩
寵
に
基
づ
く
救
済
論
と
は
ま

っ
た
く
異
な
る
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
救
済
論
の
固
有
性
が
、
現
実
の
生
に
お
け

る
精
神
の
永
遠
性
を
至
福
と
見
な
す
点
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

カ
ン
ト
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
神
義
論
の
問
題

南　

翔
一
朗

　
『
実
践
理
性
批
判
』（
一
七
八
八
年
）
に
お
け
る
要
請
論
、
す
な
わ
ち
幸

福
に
値
す
る
道
徳
的
な
者
が
実
際
に
幸
福
に
与
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
ゆ
え
に
そ
れ
を
可
能
に
す
る
神
が
現
存
在
す
る
と
い
う
議
論
は
、

「
神
の
義
」
を
論
じ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
神
義
論
の
問
題
に

対
す
る
カ
ン
ト
的
解
答
と
し
て
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
こ

れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
も
な
さ
れ
て
き
た
。

　

カ
ン
ト
が
神
義
論
に
つ
い
て
直
接
的
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、『
神
義

論
の
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
試
み
の
失
敗
に
つ
い
て
』（
一
七
九
一
年
）
で
あ

る
が
、
こ
の
小
著
に
お
い
て
カ
ン
ト
は
そ
れ
以
前
の
神
義
論
を
「
教
義

的
」（V
II264

）
神
義
論
と
呼
び
、
そ
れ
が
詭
弁
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
人

間
の
認
識
能
力
の
範
囲
を
見
誤
っ
た
が
ゆ
え
に
、
神
の
義
そ
れ
自
体
を
擁

護
す
る
と
い
う
目
的
を
果
た
せ
て
い
な
こ
と
を
指
摘
し
、
強
く
糾
弾
す

る
。
そ
し
て
、
カ
ン
ト
に
よ
る
と
こ
の
よ
う
な
詭
弁
的
な
教
義
的
神
義
論
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）、
真
偽
が
問
題
と
な
る
諸
命
題
を
含
み
、「
信
じ
る
」
と
い

う
行
為
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
、
啓
蒙
主
義
が
そ
の
形
成
を
促
進
し
た

「
主
知
主
義
的
（intellectual

）」
な
概
念
に
加
え
て
、
世
界
各
地
で
実

践
さ
れ
て
い
る
多
様
な
儀
礼
体
系
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
的
概
念
、
さ
ら
に

一
九
世
紀
初
頭
ま
で
の
民
衆
の
宗
教
性
や
ド
イ
ツ
の
敬
虔
主
義
や
ウ
ェ
ス

レ
イ
の
流
れ
等
を
受
け
た
「
非
主
知
主
義
的
（nonintellectual

）」
な

概
念
な
ど
、
多
様
な
要
素
が
今
日
の
私
た
ち
の
「
宗
教
」
概
念
に
は
流
れ

込
ん
で
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
非
主
知
主
義
的
」
概
念
の
流
れ
は
、
知
識

人
を
中
心
に
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
「
主
知
主
義
的
」
概
念
を
駆
逐
こ
そ

し
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
を
拡
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
ス

ミ
ス
は
、
こ
の
最
後
の
論
点
に
関
し
て
は
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
に

か
け
て
の
ド
イ
ツ
で
の
展
開
が
特
に
注
意
を
要
す
る
と
し
、
カ
ン
ト
と
シ

ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
と
い
う
二
人
の
哲
学
者
の
名
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
以
上
の
ス
ミ
ス
の
指
摘
を
念
頭
に
置
い
た
と
き
、

カ
ン
ト
が
論
じ
た
「
宗
教
」
や
「
信
仰
」
が
い
か
な
る
特
徴
を
も
つ
も
の

と
見
え
て
く
る
か
を
検
討
し
、
そ
れ
を
通
し
て
カ
ン
ト
の
用
い
る
こ
れ
ら

の
概
念
に
つ
い
て
再
考
す
る
手
掛
か
り
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
宗
教
は
（
主
観
的
に
見
れ
ば
）
私
た
ち

の
す
べ
て
の
義
務
を
神
の
命
令
と
し
て
認
識
す
る
こ
と
（Erkenntniß

）

で
あ
る
」（RGV

, V
I 153

）。
ス
ミ
ス
も
ま
た
、
カ
ン
ト
の
こ
の
定
義
を

受
け
て
、「
そ
れ
は
人
間
に
よ
る
あ
る
も
の
の
認
識
（recognition

）」

（op. cit., p. 240

）
で
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
が
、
同
時
に
こ
れ
を
「
超

越
に
対
す
る
人
間
の
あ
る
性
質
な
い
し
は
そ
れ
と
の
人
格
的
関
係
」

（ibid.
）
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
も
述
べ
て
、
そ
こ
に
何
ら
か
主
知
主
義

を
越
え
る
も
の
を
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
い
か
な
る

ー
の
問
題
で
あ
り
、
神
の
存
在
論
証
が
あ
る
程
度
な
さ
れ
、
神
の
現
存
在

と
い
う
テ
ー
ゼ
が
妥
当
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
後
に
、
神
の
現
存
在

と
悪
の
事
実
の
不
整
合
を
問
う
神
義
論
的
問
い
の
設
定
は
可
能
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
神
義
論
と
神
の
存
在
論
証
を
要
請
論
と
い
う
一

つ
の
議
論
に
お
い
て
片
付
け
よ
う
と
す
る
カ
ン
ト
の
論
法
に
は
、
現
代
の

宗
教
哲
学
的
視
点
か
ら
考
え
る
と
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
カ
ン
ト

自
身
に
そ
く
し
て
考
え
た
と
し
て
も
、
こ
の
論
法
に
は
欠
点
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
も
し
神
義
論
的
問
い
に
対
し
て
詭
弁
的
な
解
答
を
避
け
る

べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
高
善
が
実
現
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
現
に

存
在
す
る
以
上
、
カ
ン
ト
の
要
請
論
も
あ
る
種
の
安
易
な
解
答
で
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
神
の
現
存
在
や
神
の
義
を
語
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
の
よ
う
な
カ
ン
ト
の
議
論
と
そ
の
構
造
の
中
で
問
題
と
な
る
の

は
、
最
高
善
が
実
現
し
て
い
な
い
現
状
、
幸
福
に
値
す
る
道
徳
的
な
者
に

幸
福
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
カ
ン
ト
自
身
が
ど
う
捉
え
、

ど
う
処
理
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
の

点
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
要
請
論
の
真
意
、
ま
た
カ
ン
ト
宗
教
哲
学
に
お

け
る
人
間
の
信
仰
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ

て
カ
ン
ト
の
宗
教
哲
学
を
適
正
に
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

カ
ン
ト
に
お
け
る
「
宗
教
」
と
「
信
仰
」
に
関
す
る
一
考
察

保
呂　

篤
彦

　

Ｗ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
（cf. W

ilfred 
Cantw

ell Sm
ith, T

he M
eaning and E

nd of R
eligion, 1962, 
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仰
」
の
理
解
は
主
知
主
義
的
な
傾
向
を
免
れ
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
し

か
し
、
そ
の
「
真
と
見
な
す
こ
と
」
た
る
「
信
仰
」
の
主
観
的
根
拠
を
、

「
最
高
善
」
の
実
現
と
い
う
目
的
と
の
実
践
的
関
係
、
目
的
へ
の
真
摯
な

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
と
い
う
非
認
知
的
な
特
質
に
見
る
点
で
、
確
か
に
そ
れ

は
主
知
主
義
の
克
服
に
踏
み
出
す
も
の
、
さ
ら
に
「
最
高
善
」
と
し
て
の

「
神
」
と
い
う
「
超
越
に
対
す
る
人
間
の
あ
る
性
質
な
い
し
は
そ
れ
と
の

人
格
的
関
係
」
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

宗
教
と
倫
理 

│
│ 

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
カ
ン
ト
に
お
け
る
宗
教 

│
│

森
田　

美
芽

　

キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
『
愛
の
業
』
に
見
ら
れ
る
義
務
の
概
念
を
カ
ン
ト

の
道
徳
法
則
に
対
す
る
義
務
と
比
較
し
、
両
者
の
宗
教
と
倫
理
の
問
題
を

考
え
た
い
。

　

カ
ン
ト
は
道
徳
法
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
こ
か
ら
逸
脱
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
「
根
元
悪
」
と
名
付
け
る
。
し
か

し
人
間
は
、
根
元
悪
を
口
実
に
善
を
行
わ
な
い
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ

こ
で
カ
ン
ト
は
、
善
の
原
理
の
人
格
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、「
神
の
子
」

「
イ
エ
ス
」
と
い
う
模
範
を
掲
げ
、
良
き
道
徳
的
心
術
を
保
つ
模
範
と
す

る
。
悪
し
き
心
術
を
捨
て
、
聖
性
に
一
致
す
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
人
間
の
義
が
欠
け
て
い
る
。

実
現
す
べ
き
善
と
離
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
悪
と
の
隔
た
り
は
無
限
で

あ
り
、
時
間
の
中
で
到
達
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で

も
聖
性
に
近
づ
こ
う
と
す
る
努
力
を
な
そ
う
と
す
る
こ
と
で
、
人
間
存
在

は
良
き
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
第
二
に
、
道
徳
的
幸
福
に
関
し
て
、
善
に

向
か
う
心
術
の
現
実
性
、
恒
常
性
が
確
信
で
き
な
い
。
第
三
に
罪
責
意
識

点
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
か
。

　

カ
ン
ト
に
お
い
て
「
宗
教
」
の
真
偽
が
実
際
に
問
題
に
な
る
の
は
、
そ

の
根
本
命
題
（「
神
は
存
在
す
る
」
と
「
来
世
は
存
在
す
る
」）
を
「
真
と

見
な
す
こ
と
（Fürw

ahrhalten

）」
と
し
て
の
「
信
仰
（Glauben

）」

に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
か
な
る
点
で
主
知
主
義
を
越
え
る
と
言

え
る
の
か
と
い
う
上
記
の
問
い
へ
の
答
え
は
、
こ
の
「
信
仰
」
が
い
か
な

る
種
類
の
「
真
と
見
な
す
こ
と
」
で
あ
る
か
に
掛
か
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
カ
ン
ト
に
お
い
て
「
信
仰
」
は
、「
私
見
（M

einen

）」
と
同
様
、

十
分
な
客
観
的
根
拠
を
欠
く
こ
と
を
正
し
く
意
識
し
て
い
る
態
度
で
あ

り
、
こ
の
点
で
「
思
い
な
し
（Ü

berredung

）」
と
は
異
な
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
ま
た
「
私
見
」
と
も
異
な
り
、
行
為
へ
の
実
践
的
関
係
を
有

す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
、
必
然
的
に
「
真
と
見
な
す
こ
と
」
を
確

固
と
し
た
も
の
に
し
て
い
る
と
言
う
（cf. K
RV
, A
824/B852

）。
つ
ま

り
、
カ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
信
仰
」
の
主
観
的
な
十
分
さ
は
、
目
的
実
現

へ
の
コ
ミ
ッ
ト
の
真
剣
さ
と
い
う
人
格
的
態
度
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、

あ
る
行
動
を
起
こ
す
た
め
に
、
あ
る
い
は
主
観
が
設
定
し
た
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
あ
る
命
題
を
確
固
と
し
て
「
真
と
見
な
す
こ
と
」
が
合
理

的
に
求
め
ら
れ
る
状
況
に
お
い
て
の
み
、
当
該
の
「
真
と
見
な
す
こ
と
」

は
「
信
仰
」
と
な
り
う
る
。
も
し
確
固
と
し
た
も
の
の
必
要
に
迫
ら
れ
る

状
況
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
が
そ
こ
で
為
し
う
る
の
は
、
単
な
る

「
私
見
」
を
も
つ
こ
と
か
、
懐
疑
の
立
場
に
留
ま
る
こ
と
で
し
か
な
い
の

で
あ
る
。

　

カ
ン
ト
は
「
宗
教
」
を
「
認
識
」
と
し
、
そ
の
「
根
本
命
題
」
を
「
真

と
見
な
す
」「
信
仰
」
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
考
え
て
い
る
。
命
題
を
「
真

と
見
な
す
こ
と
」
を
「
信
仰
」
と
捉
え
る
点
で
、
彼
の
「
宗
教
」
と
「
信
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ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
語
る
恩
寵
と
は
、
そ
の
愛
の
要
求
の
厳
し
さ
に
挫
折
す
る

と
こ
ろ
に
、
神
に
よ
る
和
解
と
し
て
、
人
間
の
側
の
一
切
の
努
力
と
無
関

係
に
超
越
的
に
与
え
ら
れ
る
。
良
心
は
人
が
こ
の
和
解
に
至
る
ま
で
神
の

前
に
立
た
せ
る
。
恩
寵
は
愛
の
要
求
の
厳
し
さ
を
通
ら
ず
に
は
出
会
え
な

い
が
、
そ
の
厳
し
さ
が
貫
徹
さ
れ
た
と
き
、
神
の
愛
の
深
さ
と
そ
れ
を
通

し
て
の
自
己
の
受
容
に
到
る
の
で
あ
る
。
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
キ
ェ

ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
愛
の
義
務
の
厳
し
さ
が
貫
徹
さ
れ
挫
折
す

る
と
こ
ろ
に
、
神
の
恩
寵
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
に
と
っ

て
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
、
神
に
お
い
て
祝
福
と
変
え
ら
れ
る
、
そ
の
逆

説
を
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
『
愛
の
業
』
で
示
そ
う
と
し
て
い
る
。

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
と
「
倫
理
」
の
問
題
再
考

谷
塚　
　

巌

　

キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
著
述
活
動
を
本
格
的
に
開
始
す

る
前
に
、
す
で
に
、「
学
」
と
し
て
の
「
倫
理
学
」
を
批
判
的
に
問
い
な

が
ら
、
他
方
で
、「
こ
の
私
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
を
問
う
、
そ
の

意
味
で
の
「
倫
理
」
を
課
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
自

ら
の
人
生
の
課
題
に
つ
い
て
文
学
的
に
述
懐
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ギ
ィ
レ

ラ
イ
エ
旅
行
日
誌
、
一
八
三
五
年
」
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

こ
で
は
、「
認
識
」
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
な
ら
死
ん
で

も
よ
い
よ
う
な
「
理
念
」
を
い
か
に
見
い
だ
し
て
そ
れ
に
生
き
る
か
、
と

い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（SK

S

第
一
七
巻
、
二
四

―
二
五
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
倫
理
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想

を
論
じ
よ
う
と
す
る
と
き
、
度
外
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、

が
決
し
て
拭
い
去
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
解
決
は
、
結
局
の
と
こ
ろ

心
術
の
問
題
と
し
て
、
善
の
た
め
に
神
の
御
子
の
心
術
を
引
き
受
け
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
カ
ン
ト
の
思
想
は
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
な
ど
に
見
ら
れ
る
理
性

の
全
的
堕
落
説
と
異
な
り
、
人
間
は
根
本
か
ら
腐
敗
し
て
い
る
わ
け
で
な

く
、
改
善
の
見
込
み
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
人
間
は
善
と
な

る
た
め
に
神
の
子
の
心
術
に
ど
こ
ま
で
も
従
お
う
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
そ
れ
を
励
ま
す
神
の
子
の
像
が
あ
る
こ
と
が
恩
寵
で
あ
る
と
語
る
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
、
春
名
純
人
は
、
カ
ン
ト
の
道
徳
論
は
原
理
的
に
啓

蒙
主
義
的
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
過
ぎ
な
い
と
断
じ
る
。

　

一
方
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
愛
の
義
務

が
カ
ン
ト
に
お
け
る
善
へ
の
義
務
に
重
な
る
。
そ
れ
は
第
一
に
義
務
の
愛

で
あ
り
、
神
の
命
令
に
よ
り
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
自
然
的

な
愛
、
偏
愛
を
否
定
し
、
全
て
の
人
を
隣
人
と
い
う
平
等
性
に
お
い
て
愛

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
義
務
の
愛
は
徹
底
的
な
自
己
愛
の
放
棄
を
迫

る
。
し
か
し
自
己
の
持
つ
欲
望
や
傾
向
性
か
ら
く
る
愛
で
は
な
く
、
神
の

意
志
に
よ
っ
て
愛
す
る
こ
と
は
、
幸
い
な
独
立
自
存
性
を
持
つ
。
義
務
で

あ
る
こ
と
が
自
由
を
保
障
す
る
と
い
う
こ
の
視
点
は
、
カ
ン
ト
の
自
律
と

似
て
い
る
が
、
目
的
は
神
へ
の
愛
と
他
者
へ
の
愛
で
あ
り
、
他
者
の
徳
を

建
て
る
こ
と
に
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
キ
ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
い
う
愛
の
義
務
は
、
人
間
に
と
っ
て

他
者
へ
の
関
係
で
あ
る
と
共
に
、
神
へ
の
関
係
に
生
き
る
自
己
に
向
か
う

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
愛
の
命
令
は
厳
し
く
、
人
間
は
そ
れ
に
達

し
え
な
い
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
は
人
間
理
性
が
ど
ん
な
場
合
に
も
道
徳
法

則
と
そ
れ
に
従
う
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
自
体
を
恩
寵
と
解
す
る
が
、
キ
ェ
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ど
ち
ら
に
進
む
べ
き
か
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
た
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
が
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
に
自
ら
を

部
分
的
に
重
ね
合
わ
せ
て
、
自
身
の
状
況
を
報
告
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
旅
行
日
誌
、
一
八
三
五
年
」、SK

S

第
一
七
巻
、
一

八
―
二
〇
頁
）。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、「
汝
自

ら
を
知
れ
」
と
同
様
に
、「
選
択
す
る
」
と
い
う
思
想
も
、「
ギ
リ
シ
ア
的

な
も
の
」
に
含
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
が
、
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
神
話
を
起
源
に
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
問
わ
れ
る
べ
き
は
、「
い
く
ら
か
近
代
化
さ
れ
た
」
と
い

う
こ
と
が
、「
自
己
自
身
を
選
ぶ
」
と
い
う
こ
と
と
の
関
係
で
、
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
思
想
に
お
け
る
倫
理
的
な
特
質

が
見
い
だ
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｆ
・
ニ
ー
チ
ェ
の
〈circulus vitiosus deus

〉
と
い
う
思
想中

路　

正
恒

　

ニ
ー
チ
ェ
の
『
善
悪
の
彼
岸
』
56
番
の
読
解
を
通
じ
て
「circulus 

vitiosus deus

」
と
い
う
表
現
が
示
す
永
遠
回
帰
の
思
想
の
深
い
地
点

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
考
察
は
以
下
の
要
点
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
る
。

要
点

一
、
ペ
シ
ミ
ズ
ム
を
深
み
ま
で
考
え
た
者
、
最
も
世
界
否
定
的
な
思
考
法

を
そ
の
中
の
底
ま
で
（hinein und hinunter

）
見
た
者
に
は
そ
の
逆

の
（um

gekehrt

）
理
想
に
対
す
る
眼
が
開
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
う
る
、

と
ニ
ー
チ
ェ
は
主
張
す
る
（JGB 56

）。

二
、
そ
の
逆
の
理
想
と
は
最
も
（
や
ん
ち
ゃ
で
活
発
で
）
世
界
肯
定
的
な

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

の
一
致
し
た
見
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
キ
ル
ケ

ゴ
ー
ル
が
、
仮
名
や
匿
名
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
体
を
用
い
な
が
ら
著
述
を

し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
仮
名
や
匿
名
に
よ
る
著
述
は
、
必

ず
し
も
同
じ
立
場
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

う
し
て
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
「
倫
理
」
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
の
ど
の
よ
う

な
哲
学
的
立
場
に
根
ざ
し
た
も
の
な
の
か
、
は
っ
き
り
と
し
な
く
な
る
わ

け
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
複
雑
な
文
体
で
表
現
さ
れ
た
も
の
の
中
に
も
、
い

く
つ
か
の
一
貫
し
た
思
想
が
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一

つ
に
、「
選
択
す
る
」
と
い
う
思
想
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

「
自
己
自
身
を
選
択
す
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
は
、

こ
の
こ
と
を
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
「
汝
自
ら
を
知
れ
」
と
い
う
要
請
の
言

い
換
え
で
あ
る
こ
と
を
、『
あ
れ
か
―
こ
れ
か
』
で
主
張
し
て
い
る
（
第

二
部
第
二
書
簡
。SK

S

第
三
巻
、
二
四
六
頁
）。
そ
し
て
、『
人
生
行
路

の
諸
段
階
』
で
は
、
こ
の
思
想
が
、「
い
く
ら
か
近
代
化
さ
れ
た
ギ
リ
シ

ア
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
（「
結
婚
論
」、SK
S

第
六
巻
、
一
〇
四
頁
）。

　

で
は
、
こ
こ
で
意
味
さ
れ
て
い
る
「
ギ
リ
シ
ア
的
な
も
の
」
と
は
何
な

の
だ
ろ
う
か
。
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
固
有
の
思
想
的
文
脈
と
し
て
最
初
に
注

意
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
の
『
メ
モ
ラ
ビ

リ
ア
』
で
あ
る
。
ク
セ
ノ
フ
ォ
ン
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
あ
る
賢
者
の
著
し

た
神
話
を
、
弟
子
の
教
化
の
た
め
に
取
り
上
げ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、「
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
岐
路
」
で
あ
る
。
こ
の
神
話
で
は
、
半

神
の
英
雄
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
、「
悪
徳
」
と
「
美
徳
」
の
二
つ
の
道
の
前
で
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Zustände, die ich hatte

）。（
こ
の
「
新
旧
の
板
」
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に

お
い
て
は
一
八
八
二
年
七
〜
十
一
月
の
ニ
ー
チ
ェ
、
妹
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
、

ル
ー
・
フ
ォ
ン
・
ザ
ロ
メ
、
パ
ウ
ル
・
レ
ー
、
ジ
ェ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
な
ど

が
神
格
の
強
さ
を
演
じ
て
い
る
）

十
、
永
遠
回
帰
の
思
想
が
訪
れ
る
最
も
高
い
調
子
に
お
い
て
自
我
（ego

）

が
失
効
し
、
宇
宙
的
に
感
じ
る
こ
と
（K

osm
isch em

pfinden

）
が
要

請
さ
れ
て
く
る
。

十
一
、
自
我
の
失
効
は
、
ク
ロ
ソ
ウ
ス
キ
ー
が
解
釈
す
る
よ
う
に
、
永
遠

回
帰
の
眩
暈
を
ニ
ー
チ
ェ
が
体
験
す
る
と
き
、
彼
は
そ
の
最
高
の
強
度

が
、
日
常
的
指
示
作
用
に
お
い
て
は
そ
れ
に
対
応
す
る
強
度
が
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
に
把
握
す
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
自
我

（
私
）
と
い
う
記
号
は
実
質
を
失
い
空
虚
な
も
の
に
な
る
、
と
い
う
経
緯

に
よ
っ
て
生
じ
る
。

十
二
、
こ
こ
か
ら
一
方
で
、
自
我
（
私
）
と
い
う
記
号
の
指
示
作
用
に

基
づ
く
世
界
か
ら
の
（
わ
た
し
の
一
貫
し
た
思
考
に
お
い
て
実
在
す
る
）

わ
た
し
の
不
在
が
普
遍
化
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
名
の

下
、
宇
宙
的
な
感
受
に
基
づ
く
数
多
く
の
「
私
」
の
巡
歴
の
要
請
が
生
ま

れ
（11

[141
]: m
öglichst aus vielen A

ugen in die W
elt sehen., 

11
[197

]: D
ie unablässige V

erw
andlung.

）、
他
方
で
言
語
の
指
示

作
用
に
基
づ
か
な
い
表
現
形
式
に
よ
る
最
高
の
強
度
の
現
実
化
と
い
う
要

請
が
生
ま
れ
る
。
後
者
は
創
造
に
よ
る
救
済
、
芸
術
的
創
造
に
よ
る
救
済

と
い
う
テ
ー
マ
と
活
動
の
領
域
を
指
し
示
す
。

人
間
の
懐
く
理
想
で
あ
る
。

三
、
最
も
世
界
肯
定
的
な
人
間
は
過
去
に
あ
り
現
在
あ
る
こ
と
を
そ
の
ま

ま
で
永
遠
に
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
持
ち
た
い
と
望
む
。

四
、
そ
の
人
間
は
ダ
カ
ー
ポ
を
お
の
れ
と
一
個
の
劇
の
全
体
に
対
し
て
叫

ぶ
の
み
な
ら
ず
、
根
本
に
お
い
て
は
み
ず
か
ら
こ
の
劇
を
必
要
と
し
て
い

る
神
格
（D

em
）
に
対
し
て
叫
ぶ
。

五
、（
こ
の
人
間
が
こ
の
神
格
に
ダ
カ
ー
ポ
を
叫
ぶ
の
は
）
こ
の
神
格
が

繰
り
返
し
自
ら
（
＝
神
格
自
身
）
を
必
要
と
し
、
必
要
な
ら
し
め
て
い
る

（nöthig m
achen

）
か
ら
で
あ
る
。（
こ
の
神
格
は
世
界
肯
定
的
な
人
間

が
自
ら
（
＝
神
格
）
を
肯
定
す
る
（
＝
ダ
カ
ー
ポ
を
叫
ぶ
）
こ
と
を
自
ら

の
（
瞬
間
的
な
）
存
在
の
た
め
に
必
要
と
す
る
）

六
、
肯
定
的
人
間
が
こ
の
神
格
を
肯
定
す
る
瞬
間
、
こ
の
神
格
が
姿
を
示

し
、
円
環
が
輝
く
。

七
、
肯
定
的
人
間
と
肯
定
的
神
格
と
の
肯
定
的
な
必
要
・
存
在
関
係
の
構

造
に
は
悪
循
環
の
構
造
が
あ
る
。（
劇
の
円
環
が
輝
く
た
め
に
肯
定
的
人

間
は
円
環
の
肯
定
的
神
格
性
を
必
要
と
し
、
同
じ
く
肯
定
的
神
格
は
自
身

の
示
現
の
た
め
に
（
お
の
れ
自
身
で
あ
る
）
劇
を
肯
定
す
る
人
間
を
必
要

と
す
る
）

八
、
魂
の
最
高
の
調
子
な
い
し
は
最
高
の
瞬
間
と
し
て
ニ
ー
チ
ェ
は
「
同

じ
き
も
の
の
永
遠
回
帰
」
を
体
験
し
そ
れ
に
「
悪
し
き
円
環
・
神
」（cir-

culus vitiosus deus

）
と
い
う
記
号
を
与
え
た
。

九
、「
悪
し
き
円
環
・
神
」
の
記
号
は
、『
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ
』「
新
旧
の

板
二
」
に
描
か
れ
る
複
数
の
神
々
の
永
遠
の
追
い
か
け
っ
こ
と
し
て
の
世

界
（
な
い
し
は
宇
宙
）
の
神
話
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
よ
り
も
高
く
強
い
も
の

で
あ
る
（Za 3-12-2

、11
[141

]: die verschiedenen erhabenen 
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具
体
的
な
言
葉
は
使
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
確
実
に
東
西
思
想
の
対
立
を

超
え
た
も
の
を
捉
え
よ
う
と
し
た
意
味
で
は
同
じ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
東

西
思
想
対
立
の
思
想
的
要
因
を
模
索
す
る
中
で
、
國
分
巧
一
朗
の
『
中
動

態
の
世
界
』（
医
学
書
院
）
に
辿
り
着
い
た
。「
目
か
ら
鱗
の
よ
う
な
も
の

が
落
ち
て
、
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」（
使
徒
九
章
一
八
節
）。
即

ち
、
欧
米
の
主
語
・
述
語
、
能
動
態
・
受
動
態
の
論
理
で
は
、「
も
の
・

ロ
ゴ
ス
」
的
な
目
に
見
え
る
物
理
科
学
の
世
界
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
、
客

観
的
・
合
理
的
で
は
あ
る
が
冷
た
い
印
象
が
残
る
。
東
洋
的
（
日
本
的
）

な
内
的
な
「
こ
と
・
レ
ン
マ
」
的
な
「
こ
こ
ろ
」
の
世
界
は
西
洋
的
な
見

方
で
は
曖
昧
模
糊
と
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
自
然
に
息
の
で
き
る
人
間

味
が
あ
る
と
言
え
る
。
形
も
声
も
な
い
止
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
て
い
る
も

の
は
、
非
常
に
不
安
定
で
論
理
化
が
難
し
い
が
、
言
葉
以
前
の
無
分
別
知

の
心
が
通
じ
て
く
る
。

　

つ
ま
り
、
論
理
と
し
て
「
意
識
」
に
表
れ
て
し
ま
う
と
西
洋
的
な
ロ
ゴ

ス
思
考
の
二
項
対
立
の
見
方
に
な
り
、
本
質
（
本
来
の
自
己
）
は
対
象
論

理
と
な
っ
て
見
え
な
く
な
っ
て
く
る
。
東
西
の
対
立
を
超
え
た
「
新
し
い

形
而
上
学
の
構
築
」
は
、
こ
の
二
千
年
余
西
洋
の
言
語
・
思
惟
方
法
か
ら

消
え
て
い
た
「
中
動
態
」
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ハ

イ
デ
ッ
ガ
ー
は
西
洋
的
思
惟
の
行
き
詰
ま
り
を
強
く
感
じ
て
い
た
と
言
え

る
。
こ
の
「
息
苦
し
さ
」
の
解
明
を
、
本
論
で
は
「
中
動
態
」
の
掘
り
返

し
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
見
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
二
十
一
世
紀
の
新
た

な
「
邂
逅
の
道
」（
真
の
対
話
の
道
）
の
入
り
口
が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
を

課
題
と
し
て
探
求
す
る
こ
と
が
今
日
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

勿
論
の
こ
と
「
対
話
」
は
双
方
が
対
等
の
立
場
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の

で
あ
り
、
従
来
の
よ
う
な
論
理
優
先
で
一
方
的
な
上
か
ら
目
線
の
も
の
は

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
嘆
き

│
│ 

何
故
西
洋
の
思
想
・
言
語
は
息
苦
し
い
か 

│
│

髙
橋　

勝
幸

　

今
日
に
お
い
て
は
、
東
西
思
想
の
対
立
を
超
え
た
「
新
し
い
形
而
上

学
」
の
構
築
を
探
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
『
同
一

性
と
差
異
性
』（
選
集
Ⅹ
）
に
お
い
て
「
困
難
な
こ
と
は
言
葉
に
あ
る
。

我
々
の
西
洋
の
言
葉
は
、
常
に
様
々
な
仕
方
で
形
而
上
学
的
思
考
の
言
葉

で
あ
る
。
西
洋
の
言
葉
の
本
質
が
そ
れ
自
ら
に
お
い
て
た
だ
形
而
上
学
で

あ
り
、
そ
れ
故
に
徹
底
的
に
存
在
―
神
―
論
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
る
か
ど
う
か
、
或
い
は
ま
た
こ
の
言
葉
が
言
表
の
他
の
可
能
性
を
、
云

い
か
え
れ
ば
即
ち
言
表
す
る
無
言
表
の
可
能
性
を
許
容
す
る
か
ど
う
か

は
、
未
定
の
ま
ま
に
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
同
七
六
頁
）
と
し
て

い
る
。
西
洋
の
言
語
が
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
息
苦
し
さ
を
与
え
て
い
た
理
由

に
、
そ
の
言
葉
が
あ
る
態
を
失
っ
て
い
た
か
ら
で
、
中
動
態
を
思
わ
せ
る

特
殊
表
現
を
こ
の
息
苦
し
い
言
語
の
な
か
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
や
パ
ル
メ
ニ
デ
ス
と
い
っ

た
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
古
代
の
哲
学
者
に
こ
だ
わ
っ
た
の
も
、
彼
ら
の
哲

学
そ
の
も
の
よ
り
も
、
彼
ら
の
な
か
で
息
を
し
て
い
た
言
語
が
、
能
動
と

受
動
に
支
配
さ
れ
た
尋
問
す
る
言
語
に
は
転
換
し
き
っ
て
い
な
い
、
そ
れ

以
前
の
中
動
態
的
な
も
の
を
宿
す
よ
う
な
言
語
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
様
々
な
制
約
ゆ
え
に
、
自
ら
の
目
指
す
と
こ
ろ
を

秘
教
的
な
言
語
で
語
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
西
田
幾
多

郎
も
絶
筆
と
な
っ
た
未
完
の
「
私
の
論
理
に
つ
い
て
」
で
も
同
じ
よ
う
に

欧
米
的
な
主
語
・
述
語
の
論
理
で
は
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い

る
。
両
者
は
「
中
動
態
」
に
近
い
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
は
い
る
が
ま
だ



　　196

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第２部会

ユ
ダ
ヤ
主
義
を
問
題
に
す
る
以
上
、
こ
れ
ら
は
不
可
欠
な
論
点
と
言
え
る

が
、
い
ま
だ
問
題
提
起
す
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
発
表
で

は
、
ま
ず
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
ど
う
見
て
い
た
の
か
を
確

認
し
、
次
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
語
る
〈
反
〉
の
構
造
に
即
し
て
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
を
性
格
づ
け
、
最
後
に
「
外
部
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
い
わ
ゆ
る
存

在
史
的
思
索
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
問
題
、
お
よ
び
ユ
ダ
ヤ
批
判
の

意
図
を
探
ろ
う
と
思
う
。

　

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
一
九
四
六
年
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
「
黒
ノ
ー
ト
」

の
な
か
で
、
自
身
の
ユ
ダ
ヤ
批
判
に
関
し
て
「
こ
の
記
述
は
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
と
は
関
係
な
い
」
と
注
記
す
る
と
と
も
に
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
を
「
愚
か

で
忌
ま
わ
し
い
」
と
非
難
し
て
い
る
（GA

97, 159

）。
こ
こ
に
は
ハ
イ

デ
ッ
ガ
ー
な
り
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
理
解
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し

た
言
及
は
他
で
は
見
ら
れ
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
手
が
か

り
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
は
、
反
キ
リ
ス
ト
の
よ
う

に
、
反
対
運
動
の
一
つ
と
言
え
る
が
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
反
対
運
動
を
原

理
的
に
構
成
す
る
〈
反
〉
の
構
造
に
つ
い
て
、「
攻
撃
す
る
も
の
の
本
質

に
捕
わ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
」（GA

5, 217

）
と
特
徴
づ
け
て
い
る
。
こ
の

規
定
を
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
適
用
す
れ
ば
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
は
、
そ
れ
が

「
攻
撃
す
る
も
の
」、
つ
ま
り
ユ
ダ
ヤ
人
の
「
本
質
に
捕
わ
れ
た
ま
ま
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
本
質
と
は
何
か
」
と
い
う
難

問
が
浮
上
す
る
が
、
本
発
表
で
は
ひ
と
ま
ず
、
唯
一
神
と
の
特
別
な
関
係

性
と
し
て
の
ユ
ダ
ヤ
教
に
そ
れ
を
求
め
る
。
す
る
と
、
た
と
え
ば
ナ
チ
ズ

ム
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害
を
通
じ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
圏

域
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
た
転
倒
し
た
事
態
が
見
え
て
く
る
。

「
黒
ノ
ー
ト
」
の
な
か
で
、
ナ
チ
ズ
ム
に
代
表
さ
れ
る
「
全
体
主
義
的
な

排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
所
謂
「
即
非
」
の
世
界
で
あ
り
、「
絶
対
矛

盾
的
自
己
同
一
」
の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
一
大
転
換
に
よ
っ
て
ヘ

レ
ニ
ズ
ム
的
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
、
三
段
論
法
で
は
説
明
し
切
れ

な
い
、
イ
ン
ド
の
古
典
論
理
学
・
陳
那
の
（
龍
樹
の
中
論
的
な
）
論
理
学

で
説
明
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思
索
の
中
心
は

キ
リ
ス
ト
教
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
霊
操
」
に
起
因
す
る
こ
と
は
論
を
待

た
な
い
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
父
が
教
会
堂
守
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
幼
少
時
よ

り
教
会
の
中
で
育
ち
、
神
学
部
ま
で
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
指
導
の
下
に
あ
っ

た
。「
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
嘆
き
」
の
意
味
は
、
現
代
西
欧
の
主
語
・
述
語
、

主
観
・
客
観
（
能
動
態
・
受
動
態
）
の
言
語
、
思
惟
方
法
で
は
「
存
在
そ

の
も
の
」
が
語
れ
ず
息
苦
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。

ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
に
つ
い
て

田
鍋　

良
臣

　

二
〇
一
四
年
春
に
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
遺
稿
「
黒
ノ
ー
ト
」
が
刊
行
さ
れ

始
め
て
以
来
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
哲
学
の
信
頼
が
揺
ら
い
で
い
る
。
と
い
う

の
も
、
そ
の
な
か
に
記
さ
れ
た
「
ユ
ダ
ヤ
」
に
関
す
る
文
言
が
、
い
わ
ゆ

る
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
に
あ
た
る
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
全
部
で

一
三
箇
所
ほ
ど
確
認
で
き
る
こ
う
し
た
批
判
的
な
文
言
は
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
し
て
発
信
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
あ
た
か
も
「
黒
ノ
ー
ト
」
全
体
が
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
隠
れ
た

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
が
も
た
れ
、
多

く
の
研
究
が
そ
れ
を
追
認
す
る
事
態
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
ハ
イ
デ

ッ
ガ
ー
自
身
は
「
黒
ノ
ー
ト
」
の
ユ
ダ
ヤ
批
判
に
つ
い
て
、
ま
た
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
反
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ハ
イ
デ
ガ
ー
の
無
神
論

若
見　

理
江

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、『
存
在
と
時
間
』（
一
九
二
七
年
）
出
版
以
前
の
講
義

や
草
稿
に
お
い
て
、「
哲
学
は
無
神
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
強
調
し
て
述
べ
て
い
た
。
一
九
二
五
年
の
講
義
『
時
間
概
念
の
歴

史
へ
の
序
説
』
に
お
い
て
も
「
哲
学
」
と
「
無
神
論
」
を
結
び
つ
け
て
説

明
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
言
及
の
仕
方
は
や
や
唐
突
で
あ

る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
こ
の
講
義
で
、
現
象
学
に
よ
る
決
定
的
な
発
見
と

し
て
「
志
向
性
」「
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
範
疇
）
的
直
観
」「
ア
プ
リ
オ
リ
の
根

源
的
な
意
味
」
の
三
つ
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
考
察
に
よ
っ
て
の
み

「
時
間
」
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
て
お
り
、「
哲
学
的
探
究
は
無

神
論
で
あ
り
、
無
神
論
に
と
ど
ま
る
」
と
い
う
一
節
は
、
現
象
学
の
主
要

概
念
を
詳
細
に
解
説
し
て
き
た
後
に
出
て
く
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
こ
の

一
節
が
挿
入
さ
れ
た
意
味
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
カ
ト
リ
ッ
ク
時
代
」
へ

と
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
一
九
一
九
年
に
友
人
の
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト
・
ク
レ
ー

プ
ス
に
宛
て
た
手
紙
の
な
か
で
、
歴
史
的
認
識
の
理
論
に
ま
で
お
よ
ぶ
認

識
論
的
洞
察
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
シ
ス
テ
ム
は
受
け
入
れ
が
た

い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
洞
察
」
に
つ
い
て

は
、
教
授
資
格
請
求
論
文
「
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
の
範
疇
論
と
意
義

論
」（
一
九
一
五
年
）
の
出
版
時
に
つ
け
ら
れ
た
「
結
び
」
に
見
出
せ
る

だ
ろ
う
。
一
九
一
〇
年
頃
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
「
永
遠
な
る
も
の
」
を
前
提

と
し
て
い
た
の
に
対
し
、「
結
び
」
で
は
「
時
間
と
永
遠
、
変
化
と
絶
対

的
妥
当
、
世
界
と
神
の
関
係
と
い
う
問
題
」
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
一
九
一
四
年
に
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
リ
ッ
カ
ー
ト
に
宛
て
た
手
紙

独
裁
制
の
現
代
の
体
制
は
、
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
一
神
論
に
由
来
す

る
」（GA

97, 438

）
と
記
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
〈
反
〉
の
構
造
を

念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
索
に
お
け
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
問
題

は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
ユ
ダ
ヤ
教
と
の
関
係
に
引
き
戻
さ
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
問
題
が
存
在
史

的
な
思
索
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
と
い
う
の

も
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト
教
の
一
神
論
と
形
而
上
学
と

の
結
び
つ
き
を
存
在
史
的
な
も
の
と
捉
え
、
そ
の
「
外
部
」
へ
の
移
行
を

思
索
の
課
題
と
し
て
引
き
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
外
部
性
と

い
う
観
点
か
ら
、「
黒
ノ
ー
ト
」
の
ユ
ダ
ヤ
批
判
の
意
図
も
い
く
つ
か
見

え
て
く
る
。
さ
し
あ
た
り
言
え
る
の
は
、
こ
の
批
判
は
、
存
在
史
的
に
見

れ
ば
、
本
質
上
ユ
ダ
ヤ
教
に
捕
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
属

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
存
在
史
的
な
ユ
ダ
ヤ
批

判
は
、
憎
悪
や
嫌
悪
に
よ
る
反
対
運
動
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ-

キ
リ
ス
ト

教
と
形
而
上
学
と
の
結
び
つ
き
を
西
洋
の
歴
史
の
根
本
規
定
と
み
な
し
、

そ
の
外
部
へ
向
か
う
た
め
に
従
来
の
歴
史
の
「
終
わ
り
」
を
見
極
め
よ
う

と
す
る
、
い
わ
ば
境
界
画
定
の
試
み
の
一
環
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ

と
す
れ
ば
問
題
に
す
べ
き
は
、
こ
の
外
部
性
の
内
実
と
正
当
性
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
が
妄
想
家
の
世
迷
言
め
い
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
な
ら
、「
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
」
を
云
々
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
試
み
自
体
が
そ
も
そ
も
信

頼
に
足
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
批
判
を
め

ぐ
る
現
在
の
騒
動
は
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
索
の
核
心
部
分
を
精
査
す
る

よ
い
機
会
に
な
る
。
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根
底
に
あ
る
の
が
「
時
間
性
」
と
い
う
現
存
在
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。

　

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
「
時
間
と
永
遠
」
や
「
世
界
と
神
」
と
い
う
従

来
考
え
ら
れ
て
き
た
問
題
は
、「
方
法
意
識
」
が
「
欠
落
」
し
た
状
態
で

考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
う
し
た
問
題
を
扱
う
に
は
、
念
入
り
に
仕
上

げ
ら
れ
た
問
い
の
過
程
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
哲
学
は
無
神
論
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、「
哲
学
は
安
易
に
二
項
を
結
び
つ
け
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
主
観-

客
観-

関
係
を
そ
の
根
底
か
ら
問
い
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
た
の
で
あ
り
、
ハ
イ
デ
ガ

ー
は
、
現
象
学
に
「
時
間
と
永
遠
」
と
い
う
よ
う
な
対
立
関
係
を
克
服
す

る
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

エ
ミ
ー
ル
・
シ
オ
ラ
ン
の
思
想
に
お
け
る
存
在
概
念

大
谷　
　

崇

　

本
発
表
の
目
的
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
思
想
家
エ
ミ
ー
ル
・
シ
オ
ラ
ン

（
一
九
一
一
―
一
九
九
五
）
の
フ
ラ
ン
ス
語
著
作
に
お
け
る
「
存
在être

」

の
概
念
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
こ
の
概
念

の
役
割
を
確
認
し
、
彼
の
思
考
形
式
を
剔
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
彼
は
「
存
在
の
思
想
家
」
で
あ
る
と
と
も
に
「
実
存existence

の
思
想
家
」
で
も
あ
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

シ
オ
ラ
ン
の
存
在
概
念
は
二
つ
の
用
法
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

こ
で
は
便
宜
的
に
肯
定
的
用
法
と
否
定
的
用
法
と
呼
ぶ
。
肯
定
的
用
法
に

お
い
て
は
、
神
が
す
ぐ
れ
て
存
在
で
あ
る
一
方
、
人
間
の
存
在
の
欠
如
が

強
調
さ
れ
る
。
否
定
的
用
法
で
は
、
存
在
は
そ
の
根
本
に
お
い
て
悪
に
汚

染
さ
れ
て
お
り
、
悪
は
存
在
の
欠
如
ど
こ
ろ
か
、
善
を
凌
駕
す
る
ほ
ど
存

在
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
思
考
が
交
錯
し
同
居
す
る
事

で
、
実
在
性
の
問
題
を
新
た
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
哲
学
は
素
朴
実

在
論
か
ら
も
主
観
的
観
念
論
か
ら
も
自
由
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
伝
え
て
い
た
。
実
在
性
と
観
念
論
は
両
者
と
も
主
観-

客
観-

関
係
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
二
項
対
立
の
解
決
へ
と

導
く
の
が
「
志
向
性
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
志
向
性
は
、「
魂
の
内
」

と
、「
魂
の
外
」
の
「
神
の
絶
対
的
な
存
在
」
と
い
う
区
別
そ
の
も
の
を

無
効
化
す
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
と
っ
て
、
志
向
的
な
存
在
で
あ
る
現
存
在

の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
い
わ
ば
「
超
感
性
的
な
存
在
」
を
問

う
こ
と
を
意
味
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、「
超
感
性
的
な
存
在
」
を
問
う
た

め
に
は
、
現
存
在
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

ま
た
、「
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
の
範
疇
論
と
意
義
論
」
の
序
論
で

は
、
中
世
に
お
い
て
は
「
方
法
意
識
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
認
識
論
は
つ
ね
に
超
越
に
つ
な
ぎ
と
め
ら
れ
、「
人

間
」
と
「
超
感
性
的
な
も
の
」
と
の
間
の
「
隔
た
り
」
が
意
識
さ
れ
な

い
。
こ
れ
に
対
し
、
一
九
一
九
年
の
講
義
以
降
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
哲
学
に

お
け
る
方
法
の
重
要
性
を
主
張
し
、「
形
式
的
告
示
」
と
呼
ぶ
方
法
を
、

つ
ま
り
「
個
」
と
「
普
遍
」
と
を
結
び
つ
け
る
方
法
を
考
え
て
い
っ
た
。

ハ
イ
デ
ガ
ー
は
一
九
二
五
年
の
講
義
で
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
る
カ
テ
ゴ
リ

ー
的
直
観
の
発
見
に
よ
っ
て
「
抽
象
」（
イ
デ
ア
視
）
や
「
理
念
」
の
理

解
が
示
さ
れ
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
以
来
続
い
て
い
た
「
普
遍
」
の
性
格
を
め

ぐ
る
論
争
が
暫
定
的
に
解
決
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
よ

れ
ば
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
直
観
と
は
志
向
性
の
具
体
化
で
あ
り
、
カ
テ
ゴ
リ

ー
的
直
観
に
含
ま
れ
る
イ
デ
ア
視
に
よ
っ
て
「
ア
プ
リ
オ
リ
な
も
の
」
と

の
関
わ
り
が
可
能
と
な
る
。
そ
し
て
、
志
向
性
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
的
直
観
の
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る
。
存
在
の
肯
定
的
用
法
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
苦
し
み
、
病
気
、
死
な

ど
も
実
在
性
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
シ
オ
ラ
ン
に
と
っ
て

受
け
入
れ
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
事
物
の
実
在
性
の
否
定
の
教
説
を
理
解

し
つ
つ
も
、
苦
悩
や
病
気
の
実
在
性
を
否
定
す
る
思
想
に
シ
オ
ラ
ン
は
反

旗
を
翻
さ
ざ
る
を
え
な
い
。「
世
界
が
存
在
し
な
く
と
も
、
苦
悩
は
存
在

す
る
だ
ろ
う
」。
こ
う
し
て
「
実
存
」
に
実
在
性
が
付
与
さ
れ
る
。

　

存
在
が
悪
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
以
上
、
救
済
と
は
、
存
在
か
ら
の
離
脱

以
外
を
意
味
し
な
い
。
そ
の
際
に
持
ち
出
さ
れ
る
の
が
、
仏
教
の
「
空

vide

」
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
「
存
在
か
ら
の
救
済
」
も
、「
存
在
へ

の
救
済
」
と
同
じ
も
の
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
空
」
を
究
極

的
実
在
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
あ
る
種
の
充
実
、「
喜
び
な

き
喜
び
」
の
状
態
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
道
も
困
難
で
あ
り
、
後
退
の
危
険

性
が
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
シ
オ
ラ
ン
は
、
ま
た
救
済
の
拒
否
へ
と
戻
っ

て
い
く
だ
ろ
う
。

　

厭
世
的
な
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
シ
オ
ラ
ン
は
、
存
在
を
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
評
価
し
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
側
面
も
確
か
に

存
在
す
る
。
し
か
し
同
時
に
存
在
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
し
て
い
る
の
も

ま
た
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
こ
の
二
つ
の
思
考
形
式
を
剔
出

す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
彼
は
最
後
ま
で
ど
ち
ら
か
に
決
着
を
つ
け
ず

に
、
あ
る
瞬
間
に
は
肯
定
的
用
法
へ
、
ま
た
否
定
的
用
法
へ
と
移
り
、
逆

説
的
な
文
章
を
組
み
立
て
て
い
た
。
彼
は
実
存
を
否
定
し
存
在
を
称
揚
す

る
「
存
在
の
思
想
家
」
で
も
あ
る
と
同
時
に
、
実
存
の
立
場
を
重
視
す
る

「
実
存
の
思
想
家
」
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

態
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
の
が
「
実
在
性
」（
現
実
性
）
の
概

念
で
あ
る
。

　

第
一
の
存
在
の
肯
定
的
用
法
に
お
い
て
、
存
在
と
は
原
初
的
一
体
性
、

未
分
化
の
状
態
を
示
し
て
お
り
、
時
間
、
生
成
、
歴
史
と
対
立
す
る
。
人

間
の
行
為
は
原
初
的
一
体
性
た
る
存
在
を
裏
切
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
人
間
の
存
在
の
あ
り
か
た
を
指
し
て
「
実
存
」
の
語
が
用
い
ら

れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
実
存
は
存
在
と
区
別
さ
れ
、
対
立
的
な
も
の

と
な
る
。
実
存
と
は
「
存
在
の
偽
造
物
」
で
あ
る
。
こ
の
実
存
は
「
生
」

の
概
念
と
重
な
り
あ
う
。
し
か
し
こ
の
世
に
生
き
る
こ
と
は
、
破
滅
を
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
の
救
済
は
、
存
在
と
の
直
接
的
な
関
係

の
回
復
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
存
在
へ
と
帰
る
こ
と
、
原
初

の
同
一
性
へ
と
帰
還
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
存
在
へ
の
救
済
」

の
モ
メ
ン
ト
が
認
め
ら
れ
る
。
救
済
に
必
要
な
の
は
、
道
教
や
仏
教
に
な

ら
い
、
世
界
お
よ
び
事
物
の
実
在
性
の
欠
如
を
看
取
す
る
こ
と
で
あ
る
。

存
在
は
唯
一
の
実
在
で
あ
る
が
、
実
存
は
実
在
し
な
い
。
実
在
性
の
概
念

が
こ
こ
で
役
割
を
果
た
す
。
神
秘
家
が
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
通
し
て
時
間
の

枠
組
み
か
ら
脱
却
す
る
よ
う
に
、
我
々
は
事
物
の
実
在
性
の
欠
如
の
看
取

に
よ
っ
て
経
験
を
変
容
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
二
の
否
定
的
用
法
に
お
け
る
準
拠
枠
は
二
元
論
的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義

で
あ
る
。
現
世
は
悪
し
き
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
結
果
、

あ
ら
ゆ
る
事
物
は
悪
に
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
真
の
善
な
る
神
は
創
造
に
ま

っ
た
く
関
与
し
て
お
ら
ず
、
存
在
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
。
こ
の
思
考
に

お
い
て
は
、
人
は
存
在
す
れ
ば
存
在
す
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
悪
に
染
ま
る
。

先
ほ
ど
は
存
在
の
偽
造
物
で
あ
っ
た
「
実
存
」
こ
そ
が
、
ま
さ
し
く
存
在

そ
の
も
の
と
な
る
と
言
え
る
。
こ
の
図
式
の
反
転
の
鍵
は
実
在
性
に
あ
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に
比
し
て
近
代
の
個
人
は
自
ら
の
諸
能
力
を
全
体
的
で
は
な
く
、
そ
の
一

部
分
し
か
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
感
覚
と
悟
性
、
素
材

衝
動
と
形
式
衝
動
が
対
立
し
、
二
重
の
強
制
に
喘
ぐ
。
そ
れ
は
自
然
が
課

す
身
体
的
・
自
然
的
な
強
制
と
、
自
由
の
精
神
的
・
道
徳
的
な
強
制
で
あ

る
。
更
に
市
民
社
会
に
お
い
て
も
疎
外
が
進
行
す
る
。
労
働
の
疎
外
と
官

僚
制
、
知
性
偏
重
と
学
問
に
お
け
る
行
き
過
ぎ
た
専
門
化
。
だ
が
こ
れ
ら

の
現
象
は
人
類
が
避
け
て
は
通
れ
な
い
道
で
あ
る
。
そ
れ
ら
へ
の
処
方
箋

が
遊
戯
と
美
、
す
な
わ
ち
、「
共
通
感
覚
」
に
基
づ
く
芸
術
で
あ
る
。
芸

術
は
自
然
と
自
由
と
い
う
双
方
の
立
法
に
与
り
、
人
間
に
友
好
的
な
性
格

を
賦
与
す
る
。
こ
の
よ
う
な
美
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
ハ
ー
バ
マ
ス
は
、
ヘ
ー

ゲ
ル
―
マ
ル
ク
ス
の
伝
統
、
後
に
ル
カ
ー
チ
と
マ
ル
ク
ー
ゼ
に
よ
っ
て
受

け
継
が
れ
る
系
譜
と
関
連
づ
け
、「
芸
術
は
対
話
的
理
性
を
純
粋
に
実
現

化
す
る
」
と
結
論
付
け
る
。

　
「
神
話
と
啓
蒙
の
両
義
性
│
│
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
再
読
」
の
章
で
は
、

マ
ッ
ク
ス
・
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
と
テ
オ
ド
ー
ル
・
ア
ド
ル
ノ
に
よ
る
共
著

が
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
。「
す
で
に
神
話
は
啓
蒙
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た

啓
蒙
は
神
話
に
反
転
す
る
」。「﹇
啓
蒙
と
神
話
の
﹈密
か
な
共
犯
関
係
」
を

暴
き
出
し
た
『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
で
は
、
シ
ラ
ー
の
『
美
的
教
育
書
簡
』

と
同
じ
く
、
近
代
に
お
け
る
自
己
形
成
の
問
題
が
一
つ
の
焦
点
と
な
っ
て

い
る
。
啓
蒙
に
お
け
る
自
己
啓
蒙
の
問
題
を
論
じ
る
際
、
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ

ー
と
ア
ド
ル
ノ
は
ニ
ー
チ
ェ
の
近
代
批
判
に
範
を
と
る
。
他
者
の
対
象
化

が
先
鋭
化
し
た
近
代
は
主
観
性
優
位
の
時
代
で
あ
る
と
の
両
者
の
見
解
は

一
面
的
で
あ
る
、
と
ハ
ー
バ
マ
ス
は
主
張
す
る
。
加
え
て
、
批
判
が
全
面

的
に
な
り
、
自
分
自
身
に
向
か
う
時
、「
あ
ら
ゆ
る
理
性
的
な
基
準
が
崩

壊
し
た
こ
と
を
説
明
す
る
た
め
に
、
ひ
と
つ
の
基
準
を
無
傷
の
ま
ま
保
持

対
話
的
理
性
と
し
て
の
芸
術

│
│ 

ハ
ー
バ
マ
ス
の
『
美
的
教
育
書
簡
』
解
釈 

│
│

田
口　

博
子

　
『
近
代
の
哲
学
的
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
』（
一
九
八
五
）
に
お
い
て
、
ユ
ル
ゲ

ン
・
ハ
ー
バ
マ
ス
（Jürgen H

aberm
as

）
は
、
近
代
ド
イ
ツ
と
二
〇

世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
て
、
近
代
の
問
題
性
や
歪
み
と
対
峙
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
思
想
に
取
り
組
む
。
今
回
の
発
表
で
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
近
代

概
念
を
扱
う
章
の
付
論
「
シ
ラ
ー
の
『
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
の
書

簡
』」
に
注
目
す
る
。
自
己
の
分
裂
、
社
会
に
お
け
る
諸
制
度
の
分
断
に

特
徴
づ
け
ら
れ
る
近
代
に
お
い
て
、
シ
ラ
ー
は
宗
教
に
代
わ
っ
て
芸
術
に

統
合
の
役
割
を
担
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
見
解
か
ら
、
同
書
に
収
録
さ
れ
た

『
啓
蒙
の
弁
証
法
』
に
つ
い
て
の
論
文
を
交
え
て
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
想
定

し
た
芸
術
の
課
題
が
意
味
す
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
人
間
の
美
的
教
育
に
つ
い
て
の
書
簡
』（
一
七
九
五
、
文
中
で
は
『
美

的
教
育
書
簡
』
と
略
す
）
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
、
シ
ェ
リ
ン
グ
、
ヘ
ー
ゲ
ル

が
描
い
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
以
下
の
点
に
お
い
て
先
取
り
し
て
い
る
と
ハ
ー

バ
マ
ス
は
解
説
す
る
。
そ
れ
は
、「
近
代
に
お
け
る
自
己
分
裂
に
つ
い
て

の
分
析
を
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
概
念
を
用
い
て
遂
行
し
、
美
的
な
ユ
ー
ト
ピ

ア
を
描
き
出
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
あ
る
。
ま
さ
に
そ
れ
は
芸
術
に
社
会
的

―
革
命
的
な
役
割
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
」。
ま
た
、
自
己
分
裂
を
宥

和
す
る
と
い
う
課
題
を
成
就
す
る
の
み
な
ら
ず
、「
対
話
的
で
、
共
同
体

を
作
り
上
げ
、
連
帯
す
る
力
、
す
な
わ
ち
芸
術
の
〈
公
共
的
性
格
〉」
に

シ
ラ
ー
は
期
待
を
か
け
る
。
つ
ま
り
芸
術
は
「
人
類
が
真
の
政
治
的
な
自

由
へ
と
至
る
た
め
の
陶
冶
と
し
て
の
媒
介
」
な
の
で
あ
る
。

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
は
人
間
性
の
統
一
が
保
た
れ
て
い
た
。
そ
れ
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を
当
て
、
か
か
る
絆
へ
の
誤
解
に
基
づ
く
他
者
の
忌
避
即
ち
絆
へ
の
躊
躇

に
お
い
て
拒
ま
れ
て
い
る
も
の
は
、
実
は
真
の
「
我
・
汝
」
的
な
絆
な
の

で
は
な
く
、
実
に
「
我
・
そ
れ
」
的
に
他
者
を
利
用
し
あ
る
い
は
排
除
し

よ
う
と
す
る
「
し
が
ら
み
」
の
働
き
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
試

み
た
。

　

す
で
に
前
発
表
か
ら
今
次
発
表
ま
で
の
間
に
、
発
表
者
は
前
発
表
と
同

題
の
拙
論
（「「
絆
」
の
概
念
の
基
礎
付
け
を
問
う
―
我
汝
哲
学
の
継
承
の

た
め
の
試
論
―
」、『
酪
農
学
園
大
学
紀
要
』
第
四
二
巻
第
一
号
所
収
、
二

〇
一
七
年
十
月
）
の
中
で
、「
絆
」
を
相
対
化
す
る
前
提
の
下
で
こ
れ
を

否
定
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
香
山
リ
カ
の
説
（
香
山
著
『
絆
ス
ト
レ
ス

―
「
つ
な
が
り
た
い
」
と
い
う
病
―
』
青
春
出
版
社
、
二
〇
一
二
、
参

照
）
へ
の
異
論
提
示
の
中
で
、
我
汝
的
な
絆
の
基
盤
を
失
っ
て
相
対
化
さ

れ
た
我
・
そ
れ
的
な
「
に
せ
絆
」
を
、「
し
が
ら
み
」
と
呼
ん
で
絆
と
峻

別
し
て
き
た
。
今
次
発
表
で
は
さ
ら
に
こ
れ
に
加
え
て
、
第
一
に
こ
の
区

別
を
単
な
る
観
念
遊
戯
で
は
な
く
他
者
に
対
す
る
根
本
的
態
度
決
定
で
あ

る
こ
と
を
、
第
二
に
そ
の
例
と
し
て
他
者
が
目
的
と
な
る
「
絆
」
と
手
段

と
な
る
「
し
が
ら
み
」
の
異
質
性
を
述
べ
た
（
但
し
発
表
者
は
な
に
も

「
カ
ン
ト
倫
理
学
が
完
全
に
我
汝
的
だ
」
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
ぜ
な
ら
カ
ン
ト
の
場
合
に
は
他
者
を
目
的
と
し
て
遇
す
る
「
我
」
も
手

段
と
し
て
処
理
す
る
「
我
」
も
あ
く
ま
で
も
「
同
一
の
我
」
で
あ
り
、
そ

れ
は
実
践
理
性
の
主
体
も
理
論
理
性
の
主
体
も
同
じ
自
己
だ
と
い
う
こ
と

に
よ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
我
汝
的
な
「
我
」
と
我
・
そ
れ
的
な

「
我
」
と
は
、
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
同
じ
「
我
」
で
は
な
い
、
と
ブ
ー
バ

ー
も
マ
ル
セ
ル
も
規
定
し
て
い
る
か
ら
だ
）。

　

我
々
の
具
体
的
な
体
験
の
中
で
、「
汝
」
は
常
に
「
そ
れ
」
に
転
落
し

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
矛
盾
を
指
摘
す
る
。
ホ
ル
ク
ハ
イ

マ
ー
と
ア
ド
ル
ノ
も
ニ
ー
チ
ェ
と
同
じ
く
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
性
で
、
狭

窄
し
た
視
野
か
ら
観
察
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。「
…
…
こ
の
よ
う
に

視
野
が
狭
隘
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
対
話
的
合
理
性
の
痕
跡
や
実
際
に

存
在
す
る
諸
形
式
に
対
す
る
感
度
を
低
め
て
し
ま
っ
た
」。
両
者
と
対
照

的
に
、
対
話
的
理
性
に
信
を
置
く
シ
ラ
ー
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の

伝
統
に
連
な
り
、
個
人
と
個
人
、
個
人
と
類
を
結
び
つ
け
る
共
通
感
覚
の

働
き
を
芸
術
の
中
に
見
出
す
。
共
通
感
覚
と
美
的
判
断
力
と
の
関
連
を
分

析
す
る
こ
と
が
、
冒
頭
で
提
示
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
更
に
必

要
と
思
わ
れ
る
。

「
絆
」
と
「
し
が
ら
み
」 │
│ 

我
汝
哲
学
の
継
承
の
た
め
の
試
論 

│
│

小
林　
　

敬

　

本
発
表
は
一
昨
年
の
本
学
会
大
会
に
お
け
る
、「
絆
」
の
概
念
を
「
我

と
汝
」
の
関
係
で
位
置
づ
け
ん
と
試
み
た
発
表
（
於
・
早
稲
田
大
学
、

「「
絆
」
の
概
念
の
基
礎
付
け
を
問
う
―
我
汝
哲
学
の
継
承
の
た
め
の
試
論

―
」、
以
下
「
前
発
表
」
と
記
す
）
に
続
く
、「
我
と
汝
」
の
関
係
の
も
と

に
は
な
い
（「
我
・
そ
れ
」
的
な
）
い
わ
ば
、「
に
せ
の
絆
」
と
も
い
え
る

関
係
性
を
、「
絆
」
同
様
の
和
語
に
よ
っ
て
「
し
が
ら
み
」
と
名
付
け
て

「
絆
」
と
の
区
別
を
明
確
に
し
、
も
っ
て
「
し
が
ら
み
を
超
え
て
真
の
絆

を
め
ざ
す
」
方
向
性
の
模
索
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
発
表
者
小
林
独
自
の

一
つ
の
省
察
で
あ
る
。

　
「
し
が
ら
み
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
発
表
で
も
そ
の
概
略

が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
こ
れ
に
加
え
て
、
特
に
「
絆
を
『
我
・
そ

れ
』
的
に
捉
え
」
て
行
動
す
る
時
「
絆
が
絆
で
な
く
な
る
」
こ
と
に
焦
点
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宗
教
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
の
禅

峯
岸　

正
典

　
「『
ブ
デ
ィ
ス
ト
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
』
と
呼
ば
れ
る
『
仏
教
の
霊
性
を
受

け
入
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
』
が
増
え
て
い
る
」（
渡
邉
学
）
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
、「
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
」
と
か
、「
ブ
ッ
デ
ィ
ス

ト　

ジ
ュ
ー
」
と
自
称
さ
れ
る
背
景
に
は
、
仏
教
の
他
宗
教
に
対
す
る
親

和
性
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
①
「
全
知
全
能
の
神
」
を
た
て
な
い

の
で
一
神
教
と
ぶ
つ
か
り
に
く
い
。
②
輪
廻
す
る
世
界
に
お
け
る
神
々
の

存
在
を
認
め
て
い
る
の
で
、
神
の
存
在
を
前
提
と
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て

対
立
的
な
も
の
と
な
り
に
く
い
。
③
坐
禅
と
か
、
身
体
的
技
法
を
大
切
に

す
る
の
で
、
他
の
宗
教
で
も
利
用
、
応
用
し
や
す
い
、
と
い
っ
た
側
面
が

考
え
ら
れ
る
。
特
に
禅
の
場
合
、
こ
れ
を
信
じ
な
け
れ
ば
坐
禅
を
し
て
は

な
ら
な
い
、
と
い
っ
た
バ
リ
ア
ー
が
入
門
時
に
は
出
て
こ
な
い
の
で
近
づ

き
や
す
い
。
で
は
坐
禅
を
実
践
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
お
い
て
坐
禅
は
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
坐
禅
に
対
す
る
態
度
を
便

宜
上
、
以
下
の
三
つ
に
類
型
化
し
て
み
た
い
。
Ａ
、
仏
教
と
し
て
の
坐

禅
。
Ｂ
、
宗
教
性
を
排
除
し
た
坐
禅
。
Ｃ
、
日
本
の
禅
の
修
行
道
場
と
欧

州
の
カ
ト
リ
ッ
ク
観
想
修
道
院
と
の
間
に
お
け
る
修
行
体
験
交
流
で
あ
る

と
こ
ろ
の
「
東
西
霊
性
交
流
」
に
お
け
る
禅
と
三
通
り
に
分
け
て
考
え
て

み
た
い
。
Ａ
に
関
し
て
は
、
道
元
が
坐
禅
の
と
き
袈
裟
を
つ
け
よ
（『
辨

道
法
』）
と
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
授
戒
し
た
出
家
者
が
実

践
す
る
坐
禅
と
想
定
さ
れ
る
。
Ｂ
は
三
宝
教
団
の
よ
う
に
、（
坐
）禅
は
宗

教
で
は
な
い
の
で
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
抱
い
て
い
る
も
の
で
も
実
践
で
き

る
と
い
う
立
場
や
、
身
心
技
法
と
し
て
、
宗
教
と
し
て
の
坐
禅
の
一
部
を

部
分
的
に
選
別
し
て
、
呼
吸
法
、
姿
勢
法
、
意
識
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
法
と

か
ね
な
い
の
と
同
様
、「
絆
」
は
常
に
「
し
が
ら
み
」
に
よ
っ
て
脅
か
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、「
し
が
ら
み
」
を
恐
れ
る
あ
ま

り
に
「
絆
」
を
拒
む
生
き
方
（
発
表
者
は
前
掲
の
拙
論
の
末
尾
で
、
こ

れ
を
「
羮
に
懲
り
て
膾
を
吹
く
」
が
ご
と
き
で
あ
る
と
例
え
た
も
の
だ

が
）
の
中
で
は
、
最
初
か
ら
他
者
は
排
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
こ
の

「
我
」
は
人
を
も
含
ん
で
す
べ
て
の
外
的
な
事
物
を
「
そ
れ
」
と
し
て
扱

う
世
界
に
す
で
に
生
き
て
い
る
、
い
わ
ば
「
己
で
己
を
し
が
ら
み
の
内
に

閉
じ
込
め
た
」
状
態
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
「
見
果
て
ぬ
夢
」
と

さ
れ
よ
う
と
も
、「
絆
」
を
追
い
求
め
て
生
き
る
意
味
は
実
に
こ
の
こ
と

に
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
ブ
ー
バ
ー
の
「
永
遠
の
汝
」
や
マ
ル
セ
ル
の
「
絶
対
の
汝
」

同
様
、「
し
が
ら
み
」
と
な
り
え
な
い
完
全
な
「
絆
」
は
、
究
極
的
に
は

宗
教
的
な
信
仰
の
場
で
し
か
求
め
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
哲
学
的

な
省
察
に
よ
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
必
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
こ
の
省
察
は
ま
た
、
本
来
求
め
ら
れ
た
信
仰
と
い
う
「
絆
」

が
、
い
つ
し
か
「
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
と
い
う
「
し
が
ら
み
」
に
転
落
す

る
こ
と
を
批
判
す
る
た
め
に
極
め
て
有
効
に
働
き
う
る
だ
ろ
う
。（
こ
の

「
ド
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
の
し
が
ら
み
」
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
課
題
と
し
て
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。）

　
「
絆
」
と
は
、
足
し
た
り
引
い
た
り
で
き
る
よ
う
な
相
対
的
な
関
係
で

は
な
い
。
他
者
に
対
し
て
足
し
算
や
引
き
算
を
適
用
で
き
る
よ
う
な
（
ま

た
は
他
者
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
か
ね
な
い
よ
う
な
）
関
係
の
こ
と
を
こ

そ
、
小
林
は
「
し
が
ら
み
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
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教
と
し
て
の
坐
禅
」
を
想
定
し
た
方
が
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ベ
ル
ギ
ー
で

は
民
家
を
改
造
し
、
二
階
に
坐
禅
堂
を
し
つ
ら
え
、
十
字
架
と
仏
像
を
そ

れ
ぞ
れ
祀
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
仏
教
徒
が
坐
禅
を
中
心
と
す
る
共
同

生
活
を
進
め
て
い
る
事
例
が
あ
る
（Interreligious Com

m
unity in 

D
ongelbert

）。
こ
う
し
た
事
例
を
「
宗
教
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
の

（
坐
）禅
」
と
捉
え
れ
ば
東
西
霊
性
交
流
の
な
か
で
僧
侶
と
修
道
士
が
そ
れ

ぞ
れ
聖
な
る
空
間
の
中
で
坐
禅
を
と
も
に
行
じ
る
こ
と
も
説
明
し
や
す

い
。
自
分
の
信
仰
を
全
う
す
る
た
め
に（
坐
）禅
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
坐
禅
を
キ
リ
ス
ト
教
の
中
に
移
入
す
る
手
立
て
と
し
て
の
坐
禅
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｊ
・
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
に
お
け
る
問
題

南
部
千
代
里

　

宗
教
多
元
主
義
と
い
う
新
し
い
主
張
が
キ
リ
ス
ト
教
内
部
に
誕
生
し
て

以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
だ
け
で
な
く
諸
宗
教
の
研
究
者
た
ち
に
お
い
て
も
賛

同
者
と
批
判
者
を
生
み
出
し
た
。
そ
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
の
焦
点
は
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
本
研
究
は
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
（
一
九
二
二
―
二
〇
一

二
）
が
提
唱
し
た
宗
教
多
元
主
義
に
お
い
て
何
が
問
題
で
あ
る
の
か
「
救

済
」
に
焦
点
を
お
き
検
討
す
る
。

　

客
観
的
知
の
立
場
に
立
っ
て
、
諸
宗
教
の
「
平
等
」
を
主
張
し
て
き
た

Ｊ
・
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
は
、
他
宗
教
へ
の
偏
見
と
差
別
を
払
拭
さ

せ
寛
容
に
至
ら
せ
る
、
世
界
平
和
実
現
の
た
め
に
は
必
要
な
論
理
で
あ
る

と
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
を
は
じ
め
と
し
て
わ
が
国
の
よ
う
な
習
合
宗
教
の
徒

に
は
馴
染
み
や
す
い
側
面
か
ら
賛
成
す
る
人
は
多
い
。
し
か
し
問
題
は
、

ま
ず
、
宗
教
多
元
主
義
は
「
キ
リ
ス
ト
教
を
放
棄
す
る
も
の
で
は
な
い
」、

し
て
医
療
や
心
理
学
で
応
用
す
る
局
面
で
あ
る
。
で
は
Ｃ
の
東
西
霊
性
交

流
に
お
い
て
修
道
士
が
実
践
す
る
坐
禅
に
は
ど
の
よ
う
な
側
面
が
み
ら
れ

る
の
か
。
欧
州
側
で
の
責
任
者
の
一
人
、P. Pierre de Béthune osb

へ
の
面
接
聞
き
取
り
調
査
か
ら
、
そ
の
坐
禅
観
を
要
約
し
て
み
た
い
。
ピ

エ
ー
ル
神
父
は
「
教
義
の
枠
の
中
で
は
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
は
対
立
し
て
い

る
」
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
前
世
紀
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
は

三
位
一
体
を
信
じ
な
け
れ
ば
地
獄
に
落
ち
る
、
と
い
う
締
め
付
け
が
強
く

思
考
の
自
由
が
な
か
っ
た
。
強
制
の
信
仰
で
は
な
く
、
自
由
の
中
の
信
仰

が
必
要
。
こ
れ
を
禅
の
中
で
自
分
は
見
つ
け
た
」
と
言
う
。
禅
と
キ
リ
ス

ト
教
の
交
流
に
お
い
て
は
「
二
十
％
仏
教
徒
、
八
十
％
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
」、「
百
％
の
仏
教
徒
と
百
％
の
キ
リ
ス
ト
教
徒

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
の
で
、「
ブ
デ
ィ
ス
ト
・
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
」
と
い
う
立
場
は
取
っ
て
い
な
い
。
次
に
「
坐
禅
は
沈
黙
」、

「
も
っ
と
も
大
事
な
こ
と
は
深
い
レ
ベ
ル
で
沈
黙
の
中
に
生
き
る
こ
と
。

そ
の
沈
黙
の
中
で
本
当
の
自
分
に
な
る
」
と
言
明
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
「
宗
教
と
し
て
の
坐
禅
」
と
い
う
側
面
が
見
ら
れ
る
が
、「
坐
禅
は
よ

り
よ
い
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
な
る
方
法m

ethod

」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
道

元
が
目
指
し
て
い
る
よ
う
な
只
管
打
坐
と
は
違
う
一
面
が
見
て
取
れ
る
。

上
記
の
聞
き
取
り
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
東
西
霊
性
交
流
の
坐
禅
の
場

合
、
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
持
っ
た
人
が
つ
と
め
る
の
だ
か
ら
「
仏
教
」

の
坐
禅
で
は
な
い
。
で
は
宗
教
性
を
排
除
し
た
坐
禅
と
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
ピ
エ
ー
ル
神
父
は
坐
禅
で
「
神
の
自
己
へ
の
内
在
が
い
き
い
き
と
分

か
る
」
と
言
う
。
し
か
し
同
様
の
こ
と
は
三
宝
教
団
で
も
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
「
キ
リ
ス
ト
教
の
坐
禅
」
と
い
う
も
の
を
想
定
し
た
方
が
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
仏
教
と
か
キ
リ
ス
ト
教
と
か
を
超
え
た
「
宗
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が
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
今
後
検
討
さ
れ
る
課
題
は
、
現
実
に
お
い
て
の
、
宗
教
の

多
元
化
を
認
め
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
「
救
済
」
に
お
い
て
、
自

身
が
果
た
す
べ
き
社
会
的
役
割
と
価
値
と
を
、
他
者
と
の
比
較
で
は
な

く
、
自
身
が
定
義
す
る
、
す
な
わ
ち
諸
宗
教
は
「
同
一
」
で
は
な
く
「
唯

一
」
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
仏
教
で
は
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」、
仏
は
仏
性
に
基
づ

き
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
慈
悲
を
注
ぐ
と
説
く
。
よ
っ
て
ど
う
し
て
も
仏
教
は

救
済
に
お
い
て
は
宗
教
包
括
主
義
の
立
場
に
立
つ
。
だ
が
ヒ
ッ
ク
が
提
示

し
た
宗
教
の
序
列
区
分
か
ら
す
る
と
、
仏
教
は
宗
教
排
他
主
義
よ
り
は
ま

だ
優
っ
て
い
る
が
、
宗
教
多
元
主
義
と
比
べ
る
と
劣
っ
た
立
場
と
見
做
さ

れ
る
。
し
か
し
仏
教
か
ら
宗
教
的
包
括
主
義
的
救
済
の
論
理
を
排
除
す
る

と
、
仏
の
慈
悲
は
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
す
な
わ
ち
仏
は
仏
教
徒
し

か
救
済
し
な
い
救
済
者
と
な
る
。
だ
か
ら
ど
う
し
て
も
仏
教
は
、
十
方
の

衆
生
を
仏
の
子
と
し
て
み
る
救
済
の
論
理
構
造
か
ら
宗
教
包
括
主
義
の
立

場
に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
研
究
は
、
た
と
え
ば
仏

教
が
救
済
に
お
い
て
宗
教
排
他
主
義
で
な
く
、
か
と
い
っ
て
宗
教
多
元
主

義
で
も
な
い
よ
う
に
、
今
後
の
諸
宗
教
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
包
括
主
義

が
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
「
唯
一
性
」、
つ
ま
り
固
有
の
歴
史
、
聖
典
、

儀
礼
、
信
条
な
ど
を
尊
重
し
合
え
る
よ
う
な
学
的
探
究
の
地
平
を
追
及
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
ろ
う
、
と
考
え
る
。

ヒ
ッ
ク
自
身
も
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
論
じ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る

に
も
拘
ら
ず
、
イ
エ
ス
を
『
聖
書
』
に
記
さ
れ
た
三
位
一
体
論
の
「
子
」

と
し
て
の
神
で
は
な
く
、
単
に
「
偉
大
な
預
言
者
で
あ
っ
た
」
と
見
做
し

て
、
当
の
「
救
い
主
キ
リ
ス
ト
」
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
人
格

神
で
あ
っ
て
も
非
人
格
的
原
理
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
宗
教
を
「
平

等
」
に
み
る
と
い
う
の
が
宗
教
多
元
主
義
の
「
信
念
」
で
あ
る
に
も
拘
ら

ず
、
ヒ
ッ
ク
は
Ａ
・
レ
イ
ス
が
提
唱
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
「
三
つ
の
類

型
」
を
用
い
て
、
諸
宗
教
を
「
排
他
主
義
よ
り
も
包
括
主
義
」「
包
括
主

義
よ
り
も
多
元
主
義
」
と
い
う
、
劣
か
ら
優
へ
と
い
う
序
列
を
立
て
て
宗

教
多
元
主
義
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
自
ら
の
信
念
を
翻
し
て
い
る
、
と

言
え
な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
い
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
出
て
く
る

疑
問
が
、
た
と
え
ば
イ
エ
ス
を
キ
リ
ス
ト
と
受
け
と
め
な
い
、
十
字
架
の

な
い
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
は
、
本
来
的
意
味
に
お
い
て
の
、
キ
リ
ス

ト
教
と
呼
べ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
べ
て
の
宗
教
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

「
神
」
と
呼
ぶ
、
ヒ
ッ
ク
の
こ
と
ば
で
は
「
実
在
者
」
を
拝
し
て
い
る
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
仏
教
徒
で
あ
る
こ
と
の
必
然
性
は
「
ど
こ
」
で
見
出
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
で
は
宗
教
は
世
俗
化
現
象
の
只
中
に
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
ど
の
宗
教
も
「
本
質
的
に
は
同
一
」
で

あ
る
と
説
く
宗
教
多
元
主
義
は
、
人
び
と
に
ど
の
宗
教
も
同
じ
で
あ
る
な

ら
ば
ど
の
宗
教
も
選
ば
な
い
、
宗
教
な
し
で
も
困
り
は
し
な
い
と
い
う
無

宗
教
を
選
択
さ
せ
、
宗
教
の
世
俗
化
に
歯
止
め
が
利
か
な
く
な
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
、
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ヒ
ッ
ク
が
提
唱
し
た
宗
教
多

元
主
義
が
、
諸
宗
教
を
そ
の
宗
教
自
身
の
自
己
理
解
に
適
切
な
方
法
で
理

解
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
く
、
彼
の
主
張
で
あ
る
「
一
」
な
る
「
実
在

者
」
中
心
主
義
に
諸
宗
教
を
組
み
い
れ
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
点
に
問
題
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の
は
困
難
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
何
を
も
っ
て
教
材
の
効
果
と
す
べ
き
か
か

ら
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
他
方
、
自
由
記
述
に
よ
る
回
答
で
は
、「
同
時

に
複
数
の
事
象
の
つ
な
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
像
が
摑
み
や

す
い
」
や
「
文
章
の
ま
ま
で
は
つ
か
み
き
れ
な
か
っ
た
単
語
と
単
語
の
つ

な
が
り
や
、
ミ
ュ
ラ
ー
以
外
の
人
物
と
の
単
語
の
使
い
方
の
違
い
や
立
場

の
違
い
、
傾
向
の
違
い
が
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
く
な
り
、
理
解
が
向
上

す
る
と
思
う
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な
評
価
が
得
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一

方
、
課
題
と
な
る
点
や
改
善
す
べ
き
点
を
指
摘
す
る
コ
メ
ン
ト
も
見
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
従
来
な
か
っ
た
教
材
が
こ
れ
ま
で
容
易
で
な
か
っ
た
学

修
を
促
進
し
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
の
手
法
が
一
定
数
の
受
講
者
に
対
し

て
効
果
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
一
連
の
研
究
と
教
育
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
試
み
の
中
で
な
か
で
も

最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
の
は
、
宗
教
学
の
学
説
史
と
い
う
専
門
教
育
で
の

視
覚
化
・
可
触
化
の
活
用
を
、
宗
教
研
究
へ
と
い
か
に
循
環
さ
せ
る
か
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
元
々
は
難
解
か
つ
長
大
な
文
献
か
ら
検
討
す
べ
き
箇

所
を
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
手
法
は
、
研
究
者
本
人
の
視
点

を
転
換
し
て
何
か
を
発
見
さ
せ
る
こ
と
に
は
向
く
も
の
の
、
自
分
で
問
題

設
定
を
し
て
要
点
を
自
ら
発
見
す
る
に
は
向
か
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
視
覚
化
・
可
触
化
す
る
用
語
の
選

択
自
体
に
予
想
さ
れ
た
答
え
が
含
ま
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
い
わ
ば
論
点

先
取
の
問
題
が
起
き
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
自
分
で
自
分
の

研
究
に
つ
い
て
使
う
よ
り
、
他
者
の
研
究
に
役
立
て
る
と
い
う
可
能
性
を

考
え
、
他
の
研
究
者
の
資
料
に
つ
い
て
こ
の
手
法
を
試
し
て
、
寄
与
す
る

と
こ
ろ
を
探
る
こ
と
と
し
た
。
具
体
的
に
は
、
イ
ン
ド
の
思
想
家
で
あ
る

ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
（
一
八
六
三
―
一
九
〇
二
）
に
お
け
る
「
ス
ピ

視
覚
化
と
可
触
化
に
よ
る
教
材
作
成
か
ら
宗
教
研
究
へ
の
循
環
の
試
み

土
井　

裕
人

　

発
表
者
は
、
人
文
情
報
学
（
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
）
を

活
用
し
た
宗
教
思
想
研
究
と
し
て
、
と
り
わ
け
視
覚
化
（
可
視
化
）
や
可

触
化
と
い
っ
た
手
法
の
検
討
を
進
め
、
こ
う
し
た
方
法
論
を
宗
教
学
説
史

の
教
育
実
践
と
い
う
テ
ー
マ
に
適
用
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
視
覚
化

に
続
い
て
可
触
化
に
よ
る
宗
教
学
の
教
材
作
成
を
、
宗
教
学
の
祖
と
し
て

知
ら
れ
る
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
を
始
め
と
す
る
四
人
の
学
者
に
つ
い
て

行
い
、
３

Ｄ
プ
リ
ン
タ
で
出
力
し
た
教
材
モ
デ
ル
を
実
際
に
授
業
で
試
用

し
た
。
こ
の
教
材
は
、
例
え
ば
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
よ
う

な
機
器
と
違
っ
て
安
価
で
複
数
の
準
備
が
可
能
で
複
数
人
で
一
度
に
見
る

こ
と
も
で
き
、
ま
た
破
損
し
て
も
惜
し
く
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
授

業
で
の
運
用
や
コ
ス
ト
面
で
は
優
位
で
あ
る
。
し
か
し
、
静
的
な
モ
デ
ル

の
提
示
に
限
定
さ
れ
変
化
の
表
現
や
重
ね
合
わ
せ
に
よ
る
比
較
が
で
き
な

い
こ
と
、
デ
ー
タ
の
作
成
に
時
間
が
か
か
る
う
え
出
力
過
程
で
失
敗
も
ま

ま
あ
る
こ
と
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
素
材
へ
の
着
色
と
い
っ
た
加

工
が
難
し
い
こ
と
と
い
っ
た
難
点
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
教
材
を
用
い
た
授
業
実
践
を
こ
の
二
年
間
行
い
、
受
講
者
か

ら
は
教
員
に
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
よ
り
は
わ
か
り
や
す
い
と
い
う
感
想
を

概
ね
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
簡
易
的
に
で
は
あ
る
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
で
は
、
こ
の
手
法
は
四
割
ほ
ど
の
学
生
に
効
果
を
示
し
て
い
た
。

そ
の
一
方
で
約
三
割
に
は
十
分
な
効
果
を
挙
げ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、

「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
と
答
え
た
二
割
弱
の
学
生
に
は
、
取
り
上
げ
た
宗

教
学
説
史
の
内
容
そ
の
も
の
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
た

だ
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
教
材
の
効
果
測
定
を
厳
密
に
行
う
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見
出
す
。
こ
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
講
義
の
有
り
方
は
、
あ
る
種
の
交
換

理
論
で
も
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
宗
教
学
が
学
生
に
と
っ

て
有
用
な
も
の
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
上
手
に
今
後
、
宗
教
と

付
き
合
う
方
策
を
修
得
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
昨
今

の
教
育
内
容
及
び
到
達
目
標
を
明
示
す
る
シ
ラ
バ
ス
の
開
示
と
認
証
評
価

に
お
け
る
建
学
の
精
神
の
教
育
に
お
け
る
具
現
化
は
宗
教
学
が
担
う
役
割

は
上
記
し
た
よ
う
な
講
義
内
容
の
構
成
に
難
し
さ
を
与
え
る
こ
と
と
な
り

つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
教
育
的
交
換
理

論
の
成
立
を
目
指
す
宗
教
学
に
お
け
る
知
識
教
育
の
範
疇
の
模
索
を
行
う

た
め
、
限
ら
れ
た
時
間
内
に
ど
の
程
度
の
人
物
的
知
識
の
教
授
が
可
能
か

と
考
え
、
今
回
の
試
み
に
及
ん
だ
。
今
回
の
試
み
は
正
に
実
験
で
あ
る
。

宗
教
学
の
初
学
者
で
あ
る
学
生
に
一
年
間
の
講
義
の
中
で
、
ど
の
程
度
の

人
物
的
知
識
を
与
え
る
こ
と
が
適
切
か
と
い
う
指
標
は
あ
ま
り
記
さ
れ
て

は
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
初
学
者
へ
の
宗
教
学
に
お
け
る
人
物

的
知
識
を
数
量
的
に
考
察
す
る
上
に
お
い
て
、
適
切
な
知
識
が
記
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
著
作
を
六
冊
選
び
、
そ
の
著
作
に
記

さ
れ
て
い
る
人
物
的
知
識
を
デ
ー
タ
化
し
て
、
数
量
的
適
切
な
値
を
考

え
、
そ
れ
を
デ
ー
タ
に
当
て
は
め
て
る
こ
と
と
し
た
。
今
回
の
も
の
は
試

み
で
あ
る
。
初
学
者
向
け
の
宗
教
学
に
関
す
る
著
作
は
多
数
存
在
す
る
た

め
、
母
集
団
を
限
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
、
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
そ
の

よ
う
な
著
作
に
は
類
似
す
る
人
物
が
記
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
標
本
と
し
た
六
冊
の
著
作
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一

冊
か
ら
六
冊
ま
で
、
六
十
五
人
、
六
人
、
七
十
六
人
、
四
十
八
人
、
百
五

十
六
人
、
百
七
十
人
の
人
物
の
記
載
が
確
認
さ
れ
た
。
延
べ
五
百
二
十
一

人
で
あ
る
。
こ
の
六
冊
に
お
い
て
、
そ
の
過
半
数
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
軸
に
、
宗
教
な
ど
関
連
す
る
諸
概
念
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
視
覚
化
・
可
触
化
の
過
程
で
技
術
的
な
要
因

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
不
具
合
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
や
、
今
回
の
諸
概
念

で
は
十
分
な
関
係
性
が
見
い
だ
せ
な
い
と
い
う
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、

個
別
の
学
者
や
思
想
家
だ
け
で
な
く
一
定
の
背
景
を
共
有
す
る
人
た
ち
の

間
で
の
従
来
見
え
な
か
っ
た
つ
な
が
り
を
提
示
し
う
る
と
い
う
、
今
後
に

向
け
て
の
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
か
ら
ヴ
ィ
ヴ
ェ

ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
間
に
予
想
さ
れ
な
が
ら
従
来
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
、
宗
教
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
連
関
に
つ
い
て
、
宗
教
学
の

成
立
と
展
開
と
い
う
背
景
に
お
い
て
視
覚
化
と
可
触
化
に
よ
っ
て
よ
り
よ

く
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

宗
教
学
教
育
に
お
け
る
初
学
者
向
け
の
人
物
考
に
関
し
て

荻
野　

勝
行

　

宗
教
学
を
大
別
す
る
と
、
宗
派
・
情
操
・
知
識
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
宗
教
に
関
係
す
る
大
学
等
に
お
い
て
は
、
概
ね
そ
れ
に
関

係
す
る
科
目
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
科
目
の
内
容
に
関
し
て
は
、
各
々
の
大
学
の
構
成
に
よ
っ
て
異
な
る
。

特
に
制
約
が
少
な
い
大
学
に
お
け
る
宗
教
学
教
育
は
か
つ
て
担
当
者
に
委

ね
ら
れ
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
場
合
、
担
当

者
が
独
自
で
授
業
内
容
を
考
え
ら
れ
る
範
囲
は
か
な
り
広
い
も
の
で
あ

り
、
個
性
の
反
映
が
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
授
業
や
講
義
に
は
交
換

理
論
が
働
い
て
い
る
と
考
え
る
。
学
生
は
受
講
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何

某
か
の
利
益
を
得
て
、
そ
れ
を
実
感
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
状
態
に
学
生
を
誘
う
こ
と
に
教
授
者
は
そ
の
使
命
を
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物
が
二
十
七
人
で
あ
り
、
一
応
こ
れ
が
今
回
の
試
み
に
お
い
て
一
年
間
の

宗
教
学
に
お
け
る
知
識
教
育
と
し
て
、
教
授
す
る
人
物
の
一
指
標
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
内
わ
け
は
、
宗
教
家
系
が
七
人
、
哲
学
者
系
が
六
人
、

そ
れ
以
外
の
学
派
系
が
十
四
人
で
あ
っ
た
。
宗
教
家
七
人
と
は
、
釈
尊
、

イ
エ
ス
、
ム
ハ
ン
マ
ド
、
空
海
、
法
然
、
親
鸞
、
中
山
み
き
で
あ
る
。
哲

学
者
系
六
人
と
は
、
オ
ッ
ト
ー
・
Ｒ
、
鈴
木
大
拙
、
ト
レ
ル
チ
・
Ｅ
、
ニ

ー
チ
ェ
・
Ｆ
、
マ
ル
ク
ス
・
Ｋ
、
ミ
ュ
ラ
ー
・
Ｍ
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の

学
派
系
の
十
四
人
と
は
、
姉
崎
正
治
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
Ｂ
・
Ｒ
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
・
Ｍ
、
エ
リ
ア
ー
デ
・
Ｍ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
・
Ｃ
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ

ー
ス
、
タ
イ
ラ
ー
・
Ｅ
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
・
Ｅ
、
フ
レ
イ
ザ
ー
・
Ｊ
・
Ｇ
、

フ
ロ
イ
ト
・
Ｓ
、
本
居
宣
長
、
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
・
Ｂ
、
柳
田
国
男
、
ユ

ン
グ
・
Ｃ
・
Ｇ
で
あ
る
。
便
宜
上
、
彼
等
を
三
領
域
に
分
類
し
た
が
、
彼

等
が
相
互
的
に
複
数
の
領
域
に
属
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
か
な
り
社
会

学
系
や
人
類
学
系
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
基
幹
と
す
る
宗

教
に
お
け
る
重
要
な
人
物
が
加
味
さ
れ
、
宗
教
に
関
係
す
る
大
学
の
一
年

間
の
宗
教
学
の
講
義
内
容
の
人
物
的
知
識
の
一
つ
の
モ
デ
ル
を
今
回
の
試

み
か
ら
提
示
で
き
よ
う
。
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第
三
部
会

田
辺
元
の
宗
教
哲
学
に
お
け
る
罪
の
性
質

浦
井　
　

聡

　

田
辺
元
は
、『
懺
悔
道
と
し
て
の
哲
学
』（
一
九
四
六
年
）
で
、
根
原
悪

を
懺
悔
と
共
に
個
の
救
済
の
必
須
契
機
と
し
た
が
、
こ
の
契
機
は
、『
キ

リ
ス
ト
教
の
弁
証
』（
一
九
四
八
年
）
で
「
内
外
相
関
的
な
る
無
限
の
罪
」

に
ま
で
敷
衍
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
己
の
内
に
存
在
す
る
無
限
の
罪

と
、
自
己
が
属
す
る
共
同
体
が
犯
す
無
限
の
罪
が
、
内
外
相
関
し
、
こ
れ

ら
が
個
の
救
済
の
契
機
に
な
る
と
田
辺
は
考
え
た
の
で
あ
る
。
本
発
表

は
、
こ
の
「
内
外
相
関
的
な
る
無
限
の
罪
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、

田
辺
の
救
済
論
の
始
点
と
な
る
契
機
が
い
か
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

な
お
、
田
辺
が
一
九
四
八
年
に
打
ち
出
し
た
当
見
解
は
、
既
に
戦
時
下
、

一
九
四
四
年
十
一
月
の
京
都
哲
学
会
で
の
講
演
「
懺
悔
道
―M

etanoe-
tik

―
」
で
提
示
さ
れ
た
「
国
家
の
不
合
理
に
対
す
る
連
帯
責
任
」
と
い

う
見
解
が
、
戦
後
、
エ
レ
ミ
ヤ
の
懺
悔
や
イ
エ
ス
の
贖
罪
な
ど
を
媒
介
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
論
理
的
に
提
示
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
一
九
四
八
年
に
突
如
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

本
発
表
は
、
田
辺
に
お
け
る
根
原
悪
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め

た
。
本
発
表
は
根
原
悪
の
「
相
対
的
自
立
性
」「
存
在
の
固
定
」「
自
身
を

智
者
賢
者
と
妄
想
す
る
誘
惑
」
と
い
う
規
定
に
着
目
し
て
、
個
の
根
原
悪

が
以
下
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
人
間
は
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
た
形
式
論
理
的
思
考
に
よ
っ
て
、
学
に
せ
よ
当
為
に

せ
よ
、
何
ら
か
の
知
的
体
系
を
構
築
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
体
系
の
内

部
は
無
矛
盾
で
あ
り
、
人
間
は
そ
の
範
囲
内
に
お
い
て
全
知
で
あ
り
得

る
。
そ
の
体
系
は
自
身
に
と
っ
て
の
「
真
実
」
で
あ
る
た
め
、
外
部
に
あ

る
も
の
を
拒
む
こ
と
で
体
系
に
固
執
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
自
身
の
体
系
を
保
っ
た
ま
ま
可
能
な
範
囲
で
安
逸
を
得
よ
う
と
す
る

傾
向
が
、
田
辺
が
根
原
悪
と
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
根
原
悪
は
、
い
か

に
絶
対（
者
）の
救
済
に
与
っ
た
と
し
て
も
消
滅
す
る
も
の
で
な
く
、
常
に

個
の
裏
側
を
張
り
渡
し
て
い
る
た
め
、
田
辺
は
、
救
済
に
は
「
不
断
の
懺

悔
」
が
必
要
と
し
て
、
自
己
を
放
棄
し
続
け
る
こ
と
で
、
救
わ
れ
続
け
る

こ
と
を
強
調
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
人
間
は
死
復
活
を
経
た
と
し
て
も
、
有
限
で
あ
る
が
故
に

認
識
し
得
な
い
体
系
の
外
部
を
常
に
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
行
為

す
る
時
に
は
、
自
身
の
認
識
し
得
な
い
も
の
を
必
ず
犠
牲
に
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
た
め
に
、
有
限
な
人
間
の
文
字
通
り
す
べ
て
の
行
為
が
罪
と

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
共
同
体
の
罪
を
見
る
た
め
に
、
本
発
表
は
上
で
明
ら
か
に
し
た
、

個
の
根
原
悪
と
罪
と
の
連
関
か
ら
、
国
家
の
根
原
悪
と
罪
に
つ
い
て
考
察

し
た
。
戦
後
の
田
辺
に
お
い
て
、
国
家
は
「
方
便
存
在
」
と
さ
れ
る
も
の

の
、
相
対
的
自
立
性
を
持
ち
、
自
己
を
固
定
化
せ
ん
と
す
る
傾
向
を
持
つ

と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
国
家
の
根
原
悪
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
国
家
が
持

つ
「
直
接
存
在
の
法
的
恒
久
化
を
求
め
る
傾
向
」
が
国
家
の
根
原
悪
と
さ

れ
る
。
法
は
、
個
の
知
的
体
系
と
同
様
に
、
形
式
論
理
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
、
矛
盾
を
許
さ
な
い
。
つ
ま
り
、
法
は
ひ
と
つ
の
体
系
と
し
て
成
立
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
法
に
は
必
ず
現
在
の
法
の
外
部
が
存
在
す
る
が
、

国
家
は
「
法
的
恒
久
化
を
求
め
る
傾
向
」
を
持
っ
て
い
る
た
め
に
、
法
は
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能
な
事
実
と
自
然
法
則
や
論
理
形
式
と
に
依
拠
す
る
と
い
う
制
限
を
持
つ

こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
清
沢
は
、
宗
教
は
事
実
で
あ
り
、
哲
学
は

原
理
で
あ
る
か
ら
、
宗
教
も
哲
学
も
科
学
を
支
配
す
る
側
に
位
置
し
、
科

学
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
立
場
に
な
い
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
科
学
的
知

識
は
実
験
観
察
を
基
本
と
す
る
が
、
こ
の
方
法
は
相
対
有
限
を
脱
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
完
全
な
知
識
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点

か
ら
も
科
学
の
限
定
性
が
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
清
沢
は
、
彼
の
哲
学
の
根

源
に
あ
る
有
限
と
無
限
と
の
関
係
に
照
応
さ
せ
つ
つ
、
無
限
を
扱
い
う
る

宗
教
の
優
位
を
強
調
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
て
、
宗
教
は
無
限
・

完
全
な
も
の
を
扱
い
う
る
と
い
う
意
味
で
科
学
よ
り
も
上
位
の
カ
テ
ゴ
リ

と
し
て
置
か
れ
る
が
、
宗
教
が
世
界
の
構
成
を
語
る
と
き
、
そ
の
主
張
は

科
学
の
主
張
と
対
等
な
地
位
に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

日
本
仏
教
で
は
キ
リ
ス
ト
教
圏
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
や
は
り
世
界

観
の
齟
齬
は
問
題
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
清
沢
は
、
科
学
と
宗

教
を
分
離
し
並
存
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
可
能
な
の
は
、
仏
教
教
義

に
お
い
て
世
界
の
説
明
は
「
枝
末
の
部
分
」
で
あ
っ
て
、「
他
の
基
本
的

原
理
即
ち
因
果
感
応
の
原
理
よ
り
し
て
、
其
枝
末
的
説
明
と
し
て
之
に
及

び
た
る
も
の
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
清
沢
は
、
世
界
の
具
体
的
説
明

の
よ
う
な
部
分
は
文
字
通
り
に
で
は
な
く
象
徴
的
に
読
む
べ
き
だ
と
見
て

い
る
。
正
典
の
象
徴
的
解
釈
は
聖
書
研
究
の
伝
統
的
な
手
法
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
、
経
験
的
知
識
を
認
め
つ
つ
教
義
の
本
体
を
護
る
こ
と
の
で
き
る

理
解
法
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
清
沢
は
、
須
弥
山
説
と
科
学
的
説
明
が
食

い
違
っ
て
も
、「
宗
教
に
関
し
て
は
、
何
れ
の
説
に
て
も
差
支
は
な
い
」

と
言
う
。
つ
ま
り
、
科
学
的
知
識
と
宗
教
的
真
理
と
は
完
全
に
別
個
の
も

の
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
宗
教
の
表
現
が
象
徴
的
な
も
の
な
ら
科
学

外
的
要
因
に
よ
る
法
の
変
化
を
拒
絶
す
る
傾
向
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
、

国
家
の
法
的
統
治
は
必
ず
法
の
外
部
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
。
法

か
ら
逸
脱
す
る
者
を
裁
く
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

国
家
の
同
一
性
的
存
続
の
た
め
の
、
法
に
よ
る
統
治
が
国
家
の
罪
で
あ
る

と
言
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
個
の
行
為
と
同
様
に
、
国
家
の
法
の
執
行
の

す
べ
て
が
罪
と
な
る
。
国
家
は
法
に
お
い
て
、
必
ず
犠
牲
者
を
出
し
な
が

ら
、
同
一
性
的
か
つ
漸
進
的
変
化
を
経
つ
つ
存
続
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
、
国
家
で
生
き
る
自
己
は
、
国
家
の
権
力
構
造
の
内
側
で
「
ま

だ
犠
牲
に
な
っ
て
い
な
い
者
」
と
し
て
、「
現
在
ま
で
に
犠
牲
と
な
っ
た

者
」
の
犠
牲
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
国
家

の
罪
は
、「
ま
だ
犠
牲
に
な
っ
て
い
な
い
者
」
に
よ
る
「
現
在
ま
で
に
犠

牲
と
な
っ
た
者
」
に
対
す
る
罪
と
も
表
現
で
き
る
が
、
自
身
が
前
者
に
属

す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
見
知
ら
ぬ
誰
か
の
罪
で
な
く
、
自
身
の
罪
で
も
あ

る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
、
自
己
の
「
社
会
全
体
の
罪
過
に
対
す
る
連
帯

責
任
」
が
存
す
る
。

近
代
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
と
科
学
」 │
│ 

清
沢
満
之
の
場
合 
│
│

林　
　
　

研

　
「
宗
教
と
科
学
」
の
問
題
は
、
日
本
で
は
そ
れ
ほ
ど
議
論
さ
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
仏
教
が
科
学
と
衝
突
し
な
い
と
い
う
了
解
が
一
般
的
だ
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
、
須
弥
山
説
の
よ
う
な
世
界
の
説
明
は
科
学
的
な
説
明
と

は
当
然
食
い
違
っ
て
い
る
。
西
洋
の
文
化
が
流
入
し
、
日
本
仏
教
が
再
編

さ
れ
た
近
代
日
本
で
は
、
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
か
。

　

清
沢
満
之
は
、
科
学
万
能
の
よ
う
な
風
潮
に
対
し
て
、
科
学
が
経
験
可



　　210

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第３部会

な
く
、
よ
り
豊
か
な
「
対
話
」「
統
合
」
の
道
へ
進
む
可
能
性
を
残
し
て

い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

清
沢
満
之
『
臘
扇
記
』
に
お
け
る
「
意
念
」
の
内
的
構
造

角
田　

佑
一

　

本
発
表
の
主
題
は
、
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
―
一
九
〇
三
）
の
『
臘
扇

記
』
に
お
い
て
「
意
念
」
が
ど
の
よ
う
な
内
的
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
か

を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
清
沢
に
お
け
る
「
意
念
」
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
意
思
（pro-

hairesis

）
を
清
沢
独
自
の
仕
方
で
受
容
し
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

エ
ピ
ク
テ
タ
ス
は
「
我
々
の
も
と
に
あ
る
も
の
」（
我
々
の
力
の
範
囲
内

に
あ
る
も
の
）
と
「
我
々
の
も
と
に
な
い
も
の
」（
我
々
の
力
の
範
囲
内

に
な
い
も
の
）
の
区
分
を
行
い
、
前
者
に
は
自
由
な
意
思
、
後
者
に
は

我
々
の
肉
体
、
財
産
、
評
判
、
官
職
が
属
す
る
と
考
え
る
。
清
沢
は
こ
の

区
分
を
「
如
意
ナ
ル
モ
ノ
」
と
「
不
如
意
ナ
ル
モ
ノ
」
の
区
分
と
し
て
理

解
す
る
。
た
だ
し
、
清
沢
は
エ
ピ
ク
テ
タ
ス
の
自
由
な
意
思
を
理
解
す
る

と
き
、
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
心
像
を
正
し
く
使
用
す
る
能
力
を
排

除
し
、「
意
念
」、
す
な
わ
ち
自
由
な
意
志
の
は
た
ら
き
と
し
て
受
け
止

め
、
こ
れ
こ
そ
が
「
如
意
ナ
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
な
か
で

彼
は
「
如
意
ナ
ル
モ
ノ
」
を
自
力
の
領
域
（
相
対
自
力
）、「
不
如
意
ナ
ル

モ
ノ
」
を
他
力
の
領
域
（
相
対
他
力
）
の
う
ち
に
把
握
す
る
。
し
か
し
、

そ
こ
か
ら
彼
は
新
し
い
不
如
意
な
る
現
実
に
出
会
い
、
如
意
な
る
も
の
で

あ
る
「
意
念
」
と
の
間
に
新
た
な
対
立
関
係
を
体
験
す
る
。
そ
の
な
か
で

彼
は
両
者
を
支
え
る
絶
対
無
限
の
他
力
の
妙
用
を
見
出
し
、
そ
の
働
き
に

自
己
自
身
を
託
し
て
真
の
自
己
を
認
識
す
る
。

の
表
現
と
は
根
本
的
に
意
味
が
異
な
る
た
め
、
ど
ち
ら
も
同
時
に
可
能
と

な
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
問
題
が
生
じ
る
の
は
、
ど
ち
ら
か
に
決
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
行
を
伴
う
場
面
で
あ
る
。
清
沢
は
宗

教
を
実
践
的
な
も
の
と
捉
え
、
そ
の
目
的
を
「
信
念
の
開
発
」
だ
と
言

う
。
そ
し
て
世
界
に
つ
い
て
の
説
明
は
、「
唯
信
念
開
発
の
為
に
最
も
便

利
な
る
も
の
を
採
用
す
る
の
が
所
謂
善
巧
方
便
と
申
す
こ
と
」
だ
と
言
い

切
る
。「
方
便
」
は
象
徴
的
解
釈
よ
り
も
一
歩
進
ん
で
、
知
識
を
目
的
の

た
め
の
道
具
と
み
な
し
た
表
現
で
あ
る
。
末
木
文
美
士
は
清
沢
の
精
神
主

義
を
解
説
し
て
、「
主
客
対
立
す
る
う
ち
の
客
観
に
つ
い
て
は
全
く
関
心

の
外
に
置
き
、
も
っ
ぱ
ら
主
観
を
探
求
し
、
主
観
の
う
ち
に
絶
対
無
限
者

を
見
出
し
、
主
観
に
お
い
て
自
足
し
、
客
観
的
外
物
に
左
右
さ
れ
な
い
こ

と
を
求
め
る
」
と
言
う
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
が
実
践
的
で
あ
り
、
主
観
的

な
探
求
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
科
学
的
知
識
は
ま
っ
た
く
問
題
に
さ
れ

な
い
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

欧
米
に
お
け
る
「
宗
教
と
科
学
」
論
で
は
、「
対
立
」「
独
立
」「
対
話
」

「
統
合
」
の
四
類
型
モ
デ
ル
が
有
名
で
あ
る
。
宗
教
と
科
学
を
分
離
す
る

見
方
は
「
独
立
」
モ
デ
ル
の
典
型
で
あ
り
、
そ
の
例
に
、
カ
ー
ル
・
バ
ル

ト
ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
新
正
統
主
義
が
あ
る
。
新
正
統
主
義
に
よ
れ

ば
、
神
は
世
界
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
存
在
と
し
て
理
解
さ
れ
、
世
界

を
研
究
す
る
た
め
の
方
法
は
、
神
を
研
究
す
る
に
は
不
適
切
だ
と
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
態
度
は
大
枠
で
は
清
沢
と
共
通
し
て
い
る
が
、
バ
ル
ト
が

人
間
（
有
限
）
と
神
（
無
限
）
と
の
間
に
断
絶
を
見
る
の
に
対
し
、
清
沢

の
哲
学
は
有
限
と
無
限
と
が
関
係
性
を
持
つ
と
こ
ろ
に
注
目
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
科
学
（
有
限
）
と
宗
教
（
無
限
）
と
が
独
立
し
て
い
る
だ
け
で
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沢
は
生
死
を
自
ら
の
意
の
ま
ま
に
指
定
す
る
の
で
は
な
く
自
ら
の
生
死
を

絶
対
他
力
に
託
し
、
同
時
に
生
死
を
超
え
て
霊
存
す
る
自
己
の
新
し
い
意

志
の
は
た
ら
き
に
目
覚
め
る
の
で
あ
る
。

　

清
沢
は
「
意
念
」
を
本
来
如
意
な
る
も
の
と
し
て
、
不
如
意
な
る
も
の

と
の
対
立
関
係
の
な
か
で
理
解
す
る
。
し
か
し
、
自
己
が
新
た
な
不
如
意

な
る
現
実
に
直
面
す
る
ご
と
に
、
本
来
如
意
な
る
も
の
で
あ
る
「
意
念
」

の
範
囲
が
狭
ま
り
、「
意
念
」
の
内
的
限
界
が
認
識
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
と
き
、
清
沢
は
絶
対
無
限
の
妙
用
に
自
己
自
身
を
託
し
、

い
か
な
る
仕
方
で
も
対
象
化
し
え
な
い
真
の
自
己
に
目
覚
め
る
。
真
の
自

己
の
自
覚
に
至
る
と
、
自
己
は
再
び
自
己
自
身
を
対
象
化
し
、
不
如
意
な

る
も
の
と
の
相
対
的
関
係
の
な
か
で
、
自
ら
の
新
た
な
如
意
な
る
「
意

念
」
を
見
出
す
。
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
清
沢
の
「
意
念
」
の
理
解
は
動

的
に
深
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

西
谷
啓
治
の
「
空
の
立
場
」
に
お
け
る
「
假
」
の
実
在
性

長
岡　

徹
郎

　

東
洋
的
な
伝
統
で
あ
る
「
無
」
を
手
掛
か
り
に
哲
学
的
思
索
を
展
開
し

た
哲
学
者
た
ち
は
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、「
有
」
か
ら
「
無
」
に
出
た
の
は
良
い
が
、
そ
の
境
位
か
ら
翻

っ
て
「
有
」
に
お
い
て
経
験
さ
れ
て
い
た
事
物
を
「
無
」
か
ら
再
び
捉
え

直
す
と
ど
う
な
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
西
谷
は
『
宗
教
と
は
何

か
』（
一
九
六
一
）
に
お
い
て
「
意
識
の
立
場
」
か
ら
「
虚
無
の
立
場
」
を

へ
て
「
空
の
立
場
」
と
い
う
根
源
へ
の
溯
源
か
ら
「
も
の
」
自
体
の
「
も

と
」
を
探
ろ
う
と
試
み
た
が
、
そ
こ
で
実
体
性
を
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
た

「
も
の
」
自
体
が
、「
空
の
場
」
に
お
い
て
い
か
に
現
象
す
る
の
か
と
い
う

　

第
一
に
彼
は
『
臘
扇
記
』（
第
一
号
）
に
お
い
て
生
前
死
後
の
自
己
の

「
絶
対
不
可
思
議
」、
現
前
の
事
物
の
不
可
思
議
を
認
識
す
る
と
き
、
生
前

死
後
の
自
己
を
対
象
と
し
て
見
て
、
そ
の
よ
う
な
対
象
化
さ
れ
た
自
己
の

生
前
死
後
の
あ
り
方
を
、
自
分
の
意
の
ま
ま
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
知
る
。
そ
の
な
か
で
、
絶
対
不
可
思
議
の
妙
用
に
自
分
自
身
を
託

し
、
真
に
「
如
意
な
る
も
の
」
で
あ
る
「
自
己
意
念
」
を
見
出
す
。
そ
こ

か
ら
、
清
沢
は
絶
対
無
限
の
妙
用
に
乗
托
し
た
「
落
在
」
と
し
て
の
自
己

を
自
覚
す
る
に
至
る
。

　

第
二
に
「
落
在
」
と
し
て
の
自
己
の
自
覚
に
お
い
て
、「
避
悪
修
善
ノ

天
意
」
を
見
出
し
、
善
行
の
実
践
に
目
覚
め
る
。
こ
の
場
合
、
自
己
が
絶

対
他
力
に
よ
っ
て
全
面
的
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
と
、
自
ら

の
「
意
念
」
が
自
己
自
身
を
全
面
的
に
動
か
し
て
、
自
ら
の
力
だ
け
で
善

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
自
力
的
な
妄
念
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
こ

の
場
合
、「
自
己
意
念
」
は
自
ら
の
内
に
自
力
的
妄
念
が
起
こ
る
の
を
意

の
ま
ま
に
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
清
沢
は
自
力
的
妄
念

を
自
力
的
妄
念
で
あ
る
と
き
ち
ん
と
認
識
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
妄
念
の
認

識
を
機
縁
と
し
て
、
か
え
っ
て
絶
対
他
力
の
信
仰
へ
と
立
ち
帰
り
、
信
仰

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

第
三
に
『
臘
扇
記
』（
第
二
号
）
に
お
い
て
清
沢
は
、「
現
前
一
念
心
ノ

起
滅
」
も
自
分
の
意
の
ま
ま
に
な
ら
な
い
、
す
な
わ
ち
、「
自
己
意
念
」

さ
え
も
結
局
は
不
如
意
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
彼
は
自

分
が
「
絶
対
的
ニ
他
力
ノ
掌
中
ニ
ア
ル
」
者
で
あ
る
と
知
り
、
自
ら
の
生

死
を
不
可
思
議
な
る
他
力
の
妙
用
に
托
す
。
そ
こ
に
お
い
て
、
彼
は
生
死

以
外
に
霊
存
す
る
自
己
を
自
覚
し
、
さ
ら
に
生
死
と
い
う
根
本
矛
盾
が
一

致
し
て
い
る
と
い
う
自
己
の
根
本
構
造
を
把
握
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
清
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が
す
べ
て
、
本
質
的
に
「
仮
現
」
の
相
を
現
し
て
く
る
と
い
ふ
こ
と
と
述

べ
て
い
る
。
一
方
に
お
い
て
西
谷
は
、「
空
の
場
」
に
お
け
る
「
も
の
」

自
体
の
現
れ
（
現
象
）
も
「
仮
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
西
谷
は
、
空

の
場
に
お
け
る
「
も
の
」
の
有
に
つ
い
て
天
台
仏
教
の
基
本
概
念
で
あ
る

「
空
仮
中
」
の
語
を
用
い
て
語
ろ
う
と
す
る
。「
空
の
場
」
に
お
け
る
「
も

の
」
自
体
の
現
象
は
「
現
ず
る
も
の
な
く
し
て
現
ず
る
」
ゆ
え
に
「
仮
」

と
い
う
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
「
仮
」
は
「
虚
無
の
立
場
」

に
お
け
る
「
仮
」
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
と
い
う
の
も
、「
空
の
立
場
」

に
お
け
る
「
仮
」
と
は
、「
虚
無
の
立
場
」
に
お
け
る
「
仮
」
を
、「
空
の

場
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
成
立
す
る
も
の
と
し
て
改
め
て
受
け
取
り
直
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
る
の
が
、
空
と
仮
と
を

一
つ
の
場
に
お
い
て
同
時
に
成
り
立
た
し
め
る
「
中
」
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
い
か
に
し
て
「
も
の
」
自
体
は
「
空
の
場
」
に
お
い
て
現
象
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
。
西
谷
は
、
自
己
が
「
空
の
場
」
へ
と
帰
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
自
己
の
主
体
性
が
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
己
が
「
も
の
」
に
則
り
「
も
の
」
に
相
応
す
る
よ
う
な
形
で
も
の

自
体
の
リ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
と
考
え
て
い
る
。
自
己
が
則
る

「
も
の
」
自
体
は
「
仮
」
の
性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
現
象
は
真

実
な
自
体
性
の
ま
ま
で
「
仮
現
」
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西
谷
は
空
仮

中
の
三
つ
の
連
関
に
お
い
て
「
仮
」
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
仮
」

に
お
い
て
「
真
実
な
有
」
と
し
て
の
実
在
性
を
付
与
し
よ
う
と
試
み
た
の

で
あ
る
。

問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
西
谷
は
天
台
仏
教
の
基
本
概
念
で

あ
る
「
空
仮
中
」
と
い
う
図
式
を
用
い
て
、
こ
の
事
態
を
説
明
し
よ
う
と

す
る
。
本
稿
で
は
三
項
の
う
ち
西
谷
に
お
い
て
現
象
を
意
味
す
る
「
仮
」

に
着
目
し
、「
空
の
場
」
に
お
け
る
「
仮
」
の
実
在
性
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

議
論
の
焦
点
と
な
る
の
が
、
実
体
概
念
で
あ
る
。
西
谷
は
仏
教
と
同
じ

よ
う
に
、
実
体
概
念
を
否
定
す
る
立
場
と
し
て
「
空
の
場
」
を
提
示
す

る
。
西
谷
は
、
実
体
概
念
が
あ
る
困
難
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
困
難
が
近

代
に
お
け
る
哲
学
史
に
お
い
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
重
大
な
問
題
を
引
き

起
こ
し
た
と
考
え
て
い
る
。
西
谷
は
、
理
性
の
場
に
お
け
る
主
観
と
客
観

と
の
対
立
図
式
に
お
い
て
、
実
体
は
「
も
の
」
の
表
象
と
し
て
し
か
現
れ

ず
、「
も
の
」
そ
の
も
の
は
開
示
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
問
題
視
し
た
。

そ
こ
で
西
谷
は
、
実
体
概
念
の
表
象
性
ゆ
え
に
「
も
の
」
自
体
を
把
握
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
主
客
対
立
を
超
え
出
た
「
虚
無
の
場
」
の
到
来

は
哲
学
の
歴
史
的
帰
結
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
、「
も
の
」
の
自
体
性
は
、
こ
の
「
リ
ア
リ
テ
ィ
」
を
徹
底
的
に
追
究

す
る
中
で
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
西
谷
の
哲
学
的

立
場
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
西
谷
は
、「
立
場
」
そ
の
も
の
の
実
体
化
を

避
け
る
た
め
に
、
あ
く
ま
で
も
「
立
脚
す
べ
き
何
も
の
も
無
い
」
と
い
う

「
無
」
の
真
相
を
ど
こ
ま
で
も
徹
底
し
て
自
覚
化
す
る
行
程
を
た
ど
る
こ

と
に
よ
り
、「
も
の
」
自
体
へ
と
迫
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、「
有
が
も
と

も
と
空
と
一
つ
」
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
「
も
の
」
は
そ
れ

自
身
の
位
置
に
定
ま
る
自
体
的
な
有
り
方
と
な
る
。

　

先
に
確
認
し
た
よ
う
に
「
虚
無
の
場
」
に
お
い
て
実
体
概
念
が
否
定
さ

れ
た
「
も
の
」
は
、
立
脚
す
べ
き
何
も
の
も
無
い
と
こ
ろ
に
お
い
て
自
ら

を
立
脚
す
る
こ
と
に
な
る
。
西
谷
は
こ
の
よ
う
な
事
態
を
存
在
す
る
も
の
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る
。
し
か
し
、
相
手
は
ど
こ
ま
で
も
予
測
不
可
能
な
他
者
、
田
辺
の
用
語

を
用
い
れ
ば
、
種
的
な
他
者
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
い
わ
ば
丸
腰
で
向
か
い

合
う
よ
う
な
行
為
は
自
己
の
死
と
裏
腹
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
田
辺
は

死
者
を
語
り
つ
つ
も
同
時
に
「
決
死
覚
悟
の
行
為
」
と
い
っ
た
自
己
の
死

の
問
題
に
こ
だ
わ
る
の
で
あ
る
。

　

死
者
と
の
協
同
と
い
う
発
想
が
親
密
な
二
者
関
係
を
超
え
た
意
味
合
い

を
も
つ
の
は
ま
さ
に
こ
こ
で
あ
る
。
一
見
空
疎
な
理
想
に
し
か
見
え
な
い

よ
う
な
愛
の
行
い
は
単
に
当
為
と
し
て
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
死
者
と
の
協
同
を
拠
り
所
に
し
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
誤
解
を

恐
れ
ず
に
あ
え
て
単
純
に
言
う
な
ら
ば
、
か
つ
て
そ
の
よ
う
に
接
し
て
く

れ
た
亡
き
人
の
実
際
の
か
か
わ
り
を
支
え
に
し
て
私
た
ち
は
そ
う
し
た
愛

の
行
い
に
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て

「
死
復
活
」
は
二
重
の
自
覚
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
復
活
と
は
死
者

の
生
け
る
自
己
に
お
け
る
復
活
と
死
せ
る
自
己
の
生
け
る
他
者
に
お
け
る

復
活
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
自
覚
は
自
己
が
他
者
に
自
ら

の
存
在
全
体
を
賭
け
よ
う
と
す
る
瞬
間
に
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
行
為
に
託
さ
れ
て
い
る
の
は
、
死
者
が
自
ら
の
内
に
生
き
て

い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
死
し
た
後
に
自
ら
も
他
者
に
お
い
て
生
き
る
可

能
性
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
自
己
が
他
者
の
自
覚
に
お
い
て
復
活
し
、

「
協
同
の
永
生
」
に
入
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
そ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
は
自
己
の
永
遠
の
生
を
単
に
他
者
の
生
に
期
待
す
る
と
い

う
発
想
で
は
な
い
。『
マ
ラ
ル
メ
覚
書
』
で
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
、
死
の

冷
厳
な
必
然
性
と
は
裏
腹
に
そ
う
し
た
生
の
可
能
性
は
偶
然
性
に
委
ね
ら

れ
る
事
態
で
あ
る
こ
と
を
田
辺
は
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
田
辺
に
と
っ
て
死
者
の
実
在
性
は
あ
く
ま
で
も
生
身
の

死
者
の
哲
学
は
い
か
に
可
能
か

│
│ 

田
辺
元
「
死
の
哲
学
」
を
手
掛
り
と
し
て 

│
│

竹
花　

洋
佑

　

死
者
論
が
死
者
の
哲
学
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
も
そ
も
死
者
が
い
る
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
と
い
う
問
い
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

田
辺
元
の
「
死
の
哲
学
」
は
そ
う
し
た
死
者
の
実
在
性
の
問
題
を
考
え
る

際
の
一
つ
の
方
向
性
を
提
示
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

死
者
の
問
題
は
田
辺
哲
学
に
対
す
る
近
年
の
関
心
の
一
つ
の
焦
点
で
あ

る
が
、
田
辺
自
身
が
標
榜
し
た
の
は
あ
く
ま
で
も
「
死
の
哲
学
」
で
あ

る
。
親
し
き
汝
と
し
て
の
死
者
の
現
前
と
い
う
事
態
に
、
生
か
死
か
と
い

う
二
者
択
一
に
根
ざ
し
た
死
を
め
ぐ
る
ア
ポ
リ
ア
を
突
破
す
る
拠
点
を
求

め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
田
辺
の
「
実
存
協
同
」

の
概
念
を
い
わ
ゆ
る
二
人
称
的
な
死
に
限
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
な
ら

ば
そ
れ
は
完
全
な
誤
解
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
好
ん
で
引
か
れ
る
『
碧
巌

集
』
第
五
十
五
則
に
基
づ
い
て
田
辺
が
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

死
し
た
師
に
対
す
る
弟
子
の
か
か
わ
り
と
同
時
に
そ
の
弟
子
が
生
け
る
他

者
に
「
回
施
」
す
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
自
己
を
起

点
と
し
た
死
者
と
生
者
の
「
回
施
」
の
リ
レ
ー
と
も
言
う
べ
き
も
の
が

「
実
存
協
同
」
の
真
相
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
決
し
て
親
し
き
我
と
汝
の
私

秘
的
空
間
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
他
の
生
者
と
の
関
係
を
内
包
し
た
「
実
存
協
同
」
が
な
お
も

死
の
問
題
を
中
核
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
生
身
の
実
存
と
の
か

か
わ
り
に
お
い
て
自
己
の
生
命
が
賭
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
田
辺
が
強
調
す
る
の
は
、
自
己
を
全
面
的
に
放
棄
す
る
こ
と

で
相
手
の
根
本
的
変
容
を
促
す
よ
う
な
愛
の
実
践
で
あ
り
菩
薩
の
道
で
あ
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い
。
し
か
し
鈴
木
は
「
法
身
」
と
「
真
如
」
と
で
は
違
い
が
あ
る
と
い

う
。「
法
身
」
は
「
霊
魂
」
で
あ
り
、
意
志
を
も
ち
認
識
す
る
。
そ
し
て

「
慈
悲
」
の
源
泉
で
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
生
け
る
精
神
」
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、「
真
如
」
と
い
う
た
ん
な
る
「
抽
象
的
な
形
而
上
的
原
理
」

と
は
異
な
る
。「
法
身
」
に
は
「
慈
悲
」
へ
と
人
を
促
す
力
が
あ
る
。「
法

身
」
の
顕
現
で
あ
る
か
ぎ
り
で
本
来
「
一
体
」
で
あ
る
我
々
は
、「
マ
ー

ヤ
ー
の
ベ
ー
ル
」
ゆ
え
に
し
ば
し
ば
真
実
を
見
そ
こ
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
知
性
が
目
覚
め
た
と
き
に
は
、「
我
と
汝
と
の
区
別
」
は
消
滅
す
る
。

　

第
二
に
、「
涅
槃
」
に
つ
い
て
。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、
ブ
ッ
ダ
は
、
欲
望

の
放
棄
、「
人
間
活
動
の
完
全
な
根
絶
」
と
い
う
ニ
ヒ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「
涅
槃
」
を
目
標
と
し
な
か
っ
た
。
ブ
ッ
ダ
が
強
調
し
た
の
は
、
欲
望
の

放
棄
で
は
な
く
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
放
棄
で
あ
っ
た
。
仏
教
は
「
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
」
で
は
な
い
。
ブ
ッ
ダ
は
「
八
正
道
」
と
い
う
道
徳
的
実
践
を
通
じ
て

人
の
生
活
を
成
就
さ
せ
る
こ
と
を
説
い
た
。
彼
に
と
っ
て
の
「
涅
槃
」

は
、
生
の
終
焉
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
の
肯
定
・
成
就
で
あ
り
、
生
活
を

遂
行
し
な
が
ら
も
そ
れ
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
生

き
方
と
し
て
言
え
ば
、
自
分
の
安
ら
か
な
状
態
を
望
む
の
で
は
な
く
、
そ

れ
よ
り
も
衆
生
を
苦
難
か
ら
救
う
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
す
る
生
き
方
こ

そ
が
涅
槃
で
あ
る
。
煩
悩
の
世
界
か
ら
自
分
一
人
が
脱
け
出
し
て
「
無

為
」
や
「
永
遠
の
消
滅
の
状
態
」
に
と
ど
ま
る
「
隠
遁
主
義
」
で
は
な

く
、
む
し
ろ
自
ら
積
極
的
に
煩
悩
の
世
界
に
飛
び
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

第
三
に
、「
業
」
に
つ
い
て
。
悪
人
な
の
に
栄
え
て
い
る
と
い
う
現
実

に
つ
い
て
、
彼
が
前
世
で
善
行
を
積
ん
だ
か
ら
だ
と
説
明
し
た
り
、
善
人

な
の
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
現
実
に
つ
い
て
、
彼
の
前
世
で
の
悪
業
の

実
存
と
の
関
係
で
引
き
受
け
る
べ
き
自
己
の
死
の
問
題
と
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
田
辺
の
立
場
は
、
死
者
の
実
在
性
を
無
意
味
と

退
け
る
態
度
と
そ
れ
を
無
批
判
的
に
認
容
す
る
態
度
の
中
間
に
位
置
す
る

一
つ
の
積
極
的
な
立
場
と
理
解
さ
れ
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
田
辺
の
議
論
は
死
者
が
実
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
ど
の
よ

う
な
条
件
に
お
い
て
語
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
結
果
と
し
て
提
示

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
条
件
こ
そ
、
私
の
死
そ
の

も
の
が
賭
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
現
実
的
な
他
と
の
交
わ
り
に
他
な
ら
な

い
。

鈴
木
大
拙
の
『
大
乗
仏
教
概
論
』
に
関
し
て

横
田　

理
博

　

鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
―
一
九
六
六
）
は
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）

年
に
英
文
論
考O

utlines of M
ahayana Buddhism

（『
大
乗
仏
教

概
論
』）
を
出
版
す
る
。
こ
の
著
作
に
は
、
日
本
仏
教
の
崩
壊
か
ら
再
構

築
へ
、
近
代
日
本
の
自
己
主
張
、
東
洋
思
想
と
西
洋
思
想
と
の
交
錯
、
と

い
っ
た
テ
ー
マ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
報
告
で
は
、『
大
乗
仏
教

概
論
』
に
特
徴
的
な
論
点
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
み
る
。

　

第
一
に
、「
法
身
」
に
つ
い
て
。
鈴
木
に
よ
れ
ば
、「
法
身
」
と
は
、
宇

宙
の
中
の
す
べ
て
の
個
々
の
存
在
を
成
り
立
た
し
め
る
存
在
根
拠
で
あ

る
。
法
身
は
宇
宙
に
「
遍
満
」
し
て
い
る
。「
法
身
」
は
、
我
々
人
間
を

も
含
め
て
地
上
の
す
べ
て
の
存
在
に
遍
く
「
顕
現
」
す
る
。
我
々
の
存
在

の
根
拠
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
遍
満
」
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
さ

ら
に
我
々
は
そ
の
「
顕
現
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
の
点
だ
け
で

あ
れ
ば
、
実
は
「
法
身
」
と
「
真
如
」
と
で
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
な
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仏
教
経
典
の
文
学
的
観
点
か
ら
の
研
究

│
│ 

和
辻
哲
郎
の
視
点
を
中
心
に 

│
│

山
本
栄
美
子

　
「
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
を
記
し
た
教
典
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て
き
た
、
大

量
な
テ
ク
ス
ト
の
存
在
が
、
仏
教
の
全
体
像
と
思
想
史
を
研
究
す
る
こ
と

の
困
難
さ
の
一
因
と
な
っ
て
き
た
。
釈
尊
入
滅
後
数
世
紀
を
隔
て
て
、
キ

リ
ス
ト
教
で
は
展
開
さ
れ
得
な
か
っ
た
新
し
い
聖
書
的
な
テ
ク
ス
ト
と
し

て
大
乗
諸
経
典
が
大
量
に
創
作
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
に
お

い
て
は
鎌
倉
時
代
以
降
、
数
世
紀
に
も
わ
た
り
、
宗
派
別
に
検
討
さ
れ
て

き
た
こ
と
か
ら
、
特
に
宗
派
の
外
に
お
い
て
は
、
仏
教
を
統
一
的
に
眺
め

て
、
比
較
を
す
る
と
い
う
発
想
は
生
じ
に
く
か
っ
た
と
言
え
る
。
和
辻
が

仏
教
思
想
を
根
源
か
ら
追
究
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
は
、
初
期
の
研
究

者
時
代
に
、『
承
陽
大
師
全
集
』
の
解
読
の
手
助
け
に
仏
教
哲
学
史
の
本

を
参
照
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
に
あ
た
る
の
が
鎌
倉
時
代
の
『
八
宗
綱

要
』
し
か
な
く
、
日
本
に
お
け
る
「
学
問
的
な
哲
学
史
」
の
不
在
を
痛
感

し
た
と
こ
ろ
に
始
ま
る
。
西
洋
で
は
、
哲
学
が
教
会
を
離
れ
て
独
立
し
、

学
問
的
な
哲
学
史
が
で
き
て
き
た
経
緯
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で
は

未
だ
「
哲
学
が
信
仰
と
密
着
し
て
い
て
、
教
会
か
ら
独
立
し
て
い
な
い
」

と
分
析
し
、
そ
の
後
も
「
仏
教
に
お
け
る
哲
学
史
的
解
明
」
の
構
想
に
、

晩
年
ま
で
一
貫
し
て
関
心
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
和
辻
の
仏
教
研

究
に
お
け
る
主
な
特
徴
は
、
伝
統
的
な
教
団
（
宗
派
）
に
属
さ
な
く
て

も
、
門
外
漢
と
し
て
、
宗
派
的
な
見
解
に
と
ら
わ
れ
ず
に
分
析
で
き
る
意

義
を
強
調
し
、
歴
史
的
に
教
義
を
囲
い
込
ん
で
き
た
教
団
（
宗
派
）
の
閉

鎖
性
に
対
し
て
挑
戦
的
な
態
度
で
研
究
に
挑
ん
だ
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
歴
史
的
な
存
在
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
の
伝
説
が
い
か
に
神
話
化
さ

報
い
だ
と
説
明
し
た
り
す
る
よ
う
な
、「
社
会
的
不
公
正
」
を
「
業
」
に

よ
っ
て
説
明
す
る
見
解
を
鈴
木
は
批
判
す
る
。
人
が
困
窮
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
「
現
在
の
我
々
の
社
会
組
織
の
不
完
全
性
」
の
問
題
で
あ
る
。
善

行
を
積
む
人
は
、
そ
う
い
う
自
分
自
身
に
す
で
に
「
満
足
」
し
て
い
る
。

こ
の
満
足
が
業
の
帰
結
で
あ
る
。
そ
れ
は
経
済
上
の
幸
福
を
も
た
ら
す
も

の
で
は
な
い
。
道
徳
的
行
為
を
世
俗
的
幸
福
の
た
め
の
手
段
と
考
え
て
は

な
ら
な
い
、
と
鈴
木
は
言
う
。
そ
も
そ
も
、
当
人
の
行
為
の
影
響
が
そ
の

当
人
に
だ
け
及
ぶ
と
い
う
「
業
」
の
「
個
人
主
義
的
」
解
釈
を
鈴
木
は
拒

否
す
る
。
善
行
に
せ
よ
悪
行
に
せ
よ
、
為
さ
れ
た
行
為
は
共
同
体
（
社

会
）
全
体
に
波
紋
を
も
た
ら
す
。
人
間
は
決
し
て
孤
立
し
て
い
な
い
。
互

い
に
影
響
を
与
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
。
芸
術
作
品
に
作
者
の
業
が

存
続
し
て
い
て
、
見
る
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
あ
る
。「
業
に
よ
る

因
果
の
連
鎖
」
が
見
る
者
を
「
感
応
」
さ
せ
、「
共
鳴
」
さ
せ
る
。

　

鈴
木
は
、
感
応
力
、
影
響
力
一
般
と
し
て
「
業
」
を
捉
え
た
り
、
因
果

性
全
般
を
「
業
」
と
結
び
付
け
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、

大
乗
仏
教
の
一
般
的
な
立
場
と
は
言
い
難
い
。
歴
史
上
の
大
乗
仏
教
と
は

何
か
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
こ
の
著
作
の
目
的
を
、
鈴
木
は
こ
こ
で
は
忘

却
、
逸
脱
し
、
本
来
あ
る
べ
き
と
彼
が
考
え
る
新
し
い
仏
教
理
論
を
創
作

し
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、
鈴
木
の

新
し
い
仏
教
理
論
に
は
今
日
の
読
者
を
共
感
さ
せ
る
と
こ
ろ
も
大
い
に
あ

る
。
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る
経
典
の
「
文
学
的
作
品
」
の
分
析
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、
公
表
し
た

の
は
、
晩
年
の
「
法
華
経
の
考
察
」
と
い
う
論
考
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

和
辻
が
捉
え
た
「
法
華
経
」
に
お
け
る
表
現
の
特
殊
性
と
は
、
概
念
的
な

思
考
的
理
解
よ
り
も
、
感
覚
的
な
印
象
的
感
化
を
も
っ
て
読
者
に
訴
え
る

こ
と
の
表
現
効
果
を
ね
ら
っ
た
「
言
葉
に
よ
る
概
念
的
理
解
を
上
回
る
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
表
象
」
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
文
字
を
通
し
た
思

考
力
だ
け
に
頼
っ
た
伝
達
の
み
で
は
な
く
、
言
葉
を
通
し
て
感
受
力
に
働

き
か
け
る
手
法
に
よ
る
思
想
の
表
現
に
注
目
し
て
、
経
典
分
析
を
行
っ
た

和
辻
の
考
察
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。

鈴
木
大
拙
・
折
口
信
夫
・
井
筒
俊
彦 

│
│ 「
東
方
哲
学
」
素
描 

│
│

安
藤　

礼
二

　

鈴
木
大
拙
、
折
口
信
夫
、
井
筒
俊
彦
は
、
相
互
に
直
接
的
あ
る
い
は
間

接
的
な
関
係
を
も
ち
、
近
代
日
本
思
想
史
の
上
に
お
い
て
一
つ
の
重
要
な

系
譜
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。
大
拙
の
仏
教
、
折
口
の
神
道
、
井
筒
の
イ
ス

ラ
ー
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
お
よ
び
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は
異
な
る
と

は
い
え
、
ほ
ぼ
同
様
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
ほ
ぼ
同
様
の
理
念
を
根
幹
に
据

え
、
そ
の
体
系
が
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
一
言
で
ま
と
め
る
と
す

れ
ば
、
鈴
木
大
拙
の
如
来
蔵
、
折
口
信
夫
の
産
霊
、
井
筒
俊
彦
の
神
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

　

鈴
木
大
拙
の
営
為
を
、
そ
の
初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
貫
い
て
い
る
の
は

如
来
蔵
の
思
想
で
あ
る
。
人
間
さ
ら
に
は
森
羅
万
象
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、

如
来
（
仏
）
と
な
っ
て
覚
り
を
得
る
可
能
性
を
種
子
の
よ
う
に
、
胎
児
の

よ
う
に
自
ら
の
心
の
な
か
に
孕
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
森
羅
万
象
あ
ら

ゆ
る
も
の
は
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
で
如
来
と
な
り
覚
り
を
得
る
こ
と
が
で

れ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
に
し
ろ
、
釈
迦
を
主
人
公
と
し
た
聖
典
文
学
発
祥

の
動
機
と
神
話
制
作
の
動
機
と
は
、
種
を
異
に
す
る
と
し
て
、
当
時
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
仏
教
学
者
に
多
く
見
ら
れ
た
、
経
典
を
「
神
話
」
と
し
て
解

釈
す
る
姿
勢
を
批
判
的
に
と
ら
え
て
い
た
。

　

近
代
仏
教
学
の
先
行
研
究
を
比
較
す
る
中
で
、
和
辻
が
そ
の
方
法
論
に

つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
の
が
、『
仏
教
倫
理
思
想
史
』
の
序
論
に
あ
て
た

「
根
本
資
料
の
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
考
に
お
い
て
で
あ
っ

た
。
史
料
に
お
け
る
「
記
述
」
と
し
て
の
扱
い
に
と
ど
ま
ら
ず
、
仏
典
の

中
身
で
あ
る
内
容
を
も
と
に
、
記
述
の
「
意
図
」
を
考
察
し
、
聖
典
の
作

品
と
し
て
の
性
質
を
分
析
す
る
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
和
辻
は
、「
想

像
作
用
の
働
き
を
示
せ
る
も
の
」
と
し
て
「
文
学
的
作
品
」
を
取
り
扱

い
、
考
察
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
伝
統
的

な
、
経
・
律
・
論
の
三
蔵
の
分
類
に
加
え
、
和
辻
は
独
自
に
、
仏
典
の
性

質
別
の
類
型
化
と
し
て
、
仏
典
を
「
理
論
的
、
実
践
的
、
文
学
的
」
の
三

種
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
経
典
発
展
の
方
向
も
こ
れ
ら
が
混

淆
し
つ
つ
移
行
し
た
と
捉
え
て
い
る
。
経
と
律
の
後
に
成
立
し
た
論
蔵

（
ア
ビ
ダ
ル
マ
）
の
時
点
に
お
い
て
、
経
に
関
す
る
理
論
的
考
察
が
ピ
ー

ク
に
達
し
、
そ
の
反
動
と
し
て
、
文
学
的
色
彩
の
強
い
大
乗
経
典
の
言
説

が
現
わ
れ
て
き
た
と
見
な
し
、「
作
品
の
発
達
の
方
向
か
ら
の
み
見
て
も

必
然
に
現
わ
れ
来
た
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
、
大
乗
経
典
出
現
の

歴
史
的
展
開
上
の
必
然
性
を
認
め
る
見
解
を
取
っ
て
い
る
。
和
辻
が
仏
教

研
究
に
取
り
組
ん
だ
時
代
は
大
乗
非
仏
説
を
容
認
す
る
風
潮
が
強
い
中
に

あ
っ
て
、
歴
史
的
展
開
に
お
け
る
大
乗
経
典
出
現
の
必
然
性
を
認
め
る
見

解
を
和
辻
が
構
想
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。
和
辻
が
仏
典
の

性
質
に
つ
い
て
分
類
し
た
中
で
、
大
乗
継
起
の
必
然
性
の
証
左
と
な
り
う
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あ
り
、
イ
ン
ド
の
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
哲
学
に
い
う
大
宇
宙
の
原
理
と
し
て

の
ブ
ラ
フ
マ
ン
で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
秘
哲
学
の
総
合
者
プ
ロ
テ
ィ
ノ

ス
の
い
う
一
者
で
あ
る
。

　

近
代
日
本
百
年
が
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
最
も
創
造
的
な
思
想
の
潮

流
を
、
私
は
東
方
哲
学
と
名
づ
け
た
い
。
鈴
木
大
拙
が
提
唱
し
た
東
方
仏

教
と
井
筒
俊
彦
が
提
唱
し
た
東
方
哲
学
の
能
動
的
か
つ
積
極
的
な
総
合
を

意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
拙
と
井
筒
の
間
に
位
置
す
る
の
が
折
口
信
夫

で
あ
る
。
ま
だ
十
代
の
後
半
で
あ
っ
た
折
口
は
、
九
歳
年
長
の
新
仏
教
徒
、

藤
無
染
を
介
し
て
『
大
乗
仏
教
概
論
』
と
し
て
結
実
す
る
大
拙
の
一
元
論

哲
学
を
受
容
す
る
。
主
体
と
客
体
、
精
神
と
物
質
の
間
に
差
異
を
認
め
な

い
一
元
論
的
な
領
野
を
、
折
口
は
憑
依
の
体
験
と
し
て
定
位
し
直
す
。
憑

依
は
、
人
間
的
な
個
を
破
壊
し
、
神
的
な
超
個
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
折
口

は
、
そ
こ
に
、『
古
事
記
』
の
冒
頭
に
出
現
す
る
神
、
森
羅
万
象
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
生
命
を
賦
与
し
、
活
性
化
す
る
産
霊
の
神
を
位
置
づ
け
直
す
。

神
道
の
神
と
は
霊
的
な
力
そ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
霊
魂
（
た
ま
）
で
あ
っ

た
。
そ
れ
が
折
口
古
代
学
を
貫
く
テ
ー
ゼ
と
な
る
。
井
筒
俊
彦
が
自
ら
の

「
無
垢
な
る
原
点
」
と
称
す
る
『
神
秘
哲
学
』
は
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の

憑
依
を
ギ
リ
シ
ア
神
秘
哲
学
の
起
源
と
し
て
位
置
づ
け
た
も
の
で
あ
っ
た

（
そ
の
帰
結
が
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
一
者
で
あ
る
）。
神
仏
が
混
交
し
た
中
世

の
列
島
で
は
、
如
来
蔵
の
思
想
が
産
霊
の
思
想
を
生
み
出
し
た
。
東
方
哲

学
は
、
近
代
の
み
な
ら
ず
、
日
本
思
想
す
べ
て
が
も
つ
可
能
性
と
不
可
能

性
を
体
現
し
た
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

き
る
。
老
荘
思
想
を
基
盤
と
し
て
確
立
さ
れ
た
禅
そ
の
も
の
の
起
源
に
も

如
来
蔵
あ
る
い
は
仏
性
と
い
う
理
念
が
存
在
し
て
い
た
。
大
拙
は
、
一
九

〇
七
年
、『
大
乗
仏
教
概
論
』
を
、
英
語
を
用
い
て
書
き
上
げ
る
。
そ
の

大
著
の
構
成
は
、
や
は
り
一
九
〇
〇
年
、
大
拙
が
英
語
に
翻
訳
し
た
『
大

乗
起
信
論
』
に
由
来
す
る
諸
概
念
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
認
識
論
的
に
は

真
如
・
如
来
蔵
・
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
い
う
三
幅
対
の
概
念
か
ら
な
り
、
存
在

論
的
に
は
法
身
・
報
身
・
応
身
と
い
う
三
幅
対
の
概
念
か
ら
な
っ
て
い

た
。
自
我
意
識
を
成
り
立
た
せ
る
根
底
に
あ
る
ア
ー
ラ
ヤ
識
は
、
如
来
蔵

で
あ
り
真
如
（
あ
る
が
ま
ま
で
の
真
実
在
）
で
あ
る
。
真
如
は
、
森
羅
万

象
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
産
出
す
る
法
身
（
法
の
身
体
）
で
あ
り
、
法
身
は
、

自
ら
の
も
つ
無
限
の
属
性
を
理
念
的
な
身
体
と
し
て
あ
ら
わ
す
報
身
を
潜

在
的
に
孕
み
、
そ
の
報
身
は
、
具
体
的
な
身
体
を
も
っ
た
応
身
と
し
て
現

働
的
に
受
肉
さ
れ
る
。

　

井
筒
俊
彦
が
生
涯
を
か
け
て
探
求
し
た
の
は
、
一
神
教
の
伝
統
の
最
後

に
位
置
し
、
そ
れ
を
刷
新
し
純
粋
化
し
て
い
っ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
さ
ら
な

る
展
開
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
生
ま
れ
た
森
羅
万
象
す
べ
て
に
超
越
す
る
ス

ン
ナ
派
の
神
で
は
な
く
、
イ
ラ
ン
高
原
で
育
ま
れ
た
森
羅
万
象
す
べ
て
に

内
在
す
る
シ
ー
ア
派
の
神
で
あ
っ
た
。
イ
ラ
ン
高
原
で
は
、
神
は
存
在
と

名
づ
け
ら
れ
、
一
な
る
も
の
を
生
み
出
す
無
と
さ
え
説
か
れ
て
い
た
。
無

か
ら
一
を
通
し
て
多
へ
、
多
か
ら
一
を
通
し
て
無
へ
。
そ
う
し
た
往
還
運

動
は
や
む
こ
と
が
な
い
。
井
筒
の
遺
著
と
し
て
一
九
九
三
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
意
識
の
形
而
上
学
│
│
『
大
乗
起
信
論
』
の
哲
学
』
は
、
そ
の
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
大
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
た
真

如
を
、
イ
ラ
ン
の
存
在
一
性
論
に
い
う
無
の
神
と
同
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
真
如
は
、
中
国
の
老
荘
思
想
に
い
う
無
の
道
で
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ン
ド
ゥ
釈
経
論
群
の
研
究
』
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三
）
が
、「
世
尊
」
の

語
を
解
釈
す
る
に
際
し
、〝
供
養
を
受
け
る
に
値
す
る
（* √arh

）
か
ら
世

尊
と
呼
ば
れ
る
〞
と
い
う
解
釈
を
施
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ

れ
は
『
釈
軌
論
』
で
の
解
釈
と
明
ら
か
に
相
違
し
、
他
の
文
献
に
も
見
ら

れ
ず
、
阿
羅
漢
（arhat

）
の
語
義
解
釈
と
混
同
し
て
い
る
と
す
ら
言
え

る
点
で
、
こ
の
一
例
は
そ
れ
ら
の
世
親
作
を
疑
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。

関
連
し
て
、
同
三
書
で
展
開
さ
れ
る
こ
れ
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
、
ひ

い
て
は
書
名
自
体
す
ら
、
後
代
の
論
書
に
引
用
・
言
及
さ
れ
て
い
る
例
が

こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
点
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
語
集
で
あ
る
『
二
巻
本
訳
語
釈
』（Ishi-

kaw
a ed.

東
洋
文
庫
）
で
は
、bhagavat/-vān

の
語
の
チ
ベ
ッ
ト
語

へ
の
翻
訳
を
論
ず
る
に
際
し
、『
釈
軌
論
』
に
見
ら
れ
る
そ
の
二
解
釈
を

提
示
し
た
の
ち
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
に
際
し
て
は
世
間
的
なbhagavān

と
区
別
す
る
た
め
に’das

の
語
を
加
え
る
の
だ
と
し
、bhagavān

を

bcom
 ldan

やlegs ldan

で
は
な
くbcom

 ldan ’das

と
訳
す
理
由

を
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、’das

は
、
梵
本
のbhagavat

を
チ
ベ

ッ
ト
語
に
訳
す
際
の
チ
ベ
ッ
ト
語
特
有
の
補
い
な
の
で
あ
る
。
そ
の
観
点

か
ら
い
く
つ
か
の
イ
ン
ド
由
来
と
さ
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
を
見
る
と
、

「
世
尊
」
の
語
の
解
釈
に
際
し
、’das

に
独
自
の
意
味
を
持
た
せ
た
解
釈

が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
シ
ュ
リ
ー
シ
ン
ハ
・
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
の

『
般
若
心
経
』
注
釈
書
（（『
般
若
心
経
註
釈
集
成
〈
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト

編
〉』
起
心
書
房
、
二
〇
一
六
）
一
二
三
―
一
四
二
）
と
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ナ

ミ
ト
ラ
の
『
般
若
心
経
』
注
釈
書
（
同
一
四
三
―
一
六
四
）
で
は
、bcom

 
ldan ’das (m

a
)

の
「’das

」
を
注
釈
す
る
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
超
越

（’das

）
や
、
無
住
処
涅
槃
（m

i gnas pa ’i m
ya ngan las ’das pa

）

後
代
の
経
典
解
釈
書
に
及
ぼ
し
た
世
親
作
『
釈
軌
論
』
の
影
響堀

内　

俊
郎

　

世
尊
（bhagavat

）
と
い
う
語
に
対
す
る
有
部
・
瑜
伽
行
派
で
の
解

釈
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
『
法
蘊
足
論
』
で
は
、
修
習
し
た
（*bhā-

vita
）、
破
壊
（* √bhaj

）
し
た
、
な
ど
と
い
う
六
つ
の
解
釈
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、『
瑜
伽
論
』「
菩
薩
地
」
で
は
、
魔
の
軍
勢
を
破
壊

（ava √bham. j
）
し
た
か
ら
世
尊
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
あ
る
（「
菩
提

品
」）。
他
方
、
世
親
（V

asubandhu

）
は
『
釈
軌
論
』
で
、「
世
尊
」

に
つ
い
て
、（
一
）「
破
壊
し
た
（*bhagnavān

）
者
」
と
、（
二
）六
つ

の
意
義
を
持
つ
と
こ
ろ
の
「*bhaga, bcom

」
を
「
有
す
る
（*vat, 

ldan

）
者
」、
と
い
う
二
つ
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
（Gregory M

ax 
Seton, D

efining W
isdom

: Ratnākaraśānti ’s Sāratam
ā (PhD

 
thesis)

、
二
〇
一
五
、
堀
内
俊
郎
「『
釈
軌
論
』
第
二
章
に
お
け
る
世
親

の
阿
含
経
解
釈
の
特
徴
」『
東
洋
学
研
究
所
紀
要
』
五
四
号
、
二
〇
一
七
）。

そ
の
解
釈
は
、
後
代
の
注
釈
者
た
ち
に
広
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
ス
テ
ィ
ラ
マ
テ
ィ
、
ア
ス
ヴ
ァ
バ
ー
ヴ
ァ
、
シ
ー
ラ
バ

ド
ラ
、
ヴ
ィ
ー
ル
ヤ
シ
ュ
リ
ー
ダ
ッ
タ
、
ラ
ト
ナ
ー
カ
ラ
シ
ャ
ー
ン
テ

ィ
、
ヴ
ィ
マ
ラ
ミ
ト
ラ
、
カ
マ
ラ
シ
ー
ラ
、
ハ
リ
バ
ド
ラ
、
ア
ヴ
ァ
ロ
ー

キ
タ
ヴ
ラ
タ
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ミ
ト
ラ
、
ダ
ム
シ
ュ
ト
ラ
セ
ー
ナ
、
チ

ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
テ
ィ
、
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
、
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ヴ

ァ
ジ
ュ
ラ
、
ジ
ネ
ー
ン
ド
ラ
ブ
ッ
デ
ィ
な
ど
の
諸
論
師
が
そ
の
二
つ
の
解

釈
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
世
親
作
と
さ
れ
る
漢
訳
に

の
み
残
る
二
（
・
三
）
つ
の
論
書
（『
三
具
足
經
憂
波
提
舍
』（
大
正
一
五

三
四
）『
轉
法
輪
經
憂
波
提
舍
』（
大
正
一
五
三
三
）（
・『
寶
髻
經
四
法
憂

波
提
舍
』（
大
正
一
五
二
六
））、
詳
細
は
大
竹
晋
『
元
魏
漢
訳
ヴ
ァ
ス
バ
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辺
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
カ
ー
ン
チ
プ
ラ
ム
地
域
に
お

い
て
は
現
存
寺
院
と
出
土
石
仏
と
の
位
置
関
係
な
ど
の
調
査
を
行
な
っ

た
。
カ
ー
ヴ
ェ
ー
リ
河
デ
ル
タ
地
域
に
つ
い
て
は
出
土
石
仏
の
あ
る
地
点

一
二
カ
所
な
ど
の
調
査
を
行
な
っ
て
、
特
に
そ
の
位
置
関
係
や
過
去
の
状

況
に
つ
い
て
の
把
握
を
行
な
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
今
回
の
調
査
を
受
け
て
の
暫
定
的
な
考
察
と
し
て
以
下
の

よ
う
な
こ
と
が
言
え
よ
う
。

一
．
仏
像
が
寺
院
な
ど
の
遺
構
を
伴
わ
ず
に
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
現

在
祠
堂
に
納
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
当
初
は
野
ざ
ら
し
で
発
見
さ
れ
た
後

に
近
年
に
な
っ
て
祠
堂
を
建
て
て
納
め
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
）
か
ら
、

こ
れ
ら
の
仏
像
は
仏
塔
の
側
面
に
安
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
こ
の
こ
と
は
『
マ
ニ
メ
ー
ハ
ラ
イ
』
に
お
い
て
仏
像
の
記
述
が
な

く
仏
塔
の
み
の
信
仰
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
せ
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
、
仏
像
は
常
に
仏
塔
に
付
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
特
に
述
べ

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
を
有
力
な
も
の
と
さ
せ
る
。
な
お
、
仏
像
は

崇
敬
さ
れ
る
た
め
何
ら
か
の
形
で
保
存
さ
れ
る
が
、
仏
塔
は
維
持
す
る
僧

院
な
ど
の
組
織
が
な
く
な
る
と
、
内
部
の
土
砂
を
囲
っ
て
い
る
石
板
や
レ

ン
ガ
を
建
材
と
し
て
持
ち
去
っ
て
し
ま
う
た
め
容
易
に
更
地
に
さ
れ
て
消

滅
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．
こ
の
こ
と
か
ら
想
像
す
る
と
、
農
村
部
に
お
け
る
仏
像
出
土
地
に
つ

い
て
は
、
木
造
建
築
の
住
居
施
設
を
伴
っ
た
仏
塔
を
中
心
と
し
た
小
規
模

な
僧
院
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

三
．
こ
れ
ら
の
出
土
地
の
分
布
、
特
に
セ
ー
ラ
ム
近
く
の
も
の
な
ど
か

ら
、
海
上
交
易
を
含
む
遠
隔
交
易
商
人
ギ
ル
ド
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
に
維

持
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の
僧
院
が
灯
台

と
い
う
語
を
用
い
て
解
釈
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
そ
の
例
で
あ
る
。
両

書
に
は
奥
書
に
チ
ベ
ッ
ト
語
翻
訳
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も

注
意
さ
れ
る
。
従
来
梵
本
のbhagavat/tī

と
い
う
語
と
の
対
応
づ
け

が
提
案
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
チ
ベ
ッ
ト
語
のbcom

 ldan ’das 
(m

a
)

に
基
づ
く
解
釈
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。（
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ

Ｓ
科
研
費JP17K

02224

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。）

南
イ
ン
ド
に
お
け
る
終
焉
期
の
仏
教

│
│ 

野
外
石
仏
調
査
報
告
を
中
心
に 

│
│

高
島　
　

淳

　

一
般
的
に
は
、
イ
ン
ド
の
仏
教
は
ム
ス
リ
ム
勢
力
の
侵
攻
を
契
機
と
し

て
一
三
世
紀
に
は
ほ
と
ん
ど
滅
び
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
南
イ
ン
ド

に
お
い
て
は
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
州
の
カ
ー
ヴ
ェ
ー
リ
河
デ
ル
タ
地
域
を

中
心
と
す
る
限
定
さ
れ
た
領
域
で
は
あ
る
が
、
多
数
の
仏
像
の
出
土
と
少

数
の
碑
文
な
ど
か
ら
一
六
世
紀
に
至
る
ま
で
の
仏
教
が
残
存
し
て
い
た
こ

と
が
確
実
で
あ
る
。
こ
の
南
イ
ン
ド
に
お
け
る
終
焉
期
仏
教
に
つ
い
て
の

従
来
の
研
究
は
限
定
的
で
不
充
分
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
南
イ
ン
ド

の
終
焉
期
仏
教
の
様
相
を
、
出
土
遺
物
、
碑
文
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
植
民
者
等

の
文
献
、
と
い
っ
た
多
方
面
の
資
料
を
総
合
的
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
仏
教
の
終
焉
の
様
相
と
原

因
の
解
明
を
目
指
す
科
研
費
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
実
地
調
査
の
成

果
の
一
端
を
報
告
す
る
。

　

現
地
調
査
を
行
な
っ
た
地
点
は
、
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
、
カ
ー
ン
チ
プ
ラ
ム

地
域
、
カ
ー
ヴ
ェ
ー
リ
河
デ
ル
タ
地
域
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
マ
ン
ガ

ロ
ー
ル
に
お
い
て
は
マ
ン
ジ
ュ
ナ
ー
タ
寺
院
の
ブ
ロ
ン
ズ
仏
像
お
よ
び
周
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
ら
が
還
暦
を
迎
え
、
還
俗
す
る
こ
と
を
発
表
し
た

一
九
二
六
年
に
出
版
さ
れ
た
主
著
『
在
家
仏
教
』
に
お
い
て
、
彼
は
「
如

何
な
る
経
典
が
仏
教
所
依
の
経
典
で
あ
る
か
と
云
え
ば
、
仏
陀
所
説
の
一

切
蔵
経
と
、
そ
の
蔵
経
の
趣
旨
を
正
し
く
布
衍
し
解
釈
し
て
、
仏
の
真
説

た
る
聖
経
の
性
質
を
備
え
た
所
の
総
べ
て
の
経
書
が
仏
教
所
依
の
経
典
で

あ
る
」、
そ
し
て
「
凡
そ
所
依
の
経
典
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、
一
二
の

経
典
を
選
定
す
る
時
は
、
や
は
り
古
来
用
い
た
判
釈
を
便
宜
と
す
る
で
あ

ろ
う
。
そ
う
す
る
な
ら
ば
ま
た
古
来
の
過
誤
を
再
び
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
歴
史
上
及
び
梵
語
学
上
並
に
教
理
学
上
等

の
研
究
が
大
に
進
ん
で
い
る
今
日
、
到
底
な
し
得
ら
れ
る
べ
き
こ
と
で
は

な
い
（
以
下
略
）」（
四
二
―
四
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
所
依

と
す
べ
き
経
典
に
つ
い
て
彼
は
、
教
相
判
釈
に
基
づ
き
特
定
の
い
く
つ
か

の
経
典
に
限
定
す
る
こ
と
に
対
し
、
批
判
的
態
度
を
示
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
彼
に
と
っ
て
所
依
と
す
べ
き
経
典
と
は
一
切
蔵
経
全
体
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
く
こ
と
か
ら
か
、『
在
家
仏
教
』

に
特
定
の
経
典
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

さ
て
、『
在
家
仏
教
』（
全
三
〇
四
頁
）
の
出
版
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
後

の
一
九
三
六
年
、
古
稀
を
迎
え
た
彼
は
さ
ら
な
る
主
著
『
正
真
仏
教
』

（
全
四
七
八
頁
）
を
公
に
す
る
。
両
著
の
全
体
的
な
構
成
が
ほ
と
ん
ど
同

じ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
如
く
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
指
摘

し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、『
在
家
仏
教
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

『
般
若
心
経
（
大
本
）』（
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か
ら
の
和
訳
）
が
、『
正
真
仏

教
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
正
真
仏
教
』
に
お
い
て
彼
は
「
般
若
波
羅
蜜
と
は
、

そ
の
空
の
正
義
を
悟
っ
た
最
勝
智
、
即
ち
究
竟
解
脱
に
到
達
し
こ
と
を
意

の
延
長
線
上
の
丘
の
上
に
あ
る
こ
と
は
海
上
交
易
商
人
ギ
ル
ド
の
信
仰
の

対
象
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
海
上
交
易
の
主
体
が
ム
ス
リ

ム
商
人
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
後
の
時
代
で
も
陸
上
遠
隔
交
易
を
担
っ
た

商
人
の
ギ
ル
ド
の
信
仰
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

四
．
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
の
マ
ン
ジ
ュ
ナ
ー
タ
寺
院
が
ナ
ー
ト
派
の
拠
点
に
な

っ
て
い
っ
た
事
例
や
、
東
イ
ン
ド
出
身
で
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
の
マ
ハ
ー
ボ
ー
デ

ィ
寺
院
を
修
復
し
た
後
チ
ベ
ッ
ト
を
経
て
北
京
に
赴
い
て
そ
こ
で
一
四
二

六
年
に
亡
く
な
っ
た
シ
ャ
ー
リ
プ
ト
ラ
の
記
録
な
ど
か
ら
、
ヨ
ー
ガ
と
瞑

想
を
修
行
の
中
心
と
し
て
い
た
よ
う
な
少
な
く
と
も
一
部
の
修
行
僧
た
ち

が
ナ
ー
ト
派
に
合
流
し
て
行
っ
た
よ
う
な
移
行
形
態
が
あ
っ
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。

（
謝
辞
）
カ
ー
ヴ
ェ
ー
リ
河
デ
ル
タ
地
域
の
調
査
は
研
究
協
力
者
の
袋
井

由
布
子
氏
と
共
同
し
て
遂
行
し
た
も
の
で
氏
の
惜
し
み
な
い
協
力
に
対
し

て
最
大
限
の
感
謝
を
表
し
た
い
。
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP17K

02215

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

河
口
慧
海
と
般
若
経

庄
司　

史
生

　

近
代
日
本
の
仏
教
者
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
河
口
慧
海
（
一
八
六
六
―

一
九
四
五
）
の
思
想
は
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

彼
の
思
想
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
筆
者
は
『
法
華
経
』
や
『
華
厳
経
』
を

と
り
あ
げ
、
彼
の
経
典
観
に
関
す
る
考
察
を
進
め
て
き
た
（
本
誌
別
冊
前

号
、
前
々
号
等
に
掲
載
）。
本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
仏
教
史
上
、
主
要
な
位

置
を
占
め
る
『
般
若
経
』
を
と
り
あ
げ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
河
口
慧
海
は
「
経
典
」
一
般
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
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本
研
究
は
、
平
成
三
十
年
度
科
研
費
課
題
（
若
手
研
究
：18K

12202

）

の
一
部
で
あ
る
。

タ
イ
に
お
け
る
「
信
教
の
自
由
」
の
確
立
に
与
え
た
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響

森
島　
　

豊

　

本
発
表
は
、
タ
イ
に
お
け
る
「
信
教
の
自
由
」
の
確
立
に
与
え
た
キ
リ

ス
ト
教
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
『
宗
教
寛
容
令
』
発
布
の
経
緯
を
通
し

て
実
証
し
て
い
る
。

　

一
八
七
八
年
十
月
八
日
国
王
の
勅
書
と
し
て
発
布
さ
れ
た
『
宗
教
寛
容

令
』
は
タ
イ
に
お
け
る
最
初
の
信
教
の
自
由
を
保
障
し
た
公
文
書
で
あ

る
。
こ
の
勅
書
は
タ
イ
北
部
に
お
け
る
宣
教
と
キ
リ
ス
ト
教
迫
害
に
対
す

る
告
訴
が
引
き
金
と
な
っ
て
い
た
。
タ
イ
北
部
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
開

拓
者
で
あ
る
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ッ
ク
ギ
ル
バ
リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
大
覚
醒
の
影

響
を
受
け
情
熱
的
信
仰
を
抱
い
て
い
た
が
、
同
時
に
政
治
的
感
覚
に
優
れ

て
い
た
。
彼
が
バ
ン
コ
ク
に
着
い
た
時
ラ
ー
マ
四
世
と
謁
見
す
る
機
会
を

得
た
。
タ
イ
の
王
室
や
政
治
家
た
ち
と
親
し
い
関
係
を
築
い
て
い
た
彼

は
、
次
第
に
未
開
拓
の
タ
イ
北
部
へ
の
宣
教
の
思
い
を
抱
い
て
い
っ
た
。

王
室
を
介
し
て
チ
ャ
ン
マ
イ
を
治
め
て
い
た
カ
ー
ウ
ィ
ロ
ー
ロ
ッ
ト
公
に

宣
教
の
許
可
を
得
た
マ
ッ
ク
ギ
ル
バ
リ
ー
は
、
わ
ず
か
二
年
で
バ
ン
コ
ク

で
の
二
十
年
間
の
宣
教
で
得
ら
れ
た
回
心
者
の
数
を
わ
ず
か
二
年
の
歳
月

で
成
し
遂
げ
た
。
急
速
な
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
播
は
カ
ー
ウ
ィ
ロ
ー
ロ
ッ
ト

に
危
機
意
識
を
も
た
ら
し
た
。
何
故
な
ら
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
タ
イ
北
部

に
根
付
く
古
い
社
会
構
造
と
秩
序
を
壊
す
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

タ
イ
北
部
の
王
の
統
治
権
力
は
伝
統
的
な
社
会
の
宗
教
と
切
り
離
し
が
た

く
結
び
つ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
伝
統
文
化
や
習
慣
を
通
し
て
維
持
さ
れ

味
し
て
い
る
語
で
あ
る
。
さ
れ
ば
究
竟
解
脱
を
説
明
し
教
導
す
る
経
典
な

ら
ば
、
般
若
部
の
経
典
で
な
く
て
も
、
何
れ
の
部
に
属
す
る
経
典
で
も
、

皆
般
若
部
の
経
典
と
云
い
得
る
訳
で
あ
る
。
こ
の
原
理
の
主
張
に
於
て
、

西
蔵
の
一
切
蔵
経
分
類
学
者
は
、
一
切
蔵
経
を
密
部
と
経
部
と
の
二
部
に

分
っ
て
、
経
部
を
総
称
し
て
般
若
部
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
中
に
は
華
厳
、

阿
含
、
方
等
、
般
若
、
法
華
、
涅
槃
等
の
諸
経
、
仏
伝
、
仏
本
行
集
経
律

蔵
等
ま
で
も
含
ま
れ
て
い
る
。
一
体
こ
れ
等
の
一
切
蔵
経
は
、
皆
仏
の
般

若
智
よ
り
出
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
般
若
部
に
摂
せ
ら
れ
る
の
が
当

然
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
一
切
蔵
経
を
総
括
す
る
最
勝
智

は
、
般
若
心
経
に
於
て
云
何
に
簡
明
に
約
説
せ
ら
れ
た
か
と
云
え
ば
、
以

下
に
挙
ぐ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
（
以
下
略
）」
と
説
明
し
、
続
け
て
チ

ベ
ッ
ト
語
訳
『
般
若
心
経
』
か
ら
の
和
訳
全
文
を
提
示
す
る
（
三
六
五
―

三
七
五
頁
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
河
口
慧
海
は
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
伝
統
に
基
づ
き
、
顕
教

経
典
全
体
を
般
若
部
（
こ
れ
は
、「
金
剛
乗
」
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
「
波

羅
蜜
乗
」
を
指
す
か
）
と
理
解
し
、
さ
ら
に
一
切
蔵
経
を
生
み
出
し
た
般

若
波
羅
蜜
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
ま
と
め
た
経
典
と
し
て
の
『
般
若
心
経
』
を

重
視
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
、
彼
が

在
家
仏
教
修
行
団
を
通
し
て
発
行
し
た
『
仏
教
日
課
』
に
は
、「
開
経
偈
」

「
懺
悔
」「
帰
依
三
宝
」「
発
菩
提
心
真
言
」「
四
弘
誓
願
」「
五
戒
」「
諸
仏

通
誡
偈
」「
報
恩
願
文
」「
廻
向
偈
」「
般
若
波
羅
蜜
多
心
経
」「
観
三
宝
発

願
文
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
は
晩
年
に
至
り
、
一

切
蔵
経
を
包
摂
す
る
経
典
と
し
て
、
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
か
ら
自
ら
和
訳
し
た

『
般
若
心
経
（
大
本
）』
を
日
常
的
に
読
誦
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
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と
を
保
障
す
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
信
教
の
自
由
を
保
障
し
て
い
た
。

こ
の
宣
言
の
中
で
は
「
い
か
な
る
宗
教
」
と
あ
る
が
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教

を
名
指
し
し
て
、「
よ
り
具
体
的
に
は
、
誰
で
あ
れ
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を

信
じ
た
い
と
望
む
な
ら
ば
、
彼
ら
は
自
ら
の
選
択
に
従
っ
て
自
由
に
信
奉

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
」
と
、
キ
リ
ス
ト
教
を
保
護
す
る
目
的
が
明

確
に
出
て
い
た
。
ま
た
、「
ア
メ
リ
カ
人
が
必
要
に
応
じ
て
そ
の
よ
う
な

人
々
﹇
タ
イ
人
キ
リ
ス
ト
者
﹈
を
雇
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
妨
害
を
し

て
は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
二
国
間
の
条
約
違

反
と
な
る
だ
ろ
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
人
、
特
に
宣
教
師
の
安

全
保
障
が
示
さ
れ
て
い
た
。
最
後
に
、
こ
の
寛
容
令
と
欧
米
の
信
教
の
自

由
と
の
相
違
を
思
想
史
的
に
明
ら
か
に
し
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
信
教
の
自

由
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
報
告
し
て
い
る
。

世
俗
主
義
の
弱
い
タ
イ
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
現
状

矢
野　

秀
武

　

本
発
表
は
現
在
筆
者
が
進
め
て
い
る
、
タ
イ
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
現

状
把
握
研
究
の
概
要
を
説
明
し
、
こ
の
研
究
に
至
っ
た
背
景
や
問
い
、
そ

し
て
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
え
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

本
発
表
の
主
た
る
論
点
は
、
研
究
の
成
果
に
関
す
る
点
に
で
は
な
く
、
研

究
の
背
後
に
あ
る
理
論
的
な
問
題
や
研
究
の
展
開
可
能
性
と
い
っ
た
点
に

あ
る
。

　

と
は
い
え
、
研
究
の
概
要
を
説
明
せ
ず
に
、
研
究
の
背
後
に
あ
る
諸
問

題
を
論
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
調
査
研
究
の
方
法
の
概
略
を

述
べ
て
お
く
。
本
研
究
は
、
現
代
の
タ
イ
人
宗
教
研
究
者
の
う
ち
、
重
要

な
研
究
を
行
っ
て
い
る
中
心
的
な
立
場
に
あ
る
人
物
を
選
定
し
、
そ
の
研

て
い
た
タ
イ
北
部
の
支
配
構
造
は
、「
近
代
化
と
中
央
集
権
化
」
と
い
う

波
に
脅
か
さ
れ
て
い
た
。
近
代
化
を
進
め
る
バ
ン
コ
ク
政
府
と
親
し
い
関

係
を
持
っ
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
会
の
広
が
り
は
、
タ
イ
北
部
の
社
会
構
造

を
壊
す
危
険
が
あ
っ
た
の
で
、
政
治
的
・
宗
教
的
指
導
者
た
ち
は
キ
リ
ス

ト
教
会
に
弾
圧
を
加
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
八
六
九
年
九
月
十
四
日

二
人
の
殉
教
者
を
出
し
、
一
八
七
八
年
の
最
初
の
キ
リ
ス
ト
者
の
健
婚
式

に
も
伝
統
文
化
と
の
衝
突
か
ら
迫
害
が
生
じ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
マ
ッ
ク
ギ
ル
バ
リ
ー
た
ち
は
、
バ
ン
コ
ク
王
朝
と
の
親

し
い
関
係
を
利
用
し
て
、
チ
ェ
ン
マ
イ
王
と
政
治
的
駆
け
引
き
を
行
っ

た
。
宣
教
師
た
ち
は
シ
ャ
ム
の
政
府
長
官
に
訴
え
、
さ
ら
に
バ
ン
コ
ク
王

ラ
ー
マ
五
世
に
訴
え
た
。
ラ
ー
マ
五
世
は
こ
れ
を
王
の
職
務
を
補
佐
す
る

チ
ェ
ン
マ
イ
担
当
の
長
官
プ
ラ
ヤ
ー
・
テ
ー
プ
・
ウ
ォ
ー
ラ
チ
ュ
ン
に
戻

し
、
彼
に
こ
の
件
に
関
し
て
勅
令
を
出
す
権
限
を
与
え
た
。
宣
教
師
た
ち

と
親
し
か
っ
た
長
官
は
こ
の
勅
令
を
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
結
婚
に
限
定
す

る
の
で
は
な
く
、「
一
般
的
な
宗
教
的
寛
容
の
主
張
」
の
た
め
に
作
成
す

る
こ
と
を
提
案
し
た
。
起
草
さ
れ
た
文
章
は
ア
メ
リ
カ
領
事
館
の
シ
ッ
ケ

ル
ズ
大
佐
を
通
し
て
国
王
に
届
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
一
八
七
八
年
十
月
八

日
『
宗
教
寛
容
令
』
が
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

寛
容
令
に
は
信
仰
す
る
宗
教
が
理
由
で
市
民
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ

と
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
「
い
か
な
る
宗
教

に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
が
真
理
で
あ
り
正
し
い
と
理
解
し
た

後
に
、
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
を
望
む
な
ら
ば
、
誰
で
あ
れ
、
ど
ん
な
制
約

も
受
け
る
こ
と
な
く
信
じ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
」
と
い
う
文
言
に
あ
る
よ

う
に
、
ま
た
「
こ
の
宣
言
は
…
…
宗
教
的
信
仰
と
実
践
に
関
す
る
全
て
の

こ
と
に
つ
い
て
、
自
ら
の
良
心
の
指
示
に
従
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
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ち
な
み
に
タ
イ
で
は
、
日
本
的
な
意
味
で
の
新
宗
教
は
意
味
が
理
解
さ

れ
に
く
い
。
少
な
く
と
も
仏
教
系
新
宗
教
の
在
家
主
義
（
近
代
仏
教
の
そ

れ
も
含
め
）
は
、
出
家
を
批
判
す
る
根
拠
に
納
得
が
い
か
ず
、
そ
も
そ
も

日
本
の
僧
侶
を
仏
教
の
基
本
的
な
意
味
で
の
出
家
者
と
み
な
す
点
に
も
疑

念
を
持
つ
た
め
、
腑
に
落
ち
に
く
い
概
念
な
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
筆
者
の
経
験
か
ら
の
問
い
は
、
人
類
学
者
の
桑
山
敬
己
が
『
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
人
類
学
と
民
俗
学
』
で
提
起
し
て
い
る
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
人
類

学
や
学
問
的
植
民
地
主
義
の
問
題
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
い
っ
た
い
く
つ
も
の
疑
問
に
対
し
て
答
え
を
出
す
べ
く
、
ま
ず
は

現
代
の
主
要
な
タ
イ
人
宗
教
研
究
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
そ
の
研
究
概
要

の
把
握
と
い
っ
た
研
究
を
進
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
研
究
成
果
を
展
開
し
、
タ
イ
と
日
本
の
宗
教
研
究
の
文
脈

を
切
り
結
ぶ
よ
う
な
接
点
を
、
ど
う
見
出
す
の
か
も
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
例
え
ば
、
世
俗
主
義
・
世
俗
化
と
宗
教
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宗

教
を
公
的
な
も
の
と
し
、
宗
教
帰
属
が
明
示
化
さ
れ
や
す
い
近
現
代
タ
イ

で
は
、
私
的
な
宗
教
性
・
宗
教
体
験
の
重
要
性
に
注
目
す
る
宗
教
学
は
根

付
き
に
く
い
。
こ
れ
は
日
本
の
ケ
ー
ス
と
反
転
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
タ
イ
で
は
現
在
の
政
教
関
係
に
批
判
的
な
宗
教
研
究
者
も
少
な

か
ら
ず
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
場
合
、
石
井
米
雄
の
仏
教
と
国
家
に
関

す
る
議
論
は
、
タ
イ
の
政
治
体
制
側
か
ら
の
見
解
と
も
見
な
し
う
る
。
こ

れ
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
と
い
っ
た
点
も
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

究
内
容
を
把
握
す
る
と
い
っ
た
研
究
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
、
第
一
に
研

究
の
人
的
基
盤
形
成
（
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
招
聘
へ
の
活
用
や
若
手
研
究

者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
）
の
た
め
の
基
礎
情
報
の
整
理
、
第
二
に
研
究
考

察
（
タ
イ
人
研
究
者
の
宗
教
研
究
の
特
質
や
、
宗
教
と
国
家
と
宗
教
研
究

の
関
連
を
考
察
す
る
）
の
た
め
の
基
礎
情
報
の
整
理
に
あ
る
。

　

こ
の
研
究
を
手
掛
け
た
背
景
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
い
く
つ
か
の
問
い

が
あ
っ
た
。
ま
ず
筆
者
の
研
究
に
お
け
る
継
続
的
な
問
い
、
つ
ま
り
拙
著

『
国
家
と
上
座
仏
教
』
で
論
じ
て
い
た
が
、
ま
だ
十
分
に
考
察
し
き
れ
て

い
な
い
諸
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
西
洋
的
な
宗
教
学
が
ほ
ぼ
不
在
の
タ

イ
に
お
い
て
宗
教
研
究
で
は
何
が
ど
う
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い

は
、
政
教
分
離
や
信
教
の
自
由
が
あ
ま
り
問
わ
れ
な
い
（
問
い
に
く
い
、

問
う
て
も
無
視
さ
れ
る
、
抑
圧
さ
れ
る
）
タ
イ
の
思
考
・
制
度
空
間
は
ど

の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　

ま
た
筆
者
の
経
験
か
ら
の
問
い
も
、
こ
の
研
究
の
形
成
に
関
わ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
日
本
人
に
よ
る
タ
イ
の
宗
教
研
究
は
人
類
学

的
な
現
地
調
査
研
究
が
多
い
た
め
、
タ
イ
人
に
よ
る
宗
教
研
究
の
多
数
を

占
め
る
思
想
研
究
の
成
果
が
あ
ま
り
注
目
さ
れ
ず
、
結
果
と
し
て
地
元
の

宗
教
研
究
者
（
タ
イ
人
研
究
者
）
の
研
究
を
軽
視
す
る
傾
向
が
生
じ
て
い

る
状
況
が
あ
り
、
こ
れ
に
ど
う
対
応
す
る
べ
き
か
と
い
っ
た
問
い
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、
日
本
の
宗
教
研
究
と
タ
イ
の
宗
教
研
究
の
ず
れ
を
、

ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
か
と
い
っ
た
問
い
で
あ
る
。
こ
の
ず
れ
と
は
、
た

と
え
ば
、
筆
者
が
か
つ
て
研
究
し
て
い
た
タ
ン
マ
ガ
ー
イ
寺
を
新
宗
教
の

一
種
と
し
て
位
置
付
け
る
日
本
人
研
究
者
と
、
消
費
主
義
論
の
中
に
位
置

づ
け
る
タ
イ
人
研
究
者
の
よ
う
に
、
研
究
の
志
向
性
や
文
脈
の
違
い
な
ど

と
し
て
現
れ
る
。
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新
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ
ス
主
義
の
修
徳
思
想
を
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
接
合
す
る

見
地
か
ら
、
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
は
儀
礼
論
『
エ
ジ
プ
ト
の
秘
儀
に
つ
い

て
』
で
『
ア
ネ
ボ
ー
へ
の
書
簡
』
に
反
論
し
た
。
彼
は
エ
ジ
プ
ト
の
神
官

ア
ネ
ボ
ー
の
返
書
の
体
裁
を
用
い
、
在
来
の
供
犠
を
さ
ま
ざ
ま
な
霊
的
階

梯
に
あ
る
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
を
献
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
神
々
と
適
切

に
交
流
す
る
手
段
と
し
て
大
い
に
肯
定
し
た
。
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
の
思
想

が
秘
儀
伝
授
を
伴
う
私
的
神
託
と
も
い
う
べ
き
神
働
術
を
肯
定
し
た
こ
と

は
、
弟
子
の
あ
い
だ
で
も
是
非
が
分
か
れ
た
。
神
働
術
に
懐
疑
的
な
ア
イ

デ
シ
オ
ス
と
神
働
術
の
熱
心
な
実
践
家
で
あ
っ
た
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
マ
ク
シ

モ
ス
が
ユ
リ
ア
ヌ
ス
に
与
え
た
影
響
が
好
例
で
あ
ろ
う
。

　

ユ
リ
ア
ヌ
ス
の
事
例
は
宗
教
的
帰
属
を
超
え
た
共
有
財
産
と
し
て
の

「
哲
学
」
の
君
主
に
よ
る
濫
用
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
彼
は
神

働
術
に
よ
っ
て
「
神
」
と
の
遭
遇
の
場
を
設
け
る
秘
教
的
宗
教
者
マ
ク
シ

モ
ス
に
深
く
傾
倒
し
、
ア
レ
イ
オ
ス
論
争
の
渦
中
で
教
義
形
成
の
途
上
に

あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に
か
わ
る
民
衆
統
合
の
手
段
を
求
め
て
、
単
独
統
治

期
（
三
六
一
―
三
六
三
）
の
宗
教
政
策
に
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
の
思
想
を
援

用
し
、
文
法
学
・
修
辞
学
教
材
と
し
て
の
歴
史
書
・
英
雄
叙
事
詩
・
弁
論

と
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
の
聖
典
化
を
試
み
て
帝
国
に
お
け
る
太
陽
神
崇
敬
の

遍
在
を
主
張
し
、
供
犠
を
肯
定
し
た
。
そ
の
結
果
同
時
代
人
か
ら
は
、
君

主
の
恣
意
的
な
政
治
に
よ
っ
て
あ
る
が
ま
ま
の
ロ
ー
マ
宗
教
が
再
解
釈
さ

れ
、
聖
典
と
し
て
読
ま
れ
て
こ
な
か
っ
た
文
法
学
・
修
辞
学
教
材
が
聖
典

化
さ
れ
る
必
要
は
な
い
と
の
批
判
を
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
著
作
家
の
間
で

は
乗
り
越
え
る
べ
き
存
在
と
し
て
の
「
異
教
的
」
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
像

の
典
型
と
な
っ
た
。

　

キ
リ
ス
ト
教
正
統
主
義
の
信
仰
を
臣
民
に
勧
奨
し
た
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
一

古
代
末
期
の
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
思
想
に
お
け
る

宗
教
表
象
と
宗
教
史
の
回
顧

中
西　

恭
子

　

本
報
告
で
は
、
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
末
に
至
る
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
に
お

け
る
神
話
観
と
儀
礼
観
の
か
た
ち
を
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
（
二
三
四
―
三

〇
五
頃
）・
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
（
二
四
五
頃
―
三
二
五
頃
）・
ユ
リ
ア
ヌ
ス

帝
（
三
三
一
／
三
三
二
―
三
六
三
）
の
事
例
を
手
が
か
り
に
概
観
す
る
。

彼
ら
の
「
聖
な
る
も
の
」
に
対
す
る
思
索
の
階
梯
は
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
も

提
唱
し
た
具
象
的
段
階
・
心
魂
的
段
階
・
霊
的
段
階
の
三
層
構
造
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
具
象
的
な
神
々
・
英
雄
・
聖
者
な
ど
を
登
場
人
物
と
す

る
神
話
・
寓
話
と
象
徴
の
寓
喩
的
解
釈
を
用
い
た
思
考
は
、「
一
者
（
神

＝
究
極
の
実
在
）」
と
の
遭
遇
に
至
る
た
め
の
初
歩
的
な
階
梯
で
あ
る
。

　

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
弟
子
、
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
と
そ
の
弟
子
イ
ア
ン
ブ
リ

コ
ス
は
と
も
に
修
徳
修
行
に
お
け
る
供
犠
の
是
非
を
論
じ
た
。
ポ
ル
ピ
ュ

リ
オ
ス
は
『
ニ
ュ
ン
ペ
ー
の
洞
窟
に
つ
い
て
』
で
、
生
の
最
終
的
な
目
的

で
あ
る
「
一
者
」
へ
の
回
帰
を
求
め
る
人
間
の
魂
の
彷
徨
を
、
呪
わ
れ
て

海
の
ニ
ュ
ン
ペ
ー
の
洞
窟
を
遍
歴
す
る
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
の
イ
タ
ケ
ー
に

待
つ
妻
ペ
ネ
ロ
ー
ペ
ー
へ
の
回
帰
の
寓
意
を
も
っ
て
描
写
し
、『
動
物
犠

牲
と
肉
食
の
禁
忌
に
つ
い
て
』『
ア
ネ
ボ
ー
へ
の
書
簡
』
で
は
究
極
の
実

在
は
霊
的
な
存
在
で
あ
る
か
ら
悪
霊
の
よ
う
に
犠
牲
獣
を
焼
く
煙
を
喜
ば

な
い
、
肉
食
は
魂
を
善
か
ら
遠
ざ
け
る
営
為
で
あ
る
、
と
主
張
し
、
供
犠

の
無
効
性
を
唱
え
た
。
供
犠
へ
の
懐
疑
を
説
く
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
の
思
想

は
、
宗
教
的
帰
属
を
超
え
て
「
一
者
」
と
の
回
帰
を
求
め
る
生
を
志
向
す

る
「
プ
ラ
ト
ン
派
」
の
思
想
を
学
ぶ
学
徒
た
ち
に
歓
迎
さ
れ
、
紀
元
後
四

世
紀
末
に
至
る
ま
で
は
彼
の
学
統
が
プ
ラ
ト
ン
派
を
代
表
し
た
。
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を
は
じ
め
、de Régnon

説
の
見
直
し

の
動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
が
、
研
究
者
た
ち
の
議
論
は
決
着
点
を
見

出
せ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
三
位
一
体
論
に
つ
い

て
、
一
性
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
「
ペ
ル
ソ
ナ
」
の
観
点
か
ら
再
検
討

し
、
各
々
の
ペ
ル
ソ
ナ
に
固
有
性
を
認
め
る
意
義
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
発
表
で
は
そ
れ
を
解
明
す
べ
く
、
第
一
に
、
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
の
著
作
『
三
位
一
体
論
』
の
後
半
部
を
精
査
し
、
ペ
ル
ソ
ナ
の

基
本
的
な
規
定
と
成
立
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
。
第
二
に
、
そ
の
内
在
的

三
位
一
体
に
お
け
る
基
本
的
な
規
定
に
基
づ
い
て
、
救
済
史
的
三
位
一
体

論
で
は
、
い
か
に
し
て
各
ペ
ル
ソ
ナ
に
固
有
の
働
き
が
認
め
ら
れ
て
い
る

の
か
を
検
討
し
た
。

　

第
一
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
『
三
位
一
体
論
』
の
「
御
父
と
御
子
は

相
互
に
知
る
。
た
だ
し
御
父
は
生
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
御
子
は
生
ま
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
知
る
」（X

V
, 14, 23

）
と
い
う
記
述
を
含
む
一
連
の
箇

所
で
は
、
ペ
ル
ソ
ナ
の
相
互
関
係
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
御
父
と
御
子
の
ペ
ル
ソ
ナ
は
「
生
む
―
生
ま
れ
る
」
の

相
互
関
係
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
生
む
者
」「
生
ま
れ
た
者
」
と
い

う
各
自
の
位
置
づ
け
を
保
持
し
て
、
存
立
で
き
て
い
る
。
ま
た
同
様
に
、

聖
霊
の
ペ
ル
ソ
ナ
も
「
発
出
さ
せ
る
―
発
出
す
る
」
の
関
係
に
依
拠
し
て

成
立
す
る
。
つ
ま
り
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
お
い
て
、
ペ
ル
ソ
ナ
と
は
、

「
誕
生
」
と
「
発
出
」
と
い
う
相
互
関
係
を
通
し
て
各
々
の
固
有
な
位
置

づ
け
を
え
て
は
じ
め
て
、
各
ペ
ル
ソ
ナ
と
し
て
存
立
す
る
も
の
と
規
定
で

き
る
。

　

第
二
の
点
に
つ
い
て
、
救
済
史
的
三
位
一
体
論
で
は
、
特
に
受
肉
に
よ

る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
し
て
の
誕
生
と
い
う
、
御
子
の
ペ
ル
ソ
ナ
だ
け

世
（
三
四
六
頃
―
三
九
五
、
在
位
三
七
九
―
三
九
五
）
の
治
下
で
は
、
供

犠
と
秘
儀
伝
授
を
肯
定
す
る
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
の
思
想
は
「
異
教
」
に
与

す
る
プ
ラ
ト
ン
派
の
学
徒
の
間
で
人
気
を
博
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ユ
リ

ア
ヌ
ス
の
学
友
で
も
あ
っ
た
イ
ア
ン
ブ
リ
コ
ス
派
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
、

サ
ル
デ
ィ
ス
の
ク
リ
ュ
サ
ン
テ
ィ
オ
ス
に
師
事
し
た
歴
史
家
エ
ウ
ナ
ピ
オ

ス
（
三
四
五
頃
―
四
一
四
以
後
？
）
は
『
哲
学
者
・
ソ
フ
ィ
ス
ト
列
伝
』

で
こ
の
過
程
を
詳
述
し
、
師
父
た
ち
の
霊
的
修
行
者
と
し
て
の
側
面
に
も

ふ
れ
つ
つ
列
伝
を
編
ん
だ
。
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
る
六
世
紀
の
ア

カ
デ
メ
イ
ア
の
閉
鎖
に
至
る
時
期
に
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
者
は
ど
の
よ
う

に
同
時
代
の
宗
教
と
そ
の
未
来
を
儀
礼
観
と
神
話
観
を
通
し
て
捉
え
て
い

た
の
か
を
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
検
討
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
三
位
一
体
論
に
お
け
る
「
ペ
ル
ソ
ナ
」
の
重
要
性

平
野
和
歌
子

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（
三
五
四
―
四
三
〇
）
が
三
位
一
体
の
教
義
理
解

の
確
立
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
今
さ
ら
議
論
さ
れ
る
ま
で
も
な
い

が
、
現
代
の
研
究
者
た
ち
の
間
に
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
三
位
一
体

論
へ
の
根
強
い
批
判
が
あ
る
。
そ
の
批
判
の
枠
組
み
を
提
供
し
た
著
名
な

研
究
者
の
一
人
と
し
て
、T

héodore de Régnon

が
い
る
。de Rég-

non

の
説
に
よ
れ
ば
、
三
位
一
体
の
教
義
理
解
は
東
方
教
会
と
西
方
教

会
と
で
は
正
反
対
で
あ
り
、
西
方
で
は
教
父
時
代
か
ら
ス
コ
ラ
時
代
ま

で
、
神
の
実
体
・
本
質
に
お
け
る
一
性
の
方
が
ペ
ル
ソ
ナ
よ
り
も
重
視
さ

れ
て
き
た
と
言
う
。
そ
し
て
こ
の
一
性
重
視
の
教
義
理
解
へ
と
最
初
に
方

向
づ
け
た
張
本
人
こ
そ
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
近
年
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ア
ン
セ
ル
ム
ス
に
お
け
る
「
原
罪
」
と
「
父
祖
た
ち
の
罪
」

矢
内　

義
顕

　

一
一
世
紀
の
神
学
者
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、
償
罪
論
を

展
開
し
た
神
学
的
主
著
『
神
は
な
ぜ
人
間
と
な
っ
た
か
』
の
補
論
と
し
て

執
筆
さ
れ
た
『
処
女
の
懐
妊
と
原
罪
に
つ
い
て
』（D

e conceptu virgi-
nale et peccatum

 originale

）
に
お
い
て
、
彼
の
原
罪
論
を
詳
細
に

述
べ
る
。

（
一
）
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
と
は
異
な
り
、
原
罪
を

明
確
に
「
幼
児
に
お
け
る
、
あ
る
べ
き
義
の
剥
奪
」（
第
二
七
章
）
と
規

定
す
る
。「
あ
る
べ
き
義
」（iustitia debita

）
と
は
、
最
初
の
人
間
が

堕
落
以
前
に
も
っ
て
い
た
「
原
義
」（iustitia originalis

）
で
あ
る
。

彼
ら
は
、
神
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
る
至
福
と
な
る
た
め
に
、
こ
の
義
を

与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
「
原
義
」
は
い
か
な
る
も
の
か
。
彼
は
『
真
理

に
つ
い
て
』
で
、「
義
」
を
「
直
し
さ
（rectitudo

）
そ
れ
自
体
の
た
め

に
保
持
さ
れ
た
意
志
の
直
し
さ
」（
第
一
二
章
）
と
定
義
す
る
。「
意
志
の

直
し
さ
」
と
は
「
意
志
が
与
え
ら
れ
た
目
的
に
従
っ
て
、
意
志
す
べ
き
こ

と
を
意
志
す
る
」（
第
四
章
）
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
原
義
に
適
用
す
る

と
、
意
志
に
与
え
ら
れ
た
目
的
と
は
、
最
高
の
真
理
で
あ
り
、
す
べ
て
の

真
理
と
直
し
さ
の
原
因
で
あ
る
神
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
る
至
福
で
あ

る
。
そ
し
て
「
意
志
す
べ
き
こ
と
を
意
志
す
る
」
と
は
、
神
が
、
最
初
の

人
間
（
ア
ダ
ム
）
に
意
志
す
る
よ
う
に
、
と
意
志
し
た
こ
と
を
意
志
す
る

こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
神
は
、
最
初
の
人
間
に
善
悪
の

知
識
の
木
か
ら
食
べ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
た
（
創
二
・
七
）
の
だ
か
ら
、

神
の
意
志
は
、
最
初
の
人
間
が
、
善
悪
の
知
識
の
木
か
ら
は
決
し
て
食
べ

る
ま
い
、
と
意
志
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
む
ろ
ん
、
最
初
の
人
間
は
、
こ

に
固
有
な
事
態
が
、
人
間
の
救
済
の
た
め
に
重
要
に
な
る
の
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
ペ
ル
ソ
ナ
は
、「
神
的
本
質
―
人
間
本
性
」
の
関

係
を
通
し
て
、
一
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
と
し
て
成
立
す
る
と
規
定
で
き
る
。
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
内
在
的
三
位
一
体
に
お
け
る
ペ
ル
ソ
ナ
（
御
子
の
ペ

ル
ソ
ナ
）
の
成
立
と
、
救
済
史
的
三
位
一
体
に
お
け
る
ペ
ル
ソ
ナ
（
キ
リ

ス
ト
の
ペ
ル
ソ
ナ
）
の
成
立
と
い
う
、
二
重
化
に
つ
い
て
丁
寧
な
思
索
を

行
う
。
そ
の
際
に
着
眼
さ
れ
る
の
は
、
御
子
の
誕
生
に
関
わ
る
永
遠
的
な

関
係
と
は
違
い
、
子
の
受
肉
が
あ
る
一
刻
の
時
に
起
こ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
さ
に
受
肉
の
時
に
、
父
な
る
神
と
キ
リ
ス
ト
と
の
間
に
、
救
う
べ

き
人
間
た
ち
に
対
す
る
「
権
能
」
を
「
与
え
る
―
受
け
取
る
」
と
い
う
関

係
が
生
じ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
内
在
的
三
位
一
体
で
の
御
子
の
誕
生
に
関
わ

る
関
係
と
、
救
済
史
的
三
位
一
体
で
の
子
の
受
肉
に
関
わ
る
関
係
と
い
う

二
重
の
関
係
の
仕
方
は
、
各
々
が
「
誕
生
」
と
「
権
能
の
譲
渡
」
で
あ
る

点
で
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
二
重
の
関
係

に
こ
の
相
違
を
認
め
る
一
方
で
、
内
的
三
位
一
体
の
基
本
的
な
規
定
を
救

済
史
的
三
位
一
体
で
も
、
ど
う
に
か
確
保
な
い
し
敷
衍
し
よ
う
と
す
る
。

そ
こ
で
、
受
肉
は
時
間
上
で
の
出
来
事
だ
が
、
そ
れ
は
永
遠
的
な
関
係
の

次
元
で
既
に
起
こ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
予
定
説
を
持
ち
だ

す
。
予
定
説
に
よ
っ
て
、「
権
能
の
譲
渡
」
の
関
係
が
子
の
受
肉
の
時
に

実
現
し
た
の
は
当
然
の
事
実
だ
が
、
こ
の
譲
渡
の
関
係
は
「
誕
生
」
の
関

係
と
同
時
に
既
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
明
が
な
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
、
ペ
ル
ソ
ナ
の
基
本
的
な
規
定
は
、
神
の
内
的
三
位
一
体
に
つ
い
て
だ

け
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
を
主
軸
と
し
て
実
現
さ
れ
る
人
間
の
救
済
に
つ

い
て
も
、
同
様
に
適
用
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
、
ア
ン
セ

ル
ム
ス
は
、
そ
の
原
罪
論
に
お
い
て
、
こ
の
原
罪
・
情
欲
論
を
ほ
と
ん
ど

無
視
し
、
原
罪
を
あ
る
べ
き
義
の
欠
如
な
い
し
剥
奪
と
規
定
す
る
。
さ
ら

に
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
解
決
を
保
留
し
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
回
避
し

た
、「
父
祖
た
ち
の
罪
」
と
原
罪
を
無
関
係
な
も
の
と
し
、
原
罪
の
起
原

を
ア
ダ
ム
の
罪
だ
け
に
限
定
す
る
。
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
こ
れ
ら
の
点
で
原

罪
論
に
貢
献
す
る
。
彼
の
原
罪
論
は
、
ロ
タ
ン
（D

. O
don Lottin

）

の
指
摘
す
る
と
お
り
、
一
二
世
紀
に
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
一
三
世
紀
に
注
目
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
展
開
す
る
原
罪
論
が
、

ト
レ
ン
ト
公
会
議
第
五
総
会
（
一
五
四
六
年
）
の
「
原
罪
に
つ
い
て
の
教

令
」
へ
と
受
け
継
が
れ
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
イ
ベ
ル
ク
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
お
け
る
認
識
論
の
構
造

若
松
功
一
郎

　

本
発
表
で
は
一
三
世
紀
に
活
躍
し
た
ド
ミ
ニ
コ
会
の
神
学
者
、
フ
ラ
イ

ベ
ル
ク
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
（D

ietrich von Freiberg,

一
二
五
〇
頃

―
一
三
一
〇
）
に
お
け
る
知
性
（intellectus

）
論
、
特
に
被
造
的
事
物

を
対
象
と
し
た
認
識
の
構
造
を
概
観
し
、
マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

（M
eister Eckhart,

一
二
六
〇
頃
―
一
三
二
八
）
に
よ
る
知
性
論
へ
の

影
響
関
係
を
示
唆
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

著
作
『
至
福
直
観
に
つ
い
て
』（D

e visione beatifica

）
に
お
い
て

デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
、
概
念
把
捉
（conceptio

）
や
認
識
行
為
（cogni-

tio
）
に
か
か
わ
る
四
つ
の
力
を
人
間
の
内
に
想
定
す
る
。
そ
れ
ら
の
力

と
は
外
的
な
も
の
か
ら
順
に
、
感
覚
器
官
（organum

 sensus

）、
思

考
能
力
（cogitativum

）
な
い
し
想
像
力
（vis im

aginativa

）、
可
能

の
意
志
す
べ
き
こ
と
を
意
志
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
義
を
失
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
ア
ダ
ム
の
個
人
的
な
罪
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
人
間
の
自

然
本
性
そ
の
も
の
か
ら
義
を
奪
い
、
こ
の
義
を
欠
い
た
自
然
本
性
を
個
々

の
ペ
ル
ソ
ナ
（
個
人
）
が
、
等
し
く
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、

自
然
本
性
的
な
罪
な
い
し
原
罪
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

（
二
）『
処
女
の
懐
妊
と
原
罪
に
つ
い
て
』
で
は
、
ア
ダ
ム
以
降
の
「
父

祖
た
ち
の
罪
」
も
原
罪
の
中
に
数
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う

き
わ
め
て
中
世
的
な
問
題
も
提
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
が
『
エ
ン
キ
リ
デ
ィ
オ
ン
』（
第
三
章
・
四
七
）
で
解
決
を
保
留
し
、

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
も
『
道
徳
論
（
ヨ
ブ
記
講
解
）』（
第
一
五
巻
・
第
五

一
章
）
で
、
解
決
を
回
避
し
た
問
題
で
あ
る
。

　

ア
ン
セ
ル
ム
ス
は
、『
処
女
の
懐
妊
と
原
罪
に
つ
い
て
』
の
第
二
四
章

で
、
近
い
「
父
祖
た
ち
の
罪
」
は
、
原
罪
と
は
無
関
係
だ
と
断
言
す
る
。

も
し
、
父
祖
た
ち
の
罪
、
あ
る
い
は
親
の
罪
が
、
幼
児
の
不
義
に
何
ら
か

の
不
義
を
さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
す
る
と
、
そ
の
逆
と
し
て
、
父
祖
た
ち

の
功
徳
な
い
し
親
の
功
徳
が
幼
児
に
何
ら
か
の
義
を
付
け
加
え
る
こ
と
に

も
な
る
。
そ
れ
は
、（
幼
児
）
洗
礼
の
効
力
そ
の
も
の
に
関
わ
る
問
題
を

提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
義
し
い
親
で
あ
っ
て
も
、
洗
礼
前
の

幼
児
に
い
か
な
る
義
も
付
け
加
え
な
い
と
す
る
と
、
不
義
な
親
が
そ
の
幼

児
に
不
義
を
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
私
が
言
う
の
は
、
原
罪
が
自
然
本
性
的
に
懐

胎
さ
れ
た
幼
児
に
等
し
く
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
、
彼
ら
が
原

罪
に
お
い
て
生
ま
れ
る
こ
と
の
原
因
で
あ
る
ア
ダ
ム
の
罪
が
、
す
べ
て
の

者
に
等
し
く
関
係
す
る
の
と
同
様
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」。

（
三
）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
原
罪
論
が
情
欲
（concupiscentia

）
と
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よ
っ
て
可
能
態
か
ら
現
実
態
へ
と
移
行
す
る
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
態
は
不
可
能
な
も
の
（im

possibile

）
で
あ
る
か
ら
、
デ
ィ
ー

ト
リ
ヒ
は
能
動
知
性
が
他
の
何
も
の
か
か
ら
道
具
的
に
動
か
さ
れ
る
こ
と

を
否
定
し
、
む
し
ろ
能
動
知
性
こ
そ
諸
々
の
知
性
認
識
内
容
の
始
原
に
し

て
原
因
（principium

 et causa intellectorum

）
に
他
な
ら
な
い
と

述
べ
、
能
動
知
性
が
可
能
知
性
に
対
し
て
、
さ
ら
に
は
可
能
知
性
が
有
す

る
知
性
認
識
内
容
に
対
し
て
も
本
質
的
原
因
（causa essentialis

）
の

位
置
を
占
め
て
い
る
と
主
張
す
る
。
さ
ら
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
よ
れ
ば
、

能
動
知
性
が
本
質
的
原
因
と
し
て
可
能
知
性
を
実
体
化
さ
せ
、
実
体
化
し

た
可
能
知
性
が
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
を
認
識
す
る
可
能
性
を
持
つ
以
上
、
能

動
知
性
は
認
識
成
立
以
前
に
、
全
て
の
存
在
者
の
形
相
を
含
み
も
つ
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
能
動
知
性
は
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
似
像

（sim
ilitudo totius entis

）
で
あ
る
と
し
て
、
神
の
知
性
と
同
種
の
も

の
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
く
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
、
存
在
論
の
水
準
に
お
い
て
知
性
認

識
自
体
を
ひ
と
つ
の
存
在
者
た
ら
し
め
る
原
因
を
、
外
界
の
対
象
で
は
な

く
知
性
そ
の
も
の
の
側
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
理
解
は
エ

ッ
ク
ハ
ル
ト
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
、
知
性
は
創
造
さ
れ
た
の
で
な
く
創

造
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
或
る
も
の
（aliquid [...] in anim

a, quod 
est increatum

 et increabile

）、
ま
た
は
神
の
像
（im

ago D
ei

）
と

し
て
、
人
間
に
よ
る
神
認
識
を
主
導
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。

知
性
（intellectus possibilis

）、
能
動
知
性
（intellectus agens

）

で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

し
か
し
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
能
動
知
性
や
可
能
知
性
な
ど
の
知

性
が
対
象
に
か
か
わ
る
方
法
と
、
感
覚
や
思
考
能
力
が
対
象
に
か
か
わ
る

方
法
と
は
似
て
い
な
い
（non sim

ilis

）
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
デ
ィ
ー

ト
リ
ヒ
に
よ
れ
ば
、
認
識
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
外
界
に
現
実
存

在
す
る
対
象
か
ら
の
或
る
種
の
動
き
（m

overi

）
な
い
し
自
然
的
運
動

（physica m
otio

）
が
感
覚
器
官
へ
と
伝
達
さ
れ
、
さ
ら
に
感
覚
器
官

を
通
じ
て
想
像
力
へ
と
到
達
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
感

覚
認
識
に
お
い
て
は
外
界
の
諸
事
物
が
、
認
識
成
立
の
た
め
の
原
因
の
理

念
（ratio causae

）
を
有
し
て
お
り
、
感
覚
、
想
像
力
な
い
し
思
考
能

力
は
外
界
の
対
象
に
依
存
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
知
性
が
物
体
性
を
持
た
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
対
象
か
ら
感
覚
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
刺
激
は
知
性
に
ま

で
到
達
し
な
い
と
し
て
、
外
界
の
対
象
が
知
性
に
対
す
る
原
因
で
あ
る
こ

と
を
否
定
す
る
。
む
し
ろ
能
動
知
性
や
可
能
知
性
は
そ
れ
自
体
が
自
己
原

因
で
あ
る
と
同
時
に
、
対
象
に
よ
っ
て
触
発
さ
れ
た
感
覚
や
思
考
能
力
に

形
相
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
を
実
体
化
さ
せ
る
と
述
べ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
確
認
し
た
後
、
本
発
表
で
は
能
動
知
性
と
可
能
知
性
と

の
関
係
性
の
検
討
を
行
っ
た
。
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
は
ま
ず
、
知
性
認
識
の

際
、
能
動
知
性
が
諸
々
の
知
性
認
識
内
容
（intellecta

）
を
造
る
た
め

に
何
か
他
の
も
の
か
ら
道
具
的
に
（instrum

entaliter

）
動
か
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
と
仮
定
す
る
。
し
か
し
こ
の
仮
定
が
意
味
す
る
の
は
、
能
動

知
性
が
何
か
他
の
知
性
認
識
（intellectio

）
を
受
容
し
、
そ
の
こ
と
に
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人
が
、
み
こ
と
ば
と
混
ぜ
合
わ
さ
れ
、
子
と
す
る
恵
み
を
受
け
て
神
の
子

と
な
る
た
め
で
あ
り
、
私
た
ち
が
子
と
な
る
恵
み
を
受
け
る
た
め
、
ま
ず

先
に
不
滅
性
と
不
死
性
が
、
私
た
ち
も
実
際
そ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の

に
な
ら
な
か
っ
た
ら
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
不
滅
性
や
不
死
性
と

ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
（
同
三
・
一
九
・
一
）
と
語

る
。
さ
ら
に
続
け
て
、
終
わ
り
の
時
に
、
そ
の
神
の
子
は
似
像
で
あ
る
人

間
が
彼
自
身
に
似
て
い
る
こ
と
を
見
せ
る
た
め
に
「
現
れ
た
」（
一
ペ
ト

一
・
二
〇
）
の
で
あ
っ
た
、
と
す
る
。
人
間
は
、
神
の
形
に
し
た
が
っ
て

造
ら
れ
た
と
確
か
に
い
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
神
の
か
た
ち
（
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
）
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
類
似
性
（
不
滅
性
や
不
死

性
）
も
ま
た
容
易
に
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
神
の
み
こ
と
ば

が
人
と
な
っ
た
と
き
、
人
は
類
似
性
を
再
び
確
か
な
も
と
と
し
て
獲
得
し

た
と
理
解
す
る
。
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
更
に
、
人
間
は
初
め
に
神
の
両
手
、

す
な
わ
ち
、
子
と
霊
に
よ
っ
て
造
ら
れ
、
神
の
か
た
ちim

ago

の
み
な

ら
ず
神
の
類
似
性sim

ilitudo

に
し
た
が
っ
て
造
ら
れ
た
（
同
五
・
二

八
・
四
）
と
、
人
間
創
造
の
原
初
か
ら
人
間
に
は
聖
霊
に
よ
っ
て
人
間
が

与
る
神
の
類
似
性
（
不
滅
性
と
不
死
性
）
が
既
に
与
え
ら
れ
て
い
た
と
理

解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
の
構
造
は
一
一
〇
〇
年
も
時
代

を
下
っ
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
テ
オ
ー
シ
ス

思
想
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

彼
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
、
神
の
一
な
る
全
的
な
実
体
の
像
に
則
し
て
造

ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
神
は
全
て
の
神
性
を
携
え
て
魂
の
根
底
に
い
る
と

語
ら
れ
る
。
み
こ
と
ば
が
人
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
神
と
の
類
似
性
が

確
保
さ
れ
た
と
い
う
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
理
解
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う

に
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
「
言
は
肉
と
な
っ
て
、
私
た
ち
の
内
に
住
ん
だ
」

エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

│
│ 

テ
オ
ー
シ
ス
思
想
の
観
点
か
ら 

│
│

田
島　

照
久

　

二
世
紀
の
聖
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
ギ
リ
シ
ア
教
父
た
ち
の
信
仰
の
要
と

な
っ
た
「
テ
オ
ー
シ
ス
」（
人
間
神
化
思
想
）
の
骨
子
を
形
づ
く
っ
た
教

父
で
あ
る
が
、
人
間
の
身
体
を
蔑
視
し
創
造
に
目
を
向
け
な
い
グ
ノ
ー
シ

ス
主
義
者
に
対
す
る
徹
底
し
た
批
判
を
基
本
的
立
場
と
し
、「
我
々
に
か

た
ど
り
、
我
々
に
似
せ
て
、
人
を
造
ろ
う
」（
創
一
・
二
六
）
を
義
解
し
、

人
間
が
形
づ
く
ら
れ
、
地
に
置
か
れ
た
の
は
、
神
の
似
姿
で
あ
っ
た
か
ら
、

見
え
る
外
観
も
神
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
だ
と
、
神
が
人
間
の
身
体

に
自
身
の
外
形
を
与
え
た
（
使
徒
達
の
使
信
の
説
明
一
一
）
と
語
る
。
更

に
パ
ウ
ロ
の
言
葉
「
御
子
は
見
え
な
い
神
の
姿
で
あ
る
」（
コ
ロ
一
・
一

五
）
を
踏
ま
え
、「
こ
の
か
た
ち
と
は
神
の
子
で
あ
り
、
人
間
は
そ
の
か

た
ち
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
の
で
あ
る
」（
同
二
二
）
と
す
る
。
ヨ
ピ
ッ
ヒ

が
「
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
救
済
論
は
人
間
の
身
体
の
救
済
に
つ
い
て
の
弁

明
を
中
心
課
題
と
し
て
い
る
」
と
評
す
る
よ
う
に
、
神
の
形im

ago D
ei

を
「
人
間
に
与
え
ら
れ
た
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
外
見
的
身
体
的
形
態
」

（
ヨ
ピ
ッ
ヒ
）
と
捉
え
て
い
る
点
で
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
のim

ago D
ei

理

解
は
一
種
素
朴
で
あ
り
、
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
以
後
の
ニ
ュ
ッ
サ
の

グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
や
証
聖
者
マ
ク
シ
モ
ス
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
た
身

体
を
含
め
た
人
間
神
化
と
い
う
テ
オ
ー
シ
ス
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
源
泉

の
一
つ
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る
。
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
と
っ
て
「
完
全

な
人
間
と
は
、
父
の
霊
を
受
容
す
る
魂
と
、
神
の
形
に
し
た
が
っ
て
つ
く

ら
れ
た
肉
と
が
混
合
一
致
し
た
も
の
」（『
異
端
反
駁
』
五
、
六
、
一
）
と

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
は
受
肉
の
理
由
を
、
そ
れ
は
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区
別
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、【
Ⅰ
】「
神
の
秩
序
づ
け
ら
れ
た
能

力
（potentia D

ei ordinata

）」
と
【
Ⅱ
】「
神
の
絶
対
的
能
力
」
と

の
区
別
が
そ
れ
で
あ
り
、
前
者
は
、
神
自
身
が
制
定
し
秩
序
づ
け
た
法
に

し
た
が
っ
て
発
揮
す
る
能
力
の
こ
と
で
あ
り
、
後
者
は
、
法
と
は
無
関
係

に
、
矛
盾
を
含
ま
な
い
限
り
で
、
何
で
も
で
き
る
と
い
う
能
力
の
こ
と
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
同
様
の
区
別
は
、
原
罪
の
消
去
と
救
済
論
に
お
い
て
も
見
出

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、【
Ⅰ
】
事
実
と
い
う
観
点
か
ら
の
原
罪
が
消
去
さ

れ
る
た
め
に
は
、
神
が
法
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
た
「
被
造
の
恩
寵
」
が
必

ず
必
要
と
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、【
Ⅱ
】〔
神
の
〕
能
力
と
い
う
観
点
か
ら

の
原
罪
が
消
去
さ
れ
る
た
め
に
は
、「
神
の
絶
対
的
能
力
」
だ
け
で
十
分

で
あ
り
、「
被
造
の
恩
寵
」
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
原
罪
を
消

去
す
る
こ
と
が
、「
神
に
と
っ
て
気
に
入
る
（sibi placere

）」
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
だ
け
が
、
要
件
と
な
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
救
済
論
に
関

し
て
も
、【
Ⅰ
】
神
が
秩
序
づ
け
制
定
し
た
法
に
し
た
が
っ
て
、「
神
の
秩

序
づ
け
ら
れ
た
能
力
」
に
よ
っ
て
「
被
造
の
恩
寵
」
が
注
入
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
原
罪
が
消
去
さ
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
善
行
が
功
績
的
な
行
為
と
な

り
、
そ
の
報
酬
と
し
て
永
遠
の
生
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
仕
方
で
、
人
間

は
救
済
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、【
Ⅱ
】「
神
の
絶
対
的
能
力
」
に
よ
れ
ば
、

被
造
の
恩
寵
や
功
績
的
な
行
為
が
な
く
と
も
、
直
接
的
に
神
か
ら
永
遠
の

生
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
仕
方
で
、
人
間
は
救
済
さ
れ
る
。

　

以
上
の
議
論
の
う
ち
、【
Ⅰ
】
の
〈
通
常
ル
ー
ト
〉
は
、
神
が
秩
序
づ

け
制
定
し
た
法
に
則
っ
た
形
で
の
救
済
方
法
で
あ
り
、
洗
礼
を
受
け
「
被

造
の
恩
寵
」
が
授
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
罪
が
消
去
さ
れ
、
そ
の

後
、
善
行
を
積
め
ば
功
績
的
行
為
と
な
り
、
そ
の
功
績
の
報
酬
と
し
て
永

と
ウ
ル
ガ
ー
タ
訳
に
し
た
が
っ
て
聖
句
を
文
字
通
り
に
受
け
取
り
、
受
肉

に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
間
は
神
の
養
子
と
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
人
間
本
性
は
本
来
的
に
キ
リ
ス
ト
の
人
性
と
同

じ
く
神
性
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
は
受
け
取
る
の
で
あ

る
。
そ
の
上
で
、「
私
た
ち
は
神
の
子
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
ま

だ
顕
れ
て
い
な
い
」（
一
ヨ
ハ
三
・
二
）
と
い
う
ヨ
ハ
ネ
の
言
葉
を
引
き

な
が
ら
、
神
の
子
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
う
し
た
事
態
が
現
れ
て
い
な
い

我
々
の
在
り
方
に
向
け
、
芸
術
家
が
石
材
か
ら
像
を
彫
り
出
す
た
と
え
を

用
い
て
「
離
脱
」
を
説
く
の
で
あ
る
。
創
造
時
に
与
え
ら
れ
た
人
間
の
完

成
の
姿
が
受
肉
に
よ
っ
て
我
々
一
人
一
人
に
成
就
す
る
と
い
う
テ
オ
ー
シ

ス
理
解
が
時
代
を
超
え
両
者
に
は
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

オ
ッ
カ
ム
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
お
け
る
原
罪
論

辻
内　

宣
博

　

オ
ッ
カ
ム
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
（W

illiam
 of O

ckham
,

一
二
八
五
頃
―

一
三
四
七
）
は
、「
原
罪
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、【
Ⅰ
】
事

実
と
い
う
観
点
か
ら
の
原
罪
（peccatum

 originale de facto

）
と

【
Ⅱ
】〔
神
の
〕
能
力
と
い
う
観
点
か
ら
の
原
罪
（peccatum

 originale 
de possibili

）
と
い
う
二
つ
の
角
度
に
分
け
て
解
答
し
て
い
る
。【
Ⅰ
】

の
タ
イ
プ
の
原
罪
は
、「
義
務
を
伴
う
原
初
的
正
義
の
喪
失
」
と
さ
れ
、

【
Ⅱ
】
の
タ
イ
プ
の
原
罪
は
、「
永
遠
の
生
に
値
し
な
い
者
と
な
る
こ
と
」

と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、【
Ⅱ
】
の
タ
イ
プ
の
原
罪
は
、「
神
の
絶
対
的
能
力

（potentia D
ei absoluta

）」
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
言
わ
れ

る
。
こ
こ
で
、「
神
の
〈
絶
対
的
〉
能
力
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
オ
ッ
カ
ム
は
神
の
能
力
を
二
つ
に
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と
い
う
概
念
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
晩
年
の
小
著
『
等
し
さ
に
つ
い
て
』
で

は
、
万
物
は
「
等
し
さ
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
、
と
ま
で
述
べ
る
。

近
年
の
ア
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
の
研
究
に
よ
っ
て
こ
の
概
念
の
出
自
は
明
ら

か
と
さ
れ
た
（D

. A
lbertson, M

athem
atical T

heologies, O
xford 

U
niversity Press, 2014

）
が
、
こ
こ
で
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
こ
の
概
念

に
よ
っ
て
何
を
語
ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
、
彼
の
一
貫
し
た
神
学
的
ス

タ
イ
ル
で
あ
る
「
対
立
の
一
致coincidentia oppositorum

」
か
ら

考
察
し
よ
う
。

　

す
な
わ
ち
「
対
立
の
一
致
」
と
は
、
絶
対
的
な
も
の
に
関
す
る
特
定
の

存
在
論
的
事
態
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
神
的
な
事
柄
に
至
る
た
め
の
唯
一

の
道via

で
も
あ
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
立
場
を
「
一

致
の
教
説
」
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
知
性
は
神
、
す
な
わ
ち

真
理
に
到
達
す
る
こ
と
を
欲
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
真
理
を
自
己
か
ら

切
り
離
し
て
、
自
己
の
外
側
に
あ
る
他
な
る
も
の
と
し
て
探
求
す
る
こ
と

は
挫
折
に
終
わ
る
。
そ
し
て
、
真
理
を
探
究
す
る
た
め
に
は
、
真
理
が
自

己
に
お
い
て
既
に
前
提
、
原
理
、
始
源
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う

視
座
に
立
ち
、
自
己
が
拠
っ
て
立
つ
場
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（K
. Flasch, N

ikolaus von K
ues : G

eschichte einer E
ntw

ick-
lung, V

. K
losterm

ann, 1998

）。
と
す
れ
ば
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
根
本

的
立
場
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
と
認
識
に
は
、
真
理
が
原
理
と
し

て
既
に
与
え
ら
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
真
理
は
、『
知
恵
に
つ
い
て
』
で
明
か
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
神
が
そ
れ
に
よ
っ
て
万
物
を
創
造
す
る
と
こ
ろ
の
御
言
葉
で
あ

り
、
こ
れ
が
「
等
し
さ
」
と
呼
ば
れ
る
。
さ
ら
に
『
知
あ
る
無
知
に
つ
い

て
』
で
は
、「
等
し
さ
」
が
、
そ
こ
に
お
い
て
御
言
葉
が
人
間
本
性
と
位

遠
の
生
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
原
罪
が
消
去
さ
れ

た
状
態
で
行
わ
れ
た
善
行
が
神
に
よ
っ
て
受
容
さ
れ
る
こ
と
か
ら
引
き
出

さ
れ
た
功
績
的
な
行
為
を
行
っ
た
者
に
は
、
永
遠
の
生
が
与
え
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、「
条
件
的
必
然
性
（necessitas ex supposita

）」
に
よ

っ
て
担
保
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
非
常
に
理
に
適
っ
た
合
理
的
な
神
の
在
り

方
を
示
し
て
い
る
。
他
方
、【
Ⅱ
】
の
〈
特
別
ル
ー
ト
〉
は
、
神
の
能
力

や
意
志
の
絶
対
性
に
則
っ
た
形
で
の
救
済
方
法
で
あ
り
、
い
か
な
る
法
に

も
束
縛
さ
れ
る
／
必
然
化
さ
れ
る
（necessitari

）
こ
と
な
く
、
神
の
自

由
な
采
配
の
み
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
た
め
、
一
切
の
必
然
性
を
拒
否
す

る
。
そ
の
た
め
、
人
間
が
功
績
を
積
む
と
こ
ろ
ま
で
は
、【
Ⅰ
】
と
【
Ⅱ
】

は
交
錯
す
る
可
能
性
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
も
ち
ろ
ん
、
功
績
的
行
為
に
ま

で
到
達
す
れ
ば
、
そ
の
後
は
、
必
然
的
に
救
済
が
与
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
原
罪
か
ら
救
済
に
到
る
ル
ー
ト
を
オ
ッ
カ
ム
が
二
つ
の

角
度
か
ら
考
え
た
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
ペ
ラ

ギ
ウ
ス
主
義
へ
の
反
論
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
他
方
で
、
当
時
支
配
的

だ
っ
た
合
理
主
義
的
な
神
の
在
り
方
を
超
え
て
、
慈
悲
深
い
神
の
在
り
方

を
要
請
す
る
意
図
が
働
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い

う
の
も
、【
Ⅰ
】
の
ル
ー
ト
の
脱
落
者
で
あ
っ
て
も
、【
Ⅱ
】
の
ル
ー
ト
に

よ
っ
て
は
、
神
は
人
間
を
救
済
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。

ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
お
け
る
「
対
立
の
一
致
」
と
「
等
し
さ
」

徳
田
安
津
樹

　

或
る
も
の
が
別
の
も
の
に
「
等
し
い
」
と
は
、
は
た
し
て
い
か
な
る
事

態
で
あ
ろ
う
か
。
中
世
末
期
の
思
想
家
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
（
一

四
〇
一
―
一
四
六
四
）
は
、
前
期
の
著
作
か
ら
「
等
し
さaequalitas

」
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す
る
働
き
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
が
「
等
し
さ
」
と
言
う
と
き
、
そ

こ
に
は
存
在
と
認
識
の
始
ま
り
に
、
隠
れ
た
る
も
の
の
自
発
的
な
自
己
規

定
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
根
本
的
洞
察
が
前
提
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
見
解
は
、
人
間
精
神
の
認
識
活
動
を
外
的
存
在
の
単
な
る
模
写

で
は
な
く
、
自
身
の
内
か
ら
の
無
際
限
の
概
念
形
成
で
あ
る
と
す
る
、
彼

の
認
識
論
に
も
結
び
付
く
で
あ
ろ
う
。

ピ
コ
の
魔
術
思
想
に
お
け
る
「
比
」
の
理
論

比
留
間
亮
平

　

イ
タ
リ
ア
・
ル
ネ
サ
ン
ス
を
代
表
す
る
と
さ
れ
る
哲
学
者
で
あ
る
ピ

コ
・
デ
ラ
・
ミ
ラ
ン
ド
ラ
の
『
提
題
集
』
で
取
り
扱
わ
れ
る
主
題
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
今
回
注
目
し
た
い
の
は
ピ
コ
の
哲
学
的
、
神
学
的
主
張
の

具
体
的
な
中
身
で
は
な
く
、
主
張
を
展
開
す
る
際
に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

る
彼
の
方
法
、
す
な
わ
ち
比proportio

の
理
論
で
あ
る
。
こ
の
理
論

の
分
析
を
通
じ
て
ピ
コ
の
魔
術
思
想
の
特
質
と
時
代
的
な
意
義
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
本
発
表
の
目
的
と
な
る
。

　
『
提
題
集
』
の
基
本
的
な
テ
ー
マ
は
神
、
知
性
、
霊
魂
の
三
層
構
造
の

解
明
で
あ
る
が
、
ピ
コ
は
自
説
を
述
べ
る
際
に
こ
れ
ら
の
存
在
の
階
梯
を

独
立
し
た
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
比
例
的
な
仕
方
で
関
連
さ
せ
な
が
ら

語
る
こ
と
が
極
め
て
多
い
。
つ
ま
り
、
神
、
知
性
、
霊
魂
を
そ
れ
ぞ
れ
仮

に
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
と
し
た
と
き
、
ピ
コ
は
そ
れ
ぞ
れ
を
「
Ａ
：
Ｂ
＝
Ｎ
ａ
：

Ｎ
ｂ
」
と
か
、「
Ａ
：
Ｂ
＝
Ｂ
：
Ｃ
」
と
い
う
形
式
で
比
例
的
に
整
序
す

る
こ
と
を
非
常
に
好
む
。

　
「
知
性
が
神
の
一
性
を
多
数
化
す
る
の
と
同
様
に
、
霊
魂
は
知
性
の
多

数
性
を
量
化
し
延
長
す
る
。（3:36

）」

格
的
に
結
合
し
た
と
こ
ろ
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
「
等
し
さ
」
と
は
無
限
な
も
の
と
有
限
な
も
の
の
媒
介
者
で
あ
っ

て
、
有
限
な
知
性
は
そ
の
目
的
た
る
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
安
ら
い
、
有
限

性
と
結
び
付
い
て
い
な
い
御
父
は
無
限
な
る
も
の
と
し
て
一
切
の
認
識
か

ら
解
き
放
た
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
に
よ
れ
ば
、
真
理
と
は
「
等

し
さ
」
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
「
等
し
さ
」
は
存
在
と
認
識
の
原
理
で
あ
る
。

　

で
は
「
等
し
さ
」
が
存
在
と
認
識
の
原
理
で
あ
る
と
は
、
い
か
な
る
意

味
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
神
的
な
「
等
し
さ
」
と
は
、
そ
も
そ
も
「
一

性
」、
つ
ま
り
御
父
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
（
神
の
子
）
が
、「
一
性
」

と
の
間
に
有
し
て
い
る
「
等
し
さ
」
を
意
味
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
着
目

し
よ
う
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
『
等
し
さ
に
つ
い
て
』
に
お
い
て
、
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
る
魂
の
三
一
構
造
（
記
憶
・
知
性
・
意
志
）
を
想
定
し
つ

つ
展
開
し
て
い
る
認
識
論
に
よ
れ
ば
、
記
憶
に
お
い
て
は
記
憶
さ
れ
う
る

一
切
が
存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
知
性
に
よ
っ
て
概
念
と
し
て
規
定
さ
れ

な
い
限
り
は
、
在
る
、
と
も
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
も
言
わ
れ

な
い
。
つ
ま
り
認
識
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
言
わ
ば
「
隠
れ
た
」
状
態

に
あ
る
も
の
を
知
性
の
光
に
よ
っ
て
照
ら
し
、「
明
ら
か
」
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
、
御
父
に
お
い
て
は
創
造
さ
れ
う
る
一
切
が
存
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
認
識
が
到
達
し
え
な
い
「
絶
対
的
無
限
」

と
し
か
表
現
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
神
は
自
己
自
身
を
認

識
す
る
こ
と
を
「
欲
す
る
」
た
め
に
、
神
の
子
で
あ
る
「
等
し
さ
」
を
生

み
出
し
、
自
己
自
身
を
そ
の
「
等
し
さ
」
に
お
い
て
「
明
ら
か
」
に
す
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
明
ら
か
」
に
さ
れ
た
も
の
が
、
そ
れ
を
生
み

出
し
た
「
隠
れ
た
」
も
の
に
「
等
し
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
等
し
さ
」
と
は
、
隠
れ
た
る
真
理
が
（
自
発
的
に
）
自
己
自
身
を
開
示
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の
有
用
性
を
証
明
す
る
こ
と
こ
そ
が
ピ
コ
が
開
催
を
企
図
し
た
公
開
討
論

会
の
主
目
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
結
局
そ
れ
は
実
現
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
ピ
コ
の
『
提
題
集
』
は
正
統
的
な
哲
学
、
神
学
と
は
相
い
れ

な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
魔
術
的
哲
学
思
想
は
彼
に
引
き
続
く
魔
術

思
想
家
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
「
下
位
の
霊
魂
に
お
い
て
は
、
理
性
は
感
覚
的
な
仕
方
で
存
在
す
る
。

上
位
の
霊
魂
に
お
い
て
は
、
感
覚
は
理
性
的
な
仕
方
で
存
在
す
る
。（3:

38
）」
と
い
っ
た
提
題
が
そ
の
具
体
例
で
あ
る
。

　

ピ
コ
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
性
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
も
そ
も

宇
宙
が
神
に
よ
っ
て
比
例
的
な
形
式
で
創
造
さ
れ
た
と
い
う
確
信
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宇
宙
の
各
部
分
は
比
例
的
な
関
係
に
よ
っ
て
他
の
部

分
と
結
び
つ
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
構
造
を
発
見
し
、
比
例
的
な
仕
方
で

抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
「
正
し
い
」
も
の
と
な
る
、
と
ピ

コ
は
考
え
た
。
ピ
コ
が
哲
学
者
の
第
一
の
仕
事
と
み
な
し
て
い
る
の
も
そ

の
よ
う
な
比
例
構
造
の
発
見
、
抽
出
作
業
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
前
提
か
ら
出
発
す
る
ピ
コ
の
思
想
は
、
そ
の
哲
学
的
神
学

的
な
内
容
面
は
と
も
か
く
と
し
て
、
形
式
面
で
は
魔
術
的
な
も
の
に
近
づ

い
て
い
く
。
あ
る
も
の
と
別
の
も
の
が
「
似
て
い
る
」、
あ
る
い
は
「
比

例
的
な
関
係
に
あ
る
」
こ
と
そ
の
も
の
が
、
そ
の
存
在
に
と
っ
て
本
質
的

な
意
味
を
持
ち
、
ま
た
自
説
の
真
理
性
を
保
証
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
方
法
は
ス
コ
ラ
的
な
論
証
手
続
き
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の

で
、
数
秘
術
や
カ
バ
ラ
ー
と
い
っ
た
魔
術
的
伝
統
に
連
な
る
も
の
で
あ

る
。

　
「
神
、
人
間
、
そ
し
て
第
一
質
料
に
関
す
る
知
識
は
同
じ
も
の
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
の
一
つ
に
関
す
る
知
識
を
得
た
も
の
は
み
な
他
の
も
の
に
関
す

る
知
識
も
得
る
。
そ
れ
は
あ
る
端
か
ら
も
う
一
方
の
端
へ
、
中
間
か
ら
両

端
へ
、
そ
し
て
両
端
か
ら
中
間
へ
と
い
う
三
つ
の
場
面
で
観
察
さ
れ
る
比

proportio

に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。（3:52

）」

　

ピ
コ
は
こ
の
よ
う
な
自
分
の
方
法
を
「
比
の
方
法
」「
数
の
方
法
」「
形

相
的
算
術
」
な
ど
と
呼
び
、
そ
の
有
用
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
方
法
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第
四
部
会

義
と
公
正
に
つ
い
て
の
神
学
的
一
考
察

上
原
　
　
潔

　

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
は
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
と
い
う
問
題
設
定
の

下
、
多
種
多
様
な
価
値
観
と
し
て
の
善
が
社
会
的
協
働
を
促
進
さ
せ
る
形

で
緩
や
か
に
連
携
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
リ
ベ
ラ
ル
な
政
治
的
構
想
」
を

模
索
す
る
。
個
々
の
善
の
追
及
と
そ
の
自
由
を
最
大
限
に
認
め
つ
つ
も
、

そ
れ
ら
が
あ
る
一
定
の
領
域
内
で
排
斥
し
合
わ
な
い
た
め
に
、
個
々
の
善

に
対
し
て
「
公
正
と
し
て
の
正
義
」
の
優
位
性
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
議
論
を
瞥
見
し
た
際
に
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
立
場
か
ら
は
い
か
な
る

応
答
が
可
能
だ
ろ
う
か
。
本
発
表
で
は
、
義
と
正
義
と
公
正
に
つ
い
て
の

神
学
的
な
い
く
つ
か
の
議
論
を
瞥
見
す
る
。

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
に
お
い
て
「
義
」（
正
義
）
を
意
味
す
る
の
はS. ’da-

qah

で
あ
り
、
他
の
諸
属
性
と
並
ん
で
神
の
倫
理
的
属
性
に
数
え
入
れ

ら
れ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
に
お
け
る
「
義
」
概
念
の
形
成
に
は
、
一
方

で
は
「
法
廷
」
の
思
想
的
背
景
が
、
他
方
で
は
「
契
約
」
の
思
想
的
背
景

が
影
響
し
て
い
る
。
律
法
に
忠
実
で
、
悪
を
断
罪
し
、
偏
見
を
持
た
ず
に

判
断
し
、
助
け
の
な
い
者
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
る
義
と
い
う
法
廷
的
思
想

背
景
と
、
神
と
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
間
で
結
ば
れ
る
救
済
の
契
約
的
思
想
背

景
に
は
、
公
正
概
念
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
契
約
神
学
は
新

約
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
パ
ウ
ロ
が
用
い
る
「
神
の
義
」
概

念
に
は
、
悪
と
罪
に
対
す
る
神
の
裁
き
と
最
終
的
な
勝
利
と
い
う
神
の
属

性
と
、
罪
人
を
赦
し
、
い
か
な
る
功
績
が
な
く
と
も
罪
人
を
義
と
す
る
無

条
件
の
恩
寵
と
の
二
側
面
が
あ
る
が
、
罪
の
赦
し
の
恩
恵
を
要
と
し
て
救

済
論
に
比
重
を
置
い
て
き
た
西
方
神
学
で
は
後
者
の
要
素
が
強
調
さ
れ
、

公
正
と
い
う
義
の
要
素
が
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
目
立

た
な
く
な
っ
た
。

　

個
々
の
善
を
追
及
す
る
自
由
を
最
大
限
に
認
め
る
公
正
な
社
会
の
モ
チ

ー
フ
は
、
宗
教
改
革
お
よ
び
そ
の
後
に
続
く
宗
教
戦
争
の
時
代
へ
と
遡
及

で
き
る
。
そ
の
時
代
の
著
作
と
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
『
寛
容
書

簡
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
書
は
「
政
教
分
離
」
の
原
則
を
掲
げ
、
キ
リ
ス

ト
教
徒
も
異
教
徒
も
、「
公
的
な
正
義
と
公
正
な
法
」
に
よ
っ
て
、
彼
ら

の
「
所
有
物property

」
を
保
護
す
る
の
が
政
治
的
共
同
体
の
義
務
で

あ
る
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
政
治
と
宗
教
の
弁
別
で
は
な
い
。

そ
こ
に
は
彼
独
自
の
「
神
学
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
あ
り
、
プ
ロ
パ
テ
ィ
概

念
を
「
神
の
業
を
果
た
す
た
め
に
送
ら
れ
た
神
の
作
品
」
と
い
う
人
間
の

「
固
有
性property

」
へ
と
拡
張
す
る
こ
と
で
、
そ
の
義
務
遂
行
の
た
め

の
政
治
的
共
同
体
の
必
要
性
を
訴
え
る
。
ま
た
理
性
を
用
い
た
義
務
遂
行

と
い
う
観
点
か
ら
、
政
治
的
外
圧
に
よ
る
宗
教
的
矯
正
を
退
け
る
こ
と

で
、
ロ
ッ
ク
の
宗
教
的
寛
容
論
が
成
立
す
る
。
ロ
ッ
ク
の
寛
容
論
に
お
け

る
正
義
概
念
に
は
神
学
的
な
基
礎
が
あ
り
、
特
定
の
善
の
立
場
か
ら
公
正

と
し
て
の
正
義
を
神
学
的
に
省
察
す
る
た
め
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
の
で
あ
る
。

　

公
正
と
し
て
の
正
義
を
前
面
に
押
し
出
し
、
抑
圧
的
状
況
か
ら
の
「
解

放
」
を
福
音
の
内
に
読
み
解
く
神
学
的
潮
流
と
し
て
は
、
経
済
格
差
を
糾

弾
す
る
解
放
の
神
学
や
人
種
差
別
に
抵
抗
す
る
黒
人
神
学
な
ど
い
わ
ゆ
る

「
属
格
の
神
学
」
が
際
立
っ
て
い
る
。
教
会
は
こ
う
し
た
公
正
を
欠
い
た

状
態
で
あ
る
不
正
義
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
済
格
差
に
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と
の
関
係
に
お
い
て
理
性
を
そ
の
判
定
者
と
す
る
も
の
の
、
理
性
を
超
え

た
啓
示
を
認
め
る
点
に
、
彼
が
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。

　

ロ
ッ
ク
の
経
験
論
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
福
音
に
は
理
性
に
反
す
る
も

の
や
超
え
た
も
の
が
な
い
と
主
張
す
る
の
が
ト
ー
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
彼
は

「
理
性
も
福
音
も
神
に
由
来
す
る
」
が
ゆ
え
に
、
両
者
が
相
容
れ
な
い
と

語
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
い
な
い
、
と
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
堕
落
し
た

人
間
に
は
理
性
と
福
音
と
が
対
立
す
る
よ
う
思
え
る
場
合
が
あ
る
が
、

「
啓
示
を
信
じ
黙
っ
て
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
語
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

は
不
合
理
な
こ
と
を
容
認
す
る
。
福
音
の
教
理
は
不
合
理
で
理
性
に
反
す

る
も
の
な
の
か
。

　

あ
る
物
が
存
在
す
る
と
同
時
に
存
在
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
不
合
理

で
あ
り
、
こ
の
物
に
つ
い
て
人
は
い
か
な
る
観
念
も
持
ち
得
な
い
。
教
理

が
不
合
理
で
理
性
に
反
す
る
な
ら
ば
、
同
様
に
教
理
に
関
す
る
い
か
な
る

観
念
も
持
ち
得
な
い
。
そ
れ
は
「
超
知
性
的
真
理
」
と
反
論
し
て
も
、
誰

も
そ
れ
を
理
解
し
得
な
い
し
、
異
言
と
変
わ
ら
な
い
。「
神
の
啓
示
を
識

別
す
る
の
は
神
に
関
す
る
私
た
ち
の
自
然
的
概
念
と
一
致
す
る
か
否
か
」

と
し
、
聖
書
の
教
理
が
神
的
で
あ
る
こ
と
は
理
性
が
「
合
理
的
証
拠
と
明

証
的
一
貫
性
」
に
基
づ
き
判
断
す
べ
き
、
と
彼
は
語
る
。
啓
示
は
「
情
報

を
得
る
手
段
」
で
あ
り
、「
事
柄
を
信
じ
る
基
盤
」
で
は
な
い
。
事
柄
が

「
理
解
し
う
る
と
同
時
に
可
能
な
も
の
」
で
あ
る
限
り
、
健
全
な
理
性
が

聖
書
の
中
に
神
性
の
特
性
を
見
出
し
、
聖
書
に
は
理
性
に
反
す
る
こ
と
は

な
い
と
判
断
す
る
。

　

次
に
ト
ー
ラ
ン
ド
は
福
音
が
理
性
を
超
え
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
理

性
を
超
え
る
は
、
①
事
柄
自
体
は
理
解
さ
れ
う
る
が
、
覆
い
で
隠
さ
れ
、

せ
よ
諸
々
の
差
別
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
は
社
会
構
造
を
前
提
と
し
て
お
り
、

構
造
内
で
の
経
済
あ
る
い
は
権
力
の
非
対
称
性
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
社
会
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
個
人
や
集
団
が
当
事
者
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
く
、
批
判
の
声
を
上
げ
な
い
こ
と
や
局
外
中
立
の
立
場
を
取
る

こ
と
は
、
不
正
な
社
会
構
造
を
黙
認
す
る
こ
と
に
等
し
い
。
抑
圧
か
ら
の

解
放
を
掲
げ
る
神
学
は
、「
神
は
不
偏
不
党
な
の
で
は
な
い
。
神
は
富
む

者
に
対
し
て
貧
し
い
者
、
強
き
者
に
対
し
て
弱
き
者
、
賢
い
者
に
対
し
て

無
知
な
る
者
の
側
に
立
つ
」
と
考
え
、
エ
ジ
プ
ト
の
支
配
か
ら
イ
ス
ラ
エ

ル
を
解
放
す
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
、
貧
し
き
者
や
病
め
る
者
と
い
っ
た
被
抑
圧
者

の
側
に
立
つ
イ
エ
ス
に
具
体
的
な
神
の
業
を
見
出
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、

特
定
の
社
会
層
や
属
性
を
偏
愛
す
る
不
公
平
な
神
で
は
な
い
。
社
会
が
歴

史
的
に
生
み
出
し
て
き
た
構
造
化
さ
れ
た
暴
力
を
、
そ
の
非
対
称
性
に
お

い
て
可
視
化
さ
せ
、
不
正
な
非
対
称
性
を
是
正
し
公
正
な
社
会
を
築
か
せ

る
神
な
の
で
あ
る
。

初
期
理
神
論
に
お
け
る
自
然
的
宗
教
に
つ
い
て

諸
岡
道
比
古

　

本
論
は
チ
ャ
ー
ベ
リ
ー
の
ハ
ー
バ
ー
ト
と
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
の
関
連

に
お
い
て
ジ
ョ
ン
・
ト
ー
ラ
ン
ド
が
考
え
る
自
然
的
宗
教
に
つ
い
て
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ハ
ー
バ
ー
ト
は
宗
教
を
共
通
観
念
の
一
つ
と
し
、
宗
教
が
持
つ
べ
き
共

通
原
理
と
し
て
の
五
条
項
を
生
得
観
念
と
し
て
提
示
す
る
と
共
に
自
然
的

宗
教
を
考
え
る
。
ロ
ッ
ク
は
あ
ら
ゆ
る
観
念
は
経
験
に
由
来
す
る
と
し
、

生
得
観
念
を
否
定
す
る
と
共
に
彼
独
自
の
認
識
論
に
基
づ
き
神
の
存
在
を

論
証
的
知
識
と
し
て
確
立
し
、
理
性
宗
教
を
提
示
す
る
。
し
か
し
、
啓
示
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宗
教
を
取
り
出
せ
る
、
と
ト
ー
ラ
ン
ド
が
主
張
す
る
限
り
、
彼
は
人
間
本

性
に
内
在
す
る
自
然
的
宗
教
を
理
性
に
基
づ
く
宗
教
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
父
子
と
の
神
学
的
関
わ
り

水
口
　
隆
司

　

本
論
で
は
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
に
影
響
を
与
え
た
人
々
の
、
神
学
的
特

徴
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

　

彼
に
は
多
く
の
先
人
が
お
り
、
こ
こ
で
は
、
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
父
子
を

採
り
上
げ
、
父
子
の
神
学
を
考
察
し
て
バ
ル
ト
と
の
関
わ
り
を
明
ら
か
に

す
る
。
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
と
父
子
と
の
出
会
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
エ
ー
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ブ
ッ
シ
ュ
は
、『
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
の

生
涯
』
の
中
で
、
バ
ル
ト
の
言
葉
と
し
て
「
そ
し
て
ま
さ
に
、
こ
の
救
い

よ
う
の
な
い
混
迷
の
中
で
と
く
に
私
に
光
明
を
投
げ
か
け
て
く
れ
た
の

は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
希
望
へ
の
原
理
的
方
向
を
堅
持
し
て
い
た
ブ
ル
ー
ム

ハ
ル
ト
父
子
の
使
信
で
あ
っ
た
」、
と
す
る
。
つ
い
で
バ
ル
ト
は
、『
十
九

世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
』
の
中
で
、
父
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
に
関
し

て
一
節
を
当
て
て
お
り
、『
教
会
教
義
学
』
の
十
六
章
五
十
九
節
で
は
、

「
イ
エ
ス
は
勝
利
者
だ
！
」
と
い
う
命
題
で
、
父
子
に
関
し
た
詳
細
な
論

述
を
行
っ
て
い
る
。

　
『
ロ
ー
マ
書
（
初
版
、
一
九
一
八
年
）』
を
著
し
た
こ
の
時
期
の
バ
ル
ト

は
、
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
父
子
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

続
い
て
『
ロ
ー
マ
書
（
二
版
、
一
九
二
一
年
）』
の
改
訂
出
版
時
に
、
バ

ル
ト
は
そ
の
序
言
で
父
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
に
言
及
し
て
、「
神
的
な
も
の
」

に
、
書
物
に
よ
ら
ず
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
姿
勢
を
見
せ
る
。
そ
し

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
、
②
事
柄
自
体
が
本
性
上
考
え
ら
れ
な
い
も

の
の
二
通
り
に
解
さ
れ
る
。
秘
儀
も
同
様
に
解
さ
れ
る
が
、
古
代
諸
民
族

で
用
い
ら
れ
た
秘
儀
の
意
味
は
「
入
信
式
を
授
け
ら
れ
た
人
に
伝
授
さ
れ

た
教
理
」
で
あ
り
、
①
で
あ
る
。『
新
約
聖
書
』
で
も
「
啓
示
が
な
さ
れ

る
以
前
は
そ
の
事
柄
に
関
し
て
秘
儀
で
あ
っ
た
」
が
、
福
音
の
教
理
が
啓

示
さ
れ
た
今
は
「
福
音
の
ど
ん
な
教
理
も
秘
儀
で
は
な
い
」
と
い
う
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
福
音
は
理
性
に
反
す
る
も
の
で
も
超
え
た
も
の
で

も
な
く
、
福
音
を
信
じ
る
こ
と
は
、
神
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
理
性
に
よ

り
証
明
す
る
こ
と
で
得
た
知
識
に
対
す
る
同
意
で
あ
る
。「
信
じ
る
事
柄

を
理
解
す
る
こ
と
が
知
識
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
し
く
信
仰
は
知
識

で
あ
る
」
と
彼
は
断
言
す
る
。
こ
の
信
仰
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
で
あ

り
、「
最
も
完
全
な
宗
教
に
秘
義
は
な
い
」。「
宗
教
は
そ
の
作
り
手
で
あ

る
神
の
よ
う
に
つ
ね
に
同
一
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秘
儀
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
改
宗
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
異
邦
人
が
慣
れ
親
し
ん
だ

礼
拝
や
秘
儀
を
持
ち
込
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
導
入
を
認
め
た
の
は
信

者
獲
得
に
有
利
な
手
段
と
考
え
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
迎
合
が
度
を
過
ご

し
、
キ
リ
ス
ト
教
自
身
も
秘
儀
を
定
立
し
、「
聖
職
者
の
富
、
虚
飾
、
威

厳
を
導
入
し
た
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
聖
職
者
が
自
ら
の
利
益
保
持
の

た
め
「
詐
欺
的
策
略
」
に
よ
り
秘
儀
を
知
性
で
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
と
し

存
続
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
イ
エ
ス
と
そ
の
弟
子
が
説
い
た
本
来
の
キ
リ
ス
ト
教
こ
そ

「
宗
教
そ
の
も
の
」
を
、
理
性
に
よ
っ
て
確
信
で
き
る
宗
教
を
露
わ
に
し
、

そ
れ
に
付
け
加
わ
っ
た
儀
式
等
は
「
宗
教
に
勝
手
な
意
味
を
付
与
」
す
る

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
現
に
存
在
し
て
い
る
宗
教
か
ら
詐
欺

的
策
略
に
よ
り
付
け
加
わ
っ
た
も
の
を
取
り
除
け
ば
、
理
性
宗
教
、
真
の
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は
、
や
は
り
驚
く
べ
き
こ
と
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」、
と
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
バ
ル
ト
も
そ
の
若
き
神
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
神
秘
主
義
に
お
け
る
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ

渡
辺
　
　
優

　

十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
は
、
北
方
（
ラ
イ
ン
・
フ
ラ
ン
ド
ル
）
や
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
神
秘
思
想
の
流
入
を
背
景
に
、
神
秘
主
義
（la 

m
ystique

）
と
い
う
新
た
な
知
の
興
隆
を
み
た
。
そ
の
盛
衰
の
背
景
を

よ
り
広
く
思
想
史
的
な
観
点
か
ら
眺
め
る
と
き
、
信
と
知
の
関
係
を
め
ぐ

っ
て
近
世
西
欧
に
起
こ
っ
た
地
殻
変
動
が
透
け
て
見
え
る
。
と
り
わ
け
神

秘
主
義
に
関
し
て
重
要
な
の
は
、
学
知
（science

）
全
般
に
わ
た
っ
て
、

個
人
の
主
観
主
義
的
「
体
験
」
の
優
越
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
近
世

神
秘
主
義
の
言
説
（
反
神
秘
主
義
論
を
含
む
）
に
お
け
る
「
神
秘
体
験
」

へ
の
言
及
の
増
加
は
、
そ
の
よ
う
な
過
程
の
結
果
で
あ
り
一
部
で
あ
っ

た
。
他
方
、
近
世
神
秘
主
義
に
は
「
純
粋
な
、
赤
裸
な
、
暗
き
信
仰
」
と

呼
ば
れ
る
「
隠
れ
た
主
題
」
の
系
譜
が
存
在
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に

お
い
て
発
表
者
は
、
ジ
ャ
ン＝

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ス
ュ
ラ
ン
の
神
秘
主
義
を
焦

点
に
、
こ
の
知
ら
れ
ざ
る
「
信
仰
」
論
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
一

切
の
現
前
の
体
験
を
離
れ
去
っ
た
暗
が
り
に
出
来
す
る
、
不
在
の
神
と
の

交
わ
り
の
境
涯
こ
そ
、
ス
ュ
ラ
ン
の
「
信
仰
の
神
秘
主
義
」
の
本
領
だ
っ

た
。

　

こ
の
ス
ュ
ラ
ン
の
神
秘
主
義
は
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
（
一
五
四
二
―
一

五
九
一
）
の
「
暗
夜
（noche oscura

）」
の
思
想
に
決
定
的
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
ハ
ネ
の
思
想
の
影
響
は
、
ひ
と
り
ス
ュ
ラ
ン

に
と
ど
ま
ら
ず
、
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
神
秘
主
義
に
広
く
深
く
及
び
、
果

て
バ
ル
ト
は
、「
神
」
こ
そ
が
求
め
る
べ
き
中
心
的
で
根
源
的
な
課
題
で

あ
る
、
と
認
識
す
る
。
こ
れ
以
降
、
五
十
年
余
に
及
ぶ
彼
の
神
学
的
生
涯

は
、
こ
こ
で
得
た
方
向
性
を
堅
持
し
た
も
の
で
あ
り
、「
神
の
国
」
に
対

す
る
理
解
の
端
緒
を
与
え
た
父
子
の
影
響
も
ず
っ
と
継
続
す
る
。

　

し
か
し
、
バ
ル
ト
が
自
己
の
神
学
的
方
向
性
を
牧
会
か
ら
大
学
に
お
け

る
神
学
研
究
に
転
換
し
た
結
果
、
牧
会
一
筋
の
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
父
子
と

は
乖
離
を
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

父
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
の
思
想
の
出
発
点
は
、
人
間
の
苦
境
で
は
な
く
、

人
間
を
救
う
と
い
う
神
の
約
束
で
あ
っ
た
。
何
故
に
人
々
は
使
徒
た
ち
の

時
代
と
、
今
の
時
代
と
を
区
別
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
父
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル

ト
に
と
っ
て
は
、
イ
エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
与
え
た
霊
の
賜
物
が
特
別
な
こ

と
な
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
後
の
キ
リ
ス
ト
者
が
そ
の
よ
う
な
霊
の
賜
物

を
失
く
し
た
と
い
う
こ
と
の
方
が
異
常
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
彼
は
ゴ
ッ

ト
リ
ー
ビ
ン
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
こ
の
世
界
に
介
入
す
る
「
イ
エ
ス
に

お
け
る
神
の
力
」
を
見
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
バ
ル
ト
は
、
ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
父
子
に
対
す
る
感
謝
と
尊
敬
の
念

に
も
拘
ら
ず
、
彼
ら
に
よ
る
神
の
国
理
解
、
神
の
国
と
地
上
の
国
と
の
関

わ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
も
神
の
国
の
到
来
に
関
す
る
時
間
的
理
解
な
ど
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
違
和
感
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
批
判
的
に
継
承
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
『
神
の
国
の
証
人　

ブ
ル
ー
ム
ハ
ル
ト
父
子
』
の
訳
者
で
あ
り
、
日
本

に
父
子
を
紹
介
し
て
き
た
井
上
良
雄
は
「
ス
イ
ス
の
優
れ
た
若
い
神
学
者

た
ち
が
、
こ
の
「
正
規
の
」
意
味
で
は
神
学
者
と
は
言
え
な
い
ブ
ル
ー
ム

ハ
ル
ト
父
子
の
世
界
に
、
皆
一
様
に
熱
い
目
を
注
ぎ
、
そ
こ
で
新
し
い
水

を
汲
み
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
的
営
為
を
開
始
し
た
と
い
う
こ
と
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神
秘
体
験
の
「
偉
大
な
懲
罰
者
」
と
呼
ん
だ
ジ
ャ
ン＝

ピ
エ
ー
ル
・
カ
ミ

ュ
、「
暗
夜
」
と
「
合
一
」
と
を
厳
密
に
区
別
し
、
浄
化
の
夜
の
試
練
を

人
間
の
罪
の
結
果
と
解
釈
し
た
ピ
エ
ー
ル
・
ニ
コ
ル
、「
暗
夜
」
を
「
す

べ
て
被
造
物
の
包
括
的
な
空
無
」
と
し
た
ジ
ャ
ン
・
リ
ゴ
ル
（
彼
の
論
考

は
反
キ
エ
テ
ィ
ス
ム
文
書
に
再
編
集
さ
れ
た
）、
一
切
の
超
常
の
体
験
を

拒
絶
し
た
「
最
も
赤
裸
で
最
も
暗
い
信
仰
」
に
よ
る
絶
望
的
な
「
純
粋

愛
」
を
教
説
化
し
た
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
。
か
く
し
て
「
暗
夜
」
は
そ
の
両
義
性

を
喪
失
し
、
暗
い
夜
と
燃
え
る
愛
と
が
切
り
分
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
赤
裸
で
浄
化
す
る
信
仰
と
は
異
な
る
、
暗
い
け
れ

ど
も
味
わ
い
深
き
信
仰
」（
ギ
ュ
イ
ヨ
ン
夫
人
）
と
い
う
別
様
の
解
釈
の

水
脈
が
絶
た
れ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
解
釈
の
一
面
化
が
な
ぜ
・
ど

の
よ
う
に
進
ん
だ
の
か
を
精
査
す
る
の
と
同
時
に
、「
愛
に
満
ち
た
夜
」

の
信
仰
の
「
味
わ
い
深
き
」
知
（sapientia

）
は
ど
こ
に
・
ど
の
よ
う

に
見
い
だ
さ
れ
る
か
を
問
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
典
礼
言
語
論 

│
│ 

語
り
出
す
も
の
と
し
て
の
教
会 

│
│

熊
谷
　
友
里

　

プ
ロ
ス
ペ
ル
・
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
（
一
八
〇
五
―
一
八
七
五
）
は
大
革
命
後

の
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
ソ
レ
ー
ム
修
道
院
を
基
点
に
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
会
を
復
活
さ
せ
、
典
礼
の
再
建
を
基
盤
と
し
て
一
九
世
紀
フ
ラ
ン

ス
を
カ
ト
リ
ッ
ク
復
興
へ
と
導
い
た
立
役
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
本
発
表

で
は
、
主
著
『
典
礼
学
綱
要
』
第
三
巻
（
一
八
五
一
）
を
中
心
に
、
ゲ
ラ

ン
ジ
ェ
典
礼
論
の
一
つ
の
重
要
な
主
題
で
あ
る
「
典
礼
言
語
」
を
採
り
上

げ
、
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
主
張
を
整
理
し
つ
つ
、
考
察
を
加
え
た
。

　

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
以
前
の
典
礼
論
は
、
領
域
が
了
解
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の

て
は
そ
の
行
末
を
左
右
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
文
献
学
的
考
証
に
と
ど
ま

ら
ず
、
広
く
近
世
神
秘
主
義
の
盛
衰
、
近
世
に
お
け
る
信
と
知
の
構
造
的

変
動
を
視
野
に
入
れ
て
、
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
「
解
釈
」
史
を
│
│
「
暗
夜

の
信
仰
」
論
を
軸
と
し
て
│
│
探
究
す
る
こ
と
。
本
発
表
で
は
そ
の
ひ
と

つ
の
方
向
性
・
可
能
性
を
示
し
た
い
。

　

十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
十
字
架
の
ヨ
ハ
ネ
受
容
を
概
観
す
る

に
、
テ
ク
ス
ト
の
翻
訳
と
出
版
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
く
こ
と
は
有
益
で

あ
ろ
う
。
ヨ
ハ
ネ
の
テ
ク
ス
ト
の
西
語
原
版
（
た
だ
し
『
霊
の
賛
歌
』
を

除
く
）
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
六
一
八
年
。
ル
ネ
・
ゴ
ー
テ
ィ
エ

に
よ
る
初
の
仏
訳
本
が
パ
リ
で
出
版
さ
れ
た
の
は
早
く
も
そ
の
三
年
後
、

一
六
二
一
年
で
あ
る
。
翌
二
二
年
に
同
じ
く
ゴ
ー
テ
ィ
エ
の
翻
訳
で
出
版

さ
れ
た
『
霊
の
賛
歌
』
は
、
二
七
年
に
出
る
西
語
版
に
先
行
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
そ
の
後
も
新
し
い
翻
訳
・
出
版
が
重
ね
ら
れ
た
と
い

う
事
実
と
合
わ
せ
て
、
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ヨ
ハ
ネ
受
容
の
広

が
り
と
深
さ
を
暗
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
翻
訳
（
語
句
選

定
、
修
正
点
な
ど
）
を
吟
味
す
れ
ば
、
同
時
代
に
強
ま
る
反
神
秘
主
義
的

思
潮
の
影
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
神
秘
主
義
に
窺
え
る
ひ
と
つ
の
明
確
な
傾
向
は
、

「
暗
夜
」
解
釈
の
一
面
化
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
の
「
暗
夜
」
に
は
、
神
へ
と

向
か
う
魂
が
く
ぐ
る
べ
き
浄
化
の
試
練
と
い
う
「
冷
た
い
夜
」
の
側
面

と
、
神
へ
と
恋
い
焦
が
れ
る
愛
の
炎
を
燃
や
す
「
熱
い
夜
」
の
側
面
が
あ

る
が
、
こ
の
二
つ
の
側
面
は
本
来
切
り
離
せ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
十
七
世

紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ヨ
ハ
ネ
解
釈
を
概
観
す
る
と
、
お
そ
ら
く
は
ま
す

ま
す
強
ま
る
反
神
秘
主
義
的
思
潮
の
流
れ
に
よ
り
、「
暗
夜
」
の
両
義
性

が
見
失
わ
れ
、
解
釈
が
一
面
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヨ
ハ
ネ
を
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ら
典
礼
諸
言
語
の
要
件
と
し
て
彼
は
「
非
俗
語
で
あ
る
こ
と
」
を
筆
頭
に

挙
げ
、
非
俗
語
の
特
徴
と
そ
れ
が
有
す
る
言
語
機
能
的
な
側
面
を
祈
り
の

方
法
論
の
一
部
に
組
み
込
む
形
で
価
値
づ
け
よ
う
と
す
る
。
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ

は
教
会
の
言
語
行
為
で
あ
る
典
礼
に
お
い
て
、
そ
れ
が
聖
な
る
言
語
（
す

な
わ
ち
理
想
的
に
は
啓
示
に
よ
る
聖
性
を
携
え
た
聖
三
言
語
で
あ
る
が
、

歴
史
の
途
上
と
し
て
は
非
俗
語
の
諸
典
礼
言
語
が
容
認
さ
れ
る
）
と
い
う

形
式
に
お
い
て
あ
る
こ
と
が
意
義
を
持
つ
こ
と
を
、
本
質
内
在
的
な
価
値

と
言
語
機
能
的
な
価
値
の
両
面
か
ら
主
張
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
教
会
が
用
い
る
言
語
は
な
べ
て
そ
の
よ
う
な
性
格
を
要
求
す

る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
典
礼
で
使
用
す
る
言
語
に
つ
い

て
論
じ
る
に
あ
た
り
、
類
似
す
る
も
の
と
し
て
聖
書
に
つ
い
て
の
議
論
を

援
用
す
る
が
、
最
終
的
に
は
聖
書
と
典
礼
文
と
の
決
定
的
な
質
的
相
違
を

指
摘
し
、
典
礼
文
に
関
す
る
独
自
の
言
語
領
域
を
画
定
し
て
い
く
。
ゲ
ラ

ン
ジ
ェ
は
教
会
が
使
用
す
る
言
語
に
は
福
音
宣
教
の
言
葉
と
典
礼
の
言
葉

の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
の
区
別
を
設
け
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
指
摘
し
た
う

え
で
、
真
理
の
伝
達
を
そ
の
目
的
と
す
る
前
者
に
は
俗
語
を
、
後
者
に
は

聖
な
る
言
語
を
要
請
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
聖
書
の
存
在
意
義
も
ま
た
前
者

に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
聖
書
は
俗
語
翻
訳
し
う
る
と
い
う
結

論
に
達
し
、
典
礼
の
中
で
も
聖
書
由
来
の
箇
所
に
つ
い
て
は
翻
訳
を
認
め

る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、
教
会
独
自
の
祈
り
の
言
葉
で
あ
る
ミ
サ
の

通
常
文
は
、
教
会
か
ら
神
へ
の
祈
り
の
言
表
と
し
て
、
実
体
的
お
よ
び
機

能
的
価
値
が
、
真
理
の
伝
達
お
よ
び
理
解
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
想
定
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
俗
語
へ
の
翻
訳
は
絶
対
的
に
回
避
さ
れ
る
べ
き

だ
と
主
張
す
る
。

典
礼
の
内
実
を
、
個
別
的
な
主
題
に
即
し
て
各
論
的
に
吟
味
す
る
性
格
の

も
の
で
あ
っ
た
が
、
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
の
関
心
は
「
典
礼
と
い
う
領
域
と
は
何

で
あ
る
か
」
と
い
う
、
よ
り
高
次
の
ト
ポ
ス
規
定
を
行
う
こ
と
に
あ
っ

た
。
彼
は
〈
教
会
の
公
的
な
祈
り
で
あ
る
〉
と
い
う
典
礼
の
要
諦
を
改
め

て
確
認
し
、
個
人
が
行
う
私
的
な
祈
り
と
の
質
的
な
違
い
を
強
調
し
た
う

え
で
、
典
礼
を
「
教
会
の
言
語
」「
教
会
の
言
語
行
為
」
と
定
義
す
る
。

そ
こ
に
は
、
典
礼
を
基
本
的
に
は
典
礼
文
の
集
合
と
し
て
理
解
し
、
言
語

活
動
の
集
合
的
領
域
と
し
て
認
識
す
る
彼
独
特
の
典
礼
理
解
が
あ
る
。
他

方
、
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
典
礼
を
言
語
行
為
で
あ
る
と
了
解
し
つ
つ
、
同
時
に

個
別
具
体
的
な
言
語
の
レ
ベ
ル
を
想
定
し
て
い
く
。
い
ま
ひ
と
つ
の
主
著

で
あ
る
『
典
礼
暦
年
』
に
よ
れ
ば
、
彼
は
言
葉
の
や
り
と
り
に
よ
る
相
互

理
解
に
基
づ
く
教
会
の
一
致
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
次
の
段
階
と
し
て
、
様

式
と
し
て
の
個
別
言
語
の
観
点
か
ら
の
一
致
を
も
地
続
き
に
想
定
し
て
お

り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
基
本
的
に
言
語
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
る
典
礼
に
お
い

て
も
ま
た
、
そ
れ
が
何
語
で
行
わ
れ
る
か
が
ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
に
と
っ
て
は
喫

緊
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ゲ
ラ
ン
ジ
ェ
は
典
礼
に
相
応
し
い
言
語
を
「
聖
な
る
諸
言
語
」
と
し
て

想
定
す
る
。
彼
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
個
別
具
体
的
な
言
語
に
こ
だ
わ
る
の

は
、
第
一
に
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
伝
統
の
一
つ
で
あ
る
聖
三
言
語
主
義
、

つ
ま
り
主
の
十
字
架
に
書
か
れ
た
三
言
語
で
あ
る
ヘ
ブ
ル
語
、
ギ
リ
シ
ア

語
、
ラ
テ
ン
語
を
神
か
ら
啓
示
的
に
選
ば
れ
た
特
権
的
言
語
と
考
え
、
そ

れ
ら
が
内
在
的
に
有
す
る
実
体
的
価
値
を
認
め
る
立
場
を
基
本
的
に
は
踏

襲
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
未
だ
歴
史
の
途
上
に
あ
る

教
会
は
言
語
的
統
一
に
至
っ
て
は
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
諸
々
の
典
礼
諸

言
語
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
彼
は
弁
え
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
れ
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Ｄ
・
ブ
ル
ヌ
ヴ
ィ
ル
と
い
っ
た
、
当
時
の
大
物
共
和
派
議
員
と
深
い
親
交

が
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
の
医
学
的
宗
教
研
究
の
概
要
を
記
述

し
よ
う
。
そ
の
先
駆
け
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
Ｅ
・
リ
ト
レ
の

「
回
顧
的
医
学
」
で
あ
る
。
言
語
学
者
で
あ
る
と
同
時
に
医
師
で
も
あ
っ

た
リ
ト
レ
は
、
言
語
学
の
研
究
対
象
で
あ
る
十
三
世
紀
の
古
フ
ラ
ン
ス
語

文
献
に
記
さ
れ
た
奇
蹟
的
治
癒
現
象
に
、
十
九
世
紀
の
医
学
の
観
点
か
ら

再
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
の
医
学
的
宗
教
研
究

は
大
筋
と
し
て
、
宗
教
事
象
に
対
す
る
こ
の
回
顧
的
視
点
を
継
承
し
て
い

る
。

　

サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
の
医
学
的
宗
教
研
究
に
お
い
て
重
要
な
の

は
、
主
に
一
八
八
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
計
九
巻
の
『
悪
魔
憑
き
叢
書
』

で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
悪
魔
憑
き
や
神
秘
的
恍
惚
を
記
録
し
た
古
文
書

を
再
発
見
し
、
そ
の
記
述
に
現
代
医
学
の
観
点
か
ら
回
顧
的
に
再
解
釈
を

加
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
し
て
、
超
自
然
的
で
説
明
不
可
能
な
現
象
と

さ
れ
た
悪
魔
憑
き
や
神
秘
的
恍
惚
を
医
学
的
に
説
明
す
る
た
め
の
枠
組
み

と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
、
シ
ャ
ル
コ
ー
由
来
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
概
念
で
あ

っ
た
。

　

最
後
に
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
の
医
学
的
宗
教
研
究
は
、
第
三
共

和
政
初
頭
の
社
会
史
的
文
脈
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ

で
、
十
九
世
紀
後
半
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
科
学
的
世
界
観
と
宗
教
的
世
界

観
の
対
立
が
激
化
し
て
い
る
。
一
方
で
、
Ｅ
・
ル
ナ
ン
は
一
八
六
三
年
の

『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
に
お
い
て
、
超
自
然
的
な
要
素
を
ま
っ
た
く
排
し
た

イ
エ
ス
の
人
生
を
描
い
て
い
る
。
他
方
で
、
教
皇
ピ
ウ
ス
九
世
は
『
近
代

誤
謬
表
』
に
お
い
て
、
自
然
主
義
や
自
由
な
ど
の
近
代
的
価
値
を
批
判
し

サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
の
医
学
的
宗
教
研
究
と

そ
の
社
会
史
的
位
置
付
け

田
中
　
浩
喜

　

本
発
表
の
目
的
は
、
第
三
共
和
政
初
期
の
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
神
経

科
医
ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
タ
ン
・
シ
ャ
ル
コ
ー
を
中
心
に
、
彼
の
築
い
た
サ
ル

ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
に
よ
る
医
学
的
宗
教
研
究
の
概
要
と
、
そ
の
社
会
史

上
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
宗
教
学

で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
シ
ャ
ル
コ
ー
の
人
物
像
を
紹
介
し
た
あ
と
、
彼
の

サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
に
よ
る
医
学
的
宗
教
研
究
の
概
要
を
記
述
し
、

最
後
に
十
九
世
紀
末
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
そ
の
社
会
史
的
位
置
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

ま
ず
は
シ
ャ
ル
コ
ー
の
二
つ
の
側
面
を
紹
介
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
神
経
科
医
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
シ
ャ
ル
コ
ー
の
名
前
は
今

日
、
と
り
わ
け
そ
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
研
究
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ル

コ
ー
以
前
の
西
洋
医
学
に
お
い
て
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
い
う
概
念
は
存
在
し

た
も
の
の
、
そ
れ
は
と
り
と
め
の
な
い
プ
ロ
テ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

シ
ャ
ル
コ
ー
は
こ
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
の
発
作
を
類
癲
癇
期
・
大
運
動
期
・
熱

情
表
出
期
・
収
束
期
と
い
う
四
つ
の
時
期
に
区
別
し
て
定
式
化
し
た
の
で

あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
共
和
主
義
者
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
十
九
世
紀
フ
ラ

ン
ス
は
共
和
派
と
教
権
派
の
「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
の
対
立
に
特
徴
付
け

ら
れ
る
。
積
極
的
に
言
明
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
対
立
の

な
か
で
シ
ャ
ル
コ
ー
が
共
和
派
に
属
す
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
、

シ
ャ
ル
コ
ー
は
共
和
派
の
首
領
Ｌ
・
ガ
ン
ベ
ッ
タ
、
医
師
で
あ
り
内
務
大

臣
に
も
な
っ
た
Ｐ
・
ベ
ー
ル
、
パ
リ
の
病
院
の
ラ
イ
シ
テ
化
の
推
進
者
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目
し
て
い
る
。
現
代
の
寄
付
額
統
計
を
参
照
す
る
と
米
国
・
英
国
・
カ
ナ

ダ
等
い
わ
ゆ
る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
諸
国
は
有
意
に
大
き
い
規
模
を
誇
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
筆
者
は
そ
の
背
景
と
し
て
、
近
代
前
夜
に
イ

ギ
リ
ス
で
起
こ
り
各
植
民
地
に
波
及
し
た
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
発
展
並
び

に
大
衆
的
宗
教
運
動
を
想
定
す
る
。

　

こ
の
「
与
え
る
」
文
化
の
基
層
に
は
当
然
個
人
か
ら
個
人
へ
の
素
朴
な

施
し
を
想
定
す
べ
き
だ
が
、
そ
れ
が
凡
そ
の
人
類
社
会
に
見
ら
れ
る
こ
と

も
前
提
と
し
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
素
朴
な
施
し
は
社
会
ご

と
の
大
き
な
規
模
差
を
検
討
す
る
適
切
な
題
材
と
は
言
い
難
い
。
人
類
史

上
そ
こ
に
起
こ
っ
た
発
展
と
し
て
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
社
会
の
倫
理

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
担
保
者
と
し
て
の
宗
教
に
よ
る
慈
善
事
業
で
あ
る
。

社
会
の
組
織
化
と
上
層
形
成
が
進
む
と
、
彼
ら
が
社
会
生
産
を
広
く
集
積

す
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
こ
で
再
分
配
行
為
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
宗
教
は
こ
の
、
自
然
な
利
得
性
向
に
反
す
る
再
分
配
を
唱
導
す
る
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
保
持
し
て
き
た
。
現
代
で
も
宗
教
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
担
う
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
こ
う
し
て
個
人
に
は
為
し
得
な
い
規
模
で
の

利
他
的
営
為
が
行
わ
れ
得
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
宗
教
を
介
し
財
物

が
集
積
さ
れ
る
形
で
の
慈
善
事
業
も
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
人
類
社
会
に
観

測
で
き
る
。
そ
こ
で
筆
者
が
次
に
想
定
す
る
発
展
が
、
広
範
な
中
産
階
級

の
成
長
に
よ
っ
て
、
前
近
代
の
一
般
的
私
人
が
為
し
得
な
い
規
模
の
慈
善

的
営
為
を
私
人
が
行
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
貧
民
の
相
互
扶
助

や
王
侯
・
大
商
人
の
営
為
な
ら
ず
、
私
人
が
宗
教
機
構
・
統
治
機
構
を
介

さ
ず
に
事
業
レ
ベ
ル
の
慈
善
を
担
え
る
よ
う
に
な
る
、
こ
れ
が
近
代
の
特

性
で
あ
る
。
そ
し
て
近
代
資
本
経
済
を
先
駆
け
た
英
国
の
近
世
末
、「
宗

教
的
生
活
思
想
の
都
市
民
衆
へ
の
内
面
化
」「
個
人
の
慈
善
的
営
為
を
増

て
い
る
。

　

こ
の
「
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
」
の
対
立
の
変
奏
と
も
言
え
る
文
脈
の
な
か

で
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
は
科
学
的
世
界
観
の
側
に
い
る
。
そ
れ
ゆ

え
ま
ず
、
宗
教
現
象
を
「
病
理
」
と
し
て
解
釈
す
る
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル

学
派
の
医
学
的
宗
教
研
究
は
、
科
学
的
世
界
観
に
よ
る
宗
教
的
世
界
観
へ

の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
新
聞
な
ど
の
一
次
資
料
か
ら
は
、
第
三
共
和
政
初
期
の
当
事
者
た

ち
も
、
そ
れ
を
科
学
に
よ
る
宗
教
へ
の
攻
撃
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
著
作
の
内
容
を
仔
細
に
検
討
す
れ

ば
、
サ
ル
ペ
ト
リ
エ
ー
ル
学
派
の
医
学
的
宗
教
研
究
は
、
科
学
的
世
界
観

へ
の
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実

際
、
叢
書
第
九
巻
は
、
科
学
が
宗
教
に
「
代
わ
る
」
べ
き
こ
と
を
主
張
し

て
い
る
し
、
シ
ャ
ル
コ
ー
の
共
著
『
芸
術
の
中
の
悪
魔
憑
き
』
は
、
悪
魔

憑
き
と
ヒ
ス
テ
リ
ー
患
者
の
同
一
視
が
、
悪
魔
憑
き
を
癒
す
聖
人
と
ヒ
ス

テ
リ
ー
患
者
を
治
療
す
る
医
師
の
類
似
性
を
想
起
さ
せ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。

近
代
前
夜
イ
ギ
リ
ス
帝
国
に
お
け
る
俗
人
の
経
済
生
活
と
宗
教
実
践

清
水
　
俊
毅

　

筆
者
は
「
経
済
と
宗
教
」
と
い
う
大
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
あ

る
時
点
の
諸
個
人
の
意
識
が
左
右
で
き
ぬ
「
固
い
」
構
造
的
必
然
を
生
み

出
す
下
部
構
造
に
、
上
部
構
造
が
刻
み
つ
け
て
い
く
歴
史
的
影
響
に
関
心

を
抱
い
て
い
る
。
中
で
も
「
宗
教
的
な
財
物
の
使
用
法
」
の
顕
著
な
例
と

し
て
の
「
与
え
る
」
行
為
、
具
象
的
に
言
い
換
え
れ
ば
慈
善
行
為
等
に
注
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し
た
大
き
な
変
化
の
中
間
事
例
と
す
る
こ
と
を
期
待
で
き
る
。
ま
た
非
信

従
派
諸
派
の
共
同
体
扶
助
と
い
う
性
質
は
、
筆
者
が
定
式
化
し
た
宗
教
改

革
倫
理
に
よ
く
適
合
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
良
い
事
例
と
な
る
。

西
洋
近
世
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
魔
女
と
社
会
的
周
縁
者

黒
川
　
正
剛

　

中
世
史
家
Ｇ
・
ゲ
ル
ト
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
中
世
後
期
の
都
市
に
設
立
さ

れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
地
区
、
レ
プ
ラ
施
療
院
、
売
春
宿
等
は
社
会
的
周
縁
者
を

根
絶
で
は
な
く
統
合
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
に
対
す
る
都
市
の
「
半
包

摂
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
社
会
的
周
縁
者
の
「
受
け

入
れ
、
共
生
、
構
造
化
さ
れ
た
寛
容
」
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
近
世
に
な
る
と
、
彼
ら
を
永
遠
に
追
放
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
地
区
や
売
春
宿

を
市
壁
外
に
設
置
す
る
こ
と
が
進
め
ら
れ
た
（「
社
会
的
逸
脱
」、
Ｃ
・
シ

ャ
ゼ
ル
他
（
赤
阪
俊
一
訳
）『
現
代
を
読
み
解
く
た
め
の
西
洋
中
世
史
』

明
石
書
店
、
二
〇
一
四
所
収
）。

　

魔
女
狩
り
が
猛
威
を
振
る
っ
た
の
が
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀

前
半
に
か
け
て
の
近
世
社
会
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
な

仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
①
中
世
社
会
は
社
会
的
周
縁
者

を
半
包
摂
し
、
人
々
は
日
常
的
に
彼
ら
を
直
接
目
に
し
、
受
け
入
れ
、
共

生
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
社
会
的
周
縁
者
の
「
見
え
る
化
／
マ
テ
リ
ア
ル

化
」
を
意
味
す
る
。
②
一
方
、
近
世
社
会
は
彼
ら
を
包
摂
せ
ず
、
拒
絶
・

迫
害
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
見
え
な
い
化
／
非
マ
テ
リ
ア
ル
化
」
を

意
味
す
る
。
③
中
世
末
期
に
誕
生
し
、
近
世
に
爆
発
的
に
発
展
す
る
印
刷

メ
デ
ィ
ア
は
、「
見
え
な
い
化
」
さ
れ
た
社
会
的
周
縁
者
を
文
字
化
（
ビ

ラ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）・
画
像
化
（
木
版
画
）
す
る
こ
と
を
通
し
て
「
見

進
す
る
宗
教
思
想
の
発
展
」
な
ど
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
が
十
九
世
紀
に
お

け
る
爆
発
的
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
発
展
を
用
意
し
、
先
述
の
現
在
的
規
模

に
帰
結
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
（
こ
れ
が
な
か
っ
た
大
陸
諸
国
は
、

啓
蒙
的
近
代
国
家
に
よ
る
一
律
的
福
祉
に
英
系
諸
国
よ
り
大
き
く
依
存
す

る
こ
と
に
な
っ
た
）。

　

筆
者
は
従
来
、
大
思
想
家
の
言
行
を
中
心
に
研
究
を
行
な
っ
て
き
た

が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
大
衆
的
な
実
践
の
現
場
か
ら
も
理
論
が
支
え
ら
れ

る
べ
き
と
も
考
え
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
発
表
で
は
ロ
ン
ド
ン
で
行
っ
た

史
料
収
集
を
基
に
し
て
、
対
象
と
す
る
時
代
の
具
体
的
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
の

事
例
を
示
し
、
そ
こ
に
見
出
せ
る
宗
教
的
背
景
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
と

し
た
。
ま
ず
十
九
世
紀
初
頭
ロ
ン
ド
ン
に
現
れ
出
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
便
覧

か
ら
、
十
八
世
紀
成
立
で
か
つ
私
人
の
名
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
抜
き
出

し
、
そ
の
情
報
を
現
地
の
文
書
館
や
郷
土
史
料
か
ら
探
し
た
。
結
果
と
し

て
一
つ
の
史
料
群
を
得
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ビ
ィ
慈
善
住
宅
と
い
う
名
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
で
あ
る
が
、
十
八
・
十
九
世
紀
の
文
献
を
援
用
し
つ
つ
そ
の
性
質

を
検
討
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
分
か
っ
た
。
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
所
謂
ピ

ュ
ー
リ
タ
ン
あ
る
い
は
非
信
従
派
の
一
派
・
長
老
派
に
属
す
一
個
人
が
、

長
老
派
共
同
体
の
福
祉
の
た
め
に
出
資
・
創
立
し
た
。
だ
が
間
も
な
く
、

非
信
従
派
内
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
に
な
っ
て
い
た
独
立
派
の
人
脈
と
接
近

し
、
同
派
伝
統
の
名
士
と
結
婚
し
て
そ
の
結
合
を
象
徴
さ
せ
る
。
そ
う
し

て
彼
ら
に
維
持
運
営
が
委
託
さ
れ
た
が
、
運
営
母
体
と
な
る
具
体
的
な
信

徒
集
団
は
単
一
で
な
く
、
ま
た
個
別
の
集
団
も
独
立
派
・
長
老
派
な
ど
複

数
派
が
共
同
し
て
い
た
。
本
件
は
、
ま
ず
「
宗
教
団
体
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ

ィ
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
団
体
内
の
個
人
が
私
的
に
創
始
し
、
超
団
体

的
な
範
囲
を
基
盤
に
得
て
支
え
ら
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
、
先
に
想
定
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ッ
ト
『
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
フ
ラ
ワ
ー
お
よ
び
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ワ
ー
の

魔
術
の
驚
く
べ
き
暴
露
』
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
部
の
レ
ス
タ
ー
シ
ャ
ー

で
起
こ
っ
た
魔
女
事
件
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
は
ジ
ョ
ウ
ン
・
ウ
ィ
ル
モ
ッ
ト
と
い
う
名
前
の
魔
女
の
尋
問
記
録
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
彼
女
を
描
い
た
木
版
画
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
稚
拙
な

版
画
だ
が
、
粗
末
な
身
な
り
で
松
葉
杖
を
両
脇
に
挟
み
、
左
肩
に
あ
た
か

も
眷
属
の
よ
う
に
猫
の
よ
う
な
姿
の
使
い
魔
を
載
せ
て
い
る
魔
女
の
姿

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
手
に
取
っ
て
こ
の
版
画
を
見
た
者
に
、
不
気
味
な

魔
女
の
リ
ア
ル
な
マ
テ
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

西
洋
近
世
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
い
て
激
増
し
た
、
魔
女
や
社
会
的
周

縁
者
を
扱
っ
た
ビ
ラ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
木
版
画
等
の
マ
テ
リ
ア
ル
な

「
メ
デ
ィ
ア
」
は
、
本
来
不
可
視
で
非
マ
テ
リ
ア
ル
で
あ
る
は
ず
の
存
在

を
可
視
化
・
マ
テ
リ
ア
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宗
教
的
リ
ア
リ
テ
ィ

を
生
み
出
し
、
そ
れ
ら
の
存
在
の
迫
害
を
も
た
ら
し
た
と
言
え
る
の
で
あ

る
。

リ
マ
の
異
端
審
問

谷
口
　
智
子

　

本
論
は
、
十
六
世
紀
中
頃
、
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
で
あ
っ
た
副
王
領
ペ

ル
ー
に
お
い
て
、「
悪
魔
憑
き
」
と
し
て
異
端
審
問
に
か
け
ら
れ
た
女
性

マ
リ
ア
・
ピ
サ
ロ
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
彼
女
が
見
た
夢
や
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

に
、
当
時
の
政
治
、
社
会
情
勢
に
対
す
る
批
判
と
、
来
た
る
べ
き
新
し
い

世
界
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
願
望
が
、
交
錯
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
取
り

上
げ
た
事
例
は
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
国
立
歴
史
文
書
館
所
蔵

の
異
端
審
問
資
料
、
書
類
番
号
一
六
四
七
・
一
『
カ
ト
リ
ッ
ク
両
王
の
都

え
る
化
」
し
、
歪
ん
だ
社
会
的
周
縁
者
＝
他
者
像
を
創
出
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
社
会
的
周
縁
者
＝
他
者
は
悪
し
き
弾
圧
さ
れ
る
存
在
と
し
て
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
核
的
存
在
と
し
て
の
魔
女
が
位
置
づ
け
ら

れ
た
。
④
活
版
印
刷
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
印
刷
物
と
い
う
「
最
先
端

の
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ
る
マ
テ
リ
ア
ル
な
モ
ノ
が
媒
介
（
メ
デ
ィ
ア
）
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
、
想
像
上
の
非
マ
テ
リ
ア
ル
な
存
在
（
魔
女
）

が
、
マ
テ
リ
ア
ル
化
（
リ
ア
ル
な
存
在
と
し
て
認
識
）
さ
れ
、
迫
害
の
標

的
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

二
つ
の
例
を
見
て
み
よ
う
。
作
者
不
詳
「
エ
ス
リ
ン
ゲ
ン
の
お
腹
の
膨

れ
た
乙
女
」（
一
五
四
九
年
）
は
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
一
枚
刷
り
の
ビ

ラ
で
、
上
半
部
に
は
巨
大
に
膨
れ
た
腹
部
を
持
つ
若
い
娘
が
仰
向
け
に
横

た
わ
っ
て
い
る
姿
を
描
い
た
木
版
画
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
下
半
部
に
は

解
説
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
娘
の
原
因
不
明
の
腹
部
膨
張
が
人
々
の
関

心
を
か
き
立
て
見
物
人
が
沢
山
訪
れ
た
こ
と
、
ま
た
腹
部
膨
張
の
驚
異
が

神
の
警
告
と
怒
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
事

件
に
関
す
る
別
の
記
録
に
よ
る
と
、
腹
部
膨
張
は
ペ
テ
ン
で
あ
っ
た
こ
と

が
発
覚
し
、
娘
は
仲
間
と
と
も
に
魔
女
及
び
犯
罪
者
と
し
て
火
刑
に
処
さ

れ
た
と
い
う
。
以
上
か
ら
解
読
で
き
る
こ
と
は
、
娘
の
異
常
な
、
現
実
的

に
は
あ
り
え
な
い
腹
部
膨
張
は
、
ビ
ラ
と
い
う
マ
テ
リ
ア
ル
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
文
字
化
・
画
像
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
見
え
る
化
」
さ

れ
、
マ
テ
リ
ア
ル
と
し
て
立
ち
現
れ
、
こ
の
事
件
を
目
撃
し
た
こ
と
が
な

い
不
特
定
多
数
の
人
々
に
リ
ア
ル
な
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
娘
は
リ
ア
ル
な
魔
女
及
び
犯
罪
者
、

す
な
わ
ち
社
会
的
周
縁
者
と
し
て
断
罪
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
六
一
九
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
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副
王
領
ペ
ル
ー
の
政
治
的
状
況
を
絡
め
な
が
ら
、
こ
の
事
件
の
本
質
に
か

か
わ
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、「
憑
依
」（
そ
れ
が
記
録
の
証
言
に
表
れ
て
い

る
よ
う
に
天
使
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
悪
魔
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
）
の
問

題
を
、
網
野
徹
哉
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
周
辺
的
憑
依
」
の
問
題

と
絡
め
な
が
ら
考
察
し
、
マ
リ
ア
が
家
庭
内
の
不
遇
を
嘆
き
、
外
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
「
悪
魔
憑
き
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

経
緯
を
説
明
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
「
周
辺
的
憑
依
」
が

生
み
出
さ
れ
た
場
を
再
現
し
、
そ
こ
で
行
わ
れ
た
様
々
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
的

預
言
（
副
王
領
ペ
ル
ー
に
関
す
る
も
の
）
に
見
ら
れ
る
、
当
時
の
リ
マ
市

民
の
期
待
す
る
世
界
観
の
一
端
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
こ
の
事
例
を
分
析

し
た
。

リ
マ
異
端
審
問
所
の
秘
密
監
獄
で
死
亡
し
た
女
、
マ
リ
ア
・
ピ
サ
ロ
の
裁

判
記
録
』
で
あ
る
。

　

富
裕
層
の
娘
マ
リ
ア
・
ピ
サ
ロ
に
「
悪
魔
」
が
憑
り
つ
き
、
彼
女
の
祓

魔
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
修
道
士
た
ち
（
イ
エ
ズ
ス
会
や
ド
ミ
ニ
コ
会
な

ど
）
が
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
人
ル
イ
ス
・
ロ
ペ
ス

と
マ
リ
ア
は
男
女
の
関
係
に
な
り
、
情
事
の
結
果
、
子
ど
も
を
産
み
落
と

し
、
始
末
し
て
し
ま
う
。
そ
も
そ
も
母
親
と
の
愛
着
関
係
が
う
ま
く
い
か

ず
、
出
来
の
良
い
妹
と
常
に
比
較
さ
れ
て
不
満
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
マ
リ

ア
は
、
そ
の
家
庭
内
の
不
遇
か
ら
ヒ
ス
テ
リ
ー
状
態
に
な
り
、「
悪
魔
」

憑
き
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ロ
ペ
ス
修
道
士
と
の

秘
密
の
情
事
の
結
果
、
出
産
し
た
赤
子
も
処
理
さ
れ
、
彼
の
女
性
関
係
に

も
嫉
妬
し
て
、
そ
れ
が
原
因
で
彼
女
の
悪
魔
祓
い
に
関
す
る
修
道
士
た
ち

の
様
子
を
暴
露
し
て
し
ま
う
。

　

こ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
男
女
の
事
件
に
も
う
一
つ
の
要
素
が
加
わ
っ

た
時
、
こ
の
事
件
は
、
異
端
審
問
裁
判
と
し
て
、
突
然
、
政
治
的
な
様
相

を
帯
び
る
。
マ
リ
ア
の
祓
魔
師
と
し
て
後
に
登
場
す
る
ド
ミ
ニ
コ
会
の
高

名
な
学
僧
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
が
、「
悪
魔
憑
き
娘
」
マ

リ
ア
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
預
言
を
信
じ
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
が
イ
ン
デ

ィ
オ
擁
護
派
の
ド
ミ
ニ
コ
会
の
ラ
ス
カ
サ
ス
主
義
を
敵
対
視
し
、
彼
ら
を

弾
圧
、
粛
清
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
た
、
当
時
の
リ
マ
副
王
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
デ
・
ト
レ
ド
に
よ
っ
て
、
デ
・
ラ
・
ク
ル
ス
処
刑
を
目
的
と
す
る
重

大
な
異
端
審
問
裁
判
に
導
か
れ
て
し
ま
う
。
結
果
、
マ
リ
ア
は
獄
中
で
若

く
し
て
病
死
、
ロ
ペ
ス
が
追
放
刑
と
い
う
軽
微
な
罪
に
対
し
、
デ
・
ラ
・

ク
ル
ス
は
火
刑
と
い
う
重
い
処
刑
と
な
っ
た
。

　

発
表
者
は
、
マ
リ
ア
・
ピ
サ
ロ
の
事
件
が
起
こ
っ
た
十
六
世
紀
中
頃
の
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死
を
巡
る
場
と
宗
教
共
同
体

│
│ 
原
始
キ
リ
ス
ト
教
と
墓
を
軸
と
し
て 

│
│

土
居　

由
美

　

死
者
を
埋
葬
す
る
場
所
で
あ
り
、
死
を
悼
む
と
と
も
に
死
者
を
記
憶
す

る
場
で
も
あ
る
墓
は
、
死
者
を
巡
っ
て
生
者
が
集
う
場
で
も
あ
る
。
墓
で

生
者
は
死
者
の
霊
や
存
在
を
感
じ
、
死
後
の
救
済
と
再
会
を
希
求
す
る
こ

と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
哲
学
者
ア
ラ
ン
は
、
人
間
と
動
物
の
根
本
的
相
違

点
を
、
墓
を
造
る
か
否
か
と
い
う
点
か
ら
論
じ
た
が
、
生
者
が
参
墓
し
て

行
う
様
々
な
振
る
舞
い
は
、
残
さ
れ
た
生
者
が
死
者
の
死
を
認
め
て
い
く

グ
リ
ー
フ
ワ
ー
ク
の
過
程
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
、
墓
は
死
者
の
魂
の
み

な
ら
ず
生
者
の
魂
の
救
済
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
（
星
野
英
紀
・
池
上
良
正
・
氣
多
雅
子
・
島
薗
進
・
鶴
岡
賀
雄
編
『
宗

教
学
事
典
』
丸
善
株
式
会
社
、
二
〇
一
〇
、
四
九
〇
参
照
）。
古
来
よ
り
、

諸
宗
教
が
墓
に
与
え
る
様
々
な
影
響
が
認
め
ら
れ
て
き
た
が
、
墓
の
形
態

や
墓
所
に
刻
ま
れ
る
文
字
・
象
徴
等
か
ら
も
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
認
識
さ

れ
、
墓
と
宗
教
の
生
成
そ
の
も
の
と
の
関
わ
り
も
想
定
さ
れ
る
。

　

本
発
表
は
、「
死
」
を
巡
る
場
と
し
て
の
墓
を
起
点
と
し
て
、「
死
者
」

を
想
う
生
者
た
ち
の
心
理
的
変
化
過
程
を
経
て
や
が
て
宗
教
共
同
体
が
成

立
し
て
い
く
様
相
を
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
「
墓
」
か
ら
初
期
キ
リ
ス
ト

教
の
「
カ
タ
コ
ン
ベ
（catacom

bs

）」
を
軸
と
し
て
辿
り
、「
死
」
を
巡

る
場
と
し
て
の
「
墓
」
と
宗
教
共
同
体
成
立
の
密
接
な
関
連
性
を
確
認
す

る
こ
と
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
固
有
の
聖
典
で
あ
る
新
約
聖
書
の
四
福
音
書
の
終
局
に

は
、
磔
死
を
遂
げ
た
イ
エ
ス
の
遺
体
が
埋
葬
さ
れ
た
墓
に
女（
た
ち
）が
訪

れ
る
と
、
墓
か
ら
イ
エ
ス
の
遺
体
が
消
失
し
て
い
た
と
い
う
「
墓
」
を
場

と
し
た
逸
話
が
描
か
れ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
境
と
し
て
物
語
は
新
た

な
次
元
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
だ
が
、
こ
の
過
程
を
特
に
劇
的
に
描
く

「
ヨ
ハ
ネ
」
で
は
、
墓
か
ら
イ
エ
ス
の
遺
体
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
を
知

っ
た
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
が
、
途
方
に
暮
れ
て
そ
の
出
来
事
を
な
り
ふ
り

構
わ
ず
訴
え
る
。
男
弟
子
た
ち
は
い
ち
早
く
こ
の
出
来
事
を
「
イ
エ
ス
の

復
活
」
と
捉
え
直
し
て
乗
り
越
え
て
い
く
過
程
を
辿
り
始
め
る
が
、
マ
リ

ア
は
あ
く
ま
で
も
イ
エ
ス
の
遺
体
を
探
し
、
墓
に
留
ま
り
泣
き
続
け
る
。

男
た
ち
に
比
べ
て
マ
リ
ア
の
悲
嘆
は
あ
ま
り
に
も
深
く
、
生
き
た
イ
エ
ス

を
失
っ
て
も
な
お
、
せ
め
て
そ
の
遺
体
の
傍
ら
に
死
者
と
共
に
留
ま
ろ
う

と
し
て
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
物
語
で
は
こ
こ
で
、
深
い
悲
嘆
に
留
ま

り
続
け
る
マ
リ
ア
に
、
他
の
誰
に
対
し
て
よ
り
も
早
く
別
次
元
の
存
在
と

な
っ
た
こ
と
を
示
す
イ
エ
ス
が
姿
を
現
す
。
悲
嘆
の
底
に
沈
む
マ
リ
ア
は

そ
れ
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
や
が
て
ふ
と
「
生
き
た
」
イ
エ

ス
を
体
感
す
る
。
マ
リ
ア
は
な
お
イ
エ
ス
の
「
身
体
」
に
し
が
み
つ
こ
う

と
す
る
が
、
イ
エ
ス
自
身
に
よ
っ
て
そ
れ
を
制
さ
れ
る
。
イ
エ
ス
は
自
ら

が
別
次
元
（
神
の
も
と
）
へ
赴
く
の
だ
と
告
げ
る
と
共
に
、
そ
の
こ
と
を

他
の
者
た
ち
に
も
告
げ
る
よ
う
に
と
マ
リ
ア
に
命
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
は
、
イ
エ
ス
の
死
の
受
容
の
プ
ロ
セ
ス
が
、「
墓
」
と
い
う
場
で
、
悲

嘆
を
経
て
身
体
性
か
ら
精
神
性
の
次
元
へ
と
移
行
し
、
死
者
と
生
者
の
死

を
超
え
た
恒
常
的
で
新
た
な
関
係
性
が
再
構
築
さ
れ
て
い
く
様
が
描
か
れ

て
い
る
。
こ
の
出
来
事
は
「
復
活
」
と
表
現
さ
れ
、
こ
こ
に
新
た
な
宗
教

共
同
体
と
し
て
の
原
始
キ
リ
ス
ト
教
が
萌
芽
す
る
。
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ち
の
教
え
の
う
ち
に
見
出
し
て
い
る
。
死
者
の
た
め
の
聖
餐
儀
礼
の
発
生

は
、
死
者
に
対
し
て
墓
地
で
捧
げ
る
キ
リ
ス
ト
教
時
代
以
前
の
供
物
儀
礼

に
ま
で
遡
る
。
新
約
聖
書
外
典
で
あ
る
聖
ヨ
ハ
ネ
行
伝
に
は
初
期
聖
餐
儀

礼
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
葬
儀
当
日
・
葬
儀
後
三
日
目
・
葬
儀
後

一
年
目
に
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
殉
教
し
た
ス
ミ
ル

ナ
の
ポ
リ
ュ
カ
ル
ポ
ス
（
六
九
―
一
五
五
）
に
対
す
る
追
悼
年
祭
で
も
聖

餐
儀
礼
が
執
行
さ
れ
て
お
り
、
三
世
紀
に
は
命
日
の
死
者
祈
禱
は
習
慣
化

さ
れ
て
い
た
。
四
世
紀
に
は
死
者
祈
禱
や
追
悼
聖
餐
儀
礼
は
公
的
な
も
の

と
な
り
、
三
三
七
年
コ
ン
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
（
二
七
二
―
三
三
七
）
の

葬
儀
に
さ
い
し
て
、
遺
体
を
祭
壇
前
に
安
置
し
て
、
司
祭
や
人
々
は
、
死

者
祈
禱
を
行
っ
た
。
四
世
紀
に
は
様
々
な
追
悼
聖
餐
儀
礼
が
、
と
り
わ
け

死
後
三
日
目
・
七
日
目
・
九
日
目
・
一
三
日
目
・
一
四
日
目
に
執
行
さ

れ
、
六
世
紀
に
は
、
葬
儀
当
日
か
ら
連
続
し
て
三
〜
一
四
日
間
追
悼
聖
餐

儀
礼
が
執
行
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
中
世
期
に
な
る
と
追
悼
儀
礼
は
、
一

組
の
言
葉
を
す
ば
や
く
繰
り
返
す
だ
け
の
無
意
味
か
つ
呪
術
的
な
も
の
へ

劣
化
し
て
、
つ
い
に
は
改
革
者
に
よ
っ
て
追
悼
聖
餐
儀
礼
そ
の
も
の
が
廃

止
さ
れ
た
。
歴
史
的
に
聖
餐
儀
礼
祈
禱
文
は
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
の

死
者
祈
禱
を
反
映
し
て
い
て
、『
ヒ
ッ
ポ
リ
ュ
ト
ス
の
戒
律
』（
三
五
〇
）

を
と
お
し
て
三
世
紀
の
信
仰
生
活
の
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
死
者
祈
禱
に

つ
い
て
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
使
徒
規
定
』（
三
七
五
―
三
八
〇
）

に
は
、
以
下
の
死
者
祈
禱
文
が
あ
る
。「
キ
リ
ス
ト
の
う
ち
に
眠
っ
て
い

る
兄
弟
た
ち
の
た
め
に
祈
ろ
う
。
人
々
を
愛
し
死
せ
し
兄
弟
の
愛
を
受
け

入
れ
る
神
が
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
罪
を
許
し
給
い
、
今
生
の
う
ち
に
神
を
た

た
え
る
人
々
と
と
も
に
、
慈
愛
と
寛
容
を
も
っ
て
死
せ
し
兄
弟
を
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
胸
元
へ
受
け
入
れ
給
い
ま
す
よ
う
に
」。
五
世
紀
に
は
と
り
わ
け

　

や
が
て
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
時
代
（
西
暦
二
世
紀
末
）
に
な
る
と
、
カ

タ
コ
ン
ベ
（catacom

bs

・
地
下
墓
地
）
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
共
同
墓
地

創
設
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
墓
所
で
彼
ら
固
有

の
埋
葬
儀
礼
、
祈
り
、
葬
儀
の
ミ
サ
な
ど
を
行
う
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
共
同
墓
地
は
、
想
い
と
信
仰
と
を
共
有
す
る
者
達

が
死
者
を
埋
葬
す
る
場
所
だ
が
、
の
み
な
ら
ず
死
者
と
い
う
存
在
を
巡
っ

て
集
い
、
悲
嘆
を
共
有
し
、
死
者
を
悼
み
、
想
起
し
、
祈
り
、
さ
ら
に
新

た
な
次
元
に
お
け
る
死
者
と
の
関
係
性
を
実
感
し
、
確
認
し
な
が
ら
、
宗

教
的
信
念
を
生
成
発
展
さ
せ
、
維
持
す
る
場
で
あ
っ
た
。
死
者
は
生
者
に

と
っ
て
死
を
経
て
な
お
近
し
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
生
者
に
と
っ
て
の

現
世
と
超
越
的
世
界
を
媒
介
す
る
存
在
と
も
な
り
、
墓
は
死
者
と
生
者
を

繋
ぐ
場
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
か
ら
宗
教
の
生
成
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
「
墓
」
は
や
が
て
教
会
へ
と
場
を
移
し
て
い
っ
た

こ
と
か
ら
も
、「
墓
」
と
宗
教
共
同
体
成
立
と
の
不
可
分
の
関
連
性
を
追

認
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
え
る
。

キ
リ
ス
ト
教
死
者
供
養
祈
禱
の
儀
礼
史

│
│ 

Ｋ
・
マ
ッ
カ
ル
を
と
お
し
て 

│
│

中
里　
　

巧

　

一
世
紀
の
初
期
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
は
、
死
者
祈
禱
の
責
務
を
自
覚
し
て

お
り
、
殉
教
者
（
致
命
者
）
の
墓
の
う
え
で
、
ま
た
そ
の
周
囲
に
埋
葬
さ

れ
た
殉
教
者
に
準
ず
る
死
者
の
記
念
日
（
聖
名
日
）
に
、
聖
餐
儀
礼
を
行

い
、
東
方
教
会
で
は
ヨ
ア
ン
ネ
ス
＝
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
（
金
口
イ
オ
ア

ン
：
三
四
九
―
四
〇
七
）
が
、
西
方
教
会
で
は
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
（
二
〇
〇

―
二
五
八
）
が
、
こ
う
し
た
死
者
の
た
め
の
聖
餐
儀
礼
の
由
来
を
使
徒
た
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―
一
五
八
二
）
な
ど
の
聖
人
は
、
煉
獄
の
霊
魂
に
対
す
る
祈
禱
に
専
心
し

て
い
た
こ
と
で
敬
わ
れ
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
と
っ
て
死
と
は
何
か

│
│ 

死
を
語
る
、
死
者
を
語
る 

│
│

奥
堀
亜
紀
子

　
〈
死
を
語
る
こ
と
〉
と
〈
死
者
を
語
る
こ
と
〉
に
違
い
は
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。『
死
』
の
冒
頭
で
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
死
を
現
象
と
神
秘
に

分
け
て
い
る
。
ま
ず
死
の
現
象
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
自

然
学
が
語
る
死
を
念
頭
に
置
い
て
、
彼
ら
が
扱
う
死
に
は
い
か
な
る
神
秘

も
な
く
、
た
だ
単
に
一
つ
の
自
然
法
則
、
一
つ
の
正
常
な
経
験
で
捉
え
う

る
現
象
が
あ
る
だ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
悲
劇
的
性
格
も
取
り
除
か
れ
て
い
る

と
述
べ
て
い
る
。
死
の
現
象
に
反
し
て
死
の
神
秘
は
、
死
が
個
人
の
悲
劇

の
一
つ
、
家
族
の
不
幸
の
一
つ
で
あ
り
、
消
滅
し
た
人
間
の
独
自
存
在
は

置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
そ
の
人
の
消
失
は
償
わ

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
と
ど
ま
る
。

　

ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
と
っ
て
、
ど
ち
ら
の
死
も
「
相
矛
盾
す
る
自

明
な
こ
と
」
で
あ
る
。
だ
が
実
の
と
こ
ろ
、
二
つ
の
相
矛
盾
す
る
自
明
な

死
は
、
私
た
ち
が
死
を
語
る
上
で
も
ち
う
る
三
つ
の
視
点
と
な
る
。
こ
れ

ら
の
三
つ
の
視
点
を
と
お
し
て
、
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
死
の
人
称
性

を
論
じ
て
い
る
。
彼
が
参
照
し
て
い
る
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
イ
ワ
ン
・
イ
リ

ッ
チ
の
死
』
に
登
場
す
る
イ
ワ
ン
と
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
視
点
を
と
お
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
見
え
て
く
る
死
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
イ
ワ
ン

は
『
イ
ワ
ン
・
イ
リ
ッ
チ
の
死
』
と
い
う
題
名
に
も
な
っ
て
い
る
よ
う

に
、
死
が
訪
れ
た
第
一
人
称
に
当
て
は
ま
る
人
物
の
名
前
で
あ
る
。
イ
ワ

平
日
に
、「
イ
エ
ス
の
祈
り
」
を
唱
え
な
が
ら
死
者
を
記
憶
し
た
。
ま
た
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
修
道
院
で
日
常
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
初
期
の
『
ボ
ッ

ビ
オ
典
礼
書
』（
八
〇
〇
）
の
な
か
に
は
、
死
者
祈
禱
が
含
ま
れ
て
い
る
。

死
者
祈
禱
は
、
ラ
テ
ン
典
礼
に
継
承
さ
れ
て
八
世
紀
後
半
に
は
聖
職
者

は
、
聖
餐
祈
禱
に
さ
い
し
て
、
二
枚
折
り
書
字
版
を
使
っ
て
、
死
去
し
て

い
る
有
力
者
や
高
位
聖
職
者
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
す
べ
て
の
礼
拝
参
禱

者
が
こ
れ
ら
の
人
々
の
霊
魂
の
た
め
に
祈
っ
た
。
東
方
教
会
で
は
、
ヨ
ア

ン
ネ
ス
＝
ク
リ
ュ
ス
ト
モ
ス
（
金
口
イ
オ
ア
ン
）
が
、「
聖
な
る
献
げ
物

が
祭
壇
に
置
か
れ
る
と
き
私
た
ち
は
、
死
者
の
霊
魂
の
救
済
を
願
っ
て
神

を
説
得
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
お
り
、
エ
ジ
プ
ト
最
古
の

典
礼
集
で
あ
る
『
ト
ゥ
ム
イ
ス
の
セ
ラ
ピ
オ
ン
の
典
礼
集
』
に
は
、
以
下

の
よ
う
な
死
者
祈
禱
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。「
主
の
う
ち
に
死
去

し
た
者
す
べ
て
を
清
め
、
汝
の
聖
な
る
群
れ
に
受
け
入
れ
、
平
安
と
汝
の

国
に
お
け
る
住
ま
い
を
与
え
給
え
」。
死
者
を
そ
の
祈
禱
で
救
っ
た
聖
人

伝
承
に
つ
い
て
は
、
殉
教
者
ペ
ル
ペ
ト
ゥ
ア
（
二
〇
三
年
没
）
を
指
摘
で

き
、「
兄
弟
デ
ノ
ク
ラ
テ
ス
が
幻
視
の
う
ち
に
現
れ
た
と
き
、
聖
ペ
ル
ペ

ト
ゥ
ア
は
獄
中
に
い
た
。
デ
ノ
ク
ラ
テ
ス
は
負
傷
し
て
泉
か
ら
水
を
飲
む

こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
見
え
た
の
で
、
聖
ペ
ル
ペ
ト
ゥ
ア
は
、
デ
ノ
ク

ラ
テ
ス
の
た
め
に
祈
る
必
要
が
あ
る
と
理
解
し
た
。
聖
ペ
ル
ペ
ト
ゥ
ア

は
、
デ
ノ
ク
ラ
テ
ス
が
天
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
よ
う
毎
日
祈
り
、
幻
視
の

う
ち
に
デ
ノ
ク
ラ
テ
ス
が
平
安
で
癒
や
さ
れ
て
永
遠
の
泉
か
ら
水
を
飲
む

こ
と
で
き
る
の
を
見
て
、
報
わ
れ
た
」
と
マ
ッ
カ
ル
は
述
べ
て
い
る
。
聖

人
に
よ
る
死
者
救
済
伝
承
の
伝
統
は
、
ロ
ー
マ
ン
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は

死
者
の
日
（
万
霊
説
）
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
カ
テ

リ
ー
ナ
（
一
四
一
三
―
一
四
六
三
）・
ア
ヴ
ィ
ラ
の
テ
レ
サ
（
一
五
一
五
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つ
に
区
別
し
て
語
る
と
き
、
そ
の
議
論
は
死
者
を
語
る
こ
と
と
も
言
え
る

の
だ
ろ
う
か
。『
死
』
の
第
二
部
に
お
い
て
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、

「
人
が
瞬
間
に
状
態
を
、
死
に
死
者
を
置
き
か
え
よ
う
と
す
る
誘
惑
に
駆

ら
れ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
周
辺
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
「
こ
と
ば
で
語
り
え
な
い
瞬
間
に
対
す
る
恥
じ
ら
い
」
を
ご
ま
か
す

方
法
で
あ
る
。
死
の
瞬
間
は
い
か
に
し
て
も
認
識
の
対
象
と
は
な
ら
ず
、

思
索
や
推
論
の
素
材
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
た
ち

は
死
の
瞬
間
に
つ
い
て
何
か
語
ろ
う
と
し
て
、
死
の
瞬
間
を
死
の
状
態

に
、
死
を
死
者
に
置
き
換
え
て
語
る
。
さ
ら
に
死
の
瞬
間
に
つ
い
て
語
る

こ
と
が
で
き
な
い
私
た
ち
は
、
死
と
い
う
出
来
事
が
宿
命
の
一
撃
を
越
え

て
連
続
す
る
よ
う
に
、
人
を
弔
う
。
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に
と
っ
て
、

死
を
語
る
こ
と
は
決
し
て
そ
の
ま
ま
死
者
を
語
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
死
の
哲
学
か
ら
死
者
の
哲
学
へ
の
移
行
に
は
さ
ら
な
る
多
く
の

問
い
が
必
要
と
な
る
。

タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
と
死
の
近
代

│
│ 

キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
死
生
観 

│
│

大
黒　

正
伸

　

人
間
の
死
に
対
す
る
態
度
は
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
す
る
。
と
す
れ
ば
、

死
に
も
「
近
代
」
が
あ
る
。
医
療
と
科
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
近
代
社
会

は
、
死
に
対
す
る
独
特
の
態
度
を
形
成
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、「
機
能
的
」

な
死
生
観
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

　

二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者
タ
ル
コ
ッ
ト
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
こ

う
し
た
「
死
の
近
代
」
を
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
事
例
に
つ
い
て
考
察
し
た

一
人
で
あ
る
。
個
人
の
生
物
学
的
な
「
死
」
は
、
社
会
に
と
っ
て
「
機
能

ン
は
中
央
裁
判
所
の
判
事
で
あ
っ
た
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
は
、
イ
ワ
ン
の
同
僚

で
法
律
学
校
時
代
か
ら
の
親
友
で
あ
る
。
同
僚
と
い
う
彼
ら
の
関
係
性
か

ら
見
え
て
く
る
第
一
の
死
は
、
死
が
訪
れ
た
イ
ワ
ン
自
身
に
と
っ
て
の

死
、
つ
ま
り
第
一
人
称
の
死
で
あ
る
。
し
か
し
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
に

よ
れ
ば
、
第
一
人
称
の
視
点
か
ら
見
え
て
く
る
死
は
け
っ
し
て
訪
れ
な
い

未
来
で
あ
る
。
死
ぬ
当
人
で
あ
る
第
一
人
称
は
「
私
は
死
ぬ
だ
ろ
う
」
と

未
来
形
で
言
う
こ
と
は
で
き
る
が
、「
私
は
死
ぬ
」
と
現
在
形
、
ま
し
て

や
「
私
は
死
ん
だ
」
と
過
去
形
で
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
で
彼
ら

の
関
係
性
か
ら
見
え
て
く
る
第
二
の
死
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
や
他
の
同
僚
た

ち
に
と
っ
て
の
イ
ワ
ン
の
死
で
あ
る
。
イ
ワ
ン
を
町
の
判
事
と
認
識
す
る

同
僚
の
立
場
か
ら
見
る
イ
ワ
ン
の
死
は
「
一
連
の
任
命
、
転
任
、
昇
進
を

巻
き
起
こ
す
一
つ
の
《
死
亡
通
知
欄
》
上
の
出
来
事
」
と
な
る
。
こ
の
場

合
、
死
は
神
秘
学
の
領
野
に
は
属
さ
ず
、
悲
劇
は
現
象
の
ま
ま
で
あ
る
。

イ
ワ
ン
の
同
僚
た
ち
が
死
ん
だ
者
の
顔
を
浮
か
べ
る
こ
と
は
け
っ
し
て
な

く
、
死
者
は
非
人
格
的
で
、「
顔
を
も
た
ぬ
第
三
人
称
」
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
イ
ワ
ン
の
死
を
「
家
族
の
不
幸
の
一

つ
」
と
も
表
現
し
て
い
る
。
同
僚
と
い
う
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
イ
ワ
ン
の
死

を
見
る
こ
と
の
で
き
る
相
手
で
は
な
く
、
ま
る
で
自
分
が
死
ん
だ
か
の
よ

う
に
イ
ワ
ン
の
死
を
見
る
近
し
い
第
二
人
称
の
視
点
で
あ
る
。
第
二
人
称

と
な
る
「
き
み
」
は
、
第
三
人
称
の
無
名
性
あ
る
い
は
相
互
置
換
の
可
能

性
と
は
異
な
り
、
そ
の
人
自
身
の
存
在
の
「
此
在
性
」
を
容
認
さ
せ
る
。

ほ
と
ん
ど
私
の
死
で
あ
る
か
の
よ
う
な
「
き
み
」
の
死
は
、「
私
」
の
哲

学
を
中
心
と
し
た
死
の
考
察
に
肩
を
貸
し
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
私

た
ち
は
死
の
問
題
を
哲
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

だ
が
以
上
の
よ
う
に
ジ
ャ
ン
ケ
レ
ヴ
ィ
ッ
チ
が
死
を
人
称
を
用
い
て
三
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そ
う
し
た
「
神
話
」
的
構
造
の
典
型
を
、
脳
死
と
臓
器
移
植
、
す
な
わ

ち
ド
ナ
ー
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
関
係
に
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
見
て
い
た
。
パ
ー

ソ
ン
ズ
は
所
謂
「
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
脳
死
基
準
」
に
関
与
し
た
人
物
で
も
あ

っ
た
。
彼
は
、
あ
く
ま
で
近
代
主
義
者
で
あ
っ
た
、
そ
こ
に
は
「
古
き

良
き
伝
統
」
に
対
す
る
郷
愁
は
な
い
。「
人
間
中
心
的
見
地
」
に
基
づ
く

「
人
間
の
条
件
」
と
い
う
発
想
が
そ
こ
に
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
パ
ー
ソ

ン
ズ
は
近
代
に
お
け
る
宗
教
と
社
会
と
の
「
調
和
」
を
論
じ
た
の
で
あ

る
。
彼
に
と
っ
て
、
脳
死
は
地
上
に
お
け
る
人
格
の
死
で
あ
り
、
臓
器
を

他
者
に
提
供
す
る
こ
と
は
他
者
を
と
お
し
た
神
聖
な
返
礼
で
あ
る
。

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
と
っ
て
も
死
は
悲
劇
で
あ
り
苦
痛
で
あ
る
。
し
か

し
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
死
の
受
容
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
パ
タ
ン
を
強
調
す

る
。「
強
き
良
き
心
（good courage

）」
に
よ
っ
て
死
と
い
う
知
ら
れ

ざ
る
未
来
に
立
ち
向
か
う
こ
と
こ
そ
が
、
死
の
近
代
で
は
要
請
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

た
だ
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
こ
う
し
た
楽
観
的
で
「
英
雄
的
」
な
死
生
観
に

対
し
て
、
報
告
者
は
い
さ
さ
か
疑
義
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な
贈
与
神

話
を
持
た
な
い
文
化
や
社
会
で
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
世

界
は
「
贈
与
共
同
体
」
に
な
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
超
越
的
な
「
返
礼
相

手
」
の
い
な
い
世
界
で
、
匿
名
の
共
同
体
は
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
現
代

の
「
死
」
は
ま
す
ま
す
機
械
的
・
自
動
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
管
理

さ
れ
た
機
能
と
し
て
の
「
死
」
は
、
一
種
の
「
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
」
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

的
」
で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
人
口
の
均
衡
維
持
・
世
代
交
代
と
い
う
側
面
、

も
う
ひ
と
つ
は
個
人
は
死
に
よ
っ
て
「
先
祖
」
と
い
う
敬
意
の
対
象
た
る

共
同
体
の
一
員
に
な
る
と
い
う
側
面
が
そ
う
し
た
機
能
の
一
部
で
あ
る
。

し
か
し
、
先
端
医
療
の
影
響
は
、
さ
ら
に
複
雑
な
位
相
を
人
間
の
死
に
付

与
し
た
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
そ
れ
を
脳
死
と
臓
器
移
植
が
持
つ
社
会
的
な

意
味
と
宗
教
的
な
意
味
と
の
関
連
を
通
し
て
考
察
し
て
い
っ
た
。

　

会
衆
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
家
庭
に
育
っ
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
社
会
と

信
仰
と
の
関
係
に
深
い
関
心
を
持
ち
続
け
た
。
彼
に
と
っ
て
、
ま
た
ア
メ

リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
と
っ
て
、
地
上
に
お
け
る
人
間
の
生
は
「
神

の
王
国
」
実
現
に
対
す
る
神
の
道
具
（instrum

ents

）
で
あ
り
、
観
念

で
は
な
く
実
行
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
こ
う
し
た
態
度
を

「
道
具
的
活
動
主
義
（instrum

ental activism

）」
と
呼
ん
だ
。

　

一
方
で
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
は
自
分
の
生
が
神
か
ら

の
「
贈
与
（Gift

）」
で
あ
る
と
い
う
象
徴
的
な
感
情
構
造
（
贈
与
複
合

（Gift Com
plex

））
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
。
そ
れ
は
中
世
の
西
方

教
会
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
た
の
だ
が
、
創
造
主
た
る
神
は
独
り
子
イ
エ

ス
を
人
類
の
贖
罪
の
犠
牲
と
し
て
与
え
た
と
さ
れ
た
。「
贈
与
」
に
は
返

礼
の
義
務
が
生
じ
る
。
地
上
の
生
を
終
え
る
と
き
、
人
間
は
生
と
い
う
神

聖
な
贈
与
を
信
仰
に
よ
っ
て
返
礼
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
こ
う
し
た
人
生
と
い
う
「
生
の
贈
与
」
は
、
個
々
に
よ
っ

て
幸
・
不
幸
様
々
で
あ
る
。
他
方
で
、
返
礼
の
義
務
は
平
等
に
あ
る
。
個

人
に
と
っ
て
困
難
な
「
返
礼
」
を
社
会
と
し
て
行
う
道
こ
そ
が
、
医
療
で

あ
る
。
パ
ー
ソ
ン
ズ
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
け
る
医
療
は
、

「
贈
与
強
化
」
の
活
動
で
あ
り
、
医
療
に
よ
っ
て
人
間
社
会
は
「
贈
与
共

同
体
」
た
り
え
る
。
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し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
は
、
彼
が
選
ん
だ
道
で
は
な
く
、
父
の
意

志
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
御
父
が
承
認
し
、
そ
れ
に
同
意
を
与
え

た
こ
と
で
あ
る
、
と
も
解
釈
さ
れ
る
（
佐
藤
敏
夫
『
キ
リ
ス
ト
教
神
学
概

論
』
新
教
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
二
〇
七
頁
）。
こ
の
点
か
ら
も
ナ
ウ

エ
ン
が
直
接
的
に
語
る
な
ら
ば
、
死
に
直
面
し
て
い
る
者
は
、
イ
エ
ス
に

あ
っ
て
の
新
た
な
生
へ
の
希
望
を
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
ナ
ウ
エ
ン
は
、
イ
エ
ス
の
復
活
は
、「
父
な
る
神
の
愛
の
完

全
な
確
証
」
で
あ
り
、
イ
エ
ス
と
す
べ
て
の
神
の
子
供
達
に
対
す
る
父
な

る
神
の
忠
実
さ
を
あ
ら
わ
す
も
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
イ

エ
ス
の
復
活
は
、「
神
に
属
す
る
も
の
で
無
駄
に
な
る
も
の
は
何
も
な
い

こ
と
を
あ
ら
わ
す
父
な
る
神
の
方
法
で
あ
る
」、
と
ナ
ウ
エ
ン
は
説
明
し

て
い
る
。
終
末
論
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
ナ
ウ
エ
ン
は
、
体
の
復
活

と
永
遠
の
生
命
に
は
少
し
触
れ
て
い
る
が
、
直
接
的
に
キ
リ
ス
ト
の
再

臨
、
神
の
国
の
完
成
と
い
う
点
か
ら
希
望
を
語
っ
て
な
い
。
肉
体
的
に
滅

び
て
も
、
主
が
再
び
来
て
く
だ
さ
る
。
そ
し
て
、
新
天
新
地
で
、
神
が
人

と
共
に
住
ん
で
く
だ
さ
り
、
死
も
、
悲
し
み
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
点
か
ら
の
希
望
は
、
死
を
超
え
る
希
望
で
あ
り
、
現
世
で
の
苦
し
み
を

軽
減
し
て
く
れ
る
。

　

イ
エ
ス
に
よ
る
贖
い
は
、
私
た
ち
が
互
い
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
こ
と
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
た
め
で
も
あ
る
と
い
う
強
調
点
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
は

新
た
な
生
を
意
味
す
る
と
い
う
強
調
点
、
イ
エ
ス
の
復
活
は
、
父
な
る
神

の
愛
の
完
全
な
確
証
で
あ
る
と
い
う
強
調
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を

神
学
的
に
考
察
す
る
と
、
罪
の
赦
し
に
よ
る
希
望
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
、

神
の
国
の
完
成
と
い
う
観
点
か
ら
の
希
望
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に

は
語
ら
れ
て
い
な
い
点
を
指
摘
で
き
る
。

ヘ
ン
リ
・
ナ
ウ
エ
ン
の
死
に
直
面
し
て
い
る
者
へ
の
希
望
の
理
解
の
考
察

武
田　

厚
子

　

ナ
ウ
エ
ン
の
死
に
直
面
し
て
い
る
者
に
語
ら
れ
る
希
望
理
解
を
、
ナ

ウ
エ
ン
の
イ
エ
ス
理
解
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
の
が

こ
の
論
考
の
目
的
で
あ
る
（
主
に
、O

ur G
reatest G

ift: A
 M

edita-
tion on D

ying and Caring, London: H
odder and Stoughton, 

1994

）。
死
と
は
、
ナ
ウ
エ
ン
に
と
っ
て
、
基
本
的
に
「
永
遠
の
生
へ
の

門
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
と
し
て
は
、H

ernandez

が
指
摘
し
た
ナ
ウ
エ
ン
の
「
私

た
ち
の
生
は
種
を
ま
く
時
間
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
は
、
死
に
直
面
し
て

い
る
者
に
と
っ
て
希
望
と
な
る
（W

il H
ernandez, H

enri N
ouw

en 
and Spiritual Polarities: A

 Life of T
ension, N

ew
 Jersey: 

Paulist Press, 2012, pp. 100︲101
）。
私
た
ち
は
永
遠
か
ら
永
遠
を

生
き
て
お
り
、
こ
の
世
で
の
種
を
ま
く
期
間
は
何
も
無
駄
に
は
な
ら
な
い

と
信
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ナ
ウ
エ
ン
の
イ
エ
ス
理
解
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
贖
い
は
、「
互
い
の

兄
弟
姉
妹
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
た
め
で
も
あ
る
」
と

い
う
こ
と
を
、
ナ
ウ
エ
ン
は
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ナ
ウ
エ
ン
は
、

罪
か
ら
の
救
い
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
述
べ
て
い
な
い
。
御
子
を
私
た
ち

の
救
い
の
た
め
に
死
に
渡
さ
れ
た
御
父
の
愛
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
よ
る

罪
の
赦
し
に
よ
る
希
望
に
つ
い
て
は
、
直
接
的
に
語
ら
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
ナ
ウ
エ
ン
に
よ
る
と
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
は
、
イ
エ
ス
の
生
涯

が
「
限
り
な
く
実
り
あ
る
も
の
と
な
っ
た
」
こ
と
を
意
味
す
る
。
私
た
ち

が
死
に
直
面
し
て
い
る
と
き
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
を
基
に
、
新
た
な
生
が

生
ま
れ
出
る
こ
と
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
ナ
ウ
エ
ン
は
語
る
。
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対
象
と
す
る
の
は
、
上
述
の
諸
理
論
に
（
恐
怖
理
論
へ
の
反
発
が
発
足
の

基
礎
と
な
っ
た
）
意
味
管
理
理
論
を
加
え
た
、
五
つ
の
理
論
で
あ
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
宗
教
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
理
論
で
あ

る
こ
と
、
論
争
あ
る
い
は
相
互
補
完
と
い
う
形
で
互
い
に
関
係
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
最
近
の
北
米
に
お
け
る
宗
教
心
理
学
研
究
の
全
体
像
を
把
握

す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
理
論
的
視
点
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
理
論
に
お
け
る
死
の
概
念
に
的
を
絞

り
、
死
や
死
体
に
対
す
る
態
度
が
宗
教
信
仰
と
ど
う
繋
が
り
、
不
死
や
死

後
の
世
界
へ
の
信
仰
が
人
々
の
精
神
生
活
や
健
康
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
る
か
に
つ
い
て
の
言
説
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
最
近
の
北
米
心
理
学

研
究
に
お
け
る
死
と
宗
教
の
関
係
の
捉
え
方
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、

死
が
そ
の
宗
教
論
に
お
い
て
占
め
る
位
置
や
死
の
問
題
を
調
査
の
中
で
取

り
上
げ
る
頻
度
な
ど
を
基
準
に
考
え
た
場
合
、
本
研
究
が
対
象
と
し
て
い

る
諸
理
論
は
「
死
を
中
心
的
な
大
問
題
と
す
る
」
見
方
と
「
死
は
二
次
的

な
問
題
で
し
か
な
い
」
と
す
る
見
方
を
二
つ
の
対
極
と
し
て
持
つ
思
想
の

連
続
体
を
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
死
を
中
心
的
な
大

問
題
」
と
す
る
見
方
に
位
置
す
る
の
は
宗
教
を
死
の
不
安
の
究
極
の
緩
衝

と
し
て
捉
え
る
恐
怖
管
理
理
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
極
に
比
較
的
に

近
い
の
は
、
宗
教
を
死
と
生
の
意
味
の
源
泉
と
し
て
捉
え
る
意
味
管
理
理

論
で
あ
る
。
二
極
の
中
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
は
普
遍
的
な
不
死
へ
の

欲
求
を
想
定
す
る
宗
教
の
合
理
的
選
択
理
論
で
あ
ろ
う
。「
死
が
二
次
的

問
題
で
し
か
な
い
」
と
い
う
極
に
比
較
的
に
近
い
の
は
、
死
者
や
死
体
に

対
す
る
認
知
的
反
応
の
み
に
注
目
し
が
ち
な
進
化
心
理
学
で
あ
る
。
そ
し

て
、
宗
教
研
究
の
中
で
死
の
問
題
を
あ
ま
り
取
り
上
げ
な
い
愛
着
理
論
が

「
死
が
二
次
的
問
題
で
し
か
な
い
」
と
い
う
極
に
位
置
し
て
い
る
と
考
え

　

ナ
ウ
エ
ン
は
、
主
に
ア
メ
リ
カ
で
、
が
ん
な
ど
で
不
条
理
感
を
も
っ
て

死
ん
で
い
く
人
に
対
し
て
、
霊
的
な
ケ
ア
を
し
て
い
た
。
死
に
直
面
し
て

い
る
者
に
対
し
て
希
望
を
語
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
い
つ
と
は
人
間
に

は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
、
将
来
に
備
え
ら
れ
て
い
る
神
の
約
束
か
ら
希
望

を
導
き
出
す
こ
と
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ナ
ウ
エ
ン
は
、
神
の
愛
の
確
証
、
生
は
永
遠
の
生
の
た
め
の
種
ま
き
の
期

間
で
あ
る
こ
と
、
新
た
な
生
、
絆
を
強
め
る
こ
と
な
ど
を
強
調
す
る
こ
と

で
、
死
に
直
面
し
て
い
る
者
の
不
条
理
感
を
軽
減
し
よ
う
と
考
え
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

北
米
心
理
学
に
お
け
る
宗
教
研
究

│
│ 

死
関
連
の
理
論
的
問
題
を
中
心
に 
│
│

イ
ー
リ
ャ
・
ム
ス
リ
ン

　

本
研
究
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
中
心
に
、
主
と
し
て
、
北
米
心
理
学
に

お
け
る
死
と
宗
教
の
関
係
に
関
す
る
近
年
の
学
術
研
究
を
対
象
と
す
る
。

本
研
究
の
主
な
関
心
は
、
宗
教
全
般
の
存
在
理
由
、
宗
教
の
最
重
要
機

能
、
主
た
る
魅
力
や
特
徴
、
及
び
宗
教
全
般
の
未
来
に
つ
い
て
の
議
論
の

中
で
死
が
占
め
る
位
置
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
研
究
は
、
宗
教
全
般
の

成
立
や
発
生
、
機
能
や
働
き
、
維
持
や
存
続
に
お
け
る
死
の
位
置
・
役
割

と
い
う
概
念
的
な
次
元
に
関
す
る
大
き
な
理
論
的
な
問
題
に
注
目
す
る
研

究
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
本
研
究
で
「
近
年
」
と
は
一
九
八
〇
年
代

初
頭
以
降
の
時
代
を
指
す
。
一
九
八
〇
年
代
初
頭
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初

頭
に
か
け
て
、
恐
怖
管
理
理
論
、
合
理
的
選
択
理
論
、
愛
着
理
論
、
進
化

心
理
学
に
よ
る
宗
教
論
な
ど
、
現
在
に
お
い
て
も
研
究
が
進
展
す
る
幅
広

い
体
系
的
な
宗
教
理
論
や
理
論
的
枠
組
み
が
複
数
登
場
し
た
。
本
研
究
が
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の
倫
理
的
配
慮
（
以
下
こ
れ
を
敬
意
と
呼
ぶ
）
を
め
ぐ
る
倫
理
学
的
議
論

が
進
展
し
た
が
、
他
方
で
、
人
間
的
非
存
在
者
で
あ
る
死
者
へ
の
敬
意

は
、
あ
る
種
問
わ
れ
ざ
る
主
題
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
私
た
ち
の
多
く
は
経

験
的
に
死
者
を
尊
重
し
、
配
慮
す
べ
き
だ
と
考
え
が
ち
で
あ
り
、
理
論
と

経
験
的
現
実
と
の
不
均
衡
が
み
ら
れ
る
。
本
報
告
は
、
ど
の
よ
う
に
、
ど

の
程
度
、
死
者
へ
の
敬
意
が
基
礎
づ
け
ら
れ
う
る
の
か
、
そ
の
一
つ
の
方

法
を
提
起
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

死
者
倫
理
の
困
難
性
は
、
第
一
に
、
死
者
が
非
存
在
者
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
、
そ
の
死
者
へ
は
も
う
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
可
逆
性
が
あ
る

こ
と
に
あ
り
、
こ
の
二
点
が
他
の
応
用
倫
理
（
動
物
倫
理
、
世
代
間
倫
理

な
ど
）
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
二
点
を
む
し
ろ
強
調

し
、
死
者
は
存
在
せ
ず
遡
り
え
な
い
か
ら
こ
そ
他
者
と
し
て
尊
重
す
べ
き

だ
と
す
る
あ
る
種
の
誇
張
的
倫
理
を
、
大
陸
系
の
他
者
論
は
展
開
し
て
き

た
。
他
方
で
、
英
語
圏
に
お
い
て
は
近
年
、
死
者
と
生
者
と
の
共
通
性
を

考
え
る
仕
方
で
死
者
倫
理
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

そ
れ
は
、
死
の
形
而
上
学
な
い
し
死
の
害
の
哲
学
と
呼
ば
れ
る
分
野
に

お
い
て
で
あ
る
。
死
の
害
の
哲
学
は
、
も
と
も
と
死
が
ど
の
よ
う
に
人
に

と
っ
て
害
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
ネ
ー
ゲ
ル

が
提
起
し
た
剥
奪
説
な
ど
を
土
台
と
し
て
、
死
者
は
、
死
後
も
社
会
的
言

説
や
物
語
な
ど
に
お
い
て
「
第
二
度
の
人
格
・
象
徴
的
人
格
」
が
残
り
、

そ
の
人
格
（
端
的
に
い
え
ば
社
会
的
評
価
）
は
害
を
被
り
う
る
、
と
主
張

す
る
論
者
が
登
場
し
た
。
こ
の
議
論
は
、
死
者
倫
理
の
第
一
の
困
難
性
で

あ
る
「
死
者
が
非
存
在
で
あ
る
こ
と
」
の
問
題
を
あ
る
程
度
解
消
し
、
死

者
に
存
在
性
を
与
え
る
「
存
在
論
的
対
応
」
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
研
究
が
対
象
と
し
た
心
理
学
研
究
は
、
死
の

不
安
・
恐
怖
の
働
き
と
精
神
・
行
動
へ
の
影
響
（
恐
怖
管
理
理
論
）、
死

の
意
味
と
生
き
方
へ
の
影
響
（
意
味
管
理
理
論
）、
不
死
へ
の
欲
求
（
合

理
的
選
択
理
論
）、
死
別
の
精
神
的
影
響
と
悲
嘆
の
過
程
（
愛
着
理
論
）、

死
体
や
死
者
に
対
す
る
認
知
的
反
応
、
不
死
の
魂
へ
の
信
仰
の
認
知
的
な

基
盤
（
進
化
心
理
学
）
と
い
っ
た
、
死
の
様
々
な
側
面
を
検
討
し
、
そ
れ

ぞ
れ
貴
重
な
洞
察
や
見
解
を
提
示
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
一

神
教
的
な
来
世
観
に
囚
わ
れ
る
な
ど
、
自
文
化
中
心
主
義
を
は
じ
め
、
複

数
の
課
題
も
抱
え
て
お
り
、
改
善
を
図
る
な
ら
ば
、
以
下
の
諸
点
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
宗
教
信
仰
や
実
践
の
多
様
性
と
多
面
性
を
よ
り
強
く
意

識
す
る
こ
と
。
自
身
の
自
文
化
中
心
的
傾
向
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
よ
り
自

覚
し
、
宗
教
の
理
論
を
提
示
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
主
観
的
な
宗
教
的
嗜

好
を
可
能
な
限
り
排
除
し
、
他
学
派
の
見
解
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。
信

者
の
死
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
論
じ
る
場
合
、
可
能
な
限
り
心
理
学
的

な
実
証
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
ら
の
主
張
と
異
な
る
成
果
を
発
表

し
た
調
査
に
も
真
摯
に
向
き
合
い
、
説
得
力
の
あ
る
形
で
反
論
す
る
こ

と
。
死
体
や
死
者
に
対
す
る
認
知
的
な
反
応
、
死
へ
の
不
安
・
恐
怖
、
あ

る
い
は
大
切
な
他
者
と
の
分
離
と
そ
の
悲
嘆
と
い
う
よ
う
に
、
死
の
ひ
と

つ
の
次
元
に
議
論
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
死
の
問
題
の
多
面
性
を
常
に

意
識
し
た
、
よ
り
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
こ
と
。

死
者
へ
の
敬
意
の
基
礎
づ
け
は
可
能
か

│
│ 

死
者
倫
理
と
宗
教
哲
学 

│
│

佐
藤　

啓
介

　

二
〇
世
紀
後
半
以
降
、
動
物
や
自
然
環
境
な
ど
、
非
人
間
的
存
在
者
へ
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今
な
お
痕
跡
そ
の
他
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
存
在
性
を
完
全
に
は

失
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
因
果
的
哀
切
と
い
う
印
象
を
残
す
点
に
お
い

て
、
不
可
逆
的
存
在
で
も
あ
る
と
考
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
だ
ま

だ
洗
練
さ
せ
る
べ
き
課
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
死
の
害
の
哲
学
を
も
と
に
す

る
以
上
に
洗
練
さ
れ
た
死
者
倫
理
の
基
盤
と
し
て
、
有
効
な
視
野
の
一
つ

を
提
示
す
る
議
論
で
あ
る
と
報
告
者
に
は
思
わ
れ
る
。

小
ガ
イ
バ
期
の
イ
マ
ー
ム
派
に
お
け
る
極
端
派
認
識
の
発
展

平
野　

貴
大

　

本
発
表
の
目
的
は
、
ク
ラ
イ
ニ
ー
（
九
四
一
年
没
）
の
タ
ウ
ヒ
ー
ド
論

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
イ
ニ
ー
の
イ
マ
ー
ム
派
思
想
史
に
お

け
る
神
学
的
貢
献
を
明
ら
か
に
し
、
小
ガ
イ
バ
期
（
八
七
四
―
九
四
一

年
）
に
お
い
て
す
で
に
イ
マ
ー
ム
派
に
よ
る
極
端
派
の
他
者
化
の
プ
ロ
セ

ス
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
発
表
の
中

で
は
、
題
目
の
「
極
端
派
認
識
の
発
展
」
と
い
う
事
例
を
正
確
に
説
明
す

る
た
め
に
、「
タ
ウ
ヒ
ー
ド
論
に
お
け
る
ク
ラ
イ
ニ
ー
の
貢
献
」
と
い
う

副
題
を
設
け
た
。

　

先
行
研
究
で
は
、
一
一
世
紀
の
初
頭
に
イ
マ
ー
ム
派
と
シ
ー
ア
派
諸
派

と
の
間
の
教
義
上
の
境
界
線
が
確
定
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
裏
を

返
せ
ば
、
一
〇
世
紀
末
ま
で
は
イ
マ
ー
ム
派
と
シ
ー
ア
派
諸
派
と
の
間
に

曖
昧
な
教
義
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
当
時
の
シ
ー
ア
派
諸
派

間
の
関
係
性
や
影
響
に
つ
い
て
は
明
確
な
結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
本
発
表
の
主
題
と
な
る
イ
マ
ー
ム
派
と
極
端
派
と
の
関
係
性
に
関
し

て
は
、
両
派
は
最
初
か
ら
別
々
の
集
団
で
あ
っ
た
と
い
う
研
究
か
ら
、
一

一
世
紀
初
頭
ま
で
秘
教
的
教
義
に
お
い
て
極
端
派
と
イ
マ
ー
ム
派
の
間
に

う
し
た
対
応
を
通
し
て
、
死
者
と
生
者
は
と
も
に
第
二
度
の
人
格
を
有

し
、
そ
れ
が
傷
つ
く
と
い
う
点
で
は
共
通
性
を
も
つ
、
ゆ
え
に
、
死
者
は

少
な
く
と
も
生
者
と
同
程
度
に
は
そ
の
第
二
度
の
人
格
と
い
う
点
に
お
い

て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
死
の
害
の
哲
学
を
も
ち
い
た
存
在
論
的
対
応
は
、
確
か
に
死

者
倫
理
の
基
盤
構
築
の
う
え
で
一
定
の
意
義
を
有
す
る
と
い
え
る
が
、
他

方
で
、
第
二
の
問
題
、
不
可
逆
性
の
問
題
を
解
消
し
き
れ
て
い
な
い
問
題

点
が
あ
る
。
生
者
と
は
異
な
り
、
死
者
の
損
な
わ
れ
た
名
声
は
、
死
者
自

身
に
よ
っ
て
は
回
復
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
克
服
し
う
る
死

者
倫
理
の
可
能
性
を
示
し
た
の
が
、
一
ノ
瀬
正
樹
『
死
の
所
有
』（
二
〇

一
一
年
）
で
提
起
さ
れ
た
「
因
果
的
哀
切
」
と
い
う
概
念
で
あ
っ
た
と
報

告
者
は
考
え
る
。
一
ノ
瀬
は
、
死
者
に
対
す
る
存
在
論
的
対
応
に
一
定
の

意
義
を
認
め
つ
つ
、
そ
れ
が
生
者
と
死
者
と
の
共
通
性
を
強
調
す
る
結

果
、
死
者
の
「
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
不
在
の
経
験
（
こ
こ

で
い
う
不
可
逆
性
）
を
捉
え
損
ね
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
こ
で
、
一
ノ

瀬
は
、
死
者
の
人
格
を
、
固
定
的
な
一
点
に
お
い
て
存
在
し
た
も
の
と
し

て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
一
人
が
存
在
し
、
活
動
し
、
い
な
く
な
る

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
残
し
た
痕
跡
や
物
語
な
ど
の
「
因
果
的
連
鎖
」
を
一

つ
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
み
な
し
、
そ
れ
を
人
格
と
し
て
捉
え
る
こ
と
を
提
起
す

る
。
そ
れ
は
、
死
後
も
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
因
果
的
プ
ロ
セ
ス

が
緩
や
か
に
残
存
し
、
少
し
ず
つ
薄
れ
て
い
く
よ
う
な
人
格
で
あ
る
。
そ

し
て
一
ノ
瀬
は
、
私
た
ち
生
き
て
い
る
側
に
残
さ
れ
る
「
い
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
感
覚
的
印
象
を
も
、
死
者
の
そ
の
因
果
的
連
鎖
の
一

部
と
し
て
組
み
込
み
、
そ
れ
を
「
因
果
的
哀
切
」
と
呼
ん
だ
。
つ
ま
り
一

ノ
瀬
の
議
論
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
死
者
は
、
因
果
的
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
は
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配
置
し
た
。
ア
ッ
ラ
ー
の
名
に
関
す
る
議
論
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
属
性
を

「
本
体
の
属
性
」
と
「
行
為
の
属
性
」
に
分
類
す
る
こ
と
、「
名
」
と
「
名

指
し
さ
れ
る
も
の
」
を
区
別
す
る
こ
と
、
同
じ
ア
ラ
ビ
ア
語
の
単
語
を
ア

ッ
ラ
ー
と
被
造
物
の
両
方
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
そ
の
意
味
が

全
く
こ
と
な
る
こ
と
、
と
い
っ
た
教
義
を
体
系
的
に
示
し
た
。
こ
れ
ら
は

後
の
イ
マ
ー
ム
派
学
者
が
「
イ
マ
ー
ム
は
ア
ッ
ラ
ー
の
美
名
で
あ
る
」
と

い
う
類
の
伝
承
を
解
釈
す
る
際
の
重
要
な
根
拠
と
な
っ
た
。

　

ク
ラ
イ
ニ
ー
の
タ
ウ
ヒ
ー
ド
論
の
整
備
は
、
イ
マ
ー
ム
派
を
極
端
派
か

ら
区
別
す
る
こ
と
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
え
る
。
タ
ウ
ヒ
ー
ド
の
議
論

が
発
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
マ
ー
ム
の
神
格
化
を
排
除
す
る
こ
と
に

な
り
、
結
果
と
し
て
極
端
派
を
他
者
化
す
る
論
理
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た

と
言
え
る
。

ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
に
よ
る
無
限
の
理
念
に
つ
い
て

小
野　

純
一

　

ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
の
主
著
『
照
明
哲
学
』
の
第
一
部
は
有
限
集
合
を

説
き
、
質
料
界
全
部
分
の
同
時
生
起
と
現
実
無
限
を
否
定
す
る
が
、
共
時

的
に
非
質
料
界
を
構
想
す
る
思
考
・
想
定
・
連
想
力
ゆ
え
の
可
能
無
限
を

肯
定
す
る
。
第
二
部
は
現
実
の
構
造
か
ら
自
由
な
可
能
無
限
を
想
像
界
に

認
め
る
。
そ
れ
は
超
越
者
「
光
の
光
」
か
ら
純
粋
光
と
し
て
の
「
第
一

光
」
以
下
、
第
二
、
第
三
と
膨
大
な
有
限
数
の
光
が
流
出
し
、
純
度
を
下

げ
て
質
料
と
交
わ
る
ま
で
階
層
を
成
す
直
観
で
あ
る
。
ズ
ィ
ア
ー
イ
ー
は

第
一
光
が
媒
介
す
る
無
限
の
神
的
性
質
の
照
射
が
明
＝
多
か
ら
暗
＝
少
へ

段
階
を
下
げ
る
ほ
ど
「
よ
り
少
な
い
無
限
」
に
な
る
と
言
う
。「
純
粋
光
」

か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
は
純
度
の
低
下
を
意
味
す
る
。
純
度
の
下
が
っ
た
光

境
界
線
が
な
か
っ
た
と
い
う
研
究
ま
で
存
在
す
る
。
本
発
表
は
こ
の
よ
う

な
両
極
端
な
考
え
の
中
間
と
し
て
遅
く
と
も
小
ガ
イ
バ
期
に
は
イ
マ
ー
ム

派
に
よ
る
極
端
派
の
他
者
化
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　

小
ガ
イ
バ
期
の
イ
マ
ー
ム
派
学
者
た
ち
は
、
Ａ
．
預
言
者
と
イ
マ
ー
ム

の
神
格
化
、
Ｂ
．
イ
マ
ー
ム
の
預
言
者
性
、
Ｃ
．
シ
ャ
リ
ー
ア
の
放
棄
、

を
極
端
派
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
幾
つ
か
の

先
行
研
究
は
、
イ
マ
ー
ム
の
神
格
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
伝
承
を
強
調
し
、

極
端
派
と
の
近
接
性
を
主
張
し
て
き
た
。
神
格
化
に
繋
が
り
得
る
よ
う
な

伝
承
の
代
表
的
な
例
と
し
て
、「
イ
マ
ー
ム
た
ち
は
ア
ッ
ラ
ー
の
美
名
で

あ
る
」
と
い
う
伝
承
が
し
ば
し
ば
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

と
類
似
の
伝
承
は
、
サ
ッ
フ
ァ
ー
ル
（
九
〇
二
年
没
）、
フ
ラ
ー
ト
（
一

〇
世
紀
初
頭
没
）、
ア
イ
ヤ
ー
シ
ー
（
九
三
二
年
没
）、
お
よ
び
ク
ラ
イ
ニ

ー
の
ハ
デ
ィ
ー
ス
集
が
収
録
し
て
い
る
。
当
時
か
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
の

中
で
は
、
ア
ッ
ラ
ー
の
美
名
は
ア
ッ
ラ
ー
の
属
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
た
た
め
、「
イ
マ
ー
ム
が
ア
ッ
ラ
ー
の
美
名
」
と
い
う
言
葉
は

イ
マ
ー
ム
を
ア
ッ
ラ
ー
の
属
性
と
み
な
す
こ
と
に
繋
が
り
得
る
の
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
ク
ラ
イ
ニ
ー
以
前
の
学
者
た
ち
は
自
身
の
著
作
で
タ

ウ
ヒ
ー
ド
論
を
ほ
と
ん
ど
議
論
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、「
イ
マ
ー
ム

が
ア
ッ
ラ
ー
の
美
名
で
あ
る
」
こ
と
の
意
味
が
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

現
存
す
る
文
献
だ
け
を
も
と
に
す
れ
ば
、
ク
ラ
イ
ニ
ー
は
イ
マ
ー
ム
派

思
想
史
上
、
最
初
に
タ
ウ
ヒ
ー
ド
論
を
体
系
的
に
論
じ
た
学
者
で
あ
る
と

言
え
る
。
彼
は
当
時
議
論
さ
れ
て
い
た
神
学
的
教
説
に
関
す
る
知
識
を
有

し
て
お
り
、
タ
ウ
ヒ
ー
ド
に
関
す
る
イ
マ
ー
ム
た
ち
の
伝
承
を
網
羅
的
に

収
集
し
、
当
時
浸
透
し
て
い
た
神
学
的
主
題
に
合
わ
せ
て
ハ
デ
ィ
ー
ス
を
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反
復
さ
れ
超
越
者
か
ら
遠
ざ
か
る
。
ど
の
水
準
で
も
自
己
の
中
に
無
限
が

照
応
さ
れ
、
自
己
と
無
限
と
が
対
比
さ
れ
、
私
性
の
限
定
が
増
幅
す
る
。

　

流
出
し
た
光
は
内
包
す
る
無
限
の
大
き
さ
が
異
な
り
、
真
に
無
限
で
な

く
、
可
能
的
に
有
限
で
あ
る
。
よ
り
少
な
い
無
限
の
階
層
か
ら
は
有
限
が

現
実
化
す
る
。
こ
こ
で
有
限
は
集
合
の
全
階
層
を
含
む
集
合
を
心
に
見

る
。
こ
の
直
観
は
媒
介
的
と
は
い
え
無
限
を
照
応
す
る
有
限
の
生
起
、
自

覚
で
あ
る
。
有
限
は
照
応
に
お
い
て
直
前
の
光
に
宿
る
無
限
と
自
己
を
対

比
し
非
無
限
＝
有
限
と
し
て
自
覚
す
る
。
照
応
・
対
比
に
お
い
て
、
自
分

は
「
よ
り
少
な
い
無
限
」
で
あ
り
最
高
度
の
無
限
で
な
く
、「
光
の
光
」

（
集
合
の
集
合
の
集
合
）
は
自
分
と
異
な
る
と
い
う
気
づ
き
が
生
じ
る
点

こ
そ
無
限
が
真
に
無
限
に
な
る
転
換
点
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
気
づ
き
は

光
の
流
出
に
お
け
る
区
別
に
対
応
す
る
。
た
と
え
階
層
が
無
限
で
な
く
と

も
、
集
合
全
体
を
自
己
内
部
で
「
よ
り
少
な
い
」
と
限
定
化
す
る
こ
と

は
、
自
己
の
本
性
を
非
無
限
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
自
己
に
映
じ
た
他
者

を
無
限
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
超
越
を
内
在
化
す
る
か
の
ご
と
き

直
観
で
は
内
部
要
素
が
無
限
か
は
問
題
で
な
い
。
全
集
合
の
集
合
は
自
分

で
は
な
い
と
い
う
限
定
性
が
翻
っ
て
、
無
限
と
措
定
さ
れ
て
い
た
も
の
を

現
実
の
無
限
と
成
し
自
分
に
と
っ
て
の
超
越
と
成
す
。
他
者
化
す
る
こ
の

直
観
は
自
覚
に
無
限
の
照
応
が
潜
む
こ
と
を
示
唆
す
る
。

「
魂
」（nafs

）
を
め
ぐ
る
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
思
想

相
樂　

悠
太

　

従
来
の
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
（
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
）
思
想
研
究
で
「
霊

魂
論
」（psychology

）
の
語
は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
語

に
よ
っ
て
指
さ
れ
る
対
象
の
範
囲
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
論
者
に
よ
っ
て

も
、
よ
り
下
の
質
料
的
な
光
も
、
全
て
「
光
の
光
」
の
反
射
で
あ
り
、
光

の
照
射
は
「
光
の
光
」
が
自
分
以
外
の
全
て
を
存
在
化
す
る
こ
と
を
指

す
。
無
限
性
は
こ
の
仕
方
で
個
物
の
中
に
映
り
、
個
物
は
「
光
の
光
」
を

度
合
に
従
っ
て
反
射
し
、
無
限
と
有
限
と
は
非
質
料
的
に
照
応
す
る
階
層

を
な
す
。『
照
明
哲
学
』
が
部
分
は
全
体
を
含
ま
な
い
と
言
う
の
は
質
料

の
場
合
で
あ
る
。

　

無
限
を
内
に
含
む
流
出
し
た
光
が
無
限
集
合
な
ら
、
階
層
は
無
限
集
合

の
集
合
で
あ
り
、
光
の
階
層
全
体
が
ま
ず
「
第
一
光
」
と
成
る
な
ら
、「
光

の
光
」
は
「
集
合
の
集
合
全
体
」
を
含
む
「
集
合
の
集
合
全
体
の
集
合
」

と
な
ろ
う
。
で
は
こ
れ
が
心
に
映
る
な
ら
、
人
は
集
合
の
集
合
の
集
合
の

集
合
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
フ
ラ
ワ
ル
デ
ィ
ー
の
無
限
は
こ
の
無
限

遡
行
と
人
の
神
へ
の
超
越
を
避
け
、
私
性
の
発
生
が
有
限
な
人
に
「
光
の

光
」
を
真
に
無
限
と
さ
せ
、
超
越
性
を
確
保
す
る
自
己
の
直
観
で
あ
る
。

「
第
一
光
」
の
流
出
は
「
よ
り
多
い
無
限
」
か
ら
「
よ
り
少
な
い
無
限
」

の
流
出
で
は
な
い
。
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
無
限
を
含
む
「
光
の
光
」
と
同
一

的
な
の
で
限
定
化
で
は
な
く
自
己
措
定
で
あ
る
。「
第
一
光
」
と
は
「
光

の
光
」
が
自
己
は
無
限
を
照
射
す
る
働
き
を
も
つ
無
限
そ
の
も
の
だ
と
気

づ
く
働
き
で
あ
る
。「
光
の
光
」
は
働
き
か
け
る
側
、「
第
一
光
」
は
働
き

か
け
ら
れ
る
側
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
の
流
出
は
非
限
定
で
あ
り
つ
つ
区
別
さ

れ
る
。「
第
二
光
」
以
下
の
流
出
は
「
第
一
光
」
よ
り
少
な
い
無
限
性
の

反
射
と
な
り
限
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
己
か
ら
区
別
さ
れ
た
自
己
以
外
の

も
の
の
生
起
に
他
な
ら
な
い
。
よ
り
少
な
い
無
限
と
し
て
の
自
己
限
定
、

私
性
の
発
生
は
自
己
を
よ
り
多
い
無
限
と
対
比
し
て
成
る
限
定
性
に
拠

る
。「
第
一
光
」
以
下
、
反
射
は
自
己
を
能
動
受
動
の
働
き
の
場
と
し
て

自
己
限
定
す
る
働
き
で
あ
り
、
自
覚
と
し
て
の
限
定
化
は
膨
大
な
数
ま
で



　　256

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第５部会

よ
う
な
効
果
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う
点
に
対
す
る
考
察
は
欠
け
て
い

る
。

　

以
上
の
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
て
、
本
発
表
は
「
魂
」
と
い
う
用
語
に
注

目
し
、
こ
の
概
念
を
主
題
的
に
論
じ
た
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
記
述
を
分

析
す
る
こ
と
で
、「
魂
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
語
ら
れ
た
彼
の
霊
魂
論

の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
霊
魂
論
に
対
す
る
一
つ

の
新
た
な
視
座
を
得
る
と
同
時
に
、
人
間
霊
魂
を
指
す
個
々
の
ス
ー
フ
ィ

ー
用
語
を
め
ぐ
る
教
説
を
区
別
せ
ず
、
一
括
し
て
扱
う
従
来
の
研
究
よ
り

も
一
段
階
上
の
精
密
さ
で
彼
の
霊
魂
論
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
「
魂
」
と
い
う
語
は
哲
学
の
領
域
で
ギ
リ
シ
ア
語
プ
シ
ュ
ケ
ー
の
訳
語

と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
同
時
に
、
ス
ー
フ
ィ
ー
用
語
と
し
て
は
克
服
す
る

べ
き
人
間
の
自
我
を
指
し
、
負
の
含
意
を
も
つ
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は

自
然
学
的
霊
魂
論
の
よ
う
な
形
式
で
魂
の
本
質
や
機
能
を
客
観
的
か
つ
分

析
的
な
仕
方
で
説
明
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
主
と
し
て
神
秘
道
に
お
け
る

そ
の
意
味
や
価
値
づ
け
を
論
じ
る
傾
向
に
あ
る
。
彼
は
情
欲
が
帰
さ
れ
る

霊
魂
の
悪
し
き
側
面
と
し
て
の
「
魂
」
を
め
ぐ
る
先
行
の
神
秘
主
義
的
教

説
に
言
及
し
、
修
行
論
的
視
点
か
ら
「
魂
」
を
統
御
す
べ
き
対
象
と
し
て

描
い
て
い
る
。
一
方
で
、
そ
の
種
の
文
脈
に
お
い
て
も
、「
魂
」
の
本
性

的
な
高
貴
さ
を
述
べ
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
既
存
の
説
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
と
は
一
線
を
画
し
た
議
論
を
展
開

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
句
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
、
先
行
ス
ー
フ
ィ
ー
の
言

を
引
用
し
つ
つ
、「
魂
」
を
神
に
つ
い
て
の
真
知
を
得
る
た
め
の
手
掛
か

り
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー

の
こ
の
種
の
議
論
は
、
世
界
の
万
物
の
本
質
を
統
合
す
る
者
と
し
て
の
人

多
少
異
な
っ
て
い
る
。
霊
魂
論
の
最
も
基
本
的
な
要
素
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
「
霊
魂
」（psyche

）
の
概
念
で
あ
る
。
こ
の
概
念
を
指
す
た
め
に

ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
は
「
魂
」（
ナ
フ
ス
）
や
「
霊
」（
ル
ー
フ
）、「
心
」

（
カ
ル
ブ
）
な
ど
い
く
つ
も
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
に

よ
っ
て
指
さ
れ
た
霊
魂
概
念
を
主
題
的
に
論
じ
た
ス
ー
フ
ィ
ー
の
記
述
を

分
析
す
る
こ
と
が
、
彼
ら
の
霊
魂
論
に
対
す
る
基
本
的
な
理
解
を
提
供
す

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
方
法
は
イ
ブ
ン
・
ア
ラ

ビ
ー
（
一
二
四
〇
年
没
）
の
思
想
研
究
に
い
ま
だ
十
分
に
適
用
さ
れ
て
い

る
と
は
い
い
が
た
い
。
彼
の
霊
魂
論
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
が
、
実
際

に
は
必
ず
し
も
人
間
霊
魂
の
本
質
を
主
題
的
に
論
じ
た
理
論
で
な
く
、
聖

者
論
や
人
間
論
な
ど
、
霊
魂
の
問
題
に
間
接
的
に
関
わ
る
理
論
に
す
ぎ
な

い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

人
間
霊
魂
を
指
す
も
ろ
も
ろ
の
ス
ー
フ
ィ
ー
用
語
に
関
し
て
い
え
ば
、

従
来
の
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
研
究
で
は
し
ば
し
ば
こ
れ
ら
を
互
換
可
能
な

も
の
と
し
て
一
括
し
て
扱
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
霊
魂

の
多
様
な
側
面
を
用
語
の
使
い
分
け
に
よ
っ
て
語
ろ
う
と
す
る
イ
ス
ラ
ー

ム
神
秘
主
義
の
霊
魂
論
を
分
析
す
る
た
め
に
は
、
個
々
の
用
語
を
厳
密
に

区
別
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
め
ぐ
る
教
説
を
別
個
に
研
究
す
る
こ
と

も
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
人
間
霊
魂
を
指
す
ア
ラ
ビ
ア
語
の
語
彙
の

う
ち
最
も
一
般
的
な
語
は
先
述
の
「
魂
」
で
あ
る
が
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ

ー
に
よ
る
こ
の
語
の
用
法
や
、
そ
の
概
念
を
め
ぐ
る
彼
の
教
説
は
い
ま
だ

十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
は
「
魂
」
に
関
す
る
彼
の
教
説

を
、
も
っ
ぱ
ら
宇
宙
論
の
中
で
人
間
の
構
成
要
素
と
し
て
肉
体
と
対
比
さ

れ
る
霊
魂
の
性
質
を
語
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。「
魂
」
と
い
う

特
定
用
語
を
用
い
る
こ
と
が
、
彼
の
神
秘
主
義
的
霊
魂
論
の
展
開
に
ど
の
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で
の
―
し
ば
し
ば
神
を
思
弁
す
る
う
え
で
の
―
素
材
と
し
て
論
じ
ら
れ

る
。
ま
た
、
ク
ル
ア
ー
ン
や
ハ
デ
ィ
ー
ス
に
見
ら
れ
る
ア
ダ
ム
や
人
間
に

関
す
る
記
述
は
、
彼
ら
の
議
論
の
根
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
叡
智
の
台
座
』
や
『
マ

ッ
カ
啓
示
』
に
お
い
て
、
彼
は
「
完
全
人
間
」（al-insān al-kām

il

）

と
呼
ば
れ
る
人
間
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
完
全
人
間
と
は
、
イ
ブ
ン
・

ア
ラ
ビ
ー
の
文
脈
で
い
え
ば
、
神
名
を
通
し
て
創
造
さ
れ
た
原
人
ア
ダ
ム

が
帯
び
た
神
性
を
体
現
す
る
最
初
の
完
全
人
間
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
間

に
と
っ
て
の
あ
る
べ
き
理
念
型
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
は
神
の
代
理
者
と
し
て

地
上
を
支
配
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
人
間
も
ま
た
、
天
使

を
は
じ
め
と
す
る
他
の
被
造
物
を
も
服
従
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

人
間
と
し
て
の
完
全
性
の
理
由
を
知
る
者
と
し
て
の
完
全
人
間
に
対
し

て
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
者
は
「
動
物
人
間
」（al-insān al-h. ayaw

ān

）、

す
な
わ
ち
人
間
を
単
な
る
動
物
的
レ
ベ
ル
で
し
か
理
解
せ
ず
、
そ
の
神
的

レ
ベ
ル
を
理
解
し
な
い
者
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
に
お
い
て
、
男
性
と
女
性
と
い
う
人
間
の
性
別
は

人
間
存
在
を
構
成
す
る
確
固
と
し
た
要
素
で
あ
り
、
彼
が
人
間
に
つ
い
て

論
じ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
男
性
と
女
性
の
両
方
が
想
定
さ
れ
う
る
。
絶
対

者
の
存
在
化
と
い
う
過
程
の
な
か
で
、
ア
ダ
ム
は
神
の
似
姿
を
通
し
て
存

在
化
し
た
。
父
を
も
た
な
い
イ
エ
ス
が
マ
リ
ア
か
ら
存
在
化
す
る
と
き
、

マ
リ
ア
は
い
わ
ば
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
の
関
係
性
か
ら
ア
ダ
ム
と
同
じ
位
階
―

す
な
わ
ち
父
な
る
位
階
―
に
属
す
る
と
み
な
さ
れ
る
。
男
か
ら
顕
れ
る
女

イ
ヴ
と
、
女
か
ら
顕
れ
る
男
イ
エ
ス
は
、
存
在
化
と
い
う
観
点
で
は
き
ょ

う
だ
い
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
も
た
な
い
ア
ダ
ム
と
マ
リ
ア
は
彼
ら
の

父
で
あ
る
。
こ
の
存
在
顕
現
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
、
男
で
も
女
で
も
そ
れ

間
観
を
語
る
、
自
身
の
有
名
な
「
完
全
人
間
」
論
に
基
づ
い
て
い
る
。

「
魂
」
を
め
ぐ
る
彼
の
思
索
は
、
し
ば
し
ば
人
間
霊
魂
の
本
質
、
さ
ら
に

は
人
間
の
本
質
へ
の
彼
の
洞
察
に
直
結
し
て
い
る
。
霊
魂
を
指
す
最
も
一

般
的
な
語
で
あ
る
「
魂
」
の
概
念
を
め
ぐ
る
彼
の
思
想
に
対
す
る
本
発
表

の
検
討
は
、
先
行
の
霊
魂
論
と
彼
の
理
論
の
関
係
性
を
考
察
す
る
視
点
だ

け
で
な
く
、
彼
の
霊
魂
観
の
総
合
的
把
握
の
た
め
の
有
力
な
材
料
を
も
提

供
し
う
る
。

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
思
想
に
お
け
る
人
間
論

澤
井　
　

真

　

イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
思
想
を
考
察
す
る
と
き
、
彼
の
人
間
観
へ
の
議
論

を
深
め
る
こ
と
な
し
に
考
察
を
進
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ

り
、
数
多
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ

ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
思
想
に
お
け
る
人
間
論
を
包
括
的
に
扱
っ
た
先
行
研
究

は
決
し
て
多
く
な
い
。
そ
の
多
く
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
完
全
人
間

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
思
想
に

お
け
る
男
性
と
女
性
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
人
間
の
本
性
や
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
も
あ
る
。
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
思
想
に

お
い
て
、
人
間
論
的
視
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
、
神
名
に
よ

る
存
在
論
的
類
比
や
男
女
と
い
う
枠
組
み
を
主
題
化
と
し
た
と
き
で
あ

る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
、
ア
ダ
ム
（
ア
ー
ダ
ム
）
は
神
に
よ
っ
て
創
造

さ
れ
た
最
初
の
人
間
で
あ
る
。
神
が
ア
ダ
ム
に
与
え
た
諸
性
質
は
、「
ア

ダ
ム
の
子
孫
た
ち
」（banū Ā

dam

）
と
呼
ば
れ
る
人
類
に
継
承
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
、
ム
ス
リ
ム
思
想
家
た
ち
が
人
間
に
つ
い
て
考
え
る
う
え



　　258

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第５部会

に
、
勧
善
懲
悪
が
持
つ
社
会
秩
序
の
形
成
・
維
持
を
目
指
す
性
格
に
注
目

す
る
。

　

ま
ず
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
関
し
て
、
同
国
の
誕
生
は
、
一
七
四
四
年
に

イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
ワ
ッ
ハ
ー
ブ

（
一
七
〇
三
―
九
二
）
と
豪
族
ム
ハ
ン
マ
ド
・
イ
ブ
ン
・
サ
ウ
ー
ド
（
一

六
九
七
―
一
七
六
五
）
が
交
わ
し
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
も
と
っ
た
新
奇
な

要
素
（
ビ
ド
ア
）
を
社
会
か
ら
一
掃
し
て
新
た
な
国
家
を
建
設
す
る
と
の

盟
約
を
契
機
と
す
る
。
盟
約
に
よ
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
社
会
形
成
・
国
家
建

設
は
勧
善
懲
悪
の
実
現
と
も
評
さ
れ
、
こ
の
点
、
勧
善
懲
悪
が
建
国
思
想

と
し
て
の
側
面
を
持
ち
え
た
こ
と
が
分
か
る
。
今
日
の
国
内
の
イ
ス
ラ
ー

ム
言
説
に
お
い
て
も
、
勧
善
懲
悪
は
教
義
上
の
高
い
位
置
づ
け
と
同
時

に
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
の
改
善
の
た
め
の
最
大
の
要
因
」「
社
会
の
改
善

と
安
寧
、
現
世
と
来
世
に
お
け
る
救
済
に
お
け
る
義
務
の
う
ち
、
最
も
重

要
な
も
の
の
一
つ
」（
イ
ブ
ン
・
バ
ー
ズ
最
高
ム
フ
テ
ィ
ー
）
と
い
う
具

合
に
、
社
会
の
秩
序
形
成
・
維
持
の
上
で
重
要
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ

て
い
る
。

　

た
だ
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
建
国
思
想
を
語
る
上
で
中
心
と
な
る
の

は
一
神
論
（
タ
ウ
ヒ
ー
ド
）
を
軸
と
し
た
「
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
」
で
あ

り
、
勧
善
懲
悪
は
必
ず
し
も
建
国
思
想
と
の
関
連
で
語
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
風
紀
取
り
締
ま
り
を
役
割
と
す
る
勧
善
懲

悪
委
員
会
の
存
在
を
背
景
に
、
勧
善
懲
悪
が
公
衆
道
徳
と
の
関
連
で
議
論

の
俎
上
に
上
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

続
い
て
イ
ラ
ン
に
関
し
て
、
同
国
は
一
九
七
九
年
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命

を
経
て
誕
生
し
た
。
革
命
は
国
家
の
西
洋
化
を
進
め
て
い
た
モ
ハ
ン
マ

ド
・
レ
ザ
ー
・
パ
フ
レ
ヴ
ィ
ー
国
王
（
一
九
一
九
―
八
〇
）
の
専
制
に
対

自
体
で
存
在
化
の
契
機
と
な
り
う
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
が
絶
対
者
の
顕
現
と
い
う
レ
ベ

ル
で
、
男
女
の
差
異
を
見
出
す
の
に
対
し
て
、
男
性
と
女
性
の
両
方
が
人

間
の
霊
的
完
成
へ
到
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
預
言
者
た

ち
が
神
か
ら
の
不
可
避
の
召
命
を
受
け
て
、
人
間
に
派
遣
さ
れ
た
点
か
ら

み
れ
ば
、
男
は
女
よ
り
も
高
い
位
置
に
達
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
多

数
の
男
女
が
聖
者
性
を
通
し
て
人
間
の
霊
的
完
成
を
め
ざ
す
し
か
な
い
以

上
、
男
と
女
は
人
間
完
成
を
目
指
す
同
一
の
地
平
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
人
間
の
完
成
へ
到
る
男
と
女
の
あ
い
だ
に
は
、
い
か
な
る
霊
的
差
異

も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
女
性
で
さ
え
も
ス
ー
フ
ィ
ー
た
ち
霊
的
求
道
者

の
最
高
位
で
あ
る
枢
軸
性
（al-qut. bīyah

）
と
も
接
点
を
も
つ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
の
存
在
化
に
よ
る
男
女
の
差
異

は
、
存
在
の
流
出
的
顕
現
の
な
か
で
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
な

く
し
て
は
人
間
存
在
が
成
り
立
た
な
い
存
在
化
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か

で
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
イ
ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
ー
は
、
現
実

世
界
に
お
け
る
男
性
と
女
性
の
な
か
に
、
霊
的
完
全
性
を
目
指
す
う
え
で

の
到
達
点
や
道
程
の
差
異
を
撤
廃
し
た
の
で
あ
る
。

建
国
思
想
と
し
て
の
勧
善
懲
悪

│
│ 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
を
事
例
に 

│
│

髙
尾
賢
一
郎

　

本
報
告
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
、
他
の
信
徒
の
言
動
を
イ
ス
ラ
ー

ム
に
則
っ
た
も
の
に
正
す
こ
と
を
説
く
教
義
「
勧
善
懲
悪
」
を
、
建
国
思

想
と
し
て
の
側
面
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
報
告
で
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
社
会
の
形
成
を
目
指
し
て
興
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
を
事
例
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を
持
ち
え
た
。
た
だ
し
レ
バ
ノ
ン
の
フ
ァ
ド
ル
ッ
ラ
ー
に
関
し
て
述
べ
た

よ
う
に
、
勧
善
懲
悪
が
持
ち
う
る
性
格
に
つ
い
て
は
各
国
の
状
況
や
そ
こ

に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
の
立
場
な
ど
の
差
異
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
ろ

う
。

イ
ス
ラ
ー
ム
信
仰
深
化
構
造
と
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
「
三
つ
の
原
理
」四

戸　

潤
弥

　

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
の
祖
と
さ
れ
る
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ビ

ン
・
ア
ブ
デ
ィ
ル
＝
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
（
一
七
〇
三
―
九
二
）「
三
つ
の
原
理
」

は
一
神
教
論
の
書
で
あ
る
。
内
容
は
主
（
ア
ッ
ラ
ー
）、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
預

言
者
（
ム
ハ
ン
マ
ド
）
か
ら
成
立
し
、
第
１

原
理
の
主
ア
ッ
ラ
ー
に
つ
い

て
は
同
位
崇
拝
回
避
論
と
な
っ
て
い
る
。
回
避
論
が
示
す
よ
う
に
同
位
崇

拝
は
一
神
教
信
仰
の
歪
曲
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
第
２

原
理
の
イ
ス

ラ
ー
ム
と
は
信
仰
告
白
、
礼
拝
、
喜
捨
、
断
食
、
巡
礼
で
あ
る
。
信
仰
告

白
と
は
「
ア
ッ
ラ
ー
以
外
に
は
神
は
な
し
、
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ア
ッ
ラ
ー
の

使
徒
で
あ
る
」
と
の
証
言
で
あ
る
。「
ア
ッ
ラ
ー
は
唯
一
で
あ
る
」
で
は

な
い
。
二
重
否
定
「
ア
ッ
ラ
ー
以
外
に
神
は
な
し
」
は
、
ア
ッ
ラ
ー
信
仰

を
前
提
と
し
、
そ
の
歪
曲
で
あ
る
同
位
崇
拝
の
否
定
の
強
調
で
あ
る
。
こ

の
歪
曲
を
是
正
す
る
た
め
に
ム
ハ
ン
マ
ドPU

B

は
派
遣
さ
れ
た
。
ま
た

巡
礼
の
重
要
儀
式
で
あ
る
マ
ッ
カ
の
カ
ア
バ
の
逆
時
計
回
り
の
回
周
は
ア

ッ
ラ
ー
信
仰
へ
戻
る
悔
悟
意
思
の
表
明
で
、
天
使
が
始
め
た
の
が
起
源
と

さ
れ
る
。
ア
ッ
ラ
ー
が
ア
ダ
ー
ム
を
カ
リ
フ
（
地
上
に
お
け
る
神
の
代
理

人
）
と
す
る
と
告
げ
ら
れ
た
天
使
た
ち
は
異
議
を
唱
え
た
が
、
最
終
的
に

自
分
た
ち
の
非
を
認
め
た
（『
ク
ル
ア
ー
ン
』
２

：
30
）。
異
議
を
唱
え
た

天
使
た
ち
は
ア
ッ
ラ
ー
に
悔
悟
し
天
の
玉
座
を
回
周
し
ア
ッ
ラ
ー
を
賛
美

し
て
民
衆
が
デ
モ
を
起
こ
し
、
同
国
王
が
イ
ラ
ン
を
去
っ
た
後
に
亡
命
中

の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
ル
ー
ホ
ッ
ラ
ー
・
ホ
メ
イ
ニ
ー
（
一
九
〇
二
―
八

九
）
が
祖
国
に
戻
り
、
新
体
制
を
樹
立
し
た
こ
と
で
完
成
し
た
。
ホ
メ
イ

ニ
ー
が
か
ね
て
よ
り
説
い
て
い
た
政
治
思
想
「
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
キ

ー
フ
」（
法
学
者
に
よ
る
統
治
）
は
、
革
命
の
思
想
的
基
礎
と
し
て
、
ま

た
近
代
西
欧
の
政
治
学
の
観
点
か
ら
は
神
権
政
治
と
な
る
特
殊
性
ゆ
え
に

注
目
を
集
め
る
が
、
そ
こ
に
お
け
る
勧
善
懲
悪
に
つ
い
て
の
重
要
性
も
見

逃
せ
な
い
。

　

ホ
メ
イ
ニ
ー
は
勧
善
懲
悪
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
商
人
の
不
正
と
い
っ
た

「
狭
い
領
域
」
に
定
め
ず
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
に
弊
害
を
与
え
る
」
よ
り
「
大

規
模
な
悪
」
を
対
象
に
実
践
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
く
。
つ
ま
り
彼
に

と
っ
て
の
勧
善
懲
悪
は
、
単
な
る
風
紀
取
り
締
ま
り
で
は
な
く
、
不
正
な

る
権
力
に
立
ち
向
か
う
イ
ス
ラ
ー
ム
的
思
考
・
行
動
原
理
と
し
て
、
革
命

と
イ
ラ
ン
建
国
の
思
想
的
基
礎
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
言
え
る
。

な
お
こ
う
し
た
理
解
は
、
例
え
ば
レ
バ
ノ
ン
の
政
治
・
軍
事
組
織
「
ヒ
ズ

ブ
ッ
ラ
ー
」
の
形
成
に
関
与
し
た
ム
ハ
ン
マ
ド
・
フ
サ
イ
ン
・
フ
ァ
ド
ル

ッ
ラ
ー
（
一
九
三
五
―
二
〇
一
〇
）
と
い
っ
た
、
イ
ラ
ン
と
同
じ
十
二
イ

マ
ー
ム
派
の
他
の
法
学
権
威
に
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
パ
フ
レ
ヴ
ィ
ー
朝

と
い
う
明
確
な
悪
（
敵
）
を
意
識
し
た
ホ
メ
イ
ニ
ー
に
対
し
、
フ
ァ
ド
ル

ッ
ラ
ー
の
理
解
は
他
の
宗
教
・
宗
派
と
の
共
存
が
前
提
で
あ
る
レ
バ
ノ
ン

国
内
の
事
情
を
考
慮
し
た
も
の
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
に
お
い
て
勧
善
懲
悪
は
、

ワ
ッ
ハ
ー
ブ
主
義
と
ヴ
ェ
ラ
ー
ヤ
テ
・
フ
ァ
キ
ー
フ
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の

思
想
的
背
景
に
基
づ
い
た
社
会
形
成
を
目
指
す
上
で
、
と
り
わ
け
イ
ラ
ン

の
場
合
は
革
命
の
正
当
性
を
裏
づ
け
る
点
で
、
建
国
思
想
と
し
て
の
性
格
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ー
へ
の
信
仰
回
帰
へ
の
悔
悟
反
復
シ
ス
テ
ム
は
現
世
に
お
け
る
信
仰
歪
曲

の
懲
罰
が
執
行
さ
れ
れ
ば
機
能
し
な
い
。
そ
れ
故
に
、
信
仰
を
受
け
入
れ

た
後
、
信
仰
を
歪
曲
し
た
者
、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
信
仰
回
帰
へ
の
招
待
を
拒

否
し
た
者
も
共
に
現
世
で
は
懲
罰
な
し
と
さ
れ
た
。
懲
罰
は
最
後
の
審
判

の
日
ま
で
延
期
さ
れ
た
。『
ク
ル
ア
ー
ン
』
11
：
３

の
猶
予
期
間
（
ア
ジ

ャ
リ
ン
・
ム
サ
ン
マ
）
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
拒
否
者
も
含
め
て
猶
予

期
間
が
あ
る
。「
ム
ハ
ン
マ
ド
を
諸
世
界
の
慈
悲
と
し
て
以
外
送
ら
な
か

っ
た
。」（『
ク
ル
ア
ー
ン
』
21
：
107
）
は
猶
予
期
間
が
全
て
の
人
に
あ
る

こ
と
を
示
す
。『
ク
ル
ア
ー
ン
』
に
は
ア
ッ
ラ
ー
の
怒
り
を
被
っ
て
滅
亡

し
た
ソ
ド
ム
な
ど
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
律
法
主
義
の
ユ
ダ
ヤ
教
、
律

法
よ
り
も
神
の
愛
を
強
調
し
た
キ
リ
ス
ト
教
、
人
間
の
信
仰
歪
曲
の
必
然

に
対
し
懲
罰
な
し
の
悔
悟
反
復
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
。
宗

教
発
達
段
階
と
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
三
つ
の
一
神
教
で
よ
り
発
展
し
た

一
神
教
シ
ス
テ
ム
と
言
う
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
ろ
う
か
。
同
書
は

主
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
預
言
者
ム
ハ
マ
ド
に
視
座
を
置
き
、
構
造
分
析
を
深

め
る
も
の
で
あ
る
。

歴
史
的
文
脈
上
の
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派

青
木　
　

健

　

ポ
ス
ト
・
モ
ン
ゴ
ル
期
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
研
究
史
に
お
け
る
ト
レ
ン

ド
・
シ
フ
ト
は
、
下
記
の
よ
う
に
纏
め
ら
れ
る
。

コ
ル
バ
ン
（H

enry Corbin, 1903︲1978

）

・
照
明
学
派

・
イ
ラ
ン
の
シ
ー
ア
派

・
預
言
者
哲
学

し
た
。
ア
ッ
ラ
ー
は
玉
座
の
下
に
エ
メ
ラ
ル
ド
と
ル
ビ
ー
の
家
を
建
て
、

回
周
せ
よ
と
命
じ
た
。
カ
ア
バ
の
起
源
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ア
ダ
ー
ム
が
、

そ
し
て
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
親
子
が
カ
ア
バ
を
再
建
し
た
と
さ
れ
る
。
カ
ア

バ
回
周
は
悔
悟
に
よ
る
信
仰
回
帰
で
あ
る
。
大
巡
礼
（
ハ
ッ
ジ
）
を
終
え

た
ム
ス
リ
ム
に
対
し
、「
ハ
ッ
ジ　

マ
ブ
ル
ー
ル
、
ザ
ン
ビ　

マ
グ
フ
ー

ル
（
巡
礼
は
潔
白
、
罪
は
赦
さ
れ
る
）」
は
悔
悟
に
よ
る
信
仰
回
帰
が
背

景
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
五
柱
の
二
つ
は
悔
悟
に
よ

る
信
仰
回
帰
と
言
え
る
。
第
３

原
理
の
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ドPU

B

と
は

宣
教
に
つ
い
て
で
あ
る
。
宣
教
対
象
の
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
は
イ
ブ
ラ
ー
ム
系

譜
の
子
孫
で
あ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ドPU

B

の
宣
教
前
に
、
先
祖
イ
ブ
ラ
ー

ヒ
ー
ム
の
宗
教
回
帰
を
盟
約
し
た
ク
ラ
イ
シ
ュ
族
の
四
人
の
一
神
教
徒

（Ibn Ishaq (1978
) “T

he Life of M
uham

m
ad

”, pp. 98︲103

）
の

記
述
は
一
神
教
の
ク
ラ
イ
シ
族
が
同
位
崇
拝
の
信
仰
歪
曲
に
陥
っ
て
い
た

こ
と
を
示
す
。
ム
ハ
ン
マ
ドPU

B

の
宣
教
目
的
が
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
信

仰
の
再
興
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
応
す
る
。
ム
ハ
ン
マ
ドPU

B

は
ク
ラ
イ

シ
ュ
族
に
対
す
る
宣
教
で
悔
悟
反
復
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
シ
ス
テ
ム

は
信
仰
歪
曲
者
を
正
道
に
戻
し
信
仰
の
歩
み
を
始
め
さ
せ
る
こ
と
を
保
証

す
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
の
罪
を
問
わ
ず
、
ま
た
再
び
信
仰
歪
曲
の
過
ち

を
し
て
も
、
悔
悟
回
帰
す
れ
ば
罪
を
問
わ
な
い
こ
と
し
た
。
そ
の
保
証
は

ア
ッ
ラ
ー
の
別
称
で
あ
る
慈
悲
（
ラ
ヒ
ー
ム
）
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
。

第
９

章
を
除
い
て
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
の
残
り
の
一
一
三
章
は
、
こ
の
慈
悲

を
含
む
文
言
で
始
ま
る
。
悔
悟
反
復
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
第
１

章

は
創
造
主
、
慈
悲
に
よ
っ
て
信
仰
歪
曲
か
ら
の
悔
悟
回
帰
を
無
条
件
（
懲

罰
な
し
）
で
受
け
入
れ
る
こ
と
の
約
束
、
そ
の
後
、
現
世
の
歩
み
の
成
果

が
最
後
の
審
判
の
日
に
判
断
さ
れ
る
と
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ッ
ラ
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al-Ā

m
ulī

（d. 1353

）
のN

afā ’is al-Funūn w
a 
‘A

rāyis 
al- ‘U

yūn

のK
ām

arūpañcāśikā

と
の
比
較
も
可
能
）

『
ダ
サ
ー
テ
ィ
ー
ル
』
と
『
ジ
ャ
ー
メ
・
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
』
が
代
表
例

後
期
：
カ
イ
ホ
ス
ロ
ー
・
イ
ス
フ
ァ
ン
デ
ィ
ヤ
ー
ル
時
代

組
織
立
っ
た
記
述
と
哲
学
的
内
容
が
特
徴

K
hw

īsh T
āb, Zardosht A

fshār, Zāyande R
ūd and Zūre-

ye Bāstānī

の
四
冊
が
代
表
例

Solh-e K
oll and D

īn-e Elāhī

と
も
関
連

　

上
記
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
前
期
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派

は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
時
代
の
オ
カ
ル
ト
科
学
の
復
興
と
云
う
観
点
か
ら

の
考
察
が
不
可
欠
で
あ
る
。
後
期
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
は
、

イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
学
派
が
ミ
ー
ル
・
ダ
ー
マ
ー
ド
を
中
心
に
北
イ
ン
ド
に

移
植
さ
れ
、
ジ
ャ
ウ
ン
プ
ー
ル
学
派
と
し
て
哲
学
化
し
て
い
く
産
物
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

即
ち
、
全
体
と
し
て
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
は
、「
イ
ラ
ン

の
ヒ
ジ
ュ
ラ
暦
一
〇
〇
〇
年
の
終
末
論
と
、
北
イ
ン
ド
の
イ
ス
ラ
ー
ム
哲

学
を
複
合
的
に
吸
収
し
な
が
ら
、
一
〇
〇
年
間
生
き
永
ら
え
た
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
教
思
想
」
と
評
価
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ア
マ
ル
・
ダ
ス
と
シ
ク
教
団
成
立 

│
│ 

そ
の
思
想
と
社
会
背
景 

│
│

保
坂　

俊
司

は
じ
め
に

　

シ
ク
教
は
、
そ
の
独
特
の
装
束
と
、
生
活
・
社
会
倫
理
に
お
い
て
注
目

さ
れ
る
イ
ン
ド
発
の
最
も
新
し
い
世
界
宗
教
の
一
つ
で
あ
る
。
現
在
信
徒

は
ほ
ぼ
二
千
数
百
万
人
で
あ
り
、
そ
の
大
多
数
が
イ
ン
ド
（
共
和
国
）
の

・
ド
イ
ツ
実
存
主
義
（
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
な
ど
）

・ 

北
欧
の
神
秘
主
義
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル
グ
、
ヨ
ハ
ン
・
ハ
ー
マ

ン
な
ど
）

↓
グ
ー
タ
ー
ス
（D

im
itri Gutas, 1945︲

）

・
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
延
長
と
し
て
の
フ
ァ
ル
サ
フ
ァ
理
解

・ 

神
秘
主
義
で
は
な
く
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
と
し
て
の
イ
ブ
ン
・

ス
ィ
ー
ナ
ー
思
想

↓
メ
ル
ヴ
ィ
ン
＝
ク
ー
シ
キ
ー
（M

atthew
 M

elvin-K
oushki

）

・
マ
ム
ル
ー
ク
朝
、
イ
ル
・
ハ
ン
朝
以
降
の
オ
カ
ル
ト
科
学

・
文
字
神
秘
主
義

・
イ
ラ
ン
民
族
主
義

↓
サ
ッ
ジ
ャ
ー
ド
・
リ
ズ
ヴ
ィ
ー
（Sajjad Rizvi

）

・
ム
ガ
ル
帝
国
期
の
北
イ
ン
ド
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想

・
イ
ス
フ
ァ
ハ
ー
ン
学
派
の
発
展
と
し
て
の
ジ
ャ
ウ
ン
プ
ー
ル
学
派

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
上
に
、
一
六
〜
一
七
世
紀
の
イ
ラ
ン
・
イ
ン
ド
で

活
躍
し
た
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派
を
置
く
と
、
ど
の
よ
う
に
文

脈
化
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
発
表
者
は
、
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
学
派

文
献
を
二
つ
に
区
分
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。

前
期
：
ア
ー
ザ
ル
・
カ
イ
ヴ
ァ
ー
ン
時
代

・
秘
教
主
義

・
救
世
主
思
想

・ 

聖
典
の
偽
造
（
オ
ス
マ
ン
帝
国
のM

uhyī al-D
īn Gulshānī

（1528︲1604

）
のK

itāb A
sl al-M

aqāsid w
a Fasl al-

M
arāsid

と
の
比
較
も
可
能
）

・ 

惑
星
崇
拝
（Sham

s al-D
īn M

uh. am
m

ad ibn M
ah. m

ūd 
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彼
は
そ
の
経
歴
も
独
自
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
派
の
熱
心
な

信
者
と
し
て
六
十
年
以
上
暮
ら
し
、
そ
の
後
シ
ク
教
に
改
宗
し
、
グ
ル
と

な
っ
た
た
め
に
、
開
祖
ナ
ー
ナ
ク
の
思
想
形
成
と
大
き
く
異
な
り
、
そ
の

結
果
、
シ
ク
教
思
想
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
回
帰
を
も
た
ら
し
た
。
例
え
ば
、

初
代
グ
ル
・
ナ
ー
ナ
ク
で
は
、
神
を
表
す
代
表
的
な
名
称
が
、
ア
ラ
ビ
ア

語
起
源
の
フ
カ
ム
：hukham

で
あ
っ
た
が
、
ア
マ
ル
・
ダ
ス
で
は
、

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
的
な
ハ
リ
（hari

）
が
、
多
用
さ
れ
る
。

　

ま
た
そ
の
表
現
は
、
ナ
ー
ナ
ク
の
抽
象
的
に
対
し
て
、
ア
マ
ル
・
ダ
ス

は
生
活
レ
ヴ
ェ
ル
の
比
喩
が
多
く
な
る
。
例
え
ば
、

神
（hari

）
を
信
じ
る
も
の
に
と
っ
て
、
神
は
富
で
あ
り
、
資
本
で

あ
り
、
信
者
は
そ
れ
と
共
に
あ
る
。
神
（hari

）
の
名
を
讃
え
る
も

の
に
と
っ
て
、（
神
は
）
商
品
で
あ
り
、
商
い
で
あ
る
。

神
の
名
を
唱
え
る
も
の
に
と
っ
て
、（
神
は
）
店
舗
で
あ
る
。

（『
シ
ュ
リ
・
ラ
ー
グ
』）

　

ア
マ
ル
・
ダ
ス
は
、
七
〇
才
を
過
ぎ
て
第
三
代
に
就
任
し
た
が
、
精
力

的
に
活
躍
し
、
シ
ク
教
教
団
の
確
立
、
教
団
組
織
（
ミ
シ
ャ
ル
）
の
創
設

を
、
ム
ガ
ル
セ
ウ
フ
の
行
政
組
織
を
模
し
確
立
し
、
現
代
の
信
仰
の
中
心

と
な
る
。
ハ
リ
マ
ン
デ
ル
（
黄
金
寺
院
）
の
建
設
の
基
礎
も
確
立
し
た
。

　

彼
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
否
定
、
離
婚
の
承
認
、
寡
婦
の
再
婚
の
奨

励
、
相
互
扶
助
制
度
の
確
立
（
特
に
、
施
食
制
度
。
一
般
に
は
、
無
料
食

堂
制
度
が
有
名
：
ラ
ン
ガ
）。
女
性
宗
教
指
導
者
の
容
認
な
ど
極
め
て
革

新
的
な
教
義
を
シ
ク
教
の
中
に
持
ち
込
み
、
シ
ク
教
教
団
の
拡
大
の
基
礎

を
気
づ
い
た
。
ま
た
、
グ
ル
の
後
継
者
を
親
族
に
指
定
し
、
グ
ル
の
世
襲

制
の
伝
統
を
確
立
し
た
。

パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
州
に
集
中
す
る
も
、
イ
ン
ド
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
各

地
で
盛
ん
な
経
済
活
動
を
行
い
最
も
活
動
的
な
イ
ン
ド
発
の
宗
教
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。

Ⅰ　

シ
ク
教
研
究
（
宗
教
学
的
）
の
意
義
に
つ
い
て

　

シ
ク
教
研
究
に
は
、
宗
教
学
全
般
の
研
究
領
域
に
お
い
て
、
そ
の
研
究

意
義
は
大
き
い
が
、
そ
の
研
究
は
世
界
的
に
見
て
、
必
ず
し
も
進
ん
で
い

な
い
。
そ
こ
で
発
表
者
は
特
に
以
下
の
点
に
注
目
し
て
研
究
を
続
け
て
い

る
。

１　

現
代
的
な
意
義
…
…
諸
宗
教
の
共
存
、
特
に
イ
ス
ラ
ム
と
多
神
と
の

共
生
の
時
代
に
お
け
る
シ
ク
教
が
試
み
た
思
想
的
、
宗
教
的
共
生
の
事
例

研
究
。
具
体
的
に
は
、
そ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
イ
ス
ラ
ム
融
和
思
想
は
、
宗

教
対
立
が
国
際
問
題
化
す
る
現
在
に
お
い
て
、
そ
の
意
義
は
小
さ
く
な

い
。

２　

他
宗
教
の
比
較
基
準
…
…
最
も
新
し
い
創
唱
宗
教
の
一
つ
と
し
て
、

そ
の
歴
史
的
な
発
展
が
、
客
観
的
な
資
料
に
よ
り
裏
付
け
ら
れ
る
た
め
に
、

他
の
創
唱
宗
教
（
特
に
、
歴
史
性
が
乏
し
い
イ
ン
ド
の
他
の
宗
教
と
の
）

対
比
研
究
が
可
能
と
な
る
。
発
表
者
は
、
特
に
仏
教
と
の
対
比
研
究
を
今

後
の
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
。

Ⅱ　

シ
ク
教
団
第
三
代
グ
ル
・
ア
マ
ル
ダ
ー
ス
の
活
動

　

ア
マ
・
ル
ダ
ー
（
一
四
七
九
―　

在
位
一
五
五
二
―
一
五
七
四
）
は
、

シ
ク
教
の
第
三
代
グ
ル
と
し
て
、
シ
ク
教
団
の
基
礎
を
築
い
た
。（
因
み

に
開
祖
ナ
ー
ナ
ク
（
一
四
六
九
―
一
五
三
九
）
は
、
思
想
や
理
念
の
提
示

者
で
あ
る
。）

　

彼
は
、
現
在
の
ア
ム
リ
サ
ル
近
郊
の
寒
村
に
生
ま
れ
、
農
業
と
小
さ
な

商
売
で
生
計
を
立
て
るK

hatri

階
級
出
身
で
あ
っ
た
。
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第
六
部
会

ミ
シ
ュ
ナ
に
お
け
る
意
図 

│
│ 

ユ
ダ
ヤ
法
規
再
考 

│
│

櫻
井　
　

丈

　

本
発
表
は
、
紀
元
二
〇
〇
年
に
ラ
ビ
・
イ
ェ
フ
ダ
・
ハ
ナ
ス
ィ
に
よ
っ

て
欽
定
編
纂
さ
れ
た
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
法
典
で
あ
る
ミ
シ
ュ
ナ
の
法
規

定
（
ハ
ラ
ハ
ー
）
の
性
質
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
テ
キ
ス
ト
の
法

規
定
は
対
象
物
を
聖
・
俗
及
び
浄
・
不
浄
の
い
ず
れ
か
の
範
疇
に
分
類

し
、
そ
の
性
質
を
定
義
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
な
ぜ
そ
の
法

的
効
力
が
そ
う
し
た
分
類
及
び
定
義
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
か
と
い
う

疑
問
が
生
じ
る
。
本
発
表
で
は
試
論
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
法
規
の
法
規
決
定

に
お
い
て
、
人
間
の
思
考
が
事
物
の
性
質
を
変
化
さ
せ
る
媒
介
で
あ
る
と

主
張
す
るH

ow
ard Eilberg-Schw

artz

の
議
論
に
立
脚
し
、
ミ
シ
ュ

ナ
に
お
い
て
人
間
の
思
考
、
特
に
意
図
（
マ
フ
シ
ャ
ヴ
ァ
）
こ
そ
が
、
対

象
物
を
あ
る
範
疇
に
分
類
し
、
そ
の
性
質
そ
の
も
の
を
変
化
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
そ
の
法
的
効
力
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
提
示
す
る
。

　

人
間
の
思
考
・
意
図
が
な
ぜ
事
物
の
分
類
及
び
定
義
に
重
要
な
要
素
と

し
て
機
能
す
る
の
か
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
に
お
け
る
創
世
記
伝
承
に
端

を
発
す
る
と
考
え
る
。
特
に
祭
司
資
料
で
あ
る
創
世
記
第
一
章
一
〜
九
節

で
は
、
唯
一
神
が
自
身
の
意
志
で
以
っ
て
事
物
を
創
造
し
、
適
切
な
分
類

化
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
他
方
ヤ
ハ
ウ
ィ
ス
ト
伝
承
で
あ
る
第
二
章

十
九
〜
二
十
節
の
章
句
で
は
、
人
間
が
神
の
代
理
と
し
て
被
造
物
の
分
類

化
及
び
定
義
の
作
業
を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

箇
所
は
、
神
の
意
志
及
び
人
間
の
意
図
に
よ
っ
て
事
物
を
分
類
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
創
造
の
業
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
ミ
シ
ュ
ナ
が
上
記
の
聖
書
伝
承
を
継
承
し
、
同
法
規
の
決

定
に
お
い
て
、
唯
一
神
の
代
理
と
し
て
人
間
自
ら
が
意
図
（
マ
フ
シ
ャ
ヴ

ァ
）
を
神
の
意
志
の
ご
と
く
用
い
て
、
事
物
を
分
類
化
し
、
そ
の
性
質
を

定
義
す
る
と
い
う
作
業
を
反
映
さ
せ
て
い
る
と
提
起
す
る
。
し
た
が
っ
て

対
象
物
を
分
類
化
し
、
そ
の
性
質
を
定
義
す
る
ミ
シ
ュ
ナ
の
法
規
決
定

は
、
所
謂
聖
書
伝
承
に
お
け
る
唯
一
神
の
意
志
に
よ
る
創
造
の
行
為
と
等

し
い
と
い
う
こ
と
を
提
起
す
る
。
こ
こ
で
ミ
シ
ュ
ナ
に
お
け
る
人
間
の

「
意
図
」
は
、
創
世
記
伝
承
に
お
け
る
唯
一
神
の
「
意
志
」
と
同
様
、
事

物
を
「
創
造
」
し
、「
分
類
化
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
性
質
を
定
義
、

変
化
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
ミ
シ
ュ
ナ

の
法
規
そ
の
も
の
が
、
人
間
が
唯
一
神
の
代
理
と
し
て
現
実
世
界
に
お
け

る
秩
序
を
維
持
・
管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
の
創
造
の
行
為
の
具
現

化
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
商
業
契
約
文
書

嶋
田　

英
晴

　

イ
ス
ラ
ー
ム
期
以
降
、
特
に
八
世
紀
半
ば
以
降
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
（
イ
ラ

ク
）
の
ゲ
オ
ニ
ー
ム
（
学
塾
の
塾
長
た
ち
）
と
十
二
世
紀
の
マ
イ
モ
ニ
デ

ス
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
た
市
場
の
手
法
に
馴
染
ん
で
い
た
。
ゲ
オ
ニ
ー

ム
は
こ
れ
を
（
ア
ラ
ビ
ア
語
で
）「
フ
ク
ム　

ア
ッ
ト
ゥ
ッ
ジ
ャ
ー
ル
（
商

人
た
ち
の
慣
習
）」
と
呼
ん
だ
。
ゲ
オ
ニ
ー
ム
は
タ
ッ
カ
ノ
ー
ト
（
法
規
）

に
よ
っ
て
、
レ
ス
ポ
ン
サ
（
各
地
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
権

威
筋
間
の
質
疑
応
答
集
）
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
新
し
い
商
業
上
の
慣
行

を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
慣
行
と
新
し
い
商
業
経
済
の
そ
の
他
の
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合
、
こ
れ
は
ユ
ダ
ヤ
の
指
導
体
制
に
と
っ
て
主
要
か
つ
不
変
の
問
題
で
あ

っ
た
。
更
に
『
ミ
シ
ュ
ネ
ー
・
ト
ー
ラ
ー
』
の
中
に
お
け
る
、
マ
イ
モ
ニ

デ
ス
に
よ
る
ハ
ラ
ハ
ー
の
更
新
の
多
く
と
ユ
ダ
ヤ
商
法
の
改
革
は
、
マ
イ

モ
ニ
デ
ス
が
ユ
ダ
ヤ
系
商
人
に
対
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
法
体
系
に
匹
敵
す
る

よ
う
な
ユ
ダ
ヤ
の
対
応
物
を
代
案
と
し
て
提
供
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
、
自
ら
の
活
動
が
ハ
ラ
ハ
ー
に
照
ら
し
て
公
正
で
あ
る

こ
と
を
常
に
確
認
し
て
来
た
。
従
っ
て
、
ゲ
ニ
ザ
文
書
に
多
く
見
出
さ
れ

る
商
業
契
約
文
書
に
書
か
れ
た
協
業
（
シ
ャ
リ
カ
）
を
含
む
ユ
ダ
ヤ
の
経

済
活
動
研
究
の
意
義
と
は
、
現
代
へ
と
続
く
ユ
ダ
ヤ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
が
形
成
・
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
「
否
定
神
学
」
を
再
考
す
る

法
貴　
　

遊

　

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
（M

aim
onides

一
二
〇
四
年
没
）
が
主
著
『
迷
え

る
者
の
導
き
（D

alālat al-h. āirīn

）』
第
一
章
で
否
定
神
学
を
主
張
し

た
こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
彼
が
ど
の
よ
う
な
前
提
と
方
法

に
則
っ
て
い
た
の
か
に
関
し
て
は
、
多
く
の
先
行
研
究
が
信
じ
が
た
い
程

の
誤
解
や
偏
見
や
無
関
心
を
露
わ
に
し
て
い
る
。
本
発
表
の
目
的
は
、
彼

の
否
定
神
学
が
カ
ラ
ー
ム
の
学
（‘ilm

 al-kalām

）
の
一
派
で
あ
る
バ
ス

ラ
の
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、

両
者
の
共
通
点
と
相
違
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

古
典
ア
ラ
ビ
ア
語
文
法
学
が
バ
ス
ラ
の
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
に
及
ぼ
し

た
影
響
は
絶
大
で
あ
る
。
カ
ラ
ー
ム
の
学
内
部
で
展
開
し
た
否
定
神
学

諸
要
件
へ
の
順
応
を
試
み
た
。

　

し
か
し
、
ゲ
オ
ニ
ー
ム
と
は
対
照
的
に
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
新
し
い
商

業
経
済
に
対
し
て
「
法
典
化
」
を
通
し
て
応
じ
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
の
主

要
著
書
の
一
つ
で
あ
る
『
ミ
シ
ュ
ネ
ー
・
ト
ー
ラ
ー
』
の
第
十
二
書
「
資

産
」
の
書
の
「
ヒ
ル
ホ
ー
ト　

シ
ェ
ル
ヒ
ー
ン　

ヴ
ェ
シ
ュ
タ
フ
ィ
ー
ン

（
代
理
人
と
協
業
者
の
法
）」
の
一
つ
の
ハ
ラ
ハ
ー
を
注
意
深
く
分
析
す
る

こ
と
で
、『
ミ
シ
ュ
ネ
ー
・
ト
ー
ラ
ー
』
に
お
け
る
「
商
人
た
ち
の
慣
習
」

の
場
所
を
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
ゲ
オ
ニ
ー
ム
と
は
異
な

り
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
他
の
箇
所
で
は
「
航
海
者
の
慣
習
」
と
い
う
用
語

を
自
由
に
用
い
て
い
る
が
、
ゲ
オ
ニ
ー
ム
の
用
語
で
あ
る
「
フ
ク
ム　

ア

ッ
ト
ゥ
ッ
ジ
ャ
ー
ル
（
商
人
た
ち
の
慣
習
）」
と
い
う
（
ア
ラ
ビ
ア
語
の
）

言
い
回
し
は
用
い
て
い
な
い
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
む
し
ろ
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で

書
き
、
ミ
シ
ュ
ナ
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
古
い
衣
服
を
新
し

い
現
実
に
纏
わ
せ
る
」
た
め
に
、
伝
統
的
な
ラ
ビ
的
言
い
回
し
で
あ
る

（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
）「
ミ
ン
ハ
グ　

ハ
メ
デ
ィ
ナ
（
地
方
の
慣
習
）」
を
用

い
た
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
商
業
経
済
に
適
応
す
べ
く
農
業
経
済
由
来
の

ハ
ラ
ハ
ー
を
更
新
す
る
た
め
に
商
業
の
要
素
を
、
そ
れ
が
欠
如
し
て
い
る

タ
ル
ム
ー
ド
の
儀
式
法
の
な
か
に
組
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。

　

す
ぐ
に
分
る
が
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
頑
強
に
ゲ
オ
ニ
ー
ム
に
よ
る
改
革

を
拒
絶
し
た
。
そ
の
改
革
は
、
専
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
る
大
征
服
以
降
特

に
イ
ラ
ク
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
土
地
所
有
か
ら
商
業
・
手
工
業
へ
と

生
業
を
移
し
て
い
く
こ
と
に
順
応
す
る
た
め
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
ゲ
オ
ニ
ー
ム
が
取
り
組
も

う
と
試
み
た
経
済
的
現
実
に
無
頓
着
で
あ
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
イ
ス
ラ
ー
ム
法
廷
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
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る
場
合
（
偶
有
に
因
る
属
性
）
で
、
存
在
論
的
主
張
が
異
な
る
こ
と
を
認

め
る
が
、
そ
の
属
性
の
意
味
解
釈
の
点
で
彼
と
異
な
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス

は
、
カ
ラ
ー
ム
学
者
が
こ
の
存
在
論
的
主
張
の
違
い
を
認
識
し
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
二
つ
の
述
語
付
け
に
お
い
て
属
性
の
意
味
は
同
一
で
あ
る
と
見

な
し
た
点
を
批
判
す
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
神
を
記
述
す
る
属
性
は
、

欠
如
の
否
定
（「
知
り
て
在
る
」
の
意
味
は
無
知
で
は
な
い
）
と
し
て
解

釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
だ
が
こ
の
解
釈
も
、
バ
ス
ラ
の

ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
と
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
シ
ム
が
異
な
る
の
は
こ
の
後
で
あ

る
。
前
者
は
欠
如
の
否
定
と
い
う
解
釈
に
、
さ
ら
に
解
釈
を
重
ね
る
。
彼

は
欠
如
の
否
定
が
、
無
制
限
の
完
全
性
を
意
味
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
バ

ス
ラ
の
ム
ウ
タ
ズ
ィ
ラ
学
派
の
属
性
論
に
遵
う
限
り
、
神
が
存
在
し
、
か

つ
単
純
で
あ
る
こ
と
は
保
証
さ
れ
る
が
、
神
そ
の
も
の
は
、
い
わ
ば
空
集

合
と
し
て
残
さ
れ
る
。
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
こ
の
空
集
合
を
、
あ
ら
ゆ
る
側

面
に
お
け
る
絶
対
的
な
完
全
性
に
反
転
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
に
お
け
る

粗
雑
な
「
三
つ
の
指
輪
の
物
語
」

志
田　

雅
宏

　

レ
ッ
シ
ン
グ
の
『
賢
人
ナ
ー
タ
ン
』
に
登
場
す
る
有
名
な
た
と
え
話
に

「
三
つ
の
指
輪
の
物
語
」
が
あ
る
。
家
宝
の
美
し
い
指
輪
を
持
つ
父
親
に
、

愛
す
る
三
人
の
息
子
が
い
た
。
父
は
ど
の
息
子
に
指
輪
を
継
が
せ
る
か
決

め
ら
れ
ず
、
そ
っ
く
り
の
指
輪
を
さ
ら
に
二
つ
作
り
、
全
員
に
ひ
と
つ
ず

つ
指
輪
を
与
え
た
。
だ
が
、
そ
の
せ
い
で
息
子
た
ち
は
自
分
の
指
輪
こ
そ

が
本
物
で
あ
る
と
法
廷
で
訴
え
る
。
す
る
と
そ
こ
に
賢
い
裁
判
官
が
現

は
、
言
語
表
記
と
し
て
の
述
語
＝
属
性
に
含
意
さ
れ
る
存
在
論
的
主
張
を

解
明
す
る
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
こ
の
学
派
に
属
す
る
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
シ

ム
（A

bū H
āshim

九
三
三
年
没
）
は
、
存
在
論
的
主
張
の
違
い
に
応
じ

て
、
述
語
＝
属
性
を
五
つ
の
種
類
に
分
類
し
た
。
そ
の
中
で
も
自
体
的
属

性
と
、
偶
有
に
因
る
属
性
と
、
そ
れ
自
体
に
因
る
の
で
も
偶
有
に
因
る
の

で
も
な
い
属
性
の
三
つ
が
重
要
で
あ
る
。
自
体
的
属
性
と
は
、
主
語
に
よ

っ
て
指
示
さ
れ
る
モ
ノ
が
同
一
性
を
持
っ
て
存
在
す
る
あ
り
方
に
由
来
し

て
言
わ
れ
る
属
性
で
あ
る
（
神
は
生
き
て
在
る
、
こ
の
原
子
は
空
間
を
占

め
て
在
る
）。
偶
有
に
因
る
属
性
と
は
、
主
語
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
る
モ

ノ
と
は
別
の
モ
ノ
ゆ
え
に
、
主
語
が
こ
れ
こ
れ
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
属
性
で
あ
る
（「
ザ
イ
ド
は
知
り
て
在
る
」
は
「
ザ
イ
ド
に
は
知
（
と

い
う
偶
有
）
が
あ
る
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
さ
れ
る
）。
そ
れ
自
体
に
因
る

の
で
も
偶
有
に
因
る
の
で
も
な
い
属
性
と
は
、
欠
如
の
否
定
と
解
釈
さ
れ

る
属
性
を
含
む
（「
満
ち
足
り
て
在
る
」
の
意
味
は
不
足
が
存
在
し
な
い

こ
と
で
あ
る
）。

　

さ
て
、
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
『
迷
え
る
者
の
導
き
』
第
一
章
五
一
節
の
中

で
、
属
性
と
そ
の
主
語
が
等
価
語
と
な
る
よ
う
な
述
語
付
け
が
神
に
な
さ

れ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
。
彼
が
否
定
す
る
の
は
、
属
性
と
そ
の
主

語
が
別
の
モ
ノ
を
指
示
し
、
前
者
が
後
者
に
付
帯
す
る
と
い
う
存
在
論
的

主
張
を
含
意
す
る
述
語
付
け
（
偶
有
に
因
る
属
性
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
記
述
が
神
に
な
さ
れ
た
場
合
、
神
が
複
合
体
と
し
て
在
る
こ
と
を
主
張

し
て
し
ま
う
。
遵
っ
て
マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
自
体
的
属
性
で
神
を
記
述
す

る
こ
と
を
経
由
す
る
。

　

マ
イ
モ
ニ
デ
ス
は
、
ア
ブ
ー
・
ハ
ー
シ
ム
に
倣
っ
て
、
同
じ
属
性
が
神

に
附
せ
ら
れ
る
場
合
（
自
体
的
属
性
）
と
そ
れ
以
外
の
モ
ノ
に
附
せ
ら
れ
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律
法
も
い
ま
や
そ
の
意
義
と
高
貴
さ
を
失
っ
た
と
主
張
す
る
「
あ
る
民

族
」
を
登
場
さ
せ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
反
論
と
し
て
、
以
下
の
真
珠
の
た

と
え
話
が
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
│
│
美
し
い
真
珠
を
持
っ
て
い
た
父
親
が

息
子
に
そ
れ
を
継
が
せ
た
い
と
望
ん
で
い
た
が
、
息
子
は
そ
の
想
い
に
応

え
ら
れ
ず
父
を
怒
ら
せ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
父
は
真
珠
を
穴
に
隠
し
、
息

子
が
悔
い
改
め
る
の
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。
や
が
て
、
息
子
を
妬
む
父
の

召
使
た
ち
が
や
っ
て
き
て
、
自
分
た
ち
が
真
珠
を
受
け
取
っ
た
と
嘘
を
つ

く
。
愚
か
な
息
子
は
そ
の
こ
と
を
案
ず
る
こ
と
さ
え
も
な
か
っ
た
が
、
長

い
間
召
使
た
ち
が
彼
を
怒
ら
せ
た
後
、
よ
う
や
く
悔
い
改
め
る
。
そ
れ
を

見
た
父
は
隠
し
て
い
た
真
珠
を
息
子
に
与
え
、
息
子
は
自
分
た
ち
の
嘘
を

恥
じ
た
召
使
た
ち
を
赦
す
の
で
あ
っ
た
│
│
。

　

ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
に
お
け
る
真
珠
の
た
と
え
話
は
、
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
や
ボ

ッ
カ
ッ
チ
ョ
、
レ
ッ
シ
ン
グ
と
も
ま
た
異
な
り
、「
悔
い
改
め
」
と
「
赦

し
」
を
そ
の
根
幹
的
主
題
と
し
て
い
る
。「
真
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
誰
か
」

と
い
う
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
神
学
的
問
い
に
応
答

す
る
か
た
ち
で
、
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
批
判
的
な
ま

な
ざ
し
を
向
け
、
救
済
の
た
め
の
行
動
を
呼
び
か
け
る
。
そ
れ
は
神
か
ら

「
真
珠
」
を
受
け
継
ぎ
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
高
貴
さ
を
取
り
戻
す
こ
と
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
預
言
体
験
に
到
達
す
る
た
め
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
よ
る
一

連
の
実
践
を
へ
て
、
人
間
の
知
性
を
神
の
知
性
と
一
体
化
さ
せ
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
知
的
完
成
者
す
な
わ
ち
預
言
者
は
世
界
を
放
浪
し
、

人
々
を
教
え
導
き
、
万
人
が
そ
の
知
性
に
お
い
て
神
を
知
る
こ
と
を
実
現

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
に
と
っ
て
の
真
珠
の
た
と
え
話

は
、
宗
教
の
違
い
を
超
え
た
普
遍
的
な
知
的
完
成
を
こ
の
世
に
お
い
て
実

現
す
る
た
め
の
、
他
者
の
赦
し
の
物
語
で
あ
っ
た
。
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人

れ
、
見
事
に
争
い
を
調
停
す
る
。
こ
の
た
と
え
話
は
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ョ
の

『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
美
し
い
指
輪
や
真
珠
を
真

の
信
仰
、
真
の
宗
教
に
た
と
え
た
話
は
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
エ
レ
ミ
ヤ

書
で
は
ユ
ダ
王
国
の
王
が
「
神
の
右
手
の
指
輪
」
と
表
現
さ
れ
、
マ
タ
イ

福
音
書
で
は
イ
エ
ス
が
「
天
の
国
」
を
真
珠
に
た
と
え
た
。
中
世
イ
ス
ラ

ー
ム
世
界
で
は
『
テ
ィ
マ
ー
タ
オ
ス
の
弁
明
』
で
、
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
派
総

主
教
が
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
カ
リ
フ
・
マ
フ
デ
ィ
と
対
話
し
、
キ
リ
ス
ト
教

信
仰
を
真
珠
に
た
と
え
つ
つ
、
そ
の
真
珠
を
カ
リ
フ
と
も
共
有
で
き
る
と

答
え
る
。
サ
ア
ー
リ
ビ
ー
の
『
ペ
ル
シ
ャ
人
の
王
の
歴
史
』
で
は
、
愛
す

る
三
人
の
女
性
の
た
め
に
三
つ
の
指
輪
を
作
っ
た
ペ
ル
シ
ャ
王
の
逸
話
が

出
て
く
る
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
東
方
の
た
と
え
話
は
西
方
キ
リ
ス
ト
教

世
界
に
伝
播
し
、
十
三
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
説
教
師
ブ
ル
ボ
ン
の
ス
テ
フ

ァ
ヌ
ス
が
、
嫡
出
の
一
人
娘
に
父
親
が
家
宝
の
指
輪
を
継
が
せ
、
彼
の
不

貞
に
よ
る
非
嫡
出
の
娘
た
ち
が
偽
物
の
指
輪
を
拵
え
て
、
父
の
遺
産
を
騙

し
取
ろ
う
と
す
る
話
を
語
っ
た
。
こ
れ
ら
の
た
と
え
話
は
、
宗
教
間
の
争

い
や
宗
教
的
寛
容
、
異
な
る
宗
教
に
お
け
る
信
仰
の
共
有
や
、
ひ
と
つ
の

宗
教
を
唯
一
絶
対
と
み
な
す
こ
と
な
ど
、
き
わ
め
て
多
様
な
仕
方
で
意
味

づ
け
ら
れ
て
き
た
。

　

本
発
表
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア

（
一
二
三
九
―
九
一
頃
）
を
取
り
上
げ
る
。
預
言
体
験
に
到
達
す
る
た
め

の
手
引
き
と
し
て
書
か
れ
た
『
知
性
の
光
』
で
、
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア
は
真
珠

の
た
と
え
話
を
す
る
。
彼
の
預
言
論
の
核
を
な
す
「
聖
な
る
言
語
」
と
し

て
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
真
珠
に
た
と
え
、
そ
れ
を
有
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
が
神
に

選
ば
れ
た
民
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
さ
い
、
ア
ブ
ラ
フ
ィ
ア

は
、
神
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
地
位
を
他
の
民
族
に
交
代
さ
せ
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
や
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け
た
。

　

ま
ず
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
共
和
国
に
お
い
て
い
か
な
る
外
国
人
組
合

も
自
ら
の
規
則
を
持
ち
統
治
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
場
合
は
規
則
内
容
を
当
局
に
提
出
し
て
許
可
を
も
ら
う
必
要
が

あ
る
の
に
対
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
は
そ
れ
を
行
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の

理
由
と
し
て
ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
は
、
ど
の
歴
史
を
見
て
も
ユ
ダ
ヤ
人
は
危
険

で
は
な
か
っ
た
こ
と
と
と
も
に
、
ユ
ダ
ヤ
法
は
現
世
的
権
威
の
管
轄
外
に

あ
る
た
め
に
、
認
可
手
続
き
を
行
う
こ
と
は
神
の
冒
瀆
に
あ
た
る
こ
と
を

挙
げ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
や
兄
弟
団
の
規
則
に
は
干
渉
す
べ
き
で
は

な
い
こ
と
を
理
由
に
、
ユ
ダ
ヤ
法
は
「
認
め
ら
れ
る
」
の
で
は
な
く
「
許

さ
れ
る
」
べ
き
だ
と
す
る
。

　

さ
ら
に
統
治
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
は
教
会
や
兄

弟
団
が
持
つ
規
則
を
参
照
し
な
が
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
権
威
を
犯
す
と

疑
わ
れ
た
法
、
す
な
わ
ち
市
民
法
・
刑
事
法
に
あ
た
る
規
則
、
破
門
の

罰
、
行
政
官
へ
の
訴
え
の
禁
止
を
正
当
化
す
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の

規
則
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
方
針
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
な
お
か
つ
そ

の
命
令
や
罰
は
精
神
的
で
強
制
力
は
持
た
な
い
ゆ
え
に
、
許
さ
れ
る
べ
き

と
論
ず
る
。
当
時
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
議
会
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
法
・
裁

判
と
儀
礼
の
区
別
が
つ
か
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
は
あ
え
て
儀
礼
の
中
に
法
、
議
会
、
裁
判
を
含
め
て

い
る
。

　

ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
の
報
告
書
は
、
最
初
に
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
を
外
国
人
組

合
の
法
的
立
場
に
類
比
さ
せ
る
こ
と
で
都
市
か
ら
切
り
離
し
つ
つ
も
、
キ

リ
ス
ト
教
の
教
会
や
兄
弟
団
を
参
照
し
つ
つ
、
当
時
の
共
和
国
と
教
会
の

関
係
を
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
に
も
当
て
は
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
当

に
悔
い
改
め
を
呼
び
か
け
、
異
教
徒
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
対
す
る
和

解
と
赦
し
を
試
み
る
こ
と
が
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
と
向
き
あ
う
ア
ブ
ラ
フ

ィ
ア
が
導
き
出
し
た
ひ
と
つ
の
答
え
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
法
は
宗
教
か
政
治
か

│
│ 

十
七
世
紀
ベ
ネ
チ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
統
治
か
ら 

│
│

李　
　

美
奈

　

十
七
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ラ
ビ
、
シ
モ
ー
ネ
・
ル
ッ
ツ
ァ
ー
ト
は

『
議
論
』（
一
六
三
八
）
に
お
い
て
ユ
ダ
ヤ
教
を
、
積
極
的
に
教
え
る
べ
き

道
徳
性
と
自
由
意
志
に
基
づ
い
て
守
る
儀
礼
と
に
分
け
て
論
じ
る
。
中
世

に
お
い
て
は
精
神
と
実
践
と
が
不
可
分
に
関
わ
っ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
を
こ

の
よ
う
に
描
く
背
景
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
統
治
の

方
針
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
フ
ル
ジ
ェ
ン
ツ
ィ

オ
・
ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
の
報
告
書
か
ら
、
共
和
国
の
ユ
ダ
ヤ
人
統
治
の
内
容

を
明
ら
か
に
す
る
。

　

ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
の
神
学
顧
問
で
あ
り
、
一
六

〇
六
年
の
聖
務
停
止
処
分
以
降
徹
底
的
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
現
世
的
権
威

を
擁
護
す
る
理
論
を
展
開
し
て
き
た
。
ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
の
作
成
し
た
報
告

書
は
一
六
三
一
〜
三
二
年
に
起
き
た
リ
ブ
ロ
・
グ
ラ
ン
デ
事
件
に
端
を
発

す
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
内
部
の
対
立
に
お
い
て
当
局
の
干
渉
を
避
け
た

こ
と
か
ら
ユ
ダ
ヤ
人
は
国
家
内
国
家
を
作
っ
て
い
る
と
疑
わ
れ
、
ユ
ダ
ヤ

法
を
翻
訳
さ
せ
て
調
査
し
た
。
ミ
カ
ン
ツ
ィ
オ
は
こ
の
報
告
書
で
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
自
治
や
法
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
裁
判
権
や
権
威
を
侵
し
て
い
る
の

で
は
、
と
い
う
疑
義
に
対
し
、
こ
れ
ら
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
方
針
に
反
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
力
は
精
神
的
ゆ
え
に
統
治
は
認
め
ら
れ
る
、
と
結
論
付
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ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
律
法
理
解
は
、
晩
年
の
小
論
「
建
て
る
者
た

ち
」
に
も
っ
と
も
は
っ
き
り
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
小
論
を
通

し
て
、
世
俗
化
し
伝
統
的
生
活
か
ら
離
れ
た
同
時
代
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
伝
統

的
生
活
に
連
れ
戻
そ
う
と
し
た
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
近
代
と
い
う
時
代

の
な
か
で
人
間
が
人
間
ら
し
く
あ
る
た
め
に
は
、
普
遍
的
な
も
の
と
の
関

係
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
ユ
ダ

ヤ
人
に
と
っ
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
自
覚
的
に
生
き
る
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
な
目
標
の
も
と
、
彼
は
同
時
代
の
ユ
ダ

ヤ
民
族
主
義
（
シ
オ
ニ
ズ
ム
）
と
正
統
派
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
現
代
に

お
い
て
な
お
可
能
な
律
法
と
の
関
わ
り
方
を
提
示
し
た
。

　

彼
の
律
法
理
解
と
正
統
派
批
判
は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。
当
時
の

正
統
派
の
律
法
理
解
は
、
歴
史
的
啓
示
の
真
実
性
へ
の
信
仰
と
い
う
困
難

な
態
度
決
定
を
前
提
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
あ
ら
か
じ
め
書

き
出
さ
れ
た
規
則
だ
け
は
義
務
と
し
て
守
る
が
、
生
活
の
ほ
か
の
部
分
で

は
市
民
と
し
て
世
俗
的
生
活
を
享
受
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
生
活
を
ユ
ダ

ヤ
的
・
宗
教
的
な
部
分
と
非
ユ
ダ
ヤ
的
・
世
俗
的
部
分
に
分
割
し
て
し
ま

っ
て
い
た
。
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
こ
れ
に
対
し
、
特
に
明
文
化
さ
れ

て
い
な
い
習
慣
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
神
に
対
す
る
応
答
と
し
て
お

こ
な
う
こ
と
で
、
生
活
の
全
体
を
ユ
ダ
ヤ
的
な
も
の
と
す
る
と
い
う
生
き

方
を
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
な
律
法
理
解
は
、
伝
承
さ
れ
た
聖
書
テ
ク
ス

ト
を
シ
ナ
イ
啓
示
の
直
接
の
産
物
と
す
る
伝
統
的
信
仰
に
固
執
し
な
い

点
、
ラ
ビ
に
よ
る
法
解
釈
の
蓄
積
に
副
次
的
な
重
要
性
し
か
認
め
な
い

点
、
律
法
を
実
践
す
る
際
に
人
間
の
意
志
や
こ
こ
ろ
の
敬
虔
さ
を
重
視

し
、
義
務
と
し
て
の
側
面
を
捨
象
す
る
点
に
お
い
て
、
正
統
派
の
律
法
理

解
と
対
立
す
る
。

時
、
国
家
と
教
会
の
対
立
の
中
で
、
政
治
的
権
威
の
現
世
的
／
精
神
的
の

境
界
線
が
流
動
的
・
曖
昧
だ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
、
そ
の
詳
細
な
区
別
に

つ
い
て
は
議
論
を
避
け
な
が
ら
、
共
同
体
の
す
べ
て
の
機
構
を
「
許
し
」

つ
つ
も
、
同
時
に
ま
る
ご
と
精
神
的
な
も
の
に
押
し
込
め
る
議
論
を
行

い
、
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
の
一
切
の
強
制
力
を
排
除
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
つ
ま
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
の
力
が
精
神
的

な
も
の
へ
と
限
定
さ
れ
る
の
と
並
行
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
も
宗
教
共

同
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
と
と
も
に
精
神
的
な
も
の
へ
と
昇
華
し
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ル
ッ
ツ
ァ
ー
ト
が
儀
礼
の
強
制
性
を
排
除
し
て
自
由
意

志
に
よ
っ
て
守
る
と
し
た
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
統
治
方
針
が
あ
る
。

ヨ
ー
ゼ
フ
・
カ
ル
レ
バ
ハ
と
フ
ラ
ン
ツ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク

丸
山　

空
大

　

ヨ
ー
ゼ
フ
・
カ
ル
レ
バ
ハ
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク

の
共
同
体
を
率
い
た
正
統
派
の
ラ
ビ
で
あ
る
。
本
発
表
は
彼
の
特
徴
的
な

ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
受
容
か
ら
、
当
時
の
ド
イ
ツ
の
正
統
派
の
状
況
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
は
正
統
派
で
は
な
か
っ

た
が
、
晩
年
に
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
統
に
接
近
し
、
伝
統
的
律
法
を
遵
守
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
正
統
派
の
人
々
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ

ク
に
対
し
て
き
わ
め
て
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
態
度
を
示
し
た
。
す
な
わ

ち
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
が
同
時
代
の
世
俗
化
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
伝
統

へ
と
引
き
寄
せ
た
こ
と
や
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
古
典
的
テ
ク
ス
ト
を
翻
訳
し
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
正
統
派
の
人
々
は
高
く
評
価
し
た
。
し
か
し
、
彼
の

律
法
理
解
は
、
正
統
派
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
受
け
入
れ
る

こ
と
は
難
し
か
っ
た
。
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一
九
二
〇
年
代
米
国
の
改
革
派
ユ
ダ
ヤ
教
の
特
殊
性

│
│ 

そ
の
シ
オ
ニ
ズ
ム
的
傾
向 

│
│

石
黑　

安
里

　

ユ
ダ
ヤ
教
は
元
来
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
思
想
と
は
相
い
れ
な
い
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
ア
メ
リ
カ
の
改
革
運
動
を
担
っ
た
人
々
の
あ

い
だ
で
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
初
の
改
革
派
の
公
式
声
明
と
さ
れ
る
「
ピ

ッ
ツ
バ
ー
グ
綱
領
」（
一
八
八
五
年
）
第
五
条
で
は
、「
ユ
ダ
ヤ
国
家
に
か

か
わ
る
い
か
な
る
律
法
の
復
活
も
予
期
し
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。
し

か
し
、「
シ
オ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
は
非
常
に
多
義
的
で
あ
る
。
そ
れ

は
単
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
を
建
設
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
聖
書
に
ゆ
か
り

の
あ
る
土
地
に
帰
還
す
る
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し

ろ
居
住
国
に
留
ま
り
な
が
ら
、
ユ
ダ
ヤ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
す

る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
機
能
し
た
側
面
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ

カ
の
ユ
ダ
ヤ
教
界
に
お
い
て
さ
え
、
シ
オ
ニ
ス
ト
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ

っ
た
け
れ
ど
も
存
在
し
た
。
ま
た
、
シ
オ
ニ
ス
ト
と
自
称
す
る
こ
と
は
な

く
と
も
、「
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
綱
領
」
の
次
に
提
出
さ
れ
た
「
コ
ロ
ン
バ
ス

綱
領
」（
一
九
三
七
年
）
第
五
条
で
は
、
政
治
的
シ
オ
ニ
ズ
ム
と
文
化
的

シ
オ
ニ
ズ
ム
の
両
方
の
要
素
が
含
ん
だ
主
張
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
一
九
三
〇
年
代
の
こ
の
親
シ
オ
ニ
ズ
ム
的
傾
向
は
、
ナ
チ
ス
に
よ
る

迫
害
に
苦
し
む
同
胞
の
救
済
の
た
め
に
よ
る
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
親
シ
オ
ニ
ズ
ム
的
傾
向
は
ど
う
位
置
付
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
一
九
二
〇
年
代
の
親
シ
オ
ニ
ズ
ム
的
な
傾
向
が

社
会
奉
仕
、
社
会
正
義
の
実
現
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
概
観
し
、

一
九
二
〇
年
代
の
改
革
派
ユ
ダ
ヤ
教
が
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
対
し
て
、
一
九
三

　

カ
ル
レ
バ
ハ
は
、
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
批
判
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し

た
う
え
で
、
熱
心
に
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
思
想
を
正
統
派
の
機
関
紙

上
で
紹
介
し
た
。
彼
が
は
じ
め
て
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
つ
い
て
書
い

た
の
は
、『
救
済
の
星
』（
一
九
二
一
年
）
の
書
評
で
あ
っ
た
。
一
九
二
六

年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
書
評
は
、
難
解
さ
の
た
め
当
時
あ
ま
り
反
響
を
呼

ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
同
書
を
要
約
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
カ
ル
レ
バ
ハ
は
、
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
に
寄
せ
た
追
悼
文
に
お
い

て
、
後
者
の
律
法
理
解
も
ま
た
│
│
正
統
派
に
対
す
る
批
判
は
退
け
る
も

の
の
│
│
、
肯
定
的
に
評
価
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
カ
ル
レ
バ
ハ
の
態
度
は
、
彼
の
や
や
特
殊
な
経
歴
と
関
連

す
る
。
彼
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
会
衆
を
率
い
る
よ
う
に
な
る
前
、
各
地
で
正

統
派
の
宗
教
教
育
の
改
革
に
か
か
わ
り
、
そ
の
中
で
、
西
欧
の
正
統
派
が

若
者
の
宗
教
的
欲
求
に
十
分
に
こ
た
え
て
い
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
。
彼

も
ま
た
、
同
時
代
の
正
統
派
に
生
き
生
き
と
し
た
内
面
的
動
機
づ
け
が
欠

け
て
い
る
と
感
じ
た
の
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク

の
著
作
に
強
く
惹
か
れ
、
そ
れ
を
正
統
派
に
熱
心
に
紹
介
し
た
の
で
あ

る
。
一
般
に
、
戦
後
の
ロ
ー
ゼ
ン
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
思
想
的
影
響
は
、
保
守

派
や
改
革
派
な
ど
、
非
正
統
派
の
人
々
の
間
に
み
と
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
前
後
に
か
け
て
カ
ル
レ
バ
ハ
の
論
説
が
正

統
派
の
機
関
紙
に
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
ロ
ー
ゼ
ン

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
の
影
響
は
、
正
統
派
内
の
自
己
批
判
を
呼
び
水
と
し
て
、
正

統
派
に
も
及
ん
で
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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二
〇
年
代
の
時
点
で
は
、
一
九
三
七
年
の
コ
ロ
ン
バ
ス
綱
領
に
直
接
結
び

つ
く
理
念
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
一
九
二
〇
年
代
の
シ
オ
ニ
ズ

ム
活
動
は
、
当
時
、
米
国
で
盛
ん
で
あ
っ
た
革
新
主
義
の
運
動
の
ユ
ダ
ヤ

版
と
し
て
解
釈
す
る
ほ
う
が
、
そ
の
活
動
を
端
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
改
革
派
の
枠
組
み
に
限
定
し
て
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
親
和
的
な
傾
向

を
捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
よ
り
も
、
む
し
ろ
、「
ア
メ
リ
カ
化
し
た
ユ
ダ

ヤ
教
」
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え
る
の
が
適
切
で
は
な
い
か
と
い
う
結
論
に

至
っ
た
。
と
り
わ
け
、
本
報
告
で
は
焦
点
を
当
て
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
保
守
派
と
の
兼
ね
合
い
の
見
直
し
も
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
に
お
け
る
「
民
」「
民
衆
」

勝
又　

悦
子

　

十
九
世
紀
末
ド
イ
ツ
に
確
立
し
、
現
在
の
ユ
ダ
ヤ
教
研
究
の
基
盤
と
な

っ
た
ユ
ダ
ヤ
学W

issenschaft des Judentum
s

は
、
そ
の
牽
引
者
、

Ｌ
・
ツ
ン
ツ
の
見
解
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
人
類
の
普
遍

的
価
値
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
を
自
負
し
て
い
た
。
こ
と
に
、
七
〇
年
、

エ
ル
サ
レ
ム
第
二
神
殿
崩
壊
後
、
聖
書
の
学
び
に
従
事
す
る
ラ
ビ
・
ユ
ダ

ヤ
教
に
移
行
し
た
こ
と
は
、
神
殿
祭
司
と
い
う
家
柄
に
依
拠
し
な
い
、
民

主
的
な
ユ
ダ
ヤ
教
の
到
来
と
し
て
理
想
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
理
想
化
は
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
多
様
な
側
面
を
一
元
化

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
民

主
主
義
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
用
語
の
一
部
を
成
すdim

os

や
、

そ
の
他
、「
民
」「
民
衆
」
に
か
か
わ
る
用
語
の
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
で
の
用
例

を
分
析
し
、
ラ
ビ
文
献
を
中
心
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
「
民
」「
民
衆
」

〇
年
代
の
同
胞
の
救
済
の
た
め
に
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
接
近
し
た
事
例
と
は
異

な
る
特
徴
が
存
在
し
た
の
か
ど
う
か
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
改
革
派

の
ラ
ビ
で
あ
っ
た
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｓ
・
ワ
イ
ズ
（Stephen Sam

uel 
W

ise,
一
八
七
四
―
一
九
四
九
）
の
活
動
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
二

つ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
の
事
例
を
も
と
に
、
ユ
ダ
ヤ
教
界
内
部
で
の
シ
オ
ニ
ズ

ム
に
親
和
的
な
傾
向
を
確
認
す
る
。
一
つ
は
、
ワ
イ
ズ
が
一
九
〇
七
年
に

立
ち
上
げ
た
フ
リ
ー
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（T

he Free Synagogue

）
に

着
目
す
る
。
も
う
一
つ
は
改
革
派
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
あ
る
、
テ
ン
プ
ル
・

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（T

he T
em

ple Em
anu-El

）
を
取
り

上
げ
る
。
彼
ら
の
活
動
が
従
来
の
改
革
派
ユ
ダ
ヤ
教
の
中
で
単
な
る
例
外

と
し
て
整
理
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
ワ
イ
ズ
が
創
設
し
た
フ
リ
ー
・
シ
ナ

ゴ
ー
グ
は
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
非
ユ
ダ
ヤ
教
徒

に
向
け
て
も
開
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ワ
イ
ズ
は
、
既
存
の
改
革
派
が

十
分
に
社
会
正
義
を
実
践
で
き
て
い
な
い
と
不
満
に
感
じ
て
い
た
。
そ
し

て
、
社
会
正
義
の
実
現
と
い
う
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
使
命
」
を
シ
オ
ニ
ズ
ム

運
動
の
中
で
実
践
で
き
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
の
場
と
し

て
、
シ
ナ
ゴ
ー
グ
を
創
設
す
る
に
至
っ
た
。
一
方
、
テ
ン
プ
ル
・
エ
マ
ニ

ュ
エ
ル
・
シ
ナ
ゴ
ー
グ
は
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
に
親
和
的
な
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
一
九
二
〇
年
代
に
限
っ
て
言
え
ば
、
女
性
シ
オ
ニ
ス
ト

団
体
で
あ
る
ハ
ダ
ッ
サ
は
同
シ
ナ
ゴ
ー
グ
か
ら
、
そ
の
活
動
の
場
を
イ
ス

ラ
エ
ル
国
家
建
国
以
前
の
イ
ギ
リ
ス
委
任
統
治
下
に
あ
っ
た
パ
レ
ス
チ
ナ

へ
と
展
開
し
て
い
き
、
も
は
や
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
の
活
動
の
一
環
と
し
て
は

捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ワ
イ
ズ
や
ハ
ダ
ッ
サ
の
シ
オ
ニ
ス

ト
活
動
は
、
社
会
正
義
の
実
現
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
展
開
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
点
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
管
見
の
限
り
、
一
九
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れ
て
い
る
こ
と
は
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
会
衆
を
意
味
す
るkahar

に
つ

い
て
は
、kahar

に
入
る
者
と
入
ら
な
い
者
の
境
界
に
つ
い
て
の
議
論

が
目
立
つ
。
ま
た
、
無
学
の
民
を
表
す‘am

 ha-arez

に
つ
い
て
は
、

haber

（
同
僚
）
と
の
違
い
に
つ
い
て
の
議
論
が
目
立
つ
。
つ
ま
り
、
各

グ
ル
ー
プ
の
境
界
設
定
に
意
識
が
あ
る
よ
う
だ
。‘am

 ha-arez

に
つ
い

て
は
、
侮
蔑
的
な
言
説
と
と
も
に
、
寛
容
な
対
応
も
見
ら
れ
る
の
で
、
時

代
に
よ
る
対
応
の
変
化
が
窺
わ
れ
る
。
神
を
王
に
見
立
て
た
譬
え
も
多
数

見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
も
「
民
衆
」「
民
」
は
積
極
的
な
役
割
は
担
っ

て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
に
は
、
様
々
な
「
民
」

「
民
衆
」
に
か
か
わ
る
様
々
な
用
語
は
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語

が
示
唆
す
る
「
民
」「
民
衆
」
の
具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
、
ま
た
ラ
ビ

た
ち
と
の
具
体
的
な
接
触
関
係
を
示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
今
回
の
考
察
の

範
囲
で
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
同
時
代
の
「
民
」、「
民
衆
」
の
内
実
が
見
え

な
い
、
抽
象
的
な
概
念
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

現
在
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
基
盤
と
な
る
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
に
お
い
て
、di-

m
os

と
い
う
用
語
は
、
受
容
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
議

論
に
発
展
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
我
々
が
想
定
す
る
「
民
」「
民
衆
」
に
つ
い

て
の
関
心
は
、
希
薄
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
安
易
に
ユ
ダ

ヤ
教
文
献
を
徒
に
近
現
代
の
自
由
や
民
主
主
義
の
モ
デ
ル
に
す
べ
き
で
は

な
く
、
彼
ら
自
身
の
多
様
な
理
念
、
価
値
観
に
着
目
す
る
こ
と
が
重
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

像
を
探
り
、
近
現
代
が
想
定
す
る
よ
う
な
「
民
主
主
義
」
が
ユ
ダ
ヤ
教
に

想
定
で
き
る
の
か
を
考
察
す
る
。

　

dim
os

は
ギ
リ
シ
ア
語
起
源
の
単
語
で
あ
り
、
民
主
主
義
「
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」
に
直
結
す
る
単
語
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
で
は
私
見
の
限
り

で
は
約
九
五
〇
例
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
用
法
は
、
大
き
く
、
Ａ
石
の
建
造

物
／
死
者
の
た
め
の
記
念
石
、
Ｂ
公
衆
浴
場
、
Ｃ
恩
赦
・
無
罪
を
意
味
す

る
裁
判
用
語
、
Ｄ
人
々
、
役
人
、
公
的
事
柄
、
に
四
分
で
き
る
。
ギ
リ
シ

ア
語
で
は
語
源
の
異
な
る
こ
れ
ら
の
用
例
は
、
ラ
ビ
文
献
で
はdim

os

に
一
元
化
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
何
ら
か
の
形
で
「
公
共
」
に
関
係

し
て
い
る
こ
と
、
プ
ラ
ト
ン
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
衆
愚
政
治
に
陥
る
形
態

と
し
て
込
め
た
よ
う
な
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
で
は

見
ら
れ
な
い
こ
と
は
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ア
世
界
と
い
う
ラ

ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
と
近
接
し
た
世
界
で
展
開
し
て
い
た
ポ
リ
ス
の
政
治
状
況

や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
関
す
る
議
論
は
、
ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
で
は
―

dim
os

と
い
う
用
語
を
受
容
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
誘
発
さ
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
中
世
・
近
代
の
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
に
お
い
て

も
、dim

os

と
い
う
術
語
は
継
承
さ
れ
、
様
々
な
注
釈
が
さ
れ
る
が
、

そ
の
主
た
る
用
法
は
、
圧
倒
的
に
Ａ
、
特
に
、
死
者
の
た
め
の
記
念
石
に

つ
い
て
の
議
論
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
を
通
じ
て
、dim

os

が
「
民
」

に
関
す
る
議
論
を
触
発
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

ラ
ビ
・
ユ
ダ
ヤ
教
文
献
に
は
、
他
に
もrabim

（
多
数
者
）tzibur

（
公
共
）、kahar

（
会
衆
）
な
ど
、「
民
」「
民
衆
」
を
表
す
多
彩
な
用
語
が

あ
る
。
特
に
、
初
期
の
法
規
文
献
で
あ
る
ミ
シ
ュ
ナ
で
は
、
公
共
の
場
と

個
人
の
場
を
対
比
さ
せ
る
議
論
が
多
数
み
ら
れ
、
そ
の
際
に
、rabim

, 
tzibur

が
言
及
さ
れ
る
。「
公
共
の
場
」
と
い
う
の
が
、
多
分
に
意
識
さ
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キ
リ
ス
ト
教
神
学
思
想
を
持
ち
込
ま
な
い
限
り
、
こ
の
解
釈
は
ヤ
ハ
ウ
ェ

の
「
勝
手
気
ま
ま
な
自
由
さ
」
に
よ
る
「
依
怙
贔
屓
」
が
兄
弟
の
一
方
の

み
を
選
ん
だ
理
由
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
続
く
六
〜
七
節
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
カ
イ

ン
に
対
し
、
警
告
を
発
し
て
い
た
。
こ
の
中
で
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
カ
イ
ン
に

ア
ベ
ル
を
「
治
め
る
」
よ
う
に
要
求
し
た
が
、
こ
の
「
治
め
る
」
と
は
、

「
責
務
を
負
う
」
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
カ
イ
ン
は
こ
の
ヤ
ハ
ウ

ェ
の
命
令
を
別
の
よ
う
に
理
解
し
た
。
つ
ま
り
、
カ
イ
ン
は
ア
ベ
ル
を
暴

力
を
も
っ
て
「
治
め
た
」、
つ
ま
り
「
支
配
し
た
」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
カ
イ
ン
の
間
の
意
思
の
疎
通
に
生
じ
た
齟
齬
が
殺
人

へ
と
発
展
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
カ
イ
ン
が
ア
ベ
ル
を
殺
害
し
た
後
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
カ
イ
ン
の

対
話
を
検
討
し
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
カ
イ
ン
に
ア
ベ
ル
の

所
在
を
聞
く
。
こ
れ
は
、
殺
人
を
知
っ
て
い
た
と
も
、
ア
ベ
ル
が
見
当
た

ら
な
い
の
で
聞
い
た
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
カ
イ
ン
は
皮

肉
な
表
現
で
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
答
え
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
大
地
の

呪
い
と
不
毛
を
宣
告
す
る
（
十
〜
十
二
節
）。
こ
れ
を
受
け
た
カ
イ
ン
は

罪
＝
罰
の
軽
減
を
嘆
願
す
る
（
十
三
〜
十
四
節
）。
こ
れ
を
受
け
た
ヤ
ハ

ウ
ェ
は
二
つ
の
保
護
を
与
え
た
（
十
五
節
）。
一
つ
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
よ
る

七
倍
の
報
復
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
カ
イ
ン
に
与
え
ら
れ
た
「
し
る
し
」

で
あ
る
。
こ
の
「
し
る
し
」
は
、
外
敵
か
ら
の
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
保
護
を
表
す

も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
聖
書
で
の
人
類
の
最
初
の
殺
人
を
犯
し
た
カ

イ
ン
に
対
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
「
不
思
議
な
保
護
関
係
」
を
与
え
る
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
物
語
」
の
曖
昧
さ
に
注
目
し
て
ヤ
ハ

「
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
」
物
語
に
お
け
る
曖
昧
さ
と
両
義
性

岩
嵜　

大
悟

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
（
旧
約
）
聖
書
創
世
記
で
は
「
エ
デ
ン
の
園
」
物
語
に
続

き
、
創
世
記
四
章
（
以
下
、「
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
物
語
」）
に
て
、
最
初
の

子
ど
も
た
ち
（
兄
弟
）
が
誕
生
し
、
そ
れ
ら
が
最
初
の
殺
人
を
犯
し
た
こ

と
が
語
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
現
在
の
物
語
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
多

義
性
を
中
心
に
論
じ
た
。
テ
ク
ス
ト
が
有
す
る
曖
昧
さ
や
多
義
性
に
よ
り

生
じ
読
み
の
広
が
り
に
対
す
る
関
心
の
も
と
、
テ
ク
ス
ト
の
曖
昧
さ
・
多

義
性
に
注
意
を
払
っ
た
読
み
を
展
開
し
た
場
合
、
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
物
語

に
は
、
た
と
え
ば
、
⑴
な
ぜ
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
ア
ベ
ル
の
贈
り
物
（
ミ
ン
ハ

ー
）
だ
け
に
目
を
留
め
た
の
か
、
⑵
な
ぜ
カ
イ
ン
の
贈
り
物
は
ヤ
ハ
ウ
ェ

の
目
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
の
か
、
⑶
な
ぜ
カ
イ
ン
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
目
を
留

め
な
い
こ
と
を
知
り
得
た
の
か
、
⑷
カ
イ
ン
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
よ
っ
て
与
え

ら
れ
る
「
し
る
し
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
な
ど
の
曖
昧
な
点
が
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
動
を
中
心
に

テ
ク
ス
ト
の
曖
昧
さ
に
注
意
を
払
い
、
聖
書
学
で
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論

を
踏
ま
え
て
、
読
み
を
展
開
す
る
と
、
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

両
義
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

ま
ず
、
テ
ク
ス
ト
の
曖
昧
な
点
と
し
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
が
ア
ベ
ル
の
贈
り

物
の
み
を
受
け
入
れ
た
理
由
を
検
討
し
た
。
解
釈
史
・
研
究
史
で
は
、
大

き
く
次
の
四
つ
の
解
釈
―
①
信
仰
、
②
行
動
、
③
贈
り
物
の
質
的
な
差
、

④
神
の
「
自
由
な
選
択
」
―
が
見
ら
れ
た
が
、
①
か
ら
③
ま
で
の
諸
見
解

に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
上
の
難
点
が
あ
り
、
採
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
た
。
そ
の
結
果
、
④
の
神
の
自
由
な
選
択
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
「
選
び
」
は
人
間
の
理
解
を
超
え
る
と
す
る
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は
、
紀
元
五
百
年
ご
ろ
ま
で
の
解
釈
に
限
定
し
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
シ
リ
ア
・

キ
リ
ス
ト
教
、
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
区
分
で
、
子
牛

像
事
件
の
罪
に
つ
い
て
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
概
観
し
て
い
っ
た
。

　

ま
ず
ユ
ダ
ヤ
教
で
は
、
子
牛
像
事
件
が
い
か
に
大
き
な
罪
で
あ
っ
た
か

と
、
そ
の
結
果
と
し
て
ど
の
よ
う
な
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
か
と
い
う

こ
と
を
述
べ
た
解
釈
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
常
で
は
な
い
方
法

（
必
ず
し
も
図
像
を
伴
う
と
は
限
ら
な
い
）
で
の
崇
拝
行
為
を
問
題
視
す

る
ア
ボ
ダ
ー
・
ザ
ラ
ー
と
い
う
概
念
を
子
牛
像
事
件
に
あ
て
は
め
る
解

釈
、
子
牛
像
の
作
成
と
崇
拝
を
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
姦
通
と
み
な
す
解
釈

が
見
ら
れ
た
。

　

シ
リ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
と
対
比
す
る
形
で
言
及
す
る
西
方
の
キ
リ
ス
ト

教
の
解
釈
と
し
て
は
（
西
方
と
い
う
よ
り
も
初
期
キ
リ
ス
ト
教
と
す
る
べ

き
か
も
し
れ
な
い
が
）、
新
約
聖
書
の
記
述
を
二
箇
所
取
り
上
げ
た
。
そ

こ
で
は
子
牛
像
事
件
を
エ
ジ
プ
ト
に
結
び
付
け
る
解
釈
、
そ
し
て
事
件
を

日
本
語
の
「
偶
像
崇
拝
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
、
図
像
に
対
す
る
崇
拝
行
為
と

す
る
解
釈
が
見
ら
れ
た
。

　

最
後
に
、
ペ
ル
シ
ア
の
賢
者
ア
フ
ラ
ハ
ト
と
ニ
シ
ビ
ス
の
エ
フ
ラ
イ
ム

に
代
表
さ
れ
る
同
時
代
の
シ
リ
ア
教
父
の
解
釈
で
は
、
子
牛
像
事
件
を
エ

ジ
プ
ト
に
結
び
付
け
る
と
同
時
に
、
事
件
を
上
記
の
ユ
ダ
ヤ
教
の
ア
ボ
ダ

ー
・
ザ
ラ
ー
と
、
図
像
に
対
す
る
崇
拝
行
為
と
し
て
の
「
偶
像
崇
拝
」
の

両
方
と
し
て
認
識
す
る
も
の
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
キ
リ
ス

ト
教
の
解
釈
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
事
件
を
姦
淫
と
結
び
付
け
る
解
釈

も
見
ら
れ
た
。

　

以
上
か
ら
、
子
牛
像
事
件
に
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
が
罪
で
あ
っ
た
と
す

る
の
は
三
者
と
も
に
共
通
し
た
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
そ

ウ
ェ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
検
討
す
る
と
、
一
方
で
は
カ
イ
ン
に
注
意
を

喚
起
し
（
九
節
）、
保
護
す
る
「
し
る
し
」
と
七
倍
の
報
復
を
約
束
す
る

（
十
五
節
）「
慈
し
み
、
恵
み
を
与
え
る
神
」
で
あ
り
つ
つ
も
、
他
方
で
は

祭
儀
規
定
に
沿
っ
た
適
切
な
贈
り
物
で
も
明
確
な
理
由
も
な
く
拒
絶
す
る

「
勝
手
気
ま
ま
な
」
神
（
ブ
ル
ッ
グ
マ
ン
）
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
物
語
の
曖
昧
さ
や
物
語
が
説
明
し
な
い
点
に
つ
い
て
、
聖
書
学
で

の
議
論
を
参
照
し
対
論
し
つ
つ
読
み
を
展
開
す
る
と
、
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
罪

人
に
も
「
恵
み
」
を
与
え
る
一
方
で
、「
依
怙
贔
屓
」
を
す
る
と
い
う
両

義
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ユ
ダ
ヤ
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
罪
認
識

│
│ 

金
の
子
牛
像
事
件
を
例
と
し
て 
│
│

大
澤　

耕
史

　

本
報
告
で
は
、
一
定
の
規
模
の
宗
教
共
同
体
ご
と
の
罪
認
識
、
つ
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
が
特
定
の
問
題
の
中
に
何
の
罪
を
見
出
す
か
を

具
体
的
に
考
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
試
み
た
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、
罪
認
識
が
宗
教
共
同
体
を
区
分
す
る
た

め
の
一
つ
の
指
標
と
な
ら
な
い
か
を
問
う
と
と
も
に
、
大
ま
か
に
は
一
つ

の
共
同
体
と
考
え
ら
れ
が
ち
な
共
同
体
の
中
に
も
実
際
に
は
細
か
い
差
異

が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

罪
認
識
を
見
る
た
め
に
取
り
上
げ
た
の
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
出
エ
ジ

プ
ト
記
三
十
二
章
に
記
さ
れ
て
い
る
金
の
子
牛
像
事
件
で
あ
る
。
こ
の
事

件
は
、
聖
書
中
で
「
大
い
な
る
罪
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
数
少
な
い
出
来

事
の
一
つ
で
、
ユ
ダ
ヤ
教
に
と
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
も
代
表
的

な
罪
の
事
例
と
し
て
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
報
告
で
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と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

　

い
わ
ゆ
る
「
階
段
状
の
並
行
関
係
（staircase parallelism

）」
と
呼

ば
れ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
（J. K

raut

）
を
前
提
す
れ
ば
、
四
節
は
「
ヤ
ハ
ウ

ェ
わ
た
し
た
ち
の
神
は
エ
ハ
ド
」
と
い
う
よ
う
に
訳
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
場
合
、
エ
ハ
ド
の
意
味
が
問
題
と
な
る
が
、
通
常
「
ひ
と
つ
」
あ
る

い
は
「
ひ
と
り
」
と
訳
さ
れ
る
。
し
か
し
出
エ
ジ
プ
ト
記
一
五
章
三
節
や

ホ
セ
ア
書
一
二
章
六
節
の
例
を
参
照
す
る
と
、
エ
ハ
ド
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
別

名
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
こ
で

の
エ
ハ
ド
は
、
単
に
「
ひ
と
つ
」
と
か
「
ひ
と
り
」
を
意
味
す
る
の
で
は

な
く
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
比
類
な
さ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
性
質
を
指
示
す
る
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
エ
ハ
ド
」
と
い
う
文
は
、
一
神
教
を

た
だ
ち
に
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
箇
所
の
含
意
は
唯
一
神
教
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ
と
も
拝
一
神
教
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
え
る
た
め
に
発
表
者
は

「
多
神
教
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
「
一
神
教
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
と
い
う
相
対
的
な
区

別
を
提
案
し
た
い
。
前
者
の
一
神
教
に
は
「
多
神
教
的
ヤ
ハ
ウ
ェ
主
義
」

と
「
一
時
的
拝
一
神
教
」
が
入
る
。
そ
し
て
後
者
の
一
神
教
に
は
「
恒
常

的
一
神
教
」
と
「
唯
一
神
教
」
が
含
ま
れ
る
。
王
国
以
前
か
ら
一
神
教
的

な
神
観
が
存
在
し
た
と
い
う
説
も
存
在
す
る
が
、
考
古
資
料
か
ら
は
確
認

で
き
な
い
。
考
古
学
的
証
拠
か
ら
推
測
す
る
と
、
王
国
時
代
に
入
っ
て
も

な
お
イ
ス
ラ
エ
ル
は
多
神
教
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
が
唯
一
神
教
に

い
た
る
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
段
階
を
経
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ

る
。
発
表
者
は
、
ヨ
シ
ヤ
の
改
革
と
い
う
出
来
事
は
「
多
神
教
カ
テ
ゴ
リ

ー
」
か
ら
「
一
神
教
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
へ
の
転
回
点
を
な
す
と
考
え
る
。
そ

れ
は
当
該
改
革
が
祭
儀
改
革
と
祭
儀
浄
化
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
祭
儀

の
中
で
具
体
的
に
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
見
解
が
わ
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
シ
リ
ア
教
父
の
解
釈
は
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
典

で
あ
る
新
約
聖
書
の
解
釈
を
踏
ま
え
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
は
ユ
ダ

ヤ
教
の
解
釈
に
見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
も
あ
わ
せ
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
例

え
ば
ユ
ダ
ヤ
教
の
伝
承
と
シ
リ
ア
教
父
の
解
釈
の
言
語
の
近
接
性
、
お
よ

び
ア
フ
ラ
ハ
ト
や
エ
フ
ラ
イ
ム
が
活
動
し
た
地
域
で
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
物
理
的
な
接
触
の
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
状

況
を
逆
向
き
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
そ
の
罪
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
宗
教
共
同
体
を
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、
時

に
キ
リ
ス
ト
教
と
一
口
で
括
ら
れ
て
し
ま
う
共
同
体
の
中
に
も
、
細
か
い

差
異
を
伴
っ
た
小
共
同
体
が
併
存
し
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
あ
る
問
題
に

つ
い
て
の
罪
認
識
を
基
準
に
そ
れ
ら
を
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

申
命
記
六
章
四
―
五
節
の
解
釈
と
年
代

髙
橋　

優
子

　

申
命
記
六
章
四
―
五
節
は
、
そ
の
最
初
の
語
を
と
っ
て
「
シ
ェ
マ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
教
徒
は
現
在
で
も
朝
夕
こ
れ
を
唱
え

る
習
慣
が
あ
る
ほ
ど
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
く
に
四
節
の
解
釈
は

現
在
に
至
る
ま
で
研
究
者
の
間
で
一
致
を
み
な
い
ほ
ど
曖
昧
あ
る
い
は
難

解
な
部
分
で
も
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
申
命
記
六
章
四
節
の
解
釈
を
行
い
、

「
一
神
教
」
の
変
容
過
程
と
の
関
連
に
お
い
て
そ
の
年
代
を
推
定
す
る
。

さ
ら
に
六
章
五
節
の
解
釈
を
行
い
、
そ
れ
が
古
代
西
ア
ジ
ア
の
文
学
伝
統
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け
た
が
、
申
命
記
六
章
四
―
五
節
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は

ESO
D

で
あ
る
と
い
え
る
。

古
代
ア
ナ
ト
リ
ア
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
に
お
け
る
「
不
浄
」
に
つ
い
て

山
本　
　

孟

　

ヒ
ッ
タ
イ
ト
で
は
、
人
に
災
い
が
起
こ
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
「
不
浄
」

に
よ
っ
て
神
の
機
嫌
を
損
ね
た
結
果
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
そ
の
よ
う

な
「
不
浄
」
を
も
た
ら
す
代
表
的
な
原
因
は
、
殺
人
や
窃
盗
と
い
っ
た
犯

罪
、
出
産
や
死
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
儀
礼
に
よ
り
浄
化
さ
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
書
か
ら
は
、「
不
浄
」
が
神
々

や
王
に
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
特
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
通
常
「
不
浄
」（im

purity

）
と
訳

さ
れ
る
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
の
名
詞papratar

に
着
目
し
、
そ
の
用
例
か
ら

papratar

と
み
な
さ
れ
た
も
の
の
性
質
を
ま
と
め
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
世
界

に
お
け
る
「
不
浄
」
の
考
え
方
を
整
理
し
た
。

　

ム
ー
ト
ン
は
、
ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
書
に
確
認
さ
れ
るpapratar

の
根
源

に
は
、
病
や
死
・
悪
夢
・
血
を
伴
う
犯
罪
・
魔
術
・
呪
い
・
性
交
・
精

液
・
月
経
や
出
産
に
伴
う
流
血
・
排
泄
物
・
尿
な
ど
が
あ
る
と
し
て
い

る
（A

. M
outon, “Le concept de pureté/im

pureté en A
natolie 

hittite ”, in P. Rösch and U
. Sim

on 
(eds.), H

ow
 Purity Is 

M
ade, W

iesbaden 2012

）。
こ
れ
ら
諸
要
因
か
ら
生
じ
たpapratar

は
人
か
ら
人
へ
移
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
伝
わ
り
方
に
は
接

触
に
よ
る
感
染
だ
け
で
は
な
く
、
邪
術
を
使
っ
て
意
図
的
に
他
者
に
移
す

こ
と
や
、
親
か
ら
子
へ
伝
わ
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
書
に
現
れ
るpapratar

の
用
例
を
確
認
す
る
と
、
そ

改
革
と
は
地
方
聖
所
を
廃
止
し
て
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
に
祭
儀
を
集
中
さ
せ

る
こ
と
（
ポ
リ
ヤ
ハ
ウ
ィ
ズ
ム
の
禁
止
）
で
あ
り
、
祭
儀
浄
化
と
は
ユ
ダ

王
国
に
お
け
る
ヤ
ハ
ウ
ェ
以
外
の
神
々
の
排
除
（
多
神
教
の
禁
止
）
で
あ

る
。
し
か
し
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
以
外
の
神
々
を
排
除
す
る
と
い
っ
て
も
、
外
国

に
ヤ
ハ
ウ
ェ
以
外
の
神
々
が
存
在
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
っ
た
。
ま
だ
世

界
に
ヤ
ハ
ウ
ェ
以
外
の
神
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
唯
一
神
教
の
段
階

（
捕
囚
期
の
第
二
イ
ザ
ヤ
か
ら
）
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
六
章
四
節
は
恒
常
的
一
神
教
の
宣
言
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

年
代
は
少
な
く
と
も
ユ
ダ
王
国
滅
亡
前
、
お
そ
ら
く
ヨ
シ
ヤ
時
代
（
前
七

世
紀
後
半
）
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
六
章
五
節
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
は
「
エ
サ
ル
ハ
ド
ン
王
位
継
承

誓
約
文
書
（ESO

D

）」（
前
六
七
二
年
）
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
。ESO

D

で
は
大
皇
太
子
ア
ッ
シ
ュ
ル
バ
ニ
パ
ル
が

あ
る
部
分
を
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
替
え
た
の
で
あ
ろ
う
。ESO

D

も
申
命
記
も
、

主
に
対
す
る
「
愛
」
を
求
め
て
い
る
。
古
代
西
ア
ジ
ア
の
文
脈
に
お
い
て

「
愛
」
と
は
、「
従
う
こ
と
」
と
同
義
で
あ
る
。
そ
れ
は
感
情
だ
け
で
な
く

行
為
を
伴
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
政
治
的
支
配
者
等
を
「
愛
せ
よ
」
と
い

う
命
令
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
五
節
に
現
れ
る
「
心
」「
魂
」「
力
」
が
す

べ
て
登
場
す
る
他
の
箇
所
は
列
王
記
下
二
三
章
二
五
節
だ
け
で
あ
る
。
こ

の
箇
所
に
は
ヨ
シ
ヤ
王
へ
の
留
保
な
し
の
礼
賛
が
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く

申
命
記
六
章
五
節
と
列
王
記
下
二
三
章
二
五
節
は
同
じ
年
代
に
属
す
る
。

つ
ま
り
、
前
七
世
紀
後
半
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
紀
元
前
七
世
紀
後
半
に
ユ
ダ
王
国
が
新
ア
ッ
シ
リ
ア
の
文
書
の

影
響
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
激
し
い
論
争
が
行
わ
れ
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
ユ
ダ
王
国
は
西
ア
ジ
ア
の
文
学
伝
統
か
ら
複
合
的
な
影
響
を
受
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メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
儀
礼
研
究

細
田
あ
や
子

　

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
ア
ー
シ
プ
と
い
う
職
能
者
に
つ
い
て
、
昨
今
研
究
が

進
ん
で
い
る
。
ア
ー
シ
プ
と
対
に
な
っ
て
議
論
さ
れ
る
ア
ス
ー
と
い
う
職

種
と
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
定
義
が
再
考
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
シ
プ
は

exorcist

、
ア
ス
ー
はphysician

と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ

ぞ
れ
こ
の
英
訳
語
だ
け
で
は
包
括
し
き
れ
な
い
事
柄
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

先
行
研
究
を
受
け
、
ア
ー
シ
プ
の
仕
事
や
役
割
を
考
察
す
る
際
、
一
般

に
「
ア
ー
シ
プ
の
手
引
書
」（K

A
R 44

〔
ア
ッ
シ
ュ
ル
出
土
、
前
七
世

紀
〕
ほ
か
）
と
呼
ば
れ
る
文
書
に
着
目
し
て
検
討
し
た
い
。
こ
の
文
書
に

は
、
ア
ー
シ
プ
の
見
習
い
生
が
一
人
前
と
な
る
た
め
に
習
得
し
実
践
す
べ

き
事
柄
の
リ
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
半
と
後
半
の
、
大
き
く
二
つ

に
分
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
か
ら
な
る
。
前
半
に
は
、
神
殿
に
お
い
て

祭
司
と
し
て
行
う
儀
礼
、
王
の
た
め
に
行
う
儀
礼
、
季
節
に
応
じ
た
月
ご

と
の
儀
礼
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
病
気
の
診
断
と
治
療
、
災
禍

を
払
う
唱
え
ご
と
や
儀
礼
な
ど
が
続
く
。
後
半
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
よ

り
高
度
な
内
容
で
あ
る
。
ア
ー
シ
プ
は
、
知
恵
の
神
・「
呪
術
」
の
神
エ

ア
の
庇
護
の
も
と
に
あ
る
が
、
知
恵
や
知
識
を
得
て
専
門
職
と
な
る
た
め

の
事
柄
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
文
書
の
一
三
行
目
と
一
五
行
目
に
「
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
」
と
い
う
、

人
間
に
有
害
な
霊
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
は
、
ア

ヌ
の
娘
と
い
わ
れ
る
が
、
胎
児
と
新
生
児
が
そ
の
犠
牲
と
な
る
。
流
産
や

新
生
児
の
突
然
の
死
は
、
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
妊
婦
か
ら
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
を
遠
ざ
け
る
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い

れ
が
衛
生
的
に
汚
い
も
の
、
た
と
え
ば
病
気
や
病
原
体
を
媒
介
す
る
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
浄
化
儀
礼
を

記
し
た
文
書
に
、
神
像
か
らpapratar

が
洗
い
落
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
汚
れ
は
洗
い
落
と
し
た

り
、
こ
す
り
落
と
し
た
り
す
る
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
はpapra-

tar

が
物
理
的
に
取
り
去
り
、
清
め
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
てpapratar

は
、
犯
罪
や
王
に
よ
る
命

令
違
反
な
ど
、
法
や
規
則
を
破
る
こ
と
で
も
生
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

　

ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
のpapratar
は
、
人
間
が
、
汚
く
不
快
に
感
じ
ら
れ

る
も
の
か
ら
発
生
す
る
、
神
々
に
対
す
る
罪
で
あ
っ
た
。
当
時
の
近
東
世

界
で
は
神
々
も
人
間
と
同
じ
よ
う
に
知
覚
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た

め
、
そ
れ
は
神
々
に
と
っ
て
も
同
じ
く
不
快
な
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

papratar

と
は
人
間
と
神
々
が
物
質
的
に
も
精
神
的
に
も
汚
い
と
感
じ

る
も
の
か
ら
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
い
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
犯
罪
や
規
則
違
反
も
神
々
が
不
快
に
思
う
も
の
と
し
てpapratar

を
生
じ
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
ど
の
よ
う
な
理
由
で
生
じ
たpapra-

tar

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
神
々
の
不
満
を
招
き
、
そ
の
結
果

と
し
て
災
厄
の
原
因
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
点
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
なpapratar

の
性
質
は
「
穢
れ
」
と
呼
び
う
る
観
念
を
表
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
本
発
表
で
扱
っ
た
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
が
表
し
て
い
る
観

念
の
理
解
と
そ
の
日
本
語
訳
の
た
め
に
は
、
今
後
、
こ
の
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語

名
詞
と
、
そ
の
対
概
念
と
な
る
「
清
浄
」
に
関
連
す
る
ヒ
ッ
タ
イ
ト
語
の

語
彙
の
用
例
を
検
証
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
と
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
諸
地

域
と
の
比
較
に
研
究
の
幅
を
広
げ
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
に
対
す
る
儀
礼
で
は
、
ア
ー
シ
プ
自
身
が

粘
土
な
ど
で
像
を
作
り
、
そ
こ
に
唱
え
ご
と
も
書
い
て
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
ほ
か
に
も
、
除
災
や
招
福
の
た
め
に
神
々
や
動
物
、
異
形
の
小

像
や
護
符
（
ア
ミ
ュ
レ
ッ
ト
）
を
作
っ
て
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
、

「
ア
ー
シ
プ
の
手
引
書
」
や
種
々
の
儀
礼
テ
ク
ス
ト
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

神
霊
な
ど
不
可
視
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
ら
れ
表
現
さ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
病
気
の
治
療
や
占
い
、
儀
礼
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
造
形
物
の

意
義
や
役
割
は
何
か
と
い
う
問
題
に
関
し
、
文
字
資
料
と
図
像
資
料
の
双

方
を
用
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

│
│ 

ア
ー
シ
プ
の
検
討
を
中
心
に 

│
│

渡
辺　

和
子

　

堀
一
郎
が
主
張
す
る
よ
う
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
本
質
は
「
呪
的
カ
リ
ス

マ
」
の
一
つ
で
あ
り
、「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
じ
つ
に
人
類
の
も
っ
と
も

古
代
的
、
原
初
的
な
「
宗
教
」
の
本
質
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
る
」（『
日

本
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
一
九
七
一
年
）
な
ら
ば
、
お
よ
そ
二
五
〇
〇
年

に
わ
た
る
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
宗
教
的
諸
現
象
の
中
に
も
、
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
に
相
当
す
る
も
の
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
従
来
の
議
論
は
、『
旧

約
聖
書
』
の
預
言
者
に
相
当
す
る
と
さ
れ
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
「
ア
ー
ピ

ル
」
や
「
ム
ッ
フ
ー
」
な
ど
が
、
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
脱
魂
も
し
く
は

憑
依
状
態
を
示
す
か
否
か
を
め
ぐ
る
論
議
に
留
ま
っ
て
い
た
。
昨
今
、
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
「
呪
医
」
と
さ
れ
て
き
た
「
ア
ー
シ
プ
」
の
研
究
が
進

み
、
彼
ら
が
病
気
な
お
し
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
担
い
、
経
験
的
・
合
理
的
手

法
も
用
い
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
病
気
な
お
し
だ
け
で
な
く
、
そ

た
。
流
産
や
新
生
児
の
死
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
も
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
が
原

因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
病
人
か
ら
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
の
攻
撃
を
守
る
唱
え

ご
と
も
あ
る
。

　

と
く
に
一
五
行
目
の
「
不
妊
の
女
性
、
妊
娠
し
て
い
る
女
性
、
難
産
の

女
性
、
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
、（
泣
い
て
い
る
）
赤
ん
坊
を
な
だ
め
る
た
め
の

唱
え
ご
と
」
と
い
う
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。
妊
娠
や
新
生
児
な
ど
、
女
性

の
身
体
に
つ
い
て
の
事
柄
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
ラ
マ
シ
ュ

ト
ゥ
に
か
か
わ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
出
産
の
際
に

母
子
が
命
を
落
と
し
た
り
、
不
妊
や
難
産
で
苦
し
ん
だ
女
性
た
ち
が
多
か

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
領
域
に
対
し
て
、
助
産
師
や
乳
母
の
み

な
ら
ず
、
ア
ー
シ
プ
も
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
文
書
か
ら
読
み
取
れ

る
た
め
、
ア
ー
シ
プ
の
行
っ
て
い
た
事
柄
が
広
範
囲
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
に
対
す
る
儀
礼
で
は
、
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
の
像
を
作
り
病

人
の
頭
部
に
置
く
こ
と
、
家
の
戸
口
や
窓
、
寝
室
の
戸
口
に
ラ
マ
シ
ュ
ト

ゥ
の
絵
を
描
く
こ
と
、
名
前
を
書
き
入
れ
た
犬
の
像
を
作
り
戸
口
や
窓
に

置
く
こ
と
な
ど
が
、
ア
ー
シ
プ
に
対
し
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。
小
像
や
板

な
ど
を
用
い
て
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
の
侵
入
を
防
ぐ
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

実
際
、
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
に
よ
る
災
厄
か
ら
人
々
を
守
る
た
め
に
用
い
ら

れ
た
と
さ
れ
る
、
金
属
製
や
石
や
粘
土
製
の
「
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
の
板
」
が

あ
る
。
ラ
イ
オ
ン
の
頭
、
ロ
バ
の
耳
、
ワ
シ
の
爪
の
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
が
、

両
手
に
蛇
を
つ
か
み
、
ロ
バ
や
船
に
の
っ
た
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ラ

マ
シ
ュ
ト
ゥ
の
乳
房
に
は
子
豚
と
子
犬
が
吸
い
付
い
て
い
る
。
そ
の
付
近

に
パ
ズ
ズ
も
描
か
れ
、
パ
ズ
ズ
が
ラ
マ
シ
ュ
ト
ゥ
を
撃
退
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
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づ
い
て
愕
然
と
し
、
死
生
の
秘
密
を
求
め
て
、
太
古
の
洪
水
を
免
れ
て
永

生
を
得
た
ウ
ー
タ
・
ナ
ピ
シ
ュ
テ
ィ
を
訪
ね
る
前
人
未
踏
の
旅
に
出
る
。

そ
の
間
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
一
人
で
荒
野
で
の
生
活
を
送
り
、
エ
ン
キ
ド

ゥ
の
か
つ
て
の
生
き
方
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
ウ
ー
タ
・
ナ
ピ
シ
ュ
テ

ィ
は
洪
水
と
そ
の
後
に
永
生
を
得
た
顛
末
を
語
る
が
、「
今
」
で
は
永
生

を
与
え
る
た
め
の
神
々
の
会
議
を
招
集
す
る
者
は
な
い
と
告
げ
る
。
さ
ら

に
六
日
七
晩
眠
る
な
と
言
っ
た
が
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
即
座
に
寝
入
っ
て

し
ま
う
。
七
日
目
に
起
こ
さ
れ
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
に
は
寝
て
い
た
記
憶
が

な
い
が
、
死
の
不
可
避
性
を
悟
っ
て
ウ
ル
ク
に
帰
還
す
る
。

　

ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
が
永
生
獲
得
に
失
敗
し
た
こ
と
か
ら
エ
リ
ア
ー
デ
は
、

こ
の
叙
事
詩
は
失
敗
し
た
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
描
く
と
す
る
（『
世
界

宗
教
史
Ｉ
』）。
し
か
し
ス
ィ
ン
・
レ
キ
・
ウ
ン
ニ
ン
ニ
が
冒
頭
に
付
し
た

序
文
か
ら
は
、
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
成
功
者
と
し
て
の
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

を
描
く
意
図
が
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
は
労
苦
の
末
に
得
た
知
恵
に
よ
っ
て

文
明
と
自
然
と
の
調
和
を
達
成
し
、
暴
君
で
は
な
く
な
り
、
死
を
達
観
し

て
い
る
施
政
者
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
エ
ン
キ
ド
ゥ
の
よ
う
に
夢
解
き
も
で

き
、
変
性
意
識
状
態
に
も
な
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
エ
リ
ア
ー
デ

が
主
張
す
る
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
シ
ャ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
ま
た
ス
ィ
ン
・

レ
キ
・
ウ
ン
ニ
ン
ニ
自
身
が
シ
ャ
ー
マ
ン
と
し
て
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
経
た
ア
ー
シ
プ
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
叙
事
詩
の
標
準
版
を
編
集

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

の
他
の
多
く
の
儀
礼
や
占
い
全
般
も
ア
ー
シ
プ
の
職
域
に
含
ま
れ
る
こ
と

が
判
明
し
た
が
、
ア
ー
シ
プ
の
シ
ャ
ー
マ
ン
性
に
つ
い
て
の
論
議
は
本
格

化
し
て
い
な
い
。
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
研
究
に
は
、
ア
ー

シ
プ
の
関
連
文
書
と
と
も
に
、
文
学
作
品
も
重
要
で
あ
り
得
る
。
特
に
標

準
版
の
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
は
前
十
一
世
紀
頃
に
、
ス
ィ
ン
・
レ

キ
・
ウ
ン
ニ
ン
ニ
と
い
う
人
物
が
そ
れ
以
前
の
い
く
つ
か
の
版
を
用
い
て

編
集
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
当
時
か
ら
人
気
の
あ
る
作
品
で
あ
り
、
歴

史
的
に
も
十
分
に
信
憑
性
の
あ
る
内
容
を
も
つ
と
い
え
る
。
さ
ら
に
二
〇

一
四
年
に
公
刊
さ
れ
た
『
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
叙
事
詩
』
第
五
書
板
の
新
発
見

文
書
の
内
容
か
ら
、
こ
の
作
品
が
自
然
か
ら
引
き
裂
か
れ
た
文
明
人
の
問

題
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

主
人
公
ウ
ル
ク
王
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
暴
君
で
あ
っ
た
が
、
野
人
エ
ン
キ

ド
ゥ
を
友
と
し
て
レ
バ
ノ
ン
杉
の
森
の
番
人
フ
ン
バ
バ
を
倒
す
冒
険
に
出

る
。
そ
の
途
上
で
夢
に
よ
る
神
託
を
得
る
た
め
に
、
何
度
も
ギ
ル
ガ
メ
シ

ュ
が
夢
を
見
て
エ
ン
キ
ド
ゥ
が
そ
れ
を
解
釈
す
る
。
そ
の
都
度
、
荒
野
で

育
っ
た
エ
ン
キ
ド
ゥ
は
夢
解
き
が
で
き
る
と
言
わ
れ
る
。
二
人
が
森
の
入

り
口
に
到
着
す
る
と
、
そ
の
森
の
豊
か
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

は
恐
怖
に
震
え
る
が
、
エ
ン
キ
ド
ゥ
の
野
生
性
と
ア
ー
ピ
ル
の
よ
う
に
変

性
意
識
状
態
に
な
れ
る
こ
と
に
頼
っ
て
戦
い
、
何
と
か
フ
ン
バ
バ
の
首
を

取
っ
て
ウ
ル
ク
に
凱
旋
す
る
。
喝
采
で
迎
え
ら
れ
た
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
、

女
神
イ
シ
ュ
タ
ル
に
求
婚
さ
れ
る
が
こ
れ
を
拒
否
す
る
。
怒
っ
た
イ
シ
ュ

タ
ル
は
父
神
ア
ヌ
に
頼
ん
で
天
牛
を
送
っ
て
も
ら
う
が
、
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ

た
ち
は
天
牛
を
も
殺
害
し
て
し
ま
う
。
神
々
は
こ
れ
ら
の
暴
挙
に
対
す
る

罰
と
し
て
の
エ
ン
キ
ド
ゥ
の
死
を
宣
言
す
る
。
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
は
エ
ン
キ

ド
ゥ
の
死
を
驚
き
悲
し
む
だ
け
で
な
く
、
自
ら
も
い
ず
れ
死
ぬ
こ
と
に
気
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第
七
部
会

江
戸
時
代
の
宇
宙
観
と
西
洋
天
文
学
の
受
容

馬
場
真
理
子

　

天
球
地
球
説
や
地
動
説
（
太
陽
中
心
説
）
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
際
、

当
時
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
発
表
で
は
特
に
儒
学
の
知
識
で
以
て
西
洋
天
文
学
に
反
駁
・
賛
同
し
た

人
々
に
注
目
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
際
、
日
本
に
も

た
ら
さ
れ
た
西
洋
天
文
学
の
性
格
か
ら
、
三
つ
の
時
期
区
分
を
設
け
た

│
│
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ら
が
神
へ
の
信
仰
に
基
づ
く
天
文
学
を
伝
え
た

一
六
世
紀
中
葉
以
降
、
そ
こ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
の
み
が
取
り
除

か
れ
た
禁
教
令
下
の
一
七
世
紀
中
葉
以
降
、
そ
し
て
主
に
長
崎
通
詞
ら
に

よ
る
翻
訳
書
を
通
し
て
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
に
基
づ
く
天
文
学
が
伝
え
ら

れ
た
一
八
世
紀
後
半
以
降
で
あ
る
。

　

第
一
の
時
期
の
天
文
学
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の

著
し
た
『
講
義
要
綱
』（
一
五
九
三
）
の
第
一
部
「
天
球
論
」
に
代
表
さ

れ
る
。
曰
く
、
宇
宙
は
神
に
よ
っ
て
無
か
ら
創
造
さ
れ
た
。
そ
の
宇
宙
は

天
使
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
同
心
球
状
の
十
の
天
球
と
、
中
心
で
静
止
す

る
球
形
の
地
か
ら
成
る
。
地
は
四
大
（
地
・
水
・
風
・
火
）
で
構
成
さ

れ
、
天
と
地
は
異
質
だ
と
い
う
。
朱
子
学
者
・
林
羅
山
は
一
六
〇
六
年
、

不
干
斎
ハ
ビ
ア
ン
と
の
論
争
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
宇
宙
観
を
真
っ
向
か

ら
否
定
し
た
。
こ
の
と
き
の
羅
山
は
天
円
地
方
と
い
う
儒
家
の
伝
統
に
則

っ
て
地
球
説
を
批
判
し
、
ま
た
理
気
論
の
立
場
か
ら
神
に
よ
る
天
地
創
造

を
否
定
す
る
な
ど
、
西
洋
天
文
学
と
の
理
論
的
折
衷
を
図
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

　

第
二
の
時
期
に
は
ゴ
メ
ス
の
影
響
が
色
濃
く
残
っ
て
お
り
、
加
え
て
中

国
か
ら
漢
訳
天
文
書
が
伝
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
の
西
洋
天
文
学
は
全
体

的
に
第
一
の
時
期
の
そ
れ
と
共
通
す
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
は
取

り
除
か
れ
て
、
宇
宙
の
成
り
立
ち
や
宇
宙
を
運
行
せ
し
め
て
い
る
も
の
に

つ
い
て
欠
陥
を
孕
む
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
西
洋
天
文
学
に
対
し
、

儒
医
・
向
井
元
升
は
『
乾
坤
弁
説
』（
一
六
五
六
）
で
「
弁
説
」
を
行
っ
て

い
る
。
元
升
の
姿
勢
は
羅
山
の
そ
れ
よ
り
も
複
雑
で
あ
る
。
宇
宙
の
形
状

や
天
体
の
運
行
に
つ
い
て
は
西
洋
天
文
学
の
説
を
全
面
的
に
認
め
る
が
、

四
大
説
や
天
と
地
が
異
質
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
は
五
行
説
・
理
気

論
の
立
場
か
ら
否
定
す
る
。
後
に
新
井
白
石
も
「
西
洋
の
学
問
は
形
而
下

の
問
題
に
は
精
し
い
が
形
而
上
の
問
題
に
は
無
知
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
当
時
の
知
識
人
の
間
に
広
く
見
ら
れ
た
見
解
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
た

だ
し
元
升
は
「
形
而
下
」
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
西
洋
天
文
学
の
方
が
優

れ
て
い
る
と
は
認
め
な
い
。
天
地
陰
陽
の
理
に
通
ず
る
儒
家
は
西
洋
の
学

者
の
よ
う
に
煩
雑
な
説
明
を
用
い
る
こ
と
な
く
宇
宙
の
形
状
を
知
覚
で
き

る
と
し
て
、
儒
家
の
優
位
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
の
時
期
に
至
っ
て
、
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
西
洋
天
文
学
は
再
び
完

全
な
形
を
取
り
戻
す
。
太
陽
中
心
説
と
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
ニ
ュ
ー
ト
ン

物
理
学
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
体
を
含
め
自
然
界
の
す

べ
て
が
粒
子
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
定
め
る
の
は
力

学
的
な
法
則
で
あ
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
通
詞
・
志
筑
忠

雄
は
『
暦
象
新
書
』（
一
七
九
八
〜
一
八
〇
二
）
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

全
く
新
し
い
宇
宙
観
と
儒
学
の
宇
宙
観
を
折
衷
さ
せ
る
独
自
の
理
論
を
展

開
す
る
。
例
え
ば
、
儒
学
の
気
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
の
分
子
と
同
じ
も



　　280

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第７部会

帰
省
し
て
か
ら
の
山
田
の
疑
問
に
対
す
る
二
通
の
返
事
の
手
紙
か
ら
藤
樹

の
教
え
を
見
て
み
た
い
。

　

藤
樹
三
十
七
歳
秋
「
山
田
子
に
送
る
」
で
は
、
大
学
三
綱
領
の
「
明

徳
」「
親
民
」「
至
善
」
を
「
厥
の
指
す
所
異
な
る
と
雖
も
其
の
実
は
惟
れ

同
じ
。
天
性
の
光
明
正
大
の
全
体
を
指
し
て
明
徳
と
号
し
、
明
徳
感
通
の

大
頭
脳
を
親
民
と
謂
ひ
、
至
誠
無
息
の
良
知
を
指
し
て
至
善
と
謂
ふ
。」

（
藤
樹
先
生
全
集
一
、
一
八
五
頁
）
と
述
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
解
説
を
加
え
、

至
善
の
解
に
は
「
事
善
に
し
て
心
善
無
き
者
は
至
善
に
非
ず
。
心
善
に
違

は
ず
と
雖
も
、
事
節
に
中
ら
ざ
る
者
も
亦
至
善
に
非
ず
。」（
同
全
集
一
、

一
八
五
―
六
頁
）
と
示
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
解
を
こ
の
後

「
此
時
予
イ
マ
ダ
支
離
ノ
病
ヲ
免
レ
ズ
。
故
ニ
誤
テ
如
此
解
ス
。
…
…
心

事
元
是
一
也
。
故
ニ
事
善
ニ
シ
テ
心
善
ナ
ラ
ザ
ル
者
ハ
イ
マ
ダ
コ
レ
ア
ラ

ズ
。
心
善
ニ
シ
テ
事
善
ナ
ラ
ザ
ル
者
モ
亦
イ
マ
ダ
コ
レ
ア
ラ
ズ
。」（
岡
田

氏
本
年
譜
三
十
七
歳
秋
の
条
、
同
全
集
五
、
二
六
頁
）
と
否
定
す
る
こ
と

に
な
る
。
心
と
事
は
元
々
一
つ
で
あ
る
か
ら
心
が
善
で
あ
っ
て
事
が
善
で

な
い
も
の
は
い
た
こ
と
が
な
い
し
、
事
が
善
で
あ
っ
て
心
が
善
で
な
い
も

の
は
い
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
是
年
初
テ
陽
明
全

集
ヲ
求
得
タ
リ
。
コ
レ
ヲ
読
デ
甚
ダ
触
発
印
証
ス
ル
コ
ト
ノ
多
キ
コ
ト
ヲ

悦
ブ
。
其
学
彌
進
ム
。」（
同
全
集
五
、
二
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
陽
明

の
新
た
な
解
釈
に
接
し
、「
触
発
印
証
ス
ル
コ
ト
ノ
多
」
く
、
そ
の
根
本

の
考
え
と
し
て
「
心
事
元
是
一
也
」
を
体
認
し
、
自
分
の
学
が
彌
進
ん
だ

こ
と
か
ら
き
て
い
る
。
藤
樹
は
三
十
七
歳
秋
ま
で
に
至
っ
て
い
た
考
え
を

支
離
の
病
と
し
て
否
定
し
、
新
た
な
体
認
を
得
て
学
の
進
歩
が
あ
っ
た
と

す
る
の
で
あ
る
。
藤
樹
の
思
索
は
日
々
進
歩
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
太
陽
中
心
説
と
地
球
中
心
説
の
差
異
は
、
見
る

側
が
太
陽
と
地
球
の
ど
ち
ら
に
視
点
を
置
く
か
の
違
い
で
し
か
な
い
と
し

て
、
ど
ち
ら
も
否
定
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
て
忠
雄
は
（
付
会
的
で
は
あ
る

が
）
西
洋
天
文
学
を
儒
学
の
宇
宙
観
と
和
解
せ
し
め
、
全
面
的
に
受
け
入

れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
忠
雄
も
ま
た
、
西
洋
の
天
文
学
者
が
知
識
と
観

測
の
蓄
積
に
よ
っ
て
真
理
に
到
達
し
た
の
に
対
し
、
古
代
中
国
の
聖
人
た

ち
は
す
で
に
真
理
に
至
っ
て
い
た
と
す
る
見
方
を
随
所
で
示
し
て
お
り
、

そ
の
点
で
儒
家
の
優
位
性
は
保
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
発
表
で
は
、
も
た
ら
さ
れ
る
西
洋
天
文
学
の
性
格
の
変
化
に
応
じ

て
、
時
に
儒
家
の
優
位
性
を
主
張
し
、
時
に
西
洋
天
文
学
と
儒
学
の
宇
宙

観
の
折
衷
を
図
っ
た
人
々
の
試
み
を
追
っ
た
。
し
か
し
本
発
表
で
扱
っ
た

彼
ら
を
各
時
期
の
体
現
者
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
今
後
は
よ
り
多

く
の
事
例
と
各
者
の
思
想
的
背
景
を
検
証
し
、
時
期
ご
と
の
理
論
の
異
同

を
追
究
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
江
藤
樹
の
山
田
権
へ
の
教
え

鈴
木　

保
實

　

中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八
―
一
六
四
八
）
が
医
学
を
教
え
た
一
人
に
山
田

権
が
い
る
。
山
田
権
は
予
州
の
人
で
、
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
三
月

か
ら
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
秋
ま
で
小
川
村
の
藤
樹
の
下
で
指
導
を
受

け
、
そ
の
間
他
の
門
下
生
と
共
に
『
小
学
』『
論
語
』『
孝
経
』『
詩
経
』

等
も
学
ん
だ
と
思
わ
れ
、
医
学
で
は
藤
樹
が
山
田
と
森
村
の
た
め
に
編
纂

し
た
『
小
医
南
針
』『
神
方
奇
術
』
を
森
村
と
共
に
学
ん
で
い
る
。
こ
こ

で
は
山
田
が
帰
省
の
折
に
藤
樹
に
求
め
た
「
大
学
三
綱
領
の
解
」
で
あ
る

「
山
田
子
に
送
る
」
と
、
そ
の
解
に
た
い
す
る
藤
樹
の
そ
の
後
の
否
定
、
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氏
姓
・
天
皇
・
政 

│
│ 

本
居
宣
長
の
描
い
た
古
の
社
会
秩
序 

│
│

河
合　

一
樹

　

本
発
表
で
は
本
居
宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
允
恭
記
に
お
け
る
「
氏
姓
」

の
注
釈
を
中
心
に
扱
い
、
そ
の
同
時
代
と
の
関
わ
り
や
思
想
的
意
義
を
論

じ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
充
分
検
討
さ
れ
て
来
た
と
は
言
い
難
い

「
氏
姓
」
の
注
釈
が
他
の
重
要
な
箇
所
と
繋
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　

第
一
に
、
宣
長
の
「
氏
姓
」
へ
の
関
心
が
同
時
代
の
議
論
と
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
玉
勝
間
』
に
は
、
留
守
友
信
の
『
称
呼
弁
正
』

な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
徂
徠
派
の
儒
者
た
ち
の
修
姓
へ
の
批
判
や
浅
見

絅
斎
の
『
養
子
弁
証
』
に
代
表
さ
れ
る
異
姓
養
子
の
否
定
に
言
及
す
る
箇

所
が
あ
る
。
宣
長
は
前
者
に
対
し
て
は
共
有
し
つ
つ
後
者
は
批
判
し
て
お

り
、
必
ず
し
も
一
定
の
態
度
を
取
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
た

関
わ
り
は
「
氏
姓
」
が
重
要
な
問
題
と
な
る
背
景
と
し
て
存
し
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
宣
長
以
前
の
「
姓
氏
」
と
天
皇
観
と
の
関
わ
り
と
し
て
留
守

前
掲
書
と
谷
川
士
清
の
『
日
本
書
紀
通
証
』
の
一
文
を
取
り
上
げ
た
。
そ

こ
に
お
い
て
は
、
孟
子
の
易
姓
革
命
を
前
提
と
し
て
、
天
皇
に
「
姓
」
が

な
い
の
は
、
皇
統
が
連
続
し
て
お
り
「
姓
」
が
変
わ
っ
て
い
な
い
為
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
宣
長
は
「
氏
姓
」
の
注
釈
に
お
い

て
こ
う
し
た
説
明
は
し
て
い
な
い
。

　

第
三
に
、『
古
事
記
伝
』
允
恭
記
の
注
釈
に
お
け
る
「
氏
姓
」
と
天
皇

観
と
の
関
係
を
検
討
し
た
。『
古
事
記
』
本
文
の
当
該
箇
所
は
、
允
恭
天

皇
が
「
盟
神
探
湯
」
を
し
て
乱
れ
た
「
氏
姓
」
を
正
し
た
こ
と
を
述
べ

て
い
る
。
そ
こ
に
お
け
る
「
氏
々
名
々
」
に
つ
い
て
、
宣
長
は
日
本
古

　

帰
省
後
の
山
田
へ
の
藤
樹
か
ら
の
二
通
の
手
紙
。
一
つ
目
は
藤
樹
三
十

九
歳
冬
、「
山
田
権
に
答
ふ
」（
同
全
集
二
、
四
一
四
―
五
頁
）。「
心
術
の

取
入
れ
」
が
う
ま
く
い
か
な
い
悩
み
に
対
し
て
、
兎
角
本
体
を
見
付
け
る

こ
と
が
大
切
で
「
喜
怒
哀
楽
未
発
の
時
、
当
下
具
足
の
良
知
を
観
察
し
て

こ
の
心
を
失
は
ざ
る
や
う
に
」
し
、
応
事
接
物
の
時
に
何
の
す
く
み
か
、

そ
の
も
と
が
情
欲
か
旧
習
か
気
質
の
偏
り
か
を
見
極
め
て
無
く
せ
。
貴
方

に
は
旧
習
の
魔
障
が
深
い
の
で
こ
れ
を
降
伏
さ
せ
な
さ
い
、
と
答
え
る
。

　

二
つ
目
は
藤
樹
四
十
一
歳
春
、「
山
田
に
答
ふ
」（
同
全
集
二
、
五
一
九

頁
）。「
定
静
の
境
地
」
に
至
り
難
き
悩
み
に
対
し
て
、「
一
念
入
微
上
に

お
ゐ
て
人
に
よ
り
外
を
願
ふ
意
根
を
截
断
し
て
心
裏
面
の
葛
藤
を
除
去

し
、
定
静
の
本
体
ほ
の
か
に
呈
露
あ
る
ほ
ど
に
議
論
体
認
の
功
を
つ
み
、

其
上
に
て
閑
室
静
坐
な
さ
れ
」
た
な
ら
ば
、
取
入
れ
の
助
け
と
な
り
ま

す
。「
心
の
坐
」
を
つ
く
り
、「
心
裏
面
の
旧
葛
藤
」
を
先
ず
お
は
ら
い
く

だ
さ
い
、
と
答
え
る
。「
一
念
入
微
上
に
お
ゐ
て
…
…
意
根
を
截
断
し
て

心
裏
面
の
葛
藤
を
除
去
し
」、
と
あ
る
が
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

「
定
静
の
本
体
ほ
の
か
に
呈
露
あ
る
ほ
ど
に
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。「
喜
怒
哀
楽
未
発
の
時
、
当
下
具
足
の

良
知
を
観
察
」
す
る
と
は
、
ど
う
す
れ
ば
そ
れ
が
で
き
る
の
か
。
藤
樹
は

鍛
錬
し
自
反
し
て
良
知
を
発
見
で
き
た
で
あ
ろ
う
が
、
普
通
の
人
に
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
藤
樹
の
教
え
は
誠
に
難
し
い
。

　

山
田
権
は
藤
樹
の
下
に
足
掛
け
六
年
医
と
心
学
を
学
び
、
郷
里
に
帰
っ

て
か
ら
も
「
心
術
の
取
入
れ
」
に
苦
し
み
訴
え
、
藤
樹
は
そ
の
山
田
の
熱

き
思
い
に
全
身
で
応
え
た
。
医
も
ま
た
学
に
包
摂
さ
れ
る
。
其
の
学
の
根

底
に
明
徳
が
あ
り
良
知
が
あ
り
孝
が
あ
る
。
藤
樹
は
「
聖
人
へ
の
道
」
を

教
え
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
同
じ
「
大
臣
」
の
注
釈
に
は
匡
麻
呂
と
の
論
争
で
あ
る
『
葛

花
』
と
関
連
す
る
記
述
が
あ
り
、
中
国
で
は
「
あ
ら
ぬ
人
」
を
取
り
上
げ

る
の
と
異
な
っ
て
、
日
本
で
は
「
家
の
職
」
が
定
ま
っ
て
い
た
と
い
う
主

張
は
「
氏
姓
」
と
「
職
業
」
と
の
関
連
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
発
表
で
は
多
く
の
論
点
を
扱
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
宣
長
の
「
氏
姓
」
を
巡
る
思
索
が
様
々
な
背
景
と
絡
み
合
っ
て
お

り
、
か
つ
思
想
の
上
で
も
重
要
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
。

『
神
代
正
語
』
の
構
造 

│
│ 

本
居
宣
長
の
「
古
伝
」
の
構
想 

│
│

森　
　

和
也

　

本
居
宣
長
が
国
学
の
入
門
書
と
し
て
著
し
た
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
で
は
、

学
習
の
順
序
と
し
て
学
習
者
に
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
を
い
き
な
り

読
む
の
で
は
な
く
、「
古
道
」
の
概
要
を
知
る
た
め
、
自
身
の
著
作
の
併

読
を
勧
め
て
、《
参
考
書
》
を
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
に
挙
が
る
の

が
『
神
代
正
語
』（
寛
政
二
年
刊
）
で
あ
る
。『
神
代
正
語
』
に
つ
い
て
、

宣
長
は
「
古
語
の
や
う
を
、
口
な
れ
」（『
う
ひ
山
ぶ
み
』）
し
る
た
め
と

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
位
置
づ
け
が
宣
長
の
古
道
論
の
う

え
に
お
い
て
『
神
代
正
語
』
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

宣
長
は
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
で
「
古
道
」
は
「
古
事
記
書
紀
の
二
典
」
に

記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
の
価
値
は
『
古
事
記
』
に
次
ぐ

も
の
で
は
あ
っ
て
も
、「
二
典
」
の
一
つ
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

『
神
代
紀
髻
華
山
蔭
』
に
お
い
て
、
た
び
た
び
『
古
事
記
伝
』
を
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
と
し
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
記
紀
を
一
体
の
も
の
と
し
て
読
む

こ
の
学
習
法
を
反
映
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、『
古
事
記
』
を
優
先
し
、『
日

代
に
お
い
て
「
名
」
は
「
職
業
」
を
指
す
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
「
職
業
」

は
代
々
受
け
継
が
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
の
「
名
々
」
は

「
氏
々
」
と
等
し
い
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
宣
長
の
「
氏
姓
」

理
解
の
特
徴
と
し
て
、「
職
業
」
の
強
調
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
し
て
、
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
れ
に
続
い
て
『
続
紀
』
の
宣
命

を
引
用
し
て
「
天
皇
の
大
御
名
を
受
け
継
ぐ
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

「
天
津
日
嗣
所
知
観
御
職
業
」
を
継
ぐ
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
長
は
こ
こ
に
お
い
て
「
氏
姓
」
と
「
天
皇
」
と
の

双
方
に
お
い
て
「
職
業
」
と
い
う
観
点
か
ら
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、「
天
津
日
嗣
」
に
つ
い
て
の
注
釈
で
「
日
嗣
」
を
単
に
位
を
受
け

継
ぐ
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
、「
継
（
ツ
ギ
）」
は
「
給
（
ツ
ギ
）」

の
仮
字
で
あ
る
と
し
て
、「
百
姓
の
御
都
岐
（
ミ
ツ
ギ
）
物
」
を
受
け
入

れ
る
と
い
う
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
る
こ
と
も
、「
天
皇
」
の
役
割
か
ら

の
規
定
で
あ
り
、「
職
業
」
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
宣
長
が
「
氏
姓
」
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
考
え
に
至

っ
た
経
緯
と
し
て
、
太
宰
春
台
や
市
川
匡
麻
呂
へ
の
批
判
を
取
り
上
げ

た
。
宣
長
が
『
直
毘
霊
』
に
お
い
て
批
判
の
対
象
と
し
た
春
台
の
『
弁
道

書
』
に
は
、
日
本
の
古
代
に
は
道
が
な
か
っ
た
為
に
、「
官
職
」
も
存
在

し
て
お
ら
ず
、
聖
徳
太
子
太
子
に
よ
っ
て
始
め
て
文
明
が
天
下
に
施
さ
れ

た
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
宣
長
は
『
古
事
記
伝
』
の
「
大
臣
」
の

注
釈
の
中
で
、
日
本
に
は
神
代
か
ら
「
官
職
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す

る
。
そ
の
際
に
、
古
代
日
本
で
は
「
官
職
」
が
そ
の
ま
ま
「
氏
姓
」
に
な

っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
現
在
の
「
官
職
」
と
は
在
り
方
が
異
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
も
っ
て
「
官
職
」
が
な
か
っ
た
と
考
え
て
は
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
。
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本
文
が
「
日
神
、
号
大
日
孁
貴
」
で
、
割
注
に
「
一
書
云
天
照
大
神
」
と

あ
る
の
を
改
め
、『
古
事
記
』
に
神
名
を
そ
ろ
え
る
改
変
を
行
っ
て
い
る
。

ア
マ
テ
ラ
ス
の
記
述
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ツ
ク
ヨ
ミ
の
記
述
に
な

り
、
先
に
挙
げ
た
『
古
事
記
』
本
文
に
続
き
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
ツ
ク

ヨ
ミ
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
一
書
を
採
る
の
だ
が
、
ま
ず
一
書
の
第
十

一
、
次
い
で
一
書
の
第
六
に
基
づ
く
《
古
語
古
言
》
を
記
し
て
い
る
。
宣

長
は
『
古
事
記
伝
』
な
ど
に
記
す
根
拠
に
よ
っ
て
以
上
の
操
作
を
行
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
傍
目
に
は
恣
意
的
な
改
変
と
も
見
え
る
。

　

平
田
篤
胤
が
『
古
史
成
文
』
で
神
話
を
再
構
築
し
た
こ
と
に
つ
い
て
論

及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
師
で
あ
る
宣
長
自
身
が
す
で
に
、
あ
る
べ
き

「
古
伝
」
を
想
定
し
た
神
話
の
再
構
築
を
『
神
代
正
語
』
で
行
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
宣
長
の
《
近
世
神
話
》
を
考
え
る
う
え
、
そ
の
意
味
す
る
も

の
は
軽
い
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
『
神
代
正
語
』
を
初
学
者
に
ま

っ
さ
き
に
読
む
こ
と
を
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
で
勧
め
て
い
る
こ
と
の
意
味
も

ま
た
軽
く
見
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。「
古
語
の
や
う
を
、
口
な
れ
」
し

る
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
、
自
然
と
初
学
者
は
宣
長
が
再
構
築
し
た
「
古

伝
」
の
世
界
へ
と
誘
わ
れ
て
い
る
。
宣
長
が
意
図
し
て
行
っ
て
い
る
と
す

れ
ば
、
自
ら
の
学
問
の
体
系
化
の
構
想
は
巧
妙
と
言
う
ほ
か
な
い
。

文
政
期
の
平
田
国
学 

│
│ 

著
述
と
活
動
の
特
質
に
つ
い
て 

│
│遠

藤　
　

潤

　

平
田
篤
胤
お
よ
び
気
吹
舎
の
活
動
に
は
、
時
期
に
よ
っ
て
固
有
の
特
徴

が
あ
る
。
文
政
期
の
特
徴
と
し
て
は
、
下
総
・
上
総
で
の
門
人
・
支
持
者

の
獲
得
、『
古
史
徴
開
題
記
』
な
ど
初
期
出
版
物
の
刊
行
、
尾
張
藩
や
諸

藩
に
対
す
る
仕
官
の
働
き
か
け
、
仙
童
寅
吉
の
面
談
と
記
録
、
著
書
献
呈

本
書
紀
』
に
つ
い
て
は
「
漢
意
」
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
読
み
か
た
に
注
意

を
促
し
て
い
る
。

　

宣
長
は
「
古
道
」
が
記
さ
れ
た
「
古
伝
」
を
想
定
し
、『
日
本
書
紀
』

は
そ
れ
を
漢
籍
風
に
書
き
改
め
た
も
の
と
考
え
た
（『
古
事
記
伝
』
一
之

巻
「
書
紀
の
論
ひ
」）。
そ
の
た
め
、
宣
長
は
《
古
語
古
言
》
か
ら
漢
文
に

改
め
た
も
の
を
、
漢
文
か
ら
再
度
《
古
語
古
言
》
に
復
元
す
る
際
に
、
そ

の
ま
ま
漢
文
訓
読
を
す
る
こ
と
を
避
け
、
文
意
を
と
り
な
が
ら
《
翻
訳
》

す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
（
同
上
）。『
古
事
記
』
も
や
は
り
漢
文
訓
読

調
で
は
な
く
、『
古
事
記
伝
』
で
確
定
さ
せ
た
《
古
語
古
言
》
に
読
み
替

え
る
こ
と
で
「
古
伝
」
に
還
元
す
る
作
業
が
行
わ
れ
る
。《
古
語
古
言
》

で
記
さ
れ
た
「
古
伝
」
を
想
定
し
て
い
る
以
上
、『
古
事
記
』
も
『
日
本

書
紀
』
も
漢
文
テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
で
は
二
次
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
記
紀
を
あ
わ
せ
て
《
古
語
に
か
へ
す
》
実
践
が
『
神
代
正
語
』
で
あ

る
。
さ
ら
に
、『
神
代
正
語
』
で
は
、
た
だ
単
に
《
古
語
に
か
へ
す
》
だ

け
で
は
な
く
、『
古
事
記
』
を
基
本
に
『
日
本
書
紀
』
本
文
お
よ
び
一
書

を
別
伝
と
し
て
補
い
、
文
章
を
切
り
貼
り
し
、
順
序
を
入
れ
替
え
、
宣
長

が
想
定
し
た
「
古
伝
」
の
復
元
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

具
体
例
を
挙
げ
る
と
、『
神
代
正
語
』
上
巻
「
三
柱
の
う
づ
の
御
子
御

こ
と
よ
さ
し
の
く
だ
り
」
で
は
、
ま
ず
『
古
事
記
』「
此
時
伊
邪
那
伎
命
、

大
歓
喜
詔
（
中
略
）」
を
《
古
語
古
言
》
に
直
し
て
「
此
時
伊
邪
那
伎
命
、

い
た
く
よ
ろ
こ
ば
し
て
、
の
り
た
ま
は
く
（
中
略
）」
と
記
す
が
、『
古
事

記
』
で
は
、
こ
の
ア
マ
テ
ラ
ス
の
記
述
に
引
き
続
き
「
次
詔
月
読
命
」
と

あ
る
の
を
い
っ
た
ん
中
断
し
、『
日
本
書
紀
』
第
五
段
の
本
文
「
共
生
日

神
、
号
大
日
孁
貴
（
中
略
）」
以
下
を
別
伝
と
し
て
挙
げ
、「
又
は
、
天
照

大
御
神
、
亦
の
御
名
は
大
日
女
命
（
中
略
）」
と
記
す
が
、『
日
本
書
紀
』
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と
い
う
書
物
が
初
め
て
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な

わ
ち
、
文
政
三
年
・
四
年
を
中
心
と
し
た
寅
吉
か
ら
の
聞
き
取
り
内
容
や

行
動
の
記
録
「
神
童
憑
談
記
」
は
、
あ
る
時
期
か
ら
「
仙
境
異
聞
」
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
、
途
中
で
寅
吉
に
関
わ
る
部
分
の
み

を
ま
と
め
る
も
の
と
し
て
「
仙
童
寅
吉
物
語
」
が
編
纂
さ
れ
る
が
、
そ
の

方
針
が
途
中
で
変
更
さ
れ
、
最
終
的
に
「
仙
境
異
聞
」
上
下
清
書
本
の
構

成
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
構
成
や
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後

諸
本
の
比
較
検
討
が
必
要
と
な
る
が
、
今
回
の
発
表
で
も
同
じ
で
き
ご
と

の
記
述
が
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
異
な
る
事
例
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
当
時

の
寅
吉
の
江
戸
で
の
行
動
圏
に
つ
い
て
地
図
の
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
る

と
、
彼
の
活
動
範
囲
が
意
外
に
限
定
さ
れ
て
い
て
、
主
に
不
忍
池
の
周
辺

地
域
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。「
仙
境
異
聞
」
は
当
初
「
神
童
憑
談
記
」

と
い
う
名
称
で
あ
り
、「
憑
談
」
の
語
義
が
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
が
、

寅
吉
に
神
が
憑
依
す
る
で
き
ご
と
が
数
次
生
じ
て
お
り
、
そ
の
記
録
は
竹

内
「
神
童
憑
談
略
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
篤
胤
は
、
自
身
が
重
視
す
る

久
延
彦
神
に
つ
い
て
も
『
古
史
伝
』
の
な
か
で
そ
の
憑
依
性
ゆ
え
に
重
要

で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
お
り
、
篤
胤
に
と
っ
て
神
の
憑
依
は
学
問
や
見

聞
の
真
実
性
を
担
保
す
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
篤
胤
が
寅
吉
の
言
動
を

最
終
的
に
高
く
信
頼
し
た
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
寅
吉
の
身
に
実
際
に
起
き

た
神
の
憑
依
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
仙
境
異
聞
」
は

寅
吉
か
ら
の
聞
き
取
り
に
端
を
発
し
つ
つ
も
、
段
階
的
に
成
立
し
た
書
物

で
あ
り
、
途
中
に
や
や
複
雑
な
編
纂
過
程
が
あ
り
、
稿
本
に
お
い
て
も
当

初
の
草
稿
に
対
す
る
加
筆
・
削
除
・
修
正
が
見
ら
れ
る
が
、
関
係
諸
本
を

比
較
・
検
討
し
、
他
の
諸
史
料
か
ら
わ
か
る
関
係
事
項
を
考
察
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
編
纂
過
程
に
つ
い
て
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
る
。

を
端
緒
と
し
た
輪
王
寺
宮
と
の
関
係
の
開
始
、
篤
胤
が
上
京
し
て
の
服
部

中
庸
ら
諸
学
者
と
の
交
流
、
養
子
縁
組
に
よ
る
銕
胤
や
生
田
万
の
気
吹
舎

入
り
、
吉
田
家
学
頭
就
任
と
吉
田
家
と
の
関
係
深
化
、
同
家
江
戸
役
所
目

代
後
継
に
関
す
る
気
吹
舎
門
人
の
運
動
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
中
で
、
今
回
の
発
表
で
特
に
焦
点
と
す
る
の
は
寅
吉
の
言
動
、
お
よ

び
そ
の
記
録
と
さ
れ
る
篤
胤
「
仙
境
異
聞
」
で
あ
る
。
全
集
や
文
庫
本
の

底
本
と
な
っ
て
い
る
「
仙
境
異
聞
」
上
下
清
書
本
を
一
読
す
れ
ば
わ
か
る

が
、
本
書
は
体
裁
的
に
は
整
っ
て
い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
散
漫
な
部

分
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
テ
キ
ス
ト
の
編
成
過
程
に
あ

る
。
そ
も
そ
も
寅
吉
の
〈
で
き
ご
と
〉
は
、
そ
の
場
に
い
な
か
っ
た
者
た

ち
の
間
で
は
伝
聞
や
記
録
の
読
み
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。
特
に

テ
キ
ス
ト
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
の
だ
が
、
そ
の
成
立
過
程
は
複
雑

で
、〈
寅
吉
現
象
〉
の
共
有
は
、
書
物
の
編
纂
過
程
、
内
容
構
成
、
流
布

の
状
況
を
踏
ま
え
て
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。〈
寅
吉
の
で
き
ご
と
〉

の
記
録
に
は
、「
仙
境
異
聞
」
の
他
に
山
崎
美
成
「
平
児
代
答
」、
松
村
完

平
「
嘉
津
間
答
問
」、
竹
内
孫
市
「
神
童
憑
談
略
記
」（「
仙
境
異
聞
」
上

下
清
書
本
に
所
収
）
な
ど
が
あ
り
、「
仙
境
異
聞
」
に
は
一
部
の
稿
本
と

諸
本
、
前
述
の
上
下
清
書
本
が
あ
る
。
稿
本
で
は
何
回
か
題
名
の
書
き
換

え
が
あ
り
、
ま
た
有
力
門
人
で
あ
る
羽
田
野
敬
雄
へ
の
配
本
や
書
簡
を
分

析
す
る
と
「
仙
境
異
聞
」
の
構
成
が
途
中
で
大
き
く
変
更
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
点
や
気
吹
舎
日
記
、
他
の
門
人
宛
の
書
簡
な
ど

も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
当
初
篤
胤
が
「
神
童
憑
談
記
」
の
名
で
記
録

し
て
い
た
も
の
、
前
述
の
竹
内
「
神
童
憑
談
略
記
」、
そ
の
他
の
テ
キ
ス

ト
を
あ
わ
せ
て
、
ま
た
嘉
永
期
か
ら
安
政
期
の
間
に
大
き
く
構
成
を
変
更

す
る
こ
と
で
、
今
日
わ
れ
わ
れ
が
目
に
し
て
い
る
形
で
の
「
仙
境
異
聞
」
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い
、
儒
仏
混
淆
的
な
儒
式
喪
礼
実
践
の
あ
り
方
を
呈
示
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
た
だ
重
要
な
の
は
、
彼
ら
の
主
観
に
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
は
何
ら

逸
脱
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
両
者
は
『
家
礼
』
や
『
朱

子
語
類
』
の
言
説
を
論
拠
と
す
る
こ
と
で
、
儒
仏
混
淆
こ
そ
が
朱
熹
の
理

解
に
適
う
も
の
だ
と
考
え
て
い
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
檀
那
寺
の
意
向
に

沿
う
こ
と
の
現
実
的
な
有
用
性
に
も
同
時
に
言
及
さ
れ
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
は
安
直
な
排
仏
論
の
忌
避
も
明
言
さ
れ
て
い
た
。

　

次
に
、
そ
の
よ
う
な
習
斎
・
黙
斎
の
儒
仏
混
淆
的
喪
礼
論
が
決
し
て
机

上
の
空
論
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
尾
張
・
上
総
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
い
て
、
小
さ
く
な
い
範
囲
で
執
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
例
え
ば
、
現
存
す
る
中
村
家
の
墓
所
や
習
斎
門
下
の
葬
儀
記
録
か

ら
は
、
明
ら
か
な
儒
仏
混
淆
的
要
素
が
窺
え
た
し
、
黙
斎
が
自
身
の
母
親

を
檀
那
寺
に
配
慮
し
な
が
ら
『
家
礼
』
に
即
し
て
執
り
行
っ
て
い
た
こ

と
、
そ
し
て
黙
斎
が
隠
棲
し
て
い
た
上
総
国
清
名
幸
谷
村
に
は
、
仏
教
習

俗
の
他
方
で
儒
式
喪
礼
が
滲
透
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
事
例
に
鑑
み
れ
ば
近
世
日
本
儒

者
が
排
仏
論
者
だ
っ
た
と
す
る
固
定
観
念
が
払
拭
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
す
る
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
儒
仏
混
淆
を
特
殊

事
例
と
片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
在
地
に
お
け
る
儒
教
の
展
開
と
し
て
東

ア
ジ
ア
に
拓
か
れ
て
い
く
べ
き
必
要
性
（
特
に
清
代
中
国
・
朝
鮮
王
朝
の

在
地
社
会
）、
な
ら
び
に
か
く
す
る
こ
と
で
、
ひ
い
て
は
儒
教
そ
の
も
の

に
対
す
る
問
い
直
し
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
見
通
し
を
示

し
、
も
っ
て
本
報
告
を
結
ん
だ
。

最
終
的
な
上
下
清
書
本
の
記
述
を
寅
吉
の
実
際
の
言
動
と
無
批
判
に
同
一

視
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
、
む
し
ろ
編
纂
過
程
や
書
物
の
流
通
・
受

容
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
現
象
を
〈
寅
吉
現
象
〉
と
し
て
と
ら
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

近
世
日
本
儒
者
に
お
け
る
儒
仏
混
淆
的
喪
礼
論
の
展
開

松
川　

雅
信

　

こ
れ
ま
で
「
自
ら
の
葬
祭
の
礼
な
き
儒
学
」（
渡
辺
浩
）、「
祭
祀
や
信

仰
を
欠
い
た
学
問
・
処
世
・
治
世
の
道
」（
黒
住
真
）
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
き
た
近
世
日
本
の
儒
教
に
も
、
近
年
で
は
儒
教
儀
礼
が
様
々
な
形

で
存
在
し
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
り
わ
け
、
朱
熹
『
家
礼
』

記
載
の
喪
祭
礼
に
関
し
て
は
、
多
く
の
儒
者
達
が
多
大
な
関
心
を
示
す
と

と
も
に
、
実
際
に
同
書
に
範
を
と
る
儒
礼
を
執
り
行
っ
て
い
た
事
実
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
吾
妻
重
二
・
田
世
民
・
松
原
典
明
ら
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
前
提
と
し
て
近
世
日
本
で
は
儒
教
の
制
度
化
が
な

さ
れ
ず
、
か
つ
寺
檀
制
の
も
と
で
仏
教
が
喪
礼
を
主
導
す
る
と
い
っ
た
事

情
が
存
在
し
た
以
上
、
儒
者
達
に
よ
る
儒
式
喪
礼
へ
の
と
り
組
み
が
そ
の

よ
う
な
状
況
と
い
か
に
対
応
し
て
い
た
の
か
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
解
明

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
報
告
で
は
、
近
世
後
期
の
在
地
社
会
に

闇
斎
学
系
朱
子
学
を
滲
透
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
尾
張
崎
門
派
・
上
総
道
学
と

い
う
一
派
を
成
し
た
、
中
村
習
斎
と
稲
葉
黙
斎
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
近

世
日
本
儒
者
達
が
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
い
か
な
る
儒
式
喪
礼
実
践
を

試
み
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
考
察
結
果
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　

ま
ず
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
の
儒
者
も
寺
檀
制
に
は
抵
触
し
な
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良
な
社
会
を
恢
復
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
寛
文
期
の
水

戸
藩
や
会
津
藩
の
宗
教
政
策
は
か
か
る
理
念
に
基
づ
い
て
い
た
が
、
同
様

の
理
念
は
既
に
光
圀
・
正
之
の
お
じ
に
当
た
る
初
代
名
古
屋
藩
主
徳
川
義

直
の
「
神
祇
宝
典
」（
正
保
三
年
〔
一
六
四
六
〕）
序
文
に
認
め
ら
れ
る
。

　

そ
れ
ら
は
、
神
道
に
基
づ
く
古
昔
の
日
本
の
理
想
社
会
を
、
儒
教
的
思

考
に
お
い
て
中
華
の
理
想
世
と
さ
れ
る
周
に
敵
体
さ
せ
て
い
る
。
中
華
の

儒
教
文
明
と
等
質
の
文
明
が
、
神
道
と
い
う
形
で
古
昔
の
日
本
に
存
在
し

て
い
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
中
華
の
理
想
世
と
同
列
視
し
得
る
古
昔
の

日
本
の
理
想
社
会
を
恢
復
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
が
、
排
仏
・
淫
祀

解
除
と
古
社
顕
彰
で
あ
っ
た
。
か
か
る
思
想
は
、
当
時
の
幕
閣
に
も
共
有

さ
れ
て
お
り
、
幕
藩
領
主
層
に
一
定
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
と
理
解
さ
れ

る
。

　

幕
府
中
枢
部
を
含
む
幕
藩
領
主
層
が
斯
様
な
思
想
を
共
有
し
て
い
た
理

由
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
成
立
期
徳
川
政
権
は
、
豊
臣
政
権
が

破
壊
し
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
を
修
復
す
る
課
題
を
有
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
は
、
豊
臣
政
権
が
拡
散
し
た
日
本
の
野
蛮
国
と
し
て
の
印
象

を
払
拭
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
当
時
の
東
ア
ジ
ア
国
際
社
会
は
、
儒
教
を

以
て
文
明
の
表
象
と
し
て
い
た
か
ら
、
儒
教
国
化
す
る
こ
と
が
文
明
国
と

し
て
の
認
知
を
受
け
る
有
効
な
方
法
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
近
世
日
本
は
、

以
下
の
理
由
か
ら
儒
教
国
化
を
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
ず
、

儒
教
祭
祀
の
経
験
が
ほ
ぼ
欠
如
し
て
い
た
。
古
代
日
本
で
儒
教
祭
祀
は
釈

奠
を
除
い
て
令
制
に
受
容
さ
れ
ず
、
葬
礼
に
お
け
る
仏
教
の
関
与
は
時
代

を
経
る
毎
に
強
ま
っ
た
。
二
つ
に
は
、
基
督
教
防
禦
の
た
め
に
、
葬
礼
に

深
く
関
与
し
て
い
た
仏
教
を
大
々
的
に
起
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
三
つ
に
は
、
武
家
政
権
を
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

疑
似
儒
教
と
し
て
の
神
道

│
│ 

十
七
世
紀
中
後
期
幕
藩
領
主
層
の
思
想
と
実
践 

│
│

井
上　

智
勝

　

本
報
告
は
、
十
七
世
紀
中
後
期
に
お
け
る
日
本
の
宗
教
政
策
の
基
調
を

探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
当
該
期
の
宗
教
政
策
と
し
て
は
、
特
に
寛
文

期
に
展
開
さ
れ
た
水
戸
・
会
津
・
岡
山
諸
藩
の
そ
れ
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
斉
し
く
排
仏
、
寺
院
・
神
社
整
理
を
伴
う
も
の
で
、
破
壊

的
な
側
面
が
強
調
さ
れ
、
為
政
者
に
よ
る
民
衆
の
信
仰
統
制
と
い
う
図
式

で
説
明
さ
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
、
報
告
者
は
嘗
て
、
こ
れ
ら
の
政

策
の
古
社
復
興
・
顕
彰
と
い
う
建
設
的
な
側
面
を
評
価
し
、
そ
こ
に
儒
学

的
復
古
主
義
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

　

十
七
世
紀
中
後
期
に
は
、
上
記
三
藩
以
外
で
も
近
似
し
た
政
策
が
、
和

歌
山
藩
・
磐
城
平
藩
・
高
知
藩
・
平
戸
藩
な
ど
、
少
な
か
ら
ざ
る
藩
に
お

い
て
認
め
ら
れ
た
。
諸
侯
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ
て
も
、
寛
文

年
間
の
伊
勢
神
宮
か
ら
の
仏
教
色
の
排
除
、
出
雲
杵
築
大
社
の
修
造
と
そ

れ
に
伴
う
仏
教
要
素
の
除
去
、
下
野
宇
都
宮
下
宮
の
社
僧
停
止
の
裁
許
、

な
ど
の
政
策
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

か
か
る
政
策
の
思
想
的
背
景
を
考
え
た
場
合
、
水
戸
藩
主
徳
川
光
圀
が

編
纂
を
命
じ
た
「
神
道
集
成
」（
寛
文
十
年
〔
一
六
七
〇
〕
序
）
の
上
疏

文
「
上
神
道
集
成
草
稿
疏
」
と
、
会
津
藩
主
保
科
正
之
が
編
纂
さ
せ
た

「
會
津
神
社
志
」（
寛
文
十
二
年
〔
一
六
七
二
〕）
の
林
鵞
峰
に
よ
る
序
文

に
、
共
通
す
る
考
え
が
認
め
ら
れ
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
古
昔

の
日
本
に
は
神
道
に
則
っ
て
良
く
世
が
治
ま
る
理
想
社
会
が
展
開
し
て
い

た
が
、
仏
教
の
隆
盛
や
淫
祀
が
簇
生
す
る
こ
と
で
神
道
は
衰
微
し
世
は
乱

れ
た
た
め
、
仏
教
や
淫
祀
を
排
し
て
神
道
を
振
興
し
、
古
昔
の
よ
う
に
淳
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二
道
の
信
徒
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
書
写
と
は
い
え
、
正

確
さ
や
筆
致
の
ク
セ
に
写
本
ご
と
の
個
性
が
あ
り
、
長
文
を
手
作
業
で
書

写
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
伺
え
る
。
実
は
自
筆
本
も
、『
添
書
』
が
一
万

字
近
い
長
文
で
あ
る
以
上
、
写
し
て
い
る
底
本
が
存
在
し
た
は
ず
で
、
そ

れ
自
体
が
著
者
本
人
に
よ
る
「
写
本
」
と
言
い
得
る
。
そ
し
て
、
自
筆
本

に
も
誤
写
が
あ
り
、
そ
れ
は
写
本
群
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認
で

き
る
。

　

今
残
っ
て
い
る
自
筆
本
に
は
、
他
筆
に
よ
る
濁
点
や
ル
ビ
の
加
筆
が
あ

る
。
こ
の
加
筆
は
ル
ビ
の
筆
跡
が
明
ら
か
に
食
行
の
も
の
で
は
な
い
が
、

ま
た
墨
の
濃
度
に
も
明
確
な
差
が
あ
り
、
影
印
画
像
を
電
子
的
に
操
作
す

る
こ
と
で
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
自
筆
本
に
は
巻
末

の
み
に
虫
損
が
あ
り
、
前
後
あ
べ
こ
べ
に
巻
か
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
取
り
扱
い
に
は
理
解
に
苦
し
ま
ざ
る
を
得

な
い
疑
念
が
あ
る
。

　

自
筆
本
・
写
本
と
も
に
、
文
字
や
行
の
脱
落
が
少
な
く
な
い
。
特
に
同

じ
フ
レ
ー
ズ
が
文
頭
に
繰
り
返
さ
れ
た
た
め
に
、
目
移
り
を
起
こ
し
て
行

を
飛
ば
し
て
写
し
て
し
ま
う
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
あ
り
、
写
本
の
み
な
ら
ず

自
筆
本
に
も
起
き
て
い
る
。
自
筆
本
・
写
本
合
わ
せ
て
こ
の
ミ
ス
か
ら
免

れ
て
「
文
章
」
を
最
も
多
く
そ
ろ
え
て
い
る
の
は
、
食
行
生
家
に
送
ら
れ

た
自
筆
本
か
ら
写
し
た
と
さ
れ
る
小
林
家
写
本
と
よ
ば
れ
る
写
本
で
あ
る

が
、
あ
く
ま
で
そ
ろ
っ
て
い
る
の
は
文
章
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
脱
字
や

衍
字
の
多
さ
は
他
の
写
本
と
変
わ
り
な
い
ほ
ど
に
多
い
。

　

結
論
と
し
て
『
添
書
』
に
つ
い
て
言
え
ば
、
自
筆
本
と
複
数
の
写
本
を

揃
え
て
も
択
一
的
に
頼
れ
る
も
の
は
一
つ
と
し
て
な
い
。
自
筆
本
す
ら
信

用
で
き
な
い
。
文
章
ご
と
に
こ
れ
ら
を
一
々
対
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
の
儒
教
国
化
は
十
全
に
達
成
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
儒
教
国
家
と
し
て
自
ら
を
国
際
社
会
に
訴
求
し
て
ゆ
く
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
中
世
ま
で
の
仏
教
に
よ
る
支
配
か
ら
解
き
放
た

れ
、
自
己
説
明
の
論
理
を
喪
失
し
て
い
た
神
道
を
儒
教
倫
理
に
結
び
つ

け
、
神
道
を
儒
教
に
匹
敵
す
る
文
明
の
象
徴
と
し
て
定
位
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
儒
教
と
同
等
の
文
明
を
有
す
る
文
明
国
で
あ
る
こ
と
を
弁
証
し
よ

う
と
し
た
。
十
七
世
紀
中
後
期
の
幕
藩
領
主
の
宗
教
政
策
の
基
調
に
在
っ

た
の
は
、
斯
様
な
疑
似
儒
教
と
し
て
の
神
道
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
儒
教
国

家
を
目
指
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
不
完
全
に
し
か
な
し
得
な
か
っ
た
日
本
の

「
代
償
行
為
」
で
あ
っ
た
。

食
行
身
禄
『
添
書
』
諸
写
本
の
比
較

大
谷　

正
幸

　

食
行
身
禄
（
一
六
七
一
―
一
七
三
三
）
は
角
行
系
富
士
信
仰
五
世
代
目

の
行
者
で
あ
る
。
彼
に
は
、「
此
か
き
も
の
弐
本
と
こ
の
う
た
一
札
（
一

冊
）
此
三
と
お
り
」
と
自
ら
言
う
よ
う
に
三
種
類
の
著
作
が
あ
っ
た
。
彼

は
こ
れ
ら
の
著
作
を
予
め
手
ず
か
ら
書
写
し
て
お
き
、
知
人
や
有
縁
の
人

に
配
布
し
た
。
著
作
三
種
の
う
ち
、
最
初
の
『
一
字
不
説
お
開
き
身
ろ
く

之
訳
お
書
置
申
候
』
は
十
数
本
写
し
た
と
い
い
、
続
く
『
一
切
の
決
定
讀

哥
』
も
残
存
状
態
に
差
は
あ
る
が
、
数
冊
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今

と
り
あ
げ
る
最
後
の
著
作
は
無
題
な
が
ら
も
後
世
の
人
か
ら
『
添
書
』
と

よ
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
最
低
三
本
は
自
筆
本
が
存
在
し
た
。
た
だ
し
、

現
在
は
全
体
の
四
分
の
一
程
度
を
切
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
不
完
全
な
巻
子

本
（
ふ
じ
さ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
所
蔵
）
が
一
本
残
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
『
添
書
』
の
写
本
で
、
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
は
い
ず
れ
も
不



　　288

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第７部会

四
月
）
か
ら
第
一
九
号
（
八
月
）
と
五
回
に
及
ん
だ
が
、
初
回
と
二
回
は

出
港
ま
で
国
内
を
め
ぐ
る
行
程
、
三
回
と
四
回
が
朝
鮮
入
国
後
の
釜
山
や

漢
城
で
の
行
動
、
五
回
が
朝
鮮
を
出
港
し
て
か
ら
の
帰
途
に
つ
い
て
の
報

告
で
あ
っ
た
。

　

派
遣
に
先
立
っ
て
『
惟
一
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
特
集
記
事
で
は
、
そ

の
目
的
は
、
朝
鮮
に
派
遣
さ
れ
た
軍
隊
の
慰
問
、
戦
死
者
の
慰
霊
と
現
地

の
人
々
の
教
化
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
田
中
の
報
告
に
よ
る
と
、

五
月
六
日
に
仁
川
に
上
陸
し
て
約
二
週
間
の
柴
田
の
主
な
行
動
は
、
日
本

公
使
館
井
上
公
使
訪
問
、
京
城
守
備
隊
独
立
第
一
八
大
隊
を
慰
問
、
寶
丹

五
〇
〇
包
を
寄
贈
、
官
立
日
語
学
校
参
観
、
朝
鮮
宮
内
軍
部
の
顧
問
官
岡

本
柳
之
助
と
会
見
、
仁
川
の
兵
站
部
を
慰
問
、
副
官
田
中
中
尉
に
寶
丹
一

〇
〇
包
を
寄
贈
、
釜
山
の
兵
站
部
を
慰
問
と
、
現
地
の
日
本
政
府
機
関
の

訪
問
や
軍
隊
の
慰
問
に
限
ら
れ
た
。

　

一
方
、
台
湾
へ
は
岐
阜
の
幹
部
で
あ
る
大
教
正
・
北
條
三
野
夫
を
「
布

教
使
」
と
し
て
派
遣
し
た
。「
台
湾
開
教
」
は
北
條
に
よ
る
現
地
か
ら
の

報
告
で
あ
る
。
第
二
三
号
（
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
一
二
月
）
に

「
台
湾
布
教
使
の
第
一
回
通
信
」
が
掲
載
さ
れ
て
以
降
、
第
三
二
号
（
一

八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
一
二
月
）
の
「
第
八
、
九
回
通
信
」
ま
で
断
続

的
に
掲
載
さ
れ
た
。
北
條
は
一
一
月
一
六
日
に
は
基
隆
港
に
到
着
。
上
陸

後
は
病
院
や
駐
屯
地
を
慰
問
、
台
湾
各
地
に
進
軍
す
る
部
隊
に
も
新
聞
記

者
ら
と
同
行
し
た
。
何
人
か
の
他
教
、
他
派
の
教
師
等
と
行
動
を
共
に
し

て
い
る
場
面
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
北
白
川
宮
能
久
親
王
の
追
悼
祭
を
真

宗
本
派
本
願
寺
慰
問
使
三
等
巡
教
使
小
野
島
行
薫
、
神
宮
教
布
教
使
権
大

教
正
甲
斐
一
彦
と
と
も
に
総
督
府
門
で
実
施
し
た
こ
と
や
、
真
宗
興
正
寺

派
や
浄
土
宗
の
僧
侶
と
と
も
に
、
神
仏
各
派
合
同
の
慰
霊
祭
を
行
っ
た
こ

た
、
損
傷
な
ど
史
料
的
な
現
況
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
著
作
ご
と

に
複
数
の
自
筆
本
が
あ
っ
て
、
不
完
全
か
も
し
れ
な
い
が
複
数
残
存
し
て

い
る
、
と
い
う
食
行
著
作
の
状
況
は
、
研
究
に
際
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
筆
本
も
手
作
業
の
産
物
で
あ
る
以

上
、
著
者
本
人
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
「
完
璧
」
で
は
な
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
絶
え
ず
念
頭
に
置
い
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

富
士
講
系
教
派
神
道
実
行
教
の
明
治
期
朝
鮮
・
台
湾
開
教

今
井　

功
一

　

富
士
講
系
教
派
神
道
の
一
で
あ
る
実
行
教
は
、
日
清
戦
争
を
契
機
と
し

て
、
朝
鮮
に
管
長
で
あ
る
柴
田
礼
一
を
、
台
湾
に
布
教
使
と
し
て
幹
部
一

名
を
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
実
行
教
が
一
八
九
四
（
明
治

二
七
）
年
〜
一
八
九
八
（
明
治
三
一
）
年
に
刊
行
し
て
い
た
雑
誌
『
惟

一
』
に
連
載
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
教
団
活
動
の
報
告
と
は
別
に
「
布
教
通

信
」
と
い
う
こ
の
報
告
だ
け
の
特
別
枠
が
用
意
さ
れ
、
朝
鮮
巡
教
は
「
西

征
録
」、
台
湾
派
遣
は
「
台
湾
開
教
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
た
。

　

日
清
戦
争
の
占
領
地
へ
の
布
教
使
の
派
遣
に
関
し
て
、
実
行
教
内
で
は

戦
死
者
の
慰
霊
、
戦
傷
病
者
の
慰
問
に
神
道
家
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
神

道
各
教
派
は
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
の
二
点
の

問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
派
遣
に
先
駆
け
て
『
惟
一
』
誌
上
で
も

他
派
も
含
む
神
道
家
一
般
へ
呼
び
か
け
る
文
章
が
複
数
掲
載
さ
れ
た
。

　

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
四
月
、
柴
田
礼
一
は
、
随
行
員
で
あ
り

「
西
征
録
」
の
記
者
で
あ
る
信
徒
田
中
塵
外
を
伴
っ
て
東
京
を
出
発
し
、

国
内
各
地
を
巡
教
し
な
が
ら
向
か
い
、
下
関
条
約
締
結
後
の
五
月
の
二
週

間
ほ
ど
朝
鮮
に
滞
在
し
た
。「
西
征
録
」
の
連
載
は
、
第
一
五
号
（
同
年
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詞
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
同
じ
く
再
来
に
よ
る
写
し
の
『
異
境
備

忘
録
』
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
大
重
の
報
告
書
の
他
に
、
前
後
の
時
期
の
高

知
藩
よ
り
の
行
政
文
書
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
冊
は
、
明
治
二
十

年
〜
三
十
年
頃
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。
三
種
目
の
『
南
路
志
続
篇
稿
草
』

は
、
高
知
県
史
誌
編
輯
係
が
明
治
十
二
年
に
写
し
た
も
の
で
報
告
書
の
本

文
中
で
記
載
さ
れ
て
い
た
「
別
紙
」
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
別
紙
」
は
、

他
の
二
書
に
は
な
い
。

　

宮
地
大
重
に
よ
る
同
一
報
告
書
の
写
し
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
タ

イ
ト
ル
が
「
足
摺
山
（
亦
云
蹉

跎
山　

）
鎮
祭
次
第
日
記
（『
家
牒
』、『
南
路
志
続

篇
稿
草
』）」、「
足
摺
山
（
亦
云
蹉

跎
山　

）
鎮
祭
次
第
御
届
」（『
異
境
備
忘
録
』）

と
異
な
る
な
ど
の
違
い
が
随
所
に
み
ら
れ
、
中
に
は
事
実
関
係
に
影
響
す

る
違
い
も
確
認
で
き
た
。

　

本
報
告
で
は
、
三
種
類
の
写
し
を
検
討
し
、
史
実
と
霊
威
現
象
と
い
う

脚
色
を
選
り
分
け
を
し
て
、
事
実
確
認
で
き
る
足
摺
山
の
改
祭
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
以
下
、
検
討
結
果
の
概
要
の
み
を
示
す
。

　

明
治
四
年
九
月
二
十
七
日
、
高
知
藩
は
、
県
内
の
足
摺
山
の
神
仏
分
離

を
潮
江
鎮
座
天
満
宮
神
主
・
宮
地
大
重
に
命
じ
た
。
大
重
は
、
脳
梗
塞
に

よ
る
半
身
不
随
（「
手
足
不
叶
」）
を
理
由
に
辞
退
し
た
が
、
駕
籠
と
人
足
を

つ
け
る
こ
と
を
条
件
に
大
重
宅
か
ら
約
百
㎞
離
れ
た
足
摺
山
の
改
祭
を
再

要
請
し
た
。
奥
院
の
「
不
入
」
の
地
で
あ
り
、
専
任
の
神
職
が
配
置
さ
れ

た
も
の
の
、
他
に
で
き
る
者
が
い
な
い
と
の
理
由
で
あ
る
。
宮
地
は
、
古

来
か
ら
「
祟
り
」
で
有
名
な
社
で
あ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
引
き
受
け
た
。

　

宮
地
は
、
十
月
二
十
五
日
に
高
知
を
出
発
し
、
十
一
月
三
日
中
村
に
到

着
。
当
地
で
神
器
の
取
り
調
べ
を
行
い
、
十
日
に
伊
佐
に
到
着
。
改
祭
に

奉
仕
す
る
神
官
は
、
宮
地
、
専
任
の
社
司
、
禰
宜
と
有
志
神
官
七
名
の
計

と
を
報
告
し
て
い
る
。
台
湾
到
着
直
後
に
北
條
が
台
湾
総
督
府
に
提
出
し

た
「
布
教
意
見
書
」
に
は
、
彼
の
目
的
が
島
民
教
化
や
教
会
所
設
置
で
あ

る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
教
会
所
着
工
の
報
告
も
さ
れ
た
が
、
目
立
つ
活

動
は
各
地
で
帯
同
す
る
部
隊
の
戦
病
死
者
の
弔
祭
で
あ
り
、
島
民
教
化
に

つ
い
て
は
具
体
的
な
報
告
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

朝
鮮
行
の
前
年
に
シ
カ
ゴ
で
行
わ
れ
た
万
国
宗
教
会
議
に
神
道
代
表
と

し
て
出
席
し
た
柴
田
と
実
行
教
は
、
海
外
へ
の
進
出
を
強
く
意
識
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
の
海
外
派
遣
は
、
軍
隊
の
慰
問
と
戦
死
者
の
慰

霊
、
現
地
の
人
々
の
教
化
の
た
め
と
い
う
二
つ
の
意
図
を
も
っ
て
戦
争
中

か
ら
構
想
さ
れ
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
態
と
し
て
は
、

現
地
の
人
々
と
の
直
接
的
な
接
触
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
日
本
軍
の
慰
問
、

慰
霊
、
弔
祭
が
主
な
活
動
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
彼
ら
の
語
学
力
や
教
義

内
容
等
に
よ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
し
、
特
に
併
合
後
の
台
湾
で
は
負
傷

者
の
慰
問
と
戦
死
者
一
六
四
名
、
病
死
者
四
六
四
二
名
に
の
ぼ
る
死
者
の

慰
霊
と
い
う
問
題
が
彼
ら
の
役
割
と
し
て
現
場
か
ら
求
め
ら
れ
た
も
の
で

も
あ
ろ
う
。

足
摺
山
の
改
祭
に
つ
い
て

黒
田　

宗
篤

　

明
治
四
年
に
高
知
藩
は
、
潮
江
村
天
満
宮
神
主
・
宮
地
大
重
（
一
八
一

九
―
一
八
九
〇
、
別
名
布
留
部
・
常
磐
）
に
足
摺
山
（
別
名
蹉
跎
山
）

の
改
祭
を
命
じ
た
。
こ
の
時
、
大
重
は
、
報
告
書
を
高
知
藩
に
提
出
し
た

が
、
原
本
は
既
に
な
く
、
現
在
写
し
が
三
種
類
存
在
し
て
い
る
。
一
種
目

は
、
大
重
の
子
再
来
の
写
し
に
よ
る
『
家
牒
』
で
、
こ
れ
は
新
出
史
料
と

な
る
が
、
破
損
、
虫
食
い
が
多
い
も
の
の
、
他
書
に
な
い
当
日
の
鎮
祭
祝
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四
日
昼
十
二
時
頃
伊
佐
発
、
二
十
日
に
高
知
帰
着
。
社
寺
係
に
改
祭
報
告

し
、
十
二
月
に
社
寺
係
よ
り
宮
地
大
重
に
謝
礼
金
が
出
さ
れ
る
。
以
上

が
、
検
討
結
果
の
概
要
で
あ
る
。

「
元
寇
紀
念
碑
」
設
置
運
動
に
み
る
明
治
期
日
本
の
顕
彰
と
慰
霊髙

瀬　

航
平

　

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
に
設
置
さ
れ
た
《
元
寇
紀
念
碑
（
亀
山
上
皇

像
）》
は
、
築
山
（
約
九
ｍ
）・
石
製
台
座
（
約
八
ｍ
）・
銅
像
（
約
五
ｍ
）

の
三
部
分
か
ら
な
る
、
総
高
約
二
二
ｍ
の
構
造
物
で
あ
る
。
明
治
二
一
年

一
月
、
当
時
の
福
岡
警
察
署
長
、
湯
地
丈
雄
に
よ
り
建
設
が
発
起
、
明
治

三
七
年
一
二
月
に
除
幕
さ
れ
た
。
銅
像
の
原
型
担
当
は
、
彫
刻
家
の
山
崎

朝
雲
。
本
発
表
は
、
こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
建
設
運
動
を
跡
付
け
る
こ
と

で
、
明
治
期
日
本
の
顕
彰
と
慰
霊
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

そ
も
そ
も
何
故
、
顕
彰
と
慰
霊
を
検
討
す
る
た
め
に
、
記
念
碑
に
注
目

す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
明
治
期
、
記
念
碑
に
期
待
さ
れ
た

機
能
に
あ
る
。
上
野
三
碑
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
確
か
に
日
本
に
も

古
来
石
碑
を
建
立
す
る
文
化
は
存
在
し
た
。
し
か
し
「
記
念
碑
（
紀
念

碑
）」
と
い
う
言
葉
が
誕
生
し
た
の
は
、
明
治
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。「
記

念
碑
」
は
、
主
に
欧
米
の
見
聞
録
や
翻
訳
書
の
中
で
、“m

onum
ent ”

や

“com
m
em

oration
”

の
訳
語
と
し
て
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
明
治

一
〇
年
代
に
な
る
と
、「
記
念
碑
」
の
建
設
が
日
本
各
地
で
進
む
。
そ
れ

ら
建
碑
の
目
的
は
、
主
に
歴
史
上
の
功
臣
、
ま
た
は
西
南
戦
争
や
安
政
の

大
獄
の
死
没
者
を
追
悼
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
実
際
の
建
設
事
例
の
増
加
と
並
行
し
て
、
特
定
の
人
物
の
顕
彰

十
名
で
の
奉
仕
と
な
っ
た
。
十
一
日
白
皇
神
社
で
修
祓
、
熊
野
神
社
、
清

浄
殿
に
お
い
て
古
来
か
ら
未
開
封
で
あ
っ
た
総
釘
締
め
の
箱
を
十
五
箱
開

き
、
皆
仏
像
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

翌
十
二
日
昼
十
二
時
浜
辺
で
禊
神
事
を
行
い
、
佐
田
山
に
登
山
。
社
司

の
北
代
宅
で
休
息
。
午
後
五
時
よ
り
白
皇
神
社
参
拝
。
白
皇
神
社
よ
り
少

し
登
っ
た
「
不
入
」
と
さ
れ
る
社
殿
の
な
い
「
岩
祐
」
と
「
峰
山
神
」
を

参
拝
。
神
事
を
執
り
行
っ
た
。
そ
の
際
、
西
の
空
が
鳴
動
し
、
大
木
が
振

動
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
奉
仕
員
は
、
恐
怖
と
暴
風
の
た
め
精
神
錯
乱

を
起
こ
し
、
虚
空
か
ら
人
語
が
聞
こ
え
る
、「
峰
山
神
」
で
は
強
い
眠
気

で
祭
祀
不
能
、
火
輪
が
飛
び
込
む
な
ど
の
幻
覚
症
状
が
起
こ
る
、
奉
仕
員

の
岩
崎
肇
が
所
在
不
明
に
な
る
な
ど
の
事
態
が
生
じ
、
北
代
の
家
に
戻
っ

て
休
息
と
な
っ
た
。

　

夜
九
時
よ
り
白
皇
神
社
の
内
陣
を
改
め
る
と
十
二
の
仏
像
が
あ
る
の
み

で
あ
っ
た
。
傍
ら
の
厨
子
を
開
封
す
る
と
三
体
の
御
神
体
が
あ
っ
た
。
御

神
名
が
不
詳
で
あ
っ
た
が
、
北
代
の
子
供
が
神
憑
を
し
て
、
天
鈿
女
神
、

大
奈
牟
遅
神
、
少
彦
名
神
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
、
猿
田
比
古
神
を
新
た
に

合
祀
す
る
こ
と
を
指
示
。
宮
地
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
決
定
し
、
鎮
祭
式

を
開
始
。
西
の
空
が
再
び
鳴
動
し
始
め
、
社
殿
内
外
が
大
風
で
振
動
し
、

奉
仕
員
は
、
恐
怖
の
余
り
光
や
人
の
幻
覚
を
み
る
。
し
か
し
、
宮
地
は
そ

の
ま
ま
祭
典
を
続
け
終
了
。
直
会
に
移
行
す
る
が
、
直
会
中
も
、
神
楽
音

の
幻
聴
が
起
こ
っ
た
。
宮
地
は
、
社
頭
に
戻
っ
て
祝
詞
を
奏
上
、
奉
仕
員

も
そ
れ
に
従
っ
て
拝
礼
。
全
て
が
終
了
し
た
の
は
十
三
日
の
黎
明
で
あ
っ

た
。
昼
十
二
時
に
下
山
開
始
。
伊
佐
に
着
き
、
熊
野
神
社
、
清
浄
殿
の
仏

具
、
仏
体
な
ど
を
片
付
け
た
。
熊
野
神
社
を
は
じ
め
、
小
社
十
一
社
を
当

分
清
浄
殿
に
合
祭
す
る
こ
と
に
決
定
。
夜
十
時
よ
り
鎮
祭
式
を
奉
仕
。
十
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院
に
、「
元
寇
殉
難
者
国
祭
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
が
提
出
、
可
決
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
発
生
、
展
開
し
た
が
、
当
事
者
間

で
は
互
い
に
競
合
す
る
も
の
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
運
動
再

開
後
、《
元
寇
紀
念
碑
》
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
亀
山
上
皇
を
像
主
と
す
る
銅

像
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、
折
し
も
亀
山
上
皇
六

百
年
忌
に
当
た
る
明
治
三
七
年
の
除
幕
を
目
指
す
よ
う
、
運
動
が
再
編
成

さ
れ
た
点
を
指
摘
で
き
る
。「
元
寇
殉
難
者
追
弔
会
」
も
、
画
一
的
に
実

施
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
場
面
に
応
じ
て
、
仏
式
、
ま
た
は
神
式
で
営
ま

れ
た
。

　

当
初
《
元
寇
紀
念
碑
》
は
、
記
念
碑
の
建
設
と
祭
祀
の
実
施
に
よ
っ

て
、
血
縁
や
地
縁
、
党
派
や
宗
派
を
超
え
、
広
く
「
元
寇
」
を
顕
彰
す
る

事
業
と
し
て
、
い
わ
ば
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
に
計
画
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際

の
建
碑
運
動
は
、
他
の
「
元
寇
」
関
係
の
顕
彰
・
慰
霊
事
業
と
競
合
す
る

か
た
ち
で
進
展
し
、「
元
寇
殉
難
者
」
の
祭
祀
も
、
画
一
的
な
規
格
が
作

成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
神
式
・
仏
式
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方
で
営
ま
れ

た
。《
元
寇
紀
念
碑
》
建
設
運
動
は
、
い
わ
ば
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
式
に
現
実

化
し
た
の
で
あ
る
。

近
代
の
国
葬
を
め
ぐ
る
諸
相
と
神
官
葬
儀
不
関
与

大
番　

彩
香

　

国
葬
と
は
国
費
に
よ
り
大
典
と
し
て
営
ま
れ
る
、
天
皇
・
皇
族
の
葬
儀

お
よ
び
勲
功
者
の
葬
儀
を
い
う
。
国
葬
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

に
お
け
る
皇
室
喪
儀
令
（
皇
室
令
第
十
一
号
）
と
国
葬
令
（
勅
令
三
二
四

号
）
の
制
定
を
も
っ
て
、
以
後
は
両
令
に
準
拠
す
る
形
式
で
営
ま
れ
た
。

こ
こ
で
い
う
皇
室
喪
儀
令
と
は
天
皇
・
皇
族
の
葬
儀
に
つ
い
て
規
定
し
た

方
法
を
選
択
す
る
際
、
記
念
碑
を
、
神
社
よ
り
優
れ
た
、
西
洋
由
来
の
新

し
い
祭
祀
施
設
と
し
て
提
案
す
る
言
説
も
た
び
た
び
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
明
治
二
〇
年
代
ま
で
に
記
念
碑
は
、
顕
彰
・
慰
霊
の
一
手
段
と
し
て

日
本
に
定
着
し
た
と
い
え
る
。

　

明
治
二
一
年
に
発
起
さ
れ
た
《
元
寇
紀
念
碑
》
も
、
以
上
の
記
念
碑
の

歴
史
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
発
表
は
、
そ
の
複
数
の
建
設
趣

意
書
や
完
成
予
想
図
を
検
討
し
、
次
の
三
点
を
明
ら
か
に
し
た
。（
一
）

《
元
寇
紀
念
碑
》
建
碑
の
目
的
は
、
国
民
が
等
し
く
記
憶
す
べ
き
事
件
と

し
て
「
元
寇
」
を
表
象
し
、
そ
の
死
没
者
を
追
悼
す
る
点
に
あ
っ
た
。

（
二
）《
元
寇
紀
念
碑
》
は
、
遅
く
と
も
明
治
二
七
年
ま
で
は
、
総
高
約
六

七
ｍ
、
空
洞
の
内
部
を
二
三
〇
段
の
螺
旋
階
段
が
昇
る
円
塔
状
の
構
造
物

と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ー
ス
と
し
て
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
ロ
ン
ド
ン
大
火
記
念
塔
（
一
六
七
七
年
竣
工
）
や
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
碑
（
一
八
八
四
年
竣
工
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。（
三
）記

念
碑
建
設
に
加
え
、
全
国
規
模
で
の
「
元
寇
殉
難
者
追
弔
会
」
の
定
期
的

な
実
施
も
計
画
さ
れ
て
い
た
。

　

と
は
い
え
実
際
の
《
元
寇
紀
念
碑
》
建
設
運
動
は
、
主
に
資
金
面
で
の

困
難
か
ら
、
明
治
二
七
年
に
い
っ
た
ん
頓
挫
す
る
。
明
治
三
〇
年
代
に
入

り
運
動
は
再
開
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
別
に
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い

た
、「
元
寇
」
関
連
の
顕
彰
・
慰
霊
事
業
に
触
発
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

明
治
一
六
年
、
文
永
の
役
で
死
没
し
た
壱
岐
国
守
護
代
の
平
景
隆
を
顕
彰

す
る
建
碑
が
長
崎
で
な
さ
れ
た
。
明
治
二
五
年
に
は
、
対
馬
守
護
代
の
宗

助
国
お
よ
び
元
寇
殉
難
者
へ
の
贈
位
の
請
願
が
対
馬
島
民
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
運
動
は
、
明
治
二
九
年
、
平
景
隆
・
宗
助
国
両
名
へ
の

贈
位
に
繋
が
っ
た
。
ま
た
明
治
三
四
年
に
は
、
第
一
五
回
帝
国
議
会
衆
議
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ス
、
此
旨
相
達
候
事　

但
府
県
社
以
下
〔
神
官
〕
ハ
当
分
従
前
之
通
」

（
内
務
省
達
乙
第
七
号
）
と
い
う
官
国
幣
社
神
官
の
教
導
職
兼
補
を
廃
止

し
、
葬
儀
に
は
不
関
与
（
府
県
社
以
下
神
官
は
従
前
の
通
り
）
と
す
る
法

令
が
執
行
者
の
選
定
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
こ
れ
は
宗
派
神
道
者
が

「
斎
主
」
と
な
り
葬
儀
形
式
の
主
た
る
決
定
者
と
な
る
こ
と
に
繋
が
っ
て

い
く
が
、
そ
の
後
葬
儀
内
容
に
お
け
る
宗
教
的
特
色
が
減
却
さ
れ
て
い
く

過
程
が
見
受
け
ら
れ
る
。
国
葬
の
葬
儀
形
式
を
宗
派
神
道
者
に
「
一
任
」

す
る
政
府
の
方
針
は
一
貫
せ
ず
、
帝
室
制
度
調
査
局
に
お
け
る
審
議
と
同

時
期
の
国
葬
が
連
動
し
、「
斎
主
」
に
よ
る
葬
儀
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
何

ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
既

に
伊
藤
博
文
に
よ
る
意
見
書
に
、
国
葬
は
宮
中
で
は
な
く
府
中
の
管
轄
で

あ
り
「
祭
事
儀
式
」
の
み
に
関
し
て
は
専
ら
式
部
職
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
た
志
向
が
看
取
で
き
、
こ
う
い
っ
た
動
向
が

国
葬
へ
影
響
を
与
え
始
め
て
い
た
一
面
が
み
て
と
れ
る
。
そ
こ
で
は
国
葬

の
主
た
る
執
行
者
は
神
道
者
で
は
な
い
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

要
点
を
ま
と
め
れ
ば
、
国
葬
令
制
定
ま
で
内
務
省
達
乙
第
七
号
に
影
響

さ
れ
た
宗
派
神
道
者
に
よ
る
「
斎
主
」
と
し
て
の
国
葬
関
与
に
変
化
は
な

い
も
の
の
、
葬
儀
内
容
の
宗
教
的
特
色
が
減
却
さ
れ
、
帝
室
制
度
調
査
局

に
お
け
る
審
議
内
容
と
連
動
し
て
い
く
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
な
お
国
葬

令
制
定
以
降
に
お
い
て
も
、
神
職
が
葬
儀
形
式
を
決
定
す
る
こ
と
は
な
く

国
葬
の
補
助
的
役
割
の
み
担
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

つ
ま
り
、
近
代
国
葬
の
諸
相
は
、
政
府
内
に
お
け
る
論
議
が
国
葬
令
制

定
以
前
に
お
け
る
国
葬
の
葬
儀
形
式
へ
波
及
し
、
か
つ
神
道
者
の
葬
儀
関

与
に
つ
い
て
は
よ
り
消
極
的
に
な
っ
て
い
く
実
態
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

の
で
あ
る
。

も
の
で
、
第
一
章
大
喪
儀
（
第
一
条
か
ら
第
十
一
条
）
と
第
二
章
皇
族
葬

（
第
十
二
条
か
ら
第
二
十
一
条
）
そ
し
て
附
式
か
ら
成
り
、
ま
た
国
葬
令

は
第
一
条
か
ら
第
五
条
の
内
に
大
喪
儀
・
皇
族
葬
と
皇
族
に
含
ま
れ
な
い

「
國
家
ニ
偉
功
ア
ル
者
」
の
葬
儀
の
基
本
規
定
を
定
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。

両
令
制
定
以
前
の
国
葬
を
規
定
し
た
法
令
は
な
く
、
よ
っ
て
い
ず
れ
も
慣

例
に
倣
い
執
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
両
令
の
制
定
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
そ
れ
以
前
以
後
で
国

葬
の
葬
儀
形
式
を
両
断
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
国
葬

が
神
式
で
営
ま
れ
た
こ
と
は
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
ど
の

よ
う
な
実
態
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
行
研
究
に
は
政
治
史
的
視
角
か
ら
の
成
果
が
一
定
数
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
ふ
ま
え
葬
儀
そ
の
も
の
へ
焦
点
を
あ
て
て
い
く
こ

と
が
課
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
本
報
告
で
は
、
特
に
勲
功
者
の

国
葬
を
対
象
と
し
、
両
令
の
整
備
段
階
に
お
け
る
論
議
・
動
向
と
そ
の
結

実
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

皇
室
喪
儀
令
を
め
ぐ
る
審
議
は
、
国
葬
令
に
先
立
ち
明
治
三
十
五
年

（
一
九
〇
二
）
よ
り
帝
室
制
度
調
査
局
に
お
い
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後

明
治
三
十
九
年
に
皇
室
喪
儀
令
の
規
定
の
み
「
皇
室
喪
儀
令
定
本
」
と
し

て
先
に
上
奏
さ
れ
る
が
、
同
時
に
上
奏
さ
れ
た
も
の
が
「
国
葬
令
定
本
」

で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
皇
室
喪
儀
令
に
お
け
る
王
王
妃
の
葬
儀
に
準
じ
て

「
國
家
ニ
偉
勲
ア
ル
者
」
の
葬
儀
形
式
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
受

け
ら
れ
、
皇
室
喪
儀
令
と
国
葬
令
と
の
連
関
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

国
葬
令
制
定
以
前
に
執
行
さ
れ
た
国
葬
を
確
認
す
れ
ば
、
明
治
十
五
年

に
「
自
今
神
官
ハ
教
導
職
ノ
兼
補
ヲ
廃
シ
葬
儀
ニ
関
係
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
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目
黒
の
論
説
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
明
治
天
皇
の
死
去
か
ら
大
正
天
皇
の

大
典
と
い
う
流
れ
の
中
、
大
典
の
な
か
で
も
行
わ
れ
る
大
嘗
祭
を
担
っ
て

い
た
神
職
が
代
替
わ
り
や
大
典
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
っ
た
か
と
い

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
。

　

ま
ず
目
黒
の
時
代
認
識
に
つ
い
て
だ
が
、
目
黒
は
明
治
時
代
を
「
物
質

的
文
化
時
代
」、
大
正
時
代
を
「
精
神
的
発
展
時
代
」
と
と
ら
え
、「
精
神

的
の
進
歩
は
、
大
正
の
御
代
に
於
け
る
大
問
題
」
と
す
る
（
目
黒
雨
峰
一

九
一
四
「
我
が
国
勢
状
態
の
現
下
に
於
け
る
外
人
の
批
評
」『
全
神
』
一

八
四
）。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、「
神
職
諸
君
の
務
め
て
現
代
に
接

触
し
て
、
現
代
の
事
物
を
咀
嚼
」
す
る
「
現
代
接
触
主
義
」
を
主
張
す
る

に
至
る
（
目
黒
雨
峯
一
九
一
三
「
現
代
接
触
主
義
」『
全
神
』
一
八
一
）。

そ
し
て
、
こ
の
「
現
代
接
触
主
義
」
の
具
体
的
な
形
と
し
て
大
正
天
皇
大

典
の
普
及
活
動
が
主
張
さ
れ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
一
月
に
官
国
幣
社
以
下
神
社
祭

祀
令
が
制
定
さ
れ
、
同
年
三
月
に
官
国
幣
社
以
下
神
社
祭
式
が
公
布
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
目
黒
は
、「
従
前
祈
年
祭
は
、
新
嘗
祭
よ
り
軽
く
、

而
し
て
祈
年
新
嘗
両
祭
よ
り
、
例
祭
」
が
重
視
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の

神
社
祭
式
の
制
定
に
よ
っ
て
、「
祈
年
新
嘗
の
本
末
終
始
の
祭
祀
に
し
て
、

其
神
社
一
年
一
度
の
大
祭
た
る
例
祭
と
同
格
た
る
べ
き
宿
論
の
貫
徹
を
祝

せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
述
べ
る
（
目
黒
雨
峯
一
九
一
四
「
改
定
神
社
祭
式

の
価
値
」『
全
神
』
一
八
七
）。
従
来
の
目
黒
の
議
論
で
は
、
神
職
が
社
会

と
か
か
わ
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
大
典
が
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
神
社
祭
祀

と
皇
室
祭
祀
の
関
係
に
つ
い
て
は
前
景
化
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

神
社
祭
式
公
布
に
よ
っ
て
祈
年
・
新
嘗
両
祭
が
各
神
社
の
重
視
す
る
例
祭

と
同
じ
「
大
祭
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
大
典
と
各
神
社
が
「
大
嘗

明
治
・
大
正
天
皇
の
代
替
わ
り
と
神
社
界

│
│ 

神
道
系
雑
誌
の
分
析
を
中
心
に 

│
│

原
田　

雄
斗

　

本
報
告
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
行
わ
れ
た
大
正
天
皇
の
大
典

（
大
礼
と
も
、
以
下
、
大
典
に
統
一
）
を
事
例
に
、
天
皇
の
代
替
わ
り
に

対
し
て
当
該
期
の
神
社
界
が
ど
の
よ
う
に
動
き
、
反
応
し
て
い
っ
た
か
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

藤
本
頼
生
は
大
正
期
（
か
ら
昭
和
初
期
）
に
お
い
て
、
神
祇
を
奉
祀
す

る
こ
と
を
第
一
と
し
て
い
た
神
職
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て

い
た
か
と
い
う
問
い
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
当
該
期
、『
全
国
神
職
会

会
報
』（
以
下
、『
全
神
』
と
略
記
）
そ
の
後
継
雑
誌
で
あ
る
『
皇
国
』
の

編
集
に
従
事
し
て
い
た
照
本
亶
（
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
―
一
九
三
八

（
昭
和
一
三
））
の
論
説
を
分
析
し
た
。
そ
こ
で
藤
本
は
、
拡
大
す
る
社
会

主
義
を
単
純
に
危
険
思
想
と
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
神
道
的
な

価
値
観
、
考
え
方
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
な
が
ら
分
析
・
批
判
し
て
い
る

照
本
の
姿
勢
や
、
照
本
が
府
県
社
以
下
の
神
社
と
い
う
点
に
留
意
し
な
が

ら
時
局
・
時
流
に
反
応
し
つ
つ
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
っ
た
こ
と
を
析
出
し
た
（
藤
本
頼
生
二
〇
一
六
「
照
本
亶

と
『
皇
国
』
―
大
正
期
・
昭
和
初
期
の
神
道
人
の
言
説
―
」
國
學
院
大
學

研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是
丸
責
任
編
集
『
昭
和
戦
前
期
の
神

道
と
社
会
』
弘
文
堂
）。

　

本
発
表
は
藤
本
が
明
ら
か
に
し
た
照
本
の
事
例
を
踏
ま
え
、
天
皇
の
代

替
わ
り
の
時
期
に
『
全
神
』
の
編
集
に
従
事
し
、
神
奈
川
県
の
県
社
・
大

山
阿
夫
利
神
社
社
司
な
ど
を
務
め
た
目
黒
和
三
郎
（
雨
峯
・
雨
峰
、
一
八

六
五
（
慶
応
元
）
―
一
九
二
三
（
大
正
一
二
））
の
論
説
を
分
析
す
る
。
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タ
ン
と
非
キ
リ
シ
タ
ン
は
信
仰
を
め
ぐ
り
分
裂
し
た
。
ま
た
、
急
激
な
変

化
に
動
揺
す
る
キ
リ
シ
タ
ン
も
現
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の

変
化
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
葬
儀
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
危
惧
し
た
江
戸
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
捕
縛
し
、

改
心
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
江
戸
幕
府
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
を
踏

襲
し
た
明
治
維
新
政
府
は
長
崎
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
総
流
罪
に
処
し

た
が
、
様
々
な
問
題
が
起
こ
り
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
帰
村
と
な

り
、
同
年
に
禁
教
高
札
は
撤
去
さ
れ
、
以
後
、
表
立
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
へ

の
迫
害
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
葬
儀
に
関
し
て
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
太
政
官
布

告
に
よ
り
神
官
と
僧
侶
以
外
に
よ
る
葬
儀
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
キ

リ
シ
タ
ン
に
よ
る
葬
儀
も
自
由
に
行
え
な
か
っ
た
。
明
治
維
新
政
府
は
、

禁
教
高
札
撤
去
に
よ
り
、
長
崎
で
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）
に
よ
る

葬
儀
が
広
ま
る
こ
と
を
懸
念
す
る
こ
と
を
通
達
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
段

階
的
に
葬
儀
に
関
す
る
規
制
は
緩
和
さ
れ
て
い
き
、
明
治
十
七
年
（
一
八

八
四
）
に
教
導
職
が
廃
止
に
な
る
と
、
原
則
と
し
て
葬
法
は
自
由
に
な
っ

た
。

　

葬
儀
に
関
す
る
国
家
の
規
制
・
統
制
が
緩
和
さ
れ
る
と
、
キ
リ
シ
タ
ン

が
存
在
す
る
村
社
会
・
地
域
社
会
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
（
キ
リ
ス
ト
教
）
に

よ
る
葬
儀
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
式
（
カ
ト
リ
ッ
ク
式
）

の
葬
儀
を
執
行
し
た
く
て
も
で
き
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
も
存
在
し
た
。
ま

た
、
長
崎
近
郊
の
黒
崎
村
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
式
の
葬
儀
が
公
認
さ
れ
た

こ
と
を
理
由
に
葬
証
を
作
成
し
て
村
長
に
提
出
し
、
葬
儀
を
執
行
す
る
な

ど
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
も
存
在
し
た
。
禁
教
高
札
撤
去
以
降
、
キ
リ
シ
タ
ン

（
キ
リ
ス
ト
教
）
は
国
家
レ
ベ
ル
で
は
解
放
さ
れ
た
が
、
村
社
会
・
地
域

祭
」
を
媒
介
に
結
合
、「
大
祭
」
で
あ
る
大
嘗
祭
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

自
ら
の
立
場
性
を
強
調
す
る
議
論
を
目
黒
は
展
開
し
い
く
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
目
黒
は
「
大
嘗
祭

＝
静
粛
」、「
即
位
礼
＝
熱
狂
的
」
と
い
う
異
な
る
役
割
を
付
与
し
、
本
来

「
大
典
」
と
し
て
一
連
の
行
事
で
あ
っ
た
も
の
を
分
化
さ
せ
て
い
っ
た
の

で
あ
る
（
目
黒
和
三
郎
一
九
一
五
「
再
び
大
礼
当
日
国
民
一
般
奉
祝
方
法

に
対
す
る
希
望
を
述
ぶ
」『
全
神
』
二
〇
一
）。

　

今
後
は
、
目
黒
の
議
論
が
神
社
界
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に

つ
い
て
深
め
て
い
き
た
い
。

明
治
初
期
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
に
お
け
る
葬
儀
に
対
す
る
考
察

内
藤　

幹
生

　

禁
教
下
で
潜
伏
し
て
信
仰
し
、
来
世
で
の
救
済
を
願
っ
て
い
た
キ
リ
シ

タ
ン
に
と
っ
て
葬
儀
は
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
本
発
表
で
は
、
キ

リ
シ
タ
ン
の
葬
儀
を
め
ぐ
る
動
向
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
か
、

明
治
期
の
長
崎
近
郊
の
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
内
の
葬
儀
を
事
例
に
し
て
見
て

い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
集
落
内
部
に
ど
う
影
響
し
た
か
検
討
し
、
時
代

的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

禁
教
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
表
面
的
に
仏
式
に
よ
る
葬
儀
を
行
っ
た
後

に
、
陰
で
キ
リ
シ
タ
ン
独
自
の
葬
儀
を
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
状

態
は
、
幕
末
期
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
と
接
触
し
た
こ
と
で
一
変
し
た
。

何
代
に
も
わ
た
り
待
ち
続
け
た
公
然
と
信
仰
で
き
る
時
代
が
到
来
し
た
と

自
覚
し
た
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
浦
上
村
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
檀
那
寺
と
決
別

し
、
キ
リ
シ
タ
ン
に
よ
る
葬
儀
（
自
葬
）
を
行
い
、
自
ら
の
信
仰
を
主
張

し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
存
在
し
た
村
社
会
で
は
、
キ
リ
シ
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〇
）
に
つ
い
て
、
そ
の
思
想
形
成
の
様
子
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
金

子
は
愛
知
県
名
古
屋
市
に
所
在
し
た
組
合
教
会
系
の
愛
知
教
会
で
、
永
ら

く
牧
師
と
し
て
務
め
、
当
時
の
名
古
屋
市
周
辺
の
言
論
界
を
リ
ー
ド
し
て

い
た
。
金
子
の
教
え
子
の
一
人
で
あ
る
、
市
川
房
枝
（
一
八
九
三
―
一
九

八
一
）
は
、
哲
学
の
講
義
な
ど
を
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
金
子
の
思
想
形
成
を
考
察
す
る
た
め
に
、
初
期
の
文
章
だ
と

判
断
出
来
る
大
正
時
代
後
期
の
見
解
を
検
討
し
た
。
金
子
は
、
海
老
名
弾

正
（
一
八
五
六
―
一
九
三
三
）
が
明
治
三
三
年
に
創
刊
し
た
『
新
人
』
誌

上
に
お
い
て
、
禅
と
キ
リ
ス
ト
教
の
交
流
に
関
す
る
研
究
論
文
を
複
数
投

稿
し
た
。
そ
れ
は
、
海
老
名
本
人
か
ら
「
仏
教
と
基
督
教
の
比
較
対
照
」

を
行
う
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
た
め
と
さ
れ
る
。
海
老
名
か
ら
の
思
想
的
影

響
を
確
認
す
る
た
め
に
、
海
老
名
の
『
新
人
』
投
稿
文
を
集
め
た
『
基
督

教
本
義
』（
日
高
有
隣
堂
・
一
九
〇
三
年
）
と
、
金
子
の
『
新
人
』
投
稿

文
を
集
め
た
『
体
験
の
思
想
』（
京
文
社
・
一
九
二
二
年
）
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
金
子
は
海
老
名
か
ら
、
体
験
主
義
を
中
心
に
、「
旧
慣
弊
習
の

脱
却
」
や
「
更
生
復
活
」
し
た
「
新
人
」
と
し
て
の
生
活
、
そ
し
て
歴
史

主
義
な
ど
の
諸
立
場
を
受
容
し
つ
つ
展
開
し
た
こ
と
が
理
解
出
来
た
。

　

し
か
し
、
相
違
点
も
あ
り
、
海
老
名
は
「
更
生
復
活
」
し
た
者
は
、
必

ず
「
基
督
の
意
識
」
に
帰
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
金
子
は
そ
れ
す
ら
も

脱
落
さ
せ
た
。
そ
の
立
場
を
端
的
に
表
現
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、『
体
験

の
宗
教
』
自
序
に
示
し
た
「
主
観
の
無
限
的
真
態
」
で
あ
る
。「
主
観
の

無
限
的
真
態
」
は
同
書
本
文
の
中
で
用
い
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
金
子
が

『
新
人
』
誌
掲
載
か
ら
『
体
験
の
宗
教
』
に
至
る
約
一
〇
年
の
間
に
、
自

ら
の
体
験
を
元
に
醸
成
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
主
観
の
無
限
的
真
態
」

は
、
各
宗
教
・
思
想
と
い
う
特
殊
性
に
依
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
も
「
真
態
」

社
会
に
お
い
て
は
忌
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
葬
儀
も
忌

避
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
長
崎
近
郊
の
馬
込
村
（
現
長
崎
市
伊
王
島
）
で
は
、
寺
院
に
よ

る
葬
儀
か
、
教
会
に
よ
る
葬
儀
か
を
迫
ら
れ
て
、
や
む
を
得
ず
教
会
の
宣

教
師
に
よ
る
葬
儀
を
選
択
す
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト

教
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
潜
伏
期
の
ま
ま
の
状
態
の
独
自
の
信
仰

（
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
）
を
保
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
キ
リ
ス

ト
教
か
、
仏
教
か
ど
ち
ら
か
に
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し

た
。
潜
伏
期
の
ま
ま
の
状
態
は
許
容
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
葬
儀
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
カ
ト
リ
ッ

ク
教
徒
）
と
な
る
か
、
仏
教
徒
と
な
る
か
、
決
定
さ
せ
る
手
段
に
な
っ
た

の
で
あ
っ
た
。

　

明
治
初
期
は
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に

対
す
る
政
策
を
含
む
宗
教
政
策
は
大
き
く
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
い
キ
リ
シ

タ
ン
の
あ
り
方
も
変
わ
り
、
様
々
な
問
題
が
起
こ
っ
た
。
本
発
表
で
取
り

上
げ
た
長
崎
近
郊
の
キ
リ
シ
タ
ン
集
落
に
お
け
る
葬
儀
に
関
す
る
事
例

は
、
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
時
代
の
転
換
を
意
味
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た

と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
近
代

社
会
に
お
い
て
新
し
い
信
仰
秩
序
を
模
索
し
、
形
成
し
て
い
く
の
で
あ

る
。

金
子
白
夢
牧
師
の
思
想
形
成
に
つ
い
て

菅
原　

研
州

　

本
発
表
は
、
日
本
の
大
正
か
ら
戦
前
期
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
牧

師
と
し
て
活
動
し
た
金
子
白
夢
（
本
名
・
卯
吉
、
一
八
七
三
―
一
九
五
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の
設
立
を
求
め
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　

な
お
、
金
子
が
目
指
し
た
、
融
和
さ
れ
た
思
想
や
宗
教
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
東
西
思
想
融
和
研
究
所
」
設
立
の

顛
末
に
つ
い
て
も
、
今
後
機
会
を
得
て
確
認
し
た
い
。

明
治
前
期
に
お
け
る
仏
教
者
の
キ
リ
ス
ト
教
観

│
│ 『
明
教
新
誌
』
を
中
心
に 

│
│

星
野　

靖
二

　

本
発
表
は
、
主
に
一
八
八
〇
年
代
の
『
明
教
新
誌
』
上
の
キ
リ
ス
ト
教

叙
述
か
ら
、
仏
教
者
の
キ
リ
ス
ト
教
観
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
近
世

か
ら
「
邪
」
教
観
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
が
、
幕
末
維

新
期
に
お
け
る
「
耶
蘇
」
表
象
が
、
共
同
体
の
外
部
に
あ
る
他
者
に
対
し

て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
、「
邪
」
と
現
実
の
キ
リ
ス
ト
教

と
は
必
ず
し
も
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
他
方
、
一
八
七
三
年
の
禁
制

の
高
札
の
撤
廃
後
、
外
国
人
宣
教
師
や
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
者
が
実
際
に

日
本
各
地
で
伝
道
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
勢
は
急

激
な
伸
び
を
見
せ
た
。
一
八
八
〇
年
代
に
は
仏
教
界
も
対
抗
し
て
知
識
人

教
化
を
試
み
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、「
キ
リ
ス
ト
教
」
を
実
際
に
目
に

し
た
仏
教
者
た
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
観
を
抱
い
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
反
キ
リ
ス
ト
教
意
識
が
基
調
と
な
る
。
批
判
の
論

拠
と
し
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
は
空
理
で
あ
る
と
い
う
語
り
や
、
政
治
的
に

国
に
害
を
な
す
と
い
っ
た
語
り
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
浄
土
宗
の
浅
野

義
順
は
「
国
権
振
張
論
」（『
明
教
新
誌
』
九
九
二
〜
八
号
。
以
下
号
数
の

み
）
と
い
う
論
説
で
、
ニ
コ
ラ
イ
が
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
背
景
に
は
ロ
シ

に
の
み
到
る
禅
の
妙
機
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
妙
機
の
発
露
を
可

能
に
し
た
の
は
、
自
身
の
宗
教
体
験
で
は
な
か
ろ
う
か
。
金
子
の
ペ
ン
ネ

ー
ム
の
由
来
と
さ
れ
る
、
あ
る
時
見
た
「
真
っ
白
な
夢
」
で
あ
る
。「
真

っ
白
な
夢
」
と
は
、
禅
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
「
無
分
別
」
へ
の
直
観
で
あ

る
と
い
え
る
。
金
子
は
自
身
の
神
秘
体
験
の
影
響
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
と

い
う
特
殊
性
に
す
ら
依
拠
せ
ず
、
自
由
に
東
西
両
洋
の
諸
思
想
を
論
じ
た

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
金
子
は
東
西
両
洋
の
思
想
融
和
と
い
う
理
想
を
掲
げ
た
。『
御

大
典
記
念　

日
本
宗
教
大
会
紀
要
』（
日
本
宗
教
懇
話
会
・
一
九
二
八
年
）

を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
昭
和
天
皇
即
位
の
御
大
典
に
即
し
て
行
わ
れ
た

「
日
本
宗
教
大
会
」
で
「
思
想
部
（
部
長
は
姉
崎
正
治
）」
に
所
属
し
て
い

た
。
同
部
会
は
本
来
、「
宗
教
対
唯
物
思
想
（
経
済
思
想
）」
の
問
題
を
研

究
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
金
子
は
「
東
西
思
想
の
接
触
と
新
文
化
の
創

造
」
と
題
し
て
講
演
し
、
一
九
世
紀
を
科
学
や
理
智
の
時
代
と
し
て
批
判

し
つ
つ
、
二
〇
世
紀
は
「
生
活
」
の
時
代
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

ま
た
、
生
活
と
し
て
の
宗
教
へ
の
道
程
は
、「
自
我
の
覚
醒
」
か
ら
始
ま

り
、
神
秘
的
思
想
を
内
在
し
つ
つ
新
文
化
の
創
造
（
古
典
研
究
と
す
る
）

や
東
西
思
想
の
融
和
へ
と
話
を
進
め
、
講
演
の
末
尾
で
は
「
東
西
思
想
融

和
研
究
所
」
設
立
ま
で
訴
え
た
。
同
大
会
で
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
者
が
象

徴
的
に
用
い
て
い
た
「
光
は
東
方
か
ら
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
元
に
、「
東

洋
意
識
の
光
を
以
て
潤
さ
れ
た
新
文
化
創
造
の
出
生
」
を
求
め
る
べ
き
だ

と
主
張
し
、
具
体
的
に
融
和
さ
れ
る
べ
き
宗
教
は
、「
神
・
儒
・
仏
・
基
、

四
者
融
和
」
と
し
た
。
金
子
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
全
般
を
考
え
て

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
同
研
究
所
設
立
は
部
会
に
お
い
て
議
題

に
上
り
、「
日
本
宗
教
大
会
」
を
運
営
し
た
「
日
本
宗
教
懇
話
会
」
に
そ
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状
の
仏
教
の
批
判
と
、
改
良
の
必
要
性
の
主
張
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
の
『
明
教
新
誌
』
に
は
、
宗
門
の
改
良
を
訴
え
る
投
書
が

多
く
見
ら
れ
る
が
、
直
接
言
及
す
る
か
は
別
と
し
て
、
そ
の
背
景
と
し
て

キ
リ
ス
ト
教
の
実
際
の
活
動
が
参
照
さ
れ
て
い
た
面
が
あ
っ
た
。
例
え
ば

福
澤
諭
吉
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
大
谷
派
の
寺
田
福
寿
の

「
寺
門
改
革
茶
話
」（
二
一
五
〇
〜
二
一
八
四
号
）
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の

「
布
教
勧
学
の
方
法
」
を
評
価
し
な
が
ら
、
仏
教
も
「
俗
人
の
分
る
様
を

専
一
に
仏
書
を
記
す
る
」
と
す
る
な
ど
、
両
者
が
結
び
付
け
ら
れ
て
示
さ

れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
発
表
で
は
耶
蘇
教
国
害
論
が
基
調
と
し
て
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
上
で
、
キ
リ
ス
ト
者
の
活
動
や
布
教
の
実
践
に
つ
い
て
は
見
習
う
べ

き
面
が
あ
る
と
い
う
語
り
も
見
ら
れ
た
こ
と
、
か
つ
そ
れ
が
仏
教
の
現
状

に
対
す
る
批
判
や
そ
の
改
良
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を

述
べ
た
。
こ
れ
が
明
治
二
〇
年
代
以
降
の
仏
教
改
良
論
に
ど
の
よ
う
に
連

続
し
、
ま
た
相
違
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
次
の
課
題
と
し
て
検
討
し

た
い
。（
本
発
表
は
科
研
費
基
盤
研
究（
Ｃ
）「
明
治
前
期
の
宗
教
を
め
ぐ

る
言
説
空
間
の
再
検
討
│
│
宗
教
メ
デ
ィ
ア
の
横
断
的
考
察
」（
研
究
番

号
：15K

02059

）
の
助
成
を
受
け
て
い
る
）。

「
勤
王
僧
」
の
贈
位
と
顕
彰

髙
橋　

秀
慧

　

近
代
日
本
に
お
い
て
、
国
家
に
功
労
あ
る
人
物
に
位
階
を
授
け
る
慣
行

で
あ
る
「
贈
位
」
は
、
そ
の
功
労
に
応
じ
て
人
物
を
序
列
化
す
る
も
の
で

あ
り
、
結
果
と
し
て
国
家
に
よ
る
「
上
か
ら
」
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
国

民
へ
伝
播
す
る
文
化
的
装
置
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
、
先

ア
政
府
の
「
鯨
呑
蚕
食
の
権
謀
」
が
あ
る
と
し
、「
教
法
上
」
で
は
な
く

「
政
治
上
」
か
ら
批
判
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
中
古
治
郎
吉
「
耶
蘇
教

の
弊
害
を
論
す
」（
一
五
七
四
〜
五
号
）
も
、
信
教
自
由
を
承
認
し
た
上

で
、
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
は
「
掠
国
奪
地
」
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め

「
我
邦
政
略
上
」
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
い
た
。

　

他
方
、
何
ら
か
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
姿
勢
も
若
干
見
ら
れ
る
。
在

英
の
笠
原
研
寿
が
寄
稿
し
た
「
異
教
勦
説
」（
一
〇
五
六
〜
九
号
）
は
、

キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
説
の
歴
史
的
展
開
を
説
く
も
の
で
、
当
時
の
聖

書
学
の
知
見
を
引
用
す
る
な
ど
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
例
外
的
な
論
説
だ
が

未
完
で
あ
る
。
他
に
は
、
ニ
コ
ラ
イ
を
「
尤
も
毒
焔
さ
か
ん
」
と
評
し
た

上
で
そ
の
入
信
に
関
す
る
冊
子
を
転
載
し
た
り
（
一
二
一
五
〜
一
二
一
九

号
）、
あ
る
い
は
『
六
合
雑
誌
』
の
購
読
を
勧
め
た
り
も
し
て
い
る
（
一

二
四
一
号
）。

　

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
実
践
に
つ
い
て

は
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
形
で
の
言
及
も
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
曹
洞
宗
の
林
古
芳
は
「
耶
蘇
教
は
寧
ろ
愛
す
べ
く
し
て
恐
る
べ
か
ら

ざ
る
乎
」（
一
一
五
五
号
）
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
「
東
洋
を
鯨
呑
」
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
批
判
す
る
一
方
で
、「
彼
の
伝
教
師
の
黽
勉
従
事
す
る

人
を
教
ゆ
る
に
丁
寧
反
覆
そ
の
労
を
顧
り
み
る
こ
と
な
く
我
国
民
を
し
て

信
帰
渇
仰
せ
し
め
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
し
、
仏
教
者
は
こ
れ
を
他

山
の
石
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
同
様
に
投
書
の
「
仏
教
外
教

将
来
盛
衰
比
較
」（
一
一
五
七
号
）
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
し
な
が
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
者
が
「
孜
々
諄
々
謂
ゆ
る
随
機
の
方
便
」
を
用
い
て
教
え
を

説
い
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
「
子
弟
の
教
育
を
専
ら
に
し
且
つ
貧
民
救
助

を
努
め
」
て
い
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
し
、
林
同
様
こ
れ
を
現
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策
と
も
影
響
関
係
を
も
っ
て
く
る
。

　

さ
て
、
月
照
の
贈
位
後
、
そ
の
生
誕
地
を
巡
っ
て
、
香
川
県
に
お
い
て

一
つ
の
言
説
が
起
こ
る
。
月
照
の
父
・
玉
井
宗
江
と
、
そ
の
実
弟
で
月
照

の
師
僧
で
も
あ
る
蔵
海
上
人
の
出
身
地
で
あ
る
讃
岐
国
仲
多
度
郡
吉
原
村

（
現
・
香
川
県
善
通
寺
市
）
が
、
月
照
と
実
弟
信
海
の
生
誕
地
（
そ
れ
ま

で
は
大
阪
と
さ
れ
て
い
た
）
で
あ
る
と
い
う
、「
讃
岐
生
誕
説
」
で
あ
る
。

こ
の
説
は
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
に
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
、
香
川
県
の

郷
土
史
で
あ
る
『
讃
岐
史
要
』
や
『
香
川
県
史
』、『
仲
多
度
郡
史
』
等
に

お
い
て
主
張
さ
れ
、
月
照
の
書
簡
の
「
号
」
を
根
拠
と
す
る
も
の
や
、
吉

原
村
の
村
長
が
、
贈
位
を
き
っ
か
け
と
し
て
蒐
集
し
た
遺
墨
に
根
拠
を
求

め
る
も
の
な
ど
、
若
干
の
異
同
を
含
ん
で
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

説
は
、
香
川
県
郷
土
史
の
大
家
で
あ
る
福
家
惣
衛
ら
が
大
正
期
に
「
月
照

生
誕
地
調
査
委
員
」
と
し
て
、
調
査
し
た
「
学
術
的
」
な
成
果
で
も
あ

り
、
月
照
・
信
海
兄
弟
は
、
現
在
も
香
川
県
域
に
お
い
て
、
郷
土
の
偉
人

と
さ
れ
て
い
る
。

　

讃
岐
生
誕
説
が
、
香
川
県
域
で
「
史
実
」
に
な
る
と
と
も
に
、
一
九
二

二
（
大
正
十
一
）
年
に
実
施
さ
れ
た
陸
軍
大
演
習
の
影
響
も
あ
り
、
地
元

の
有
志
を
中
心
と
し
た
月
照
の
顕
彰
運
動
が
活
発
化
し
、
銅
像
建
立
運
動

や
、
大
師
号
請
願
運
動
な
ど
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

本
報
告
で
は
、
月
照
の
顕
彰
過
程
を
題
材
に
、
国
家
に
よ
る
文
化
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
諸
政
策
と
地
域
社
会
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ

の
結
果
を
以
下
①
〜
③
に
ま
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
月
照
の
顕
彰
は
①
縁

者
に
よ
る
追
善
・
供
養
を
経
て
、
国
に
よ
る
贈
位
（
上
か
ら
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
伝
播
）
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
②
贈
位
を
き
っ
か
け
に
、
勤
王

僧
の
月
照
像
が
、
地
域
社
会
へ
伝
播
す
る
（
地
域
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ

行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
時
は
、
こ
の
「
上
か
ら
」
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
地
域
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、

つ
ま
り
「
下
か
ら
」
の
動
向
を
分
析
す
る
こ
と
が
一
つ
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
本
報
告
で
は
、「
勤
王
僧
」
と
し
て
著
名
な
僧
月
照
の
、
没
後

に
お
け
る
供
養
の
過
程
や
、
彼
へ
の
贈
位
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
地
域
社

会
に
顕
彰
の
機
運
が
伝
播
し
、
国
家
に
功
労
あ
る
勤
王
僧
と
し
て
の
偶
像

化
が
展
開
し
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

清
水
寺
の
僧
月
照
は
、
公
家
の
近
衛
家
を
通
じ
て
薩
摩
藩
士
ら
と
幕
末

の
政
争
に
関
与
し
、
安
政
の
大
獄
に
連
座
し
た
結
果
、
西
郷
隆
盛
と
入
水

し
、
亡
く
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
著
名
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
戦
前
に

お
け
る
勤
王
家
と
し
て
の
評
価
が
確
固
た
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
人
物
で

あ
る
。

　

月
照
の
没
後
、
彼
が
生
前
に
交
わ
っ
て
い
た
近
衛
家
や
薩
摩
関
係
者
の

支
援
に
よ
っ
て
、
墓
の
建
立
や
年
忌
法
要
が
営
ま
れ
る
。
ま
た
、
月
照
の

供
養
を
続
け
て
い
た
当
時
の
従
者
が
そ
の
篤
実
を
評
価
さ
れ
、
明
治
に
入

り
京
都
府
か
ら
報
奨
を
受
け
る
な
ど
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、

月
照
は
生
前
の
関
係
者
を
中
心
に
顕
彰
さ
れ
、
名
誉
回
復
が
図
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
ピ
ー
ク
が
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
な
さ
れ
た
正
四
位
の

贈
位
で
あ
る
。

　

幕
末
の
国
事
殉
難
者
に
対
す
る
贈
位
が
活
発
化
す
る
の
は
、
一
八
八
九

（
明
治
二
二
）
年
の
憲
法
発
布
以
降
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
降
、
贈
位
の
請

願
の
た
め
に
、
国
家
に
功
労
あ
る
人
物
が
地
域
社
会
等
に
お
い
て
数
多
く

発
掘
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
こ
う
し
た
動
き
は
、
史
蹟
名

勝
の
整
備
や
郷
土
史
の
編
纂
な
ど
、
他
の
文
化
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
諸
政
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リ
カ
で
神
学
を
学
ん
だ
文
脈
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
や

ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
子
弟
教
育
が
全
一
郎
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

に
は
注
意
が
向
け
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
は
違
う
問
い
を
立
て
、

全
一
郎
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
問
い
た
い
。
全
一
郎
に
と
っ
て
、（
一
）

（
ア
イ
ヌ
を
含
め
）
日
本
と
は
？　
（
二
）キ
リ
ス
ト
教
と
は
？　
（
三
）尊

敬
し
目
指
す
べ
き
と
感
じ
ら
れ
た
人
物
像
は
？　

と
い
う
問
い
で
あ
る
。

　

彼
の
前
半
生
を
書
い
た
英
語
の
自
伝A

 Japanese R
obinson Cru-

soe

は
、
生
い
立
ち
と
ア
イ
ヌ
と
の
出
会
い
、
密
航
企
図
も
含
め
た
米
国

私
費
留
学
に
つ
い
て
述
べ
た
冒
険
譚
で
あ
る
。
こ
の
自
伝
か
ら
は
、
彼
が

渡
米
の
以
前
と
以
後
に
ア
イ
ヌ
の
「
救
済
」、
ア
イ
ヌ
の
子
弟
教
育
に
強

い
関
心
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
彼
が
二
度
目
に
学
ん
だ
ハ

ワ
ー
ド
大
学
の
大
学
学
長
ラ
ン
キ
ン
夫
妻
と
の
親
交
の
中
で
エ
ー
ル
大
に

進
学
し
、
按
手
を
う
け
牧
師
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
と
し
た
ア
イ

ヌ
子
弟
教
育
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
こ
と
が
熱
く
語
ら
れ
て
い
る
。
い

っ
ぽ
う
で
、
本
書
に
漏
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
最
初
に
入
学
し
た
ハ
ン

プ
ト
ン
農
工
実
業
学
校
と
ハ
ワ
ー
ド
大
学
が
、
と
も
に
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ

リ
カ
人
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
先
住
民
の
教
育
に
注
力
す
る
大
学
で
あ
る
こ

と
な
ど
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

　

牧
師
と
し
て
ハ
ワ
イ
で
安
定
し
た
職
を
得
た
が
エ
ー
ル
に
て
神
学
を
学

び
直
し
、
帰
国
後
は
横
浜
共
同
基
督
教
会
牧
師
の
職
を
得
た
が
短
期
間
で

辞
し
て
北
海
道
旧
土
人
救
育
会
を
設
立
、
虻
田
学
園
に
て
ア
イ
ヌ
子
弟
教

育
に
身
を
投
じ
る
。
米
国
の
先
住
民
保
護
と
支
援
の
た
め
の
ド
ー
ズ
法
を

参
考
に
、
ア
イ
ヌ
に
土
地
を
供
与
し
て
保
護
と
支
援
を
図
る
「
北
海
道
旧

土
人
保
護
法
」
成
立
（
一
八
九
九
年
）
に
も
寄
与
し
た
全
一
郎
は
、
だ
が

資
金
繰
り
と
人
間
関
係
に
行
き
詰
ま
っ
て
病
に
倒
れ
、
数
年
に
し
て
失
意

ズ
ム
の
受
容
）。
③
自
ら
の
郷
土
と
は
無
関
係
と
思
わ
れ
て
い
た
月
照
が
、

実
は
郷
土
の
偉
人
で
あ
る
ら
し
い
と
い
う
言
説
か
ら
、「
下
か
ら
」
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
沸
騰
し
、
大
師
号
請
願
や
銅
像
建
立
な
ど
、
自
ら
の
郷

土
と
月
照
を
強
く
結
び
つ
け
る
運
動
が
活
発
化
し
、「
勤
王
僧
月
照
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
月
照
自
身
の
生
前
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
京
都
か
ら
、

遠
く
離
れ
た
香
川
の
地
で
増
幅
さ
れ
、
定
着
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

小
谷
部
全
一
郎
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

│
│ 

日
本
、
キ
リ
ス
ト
教
、
人
物
像 

│
│

葛
西　

賢
太

　

米
国
エ
ー
ル
大
学
な
ど
で
神
学
を
学
ん
だ
牧
師
で
あ
り
著
述
家
で
あ
る

小
谷
部
全
一
郎
（
一
八
六
七
―
一
九
四
一
）
は
、
源
義
経
が
敗
退
を
装
い

（
ア
イ
ヌ
の
支
援
を
受
け
）
生
き
延
び
て
大
陸
に
渡
り
元
朝
を
建
て
た
チ

ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
に
な
っ
た
と
す
る
著
作
『
成
吉
思
汗
は
源
義
経
也
』、

お
よ
び
、
日
本
人
の
祖
先
が
（
ア
イ
ヌ
を
介
し
て
）
ユ
ダ
ヤ
人
に
遡
る
と

提
唱
し
た
『
日
本
及
日
本
民
俗
之
起
原
』
な
ど
の
奇
説
提
唱
者
と
し
て
、

あ
る
い
は
著
作
が
当
時
の
大
日
本
帝
国
陸
軍
の
大
陸
進
出
の
正
当
化
に
用

い
ら
れ
た
人
、
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
説
の
真
偽
や

政
治
的
立
場
が
問
題
に
さ
れ
る
。

　

真
偽
に
つ
い
て
い
え
ば
義
経
北
行
伝
説
や
日
ユ
同
祖
論
は
、
全
一
郎
が

現
地
調
査
も
含
め
精
力
的
に
資
料
収
集
し
て
い
る
が
状
況
証
拠
し
か
な

く
、
ま
た
著
作
が
大
陸
進
出
の
支
持
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
否
み
が
た

い
。
す
で
に
こ
れ
ら
の
件
に
つ
い
て
は
、
答
え
が
出
て
い
る
の
だ
。
こ
れ

ら
が
表
に
立
つ
ゆ
え
に
、
全
一
郎
の
他
の
側
面
、
ア
イ
ヌ
子
弟
教
育
に
私

財
と
精
力
を
投
じ
、
ま
た
ア
イ
ヌ
を
通
し
て
日
本
を
考
え
た
こ
と
、
ア
メ
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関
す
る
研
究
は
、
特
に
雑
誌
『
太
陽
』
を
扱
っ
た
も
の
に
蓄
積
が
豊
富
で

あ
る
。
彼
は
一
九
〇
九
（
明
治
四
十
二
）
〜
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
ま

で
『
太
陽
』
の
主
幹
と
し
て
活
動
し
た
が
、
主
幹
を
辞
め
る
直
前
期
か
ら

雑
誌
『
実
業
之
日
本
』
に
論
考
を
多
数
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
に
関

し
て
は
従
来
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
報
告
で
は
、
浮
田

が
『
実
業
之
日
本
』
に
発
表
し
た
い
く
つ
か
の
論
考
を
ま
と
め
た
『
生
活

戦
術
』
を
取
り
上
げ
、
彼
の
教
育
思
想
に
つ
い
て
人
間
観
を
て
が
か
り
と

し
て
考
察
し
、
そ
の
特
徴
の
一
端
を
あ
き
ら
か
に
し
た
い
。

　
『
実
業
之
日
本
』
は
、
実
業
を
目
指
す
者
や
実
業
に
従
事
す
る
者
を
読

者
と
し
て
想
定
し
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
経
済
雑

誌
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
処
世
訓
や
修
養
に
関
す
る
言
説
を

掲
載
す
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
浮
田
の
論
考
の
初
出
は
一
九
〇
六
（
明
治

三
十
九
）
年
で
あ
り
、
そ
の
後
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
〜
一
九
一
九

（
大
正
八
）
年
ま
で
の
四
年
間
は
一
年
に
二
十
数
本
の
論
考
を
発
表
し
て

い
る
。
社
会
教
育
の
重
要
性
を
説
い
て
い
た
『
実
業
之
日
本
』
に
論
考
を

寄
せ
た
浮
田
は
、
社
会
教
育
を
「
意
育
」（「
社
会
教
育
論
」）
と
呼
び
、

そ
れ
に
高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
。

　
『
生
活
戦
術
』
は
実
業
之
日
本
社
か
ら
一
九
一
九
（
大
正
八
）
に
刊
行

さ
れ
、
そ
の
構
成
は
第
一
章　

書
生
学
、
第
二
章　

生
活
競
争
の
新
戦
術
、

第
三
章　

組
織
的
の
協
力
、
第
四
章　

科
学
的
努
力
、
附
録　

読
書
法
等

で
あ
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
浮
田
の
人
間
観
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　

浮
田
は
「
人
の
才
能
は
修
養
と
努
力
に
よ
つ
て
無
限
に
発
達
」（
四
〇

八
頁
）
す
る
と
い
い
、
進
歩
主
義
的
立
場
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
は
「
修

養
」
を
「
人
は
常
に
新
ら
し
い
経
験
、
変
化
あ
る
境
遇
に
接
し
つ
ゝ
あ
る

か
ら
、
常
に
之
に
依
つ
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
、
又
た
学
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
使

の
う
ち
に
東
京
に
戻
る
こ
と
に
な
り
、
学
園
は
公
立
に
移
行
す
る
が
入
学

者
な
く
閉
校
に
い
た
る
。
そ
の
後
全
一
郎
は
、
國
學
院
大
學
・
皇
典
講
究

所
講
師
を
つ
と
め
つ
つ
著
述
家
と
し
て
活
動
す
る
。
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン

と
義
経
に
つ
い
て
の
実
地
調
査
を
行
う
た
め
に
、
陸
軍
の
通
訳
と
し
て
の

試
験
に
応
募
し
大
陸
に
渡
り
、
次
々
と
著
作
を
刊
行
す
る
。
学
園
の
閉
校

と
と
も
に
全
一
郎
の
ア
イ
ヌ
へ
の
関
心
は
終
わ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、

彼
の
著
作
に
お
い
て
、
ア
イ
ヌ
は
日
本
や
義
経
を
論
じ
る
鍵
と
な
り
、
救

済
の
対
象
で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
は
日
本
人
の
祖
と
な
る
。

　

内
村
鑑
三
な
ど
、
全
一
郎
と
同
時
代
に
米
国
で
苦
学
し
た
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
比
較
す
る
と
、
全
一
郎
は
、
義
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
者
へ
の
敬
意
は

語
っ
て
も
福
音
は
ほ
と
ん
ど
説
か
な
い
。
米
国
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
を

そ
の
道
徳
性
・
利
他
的
行
為
の
有
無
で
評
価
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
全
一

郎
の
書
簡
か
ら
も
、
信
仰
者
と
し
て
の
自
問
よ
り
も
、
信
仰
者
と
し
て
ア

イ
ヌ
救
済
「
事
業
」
に
神
の
意
思
を
表
し
た
い
と
い
う
こ
と
ば
が
重
ね
ら

れ
る
。
全
一
郎
は
理
想
と
思
え
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
あ
り
方
を
自
分
自
身

の
生
き
方
の
モ
デ
ル
│
│
人
物
像character

│
│
と
し
て
き
た
と
考

え
ら
れ
る
。

浮
田
和
民
と
教
育

森
上　

優
子

　

近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
浮
田
和
民
（
一
八
五
九
―
一
九
四

六
）
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ

る
。
浮
田
は
生
涯
を
通
じ
て
教
育
活
動
を
実
践
し
た
。
同
志
社
や
早
稲
田

で
教
壇
に
立
つ
一
方
、
雑
誌
メ
デ
ィ
ア
に
多
数
の
論
考
を
発
表
す
る
な

ど
、
社
会
教
育
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。
浮
田
の
社
会
教
育
活
動
に
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リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く
「
人
格
の
発
展
」
の
思
想
が
そ
の
根
底
に
み
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

安
部
晴
明
の
近
代
像 

│
│ 

陰
陽
道
イ
メ
ー
ジ
の
展
開 

│
│

小
池　

淳
一

　

安
部
晴
明
は
、
安
倍
と
も
清
明
と
も
書
か
れ
る
。
そ
の
事
績
は
公
家
の

日
記
や
説
話
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
ほ
か
、
狐
の
母
を
持
つ
と
い
っ
た

伝
奇
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
こ
こ
で
は
、
陰
陽
道
が
宗
教
性
を

希
薄
化
さ
せ
て
い
っ
た
近
代
に
、
晴
明
が
文
芸
作
品
に
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
、
陰
陽
道
の
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ

う
に
展
開
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

　

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
頃
の
執
筆
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
花
山
寺
縁

起
」
は
古
典
学
者
・
民
俗
学
者
で
あ
っ
た
折
口
信
夫
が
残
し
た
戯
曲
で
あ

る
。
古
典
の
世
界
を
知
悉
し
て
い
た
折
口
が
、
さ
ら
に
そ
こ
に
想
像
力
を

加
え
た
作
品
で
、
晴
明
と
そ
の
式
神
が
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
登
場
す

る
。
表
題
か
ら
う
か
が
え
る
通
り
花
山
天
皇
の
出
家
を
め
ぐ
る
筋
書
き
で

あ
る
が
、
晴
明
と
式
神
は
「
う
ち
臥
し
の
巫
女
」
と
そ
れ
が
操
る
「
乙
護

法
」
と
と
も
に
影
の
世
界
を
表
現
す
る
役
回
り
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
巫
女
と
晴
明
と
を
対
比
し
て
登
場
す
る
趣
向
と
な
っ
て
い
る
。
あ

る
い
は
晴
明
と
式
神
と
が
ほ
と
ん
ど
表
裏
一
体
の
存
在
と
し
て
造
型
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
折
口
は
仏
教
と
陰
陽
道
と
の
習
合
に
注
目
し
、

と
り
わ
け
鎌
倉
以
降
は
修
験
道
と
も
重
な
っ
て
い
く
こ
と
を
論
文
で
も
述

べ
て
い
る
（
拙
著
『
陰
陽
道
の
歴
史
民
俗
学
的
研
究
』
二
〇
一
一
年
の
序

論
を
参
照
）
が
、
作
品
で
は
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
要
素
と
も
対
比
さ
せ
、

晴
明
の
活
動
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

命
」（
四
頁
）
を
も
つ
と
し
、
ま
た
、「
読
書
や
学
問
に
よ
る
も
の
で
な

い
」、「
意
志
と
実
行
と
に
あ
る
事
」（
三
八
一
頁
）
と
規
定
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
他
者
と
の
関
係
性
の
な
か
で
自
ら
が
判
断
し
、
実
行
す
る
（「
自

己
に
依
頼
す
る
」
序
三
頁
）
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
公

教
育
に
対
す
る
批
判
が
読
み
取
れ
る
。

　

さ
き
の
人
間
の
「
発
達
」
は
「
成
功
」
と
い
う
こ
と
ば
に
も
置
き
換
え

ら
れ
る
。
浮
田
は
「
成
功
」
に
向
け
て
、「
書
生
」
の
心
を
持
つ
こ
と
を

薦
め
て
い
る
。「
書
生
」
と
は
「
常
に
経
験
、
境
遇
に
依
つ
て
学
び
、
人

物
才
能
を
磨
い
て
、
進
歩
発
展
す
る
人
」（
三
頁
）
と
い
い
、
生
涯
を
通

じ
て
「
書
生
」
と
し
て
生
き
る
こ
と
を
求
め
た
。
そ
し
て
ま
た
、「
責
任
」

を
自
覚
し
、
そ
れ
を
全
う
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
浮
田

は
「
組
織
的
協
力
」（
六
七
頁
）、「
分
業
協
力
」（
一
二
八
頁
）
が
社
会
の

発
展
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、「
能
力
は
不
平
等
」
と
す
る
人
間

観
の
も
と
、
適
材
適
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
「
能
力
」
を
充
分
に
発
揮
す

る
社
会
を
提
示
し
た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、「
責
任
」
を
全
う
す
べ
き
人
間

の
社
会
の
中
に
お
け
る
具
体
的
な
あ
り
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
人
間
の
育
成
を
目
指
す
浮
田
に
は
、「
帝
国
主
義
」
に
基

づ
く
世
界
観
が
あ
っ
た
。
こ
の
「
帝
国
主
義
」
は
武
力
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
産
業
や
学
問
な
ど
に
よ
る
平
和
的
な
「
競
争
」
を
通
じ
て
世
界
福
祉

に
貢
献
、
寄
与
す
る
と
い
う
世
界
主
義
に
立
つ
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い

た
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
浮
田
は
、
実
業
の
発
展
を
通
じ
て
国
際
社
会
に

貢
献
す
る
日
本
人
と
し
て
の
具
体
を
『
生
活
戦
術
』
で
語
っ
た
と
い
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
は
、『
生
活
戦
術
』
の
な

か
で
浮
田
は
積
極
的
に
語
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
に
み

た
「
意
志
」、「
責
任
」
の
自
覚
を
重
要
視
す
る
人
間
像
に
は
、
浮
田
の
キ
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あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
陰
陽
道
の
職
能
と
し
て
は
、
式
神

を
押
し
出
し
、
そ
れ
を
駆
使
す
る
こ
と
で
超
越
的
な
能
力
を
印
象
的
に
描

く
こ
と
が
共
通
し
て
い
た
。
実
際
の
式
神
に
つ
い
て
は
充
分
に
明
ら
か
に

な
っ
て
は
い
な
い
が
、
折
口
が
示
唆
す
る
護
法
と
の
対
比
に
よ
っ
て
理
解

す
る
こ
と
は
魅
力
的
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
、
現
代
の
安
部
晴
明
像
―
た
と

え
ば
、
夢
枕
獏
の
描
く
そ
れ
や
そ
れ
を
も
と
に
し
た
マ
ン
ガ
や
映
像
作
品

な
ど
―
が
青
年
と
し
て
の
晴
明
を
描
く
こ
と
と
一
定
の
距
離
が
あ
り
、
そ

う
し
た
人
物
造
型
の
差
異
は
陰
陽
道
そ
の
も
の
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
関
わ
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

相
撲
と
女
人
禁
制

鈴
木　

正
崇

　

相
撲
の
土
俵
が
女
人
禁
制
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
人
が
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
八
年
四
月
四
日
に
舞
鶴
で
の
大
相
撲
春
巡
業
に
お
い

て
、
土
俵
上
で
挨
拶
中
の
市
長
が
発
作
を
起
こ
し
、
治
療
の
た
め
に
土
俵

へ
上
が
っ
た
女
性
に
対
し
て
「
土
俵
を
降
り
て
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ

た
出
来
事
を
巡
っ
て
は
、
人
々
か
ら
広
範
な
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
今

回
は
本
場
所
で
は
な
く
巡
業
中
で
、
人
命
に
関
わ
る
緊
急
事
態
時
な
の
に

女
人
禁
制
と
は
何
事
か
と
、
相
撲
協
会
は
糾
弾
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
の

様
々
な
不
祥
事
と
結
び
付
け
ら
れ
て
批
判
さ
れ
た
。
発
表
者
の
所
に
は
マ

ス
コ
ミ
の
取
材
が
殺
到
し
て
十
七
社
に
も
上
っ
た
。『
女
人
禁
制
』（
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
を
書
い
た
こ
と
と
中
立
的
で
あ
る
こ
と
が
選
択

理
由
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
出
来
事
を
契
機
に
改
め
て
女
人
禁
制

に
関
し
て
考
察
し
て
み
た
。

　

土
俵
の
女
人
禁
制
が
本
格
的
に
意
識
さ
れ
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

　

三
島
由
起
夫
の
「
花
山
院
」
で
も
『
大
鏡
』
の
記
述
を
下
敷
き
に
、
そ

れ
を
た
だ
見
送
る
し
か
な
い
者
と
し
て
の
陰
陽
師
、
晴
明
を
描
い
て
い

る
。
こ
こ
で
の
晴
明
は
老
境
に
達
し
て
は
い
る
が
、
年
齢
を
超
越
す
る
イ

メ
ー
ジ
が
託
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
宗
教
家
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
否
定

さ
れ
て
い
て
、
花
山
天
皇
の
出
家
に
あ
た
っ
て
も
予
知
は
す
る
も
の
の
積

極
的
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
運
命

を
見
通
す
こ
と
は
で
き
て
も
そ
れ
に
抗
う
力
は
与
え
ら
れ
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
新
し
い
晴
明
像
を
描
い
た
の
は
澁
澤
龍
彦
の
「
三
つ
の
髑
髏
」

で
、『
唐
草
物
語
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
花
山
院
と
晴
明
と
の
関
わ
り

を
、
頭
痛
を
契
機
に
前
世
を
探
求
す
る
院
を
軸
に
描
い
て
い
る
。
こ
こ
で

も
晴
明
は
老
人
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
超
え
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
輪
廻
転
生
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を
示
唆
す
る
こ
と
で
、
そ
う

し
た
超
能
力
を
も
っ
て
し
て
も
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
人
間
存
在
の
限
界

を
示
唆
し
、
時
空
を
超
越
し
て
い
る
よ
う
で
、
実
は
か
ら
め
と
ら
れ
て
い

く
人
間
の
姿
を
晴
明
と
花
山
院
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
示
し
て
い
る
。
陰

陽
師
の
描
写
と
し
て
は
「
秘
密
警
察
」
と
い
っ
た
俗
的
な
評
価
か
ら
全
体

と
し
て
は
陰
陽
師
の
職
掌
の
た
ど
り
着
く
、
あ
る
境
地
を
示
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

近
代
に
安
倍
晴
明
を
描
い
た
三
つ
の
文
学
作
品
を
取
り
あ
げ
て
晴
明
像

の
特
徴
、
陰
陽
道
に
対
す
る
近
代
的
な
理
解
を
検
討
し
て
み
た
。
ど
れ
も

が
『
大
鏡
』
に
描
か
れ
た
花
山
天
皇
出
家
事
件
を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
は

作
家
の
興
味
の
方
向
性
と
と
も
に
晴
明
像
の
供
給
（
研
究
の
進
展
）
に
制

約
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う
。
晴
明
に
関
し
て
は
史
資
料
に

忠
実
に
老
年
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
一
方
で
年
齢
を
超
越
す
る
部
分
が
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間
だ
け
祭
場
は
神
聖
な
聖
域
と
な
り
、
終
る
と
元
の
場
所
に
戻
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
土
俵
で
祀
ら
れ
る
の
は
神
道
の
「
神
」
で
は
な
く
、「
土
の
カ

ミ
」
や
「
俵
の
カ
ミ
」（
作
物
の
カ
ミ
）
で
は
な
い
か
。

　

本
場
所
の
間
は
相
撲
の
土
俵
に
は
カ
ミ
が
い
て
力
士
と
土
俵
を
守
護
す

る
。
従
っ
て
、
年
間
六
場
所
で
は
各
十
五
日
間
で
年
間
九
十
日
が
カ
ミ
の

祭
場
で
あ
り
常
在
し
な
い
。
戦
前
は
年
間
二
回
、
十
日
間
で
総
計
二
十
日

間
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
巡
業
中
の
土
俵
は
「
大
相
撲
」
と
は
異
な
る
。
問

題
は
神
聖
な
祭
場
で
あ
る
土
俵
が
「
大
相
撲
」
の
千
秋
楽
で
は
「
表
彰

式
」
の
場
所
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
相
撲
協
会
の
役
員
は
紋
付
き
袴
で
正

装
し
、
土
俵
の
下
で
履
物
を
変
え
て
土
俵
に
あ
が
る
が
、
内
閣
総
理
大
臣

杯
以
降
は
、
通
常
の
人
が
潔
斎
も
精
進
も
せ
ず
に
土
俵
に
上
が
る
。
こ
れ

は
近
代
ス
ポ
ー
ツ
に
倣
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
式
典
」
で
、
相
撲
の
「
儀

礼
」
と
は
異
な
る
基
準
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
こ
そ
が
女
人
禁
制
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
本
来
は
表
彰
式
の

前
に
「
神
送
り
」
を
し
て
表
彰
式
を
行
う
べ
き
で
あ
る
が
、「
儀
礼
」
を

行
う
こ
と
は
難
し
い
。
表
彰
式
を
土
俵
外
で
行
え
ば
事
態
は
解
消
す
る
が

改
善
に
は
動
こ
う
と
し
な
い
。
相
撲
協
会
は
「
神
送
り
」
を
長
く
中
断
し

た
こ
と
も
あ
り
首
尾
一
貫
性
に
乏
し
い
。
そ
の
結
果
、
土
俵
は
大
都
会
の

衆
人
環
視
の
中
で
「
女
人
禁
制
」
の
禁
忌
を
守
る
異
様
な
祭
場
と
な
っ

た
。「
大
相
撲
」
は
根
本
的
矛
盾
を
抱
え
込
み
現
代
社
会
へ
の
対
応
を
難

し
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
の
は
さ
ほ
ど
古
く
な
い
。
始
ま
り
は
、
一
九
七
八
年
五
月
、
小
学
生
の

「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
東
京
場
所
」
の
荒
川
区
予
選
で
少
女
（
十
歳
）
が
蔵
前

国
技
館
で
の
出
場
を
断
ら
れ
、
労
働
省
婦
人
少
年
局
長
の
森
山
真
弓
氏
が

相
撲
協
会
に
抗
議
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
回
目
は
、
一
九
九
〇
年
一

月
で
、
内
閣
官
房
長
官
に
な
っ
た
森
山
真
弓
氏
が
大
相
撲
初
場
所
の
千
秋

楽
の
表
彰
式
に
際
し
て
内
閣
総
理
大
臣
杯
を
手
渡
し
た
い
と
申
し
出
た
が

拒
否
さ
れ
た
時
で
あ
る
。
三
回
目
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
大
阪
春
場
所

で
、
太
田
房
江
大
阪
府
知
事
が
千
秋
楽
の
表
彰
式
で
府
知
事
賞
を
手
渡
そ

う
と
し
て
拒
否
さ
れ
、
抗
議
は
毎
年
行
わ
れ
八
年
間
継
続
し
た
。

　

相
撲
の
女
人
禁
制
で
問
題
に
な
る
の
は
「
土
俵
」
で
、
表
彰
式
や
挨
拶

を
「
大
相
撲
」
の
土
俵
上
で
行
う
時
で
あ
る
。
そ
し
て
政
治
家
と
マ
ス
コ

ミ
が
絡
む
。
最
大
の
問
題
は
千
秋
楽
の
表
彰
式
に
あ
る
。
女
性
が
土
俵
に

上
が
れ
な
い
理
由
は
、
相
撲
協
会
は
「
伝
統
」
に
基
づ
く
と
い
う
が
、
実

は
相
撲
は
神
事
と
さ
れ
清
浄
な
土
俵
に
は
女
性
は
ケ
ガ
レ
と
見
な
し
て
上

げ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。「
大
相
撲
」
の
本
場
所
で
は

前
日
に
「
神
迎
え
」
に
あ
た
る
「
土
俵
祭
」
を
行
っ
て
お
り
、
本
場
所
中

は
御
幣
が
土
俵
の
四
方
と
行
司
部
屋
と
仕
度
部
屋
に
祀
ら
れ
、
場
所
中
は

神
が
滞
在
し
神
の
照
覧
の
も
と
に
相
撲
が
行
わ
れ
土
俵
は
神
聖
と
い
う
意

識
は
あ
る
。
力
士
は
土
俵
で
水
を
つ
か
い
塩
を
ま
き
、
毎
日
、
結
び
の
一

番
後
に
は
弓
取
り
式
を
行
っ
て
魔
物
を
追
い
祓
う
。
し
か
し
、
土
俵
祭
を

取
り
仕
切
る
の
は
神
職
で
は
な
く
、
立
行
司
で
あ
る
。
土
俵
祭
の
前
半
は

神
職
と
同
じ
く
浄
衣
を
き
て
祝
詞
を
唱
え
お
祓
い
を
行
い
、
後
半
は
軍
配

を
持
ち
行
司
に
代
々
伝
わ
る
「
方
屋
開
口
」
の
祭
文
を
唱
え
、
土
俵
の
四

方
を
祀
り
五
穀
豊
穣
を
願
う
。「
方
固
め
」
の
作
法
で
あ
る
。
土
俵
は
場

所
が
始
ま
る
一
週
間
前
に
一
旦
壊
し
て
四
日
間
か
け
て
築
く
。
祭
り
の
期
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第
八
部
会

親
鸞
に
お
け
る
第
二
十
願
の
意
義

樋
口
　
大
慈

　

親
鸞
は
「
浄
土
方
便
化
身
土
巻
」
に
て
、
第
二
十
願
を
「
至
心
回
向
の

願
」
と
掲
げ
、「
不
定
聚
の
機
」
に
お
い
て
誓
わ
れ
る
願
で
あ
る
と
了
解

し
て
い
る
。
そ
の
上
で
二
つ
の
問
答
（
三
経
隠
顕
問
答
・
三
経
融
会
問

答
）
を
通
し
て
、「
真
門
結
釈
」
に
て
「
果
遂
の
誓
い
、
良
に
由
あ
る
か

な
」
と
仰
が
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
確
か
め
の
展
開
を
見
る
と
、

「
至
心
回
向
の
願
」・「
植
諸
徳
本
の
願
」・「
不
果
遂
者
の
願
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
呼
び
分
け
て
第
二
十
願
が
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
親
鸞

が
第
二
十
願
を
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
は
た
ら
き
に
注
目
し
了
解
し
て
い

く
の
は
い
か
な
る
意
図
が
あ
る
の
か
。
特
に
「
真
門
釈
」
で
の
確
か
め
に

注
目
し
、
尋
ね
て
み
た
い
。

　
「
真
門
釈
」
が
開
か
れ
る
契
機
と
な
る
「
三
経
融
会
問
答
」
で
は
、「
執

持
名
号
一
心
不
乱
」
の
「
一
心
」
に
注
目
し
、『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
彰
隠

蜜
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
ま
ず
は
「
方
便
真
門
の
誓
願
」
に
つ
い

て
、
真
仮
あ
る
方
便
の
中
の
真
門
と
し
て
「
植
諸
徳
本
の
願
」
と
第
二
十

願
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
隠
彰
の
義
」
に
つ
い
て
は
「
無

碍
の
大
信
心
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
と
い
う
「
真
実
難
信
の
法
を
彰

す
」
こ
と
で
あ
る
と
明
か
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
確
か
め
を
受
け
て
「
真
門

釈
」
が
開
か
れ
て
い
く
。

　
「
真
門
釈
」
の
課
題
は
、「
助
正
間
雑
の
心
を
も
っ
て
名
号
を
称
念
」
す

る
こ
と
と
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
は
「
教
は
頓
に
し
て
根
は

漸
機
」、
す
な
わ
ち
「
頓
教
」
で
あ
る
名
号
を
漸
進
的
心
に
立
つ
機
が
称

し
て
い
く
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
雑
心
」
に
つ
い
て
は
、「
大
小
・
凡

聖
・
一
切
善
悪
」
と
押
さ
え
ら
れ
て
お
り
、
一
切
衆
生
の
根
源
的
問
題
と

し
て
見
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
問
題
は
「
定
散
の
専

心
」、
す
な
わ
ち
「
罪
福
を
信
ず
る
心
を
も
っ
て
本
願
力
を
願
求
す
」
る

問
題
（
本
願
の
嘉
号
を
己
が
善
根
と
し
て
い
く
問
題
）
と
し
て
「
自
力
の

専
心
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
あ
く
ま
で
「
専
」
と
い
う
形
を
取
る

が
、
そ
の
心
根
は
「
雑
心
」
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
潜
ん
で
い
る
と
す
る

「
専
修
に
し
て
雑
心
な
る
も
の
」
の
姿
が
第
二
十
願
の
課
題
で
あ
る
と
明

示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
事
実
を
知
ら
せ
「
大
信
海
」
に
入
ら
せ
よ
う
と
願
う
の
が
「
果
遂

の
誓
い
を
発
し
て
、
諸
有
の
群
生
海
を
悲
引
」
す
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
願

で
あ
り
、「
罪
福
を
信
ず
る
心
」
に
立
つ
姿
を
知
ら
せ
る
と
こ
ろ
に
第
二

十
願
の
積
極
性
が
「
果
遂
の
誓
い
」
と
し
て
明
か
さ
れ
て
い
る
と
言
え

る
。

　

こ
の
了
解
は
「
真
門
釈
」
に
て
『
大
経
』
の
文
が
三
文
連
引
さ
れ
る
中

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
二
十
願
の
因
願
文
（「
第
二
十
願
標
挙
」）
が
引
か
れ
、
願
文
の

内
容
全
体
が
示
さ
れ
る
が
、『
如
来
会
』
の
引
文
と
照
合
す
る
と
「
植
諸

徳
本
」
の
内
容
が
、「
我
が
名
を
説
か
ん
を
聞
き
て
、
も
っ
て
己
が
善
根

と
」
す
る
こ
と
と
し
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
次

に
そ
の
「
植
諸
徳
本
」
の
あ
り
方
は
、「
罪
福
を
信
じ
て
善
本
を
修
習
」

す
る
問
題
に
深
め
ら
れ
て
い
る
（「
胎
化
得
失
の
文
」）。
こ
れ
は
「
真
門

釈
」
の
御
自
釈
で
「
定
散
の
専
心
」
の
内
容
で
確
か
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
り
、「
自
力
の
専
心
」
の
問
題
と
し
て
了
解
で
き
る
。
し
か
し
最
後
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記
せ
ず
、
大
文
字
で
表
記
し
た
か
ら
、「
し
よ
う
」「siyou

」
で
あ
る
。

証
を
古
語
で
は
「
そ
う
」「sou

」
と
読
ん
だ
の
で
、「
そ
う
」「sou

」
で

考
察
す
る
。
諸
の
呉
音
と
漢
音
は
、「
し
よ
」「siyo

」
で
あ
る
。
応
の

呉
音
は
「
お
う
」「ou

」
で
、
漢
音
は
「
よ
う
」「you

」
で
あ
る
。
諸

の
頭
子
音
の
「s

」
に
、
応
の
頭
子
音
以
外
の
「ou

」
を
合
わ
せ
る
と
、

「sou

」「
そ
う
」「
証
」
と
な
る
。
反
切
の
あ
っ
た
証
は
、
法
蔵
菩
薩
が

無
上
菩
提
を
証
す
る
意
味
で
あ
る
。「
膺
一
升
反
」
に
つ
い
て
、
一
の
呉

音
は
「
い
ち
」「iti

」
で
、
漢
音
は
「
い
つ
」「itu

」
で
あ
る
。
親
鸞
は

「
一
」
の
読
み
仮
名
を
、『
浄
土
和
讃
』「
一
一
の
は
な
の
な
か
よ
り
は
」

な
ど
多
く
に
、「
ゐ
ち
」「w

iti

」
と
あ
る
の
で
、「
ゐ
ち
」「w

iti

」
で
考

察
す
る
。
升
は
呉
音
と
漢
音
と
も
「
し
よ
う
」「siyou

」
で
あ
る
。
一
の

頭
子
音
の
「w

」
に
、
升
の
頭
子
音
以
外
の
「iyou

」
を
合
わ
せ
る
と
、

「w
iyou

」「
ゐ
よ
う
」「
膺
」
と
な
る
。
反
切
の
あ
る
膺
は
、
服
膺
と
あ

り
、
心
に
と
ど
め
て
忘
れ
ず
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
名
号
を
も
っ
て
経
の

体
と
し
、
如
来
大
悲
の
教
え
を
用
い
て
、
経
に
そ
え
て
天
親
が
願
生
偈

を
作
っ
た
と
説
い
て
い
る
。「
局
字
古
玉
反
」
に
つ
い
て
、
局
の
呉
音
は

「
ご
く
」「goku

」
で
、
漢
音
は
「
き
よ
く
」「kiyoku

」
で
あ
る
。
古

の
呉
音
は
「
く
」「ku

」
で
、
漢
音
は
「
こ
」「ko

」
で
あ
る
。
玉
の
呉

音
は
「
ご
く
」「goku

」
で
、
漢
音
は
「
ぎ
よ
く
」「giyoku

」
で
あ
る
。

古
の
頭
子
音
の
「k

」
に
、
玉
の
頭
子
音
以
外
の
「oku

、iyoku

」
を
合

わ
せ
る
中
に
、「kiyoku

」「
き
よ
く
」「
局
」
と
な
る
。
局
は
、
自
ら
制

限
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
局
分
は
、
分
を
限
っ
て
自
力
を
計
ら
う
こ

と
で
あ
る
。「
淳
字
常
倫
反
」
は
ロ
ー
マ
字
の
音
で
は
音
が
合
わ
な
い
が
、

淳
の
反
切
は
『
説
文
』
に
も
「
常
倫
反
」
と
あ
る
。
三
不
信
の
不
淳
の
信

心
は
、
信
心
が
純
粋
で
な
く
、
あ
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
な
い
に
等

に
は
、
そ
の
確
か
め
を
受
け
て
「
も
し
人
善
本
な
け
れ
ば
、
こ
の
経
を
聞

く
こ
と
を
得
ず
」
と
、
逆
に
「
罪
福
信
」
に
立
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
名
号

の
真
実
性
を
強
調
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
（「
往
覲
偈
の
文
に
よ
り
果

遂
の
益
を
明
か
す
」）。
こ
の
文
と
同
箇
所
が
引
か
れ
る
『
平
等
覚
経
』
の

文
を
見
る
と
そ
の
内
容
は
「
聞
名
」
と
「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
」
の
難

信
性
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、「
果
遂
の
益
」
を
明
か
す
と
言
わ
れ
る
こ
の

文
に
至
っ
て
、
名
号
に
よ
り
「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈
怠
」
な
る
姿
が
明
ら

か
に
な
り
、
そ
の
自
身
を
し
て
「
聞
見
せ
ば
精
進
し
て
求
め
よ
」
と
い
う

「
果
遂
の
ち
か
い
」
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
の
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
十
願
は
こ
の
よ
う
に
「
果
遂
の
ち
か
い
」
に
お
い
て
見
る
こ
と

で
、「
至
心
回
向
」（
信
）「
植
諸
徳
本
」（
行
）
が
「
悪
と
憍
慢
と
蔽
と
懈

怠
」
な
る
姿
を
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
立
つ
こ
と
で
い
よ
い
よ

「
執
持
名
号
一
心
不
乱
」
の
経
意
が
仰
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

親
鸞
の
反
切
に
つ
い
て

永
原
　
智
行

　

親
鸞
聖
人
は
、『
教
行
信
証
』
で
「
証
・
相
・
衍
・
膺
・
命
・
称
・
由
・

乗
・
局
・
淳
・
由
・
作
・
澠
・
擿
（
二
つ
）・
楽
（
二
つ
）・
宇
」
の
各
文

字
に
反
切
を
施
し
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、「
証
・
膺
・
局
・
淳
・
楽
・

宇
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
研
究
方
法
は
、
反
切
を
施
さ
れ
た
字
を
、
仮

名
と
音
韻
学
的
に
理
に
か
な
っ
た
日
本
式
ロ
ー
マ
字
で
考
察
す
る
。
字
義

を
あ
き
ら
か
に
し
て
法
義
を
み
る
。

　
「
証
字
諸
応
反
」
に
つ
い
て
、
証
の
呉
音
と
漢
音
は
、
現
代
で
は
「
し

ょ
う
」「syou

」
で
あ
る
が
、
親
鸞
当
時
は
促
音
・
拗
音
は
小
文
字
に
表
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る
こ
と
も
あ
ろ
う
と
い
う
意
思
を
持
っ
て
い
た
と
推
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

親
鸞
の
真
仏
弟
子
観 

│
│ 『
涅
槃
経
』
引
用
文
を
中
心
と
し
て 

│
│

蟹
谷
　
　
誓

　

親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）
の
主
著
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文

類
』（
以
下
、『
教
行
証
文
類
』）「
信
文
類
」
末
に
『
涅
槃
経
』
の
引
用
文

（「
明
所
被
機
」、
阿
闍
世
の
説
示
）
が
あ
る
。
従
来
、
阿
闍
世
の
説
示
と

唯
除
の
文
の
問
題
が
合
わ
せ
て
論
じ
ら
れ
（
例
え
ば
、
宗
学
院
編
『
本
典

研
鑽
集
記
』「
信
文
類
」
科
段
）、
と
り
わ
け
阿
闍
世
の
救
い
の
考
察
に
力

点
が
置
か
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
親
鸞
は
阿
闍
世
の
回
心
を
も
っ
て
『
大
般
涅
槃
経
』（
以
下
、

『
涅
槃
経
』）
の
引
用
を
終
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
延
長
線
ま
で
示
す
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
今
回
、
阿
闍
世
の
説
示
に
施
さ
れ
た
「
信
文
類
」

の
乃
至
の
意
図
を
探
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
親
鸞
の
真
仏
弟
子
観
、
す
な
わ
ち
阿
闍
世
の
真
仏
弟
子
と
し
て
の
歩

み
に
焦
点
を
当
て
た
。

　

言
わ
ば
、
摂
取
の
義
を
明
か
す
の
み
で
あ
れ
ば
阿
闍
世
の
獲
信
の
引
用

ま
で
で
十
分
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ま
ず
「
世
尊
若
我
審
能
破
壊
衆
生
諸

悪
心
者
使
我
常
在
阿
鼻
地
獄
無
量
劫
中
為
諸
衆
生
受
苦
悩
不
以
為
苦
」

（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』（
以
下
、『
聖
典
全
』）
二
、
一
一
九
）
と
真
仏

弟
子
と
し
て
歩
む
阿
闍
世
の
姿
ま
で
示
さ
れ
、
ま
た
親
鸞
の
『
涅
槃
経
』

の
引
用
方
法
か
ら
も
複
数
点
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
乃
至
を
用
い

て
、
真
仏
弟
子
た
る
阿
闍
世
を
強
調
し
た
り
、
独
自
の
訓
読
に
よ
っ
て
阿

闍
世
の
偈
頌
を
弘
願
義
で
転
用
し
、
真
仏
弟
子
な
る
あ
り
方
を
示
し
た
り

し
い
信
心
の
こ
と
で
あ
る
。
淳
は
、
三
信
の
淳
心
で
あ
り
、
他
力
の
信
で

あ
る
。「
楽
五
角
反
」「
楽
魯
各
反
」
に
つ
い
て
、
楽
の
呉
音
は
、「
が
く
、

ら
く
、
げ
う
」「gaku

、raku

、geu

」
で
、
漢
音
は
「
が
く
、
ら
く
、

が
う
」「gaku

、raku

、gau

」
で
あ
る
。「
楽
五
角
反
」
に
つ
い
て
、

五
は
呉
音
と
漢
音
と
も
「
ご
」「go

」
で
あ
る
。
角
は
、
呉
音
は
「
か
く
」

「kaku

」
で
、
漢
音
は
「
か
く
、
ろ
く
」「kaku

、roku

」
で
あ
る
。
五

の
頭
子
音
の
「g
」
に
角
の
頭
子
音
以
外
の
「aku

、oku

」
を
そ
れ
ぞ
れ

合
わ
せ
た
中
に
、「gaku
」「
が
く
」「
楽
」
と
な
る
。「
楽
魯
各
反
」
に

つ
い
て
、
魯
の
呉
音
は
「
る
」「ru

」
で
、
漢
音
は
「
ろ
」「ro

」
で
あ

る
。
各
は
、
呉
音
と
漢
音
と
も
「
か
く
、
ら
く
」「kaku

、raku

」
で

あ
る
。
魯
の
頭
子
音
の
「r

」
に
、
各
の
頭
子
音
以
外
の
「aku

」
を
合

わ
せ
る
と
、「raku

」「
ら
く
」「
楽
」
と
な
る
。
法
楽
楽
に
反
切
が
あ
る
。

法
楽
が
楽
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
無
漏
の
智
慧
か
ら
生
じ
る
仏
法
の
楽
し

み
で
あ
る
。
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
愛
楽
す
る
こ
と
に
よ
り
お
こ
る
こ
と
で

あ
る
。
楽
を
「
が
く
」「
ら
く
」
と
読
み
が
違
う
こ
と
で
、
意
味
が
異
な

る
。
こ
の
こ
と
を
注
意
喚
起
す
る
た
め
に
親
鸞
は
楽
二
つ
に
反
切
を
施
し

た
の
で
あ
る
。「
宇
尤
挙
」
は
ロ
ー
マ
字
で
は
音
が
合
わ
な
い
。
屋
宇
は
、

家
・
家
屋
・
居
宅
の
意
味
で
あ
る
。
五
果
門
の
屋
門
の
中
に
屋
宇
が
あ

る
。
五
念
門
の
観
察
門
の
行
成
就
を
あ
ら
わ
す
。

　

親
鸞
が
反
切
し
た
の
は
、
教
学
的
に
注
意
を
払
っ
た
と
こ
ろ
や
、
独
特

の
表
現
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
検
討
し
た
六
字
の
う
ち
、
真
宗
教
学

的
に
重
要
性
の
あ
る
字
は
、「
証
・
膺
・
局
・
淳
・
宇
」
で
あ
る
。
音
が

違
う
と
意
味
が
異
な
る
字
は
、「
楽
」
で
あ
る
。
親
鸞
が
『
教
行
信
証
』

の
漢
字
に
反
切
を
施
し
た
の
は
、
宋
を
は
じ
め
海
外
の
仏
教
者
に
、
日
本

の
読
み
を
示
し
て
、
日
本
浄
土
教
の
神
髄
の
『
教
行
信
証
』
が
目
に
触
れ
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む
凡
愚
と
す
る
の
は
、
真
仏
弟
子
に
反
顕
し
て
、
無
慚
無
愧
の
者
と
慚
愧

せ
し
め
ら
れ
た
自
己
内
省
に
よ
る
。
常
に
、「
さ
る
べ
き
業
縁
の
も
よ
ほ

さ
ば
、
い
か
な
る
ふ
る
ま
ひ
も
す
べ
」（『
聖
典
全
』
二
、
一
〇
六
五
）
き

あ
り
方
を
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
故
に
親
鸞
の
逆
謗
者
に
対
す
る

姿
勢
は
、
弥
陀
大
悲
の
中
で
悲
哀
の
心
を
示
す
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ

る
。

　

以
上
、
親
鸞
は
真
な
る
仏
弟
子
を
問
い
、
そ
こ
か
ら
反
顕
さ
れ
る
無
慚

無
愧
の
慚
愧
の
中
で
、
阿
闍
世
の
説
示
を
受
容
し
た
。「
信
文
類
」
で
の

『
涅
槃
経
』
引
用
文
は
、
摂
取
の
義
に
と
ど
ま
ら
ず
、
弘
願
に
通
底
し
た

真
仏
弟
子
た
る
阿
闍
世
の
歩
み
ま
で
示
す
こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
こ
れ
は

『
教
行
証
文
類
』
全
体
の
展
開
に
通
ず
る
規
矩
と
し
て
示
唆
さ
れ
る
。

親
鸞
の
「
帰
本
願
」
に
つ
い
て

│
│ 

回
心
と
行
信
の
一
念
と
の
関
係
を
通
し
て 

│
│

常
塚
　
勇
哲

　

親
鸞
が
、
法
然
と
の
値
遇
に
つ
い
て
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
に

「
然
る
に
愚
禿
釈
の
鸞
、
建
仁
辛
の
酉
の
暦
、
雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰

す
」
と
し
、
こ
れ
が
親
鸞
回
心
の
文
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
親

鸞
が
「
雑
行
」
に
対
し
て
「
正
行
」
と
せ
ず
、「
帰
本
願
」
と
示
す
事
が

「
回
心
」
の
側
面
の
み
で
は
十
分
に
明
ら
か
で
は
な
い
と
考
え
る
。
更
に

こ
の
「
帰
本
願
」
の
文
に
続
け
て
、
親
鸞
が
三
十
三
歳
の
、
法
然
の
『
選

択
集
』
の
書
写
を
、
日
付
や
詳
細
な
付
属
の
内
容
等
を
記
し
、「
専
念
正

業
の
徳
」「
決
定
往
生
の
徴
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
「
帰
本
願
」
と
「
書

選
択
」
等
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
。

　

親
鸞
の
『
唯
信
鈔
文
意
』『
歎
異
抄
』
の
廻
心
の
解
釈
か
ら
、
親
鸞
の

し
て
い
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
弘
願
義
で
転
用
さ
れ
た
阿
闍
世
の
語
り
は

す
べ
て
獲
信
を
経
て
、
真
の
仏
弟
子
と
し
て
歩
む
場
面
の
も
の
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
一
連
の
引
用
の
最
後
、「
迦
葉
品
」
に
お
い
て
親
鸞

が
仏
の
真
な
る
教
説
を
あ
り
の
ま
ま
に
聞
思
で
き
な
い
仮
名
の
菩
薩
の
記

述
で
終
え
る
こ
と
は
、
阿
闍
世
の
説
示
を
通
し
て
、
当
時
の
似
て
非
な
る

仏
教
・
仏
道
の
あ
り
方
を
根
本
的
に
問
う
と
同
時
に
、
真
仏
弟
子
か
ら
反

顕
さ
れ
る
自
己
を
慚
愧
し
、
逆
説
的
に
弘
願
他
力
の
法
に
依
る
こ
と
こ
そ

仏
意
に
適
う
あ
り
方
だ
と
示
す
意
図
が
あ
る
。

　

親
鸞
の
慚
愧
は
、
二
種
深
信
の
う
ち
の
信
機
す
な
わ
ち
罪
悪
深
重
・
煩

悩
具
足
の
信
知
と
重
な
る
が
、
信
法
す
な
わ
ち
自
己
を
救
う
本
願
力
の
信

知
の
側
面
で
窺
え
ば
、
自
己
の
住
正
定
聚
及
び
真
仏
弟
子
の
認
識
と
も
い

え
る
。
つ
ま
り
、
二
種
深
信
と
重
ね
て
考
察
す
れ
ば
、
自
ら
の
力
で
真
に

そ
れ
が
で
き
な
い
無
慚
無
愧
の
慚
愧
と
い
え
、
悲
歎
と
慶
喜
の
二
重
の
構

造
と
な
っ
て
発
露
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
信
機
の
側
面
で
は
、
そ
れ
は
執

着
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
に
執
着
す
る
自
己
へ
の
悲
歎
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ

る
と
同
時
に
、
耆
婆
の
教
説
か
ら
明
か
さ
れ
た
よ
う
に
、
慚
愧
は
「
他
を

教
へ
て
な
さ
し
め
ず
」・「
発
露
し
て
人
に
向
か
ふ
」（『
聖
典
全
』
二
、
一

一
一
）
と
い
う
性
質
を
有
し
、
信
の
智
慧
の
中
で
他
者
へ
と
弘
通
せ
し
め

る
は
た
ら
き
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
弘
願
の
は
た
ら
き
の
中
で
念
仏
者

の
姿
勢
を
真
仏
弟
子
の
あ
り
方
か
ら
問
う
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
つ
ま

り
、
阿
闍
世
の
説
示
か
ら
真
仏
弟
子
な
る
姿
を
明
か
す
こ
と
で
、
ど
こ
ま

で
も
凡
愚
な
る
衆
生
の
あ
り
方
を
逆
照
し
、
弘
願
他
力
の
法
に
依
る
べ
き

こ
と
を
示
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
。

　

原
意
で
は
、
阿
闍
世
は
有
智
の
人
で
あ
り
、
闡
提
の
者
で
は
な
い
。
無

常
・
苦
・
空
・
無
我
を
悟
る
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
を
親
鸞
が
一
闡
提
を
含
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が
「
行
巻
」
に
「「
帰
命
」
は
本
願
招
喚
の
勅
命
な
り
」
と
、「
帰
命
」
の

発
起
の
裏
に
は
「
本
願
」
か
ら
の
大
い
な
る
「
呼
び
か
け
」
が
あ
る
事
を

示
し
、
ま
た
「
発
願
回
向
と
言
う
は
、
如
来
す
で
に
発
願
し
て
、
衆
生
の

行
を
回
施
し
た
ま
う
の
心
な
り
」
と
述
べ
、「
衆
生
の
行
」
で
あ
る
称
名

念
仏
の
「
回
施
」
の
背
景
に
は
、「
如
来
」
か
ら
の
「
発
願
回
向
」
と
い

う
用
き
を
示
し
て
い
る
事
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
法
然
が
説
く
「
た
だ

念
仏
」
の
「
お
ほ
せ
」
と
の
出
遇
い
を
「
衆
生
の
行
」
の
「
回
施
」
と
い

う
「
発
願
回
向
」
の
用
き
と
捉
え
れ
ば
、
親
鸞
が
示
す
「
帰
本
願
」
の

「
帰
」
は
「
如
来
」
の
「
回
向
」
と
の
出
遇
い
の
「
帰
命
」
の
意
義
を
、

ま
た
「
本
願
」
と
は
、
そ
の
「
帰
命
」
の
発
起
の
根
源
に
「
本
願
招
喚
の

勅
命
」
と
い
う
「
本
願
」
か
ら
の
大
い
な
る
「
呼
び
か
け
」
が
あ
る
事
を

顕
す
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
確
か
め
ら
れ
れ
ば
、「
帰
本
願
」

は
「
如
来
」
の
「
回
向
」
の
「
本
願
の
名
号
」
を
「
聞
」
く
所
に
開
発
さ

れ
る
「
行
信
の
一
念
」
と
い
え
る
。

　

ま
た
親
鸞
は
、『
一
念
多
念
文
意
』
の
「
一
念
を
ひ
が
ご
と
と
お
も
ふ

ま
じ
き
こ
と
」
に
「
恒
は
つ
ね
に
と
い
う
、「
願
」
は
ね
が
う
と
い
う
な

り
。
い
ま
、
つ
ね
に
と
い
う
は
た
え
ぬ
こ
こ
ろ
な
り
。
お
り
に
し
た
ご
う

て
、
と
き
ど
き
を
も
ね
が
え
」
と
、
折
に
従
っ
て
時
々
に
、
し
か
し
人
生

を
通
し
て
「
た
え
ぬ
こ
こ
ろ
」
と
「
恒
」
に
「
一
念
」
に
立
ち
返
り
続
け

る
在
り
方
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
事
か
ら
、「
帰
本
願
」
で
は
な
く
、「
書
選

択
」
に
「
専
念
正
業
の
徳
」「
決
定
往
生
の
徴
」
と
述
べ
る
事
も
、
四
十

二
歳
の
時
の
「
寛
喜
の
内
省
」
も
「
帰
本
願
」
の
「
一
念
」
に
留
ま
ら

ず
、「
つ
ね
に
」
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
一
念
」
に
立
ち
返
り
続
け
る
と
い

う
仏
道
の
「
歩
み
」
に
お
け
る
「
聞
思
」
の
課
題
を
見
出
し
て
い
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

「
廻
心
」
と
は
、「
本
願
他
力
真
宗
を
知
ら
ざ
る
ひ
と
」
が
「
自
力
の
こ
ゝ

ろ
」
を
中
心
と
す
る
あ
り
方
を
「
た
ゞ
ひ
と
た
び
」
だ
け
「
ひ
る
が
え

し
、
す
つ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
伝
統
的
に
親
鸞
が
二
十
九
歳
の
法
然
と
の

出
遇
い
の
事
実
を
、「
棄
雑
行
兮
帰
本
願
」
と
示
す
事
に
、「
本
願
他
力
真

宗
を
知
ら
ざ
る
ひ
と
」
の
親
鸞
が
比
叡
山
に
お
け
る
「
自
力
」
の
仏
道
を

棄
て
（
棄
雑
行
兮
）、「
本
願
を
た
の
み
ま
ひ
ら
す
る
」
本
願
他
力
の
仏
道

へ
の
転
換
点
（
帰
本
願
）
と
い
う
回
心
の
意
義
を
見
出
す
の
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
「
た
ゞ
ひ
と
た
び
」
の
「
廻
心
」
と
捉
え
る
の
で
は
、
親
鸞

三
十
三
歳
の
「
書
選
択
」
の
文
と
の
関
係
も
、
四
十
二
歳
の
「
寛
喜
の
内

省
」
と
の
関
係
も
明
確
に
な
ら
な
い
。
こ
の
事
か
ら
親
鸞
が
「
帰
本
願
」

と
述
べ
る
意
義
を
、
先
学
が
「
本
願
に
値
遇
し
た
親
鸞
の
感
銘
は
、
や
が

て
「
信
楽
の
一
念
」
と
い
う
概
念
に
結
晶
し
た
」（
安
冨
信
哉
『
親
鸞
と

危
機
意
識
』
一
一
四
頁
）
と
指
摘
す
る
「
一
念
」
に
注
目
し
た
。
し
か
し

親
鸞
は
法
然
の
「
選
択
本
願
」
を
、「
選
択
本
願
の
行
信
」
と
受
け
止
め

る
の
で
、
厳
密
に
「
行
信
の
一
念
」
と
の
関
係
で
考
察
し
た
。

　

親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
に
「
行
一
念
釈
」「
信
一
念
釈
」
を
設
け
る
。

し
か
し
『
末
燈
鈔
』「
第
十
一
通
」
の
記
述
か
ら
、
こ
れ
ら
は
「
御
ち
か

い
」
を
根
拠
と
し
た
「
願
成
就
」
の
一
つ
の
事
柄
を
、「
行
」
と
「
信
」

の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
行
信
の
一
念
」
を
、

第
十
七
願
成
就
文
と
第
十
八
願
成
就
文
の
親
鸞
独
自
の
訓
読
か
ら
、「
如

来
」
か
ら
「
十
方
衆
生
」
に
「
回
向
」
す
る
と
い
う
事
が
「
諸
仏
」
が

「
讃
嘆
」
す
る
「
本
願
の
名
号
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
聞
」
く
所
に
実
現

す
る
「
信
心
」
の
「
う
る
と
き
の
き
わ
ま
り
」
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
い

た
。

　

こ
こ
で
「
帰
本
願
」
の
「
帰
」
を
「
帰
命
」
と
し
て
見
出
せ
ば
、
親
鸞
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う
す
は
諸
仏
と
も
う
す
也
。」（『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
二
・
六
五
〇
、

六
五
一
頁
）
と
「
如
来
」
に
「
諸
仏
」
と
い
う
意
を
見
出
し
て
い
る
こ
と

が
理
解
で
き
る
。
ま
た
「
行
巻
」
の
末
尾
に
置
か
れ
る
「
正
信
念
仏
偈
」

の
「
如
来

0

0

所
以
興
出
世　

唯
説
弥
陀
本
願
海　

五
濁
悪
時
群
生
海　

応
信

如
来
如
実
言
」（『
定
本
教
行
信
証
』
一
九
五
頁
）
と
い
う
四
句
を
親
鸞
真

筆
の
「
坂
東
本
」
に
見
れ
ば
、
傍
点
部
分
の
「
如
来
」
は
「
釈
迦
」
と
い

う
字
が
塗
抹
さ
れ
「
如
来
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
傍
線
部
分
の
「
如
来
」
は
「
釈
迦
」
と
い
う
字
の
上
か
ら
「
如
来
」

と
筆
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
親
鸞
が
「
如
来
」
と
い
う

語
に
積
極
的
な
意
味
を
見
出
し
て
い
る
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
親
鸞
が
「
如
来
」
の
語
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
考
え
れ

ば
、『
教
行
信
証
』「
証
巻
」
の
冒
頭
の
自
釈
の
次
の
一
句
が
注
目
さ
れ

る
。「
然（
れ
）ば
弥
陀
如
来
は
如
従
り
来
生
し
て
、
報
応
化
種
種
の
身
を

示
し
現
わ
し
た
ま
う
な
り
。」（『
定
本
教
行
信
証
』
一
九
五
頁
）。
こ
の
部

分
は
親
鸞
が
「
真
実
証
」
を
顕
示
す
る
に
際
し
て
、「
必
至
滅
度
」
と
い

う
言
葉
を
、
転
釈
を
以
っ
て
記
し
て
い
る
文
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
語

に
「
弥
陀
如
来
者
従
如
来
生
示
現
報
応
化
種
々
身
」
と
示
す
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
記
載
さ
れ
る
「
如
依
り
来
生
」
す
る
と
い
う
は
た
ら
き
こ
そ
「
如

来
」
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
親
鸞
が
示
す
そ
の
具
体
相
は
「
報
応

化
種
々
身
」
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
最
後
に
親
鸞
に
お
け
る
「
如
来
」
の
意
味
に
つ
い

て
整
理
し
た
い
。
ま
ず
阿
弥
陀
如
来
は
親
鸞
に
よ
っ
て
、
第
一
に
は
光
寿

無
量
の
「
報
身
」
と
し
て
、
第
二
に
は
法
性
法
身
を
我
々
に
見
出
す
「
方

便
法
身
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
親
鸞
が
述
べ
る
「
如
来
」
の

具
体
相
で
あ
る
「
弥
陀
如
来
者
従
如
来
生
示
現
報
応
化
種
々
身
」
の
文
言

親
鸞
思
想
に
お
け
る
「
如
来
」
の
意
味

岩
田
　
香
英

　

仏
教
に
お
い
て
「
如
来
」
と
は
「
仏
の
十
号
」
と
呼
び
慣
わ
さ
れ
る
称

号
の
一
つ
で
あ
る
。
浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
（
一
一
七
三
―
一
二
六
二
）

は
自
身
の
思
想
大
系
の
中
で
こ
の
「
如
来
」
と
い
う
称
号
を
積
極
的
に
用

い
て
い
る
。
加
え
て
親
鸞
の
著
作
を
見
れ
ば
、「
如
来
」
の
語
が
単
に
釈

尊
あ
る
い
は
阿
弥
陀
仏
を
示
す
訳
で
は
な
く
、
多
義
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
で
は
何
故
親
鸞
は
「
仏
」
で
は
な
く
、「
如
来
」

と
い
う
称
号
を
積
極
的
に
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
発
表
は
、
親
鸞
の

思
想
の
中
で
「
如
来
」
と
い
う
語
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ

る
か
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
親
鸞
の
著
作
に
お
け
る
「
如
来
」
の
用
法
を
主
著
『
顕
浄
土
真

実
教
行
証
文
類
』（
以
下
、『
教
行
信
証
』）
の
自
釈
に
確
認
す
れ
ば
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
親
鸞
は
「
阿
弥
陀
仏
」
を
表
現
す
る
際
「
行
巻
」
に
一

度
「
阿
弥
陀
仏
」
と
示
す
の
み
で
あ
り
、
他
の
部
分
に
お
い
て
は
「
如

来
」
あ
る
い
は
、「
阿
弥
陀
如
来
」
と
示
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
「
教
巻
」
の
文
に
着
目
し
た
い
。
親
鸞
は
「
教
巻
」
に
『
大
無
量
寿

経
』（
以
下
、『
大
経
』）
の
出
世
本
懐
の
文
を
引
文
し
、
以
下
の
よ
う
に

示
し
て
い
る
。「
如
来
、
無
蓋（
の
）大
悲
を
以
て
三
界
を
矜
哀
し
た
ま
う
。

世
に
出
興
す
る
所
以
は
、
道
教
を
光
闡
し
て
、
群
萠
を
拯
い
、
恵
む
に
真

実
の
利
を
以
て
せ
ん
と
欲
し
て
な
り
。」（『
定
本
教
行
信
証
』
一
〇
―
一

三
頁
）。
こ
の
部
分
は
『
大
経
』
本
文
よ
り
考
え
れ
ば
、「
如
来
」
が
「
釈

尊
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
親
鸞
は

『
尊
号
真
像
銘
文
』
に
お
い
て
「
如
来
所
以
興
出
於
世
欲
拯
群
萠
恵
以
真

実
之
利
」
と
と
き
た
ま
え
り
。
如
来
所
以
興
出
於
世
は
、「
如
来
」
と
も
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『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
外
教
釈
に
は
、
法
淋
『
弁
正
論
』
か
ら
の

引
文
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
儒
教
が
道
教
と
な
ら
ぶ
批
判
の
対
象
と
さ
れ

る
一
方
、
道
教
批
判
の
根
拠
と
し
て
『
礼
記
』
や
『
論
語
』
と
い
っ
た
儒

書
を
用
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
外
教
釈
の
末
尾
に
お
い
て
親
鸞
が
『
論

語
』
か
ら
直
接
の
引
用
を
お
こ
な
っ
て
神
祇
崇
拝
批
判
の
根
拠
と
し
た
の

も
、『
弁
正
論
』
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
儒
書
の
用
い
方
に
触
発
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

法
然
に
儒
学
者
が
帰
依
し
た
と
い
う
の
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
出
来

事
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
観
無
量
寿
経
釈
』
に
は
、

散
善
の
三
福
の
う
ち
、
在
家
の
世
福
を
『
論
語
』
や
『
孝
経
』
に
よ
っ
て

説
明
し
た
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
法
然
が
儒
教
ま
で
も
浄

土
教
の
体
系
の
中
に
組
み
込
み
、
専
修
念
仏
の
教
え
に
至
ら
せ
る
形
で
法

を
説
い
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
文
類
」
の
後
序
に
は
、「
洛
都
儒
林
、
迷
行
兮

無
弁
邪
正
道
路
」
と
い
う
儒
者
批
判
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
儒

教
自
体
を
批
判
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
儒
学
者
が
念
仏
弾
圧
の
側
に

ま
わ
っ
た
と
い
う
状
況
を
嘆
い
た
も
の
で
あ
り
、『
高
僧
和
讃
』「
源
空

讃
」
に
描
か
れ
た
状
況
と
対
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

親
鸞
は
儒
教
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
仏
教
と
重
な
り
合

う
側
面
を
見
出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
儒
教
的
な
規
範
を
守

る
よ
う
積
極
的
に
勧
め
て
い
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。「
皇
太
子
聖

徳
奉
讃
」（
七
十
五
首
和
讃
）
に
は
、「
憲
法
十
七
条
」
に
言
及
す
る
部
分

が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
憲
法
十
七
条
」
に
本
来
存
在
す
る
儒
教
的
要
素

は
排
さ
れ
、「
憲
法
十
七
条
」
は
あ
く
ま
で
仏
教
的
な
治
世
・
行
動
の
規

範
で
あ
る
と
す
る
視
点
か
ら
の
描
写
が
行
わ
れ
て
い
る
。

は
、
報
身
で
あ
る
阿
弥
陀
如
来
が
一
如
の
境
涯
よ
り
応
化
種
々
身
と
し
て

示
現
す
る
と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
で
の
応
化
種
々
身
の
具
体
相
と
は
、

『
愚
禿
鈔
』
の
記
述
お
よ
び
、『
唯
信
鈔
文
意
』
な
ど
の
記
述
か
ら
「
釈

尊
」
と
「
諸
仏
」
を
示
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
鸞
思

想
に
お
け
る
「
如
来
」
の
意
味
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
語
は
仏
（
釈
迦
牟
尼

仏
や
阿
弥
陀
仏
）
そ
の
も
の
を
示
す
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
阿
弥
陀
如

来
、
釈
尊
、
諸
仏
と
い
う
三
者
の
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
仏
身
そ
の
も
の
を
示
す
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

阿
弥
陀
如
来
の
は
た
ら
き
と
し
て
顕
示
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
特
徴
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

親
鸞
の
儒
教
観

水
岡
　
知
典

　

親
鸞
は
他
力
信
心
の
教
え
の
絶
対
性
を
示
そ
う
と
し
、
仏
教
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
教
説
が
究
極
的
に
は
他
力
信
心
の
教
え
に
帰
一
す
る
と
す
る
一

方
、
外
教
（
仏
教
以
外
の
諸
教
）
に
は
批
判
的
な
態
度
を
と
っ
た
。『
正

像
末
和
讃
』「
悲
嘆
述
懐
讃
」
に
お
け
る
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
仏

教
内
に
神
祇
崇
拝
な
ど
の
外
教
的
習
俗
が
流
入
し
て
い
る
状
況
に
、
と
り

わ
け
強
い
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
『
教
行
信
証
』「
化
身
度
巻
」
外
教
釈
に
お
い
て
も
神
祇
崇
拝
批
判
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
こ
の
外
教
釈
が
、『
論
語
』
の
文

の
引
用
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
親
鸞
が
外
教
の
文

を
直
接
引
用
す
る
の
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
高
僧
和

讃
』「
源
空
讃
」
に
は
、
釈
門
（
仏
教
僧
）
と
な
ら
ん
で
、
儒
林
（
儒
学

者
）
ま
で
も
が
法
然
の
真
宗
に
帰
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
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る
。
釈
迦
は
、
そ
の
如
来
の
本
願
を
説
く
こ
と
を
以
っ
て
、
一
切
衆
生
に

往
生
浄
土
の
法
を
開
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
弥
陀
・
釈
迦
と
い
う
二
尊
の

関
係
に
よ
っ
て
、
無
色
無
形
の
真
理
は
言
葉
と
し
て
、
そ
の
真
理
に
目
覚

め
た
歴
史
的
人
格
を
通
し
て
働
く
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
世
雄
の
悲
」
と

は
、
ま
さ
に
そ
の
構
造
に
お
い
て
弥
陀
か
ら
釈
迦
へ
と
等
流
す
る
、
大
悲

の
意
欲
を
言
い
当
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
欲
を
、「
大
悲
の
誓
願
」

に
酬
報
し
た
「
真
の
報
仏
土
」
と
し
て
顕
す
の
が
、
親
鸞
の
「
顕
浄
土
真

仏
土
文
類
五
」（
以
下
「
真
仏
土
巻
」）
に
お
け
る
課
題
で
あ
る
。

　
「
真
仏
土
」
は
、『
仏
説
無
量
寿
経
』（
以
下
『
大
経
』）
所
説
の
四
十
八

願
中
、
第
十
二
・
十
三
の
光
明
無
量
・
寿
命
無
量
の
願
を
基
礎
と
す
る
。

と
り
わ
け
、
光
明
無
量
の
願
に
は
、「
諸
仏
の
国
を
照
ら
さ
ざ
る
に
至
ら

ば
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
誓
わ
れ
て
お
り
、「
真
仏
土
」
の
光
明
と
し
て
の

具
体
的
働
き
の
場
が
、「
諸
仏
の
国
」
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
こ
で

も
、
真
理
と
し
て
の
「
真
仏
土
」
が
、
色
身
を
以
っ
て
衆
生
教
化
す
る
、

諸
仏
の
言
説
内
容
と
し
て
働
く
構
造
が
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
構
造
は
、「
真
仏
土
巻
」
に
お
け
る
『
大
般
涅
槃
経
』（
以
下
『
涅
槃

経
』）
引
文
に
よ
っ
て
、「
正
し
く
逆
謗
闡
提
を
恵
ま
ん
」
と
す
る
具
体
的

力
用
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、「
真
仏
土
巻
」
に
お
い
て
は
、『
涅
槃
経
』
原
典
の
文
脈
に
た

だ
忠
実
に
、
整
然
と
引
用
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
。
親
鸞
は
、『
涅
槃
経
』

引
文
に
独
特
の
訓
点
を
施
し
た
り
、
原
典
と
は
順
不
同
に
引
文
を
配
置
し

た
り
、
言
葉
の
挿
入
・
省
略
等
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、「
真
仏
土
巻
」

の
文
脈
に
再
構
築
し
、
独
自
の
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。
本
論
文

は
、
そ
の
独
自
の
課
題
こ
そ
、「
真
仏
土
」
と
し
て
酬
報
す
る
「
大
悲
の

誓
願
」
が
、
い
か
に
「
逆
謗
闡
提
」
を
も
恵
む
の
か
、
そ
の
具
体
的
力
用

　

親
鸞
に
と
っ
て
は
、
世
俗
の
法
の
部
分
も
含
め
て
、
判
断
の
基
準
と
な

る
の
は
あ
く
ま
で
仏
教
で
あ
っ
た
。
親
鸞
が
行
っ
た
の
は
、
自
身
が
理
解

し
た
他
力
信
心
の
仏
教
の
立
場
か
ら
儒
教
を
見
、
自
ら
の
立
場
と
共
通
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
親
鸞
に
は
、
仏
教
か
ら
導
き
だ
す
こ
と
の
で
き
な
い
規
範
を
儒
教
に

よ
っ
て
補
お
う
と
す
る
発
想
は
存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
儒
教
の

規
範
に
従
う
こ
と
が
常
に
仏
教
的
に
正
し
い
こ
と
で
あ
る
と
は
と
ら
え
て

い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
『
正
像
末
和
讃
』「
悲
嘆
述
懐
讃
」
に
お
け
る
バ
ラ
モ
ン
教
・
ジ
ャ
イ
ナ

教
や
、『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
外
教
釈
の
『
弁
正
論
』
引
文
に
お
け

る
道
教
の
よ
う
に
、
一
方
的
な
批
判
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う

点
で
は
、
親
鸞
は
儒
教
を
高
く
評
価
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
突
き
詰
め
る
と
、
仏
教
に
帰
依
す
る
な
ら
ば
、
儒
教
的
な
規
範

は
必
要
な
い
と
い
う
の
が
親
鸞
の
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

世
雄
の
悲

│
│ 「
真
仏
土
巻
」
所
引
『
大
経
』
と
『
涅
槃
経
』
と
の
呼
応 
│
│

松
岡
　
淳
爾

　

親
鸞
は
、『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類

序
」
に
お
い
て
、「
浄
土
真
実
」
と
掲
げ
る
仏
道
へ
の
感
銘
と
頷
き
と
を

語
っ
て
い
る
。
そ
の
仏
道
は
、「
世
雄
の
悲
、
正
し
く
逆
謗
闡
提
を
恵
ま

ん
と
欲
す
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
仏
と
は
無
縁
の
、
極
悪
最
下
の
者

を
も
利
益
せ
ん
と
す
る
大
悲
の
意
欲
を
内
実
と
す
る
。「
世
雄
」
と
は
、

釈
迦
の
徳
を
称
え
る
尊
称
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
釈
迦
を

穢
土
に
お
い
て
一
人
の
仏
た
ら
し
め
て
い
る
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
が
あ
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初
期
真
宗
に
お
け
る
還
相
回
向
の
研
究

德
平
　
美
月

　
『
大
経
』
に
説
か
れ
る
第
二
十
二
願
理
解
に
つ
い
て
、
親
鸞
が
従
果
還

因
と
い
う
見
方
で
還
相
摂
化
の
相
を
示
す
の
に
対
し
、
存
覚
は
『
往
生
論

註
』
当
面
と
同
じ
く
従
因
至
果
の
相
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
差
異
が
あ

る
。
本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
背
景
に
つ
い
て
、「
知
識
帰

命
」
の
状
況
を
想
定
し
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
ず
『
還
相
回
向
聞
書
』

を
用
い
て
内
容
を
検
討
し
、
そ
し
て
『
浄
土
真
要
鈔
』
を
中
心
に
存
覚
が

知
識
帰
命
説
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
文
献
上

か
ら
窺
っ
て
い
く
。

　
『
還
相
回
向
聞
書
』
は
仏
光
寺
派
に
お
い
て
は
聖
教
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
が
、
本
願
寺
派
で
は
知
識
帰
命
説
が
見
ら
れ
る
異
義
の
書
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
書
の
中
で
、
善
知
識
は
教
化
地
の
菩
薩
で
あ
り
、

方
便
法
身
で
あ
る
と
さ
れ
、
浄
土
か
ら
弥
陀
法
王
の
使
者
と
し
て
娑
婆
界

に
出
現
し
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
初
期
真
宗
教

団
の
中
で
は
現
に
目
に
見
え
る
指
導
者
で
あ
る
善
知
識
を
限
り
な
く
仏
に

近
づ
け
、
絶
対
化
し
よ
う
と
す
る
知
識
帰
命
説
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
こ
で
存
覚
が
『
還
相
回
向
聞
書
』
の
善
知
識
論
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
上
で
、『
取
意
鈔
出
』
と
『
浄
土
真

要
鈔
』
に
注
目
し
た
。
存
覚
が
仏
光
寺
了
源
の
所
望
に
よ
っ
て
撰
述
し
た

『
浄
土
真
要
鈔
』
は
、『
浄
土
文
類
集
』（
撰
者
未
詳
）
な
る
書
を
も
と
に

し
て
述
作
さ
れ
て
お
り
、
存
覚
当
時
の
安
心
上
の
問
題
点
を
修
正
し
、
浄

土
真
宗
の
要
義
を
詳
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
浄
土
文
類
集
』
と
い

わ
れ
る
書
は
岸
部
武
利
氏
（「
浄
土
文
類
集
に
つ
い
て
」・
一
九
六
六
）
に

を
明
か
す
点
に
あ
る
と
見
当
づ
け
る
。
そ
の
上
で
、「
大
悲
の
誓
願
」
が

「
逆
謗
闡
提
」
を
恵
む
具
体
的
力
用
に
つ
い
て
、『
涅
槃
経
』
の
引
用
方
法

に
も
着
目
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
ま
た
、『
涅
槃
経
』
引
文
が
、「
大
悲
の

誓
願
」
の
具
体
性
を
明
か
す
文
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、『
大

経
』
の
光
明
無
量
・
寿
命
無
量
の
願
文
や
願
成
就
文
の
内
容
に
、
何
ら
か

の
形
で
応
答
し
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
こ
に
、「
真
仏
土
巻
」
に
お
け

る
『
涅
槃
経
』
引
文
の
意
義
を
追
究
す
る
視
座
が
あ
る
と
言
え
る
。

　
『
涅
槃
経
』
引
文
で
は
、「
真
仏
土
」
が
「
仏
性
」
と
い
う
主
題
へ
と
転

換
さ
れ
、
と
り
わ
け
「
一
闡
提
」
と
の
関
わ
り
か
ら
「
真
仏
土
」
の
特
質

が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、「
衆
生
」
が
「
仏
性
」
に
対
し
て
絶

対
的
隔
絶
を
有
し
な
が
ら
も
、「
仏
性
」
は
「
衆
生
」
と
の
関
わ
り
に
お

い
て
虚
空
の
ご
と
く
存
在
す
る
こ
と
が
説
示
さ
れ
る
。
こ
こ
で
親
鸞
は
、

「
一
闡
提
」
を
例
外
的
に
区
別
す
る
文
を
省
略
し
、「
仏
性
」
と
矛
盾
的
関

係
に
あ
る
「
衆
生
」
の
事
実
を
、「
一
闡
提
」
と
し
て
の
問
題
性
に
ま
で

掘
り
下
げ
、「
衆
生
」
に
お
け
る
普
遍
的
課
題
と
し
て
「
一
闡
提
」
を
示

す
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
衆
生
」
自
ら
の
行
為
か
ら
は
、
到
底

仏
と
成
る
善
因
を
生
じ
得
な
い
事
実
を
押
さ
え
、
真
理
と
し
て
の
「
真
仏

土
」
が
動
的
境
界
た
る
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
そ
の
能
動
性

は
、「
衆
生
」
の
機
根
を
見
定
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
宗
教
言
説
を
展
開
す

る
「
知
諸
根
力
」
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
一
方
で
、
教
説
と
な
る
真
理

の
働
き
に
「
衆
生
」
が
応
じ
る
手
立
て
と
し
て
、「
聞
見
」
が
示
さ
れ
る
。

こ
の
「
聞
見
」
こ
そ
、『
涅
槃
経
』
引
文
に
続
く
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎

願
生
偈
』（『
浄
土
論
』）
の
文
を
、
真
理
か
ら
の
働
き
で
あ
る
如
来
の
教

説
を
受
け
止
め
た
者
の
言
葉
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

な
る
の
で
あ
る
。
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文
を
受
容
す
る
こ
と
な
く
、
善
知
識
に
つ
い
て
説
示
す
る
と
い
う
姿
勢

は
、
覚
如
が
批
判
し
た
知
識
帰
命
説
に
対
す
る
存
覚
な
り
の
対
応
で
あ
っ

た
と
い
う
視
点
も
考
え
ら
れ
る
。
覚
如
・
存
覚
が
活
躍
し
た
時
代
の
初
期

真
宗
教
団
で
は
、
知
識
帰
命
に
つ
い
て
説
か
れ
た
書
が
相
伝
さ
れ
て
い
た

状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
五
功
徳
門
の
全
体
を
従
果
還
因
の
相

と
み
な
す
親
鸞
の
説
は
知
識
帰
命
説
に
繋
が
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
存
覚
に
お
い
て
も
覚
如
と
同
様
に
初
期
真
宗
教

団
内
で
拡
大
し
て
い
た
知
識
帰
命
説
と
結
び
つ
く
恐
れ
の
あ
る
語
と
し
て

還
相
回
向
を
理
解
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
存
覚
は
第
二
十
二
願
理
解

を
示
す
上
で
親
鸞
の
説
に
依
ら
ず
、
従
因
至
果
の
仏
道
体
系
の
上
で
捉
え

る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

覚
如
と
浄
土
異
流

渥
美
　
　
光

　

本
願
寺
第
三
代
覚
如
の
教
学
に
つ
い
て
は
、
彼
が
修
学
し
て
い
た
と
伝

わ
る
西
山
流
や
幸
西
門
流
と
の
関
係
が
度
々
論
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
直
接

的
な
交
流
を
確
認
で
き
な
い
鎮
西
流
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
る

こ
と
が
少
な
い
。

　

し
か
し
覚
如
の
周
囲
に
い
た
存
覚
、
ま
た
後
の
本
願
寺
は
、
鎮
西
流
一

条
派
と
無
関
係
で
は
無
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

覚
如
と
一
条
派
と
を
比
較
し
て
、
両
者
の
隔
た
り
を
明
瞭
に
し
て
お
く
こ

と
も
、
本
願
寺
の
動
向
を
追
う
際
の
尺
度
と
し
て
は
一
つ
有
効
と
思
わ
れ

る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
両
者
に
よ
る
宿
善
の
扱
い
に
注
目
し
て
み
た
い
。
と

い
う
の
も
、
覚
如
は
そ
の
著
述
の
随
所
で
「
宿
善
」、
あ
る
い
は
「
宿
善

よ
っ
て
「『
取
意
鈔
出
』
で
は
な
い
か
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。『
取
意
鈔

出
』
に
お
い
て
善
知
識
に
つ
い
て
説
示
さ
れ
る
中
で
、『
還
相
回
向
聞
書
』

が
受
容
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
教
化
地
の
諸
大
菩
薩
は
阿
弥
陀
仏
の
使

者
と
し
て
娑
婆
界
に
出
現
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
文
も
含
ま
れ
て

い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、『
浄
土
真
要
鈔
』
で
は
善
知
識
に
つ
い
て
説
示

さ
れ
て
い
る
第
十
四
問
答
に
お
い
て
『
還
相
回
向
聞
書
』
の
文
は
用
い
ら

れ
て
い
な
い
。『
取
意
鈔
出
』
と
『
浄
土
真
要
鈔
』
を
比
較
し
た
結
果
、

存
覚
に
お
い
て
は
『
浄
土
真
要
鈔
』
を
著
す
上
で
『
取
意
鈔
出
』
で
は
用

い
ら
れ
て
い
た
『
還
相
回
向
聞
書
』
の
文
を
善
知
識
に
つ
い
て
説
示
し
て

い
く
上
で
不
適
切
な
文
と
し
て
排
除
す
る
と
い
う
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。

　

ま
た
、
元
享
四
年
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
浄
土
真
要
鈔
』
広
本
で

は
、
第
十
四
問
答
に
お
い
て
善
知
識
に
つ
い
て
説
示
さ
れ
て
い
た
が
、
建

武
四
年
に
覚
如
が
『
改
邪
鈔
』
を
著
し
知
識
帰
命
を
批
判
し
た
こ
と
を
受

け
て
か
、
建
武
五
年
に
書
写
さ
れ
て
い
る
『
浄
土
真
要
鈔
』
略
本
で
は
第

十
四
問
答
自
体
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
存
覚
に
お
い
て

も
覚
如
と
同
様
に
知
識
帰
命
説
を
排
す
る
側
面
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

『
浄
土
真
要
鈔
』
広
略
二
系
統
の
相
違
か
ら
窺
え
る
。

　

以
上
、
①
存
覚
は
『
取
意
鈔
出
』
で
用
い
ら
れ
て
い
た
『
還
相
回
向
聞

書
』
の
文
を
『
浄
土
真
要
鈔
』
を
著
す
上
で
排
除
し
て
い
る
。
②
覚
如
の

『
改
邪
鈔
』
第
十
八
条
の
説
示
を
受
け
て
、『
浄
土
真
要
鈔
』
略
本
で
は
善

知
識
に
関
す
る
第
十
四
問
答
が
削
除
さ
れ
て
い
る
と
い
う
二
点
に
加
え

て
『
浄
土
真
要
鈔
』
が
「
仏
光
寺
了
源
が
所
望
者
で
あ
る
こ
と
」
そ
し
て

「
安
心
上
の
問
題
点
を
修
正
し
、
浄
土
真
宗
の
要
義
を
詳
論
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
」
と
い
う
点
を
踏
ま
え
る
と
、『
浄
土
真
要
鈔
』
の
中
で
仏
光

寺
派
に
お
い
て
聖
教
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
『
還
相
回
向
聞
書
』
の
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て
い
る
。
そ
し
て
覚
如
は
、『
口
伝
鈔
』
第
十
六
条
に
お
い
て
称
名
相
続

を
『
無
量
寿
経
』
第
十
七
願
文
に
沿
っ
て
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
覚
如
は
、
宿
善
の
あ
る
者
は
教
法
を
念
持
し
て
離
れ
な
い
こ
と
を

『
口
伝
鈔
』
第
二
条
に
説
い
て
お
り
、
堕
地
獄
の
業
因
と
な
る
殺
生
罪
を

犯
す
者
に
も
前
世
か
ら
の
因
縁
が
あ
る
こ
と
を
『
口
伝
抄
』
第
四
条
に
説

い
て
い
る
。『
無
量
寿
経
』
第
十
九
願
文
に
基
づ
く
諸
行
相
続
を
覚
如
が

否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
前
世
か
ら
の
因
縁
が
ど
の
よ
う
な
様
相
と

し
て
現
れ
る
か
は
、
臨
終
に
ま
で
及
ぶ
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

以
上
、
覚
如
と
三
条
派
了
慧
の
宿
善
論
は
、
称
名
相
続
へ
と
連
動
し
て

い
く
と
い
う
点
で
近
似
し
て
お
り
、
一
条
派
と
は
一
定
の
隔
た
り
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
了
慧
が
没
し
て
以
降
、
三
条
派
は
次
第
に
衰

退
し
て
い
く
も
の
の
、
本
願
寺
は
一
条
派
と
の
交
流
を
保
ち
な
が
ら
存
続

し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
交
流
の
中
で
、
存
覚
や
本
願
寺
第
八

代
蓮
如
も
宿
善
を
説
い
て
い
る
が
、
彼
ら
の
主
張
が
覚
如
の
よ
う
な
称
名

相
続
へ
の
連
動
性
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
。
と
い
う
点
か
ら
今
後

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

武
内
義
範
『
教
行
信
証
の
哲
学
』
と
三
願
転
入

庄
野
　
龍
眞

　

親
鸞
は
『
教
行
信
証
』
で
、
親
鸞
自
身
、「
さ
ま
ざ
ま
な
行
や
善
を
修

め
る
方
便
の
要
門
を
出
て
、〔
中
略
〕
自
力
念
仏
を
修
め
る
方
便
の
真
門

に
入
っ
て
、〔
中
略
〕
そ
の
方
便
の
真
門
か
ら
も
出
て
、
選
択
本
願
の
大

海
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
」（「
方
便
化
身
土
文
類
」）
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
最
初
の
「
方
便
の
要
門
」
は
法
蔵
の
誓
願
第
十
九
願
に
、
次
の
「
方

開
発
」
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
が
、
一
方
の
一
条
派
然
空
に
仮
託
さ

れ
た
『
無
量
寿
経
聞
書
』
に
は
、
往
生
に
宿
善
は
不
要
で
あ
る
と
の
主
張

が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
一
条
派
が
宿
善
の
必
要
性
を
否
定
し
た
背
景
に
は
、
同
じ
く
鎮

西
流
三
条
派
と
の
教
学
的
対
峙
が
一
因
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

三
条
派
了
慧
の
『
無
量
寿
経
鈔
』
で
は
、『
無
量
寿
経
』
第
二
十
願
文

に
『
大
阿
弥
陀
経
』
第
五
願
文
を
重
ね
る
こ
と
で
、「
前
世
作
悪
聞
我
名

字
」
を
宿
善
と
し
て
、「
作
善
」
を
現
世
で
の
称
名
相
続
と
し
て
解
釈
し

て
い
る
。
ま
た
他
の
著
述
に
お
い
て
も
、
了
慧
は
称
名
相
続
が
来
世
往
生

の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
宿
善
か
ら
称
名
相
続
へ
と
連
動
し
て
い
く
了
慧
の
理
解
、

す
な
わ
ち
第
二
十
願
文
と
第
十
八
願
文
と
に
前
後
関
係
が
あ
る
と
捉
え
る

理
解
を
挙
げ
て
、
一
条
派
然
空
仮
託
『
無
量
寿
経
聞
書
』
は
往
生
に
宿
善

は
不
要
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
『
無
量
寿
経
聞
書
』
で
は
、

『
無
量
寿
経
』
第
十
九
願
文
に
沿
っ
て
諸
行
相
続
で
も
往
生
が
可
能
で
あ

る
こ
と
を
認
め
て
お
り
、
宿
善
の
有
無
だ
け
で
は
な
く
、
称
名
相
続
を
勧

め
る
か
否
か
で
も
立
場
が
分
か
れ
て
い
る
。
な
お
、『
無
量
寿
経
聞
書
』

に
説
か
れ
る
よ
う
な
一
度
の
称
名
に
よ
っ
て
も
往
生
が
可
能
で
あ
る
と
い

う
理
解
は
、
覚
如
や
了
慧
と
同
時
期
に
活
動
し
て
い
た
一
条
派
向
阿
の
著

述
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
て
、
一
条
派
と
三
条
派
と
が
対
峙
し
て
い
た
中
で
、
覚
如
の
立
場
は

三
条
派
の
側
に
近
か
っ
た
と
言
え
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
三
条
派
に
よ

る
宿
善
論
の
特
徴
は
、『
大
阿
弥
陀
経
』
第
五
願
文
に
基
づ
い
て
解
釈
さ

れ
て
い
る
点
に
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
様
の
文
で
あ
る
『
平
等
覚
経
』
第
十

九
願
文
を
覚
如
に
先
行
す
る
親
鸞
は
『
無
量
寿
経
』
第
十
七
願
文
と
重
ね
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が
含
ま
れ
れ
ば
、「
自
力
念
仏
」
と
言
わ
れ
る
第
二
十
願
と
の
区
別
が
つ

か
な
く
な
る
。
そ
こ
で
武
内
は
『
恵
信
尼
消
息
』
の
次
の
内
容
に
注
目
す

る
（
第
二
章
）。

　

親
鸞
は
四
十
二
歳
の
と
き
、『
三
部
経
』
を
千
回
読
ん
で
衆
生
利
益
に

努
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、「
ま
こ
と
の
仏
恩
を
報
ひ
た
て
ま

つ
る
も
の
と
信
じ
な
が
ら
、
名
号
の
ほ
か
に
は
な
に
ご
と
の
不
足
に
て
、

か
な
ら
ず
経
を
よ
ま
ん
と
す
る
や
」
と
思
い
直
し
て
や
め
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
親
鸞
は
五
十
九
歳
で
風
邪
を
引
き
寝
込
ん
だ
と
き
に
、
こ
の
と
き
の

夢
を
見
、「
人
の
執
心
、
自
力
の
し
ん
は
、
よ
く
よ
く
思
慮
あ
る
べ
し
」

（
第
三
章
）
と
自
覚
す
る
。

　

こ
の
内
容
か
ら
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、「
自
力
」
が
選
択
本

願
の
道
に
入
っ
た
後
に
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
親
鸞
は
二
十

九
歳
で
第
十
八
願
の
道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
が
、
そ
れ
で
全
て
が
解
決
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
道
で
「
名
号
の
ほ
か
に
は
な
に
ご
と
の
不

足
」
も
な
い
こ
と
を
学
ん
だ
に
も
関
わ
ら
ず
、
例
え
ば
『
三
部
経
』
を
千

回
読
む
こ
と
で
、
衆
生
利
益
に
努
め
よ
う
と
し
て
し
ま
う
の
が
、
我
々
人

間
の
性
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
十
願
の
段
階
は
、
人
間
の
こ
う
し

た
面
を
強
調
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
発
表
で
主
張
し
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
「
自
力
」
の
自
覚
が
、

阿
弥
陀
仏
の
救
い
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
現
前
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
唯
円
は
『
歎
異
抄
』
で
親
鸞
に
、
往
生
を
喜
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
の
は
煩
悩
の
し
わ
ざ
で
、
阿
弥
陀
仏
は
こ
う
し
た
私
た
ち
の
た

め
に
本
願
を
起
こ
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
第
九
条
）。

第
十
八
願
の
立
場
は
、「
自
力
」
の
第
二
十
願
の
立
場
に
触
れ
る
こ
と
で

リ
ア
ル
に
我
々
に
現
れ
る
。
第
十
八
願
の
精
神
は
絶
え
ず
第
二
十
願
を
成

便
の
真
門
」
は
第
二
十
願
に
、
最
後
の
「
選
択
本
願
の
大
海
」
は
第
十
八

願
に
対
応
す
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
「
宗
教
哲
学
的
角
度
か
ら
な
さ
れ
た
最
初
の
『
教
行
信

証
』
の
研
究
で
あ
〔
中
略
〕
る
」（
長
谷
正
當
「
後
記
」、『
武
内
義
範
著

作
集
』
第
一
巻
）
と
評
さ
れ
る
武
内
義
範
『
教
行
信
証
の
哲
学
』（
一
九

四
一
年
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

第
十
八
願
の
精
神
は
た
だ
一
度
第
二
十
願
か
ら
転
入
し
て
第
十
八
願

と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
第
十
八
願
は
絶
え
ず
第
二
十
願
を

自
己
疎
外
に
よ
っ
て
成
立
せ
し
め
つ
つ
、
ま
た
さ
ら
に
そ
れ
を
消
滅

契
機
と
し
て
否
定
し
、
第
十
八
願
に
転
入
せ
し
め
続
け
ね
ば
な
ら
な

い
。 

（
第
二
章
）

　
「
疎
外
」、「
消
滅
」、「
契
機
」
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
出
て
く
る
用
語
で
あ
る

が
、
第
十
八
願
が
「
絶
え
ず
」
第
二
十
願
を
成
立
さ
せ
な
が
ら
再
び
第
十

八
願
に
転
入
「
せ
し
め
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
理
解
は
、『
無
量

寿
経
』
第
十
八
願
成
就
文
の
次
の
内
容
か
ら
は
想
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
考

え
ら
れ
る
。

あ
ら
ゆ
る
衆
生
、
そ
の
名
号
を
聞
き
て
、
信
心
歓
喜
せ
ん
こ
と
乃
至

一
念
せ
ん
。
至
心
に
回
向
し
た
ま
へ
り
。
か
の
国
に
生
れ
ん
と
願
ず

れ
ば
、
す
な
は
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
ん
。 

（「
巻
下
」）

　

こ
の
よ
う
に
第
十
八
願
の
段
階
で
「
不
退
転
」
に
住
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
第
二
十
願
に
転
落
す
る
の
で
は
矛
盾
す
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て

今
回
の
発
表
で
は
、
武
内
の
三
願
理
解
に
注
目
し
た
。

　

武
内
に
よ
れ
ば
「
一
般
の
解
釈
」
に
お
い
て
第
十
九
願
に
念
仏
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
し
か
し
武
内
に
よ
れ
ば
「
親
鸞
自
身
の
言
葉
の
上
か
ら
い

っ
て
も
」
そ
う
し
た
理
解
に
は
無
理
が
あ
る
。
し
か
し
第
十
九
願
に
念
仏
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『
弥
陀
経
義
疏
』
等
が
引
か
れ
、
自
力
の
行
信
と
し
て
「
執
持
名
号
」
を

示
さ
れ
る
。
そ
の
他
「
散
善
義
」
引
文
に
よ
り
異
学
・
異
見
と
と
も
に

「
異
執
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
一
念
多
念
文
意
』
の
「
異
学
」
に
つ
い
て
の

説
示
に
合
わ
せ
見
る
な
ら
ば
、
聖
道
門
や
外
教
に
依
り
、
執
着
す
る
も
の

と
し
て
異
執
も
位
置
づ
け
ら
れ
、「
聖
道
釈
」
や
「
外
教
釈
」
に
教
誡
さ

れ
る
よ
う
に
、
他
力
に
対
し
て
は
否
定
さ
れ
る
あ
り
方
と
見
ら
れ
る
。
こ

の
親
鸞
の
表
現
か
ら
『
恵
信
尼
消
息
』
の
内
省
を
窺
う
と
、
本
願
に
帰
し

た
親
鸞
の
内
省
で
あ
り
、
自
力
他
力
の
信
心
を
問
題
と
も
見
ら
れ
ず
、
執

着
心
と
し
て
も
自
力
等
を
た
の
む
「
異
執
」
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

三
、
つ
ぎ
に
蓮
如
に
は
『
御
文
章
』
三
帖
第
七
通
の
「
自
力
執
心
」
な
ど

の
表
現
が
あ
り
、
自
力
へ
の
執
着
心
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
自
力
と
執
心

を
合
わ
せ
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
の
内
省
の
執
心
と
自
力
を
並
べ

挙
げ
る
も
の
と
相
似
し
た
面
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
自
力
執
心
を
蓮
如
は

「
わ
ろ
き
機
の
か
た
」
と
し
て
、
信
心
決
定
を
勧
め
、
自
力
へ
の
執
着
を

否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
親
鸞
が
他
力
を
勧
め
自
力
を
誡
め
る
も
の
と
共

通
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
そ
の
た
め
蓮
如
に
お
い
て
自
力
へ
の
執
着
心
と
し

て
「
自
力
執
心
」
と
用
い
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、『
恵
信
尼
消
息
』
の

内
省
に
つ
い
て
こ
れ
は
考
え
に
く
い
。

　

一
方
蓮
如
は
『
御
文
章
』
一
帖
第
三
通
に
妄
念
妄
執
と
し
て
執
着
心
が

起
こ
る
こ
と
、
日
々
の
生
業
を
為
す
こ
と
自
体
を
否
定
せ
ず
、
本
願
に
対

し
て
障
り
と
な
ら
な
い
こ
と
も
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
に

「
具
縛
の
凡
愚
・
屠
沽
の
下
類
」
を
自
身
と
同
ず
る
な
ど
、
親
鸞
に
お
い

て
も
衆
生
が
煩
悩
に
縛
ら
れ
離
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
衆
生
を
摂
取

す
る
本
願
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
蓮
如
に
お
い
て
「
自

力
執
心
」
な
ど
信
心
を
決
定
す
る
こ
と
に
反
す
る
執
心
を
誡
め
ら
れ
る

立
さ
せ
な
が
ら
、
再
び
第
十
八
願
に
転
入
さ
せ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
武
内
の
理
解
は
、
こ
の
こ
と
を
表
す
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

真
宗
に
お
け
る
執
心
に
関
し
て

杉
田
　
　
了

一
、
親
鸞
に
よ
っ
て
顕
わ
さ
れ
た
浄
土
真
宗
で
は
如
来
よ
り
の
他
力
の
信

心
を
勧
め
、
衆
生
が
自
力
を
た
の
み
と
し
本
願
を
疑
惑
す
る
こ
と
を
誡
め

ら
れ
る
。
そ
の
親
鸞
の
生
涯
に
関
し
『
恵
信
尼
消
息
』
第
五
通
の
内
省
に

挙
げ
ら
れ
た
「
執
心
」
を
ど
の
よ
う
に
見
る
べ
き
か
、
親
鸞
著
述
の
「
執

心
」
等
の
表
現
や
、「
自
力
の
し
ん
」
と
も
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
蓮
如

の
「
自
力
執
心
」
等
の
表
現
か
ら
検
討
す
る
。『
恵
信
尼
消
息
』
第
五
通

で
は
、
親
鸞
は
寛
喜
三
年
の
病
床
で
の
『
大
経
』
を
読
誦
と
、
か
つ
て
衆

生
利
益
の
た
め
三
部
経
の
千
部
読
誦
の
中
止
か
ら
「
人
の
執
心
、
自
力
の

し
ん
は
、
よ
く
よ
く
思
慮
あ
る
べ
き
」
と
の
内
省
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
経

典
読
誦
に
つ
い
て
『
教
行
信
証
』「
化
身
土
巻
」
に
「
建
仁
辛
酉
の
歴
、

雑
行
を
棄
て
て
本
願
に
帰
す
。」
と
あ
り
、
内
省
の
「
人
の
執
心
、
自
力

の
し
ん
」
も
す
で
に
親
鸞
が
本
願
に
帰
し
て
い
る
た
め
、
親
鸞
の
著
述
に

お
い
て
否
定
さ
れ
て
い
る
自
力
心
を
指
す
と
は
考
え
に
く
い
。

二
、
親
鸞
に
直
接
の
「
執
心
」
の
用
例
は
少
な
く
、「
正
信
偈
」
の
「
専

雑
執
心
判
浅
深
」
や
「
化
身
土
巻
」
の
『
往
生
要
集
』
引
文
に
執
心
の
堅

牢
・
不
牢
に
よ
り
懈
慢
国
と
極
楽
国
に
生
ま
れ
る
相
違
を
示
す
も
の
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
執
心
を
信
心
の
意
味
で
用
い
、
そ
の
自
力
他
力
の
違

い
が
示
さ
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
化
身
土
巻
」
に
は
「
執
持
名

号
」
に
つ
い
て
「
執
」
を
「
心
堅
牢
」
と
し
、『
小
経
』
の
隠
彰
の
義
で

は
他
力
の
信
を
顕
わ
す
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
に
対
し
「
真
門
釈
」
に
は
、
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論
の
中
に
信
心
と
心
理
（
回
心
）
の
関
係
に
つ
い
て
の
重
要
な
問
題
が
胚

胎
し
て
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
論
じ
た
い
。

　

ま
ず
覚
知
の
語
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
親
鸞
も
『
教
行
信
証
』
と

『
文
類
聚
鈔
』
の
欲
生
の
釈
に
お
い
て
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。
宗
学
者

は
、
覚
知
は
决
定
、
信
楽
す
な
わ
ち
信
心
と
同
義
と
し
て
い
る
。
な
ら
ば
、

一
念
覚
知
と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
語
は
し
っ
か
り
と
定
義
さ
れ
る
こ
と
な
く
議
論
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。
私
が
分
類
し
た
と
こ
ろ
で
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。

１

、
信
心
は
無
念
無
想
で
は
な
く
心
相
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
２

、
回
心
、

す
な
わ
ち
心
境
の
変
化
が
自
覚
で
き
る
こ
と
、
３

、
信
一
念
の
時
が
分
か

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
そ
の
経
験
が
獲
信
で
あ
る
と

い
う
価
値
判
断
も
加
わ
っ
て
く
る
。

　

宗
学
者
の
利
井
鮮
妙
と
足
利
義
山
と
で
は
信
一
念
を
非
意
業
と
す
る
こ

と
は
共
通
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
念
の
覚
知
の
有
無
に
つ
い
て
は
義
山

（
心
相
覚
知
説
）
と
鮮
妙
（
心
相
非
意
業
説
・
不
覚
知
説
）
と
意
見
が
異

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
意
業
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
は
っ
き
り

と
し
た
定
義
が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
（
拙
稿
『
印
仏
研
』
五
六-

二
「
真

宗
一
念
覚
不
論
に
お
け
る
覚
知
の
語
義
の
検
討
」
参
照
）。
こ
の
語
は
三

業
惑
乱
の
後
に
、
三
業
派
の
所
説
を
否
定
す
る
た
め
に
造
語
さ
れ
た
よ
う

で
あ
り
、
仏
教
学
の
倶
舎
、
唯
識
で
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
概
念
で
あ
る
。

現
に
、
現
代
の
真
宗
学
者
か
ら
疑
問
、
も
し
く
は
再
検
討
、
哲
学
心
理
学

と
の
共
同
研
究
の
必
要
性
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
真
宗
に
お
い
て
宗
教
心
理
学
で
い
う
回
心
に
つ
い
て
、
多
数
の
記

録
が
あ
る
。
親
鸞
の
回
心
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
御
文
章
等
に
も
回

心
の
記
録
が
あ
り
、
蓮
如
が
そ
れ
を
評
価
し
て
い
る
し
、
ま
た
『
妙
好
人

が
、
一
方
で
罪
業
と
し
て
否
定
さ
れ
つ
つ
「
妄
念
妄
執
」
な
ど
衆
生
の
上

に
離
れ
ら
れ
な
い
執
心
の
存
在
が
見
ら
れ
る
。

四
、
親
鸞
は
「
執
心
」
や
そ
れ
に
通
ず
る
表
現
を
、
自
力
他
力
の
区
別
や

真
宗
に
対
し
誡
め
ら
れ
る
執
着
の
も
の
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
他

力
を
勧
め
自
力
を
誡
め
る
上
で
執
心
を
用
い
る
こ
と
は
蓮
如
の
上
に
も
見

ら
れ
、
親
鸞
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
『
恵
信
尼
消
息
』
に
語

ら
れ
る
内
省
は
、
親
鸞
が
す
で
に
本
願
に
帰
し
て
い
る
た
め
、
他
力
に
対

す
る
自
力
の
信
心
や
、
自
力
や
外
教
へ
の
執
着
心
の
内
省
と
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
に
関
し
蓮
如
は
衆
生
の
妄
念
妄
執
と
し
て
執
着
心
が
起
こ
る
ま

ま
信
を
勧
め
る
教
示
が
見
ら
れ
、
親
鸞
も
自
ら
を
具
縛
の
凡
愚
、
屠
沽
の

下
類
と
同
じ
く
位
置
づ
け
る
こ
と
か
ら
、
執
心
に
つ
い
て
も
こ
れ
を
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
経
典
読
誦
も
妄
念
妄
執
の
よ
う
な
執

心
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
、
し
か
し
そ
の
妄
執
を
内
省
し
「
人
の
執
心
」
と

語
ら
れ
た
と
な
る
だ
ろ
う
。

真
宗
教
学
の
根
本
問
題 

│
│ 

信
心
と
心
理 

│
│

岡
林
　
俊
希

　

浄
土
真
宗
の
教
義
に
お
い
て
、
衆
生
の
往
生
成
仏
が
决
定
す
る
信
の
一

念
、
あ
る
い
は
獲
信
と
い
う
こ
と
は
衆
生
の
身
に
発
起
す
る
も
っ
と
も
重

要
な
契
機
で
あ
り
、
こ
の
契
機
が
衆
生
に
認
識
さ
れ
う
る
か
否
か
と
い
う

こ
と
が
問
題
に
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

本
願
寺
派
の
宗
学
に
お
い
て
覚
知
の
有
無
と
い
う
こ
と
で
議
論
さ
れ
、

「
一
念
覚
不
論
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
覚
知
の
定
義
が
不
確
定
の
ま
ま
、

覚
知
で
き
る
と
い
う
立
場
が
「
一
念
覚
知
」
と
熟
語
さ
れ
、
異
安
心
と
さ

れ
る
と
い
う
非
常
に
問
題
の
多
い
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
議
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双
鉤
塡
墨
に
よ
る
名
号
の
真
宗
的
意
義

安
藤
　
章
仁

　

双
鉤
塡
墨
と
は
、
中
国
で
書
を
模
写
す
る
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
二
行

程
か
ら
な
り
、
ま
ず
原
本
の
上
に
紙
を
置
き
、
文
字
の
輪
郭
を
線
で
透
き

写
し
（
双
鉤
）、
次
に
籠
字
の
中
を
墨
で
う
め
（
塡
墨
）、
原
本
の
字
形
を

忠
実
に
再
現
す
る
書
法
で
あ
る
。
唐
代
に
盛
行
し
、
王
羲
之
を
は
じ
め
名

蹟
が
搨
模
さ
れ
た
。
日
本
で
は
、『
国
家
珍
宝
帳
』（
七
五
六
年
）
に
「
搨

晋
右
将
軍
王
羲
之
草
書
巻
第
一
」
な
ど
二
〇
巻
の
品
目
が
列
挙
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
正
倉
院
に
真
蹟
に
対
し
て
搨
本
が
伝
来
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
浄
土
教
に
お
い
て
は
、
法
然
が
「
金
色
の
名
号
」
を
勢
観
房
へ

与
え
て
い
た
こ
と
が
消
息
か
ら
判
明
す
る
。

　

法
然
が
進
取
し
た
双
鉤
塡
墨
の
名
号
は
、
親
鸞
の
最
晩
年
に
お
い
て

三
段
形
式
の
『
方
便
法
身
尊
号
』（『
名
号
本
尊
』）
お
よ
び
三
幅
一
具
の

『
真
宗
曼
荼
羅
』（『
光
明
本
尊
』）
と
し
て
承
前
啓
後
さ
れ
、
初
期
真
宗
サ

ン
ガ
に
お
い
て
豊
富
に
展
開
し
た
。
親
鸞
在
世
中
に
制
作
さ
れ
た
現
存
す

る
双
鉤
塡
墨
の
十
字
名
号
二
幅
（
専
修
寺
）
と
九
字
名
号
部
一
幅
（
妙
源

寺
）
の
原
蹟
は
、
基
本
的
に
親
鸞
と
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
字
形

は
変
化
に
富
み
、
一
見
デ
ザ
イ
ン
的
な
文
字
は
、
画
工
の
手
に
よ
る
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
親
鸞
の
創
作
で
あ
っ
た
と
し
て
も
真
蹟
と
の

距
離
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
敢
え
て
真
蹟
に

手
を
加
え
た
も
の
を
原
本
と
し
、
双
鉤
塡
墨
に
よ
っ
て
模
写
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
親
鸞
在
世
中
の
双
鉤
塡
墨
に
よ
る
名
号
は
、
通
常
の
双
鉤

塡
墨
に
み
る
筆
勢
や
渇
筆
な
ど
を
精
巧
に
再
現
し
た
も
の
で
は
な
い
。
親

鸞
の
筆
跡
の
特
徴
を
留
め
つ
つ
躍
動
感
を
持
た
せ
た
字
形
を
一
様
に
金
箔

や
墨
で
埋
め
搨
模
し
て
い
る
。
問
題
は
、
な
ぜ
原
本
に
日
常
的
な
筆
跡
で

伝
』
を
は
じ
め
篤
信
者
の
手
記
等
に
も
回
心
の
事
実
が
多
く
見
ら
れ
る
。

宗
学
者
の
鮮
妙
・
義
山
と
も
に
こ
の
事
実
を
認
め
、
年
月
日
時
を
覚
え
て

い
る
機
、
覚
え
て
い
な
い
機
、
両
方
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
義
山
は

そ
れ
の
違
い
を
詳
説
し
、
鮮
妙
は
詳
説
は
せ
ず
後
者
を
評
価
し
て
い
る
。

義
山
の
説
は
、
１

、
獲
信
の
年
月
日
時
を
記
憶
し
て
い
る
か
い
な
い
か
は

不
定
で
あ
る
、
２

、
一
座
の
法
縁
に
あ
っ
て
た
ち
ま
ち
驚
喜
仏
恩
の
身
に

な
っ
た
も
の
、
疑
惑
を
明
師
に
た
ず
ね
て
忽
然
と
明
信
し
た
る
も
の
は
年

月
日
時
を
記
憶
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
は
な
は
だ
少
な
い
、
３

、
ほ

と
ん
ど
の
者
は
、
数
百
席
の
聴
聞
を
重
ね
て
若
存
若
亡
を
往
来
し
、
偶
々

宿
善
開
發
し
て
獲
信
に
至
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
微
細
な
る
違
い
を

区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
初
起
の
年
月
日
時
を
記
憶
し
な
い
、
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
、
た
と
え
ば
宗
教
心
理
学
に
よ
る
寺
川
幽

芳
「
妙
好
人
の
回
心
経
験
を
め
ぐ
っ
て
」
の
急
激
的
回
心
と
漸
次
的
回
心

の
違
い
と
人
数
の
割
合
に
対
す
る
説
明
と
近
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
義

山
は
こ
の
説
を
後
に
あ
ま
り
説
か
な
く
な
り
、
宗
学
者
は
疑
難
が
多
か
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。

　

結
論
と
し
て
、
は
っ
き
り
と
異
安
心
と
い
え
る
の
は
一
念
の
時
、
も
し

く
は
回
心
の
記
憶
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
信
心
を
得
た
と
は
言
え
な
い
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
信
心
に
心
相
が
あ
る
こ
と
と
回
心
の
事
実
、
信
前
信

後
の
違
い
を
自
知
す
る
こ
と
は
宗
学
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

宗
学
者
は
回
心
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
評
価
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。「
一
念
覚
知
」
を
異
安
心
の
名
と
す
る
こ
と
は
覚
知
説
を
主
張
す
る

宗
学
者
が
い
る
、
覚
知
の
語
が
誤
用
で
あ
る
、
宗
学
者
が
認
め
て
い
る
回

心
の
事
実
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
に
誤
解
さ
れ
議
論
が
萎
縮
す
る
懸
念
が

あ
る
等
の
理
由
で
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
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目
路
の
橋
』（
一
七
八
四
年
）
や
小
林
一
茶
の
『
七
番
日
記
』（
一
八
一
五

年
）
に
も
登
場
す
る
。
一
例
で
は
あ
る
が
、
双
鉤
塡
墨
に
よ
る
名
号
の
親

鸞
に
直
接
す
る
伝
承
は
、
近
世
を
通
し
て
意
味
を
持
ち
続
け
、
旧
跡
巡
拝

の
目
的
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
代
で
は
三
名
号
の
所
蔵
先
に

お
い
て
す
で
に
当
初
の
伝
承
が
部
分
的
に
途
絶
え
、
所
蔵
先
確
認
に
困
難

を
極
め
る
状
況
で
あ
る
。
近
代
的
に
史
実
を
検
証
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
が
、
寺
伝
や
由
緒
、
縁
起
は
、
そ
の
今
日
的
意
味
を
再
解
釈
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
る
。
礼
拝
の
対
象
の
持
つ
意
味
や
、
語
り
継
が
れ
る
ス
ト
ー

リ
ー
の
背
景
に
あ
る
仏
縁
に
遇
う
よ
ろ
こ
び
や
尊
さ
の
歴
史
を
読
み
取
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
る
。
こ
の
営
為
に
形
骸
化
さ
れ
な
い
双
鉤
塡
墨

に
よ
る
名
号
の
真
宗
的
意
義
が
あ
る
。

明
遍
作
『
行
者
大
要
鈔
』
に
つ
い
て

那
須
　
一
雄

　

高
野
山
の
僧
・
明
遍
（
一
一
四
二
―
一
二
二
四
）
に
は
『
行
者
大
要

鈔
』
と
い
う
著
作
が
あ
る
。
本
書
の
原
本
は
現
存
し
な
い
が
、
底
本
の
異

な
る
写
本
が
二
本
伝
存
す
る
（
龍
谷
大
学
写
字
台
文
庫
、
並
び
に
筆
者

蔵
）。
龍
大
蔵
本
は
、
城
州
大
山
崎
の
宝
積
寺
塔
頭
の
極
楽
房
に
所
蔵
さ

れ
て
い
た
、
頼
圓
と
い
う
僧
侶
に
よ
る
写
本
（
天
正
六
年
〔
一
五
七
七

年
〕
書
写
）
を
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
南
紀
沙
門
秀
雄
が
、
宝
積
寺

塔
頭
仙
涼
坊
の
宜
純
に
依
頼
し
書
写
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た

筆
者
所
持
本
は
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
高
野
山
の
起
雲
楼
に
お
い

て
、
勢
南
松
坂
出
身
の
秀
榮
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
写

本
奥
書
の
文
中
、「
毘
沙
門
堂
の
法
印
」
は
明
禅
（
一
一
六
七
―
一
二
二

四
）
と
の
混
同
、「
真
清
」
は
「
信
西
」
の
誤
伝
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

は
な
く
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
字
体
を
用
い
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
親
鸞

は
、
仏
身
や
光
明
の
表
現
と
同
じ
く
名
号
も
礼
拝
の
対
象
と
し
て
実
体
化

さ
れ
る
こ
と
を
極
力
避
け
た
。
常
に
名
号
の
上
下
に
賛
を
付
し
、
弥
陀
の

は
た
ら
き
を
聞
思
す
る
実
践
的
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

本
質
論
で
言
え
ば
、
親
鸞
が
複
数
の
異
な
る
文
字
数
の
名
号
を
依
用
し
た

通
り
、
垂
名
示
形
は
限
定
化
対
象
化
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
現
実

的
に
言
え
ば
、
親
鸞
の
自
筆
で
あ
る
と
い
う
付
加
価
値
を
つ
け
た
り
、
執

着
す
る
こ
と
を
忌
避
し
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
双
鉤
塡
墨
の
名
号
は
、

歴
史
的
に
は
同
形
の
も
の
を
量
産
す
る
塗
り
絵
文
字
に
よ
る
名
号
で
あ
る

が
、
そ
の
真
宗
的
意
義
は
親
鸞
が
具
現
し
た
実
体
化
し
な
い
礼
拝
の
対
象

が
持
つ
意
味
に
あ
る
。

　

門
弟
集
団
が
本
格
的
に
寺
院
化
す
る
戦
国
期
に
な
る
と
、
名
号
の
受
容

が
爆
発
的
に
増
え
、
各
教
団
の
代
表
者
が
墨
書
す
る
名
号
が
主
流
と
な

り
、
双
鉤
塡
墨
に
よ
る
名
号
は
制
作
さ
れ
な
く
な
る
。
時
折
、
各
教
団
の

歴
代
が
双
鉤
塡
墨
に
よ
り
墨
書
し
た
名
号
を
拝
す
る
が
、
主
流
で
は
な

い
。
近
世
は
、
双
鉤
塡
墨
の
名
号
か
ら
籠
字
式
の
花
押
型
へ
と
用
途
が
移

行
す
る
。

　

そ
れ
で
は
双
鉤
塡
墨
の
名
号
は
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
二
〇
一
七
年
に
『
遺
徳
法
輪
集
』（
一
六
九
四
年
）
に
「
親

鸞
が
柳
堂
で
自
筆
の
九
字
名
号
を
三
人
に
与
え
た
」
と
伝
承
さ
れ
る
名
号

が
明
専
寺
（
長
野
県
）
彦
坂
家
（
長
野
県
）
金
蔵
寺
（
兵
庫
県
）
に
現
存

す
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
三
名
号
は
、
柳
堂
妙
源
寺
（
愛
知
県
）
が
所

蔵
す
る
『
真
宗
曼
荼
羅
』
の
九
字
名
号
「
南
无
不
可
思
議
光
如
来
」
と
同

形
で
あ
る
。
特
に
在
家
の
門
弟
で
あ
る
彦
坂
家
は
、
庭
先
に
名
号
を
奉
懸

す
る
小
堂
を
建
て
、
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え
て
き
た
。
菅
江
真
澄
の
『
来
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一
文
を
唱
え
た
明
遍
の
立
場
と
一
致
す
る
。
第
四
に
「
十
、
善
知
識
の

事
」
に
は
、
病
人
の
臨
終
時
に
正
念
を
得
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

点
に
配
慮
す
べ
き
か
に
つ
い
て
説
か
れ
て
い
る
が
、
良
忠
（
一
一
九
九
―

一
二
八
七
）
の
『
浄
土
宗
要
集
』
に
は
、
明
遍
が
、
平
生
に
お
い
て
聖
教

に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て
自
分
の
浄
土
往
生
は
決
定
と
思
う
の

が
「
勝
解
作
意
」、
自
分
の
実
際
の
臨
終
時
に
聖
衆
の
来
迎
を
得
て
正
念

に
達
し
た
時
の
心
の
こ
と
を
「
真
実
作
意
」
と
言
う
と
し
、
後
者
の
「
真

実
作
意
」
即
ち
「
臨
終
正
念
」
を
得
る
こ
と
を
大
変
重
視
し
て
い
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
浄
全
十
一
、
八
三
―
八
四
頁
）。
第
五
に
「
十
七
、

行
人
の
鬼
病
の
事
」
で
示
さ
れ
る
「
勇
猛
強
盛
の
行
人
に
成
れ
ば
、
定
業

と
云
へ
ど
も
、
転
ず
べ
し
と
見
へ
た
り
」
と
い
う
明
遍
の
立
場
は
、「
勇

猛
強
盛
は
た
け
く
い
さ
み
て
つ
よ
く
さ
か
ん
な
る
な
り
。
此
れ
は
蓮
華
谷

の
明
遍
僧
都
の
義
也
」（『
翼
賛
』
浄
全
一
六
、
三
〇
一
頁
）「
順
次
に
往

生
せ
ざ
る
こ
と
は
、
強
盛
の
心
を
起
さ
ざ
る
が
故
也
」（『
浄
土
宗
要
集
見

聞
』
浄
全
十
一
、
四
七
一
頁
）
と
い
う
明
遍
に
つ
い
て
の
伝
承
と
一
致
す

る
。
第
六
に
「
十
一
、
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る
事
」
で
は
、
私
釈
に
お

い
て
順
後
生
、
第
三
生
へ
の
因
果
を
語
る
明
遍
の
立
場
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
明
遍
は
『
大
無
量
寿
経
』
の
第
二

十
願
を
深
く
た
の
む
こ
と
に
よ
る
順
後
往
生
と
い
う
こ
と
も
力
説
し
て
お

り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、『
行
者
大
要
鈔
』
と
諸
文
献
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
明
遍
の
教
学
的
立
場
と
の
一
致
点
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

「
十
一
面
反
作
」
に
つ
い
て
は
、
前
島
信
也
氏
よ
り
「（
父
・
信
西
の
）
十

三
回
忌
に
反
を
作
す
」（『
沙
石
集
』
巻
第
十
本
の
四
）
と
い
う
文
の
誤
写

と
い
う
御
教
示
を
い
た
だ
き
、
筆
者
は
前
島
氏
の
説
に
従
う
も
の
と
す

る
。
本
書
は
、
仏
道
生
活
の
規
範
に
つ
い
て
二
十
一
項
目
に
亘
り
論
じ
た

も
の
で
あ
り
、
内
題
の
下
に
は
「
行
者
、
左
脇
机
に
於
て
、
朝
暮
、
之
を

見
る
可
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
明
遍
の
教
義
理
解
に
つ
い
て
述
べ
た
も

の
で
は
な
く
、
本
書
で
説
か
れ
て
い
る
事
柄
は
、
写
本
奥
書
に
記
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
「
八
宗
に
亘
り
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
」
も
の
で
あ
る
。
だ

が
本
書
か
ら
は
、
筆
者
が
既
に
論
じ
た
（
拙
稿
「
蓮
華
谷
明
遍
の
浄
土
教

思
想
」『
印
仏
研
』
五
六
―
一
、
同
「
明
遍
浄
土
教
と
弁
長
の
浄
土
教
学
」

『
印
仏
研
』
六
四
―
二
、
同
「
明
遍
浄
土
教
再
考
」『
印
仏
研
』
六
六
―
二
）

以
下
の
よ
う
な
明
遍
の
浄
土
教
的
立
場
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
則

ち
、
第
一
に
「
十
、
善
知
識
の
事
」「
十
一
、
臨
終
に
善
悪
の
相
を
知
る

事
」「
十
三
、
追
善
の
事
」
の
所
説
か
ら
は
、
浄
土
往
生
を
願
っ
て
い
た

明
遍
の
立
場
が
読
み
取
れ
る
。
第
二
に
「
十
、
善
知
識
の
事
」
で
は
、

『
観
念
法
門
』
や
『
華
厳
経
探
玄
記
』
に
よ
り
、
臨
終
時
に
至
る
ま
で
称

名
念
仏
行
を
修
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
法
然
上
人

行
状
絵
図
』
第
十
六
（
伝
全
集
七
九
―
八
〇
頁
）
に
説
か
れ
る
明
遍
に
つ

い
て
の
記
述
と
一
致
す
る
。
第
三
に
「
七
、
魔
事
の
事
」
で
は
、『
往
生

要
集
』
第
五
助
念
方
法
門
の
第
六
対
治
魔
事
に
お
け
る
所
説
に
基
づ
き
、

魔
事
を
対
治
す
る
た
め
に
念
仏
を
修
す
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
る
。
こ
こ
で

修
す
べ
き
事
が
勧
め
ら
れ
る
念
仏
は
、
明
遍
に
お
い
て
は
称
名
念
仏
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
、『
今
物
語
』
三
十
六
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
、

生
霊
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
（
即
ち
魔
事
に
苦
し
ん
で
い
る
）
弟
子
に
対

し
て
、
責
め
念
仏
（
称
名
念
仏
）
を
行
い
、『
般
舟
讃
』
の
利
剣
名
号
の



321　　

第８部会 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

経
』
の
新
出
資
料
の
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、『
論
記
』
の
依
用
し
た
テ

キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
駒
澤
大
学
禅
宗
史
研
究
会
編
『
慧
能
研
究
』
に
お
い
て
対

照
が
な
さ
れ
て
い
る
『
壇
経
』
の
重
要
な
五
本
の
テ
キ
ス
ト
の
内
、
一
見

し
て
円
珍
が
依
用
し
て
い
る
文
と
類
似
し
て
い
る
、
敦
煌
本
・
大
乗
寺

本
・
興
聖
寺
本
の
三
本
、
ま
た
『
慧
能
研
究
』
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
た
新

出
資
料
で
あ
る
、
真
福
寺
本
・
敦
煌
市
博
物
館
所
蔵
本
・
旅
順
博
物
館
所

蔵
本
の
三
本
に
つ
い
て
対
照
を
行
い
、
円
珍
の
依
用
し
た
『
六
祖
壇
経
』

の
系
統
に
つ
い
て
探
っ
た
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
『
論
記
』
が
依
用
し
た
『
壇
経
』
の
文
章
は
、
六
本
の
テ
キ
ス
ト
中
に

ほ
ぼ
含
ま
れ
て
い
る
が
、「
何
期
自
性
微
妙
念
念
円
明
真
是
」
と
い
う
記

述
に
つ
い
て
は
、
一
致
す
る
テ
キ
ス
ト
が
な
い
。
六
本
に
あ
る
「
汝
聴
一

仏
乗
莫
求
二
乗
迷
却
汝
性
」
は
、『
論
記
』
が
引
く
「
汝
莫
求
二
乗
迷
却
汝

性
」
に
対
応
す
る
が
、『
論
記
』
の
引
く
文
の
み
六
本
の
反
対
に
ず
れ
て

い
る
。
ま
た
「
空
離
空
於
相
離
相
」
も
『
論
記
』
の
引
文
の
み
反
対
に
ず

れ
て
い
る
。『
論
記
』
の
引
文
に
あ
る
「
七
巻
盡
是
譬
喩
因
縁
」
の
「
七
」

は
、
興
聖
寺
本
の
み
「
十
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
七
」
の
字
の

誤
植
と
見
ら
れ
る
。『
論
記
』
の
引
文
に
あ
る
「
莫
開
衆
生
知
見
」
は
、

敦
煌
本
三
本
に
は
対
応
箇
所
が
あ
る
。『
論
記
』
の
引
文
に
あ
る
「
汝
須

念
念
」
は
、
敦
煌
本
三
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
大
乗
寺
本
・
興
聖
寺
本
・
真

福
寺
本
の
恵
昕
本
系
統
に
見
ら
れ
る
。『
論
記
』
の
引
文
の
文
末
に
あ
る

「
其
時
聴
人
無
不
悟
者
」
は
、
敦
煌
本
三
本
に
は
対
応
箇
所
が
あ
る
。

　
『
論
記
』
の
引
文
に
見
ら
れ
る
、
文
末
の
「
其
時
聴
人
無
不
悟
者
」
が

敦
煌
本
三
本
と
一
致
す
る
こ
と
、
及
び
「
莫
開
衆
生
知
見
」
の
文
が
敦
煌

本
三
本
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
円
珍
は
敦
煌
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
見

円
珍
『
法
華
論
記
』
に
お
け
る
『
六
祖
壇
経
』
の
依
用
に
つ
い
て

浅
野
　
　
学

　

円
珍
（
八
一
四
―
八
九
一
）『
法
華
論
記
』（
以
下
、『
論
記
』）
で
は
、

天
台
宗
の
学
説
を
頻
り
に
宣
揚
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
中
で
禅
宗
の
慧

能
一
門
の
法
華
経
解
釈
を
依
用
し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

六
祖
慧
能
（
六
三
八
―
七
一
三
）
の
説
法
の
記
録
で
あ
る
『
六
祖
壇
経
』

（
以
下
、『
壇
経
』）
か
ら
の
依
用
で
あ
る
。『
論
記
』
は
、『
壇
経
』
の
依

用
が
確
認
さ
れ
る
著
述
と
し
て
は
、
最
古
の
部
類
に
入
る
も
の
で
あ
る
。

『
壇
経
』
に
つ
い
て
は
、
諸
種
の
異
本
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

円
珍
が
当
時
ど
の
系
統
の
『
壇
経
』
を
見
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
未

だ
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
『
論
記
』
の
依
っ
た
『
壇
経
』

を
め
ぐ
っ
て
検
討
す
る
。

　

円
珍
は
、
お
よ
そ
五
年
間
（
八
五
三
年
八
月
―
八
五
八
年
六
月
）
に
及

ぶ
唐
で
の
留
学
を
終
え
、
八
五
八
年
六
月
に
帰
朝
す
る
が
、
帰
朝
を
目
前

に
し
た
五
月
に
、
在
唐
五
年
の
間
に
求
得
し
た
経
典
な
ど
に
つ
い
て
ま
と

め
た
総
目
録
『
日
本
国
上
都
比
叡
山
延
暦
寺
比
丘
円
珍
入
唐
求
法
惣
目

録
』（
以
下
、『
智
証
大
師
請
来
目
録
』）
を
天
台
山
国
清
寺
に
お
い
て
作

成
し
て
い
る
。『
智
証
大
師
請
来
目
録
』
を
見
る
と
、
唐
代
初
期
禅
宗
の

禅
籍
が
相
当
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
中
に
は
、「
曹

渓
能
大
師
壇
経
一
巻
」
つ
ま
り
『
壇
経
』
の
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　
『
論
記
』
に
お
け
る
『
壇
経
』
の
依
用
箇
所
に
つ
い
て
、
池
田
魯
参
博

士
﹇
一
九
八
九
﹈
の
研
究
（「
智
證
大
師
が
見
聞
し
た
禅
宗
」『
智
證
大
師

研
究
』）
で
は
、「
こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
文
の
も
の
は
ど
こ

に
も
み
つ
か
ら
な
い
か
ら
、
あ
る
い
は
智
証
大
師
の
取
意
の
引
用
な
の
で

あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
論
考
よ
り
後
に
発
見
さ
れ
た
『
壇



　　322

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第８部会

　

勧
学
会
は
中
下
級
貴
族
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
会
で
あ
り
、
慶
滋
保
胤

を
は
じ
め
と
す
る
熱
心
な
阿
弥
陀
信
仰
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
、『
本
朝
文
粋
』
に
は
参
加
者
の
中
に
弥
勒
信
仰
を
持
つ

者
も
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、『
本
朝
麗
藻
』
に
は
慶
滋

保
胤
が
源
信
と
共
に
弥
勒
に
遇
う
行
を
修
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

寛
和
元
年
（
九
八
五
）
に
源
信
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
往
生
要
集
』

は
、
往
生
極
楽
を
勧
め
る
書
物
で
あ
る
。
源
信
は
大
文
第
一
「
厭
離
穢

土
」
に
お
い
て
天
界
へ
の
往
生
は
願
う
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、

大
文
第
三
「
極
楽
証
拠
」
で
、
兜
率
と
極
楽
の
往
生
難
易
に
つ
い
て
述
べ

て
比
較
し
て
い
る
。

　
「
極
楽
証
拠
」
に
お
い
て
源
信
は
、

・
多
く
の
経
典
が
極
楽
往
生
を
説
い
て
い
る

・
阿
弥
陀
仏
は
娑
婆
世
界
の
者
と
関
わ
り
が
深
い

・ 

末
法
の
世
で
は
、
す
べ
て
の
経
典
が
消
滅
す
る
が
、
阿
弥
陀
経
典
の
み

は
残
さ
れ
る

・ 

観
音
、
勢
至
は
元
々
娑
婆
世
界
で
修
行
を
重
ね
極
楽
に
往
生
し
て
い
る

た
め
、
我
々
凡
夫
に
も
極
楽
か
ら
の
は
た
ら
き
か
け
が
あ
る
に
違
い
な

い
と
の
理
由
か
ら
、
源
信
は
兜
率
へ
の
往
生
で
は
な
く
極
楽
へ
の
往
生
を
勧

め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
源
信
は
「
極
楽
以
外
の
浄
土
を
願
う
者
は
そ
の
行
を
行

え
、
互
い
の
浄
土
を
非
難
し
て
は
い
け
な
い
」
と
し
、
兜
率
に
対
す
る
極

楽
の
優
位
性
を
説
か
ず
に
、
大
文
第
三
を
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
勧
学

会
参
加
者
の
詩
作
や
、
藤
原
道
長
が
金
峯
山
へ
奉
納
し
た
銘
文
に
「
仰
願

て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
そ
う
だ
が
、
一
方
で
、「
汝
須
念
念
」
の

文
は
、
敦
煌
本
三
本
に
は
な
く
恵
昕
本
系
統
に
だ
け
見
ら
れ
た
の
で
、
現

状
で
は
断
定
し
難
い
。
或
い
は
、
恵
昕
が
乾
徳
五
年
（
九
六
七
）
に
再
編

す
る
際
、
恵
昕
が
依
っ
た
古
本
に
は
「
其
時
聴
人
無
不
悟
者
」「
莫
開
衆

生
知
見
」
等
の
文
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
全
体
的
な
一
致
度
か
ら

は
、
敦
煌
市
博
物
館
所
蔵
本
と
旅
順
博
物
館
所
蔵
本
の
二
本
が
、
最
も

『
論
記
』
の
引
文
に
類
似
し
て
い
た
。
現
状
で
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
言

え
な
い
が
、
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
今
後
の

課
題
と
し
て
問
題
提
起
し
て
お
き
た
い
。

源
信
に
お
け
る
弥
勒
信
仰
の
受
容
に
つ
い
て

廣
澤
彌
々
子

　

弥
勒
信
仰
は
日
本
へ
伝
来
当
時
、
現
世
利
益
を
目
的
と
し
た
祈
禱
が
行

わ
れ
て
い
た
が
、
飛
鳥
時
代
に
な
る
と
兜
率
天
へ
の
往
生
を
目
的
と
す
る

信
仰
へ
と
変
化
が
生
じ
た
。
弥
勒
信
仰
は
死
後
兜
率
天
に
昇
り
、
後
に
弥

勒
と
下
生
し
て
三
会
に
遇
お
う
と
願
う
弥
勒
上
生
信
仰
と
、
未
来
世
の
三

会
の
説
法
に
遇
お
う
と
願
う
弥
勒
下
生
信
仰
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

　

最
澄
は
「
願
文
」
で
「
牟
尼
日
久
隠
慈
尊
月
未
照
」（『
伝
教
大
師
全

集
』
一
、
一
頁
）、
最
澄
か
ら
泰
範
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
我
公
此
生

結
縁
待
見
弥
勒
」（『
伝
教
大
師
全
集
』
一
、
七
八
五
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

ま
た
『
大
日
本
国
法
華
験
記
』
の
相
応
伝
に
は
「
現
身
昇
都
率
内
院
。
親

見
慈
尊
供
養
礼
拝
。」（「
第
五　

叡
山
無
動
寺
相
応
和
尚
」『
往
生
伝　

法

華
験
記
』
五
一
六
頁
）
と
あ
り
、
天
台
の
中
で
も
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
推
測
で
き
る
。
貴
族
の
中
で
は
、
村
上
天
皇
や
藤
原
道
長
も
弥
勒
に
遇

う
こ
と
を
願
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
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と
な
っ
た
。
五
衰
殿
は
懐
妊
し
た
が
、
嫉
妬
し
た
九
九
九
人
の
妃
た
ち
は

占
い
師
に
、
生
ま
れ
た
王
子
は
九
足
八
面
の
鬼
で
あ
り
、
都
を
焼
き
国
王

を
喰
い
天
下
を
皆
海
中
に
沈
め
る
と
予
言
さ
せ
た
。
母
子
の
処
置
を
任
さ

れ
た
九
九
九
人
の
妃
た
ち
は
、
五
衰
殿
母
子
を
鬼
谷
山
の
鬼
持
谷
に
連
れ

て
行
か
せ
て
武
士
た
ち
に
首
を
刎
ね
さ
せ
た
。
王
子
は
一
二
匹
の
虎
に
養

育
さ
れ
て
い
た
が
、
一
七
〇
〇
歳
の
法
華
行
者
で
あ
る
喜
見
上
人
と
い
う

聖
が
十
羅
刹
女
の
使
い
で
あ
る
蜘
蛛
か
ら
王
子
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
王

子
を
三
年
養
っ
た
の
ち
に
参
内
し
て
王
に
告
げ
た
。
善
財
王
は
宝
蔵
か
ら

五
本
の
剣
を
取
り
出
し
て
北
に
向
か
っ
て
投
げ
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
が
日

本
に
落
ち
た
。
王
、
聖
、
王
子
は
そ
れ
ら
五
か
所
を
巡
っ
た
後
に
紀
州
に

落
ち
着
い
た
。
旃
陀
越
国
王
経
を
元
に
し
た
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
持
つ
「
厳
島
の
本
地
」
が
今
に
伝
わ
る
が
、
プ
ロ
ッ
ト
の
複
雑
さ

や
不
自
然
さ
か
ら
見
て
熊
野
か
ら
厳
島
へ
の
伝
播
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
厳
島
神
社
特
有
の
海
上
社
殿
は
、
平
清
盛
に
よ
る
仁
安
造
営
を

機
に
誕
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
仁
安
社
殿
は
二
度
の
火
災
に

よ
っ
て
全
く
現
存
し
て
お
ら
ず
、
二
度
目
の
再
建
と
な
る
仁
治
社
殿
も
本

社
拝
殿
と
祓
殿
の
二
棟
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
仁
治
造
営
は
仁
安
造
営
の

七
〇
年
後
に
行
わ
れ
て
お
り
、
仁
安
社
殿
の
配
置
を
直
接
に
受
け
継
ぐ
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仁
治
社
殿
は
二
棟
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
再
建
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
多
く
の
古
文
書
が
残
っ

て
お
り
、
再
建
当
初
の
社
殿
配
置
を
ほ
ぼ
正
確
に
把
握
で
き
る
の
で
あ

る
。
図
面
に
よ
れ
ば
、
現
在
も
四
足
門
の
残
る
大
宮
背
後
の
海
岸
縁
の
敷

地
に
夏
堂
と
呼
ば
れ
た
本
地
堂
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。「
厳
島

の
本
地
」
で
は
、
足
引
の
宮
を
祀
る
大
宮
の
本
地
が
胎
蔵
界
大
日
、
息
子

で
あ
る
王
子
を
祀
る
中
宮
の
本
地
が
千
手
観
音
と
な
っ
て
い
る
。
善
哉
王

当
慈
尊
成
仏
之
時
、
自
極
楽
界
往
詣
仏
所
、
為
法
華
会
聴
聞
受
成
仏
記
」

（「
八
六　

奈
良
県
金
峯
神
社
教
筒
銘
」『
平
安
遺
文　

金
石
文
編
』
八
九

頁
）
と
あ
る
こ
と
等
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
当
時
の
貴
族
社
会
で
は
「
現

世
安
穏
・
後
世
善
処
」
と
い
う
二
世
安
楽
信
仰
が
主
で
あ
っ
た
た
め
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

　

源
信
晩
年
の
著
作
で
あ
る
『
阿
弥
陀
経
略
記
』
に
は
「
経
曰
舎
利
至
無

信
之
法
者
。
第
四
挙
我
徳
行
為
仏
讃
勧
。
或
此
下
二
文
応
為
大
文
第
三
総

結
。」（『
大
正
蔵
』
五
七
、
六
八
二
頁　

中
）
と
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

『
往
生
要
集
』
執
筆
時
点
で
は
、
阿
弥
陀
信
仰
と
弥
勒
信
仰
が
共
存
し
て

い
た
。
源
信
が
『
往
生
要
集
』
で
そ
の
よ
う
に
説
い
た
の
は
、
当
時
の
二

世
安
楽
信
仰
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

厳
島
の
ポ
ー
タ
ラ
カ 

│
│ 

海
上
社
殿
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
か 

│
│

山
﨑
　
好
裕

　

厳
島
神
社
海
上
社
殿
の
成
立
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
明
快
な
説

明
が
見
ら
れ
な
い
。
本
報
告
で
は
最
初
期
の
設
計
者
に
、
宮
島
を
観
音
浄

土
・
補
陀
落
と
す
る
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
華
厳
経
に
登
場

す
る
補
陀
落
だ
が
、
密
教
経
典
・
陀
羅
尼
集
経
に
至
っ
て
海
島
と
さ
れ
、

日
本
に
お
い
て
古
く
に
補
陀
落
渡
海
の
信
仰
が
生
ま
れ
た
。
熊
野
那
智
で

は
既
に
平
安
時
代
初
期
に
こ
の
信
仰
が
あ
り
、『
平
家
物
語
』
に
は
清
盛

の
子
・
維
盛
が
補
陀
落
渡
海
を
成
し
て
死
ん
だ
と
あ
る
。
こ
の
熊
野
に
は

『
神
道
集
』
に
も
登
場
す
る
「
熊
野
の
本
地
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
中

天
竺
摩
訶
陀
国
の
善
財
王
の
妃
で
あ
っ
た
五
衰
殿
は
、
千
人
の
妃
の
な
か

で
最
も
容
貌
が
醜
か
っ
た
た
め
に
王
か
ら
顧
み
ら
れ
ず
、
そ
こ
で
千
手
観

音
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
三
二
相
八
〇
種
好
を
具
足
し
紫
磨
金
色
の
美
貌
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道
範
の
三
点
説
に
つ
い
て

佐
藤
　
も
な

　

大
日
如
来
（
毘
盧
遮
那
仏
）
の
衆
生
へ
の
説
法
は
ど
の
仏
身
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
か
と
い
う
議
論
は
、
空
海
が
法
身
に
よ
る
説
法
を
主
張
し
た
こ

と
に
よ
り
、
中
世
真
言
教
学
に
お
け
る
課
題
と
な
っ
た
。
三
点
説
と
は
、

静
遍
（
一
一
六
五
―
一
二
二
三
）
が
体
系
化
し
、
道
範
（
一
一
七
九
―
一

二
五
二
）
に
継
承
さ
れ
た
と
さ
れ
る
教
主
論
で
、
大
日
如
来
の
「
理
」
と

「
智
」
が
合
一
し
た
「
事
」
で
あ
る
「
人
」
が
密
教
の
教
主
で
あ
り
、
教

主
は
人
の
心
内
に
存
在
す
る
と
い
う
考
え
方
を
最
大
の
特
徴
と
す
る
。
先

行
研
究
で
は
静
遍
『
秘
宗
文
義
要
』、
道
範
『
貞
応
抄
』、『
大
日
経
疏
遍

明
鈔
』
等
の
活
字
文
献
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
本
発
表
で
は

未
翻
刻
資
料
に
み
ら
れ
る
三
点
説
を
紹
介
す
る
。

　

静
遍
説
・
道
範
記
『
林
葉
鈔
』
巻
上
（
大
須
文
庫
本
）
で
は
、『
二
教

論
』
の
「
理
智
法
身
境
界
」
の
語
に
つ
い
て
、
理
・
智
が
「
法
」、
能
説

が
「
人
」
で
あ
り
教
主
で
あ
る
が
、
理
・
智
・
事
の
三
点
は
不
離
で
あ
る

た
め
に
、（「
人
」＝
）「
理
智
法
身
」
の
説
法
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
道
範
著
『
即
身
成
仏
義
聞
書
』
に
は
、
能
具
の
「
人
」
が
真
言
教
主

で
あ
り
自
性
身
で
あ
る
と
い
う
、
静
遍
と
同
様
の
三
点
説
が
道
範
自
身
の

文
言
と
し
て
確
認
で
き
る
。『
覚
阿
問
答
鈔
』
巻
下
で
は
、
覚
阿
と
道
範

に
よ
る
問
答
中
に
お
い
て
、
六
大
の
不
離
を
根
拠
と
し
た
理
・
智
・
事
の

不
離
が
説
か
れ
、
理
・
智
を
象
徴
す
る
両
界
曼
荼
羅
の
不
二
の
状
態
を

（
事
点
の
）「
人
」
と
す
る
と
い
う
、
六
大
や
両
界
曼
荼
羅
を
用
い
た
道
範

独
自
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
説
は
、
後
代
の
新
義
真
言
系
の
派
祖
で
あ
る
頼
瑜
（
一
二

二
六
―
一
三
〇
四
）
や
高
野
山
教
学
の
大
成
者
で
あ
る
宥
快
（
一
三
五
四

は
二
人
を
訪
ね
て
き
た
た
め
客
人
宮
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
本
地
は
毘
沙
門

天
で
あ
る
。
大
宮
の
本
地
仏
を
大
日
如
来
と
す
る
伝
承
は
古
く
、『
渓
嵐

拾
葉
集
』
巻
第
三
七
「
日
本
国
独
胡
形
事
」
に
「
厳
島
者
胎
蔵
界
大
日
如

来
也
」
と
あ
る
他
、
成
立
年
代
不
明
の
『
源
平
盛
衰
記
』
巻
第
一
三
「
入

道
信
厳
島
井
垂
迹
事
」
に
は
「
厳
島
の
本
地
」
と
一
致
す
る
本
地
の
記
載

が
あ
る
。
し
か
し
、
厳
島
の
本
地
仏
が
本
来
、
熊
野
那
智
と
同
じ
観
世
音

菩
薩
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
平
家
納
経
と
共
に
納
め
ら
れ
た
清
盛
願
文
に

「
相
伝
云
当
社
是
観
音
菩
薩
之
化
現
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ

る
。
実
際
、
本
地
堂
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
木
造
十
一
面
観
音
立
像
が
島
内

の
大
聖
院
に
現
存
す
る
。
補
陀
落
浄
土
信
仰
の
た
め
、
観
世
音
菩
薩
が
海

岸
の
波
打
ち
際
に
座
し
て
い
る
画
像
が
數
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
厳
島
の
造
営
に
際
し
て
、
ま
ず
、
波
打
ち
際
に
観
世
音
菩
薩
を
納
め

た
夏
堂
が
建
立
さ
れ
た
か
、
構
想
さ
れ
る
か
し
た
。
続
い
て
、
清
盛
の
時

代
に
萌
芽
的
に
発
生
し
て
い
た
本
地
垂
迹
思
想
に
基
づ
き
、
神
と
し
て
の

「
足
引
き
の
宮
」
を
祀
る
大
宮
等
の
海
上
社
殿
が
配
置
さ
れ
た
。
こ
う
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
平
家
納
経
が
観
音
経
を
含
む
法
華
経
を
中
心
と
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
島
に
強
い
観
音
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
に
間

違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
補
陀
落
信
仰
の
痕
跡
は
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
海
上
社
殿
の
正
軸
上
に
本
地
堂
を
配
置
す
る
と
い
う
、
他

に
例
を
見
な
い
、
視
覚
的
に
も
明
瞭
に
本
地
垂
迹
思
想
を
示
し
た
特
異
な

配
置
は
、
設
計
者
に
明
確
な
宗
教
的
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
。
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含
ん
で
い
る
と
も
い
え
る
。

　

中
世
以
後
の
真
言
教
学
に
お
け
る
教
主
論
を
含
む
様
々
な
議
論
は
、
と

き
に
非
常
に
細
か
く
煩
雑
な
も
の
と
も
な
る
た
め
、
限
ら
れ
た
学
派
や
宗

内
で
の
み
通
用
し
、
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
議
論
や
文
献
の
中
に

は
、
現
代
の
宗
派
史
、
教
学
史
と
い
う
枠
組
を
離
れ
て
よ
り
広
い
視
点
か

ら
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
注
目
す
べ
き
問
題
が
多
々
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
今
後
、
未
翻
刻
資
料
の
読
解
な
ど
基
礎
研
究
も
含
め
た
、
よ
り
総

合
的
な
検
討
が
課
題
と
な
ろ
う
。

鎌
倉
後
期
の
仏
教
思
想 

│
│ 

舎
利
信
仰
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

髙
松
世
津
子

　

本
研
究
の
課
題
は
、「
困
難
な
時
代
、
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
現
実
世
界

に
生
か
そ
う
と
し
た
の
か
明
確
に
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
鎌
倉
後
期
、
朝

廷
・
幕
府
・
宗
教
の
重
責
を
担
う
人
々
は
、
仏
法
を
最
大
限
に
用
い
て
国

難
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
、
密
教
の
多
く
の
修
法
で
釈
迦
を
は
じ
め
と
す

る
仏
・
菩
薩
の
力
を
借
り
る
た
め
に
舎
利
を
祀
っ
た
。
本
論
は
、
当
時
の

「
室
生
舎
利
信
仰
」
と
「
叡
尊
の
舎
利
信
仰
」
の
事
績
に
つ
い
て
研
究
・

考
察
し
た
こ
と
の
報
告
で
あ
り
、
以
下
特
に
②
を
新
た
に
明
確
化
し
た
。

①
当
時
、
空
海
の
死
後
百
年
頃
に
書
か
れ
た
『
御
遺
告
』
第
二
十
五
の
内

容
を
「
室
生
山
埋
納
舎
利
（
以
下
『
室
生
舎
利
』）
を
祀
り
祈
禱
を
す
る

と
国
難
が
回
避
で
き
る
」
と
解
釈
し
、
密
律
兼
修
の
遁
世
僧
ら
が
発
掘
し

て
元
寇
祈
禱
で
祀
っ
た
。
こ
の
室
生
舎
利
の
事
績
は
Ａ
金
沢
文
庫
本
『
舎

利
相
伝
縁
起
』
と
Ｂ
『
続
群
書
類
従
』
掲
載
『
室
生
山
御
舎
利
相
伝
縁

起
』
な
ど
に
残
る
。
ま
た
亀
山
上
皇
と
幕
府
安
達
泰
盛
が
政
治
側
の
中
心

―
一
四
一
六
）
に
よ
っ
て
「
嫡
嫡
の
正
統
、
既
に
此
の
義
無
し
」（
頼
瑜

『
瑜
祇
経
拾
古
鈔
』
巻
中
）
な
ど
と
、
根
拠
が
無
い
と
批
判
さ
れ
た
。
し

か
し
印
融
（
一
四
三
五
―
一
五
一
九
）
は
『
古
筆
拾
集
鈔
』
巻
二
に
お
い

て
頼
瑜
の
主
張
を
否
定
し
て
い
る
。
印
融
は
『
纂
元
面
授
』
や
『
蔵
中
冶

金
鈔
』、
憲
深
（
一
一
九
二
―
一
二
六
三
）
の
口
決
と
い
っ
た
醍
醐
寺
の

文
献
に
理
智
事
の
三
点
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
や
、
高
野
山
内
で
は

長
覚
（
一
三
四
〇
―
一
四
一
六
）
の
双
紙
に
心
内
三
点
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
空
海
以
後
の
学
僧
は
法
身
説
法
を
ど
の
よ
う
に
理
解
・
解
釈
し
て
き

た
か
」
と
い
う
真
言
教
学
史
上
の
視
点
に
お
い
て
は
、
三
点
説
は
い
わ
ゆ

る
古
義
・
新
義
双
方
の
大
学
匠
か
ら
批
判
さ
れ
た
傍
流
の
説
と
い
う
位
置

づ
け
と
な
り
、
実
際
、
静
遍
や
道
範
の
教
主
論
は
そ
の
よ
う
に
み
な
さ
れ

て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
批
判
が
正
確
で
無
い
こ
と
を
踏
ま
え
、

改
め
て
三
点
説
が
示
唆
す
る
も
の
を
考
え
て
み
た
い
。

　

三
点
説
は
「
仏
が
衆
生
に
真
理
を
説
く
」
と
い
う
仏
教
の
基
本
的
な
説

法
の
構
造
を
、
個
々
の
衆
生
の
心
の
中
の
事
象
と
し
て
説
明
す
る
と
い
う

大
胆
な
展
開
を
行
っ
て
お
り
、『
大
日
経
』
な
ど
の
密
教
経
典
や
、
当
時

の
禅
宗
と
の
関
係
な
ど
も
含
め
、
注
目
に
値
す
る
教
主
論
で
あ
る
と
い
え

る
。
ま
た
三
点
説
は
、
成
仏
と
は
衆
生
が
心
の
あ
り
方
を
変
え
る
こ
と
で

仏
と
な
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
を
基
盤
と
し
て
お
り
、
直
接
的
に
は

実
感
し
が
た
い
法
身
説
法
と
い
う
理
論
を
、
人
間
を
主
体
と
し
て
よ
り
現

実
的
に
捉
え
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
決
し
て
真
言
教
学
内
の
問
題
に

と
ど
ま
ら
ず
、「
経
典
に
あ
る
仏
の
説
法
と
は
何
か
」、「
経
典
の
教
え
に

よ
り
、
人
は
ど
の
よ
う
に
仏
と
な
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
、
実
在
の
説
法

者
で
あ
っ
た
釈
迦
入
滅
後
の
、
大
乗
仏
教
経
典
全
般
に
共
通
す
る
問
題
を
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は
奇
跡
に
満
ち
、
例
え
ば
西
大
寺
末
寺
尼
寺
法
華
寺
で
の
「
眼
前
で
舎
利

が
湧
出
す
る
な
ど
の
奇
跡
」（
叡
尊
『
法
華
寺
舎
利
縁
起
』）
や
、「
西
大

寺
の
舎
利
が
文
永
八
年
に
は
総
計
五
千
粒
に
な
っ
た
」（
叡
尊
『
感
身
学

正
記
』）
こ
と
等
が
史
料
に
残
る
。
叡
尊
の
舎
利
を
祀
る
元
寇
祈
禱
は
、

調
伏
法
な
ど
の
修
法
を
用
い
な
が
ら
も
平
和
的
解
決
を
願
う
も
の
で
あ
っ

た
。
叡
尊
に
は
伊
勢
神
宮
や
石
清
水
八
幡
宮
な
ど
で
神
託
が
下
り
、
特
に

文
永
十
一
年
八
月
、
石
清
水
八
幡
宮
で
下
り
た
「
元
寇
に
備
え
る
た
め
男

山
に
集
ま
る
神
々
が
こ
の
地
で
の
殺
生
を
見
て
悲
し
ん
で
い
る
た
め
、
殺

生
禁
断
の
地
に
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
託
宣
や
、
弘
安
三
年
伊
勢
神
宮
祈

禱
で
の
「
誠
意
あ
る
叡
尊
の
祈
り
に
よ
り
必
ず
再
度
の
元
寇
で
日
本
を
守

る
」
と
い
う
託
宣
、
さ
ら
に
弘
安
四
年
の
戦
闘
時
、
石
清
水
八
幡
宮
で
祈

禱
・
述
誡
の
後
に
託
宣
が
あ
り
「
神
殿
の
扉
が
開
き
西
に
向
い
て
吹
い
た

強
風
の
た
め
、
戦
地
で
元
寇
船
が
海
に
沈
ん
で
戦
い
が
終
了
し
た
」
と
い

う
記
述
が
史
料
に
残
る
。

　

以
上
よ
り
、
当
時
の
人
々
は
元
寇
に
対
し
て
武
力
の
他
に
仏
教
の
祈
禱

の
力
を
真
剣
に
求
め
、
霊
験
が
現
れ
る
事
績
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
、

ま
た
釈
迦
の
遺
身
と
し
て
の
仏
舎
利
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
、
舎
利
信
仰

が
様
々
な
形
で
広
が
っ
て
い
た
こ
と
、
仏
法
は
殺
生
禁
断
を
犯
す
神
を
慰

め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
以
上
か
ら
密

教
修
業
と
戒
律
を
守
る
努
力
を
長
年
続
け
興
法
利
生
活
動
等
を
行
っ
た
当

時
の
遁
世
僧
ら
の
存
在
は
、
護
国
の
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た

と
い
え
る
。

人
物
と
さ
れ
る
（
金
沢
文
庫
特
別
展
図
録
『
蒙
古
襲
来
と
鎌
倉
仏
教
』

〈
二
〇
〇
一
〉
ほ
か
）。

②
こ
の
Ａ
Ｂ
の
史
料
は
「
遁
世
の
律
僧
（
信
応
、
忍
空
、
真
尊
ら
）
が
、

文
永
九
年
三
月
に
室
生
山
か
ら
埋
納
舎
利
を
掘
り
出
し
他
の
律
僧
ら
に
相

伝
し
た
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
本
文
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
本
文
末
尾
だ
け

異
な
り
（
Ａ
は
「
筆
者
即
是
が
宗
明
に
相
承
」、
Ｂ
は
「
筆
者
宗
明
が
西

大
寺
流
幸
尊
に
相
承
」）、
さ
ら
に
Ａ
の
み
に
舎
利
相
承
の
追
記
が
複
数
あ

る
（
宗
明
↓
釼
阿
↓
尼
乘
忍
）。
そ
し
て
こ
の
相
承
を
追
う
こ
と
で
「
東

大
寺
戒
壇
院
・
円
照
に
関
係
す
る
僧
達
や
法
爾
ら
鎌
倉
の
律
僧
が
主
要
人

物
と
し
て
発
掘
に
関
わ
り
、
室
生
舎
利
は
東
西
の
寺
院
に
徐
々
に
広
ま
っ

た
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
円
照
は
「
円
照
教
団
」
と
も
い
え
る
東

大
寺
を
中
心
と
す
る
遁
世
僧
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
仏
教
教
学
を
広
く
学

び
、
数
々
の
霊
験
が
伝
え
ら
れ
、
元
寇
前
の
伊
勢
参
拝
で
の
奇
瑞
も
残
る

（
円
照
『
無
二
発
心
成
仏
論
』）。
ま
た
唱
導
で
著
名
な
聖
守
は
円
照
の
兄

で
、
前
述
の
忍
空
（
後
の
室
生
寺
長
老
）
は
円
照
の
弟
子
だ
っ
た
。
室
生

舎
利
発
掘
以
降
の
円
照
・
聖
守
に
よ
る
元
寇
祈
禱
に
関
し
て
は
、
⑴
文
永

九
年
十
一
月
、
伊
勢
神
宮
、
円
照
主
宰
（
円
照
・
前
掲
）、
⑵
弘
安
四
年

七
月
、
後
宇
多
天
皇
勅
、
聖
守
主
宰
（
義
澄
『
招
提
千
歳
伝
記
』）、
ま
た

祈
禱
実
施
日
は
不
明
だ
が
⑶
弘
安
四
年
閏
七
月
某
日
に
聖
守
に
認
可
さ
れ

た
東
大
寺
新
禅
院
で
実
施
の
鎮
護
国
家
祈
禱
（『
東
大
寺
続
要
録
諸
院
篇
』

「
亀
山
院
庁
下
文
」）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
祈
禱
で
室
生
舎
利
を
祀
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
元
寇
後
も
鎌
倉
称
名
寺
や
室
生
寺
な
ど
で
室
生
舎
利
を
中

心
に
し
た
舎
利
信
仰
が
続
け
ら
れ
、
称
名
寺
に
は
室
生
舎
利
と
東
寺
舎
利

を
籠
め
た
弥
勒
菩
薩
坐
像
が
現
存
す
る
。

③
一
方
、
遁
世
の
戒
律
復
興
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
西
大
寺
叡
尊
の
舎
利
信
仰
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坐
禅
記
』
で
は
、「
無
心
・
無
念
の
重
視
」
を
述
べ
る
。
こ
の
「
無
心
・

無
念
」
は
明
ら
か
に
禅
宗
を
意
識
し
て
い
る
。

　

続
く
「
妙
行
一
念
三
千
坐
禅
（
密
示
）」
で
は
、
唐
突
に
「
無
心
・
無

念
」
よ
り
も
重
要
な
「
本
理
の
一
念
」
と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
、
こ
の

本
理
の
一
念
（
天
台
止
観
。
本
覚
思
想
に
通
じ
る
）
＝
毘
盧
の
一
念
（
密

教
）
＝
霊
知
の
一
念
（
禅
宗
）
と
す
る
。

　

霊
知
は
中
国
禅
宗
の
荷
沢
宗
（
荷
沢
神
会
）
に
て
、「
心
が
空
寂
で
あ

る
こ
と
を
認
識
す
る
働
き
」
と
し
て
措
定
さ
れ
る
概
念
で
、
日
本
で
は

『
宗
鏡
録
』
を
媒
介
に
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
『
十
宗
要
道
記
』（
聖
一
派
か
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
禅
宗
で
は
霊
知

＝
無
心
・
無
念
と
考
え
る
が
、『
止
観
坐
禅
記
』
で
は
、
そ
の
霊
知
を
無

心
・
無
念
と
切
り
離
し
て
霊
知
＝
本
理
一
念
と
再
設
定
す
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
止
観
が
（
禅
宗
の
）
坐
禅
に
勝
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
と
同
時
に

止
観
＝
坐
禅
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
い
く
。

　
『
止
観
坐
禅
記
』
は
、
禅
宗
が
か
な
り
興
隆
し
た
頃
（
一
三
世
紀
後
半

か
）
に
天
台
僧
に
よ
り
表
わ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
宗
や
達
磨
宗
の

名
を
直
接
的
に
は
出
さ
な
い
が
、（
禅
宗
の
）
坐
禅
よ
り
も
止
観
が
勝
る

こ
と
を
説
き
、
さ
ら
に
坐
禅
の
止
観
へ
の
同
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　

ま
た
、
異
本
と
し
て
、『
止
観
坐
禅
記
』（
一
冊
、
良
助
／
法
親
王
、
叡

山
文
庫
）
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
『
止
観
坐
禅
記
』
と

『
天
台
一
宗
超
過
達
磨
章
』
の
合
本
と
な
っ
て
い
る
。『
天
台
一
宗
超
過

達
磨
章
』
で
は
、「
達
磨
は
狂
惑
の
宗
な
り
。
天
台
は
正
真
宗
な
り
」
や

「
達
磨
は
愚
癡
の
宗
な
り
。
天
台
は
智
者
の
宗
な
り
」
等
と
執
拗
に
禅
宗

批
判
が
な
さ
れ
る
。
二
つ
の
テ
ク
ス
ト
の
立
ち
位
置
が
同
じ
で
あ
る
と
考

『
止
観
坐
禅
記
』
再
考

高
柳
さ
つ
き

　

源
信
著
と
い
う
こ
と
で
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
き
ち
ん
と

研
究
さ
れ
て
い
な
い
。
関
口
真
大
氏
は
「
明
ら
か
に
天
台
小
止
観
を
基
礎

と
し
て
坐
禅
の
坐
法
を
説
い
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
止
観
妙
解
坐

禅
、
妙
行
一
念
三
千
坐
禅
、
一
念
三
千
坐
禅
の
三
段
に
分
か
れ
て
い
て
、

坐
禅
の
中
に
本
理
の
一
念
、
毘
盧
の
一
念
、
霊
知
の
一
念
等
の
心
要
を
示

し
、
日
本
天
台
の
特
色
顕
著
な
る
も
の
が
あ
る
。
天
台
小
止
観
と
日
本
中

古
天
台
と
の
思
想
的
関
連
を
示
し
て
い
て
、
参
考
に
資
す
べ
き
点
が
多

い
。」（
関
口
真
大
『
天
台
小
止
観
の
研
究
』
一
九
五
四
年
）
と
い
う
。

　

近
年
、
名
古
屋
真
福
寺
の
聖
教
調
査
に
よ
り
中
世
禅
の
姿
が
大
幅
に

書
き
換
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
末
木
文
美
士
氏
は

「（『
止
観
義
例
纂
要
』
で
禅
宗
批
判
を
展
開
し
た
永
嘉
（
神
智
）
従
義

（
一
〇
四
二
―
一
〇
九
一
）
の
語
を
引
く
な
ど
）
禅
宗
を
批
判
す
る
一
方
、

天
台
の
中
の
止
観
や
一
念
三
千
の
行
法
こ
そ
坐
禅
に
他
な
ら
な
い
と
し

て
、
禅
宗
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」（『
禅
教
交
渉

論　

中
世
禅
籍
叢
刊
七
』
二
〇
一
六
）
と
述
べ
る
。

　

筆
者
も
末
木
氏
と
ほ
ぼ
同
じ
考
え
で
あ
る
が
、
本
書
の
意
義
に
つ
い

て
、
も
う
少
し
推
し
進
め
た
い
。

　

本
書
の
構
成
は
「
止
観
妙
解
坐
禅
」、「
妙
行
一
念
三
千
坐
禅
」、「
妙
行

一
念
三
千
坐
禅
（
密
示
）」、「
重
為
未
了
者
、
示
祖
師
誠
言
」
の
四
つ
に

分
か
れ
る
。

　
「
止
観
妙
解
坐
禅
」
は
、『
天
台
小
止
観
』
に
ほ
ぼ
基
づ
い
て
坐
禅
の
方

法
や
威
儀
を
具
体
的
に
説
く
が
、
調
心
の
説
明
の
み
は
、『
天
台
小
止
観
』

が
「
心
を
一
定
の
所
に
留
め
動
か
さ
な
い
」
と
す
る
の
に
対
し
、『
止
観
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え
る
と
、『
止
観
坐
禅
記
』
に
も
強
い
禅
宗
批
判
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

　

今
後
、『
止
観
坐
禅
記
』
の
真
の
著
者
が
良
助
か
否
か
も
含
め
て
叡
山

文
庫
本
の
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（『
天
台
一
宗
超
過
達
磨
章
』
は
古
瀬
珠
水
氏
が
名
古
屋
大
学
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
中
世
禅
へ
の
新
視
覚
│
│
『
中
世
禅
籍
叢
刊
』
が
開
く
世

界
」（
二
〇
一
八
年
七
月
七
日
）
で
用
い
た
テ
キ
ス
ト
よ
り
引
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。）
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第
九
部
会

近
代
仏
教
研
究
の
発
展
と
一
次
資
料
の
整
備

武
井
　
謙
悟

　

か
つ
て
吉
田
久
一
は
、
近
代
資
料
を
「
玉
石
混
淆
の
雑
史
料
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
」
と
表
し
た
。
本
発
表
は
、
そ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
り
拓
く
、
仏
教

系
新
聞
・
雑
誌
に
関
す
る
目
録
、
目
次
、
復
刻
版
、
電
子
資
料
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
主
た
る
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
の
整
備
史
か
ら
近
代
仏
教
メ
デ
ィ

ア
研
究
の
更
新
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
概
観
し
、
戦
前
・
戦

後
及
び
電
子
化
の
動
向
を
追
い
、
考
察
を
行
っ
た
。

　

安
食
文
雄
の
『
二
〇
世
紀
の
仏
教
メ
デ
ィ
ア
発
掘
』（
鳥
影
社
、
二
〇

〇
二
年
）
以
降
、
近
代
仏
教
メ
デ
ィ
ア
研
究
は
停
滞
し
て
い
た
が
、
近
年

で
は
大
谷
栄
一
、
岡
田
正
彦
、
引
野
亨
輔
、
坂
本
慎
一
ら
の
研
究
に
よ
っ

て
開
拓
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
近
代
に
お
け
る
仏
教
系
出
版
の

再
把
握
と
、
結
社
、
演
説
、
ラ
ジ
オ
な
ど
の
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
と
仏
教
の

関
係
を
論
じ
る
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
一
方
、
安
食
著
作
の
第
二
章
「
近

現
代
仏
教
新
聞
雑
誌
蒐
集
事
業
」
の
よ
う
な
、
目
録
作
成
の
動
向
を
追
っ

た
成
果
は
更
新
さ
れ
て
お
ら
ず
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
の
発
展
も
含
め
体

系
的
に
論
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　

関
東
大
震
災
後
の
資
料
散
逸
の
危
惧
か
ら
発
足
さ
れ
た
明
治
文
化
研
究

会
は
、
明
治
期
資
料
の
蒐
集
・
保
存
を
行
う
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
を
設
立

し
た
。
ま
た
、
友
松
円
諦
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
明
治
仏
教
史
編
纂
所

も
蒐
集
を
進
め
る
と
と
も
に
、『
明
治
年
間
仏
教
関
係
新
聞
雑
誌
目
録
』

（
明
治
仏
教
史
編
纂
所
、
一
九
三
四
年
）
を
出
版
し
た
。
本
書
は
一
九
三

〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
上
坂
倉
次
ら
の
仏
教
系
新
聞
・
雑
誌
研
究
の
到
達

点
と
も
い
え
る
。
一
方
で
、
仏
典
研
究
会
『
仏
教
論
文
総
目
録
』（
潮
書

房
、
一
九
三
一
年
）、
龍
谷
大
学
図
書
館
『
仏
教
学
関
係
雑
誌
論
文
分
類

目
録
明
治
初
期
〜
昭
和
五
年
』（
百
華
苑
、
一
九
三
一
年
）
等
の
論
文
目

録
集
に
よ
り
、
仏
教
研
究
の
把
握
が
な
さ
れ
た
。
戦
前
の
成
果
は
、
資
料

保
存
を
目
的
と
し
、
新
聞
・
雑
誌
、
論
文
の
全
体
把
握
、「
明
治
仏
教
」

中
心
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
い
え
る
。

　

戦
後
、
龍
谷
大
学
で
は
、
前
掲
目
録
の
続
編
『
仏
教
学
関
係
雑
誌
論
文

分
類
目
録
Ⅱ
〜
Ⅳ
』
の
発
行
を
精
力
的
に
行
っ
て
き
た
。
現
在
も
そ
の
精

神
は
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
赤
松
徹
眞
編
著

『『
反
省
会
雑
誌
』
と
そ
の
周
辺
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
）
等
の
成
果

が
で
て
い
る
。
真
宗
大
谷
派
で
も
『
精
神
界
』
な
ど
雑
誌
の
復
刻
版
を
積

極
的
に
刊
行
し
て
お
り
、
仏
教
雑
誌
の
研
究
は
浄
土
真
宗
が
リ
ー
ド
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
『
仏
教
学
関
係
雑
誌

文
献
総
覧
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
三
年
）、『
明
治
仏
教
思
想
資
料
集

成　

別
巻
』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
〇
〜
一
九
八
六
年
）、『
東
京
大
学

法
学
部
附
属
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
所
蔵
雑
誌
目
次
総
覧
』（
大
空
社
、
一

九
九
三
〜
一
九
九
八
年
）
の
よ
う
な
、
雑
誌
内
容
に
目
を
向
け
た
成
果
が

刊
行
さ
れ
た
。

　

電
子
化
は
、
二
一
世
紀
に
入
り
急
速
に
進
ん
で
い
る
。D

V
D
-RO
M

版
『
明
教
新
誌
』（
高
野
山
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
〇
五
年
）、CD

-
RO
M

版
『
新
仏
教
』（
す
ず
さ
わ
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
が
発
売
さ
れ
、

閲
覧
が
容
易
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
国

会
図
書
館
が
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
明
治
期
刊
行
図

書
の
提
供
を
開
始
。
成
田
山
仏
教
図
書
館
が
二
〇
〇
五
年
に
蔵
書
デ
ー
タ
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こ
と
に
よ
っ
て
、
一
八
九
〇
年
代
前
後
の
仏
教
改
良
論
に
お
け
る
「
信

仰
」
の
語
り
方
を
検
討
し
た
。
一
八
八
九
年
に
哲
学
館
（
東
洋
大
学
の
前

身
）
に
入
学
し
た
境
野
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
「
西
洋
哲
学
」、「
東
洋

哲
学
」
や
「
心
理
学
」
な
ど
の
知
識
を
広
く
吸
収
し
つ
つ
、
真
宗
の
信
者

と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
。

　

教
育
勅
語
の
渙
発
を
受
け
、
そ
の
体
制
に
お
い
て
求
め
ら
れ
た
国
民
道

徳
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
「
仏
教
」
を
構
築
す
べ
く
、
境
野
を
含
め
た
仏

教
者
は
仏
教
が
道
徳
の
基
盤
に
な
る
可
能
性
を
探
り
、
仏
教
の
「
改
良
」

を
唱
え
た
。
そ
し
て
境
野
の
場
合
、
宗
門
内
の
改
良
を
訴
え
た
「
新
真

宗
」
が
主
張
さ
れ
、「
我
が
高
祖
」、
つ
ま
り
親
鸞
の
教
え
に
回
帰
し
、

依
憑
す
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
る
理
想
的
な
真
宗
像
が
構
築
さ
れ
た

（「
新
真
宗
」、『
天
則
』
四
（
二
）、
一
八
九
一
年
）。
ま
た
、
境
野
は
真
宗

を
「
宗
教
」
な
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
下
に
分
類
し
、
ま
た
、「
思
ふ
に
道
徳

は
宗
教
中
に
あ
り
て
其
最
要
部
を
占
む
る
も
の
た
る
は
疑
な
し
」
と
論
じ

（「
新
真
宗
・
承
前
」、『
天
則
』
四
（
三
）、
一
八
九
一
年
）、「
道
徳
」
に

重
き
を
置
い
た
宗
教
理
解
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
に
お
い
て
、
仏
教
の
立
場
か
ら
道
徳
を
説
く
こ
と
が
数
多
く

の
仏
教
者
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
が
、
境
野
が
注
目
し
た
の
は
、「
信
仰
」

と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
具
体
的
に
彼
は
、
十
九
世
紀
お
け
る
「
社
会
の
人

心
」
に
適
合
し
、
そ
れ
を
「
誘
導
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
新
真
宗
」
を

「
理
論
」、「
形
式
」、「
安
心
を
得
る
道
」
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
具
体

的
に
説
明
し
、
聖
道
門
に
対
す
る
浄
土
門
の
特
徴
と
し
て
「
信
」
を
強
調

す
る
（「
真
宗
組
織
論
畧
」、『
天
則
』
四
（
八
）、
一
八
九
二
年
）。

　

そ
し
て
境
野
は
、「
仏
教
」
と
「
道
徳
」
を
同
一
視
し
、
そ
の
裏
付
け

と
し
て
「
信
仰
」
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
一
念
の
信
」
を
得
る
こ

ベ
ー
ス
を
、
明
治
新
聞
雑
誌
文
庫
が
二
〇
一
五
年
に
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム

「
明
探
」
を
公
開
し
た
。
研
究
者
の
間
で
も
「
近
角
常
観
研
究
資
料
サ
イ

ト
（
代
表
：
岩
田
文
昭
）」、「
近
代
宗
教
雑
誌
ア
ー
カ
イ
ブ
（
代
表
：
大

谷
栄
一
）」、「
ア
メ
リ
カ
日
系
仏
教
雑
誌
・
新
聞
総
目
次
（
代
表
：
守
屋

友
江
）」、「『
明
教
新
誌
』
目
次
β
版
（
代
表
：
星
野
靖
二
）」
と
い
っ
た

サ
イ
ト
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
報
告
後
、
資
料
の
整
備
状
況
か
ら
、
仏
教
系
新
聞
・
雑
誌
研
究

の
変
遷
を
示
し
た
。

① 

一
九
二
三
〜
一
九
八
〇
：
ど
の
く
ら
い
、
ど
の
よ
う
な
新
聞
・
雑
誌

が
あ
る
か
（
全
体
の
把
握
）。

② 

一
九
八
〇
〜
二
〇
〇
〇
：
誰
と
関
係
の
あ
る
新
聞
・
雑
誌
か
（
思
想

解
明
の
た
め
に
雑
誌
を
活
用
）。

③ 

二
〇
〇
〇
〜
：
新
聞
・
雑
誌
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
（
新
聞
・
雑

誌
そ
の
も
の
、
記
事
が
対
象
）。

　

本
発
表
後
、
フ
ロ
ア
か
ら
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
植
民
地
時
代
の
中
国
・

韓
国
・
台
湾
で
発
行
さ
れ
た
仏
教
系
新
聞
・
雑
誌
に
関
す
る
整
備
状
況
を

ま
と
め
る
こ
と
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

境
野
黄
洋
と
新
真
宗

│
│ 

一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
仏
教
言
説
の
一
側
面 

│
│

呉
　
　
佩
遥

　

本
報
告
で
は
、「
宗
教
」
概
念
の
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
、「
ビ
リ
ー
フ

中
心
」
の
仏
教
の
象
徴
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
新
仏
教
運
動
の
前
史
的
段

階
を
考
察
す
べ
く
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ
る
境
野
黄
洋
（
一
八
七

一
―
一
九
三
三
）
に
着
目
し
た
。
具
体
的
に
は
彼
の
初
期
思
想
を
考
え
る
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信
仰
」
を
綱
領
に
掲
げ
、
新
た
な
文
脈
で
「
信
仰
」
を
語
っ
て
い
く
の
で

あ
る
。

近
代
仏
教
に
お
け
る
律
僧
の
表
象 

│
│ 

釈
雲
照
を
中
心
と
し
て 

│
│

亀
山
　
光
明

　

戦
後
に
お
い
て
、
日
本
近
代
仏
教
史
研
究
を
牽
引
し
た
、
三
人
の
先
学

者
│
│
柏
原
祐
泉
（
一
九
二
五
―
二
〇
〇
四
）、
池
田
英
俊
（
一
九
一
六

―
二
〇
〇
二
）、
吉
田
久
一
（
一
九
一
五
―
二
〇
〇
五
）
│
│
は
「
ビ
ッ

グ
三
」
と
も
通
称
さ
れ
、
今
な
お
、
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
太

平
洋
戦
争
を
直
接
経
験
し
た
彼
ら
は
、
仏
教
者
の
戦
争
協
力
、
国
家
主
義

へ
の
傾
倒
、
植
民
地
経
営
へ
の
協
力
な
ど
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
、

仏
教
の
「
近
代
」
な
る
も
の
を
再
構
築
し
、
新
し
い
地
平
の
開
拓
を
試
み

た
学
者
た
ち
で
あ
る
。
膨
大
な
量
の
一
次
資
料
の
読
み
と
整
理
に
よ
り
、

今
日
に
系
譜
す
る
形
で
近
代
仏
教
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
形
成
し
た
「
ビ
ッ

グ
三
」
で
あ
る
が
、
近
年
、
大
谷
栄
一
や
林
淳
な
ど
の
論
稿
が
示
唆
す
る

よ
う
に
、
彼
ら
の
遺
産
を
如
何
に
批
判
的
に
継
承
し
、
相
対
化
な
い
し
は

複
雑
化
さ
せ
る
の
か
が
、
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
報
告
が
着
目
し
た
の
は
ビ
ッ
グ
三
の
戒
律
論
と
で
も
い
う
べ

き
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
を
代
表
す
る
持
戒
僧
・
釈
雲
照

（
一
八
二
七
―
一
九
〇
九
）
が
展
開
し
た
戒
律
主
義
に
お
け
る
研
究
史
上

の
位
置
づ
け
を
題
材
と
し
て
、
こ
れ
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
試
み

た
。
近
代
僧
侶
が
戒
律
を
守
ら
な
く
な
っ
た
と
の
理
解
は
、
日
本
仏
教
論

の
な
か
で
今
日
で
も
支
配
的
な
地
位
を
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
仏
教

者
の
根
本
的
な
実
践
で
あ
り
、
倫
理
思
想
の
源
泉
た
る
戒
律
を
「
ビ
ッ
グ

三
」
が
、
そ
の
近
現
代
の
歴
史
叙
述
思
想
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置

と
に
よ
っ
て
、「
世
間
的
道
徳
」
と
「
出
世
間
的
道
徳
」
が
必
然
的
に
全

う
さ
れ
る
と
い
う
真
宗
的
な
論
理
が
こ
こ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
境
野
が
真
宗
の
「
信
仰
」
と
「
道
徳
」
を

付
会
し
て
語
る
に
際
し
、
真
宗
の
枠
組
に
お
い
て
、
前
近
代
か
ら
用
い
ら

れ
て
い
た
「
信
心
」
な
る
言
葉
を
利
用
し
た
側
面
で
あ
る
。
彼
は
、「
信

心
」
に
は
「
信
機
」
と
「
信
法
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

と
述
べ
、「
一
方
に
は
自
己
の
軟
弱
迷
妄
の
中
に
往
来
輪
廻
す
る
を
知
り
、

他
方
に
は
客
観
上
円
満
完
成
至
極
の
体
を
認
め
、
此
の
有
限
無
限
相
融
合

す
る
の
道
を
知
る
も
の
之
を
信
心
と
い
ふ
な
り
」
と
解
釈
を
加
え
た
（「
真

宗
信
仰
的
道
徳
」、『
天
則
』
五
（
一
）、
一
八
九
二
年
）。
こ
の
よ
う
に
、

相
対
的
で
「
有
限
」
な
自
己
と
、
絶
対
的
で
「
無
限
」
の
次
元
に
あ
る
阿

弥
陀
仏
と
い
う
「
体
」
の
融
合
に
よ
っ
て
「
信
」
が
哲
学
的
に
語
ら
れ
、

伝
統
教
学
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
信
仰
」
と
い
う
新
た
な
枠
組
に
お
い
て
位

置
付
け
ら
れ
た
。
か
か
る
作
業
を
通
し
、「
道
徳
」
と
密
接
に
関
わ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
「
信
仰
」
が
「
信
心
」
を
通
し
て
提
示
さ

れ
、
ま
た
、「
信
心
」
も
こ
の
過
程
に
お
い
て
再
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
境
野
を
考
え
る
に
は
、
哲
学
館
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
井

上
円
了
（
一
八
五
八
―
一
九
一
九
）
や
清
沢
満
之
（
一
八
六
三
―
一
九
〇

三
）、
村
上
専
精
（
一
八
五
一
―
一
九
二
九
）
な
ど
、
近
代
仏
教
の
「
第

二
世
代
」
と
呼
ば
れ
た
人
々
の
影
響
を
看
過
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、

「
第
三
世
代
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
ま
だ
二
十
代
前
半
の
境

野
は
、
哲
学
や
科
学
を
仏
教
の
理
論
体
系
に
導
入
し
た
と
さ
れ
る
こ
れ
ら

の
仏
教
者
の
思
考
様
式
を
継
承
し
、
彼
ら
と
同
じ
く
仏
教
が
道
徳
の
基
盤

に
な
る
可
能
性
を
探
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
知
識
的
な
背
景

を
持
つ
境
野
は
、
世
紀
転
換
期
に
な
る
と
、
新
仏
教
運
動
で
「
健
全
な
る
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仏
教
の
社
会
事
業
と
諸
宗
派
協
力

│
│ 

明
治
期
の
更
生
保
護
事
業
を
中
心
に 

│
│

井
川
　
裕
覚

　

明
治
期
の
伝
統
仏
教
に
よ
る
感
化
・
更
生
保
護
事
業
は
、
日
本
政
府
に

よ
る
監
獄
の
近
代
化
に
関
わ
っ
て
、
明
治
十
年
代
か
ら
二
十
年
代
に
か
け

て
活
動
を
開
始
す
る
。
そ
れ
は
、
監
獄
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
別
房
留

置
の
制
度
が
明
治
二
十
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
監
獄
内
に
留
ま
っ

て
い
た
刑
期
満
了
者
ら
の
保
護
事
業
が
民
間
に
委
ね
ら
れ
た
こ
と
に
よ

る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
年
の
英
照
皇
太
后
逝
去
に
伴
う
恩
赦
に
よ
っ
て

多
数
の
出
獄
者
が
生
じ
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
全
国
に
多
く
の
更
生
保
護

施
設
が
誕
生
す
る
。
明
治
三
十
三
年
に
は
未
成
年
を
対
象
と
し
た
感
化
法

が
制
定
さ
れ
、
全
国
に
公
立
感
化
院
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
以
降
そ

の
制
度
が
整
え
ら
れ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
法
制
度
の
展
開
に
先
駆
け
て
、
仏
教
者
た
ち
が
積
極
的
に

事
業
を
展
開
し
て
き
た
こ
と
は
す
で
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
通

り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
過
程
で
諸
宗
派
協
力
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、

感
化
事
業
と
更
生
保
護
事
業
と
の
関
連
、
そ
こ
に
関
わ
っ
た
教
誨
師
が
担

っ
た
役
割
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
報
告
で

は
明
治
期
の
仏
教
者
に
よ
る
更
生
保
護
事
業
を
取
り
上
げ
、
諸
宗
派
協
力

の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

仏
教
の
諸
宗
派
協
力
に
よ
る
最
も
早
く
設
立
さ
れ
た
感
化
院
と
し
て
、

明
治
十
九
年
「
千
葉
感
化
院
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
協
力
体
制
の
歴

史
は
明
治
初
期
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
明
治
六
年
頃
か
ら
、

千
葉
刑
務
所
に
お
い
て
真
言
宗
・
曹
洞
宗
・
顕
本
法
華
宗
・
浄
土
宗
・
日

蓮
宗
な
ど
の
僧
侶
が
協
力
し
て
教
誨
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
関

づ
け
た
の
か
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
。

　

か
か
る
作
業
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
三
人
の
先
学
が
、
仏

教
近
代
化
の
到
達
点
と
見
な
し
た
、
世
紀
転
換
期
に
お
い
て
巻
き
起
こ
っ

た
精
神
主
義
と
新
仏
教
運
動
の
位
置
づ
け
に
お
け
る
、
戒
律
の
意
外
な
役

割
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
と
り
わ
け
、
両
運
動
が
伝
統
的
に
非
僧
非
俗
を

貫
く
と
さ
れ
る
浄
土
真
宗
の
仏
教
者
が
担
い
手
の
中
心
と
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
る
と
、
よ
り
興
味
深
い
事
象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
池
田
英
俊
は
名
著
た
る
『
明
治
の
新
仏
教
運
動
』（
一
九

七
六
年
）
に
お
い
て
、
近
代
仏
教
の
形
成
を
明
治
二
十
年
代
後
半
の
戒
律

論
争
に
求
め
、
そ
こ
か
ら
清
沢
満
之
の
精
神
主
義
に
お
い
て
、「
戒
律
」

と
「
信
仰
」
の
一
致
と
い
う
究
極
境
地
へ
と
達
し
た
と
し
た
。
ま
た
柏
原

祐
泉
は
「
精
神
主
義
に
お
け
る
自
戒
精
神
の
系
譜
」（
一
九
六
七
年
）
と
し

て
雲
照
の
「
自
戒
精
神
」
な
る
も
の
が
、
外
護
者
で
あ
る
沢
柳
政
太
郎
、

そ
し
て
清
沢
満
之
と
い
う
系
譜
に
よ
り
継
承
さ
れ
た
と
し
た
。
そ
し
て
仏

教
福
祉
学
者
で
も
あ
っ
た
吉
田
久
一
に
お
い
て
は
、
雲
照
や
福
田
行
誡

（
一
八
〇
九
―
一
八
八
八
）
が
有
し
た
「
個
人
的
戒
律
」
が
乗
り
越
え
ら

れ
、
社
会
運
動
へ
と
コ
ミ
ッ
ト
し
た
新
仏
教
運
動
の
「
新
戒
律
」
な
る
も

の
へ
と
開
花
し
た
と
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
、
今
日
の
研
究
の
蓄
積
か
ら
し
て
、「
ビ
ッ
グ
三
」
の
叙
述
思

想
に
あ
ら
わ
れ
た
戒
律
の
問
題
は
多
く
の
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
彼
ら
の
史
学
史
上
の
業
績
は
、
近
・
現
代
に
お
け
る
仏
教

の
物
語
に
「
戒
律
」
を
位
置
づ
け
る
と
い
う
歴
史
叙
述
思
想
の
一
断
面
を

あ
ら
わ
す
と
い
う
点
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
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は
よ
ら
な
い
「
県
下
一
般
の
保
護
施
設
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
当
時
の
千
葉
県
の
仏
教
者
た
ち
が
、
宗
派
を
超
え
て
協
力
す
る

こ
と
で
社
会
問
題
や
法
制
度
の
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
確
認

し
て
き
た
。
諸
宗
派
協
力
に
よ
る
感
化
・
更
生
保
護
事
業
は
、
そ
の
中
心

的
な
担
い
手
が
単
独
宗
派
の
寺
院
か
、
ま
た
は
教
誨
師
を
中
心
と
す
る
各

宗
派
寺
院
か
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
展
開
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
特
徴
が
、

当
時
の
「
仏
教
と
社
会
の
関
係
」
に
お
い
て
い
か
な
る
意
義
を
持
つ
の

か
、
今
後
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

和
田
幽
玄
の
社
会
事
業 

│
│ 

関
東
中
学
設
立
を
中
心
に 

│
│

中
川
剛
マ
ッ
ク
ス

　

和
田
幽ゆ

う

玄げ
ん

（
一
八
八
二
―
一
九
四
二
）
は
明
治
三
八
年
、
真
宗
大
学
時

代
に
無
我
愛
運
動
に
参
加
し
、
機
関
誌
『
無
我
の
愛
』
を
編
集
し
、
の
ち

に
中
外
日
報
記
者
、
関
東
中
学
（
現
・
聖
徳
学
園
）
校
長
と
な
っ
た
人
物

で
あ
る
。
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
が
、
伊
藤
証

信
の
無
我
愛
運
動
が
心
の
修
養
を
重
ん
じ
た
の
に
対
し
、
和
田
は
実
践
的

な
仏
教
主
義
に
基
づ
く
教
育
の
必
要
性
を
説
い
た
。
本
発
表
は
、
関
東
中

学
の
設
立
を
中
心
に
和
田
の
思
想
を
概
観
す
る
。

　

和
田
は
、
福
井
県
三
国
町
汐
見
の
真
宗
大
谷
派
渓
柳
寺
に
生
ま
れ
た
。

同
胞
に
兄
が
二
人
、
姉
が
一
人
い
た
が
、
幼
少
の
頃
に
相
次
い
で
亡
く
な

り
、
一
六
歳
の
時
、
父
・
依
顕
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
一
七
歳
で
住
職
と

な
っ
た
。
母
も
三
年
後
に
は
病
没
し
て
い
る
。
和
田
は
、
檀
家
に
頼
み
込

ん
で
、
京
都
の
真
宗
中
学
、
東
京
・
巣
鴨
の
真
宗
大
学
へ
と
進
学
す
る
こ

と
を
許
し
て
も
ら
う
な
ど
、
不
遇
な
時
代
を
す
ご
し
た
こ
と
が
、
無
我
愛

係
者
た
ち
が
協
力
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
感
化
・
更
生
保
護
事
業
に
深
く

関
わ
っ
て
い
く
。

　

千
葉
感
化
院
は
、
時
の
県
知
事
と
図
り
、
諸
宗
派
の
僧
侶
が
中
心
と
な

っ
て
活
動
を
開
始
す
る
。
設
立
当
初
、
院
長
は
各
宗
よ
り
六
ヶ
月
交
替
の

輪
番
に
て
務
め
ら
れ
、
明
治
二
十
一
年
に
は
事
業
の
継
続
を
目
指
し
て
千

葉
感
化
慈
善
会
を
設
立
し
、
県
下
寺
院
の
勧
募
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
。

そ
の
設
立
以
来
、
度
々
の
財
政
難
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
、
や
が
て
千
葉

感
化
院
の
運
営
は
、
新
勝
寺
を
中
心
と
し
、
そ
れ
を
県
下
の
仏
教
界
が
支

え
る
体
制
へ
と
移
行
す
る
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
一
年
に
は
新
勝
寺
の
独

立
運
営
と
な
り
、「
成
田
感
化
院
」
と
改
称
し
仏
教
色
を
強
め
て
い
く
。

　

一
方
、
千
葉
県
下
の
成
人
を
対
象
と
し
た
更
生
保
護
事
業
は
、
明
治
三

十
年
六
月
に
設
立
さ
れ
た
千
葉
保
護
院
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
。
保
護
院

は
、
千
葉
町
の
各
宗
僧
侶
の
有
志
が
新
勝
寺
に
寄
付
・
協
力
を
仰
ぎ
、
県

下
各
寺
院
の
賛
同
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
が
、
や
が
て
財
政
難
に
陥
り
閉

鎖
す
る
。
さ
ら
に
、
同
時
期
に
は
新
勝
寺
の
千
葉
感
化
院
も
経
営
難
に
陥

っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
明
治
三
十
二
年
に
は
千
葉
監
獄
教
誨
師
の
大
津
隆

岳
が
そ
の
事
業
の
中
心
を
担
う
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
施
設
運
営
は
う

ま
く
い
か
ず
、
大
津
は
自
宅
の
一
部
を
収
容
所
と
し
て
事
業
を
継
続
し
、

明
治
四
十
三
年
に
は
県
下
各
寺
院
よ
り
家
屋
お
よ
び
家
具
の
寄
贈
を
受
け

て
千
葉
助
成
会
が
設
立
さ
れ
る
。
そ
れ
が
大
正
三
年
に
は
千
葉
県
帰
性
会

と
改
称
さ
れ
、
現
在
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
こ
の
施
設
は
県
下
寺
院
や
教

誨
師
の
協
力
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
が
、
仏
教
的
な
理
念
は
前
面
に
出
て

お
ら
ず
、
ま
た
初
代
会
長
理
事
に
県
知
事
な
ど
、
県
の
官
吏
や
有
力
者
が

多
数
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。
こ
れ
は
仏
教
各

宗
派
寺
院
の
協
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
事
業
が
、
特
定
の
宗
派
に
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寄
付
を
集
め
、「
仏
教
主
義
に
基
づ
き
青
年
学
生
を
収
容
し
、
家
庭
的
に

信
念
の
涵
養
と
人
格
の
陶
冶
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
官
公
私
立

大
学
及
専
門
学
校
等
へ
在
学
す
る
各
宗
寺
院
及
檀
信
徒
の
子
弟
を
収
容
し

た
。
和
田
の
「
仏
教
主
義
」
と
は
聖
徳
太
子
の
「
和
」
の
精
神
と
「
無
量

寿
經
」
に
よ
る
平
等
の
精
神
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
定
の
教
団
や
宗

派
に
よ
ら
な
い
、
仏
教
主
義
で
あ
っ
た
。

　

大
正
一
四
年
、
関
東
で
仏
教
に
基
づ
く
宗
教
的
情
操
の
涵
養
を
明
暢
し

た
教
育
方
針
の
中
学
を
設
立
す
る
こ
と
を
発
願
し
、
約
五
万
円
の
寄
付
金

で
設
立
す
る
こ
と
を
計
画
し
、
仏
教
連
合
会
、
東
京
仏
教
護
国
団
な
ど
か

ら
援
助
を
受
け
昭
和
二
年
に
開
校
す
る
こ
と
と
な
る
。
名
誉
講
師
と
し
て

常
磐
大
定
、
渡
辺
海
旭
ら
を
推
し
て
課
外
講
話
を
す
る
な
ど
特
徴
的
な
教

育
を
行
な
っ
た
。

　

関
東
中
学
設
立
後
、
和
田
幽
玄
は
昭
和
八
年
に
雑
誌
『
信
の
日
本
』
を

創
刊
し
、
亡
く
な
る
ま
で
発
行
し
続
け
た
。『
信
の
日
本
』
で
は
仏
教
教

育
の
あ
り
か
た
に
一
石
を
投
じ
た
。
和
田
の
宗
派
を
超
え
た
仏
教
主
義
に

よ
る
、
宗
教
的
情
操
の
涵
養
に
基
づ
く
教
育
は
、
少
年
期
の
不
遇
な
時
代

と
無
我
愛
運
動
で
の
修
養
の
経
験
、
中
外
日
報
記
者
と
し
て
の
教
団
批
判

か
ら
醸
成
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

戦
後
、
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
る
が
、
戦
前
で
は
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

運
動
へ
の
関
心
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
無
我
愛
運
動
は
座
談
会
・
夜
学
校
・

雑
誌
発
行
に
よ
る
、
仏
教
の
「
無
我
」
と
ト
ル
ス
ト
イ
的
な
「
愛
」
を
融

合
さ
せ
た
一
種
の
修
養
運
動
で
あ
る
。

　

和
田
が
無
我
愛
運
動
へ
参
加
し
た
最
も
大
き
な
原
因
は
、
郷
里
に
妻
子

を
残
し
て
留
学
し
て
い
る
現
状
と
、
そ
の
将
来
に
対
す
る
不
安
で
あ
っ

た
。
清
澤
満
之
ら
の
『
精
神
界
』
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
の
は
、
無
我
愛

運
動
の
方
が
よ
り
実
践
的
な
伝
道
と
修
養
だ
と
考
え
た
か
ら
だ
ろ
う
。
和

田
は
「
絶
対
的
に
自
力
を
棄
て
ゝ
他
力
に
帰
し
我
利
を
な
げ
う
っ
て
利
他

を
行
ふ
と
云
ふ
の
が
、
即
ち
無
我
愛
」
と
確
信
し
、
参
加
し
た
。
伊
藤
の

自
主
退
学
、
僧
籍
返
上
に
よ
っ
て
無
我
愛
運
動
は
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る

が
、
和
田
が
参
加
し
て
八
カ
月
後
、
伊
藤
の
突
然
の
解
散
宣
言
に
よ
っ
て
、

真
宗
大
学
に
戻
り
学
業
に
復
帰
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

和
田
が
卒
業
直
前
に
『
中
外
日
報
』
に
「
天
空
海
活
濶
楼
主
人
」
と
い

う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
投
稿
し
た
「
教
界
思
想
評
論
」
に
お
い
て
宗
教
界
か
ら

社
会
主
義
思
想
に
及
ぶ
評
論
が
真
渓
涙
骨
の
目
に
留
ま
り
、
真
渓
に
請
わ

れ
中
外
日
報
社
に
入
社
し
た
。
新
聞
記
者
と
し
て
、
明
治
四
一
年
に
『
中

外
日
報
』
に
掲
載
し
た
「
天
理
教
評
論
」
や
大
正
二
年
に
「
真
宗
革
命

論
」
な
ど
宗
教
界
で
論
争
を
起
こ
す
記
事
を
発
表
し
て
い
る
。「
真
宗
革

命
論
」
で
は
法
主
の
血
脈
相
承
の
否
定
や
、
宗
門
の
大
学
機
関
を
東
京
に

戻
す
こ
と
を
主
張
し
た
。
和
田
は
、
中
外
日
報
の
記
者
を
務
め
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
理
事
を
兼
務
し
、
大
谷
派
慈
善
協
会
の
理
事
兼
機
関

誌
『
救
済
』
の
編
集
を
主
任
し
、
同
誌
に
、
仏
教
信
仰
に
基
づ
く
救
済
事

業
や
、
少
年
時
代
に
お
け
る
宗
教
的
教
育
の
必
要
性
を
説
き
、
教
育
に
関

心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

大
正
一
一
年
に
東
京
・
中
野
に
樹
心
寮
の
建
設
を
発
願
し
、
二
万
円
の
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ま
た
、「
珠
玉
集
」
は
金
子
大
榮
の
新
た
な
読
者
へ
の
入
門
書
と
い
う

役
割
も
担
っ
て
い
た
。『
ひ
か
り
の
国
』
は
読
む
者
に
問
い
を
あ
た
え
た

ま
ま
閉
じ
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
意
を
よ
り
明
確
に
了
解
し
よ
う
と
す
れ

ば
、
金
子
の
ほ
か
の
著
作
に
手
を
の
ば
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
金

子
は
読
者
が
つ
ぎ
に
手
を
の
ば
す
べ
き
著
作
を
お
そ
ら
く
想
定
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
四
八
年
に
全
人
社
よ
り
版
を
あ
ら
た
め
て
刊
行
さ

れ
た
『
彼
岸
の
世
界
』（
一
九
二
五
）
が
そ
れ
に
相
当
す
る
。
浄
土
観
を
明

確
に
主
題
と
し
て
論
じ
た
、
金
子
に
と
っ
て
記
念
碑
的
な
著
作
で
あ
る
。

『
彼
岸
の
世
界
』
第
一
章
の
題
は
ま
さ
に
「
光
の
国
」
で
あ
り
、『
ひ
か
り

の
国
』
は
い
わ
ば
『
彼
岸
の
世
界
』
に
お
け
る
浄
土
観
を
物
語
の
か
た
ち

で
子
ど
も
た
ち
へ
向
け
て
示
し
た
、
金
子
の
真
宗
理
解
に
お
け
る
核
心
的

な
小
品
と
い
え
る
。

　

主
な
登
場
人
物
は
「
坊
や
」、「
お
母
さ
ん
」、「
お
父
さ
ん
」、「
お
祖
母

さ
ん
」、「
お
祖
父
さ
ん
」
の
五
人
。「
坊
や
」
が
「
ひ
か
り
の
国
」
へ
誕

生
す
る
場
面
か
ら
『
ひ
か
り
の
国
』
は
始
ま
る
。
胸
に
抱
か
れ
乳
を
授
か

る
う
ち
に
「
坊
や
」
は
「
お
母
さ
ん
」
を
識
別
す
る
よ
う
に
な
る
。
母
に

始
ま
り
、
子
ど
も
の
視
点
は
次
第
に
父
、
祖
母
、
祖
父
へ
と
う
つ
る
。
子

ど
も
の
焦
点
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
合
う
と
き
、
子
ど
も
に
よ
っ
て
受
け

と
め
ら
れ
た
親
た
ち
の
言
動
が
記
さ
れ
、
子
ど
も
の
成
長
が
描
写
さ
れ
て

い
く
。
こ
れ
が
『
ひ
か
り
の
国
』
の
基
本
的
な
筋
が
き
で
あ
る
。
母
は
観

音
菩
薩
―
聖
徳
太
子
を
、
父
は
勢
至
菩
薩
―
法
然
を
体
現
す
る
。
祖
母
と

祖
父
は
ふ
た
り
に
分
か
れ
な
が
ら
、
釈
尊
と
い
う
一
人
格
の
二
側
面
を
あ

ら
わ
す
。「
坊
や
」
は
母
―
父
―
祖
父
母
と
会
う
が
、
こ
れ
は
太
子
―
法

然
―
無
量
寿
経
へ
と
出
遇
う
親
鸞
の
求
道
と
重
な
る
。

　

そ
れ
で
は
「
坊
や
」
と
は
誰
か
。
金
子
は
『
教
行
信
証
の
研
究
』（
一

『
ひ
か
り
の
国
』
の
家
族 

│
│ 

金
子
大
榮
に
よ
る
物
語 

│
│

東
　
　
真
行

　

本
発
表
で
は
、
金
子
が
遺
し
た
お
そ
ら
く
唯
一
の
物
語
作
品
で
あ
る

『
ひ
か
り
の
国
』
を
テ
ク
ス
ト
と
し
、
そ
の
内
容
を
通
し
て
金
子
の
浄
土

真
宗
理
解
の
一
端
を
考
究
し
た
い
。

　

金
子
に
は
『
ひ
か
り
の
国
』
の
ほ
か
に
も
多
く
の
真
宗
に
関
す
る
著
作

が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
作
品
か
ら
金
子
の
真
宗
理
解
を
読
み
と
る
こ
と
が
ま

ず
は
適
切
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
は
真
宗
に
縁
を
得
る

聞
法
者
、
少
な
か
ら
ず
関
心
を
抱
く
研
究
者
な
ど
に
あ
て
て
記
さ
れ
て
お

り
、
十
代
な
か
ば
以
上
の
年
齢
層
を
対
象
と
し
て
い
る
。『
ひ
か
り
の
国
』

は
代
表
的
な
作
品
と
は
言
い
が
た
い
が
、
金
子
が
遺
し
た
膨
大
な
著
作
中

特
異
な
地
位
を
占
め
る
。
そ
の
特
異
さ
は
こ
の
作
品
が
論
文
で
も
随
筆
で

も
な
く
物
語
で
あ
る
点
、
そ
し
て
、
こ
の
作
品
が
第
二
次
世
界
大
戦
敗
戦

後
の
将
来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
を
主
た
る
読
者
と
し
て
想
定
す
る
点
に

見
出
さ
れ
る
。

　
『
ひ
か
り
の
国
』
は
一
九
五
一
年
に
全
人
社
よ
り
「
珠
玉
集
」
の
一
編

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。「
珠
玉
集
」
は
一
般
に
親
し
み
や
す
い
平
易
な
内

容
が
選
ば
れ
た
小
冊
子
の
叢
書
で
、
仕
事
や
家
事
の
合
間
に
読
め
る
よ
う

に
『
ひ
か
り
の
国
』
も
本
文
そ
の
も
の
は
十
四
頁
、
お
よ
そ
六
千
字
ほ
ど

の
小
品
で
あ
る
。

　
『
ひ
か
り
の
国
』
は
子
ど
も
た
ち
へ
向
け
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
子
ど

も
た
ち
が
独
り
で
容
易
に
決
着
で
き
る
物
語
で
は
な
い
。『
ひ
か
り
の
国
』

を
介
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
親
た
ち
と
の
間
に
創
造
的
な
対
話
が
生
じ
る

こ
と
も
ふ
く
め
て
金
子
は
思
い
を
致
し
、
こ
の
物
語
を
あ
ら
わ
し
て
い

る
。
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│
│
特
に
「
大
乗
非
仏
説
」
の
思
想
史
的
展
開
を
中
心
と
し
て
│
│
様
々

な
側
面
か
ら
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
彼
は
一
生
を
通
し
て
「
道
徳
」
お
よ

び
「
修
養
」
の
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。
報
告
者
は
以
前
、
日
露
戦

争
以
降
の
専
精
の
女
子
教
育
論
に
お
け
る
「
人
格
」
な
ど
の
概
念
を
取
り

上
げ
た
が
、
本
報
告
で
は
そ
の
前
史
と
し
て
、「
統
一
」
を
語
る
世
紀
転

換
期
の
専
精
の
道
徳
思
想
を
、
教
学
と
の
関
係
で
考
え
た
い
。

　

そ
の
た
め
、
一
九
〇
一
年
六
月
│
│
す
な
わ
ち
『
仏
教
統
一
論
』
の
第

一
編
（
大
綱
論
）
が
脱
稿
さ
れ
る
全
く
同
時
期
│
│
に
発
表
さ
れ
た
『
真

俗
二
諦
弁
』
を
検
討
し
た
い
。
当
著
は
、
近
角
常
観
（
一
八
七
〇
―
一
九

四
一
）
の
大
日
本
仏
教
徒
同
盟
会
か
ら
発
表
さ
れ
、
一
九
〇
一
年
二
月
か

ら
同
年
五
月
に
か
け
て
、
真
宗
大
谷
派
副
管
長
と
な
っ
た
大
谷
光
演
（
一

八
七
五
―
一
九
四
三
）
の
た
め
、
浅
草
本
願
寺
で
開
か
れ
た
七
回
の
講
義

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
専
精
は
、「
真
俗
二
諦
の
道
理
を
説
明
し
た

も
の
が
仏
教
で
あ
る
、
ま
た
実
行
と
し
て
は
真
俗
二
諦
を
一
身
に
実
行
す

る
も
の
が
仏
教
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
仏
教
の
核
心
的
な
要
素
の

ひ
と
つ
と
し
て
「
真
俗
二
諦
」
を
位
置
づ
け
る
（
二
頁
）。

　

た
だ
し
、
明
治
期
の
世
に
お
い
て
多
く
の
仏
教
者
に
語
ら
れ
る
課
題
と

な
っ
た
が
、
そ
の
タ
ー
ム
自
体
は
、
真
宗
の
聖
典
等
に
頻
出
で
は
な
い

と
、
専
精
が
指
摘
す
る
。
少
な
く
と
も
大
谷
派
に
お
い
て
、「
真
俗
二
諦
」

の
流
行
は
一
八
七
五
年
の
大
教
院
解
散
後
の
現
象
で
あ
り
、
国
家
尊
重
の

表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
述
べ
、
そ
の
同
時
代
的
な
意
義
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
│
│
「
今
日
世
界
に
行
は
る
ゝ
言
葉
に

替
へ
ま
す
る
と
、
宗
教
と
倫
理
で
あ
る
と
申
し
て
宜
し
か
ら
う
（
…
）
依

て
こ
の
真
諦
門
と
俗
諦
門
の
異
同
を
知
ら
ん
と
す
る
に
は
、
宗
教
と
倫
理

の
異
同
に
就
て
考
ふ
る
が
宜
ろ
し
、
宗
教
と
倫
理
の
異
同
は
一
口
に
申
し

九
五
六
）
に
お
い
て
、
普
遍
的
求
道
者
像
と
し
て
の
法
蔵
菩
薩
理
解
を
述

べ
て
お
り
、
そ
れ
が
ひ
と
ま
ず
は
「
坊
や
」
に
託
さ
れ
た
意
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
『
彼
岸
の
世
界
』
に
お
い
て
金
子
は
、
法
蔵
菩
薩
の
は
た
ら
き

に
よ
っ
て
無
限
に
菩
薩
が
出
生
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
金
子
は
戦
後

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
、
こ
の
無
限
に
生
ま
れ
出
る
菩
薩
衆
を
も
夢
想

し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
菩
薩
衆
た
ち
に
よ
る
、
浄
土
を
此
岸
に
実
現
す
る

と
い
う
理
想
と
、
彼
岸
の
浄
土
へ
生
ま
れ
る
と
い
う
諦
念
の
相
克
に
お
い

て
、
同
朋
の
社
会
が
戦
後
の
世
界
に
顕
現
し
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
、『
彼
岸

の
世
界
』
―
『
ひ
か
り
の
国
』
に
託
さ
れ
た
意
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。

世
紀
転
換
期
の
村
上
専
精
に
お
け
る
宗
教
と
倫
理
の
領
域

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ

　

村
上
専
精
（
一
八
五
一
―
一
九
二
九
）
は
丹
波
国
・
真
宗
大
谷
派
教
覚

寺
（
現
・
兵
庫
県
丹
波
市
春
日
町
野
山
）
に
生
ま
れ
た
。
一
八
八
七
年
に

上
京
、
哲
学
館
な
ど
の
講
師
を
務
め
、
一
八
九
〇
年
に
帝
国
大
学
の
教
員

と
な
る
。
そ
し
て
一
九
〇
一
年
の
『
仏
教
統
一
論
』
で
「
大
乗
非
仏
説
」

を
主
張
し
た
と
し
て
、
そ
の
反
響
の
た
め
に
僧
籍
を
離
れ
る
が
、
後
に
復

籍
し
て
い
る
。
一
九
一
七
年
に
安
田
善
次
郎
（
一
八
三
八
―
一
九
二
一
）

ら
の
寄
付
に
よ
っ
て
、
東
京
帝
国
大
学
に
印
度
哲
学
講
座
が
創
設
さ
れ
る

と
、
専
精
が
そ
の
初
代
教
授
と
な
る
。
一
九
二
三
年
の
退
官
後
、
大
谷
大

学
学
長
な
ど
を
務
め
、
一
九
二
九
年
に
生
涯
を
終
え
る
。

　

以
上
の
簡
単
な
紹
介
か
ら
、
専
精
は
明
治
・
大
正
期
の
学
術
界
に
お
け

る
研
究
対
象
と
し
て
の
「
仏
教
」
の
確
立
に
、
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、「
仏
教
学
」
へ
の
専
精
の
姿
勢
は
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っ
た
。
発
表
者
は
直
筆
原
稿
の
重
要
性
を
か
ん
が
み
、
こ
の
原
稿
の
調
査

翻
刻
を
行
い
、
こ
の
原
稿
か
ら
み
え
て
く
る
視
点
を
報
告
す
る
。

　

そ
も
そ
も
直
筆
原
稿
と
『
精
神
界
』
に
発
表
さ
れ
た
論
考
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
検
討
を
お
こ
な
う
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
安
冨
信
哉
「
清
沢

満
之
『
精
神
界
』
所
載
論
文
校
訂
集
」（
一
九
九
六
）
の
成
果
や
、
加
来

雄
之
「
清
沢
満
之
と
多
田
鼎
の
宗
教
言
説
観
」（
二
〇
〇
五
）
の
思
想
的

成
果
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
後
山
本
伸
裕
は
『「
精
神
主
義
」
は
誰
の
思
想

か
』（
二
〇
一
一
）
に
お
い
て
精
神
主
義
期
の
テ
キ
ス
ト
批
判
を
お
こ
な

っ
た
。
そ
の
著
書
で
は
こ
の
直
筆
原
稿
は
未
確
認
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま

た
山
本
は
清
沢
満
之
の
著
作
の
傾
向
と
し
て
、「
一
人
称
表
現
」
や
「
敬

体
表
現
の
併
用
」
な
ど
の
検
証
項
目
を
設
け
、
清
沢
が
執
筆
し
て
い
る
か

な
ど
を
可
能
性
と
し
て
判
断
す
る
。
発
表
者
の
立
場
は
山
本
の
指
摘
は
重

要
な
内
容
も
多
い
と
い
う
立
場
で
あ
る
が
、
こ
の
二
項
目
は
直
筆
原
稿
に

も
と
づ
け
ば
再
考
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
原
稿
は
「
我
等
」
を
使

用
し
、「
敬
体
表
現
の
併
用
」
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
直
筆
原
稿
の
確
認
に
よ
っ
て
清
沢
の
執
筆
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な

差
異
が
あ
る
か
明
確
と
な
っ
た
。
そ
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
の

変
更
、
カ
タ
カ
ナ
か
ら
ひ
ら
が
な
へ
の
変
更
、
句
読
点
や
圏
点
の
指
示
、

脱
字
を
補
う
指
示
な
ど
が
、
原
稿
で
は
す
べ
て
朱
書
き
で
訂
正
挿
入
さ

れ
、
そ
の
訂
正
に
な
ら
っ
て
『
精
神
界
』
版
の
文
章
が
つ
く
ら
れ
た
。
ま

た
「
ま
た
此
処
迄
来
ら
ず
し
て
、
倫
理
や
道
徳
の
議
論
研
究
を
し
て
居
る

人
達
と
同
格
の
人
達
で
あ
る
。」（
二
四
頁
）
に
続
く
こ
と
ば
と
し
て
、
直

筆
原
稿
で
は
訂
正
さ
れ
て
さ
ら
に
「
イ
キ
」
と
指
示
を
し
た
「
此
は
倫
理

学
者
道
徳
研
究
家
の
位
地
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
っ
た
が
、
文
章

化
さ
れ
な
か
っ
た
。『
精
神
界
』
所
載
論
文
で
、
意
味
の
通
ら
な
い
誤
字

ま
す
と
、
個
人
的
と
社
交
的
に
分
れ
ま
す
」（
二
九
―
三
〇
頁
）。

　

す
な
わ
ち
、「
真
諦
門
は
個
人
的
に
仏
陀
と
吾
人
の
間
に
行
は
る
ゝ
条

件
で
あ
る
」（
三
二
頁
）
の
に
対
し
、「
俗
諦
門
は
社
交
的
に
人
と
人
の
間

に
行
は
る
べ
き
条
件
で
あ
る
と
申
し
て
宜
し
か
ら
う
」（
三
四
頁
）。
専
精

は
「
俗
諦
」
を
広
く
捉
え
、「
王
法
」
も
含
め
、「
仁
義
孝
貞
忠
信
」
や

「
五
倫
」
な
ど
、「
今
日
の
倫
理
学
に
於
て
研
究
せ
ら
る
ゝ
社
会
倫
理
、
若

く
は
家
族
倫
理
」
と
す
る
の
で
あ
る
（
三
二
頁
）。
さ
ら
に
「
俗
諦
」
の

教
学
的
な
根
拠
を
阿
弥
陀
の
第
十
八
願
に
お
け
る
「
抑
止
の
文
」
と
し

て
、「
倫
理
的
宗
教
」
と
し
て
の
真
宗
の
性
格
を
主
張
す
る
形
で
、
時
代

の
要
請
へ
の
ひ
と
つ
の
回
答
を
示
し
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
専
精
の
真
俗
二
諦
論
は
、
国
民
道
徳
が
様
々
な
角
度
か
ら
叫

ば
れ
る
時
代
へ
の
大
谷
派
の
対
応
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
理
解
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
肉
食
妻
帯
の
一
般
化
な
ど
、
近
代
仏
教
の
一
特
質

と
し
て
他
宗
の
「
真
宗
化
」
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、「
倫
理
」

が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
他
宗
が
「
十
善
」
に
よ
る
国
民
道
徳
を
提
供
し

よ
う
と
し
た
際
、
真
宗
側
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
如
何
な
る
変
化
を
遂
げ
た

の
か
、
考
え
る
素
材
と
も
な
る
。

清
沢
満
之
「
俗
諦
と
道
徳
と
の
交
渉
」
か
ら
み
え
て
く
る
も
の川

口
　
　
淳

　

清
沢
満
之
「
俗
諦
と
道
徳
と
の
交
渉
」
は
、「
宗
教
的
道
徳
（
俗
諦
）

と
普
通
道
徳
と
の
交
渉
」
と
題
し
て
、
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
五

月
十
日
発
行
の
『
精
神
界
』
第
三
巻
第
五
号
に
発
表
さ
れ
た
論
説
の
「
直

筆
原
稿
」
で
あ
る
。
こ
の
「
直
筆
原
稿
」
が
佐
々
木
月
樵
の
自
坊
太
子
山

上
宮
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
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大
な
る
ご
理
解
を
下
さ
っ
た
上
宮
寺
佐
々
木
宣
祐
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
。

宮
沢
賢
治
の
菜
食
主
義 

│
│ 

田
中
智
学
と
の
比
較
か
ら 

│
│牧

野
　
　
静

　

宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六
―
一
九
三
三
）
は
生
涯
の
あ
る
時
期
、
菜
食
を

行
っ
て
い
る
。
そ
の
創
作
上
に
も
、『
よ
だ
か
の
星
』
に
お
け
る
よ
だ
か

な
ど
、
殺
生
と
肉
食
に
罪
悪
感
を
お
ぼ
え
、
苦
悩
す
る
登
場
人
物
を
、
繰

り
返
し
登
場
さ
せ
る
。
殺
生
、
肉
食
、
菜
食
は
、
賢
治
の
創
作
上
の
非
常

に
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
底
に
仏
教
の
信
仰
が
あ
る
こ
と
も
、

諸
家
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
賢
治
の
菜
食
主
義
に
つ

い
て
、
現
代
的
な
問
題
意
識
に
即
し
た
読
解
も
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
伊
勢
田
哲
治
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
賢
治
の
菜
食
は
動
物
倫
理
的
な
動

機
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
賢
治
の
創
作
を
、
デ
ィ
ー
プ
・
エ
コ
ロ

ジ
ー
思
想
を
持
つ
も
の
だ
と
論
じ
た
研
究
な
ど
も
登
場
し
て
い
る
。
賢
治

の
菜
食
主
義
は
、
大
き
な
ひ
ろ
が
り
を
持
ち
う
る
も
の
と
し
て
、
読
ま
れ

て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
ま
ず
、
賢
治
の
菜
食
や
肉
食
に
対
す
る
意
識
に
、
田
中
智

学
（
一
八
六
一
―
一
九
三
九
）
か
ら
の
影
響
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
両
者
に
は
差
異
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
そ
れ

を
受
け
て
、
賢
治
の
菜
食
主
義
に
は
仏
教
が
前
提
と
す
る
輪
廻
思
想
が
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
賢
治
の
よ
う
な
輪
廻
を
考

慮
し
た
菜
食
思
想
を
、
現
代
の
生
命
倫
理
研
究
に
ど
う
位
置
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
、
展
望
し
て
み
る
。

　

賢
治
が
自
分
の
意
思
で
菜
食
を
始
め
る
の
は
法
華
信
仰
に
入
っ
て
の

か
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
原
稿
か
ら
意
味
が
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
も

存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
箇
所
は
原
稿
で
は
朱
書
き
に
よ
り
変
更
を
指
示

し
て
い
な
い
箇
所
で
あ
り
、
編
集
側
の
意
図
的
変
更
で
は
な
く
、
組
版
の

段
階
で
活
字
を
誤
っ
て
植
え
た
可
能
性
が
高
い
。

　

原
稿
は
一
行
書
く
間
に
訂
正
し
た
り
、
そ
の
左
の
行
に
挿
入
箇
所
を
設

け
て
文
章
を
練
り
直
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ

の
訂
正
箇
所
に
「
絶
対
他
力
」
と
い
う
語
が
確
認
で
き
る
。
そ
も
そ
も
清

沢
の
残
さ
れ
た
こ
と
ば
の
な
か
に
「
絶
対
他
力
」
と
い
う
語
は
『
精
神

界
』
所
載
の
多
田
鼎
が
清
沢
の
日
記
『
臘
扇
記
』
か
ら
手
を
加
え
て
掲
載

し
た
と
さ
れ
る
「
絶
対
他
力
の
大
道
」
の
タ
イ
ト
ル
に
し
か
な
い
こ
と
か

ら
、
清
沢
が
使
っ
た
の
か
ど
う
か
が
難
し
い
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に

「
絶
対
他
力
」
と
い
う
語
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

こ
の
直
筆
原
稿
に
「
絶
対
他
力
」
と
訂
正
さ
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
こ
の
こ

と
ば
を
清
沢
が
「
言
い
始
め
た
か
、
多
用
し
た
か
、
好
ん
だ
か
」
は
わ
か

ら
な
い
。
清
沢
在
世
時
か
ら
「
絶
待
〔
対
〕
他
力
」
の
語
は
救
済
の
要
を

表
現
す
る
こ
と
ば
と
し
て
、
浩
々
洞
の
門
人
た
ち
も
使
用
し
て
い
た
こ
と

は
『
精
神
界
』
の
諸
論
説
を
み
れ
ば
わ
か
る
。
近
年
、
安
冨
信
哉
や
名
和

達
宣
は
精
神
主
義
の
言
説
が
浩
々
洞
の
「
対
話
」
に
よ
っ
て
紡
が
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
指
摘
を
し
て
い
る
。
清
沢
満
之
の
文
章
表

現
は
、
最
晩
年
の
清
沢
が
暁
烏
に
「
貴
文
を
ま
ね
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
若
き
仏
教
青
年
た
ち
と
の
対
話
の
な
か
で
変
化
し
て
い
っ
て

い
る
。
清
沢
は
明
治
三
十
五
年
十
一
月
に
は
浩
々
洞
を
離
れ
三
河
大
浜
に

帰
寺
し
て
お
り
、
清
沢
が
言
葉
を
紡
ぐ
営
み
は
、
直
接
の
対
話
だ
け
で
な

く
、
書
簡
や
雑
誌
の
文
章
を
通
し
た
か
つ
て
の
洞
友
た
ち
の
言
葉
と
の
対

話
か
ら
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
本
資
料
の
調
査
に
多
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を
「
霊
化
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
は
賢
治
の
『
注
文
の
多

い
料
理
店
』
の
序
文
を
連
想
さ
せ
る
。
賢
治
は
「
わ
た
し
た
ち
は
、
氷
砂

糖
を
ほ
し
い
く
ら
い
も
た
な
い
で
も
、
き
れ
い
に
す
き
と
お
っ
た
風
を
食

べ
、
桃
い
ろ
の
う
つ
く
し
い
朝
の
日
光
を
の
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

賢
治
は
智
学
か
ら
肉
食
批
判
と
菜
食
の
主
張
に
つ
い
て
、
影
響
を
受
け

て
い
る
。
し
か
し
、
賢
治
は
よ
り
強
く
殺
生
を
忌
避
す
る
。
ま
た
、
輪
廻

思
想
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
に
、
両
者
の
違
い
が
あ
る
。
賢
治
に
と
っ
て
の
輪
廻

思
想
は
、
共
感
の
根
拠
で
あ
り
、
倫
理
の
基
準
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

よ
う
な
立
場
は
、
現
代
の
動
物
倫
理
の
議
論
に
お
い
て
も
、
あ
ら
た
め
て

参
照
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

近
代
真
宗
に
お
け
る
教
義
の
英
訳
と
中
井
玄
道

嵩
　
　
宣
也

　

近
年
の
共
同
研
究
に
よ
っ
て
、
真
宗
に
お
け
る
英
訳
仏
書
の
全
貌
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
真
宗
の
英
訳
仏
書
を
対
象
と
し
た
研

究
は
、
少
数
な
が
ら
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
一
人
物
、

あ
る
い
は
一
つ
の
著
作
や
英
訳
語
を
対
象
と
し
た
考
察
で
あ
り
、
歴
史
的

な
英
訳
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
分
析
し
た
研
究
は
な
い
。
英
訳
と
は
、
日

本
を
「
主
語
」、
西
洋
を
「
対
象
」
と
す
る
思
想
の
再
構
築
の
営
為
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
の
英
訳
仏
書
の
語
り
を
一
つ
だ
け
切
り
取
っ
て

検
討
し
て
し
ま
う
と
、
そ
こ
に
は
時
代
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
英
訳
語
が

い
か
な
る
問
題
意
識
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
語
だ
っ
た
の
か
を

見
落
と
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、
英
訳
を
点
で
は
な
く
、
線
で
見
て
い

く
、
英
訳
史
と
い
う
分
析
視
角
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

ち
、
一
九
一
八
年
春
頃
か
ら
で
あ
る
。
賢
治
は
友
人
で
あ
る
保
阪
嘉
内
へ

宛
て
た
書
簡
に
て
、
屠
殺
さ
れ
る
豚
の
様
子
や
、
自
分
が
人
間
に
供
さ
れ

る
ま
ぐ
ろ
の
幽
霊
に
な
っ
た
想
像
を
語
り
、
肉
食
へ
の
忌
避
感
と
批
判
を

示
す
。
そ
し
て
、
他
の
生
き
物
を
食
べ
た
り
食
べ
ら
れ
た
り
す
る
輪
廻
の

中
に
あ
る
こ
と
は
「
悲
し
い
生
物
」
で
あ
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
。

　

賢
治
の
肉
食
批
判
を
『
本
化
妙
宗
式
目
講
義
録
』（
の
ち
『
日
蓮
主
義

教
学
大
観
』
と
改
題
）
に
お
け
る
智
学
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
す
る
と
、
動

物
は
「
同
じ
感
情
の
同
類
」
で
あ
る
ゆ
え
、
そ
れ
を
食
べ
る
の
は
非
常
に

恐
ろ
し
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
強
調
の
点
が
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
智

学
が
一
九
八
九
年
の
「
仏
教
僧
侶
肉
妻
論
」
で
あ
ら
わ
し
た
、
大
乗
仏
教

の
信
仰
を
根
拠
と
し
た
菜
食
主
義
の
組
織
で
あ
る
「
万
国
禁
肉
会
」
の
構

想
は
、
賢
治
の
『
ビ
ヂ
テ
リ
ア
ン
大
祭
』
と
い
う
、
菜
食
主
義
者
が
集
う

架
空
の
大
会
を
描
い
た
物
語
の
着
想
の
も
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
賢

治
は
あ
る
程
度
以
上
、
智
学
の
肉
食
と
菜
食
に
ま
つ
わ
る
主
張
か
ら
影
響

を
受
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
両
者
に
は
違
い
も
あ
る
。
そ
れ
は
輪
廻
思
想
で
あ
る
。
智
学

の
語
る
自
身
の
前
生
は
人
間
で
あ
り
、
殺
生
と
肉
食
の
文
脈
に
は
関
連
し

な
い
。
し
か
し
賢
治
は
、
カ
エ
ル
へ
と
転
生
し
た
妹
を
そ
れ
と
知
ら
ず
打

ち
殺
し
て
し
ま
う
兄
の
物
語
（﹇
手
紙
一
﹈）
な
ど
に
お
い
て
、
自
身
や
身

近
な
人
が
人
間
以
外
へ
と
転
生
す
る
想
像
を
あ
ら
わ
す
。
賢
治
は
輪
廻
思

想
を
根
拠
に
お
き
、
繰
り
返
し
殺
生
や
肉
食
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　

殺
生
と
肉
食
を
避
け
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
智
学
は
『
日
本
国

体
の
研
究
』
に
お
い
て
、「
食
」
を
争
い
の
根
本
で
あ
る
と
し
、「
道
」

（
日
本
国
体
）
本
位
に
生
き
る
こ
と
で
そ
れ
を
克
服
で
き
る
と
説
く
。
そ

の
際
、
人
間
は
「
物
質
を
超
越
し
た
一
種
の
霊
妙
能
力
」
を
持
ち
、「
食
」
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性
に
応
え
る
形
で
、
真
宗
を
主
語
と
し
て
、
基
督
教
を
読
み
解
く
英
訳
が

誕
生
す
る
。

　

一
九
〇
九
年
、A

rthur Lloyd

が
真
宗
教
義
の
英
訳
に
着
手
し
、
一

九
一
〇
年
に
著
作Shinran and H

is W
ork: Studies in Shinshu 

T
heology

を
発
刊
す
る
。
従
来
の
真
宗
教
義
の
英
訳
は
、
基
督
教
を
批

判
し
つ
つ
、
梵
語
に
準
拠
し
、
西
洋
の
「
仏
教
学
」
と
の
接
点
を
描
く
こ

と
を
志
向
す
る
英
訳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ロ
イ
ド
の
著
作
は
、

「
真
宗
」
と
「
基
督
教
」
の
歴
史
上
の
接
点
を
描
こ
う
と
す
る
点
に
、
そ

の
画
期
が
あ
っ
た
。
ロ
イ
ド
の
英
訳
を
一
つ
の
転
換
点
に
「
浄
土
教
」
と

「
原
始
仏
教
」
の
接
点
を
描
く
英
訳
か
ら
、「
浄
土
教
」
と
「
基
督
教
」
の

接
点
を
描
く
英
訳
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。

　

こ
の
英
訳
方
法
を
さ
ら
に
進
め
た
人
物
こ
そ
が
、
中
井
玄
道
で
あ
っ

た
。
中
井
は
、
宗
教
家
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ナ
・
ゴ
ル
ド
ン
夫
人
の
薫
陶

を
受
け
、「
大
乗
仏
教
」
も
「
基
督
教
」
も
歴
史
的
に
は
同
じ
ル
ー
ツ
で

あ
る
と
い
う
理
論
に
基
づ
き
、
教
義
を
英
訳
し
た
。
そ
の
結
果
、「
本
願
」

の
英
訳
語
な
ど
、
多
く
の
訳
語
が
基
督
教
の
訳
語
を
採
用
し
た
も
の
と
な

っ
た
。
か
く
し
て
、
ロ
イ
ド
の
述
べ
て
い
た
「
真
宗
」
の
歴
史
と
「
基
督

教
」
の
歴
史
を
並
列
し
て
描
い
た
英
訳
は
、
中
井
に
至
る
と
新
た
な
展
開

を
迎
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
真
宗
」
と
「
基
督
教
」
は
歴
史
的
に
同
根

で
あ
る
か
ら
、
同
じ
訳
語
を
使
っ
て
も
問
題
は
な
い
と
い
う
理
論
で
あ

る
。
排
耶
か
ら
協
調
、
そ
し
て
基
督
教
の
文
脈
の
活
用
へ
。
英
訳
を
展
開

か
ら
追
っ
た
時
に
、
中
井
玄
道
の
英
訳
「
親
鸞
聖
人
伝
」
は
一
つ
の
到
達

点
で
あ
っ
た
、
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
本
発
表
で
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧

侶
、
中
井
玄
道
（
一
八
七
八
―
一
九
四
五
）
の
英
訳
「
親
鸞
聖
人
伝
」
を

到
達
点
と
し
、
特
殊
な
英
訳
が
可
能
と
な
る
文
脈
を
考
察
し
た
。

　

最
初
に
、
英
訳
の
目
的
の
変
遷
に
注
目
し
た
。
明
治
期
の
日
本
仏
教

は
、
井
上
円
了
の
よ
う
に
哲
学
的
な
観
点
か
ら
、
各
宗
派
の
教
え
を
「
真

如
」
の
理
論
の
も
と
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
立
場
、
あ
る
い
は
、
村
上
専

精
の
よ
う
に
歴
史
学
的
な
観
点
か
ら
捉
え
る
立
場
が
主
流
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
動
向
を
受
け
、「
大
乗
仏
教
」
を
概
説
す
る
英
訳
仏
書
で
は
「
大

乗
が
歴
史
的
に
仏
陀
の
直
説
で
は
な
い
」
と
い
う
事
実
を
認
め
な
が
ら

も
、「
真
如
」
や
「
法
性
」
と
い
う
哲
学
的
な
観
点
を
盛
り
込
み
、「
大
乗

仏
教
」
が
い
か
に
「
小
乗
仏
教
」
よ
り
も
優
れ
た
教
義
を
持
つ
か
を
発
信

す
る
手
法
が
取
ら
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
九
〇
七
年
に
発
刊
す
る
鈴
木
大
拙
の
英
訳
『
大
乗
仏
教

概
論
』
に
目
を
向
け
て
み
る
と
、
今
ま
で
の
「
西
洋
の
誤
っ
た
大
乗
仏
教

の
理
解
に
反
駁
す
る
た
め
」
と
い
う
目
的
に
加
え
て
、
新
し
く
「「
比
較

宗
教
学
」
の
学
者
た
ち
の
興
味
を
喚
起
す
る
た
め
」
と
い
う
文
言
が
加
わ

っ
て
い
る
。

　

こ
の
動
向
に
真
宗
の
僧
侶
た
ち
は
ど
う
反
応
し
た
か
。
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
の
北
米
開
教
使
た
ち
の
英
文
雑
誌T

he Light of D
harm

a
（
一

九
〇
七
年
一
二
月
号
）
に
は
、
当
時
の
開
教
使
の
一
人
で
あ
っ
た
内
田
晃

融
が
、「W
hat is R

eligion? R
eligion a Buddhism

?

」
と
い
う
主

題
の
英
文
を
投
稿
し
て
い
る
。
内
田
は
本
論
の
な
か
で
、「
比
較
宗
教
学
」

と
い
う
視
座
の
必
要
性
を
論
じ
つ
つ
も
、
そ
も
そ
も
基
督
教
の
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
含
む
「Religion

」
と
い
う
概
念
を
、
仏
教
の
「D

harm
a

」
と
い

う
概
念
を
中
心
に
沿
え
て
読
み
直
す
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
こ
の
必
要
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黒
田
の
『
大
乗
仏
教
大
意
』
は
、
江
戸
期
ま
で
に
発
展
し
た
日
本
仏
教

の
教
義
解
釈
を
述
べ
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、『
大
乗
起
信
論
』
な
ど

を
基
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
西
欧
か
ら
明
治
期
以
降
に
新
た
に
影
響
を
受

け
て
解
釈
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
黒
田
の
教
義
解
釈
が
西
欧
に
於
て
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
は
、
科
学
理
論
、
歴
史
的
思
考
に
対
し
て
の
宗

教
、
信
仰
、
倫
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
思
索
が
日
本
国
内
で
既
に
、
西

欧
諸
国
と
同
等
か
そ
れ
以
上
に
熟
成
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え

る
。
江
戸
期
よ
り
あ
っ
た
大
乗
非
仏
説
論
や
『
天
経
惑
問
』
な
ど
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
仏
教
批
判
な
ど
に
対
し
既
に
普
寂
ら
の
護
法
論
、
華
厳

等
の
研
究
に
依
っ
た
日
本
仏
教
思
想
が
構
築
さ
れ
て
お
り
（
西
村
玲
『
近

世
仏
教
思
想
の
独
創
│
│
僧
侶
普
寂
の
思
想
と
実
践
』
ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ

ー
、
二
〇
〇
八
年
、
参
照
）、
黒
田
も
其
の
系
譜
の
中
に
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
以
前
の
欧
米
へ
の
日
本
仏
教
紹
介
書
に
は
南
條
文
雄
に
よ
り
英
訳

さ
れ
た
小
栗
栖
香
頂
編
纂
『
佛
教
十
二
宗
綱
要
』
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
に

留
学
中
の
藤
島
了
穏
が
こ
れ
を
基
に
フ
ラ
ン
ス
語
に
よ
る
日
本
仏
教
紹
介

書Le bouddhism
e japonais: doctrines et histoire des douze 

grandes sectes bouddhiques du Japon

を
シ
ル
ヴ
ァ
ン
・
レ
ヴ
ィ

の
下
で
一
八
八
八
年
に
書
い
て
い
る
。
藤
島
は
そ
の
中
で
「
仏
陀
の
実
在

性
や
大
乗
仏
説
非
仏
説
と
い
っ
た
問
題
は
重
要
で
は
な
い
。
西
洋
の
英

知
、
哲
学
、
思
索
と
い
っ
た
も
の
は
仏
教
の
教
理
そ
の
も
の
が
先
取
り
し

て
い
る
。
そ
の
事
実
に
こ
そ
仏
教
の
教
理
が
信
奉
に
値
す
る
と
考
え
る
理

由
が
あ
る
。」（ibid., introduction, pp. III-IX

）
と
主
張
し
て
い
る
。

　

同
時
代
に
活
躍
し
た
二
人
の
学
者
を
比
べ
る
と
、
江
戸
時
代
か
ら
の
教

学
の
伝
統
の
中
に
あ
っ
た
黒
田
と
、
既
に
西
欧
の
影
響
の
濃
い
法
学
を
学

黒
田
眞
洞
『
大
乗
仏
教
大
意
』
の
欧
米
へ
の
影
響

│
│ 

藤
島
了
穏
と
の
比
較 

│
│

鷹
司
　
誓
榮

　

黒
田
眞
洞
は
江
戸
檀
林
の
教
育
、
京
都
留
学
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
博
識

か
ら
当
時
の
仏
教
界
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
り
、
大
正
大
学
の
前
身
と

も
い
え
る
浄
土
宗
の
宗
学
本
校
の
創
設
に
尽
力
し
初
代
校
長
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。
一
八
九
三
年
の
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
会
議
に
お
い
て
配
布
す
る

目
的
で
の
日
本
仏
教
紹
介
書
を
当
時
の
仏
教
界
の
中
で
黒
田
が
指
名
さ
れ

て
著
し
た
も
の
が
『
大
乗
仏
教
大
意
』
で
あ
り
、
当
該
著
作
の
西
欧
に
お

け
る
影
響
は
大
き
く
日
本
大
乗
仏
教
思
想
の
理
解
を
促
進
し
た
。
そ
の
英

訳
に
関
し
て
は
、
当
時
の
浄
土
宗
の
多
く
の
学
者
や
英
語
教
師
な
ど
が
関

わ
り
、
仏
教
に
お
け
る
用
語
の
一
々
の
内
容
と
訳
語
を
精
査
し
非
常
に
精

密
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
著
作
は
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
を
は

じ
め
、
国
内
外
で
数
多
引
用
さ
れ
、
神
智
学
協
会
な
ど
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。
ポ
ー
ル
・
ケ
ー
ラ
ス
の
代
表
的
著
作T

he G
ospel of 

Buddha

（
仏
陀
の
福
音
）
に
お
い
て
も
参
照
さ
れ
、
後
に
ケ
ー
ラ
ス
の

下
で
著
作
活
動
を
行
っ
た
鈴
木
大
拙
に
も
そ
の
影
響
は
及
ん
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
も
『
東
方
聖
典
』vol. 49
の

Part II

の
導
入
部
分
に
、『
大
乗
仏
教
大
意
』
を
大
幅
に
引
用
し
て
お

り
、
ミ
ュ
ラ
ー
自
身
の
大
乗
仏
典
の
理
解
の
正
し
さ
の
裏
付
け
と
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
当
該
著
作
が
西
欧
の
学
者
の
日
本
大
乗
仏
教
思
想

に
つ
い
て
の
理
解
を
如
何
に
促
進
し
た
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
ザ
イ
デ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
カ
ー
に
よ
っ
て
黒
田
の

十
年
後
の
第
二
作
の
仏
教
解
説
書
『
仏
陀
の
光
』
と
合
わ
せ
一
九
〇
四
年

に
翻
訳
が
な
さ
れ
、
そ
の
折
に
は
渡
辺
海
旭
ら
が
協
力
し
た
。
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品
は
、
新
聞
や
雑
誌
へ
の
掲
載
を
経
て
単
行
本
化
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

親
鸞
特
集
を
組
ん
だ
雑
誌
も
多
数
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の

流
行
は
、
真
宗
や
親
鸞
の
布
教
・
宣
伝
を
目
的
と
し
な
い
も
の
が
中
心
で

あ
り
、
仏
教
教
団
・
門
信
徒
と
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
と
は
や
や
性
質
が
異

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
親
鸞
流
行
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
る
石
丸
は
、
大
正
十
一
年
に

『
人
間
親
鸞
』、『
受
難
の
親
鸞
』
を
刊
行
す
る
ま
で
、
親
鸞
や
真
宗
と
の

関
係
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
は
、
こ
の
二
冊
を
刊
行
し
た
後
に
『
芸
術

と
生
活
創
造
』、
個
人
雑
誌
『
人
生
創
造
』
に
お
い
て
親
鸞
に
関
す
る
独

自
の
論
を
展
開
し
て
い
く
。
石
丸
の
親
鸞
論
と
は
、「
欲
望
の
持
続
」
で

あ
る
「
人
間
の
生
活
」（
石
丸
『
芸
術
と
生
活
創
造
』
小
西
書
店
、
一
九
二

三
年
、
二
頁
）
を
い
か
に
生
き
る
か
を
課
題
と
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、

そ
れ
は
親
鸞
思
想
を
広
め
た
り
、
宣
伝
し
た
り
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な

か
っ
た
。
彼
は
自
ら
出
版
社
を
立
ち
上
げ
、
支
部
を
組
織
し
、
読
者
へ
雑

誌
の
継
続
購
読
を
積
極
的
に
推
奨
す
る
な
ど
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
つ

つ
、
親
鸞
を
中
心
と
し
た
人
生
論
を
論
じ
て
い
っ
た
。
し
か
し
大
正
十
四

年
頃
か
ら
は
親
鸞
に
関
す
る
言
及
は
な
く
な
り
、
そ
の
後
仏
教
や
人
生
を

論
じ
た
著
作
に
お
い
て
も
、
親
鸞
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

同
じ
よ
う
に
、
山
中
も
、
僧
侶
で
も
門
徒
で
も
な
い
な
が
ら
、
親
鸞
を

題
材
と
す
る
文
学
作
品
・
評
論
を
量
産
し
た
特
異
な
人
物
で
あ
る
。
詐
欺

事
件
で
入
獄
し
て
職
を
失
い
、
執
筆
活
動
で
家
族
を
養
う
よ
う
に
な
っ
た

彼
は
、
入
獄
中
に
得
た
啓
示
（「
我
れ
爾
を
救
ふ
」）
の
体
験
を
大
正
九
年

に
『
中
央
公
論
』
へ
発
表
し
て
以
降
、
親
鸞
論
や
、
親
鸞
と
イ
エ
ス
を
め

ぐ
る
個
人
的
信
仰
告
白
の
書
を
立
て
続
け
に
刊
行
し
て
い
く
。
彼
は
信
仰

告
白
を
し
て
生
活
費
を
得
る
こ
と
に
葛
藤
し
つ
つ
も
、「
食
べ
て
い
く
た

ん
だ
藤
島
は
、
教
育
背
景
に
大
き
な
違
い
は
あ
る
が
、
日
本
大
乗
仏
教
を

非
仏
説
と
い
っ
た
概
念
を
超
え
、
発
展
し
熟
成
し
た
思
想
で
あ
る
と
と
ら

え
て
い
る
点
に
お
い
て
共
通
す
る
。

大
正
期
に
お
け
る
出
版
メ
デ
ィ
ア
と
親
鸞
像

大
澤
　
絢
子

　

本
報
告
で
は
、
本
や
雑
誌
と
い
っ
た
出
版
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
し
、
石
丸

梧
平
と
山
中
峯
太
郎
の
二
人
の
人
物
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
大
正
期
に
お

け
る
親
鸞
受
容
と
そ
の
発
信
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

近
代
以
降
、
宗
教
に
関
連
し
て
き
た
メ
デ
ィ
ア
は
、
書
籍
、
雑
誌
、
新

聞
、
舞
台
、
映
画
、
ラ
ジ
オ
な
ど
様
々
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
書
籍
や
雑
誌

に
関
し
て
真
宗
で
は
、
明
治
四
四
年
の
親
鸞
六
五
〇
回
御
遠
忌
法
要
を
記

念
し
た
出
版
事
業
の
他
、
聖
典
の
出
版
、『
精
神
界
』
や
『
婦
人
会
雑
誌
』

と
い
っ
た
雑
誌
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
宗
門
内
や
一
般

社
会
に
向
け
て
、
真
宗
の
教
え
や
宗
門
内
の
動
向
、
親
鸞
の
イ
メ
ー
ジ
を

伝
え
る
布
教
・
宣
伝
の
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

　

一
方
、
大
正
期
に
入
り
、
出
版
界
は
大
き
く
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
定

価
販
売
が
軌
道
に
乗
っ
た
こ
と
で
書
店
の
数
が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
に

加
え
、
機
械
の
発
展
に
よ
る
大
量
生
産
と
宣
伝
に
よ
っ
て
、
新
た
な
雑
誌

の
創
刊
が
相
次
い
だ
の
で
あ
る
（
橋
本
求
『
日
本
出
版
販
売
史
』
講
談

社
、
一
九
六
四
年
）。

　

こ
の
よ
う
に
出
版
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
て
い
く
大
正
期
に
生
じ
た
の

が
、
大
正
十
一
年
の
前
後
の
親
鸞
流
行
で
あ
る
。
倉
田
百
三
の
『
出
家
と

そ
の
弟
子
』（
大
正
六
年
）
を
契
機
に
巻
き
起
こ
っ
た
こ
の
流
行
期
の
作
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返
上
、
万
博
が
延
期
と
な
る
。
帝
都
東
京
で
計
画
さ
れ
た
万
博
と
夏
季
五

輪
に
向
け
て
、
仏
教
界
で
は
い
か
な
る
動
き
を
し
た
の
か
。
行
事
は
中
止

と
な
っ
た
た
め
、
仏
教
側
が
対
応
し
た
遺
産
は
語
り
継
が
れ
て
な
い
。
本

論
で
は
、
三
つ
の
動
向
を
検
証
す
る
。

　

第
一
に
、
学
術
団
体
の
国
際
仏
教
協
会
で
あ
る
。
同
会
で
は
、
一
九
三

六
年
か
ら
万
博
の
開
催
に
合
わ
せ
て
世
界
仏
教
学
大
会
を
開
く
こ
と
を
計

画
し
た
。
こ
れ
ま
で
世
界
各
地
で
開
か
れ
た
万
博
で
は
、
付
帯
事
業
と
し

て
諸
会
議
が
開
か
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
協
会
は
、
会
長
の
井
上
哲
次

郎
、
顧
問
の
姉
崎
正
治
等
か
ら
意
見
を
聴
取
し
て
、
代
表
理
事
の
木
村
日

紀
が
取
り
ま
と
め
て
審
議
を
し
た
。
一
九
三
八
年
三
月
と
四
月
に
万
博
協

会
長
の
藤
原
銀
次
郎
か
ら
井
上
宛
に
大
会
開
催
の
有
無
に
つ
い
て
照
会
が

あ
っ
た
が
、
検
討
中
と
回
答
し
た
（『
海
外
仏
教
事
情
』
五
巻
二
号
、
一

九
三
八
年
六
月
）。
大
会
開
催
の
動
き
は
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
連
盟
の

関
連
組
織
で
、
局
長
を
大
村
桂
巌
と
す
る
国
際
仏
教
通
報
局
も
計
画
し
て

い
た
。
国
際
仏
教
協
会
と
国
際
仏
教
通
報
局
の
間
で
、
組
織
統
合
の
調
整

が
な
さ
れ
た
が
実
現
し
て
い
な
い
。

　

第
二
に
、
仏
教
宗
派
の
連
合
組
織
で
あ
る
仏
教
連
合
会
（
現
・
全
日
本

仏
教
会
）
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
四
月
に
同
会
幹
事
総
会
を
開
い
た
が
、

万
博
で
仏
教
館
を
設
置
す
る
よ
う
主
催
者
へ
の
建
議
を
決
議
し
た
（『
教

学
新
聞
』
一
九
三
八
年
四
月
二
三
日
）。
万
博
協
会
が
、
一
九
三
七
年
夏

に
発
表
し
た
、
埋
立
地
の
四
号
地
（
通
称
・
月
島
四
号
地
、
現
・
中
央
区

晴
海
）、
五
号
地
（
通
称
・
深
川
五
号
地
、
現
・
江
東
区
豊
洲
）
等
を
会

場
と
す
る
最
終
案
で
は
、
宗
教
を
主
と
す
る
陳
列
館
が
含
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

実
は
、
万
博
の
会
場
に
つ
い
て
初
期
案
で
は
、
六
、
一
一
号
地
（
現
・

め
」
の
文
章
を
書
き
続
け
、「
我
れ
爾
を
救
ふ
」
の
啓
蒙
活
動
と
し
て
、

『
我
れ
爾
を
救
ふ
』
正
篇
四
冊
、
外
篇
四
冊
、
序
篇
一
冊
を
大
正
九
年
か

ら
十
一
年
に
か
け
て
刊
行
し
、
そ
の
な
か
で
親
鸞
を
論
じ
て
い
っ
た
。
さ

ら
に
は
こ
れ
ら
の
出
版
物
を
販
売
す
る
た
め
に
、
一
三
会
を
組
織
し
、
連

絡
所
を
自
宅
に
置
き
、
悩
み
多
い
人
々
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
彼
も
そ
の
後
は
、
婦
人
雑
誌
や
家
庭
雑
誌
、
冒
険
小
説
を
執
筆
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
自
身
の
信
仰
告
白
の
書
を
出
す
こ
と
は
な
く
な
っ
て

い
っ
た
。

　

石
丸
や
山
中
は
、
僧
侶
で
も
門
徒
で
も
な
い
立
場
か
ら
親
鸞
に
の
め
り

込
み
、
同
時
代
の
出
版
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
、
個
人
レ
ベ
ル
で
親
鸞
論
を

量
産
し
て
い
っ
た
独
特
な
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
は
販
売
体
制
を
整
備
し
、

広
告
を
活
用
し
た
自
著
の
宣
伝
を
積
極
的
に
行
い
、
自
分
た
ち
の
親
鸞
論

を
展
開
し
て
い
っ
た
。
彼
ら
の
親
鸞
論
・
親
鸞
へ
の
信
仰
告
白
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
生
計
を
立
て
る
た
め
だ
け
に
親
鸞
を
取
り

上
げ
た
と
ま
で
は
言
い
切
れ
ず
、
大
正
期
の
言
説
空
間
に
お
い
て
、
個
人

的
親
鸞
論
と
経
済
を
行
き
来
す
る
こ
う
し
た
宗
教
受
容
・
発
信
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

一
九
四
〇
年
の
日
本
万
国
博
覧
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
仏
教
界大

澤
　
広
嗣

　
「
紀
元
二
千
六
百
年
」
の
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
。
同
年
二
月
に

札
幌
で
第
五
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
、
三
月
か
ら
八
月
ま
で
東

京
等
で
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
日
本
万
国
博
覧
会
、
九
月
か
ら
一
〇
月
ま

で
東
京
等
で
第
一
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
が
決
定
し
た
。

し
か
し
日
中
戦
争
の
た
め
一
九
三
八
年
七
月
の
閣
議
決
定
で
五
輪
が
開
催
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が
東
京
佛
舎
利
奉
安
会
を
結
成
し
て
、
一
九
五
六
年
に
東
京
八
王
子
の
高

尾
山
薬
王
院
内
に
奉
安
塔
を
建
立
し
、
仏
舎
利
と
さ
れ
る
聖
遺
物
は
安
楽

の
地
を
得
た
。
そ
し
て
月
島
四
号
地
と
呼
ば
れ
た
晴
海
。
一
九
四
〇
年
の

仏
舎
利
塔
計
画
が
消
え
、
一
時
は
決
ま
っ
た
万
博
の
パ
ビ
リ
オ
ン
群
は
建

設
さ
れ
ず
、
二
〇
二
〇
年
の
第
三
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
選
手

村
と
な
る
。

日
蓮
に
お
け
る
「
一
念
三
千
」 │
│ 「
己
心
」
解
釈
も
含
め
て 

│
│

間
宮
　
啓
壬

　

日
蓮
の
著
名
な
著
作
『
観
心
本
尊
抄
』
の
一
節
「
四
十
五
字
法
体
段
」

（
後
に
提
示
）
に
み
え
る
「
己
心
の
三
千
具
足
」
の
解
釈
を
め
ぐ
り
、
か

つ
て
清
水
龍
山
と
山
川
智
応
と
の
間
で
論
争
が
交
わ
さ
れ
た
。
こ
の
論
争

の
焦
点
は
、「
己
心
」
を
凡
夫
在
迷
の
己
心
と
と
る
か
、
久
遠
本
仏
の
己

心
と
と
る
か
に
あ
っ
た
。
日
蓮
の
い
う
「
一
念
三
千
」
は
、
凡
夫
の
一
念

三
千
で
あ
る
か
、
久
遠
本
仏
の
一
念
三
千
で
あ
る
か
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が

交
わ
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
清
水
は
前
者
、
山
川
は
後
者
の
立
場
を
と
っ

た
。
間
宮
は
、
山
川
の
立
場
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
た
だ
、
山
川

の
説
に
立
っ
た
所
論
に
は
ほ
と
ん
ど
出
会
え
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
実

状
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
発
表
で
は
、
間
宮
が
日
蓮
に
お
け
る
「
一
念
三

千
」
を
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
を
ま
ず
は
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
中
で
、
日
蓮
に
あ

っ
て
「
一
念
三
千
」
の
成
立
根
拠
は
、
あ
く
ま
で
も
久
遠
本
仏
の
成
道
に

お
い
て
こ
そ
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
た
い
と
思
う
。

　
「
一
念
三
千
」
論
の
実
質
的
創
始
者
で
あ
る
天
台
大
師
智
顗
に
あ
っ
て
、

「
一
念
三
千
」
と
は
心
（
一
念
）
と
存
在
（
三
千
）
と
の
「
不
二
相
即
」

江
東
区
東
雲
）、
一
〇
号
地
（
現
・
同
区
有
明
）
等
が
予
定
地
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
ま
で
四
号
地
に
は
、
別
途
の
計
画
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
三
三

年
一
〇
月
に
東
京
市
が
決
定
し
た
庁
舎
の
有
楽
町
か
ら
四
号
地
へ
の
移
転

で
あ
る
。
開
発
の
先
駆
け
と
し
て
、
一
九
三
四
年
三
月
に
は
四
号
地
北
端

の
一
角
に
、
新
月
島
公
園
を
設
置
し
た
。
同
市
は
公
園
の
拡
張
も
構
想
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
庁
舎
移
転
は
、
市
長
の
牛
塚
虎
太
郎
が
強
力
に
推

進
し
た
が
、
反
対
意
見
が
強
く
実
現
に
至
ら
ず
、
四
号
地
の
利
用
計
画
は

中
断
し
た
。

　

第
三
に
、
そ
こ
で
仏
舎
利
奉
安
塔
の
建
設
計
画
の
浮
上
で
あ
る
。
四
号

地
の
土
地
利
用
が
進
ま
な
い
な
か
、
東
京
市
が
同
地
内
の
公
園
予
定
地
の

一
部
を
提
供
し
て
、
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
の
万
博
と
五
輪
に
因
み
、
仏

舎
利
奉
安
塔
と
仏
教
会
館
を
建
設
す
る
構
想
が
出
た
（『
中
外
日
報
』
一

九
三
七
年
五
月
一
日
）。

　

仏
舎
利
は
、
一
九
三
一
年
に
少
年
団
日
本
連
盟
（
現
・
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
日
本
連
盟
）
が
タ
イ
王
室
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
は
東
京

両
国
の
震
災
記
念
堂
（
現
・
東
京
都
慰
霊
堂
）
に
仮
安
置
さ
れ
て
い
た
。

以
前
か
ら
、
仏
教
連
合
会
と
東
京
仏
教
護
国
団
（
現
・
東
京
都
仏
教
連
合

会
）
で
は
、
仏
舎
利
の
正
式
な
安
置
場
所
を
求
め
て
い
た
。
ま
た
全
日
本

仏
教
青
年
会
連
盟
は
仏
教
会
館
で
あ
る
太
子
殿
の
建
設
を
計
画
し
て
い

た
。
こ
の
よ
う
に
東
京
市
及
び
仏
教
関
係
各
団
体
の
思
惑
か
ら
、
四
号
地

に
仏
舎
利
奉
安
塔
等
を
建
設
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
だ

が
、
一
九
三
七
年
夏
に
四
号
地
等
を
万
博
会
場
と
す
る
最
終
案
が
決
定
し

て
、
仏
舎
利
奉
安
塔
の
建
設
計
画
は
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。

　

結
局
、
万
博
と
五
輪
は
開
催
さ
れ
ず
、
敗
戦
を
経
て
仏
舎
利
は
ど
う
な

っ
た
か
。
一
九
五
三
年
に
財
界
、
仏
教
界
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
関
係
者
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本
仏
と
一
体
化
し
た
永
遠
の
世
界
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
換
言
す
る
な

ら
ば
、「
本
仏
」
と
い
う
具
体
的
な
仏
に
よ
っ
て
、「
本
時
」
と
い
う
具
体

的
な
時
に
、「
一
念
三
千
」
は
ま
さ
に
事
実
と
し
て
成
就
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
か
か
る
具
体
性
・
事
実
性
こ
そ
、
日
蓮
の
い
う
「
事
」
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
個
々
の
修
行
者
に
お
い
て
可
能
的
・
普
遍
的
に
成
り

立
つ
「
理
」
の
「
一
念
三
千
」
は
、
ま
さ
に
久
遠
本
仏
に
よ
り
「
事
」
の

「
一
念
三
千
」
と
し
て
成
就
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
「
四
十
五
字
法
体
段
」
に
お
け
る
「
こ
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
、
三

種
の
世
間
な
り
」
と
は
、
か
か
る
「
事
」
の
「
一
念
三
千
」
の
謂
い
で
あ

る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
己
心
」
と
は
、
久
遠
本
仏
の
「
己

心
」
で
あ
り
、「
三
千
」
お
よ
び
「
三
種
の
世
間
」
と
は
、
久
遠
本
仏
自

身
に
お
い
て
引
き
受
け
ら
れ
、
久
遠
本
仏
と
の
一
体
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ

た
「
三
千
」「
三
種
の
世
間
」
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
所
化

以
て
同
体
な
り
」
の
「
所
化
」
も
ま
た
、
久
遠
本
仏
自
身
に
お
い
て
引
き

受
け
ら
れ
、
久
遠
本
仏
と
の
一
体
化
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
「
本
時
の
娑
婆

世
界
」
の
衆
生
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
教
学
の
五
義
に
お
け
る
「
教
」
に
つ
い
て

│
│ 

佐
渡
期
を
中
心
と
し
て 

│
│

深
谷
　
恵
子

　

日
蓮
に
お
け
る
建
長
五
（
一
二
五
三
）
年
四
月
二
十
八
日
の
立
教
開
宗

は
、
一
切
経
の
う
ち
、
最
も
深
い
教
え
は
法
華
経
に
あ
り
、
末
法
の
衆
生

救
済
の
要
法
が
、
こ
こ
に
存
し
て
い
る
、
と
の
宣
言
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
、
末
法
の
時
代
の
私
た
ち
と
、
法
華
経
と
が
有
機
的
に
連
関
し
て

い
る
と
い
う
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
日
蓮
の
教
判
論
の
意

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
妙
楽
大
師
湛
然
は
、
こ
れ
を
修
行
主

体
の
側
か
ら
述
べ
て
、
修
行
主
体
の
「
成
道
」
の
瞬
間
、
そ
の
心
、
さ
ら

に
は
身
体
が
、
つ
ま
り
修
行
者
の
成
道
し
た
「
色
心
」
が
、
不
二
相
即
と

い
う
真
理
に
適
っ
て
存
在
全
体
に
遍
満
し
一
体
化
す
る
、
と
い
う
事
態
と

し
て
表
現
し
た
（『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
』〔『
正
蔵
』
四
六
巻
〕
二
九

五
頁
下
）。

　

さ
ら
に
日
蓮
は
、
湛
然
の
か
か
る
見
解
を
直
接
引
い
て
次
の
よ
う
に
記

す
。「
妙
楽
大
師
云
く
、
当
に
知
る
べ
し
、
身
土
は
一
念
の
三
千
な
り
。

故
に
成
道
の
時
、
こ
の
本
理
に
称
ふ
て
、
一
身
一
念
、
法
界
に
遍
ね
し
等

云
云
。
…
…
今
本
時
の
娑
婆
世
界
は
、
三
災
を
離
れ
、
四
劫
を
出
た
る
常

住
の
浄
土
な
り
。
仏
、
既
に
過
去
に
も
滅
せ
ず
、
未
来
に
も
生
ぜ
ず
。
所

化
以
て
同
体
な
り
。
こ
れ
即
ち
己
心
の
三
千
具
足
、
三
種
の
世
間
な
り
」

（『
観
心
本
尊
抄
』、『
定
遺
』
七
一
二
頁
、
原
漢
文
。
傍
線
部
が
「
四
十
五

字
法
体
段
」）。
こ
こ
で
い
う
「
成
道
」
は
、
右
の
文
脈
に
あ
っ
て
は
、
第

一
義
的
に
『
法
華
経
』
の
本
門
「
如
来
寿
量
品
」
に
開
顕
さ
れ
た
久
遠
の

釈
尊
の
「
成
道
」、
つ
ま
り
、「
本
時
」
に
お
け
る
「
本
仏
」
の
成
道
と
し

て
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
「
成
道
」
の
瞬
間
、
一
念
と
三
千
と

の
不
二
相
即
と
い
う
「
本
理
」
に
適
っ
て
、
久
遠
本
仏
の
色
心
が
あ
ら
ゆ

る
存
在
に
遍
満
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
娑
婆
世
界
も
成
道
し
て
浄
土
と
な

り
、
そ
こ
に
あ
る
衆
生
も
ま
た
成
道
し
て
仏
と
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
久
遠
本
仏
の
永
遠
性
ゆ
え
に
、
娑
婆
世
界
は
「
常
住
の
浄

土
」
で
あ
り
、
衆
生
も
ま
た
「
所
化
以
て
同
体
」、
す
な
わ
ち
久
遠
本
仏

と
同
体
な
る
永
遠
の
仏
、
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

日
蓮
の
い
う
「
一
念
三
千
」
と
は
、
久
遠
本
仏
の
色
心
に
貫
き
通
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
娑
婆
世
界
も
、
そ
こ
に
あ
る
衆
生
も
、
す
べ
て
が
久
遠
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親
三
徳
兼
備
の
釈
尊
を
本
尊
と
す
る
立
場
か
ら
、
他
宗
の
本
尊
と
の
勝
劣

を
判
じ
て
い
る
。

　

次
に
、「
十
界
互
具
一
念
三
千
の
法
門
は
、
華
厳
宗
の
澄
観
の
疏
に
あ

り
、
ま
た
、
真
言
宗
に
お
い
て
は
、
大
日
経
疏
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
天

台
宗
と
の
同
異
は
い
か
な
る
も
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
検

証
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
華
厳
宗
及
び
真
言
宗
は
、
各
々
十
界
互
具
一

念
三
千
の
法
門
の
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
真
言
宗
で

は
、『
高
僧
伝
』『
菩
提
心
義
』
に
記
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
史
実
に
よ
っ

て
、
一
念
三
千
が
天
台
宗
に
基
づ
く
こ
と
」
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
華
厳
経
に
明
か
さ
れ
て
い
る
一
念
三
千
義
「
心
仏
及
衆
生
等
」
は
、
天

台
宗
の
一
念
三
千
義
が
な
け
れ
ば
、
説
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」

と
、
述
べ
て
い
る
。
そ
の
次
下
に
は
、
三
蔵
教
・
通
教
・
別
教
・
円
教
の

心
具
十
界
を
図
化
し
、「
爾
前
経
に
あ
っ
て
は
、
心
具
三
千
の
義
を
明
か

さ
ず
、
法
華
の
心
具
の
意
を
か
ら
な
け
れ
ば
、
真
の
一
念
三
千
の
成
立
し

な
い
」
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
湛
然
著
『
止
観
輔
行
伝
弘

決
』
巻
五
に
、「『
摩
訶
止
観
』
巻
五
の
第
七
正
観
章
に
、
初
め
て
正
し
く

一
念
三
千
を
以
て
観
心
の
法
の
指
南
と
さ
れ
て
お
り
、
一
念
三
千
の
法
門

は
、
天
台
大
師
一
期
の
終
窮
極
説
で
あ
る
。
此
の
外
に
天
台
大
師
別
伝
必

要
の
法
門
が
あ
る
な
ど
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
、
述
べ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
釈
尊
一
代
仏
教
の
要
で
あ
る
十
界
互
具
一

念
三
千
の
法
門
「
教
」
は
、
教
主
釈
尊
か
ら
天
台
大
師
智
顗
へ
継
承
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
、
推
測
さ
れ
る
。

　

五
義
を
視
点
と
す
る
と
「
釈
尊
一
代
の
仏
教
の
要
で
あ
る
一
念
三
千
の

法
門
の
「
教
」
は
、
天
台
大
師
智
顗
と
い
う
「
師
」
一
人
に
継
承
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
」
と
、
理
解
で
き
る
。

義
が
内
包
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
推
察
さ
れ
る
。

　

日
蓮
の
遺
文
中
、
五
義
が
初
め
て
体
系
的
に
列
示
さ
れ
た
の
は
、
弘
長

二
（
一
二
六
二
）
年
伊
豆
国
伊
東
の
流
刑
地
で
著
さ
れ
た
『
顕
謗
法
鈔
』

で
あ
る
。
第
四
段
冒
頭
に
、
弘
法
の
用
心
と
し
て
五
義
が
示
さ
れ
て
い

る
。
各
綱
目
に
つ
い
て
は
、
文
永
元
（
一
二
六
四
）
年
十
二
月
十
二
日
、

死
の
病
に
伏
し
て
い
る
南
条
兵
衛
七
郎
に
宛
て
た
『
南
条
兵
衛
七
郎
殿
御

書
』
に
、
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、「
教
」
に
つ
い
て
は
、「
一
切

衆
生
の
本
師
に
て
ま
し
ま
す
釈
尊
の
教
こ
そ
本
に
は
な
り
候
べ
け
れ
」

（『
定
本
遺
文
』
三
一
九
頁
）
と
、
定
め
て
い
る
。
つ
ま
り
「
教
」
と
は
教

主
釈
尊
の
「
教
え
」
を
意
味
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
茂
田
井
教
亨
氏
は
「
五
義
の
体
系
的
考
察
―
本
尊
抄
と
諸

遺
文
と
の
関
連
―
」（
茂
田
井
教
亨
著
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』、
一
九

六
四
年
）
で
『
八
宗
違
目
鈔
』
を
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
書
に
つ
い
て

「
聖
人
み
ず
か
ら
の
叙
述
に
代
わ
る
べ
き
至
要
の
文
献
を
、
そ
の
独
自
の

見
解
に
委
ね
て
問
題
提
起
的
に
摘
出
さ
れ
た
も
の
で
、
聖
人
の
思
惟
の
方

向
が
、
明
ら
か
に
『
開
・
本
』
両
抄
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
る
」（
右
茂
田
井
論
文
、
一
二
二
―
三
頁
）
と
、
述
べ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
「
教
」
の
考
察
を
す
る
前
提
と

し
て
『
八
宗
違
目
鈔
』
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
五
義
の

研
究
で
は
、『
八
宗
違
目
鈔
』
に
お
い
て
『
法
華
経
』
の
一
念
三
千
の
法

門
が
、
天
台
大
師
智
顗
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
を

如
何
に
論
証
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
い
ま
だ
問
題

に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
八
宗
違
目
鈔
』
に
お
け
る

「
教
」
の
説
示
に
つ
い
て
検
証
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
、
本
書
の
冒
頭
部
に
、
如
来
寿
量
品
で
発
迹
顕
本
さ
れ
た
、
主
師
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品
」
の
説
相
が
、
釈
尊
か
ら
上
行
菩
薩
に
要
法
で
あ
る
南
無
妙
法
蓮
華
経

を
付
嘱
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
釈
尊
が
『
法
華
経
』

「
本
門
八
品
」
を
説
き
上
行
菩
薩
に
要
法
を
付
嘱
す
る
こ
と
が
釈
尊
出
世

の
本
懐
で
あ
る
、
と
強
調
し
た
背
景
に
は
、
日
隆
自
身
が
生
き
て
い
る

〈
仏
滅
後
〉
末
法
と
い
う
時
代
背
景
が
あ
っ
た
。
末
法
に
お
い
て
釈
尊
が
、

上
行
菩
薩
に
要
法
を
付
嘱
す
る
そ
の
説
相
が
説
か
れ
て
い
る
の
が
「
本
門

八
品
」
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
、
悪
人
劣
機
の
衆
生
で
あ
る
こ
と
に
、
日

隆
は
『
法
華
経
』
の
真
意
を
見
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。

⑶
当
宗
の
本
尊
義
に
つ
い
て

　

五
カ
所
の
記
述
か
ら
、「
本
門
」
の
妙
法
蓮
華
経
は
、
万
法
を
総
在
し
、

「
本
門
八
品
」
に
お
け
る
上
行
菩
薩
に
対
す
る
付
嘱
の
要
法
が
、
本
尊
で

あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
唯
一
の
本
仏
は
、
万
法
総
持
の
妙
法
蓮

華
経
を
十
法
界
総
持
の
上
行
菩
薩
に
付
嘱
し
、
さ
ら
に
正
法
・
像
法
時
代

に
お
け
る
熟
益
の
た
め
の
教
法
は
、
要
法
で
あ
る
妙
法
蓮
華
経
の
体
内
か

ら
開
出
さ
れ
、
末
法
相
応
本
門
の
本
尊
は
、
必
ず
末
法
に
流
布
す
る
、
と

記
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

⑷
末
法
下
種
の
問
題

　

三
カ
所
の
記
述
か
ら
、
釈
尊
が
本
因
妙
を
面
、
本
果
妙
を
裏
と
し
て
、

事
の
一
念
三
千
を
成
じ
て
、
教
弥
実
位
弥
下
の
易
行
を
完
成
し
仏
と
な
っ

た
後
、「
本
門
八
品
」
を
説
い
て
上
行
菩
薩
を
召
出
し
、
そ
の
結
果
末
法

の
衆
生
は
聖
人
に
帰
伏
し
て
、
上
行
菩
薩
体
内
の
所
生
の
子
と
な
る
。
そ

し
て
久
遠
本
時
と
滅
後
末
法
に
お
け
る
そ
の
法
体
は
、
時
は
異
な
る
と
い

っ
て
も
同
じ
で
あ
る
、
と
日
隆
は
記
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

こ
の
検
討
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
日
隆
が
教

相
主
義
、
つ
ま
り
「
本
門
八
品
」
正
意
を
標
榜
さ
れ
た
背
景
に
は
、
当
時

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
い
て
、
智
顗
の
一
念

三
千
の
法
門
が
、
末
法
救
済
の
「
教
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
論
理
展
開

さ
れ
て
い
る
の
か
を
究
明
し
た
い
。

慶
林
坊
日
隆
教
学
に
お
け
る
一
考
察 

│
│ 

本
門
八
品
の
視
点
か
ら 

│
│

山
下
　
宗
秀

　

慶
林
坊
日
隆
（
以
下
日
隆
）
の
著
述
中
、『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』
第

一
巻
〜
第
二
巻
（
一
―
一
五
一
頁
）（『
原
文
対
訳
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』

日
蓮
聖
人
御
降
誕
奉
賛
会　

昭
和
四
五
年
七
月
）
に
限
定
し
て
、「
本
門

八
品
」
の
表
記
に
注
目
す
る
と
、
四
十
九
カ
所
確
認
で
き
る
。
そ
の
記
述

の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
試
み
で
は
あ
る
が
、
⑴
「
一
品
二
半
」
と
「
本

門
八
品
」
と
の
相
対
化
の
も
と
に
、
本
門
八
品
を
正
意
と
す
る
立
場
。
⑵

上
行
付
嘱
（
要
付
）
と
し
て
の
記
述
。
⑶
当
宗
の
本
尊
義
に
つ
い
て
。
⑷

末
法
下
種
の
問
題
。
以
上
四
つ
の
概
念
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
こ
で
順
次
に
四
つ
の
概
念
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

⑴
「
一
品
二
半
」
と
「
本
門
八
品
」
と
の
相
対
化
の
も
と
に
、
本
門
八
品

を
正
意
と
す
る
立
場

　

四
ケ
所
の
記
述
か
ら
日
隆
は
、『
法
華
経
』
本
門
が
経
王
で
あ
り
、「
本

門
」
の
中
で
も
「
一
品
二
半
」
と
「
本
門
八
品
」
を
相
対
化
し
た
時
、
本

門
の
「
一
品
二
半
」
は
在
世
脱
益
で
あ
り
、
下
種
益
で
あ
る
「
本
門
八

品
」
が
末
法
に
お
け
る
観
心
で
あ
る
、
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
た
。

⑵
上
行
付
嘱
（
要
付
）
と
し
て
の
記
述

　

四
ケ
所
の
記
述
か
ら
、
日
隆
が
「
本
門
八
品
」
を
強
調
す
る
の
は
、
本

門
に
お
い
て
真
実
の
父
（
国
王
）
が
開
顕
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
「
本
門
八
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本
迹
勝
劣
を
主
張
し
、
同
寺
を
退
出
。
か
つ
て
よ
り
勝
劣
義
を
共
有
し
て

い
た
八
品
派
の
本
能
寺
・
妙
蓮
寺
方
と
通
用
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
に
八

品
派
と
の
間
で
も
、
涌
出
品
「
不
須
汝
等
護
持
此
経
」
の
「
此
経
」
が

本
妙
か
迹
妙
か
、
と
い
う
議
論
を
契
機
に
亀
裂
を
生
じ
、
本
能
寺
住
持
日

曦
と
の
間
で
三
問
三
答
を
経
て
義
絶
す
る
に
至
っ
て
い
る
（
護
持
此
経
論

争
、
曦
真
問
答
）。
し
か
し
て
、
日
辰
の
著
述
に
は
、
特
に
日
真
が
八
品

派
と
義
絶
す
る
契
機
と
な
っ
た
護
持
此
経
論
争
に
対
す
る
論
及
が
あ
り
、

こ
こ
に
「
護
持
此
経
」
釈
と
い
う
標
題
を
定
め
た
一
断
面
上
に
お
い
て
日

辰
・
日
真
両
師
の
教
義
的
共
通
性
を
探
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

護
持
此
経
論
争
の
論
点
を
一
瞥
す
る
と
、
そ
の
出
典
と
な
る
涌
出
品
の

冒
頭
で
は
、
迹
門
流
通
分
に
説
く
弘
経
の
利
益
を
聴
聞
し
た
他
土
の
菩
薩

（
迹
化
）
が
此
土
の
護
持
・
弘
経
を
請
ず
る
も
、
仏
は
「
不
須
汝
等
護
持

此
経
」
と
説
い
て
許
さ
ず
、
既
に
此
土
に
は
そ
れ
を
担
う
菩
薩
が
居
る
と

し
、
地
涌
の
菩
薩
（
本
化
）
出
現
が
示
唆
さ
れ
る
。
し
か
し
て
、
こ
こ
に

他
土
の
菩
薩
が
護
持
・
弘
経
を
請
じ
、
仏
に
許
さ
れ
な
か
っ
た
「
此
経
」

は
、
本
妙
か
迹
妙
か
。
一
見
す
れ
ば
、
次
段
涌
出
の
菩
薩
に
残
さ
れ
た

「
此
経
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
滅
後
に
弘
め
る
べ
き
本
門
妙
体
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
台
智
顗
の
科
段
は
、
こ
の
「
護
持
此

経
」
を
説
く
「
如
来
不
許
」
段
を
本
門
序
文
に
括
り
、
一
品
二
半
正
宗

分
・
略
開
権
顕
遠
よ
り
外
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
化
出
現
・
寿
量
品
顕
本

以
前
の
経
文
に
本
妙
が
既
に
表
出
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
か
、
と
い
う
問

題
が
存
し
て
い
る
。
本
能
寺
日
曦
と
日
真
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
三
問
三
答

の
書
状
よ
り
、
各
師
所
論
の
一
端
を
み
る
と
、
日
曦
の
立
場
は
、
涌
出
品

の
「
護
持
此
経
」
が
既
に
本
門
の
序
分
、
本
門
八
品
の
初
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
迹
化
が
請
じ
、
仏
不
許
の
「
此
経
」
を
本
妙
と
す
る
。
日
曦
の
第
二

の
天
台
教
学
の
主
張
で
あ
る
「
昔
・
迹
・
本
・
観
」
と
い
う
四
重
興
廃
の

立
場
か
ら
、「
観
心
」
を
勝
、『
法
華
経
』
を
劣
と
す
る
「
止
観
勝
法
華

劣
」
と
い
う
思
想
や
口
伝
法
門
が
重
視
さ
れ
た
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
古
天
台
本
覚
思
想
を
批
判
す
る
た
め

に
、『
法
華
経
』「
本
門
八
品
」
正
意
を
基
軸
と
し
た
、
教
相
主
義
を
展
開

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

日
隆
に
と
っ
て
〈
仏
滅
後
〉
末
法
に
お
い
て
、
宗
教
的
悪
人
で
あ
る
衆

生
救
済
、
さ
ら
に
は
日
隆
自
身
が
成
仏
す
る
た
め
に
は
、
経
王
で
あ
る

『
法
華
経
』
本
門
、
さ
ら
に
釈
尊
出
世
の
本
懐
で
あ
る
上
行
付
嘱
が
示
さ

れ
た
「
本
門
八
品
」
を
正
意
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、『
弘
経
抄
』
全
体
か
ら
「
本
門
八
品
」
の
表
記
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

広
蔵
院
日
辰
の
本
迹
論
に
関
す
る
一
考
察

神
田
　
大
輝

　

日
蓮
宗
教
学
史
上
、
広
蔵
院
日
辰
教
学
の
特
殊
性
を
知
る
一
つ
の
指
標

と
し
て
、
妙
法
蓮
華
経
二
十
八
品
中
、
寿
量
品
の
一
品
を
正
意
と
し
た
体

系
の
も
と
に
教
義
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
で
き
る
。
し
か
し

て
、
こ
う
し
た
教
義
体
系
は
、
従
来
、
同
じ
く
寿
量
品
の
一
品
正
意
を
標

榜
し
た
常
不
軽
院
日
真
の
も
と
で
の
研
鑽
が
、
強
く
影
響
し
て
い
る
も
の

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
師
の
一
品
正
意
と
い
う
本
迹

論
の
方
法
に
、
如
何
な
る
教
義
的
共
通
性
を
見
出
せ
る
か
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
具
体
的
な
考
証
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
教
学
史
研
究
を
進

展
さ
せ
る
余
地
が
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
日
真
の
経
歴
を

辿
る
と
、
師
は
、
本
迹
一
致
を
標
榜
す
る
妙
本
寺
（
妙
顕
寺
）
に
在
っ
て
、
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近
世
・
近
代
日
蓮
絵
伝
記
の
種
類
に
つ
い
て

望
月
　
真
澄

　

近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
日
蓮
伝
記
は
い
く
つ
か
存
在
す

る
が
、
本
発
表
で
は
絵
を
主
体
と
し
て
画
か
れ
た
絵
伝
記
に
注
目
し
た
。

日
蓮
絵
伝
記
の
形
態
は
、
絵
と
文
章
で
記
す
形
態
の
も
の
と
絵
の
み
で
構

成
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
現
存
す
る
絵
伝
記
は
、
天
文
五
年
（
一
五
三

六
）
窪
田
統
泰
筆
写
の
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
が
初
見
と
な
っ
て
い
る
。

一
般
的
な
日
蓮
伝
記
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
お
い
て
和
綴
じ
本
と
し
て
の

形
態
の
も
の
が
多
く
作
成
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
文
章
が
主
と
な
り
、
絵
が

従
（
挿
絵
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
絵
は
あ
く
ま
で
挿
絵
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
近
世
の
絵
入
り
の
代
表
的
な
日
蓮
伝
記
本
と

し
て
、
①
作
者
未
詳
『
日
蓮
聖
人
御
伝
記
』（
延
宝
九
年
）、
②
深
見
要
言

『
本
化
高
祖
紀
年
録
』（
寛
政
五
年
）、
③
中
村
経
年
『
日
蓮
上
人
一
代
図

会
』（
安
政
五
年
）、
④
小
川
泰
堂
『
日
蓮
大
士
真
実
伝
』（
慶
応
三
年
）

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
①
を
除
き
、
法
華
の
在
家
信
者
が
作
成
し
た
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

絵
伝
記
の
中
に
は
、
掛
幅
の
装
丁
に
し
て
日
蓮
の
伝
記
を
布
教
の
場
で

信
徒
に
説
明
す
る
も
の
や
、
絵
馬
（
板
絵
）
と
し
て
本
堂
や
堂
宇
に
掲
げ

る
形
態
の
も
の
が
管
見
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
絵
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
場
面
か
ら
日
蓮
伝
記
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
絵
の
構

図
の
数
量
に
よ
っ
て
伝
記
の
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
面
が
異
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
一
枚
物
と
い
わ
れ
る
日
蓮
絵
伝
記
を
研
究
対
象
と
し
た
い
。
筆

者
が
管
見
し
た
一
枚
物
の
日
蓮
絵
伝
記
に
は
、
四
場
面
、
十
二
場
面
、
十

六
場
面
、
二
十
一
場
面
、
三
十
六
場
面
の
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
伝
記
が
あ
る
。

　

四
場
面
絵
伝
記
は
、
伊
豆
法
難
、
小
松
原
法
難
、
龍
口
法
難
の
三
法
難

問
状
に
は
、
こ
の
事
を
日
真
は
認
知
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
門
の

経
文
「
護
持
此
経
」
を
迹
門
妙
法
と
見
做
す
こ
と
を
自
語
相
違
と
批
判
す

る
。
日
真
の
立
場
は
、
宗
祖
日
蓮
・
八
品
派
の
祖
慶
林
坊
日
隆
の
著
述
か

ら
八
品
中
で
も
寿
量
品
こ
そ
詮
要
た
る
旨
の
論
拠
を
求
め
、
ま
た
天
台
の

経
釈
か
ら
「
護
持
此
経
」
が
迹
妙
で
あ
る
こ
と
の
論
証
が
指
向
さ
れ
る
。

日
真
の
第
二
答
状
に
は
、『
法
華
文
句
』
釈
涌
出
品
「
他
方
菩
薩
聞
通
経

福
大
」（『
正
蔵
』
三
四
、
一
二
四
）
云
々
の
本
末
釈
が
引
か
れ
る
。
妙
楽

湛
然
の
扶
釈
に
「
他
方
菩
薩
聞
通
経
福
大
と
は
、
已
に
迹
門
に
流
通
を
説

き
竟
る
を
聞
い
て
、
以
て
勝
福
を
募
て
流
通
せ
ん
こ
と
を
欲
す
」（『
正

蔵
』
三
四
、
三
一
三
）
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
迹
化
が
護
持
・
弘
経
を
請

じ
、
仏
不
許
の
「
此
経
」
は
迹
化
「
已
聞
」
の
迹
門
流
通
分
と
論
じ
て
い

る
。

　

日
辰
の
著
『
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
に
は
、
こ
の
護
持
此
経
論
に
触
れ

て
、「
実
義
に
随
へ
ば
真
公
の
義
は
正
意
た
る
べ
き
也
」（『
研
教
』
五
、

四
〇
六
）
と
評
し
、
ま
た
主
著
『
開
迹
顕
本
法
華
二
論
義
得
意
抄
』
の
涌

出
品
釈
に
は
、「
護
持
此
経
」
の
本
迹
を
め
ぐ
る
設
問
を
立
て
、
こ
れ
を

迹
妙
と
す
る
立
場
か
ら
の
分
問
分
答
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
日
辰
は
、

日
真
と
同
様
の
本
末
釈
を
引
き
、「
何
ぞ
未
聞
の
本
妙
に
於
て
、
之
を
請

ず
る
べ
き
耶
」（『
宗
全
』
三
、
二
二
七
）
と
論
じ
て
お
り
、
久
遠
の
妙
体

「
因
縁
の
大
事
」
が
顕
現
す
る
の
は
寿
量
品
正
答
段
に
あ
る
と
主
張
す
る
。

他
所
に
も
「
護
持
此
経
」
が
迹
妙
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
論
述
に
は
、
日

真
の
方
法
が
多
く
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
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る
と
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
の
日
蓮
六
百
遠
忌
の
折
に
作
成
さ
れ

た
本
圀
寺
蔵
版
が
底
本
と
な
っ
て
近
代
の
い
く
つ
か
の
絵
伝
記
が
誕
生
し

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
日
蓮
絵
伝
記
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
庶
民
僧
へ
の
日
蓮

信
仰
の
浸
透
の
様
相
、
浮
世
絵
、
落
語
、
歌
舞
伎
を
始
め
と
す
る
近
代
以

降
の
芸
術
文
化
へ
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

姉
崎
正
治
と
日
蓮

三
輪
　
是
法

　

宗
教
学
者
・
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
―
一
九
四
九
）
は
、
高
山
樗
牛
と

の
交
流
を
通
し
て
、
日
蓮
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
姉
崎
の

研
究
対
象
は
も
ち
ろ
ん
日
蓮
だ
け
で
は
な
く
、
入
学
当
初
は
指
導
教
授
・

井
上
哲
次
郎
の
も
と
、
印
度
哲
学
と
仏
教
学
の
研
究
を
し
て
い
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
イ
ン
ド
留
学
中
も
、
専
門
分
野
の
大
家
に
指
導
を
仰
い
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
姉
崎
が
『
法
華
経
の
行
者
日
蓮
』
を
著
す
に
至
る
ま
で

の
足
跡
を
追
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
姉
崎
の
日
蓮
に

対
す
る
思
索
の
変
遷
を
、
晩
年
の
高
山
樗
牛
と
の
や
り
と
り
か
ら
明
治
四

四
年
に
至
る
ま
で
、
高
山
を
通
し
て
み
る
日
蓮
か
ら
自
立
し
た
日
蓮
研
究

に
移
行
し
て
い
く
段
階
を
考
察
し
た
。

　

高
山
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
日
蓮
と
の
出
会
い
は
、
明
治
二
十
年

代
後
半
、
田
中
智
学
が
編
集
し
て
い
た
『
妙
宗
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
日

蓮
遺
文
を
偶
然
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
爾
来
、
志
し
あ
り
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
を
し
な
か
っ
た
日
蓮
研
究
を
、
高
山
は
病
気
療
養
を

機
に
始
め
る
決
心
を
す
る
。
研
究
の
た
め
に
鎌
倉
に
移
り
住
ん
だ
高
山

は
、
六
種
の
日
蓮
伝
と
小
川
泰
堂
が
編
集
し
た
『
高
祖
遺
文
録
』
を
読
破

と
佐
渡
流
罪
の
場
面
が
画
か
れ
て
お
り
、
十
二
場
面
伝
記
の
ほ
と
ん
ど
が

法
難
・
奇
瑞
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
十
六
場
面
絵
伝
記
は
、
誕

生
、
宗
旨
建
立
、
問
答
、
入
滅
、
葬
送
と
い
っ
た
場
面
を
除
く
十
場
面
が

法
難
・
奇
瑞
の
場
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
二
十
一
場
面
絵
伝
記
に
お
い

て
二
種
類
が
確
認
さ
れ
た
が
、
一
方
は
宗
旨
御
建
立
、
も
う
一
方
は
身
延

山
御
隠
居
の
場
面
が
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
の
異
な
る
場
面
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
他
は
ほ
ぼ
同
じ
構
図
で
あ
る
。
二
十
一
場
面

の
二
種
類
の
絵
伝
記
を
比
較
す
る
と
、「
山
王
大
権
現
御
使
」、「
名
越
御

庵
主
召
取
御
難
」、「
厳
島
女
御
本
尊
授
与
之
」、「
身
延
山
図
」、
の
四
場

面
が
他
の
絵
伝
記
と
比
較
す
る
と
特
徴
あ
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。
前
者

二
場
面
が
法
難
・
奇
瑞
と
な
り
、
後
者
二
場
面
が
信
仰
の
大
事
な
部
分
と

な
る
本
尊
授
与
や
霊
場
と
し
て
の
身
延
山
風
景
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
三
十
六
場
面
絵
伝
記
は
京
都
本
圀
寺
蔵
版
と
な
る
も
の
で
、
同
寺
所

蔵
の
室
町
期
『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
を
底
本
と
し
、
一
枚
物
と
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』

と
比
較
す
る
と
、
最
後
に
日
蓮
滅
後
の
教
団
場
面
と
な
る
、「
御
遺
誡
の

事
」、「
遠
州
貫
名
妙
日
寺
の
事
」、「
御
旧
跡
の
事
」
の
三
つ
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
日
蓮
滅
後
の
内
容
の
充
実
が
近
世
か
ら
近
代
の
絵
伝
記
の

特
徴
と
い
え
る
。
な
お
、
三
十
六
場
面
絵
伝
記
は
、
肉
筆
で
模
写
し
た
絵

伝
記
が
他
の
日
蓮
宗
寺
院
で
確
認
で
き
る
た
め
、
広
く
法
華
寺
院
に
流
布

し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
絵
伝
記
で
は
、「
山
王
大
権
現
御

使
」、「
厳
島
女
御
本
尊
授
与
之
」、「
高
座
石
七
面
大
明
神
」
の
場
面
が
他

の
絵
伝
記
と
比
較
し
て
登
場
す
る
場
面
で
あ
り
、
二
十
一
場
面
の
伝
記
と

酷
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
二
十
六
場
面
の
絵
伝
記
は
、
三
十
六

場
面
の
本
圀
寺
蔵
版
を
底
本
と
し
て
画
か
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
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載
さ
れ
た
「
高
山
樗
牛
と
日
蓮
上
人
」
で
あ
る
。
そ
の
視
点
で
は
「
高
山

は
何
故
日
蓮
と
い
う
人
物
に
魅
了
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
問
題
を
論
じ
て

い
た
。
姉
崎
は
、
高
山
の
日
蓮
論
か
ら
日
蓮
と
い
う
人
物
像
を
描
く
こ
と

で
、
そ
の
答
え
を
求
め
た
。
高
山
の
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
人
格
と
呼
応
し
た
日

蓮
は
、「
我
執
我
慢
の
人
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
人
生
を
一
貫

す
る
深
い
信
仰
に
基
づ
く
人
格
で
あ
り
、「
予
言
の
信
仰
」
へ
と
到
達
し

た
人
物
だ
と
い
う
。
こ
の
「
予
言
の
信
仰
」
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
や

ジ
ロ
ラ
モ
・
サ
ボ
ナ
ロ
ー
ラ
と
同
様
、
熱
狂
の
人
が
至
る
信
仰
で
、
熱
狂

の
人
は
必
ず
熱
狂
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
凡
俗
の
世
間
と
の
戦
い
に
屈
せ

ず
、
熱
狂
を
貫
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
日
蓮
の
強
い
意
志

と
激
し
い
自
信
と
い
う
「
根
本
性
格
」
に
感
服
し
、
高
山
は
日
蓮
の
精
神

を
自
ら
の
精
神
と
「
融
通
」
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
最
後
の
生
命
力
と

し
た
と
結
論
す
る
。
日
蓮
像
を
肯
定
的
に
描
き
変
え
た
姉
崎
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
宗
教
学
者
と
し
て
の
視
点
か
ら
で
あ
り
、
法
華
経
に
つ
い
て

論
じ
る
際
に
は
、
い
ま
だ
「
作
者
」
と
い
う
存
在
が
願
望
を
預
言
と
し
て

記
し
た
と
考
え
て
い
た
。

し
、
日
蓮
こ
そ
一
人
鎌
倉
時
代
の
偉
人
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
希
有
な

る
大
人
物
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
到
る
。
で
は
高
山
は
日
蓮
を
ど
の
よ
う

に
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
成
果
で
あ
る
高
山
の
日
蓮
論
、
す
な
わ

ち
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
四
月
に
世
に
出
た
「
日
蓮
上
人
と
は
如

何
な
る
人
ぞ
」
に
は
、
日
蓮
が
上
行
菩
薩
と
し
て
自
覚
す
る
と
こ
ろ
に
偉

大
性
が
あ
る
と
し
、
法
華
経
の
行
者
と
し
て
法
華
経
を
色
読
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
世
界
と
一
体
化
し
、
法
華
経
の
預
言
通
り
に
上
行
菩
薩
と
し

て
現
実
の
世
界
に
出
現
す
る
こ
と
で
、
教
説
そ
れ
自
体
が
真
実
と
な
る
と

い
う
相
関
性
に
、
確
固
た
る
自
覚
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
結

果
、「
確
信
の
力
に
よ
り
て
、
天
下
万
民
の
一
切
衆
生
に
向
つ
て
無
常
の

権
威
を
有
て
る
も
の
の
如
く
教
訓
し
、
告
知
し
、
且
つ
命
令
」
し
た
の
で

あ
り
、「
自
ら
是
の
如
き
権
威
を
有
せ
る
こ
と
を
疑
」
わ
な
か
っ
た
の
だ

と
い
う
。

　

留
学
先
で
受
け
取
っ
た
高
山
の
日
蓮
論
に
対
し
、
姉
崎
は
「
僕
は
未
だ

日
蓮
に
つ
き
て
多
く
考
察
せ
ず
」
と
し
な
が
ら
も
、
高
山
が
畏
敬
の
念
を

抱
く
日
蓮
と
い
う
人
物
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
姉
崎
は
、
日
蓮
が
ニ
ー

チ
ェ
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
さ
ら
に
「
元
来
仏
教
の

中
に
存
す
る
経
文
尊
崇
が
気
に
合
は
ぬ
な
り
」
と
し
、
日
蓮
の
信
仰
態
度

に
認
め
ら
れ
る
経
典
絶
対
主
義
、
天
変
地
異
な
ど
に
よ
る
社
会
不
安
か
ら

人
び
と
を
扇
動
す
る
こ
と
、
仏
教
を
国
家
制
度
の
基
底
に
し
よ
う
と
す
る

こ
と
の
三
点
を
あ
げ
て
、「
日
蓮
が
布
教
の
態
度
が
、
其
の
人
物
性
格
の

必
然
的
結
果
に
あ
ら
ざ
り
し
や
」
と
宗
教
者
と
し
て
の
あ
り
方
を
否
定
的

に
論
じ
て
い
る

　

高
山
の
死
後
、
留
学
先
か
ら
帰
国
し
た
姉
崎
は
、
最
初
の
日
蓮
に
関
す

る
論
考
を
著
す
。
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）、
雑
誌
『
太
陽
』
に
掲
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日
本
人
の
臨
死
体
験
と
他
界
観

│
│ 
不
可
知
の
一
人
称
の
〝
死
〞
へ
の
接
近 

│
│

岩
崎
　
美
香

　

近
年
、
高
度
成
長
期
に
関
連
す
る
世
代
と
そ
れ
以
後
の
世
代
で
は
、
死

生
観
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
で

は
、
ま
ず
、
前
回
に
引
き
続
き
、
日
本
人
の
臨
死
体
験
と
他
界
観
の
関
係

に
つ
い
て
、
死
生
観
の
異
な
る
世
代
間
の
臨
死
体
験
の
比
較
を
通
し
て
検

討
し
、
続
い
て
、
近
年
の
「
近
傍
他
界
」
観
と
、
臨
死
体
験
の
内
容
の
近

接
性
に
つ
い
て
、「
不
可
知
の
死
へ
の
接
近
」
と
い
う
観
点
か
ら
考
察
し

た
。「
日
本
人
の
意
識
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
、
若

い
年
代
の
人
ほ
ど
「
あ
る
」
と
考
え
る
人
は
多
く
、
年
齢
が
高
く
な
る
ほ

ど
「
あ
る
」
と
考
え
る
人
は
少
な
い
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
編
『
日

本
人
の
意
識
構
造　

第
八
版
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
五
）。
中
年
層
、

若
年
層
の
死
生
観
は
、
高
度
成
長
期
に
優
勢
で
あ
っ
た
、
生
を
有
、
死
を

無
と
考
え
る
死
生
観
（
広
井
良
典
『
生
命
の
政
治
学
』
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
三
）
と
は
、
明
確
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
死
生
観
と
と
も
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
「
あ
の
世
」（
死
後
の
世

界
）
は
、
こ
の
世
と
隔
絶
し
て
い
な
い
原
郷
的
な
楽
園
と
し
て
描
か
れ
、

そ
の
内
容
は
臨
死
体
験
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
や
ま
だ
よ
う
こ
編

『
こ
の
世
と
あ
の
世
の
イ
メ
ー
ジ　

描
画
の
フ
ォ
ー
ク
心
理
学
』
新
曜
社
、

二
〇
一
〇
）。
臨
死
体
験
と
他
界
観
と
は
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の

か
、
発
表
者
の
二
〇
例
の
調
査
事
例
と
、
さ
ら
に
、
立
花
隆
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
集
（
立
花
隆
『
証
言
・
臨
死
体
験
』
文
春
文
庫
、
二
〇
〇
一
）
の
事

例
デ
ー
タ
二
二
例
も
併
せ
て
、「
高
度
成
長
期
関
連
世
代
」
と
「
そ
れ
以

後
の
世
代
」
と
の
大
き
く
二
つ
の
世
代
に
大
別
し
て
、
両
世
代
間
の
臨
死

体
験
を
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
度
成
長
期
関
連
世
代
に
も
そ
れ
以
後

の
世
代
に
も
、
臨
死
体
験
は
性
別
を
問
わ
ず
発
生
し
、
ま
た
、
両
世
代
と

も
臨
死
体
験
の
基
本
的
な
内
容
パ
タ
ー
ン
は
一
致
し
て
い
た
。
出
現
す
る

人
物
像
な
ど
の
構
成
要
素
や
他
界
的
な
世
界
の
位
置
方
向
な
ど
に
若
干
の

差
異
は
あ
る
も
の
の
、
死
生
観
の
異
な
る
世
代
間
で
の
臨
死
体
験
に
は
大

き
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
臨
死
体
験
と
他
界
観
と
の
相
関
性
は
薄

く
、
臨
死
体
験
の
発
生
や
そ
の
内
容
が
他
界
観
の
影
響
を
受
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
他
界
観
の
方
が
、
臨
死
体
験
に
近
づ
い
て
い
る
と

も
言
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
臨
死
体
験
と
他
界
観
に
は
相
関
関
係
は
な
い

が
近
接
性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
結
果
に
つ
い
て
、
不
可
知
の
死
へ
の
接
近

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
る
と
、「
近
傍
他
界
」
の
現
代
に
お
け
る
要
請
の

意
味
が
見
え
て
く
る
。
近
傍
他
界
観
は
、
他
界
を
こ
の
世
の
間
近
に
想
定

す
る
。
そ
の
た
め
、
死
後
も
こ
の
世
界
の
近
く
に
存
在
し
続
け
る
こ
と
へ

の
想
起
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
者
の
視
点
を
死
の
側
か
ら
生
を
ま
な
ざ
す
視

座
へ
と
容
易
に
転
換
さ
せ
、
死
を
取
り
込
ん
で
生
き
る
実
存
姿
勢
を
生
み

出
す
と
さ
れ
る
（
古
東
哲
明
『
他
界
か
ら
の
ま
な
ざ
し
』
講
談
社
メ
チ

エ
、
二
〇
〇
五
）。
終
活
ブ
ー
ム
や
、
ガ
ン
の
闘
病
記
で
の
死
を
正
面
か

ら
視
野
に
入
れ
て
の
「
探
求
の
語
り
」「
達
観
の
語
り
」（
門
林
道
子
『
生

き
る
力
の
源
に　

が
ん
闘
病
記
の
社
会
学
』
青
海
社
、
二
〇
一
一
）
な
ど

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
年
の
一
人
称
の
死
（
私
の
死
）
へ
の
態
度
は
、

死
は
自
然
な
出
来
事
で
あ
り
、
そ
れ
を
遠
ざ
け
よ
う
と
す
る
よ
り
も
死
と

向
き
合
い
な
が
ら
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
主
体
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
こ
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崇
拝
論
が
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
論
者
の
一
人
に
桑
田
芳
蔵
が

挙
げ
ら
れ
る
。
東
京
帝
大
哲
学
科
を
卒
業
し
、
明
治
四
十
三
年
か
ら
大
正

元
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ
の
ヴ
ン
ト
に
師
事
し
て
民
族
心
理
学
を
学
ん
だ
桑

田
は
、
大
正
五
年
に
『
霊
魂
信
仰
と
祖
先
崇
拝
』
を
著
す
。
本
書
は
「
霊

魂
信
仰
の
起
源
」「
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
」「
他
界
表
象
」「
祖
先
崇
拝
」
の
四

篇
か
ら
な
り
、
興
味
深
い
の
は
祖
先
崇
拝
を
「
原
始
的
祖
先
崇
拝
」
と

「
発
達
し
た
る
祖
先
崇
拝
」
の
二
つ
に
大
別
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
「
原
始
的
祖
先
崇
拝
」
と
は
実
際
に
接
し
た
経
験
を
も
っ
た
系

譜
的
関
係
を
有
す
る
「
近
祖
」
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
発
達
し

た
る
祖
先
崇
拝
」
は
「
そ
の
子
孫
が
直
接
知
ら
ざ
る
祖
先
」
を
崇
拝
の
対

象
に
し
て
い
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
「
祖
先
崇
拝
の
発
達
」
に

必
要
な
条
件
と
し
て
①
祖
先
の
想
化
（Idealisation

）、
②
家
長
制
及
び

酋
長
制
の
興
起
、
③
定
住
の
三
つ
の
条
件
を
挙
げ
る
。
こ
こ
で
い
う
祖
先

の
「
想
化
」
と
は
死
者
に
向
け
ら
れ
た
「
恐
怖
」
が
「
崇
拝
」
へ
と
変
わ

る
こ
と
で
「
祖
先
」
が
理
想
化
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。「
原
始
的
祖
先
崇

拝
」
の
事
例
に
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン
や
ズ
ー
ル
ー
族
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ー
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
発
達
」

し
た
「
祖
先
崇
拝
」
は
「
支
那
・
日
本
及
び
希
臘
、
之
に
継
で
羅
馬
・
バ

ビ
ロ
ニ
ア
及
び
埃
及
」
に
見
ら
れ
る
と
す
る
。
桑
田
は
祖
先
崇
拝
よ
り
前

の
形
態
と
し
て
明
言
は
し
て
い
な
い
も
の
の
死
者
崇
拝
を
想
定
し
て
い
る

た
め
、
そ
の
祖
先
崇
拝
論
は
「
死
者
崇
拝
↓
原
始
的
祖
先
崇
拝
↓
発
達
し

た
る
祖
先
崇
拝
」
の
三
段
階
を
設
定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
桑
田
が
『
霊
魂
信
仰
と
祖
先
崇
拝
』
で
説
い
た
祖
先
崇
拝
の
発
達

段
階
論
は
同
時
代
の
人
々
に
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
大
正
八
年
に
加
藤
咄
堂
が
刊
行
し
た
『
国
民
の
精
神
的
基
礎
』
で

と
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
中
で
は
、
死
の
向
こ
う
側
か
ら
自
分

の
生
き
る
場
を
み
つ
め
る
視
座
と
し
て
他
界
が
参
照
さ
れ
得
る
。
ま
た
、

二
人
称
の
死
（
身
近
な
親
し
い
人
の
死
）
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
身
近
な
人
と
の
死
別
に
つ
い
て
の
言
及
が
活
発
化
し
、
死
別
後
の

死
者
と
の
関
係
が
意
識
さ
れ
る
中
で
、
生
者
に
よ
り
添
っ
て
協
同
す
る
死

者
像
と
、
二
人
称
の
死
を
通
じ
た
不
可
知
の
死
へ
の
接
近
の
様
相
が
捉
え

ら
れ
る
（
若
松
英
輔
『
魂
に
ふ
れ
る　

大
震
災
と
、
生
き
て
い
る
死
者
』

ト
ラ
ン
ス
ビ
ュ
ー
、
二
〇
一
二
）。
現
代
の
死
生
観
に
お
け
る
近
傍
他
界

観
は
、
想
念
の
上
で
死
や
死
者
の
側
に
自
由
に
越
境
す
る
足
場
と
し
て
は

た
ら
い
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
、
死
を
生
に
取
り
込
み
な

が
ら
現
代
に
生
き
る
人
々
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
死
の
側
に
越
境
す
る
臨
死
体
験
と
近
傍
他
界
観
が
図
ら
ず
も
近
接
性

を
も
つ
こ
と
は
、
不
可
知
の
死
へ
の
接
近
が
探
ら
れ
る
中
で
自
然
な
流
れ

で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

祖
先
崇
拝
と
先
祖
供
養

│
│ 

近
代
以
降
の
先
祖
を
め
ぐ
る
学
説
に
つ
い
て 

│
│

徳
野
　
崇
行

　

本
発
表
は
近
代
以
降
に
展
開
さ
れ
て
い
く
「
先
祖
」
を
め
ぐ
る
学
説
に

つ
い
て
確
認
し
、「
祖
先
崇
拝
」
や
「
先
祖
供
養
」
の
概
念
に
つ
い
て
再

考
す
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
以
降
に
議
論
が
流
行
す
る
祖
先
崇
拝
論
の

中
で
、
桑
田
芳
蔵
、
加
藤
咄
堂
、
加
藤
玄
智
の
著
作
を
取
り
上
げ
、「
祖

先
崇
拝
」
の
「
発
達
」
が
議
論
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
注
目
す
る
。
近

代
日
本
に
お
け
る
「
祖
先
崇
拝
論
」
の
中
で
、
と
り
わ
け
影
響
力
を
持
っ

た
の
は
穂
積
陳
重
で
あ
る
が
、
穂
積
の
論
を
承
け
て
大
正
期
以
降
に
祖
先
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養
）」
と
い
う
二
項
対
立
の
図
式
が
実
社
会
の
上
で
も
、
ま
た
学
術
的
な

概
念
と
し
て
も
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

新
生
活
運
動
と
葬
儀
の
変
容 

│
│ 

行
政
の
意
図
と
地
域
の
対
応 

│
│

大
場
　
あ
や

　

本
研
究
は
、
新
生
活
運
動
が
葬
送
習
俗
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、

変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
中
央
と
地
域
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
検
討

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。「
生
活
改
善
」
を
掲
げ
た
運
動
は
、
明
治
期

以
降
、
繰
り
返
し
推
進
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
「
冠
婚
葬
祭
の
改
善
」
は

重
要
視
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
。
政
策
意
図
と
地
域
社
会
で
の
受
け
取
り
方

に
は
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
で
は
、
そ
う
し
た

ズ
レ
に
留
意
し
、
新
生
活
運
動
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
展
開
さ

れ
、
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
山
形
県
を
事
例

に
考
察
す
る
。

　

戦
後
の
新
生
活
運
動
は
、
大
別
し
て
Ａ
新
日
本
建
設
国
民
運
動
（
昭
和

二
二
年
、
片
山
内
閣
）、
Ｂ
新
生
活
運
動
（
昭
和
二
六
年
以
降
、
財
界
・

企
業
）、
Ｃ
「
新
生
活
運
動
」（
昭
和
三
〇
年
、
鳩
山
内
閣
）
の
三
つ
の
流

れ
が
あ
り
、
Ａ
を
契
機
に
各
地
域
・
職
域
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
Ｃ
は

道
徳
高
揚
と
民
主
主
義
の
確
立
の
理
念
の
下
、
新
た
に
「
新
生
活
運
動
」

と
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
で
一
つ
に
束
ね
ら
れ
た
〈
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
運

動
〉
と
見
な
し
う
る
。
昭
和
三
〇
年
、
中
央
機
関
と
し
て
新
生
活
運
動
協

会
が
発
足
し
、
三
二
年
ま
で
に
全
都
道
府
県
に
新
生
活
運
動
推
進
協
議
会

が
設
置
さ
れ
た
（
う
ち
約
半
数
が
社
会
教
育
課
の
担
当
）。
協
会
が
昭
和

三
三
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
運
動
を
担
当
し
た
の
は
婦

人
会
が
七
六
％
と
大
部
分
を
占
め
、
郡
部
の
中
程
度
の
家
庭
に
お
け
る
女

は
、
第
一
章
の
「
国
民
精
神
の
素
地
」
の
中
で
「
祖
先
崇
拝
」
と
い
う
項

目
を
設
け
て
お
り
、
拝
物
教
↓
天
然
崇
拝
↓
霊
魂
崇
拝
↓
祖
先
崇
拝
と
い

う
発
展
の
段
階
を
設
定
し
て
い
る
。
一
方
、
加
藤
玄
智
の
『
神
道
の
宗
教

学
的
新
研
究
』（
大
正
一
一
年
刊
）
で
は
、「
宗
教
の
進
化
」
で
は
な
く
、

死
者
や
祖
先
へ
の
「
崇
拝
」
を
進
化
論
的
に
論
ず
る
こ
と
で
、
日
本
が
文

明
国
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
看
取
で
き
る
。
加
藤
玄

智
は
宗
教
を
「
発
達
史
的
」
と
い
う
観
点
か
ら
「
自
然
教
」
と
「
文
明

教
」
の
二
つ
に
大
別
し
た
上
で
、「
日
本
以
外
の
土
地
に
存
し
て
を
っ
た

祖
霊
崇
拝
は
、
主
と
し
て
自
然
教
期
の
産
物
で
あ
る
け
れ
ど
も
日
本
に
在

っ
て
は
、
宗
教
が
倫
理
的
智
的
に
発
達
し
た
後
に
於
て
も
、
尚
祖
霊
崇
拝

が
存
在
し
て
を
っ
て
、
そ
の
思
想
信
仰
は
儒
仏
思
想
の
影
響
も
あ
り
、
遂

に
頗
る
高
遠
な
る
域
に
迄
達
し
て
を
る
と
云
ふ
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

ぬ
」
と
論
じ
て
お
り
、
日
本
の
祖
霊
崇
拝
が
「
文
明
教
」
で
あ
る
儒
教
・

仏
教
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
発
達
し
、「
高
尚
」
で
「
高
遠
」
な
域
に
達

し
た
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

　

以
上
、
大
正
期
に
展
開
さ
れ
た
祖
先
崇
拝
論
に
は
、
第
一
に
根
拠
は
異

な
る
も
の
の
「
祖
先
崇
拝
」
が
進
化
論
的
な
枠
組
み
で
「
発
達
」
が
論
じ

ら
れ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
西
洋
の
宗
教
進
化
論
に
対
抗
し
、
文

明
の
発
展
に
伴
う
「
祖
先
崇
拝
の
発
達
」
や
「
祖
先
崇
拝
へ
の
発
達
」
を

説
く
こ
と
で
、
日
本
が
「
文
明
国
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
根
拠
と
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
「
祖
先
崇
拝
」
を
日
本
の
国
体
や
美
風

と
し
て
説
く
こ
と
に
伴
い
、
死
者
の
も
た
ら
す
災
厄
や
死
者
へ
の
「
恐

怖
」
と
い
っ
た
負
の
側
面
が
「
先
祖
」
か
ら
切
り
離
さ
れ
、「
死
者
」
に

落
と
し
込
ま
れ
て
い
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
た
め
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

「
祖
先
崇
拝
（
先
祖
供
養
）」
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
「
死
者
崇
拝
（
死
者
供
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る
形
で
部
落
会
や
公
民
館
が
葬
具
・
霊
柩
車
の
共
同
購
入
を
進
め
て
い

る
。
つ
ま
り
、「
廃
止
」
で
は
な
く
共
同
購
入
・
共
同
利
用
と
い
う
方
向

で
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
山
形
県
で
は
、
保
健
所
や
公

民
館
、
読
売
新
聞
社
の
区
別
な
く
全
て
「
新
生
活
運
動
」
と
し
て
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
葬
儀
の
改
善
に
関
し
て
は
、
部
落
会
す
な
わ
ち
多

く
の
場
合
は
契
約
講
と
呼
ば
れ
る
住
民
組
織
と
公
民
館
（
社
会
教
育
課
）

が
ア
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

各
運
動
の
展
開
を
見
る
に
は
、
運
動
の
推
進
者
と
実
践
者
を
媒
介
す
る

組
織
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
団
体
・
機
関
な
の
か
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
る
の
か
を
精
査
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の
他
に

も
、
新
生
活
運
動
は
、
火
葬
場
施
設
の
改
善
や
冠
婚
葬
祭
互
助
会
、
全
日

本
葬
祭
業
協
同
組
合
連
合
会
等
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。
こ
う
し
た
流

れ
も
含
め
て
新
生
活
運
動
と
葬
儀
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
従
来
と

は
異
な
る
角
度
か
ら
葬
儀
の
変
遷
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

イ
ギ
リ
ス
自
然
葬
の
出
現
と
普
及

│
│ 

自
然
葬
申
込
者
の
視
点
か
ら 

│
│

内
田
　
安
紀

　

本
発
表
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ
た
新
し
い
葬
送
形

態
で
あ
る
自
然
葬
（natural burial

）
に
つ
い
て
、
な
ぜ
人
々
は
自
然

葬
を
選
ぶ
の
か
、
自
然
葬
地
利
用
者
の
立
場
か
ら
そ
の
実
態
を
探
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
葬

に
関
す
る
言
及
で
は
、
そ
の
登
場
と
普
及
の
背
景
を
以
下
の
二
点
に
よ
っ

て
説
明
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
⑴
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
環
境
問
題
へ
の

性
を
中
心
に
、
部
落
会
・
青
年
会
の
男
性
ら
が
担
い
手
と
な
っ
た
。
協
会

の
事
業
内
容
は
、
研
修
会
や
講
師
派
遣
、
広
報
、
表
彰
活
動
等
で
あ
り
、

研
修
会
の
討
議
内
容
を
見
る
と
、
農
村
部
の
女
性
は
、
食
生
活
を
軸
に
具

体
的
な
生
活
改
善
に
取
り
組
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
男
性
グ
ル
ー
プ

で
は
、
愛
国
心
の
涵
養
や
核
兵
器
廃
絶
な
ど
啓
蒙
的
・
抽
象
的
な
議
論
が

多
く
見
ら
れ
た
。
ど
の
組
織
・
団
体
が
主
体
と
な
る
か
に
よ
っ
て
運
動
の

方
向
性
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
。

　

山
形
県
で
は
、
昭
和
二
五
年
に
Ａ
の
流
れ
を
受
け
て
県
生
活
改
善
審
議

会
が
設
置
さ
れ
る
。
昭
和
二
八
年
に
は
戸
沢
村
真
柄
地
区
が
厚
生
省
と
読

売
新
聞
社
共
催
の
新
生
活
モ
デ
ル
町
村
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
す
る
な

ど
、
Ｂ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
運
動
も
見
受
け
ら
れ
る
。
当
地
区
は
保
健
所
の

モ
デ
ル
地
区
指
定
も
受
け
て
お
り
、
そ
の
実
践
内
容
は
衛
生
・
食
生
活
改

善
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
に
は
、
Ｃ
の
流
れ
を
受
け
、
県
生
活

改
善
対
策
委
員
会
、
県
新
生
活
運
動
連
絡
協
議
会
の
設
置
が
続
き
、
県
婦

人
連
盟
や
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
積
極
的
な
取
り
組
み
を
見
せ
た
。
各

市
町
村
・
各
地
区
に
お
い
て
も
推
進
協
議
会
の
設
立
や
実
行
案
の
作
成
が

進
み
、
婦
人
会
を
中
心
に
食
生
活
・
衛
生
改
善
に
取
り
組
む
地
区
も
あ
れ

ば
、
青
年
会
や
社
会
教
育
課
、
学
校
教
員
を
中
心
に
人
権
尊
重
を
運
動
の

中
心
に
据
え
る
地
区
も
見
ら
れ
た
。

　

冠
婚
葬
祭
に
関
し
て
は
、
そ
の
費
用
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る
と
し

て
、
戦
前
の
生
活
改
善
運
動
時
よ
り
香
典
返
し
の
廃
止
等
、
冠
婚
葬
祭
の

改
善
が
最
優
先
事
項
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
戦
後
も
引
き
継

が
れ
た
が
、
香
典
返
し
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
各
地
区
の
実
践
内
容
を
見
る
と
、
婦
人
会
が
結

婚
衣
装
や
道
具
の
共
同
購
入
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
そ
れ
に
連
動
す
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ゴ
リ
分
け
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
「
自
然
志
向
」
を
見
て
み
る

と
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
通
り
、
確
か
に
自
然
葬
選
択
の
動
機
に

対
し
て
は
「
環
境
に
優
し
い
か
ら
」
な
ど
の
自
然
保
護
を
意
識
し
た
回
答

が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
目
立
っ
て
い
た
の
が
、「
故
人
は

自
然
や
園
芸
が
好
き
だ
っ
た
か
ら
」「
故
人
は
屋
外
や
野
生
生
物
が
好
き

だ
っ
た
か
ら
」
等
の
、
自
然
に
対
す
る
愛
着
で
あ
る
。
こ
れ
は
園
芸
や
田

園
へ
の
憧
れ
が
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
ー
文
化
に
お
い
て
一
般
的
で

あ
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
「
従
来
の
葬
送
へ
の
忌

避
感
」
を
見
て
み
る
と
、
一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
共
同
墓
地
に
対
し
て

「
形
式
的
」「
普
通
」
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
表
現
が
散
見
さ
れ
、
そ
れ
に
対

し
自
然
葬
が
特
別
な
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ

た
。
さ
ら
に
、
故
人
が
「
宗
教
的
な
人
間
で
は
な
か
っ
た
」
か
ら
自
然
葬

を
選
ん
だ
と
す
る
回
答
も
一
定
数
見
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
が
低
下
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
、
自
然

葬
が
「
宗
教
的
で
な
い
」
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
表
現
す
る
一
つ
の
媒

体
と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

右
記
の
よ
う
に
検
討
し
た
結
果
、
今
回
の
発
表
で
は
以
下
の
二
点
を
結

論
と
し
て
指
摘
し
た
。
ま
ず
一
つ
目
が
自
然
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ

メ
ー
ジ
で
あ
り
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
文
化
に
根
ざ
す
自
然
へ
の
愛
着
や
、

従
来
の
「
形
式
的
な
」
葬
送
と
の
対
比
で
強
調
さ
れ
て
い
た
。
二
つ
目
が
、

故
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
表
象
す
る
手
段
と
し
て
の
自
然
葬
認
識

で
あ
る
。
例
え
ば
「
自
然
が
好
き
だ
っ
た
」
あ
る
い
は
「
宗
教
的
で
な
か

っ
た
」
故
人
の
生
前
の
生
き
方
や
価
値
観
を
表
現
す
る
た
め
に
、
自
然
葬

が
選
ば
れ
て
い
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
従
来
の
墓
地
で
は

満
足
で
き
な
い
ほ
ど
強
い
「
自
分
ら
し
さ
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が
自
然
葬
の

意
識
の
高
ま
り
と
、
⑵
「
私
的
な
」
葬
送
を
求
め
る
人
々
の
登
場
で
あ

る
。
特
に
後
者
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
近
代
化
が
進
展

す
る
中
で
葬
儀
や
埋
葬
の
効
率
化
が
進
み
、
葬
儀
社
や
墓
地
管
理
者
に
よ

る
「
お
仕
着
せ
」
の
葬
儀
が
一
般
化
し
て
遺
族
や
死
に
ゆ
く
本
人
の
自
由

が
失
わ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
自
分
た
ち
で
葬
儀
や

埋
葬
を
行
う
「D

IY
 Funeral

」
の
考
え
が
広
ま
り
、
そ
の
舞
台
と
し

て
自
然
葬
地
が
普
及
し
て
い
る
と
す
る
論
旨
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
整
理
は

自
然
葬
の
登
場
に
つ
い
て
の
基
礎
的
で
重
要
な
指
摘
で
は
あ
る
が
、
し
か

し
な
が
ら
、
自
然
葬
は
現
在
で
は
環
境
へ
の
配
慮
や
私
的
な
葬
送
と
い
う

枠
組
み
を
超
え
て
広
が
っ
て
お
り
、
上
記
の
説
明
だ
け
を
も
っ
て
イ
ギ
リ

ス
に
お
け
る
自
然
葬
の
広
ま
り
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
実
際
に
自
然
葬
を
利
用
し
た
人
々
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
一
次
資
料
を
用
い
て
、
人
々
が
自

然
葬
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
そ
し
て
な
ぜ
自
然
葬
と
い
う
選

択
に
至
っ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
な
お
、
こ
こ
で
使
用
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ム
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
慈
善
団
体
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
デ
ス
・

セ
ン
タ
ー
を
母
体
と
す
る
自
然
葬
地
事
業
者
協
会
が
収
集
し
て
い
る
も
の

で
、
毎
回
の
埋
葬
ご
と
に
遺
族
が
記
入
し
、
直
接
協
会
へ
と
送
付
さ
れ

る
。
今
回
は
、
発
表
者
が
収
集
し
た
、
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に

行
わ
れ
た
四
つ
の
民
間
自
然
葬
地
に
お
け
る
埋
葬
一
五
三
件
に
関
す
る
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ム
を
用
い
、
回
答
を
分
類
し
整
理
す
る
中
で
分

析
を
加
え
た
。

　

収
集
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
な
ぜ
人
々
が
従
来
の

墓
地
で
は
な
く
自
然
葬
を
選
ん
だ
の
か
を
総
覧
し
て
み
る
と
、
大
き
く

「
自
然
志
向
」「
従
来
の
葬
送
へ
の
忌
避
感
」「
そ
の
他
」
の
三
つ
に
カ
テ
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が
祈
る
こ
と
は
、
①
他
者
に
代
わ
っ
て
自
分
（
生
者
）
が
祈
る
こ
と
で

（
他
者
の
）
神
恩
・
幸
福
・
健
康
を
賜
る
よ
う
祈
る
行
為
で
あ
り
、
②
生

前
の
罪
の
赦
し
を
願
い
死
者
が
諸
聖
人
の
い
る
神
の
福
楽
の
世
界
に
入
る

よ
う
祈
る
行
為
で
あ
り
、
③
同
時
に
自
分
が
故
人
の
信
仰
を
受
け
継
ぎ
将

来
神
の
国
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
祈
る
行
為
で
あ
り
、
④
最
も
信
徒

の
人
格
・
徳
（
ア
レ
テ
ー
）
を
高
め
る
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
「
死
者
の
記
憶
」
を
祈
る
こ
と
と
は
、
生
者
が
死
者
を
想
い
起
こ
す

こ
と
と
、
神
に
よ
っ
て
「
記
憶
」
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
同
じ
意
味
合
い

を
持
ち
、
か
つ
同
時
に
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
日
本
で
の
み
行
わ
れ
る
「
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
」
と
「
木
製
十
字
架
」

の
事
例
か
ら
、「
死
者
の
記
憶
」
を
検
討
し
た
。
ロ
シ
ア
か
ら
伝
わ
り
日

本
で
一
九
七
〇
年
代
に
展
開
を
遂
げ
た
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
は
、
毎
月
一
度
、

聖
体
礼
儀
の
後
、
教
会
で
そ
の
月
に
亡
く
な
っ
た
人
の
聖
名
を
特
別
に
呼

ん
で
祈
る
「
パ
ニ
ヒ
ダ
」
儀
礼
で
あ
る
。
パ
ニ
ヒ
ダ
は
本
来
埋
葬
式
前
の

「
通
夜
」
の
時
に
、
夜
を
徹
し
て
死
者
の
永
遠
の
生
命
を
祈
る
儀
礼
で
あ

る
﹇
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
団
一
九
八
二
﹈。
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
に
つ

い
て
、
司
祭
は
、
教
会
に
来
る
回
数
を
増
や
す
た
め
に
始
め
た
と
し
、
ま

た
こ
の
祈
り
で
死
者
が
神
に
記
憶
し
て
も
ら
え
る
よ
う
祈
る
も
の
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。
一
方
信
徒
は
、
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
を
、
亡
く
な
っ
た
先
祖

の
名
前
を
読
み
上
げ
て
供
養
し
て
も
ら
う
儀
礼
と
捉
え
て
い
る
。
加
え

て
、
中
新
田
地
区
で
今
も
実
践
さ
れ
る
「
位
牌
代
わ
り
」
の
「
木
製
十
字

架
」
の
事
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
一
部
の
地
域
で
の
み
用
い
ら
れ
て

お
り
、
主
に
家
庭
祭
壇
に
安
置
さ
れ
る
。
ま
た
、
木
製
十
字
架
利
用
の
き

っ
か
け
と
し
て
、
正
教
徒
宅
に
来
た
仏
教
徒
の
知
り
合
い
が
、「
正
教
会

に
は
位
牌
も
な
い
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
、
信
徒
か
ら

受
容
を
裏
付
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ン
社
会
に
お

け
る
「
自
己
の
権
威
」
の
台
頭
の
一
事
例
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
る
。

日
本
正
教
会
の
死
者
を
巡
る
実
践

│
│ 「
死
者
の
記
憶
」
に
注
目
し
て 

│
│

佐
﨑
　
　
愛

　

本
発
表
は
、
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
（
以
下
、
正
教
会
）
が
日
本
に

受
容
さ
れ
る
際
に
、
い
か
に
し
て
正
教
会
の
神
に
よ
る
神
の
記
憶
を
表
す

「
死
者
の
記
憶
」
概
念
と
日
本
の
供
養
文
化
が
交
錯
し
た
か
を
、
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
正
教
会
は
、
一
八
六
一
年
に
宣
教
師
ニ
コ
ラ

イ
に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
伝
教
さ
れ
た
が
、
中
で
も
死
者
へ
の
祈

り
が
手
厚
い
と
い
う
正
教
会
の
特
徴
を
持
つ
。
先
行
研
究
を
み
る
と
正
教

の
儀
礼
分
析
や
教
義
研
究
に
お
い
て
は
、
死
者
儀
礼
に
つ
い
て
の
内
容
分

析
が
行
わ
れ
﹇
中
西
二
〇
一
四
、
ホ
プ
コ
二
〇
一
六
﹈、
ま
た
キ
リ
ス

ト
教
の
日
本
へ
の
受
容
と
死
者
供
養
に
つ
い
て
は
家
父
長
制
や
家
庭
の
祭

壇
な
ど
か
ら
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
﹇
森
岡
一
九
七
〇
、
マ
リ
ン
ズ

二
〇
〇
五
、
待
井
二
〇
〇
五
﹈。
ま
た
池
上
は
「
浮
か
ば
れ
な
い
死
者
」

の
た
め
の
死
者
と
生
者
の
「
個
人
取
引
」
と
し
て
展
開
し
て
き
た
「
死
者

供
養
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
﹇
池
上
二
〇
〇
三
﹈。
だ
が
、

正
教
会
の
教
義
概
念
と
の
交
錯
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
い
ず
れ
も
行
わ
れ

て
い
な
い
。

　

正
教
会
の
「
記
憶

」
と
は
、『
捧
神
礼
』（
ホ
プ
コ
二
〇
一

六
）
に
よ
る
と
「『
神
に
よ
る
神
の
記
憶
』
を
指
し
、
神
に
覚
え
て
も
ら

う
こ
と
（
記
憶
）
は
光
栄
と
生
命
を
意
味
す
る
」
と
さ
れ
、「
生
者
の
記

憶
」
と
「
死
者
の
記
憶
」
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。「
記
憶
」
を
生
者
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な
っ
た
こ
と
は
、「
民
間
知
識
人
」（
後
述
）
の
重
要
性
が
看
過
で
き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

唐
末
か
ら
宋
代
に
か
け
て
、
神
々
を
祀
る
「
廟
」
は
地
域
的
信
仰
の
中

心
と
し
て
現
れ
、
僧
侶
や
道
士
な
ど
の
宗
教
的
職
能
者
を
儀
礼
の
執
行
者

と
し
て
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
伝
統
は
現
代
の
台
湾
社
会
に
も

引
き
継
が
れ
て
お
り
、
地
域
と
密
着
す
る
「
廟
」
は
俗
人
に
よ
っ
て
構
成

し
た
集
団
で
管
理
を
担
い
、
必
要
の
あ
る
際
に
僧
侶
や
道
士
な
ど
宗
教
的

職
能
者
を
招
く
形
を
と
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
中
盤
以
降
、
経
済
の
成
長

に
よ
っ
て
、
地
域
性
に
基
づ
い
た
信
仰
形
態
に
変
化
が
生
じ
、
そ
の
後
、

積
極
的
に
現
代
社
会
の
需
要
に
配
合
し
、
施
設
の
運
営
に
力
を
注
ぐ
管
理

者
が
現
れ
た
。
こ
こ
で
は
実
際
に
儀
礼
を
担
う
「
宗
教
的
職
能
者
」
と
は

区
別
し
、「
民
間
知
識
人
」
と
い
う
呼
称
を
暫
定
的
に
使
用
す
る
。
民
間

知
識
人
は
施
設
の
管
理
を
担
い
、
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
、
自
身
の
持
つ
知

識
を
元
に
柔
軟
に
宗
教
的
世
界
観
の
組
み
立
て
と
意
味
付
け
を
行
う
役
割

を
持
っ
て
い
る
。

　

報
告
者
は
台
湾
北
部
の
龍
湖
宮
を
事
例
に
、
上
述
の
宗
教
的
職
能
者
と

民
間
知
識
人
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
重
要
な

人
物
は
、
初
代
住
職
（
総
幹
事
）
林
健
一
で
あ
る
。
日
本
の
統
治
時
代
に

生
ま
れ
た
林
健
一
は
一
九
七
四
年
小
学
校
教
員
を
退
職
し
、
翌
年
龍
湖
宮

の
建
宮
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
は
積
極
的
に
龍
湖
宮
の
運
営
を
担

い
、
地
元
の
協
力
、
外
部
へ
の
宣
伝
、
そ
し
て
儀
礼
の
創
出
な
ど
に
も
関

わ
っ
た
。

　

龍
湖
宮
に
お
い
て
、
嬰
霊
に
対
す
る
儀
礼
は
三
年
間
か
か
る
「
千
日
供

養
」
と
呼
ば
れ
る
。
儀
礼
の
執
行
に
携
わ
る
宗
教
的
職
能
者
は
、
神
霊
の

伝
言
を
書
く
「
扶
鸞
」
の
技
法
を
持
つ
鸞
生
、
そ
し
て
外
部
か
ら
要
請
し

司
祭
に
働
き
か
け
ら
れ
、
今
も
実
践
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
司
祭

は
、
教
義
に
反
し
な
い
形
で
信
徒
の
希
望
に
沿
う
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い

て
述
べ
、
一
方
信
徒
は
こ
の
地
区
で
は
一
般
的
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
つ

つ
、
こ
の
よ
う
な
十
字
架
が
あ
る
方
が
祈
り
や
す
い
と
述
べ
て
い
た
。

　

以
上
を
考
察
す
る
と
、
司
祭
に
と
っ
て
日
本
で
「
死
者
の
記
憶
」
を
祈

る
こ
と
は
、
復
活
の
喜
び
や
神
へ
の
感
謝
を
表
し
、
一
方
信
徒
に
と
っ
て

は
故
人
の
聖
名
を
呼
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り

「
死
者
の
記
憶
」
で
は
、
①
生
者
が
神
に
死
者
を
記
憶
す
る
よ
う
祈
る
一

方
で
、
②
生
者
が
死
者
を
想
い
起
こ
さ
れ
（
＝
聖
名
を
呼
ぶ
）、
そ
し
て
、

こ
の
死
者
へ
の
祈
り
を
行
う
こ
と
が
、
生
者
の
徳
と
な
る
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
「
死
者
の
記
憶
」
を
祈
る
行
為
に
は
二
つ
の
意
味
合
い
が
あ

り
、
日
本
で
は
死
者
を
想
い
起
こ
す
（
＝
名
前
を
呼
ぶ
）
と
い
う
行
為
に

重
点
を
置
い
て
信
徒
の
要
望
を
か
な
え
る
こ
と
で
、
正
教
会
は
土
着
化
を

可
能
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

台
湾
に
お
け
る
「
水
子
供
養
」
の
展
開
と
民
間
知
識
人
の
役
割陳

　
　
宣
聿

　

台
湾
に
お
い
て
、
夭
逝
し
た
胎
児
や
子
ど
も
の
霊
を
「
嬰
霊
」
と
称

し
、
特
に
中
絶
さ
れ
た
胎
児
の
霊
が
母
に
あ
た
る
女
性
や
そ
の
家
族
に
祟

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
嬰
霊
に
関
連
す
る
言
説
や
儀
礼
は
一
九
八

〇
年
代
後
期
の
台
湾
社
会
に
広
が
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
一
九
八
五
年

の
優
生
保
健
法
に
至
る
ま
で
の
一
連
の
人
工
妊
娠
中
絶
の
合
法
化
を
め
ぐ

る
議
論
、
及
び
胎
児
生
命
観
の
変
遷
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他

方
、
上
述
の
背
景
が
「
嬰
霊
」
と
い
う
語
彙
に
収
束
し
、
そ
し
て
宗
教
施

設
を
通
し
て
「
嬰
霊
」
へ
の
儀
礼
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
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墓
癖
と
墓
参
の
間

土
居
　
　
浩

　
〈
墓
癖
〉
と
は
、
墓
に
対
す
る
趣
味
嗜
好
を
指
す
概
念
と
し
て
、
発
表

者
が
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
（「
墓
癖
の
成
立
す
る
諸
前
提
に
つ
い
て
」

『
宗
教
研
究
』
九
一
巻
別
冊
要
旨
）。
そ
の
後
、「
墓
参
と
は
何
が
違
う
の

か
？
」
と
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
回
の
発
表
で
は
、
前
回
の
発
表
で

言
及
し
た
大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
集
ま

る
人
び
と
が
実
際
に
七
墓
の
跡
地
を
巡
り
つ
つ
行
う
様
子
を
概
観
し
つ

つ
、
墓
癖
と
墓
参
と
の
間
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
い
。

　

大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
近
世
大
坂
に
お
い
て
七
墓
巡

り
あ
る
い
は
七
墓
参
り
と
呼
ば
れ
た
盆
の
期
間
の
習
俗
を
、
現
代
で
復
活

さ
せ
る
べ
く
陸
奥
賢
（
む
つ
・
さ
と
し
）
氏
が
呼
び
か
け
主
宰
す
る
活
動

で
あ
る
。
陸
奥
氏
は
「
観
光
家
、
コ
モ
ン
ズ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
社
会
実
験

者
」
を
名
乗
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
か
に
も
、
ま
わ
し
よ
み
新
聞

や
歌
垣
風
呂
な
ど
、
人
と
人
と
を
繋
げ
る
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
多
方
面
に
わ
た
る
諸
活
動
は
、
民
俗
学
的
あ
る
い
は
社
会
学
的
に
興

味
深
い
対
象
で
あ
る
が
、
中
で
も
こ
の
大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
発
足
さ
れ
た
こ

と
、「
死
生
観
光
家
」
と
し
て
生
者
と
死
者
と
く
に
無
縁
仏
と
の
繋
が
り

を
発
足
当
初
か
ら
強
調
し
て
き
た
こ
と
、
発
足
当
初
は
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

と
連
携
し
つ
つ
開
催
し
て
い
た
の
が
近
年
は
「
巡
礼
」
と
も
称
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
應
典
院
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）
の
秋
田
光
彦
氏
な

ど
仏
教
者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
等
々
の
点
に
お
い
て
宗
教
学

的
に
も
考
察
す
べ
き
対
象
で
あ
る
。

　

大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
極
め
て
単
純
化
し
て
説
明
す
れ

た
僧
侶
も
し
く
は
道
士
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
役
割
を
担
っ
た
。

鸞
生
、
僧
侶
、
道
士
と
い
っ
た
宗
教
的
職
能
者
は
専
門
な
修
行
を
積
み
、

神
仏
も
し
く
は
経
典
な
ど
の
力
か
ら
、
儀
礼
を
司
る
権
威
付
け
を
す
る
。

「
嬰
霊
」
に
対
し
て
も
儀
礼
の
内
容
に
合
わ
せ
て
位
置
付
け
る
傾
向
が
見

え
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
専
門
的
訓
練
及
び
超
自
然
的
な
力
を
感
知
す
る
能
力

の
な
い
林
健
一
は
、
龍
湖
宮
を
携
わ
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
「
宗
教
」
に

関
す
る
勉
強
を
始
め
た
。
彼
は
自
身
の
経
験
、
も
し
く
は
読
書
に
よ
っ
て

獲
得
し
た
情
報
を
通
し
て
、
知
識
の
把
握
を
図
ろ
う
と
し
た
。
一
九
八
五

年
以
降
、
林
健
一
は
出
版
社
を
成
立
し
、
定
期
的
に
出
版
物
を
刊
行
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
〇
年
あ
た
り
か
ら
特
に
「
霊
界
」、「
心
霊
科
学
」

に
関
す
る
言
説
が
増
加
す
る
傾
向
が
見
え
、「
嬰
霊
」
も
災
い
を
起
こ
す

一
種
の
「
霊
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
上
述
の
「
霊
」
に
関
連
す
る
言
説

は
、
林
健
一
が
日
本
の
新
宗
教
系
書
籍
を
枠
組
み
と
し
、
現
地
台
湾
の
他

の
出
版
物
を
加
味
し
た
り
、
漢
民
族
の
霊
魂
観
念
な
ど
に
置
き
換
え
た
り

す
る
な
ど
、
恣
意
的
か
つ
柔
軟
に
情
報
を
組
み
立
て
た
傾
向
が
見
え
る
。

　

早
い
時
期
か
ら
「
嬰
霊
」
に
関
す
る
信
仰
に
携
わ
る
龍
湖
宮
で
は
、
そ

の
言
説
を
分
析
す
る
と
、
あ
る
程
度
日
本
か
ら
の
影
響
の
痕
跡
が
見
え
る

が
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
方
は
恣
意
的
で
あ
り
、
系
統
的
な
「
伝
播
」
と
は

言
え
な
か
っ
た
。
積
極
的
に
情
報
発
信
を
す
る
「
民
間
知
識
人
」
は
、
嬰

霊
に
関
す
る
概
念
が
広
が
る
重
要
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
本
報
告
を
通

し
て
、
台
湾
に
お
い
て
嬰
霊
に
関
す
る
信
仰
が
形
成
す
る
際
に
、
言
説
と

儀
礼
に
隔
た
り
が
存
在
す
る
こ
と
を
提
示
し
た
。
上
記
す
る
図
式
を
踏
ま

え
、
今
後
は
更
に
論
考
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
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さ
て
こ
の
大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
人
び
と
の
、

線
香
を
手
向
け
る
行
為
を
指
し
て
「
墓
参
」
と
呼
べ
る
か
と
な
る
と
、
そ

う
単
純
な
話
で
は
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
近
世
の
時
点
で
、
季
語
と
し
て
の

「
墓
参
」
は
先
祖
の
墓
へ
参
る
行
為
と
し
て
説
明
さ
れ
（
た
と
え
ば
北
村

季
吟
『
増
山
井
』）、
後
世
に
踏
襲
さ
れ
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
ひ

と
ま
ず
大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
墓
参
」
の
よ
う
な
行

為
、
と
し
か
呼
び
よ
う
が
な
い
。
わ
れ
わ
れ
自
身
が
当
然
と
み
な
し
て
き

た
「
墓
参
」
を
相
対
化
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、〈
墓
癖
〉
概
念
は
有
効

と
思
わ
れ
る
。

現
代
に
お
け
る
山
岳
修
行
と
モ
ノ

天
田
　
顕
徳

　

本
報
告
で
は
、
伝
統
的
な
山
林
抖
櫢
行
で
あ
る
「
大
峯
奥
駈
修
行
」
を

事
例
と
し
て
取
り
あ
げ
、
修
行
に
参
加
す
る
行
者
た
ち
が
用
い
る
「
峰
入

道
具
」
の
変
化
や
、
道
具
に
ま
つ
わ
る
語
り
に
光
を
当
て
、
現
代
に
お
け

る
修
験
者
と
法
具
の
現
状
や
両
者
の
関
係
を
記
述
す
る
。
か
か
る
作
業
を

通
じ
て
現
代
に
お
け
る
修
験
道
の
あ
り
よ
う
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
報
告
の
目
的
で
あ
る
。

　

報
告
で
取
り
あ
げ
る
「
峰
入
道
具
」
と
は
、
峰
入
り
の
際
に
用
い
る
装

束
な
ど
を
指
し
、
修
験
道
の
「
法
具
」
で
あ
る
と
辞
書
的
に
定
義
さ
れ
る

モ
ノ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
頭
襟
や
鈴
懸
、
結
袈
裟
、
最
多
角
念
珠
、

法
螺
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
道
具
は
そ
れ
ぞ
れ
に
宗
教
的
な

意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
道
具
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
山
伏
は
宗
教
的
に
大
日
如
来
や
不
動
明
王
と
同
体
と
見
做
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
峰
入
道
具
は
宗
教
上
、
極
め
て
重
要
な
モ
ノ
で
あ
る
と
さ
れ

ば
、
か
つ
て
の
七
墓
跡
地
を
中
心
と
し
た
、
ま
ち
歩
き
で
あ
る
。
陸
奥
氏

が
集
合
時
刻
（
近
年
は
夕
方
の
十
八
時
）
と
場
所
（
駅
改
札
前
あ
る
い
は

地
上
出
口
）
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
告
知
し
、
そ
こ
へ
集
っ
た
人
び
と

が
、
徒
歩
で
、
主
に
か
つ
て
の
七
墓
跡
地
を
巡
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

「
友
達
の
友
達
」
経
由
で
大
阪
七
墓
巡
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
知
っ
た
と
い

う
初
参
加
者
も
お
り
、
特
定
の
領
域
に
限
定
さ
れ
な
い
陸
奥
氏
の
活
動

が
、
幅
広
い
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
二
〇
一
八
年
は
八
月
一
三
日
が
西

梅
田
駅
に
集
合
し
て
梅
田
・
南
濱
・
葭
原
を
、
一
四
日
が
京
橋
駅
に
集
合

し
て
蒲
生
・
真
田
山
陸
軍
墓
地
・
小
橋
を
、
一
五
日
が
動
物
園
前
駅
に
集

合
し
て
鳶
田
・
釜
ヶ
崎
夏
祭
り
・
千
日
を
巡
っ
た
。
陸
奥
氏
は
、
ま
ち
歩

き
の
案
内
人
で
も
あ
る
の
で
、
固
定
フ
ァ
ン
と
で
も
呼
べ
る
人
た
ち
数
名

が
参
加
し
て
お
り
、
道
中
の
会
話
か
ら
、
別
の
ま
ち
歩
き
で
も
同
行
し
た

同
好
の
仲
間
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
通
常
の
ま
ち
歩
き
で
は
参
加

費
が
徴
収
さ
れ
る
が
、
大
阪
七
墓
巡
り
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は

「
志
の
ま
ま
」
で
あ
る
。
人
数
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
名
か
ら
四
〇
名
ほ
ど
、

一
日
だ
け
の
参
加
者
も
い
れ
ば
、
中
日
を
飛
ば
し
て
初
日
と
最
終
日
に
参

加
し
た
り
、
集
合
時
刻
に
は
間
に
合
わ
な
い
が
途
中
か
ら
合
流
し
た
り
、

緩
や
か
な
繋
が
り
の
人
び
と
が
集
う
。
道
中
で
陸
奥
氏
の
解
説
に
耳
を
傾

け
、
陸
奥
氏
に
う
な
が
さ
れ
る
ま
ま
に
線
香
を
手
向
け
る
人
び
と
の
反
応

を
う
か
が
う
と
、
線
香
を
手
向
け
る
行
為
に
対
し
て
、
ほ
と
ん
ど
抵
抗
を

感
じ
る
様
子
が
な
い
。
こ
の
点
、
以
前
に
参
加
し
た
際
に
は
、
宗
教
的
信

条
も
あ
る
の
で
無
理
強
い
は
し
な
い
と
陸
奥
氏
の
弁
明
が
あ
っ
た
の
だ

が
、
こ
の
弁
明
の
有
無
が
経
年
変
化
な
の
か
、
そ
れ
と
も
外
見
上
か
ら

（
日
本
的
仏
教
徒
で
は
な
い
）
宗
教
的
他
者
と
推
定
さ
れ
る
参
加
者
の
有

無
に
よ
る
の
か
、
判
断
が
困
難
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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の
所
在
は
、
法
具
が
「
何
か
ら
出
来
て
い
る
の
か
」「
ど
ん
な
素
材
で
で

き
て
い
る
の
か
」
と
い
う
極
め
て
現
実
的
な
側
面
に
あ
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
山
伏
が
腰
に
巻
く
、
引
敷
と
い
う
皮
の
敷
物
の
例
を

挙
げ
れ
ば
、
自
分
の
身
に
つ
け
る
引
敷
が
、
安
価
に
手
に
入
る
オ
ポ
ッ
サ

ム
や
ア
ラ
イ
グ
マ
の
皮
な
の
か
、
伝
統
的
な
鹿
皮
な
の
か
、
入
手
が
非
常

に
困
難
な
熊
皮
な
の
か
、
こ
う
し
た
こ
と
が
修
行
中
、
頻
繁
に
話
題
に
上

り
、
修
験
者
達
は
自
ら
の
「
法
具
の
良
さ
」
を
語
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

錫
杖
な
ど
の
モ
ノ
に
も
共
通
し
て
お
り
、
彼
ら
が
法
具
の
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
な
側
面
よ
り
も
む
し
ろ
、
マ
テ
リ
ア
ル
な
側
面
に
関
心
を
置
い
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
指
摘
は
彼
ら
が
モ
ノ
の
物
質
な
側
面
に
の
み

0

0

関
心

を
お
い
て
、
霊
的
な
側
面
を
軽
視
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
意
味
し
て
い

0

0

0

0

0

な
い

0

0

。
報
告
で
は
、
新
し
い
モ
ノ
と
伝
統
的
な
モ
ノ
に
ま
つ
わ
る
度
衆
や

先
達
達
の
語
り
を
紹
介
し
て
、
現
在
の
修
験
道
法
具
に
ま
つ
わ
る
霊
的
な

語
り
が
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
統
合
的
で
調
和
的
な

も
の
で
は
な
い
も
の
の

0

0

0

0

0

0

0

、「
環
境
」
や
「
状
況
」
に
依
存
し
な
が
ら
、
あ

る
種
、
融
通
無
碍
に
展
開
さ
れ
て
い
る
様
子
も
合
わ
せ
て
指
摘
し
た
。

二
〇
年
間
の
学
生
宗
教
意
識
調
査
か
ら
読
み
取
れ
る

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

井
上
　
順
孝

　

学
生
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
一
九
九
五

年
か
ら
二
〇
一
五
年
ま
で
一
二
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
國
學
院
大

學
日
本
文
化
研
究
所
と
「
宗
教
と
社
会
」
学
会
の
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
合
同
で
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
調
査
メ
ン
バ
ー
は
八
一
人
に

て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
第
一
に
、
こ
れ
ら
の
伝
統
的
な
峰
入
道
具
が
現

在
一
般
的
に
は
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、
第
二

に
、
法
具
の
宗
教
的
・
霊
的
な
側
面
を
理
解
・
説
明
す
る
こ
と
に
重
き
を

お
い
た
法
具
に
対
す
る
学
術
的
な
一
般
理
解
が
、
現
在
の
山
伏
達
の
法
具

に
対
す
る
語
り
と
乖
離
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

一
点
目
で
は
、
筆
者
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
吉
野
・
東
南
院

の
大
峯
奥
駈
修
行
を
と
り
あ
げ
、
新
客
と
よ
ば
れ
る
修
行
へ
の
初
回
参
加

者
、
度
衆
と
呼
ば
れ
る
二
回
目
以
降
の
参
加
者
、
熟
練
の
先
達
た
ち
の
装

束
を
例
に
と
り
、
修
行
の
練
度
に
関
わ
ら
ず
伝
統
的
な
装
束
一
式
で
修
行

を
行
っ
て
い
る
行
者
が
現
在
は
見
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と

り
わ
け
肩
箱
や
笈
と
呼
ば
れ
る
道
具
は
現
在
の
修
行
の
現
場
で
は
ほ
と
ん

ど
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
現
場
で
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
近
代
的
な

道
具
が
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス
」
と
い

う
先
進
的
な
透
湿
防
水
素
材
を
も
ち
い
た
高
機
能
の
雨
具
を
身
に
つ
け
る

山
伏
が
い
る
な
ど
、
伝
統
的
な
モ
ノ
と
新
し
い
モ
ノ
を
組
み
合
わ
せ
た
い

で
た
ち
の
山
伏
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

　

続
い
て
報
告
で
は
、
伝
統
的
な
モ
ノ
と
新
し
い
モ
ノ
が
組
み
合
わ
さ
っ

た
山
伏
の
装
束
に
関
し
て
、
山
伏
達
が
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
意
味
付
け
を

し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い

て
な
さ
れ
て
き
た
法
具
の
理
解
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
具

の
背
景
に
宗
教
的
な
意
味
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
山
伏
が
大
日
如
来
や
不
動
明
王
と
同
体
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
修
験
者
の
語
り
に
耳
を
傾
け
る
と
、
彼

ら
は
道
具
の
宗
教
的
な
側
面
に
必
ず
し
も
重
き
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
が

看
取
さ
れ
た
。
少
な
く
と
も
山
伏
同
士
の
会
話
に
お
い
て
、
彼
ら
の
関
心
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と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
全
体
の
オ
ウ
ム
真
理
教

問
題
へ
の
関
心
の
推
移
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
件
か
ら
時
間
が

経
つ
と
と
も
に
報
道
件
数
は
減
り
、
ま
た
そ
の
内
容
も
地
下
鉄
サ
リ
ン
事

件
の
追
悼
や
裁
判
の
判
決
、
逃
亡
犯
人
の
逮
捕
と
い
っ
た
こ
と
に
集
中
し

て
い
る
。
事
件
の
背
景
に
あ
っ
た
社
会
的
問
題
、
宗
教
問
題
と
し
て
追
究

す
る
記
事
は
少
な
い
。
他
方
オ
ウ
ム
真
理
教
に
対
す
る
学
生
の
関
心
が
一

定
程
度
保
た
れ
て
い
る
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
ウ
ェ
ブ
情
報
の
存
在
が
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
閲
覧
で
き
る
オ
ウ
ム
真
理
教

の
ア
ニ
メ
な
ど
は
百
万
単
位
で
閲
覧
さ
れ
て
い
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
の
超

越
神
力
を
扱
っ
た
も
の
は
二
〇
〇
七
年
三
月
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
以

来
、
二
〇
一
八
年
八
月
の
時
点
で
約
二
四
四
万
回
の
閲
覧
回
数
を
示
し
て

い
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
関
心
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。「
大
変
高
い
」
と
「
や

や
高
い
」
を
合
わ
せ
た
数
が
、
二
〇
〇
五
年
は
三
一
・
三
％
で
あ
る
が
、

一
五
年
に
は
五
三
・
一
％
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
モ
ス
ク
が
で
き
る
こ
と

の
不
安
は
、
二
〇
一
二
年
と
一
五
年
を
比
較
す
る
と
、
一
五
年
の
方
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
や
日
本
人
殺
害
事
件

の
報
道
が
急
増
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
が
イ
ス
ラ
ム
教
に
対
す
る
不
安
を
増
幅
し
て
い
る
面
が
あ
る
の
は
確

か
で
あ
る
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
関
係
で
は
裁
判
や
サ
リ
ン

事
件
に
関
係
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
関
係
で
は
テ
ロ
関

係
が
非
常
に
多
い
。
学
生
の
場
合
、
自
由
回
答
を
見
て
も
、
両
者
へ
の
関

心
は
多
様
で
、
宗
教
的
側
面
へ
の
関
心
も
高
い
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
こ
れ

ら
の
対
象
を
論
じ
る
際
に
は
、
社
会
で
優
勢
に
な
っ
て
い
る
文
化
的
認
知

の
ぼ
り
、
総
計
約
六
万
六
千
人
の
学
生
か
ら
有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
。
各

回
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
も
の
が
二
〇
一
七
年
二
月
に
『
学
生
宗
教
意
識

調
査
総
合
報
告
書
』
と
し
て
、
ま
た
調
査
結
果
全
体
を
分
析
し
た
も
の
が

二
〇
一
八
年
二
月
に
『
学
生
宗
教
意
識
調
査
総
合
分
析
』
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
。
報
告
書
の
成
果
を
踏
ま
え
、
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
の
宗

教
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
学
生
の
宗
教
意
識
や
宗

教
行
動
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
等
が
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
及
び
モ

ス
ク
に
関
わ
る
質
問
へ
の
回
答
結
果
を
も
と
に
考
察
を
行
う
。

　

学
生
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
に
関
す
る
関
心
は
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

以
後
二
〇
年
を
経
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
弱
ま
っ
て
い
な
い
。
二
〇
一
五
年
で

も
、「
非
常
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
の
は
一
二
・
八
％
で
、

一
九
九
七
年
の
一
三
・
四
％
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。「
多
少
関
心
を
も
っ

て
い
る
」
と
い
う
回
答
を
含
め
る
と
、
常
に
六
〜
七
割
に
達
し
た
。
ま
た

オ
ウ
ム
真
理
教
に
関
し
て
質
問
し
た
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
事
項
へ
の
知

識
も
一
定
程
度
保
た
れ
て
い
る
。
他
方
、
宗
教
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ

っ
て
オ
ウ
ム
真
理
教
問
題
に
関
す
る
新
聞
、
雑
誌
の
記
事
数
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
起
こ
っ
た
一
九
九
五
年
に
は
五
万
件
を
超

し
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
九
九
七

年
に
は
一
万
件
を
割
り
、
二
〇
〇
四
年
以
降
は
二
千
件
を
下
回
っ
て
い

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
宗
教
専
門
紙
の
報
道
件
数
が
一
貫
し
て
き
わ
め
て

低
い
こ
と
で
あ
る
。

　

学
生
が
新
聞
を
読
む
割
合
は
減
っ
て
い
る
の
で
、
新
聞
か
ら
オ
ウ
ム
真

理
教
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る
割
合
も
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、

新
聞
・
雑
誌
で
の
報
道
は
テ
レ
ビ
報
道
等
と
も
一
定
程
度
連
動
し
て
い
る
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老
い
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
姿
勢
は
、
仏
教
の
説
く
老
苦
を
超
越
す
る
在

り
方
で
あ
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
不
如
意
を
苦
の
原
因
と
す
る
仏
教
に

お
い
て
は
、
老
い
を
自
然
な
こ
と
と
受
容
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
苦
を
超
え

る
方
法
で
あ
る
と
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
浄
土
真
宗
の
開
祖
親
鸞
に
お
い
て
、
老
い
に
つ
い
て
の
直
接
的

な
言
及
は
自
身
の
「
消
息
」
の
中
に
「
目
も
み
え
す
候
な
に
こ
と
も
み
な

わ
す
れ
て
候
う
へ
に
ひ
と
に
あ
き
ら
か
に
ま
ふ
す
へ
き
身
に
も
あ
ら
す

候　

よ
く
よ
く
浄
土
の
学
生
に
と
ひ
申
た
ま
ふ
へ
し
」（『
末
灯
鈔
』
八

通
）
と
一
箇
所
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
九
〇
歳
の
生
涯
で
あ
っ
た
親
鸞
に

と
っ
て
老
い
の
経
験
は
不
可
避
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
親

鸞
が
そ
の
著
述
に
お
い
て
自
分
自
身
の
こ
と
を
多
く
語
っ
て
い
な
い
こ
と

は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
老
い
と
い
う
現
象
そ
の
も
の

に
つ
い
て
の
言
及
も
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
老
い
を
受
容
し
て

い
く
前
述
の
姿
勢
が
親
鸞
に
も
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
無
論
、
現
代
に
お
い
て
も
超
高
齢
者
の
年
齢
ま
で
生
き
続
け
た
親
鸞

に
も
老
年
的
超
越
の
心
理
的
変
化
が
あ
っ
た
と
も
考
え
得
る
が
、
親
鸞
に

お
い
て
は
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
自
然
法
爾
と
い
う
概
念
も
そ
の
一
要
素

で
は
な
い
だ
ろ
か
。

　

自
然
法
爾
と
は
、
親
鸞
が
『
正
像
末
和
讃
』
な
ど
に
記
し
た
思
想
で
あ

り
、
行
者
の
は
か
ら
い
で
は
な
く
自
然
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
自

然
法
爾
は
無
為
自
然
と
類
似
し
た
概
念
で
は
あ
る
が
大
き
く
異
な
る
点

は
、
親
鸞
は
如
来
の
誓
願
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
据
え
た
上
で
、
行
者
の

は
か
ら
い
で
は
な
く
自
然
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
一
般
的
に
静
的

な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
無
為
自
然
と
異
な
る
点
で
あ
り
、
親
鸞
は
自
然
法

爾
を
動
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
常
に
は
た

フ
レ
ー
ム
が
強
く
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
学
生
の
場
合
は
、
優
勢
で

な
い
文
化
的
認
知
フ
レ
ー
ム
や
遺
伝
的
に
組
み
込
ま
れ
た
認
知
の
フ
レ
ー

ム
も
、
比
較
的
自
由
に
作
動
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
の
宗
教
問
題
に

対
す
る
宗
教
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
考
え
る
場
合
な
ど
に
は
、
こ
う
し
た
関

係
に
つ
い
て
の
議
論
を
組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

老
い
と
浄
土
真
宗 
│
│ 
老
苦
に
対
す
る
ケ
ア 

│
│

柱
本
　
　
惇

　

二
〇
〇
七
年
に
超
高
齢
者
社
会
に
突
入
し
た
日
本
は
、
少
子
化
も
起
因

し
、
世
界
で
も
類
を
見
な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
超
高

齢
社
会
日
本
に
お
い
て
老
い
の
研
究
を
す
る
こ
と
が
意
義
深
い
こ
と
は
自

明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
人
間
の
生
老
病
死
を
問
題
と
す
る
仏
教
・
浄

土
真
宗
の
領
域
に
そ
の
研
究
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
老
い
と
い
う
現
象
の
曖
昧
さ
や
い
ず
れ
は
死
に
帰
結
す
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
が
、
誰
し
も
が
経
験
す
る
老
い
に
つ
い
て
言
及
す
る
必
要
性
は

多
分
に
あ
る
と
考
え
る
。

　

当
該
分
野
に
取
り
上
げ
る
べ
き
先
行
研
究
が
殆
ど
な
い
こ
と
は
先
に
指

摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
現
状
に
お
い
て
ま
ず
に
挙
げ
る
べ
き

は
老
年
学
で
あ
り
、
特
に
社
会
老
年
学
の
分
野
で
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

「
老
年
的
超
越
」
よ
り
考
察
す
る
。
老
年
的
超
越
と
はT

ornstam

が
提

唱
し
た
概
念
で
あ
り
、
超
高
齢
者
に
み
ら
れ
る
心
理
的
発
達
で
あ
る
。
超

高
齢
者
に
は
宇
宙
的
・
自
己
的
・
社
会
的
な
意
識
の
変
化
が
み
ら
れ
、
日

本
に
お
い
て
も
そ
の
研
究
は
概
ね
支
持
さ
れ
て
い
る
（
増
井
二
〇
一
〇
）。

ま
た
、
日
本
特
有
の
結
果
と
し
て
「
あ
る
が
ま
ま
に
老
い
を
受
け
入
れ

る
」
と
い
う
無
為
自
然
的
な
因
子
が
抽
出
さ
れ
た
。
こ
の
あ
る
が
ま
ま
に
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平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
八
月
三
十
一
日
朝
刊
付
け
で
鳳
凰
堂
内
部

の
壁
面
上
方
に
懸
架
さ
れ
る
国
宝
雲
中
供
養
菩
薩
像
南
十
四
号
へ
の
奈
良

博
に
よ
る
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
調
査
内
容
が
報
道
解
禁
さ
れ
た
。
腰
付
近

の
接
ぎ
目
に
薄
い
板
材
が
挟
ま
れ
て
い
た
こ
と
、
像
内
は
臀
部
で
四
〜
九

㎜
程
度
ま
で
薄
く
内
刳
り
を
深
く
施
し
、
平
滑
に
仕
上
げ
て
い
た
こ
と
な

ど
で
あ
り
、
上
半
身
を
傾
け
上
空
に
懸
架
す
る
た
め
の
微
調
整
を
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
報
道
で
は
そ
の
意
味
が
伝
え
切
れ
て
い
な
い
が
、
立
体
曼

荼
羅
等
、
仏
像
の
配
置
や
造
型
そ
の
も
の
を
中
心
と
し
た
水
平
軸
で
の
仏

堂
内
の
空
間
構
成
が
、
明
ら
か
に
下
か
ら
見
上
げ
る
と
い
う
垂
直
軸
に
よ

る
空
間
認
識
を
微
修
正
を
加
え
な
が
ら
構
築
し
、
単
に
下
か
ら
の
遙
拝
と

い
う
意
味
だ
け
で
は
な
く
佛
顔
と
の
正
対
を
重
視
し
た
造
型
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
像
が
「
在
る
」
と
い
う
存
在
か
ら
、「
向
く
」
こ

と
を
体
現
し
た
空
間
の
構
築
で
あ
り
、
来
る
と
い
う
動
作
性
を
視
覚
か
ら

体
現
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

　

日
本
書
紀
二
十
九
で
は
、「
三
月
壬
申
詔
、
諸
国　

ニ

毎　
ニ

家
作w

佛
舍a

乃　
ニ

置w

仏
像
及
經q

」
と
聖
武
天
皇
詔
に
よ
り
、
仏
像
が
日
常
に
お
い
て
機
能

す
る
萌
芽
を
確
認
で
き
、
以
降
、
竺
法
護
『
灌
洗
仏
形
像
経
』
に
由
来
す

る
灌
仏
会
や
般
涅
槃
に
像
に
対
し
て
灌
水
す
る
こ
と
や
香
川
県
興
昌
寺

『
十
六
羅
漢
図
』（
十
六
Ｃ
）
に
は
彫
像
、
絵
画
に
対
し
礼
拝
す
る
羅
漢
が

描
か
れ
る
な
ど
、
仏
像
そ
の
も
の
へ
の
所
作
は
時
代
を
超
え
て
各
種
資
料

に
散
見
す
る
。

　

像
そ
の
も
の
へ
の
修
法
と
し
て
は
、
開
眼
作
法
に
お
い
て
散
杖
で
点
眼

す
る
こ
と
や
御
衣
木
加
持
作
法
、
月
輪
観
な
ど
で
仏
像
と
行
者
を
対
面
さ

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
本
尊　

ト

不
二　

ニ
シ
テ

分
別　

ニ

住　
シ

常
念　

ノ

時　
ハ

本
尊　

ヲ

高　
ク

」
な
ど
、
臨

終
に
お
け
る
動
作
性
に
類
似
す
る
こ
と
を
も
指
摘
し
た
い
（
論
者
別
稿
参

ら
き
か
け
る
如
来
の
誓
願
に
お
い
て
は
、
行
者
の
加
齢
は
問
題
で
は
な

く
、
徐
々
に
は
か
ら
い
が
取
り
除
か
れ
老
い
を
受
容
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
ケ
ア
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
ケ
ア
対
象
者
だ
け

で
な
く
、
提
供
者
・
援
助
者
・
介
護
者
に
お
い
て
も
動
的
に
は
た
ら
き
続

け
る
老
い
を
超
越
す
る
道
は
有
益
で
あ
ろ
う
。

　

本
研
究
で
は
、
老
年
的
超
越
を
中
心
に
老
苦
を
超
越
す
る
自
然
の
在
り

方
に
つ
い
て
言
及
し
、
そ
れ
を
動
的
な
は
た
ら
き
と
し
て
親
鸞
が
述
べ
た

自
然
法
爾
に
着
眼
し
た
。
し
か
し
、
親
鸞
に
お
い
て
は
自
然
法
爾
思
想
だ

け
で
は
な
く
、
現
生
正
定
聚
や
如
来
の
智
慧
と
い
う
こ
と
も
今
後
考
察
に

値
す
る
と
考
え
ら
れ
、
老
年
的
超
越
で
指
摘
さ
れ
た
宇
宙
・
自
己
・
社
会

と
い
う
概
念
に
対
し
て
も
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
老
年
的
超
越
に
つ
い
て
も
議
論
が
浅
い
概
念
で
あ
り
、

仏
教
・
浄
土
真
宗
・
親
鸞
に
加
え
て
、
老
年
学
や
社
会
老
年
学
に
つ
い
て

も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

臨
終
に
お
け
る
「
仏
像
を
み
る
」
こ
と
に
つ
い
て

神
居
　
文
彰

　

死
の
瞬
間
、
仏
を
み
る
こ
と
で
は
な
く
「
仏
像
」
を
み
る
こ
と
の
意
味

に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

こ
の
場
合
の
み
る
と
は
、
見
る
こ
と
で
あ
り
観
る
や
視
る
と
い
う
文
字

を
使
う
言
説
で
は
な
く
、
仏
像
と
い
う
造
型
物
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
救

済
を
得
よ
う
と
す
る
こ
と
が
希
求
さ
れ
、
臨
終
行
儀
類
書
や
往
生
伝
類
で

は
、
そ
の
た
め
の
動
作
や
設
え
そ
の
実
証
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

特
殊
な
霊
験
仏
な
ど
を
対
象
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
仏
の
尊
格
や
仏
徳

に
よ
っ
て
救
済
を
得
る
こ
と
で
も
な
い
。
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葬
送
に
お
け
る
死
者
の
表
象 

│
│ 

禅
宗
清
規
の
事
例
か
ら 

│
│金

子
　
奈
央

　

本
発
表
は
、
中
国
撰
述
の
諸
清
規
お
よ
び
日
本
の
清
規
関
連
文
献
に
記

さ
れ
る
葬
送
の
次
第
か
ら
、
僧
の
遺
品
を
め
ぐ
る
記
述
に
着
目
し
、「
も

の
」
と
し
て
の
遺
品
の
帯
び
る
意
味
や
、
遺
品
が
宗
教
共
同
体
に
何
を
生

み
出
す
の
か
、
そ
の
一
端
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
僧
侶
の

持
ち
物
の
一
つ
で
あ
る
「
鉢
盂
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。「
鉢
盂
」（
ほ

う
・
は
つ
う
）
は
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
の
「
辦
道
具
」
に
「
鉢
梵
云
鉢
多

羅
此
云
應
量
器
。
今
略
云
鉢
。
又
呼
云
鉢
盂
。」﹇
大
正
蔵48

：1139a

﹈

と
あ
る
よ
う
に
、「pātra

の
音
写
語
で
あ
る
鉢
多
羅
の
「
鉢
」
と
「
盂
」

と
を
合
わ
せ
た
語
。
応
器
・
應
量
器
と
漢
訳
し
た
語
。
僧
が
用
い
る
食
器

の
こ
と
。」﹇『
佛
教
語
大
辞
典
』：1111c

﹈
を
指
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
無
機
物
と
し
て
の
物
質
・
も
の
に
つ
い
て
の
関
心
や
研
究

は
、
か
つ
て
博
物
館
創
設
の
背
景
と
も
な
っ
た
「
非
西
欧
的
な
『
珍
奇
』

な
物
」
へ
の
嗜
好
・
関
心
か
ら
、
初
期
の
文
化
人
類
学
に
お
け
る
「
物
質

文
化
研
究
」
の
隆
盛
や
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
民
族
誌
に
お
け
る
方
法

論
的
自
己
批
判
の
波
を
経
て
、
新
し
い
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　

物
質
・
も
の
に
関
す
る
従
来
の
考
察
は
人
間
中
心
主
義
的
背
景
を
持

ち
、
①
人
間
と
物
と
の
関
係
が
「
主
体
／
客
体
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
、

つ
ま
り
物
は
人
間
の
操
作
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
点
、
②
客
体
と
し
て

の
物
は
、
主
体
で
あ
る
人
間
の
思
想
な
ど
が
書
き
込
ま
れ
る
テ
キ
ス
ト
と

し
て
扱
わ
れ
る
点
、
等
が
そ
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
近
年
の
も
の
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
問
題
点
の
超
克

が
目
指
さ
れ
、
も
の
が
「
何
を
意
味
す
る
の
か
？
」
で
は
な
く
「
何
を
す

照
）。
臨
終
か
ら
時
間
的
に
連
続
し
て
い
る
は
ず
の
断
末
魔
古
法
や
引
導

法
、
引
導
秘
伝
、
禁
五
路
大
事
な
ど
の
修
法
で
は
仏
像
対
面
経
始
が
希
薄

で
、
像
に
対
面
す
る
こ
と
が
臨
終
で
の
肝
要
な
所
作
と
い
え
る
。

　

臨
終
に
仏
像
を
み
る
こ
と
は
、『
四
分
律
行
事
鈔
』
巻
下
「
瞻
病
送
終

篇
」
無
常
院
の
所
説
や
、
善
導
『
観
念
法
門
』
の
迎
接
想
な
ど
を
典
拠
と

し
て
、
日
本
で
は
、『
往
生
要
集
』
巻
中
末
「
人
臨　

ン
デ

w

命
終　

ニz

自　
ラp

非　
ラw

ザ
ル
ヨ
リ

　

仏
像　

ニq

勿p

見w

他
色　

ヲz
」
に
よ
っ
て
広
範
す
る
。
そ
れ
以
降
、
鎌
倉
時
代
の

湛
秀
『
臨
終
行
儀
注
記
』
貞
慶
『
臨
終
之
用
意
』
を
は
じ
め
、
言
文
を
転

載
し
万
治
・
延
宝
の
『
臨
終
用
心
事
』
な
ど
で
も
口
伝
秘
伝
と
し
て
天
台

系
・
真
言
系
・
浄
土
系
を
問
わ
ず
用
い
て
い
る
。
日
蓮
系
に
お
い
て
も

『
観
心
本
尊
抄
』
か
ら
『
船
守
弥
三
郎
許
御
書
』
を
含
め
随
身
仏
や
本
尊

な
ど
、
実
際
的
な
臨
終
に
お
け
る
本
尊
と
経
巻
奉
立
の
展
開
も
同
様
に
評

定
さ
れ
よ
う
。

　

仏
像
建
立
か
ら
礼
拝
、
修
法
の
対
象
と
し
て
の
仏
像
は
、
往
生
伝
類
で

は
『
後
拾
遺
往
生
伝
』
に
三
十
六
例
以
上
と
記
述
が
最
も
多
く
な
り
、
下

巻
棲
霞
館
の
盲
僧
が
「
明
眼
ヲ
得
テ
、
卽
仏
像
ヲ
見
奉
リ
、
尊
顏
ヲ
瞻
仰

ス
。
仏
ヲ
見
タ
テ
マ
ツ
リ
」
と
、
仏
像
を
見
る
こ
と
で
見
仏
に
転
化
す
る

記
述
に
到
る
。
前
後
に
「
蓮
花
ヲ
生
ス
レ
ハ
」「
西
方
ヲ
指
シ
」
と
現
前

に
広
が
る
自
然
風
土
へ
の
透
視
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
、『
四
十
八
巻

伝
』
胤
頼
、
円
照
、
宗
源
、
重
源
、
信
空
、
信
寂
、
聖
光
、
湛
空
、
勢
観

房
、
尼
聖
女
房
等
の
臨
終
場
面
で
、
仏
像
か
ら
外
方
へ
と
臨
終
者
の
視
点

が
導
か
れ
る
描
写
と
軌
を
一
に
す
る
。

　

臨
終
に
お
い
て
仏
像
を
み
る
こ
と
は
、
救
済
そ
の
も
の
で
あ
り
、
現
前

か
ら
自
然
景
観
へ
の
開
放
に
連
続
し
、
そ
れ
を
も
救
済
の
場
面
へ
と
確
信

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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特
長
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①
②
に
つ
い
て
は
中
国
の
諸
清
規
か
ら
移
入
さ
れ
た
扱
い
と
同
様
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
③
に
つ
い
て
は
、
中
国
撰
述
の
諸
清
規
に
は
見
当

た
ら
な
い
「
鉢
盂
」
の
位
置
づ
け
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
『
喪
記

集
』
に
収
録
さ
れ
る
「
徹
通
義
介
喪
記
」
で
は
、「
唱
衣
」
お
よ
び
「
二

七
日
唱
衣
」
の
項
に
お
い
て
、
徹
通
義
介
の
法
嗣
で
あ
る
瑩
山
紹
瑾
・
宗

圓
長
老
・
懐
暉
長
老
そ
れ
ぞ
れ
が
「
袈
裟
」・「
常
衣
」・「
鉢
盂
」
を
拝
受

す
る
儀
礼
の
次
第
が
記
さ
れ
て
お
り
、
中
国
撰
述
の
諸
清
規
と
は
異
な
る

記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
も
の
」
と
し
て
の
「
鉢
盂
」
が
、
法
の
継

承
を
可
視
化
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

白
山 

│
│ 

加
賀
馬
場
箚
記 

│
│

小
林
　
一
蓁

　

文
中
に
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
と
あ
る
『
寺
社
年
代
記
』（
井
上
鋭

夫
氏
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
収
録
）
に
「
九
百
廿
年
い
せ
ん
、
加
賀
白
山

立
」
と
い
う
。
寛
保
三
年
か
ら
「
九
百
廿
年
」
已
往
は
天
長
年
中
の
こ
と

と
な
ろ
う
が
、
曩
に
白
山
修
験
道
の
成
立
は
天
長
九
年
だ
と
推
述
し
た
こ

と
が
あ
り
、
む
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
白
山
修
験
道
の
立
場
と
い
う
こ
と
で
あ

る
け
れ
ど
、『
西
遊
記
』
巻
之
五
「
天
の
逆
鉾
」
に

天
下
の
高
山
は
、
役
の
小
角
、
釈
の
泰
澄
な
ど
の
開
山
多
き

と
あ
る
よ
う
に
、
白
山
坐
神
は
飛
白
山
の
如
く
光
被
し
た
と
裏
付
け
ら
れ

よ
う
。

　

江
戸
時
代
の
庶
民
の
信
仰
観
を
知
る
に
は
都
合
の
良
い
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
頃
と
い
う
山
口
幸
充
著
『
嘉
良
喜
随
筆
』
巻
之
二
に
、
加

州
の
衆
が
申
す
に
は

る
の
か
？　

引
き
起
こ
す
の
か
？
」
と
い
う
研
究
態
度
へ
の
シ
フ
ト
が
見

ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
近
年
、
禅
宗
清
規
に
記
載
さ
れ
る
叢
林
の
規
範
を
研
究
テ
ー
マ

と
し
て
お
り
、
近
年
は
主
と
し
て
葬
送
儀
礼
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き

た
。
葬
送
の
次
第
に
は
様
々
な
物
品
が
登
場
す
る
が
、
哀
悼
の
意
を
示
す

「
も
の
」
だ
け
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
叢
林
の
維
持
運
営
に
寄
与
す
る

性
格
を
持
つ
「
も
の
」
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

中
国
に
お
い
て
撰
述
さ
れ
た
諸
清
規
や
、
日
本
中
世
期
の
曹
洞
宗
に
お
け

る
高
僧
の
葬
送
の
概
要
を
記
す
『
喪
記
集
』
に
お
け
る
記
述
を
対
象
と
し

て
、「
も
の
」
と
し
て
の
「
鉢
盂
」
が
帯
び
る
役
割
の
一
端
に
つ
い
て
考

察
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
撰
述
の
諸
清
規
に
記
さ
れ
る
葬
送
の
次
第
で
は
、「
鉢
盂
」
は
、

①
唱
衣
に
お
い
て
競
売
に
か
け
ら
れ
る
亡
き
僧
侶
の
遺
品
と
し
て
、
②
僧

侶
と
し
て
の
持
ち
物
（「
辦
道
具
」）
と
し
て
、
③
葬
送
に
お
い
て
住
持
本

人
と
し
て
機
能
す
る
肖
像
画
（「
眞
」）
と
と
も
に
法
堂
に
舗
設
さ
れ
る
生

前
の
道
具
と
し
て
記
さ
れ
る
。
一
般
僧
侶
の
遺
品
で
あ
る
場
合
は
、
唱
衣

に
お
い
て
競
売
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
住
持
が
死

亡
し
た
場
合
は
、
葬
送
に
お
い
て
住
持
本
人
の
形
代
と
し
て
の
肖
像
画

（「
眞
」）
と
と
も
に
法
堂
に
舗
設
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
記
述
も
あ
っ

た
訳
で
あ
る
。

　

一
方
、
十
四
世
紀
頃
ま
で
の
日
本
曹
洞
宗
に
お
け
る
高
僧
の
葬
送
に
つ

い
て
記
す
『
喪
記
集
』
の
記
述
か
ら
は
、「
鉢
盂
」
の
帯
び
る
役
割
と
し

て
、
①
葬
送
に
お
い
て
生
前
の
使
用
品
と
し
て
亡
き
高
僧
の
存
在
を
示
す

も
の
（
法
堂
へ
の
舗
設
や
葬
列
へ
の
登
場
）、
②
弟
子
に
形
見
と
し
て
遺

贈
さ
れ
る
品
と
し
て
、
③
法
の
継
承
を
明
示
す
る
品
と
し
て
、
と
い
っ
た
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2 

泰
澄
の
徒
、
白
山
行
人

3 

白
山
の
祭
神
、
本
地
、
霊
験

4 

白
山
の
王
子

5 

尾
添
、
笥
笠
中
宮
、
女
人
禁
制

6 

石
徹
白
、
二
諦
坊
の
公
儀
代
参

7 

白
山
七
社
の
惣
長
吏
、
白
山
の
組
織
、
権
現
の
御
領

8 

『
歌
占
』

9 

仏
が
は
ら
、
金
剣
宮

10 

檜
新
宮

　

結
論
の
幾
つ
か
を
述
べ
れ
ば
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』「
入
道
厳
島
を

崇
奉
由
来
事
」
に
「
北
陸
道
は
畜
生
国
に
し
て
荒
血
の
中
山
か
畜
生
道
の

口
に
て
有
」
と
い
う
俗
言
は
、『
義
経
記
』「
愛
発
山
の
事
」
に
あ
る
愛
発

山
伝
説
を
内
容
と
す
る
白
山
の
一
唱
導
説
話
の
破
片
で
は
な
か
ろ
う
か
。

長
谷
寺
に
白
山
を
勧
請
し
た
勝
永
房
阿
闍
梨
行
円
（『
長
谷
寺
霊
験
記
』）

は
『
塵
添
壒
囊
鈔
』
に
あ
る
、
行
基
創
建
の
観
勝
寺
を
再
興
し
た
「
三
井

寺
ノ
唐
坊
ノ
法
橋
行
円
」
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
想
見
し
て
い
る
。

熊
野
の
場
合
で
あ
る
が
『
保
元
物
語
』
に
「
熊
野
ま
い
り
の
下
向
を
ば
、

み
な
上
下
よ
ろ
こ
び
の
道
と
こ
そ
申
」
と
あ
り
、
擬
死
新
生
後
の
白
山
禅

定
道
の
復
路
も
同
じ
こ
と
で
、
白
山
の
王
子
は
往
路
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。『
三
宮
古
記
』
が
北
朝
元
号
を
用
い
て
い
る
の
は
何
を
意
味
す
る
の

か
。
南
は
熊
野
、
北
は
白
山
を
代
表
と
す
る
地
方
修
験
霊
山
と
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
と
、
常
々
壮
図
を
い
だ
い
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
他
の
課

題
に
つ
い
て
の
自
見
を
叙
懐
し
た
い
。

白
山
禅
定
ノ
坂
道
四
筋
ア
リ
。
四
国
ヘ
カ
ヽ
ル
ユ
ヘ
ニ
、
加
州
金
沢

ヨ
リ
ハ
四
里
。
王
添
剣
（
ヲ
ゾ
ヒ
ツ
ル
ギ
）
ト
云
村
ヨ
リ
ア
ガ
ル
、

剣
ガ
ハ
エ
山
ニ
テ
、
白
山
七
社
ノ
長
吏
コ
レ
ニ
住
ス
。
山
上
ニ
ハ

中
々
冬
抔
ハ
ナ
ラ
ズ
、
剣
ガ
十
六
村
ア
リ
。
又
越
前
ヨ
リ
ノ
上
リ
口

ハ
、
牛
頸
風
嵐
（
カ
ザ
ラ
シ
）
ト
云
処
ヨ
リ
上
ル
。
福
井
ヨ
リ
十
六

里
、
是
モ
十
六
村
ホ
ド
ア
リ
。
是
モ
本
ハ
加
州
ノ
内
ナ
ル
ヲ
、
柴
田

モ
朝
倉
以
来
、
爰
ヲ
領
シ
テ
白
山
ノ
修
理
再
興
モ
ス
ル
ユ
ヘ
ニ
、
棟

札
ニ
モ
越
前
ノ
ヤ
ウ
ニ
書
テ
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、
争
ヒ
出
ル
也
。
此
所
モ

公
義
ヘ
ア
ガ
ル
。
美
濃
ヨ
リ
モ
上
ル
。
公
義
ヨ
リ
ハ
此
道
ヨ
リ
祈
禱

ノ
ト
キ
モ
、
美
濃
郡
代
取
次
也
。
飛
騨
ヨ
リ
ノ
道
ハ
、
今
ハ
絶
テ
三

筋
計
也
。
長
吏
ハ
天
台
宗
ニ
テ
妻
帯
也
。
脇
坊
モ
ナ
ク
、
一
宇
ノ
ミ

ニ
テ
、
寺
領
モ
少
シ
ア
リ
。
白
山
モ
泰
澄
フ
ミ
分
テ
上
ル
也

と
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
白
山
麓
十
八
ケ
村
が
公
領
と
な
っ
た
諍

訟
が
詳
し
い
の
は
や
む
を
得
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
文
化
三
年
（
一

八
〇
六
）
に
脱
稿
し
た
鳥
翠
台
北
巠
著
『
北
国
奇
談
巡
杖
記
』
巻
之
一
に

は

同
国
（
加
賀
）
白
山
禅
定
道
に
、
九
十
九
所
の
名
岐
あ
り
。
そ
が
中

に
も
、
世
に
き
こ
え
て
名
に
た
て
る
は
、
歌
占
の
滝
、
仏
が
は
ら
、

鞍
が
嶽
な
ど
…
吉
野
…
鶴
が
橋
…
太
鼓
野
…
千
蛇
が
池
…
木
滑

と
、
当
時
の
加
賀
禅
定
道
を
録
し
て
い
る
。
し
か
し
『
松
屋
叢
話
』
の

「
十
山
」
に
は
偏
っ
た
地
域
だ
か
ら
だ
ろ
う
か
、
白
山
の
名
は
な
い
。
沈

淪
の
一
因
は
杣
取
権
出
入
の
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
史
料
な
ど
か
ら
、
左
に
逐
条
し
た
よ
う
な
課
題
を
仮
設
定
し

た
。1 

白
山
の
唱
導
説
話
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に
堕
ち
る
と
、
四
伴
党
に
冷
水
を
か
け
ら
れ
我
に
返
り
、
悟
る
。
そ
し
て

自
ら
の
五
事
を
外
道
の
法
と
い
い
、
古
く
か
ら
あ
る
外
道
法
を
完
成
す
る

決
意
を
す
る
。
外
道
沙
門
へ
布
教
を
志
し
、
親
族
と
し
て
瞿
曇
沙
門
を
支

え
る
の
み
で
な
い
、
初
期
仏
教
な
が
ら
大
乗
的
な
発
想
で
あ
る
。
提
婆
達

多
の
成
辟
支
仏
の
授
記
や
法
華
経
に
お
い
て
成
仏
の
授
記
の
前
提
と
な

る
。
一
千
年
余
続
い
た
提
婆
達
多
の
僧
団
は
、
仏
教
の
僧
団
と
し
て
一
つ

に
ま
と
ま
る
。
菩
薩
が
阿
私
仙
に
仕
え
た
の
も
千
年
で
あ
り
、
相
似
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
戒
律
を
授
け
る
役
割
を
し
て
い
た
提
婆
達
多
は
、
仏
教

教
団
の
神
力
も
形
成
し
、
小
乗
仏
教
な
ど
現
代
の
僧
団
は
、
三
種
浄
肉
で

な
く
て
も
肉
と
魚
を
食
べ
な
い
習
慣
が
あ
る
が
、
イ
ン
ド
の
苦
行
者
、
提

婆
達
多
と
過
去
諸
仏
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
時
代
は
飢
え
て
倹
約
し
、
乞
食
は
得
難
い
と
き
、
仏
や
舍
利
弗
、

目
連
も
、
三
箇
月
衆
よ
り
離
れ
安
居
し
、
提
婆
達
多
も
飲
食
と
雑
事
で
お

給
仕
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
三
箇
月
が
過
ぎ
、
提
婆
達
多
が
諸
大
衆
に
、

妙
法
を
広
く
説
く
。
沙
門
喬
答
摩
は
説
法
時
、
山
に
い
て
寂
静
を
賛
嘆
す

る
。
諸
の
煩
悩
を
離
れ
解
脱
す
る
こ
と
、
最
も
急
で
最
も
速
い
も
の
と
い

い
、
説
法
す
る
。
こ
の
よ
う
に
世
尊
の
代
わ
り
に
、
大
き
な
僧
団
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
こ
こ
に
お
い
て
過
去
世
の
因
縁
よ
り
、
今
度
は

世
尊
を
法
師
と
し
て
、
提
婆
達
多
成
仏
授
記
の
物
語
が
始
ま
る
。

　

緩
和
規
定
を
聞
い
て
信
念
が
揺
ら
ぎ
懊
悩
す
る
と
き
、
提
婆
達
多
は
伴

徒
を
教
化
す
る
。
我
は
汝
等
と
共
に
当
然
こ
の
五
法
を
行
い
、
人
に
知
ら

せ
る
。
我
等
は
少
欲
知
足
と
言
い
、
懊
悩
す
る
に
及
ば
ず
、
確
信
し
て
結

束
を
固
め
る
。
そ
し
て
少
数
の
徒
衆
と
共
に
、
梵
志
の
布
教
に
特
化
す
る
。

　

論
蔵
に
よ
る
と
古
代
の
異
外
道
は
、
露
形
無
衣
、
餓
え
て
食
べ
ず
、
常

に
手
足
を
上
げ
て
住
み
、
有
に
不
喜
足
を
具
え
る
ゆ
え
、
小
欲
で
な
く
喜

提
婆
達
多
の
流
派
に
つ
い
て

筒
井
　
奈
々

　

提
婆
達
多
僧
の
提
唱
す
る
五
法
は
、
多
く
か
ら
成
る
一
つ
の
法
門
で
、

小
欲
知
足
、
頭
陀
、
楽
住
、
還
滅
、
精
進
に
導
き
資
益
す
る
と
い
う
。
部

派
の
伝
承
は
律
蔵
に
よ
り
大
同
小
異
で
あ
る
が
、
出
離
解
脱
を
ね
が
い
、

持
戒
清
浄
に
一
心
に
遠
離
し
、
泥
洹
門
に
向
い
、
勝
れ
た
場
所
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
五
種
勝
上
禁
法
と
い
う
。
泥
洹
門
の
義
は
、
王
の
近
辺
に
臣

あ
る
よ
う
に
、
主
な
良
薬
を
病
に
服
し
、
小
に
し
て
除
悩
に
趣
く
。
精
進

し
心
間
違
わ
ず
、
必
ず
自
然
に
、
ひ
っ
そ
り
と
も
の
静
か
に
泥
洹
門
に
至

る
と
云
う
。

　

こ
れ
は
比
丘
が
信
楽
し
、
共
に
行
う
の
が
よ
い
と
諸
年
少
比
丘
を
誘

う
。
仏
は
常
に
無
数
の
方
便
で
四
聖
種
を
説
く
の
で
、
諸
比
丘
と
こ
の
事

を
捨
て
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
提
婆
達
多
の
四
伴
党
僧
の
問
い
に
仏
は
、
過

去
諸
仏
の
説
と
緩
和
規
定
を
説
い
て
答
え
る
。
さ
ら
に
沙
門
釈
子
が
大
祠

世
会
を
客
と
す
る
ゆ
え
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
解
釈
も
し
て
世
尊
が
肉
食
を
禁

じ
な
い
が
、
仏
門
で
は
す
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
。
応
尽
形
と
取
り
決

め
、
そ
れ
を
釈
迦
が
崩
す
緩
和
規
定
は
、
五
法
を
実
践
す
る
前
に
、
世
尊

と
し
て
説
き
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

提
婆
達
多
が
後
ろ
に
居
り
五
法
を
説
く
。
速
く
解
脱
し
無
漏
に
な
り
、

沙
門
瞿
曇
の
八
正
道
を
仮
ら
な
い
と
、
座
よ
り
起
き
上
が
り
、
五
百
比
丘

が
つ
い
で
に
従
い
去
る
。
数
取
り
で
は
、
先
ず
提
婆
達
多
の
四
同
党
は
伴

い
、
二
度
目
に
二
五
〇
の
比
丘
が
座
よ
り
起
き
上
が
り
、
計
画
を
捉
え
、

三
回
目
は
さ
ら
に
二
五
〇
の
比
丘
が
、
縁
起
が
良
い
と
し
て
提
婆
達
多
に

従
い
去
る
。
そ
の
後
舍
利
弗
、
目
連
が
神
変
を
現
し
、
五
百
比
丘
を
連
れ

て
帰
る
。
提
婆
達
多
が
起
こ
さ
れ
、
講
堂
が
空
な
の
を
見
て
、
迷
悶
し
床
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こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
十
三
の
伝
承
が
、「
マ
ン
ト
ラ
の
意
味
に
入

る
こ
と
と
、
灌
頂
と
、
三
摩
耶
の
秘
密
と
、
天
宮
の
布
施
と
、
水
供
養
と
、

護
摩
と
、
天
供
養
と
、
寿
成
就
と
、
死
を
欺
く
こ
と
と
、
命
終
の
論
書
と
、

荼
毘
護
摩
と
、
七
句
と
、
小
像
の
設
置
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
最

初
の
も
の
が
『
マ
ン
ト
ラ
義
入
』
で
、
最
後
の
も
の
が
『
堆
薪
儀
軌
』
で

あ
る
。
そ
の
間
の
十
一
は
、
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
（
デ
ル
ゲ
版
と
チ
ョ
ネ
版

で
は
欠
）
に
お
い
て
、
こ
の
二
つ
の
文
献
の
間
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
灌

頂
解
説
（Sekopadeśa

）』『
三
摩
耶
秘
密
（Sam

ayagupti

）』『
天
宮

施
（Saudadāna

）』『
撒
水
儀
軌
（Peyotks. epavidhi

）』『
護
摩
儀
軌

（H
om

avidhi

）』『
天
供
養
次
第
（D

evapūjakram
a

）』『
寿
成
就
法

（Ā
yuh. sādana

）』『
贖
死
（M

r. tyuvañcana

）』『
死
時
論
（M

um
ūrs. u-

śāstra

）』『
荼
毘
護
摩
（Śm

ahom
a

）』『
七
句
儀
軌
（Saptaparva-

vidhi

）』
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
十
三
の
文
献
が
彼
の
マ

ン
ト
ラ
の
伝
承
と
し
て
一
緒
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た
、『
堆
薪
儀
軌
』
の
奥
書
に
、「
十
三
の
項
目
に
自
分
で
注
記
を
添
え

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
伝
え
た
者
に
よ
る
注

記
が
小
さ
な
文
字
で
文
中
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
最
初
に
お
か
れ
た
『
マ
ン
ト
ラ
義
入
』
の
内
容
を
簡
単
に
示
し
て

お
く
。
ま
ず
、
著
作
目
的
は
、
論
理
学
者
た
ち
が
、
真
言
乗
と
言
う
意
味

は
何
か
、
ど
の
よ
う
に
声
に
入
る
原
因
と
な
る
の
か
、
区
別
は
ど
れ
く
ら

い
か
、
ど
の
よ
う
に
道
を
進
む
の
か
、
結
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

と
質
問
を
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
彼
ら
の
分
別
を
断
じ
る
た
め
に
真
言
の

意
味
を
説
く
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
五
つ
の
問
い
に
対
す
る

回
答
で
本
論
は
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
真
言
乗
の
意
味
に
つ
い
て

は
、「
三
乗
よ
り
出
離
し
て
一
乗
の
結
果
に
と
ど
ま
る
」
と
言
う
『
文
殊

足
を
聖
種
と
し
、
少
欲
は
現
在
の
一
銅
銭
を
取
ら
ず
難
を
な
し
未
来
に
事

転
を
得
ず
、
喜
足
は
現
在
す
で
に
事
転
を
得
る
と
い
う
。
過
去
諸
仏
は
糞

掃
衣
を
称
賛
し
給
う
の
で
、
提
婆
達
多
は
裁
縫
を
し
て
衣
を
着
け
る
習
慣

を
、
外
道
沙
門
に
、
驕
る
こ
と
な
く
示
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日

本
に
お
い
て
裸
で
祀
ら
れ
る
こ
と
の
あ
る
弁
財
天
像
も
、
糞
掃
衣
を
着
け

給
わ
れ
ば
、
過
去
諸
仏
と
提
婆
達
多
の
功
徳
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
論

に
、
随
所
で
得
る
衣
服
の
喜
足
は
、
諸
悪
を
損
減
し
、
諸
善
を
増
長
し
、

自
他
の
身
心
を
厳
浄
す
る
と
、
具
体
的
な
効
果
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

提
婆
達
多
は
将
来
を
見
据
え
、
上
人
の
五
法
を
設
け
て
僧
団
の
存
続
を

図
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ア
テ
ィ
シ
ャ
の
『
マ
ン
ト
ラ
義
入
』
に
つ
い
て

望
月
　
海
慧

　

十
一
世
紀
に
イ
ン
ド
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
に
仏
教
を
伝
え
た
ア
テ
ィ
シ
ャ

（
九
八
二
―
一
〇
五
四
）
は
、
修
行
の
次
第
を
簡
略
に
ま
と
め
た
『
菩
提
道

灯
論
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
早
く
か
ら
密
教
へ
の
関
心
を

持
っ
て
お
り
、
七
〇
を
超
え
る
密
教
の
著
作
も
伝
わ
っ
て
い
る
。『
菩
提

道
灯
論
』
に
お
い
て
も
、
顕
教
で
あ
る
波
羅
蜜
乗
だ
け
で
な
く
、
そ
の
上

に
密
教
で
あ
る
真
言
乗
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の

真
言
乗
の
優
位
性
を
説
い
た
『
マ
ン
ト
ラ
義
入
（M

antrārthāvatāra, 
sN

gags kyi don ’jug pa

）』（P. N
o. 4856

）
を
取
り
上
げ
、
彼
が
説

い
た
真
言
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
本
論
の
表
紙
に
は
、「
デ
ィ
ー
パ
ン
カ
ラ
の
十
三
の
マ
ン
ト
ラ

の
伝
承
に
入
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
の
意
味
は
、
同
じ
著

者
の
『
堆
薪
儀
軌
（Citāvidhi

）』（P. N
o. 4868

）
の
奥
書
か
ら
知
る
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パ
ー
リ
仏
教
文
献
に
お
け
る
殺
生
と
自
殺
に
関
す
る
道
徳
観

川
本
　
佳
苗

　

本
研
究
で
は
、
パ
ー
リ
仏
教
文
献
に
お
け
る
道
徳
的
善
悪
の
基
準
を
調

査
し
、
自
殺
が
殺
生
に
含
ま
れ
る
か
と
い
う
問
い
を
検
討
す
る
。
そ
の
検

討
の
結
果
か
ら
、
そ
の
道
徳
観
が
、
現
在
の
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
広
が

る
上
座
部
仏
教
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
る
か
と
い
う
考

察
へ
も
繋
げ
て
い
く
。

　

本
研
究
の
構
成
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
部
で
は
、
パ
ー
リ
仏
教

文
献
で
説
か
れ
る
善
悪
の
基
準
を
理
解
す
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
仏
陀

が
息
子
ラ
ー
フ
ラ
に
対
し
て
行
為
の
善
悪
を
訓
戒
す
る
『
ア
ン
バ
ラ
ッ
テ

ィ
カ
・
ラ
ー
フ
ラ
教
誡
経
』
と
、
仏
弟
子
ア
ー
ナ
ン
ダ
が
パ
セ
ナ
デ
ィ
王

と
問
答
を
続
け
る
『
バ
ー
ヒ
ッ
テ
ィ
カ
経
』
の
二
経
と
を
考
察
す
る
。
二

経
か
ら
、
行
為
者
自
身
や
他
者
に
与
え
る
影
響
が
行
為
の
善
悪
基
準
と
し

て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ど
ち
ら
の
経
に
お
い
て
も
、
身
口

意
に
よ
っ
て
い
か
な
る
行
為
を
な
す
際
も
、
自
身
・
他
者
・
両
者
に
対
す

る
影
響
が
善
悪
基
準
に
関
わ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
自
殺
と
い
う

行
為
は
、
行
為
者
自
身
の
身
体
を
傷
つ
け
は
し
て
も
他
者
に
同
様
の
危
害

を
与
え
な
い
。
ゆ
え
に
、
こ
の
二
経
で
説
か
れ
る
道
徳
観
に
従
っ
て
悪
行

為
と
判
断
さ
れ
得
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

第
二
部
で
は
、
殺
生
に
対
す
る
仏
教
観
を
明
ら
か
に
す
る
。
殺
生
を
慎

む
こ
と
は
、
仏
教
徒
な
ら
実
践
を
奨
励
さ
れ
る
五
戒
に
含
ま
れ
る
。『
正

見
経
』
に
お
い
て
、
悟
り
の
実
践
で
あ
る
八
正
道
の
第
一
要
素
で
あ
る
正

見
は
、
善
悪
の
識
別
を
意
味
す
る
が
、
殺
生
は
悪
業
の
一
つ
で
あ
る
と
し

て
説
か
れ
る
。
こ
の
経
の
注
釈
書
で
は
殺
生
の
定
義
と
深
刻
度
が
分
析
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
定
義
に
は
「
対
象
を
殺
そ
う
と
い
う
意
識
を
も
つ
」
と

幻
網
（M

añjuśrīnām
asan .gīti

）』
第
一
三
六
偈
を
引
用
し
、
三
乗
を

原
因
、
一
乗
を
結
果
と
し
た
上
で
、
そ
の
明
知
と
事
物
へ
の
執
着
を
離
れ

る
こ
と
を
真
言
乗
と
す
る
。
第
二
の
問
い
で
あ
る
声
に
入
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
マ
ン
ト
ラ
に
よ
り
導
か
れ
る
こ
と
で
意
識
を
守
護
す
る
目
的
を
も

つ
と
し
、
ト
リ
ピ
タ
カ
マ
ー
ラ
の
『
三
理
趣
灯
（N

aratrayapradīpa

）』

（D
. N

o. 3707, T
su 16b3︲4

）
の
引
用
に
依
り
、
真
言
乗
は
、
愚
か
で

な
く
、
多
く
の
方
便
を
も
ち
、
難
行
で
な
く
、
利
根
の
境
と
な
る
の
で
、

特
別
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
第
三
の
区
別
に
つ
い
て
は
、
身
金
剛
と
語
金
剛

と
意
金
剛
と
三
摩
耶
金
剛
の
灌
頂
に
よ
り
身
口
意
を
浄
化
す
る
秘
密
の
マ

ン
ト
ラ
と
、
明
咒
と
、
心
髄
と
、
印
契
と
さ
れ
る
。
第
四
の
ど
の
よ
う
に

道
を
進
む
の
か
に
つ
い
て
は
、
鈍
根
の
者
は
自
分
の
分
別
の
ま
ま
に
進

み
、
中
根
の
者
は
天
も
幻
の
自
性
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
利
根
の
者
は
顕

現
を
心
に
集
め
、
心
は
無
自
性
で
、
大
楽
も
意
味
の
な
い
も
の
と
す
る
、

と
三
根
に
分
け
て
解
説
さ
れ
る
。
最
後
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
得
る
の
か

に
つ
い
て
は
、
最
高
の
修
習
の
最
後
に
生
じ
る
識
と
最
高
の
大
楽
と
に
よ

り
涅
槃
の
界
と
仏
法
と
十
八
不
共
の
主
体
と
な
っ
て
獲
得
す
る
と
さ
れ

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
マ
ン
ト
ラ
の
意
味
に
入
る
」
と
は
、
真
言
乗
の

意
味
と
、
そ
こ
に
入
る
原
因
と
、
区
別
と
、
進
む
在
り
方
と
、
結
果
の
獲

得
の
五
つ
の
意
味
を
、
論
理
学
者
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
マ
ン
ト
ラ
」

は
、
波
羅
蜜
乗
に
対
す
る
真
言
乗
の
優
位
性
も
含
意
し
て
お
り
、
そ
の
意

味
を
示
す
こ
と
か
ら
ア
テ
ィ
シ
ャ
十
三
の
マ
ン
ト
ラ
の
伝
承
が
始
ま
っ
て

い
る
。
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び
上
座
部
仏
教
思
想
に
お
い
て
、
殺
生
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
欲
・
怒
り

の
性
質
に
根
づ
く
ゆ
え
に
行
為
自
体
よ
り
も
、
潜
在
的
な
悪
業
と
さ
れ

る
。

　

仏
教
道
徳
に
お
い
て
、
殺
生
が
悪
業
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な

い
。
し
か
し
、
三
つ
の
考
察
を
通
し
て
、
涅
槃
に
関
す
る
高
次
の
善
悪
の

価
値
観
が
戒
の
範
疇
を
超
え
る
と
い
う
事
実
と
、
そ
の
高
次
の
価
値
観
に

お
い
て
自
殺
は
例
外
的
な
殺
生
に
な
る
こ
と
の
可
能
性
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。
従
っ
て
、
仏
教
道
徳
は
、
ま
ず
戒
を
基
盤
と
す
る
在
家
の
世
俗
生
活

と
出
家
の
修
行
生
活
と
で
区
別
さ
れ
、
か
つ
両
者
の
善
悪
基
準
に
お
け
る

相
違
か
ら
、
自
殺
と
殺
生
と
の
関
連
も
異
な
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
だ
が
、
高
次
の
道
徳
観
に
お
い
て
自
殺
が
殺
生
の
例
外
と
な
っ
た

と
し
て
も
、
涅
槃
と
関
係
の
な
い
現
代
社
会
の
自
殺
問
題
が
そ
の
例
外
に

該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

灌
頂
撰
『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
に
お
け
る
「
宗
」
に
つ
い
て

山
本
　
泰
照

　

灌
頂
（
五
六
一
―
六
三
二
）
は
中
国
天
台
宗
の
祖
で
あ
る
智
顗
（
五
三

八
―
五
九
七
）
の
高
弟
と
し
て
『
法
華
玄
義
』
や
『
摩
訶
止
観
』
を
は
じ

め
と
す
る
智
顗
の
著
作
の
整
理
及
び
修
訂
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
が
、
灌
頂
自
身
の
活
動
と
し
て
は
、
注
目
す
べ
き
も
の
に
大
乗
『
涅
槃

経
』
の
注
釈
書
の
執
筆
が
あ
り
、
主
た
る
著
作
と
し
て
『
大
般
涅
槃
経
玄

義
』
二
巻
と
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
三
十
三
巻
が
あ
る
。

　

灌
頂
自
身
は
『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
の
本
文
の
中
で
そ
の
執
筆
態
度
に

つ
い
て
、
智
顗
の
意
を
窺
う
形
で
『
涅
槃
経
玄
義
』
を
執
筆
し
た
と
し
て

い
る
が
、
先
行
研
究
で
は
吉
蔵
（
五
四
九
―
六
二
三
）
の
著
作
か
ら
の
援

い
う
条
件
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
殺
生
は
十
悪
業
あ
る
い
は
十
不
善
業
の

一
つ
に
含
ま
れ
、
十
悪
業
の
一
つ
で
も
行
う
と
悪
果
を
も
た
ら
す
。『
論

蔵
』
で
は
、
十
の
各
々
に
不
善
の
根
と
意
識
が
対
応
し
、
殺
生
の
場
合
は

本
質
的
に
瞋
（
怒
り
）
が
心
の
根
底
に
あ
る
と
説
か
れ
る
。
こ
の
考
察
を

総
合
す
る
と
、
対
象
が
自
身
で
あ
れ
他
者
で
あ
れ
、
殺
生
し
た
い
と
い
う

意
志
を
も
ち
殺
生
を
行
う
な
ら
ば
、
必
然
的
に
そ
の
行
為
に
悪
意
が
含
ま

れ
る
。
そ
の
文
脈
に
お
い
て
、
自
殺
も
ま
た
殺
生
と
い
う
悪
業
の
一
つ
と

な
る
。

　

し
か
し
、
第
三
部
の
議
論
は
、
第
一
部
で
検
証
し
た
道
徳
観
と
第
二
部

で
明
ら
か
に
し
た
殺
生
の
定
義
の
両
者
と
に
み
ら
れ
る
例
外
に
注
目
す

る
。
そ
の
例
外
に
大
き
く
関
わ
る
価
値
観
は
、
涅
槃
や
悟
り
と
い
っ
た
超

世
間
の
理
想
で
あ
る
。
そ
の
価
値
観
は
、
現
在
も
上
座
部
仏
教
社
会
に
深

く
根
ざ
し
、
道
徳
観
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
の
ソ
ン
プ
ラ
ン
・
プ
ロ

ン
タ
は
、
上
座
部
仏
教
思
想
に
お
け
る
「
利
己
と
利
他
」
の
関
係
を
考
察

し
、
一
見
、
利
己
的
に
思
わ
れ
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
私
欲
で
な

く
涅
槃
を
目
指
す
た
め
な
ら
利
己
的
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
な
い
と
主
張
す

る
。
利
他
よ
り
も
自
己
の
解
脱
を
重
視
す
る
一
例
と
し
て
、
多
数
の
比
丘

を
指
導
し
て
き
た
比
丘
ポ
ッ
テ
ィ
ラ
が
、
仏
陀
か
ら
示
唆
さ
れ
て
修
行
生

活
に
入
っ
た
逸
話
が
言
及
さ
れ
る
。
同
様
に
、
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
キ
ン
グ

も
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
解
釈
さ
れ
る
涅
槃
と
戒
と
の
関
係
に
基
づ
い
て
、
仏
教

道
徳
と
殺
生
と
の
対
応
を
分
析
す
る
。
キ
ン
グ
の
議
論
を
要
約
す
る
と
、

第
一
に
、
仏
教
道
徳
の
主
要
な
実
践
で
あ
る
戒
（
五
戒
）
は
、
あ
く
ま
で

在
家
者
が
善
き
生
活
を
送
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
高
度
な
宗
教
生
活
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
涅
槃
へ
の
到
達
を
確
約
す
る
も
の
で
は
な
い
。
第
二

に
、
業
と
意
志
が
行
為
の
道
徳
基
準
を
左
右
す
る
パ
ー
リ
仏
教
文
献
お
よ
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の
指
摘
が
あ
る
『
法
華
玄
義
』
に
依
る
部
分
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
た
め
、
吉
蔵
著
作
か
ら
の
影
響
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
今
回
の
検
討
で
は
直
接
吉
蔵
の
影
響
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
も

の
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。

　

以
上
の
事
か
ら
、『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
に
お
け
る
「
宗
」
に
対
す
る

灌
頂
の
見
解
は
、
智
顗
の
著
作
を
土
台
と
し
て
そ
の
記
述
に
倣
う
形
で
表

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

湛
然
教
学
の
諸
問
題

長
倉
　
信
祐

は
じ
め
に　

中
国
唐
代
に
活
動
し
た
荊
渓
湛
然
（
七
一
一
―
七
八
二
）

は
、
智
顗
（
五
三
八
―
五
九
七
）
の
三
大
部
註
釈
に
精
力
を
傾
け
所
謂
法

華
至
上
主
義
を
宣
揚
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
湛
然
の
天
台
法
華
思
想
の
展
開

に
関
す
る
業
績
は
蓄
積
さ
れ
、
湛
然
の
思
想
史
上
で
の
位
置
付
け
が
研
究

者
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
近
時
に
湛
然
が
唐
代
新
興
諸
宗
の
『
法

華
経
』
観
を
評
破
し
た
史
実
（
対
破
思
想
）
を
「
物
語
」
と
す
る
一
部
の

恣
意
的
見
解
に
よ
り
湛
然
研
究
の
議
論
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
本
報
告

で
は
湛
然
の
法
華
経
観
の
展
開
に
唐
代
密
教
思
想
へ
の
対
抗
意
識
が
伏
在

し
た
可
能
性
を
考
証
し
問
題
点
の
整
理
を
試
み
た
い
。

湛
然
の
法
華
経
観　

湛
然
は
智
顗
講
説
・
灌
頂
撰
『
法
華
玄
義
』
巻
第
一

に
顕
著
な
五
時
八
教
判
を
踏
ま
え
『
釈
籖
』
巻
第
一
に
「
約
教
約
部
」
の

解
釈
を
駆
使
し
た
。
湛
然
は
化
法
四
教
に
こ
と
よ
せ
た
約
教
と
五
時
の
約

部
判
を
展
開
し
た
。
前
者
は
蔵
通
別
円
（
四
教
）
を
判
じ
、
蔵
教
は
小
乗

析
空
、
通
教
は
当
体
即
空
の
大
乗
初
門
、
別
教
は
空
仮
中
三
諦
を
隔
歴
に

把
捉
し
た
教
法
で
円
教
は
諸
法
を
三
諦
円
融
の
相
即
し
た
当
体
と
説
く
教

用
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
は
智
顗
及
び
吉
蔵
の
影
響
を
う
け

て
成
立
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
発
表
は
『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
の
う

ち
、
特
に
「
宗
」
の
部
分
と
智
顗
の
著
作
の
内
容
を
比
較
し
、「
宗
」
の

部
分
に
お
い
て
灌
頂
自
身
が
述
べ
た
よ
う
に
、
智
顗
の
考
え
を
承
け
た
も

の
で
あ
る
の
か
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
が
、『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
の
「
宗
」
に

つ
い
て
灌
頂
は
冒
頭
の
部
分
で
、
先
行
研
究
に
於
い
て
す
で
に
吉
蔵
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
有
る
人
」
が
述
べ
る
「
宗
」
と
「
體
」
を
一
体

と
す
る
説
を
「
是
の
義
は
然
ら
ず
」
と
し
、
ま
た
灌
頂
が
示
し
た
「
宗
」

と
「
體
」
の
関
係
は
智
顗
の
著
作
と
内
容
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

灌
頂
は
「
宗
」
と
「
體
」
の
関
係
を
智
顗
に
倣
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

　
「
宗
」
と
「
體
」
の
関
係
以
外
の
記
述
に
お
い
て
も
、
大
半
は
智
顗
の

著
作
中
に
あ
る
記
述
が
淵
源
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、「
宗
」
の
記
述
は
智
顗
に
依
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、「
宗
」
の
中
に
見
ら
れ
る
二
乗
の
勝
劣
に
関
す
る
部
分
に
つ

い
て
は
、
智
顗
親
撰
文
献
に
は
な
い
記
述
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

部
分
に
つ
い
て
は
灌
頂
の
独
自
性
が
現
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
灌
頂
は
「
宗
」
の
中
で
修
行
と
因
果
を
結
び
付
け
、
さ
ら
に
宗

の
中
核
を
な
す
も
の
を
「
常
」
と
考
え
て
い
る
と
い
う
記
述
も
見
受
け
ら

れ
た
。

　

そ
の
こ
と
か
ら
、
灌
頂
は
智
顗
に
倣
う
形
で
『
大
般
涅
槃
経
玄
義
』
を

執
筆
し
て
い
る
こ
と
は
部
分
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、「
宗
」
に
対
す

る
記
述
の
根
拠
が
先
行
研
究
に
お
い
て
吉
蔵
の
著
作
か
ら
援
用
さ
れ
た
と
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一
要
因
に
諸
宗
の
法
華
道
場
で
の
『
法
華
経
』
解
釈
へ
の
批
判
が
あ
っ
た

と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
筆
者
は
湛
然
が
初
期
禅
宗
・
華
厳
・
法

相
な
ど
の
『
法
華
経
』
観
へ
の
対
抗
（
評
破
）
と
同
じ
く
唐
代
密
教
の

『
法
華
経
』
観
に
対
し
て
も
前
述
の
法
華
至
上
主
義
を
鼓
吹
し
た
可
能
性

を
提
示
す
る
。
そ
の
理
由
は
既
に
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
湛
然
及
び
門
下

諸
師
に
唐
代
密
教
諸
師
と
の
思
想
交
渉
が
窺
え
る
と
共
に
、
湛
然
に
は
唐

代
密
教
の
『
法
華
経
』
観
を
評
破
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
例
え
ば
『
大
衍
暦
』
で
著
名
な
一
行
（
六
八
三
―
七
二
七
）
の
『
大

日
経
義
釈
』
に
「
此
の
経
の
宗
は
横
に
一
切
の
仏
教
を
統
ぶ
」
と
『
大
日

経
』
は
小
乗
三
蔵
経
や
八
識
三
無
性
を
説
く
方
等
部
経
典
、
華
厳
般
若
お

よ
び
仏
性
一
乗
如
来
秘
密
蔵
を
説
く
法
華
涅
槃
部
の
釈
尊
一
代
諸
経
全
て

の
精
要
を
摂
し
入
れ
る
と
註
釈
し
た
。
一
行
は
智
顗
の
五
時
八
教
を
借
用

し
絶
体
妙
開
会
を
換
骨
奪
胎
し
五
時
八
教
の
精
髄
は
大
日
如
来
所
説
の

『
大
日
経
』
に
摂
入
（
内
含
）
す
る
と
標
榜
し
た
。
こ
の
よ
う
な
唐
代
密

教
諸
師
の
法
華
経
観
を
評
破
す
べ
く
、
湛
然
が
「
法
華
超
八
」
を
高
調
し

た
思
想
背
景
が
読
み
取
れ
よ
う
。

む
す
び
に　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
湛
然
が
智
顗
の
三
大
部
を
重
視

し
『
法
華
経
』
の
正
し
い
理
解
と
実
践
は
一
家
に
尽
き
る
と
い
う
正
当
意

識
の
も
と
、
法
華
已
前
の
諸
経
に
は
二
乗
作
仏
と
久
遠
実
乗
が
明
か
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
法
華
至
上
主
義
の
立
場
か
ら
諸
宗
の
法
華
経
観
を
評
破

し
た
蓋
然
性
が
高
い
。

法
と
解
釈
し
た
。
約
教
判
で
は
蔵
通
別
（
前
三
教
）
を
麁
法
（
権
教
）
と

し
円
教
の
み
妙
法
（
実
教
）
と
示
し
た
。
一
往
は
爾
前
諸
経
と
法
華
経
の

円
体
無
殊
を
論
じ
爾
前
諸
経
に
得
道
利
益
が
あ
る
と
与
え
て
解
釈
し
た

（
約
教
与
釈
）。
一
方
、
約
部
判
は
華
厳
に
別
円
、
阿
含
に
蔵
、
方
等
に
四

教
、
般
若
に
通
別
円
を
配
当
し
た
。
法
華
・
涅
槃
部
の
法
華
経
は
円
教
の

み
だ
が
涅
槃
経
は
方
等
部
と
同
じ
く
四
教
全
て
が
説
か
れ
阿
含
以
外
の
四

時
に
も
円
教
が
説
か
れ
る
が
華
厳
は
別
を
兼
ね
方
等
は
前
三
教
を
対
し
般

若
は
通
別
を
帯
び
麁
法
権
教
を
含
む
た
め
に
円
教
の
実
義
が
顕
れ
な
い
と

し
た
。
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
の
み
純
円
一
実
の
妙
法
で
あ
り
華
厳
・
方

等
・
般
若
を
未
顕
真
実
の
方
便
権
経
と
し
て
爾
前
諸
経
の
得
道
を
無
益

と
奪
っ
て
解
釈
し
た
（
約
部
奪
釈
）。
か
く
し
て
湛
然
は
『
文
句
記
』
に

『
法
華
経
』
が
八
教
を
超
越
し
た
別
格
経
典
と
す
る
「
法
華
超
八
」
と
い

う
法
華
至
上
主
義
を
発
揮
し
た
。
ま
た
湛
然
は
智
顗
が
『
文
句
』（
釈
方

便
品
）
に
爾
前
諸
経
の
三
乗
法
を
「
体
外
の
方
便
」、
法
華
経
迹
門
で
一

乗
真
実
に
開
会
さ
れ
た
三
乗
方
便
を
「
同
体
の
方
便
」
と
し
た
点
を
踏
ま

え
、
湛
然
は
「
体
外
の
方
便
」（
爾
前
諸
経
）
も
理
は
「
体
内
」
だ
が
法

華
一
仏
乗
に
開
会
さ
れ
な
け
れ
ば
「
体
内
の
方
便
」
と
は
な
ら
な
い
と
敷

衍
し
た
。
湛
然
は
智
顗
が
「
秘
妙
方
便
」
の
解
釈
で
爾
前
諸
経
の
三
乗
法

（
方
便
）
は
『
法
華
経
』
の
一
仏
乗
（
方
便
即
真
実
）
が
開
顕
さ
れ
る
な

ら
ば
「
同
体
の
方
便
」
と
な
る
と
い
う
法
華
の
開
会
を
受
け
『
法
華
経
』

開
顕
已
前
の
爾
前
諸
経
を
「
体
外
の
方
便
」、
開
顕
已
後
の
諸
経
を
（
智

顗
の
用
い
た
「
同
体
」
の
表
記
を
改
め
）「
体
内
の
方
便
」
と
註
釈
を
加

え
た
。

唐
代
密
教
の
法
華
経
観　

湛
然
は
唐
代
天
台
教
団
の
衰
退
を
認
識
し
て
天

台
三
大
部
の
教
観
双
美
を
掲
げ
天
台
仏
教
復
興
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
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Ｖ
・
Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
の
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
と
宗
教
性

妹
尾　

美
加

　

こ
の
発
表
の
目
的
は
、『
夜
と
霧
』
で
名
声
を
博
し
た
精
神
科
医
Ｖ
・

Ｅ
・
フ
ラ
ン
ク
ル
（
以
下
フ
ラ
ン
ク
ル
）
が
始
め
た
「
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
」

に
お
け
る
宗
教
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ク
ル
自
身
は

こ
の
セ
ラ
ピ
ー
を
無
神
論
者
も
含
め
た
多
く
の
人
々
に
紹
介
し
た
い
ゆ
え

に
宗
教
性
を
強
調
し
て
い
な
い
が
、
特
定
の
宗
教
で
は
な
く
、「
宗
教
性
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
何
ら
か
の
宗
教
性
を
持
つ
人
々
が
ロ
ゴ
セ
ラ

ピ
ー
に
関
心
を
持
つ
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
ル
が
ナ
チ
ス
強
制
収
容
所
（
以
下
収
容
所
）
に
入
る
十
二
年

前
（
一
九
三
〇
年
）
に
は
既
に
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
基
礎
は
確
立
さ
れ
て
い

た
が
、
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
発
展
に
は
収
容
所
で
の
体
験
が
多
大
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ク
ル
は
亡
命
の
可
能
性
を
断
り
、
両
親
と
兄
妹
、

妻
と
共
に
収
容
所
に
行
き
「
こ
れ
か
ら
は
私
の
番
だ
」
と
自
分
が
患
者
の

よ
う
に
苦
し
む
こ
と
を
能
動
的
に
受
容
し
た
。
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
有
効
性

を
確
か
め
る
思
惑
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
は
患
者
に
「
生
き
る
意
味
」
や
「
人
生
の
価
値
」
を
見

出
す
援
助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
人
生
に
絶
望
し
自
暴
自
棄
に
な
り
、
生

き
る
こ
と
を
諦
め
か
け
た
人
に
、
生
き
よ
う
と
す
る
意
欲
を
呼
び
覚
ま
す

力
を
対
話
に
よ
り
、
与
え
る
の
で
あ
る
。
収
容
所
に
お
い
て
「
意
味
」
や

「
価
値
」
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
人
々
は
多
く
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し

収
容
所
の
実
態
を
知
る
と
、
意
味
を
見
出
す
行
為
の
困
難
さ
は
創
造
に
難

く
な
い
。
常
人
に
は
と
て
も
可
能
に
は
思
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で

フ
ラ
ン
ク
ル
は
如
何
に
し
て
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
収

容
所
に
お
い
て
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
を
実
践
し
た
時
に
、
患
者
の
立
場
に
あ
っ

た
フ
ラ
ン
ク
ル
と
対
話
し
た
医
師
の
立
場
に
い
た
の
は
誰
で
あ
っ
た
の

か
。
自
問
自
答
形
式
で
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
日
々
死
と
隣
り
合

わ
せ
の
状
況
を
自
問
自
答
だ
け
で
乗
り
切
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。
自
分
と
異
な
る
「
神
」
が
医
師
の
立
場
で
あ
っ
た
の
だ
。
彼

が
収
容
所
で
行
っ
た
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
は
、
生
き
る
意
味
が
何
で
あ
る
か
を

悟
ら
せ
る
他
者
と
し
て
の
「
神
」、
も
し
く
は
神
的
な
も
の
の
存
在
が
欠

か
せ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ク
ル
は
十
五
歳
の
時
に
、「
神
の
操
作
的
定
義
」
に
た
ど
り
着

い
た
。
神
は
話
し
相
手
で
あ
り
、
絶
え
ず
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
存
在
で
あ

り
、
一
番
親
し
い
、
極
め
て
親
密
な
ひ
と
り
ご
と
「
自
己
対
話
」
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
の
だ
。
神
の
志
向
は
人
間
を
超
え
る
超
越
的
な
も
の
で

あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ク
ル
に
と
っ
て
そ
の
存
在
は
遠
い
も
の
で
な
く
、
収
容

所
を
共
に
生
き
ぬ
く
こ
と
が
で
き
た
相
手
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
神
」
と
の
対
話
に
よ
り
与
え
ら
れ
た
「
意
味
」
や
「
価
値
」、
こ
れ
が

ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
超
意
味
」
と
「
態
度
価
値
」
に
繋

が
る
。
避
け
ら
れ
ず
変
え
よ
う
の
な
い
状
況
で
発
生
す
る
苦
悩
に
対
し
、

人
間
は
そ
れ
に
意
味
が
あ
る
と
は
到
底
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
人
間
の
有
限
な
知
的
能
力
を
超
え
、
凌
駕
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
と
フ

ラ
ン
ク
ル
は
述
べ
る
。
そ
れ
が
「
超
意
味
」
で
あ
る
。
人
間
の
世
界
で
は

答
え
は
見
出
せ
な
い
が
、
人
間
を
超
え
た
も
の
の
存
在
、
つ
ま
り
「
宗
教

性
」
を
前
提
と
し
て
そ
の
意
味
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
人
間

は
、
苦
悩
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
か
は
自
由
で
あ
り
、
そ
れ
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者
、
直
系
卑
属
、
直
系
尊
属
、
兄
弟
姉
妹
）
二
人
以
上
の
一
致
し
た
陳
述

に
よ
っ
て
、
患
者
が
延
命
医
療
を
望
ま
な
い
と
判
断
で
き
る
場
合
、
③
患

者
（
未
成
年
者
）
の
法
廷
代
理
人
が
延
命
医
療
の
中
止
に
同
意
し
、
担
当

医
と
専
門
医
一
名
が
そ
れ
を
認
め
た
場
合
、
④
患
者
（
成
人
）
の
家
族
全

員
が
延
命
医
療
の
中
止
に
同
意
し
、
担
当
医
と
専
門
医
一
名
が
そ
れ
を
認

め
た
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
事
前
延
命
医
療
意
向
書
」
の
登
録
（
韓
国
内
の
三
一
三
機
関
で
受
付
）

手
続
を
統
括
し
て
い
る
国
立
延
命
医
療
管
理
機
関
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一

八
年
二
月
四
日
の
同
法
の
施
行
か
ら
五
ヵ
月
を
経
た
同
年
七
月
現
在
、

「
事
前
延
命
医
療
意
向
書
」
の
登
録
者
数
は
三
四
九
七
四
人
（
男
性
一
一

八
五
一
人
、
女
性
二
三
一
二
三
人
）
に
上
っ
て
い
る
（
同
年
九
月
五
日
現

在
、
登
録
者
数
五
〇
九
一
九
人
）。
登
録
者
の
内
訳
を
見
る
と
、
七
〇
代

が
四
〇
・
二
％
で
最
も
多
く
、
六
〇
代
が
二
三
・
五
％
、
八
〇
歳
以
上
が
一

七
・
二
％
、
五
〇
代
が
一
二
・
七
％
、
四
〇
代
が
四
・
六
％
、
三
〇
代
が
一
・

〇
％
、
三
〇
歳
未
満
が
〇
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
法
の
モ
デ
ル
事
業
初
日
、
示
範
事
業
機
関
に
選
定
さ
れ
た
「
事
前
医

療
意
向
書
実
践
会
」（
ソ
ウ
ル
市
中
区
）
に
、
事
前
意
向
書
の
作
成
を
希

望
す
る
人
々
が
詰
め
か
け
た
。
人
々
が
事
前
同
意
書
を
作
成
す
る
主
な
理

由
は
、「
家
族
に
苦
労
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
」
で
あ
る
が
、
経
済
的
な

負
担
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、「
親
の
延
命
治
療
を
す
る
べ
き
か
否
か
と
い

う
難
し
い
選
択
を
子
供
に
迫
る
よ
う
こ
と
は
し
た
く
な
い
」「
事
前
意
向

書
を
作
成
し
て
お
か
な
い
と
、
後
々
家
族
間
の
対
立
を
引
き
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
」
と
い
う
人
が
多
く
、
自
身
の
「
死
ぬ
権
利
」
以
上
に
「
家
族
の

紐
帯
」
を
重
ん
じ
て
い
る
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

　

近
年
、
韓
国
に
お
い
て
も
「
死
の
自
己
決
定
権
」
と
い
う
言
葉
が
人
口

を
「
態
度
価
値
」
と
フ
ラ
ン
ク
ル
は
呼
ぶ
。
大
量
殺
戮
の
た
め
に
ガ
ス
室

を
作
り
、
実
行
し
た
の
も
人
間
で
あ
れ
ば
、
祈
り
な
が
ら
ガ
ス
室
に
入
り
、

死
の
直
前
ま
で
祈
っ
て
い
た
の
も
人
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
ナ
チ
ス
親
衛
隊

の
中
に
も
パ
ン
を
隠
し
持
っ
て
渡
し
た
人
間
が
い
た
。
こ
の
よ
う
な
「
態

度
価
値
」
も
宗
教
性
と
関
係
が
深
い
。
自
ら
の
態
度
を
見
つ
め
る
「
目
」

の
存
在
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
人
が
と
る
態
度
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

韓
国
に
お
け
る
安
楽
死
と
尊
厳
死

│
│ 「
死
ぬ
権
利
」
と
「
死
ぬ
義
務
」 │
│

渕
上　

恭
子

　

二
〇
一
六
年
二
月
三
日
、
韓
国
に
お
い
て
「
ホ
ス
ピ
ス
・
緩
和
医
療
お

よ
び
臨
終
過
程
に
あ
る
患
者
の
延
命
医
療
の
決
定
に
関
す
る
法
律
」（
略

称
「
延
命
医
療
決
定
法
」、
通
称
「
尊
厳
死
法
」）
が
制
定
さ
れ
、
二
〇
一

七
年
一
〇
月
二
三
日
〜
二
〇
一
八
年
一
月
一
五
日
の
モ
デ
ル
事
業
期
間
を

経
て
、
二
〇
一
八
年
二
月
四
日
よ
り
本
格
的
に
施
行
開
始
さ
れ
た
。

　

同
法
の
定
め
る
「
延
命
医
療
」
と
は
、
心
肺
蘇
生
術
、
血
液
透
析
、
抗

癌
剤
の
投
与
、
人
工
呼
吸
器
の
装
着
等
、
病
状
の
改
善
に
効
果
が
な
く
、

死
期
を
遅
ら
せ
る
だ
け
の
医
療
行
為
の
こ
と
を
い
う
。
延
命
医
療
の
中
止

の
対
象
と
な
る
の
は
、
回
復
の
可
能
性
が
な
く
、
治
療
し
て
も
回
復
せ

ず
、
症
状
が
急
速
に
悪
化
し
て
臨
終
過
程
に
入
っ
た
「
臨
終
期
患
者
」
と

さ
れ
て
い
る
。
延
命
医
療
の
中
止
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
①
患
者
（
満
一

九
歳
以
上
）
自
身
が
、
意
識
が
あ
る
時
に
「
事
前
延
命
医
療
意
向
書
」
と

「
延
命
医
療
計
画
書
」
を
作
成
し
、
延
命
医
療
を
受
け
な
い
こ
と
を
表
明

し
て
い
る
場
合
、
患
者
の
意
思
が
不
明
な
時
は
、
②
患
者
の
家
族
（
配
偶
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る
と
、
そ
の
よ
う
な
言
説
は
非
宗
教
的
生
命
倫
理
に
駆
逐
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
「
好
ん
で
非
宗
教
的
で
あ
ろ
う
と
し
な
く
と
も
、
も
は
や
特
定
の
宗
教

的
立
場
で
は
、
社
会
倫
理
が
な
り
た
た
な
い
。
脱
宗
教
の
倫
理
は
、
社
会

生
活
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
背

景
に
あ
る
」（
加
藤
尚
武
の
訳
者
解
説
よ
り
）（
Ｈ
・
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
・
エ

ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
・
Jr.
（
一
九
八
九
）『
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
基
礎
づ
け
』

加
藤
尚
武
・
飯
田
亘
之
監
訳
、
朝
日
出
版
社
：
五
七
三
）。

　

生
命
倫
理
学
の
普
及
の
過
程
で
、
日
本
で
も
ひ
ろ
く
読
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
『
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
基
礎
づ
け
』（
原

著
一
九
八
六
、
邦
訳
一
九
八
九
）
は
、
生
命
倫
理
学
へ
の
姿
勢
が
「
非
宗

教
的
な
も
の
」
で
あ
る
べ
き
と
い
う
基
本
的
な
ト
ー
ン
を
定
め
た
と
い
え

る
。

　

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
の
名
前
は
生
命
倫
理
学
研
究
へ
の
数
多
の
寄
与
と
、

な
か
で
も
こ
の
書
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
一
方

で
、
の
ち
に
彼
が
そ
の
非
宗
教
的
世
俗
的
生
命
倫
理
学
の
限
界
を
見
極

め
、
内
容
豊
か
な
（content-full

）、
複
数
形
の
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
を

提
唱
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
特
に
日
本
の
研
究
シ
ー
ン
に
お
い
て

充
分
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

　

エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
ま
ず
活
躍
し
た
の
は
、
リ
ベ
ラ
ル
な
ロ
ー
マ
カ
ト

リ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
に
設
置
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
倫
理
学
研
究

所
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
所
は
、
ロ
ー
マ
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
宗
派
的
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
弱
め
て
脇
に
置
い
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
エ

シ
ッ
ク
ス
を
研
究
し
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
ロ
ー

マ
カ
ト
リ
ッ
ク
と
一
線
を
画
し
な
が
ら
も
そ
こ
か
ら
考
え
方
を
引
き
出
す

に
膾
炙
し
、「
尊
厳
死
」
を
選
択
す
る
こ
と
を
、
無
用
な
延
命
治
療
を
拒

否
し
て
安
ら
か
に
「
死
ぬ
権
利
」
と
考
え
る
人
々
が
増
え
て
い
る
。
ま

た
、「
死
の
介
助
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
医
療
行
為
と
し
て
の
「
積
極

的
安
楽
死
」
の
合
法
化
を
望
む
人
々
も
増
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
の

一
方
で
、「
家
族
の
重
荷
に
な
り
た
く
な
い
」「
自
分
の
最
期
は
自
分
で

決
め
た
い
」
と
言
っ
て
、
事
前
意
向
書
を
作
成
し
、
延
命
医
療
を
拒
否
し

て
「
尊
厳
死
」
を
遂
げ
る
こ
と
を
願
う
韓
国
の
父
母
達
を
見
て
い
る
と
、

一
九
九
七
年
に
米
国
の
生
命
倫
理
学
者
の
ハ
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ク
が
唱
え
た

（「
人
は
皆
、
不
治
の
病
を
患
っ
た
場
合
、
家
族
の
重
荷
に
な
ら
な
い
よ

う
、
延
命
を
拒
否
し
自
ら
死
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
）

「
死
ぬ
義
務
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
昨
今
の
韓
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
、

「
労
働
人
口
の
減
少
」「
世
界
最
低
の
出
生
率
」「
加
速
す
る
少
子
高
齢
化
」

「
医
療
費
の
増
加
率
、
老
人
の
貧
困
率
、
老
人
の
自
殺
率
が
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
第

一
位
」
等
々
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
状
況
下
で
、
高
齢
者
層
を
中
心
に
受
容
さ
れ
て
い
る
、
家
族
や

後
の
世
代
に
対
す
る
「
道
徳
的
義
務
」
と
し
て
の
「
尊
厳
死
」
の
在
り
様

を
考
察
す
る
こ
と
が
、
今
日
の
韓
国
の
「
尊
厳
死
」
を
め
ぐ
る
生
命
倫
理

問
題
を
論
じ
る
た
め
の
不
可
避
の
営
為
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
的
生
命
倫
理
言
説
の
位
置
づ
け

藤
枝　
　

真

　

日
本
に
お
け
る
生
命
倫
理
学
は
、
非
宗
教
的
な
思
考
の
枠
組
を
前
提
と

し
た
研
究
傾
向
が
強
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
生
命
や
死
、
医
療
の
問
題
を

語
る
際
に
、
宗
教
的
信
念
に
も
と
づ
い
て
発
言
す
る
向
き
が
な
か
っ
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
組
織
的
な
生
命
倫
理
研
究
が
導
入
さ
れ
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本
発
表
で
は
そ
の
点
に
注
目
し
、
非
宗
教
的
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
を
い

っ
た
ん
は
構
築
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
再
び
宗

教
を
含
め
た
複
数
の
可
能
性
が
あ
る
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

賀
川
豊
彦
の
ハ
ン
セ
ン
病
観

│
│ 

患
者
と
そ
の
文
芸
に
対
す
る
か
か
わ
り
か
ら 

│
│

松
岡　

秀
明

　

賀
川
豊
彦
（
一
八
八
八
―
一
九
六
〇
）
は
、
社
会
事
業
、
政
治
、
文
学

等
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
で
精
力
的
に
活
動
を
行
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
者
で
あ

る
。
賀
川
ら
が
一
九
二
五
年
に
設
立
し
た
日
本
Ｍ
Ｔ
Ｌ
（M

ission to 
Lepers

、
以
下
Ｍ
Ｔ
Ｌ
）
は
、
戦
前
の
ハ
ン
セ
ン
病
政
策
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
。

　

Ｍ
Ｔ
Ｌ
誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
二
四
年
の
年
末
に
賀
川
が
主
宰
す

る
イ
エ
ス
の
友
会
（
一
九
二
一
年
創
立
）
と
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
会
員
が
、

当
時
光
田
健
輔
が
院
長
を
務
め
て
い
た
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設
全
生
病
院

（
一
九
〇
九
年
開
設
）
を
訪
問
し
た
こ
と
で
あ
る
。
翌
二
五
年
六
月
十
日
、

賀
川
ら
キ
リ
ス
ト
者
と
非
キ
リ
ス
ト
者
の
光
田
の
計
七
人
を
発
起
人
と
し

て
Ｍ
Ｔ
Ｌ
が
発
足
し
、
後
に
小
林
正
金
が
理
事
長
と
な
り
二
六
年
三
月
に

機
関
誌
『
日
本
Ｍ
Ｔ
Ｌ
』
を
創
刊
し
た
。

　

発
足
当
初
か
ら
、
Ｍ
Ｔ
Ｌ
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
読
書
や
文
芸
活
動
を

支
援
し
た
。『
日
本
Ｍ
Ｔ
Ｌ
』
は
創
刊
号
か
ら
患
者
の
体
験
談
と
短
歌
を

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
第
二
号
（
二
六
年
七
月
）
で
は
療
養
所
の
図
書
室

の
充
実
の
た
め
に
図
書
の
寄
付
を
訴
え
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
賀
川
は
個
人
的
に
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
た
ち
と
接
触
す
る
。
草

神
学
者
た
ち
と
、
自
由
・
平
等
・
社
会
正
義
の
実
現
す
る
も
の
と
し
て
バ

イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
に
関
わ
る
ポ
ス
ト
キ
リ
ス
ト
教
、
ポ
ス
ト
伝
統
主
義
の

研
究
者
た
ち
が
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
エ
ン
ゲ
ル

ハ
ー
ト
自
身
が
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
研
究
所
の
性
質
と
は
一

線
を
画
し
、
宗
教
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
伝
統
主
義
的
で
あ
っ
た
。
エ
ン

ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
「
神
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
し
、
典
礼
を
重
視
す

る
保
守
派
で
あ
っ
た
」（H

. T
. Engelhardt, Jr. (2013

) “Bioethics 
as a Liberal Rom

an Catholic H
eresy: Critical Reflections on 

the Founding of Bioethics, ” in T
he D

evelopm
ent of Bioethics 

in the U
nited States, J. R. Garrett, F. Jotterand, D

. C. Ral-
ston (eds.), Springer: 65

）
と
述
べ
る
。
彼
の
思
想
の
こ
の
点
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト

は
「
形
而
上
的
な
道
徳
に
つ
い
て
の
懐
疑
主
義
者
（a m

etaphysical-
m
oral skeptic

）」
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
。

　

そ
も
そ
も
、
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
は
非
宗
教
的
多
元
論
的
倫
理
学
を
擁
護

す
る
こ
と
が
『
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
の
基
礎
づ
け
』
の
目
的
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
か
た
ち
の
倫
理
学
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ

と
を
承
認
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
エ
ン
ゲ
ル
ハ
ー

ト
一
九
八
九
：
ⅳ
―
ⅴ
）
と
言
う
。「
啓
蒙
の
世
俗
的
道
徳
哲
学
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
つ
ま
り
、
ひ
と
び
と
に
共
通
の
規
範
的
な
「
内
容
豊
か
な
」

道
徳
性
を
同
定
し
担
保
す
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
う
ち
立
て
る
こ
と

が
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
」
は
、
彼
自
身
望
ん
で
い
な
か
っ
た
が
認
め

ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
、
エ

ン
ゲ
ル
ハ
ー
ト
研
究
に
お
い
て
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
彼
自
身
は

指
摘
し
て
い
る
。（Engelhardt 2013: 66

）
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一
九
三
七
年
、
日
本
Ｍ
Ｔ
Ｌ
は
キ
リ
ス
ト
者
で
熊
本
の
九
州
療
養
所
の

患
者
隅
青
鳥
の
歌
集
『
隅
青
鳥
歌
集
』
を
出
版
す
る
。
こ
の
歌
集
に
寄
せ

た
序
文
で
、
賀
川
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
彼
の
歌
を
読
ん
で
行

く
う
ち
に
、
療
養
生
活
が
い
か
な
る
も
の
か
を
、
よ
く
察
す
る
こ
と
が
出

来
る
」。「
歌
は
確
に
芸
術
的
治
療
の
効
果
を
も
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が

出
来
る
だ
ら
う
」。

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
患
者
を
愛
そ
う
と
訴
え
、
患
者
た
ち
に
文
芸
を
推
奨
し

た
賀
川
は
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
活
字
化
さ
れ
る
文
芸
は
患
者
で
は
な

い
者
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
も
の
で
あ
り
、「
理
想
的
な
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
」
の
自
画
像
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
認
識
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

移
植
医
療
に
お
け
る
人
間
観

エ
ン
リ
ッ
ク
・
ウ
ゲ
ッ
ト=

カ
ニ
ャ
メ
ロ

　

脳
死
と
い
う
概
念
は
、
臓
器
提
供
を
増
加
さ
せ
る
た
め
の
唯
一
の
考
え

で
あ
る
が
、
人
と
い
う
も
の
が
何
を
意
味
す
る
の
か
と
い
う
問
題
に
対
し

て
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
脳
死
と
い
う
概
念
の
下
で
は
、
人
は
脳
の
機
能
や
認
識

の
働
き
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
人
を
定
義
す
る
脳
死
の

概
念
は
、
医
療
の
範
囲
を
超
え
て
、
よ
り
広
い
社
会
的
な
範
囲
に
お
い
て

認
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
支
持
を
受
け
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
と
り
わ
け

日
本
の
現
状
が
注
目
に
値
す
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
脳
死
の
容
認
を
め

ぐ
っ
て
の
議
論
が
現
在
に
至
る
ま
で
激
し
く
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
よ

う
な
事
例
は
、
文
化
に
よ
っ
て
人
の
定
義
が
い
か
に
形
作
ら
れ
る
の
か
を

示
唆
す
る
。
人
を
理
解
す
る
方
法
は
、
認
知
の
働
き
だ
け
で
な
く
、
様
々

津
温
泉
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
湯
野
沢
集
落
が
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
看
護
婦
三
上
千
代
子
が
彼
等
を
援
助
し
て
い
た
。
眼
病
の
療
養
の
た

め
、
賀
川
は
湯
之
沢
の
三
上
の
家
に
二
六
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
滞

在
し
患
者
た
ち
と
接
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
賀
川
は
自
ら
の
ハ
ン
セ

ン
病
に
つ
い
て
の
考
え
を
積
極
的
に
発
表
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
『
日
本
Ｍ
Ｔ
Ｌ
』
第
三
号
（
二
七
年
二
月
）
巻
頭
の
「
Ｍ
Ｔ
Ｌ
と
新
約

運
動
」
で
、
賀
川
は
「
旧
約
に
於
け
る
癩
に
対
す
る
態
度
は
排
斥
主
義
で

あ
つ
た
」
と
し
た
う
え
で
、
イ
エ
ス
は
旧
約
の
掟
を
破
っ
て
患
者
と
接
し

た
と
述
べ
、「
イ
エ
ス
の
『
癩
を
潔
め
よ
』
と
い
う
命
令
を
畏
ん
で
こ
の

運
動
を
進
め
た
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
同
じ
く
二
七
年
二
月
に
発

表
さ
れ
た
「
新
日
本
の
証
言
」（『
火
の
柱
』
第
十
二
号
）
で
は
、「
癩
病
と

脳
病
に
同
情
し
て
、
愛
と
犠
牲
を
献
げ
る
よ
り
他
は
な
い
」
と
訴
え
る
。

同
年
三
月
の
「
社
会
問
題
と
し
て
見
た
る
癩
病
絶
滅
運
動
」（『
雲
の
柱
』

第
六
巻
三
号
）
で
は
、「
私
が
何
故
癩
病
問
題
を
喧
し
く
云
う
か
と
云
え

ば
、
そ
れ
は
国
民
の
社
会
的
能
率
を
上
げ
る
為
に
云
ふ
の
で
あ
る
。
日
本

Ｍ
Ｔ
Ｌ
の
使
命
は
、
日
本
人
で
あ
る
我
々
が
同
じ
日
本
人
で
あ
る
癩
病
患

者
を
、
少
し
で
も
愛
し
様
と
云
う
」
と
記
し
て
い
る
。

　

一
九
二
七
年
二
月
発
行
の
『
日
本
Ｍ
Ｔ
Ｌ
』
第
五
号
か
ら
、
文
芸
欄
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
に
「
癩
短
歌
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
確

立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
熊
本
の
九
州
療
養
所
（
一
九
〇

九
年
開
設
）
の
医
師
内
田
守
が
、
Ｍ
Ｔ
Ｌ
に
働
き
か
け
た
結
果
で
あ
る
。

各
地
の
公
立
・
私
立
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設
の
患
者
が
歌
を
寄
せ
て
い

る
が
、
た
と
え
ば
全
生
病
院
の
あ
る
患
者
は
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。

「
久
し
か
る
願
ひ
漸
く
い
れ
ら
れ
て
畳
敷
か
れ
ぬ
吾
が
図
書
室
に
」「
図
書

室
の
窓
よ
り
見
ゆ
る
向
日
葵
の
等
し
き
丈
に
蕾
持
ち
た
り
」。



379　　

第11部会 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

と
い
う
主
張
の
も
と
で
日
本
人
の
死
生
観
を
解
説
す
る
。
つ
ま
り
、「
人

の
間
」
や
「
死
者
」（
若
し
く
は
「
他
者
」）
の
間
に
も
、
関
係
性
が
存
す

る
点
で
は
相
違
が
な
い
一
方
、
相
互
了
解
が
可
能
か
否
か
と
い
う
点
に
お

い
て
は
異
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
相
互
了
解
が
言
葉
の
み
に
限
ら

れ
ず
多
様
な
形
を
と
る
も
の
で
あ
る
点
に
注
目
す
る
と
、
脳
死
下
で
の
認

識
喪
失
に
伴
っ
て
必
然
的
に
相
互
了
解
ま
で
が
失
わ
れ
る
と
は
限
ら
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

　

末
木
の
説
は
唯
一
の
解
釈
で
は
な
い
が
、
脳
死
の
概
念
へ
の
日
本
人
の

学
者
お
よ
び
世
論
の
批
判
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
注
目
に
値
す

る
。
日
本
に
お
い
て
脳
死
の
概
念
が
広
く
容
認
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
脳
死
の
定
義
が
二
〇
一
〇
年
の
「
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
」
に
お

い
て
も
曖
昧
に
扱
わ
れ
て
い
る
事
実
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
脳
死
の

概
念
が
い
か
に
「
人
間
」
と
「
他
者
」、
あ
る
い
は
「
人
間
」
と
「
死
者
」

と
の
相
互
了
解
に
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い
う
問
い
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
そ
の
問
い
か
け
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
理
性
の
働
き
に
よ
っ
て
人

を
定
義
せ
ず
、
よ
り
関
係
的
に
人
を
把
握
す
る
「
人
間
」
の
概
念
を
さ
ら

に
厳
密
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
移
植
医
療
に
対
す
る
今
日
の
姿
勢
の
一
部

を
さ
ら
に
理
解
す
る
の
に
役
に
立
つ
の
み
な
ら
ず
、
現
在
の
生
命
倫
理
の

背
景
に
あ
る
功
利
主
義
的
な
主
流
思
想
の
枠
組
み
を
疑
問
視
す
る
よ
う

な
、
非
主
流
的
な
要
素
も
生
み
出
し
得
る
。

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
日
本
語
の
「
人
間
」
と
い
う
概
念
は
そ
の
一

つ
の
方
法
で
あ
り
、
特
定
の
文
化
的
・
宗
教
的
な
意
味
合
い
を
含
む
概
念

と
言
え
る
。

　
「
人
間
」
の
概
念
は
仏
教
思
想
に
由
来
し
、
人
と
い
う
も
の
を
認
識
の

働
き
の
下
で
定
義
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
関
連
的
に
把
握
す
る
観
念
で

あ
る
。
和
辻
哲
郎
は
、「
人
間
」
の
「
間
」
に
焦
点
を
当
て
て
、「
人
間
」

の
概
念
の
特
徴
を
論
じ
て
い
る
。
和
辻
に
よ
れ
ば
、「
間
」
は
人
間
社
会

を
示
唆
す
る
が
、「
人
間
」
の
概
念
に
お
け
る
社
会
的
な
要
素
は
、
単
純

に
人
に
あ
る
と
さ
れ
る
特
徴
よ
り
幅
広
い
意
味
を
包
含
し
て
い
る
。
社
会

的
な
要
素
は
、
人
が
存
在
し
て
か
ら
現
れ
る
特
徴
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
存
在
（
オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
）
自
体
を
形
成
す
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
人
間
存
在
は
、
和
辻
が
し
ば
し
ば
用
い
た
広
い
意
味
で
の
社

会
と
い
う
つ
な
が
り
の
関
係
性
に
お
い
て
の
み
成
り
立
つ
。
存
在
の
構
成

要
素
と
し
て
、
つ
な
が
り
や
関
係
性
な
ど
に
与
え
ら
れ
る
重
み
は
、
日
本

の
伝
統
を
通
じ
、
こ
の
点
に
お
い
て
明
確
に
強
調
さ
れ
つ
づ
け
て
き
て
お

り
、
現
代
の
日
本
に
お
け
る
死
生
観
に
も
残
存
し
て
い
る
。

　

末
木
文
美
士
は
和
辻
の
思
想
に
則
っ
て
日
本
人
の
死
生
観
を
興
味
深
く

説
明
し
て
い
る
。
末
木
に
よ
れ
ば
、「
人
間
」（
す
な
わ
ち
彼
が
用
い
る

「
人
の
間
」）
と
い
う
も
の
は
、
関
わ
り
や
関
係
性
に
お
い
て
行
わ
れ
る
相

互
了
解
の
結
果
で
あ
る
。
一
方
、
相
互
了
解
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
、

「
他
者
」
が
生
じ
て
く
る
。
し
か
も
、
重
要
な
の
は
、「
人
の
間
」
で
あ
れ

「
他
者
」
で
あ
れ
、
両
者
と
も
に
関
係
性
に
お
い
て
の
み
存
在
し
得
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
相
互
に
そ
の
主
客
は
入
れ
替
わ
り
得
る
。
末
木
は
そ

れ
を
仏
教
思
想
に
お
け
る
「
縁
起
説
」
と
関
連
さ
せ
る
が
、
彼
は
そ
の
存

在
へ
の
理
解
に
基
づ
き
「
死
者
」
が
「
他
者
」
と
し
て
も
把
握
さ
れ
得
る
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齢
者
が
ほ
と
ん
ど
、
た
と
え
多
世
帯
同
居
で
あ
っ
て
も
、
僧
侶
の
相
手
を

す
る
役
割
は
高
齢
者
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

高
齢
者
と
の
毎
月
の
交
流
に
お
い
て
は
、
僧
侶
と
の
会
話
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
り
、
半
分
家
族
の
よ
う
な
感
覚
で
話
が
で
き
た
り
と
い
う
「
会

話
や
会
う
と
い
う
こ
と
の
効
果
」、
毎
月
会
う
こ
と
で
、
高
齢
者
の
状
態

の
異
変
に
も
気
が
付
く
こ
と
が
で
き
る
「
異
変
へ
の
気
づ
き
」、
そ
の
異

変
を
別
居
し
て
い
る
子
ど
も
等
に
伝
え
る
と
い
う
「
見
守
り
・
連
絡
係
」、

高
齢
者
の
死
へ
の
不
安
や
日
常
生
活
の
不
満
に
寄
り
添
う
「
信
頼
関
係
の

構
築
」、
冷
暖
房
の
切
り
替
え
や
病
院
へ
の
送
迎
な
ど
を
手
伝
う
「
日
常

生
活
の
サ
ポ
ー
ト
」、
高
齢
者
の
見
守
り
を
民
生
委
員
等
と
連
携
し
て
お

こ
な
う
「
他
職
種
と
の
連
携
」
な
ど
、
僧
侶
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら

は
、
月
忌
ま
い
り
が
「
高
齢
者
の
見
守
り
機
能
」
を
有
す
る
可
能
性
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
可
能
性
と
と
も
に
い
く
つ
か
の
課
題
も
発
見
さ
れ
た
。
一
つ

に
は
、「
介
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
お
参
り
は
ち
ょ
っ
と
や

め
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
こ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
」
と
い
っ
た

発
言
が
複
数
の
僧
侶
か
ら
聞
か
れ
た
よ
う
に
、
介
護
の
開
始
と
と
も
に
、

家
族
に
よ
っ
て
高
齢
者
が
外
部
（
月
忌
ま
い
り
）
か
ら
遮
断
さ
れ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

二
点
目
と
し
て
は
、「
認
知
症
を
家
族
に
言
っ
て
い
い
も
の
か
ど
う

か
」、「
余
計
な
こ
と
を
し
て
と
い
う
風
に
怒
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

い
っ
た
、
サ
ポ
ー
ト
は
し
た
い
が
も
の
の
、
ど
こ
ま
で
踏
み
込
ん
で
良
い

だ
ろ
う
か
と
、
僧
侶
の
側
に
た
め
ら
い
が
見
ら
れ
た
。

　

三
点
目
に
は
、
他
職
種
と
の
連
携
に
関
す
る
課
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た

と
え
ば
民
生
委
員
と
連
携
を
考
え
た
場
合
、
お
互
い
に
守
秘
義
務
が
あ
る

超
高
齢
社
会
に
お
け
る
僧
侶
の
新
た
な
役
割

│
│ 

月
忌
ま
い
り
か
ら
考
え
る 

│
│

小
川　

有
閑

　

超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
我
が
国
で
は
、
高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
急
が
れ
て
い
る
。
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
が
な

さ
れ
て
い
る
が
、
地
縁
・
血
縁
の
弱
体
化
、
人
口
減
な
ど
担
い
手
不
足
が

障
壁
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
現
段
階
で
は
一
般
に
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
資
源
と

み
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
潜
在
力
を
有
す
る
組
織
と
し
て
伝
統
仏
教
寺

院
・
僧
侶
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
社
会
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を
可
視
化

し
て
み
た
い
と
考
え
、「
月
忌
ま
い
り
」
に
着
目
を
し
た
。
月
忌
ま
い
り

と
は
、
そ
の
家
の
直
近
の
死
者
の
月
命
日
に
旦
那
寺
の
僧
侶
が
自
宅
を
訪

問
し
、
読
経
す
る
習
慣
で
あ
り
、
主
に
、
西
日
本
を
中
心
に
広
く
行
わ
れ

て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
月
忌
ま
い
り
が
高
齢
者
の
見
守
り
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
型
支
援
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
の
も
と
、

そ
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
僧
侶
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
も
と
に
検
討
し

た
。

　

月
忌
ま
い
り
を
実
施
し
て
い
る
六
人
の
僧
侶
（
神
奈
川
県
二
名
、
大
阪

府
四
名
）
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
が
、
地
域
に
よ
っ
て
月
忌
ま
い
り
の
増

減
傾
向
、
訪
問
先
の
世
帯
構
成
、
訪
問
地
域
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
都
市
部
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
世
帯
構
成
も
単
身
高
齢
者
や
高
齢

夫
婦
の
み
の
世
帯
が
大
半
を
占
め
る
が
、
伝
統
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
世
帯
構
成
は
多
世
帯
同
居
の
割
合
が
高
く
な

る
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
え
る
の
は
、
僧
侶
と
交
流
す
る
の
は
高
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信
仰
の
共
有
を
前
提
と
す
る
「
宗
教
的
ケ
ア
」
と
、
そ
れ
を
前
提
と
し

な
い
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
を
分
け
る
場
合
が
あ
る
。
前
者
は
儀
礼

や
教
化
を
伴
い
な
が
ら
対
象
者
の
信
仰
的
世
界
観
の
確
立
・
補
強
を
志
向

す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
ケ
ア
対
象
者
の
心
の
状
態
に
沿
っ
て
、
い
わ
ば

「
寄
り
添
い
」
つ
つ
な
さ
れ
る
点
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
こ
の
両
者
の

相
違
は
、cure

とcare

の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
宗

教
的
ケ
ア
に
お
い
て
は
、
ケ
ア
の
提
供
者
側
が
専
門
的
な
知
識
や
定
型
化

さ
れ
た
方
法
を
用
い
て
対
象
者
を
「
救
い
」
へ
と
導
く
こ
と
を
試
み
る
。

そ
こ
で
は
、「
魂
の
救
済
」
と
い
う
「
結
果
」
が
重
視
さ
れ
る
。
そ
れ
に

対
し
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
で
は
、
受
け
入
れ
が
た
い
現
状
（
さ
ま
ざ

ま
な
次
元
の
痛
み
）
を
自
分
の
一
部
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
く
「
過
程
」

が
重
視
さ
れ
る
。

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
の
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
は
、
も
と
も
と
「
境
界
」
な
い

し
「
究
極
」
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
のterm

inus

に
由
来
す
る
。
従
っ

て
正
確
に
訳
せ
ば
、「
終
末
期
の
ケ
ア
」
で
は
な
く
「
境
界
の
ケ
ア
」
と

な
る
。
死
が
人
生
の
「
終
わ
り
」
な
の
で
は
な
く
、
別
の
世
界
と
の
境
界

で
あ
っ
て
、
向
こ
う
岸
に
無
事
に
渡
す
よ
う
な
渡
し
守
の
働
き
が
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
な
の
で
あ
る
。
死
に
臨
む
人
び
と
に
対
し
て
宗
教
者
が
行
な
っ

て
き
た
こ
と
は
、
本
来
の
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
」
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・
ベ
イ
ス
ト
・
メ
デ
ィ
ス
ン
（
物
語
に
基
づ
く
医
療
）
で

は
、「
病
い
の
意
味
」
を
問
う
た
め
に
当
事
者
が
主
観
的
に
物
語
を
語
る

よ
う
促
さ
れ
る
。
意
味
を
見
出
す
の
は
あ
く
ま
で
患
者
本
人
で
あ
り
、
医

師
に
は
傾
聴
が
求
め
ら
れ
る
が
、「
聴
く
」
と
い
う
行
為
が
あ
っ
て
初
め

て
「
語
り
」
は
生
ま
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ケ
ア
は
ケ
ア
す
る
人
と
さ
れ

る
人
の
協
働
作
業
で
あ
る
。
宗
教
も
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
「
物
語
」
を
提
供

な
か
で
、
ど
こ
ま
で
檀
信
徒
の
個
人
情
報
を
伝
え
て
良
い
の
か
、
伝
え
た

と
し
て
、
そ
の
後
に
ど
う
連
携
を
し
て
い
け
る
の
か
と
い
う
問
題
や
、
寺

院
と
は
離
れ
た
地
域
に
在
住
す
る
高
齢
檀
信
徒
の
場
合
に
は
、
ど
こ
・
誰

に
つ
な
げ
れ
ば
よ
い
か
全
く
情
報
が
無
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
四
点
目
は
、「
ほ
と
ん
ど
の
僧
侶
が
、
社
会
資
本
や
福
祉
と

い
っ
た
概
念
を
持
た
ず
に
、
月
忌
ま
い
り
を
行
っ
て
い
る
」、「
月
忌
ま
い

り
は
昔
か
ら
の
当
た
り
前
の
も
の
」
と
い
っ
た
発
言
か
ら
分
か
る
よ
う

に
、
ル
ー
テ
ィ
ン
意
識
が
強
く
、
僧
侶
自
身
が
潜
在
力
に
気
付
い
て
い
な

い
と
い
う
課
題
で
あ
る
。

宗
教
に
お
け
る
キ
ュ
ア
と
ケ
ア

宮
本
要
太
郎

　

近
代
西
洋
医
学
の
文
脈
に
お
い
て
「
キ
ュ
ア
」
は
、「
治
療
」
す
な
わ

ち
「
病
気
や
け
が
を
治
す
た
め
の
医
学
的
処
置
」
と
し
て
一
義
的
に
定
義

さ
れ
る
の
に
対
し
、「
ケ
ア
」
の
定
義
は
一
様
で
は
な
い
。
対
応
す
る
日

本
語
と
し
て
も
、
単
に
「
看
護
」
だ
け
で
な
く
、「
世
話
」「
介
護
」「
配

慮
」「
気
配
り
」
な
ど
の
多
様
な
意
味
を
内
包
し
て
い
る
。
歴
史
言
語
学

の
立
場
か
ら
み
る
と
、
か
つ
て
はcare

とcure

が
「
気
遣
う
」
や

「
注
意
す
る
」
と
い
う
意
味
で
重
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後cure

が
元
来

も
っ
て
い
た
「
注
意
、
気
遣
い
」
と
い
う
意
味
がcare

へ
と
流
れ
て

cure

か
ら
そ
の
意
味
が
消
失
し
、
現
代
で
は
「
魂
の
救
済
、
治
癒
、
治

療
」
の
意
味
だ
け
が
残
っ
た
。
他
動
詞
と
し
て
のcure

で
は
、
主
体
が

対
象
に
働
き
か
け
る
。
そ
れ
に
対
し
、
自
動
詞
と
し
て
のcare

の
場
合

は
、「
心
配
す
る
」「
気
に
な
る
」
と
い
う
意
味
の
自
動
詞
で
、「
自
分
の

気
持
ち
（
心
）
が
自
然
と
対
象
に
向
い
て
い
る
状
態
」
を
表
わ
す
。



　　382

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第11部会

の
日
蓮
系
新
宗
教
集
団
を
分
析
し
た
研
究
論
文
集
で
あ
る
。
西
山
氏
自
身

は
日
蓮
系
教
団
の
信
者
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
宗
教
社
会
学
的
な
関
心

か
ら
日
蓮
系
教
団
を
研
究
し
て
き
た
。
従
っ
て
研
究
内
容
は
厳
密
に
価
値

自
由
性
を
確
保
し
て
い
る
。
本
著
で
扱
わ
れ
て
い
る
ど
の
教
団
に
も
完
全

に
中
立
的
な
態
度
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
完
全
な
学
術
的
信
頼
度
を
保
っ

て
い
る
。
西
山
氏
は
家
族
社
会
学
が
専
門
領
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
培
わ
れ

た
社
会
学
方
法
論
の
観
点
か
ら
、
近
現
代
に
成
立
し
た
日
蓮
系
の
新
宗
教

教
団
を
取
り
上
げ
て
研
究
し
て
き
た
。
氏
が
こ
の
教
団
に
強
い
関
心
を
持

っ
て
い
る
の
は
、
明
治
以
降
日
本
が
近
代
化
し
て
行
く
過
程
に
日
蓮
系
新

宗
教
諸
教
団
が
強
く
か
か
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
教
団
の
う
ち

で
民
衆
レ
ベ
ル
に
お
い
て
近
代
化
と
正
面
か
ら
関
わ
っ
た
の
は
日
蓮
系
統

の
在
家
講
を
中
心
と
し
た
集
団
だ
け
で
あ
り
、
幕
末
以
前
か
ら
在
る
既
成

仏
教
は
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
西
山
氏
は
日
蓮
系
新
宗

教
諸
教
団
が
〈
在
家
信
仰
集
団
〉
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
き

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
の
よ
う
な
働
き
を
示
し
た
の
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
と
完
全
に
分
離
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
セ
ク
ト
運
動
で
あ
っ
た

が
、
西
山
氏
は
、
日
本
の
新
仏
教
運
動
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
〈
セ

ク
ト
型
〉
運
動
と
は
違
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
れ

を
〈
内
棲
型
〉
と
命
名
し
た
。

　

本
著
は
日
蓮
系
法
華
運
動
を
、
始
祖
日
蓮
の
残
し
た
二
面
の
宗
教
性
、

と
い
う
視
点
で
捉
え
て
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
団
の
宗
教
社
会
学
的
個

性
を
描
い
て
い
る
。
一
面
は
強
い
排
他
性
を
持
っ
た
政
治
的
布
教
運
動
、

日
蓮
的
表
現
で
は
〈
折
伏
：
し
ゃ
く
ぶ
く
〉
運
動
、
で
あ
る
。
こ
の
典
型

は
戦
前
の
場
合
〈
国
柱
会
〉
を
組
織
し
た
田
中
智
学
に
始
ま
る
〈
日
蓮
主

義
〉
運
動
で
あ
る
。
そ
の
も
っ
と
も
ラ
ジ
カ
ル
な
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
、

し
て
き
た
。
宗
教
的
ケ
ア
は
そ
の
「
物
語
」
の
受
容
や
再
解
釈
を
促
す

が
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
で
は
「
自
己
物
語
」
を
紡
ぐ
こ
と
が
重
視
さ

れ
る
。
病
い
や
痛
み
に
意
味
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
受
け
入
れ
が
た

い
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
帚
木
蓬
生

の
『
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
』
が
一
つ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
る
。negative capability

と
は
、「
ど
う
に
も
答
え
の
出
な
い
、
ど

う
に
も
対
処
し
よ
う
の
な
い
事
態
に
耐
え
る
能
力
」
あ
る
い
は
「
性
急
に

証
明
や
理
由
を
求
め
ず
に
、
不
確
実
さ
や
不
思
議
さ
、
懐
疑
の
中
に
い
る

こ
と
が
で
き
る
能
力
」
で
あ
る
。

　

ケ
ア
は
、
ケ
ア
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が
お
互
い
に
関
わ
る
「
縁
」
と
し

て
捉
え
ら
れ
う
る
。
両
者
の
思
惑
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
点
で
、

ケ
ア
は
超
越
的
で
あ
る
。
ケ
ア
と
は
、
す
る
も
の
で
は
な
く
、
な
っ
て
い

く
（
生
成
し
て
い
く
）
も
の
で
あ
る
（
ケ
ア
の
「
境
地
」）。
そ
こ
に
ふ
さ

わ
し
い
の
は
、positive capability

で
は
な
く
、negative capabil-

ity

で
あ
る
。
ケ
ア
が
双
方
向
的
な
協
働
作
業
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
「
境

地
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
教
的
ケ
ア
で
あ
れ
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
で

あ
れ
、
そ
れ
が
ケ
ア
と
な
る
局
面
に
お
い
て
は
、「
い
の
ち
」
と
「
い
の

ち
」
の
出
会
い
が
生
じ
て
い
る
。、
そ
れ
が
既
存
の
宗
教
的
な
枠
組
み
で

捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
れ
ば
魂
の
救
済
（
キ
ュ
ア
）
と
な
り
、

捉
え
ら
れ
ず
に
神
秘
の
ま
ま
で
あ
り
続
け
れ
ば
新
た
な
自
己
と
の
出
会
い

（
ケ
ア
）
と
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

西
山
茂
著
『
近
現
代
日
本
の
法
華
運
動
』
を
読
む

笠
井　

正
弘

　

本
著
は
社
会
学
者
西
山
茂
氏
に
よ
る
、
幕
末
・
明
治
期
以
降
現
在
ま
で
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教
団
信
者
の
非
難
の
応
酬
で
あ
り
、
学
問
の
名
に
値
す
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
西
山
氏
は
、
創
価
学
会
の
内
部
抗
争
は
、〈
仏
立

講
〉
と
同
様
に
、〈
内
棲
型
〉
教
団
に
特
有
の
型
を
示
し
て
い
る
の
に
過

ぎ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
し
か
も
教
義
レ
ベ
ル
に
踏
み
込
ん
だ
学
術

的
レ
ベ
ル
の
分
析
が
提
示
さ
れ
た
。

日
本
に
お
け
る
エ
ホ
バ
の
証
人
を
め
ぐ
る
新
聞
報
道
の
分
析

山
口　

瑞
穂

　

日
本
で
展
開
す
る
海
外
発
祥
の
新
宗
教
「
エ
ホ
バ
の
証
人
」
を
メ
デ
ィ

ア
は
ど
う
報
じ
て
き
た
の
か
。
本
報
告
は
新
聞
報
道
か
ら
そ
の
一
側
面
を

検
討
し
た
。
依
拠
し
た
資
料
は
、
朝
日
・
毎
日
・
読
売
、
各
紙
の
新
聞
記

事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
収
集
し
た
記
事
で
あ
る
。
な
お
、
本
報
告
で
は
、
輸

血
拒
否
が
注
目
を
集
め
た
一
九
八
五
年
以
降
に
つ
い
て
は
、
輸
血
拒
否
に

関
連
し
た
記
事
に
的
を
絞
り
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

　

戦
後
日
本
に
お
け
る
エ
ホ
バ
の
証
人
の
布
教
活
動
は
、
世
界
本
部
か
ら

派
遣
さ
れ
た
外
国
人
・
日
系
人
の
宣
教
者
た
ち
に
よ
っ
て
一
九
四
九
年
に

開
始
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
の
間
の
エ
ホ
バ
の
証
人

に
言
及
し
た
記
事
は
十
六
件
と
少
な
い
。
そ
の
内
容
も
海
外
の
エ
ホ
バ
の

証
人
の
輸
血
拒
否
に
関
連
し
た
記
事
が
目
立
ち
（
四
件
）、
日
本
の
エ
ホ

バ
の
証
人
に
対
す
る
評
価
に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
こ
の
状
況
は
、
一
九
八
五
年
、
神
奈
川
県
の
児
童
（
十
歳
）
の

交
通
事
故
の
際
、
両
親
が
宗
教
上
の
理
由
で
子
ど
も
へ
の
輸
血
を
拒
否
し

た
こ
と
で
一
変
す
る
。
事
故
が
発
生
し
た
六
月
以
降
に
掲
載
さ
れ
た
記
事

数
は
、
約
半
年
間
で
三
十
五
件
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
、
信
者
数
が
十
万

人
に
達
し
て
い
た
日
本
の
エ
ホ
バ
の
証
人
と
輸
血
の
問
題
は
マ
イ
ナ
ス
の

西
山
氏
は
陸
軍
軍
人
の
石
原
莞
爾
を
取
り
上
げ
、
一
章
を
設
け
て
、
彼
の

宗
教
性
を
終
末
論
預
言
者
す
な
わ
ち
〈
ア
ド
ヴ
ェ
ン
テ
ィ
ス
ト
〉
と
捉
え

て
分
析
し
て
い
る
。
戦
後
の
典
型
は
創
価
学
会
で
あ
る
。
二
面
は
〈
現
証

利
益
：
げ
ん
し
ょ
う
り
や
く
〉（
あ
る
い
は
〈
現
証
〉）
と
い
う
概
念
で
示

さ
れ
る
呪
術
的
宗
教
性
で
、
日
蓮
を
天
台
密
教
史
最
高
の
宗
教
者
と
位
置

付
け
、
呪
術
的
現
世
利
益
を
布
教
活
動
の
中
核
と
す
る
教
団
群
で
あ
る
。

そ
の
典
型
と
し
て
西
山
氏
は
幕
末
・
明
治
に
成
立
し
た
八
品
派
系
法
華
宗

か
ら
派
生
し
た
〈
本
門
仏
立
宗
（
教
祖
、
永
松
清
風
、
仏
立
講
）〉
を
取

り
上
げ
て
お
り
詳
し
い
分
析
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
他
戦
後
に
急
速
に
信

者
を
増
や
し
た
日
蓮
宗
出
自
の
〈
霊
友
会
〉
や
〈
立
正
佼
成
会
〉
な
ど
が

こ
の
類
型
に
入
る
。
後
者
二
教
団
は
巨
大
な
組
織
へ
と
成
長
し
た
が
、
こ

れ
ら
の
教
団
へ
の
西
山
氏
の
関
心
は
低
く
、
二
者
を
ま
と
め
て
わ
ず
か
に

第
三
部
の
八
章
の
み
で
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
西
山
氏

の
宗
教
社
会
学
関
心
に
起
因
し
て
い
る
。
西
山
氏
は
、
近
現
代
日
本
に
お

け
る
仏
教
系
新
宗
教
運
動
に
関
し
て
、
そ
れ
が
〈
在
家
信
仰
〉
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
現
れ
た
の
は
、
近
世
―

近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
生
じ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
セ
ク
ト
運
動
と

は
異
質
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
示
さ
れ
た
概
念
が
〈
内

棲
型
教
団
〉
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
在
家
教
団
が
本
山
か
ら
独
立
し
な
い
で

寺
院
組
織
の
内
部
改
革
を
求
め
る
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
在
家
教
団
で
あ

る
と
い
う
組
織
論
的
個
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
西
山
氏
は

〈
仏
立
講
〉
が
小
さ
な
運
動
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
成
立
と

内
紛
分
析
に
か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
理
由
で
あ
る
。

　

本
著
の
最
大
の
力
点
は
〈
創
価
学
会
〉
内
部
抗
争
の
分
析
に
あ
る
。
こ

の
教
団
に
関
す
る
文
献
は
汗
牛
充
棟
状
態
だ
が
、
内
容
は
教
団
批
判
者
か
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て
い
た
。
ま
た
、
病
院
の
倫
理
委
員
会
に
は
、
自
教
団
の
「
医
療
機
関
連

絡
委
員
会
」
の
委
員
が
出
席
で
き
る
よ
う
申
し
入
れ
、
代
替
療
法
な
ど
の

情
報
を
積
極
的
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。（
も
の
み
の
塔
聖
書
冊
子
協
会

一
九
九
八
年
『
エ
ホ
バ
の
証
人
の
年
鑑
』
一
四
〇
、
一
四
一
頁
）。

　

そ
の
エ
ホ
バ
の
証
人
の
救
済
観
は
、
人
類
の
諸
問
題
が
神
の
裁
き
で
劇

的
に
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
お
り
、
本
来
は
、「
患
者
の
権
利
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
」
等
へ
の
社
会
改
良
主
義
的
な
志
向
は
な
い
。
し
か
し

社
会
に
お
い
て
も
、「
感
染
予
防
」「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」

等
、
対
医
療
に
お
け
る
患
者
の
「
自
己
決
定
権
」
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
要
請
の
中
で
、
エ
ホ
バ
の
証
人
の
輸
血
拒
否
問
題
は
、
時

に
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
、
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
も
言
え
る
。

　

な
お
、
そ
の
一
方
で
、「
真
の
自
己
決
定
の
名
に
値
す
る
か
疑
問
」
と

批
判
す
る
牧
師
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
し
た
記
事
も
あ
る
（
朝
日
新
聞
二
〇

〇
〇
年
三
月
十
四
日
付
）。
近
年
で
は
、「
信
仰
」
を
自
ら
選
ん
だ
わ
け
で

は
な
い
と
い
う
二
世
信
者
た
ち
の
苦
悩
や
葛
藤
が
週
刊
誌
等
で
注
目
さ
れ

て
い
る
。
新
聞
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
は
何
が
ど
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
き

た
の
か
、
そ
の
検
討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
「
憩
の
家
」
事
情
部
と
聖
地
「
ぢ
ば
」

深
谷　

耕
治

　

奈
良
県
天
理
市
に
あ
る
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
「
憩
の
家
」
は
、
天
理
教

の
聖
地
「
ぢ
ば
」
を
囲
ん
で
建
設
さ
れ
て
い
る
「
お
や
さ
と
や
か
た
」
の

一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
て
お
り
、
聖
地
に
近
接
し
て
い
る
と
い
う
立
地
条

件
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
所
は
創
設
の
理
念
に
基
づ
い
て
、
身
体
的

評
価
を
伴
い
つ
つ
周
知
の
も
の
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

以
後
の
数
年
間
の
記
事
に
は
、「
ま
た
輸
血
拒
否
の
死
」
等
の
否
定
的

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
伴
っ
て
い
た
が
（
読
売
新
聞
一
九
八
七
年
一
月
十
六
日

付
）、
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
代
用
製
剤
に
よ
る
治
療
や
無
輸
血
手

術
な
ど
、
新
し
い
医
療
技
術
の
成
功
例
が
感
染
症
の
予
防
と
関
連
付
け
て

言
及
さ
れ
始
め
る
。
さ
ら
に
一
九
九
五
年
ま
で
の
五
年
間
に
は
、
大
学
病

院
、
都
立
病
院
、
県
立
病
院
等
の
倫
理
委
員
会
が
患
者
の
輸
血
拒
否
の
意

思
を
尊
重
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
を
報
じ
た
記
事
が
計
二
十
三
件
あ
っ

た
。

　

同
時
期
に
は
、
同
意
な
し
に
輸
血
を
さ
れ
た
と
し
て
、
患
者
（
信
者
）

が
医
師
ら
に
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
も
報
じ
ら
れ
た
（
一
九
九
三
年
）。

一
九
九
八
年
に
東
京
高
等
裁
判
所
（
第
二
審
）
で
患
者
の
自
己
決
定
権
を

尊
重
す
る
判
決
が
下
り
る
と
、
紙
上
で
は
「
医
療
現
場
に
投
じ
た
一
石
」

（
読
売
新
聞
一
九
九
八
年
二
月
十
一
日
付
）、「
患
者
が
主
役
の
医
療
に
し

よ
う
」（
朝
日
新
聞
同
日
付
）
な
ど
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

と
い
う
言
葉
と
共
に
、
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
二
審
判
決
を
支
持

す
る
最
高
裁
判
所
の
判
決
が
二
〇
〇
〇
年
に
下
っ
た
後
、
輸
血
拒
否
に
よ

る
死
亡
例
の
記
事
に
は
、
所
定
の
手
続
き
に
従
っ
て
手
術
が
行
わ
れ
た
旨

が
記
載
さ
れ
、
一
九
八
〇
年
代
の
よ
う
な
否
定
的
な
評
価
は
少
な
い
。

　

こ
の
経
過
に
お
い
て
、
輸
血
関
連
で
社
会
的
な
摩
擦
が
生
起
し
に
く
く

な
る
よ
う
、
エ
ホ
バ
の
証
人
（
日
本
支
部
）
が
、
メ
デ
ィ
ア
や
医
療
サ
イ

ド
に
直
接
働
き
か
け
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
日
本
支
部
は
、

「
メ
デ
ィ
ア
と
医
師
を
教
育
す
る
」
と
い
う
世
界
本
部
の
指
導
の
も
と
、

一
九
九
〇
年
九
月
か
ら
「
全
国
版
あ
る
い
は
地
方
版
の
新
聞
に
医
療
関
係

の
記
事
を
書
い
て
い
る
記
者
と
会
合
を
開
く
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
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会
で
の
活
動
で
実
を
結
ぶ
よ
う
な
「
種
を
撒
く
」
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
講
師
だ
け
で
は
な
く
、
患
者
の
中
に
も
事
情
部
講

師
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
、「
ぢ
ば
」
へ
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
る
例
も

確
認
さ
れ
た
。

ぢ
ば
と
〝
聖
地
〞 │
│ 

天
理
教
の
救
い
に
つ
い
て
の
一
考
察 

│
│

堀
内
み
ど
り

　

聖
地
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
様
態
が
あ
り
、
自
然
（
山
・
河
・
泉
・
洞
窟

等
）
の
特
定
な
箇
所
や
状
態
を
神
霊
等
特
別
な
何
か
の
籠
も
り
宿
る
と
こ

ろ
と
し
て
神
聖
視
し
、
そ
こ
を
恐
怖
・
脅
威
・
尊
厳
・
威
力
を
喚
起
さ
せ

る
場
所
と
見
做
す
。
宗
教
教
団
に
と
っ
て
の
本
山
や
本
部
は
、
そ
の
教
・

宗
派
の
信
仰
行
事
の
中
枢
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
が
維
持
さ
れ
、
現
教
主
が

居
住
し
、
ま
た
、
宗
祖
や
歴
代
教
主
の
奥
津
城
・
教
派
・
宗
派
内
の
遺
物

が
置
か
れ
て
い
た
り
し
て
、
こ
れ
ら
も
聖
地
と
し
て
機
能
す
る
。
さ
ら
に

教
主
な
ど
の
指
導
者
が
唱
え
た
「
理
想
」
を
現
前
し
て
い
る
場
も
聖
地
と

し
て
受
け
止
め
ら
れ
う
る
。
聖
地
は
独
自
の
物
語
（
歴
史
・
口
伝
・
物
）

を
持
ち
、
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
場
所
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
般
に
特
定

の
信
仰
の
聖
地
は
、
現
信
仰
の
中
心
で
あ
り
、
現
実
に
活
力
あ
る
信
仰
行

事
の
中
心
地
と
し
て
、
宗
教
的
生
命
が
躍
動
し
、
信
仰
者
が
集
う
。

　

天
理
教
の
〝
ぢ
ば
〞
は
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
天
理
教
の
中
心
地
で
あ

り
、
こ
こ
で
は
天
理
教
に
お
け
る
救
済
を
〝
ぢ
ば
〞
か
ら
特
徴
づ
け
る
こ

と
に
し
た
い
。

　
「
お
ふ
で
さ
き
」（
一
号
４

）
に
は
「
こ
の
と
こ
ろ
や
ま
と
の
し
バ
の
か

み
が
た
と　

ゆ
う
て
い
れ
ど
も
元
ハ
し
ろ
ま
い
」（
明
治
二
年
）
と
「
神

を
知
ら
せ
る
」
予
告
が
歌
わ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
の
「
場
所
」
に
つ
い
て

な
医
療
を
施
す
「
身
上
部
」（
い
わ
ゆ
る
病
院
）
に
加
え
て
、
天
理
教
の

教
え
に
も
と
づ
い
て
、
患
者
の
様
々
な
悩
み
に
対
処
す
る
「
事
情
部
」
が

設
け
ら
れ
て
、
人
間
の
総
合
的
な
救
済
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
事
情
部
の
講
師
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
し
て
、

事
情
部
の
活
動
に
お
け
る
聖
地
「
ぢ
ば
」
の
意
義
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

事
情
部
の
講
師
と
は
、
天
理
教
教
会
本
部
か
ら
の
派
遣
、
ま
た
は
本
部

直
属
の
教
会
長
よ
り
推
薦
さ
れ
た
者
で
、
当
所
の
講
師
選
定
委
員
会
の
承

認
を
得
て
、
天
理
よ
ろ
づ
相
談
所
の
理
事
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
者
で
あ

る
。
そ
の
多
く
は
現
職
の
教
会
長
や
そ
の
夫
人
で
、
日
頃
は
、
各
地
で
自

分
の
所
属
す
る
天
理
教
の
教
会
で
活
動
し
て
い
る
。

　

天
理
教
の
教
義
に
お
い
て
、「
ぢ
ば
」
は
人
間
創
造
の
地
で
あ
り
、
そ

こ
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
「
ふ
る
さ
と
に
帰
る
」
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

お
り
、
信
者
た
ち
の
間
で
は
、「
お
ぢ
ば
が
え
り
」
と
い
う
信
仰
実
践
が

行
わ
れ
て
い
る
。
信
者
に
と
っ
て
「
ぢ
ば
」
は
信
仰
の
中
心
地
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
事
情
部
の
講
師
に
と
っ
て
も
例
外
で
は
な
く
、

多
く
の
講
師
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
ぢ
ば
」
は
事
情
部
の
活
動
の
信

仰
的
・
精
神
的
な
拠
り
所
と
な
っ
て
い
る
。
講
師
に
と
っ
て
、「
ぢ
ば
」

を
囲
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
る
「
お
や
さ
と
や
か
た
」
の
一
角
で
あ
る

「
憩
の
家
」
で
の
勤
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
属
す
る
教
会
で
の
活
動
に
対
す

る
副
業
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
信
仰
実
践
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
捉
え
方
に
加
え
て
、
講
師
に
と
っ
て
は
、「
憩
の
家
」
で
の

勤
務
は
、
や
が
て
は
自
身
の
日
頃
の
活
動
の
拠
点
で
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
教

会
の
活
動
へ
と
還
元
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
場
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
て
い

る
。「
ぢ
ば
」
に
近
接
す
る
「
憩
の
家
」
で
の
活
動
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
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の
他
）
掃
除
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
〝
ぢ
ば
〞
は

「
神
が
出
て
来
た
る
。」（
明
治
二
三
年
四
月
一
三
日
）
場
所
で
あ
っ
て
、

帰
参
し
た
人
々
が
「
喜
ぶ
所
」（『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
逸
話
篇
』
一
〇

五
）
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
鏡
や
し
き
」（
何
で
も
映
り
、
映
す
。
明
治
二

三
年
三
月
二
五
日
等
）
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
鏡
や
し
き
」

で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
、
そ
の
た
す
け
は
「
四
方
正
面
」（
ど
こ
か
ら

で
も
た
す
け
る
・
ど
こ
へ
で
も
た
す
け
が
及
ぶ
。
明
治
二
〇
年
一
月
等
）

と
説
く
。

　

以
上
の
よ
う
に
〝
ぢ
ば
〞
は
天
理
教
の
信
仰
の
中
心
で
あ
る
こ
と
を
教

祖
が
示
し
具
現
化
し
た
も
の
で
、
従
前
か
ら
知
ら
れ
た
地
方
の
民
俗
信
仰

な
ど
と
関
係
な
く
、
政
治
的
文
化
的
背
景
に
負
わ
ず
、
独
自
に
、
教
祖
に

よ
っ
て
顕
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
人
々
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
に
特
徴

を
も
ち
、
救
い
の
発
動
地
と
し
て
の
四
方
正
面
の
救
い
は
、
四
方
か
ら
祈

る
参
拝
場
の
構
造
に
も
現
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
三
縁
事
』
に
お
け
る
心
理
的
展
開

太
田　

俊
明

【
目
的
】

　
『
三サ

ン
エ
ン
ノ
コ
ト

縁
事
』
は
証
空
晩
年
の
著
作
と
い
わ
れ
、『
定
善
義
』
真
身
観
三
縁

釈
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
特
徴
と
し
て
（
内
容
の
一
部
は

『
述
成
』
に
も
略
述
さ
れ
て
い
る
も
の
の
）
三
縁
に
関
す
る
概
念
規
定
が

記
さ
れ
、
か
つ
問
答
を
通
し
た
や
り
取
り
が
少
し
ば
か
り
で
は
あ
る
が
存

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
『
述
成
』
で
意
識

の
転
換
が
生
じ
、
他
力
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
廻
心
）
に
気
づ

か
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
廻
心
し
た
後
の
意
識
構
造
に
つ
い
て
概
念

「
そ
ふ
ぢ
し
た
と
こ
ろ
を
あ
る
き
た
ち
と
ま
り　

そ
の
と
こ
ろ
よ
り
か
ん

ろ
ふ
だ
い
を
」（
お
ふ
で
さ
き
八
：
83
）」
と
「
ぢ
ば
定
め
」
に
つ
い
て
教

え
て
い
る
。

　
「
ぢ
ば
定
め
」
に
つ
い
て
「『
稿
本
天
理
教
教
祖
伝
』
第
六
章
」
は
、
そ

の
経
緯
と
し
て
「
お
ふ
で
さ
き
」
の
執
筆
開
始
（
人
間
創
造
の
意
義
で
あ

る
「
陽
気
ぐ
ら
し
」
と
い
う
元
の
い
ん
ね
ん
が
元
の
ぢ
ば
に
よ
っ
て
示
さ

れ
る
・
人
間
の
親
里
で
あ
る
こ
と
・
立
教
の
場
所
で
あ
る
理
由
・
神
が
顕

現
し
た
場
所
等
を
記
し
て
い
く
）、
教
祖
の
三
八
日
間
お
よ
び
七
五
日
の

断
食
（
教
祖
の
神
性
の
可
視
化
）
や
当
時
の
社
会
的
・
宗
教
的
権
力（
者
）

と
の
対
峙
な
ど
が
誌
さ
れ
る
。
そ
し
て
、「
ぢ
ば
定
め
」
の
準
備
と
し
て

「
か
ん
ろ
だ
い
の
雛
型
」
作
成
、「
か
ぐ
ら
面
」
作
成
、
つ
と
め
に
用
い
る

人
材
の
召
集
、「
し
ん
ば
し
ら
」
の
意
義
と
必
要
な
ど
を
説
き
、〝
ぢ
ば
〞

に
据
え
た
「
か
ん
ろ
だ
い
」
を
囲
ん
で
の
「
か
ぐ
ら
づ
と
め
」（
世
界
た

す
け
の
つ
と
め
）
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
〝
ぢ
ば
〞
は
、「
か
ん
ろ
だ
い
」
や
「
や
し
き
」（
ぢ
ば
の
あ
る
中
山
氏

の
屋
敷
）
と
し
ば
し
ば
同
等
視
さ
れ
、「
鏡
や
し
き
」「
四
方
正
面
」
と

い
う
「
救
い
」
の
在
り
よ
う
を
教
え
る
こ
と
ば
と
共
に
説
か
れ
る
。「
お

さ
し
づ
」
で
は
、「
こ
の
や
し
き
に
道
具
雛
型
の
魂
生
れ
て
あ
る
と
の
仰

せ
、
こ
の
や
し
き
を
さ
し
て
此
世
界
始
ま
り
の
ぢ
ば
故
天
降
り
、
無
い
人

間
無
い
世
界
拵
え
下
さ
れ
た
と
の
仰
せ
」（
明
治
二
〇
年
一
月
二
〇
日
割

書
）、「
本
づ
と
め
を
し
て
、
元
の
ぢ
ば
な
る
事
を
伝
え
、
を
び
や
許
し
を

出
す
。」（
明
治
二
〇
年
二
月
二
五
日
御
諭
）、「
さ
あ
〳
〵
種
苗
、
苗
代

は
、
元
の
ぢ
ば
。」（
明
治
二
〇
年
三
月
一
一
日
刻
限
御
話
）
と
説
き
、

「
世
界
よ
り
来
る
処
、」（
明
治
二
〇
年
五
月
一
六
日
）
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
も
「
隅
か
ら
隅
ま
で
す
う
き
り
と
、」（
明
治
二
一
年
四
月
一
四
日
そ
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た
佛
と
機
が
相
応
し
て
三
業
と
し
て
顕
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
３

）近
縁
は
親
縁
と
増
上
縁
を
繋
い
で
お
り
三
縁
が
一
な
る
こ
と
。
こ
こ

よ
り
行
門
・
観
門
・
弘
願
が
別
個
に
存
在
せ
ず
、
観
門
を
領
解
す
れ
ば
行

門
も
活
か
さ
れ
肯
定
さ
れ
る
。（
４

）増
上
縁
で
は
一
切
が
弘
願
に
基
づ
く

こ
と
を
示
し
て
い
る
。（
５

）観
門
と
出
遭
い
弘
願
に
気
づ
か
さ
れ
た
後

も
、
観
念
的
理
解
を
陥
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
菩
薩
戒
と
『
観
経
』
の

関
係
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
【
考
察
２

】
よ
り
臨
床
的
な
面
よ
り
展
開
し
た
。
悪
に
関
し
て
カ
テ
ゴ

リ
ー
エ
ラ
ー
を
通
じ
て
安
心
を
試
み
る
問
い
に
つ
い
て
、「
煩
悩
賊
に
関

す
る
問
題
」
お
よ
び
「
火
は
風
に
変
わ
る
と
い
う
喩
え
の
問
題
」
を
中
心

に
構
造
を
展
開
し
た
。
そ
の
後
、「
念
仏
三
昧
と
名
号
の
関
係
性
に
冠
す

る
問
答
」
に
つ
い
て
扱
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
本
質
が
な
け
れ
ば
三
縁

が
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
観
念
論
に
陥
ら
な
い
冷
静
な
分
別
が
生
じ
心
理
的

安
定
感
が
生
じ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
退
転
が
生
じ
な
い
こ
と
を
示
す
た
め

に
再
度
同
一
の
構
造
を
展
開
し
、
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
よ
り
、『
三
縁
事
』
は
概
念
的
に
も
臨
床
的
に
も
「
安
心
」
を
よ

り
確
固
と
す
る
意
図
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

規
定
の
面
【
考
察
１

】
お
よ
び
臨
床
的
な
面
【
考
察
２

】
と
の
両
面
か
ら

の
考
察
を
行
う
。

【
三
縁
と
は
】

　

一
般
的
に
は
念
仏
者
が
弥
陀
の
光
明
に
救
い
と
ら
れ
る
際
に
受
け
る
三

つ
の
利
益
を
指
す
。

親
縁　

三
業
に
わ
た
り
念
・
称
・
礼
を
す
れ
ば
佛
は
見
・
聞
・
知
を
通

じ
て
親
し
い
関
係
に
な
る
こ
と
を
顕
す
。

近
縁　

念
仏
者
が
佛
を
見
た
い
と
願
え
ば
、
佛
も
即
応
し
、
目
の
前
に

現
れ
る
こ
と
を
指
す
。

増
上
縁　

滅
罪
の
利
益
が
あ
り
、
必
ず
往
生
が
可
能
と
な
る
働
き
。

　

ま
た
証
空
上
人
は
『
自
筆
鈔
』
で

　

三
門
ニ
當
テ
バ
、
親
縁
ハ
、
行
門
ノ
心
ニ
依
リ
テ
、
彼
此
三
業
不

相
捨
離
ノ
故
ニ
、
是
ヲ
立
ツ
。
近
縁
ハ
、
觀
門
ノ
心
ヲ
以
テ
、
心
眼

開
ケ
テ
見
ノ
義
ア
ル
事
ヲ
思
ハ
ヘ
テ
、
是
ヲ
立
ツ
。
増
上
縁
ハ
、
弘

願
ニ
相
應
シ
テ
往
生
決
定
ス
ル
故
ニ
、
障
フ
ベ
キ
モ
ノ
障
ヘ
ザ
ル
心

ヲ
以
テ
、
是
ヲ
立
ツ
ル
ナ
リ
。
三
縁
共
ニ
觀
門
ヨ
リ
弘
願
ニ
歸
ス
ル

心
ア
ル
ヲ
以
テ
、
次
第
ニ
是
ヲ
立
ツ
ト
雖
モ
、
行
門
ノ
法
ナ
ク
シ
テ

ハ
觀
門
立
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
、
觀
門
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
弘
願
顧
レ
ズ
。
三

門
立
シ
テ
、
往
生
ノ
大
事
成
ズ
ル
故
ニ
、
此
ク
ノ
如
ク
分
別
ス
ル
ナ

リ
。
知
ル
ベ
シ
。 

（『
西
叢
』
二　

一
〇
一
頁
上
）

親
縁
を
行
門
、
近
縁
を
観
門
、
増
上
縁
を
弘
願
に
配
し
て
い
る
と
し
た
。

　
【
考
察
１

】
よ
り
親
縁
・
近
縁
・
増
上
縁
に
関
す
る
概
念
規
定
を
行
っ

た
。（
１

）三
縁
は
佛
そ
の
も
の
に
付
置
さ
れ
て
お
り
、
常
に
凡
夫
を
救
う

か
ら
こ
そ
他
力
の
行
と
さ
れ
る
こ
と
。（
２

）親
縁
は
自
力
行
門
の
位
置
づ

け
だ
け
で
は
な
く
既
に
観
門
（
法
）
に
気
づ
か
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
。
ま
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第
十
二
部
会

日
本
植
民
地
時
代
に
お
け
る
台
湾
の
宗
教
調
査
と
宗
教
政
策

李　
　

争
融

　

本
稿
で
は
、
西
来
庵
事
件
を
き
っ
か
け
に
展
開
さ
れ
た
宗
教
調
査
と
宗

教
政
策
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

　

日
本
統
治
の
全
期
間
を
通
じ
て
終
始
、
台
湾
人
は
抗
日
民
族
運
動
を
継

続
し
た
。
一
九
一
五
年
に
起
き
た
西
来
庵
事
件
は
、
首
謀
者
の
名
を
と
り

「
余
清
芳
事
件
」、
事
件
の
発
生
し
た
地
名
を
と
り
「
タ
パ
ニ
ー
事
件
」
と

も
呼
ば
れ
る
（
詳
細
は
台
湾
総
督
府
法
務
部
『
台
湾
匪
乱
小
史
』
九
四
一

七
八
頁
や
秋
澤
鳥
川
『
臺
湾
匪
誌
』
一
五
九
―
三
一
五
を
参
照
）。
余
清

芳
は
台
南
市
の
西
来
庵
に
同
志
及
び
資
金
を
集
め
「
大
明
慈
悲
国
」
の
旗

を
掲
げ
、
日
本
を
倒
そ
う
と
し
た
。
西
来
庵
事
件
は
鎮
圧
に
十
カ
月
を
要

し
、
参
加
住
民
二
千
五
百
人
以
上
、
殺
害
者
約
五
百
人
、
逮
捕
者
約
一
千

九
百
四
十
二
人
、
起
訴
者
一
千
四
百
六
十
四
人
、
死
者
判
決
者
九
百
三

人
、
死
刑
執
行
者
百
三
十
二
人
に
達
し
た
。
残
り
の
者
は
大
正
天
皇
の
即

位
の
恩
赦
に
よ
っ
て
減
刑
さ
れ
た
（
向
山
寛
夫
「
苗
栗
と
西
来
庵
事
件
」

『
中
央
経
済
』
一
九
七
三
一
、
二
―
五
頁
）。
西
来
庵
事
件
に
つ
い
て
、
も

っ
と
も
注
意
す
べ
き
と
こ
ろ
は
後
半
の
農
民
に
よ
る
反
乱
で
あ
る
。
こ
の

農
民
は
宗
教
の
煽
動
で
事
件
に
加
わ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
土
地
が
奪
わ
れ

た
不
満
か
ら
蜂
起
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
領
有
以
来
、
宗
教
迷
信

に
関
す
る
事
件
は
い
く
つ
も
あ
る
。
西
来
庵
事
件
を
含
む
こ
れ
ら
の
事
件

は
単
な
る
宗
教
迷
信
で
は
な
い
が
、
治
安
責
任
を
負
う
警
察
官
吏
ら
は
、

台
湾
宗
教
迷
信
が
抗
日
運
動
の
要
因
で
あ
り
、
な
る
べ
く
そ
れ
を
抑
圧
あ

る
い
は
絶
滅
し
よ
う
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
（
蔡
錦
堂
『
日
本
帝
国

主
義
下
台
湾
の
宗
教
政
策
』
同
成
社
、
一
九
九
四
、
五
四
頁
）。

　

第
一
回
目
の
宗
教
調
査
は
大
正
四
年
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
で
終
了

し
た
。
四
月
か
ら
は
一
年
を
調
査
期
間
と
し
て
、
第
二
回
の
調
査
に
入
っ

た
。
こ
の
調
査
で
は
、
総
督
府
が
各
庁
の
公
立
学
校
の
教
員
及
び
警
察
官

吏
に
依
頼
し
、
六
年
九
月
か
ら
の
第
三
回
調
査
で
は
「
宗
教
調
査
二
関
ス

ル
記
載
例
」
の
印
刷
物
を
各
庁
に
配
り
、
調
査
を
各
庁
の
宗
教
事
務
系
員

に
委
託
し
た
（
丸
井
圭
次
郞
『
台
湾
宗
教
調
査
報
告
書
第
一
巻
』
臺
灣
總

督
府
、
一
九
一
九
、
一
頁
）。
七
年
三
月
に
各
地
方
の
調
査
作
業
が
一
段

落
し
、
調
査
書
な
ど
が
総
督
府
に
提
出
さ
れ
た
。
同
年
六
月
社
寺
課
が
設

置
さ
れ
、
宗
教
調
査
事
業
を
担
当
し
、
各
庁
か
ら
の
調
査
資
料
を
整
理
し

た
。
そ
し
て
八
年
三
月
に
『
台
湾
宗
教
調
査
報
告
書
第
一
巻
』
を
刊
行
し

た
の
で
あ
る
。『
台
湾
宗
教
調
査
報
告
書
第
一
巻
』
は
総
督
府
の
調
査
意

図
を
よ
く
反
映
し
て
お
り
、
第
一
篇
の
「
序
論
」
に
宗
教
、
支
那
民
族
ノ

迷
信
、
台
湾
人
の
迷
信
、
台
湾
宗
教
一
覧
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
在
来

宗
教
の
迷
信
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
た
。

　

迷
信
に
つ
い
て
、「
所
謂
迷
信
ナ
ル
モ
ノ
ハ
其
全
部
ガ
危
険
性
ヲ
帯
ブ

ル
ニ
ア
ラ
ズ
幾
多
ノ
迷
信
ノ
中
ニ
ハ
低
級
民
族
ニ
適
応
シ
仮
令
ヒ
現
世
的

一
時
的
ナ
ル
ニ
モ
セ
ヨ
兎
モ
角
社
会
的
国
家
的
利
害
ト
衝
突
セ
ザ
ル
範
囲

ニ
於
テ
個
人
慰
安
ヲ
与
へ
規
範
ヲ
示
モ
ノ
少
シ
ト
セ
ズ
即
チ
或
ハ
一
種
ノ

教
訓
ノ
意
ヲ
寓
セ
ル
モ
ノ
或
ハ
神
秘
的
詩
的
の
情
操
ヲ
伴
ヘ
ル
モ
ノ
、
類

ハ
強
チ
ニ
之
排
斥
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
却
テ
之
ヲ
利
用
シ
テ
治
安
ニ
資
ス
ル

ノ
料
ト
ナ
ス
ベ
キ
モ
ノ
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
試
し
ニ
其
ノ
数
例
ヲ
擧
ニ
カ
台
湾

人
間
に
行
ハ
ル
」（
同
前
、
五
頁
）。

　

す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
在
来
宗
教
が
日
本
の
利
益
あ
る
い
は
社
会
の
治
安
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に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
過
疎
問
題
と
伝
統
宗
教
と

の
関
係
か
ら
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
伝
統
宗
教
の
現
況
を
み
る
と
、
状
況

が
改
善
さ
れ
な
い
限
り
、
行
き
つ
く
と
こ
ろ
は
、
不
活
動
宗
教
法
人
化
で

あ
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
伝
統
宗
教

は
絶
え
ず
変
動
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

各
種
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
社
寺
の
減
少
率
の
推
移
を
み
て
い
く

と
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
、
現
時
点
で
は
教
団
運
営
の
根
本
を

揺
が
す
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
包
括
関
係
を
解
消
し
た
場
合
で

も
、
宗
教
活
動
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
教
団
側
の

問
題
と
信
者
側
の
問
題
は
必
ず
し
も
合
致
し
な
い
点
も
見
ら
れ
る
こ
と

を
、
実
際
の
調
査
デ
ー
タ
を
示
し
な
が
ら
言
及
し
た
。
さ
ら
に
は
、
伝
統

宗
教
に
お
け
る
社
会
の
諸
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
レ
ベ
ル
で
み
る
と
、

問
題
の
所
在
が
把
握
で
き
て
い
な
い
段
階
で
、
問
題
の
深
刻
さ
だ
け
が
強

調
さ
れ
、
そ
こ
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
教
団
・
宗
教
者
の
存
在
は
意
外
と

多
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
時
代
状
況
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
積
極

的
に
対
応
し
な
が
ら
問
題
に
向
き
合
う
姿
勢
は
も
ち
ろ
ん
、
自
己
を
再
編

し
て
い
く
な
か
で
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
常
に
確

認
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
櫻
井
治
男
の
指
摘
）。
そ
れ
を
踏
ま

え
、
今
後
の
神
社
振
興
の
類
型
と
し
て
、
①
神
社
力
（
神
職
の
マ
ン
パ
ワ

ー
）
と
地
域
力
を
合
わ
せ
た
タ
イ
プ
、
②
神
社
力
と
地
域
力
の
ほ
か
に
外

部
力
が
加
わ
る
タ
イ
プ
を
取
り
上
げ
た
。
ま
ず
、
神
社
力
と
地
域
力
が
合

わ
せ
た
タ
イ
プ
は
、
い
わ
ば
既
存
の
活
動
の
再
構
築
と
い
え
る
。
活
動
例

と
し
て
、
子
供
神
輿
、
子
供
相
撲
、
子
供
神
楽
の
創
出
（
学
校
が
協
力
）、

年
中
行
事
の
復
興
（
各
家
庭
が
協
力
）、
神
社
を
地
域
の
憩
い
の
場
に
限

ら
な
い
、
よ
り
多
目
的
な
場
と
し
て
提
供
（
講
演
会
、
紙
芝
居
、
上
映

の
支
障
に
な
ら
な
い
限
り
、
そ
の
迷
信
を
容
認
す
る
一
方
、
台
湾
人
に

「
正
シ
キ
信
仰
」
を
教
育
す
べ
き
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
思
考
は
普
段
台
湾
人
と
接
し
て
い
る
全
島
の
公
立
学
校
の
教

師
及
び
各
庁
の
宗
教
事
務
係
員
全
体
に
蔓
延
し
て
い
た
と
言
え
る
（
蔡
前

掲
書
、
六
四
―
六
五
頁
）。

　

台
湾
総
督
府
の
宗
教
政
策
は
、
歴
史
事
件
を
き
っ
か
け
に
変
化
し
て
い

っ
た
。
第
一
段
階
（
一
八
九
五
―
一
九
一
五
）
は
無
方
針
策
の
下
で
、
旧

来
の
ま
ま
で
も
よ
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
宗
教
に
関
す
る
宗
教
政

策
、
法
規
制
度
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
大
正
四
年
の
西
来
庵
事

件
が
植
民
地
政
府
に
衝
撃
を
与
え
、
こ
れ
に
よ
り
行
わ
れ
た
宗
教
調
査
を

元
に
、
南
瀛
仏
教
会
な
ど
の
設
立
、
法
規
制
度
を
整
備
す
る
第
二
段
階
に

入
っ
た
。
在
来
宗
教
に
対
す
る
温
存
・
籠
絡
の
政
策
を
行
い
、
そ
れ
は
満

州
事
変
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。

神
社
神
道
に
よ
る
地
域
活
動
の
諸
相

│
│ 

富
山
県
神
道
青
年
会
を
事
例
に 

│
│

冬
月　
　

律

　

本
報
告
は
、
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た
日
本
社
会
に
お
い
て
、
①
人

口
減
少
が
引
き
起
こ
す
諸
問
題
に
対
し
て
、
伝
統
宗
教
で
は
ど
の
よ
う
な

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
整
理
し
、
②
神
社
界
の
実
践
例
を
概
観

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

報
告
で
は
、
ま
ず
現
代
社
会
の
諸
問
題
と
伝
統
宗
教
を
考
え
る
上
で
の

不
安
要
素
と
し
て
、
増
田
寛
也
『
地
方
消
滅
』（
二
〇
一
四
）
に
お
け
る

「
消
滅
可
能
性
都
市
」
八
九
六
市
町
村
リ
ス
ト
と
、
石
井
研
士
に
よ
る
調

査
「
消
滅
可
能
性
宗
教
法
人
」
の
両
資
料
の
結
果
が
日
本
社
会
と
宗
教
界
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人
神
信
仰
の
多
様
性 

│
│ 

福
の
神
に
な
っ
た
人
た
ち 

│
│

劉　
　

建
華

　

人
神
信
仰
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
柳
田
國
男
の
「
人
を
神
に
祀
る
風

習
」
が
そ
の
研
究
の
嚆
矢
で
あ
る
。
柳
田
は
「
遺
念
余
執
」
論
で
人
の
神

格
化
を
解
釈
し
て
い
る
（『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
二
）。
柳
田
以
降
、
宮
田
登
は
「
人
神
」
を
「
権
威
跪
拝
型
」「
祟

り
克
服
型
」「
救
済
志
向
型
」「
救
世
主
型
」
と
い
う
四
つ
の
タ
イ
プ
に
分

け
て
考
察
を
行
っ
た
（『
生
き
神
信
仰
―
人
を
神
に
祀
る
習
俗
―
』
塙
新

書
、
一
九
七
〇
）。
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
小
松
和
彦
は
「
人
神
」
を

怨
霊
や
御
霊
で
あ
る
「
祟
り
系
」
と
、
権
現
な
ど
を
含
む
「
郷
土
」
の
た

め
に
貢
献
し
た
人
を
祀
る
「
顕
彰
系
」
に
分
け
て
検
討
を
加
え
て
い
る

（『
神
に
な
っ
た
人
び
と
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
一
）。

　

今
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
多
様
な
人
神
の
様
相
が
見
ら
れ
る
。
発
表

者
が
い
る
仙
台
で
は
、
仙
台
四
郎
と
い
う
実
在
の
人
物
が
福
の
神
と
し
て

地
元
の
人
々
に
深
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
福
神
に
な
っ
た
人

た
ち
の
神
格
化
は
ど
ち
ら
の
分
類
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
。
本
発
表
は
福

助
と
仙
台
四
郎
を
事
例
に
、
実
在
す
る
人
物
の
福
神
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

考
察
す
る
上
で
、
多
様
な
人
神
信
仰
の
一
端
を
見
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
研
究
対
象
の
福
助
も
仙
台
四
郎
も
障
害
者
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
だ
と
思
う
。
日
本
の
神
話
や
伝
説
の
中
に
も
不
具

者
が
福
神
に
祀
ら
れ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
に
登

場
す
る
ヒ
ル
コ
や
民
間
信
仰
に
あ
る
七
福
神
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
回
取
り

上
げ
た
福
助
と
は
背
が
低
く
、
ち
ょ
ん
ま
げ
を
結
い
、
裃
を
着
け
て
座
っ

た
縁
起
人
形
の
こ
と
で
、
と
り
わ
け
頭
の
大
き
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
江

戸
時
代
の
実
在
人
物
を
模
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
福
助
の
由
来
に

会
、
学
童
保
育
な
ど
）
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
神
社
力
と

地
域
力
に
外
部
力
が
加
わ
る
タ
イ
プ
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
タ
イ

プ
で
あ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
祭
り
参
加
（
地
域
紹
介
を
兼
ね
た
外

部
へ
の
発
信
）、
地
域
の
人
材
育
成
（
地
域
が
協
力
）、
よ
そ
者
と
地
域
を

神
社
（
神
職
）
が
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
が
期
待
さ
れ
よ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
内
容
を
踏
ま
え
、
報
告
の
後
半
は
、
神
社
界
に
お
け
る
教

化
活
動
実
施
の
推
移
を
提
示
し
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
旧
来
の
活
動
が
全

体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
の
後
、
具
体
的
な
実
践
例

と
し
て
、
富
山
県
神
道
青
年
会
の
青
年
神
職
の
有
志
が
、
神
社
庁
の
教
化

活
動
と
は
別
に
、
新
た
に
地
域
の
子
ど
も
を
対
象
に
伝
統
の
受
け
継
ぎ
を

特
化
し
て
企
画
し
た
、
第
一
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
、「
神
社
に
泊
ま
ろ
う
」

（
二
〇
一
六
年
実
施
）
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
運
営
に
携
わ
っ
た
神
道
青

年
会
を
対
象
に
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
と
報
告
資
料
な
ど
か
ら
、
活

動
の
ね
ら
い
と
成
果
、
そ
し
て
課
題
と
展
望
を
概
観
し
た
。
今
回
の
富
山

県
神
道
青
年
会
の
活
動
は
、
従
来
の
教
化
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
形

で
実
施
し
、
初
の
試
み
と
し
て
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
一
方
で
、

課
題
と
し
て
、
①
役
割
分
担
お
よ
び
事
前
打
ち
合
わ
せ
の
徹
底
化
、
②
規

模
に
見
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
、
③
主
催
側
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

な
ど
を
示
し
た
。
報
告
の
最
後
に
は
、
現
在
第
二
回
の
活
動
の
企
画
過
程

に
お
け
る
取
り
組
み
と
し
て
、
若
手
僧
侶
と
の
神
仏
交
流
会
（
勉
強
会
）、

他
県
の
神
道
青
年
会
と
の
交
流
な
ど
の
展
望
を
示
し
た
。
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人
物
の
福
神
化
を
見
て
き
た
。
福
助
も
仙
台
四
郎
も
障
害
が
あ
る
か
ら
こ

そ
福
の
神
に
な
れ
る
。
障
害
が
な
け
れ
ば
福
の
神
に
な
れ
な
い
と
想
定
で

き
る
。
そ
の
神
格
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
は
、
障
害
を
持
つ
点
と
福
を

も
た
ら
す
霊
験
の
両
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
い
う
障
害
者

の
福
神
化
に
は
七
福
神
信
仰
の
要
素
も
見
ら
れ
、
福
子
信
仰
の
思
想
も
含

ま
れ
て
い
る
。
江
戸
後
期
か
ら
爆
発
的
に
流
行
し
た
七
福
神
信
仰
と
日
本

古
来
か
ら
あ
る
福
子
信
仰
の
結
合
で
障
害
者
の
福
神
化
が
可
能
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
の
福
神
化
は
「
人
を
神
に
祀
る
習
俗

（
人
神
信
仰
）」
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

柳
田
国
男
と
社
会
科
に
関
し
て

冨
田　

信
隆

　

我
が
国
の
民
俗
学
研
究
を
主
導
し
た
柳
田
国
男
に
つ
い
て
は
、
彼
の
遺

し
た
仕
事
や
そ
の
姿
勢
、
及
び
氏
の
学
風
か
ら
し
て
、
単
に
日
本
民
俗
学

の
創
始
者
だ
け
で
は
な
く
、
文
化
・
教
育
・
国
語
問
題
等
、
彼
が
生
涯
を

か
け
て
つ
く
り
あ
げ
た
学
問
の
奥
行
き
の
深
さ
は
計
り
知
れ
な
い
の
で
あ

る
。
彼
を
知
る
最
も
有
力
な
も
の
に
『
定
本　

柳
田
国
男
集
』（
筑
摩
書

房
）
全
三
六
巻
（
含
別
巻
）
が
あ
る
（
以
下
『
定
本
』
と
い
う
）。
柳
田

の
学
風
に
い
ろ
い
ろ
学
ぼ
う
と
す
る
と
、
単
に
、
柳
田
が
限
定
し
た
『
定

本
』
だ
け
に
頼
る
の
で
は
、
彼
を
理
解
す
る
に
は
内
容
が
寂
し
い
も
の
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
、『
定
本
』
以
外
の
刊
行
物
か
ら
、
数
多
い
口
述
・

座
談
等
の
内
容
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柳
田
の
仕
事
の
幅
の
広
さ

と
、
学
問
の
奥
行
き
の
深
さ
を
知
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
、
柳
田
の
数
多
い
口
述
・
講
演
・
座
談
の
う
ち
、
主
と
し
て
教
育

つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
説
は
い
ず
れ
も
福
助
の

基
と
な
る
の
は
水
頭
症
な
ど
の
障
害
を
持
つ
実
在
の
人
物
で
あ
る
。
こ
こ

で
、
福
助
像
は
七
福
神
の
寿
老
人
に
共
通
し
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
。
福

助
信
仰
の
形
態
に
関
し
て
は
、
福
を
招
き
、
運
の
開
け
る
者
と
し
て
、
店

先
や
家
庭
の
玄
関
な
ど
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
、
福
助
は
守

り
神
や
福
の
神
と
し
て
の
性
格
が
強
い
。
仙
台
四
郎
は
江
戸
末
期
か
ら
明

治
に
か
け
て
、
仙
台
に
実
在
し
た
人
物
で
あ
る
。
知
的
障
害
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
街
の
人
々
か
ら
「
し
ろ
ば
か
」
と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
た

と
い
う
。
明
治
の
地
方
紙
の
記
事
か
ら
、
四
郎
は
生
前
か
ら
商
売
繁
盛
を

も
た
ら
す
こ
と
で
、
大
切
に
扱
わ
れ
る
の
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
福
神
化
に

つ
い
て
は
、
ま
ず
、
そ
の
死
後
の
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、
千
葉
写
真

館
が
四
郎
の
写
真
を
『
明
治
福
之
神　

仙
臺
四
郎
』
と
銘
打
っ
て
、
絵
葉

書
に
印
刷
し
売
り
出
し
た
。
四
郎
は
福
の
神
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
昭
和
に
な
る
と
、
多
く
の
地
方
誌
の
中
で
、
四
郎
は
福
の
神
と
し
て

登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
に
、
四
郎
の
「
姿
」
を
飾
る
と
霊
験
が
あ
ら
た
か

な
り
と
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
福
助
と
仙
台
四
郎
を
比
べ
て
み
れ
ば
、
両
者
の
共
通
性
が
見

え
て
き
た
。
福
助
も
仙
台
四
郎
も
何
ら
か
の
障
害
を
持
つ
異
形
で
あ
り
、

店
を
繁
昌
し
た
り
、
人
々
に
福
を
も
た
ら
す
超
能
力
を
持
っ
て
い
る
。
特

に
、
障
害
を
持
ち
な
が
ら
福
を
も
た
ら
す
点
は
七
福
神
に
相
通
す
る
。
障

害
者
が
福
を
も
た
ら
す
信
仰
と
し
て
は
、
日
本
古
来
か
ら
あ
る
「
福
子
信

仰
」
も
あ
げ
ら
れ
る
。
心
身
障
害
者
は
「
福
子
」「
宝
子
」
等
と
呼
ば
れ
、

大
事
に
育
て
ら
れ
、
家
に
富
を
も
た
ら
す
守
り
神
的
な
存
在
だ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
（『
福
子
の
伝
承
』
堺
屋
図
書
、
一
九
八
三
）。

　

本
発
表
は
福
助
と
仙
台
四
郎
の
二
つ
の
事
例
を
踏
ま
え
て
、
実
在
す
る
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取
り
上
げ
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
年
齢
と
か
み
合
わ
せ
て
教
え
る

こ
と
も
抽
象
的
に
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
う
ま
く
説
明
し
き
れ
な
い
状
況

で
も
あ
り
、
何
を
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
大
体
分
か
る
が
、
何

を
通
し
て
や
る
か
が
一
番
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
何
を
」
と
い
う
こ

と
が
民
俗
学
に
問
わ
れ
る
点
で
あ
り
、
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
要
請
と
環
境
下
に
あ
っ
て
、
民
俗
学
研
究
所
で
は
、

積
極
的
に
社
会
科
の
要
望
に
答
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

柳
田
は
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
敗
戦
後
の
日
本
の
た
め
に
、
自
分
ら

の
学
問
は
い
よ
い
よ
役
に
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
、
教
育
と
学
問

の
重
要
性
を
強
調
す
る
。
柳
田
の
こ
う
い
う
学
問
観
が
教
育
と
つ
な
が
ら

な
い
わ
け
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
戦
後
新
し
く
誕
生
し
た
社
会
科
に
自
ら

意
欲
を
燃
や
し
て
取
り
組
む
動
機
に
な
っ
た
こ
と
は
、
自
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
時
に
、
柳
田
国
男
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
学
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
と

文
部
省
と
が
、
数
回
に
わ
た
る
座
談
会
が
持
た
れ
、
当
時
の
民
俗
学
が
社

会
科
教
育
に
か
け
た
期
待
が
、
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
解

で
き
る
の
で
あ
っ
た
。

奄
美
沖
縄
の
一
身
二
霊
魂
観
念
に
つ
い
て

│
│ 

胎
児
霊
の
存
在
を
め
ぐ
っ
て 

│
│

加
藤　

正
春

　

私
は
、
拙
稿
「
奄
美
沖
縄
の
死
者
儀
礼
と
霊
魂
観
念
」（『
民
俗
文
化
』

九
号
、
二
〇
〇
八
）
で
、
人
の
死
に
際
し
て
、
そ
の
人
の
身
体
か
ら
離
脱

す
る
二
つ
の
霊
魂
の
存
在
を
仮
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
が
息
を
引

問
題
に
関
す
る
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
、『
柳
田
国
男
教
育
論
集
』
を

手
に
す
る
機
会
が
あ
り
、
柳
田
が
な
ぜ
、
戦
後
新
し
く
誕
生
し
た
「
社
会

科
」
に
、
自
ら
意
欲
を
燃
や
し
て
取
り
組
ん
だ
の
か
。
同
時
に
、
そ
の
動

機
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
知
り
た
く
、
問
題
提
起
と
し
た
。

　

こ
れ
は
、
柳
田
に
と
っ
て
の
「
戦
後
」
の
意
味
に
、
深
く
か
か
わ
る
問

題
で
あ
る
と
考
え
る
。
柳
田
の
戦
後
に
対
す
る
大
き
な
視
点
は
、
次
の
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一 

戦
争
を
ひ
き
お
こ
し
た
誤
り
に
つ
い
て
、
教
育
の
重
要
性
を
い
ち

早
く
指
摘
し
た
『
先
祖
の
話
』

二 

そ
し
て
、
日
本
を
同
じ
誤
っ
た
道
を
歩
ま
せ
な
い
た
め
に
、
本
物

の
学
問
・
教
育
の
必
要
性
を
力
説
し
た
『
祭
日
考
』、『
家
閑
談
』

　

柳
田
の
こ
う
し
た
考
え
が
、
戦
後
新
し
く
誕
生
し
た
社
会
科
に
、
自
ら

意
欲
を
燃
や
し
て
取
り
組
む
動
機
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　

更
に
、
当
時
の
民
俗
学
が
社
会
科
教
育
に
か
け
た
期
待
を
う
か
が
う
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
内
容
と
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一 

民
俗
学
研
究
所
の
設
立
が
急
が
れ
た
理
由
は
、
社
会
科
の
要
望
を

満
た
す
た
め
で
あ
っ
た
こ
と

二 

社
会
科
教
育
に
民
俗
学
が
寄
与
し
得
る
部
分
が
、
非
常
に
多
い
こ

と
も
次
第
に
分
か
っ
て
き
た

三 

民
俗
学
研
究
所
編
の
「
社
会
科
叢
書
一
三
巻
」
を
構
想
し
た
こ
と

　

社
会
科
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
社
会
科
で
何
を
教
え
た
ら
よ
い

か
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
小
学
校
か
ら
高

等
学
校
ま
で
を
通
し
て
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
も
の
の
中
か
ら
具
体
的
に
何
を
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唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
胎
児
霊
が
胎
児
の
身
体
形
成
に
与
っ
て

い
る
か
ら
、
そ
の
働
き
の
妨
害
は
形
成
さ
れ
る
身
体
の
障
が
い
を
導
く
の

で
は
な
い
か
。

　

こ
の
観
点
か
ら
奄
美
沖
縄
の
妊
婦
に
関
す
る
禁
忌
を
み
る
と
、
た
と
え

ば
、「
妊
婦
又
は
そ
の
夫
は
樋
や
急
須
の
口
か
ら
水
を
飲
む
な
。
三
つ
口

の
子
を
産
む
」（
島
袋
源
七
『
山
原
の
土
俗
』
一
九
二
九
、
一
九
三
頁
。

表
記
は
原
文
の
ま
ま
）
と
い
っ
た
禁
忌
は
、
妊
婦
の
特
定
の
行
為
が
赤
ん

坊
の
身
体
に
物
理
的
な
痕
跡
な
い
し
障
が
い
を
残
す
と
い
う
発
想
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
を
単
な
る
観
念
連
想
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
こ
に

胎
児
の
身
体
を
形
成
す
る
働
き
を
行
っ
て
い
る
霊
魂
の
存
在
を
想
定
す
る

な
ら
ば
、
妊
婦
の
そ
の
（
不
自
然
な
）
行
為
が
霊
魂
の
働
き
に
影
響
を
与

え
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
胎
児
の
身
体
形
成
に
揺
れ
が
生
ず
る
と
い
う
超

自
然
的
な
論
理
を
そ
こ
に
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
胎
児
の
身
体
形
成
な
い
し
胎
児
の
身
体
性
に
結
び
つ
い

た
霊
魂
を
想
定
す
る
と
、
こ
の
霊
魂
は
、
出
生
時
に
宿
る
新
し
い
霊
魂
と

と
も
に
、
赤
ん
坊
の
生
と
成
長
を
支
え
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場

合
、
二
つ
の
霊
魂
は
一
体
化
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
点
は
マ
ブ
イ
（
霊

魂
）
籠
め
の
民
俗
の
中
に
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
子
ど
も

は
、
そ
の
生
活
の
中
で
自
ら
の
マ
ブ
イ
を
落
と
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
る

と
、
子
ど
も
は
元
気
を
な
く
し
、
衰
弱
し
て
い
く
。
こ
の
と
き
、
二
つ
の

霊
魂
が
一
体
化
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
身
体
か
ら
落
ち
た
時
点
で
、

そ
の
子
ど
も
は
生
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
衰

弱
は
し
て
も
そ
の
子
の
身
体
活
動
が
維
持
さ
れ
る
の
は
、
も
う
一
つ
の
霊

魂
が
残
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
子
ど
も
の
身
体
か
ら
離
脱
す
る
の
は
出

生
時
に
宿
っ
た
霊
魂
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
つ
の
霊
魂
は
か
つ
て
の
胎
児
霊

き
取
る
時
に
一
つ
の
霊
魂
が
そ
の
身
体
か
ら
離
脱
し
て
、
そ
の
人
の
身
体

機
能
が
停
止
す
る
。
次
に
、
そ
の
死
者
の
沐
浴
、
な
い
し
安
置
の
場
面

で
、
も
う
一
つ
の
霊
魂
が
そ
の
身
体
か
ら
離
脱
す
る
。
こ
の
霊
魂
は
、
安

置
さ
れ
た
死
者
の
上
方
に
滞
空
し
、
や
が
て
入
棺
の
時
点
で
ふ
た
た
び
死

者
の
身
体
に
も
ど
り
、
以
降
は
シ
ニ
マ
ブ
イ
（
死
者
の
霊
魂
）
と
し
て
機

能
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
死
者
の
身
体
か
ら
二
つ
の
霊
魂
が
離
脱
す
る
と
仮
定
し

た
場
合
、
こ
の
二
つ
の
霊
魂
は
、
人
が
生
き
て
い
る
と
き
か
ら
そ
の
身
体

に
存
在
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
奄
美
沖
縄
で
は
、
人
の
出
生
の

際
に
、
赤
ん
坊
に
霊
魂
が
宿
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、

大
藤
ゆ
き
『
子
育
て
の
民
俗
』
一
九
九
九
、
岩
田
書
院
、
二
五
七
頁
）。

こ
れ
が
人
の
も
つ
一
つ
目
の
霊
魂
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
も
う
一
つ
の

霊
魂
は
い
つ
そ
の
人
の
身
体
に
宿
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

よ
う
な
霊
魂
と
し
て
、
胎
児
の
霊
魂
の
存
在
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　

台
湾
の
民
俗
宗
教
の
中
で
は
、
胎
児
の
霊
魂
（
胎
神
と
い
う
）
の
存
在

が
想
定
さ
れ
て
い
る
。「
胎
神
は
子
ど
も
を
受
胎
し
た
時
点
で
存
在
し
は

じ
め
、
最
初
の
九
か
月
間
、
胎
児
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
妊
婦
の
寝
室
の
内
部
で
動
き
回
る
。
も
し
人
が
胎
神
の
邪
魔
を
し

て
、
妊
婦
の
寝
室
の
何
か
を
た
た
い
た
り
、
壊
し
た
り
、
切
っ
た
り
す
る

と
、
胎
児
の
身
体
が
傷
つ
け
ら
れ
る
」（
ア
ハ
ー
ン
「
中
国
女
性
の
力
と

穢
れ
」
ウ
ル
フ
編
『
中
国
社
会
の
女
性
た
ち
』
一
九
七
五
、
一
九
六
―
一

九
七
頁
）。

　

胎
児
霊
へ
の
妨
害
が
赤
ん
坊
に
障
が
い
を
も
た
ら
す
と
す
る
こ
の
発
想

は
、
胎
児
霊
が
胎
児
の
身
体
を
形
成
す
る
働
き
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
示
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置
づ
け
よ
う
と
し
た
歴
史
学
の
立
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、
多

田
孝
正
が
仏
教
学
の
視
点
か
ら
仏
教
金
石
文
を
分
類
し
た
「
沖
縄
の
仏
教

金
石
文
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
四
―
二
、
一
九
八
六
）
で
は
、

「
五
輪
及
び
光
明
真
言
に
関
す
る
も
の
」「
意
味
不
明
の
梵
字
が
刻
さ
れ
た

も
の
」「
石
敢
当
と
関
係
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
」「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン

に
関
す
る
も
の
」「
そ
の
他
の
一
字
梵
字
の
碑
」「
解
読
不
能
の
梵
字
碑
」

の
数
種
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
中
の
「
石
敢
當
と
関
係
を
も
つ
と
思
わ

れ
る
も
の
」
は
石
敢
當
と
同
様
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
北
中
城
村

島
袋
の
石
敢
當
と
並
べ
Ｙ
字
路
に
向
け
て
設
置
さ
れ
た
不
動
明
王
の
種
子

カ
ン
マ
ン
一
字
が
彫
ら
れ
た
も
の
や
、
同
集
落
の
南
側
入
口
に
外
に
対
し

て
設
置
さ
れ
た
や
は
り
カ
ン
マ
ン
一
字
が
彫
ら
れ
た
も
の
な
ど
の
例
が
挙

げ
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
中
に
は
、
西
原
町
我
謝
の
石
敢
當
と
梵
字
碑
が
一

体
と
な
っ
た
「
梵
字
石
敢
當
」
の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
る
（
た
だ
し
、

梵
字
と
「
石
敢
當
」
三
文
字
の
ど
ち
ら
に
機
能
の
主
体
が
あ
る
の
か
は
不

明
。
多
田
は
呪
力
を
増
す
た
め
に
梵
字
を
加
え
た
と
見
立
て
て
い
る
）。

　

も
っ
と
も
、
多
田
の
分
類
は
、
表
記
に
基
く
の
か
、
用
途
に
基
く
の
か

が
い
さ
さ
か
混
乱
し
て
お
り
、
や
は
り
す
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
く
、

小
生
の
調
査
の
限
り
に
お
い
て
は
、
多
田
が
「
石
敢
當
と
関
係
を
も
つ
」

と
分
類
し
な
か
っ
た
も
の
の
中
に
も
石
敢
當
と
同
様
の
機
能
を
持
つ
も
の

が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
に
関
す

る
も
の
」
に
分
類
さ
れ
る
北
中
城
村
渡
口
や
豊
見
城
市
豊
見
城
の
も
の

は
、
い
ず
れ
も
石
敢
當
を
設
置
す
べ
き
場
所
と
さ
れ
る
丁
字
路
の
突
き
当

た
り
に
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
真
言
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
五
文
字
を
彫
っ
た
も

の
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
渡
口
の
も
の
は
別
の
口
碑
が
残
る
も
の
の
、
や

は
り
石
敢
當
の
機
能
を
持
っ
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え

で
あ
り
、
出
生
後
も
子
ど
も
の
身
体
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
、
離
れ
な

い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
人
は
二
つ
の
霊
魂
を
そ
の
内
に
宿
し
て
そ
の

人
生
を
歩
む
。
人
の
死
に
際
し
て
そ
の
身
体
か
ら
離
脱
す
る
霊
魂
は
、
こ

の
二
つ
の
霊
魂
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

沖
縄
の
梵
字
碑
と
石
敢
當

鈴
木　

一
馨

　

沖
縄
に
「
梵
字
碑
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
文
字
通
り
梵
字
が
彫
ら
れ

た
石
碑
で
、
梵
字
以
外
の
字
が
合
せ
て
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

「
梵
字
碑
」
は
内
地
で
も
時
折
見
ら
れ
る
が
、
両
者
の
関
係
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
内
地
の
も
の
の
よ
う
に
本
尊
や
供
養
碑
と
し
て
建
て
ら
れ
た

と
思
し
き
も
の
は
ほ
ぼ
な
く
、
沖
縄
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
る
べ

き
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
。

　

た
と
え
ば
金
城
正
篤
は
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
編
『
金
石
文
―
歴
史
資

料
調
査
報
告
書
Ｖ
―
』（『
沖
縄
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
六
九
、
沖
縄
県

教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
）
で
沖
縄
の
石
碑
を
分
類
し
た
際
、
石
敢
當
と

共
に
「
魔
よ
け
」
と
し
て
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
、
川
島
淳
は
「
那
覇
市

歴
史
博
物
館
所
蔵
の
拓
本
資
料
の
整
理
に
つ
い
て
」（『
壺
屋
焼
物
博
物
館

紀
要
』
一
四
、
二
〇
一
三
）
で
沖
縄
の
碑
文
を
分
類
し
た
際
、
石
敢
當
と

共
に
「
魔
よ
け
」
と
し
て
「
仏
教
に
よ
る
加
護
や
除
災
招
福
な
ど
宗
教
的

な
た
め
（
の
も
の
）」
に
分
類
す
る
な
ど
、
漠
然
と
「
魔
よ
け
」「
宗
教
的

な
も
の
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
川
島
は
「
梵
字
碑
と
石
敢
当
は
、
刻
ま
れ

た
文
字
や
意
味
合
い
が
異
な
る
の
で
、
両
者
を
区
別
し
た
」
と
、
梵
字
碑

は
石
敢
當
と
違
う
も
の
だ
と
指
摘
す
る
が
、
そ
の
「
意
味
合
い
」
の
違
い

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
金
石
文
と
し
て
梵
字
碑
を
位
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た
の
だ
け
れ
ど
、
時
を
置
い
て
再
び
見
る
と
、
若
干
修
正
を
加
へ
な
い
と

こ
の
儘
世
の
中
へ
残
し
て
置
け
な
い
や
う
な
気
が
す
る
」
と
あ
る
こ
と
へ

の
注
目
が
あ
る
。
こ
の
引
用
の
後
、「
最
近
の
大
戦
時
代
ま
で
の
日
本
の

神
道
」
を
「
尊
敬
、
若
し
く
は
追
慕
・
同
情
」
に
よ
っ
て
神
を
作
り
上
げ

云
々
と
否
定
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
記
さ
れ
る
こ
と
を
、
靖
国
神
社
を
指
す
と

の
見
方
も
あ
る
。

　

今
一
つ
は
、
同
論
の
前
年
（
一
九
二
五
年
）
六
月
に
皇
居
二
重
橋
櫓
の

敷
地
か
ら
人
骨
が
発
見
さ
れ
、
人
身
御
供
・
人
柱
論
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
（
喜
田
貞
吉
ほ
か
）
と
関
連
づ
け
る
見
方
が
あ

る
。
柳
田
は
『
民
族
』
誌
の
次
号
以
降
に
「
人
神
考
第
二
章
」
の
上
下
と

し
て
発
表
し
た
「
松
王
健
児
の
物
語
」「
人
柱
と
松
浦
佐
用
媛
」
で
供
犠

譚
を
考
察
し
て
い
る
が
、
当
論
に
は
そ
う
し
た
供
犠
の
事
例
は
見
ら
れ
な

い
。
し
か
し
こ
の
件
は
、
柳
田
が
当
論
を
起
稿
し
た
背
景
に
は
な
っ
て
い

た
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、「
人
を
神
に
祀
る
風
習
」
で
近
世
の
地
誌
類
な
ど

を
元
に
こ
の
「
風
習
」
の
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
を
四
五
ケ

ー
ス
抽
出
し
、
表
と
し
て
示
し
た
。

　

四
五
事
例
の
う
ち
、
戦
死
者
は
意
外
に
少
な
く
一
三
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
秀
吉
が
新
八
幡
に
な
ろ
う
と
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
併
記
さ
れ

る
徳
川
家
光
（
日
光
の
今
宮
八
幡
）、
お
よ
び
祭
神
の
説
明
が
な
い
三
事

例
を
除
い
て
、
四
一
事
例
が
横
死
し
た
人
も
し
く
は
祭
神
に
祟
り
が
あ
る

事
例
で
あ
る
。

　

一
方
、
神
社
の
形
態
と
し
て
は
若
宮
八
幡
を
含
み
八
幡
が
二
五
ケ
ー
ス

あ
る
。
事
例
が
示
さ
れ
る
前
に
、「
あ
ら
た
か
な
神
」
と
な
る
祭
神
は

「
遺
念
余
執
と
い
ふ
も
の
が
、
死
後
に
於
て
も
な
ほ
想
像
せ
ら
れ
、
従
つ

る
。
も
っ
と
も
、
不
動
明
王
な
ら
ば
と
も
か
く
、
大
日
如
来
に
石
敢
當
と

同
様
の
機
能
が
見
い
だ
せ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
た
ま
た
ま
石
敢

當
と
同
様
の
場
所
に
設
置
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
梵
字
碑
に
も
石
敢
當
に
も
年
次
の
銘
が
あ
る
も
の
は
ほ
ぼ

な
い
が
、
現
在
判
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
梵
字
碑
の
最
古
の
も
の
は
粟
国

村
西
土
倉
原
と
浜
の
康
煕
三
十
一
年
（
一
六
九
二
）
の
各
一
基
（
浜
の
も

の
は
キ
リ
ー
ク
一
字
で
観
音
堂
に
祀
る
）
で
、
石
敢
當
の
最
古
の
も
の
は

久
米
島
町
西
銘
の
雍
正
十
一
年
（
一
七
三
三
）
の
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
で

梵
字
碑
を
建
立
し
始
め
た
経
緯
は
不
明
だ
が
、
前
後
関
係
か
ら
す
る
と
、

梵
字
碑
は
石
敢
當
よ
り
先
行
し
て
発
祥
し
、
石
敢
當
の
流
入
と
共
に
そ
の

機
能
を
併
せ
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
琉
球
で
の
風
水
検
分
の
記
録
で
は
石
敢
當
へ
の
言
及
は
あ
る
が
、
梵

字
碑
へ
の
言
及
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
琉
球
王
府
の
風
水
見
は
梵
字

碑
を
石
敢
當
と
は
別
物
と
理
解
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

柳
田
國
男
「
人
を
神
に
祀
る
風
習
」
か
ら
考
え
る
戦
死
者
祭
祀由

谷　

裕
哉

　
「
人
を
神
に
祀
る
風
習
」
は
、
柳
田
國
男
が
自
ら
編
集
し
て
い
た
雑
誌

『
民
族
』
の
二
巻
一
号
（
一
九
二
六
年
一
一
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
本
報

告
は
、
同
論
と
戦
死
者
祭
祀
と
の
関
わ
り
を
考
察
す
る
。

　

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
同
論
が
ど
う
理
解
さ
れ
て
き
た
か
、
二
つ
の
代
表
的

な
見
解
を
参
照
し
た
。

　

一
つ
は
、
同
論
が
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
第
一
〇
巻
に
再
録
さ
れ
た
際

に
付
け
ら
れ
た
序
（
一
九
五
二
年
三
月
、
こ
れ
は
占
領
末
期
に
相
当
）

に
、「
そ
の
時
に
は
、
勿
論
全
部
を
信
じ
、
こ
れ
で
十
分
と
思
つ
て
書
い
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幡
や
祇
園
の
御
霊
鎮
護
に
仏
教
的
な
供
養
が
加
味
さ
れ
て
い
た
可
能
性

に
、
既
に
気
づ
い
て
い
た
か
ら
で
は
、
と
推
察
し
て
み
た
。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

│
│ 

キ
リ
ス
ト
教
女
性
司
祭
論
に
寄
せ
て 

│
│

近
藤
喜
重
郎

　

キ
リ
ス
ト
教
の
女
性
司
祭
を
め
ぐ
る
議
論
は
時
に
、「
表
面
的
に
神
学

論
争
と
い
う
形
を
と
っ
て
は
い
て
も
、
そ
の
根
源
的
な
問
題
点
は
一
人
一

人
の
人
間
心
理
の
意
識
と
無
意
識
の
領
域
に
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
こ
の

表
現
は
精
神
分
析
的
な
言
い
回
し
を
用
い
た
も
の
だ
が
、
こ
れ
を
テ
ク
ス

ト
論
的
に
い
う
と
、
女
性
司
祭
を
め
ぐ
る
議
論
を
根
源
的
に
意
味
づ
け
て

い
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
神
学
的
テ
ク
ス
ト
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
及
び
テ
ク
ス
ト
間
関
係
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
こ
と
の
二
点
を
指

摘
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

女
性
司
祭
容
認
論
は
、
聖
書
の
テ
ク
ス
ト
を
、
で
は
な
く
、
聖
書
の
テ

ク
ス
ト
を
批
判
す
る
他
の
テ
ク
ス
ト
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
自
ら
を
構

成
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
聖
書
の
テ
ク
ス
ト
を
批
判
す
る
他
の
テ

ク
ス
ト
」
が
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
と
、
女
性

司
祭
を
認
め
な
い
こ
と
は
、
単
純
に
女
性
差
別
に
、
ま
た
、
女
性
差
別
で

あ
る
が
ゆ
え
に
支
持
さ
れ
な
い
と
い
う
。
他
方
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
は
、

批
判
者
と
批
判
対
象
の
相
関
関
係
を
問
う
こ
と
を
批
判
の
前
提
と
す
る
考

え
（
コ
ン
シ
ャ
ス
ネ
ス
・
レ
イ
ジ
ン
グ
）
が
あ
る
。

　

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
近
代
化
す
る
社
会
で
大
き
く
花
開
い
た
思
想
で
あ

り
、
近
代
化
を
是
認
す
る
思
想
を
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
。
近
代
化
は
、
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
に
始
ま
る
個
人
の
自
由
と
権
利
の
拡
大
、
お
よ

て
屢
々
タ
タ
リ
と
称
す
る
方
式
を
以
て
、
怒
や
喜
の
強
い
情
を
表
示
し
得

た
人
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
低
い
地
位
が
与
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、「
之
を

統
御
す
べ
く
、
一
段
と
高
い
神
が
其
上
に
在
つ
た
」
と
説
明
さ
れ
る
の
を

作
業
仮
説
と
見
れ
ば
、
同
論
全
体
と
し
て
そ
の
仮
説
は
検
証
さ
れ
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
上
記
「
一
段
と
高
い
神
」
の
代
表
例
を
八
幡
神
と
見
な
し
て

の
立
論
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
確
か
め
る
為
に
柳
田
が
御
霊
統
御
と
し
て
の
八
幡
神
を
描
い
た

記
述
を
、
一
九
一
〇
年
代
の
郷
土
会
時
代
（「
大
人
弥
五
郎
」「
玉
依
姫

考
」）
か
ら
、
氏
神
祖
霊
説
が
「
食
物
と
心
臓
」（
一
九
三
二
年
）
で
提
唱

さ
れ
て
か
ら
後
（『
氏
神
と
氏
子
』
一
九
四
七
年
）
ま
で
、
概
観
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
そ
の
よ
う
に
作
業
仮
説
が
検
証
さ
れ
て
い
る
同
論
に
対

し
、
な
ぜ
敗
戦
後
の
柳
田
が
「
若
干
修
正
を
加
へ
な
い
と
こ
の
儘
世
の
中

へ
残
し
て
置
け
な
い
」
と
書
い
た
の
か
、
二
つ
考
え
て
み
た
。

　

一
つ
目
。
横
死
し
た
人
が
祟
る
、
残
さ
れ
た
人
々
が
そ
う
し
た
御
霊
を

統
御
で
き
る
八
幡
の
よ
う
な
強
力
な
神
を
祀
る
、
と
い
う
図
式
は
大
正
末

の
こ
の
時
点
で
は
正
解
だ
っ
た
。
し
か
し
、
大
戦
で
多
く
の
戦
死
者
が
出

て
、「
不
祀
の
鬼
」（『
氏
神
と
氏
子
』）
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ

以
外
の
解
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
、
靖
国

神
社
が
大
正
末
時
点
で
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、
敗
戦
後
に
戦
死
者
祭
祀

の
代
案
が
必
要
だ
と
柳
田
が
考
え
た
、
と
読
み
替
え
る
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
。

　

二
つ
目
。『
氏
神
と
氏
子
』
に
上
記
の
表
現
が
出
る
直
前
の
箇
所
で
、

石
清
水
も
祇
園
も
僧
侶
が
祭
祀
に
関
与
し
て
い
た
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
暗

に
示
さ
れ
る
（
同
書
の
こ
の
箇
所
は
、
靖
国
神
社
で
の
講
演
録
に
含
ま
れ

て
い
る
）。
柳
田
が
敗
戦
後
に
上
記
の
「
序
」
を
追
加
し
た
時
点
で
、
八
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原
則
で
あ
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
立
つ
な
ら
、
こ
れ
を
妨
げ
る
諸
要
因
を

見
出
し
て
可
視
化
し
、
排
除
す
る
こ
と
に
よ
り
宗
教
活
動
に
お
け
る
女
性

の
主
体
性
を
確
立
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

展
望
を
社
会
に
広
げ
る
な
ら
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
と
、
新
た
な
思
想

を
掲
げ
る
人
々
が
連
帯
し
、
新
た
な
団
体
を
作
り
、
そ
の
結
果
、
旧
い
思

想
を
保
持
す
る
宗
教
団
体
が
勢
力
を
失
い
、
あ
る
い
は
消
え
て
い
く
な

ら
、
そ
れ
が
近
代
社
会
に
お
け
る
問
題
解
決
の
原
則
的
な
方
法
と
な
る
だ

ろ
う
。
既
存
の
団
体
に
留
ま
る
選
択
も
無
論
可
能
だ
が
、
こ
の
選
択
を
し

た
人
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
と
、
改
革
を
訴
え
る
よ
り
前
に
、
中
世

の
教
会
観
を
自
ら
内
面
化
し
な
が
ら
、
自
分
の
利
益
や
嗜
好
に
よ
っ
て
そ

の
内
面
化
さ
れ
た
教
会
像
を
作
り
変
え
て
い
る
可
能
性
を
自
ら
に
問
い
、

そ
の
結
果
を
社
会
に
還
元
す
る
必
要
が
あ
る
。

武
州
御
岳
山
の
宿
坊
に
お
け
る
女
性
家
族
の
役
割

髙
田　
　

彩

　

本
研
究
の
調
査
地
で
あ
る
武
州
御
嶽
山
（
現
東
京
都
青
梅
市
御
岳
山
）

に
は
、
三
十
軒
以
上
の
宿
坊
が
現
存
し
て
い
る
。
全
国
的
に
み
て
も
、
一

山
に
三
十
軒
以
上
の
宿
坊
が
残
っ
て
い
る
の
は
山
岳
信
仰
の
聖
地
と
し
て

は
レ
ア
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
宿
坊
運
営
の
実
態
に
目
を
向
け

て
み
る
と
、
神
社
の
職
務
や
冬
期
の
配
札
活
動
（
講
社
廻
り
）
に
よ
っ
て

宿
坊
を
留
守
に
す
る
こ
と
が
多
い
御
師
に
代
わ
っ
て
、
宿
坊
を
運
営
す
る

の
は
御
師
家
の
女
性
家
族
、
特
に
妻
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
気
が
付
く
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
山
岳
修
験
研
究
に
お
い
て
は
、
宿
坊
運
営
の
実
態

に
は
光
が
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
御
嶽
山
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
宿
坊
運
営
に
お
け
る
御

び
産
業
革
命
に
始
ま
る
工
業
の
発
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
な
社

会
変
革
の
総
体
を
指
す
。
工
業
の
発
展
と
普
及
は
、
産
業
の
合
理
化
を
も

た
ら
し
た
。
そ
の
結
果
、
工
業
化
の
進
ん
だ
社
会
で
は
、
雇
用
機
会
創
出

が
課
題
と
な
っ
た
。
近
代
社
会
に
お
い
て
司
祭
職
は
そ
の
対
象
に
入
ら
な

い
。

　

近
代
化
に
よ
っ
て
宗
教
は
個
人
の
自
由
と
権
利
の
対
象
す
な
わ
ち
私
的

生
活
の
分
野
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
の
組
織
も
ま
た
職
制
も
私
的
な
も
の
に

な
っ
た
。
ど
こ
か
の
団
体
が
何
か
の
資
格
、
例
え
ば
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
の

資
格
を
男
だ
け
、
ま
た
は
女
だ
け
に
認
定
す
る
団
体
が
あ
っ
た
と
し
て
、

問
題
に
な
っ
て
き
た
か
と
問
え
ば
、
否
と
な
る
。
で
は
な
ぜ
、
キ
リ
ス
ト

教
の
司
祭
は
問
題
に
な
る
の
か
。
そ
れ
は
ひ
と
つ
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の

影
響
が
あ
る
。
が
、
も
う
ひ
と
つ
、
女
性
司
祭
を
問
題
に
す
る
人
は
、
中

世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
規
範
化
し
た
教
会
観
を
今
な
お
そ
の
ま
ま
無
意
識
の
う

ち
に
内
面
化
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

近
代
社
会
に
お
い
て
教
会
は
今
や
、
経
済
的
な
理
由
と
は
別
に
、
思
想

的
な
理
由
か
ら
個
人
が
自
由
に
結
成
し
、
加
入
し
、
離
脱
で
き
る
民
間
団

体
で
あ
る
。
ゆ
え
に
加
入
し
た
後
で
規
則
の
変
更
を
求
め
る
こ
と
は
、
規

則
に
納
得
し
て
い
る
人
た
ち
の
思
想
の
自
由
を
抑
圧
し
、
そ
の
人
た
ち
の

尊
厳
を
傷
つ
け
る
恐
れ
が
あ
り
、
軽
率
な
批
判
や
質
問
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

女
性
司
祭
を
容
認
し
て
い
な
い
団
体
の
信
者
に
、
そ
の
団
体
の
信
者
で

な
い
人
が
女
性
司
祭
容
認
論
に
つ
い
て
質
問
し
た
り
意
見
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
は
、
右
に
書
い
た
こ
と
と
同
様
の
暴
挙
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
視

点
を
個
人
に
定
め
る
な
ら
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
と
、
女
性
司
祭
を
認
め

る
人
は
、
同
志
と
連
帯
し
て
、
新
た
な
宗
教
団
体
を
立
ち
上
げ
る
の
が
大
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昭
和
四
十
〜
五
十
年
代
に
嫁
い
で
き
た
御
師
家
の
妻
を
「
お
か
み
」
と
区

分
す
る
こ
と
で
、
各
時
代
の
特
色
を
検
討
し
た
。
そ
の
際
、
①
嫁
と
な
る

人
の
属
性
、
②
御
師
家
の
妻
の
仕
事
、
③
当
時
の
御
師
家
の
妻
を
象
徴
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
う
項
目
を
立
て
て
分
析
し
た
。

　

奥
様
時
代
の
御
師
家
の
妻
は
、
①
御
嶽
山
山
麓
の
家
格
の
高
い
家
か
ら

嫁
い
で
く
る
こ
と
、
②
女
中
、
男
衆
と
呼
ば
れ
る
住
み
込
み
の
従
業
員
か

ら
「
奥
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
③
女
中
、
男
衆
が
料
理
、
掃
除
な

ど
を
担
当
し
、
御
師
家
の
妻
は
宿
坊
運
営
上
の
提
供
は
行
わ
な
か
っ
た
こ

と
、
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
他
方
、
お
か
み

時
代
の
御
師
家
の
妻
の
特
徴
は
、
①
十
代
後
半
〜
二
十
代
前
半
に
か
け
て

御
嶽
山
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
経
験
を
有
す
る
御
嶽
山
山
麓
に
居
住
す
る
女

性
、
②
女
中
、
男
衆
な
ど
の
住
み
込
み
の
従
業
員
が
い
な
く
な
り
、
そ
れ

ま
で
御
師
家
の
妻
が
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
宿
坊
運
営
上
に
必
要
な
料
理
や

掃
除
、
サ
ー
ビ
ス
対
応
な
ど
の
業
務
を
行
い
、
運
営
上
の
統
括
者
で
あ
る

お
か
み
に
な
っ
た
こ
と
、
③
講
社
を
受
け
入
れ
る
宿
坊
の
機
能
と
林
間
学

校
な
ど
の
一
般
客
を
受
け
入
れ
る
機
能
を
併
せ
持
つ
こ
と
に
よ
る
宿
坊
運

営
上
の
業
務
の
多
様
化
が
、
御
師
家
の
妻
の
業
務
内
容
と
役
割
期
待
を
一

致
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
宿
坊
機
能
の
変
化
が
御
師

家
の
妻
の
役
割
変
化
を
惹
起
し
た
要
因
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
御
師
家
の
妻
は
、
旅
館
の
お
か
み
と
比
べ
て
、
よ
り
多
様

な
職
務
を
こ
な
し
、
寺
族
、
牧
師
夫
人
と
比
べ
て
、
よ
り
職
業
的
な
性
格

を
持
つ
が
、
直
接
的
に
神
社
運
営
に
関
わ
る
こ
と
は
な
く
、
宿
坊
運
営
を

通
し
て
御
嶽
山
を
支
え
て
い
る
と
結
論
付
け
た
。

師
家
の
女
性
家
族
の
役
割
に
つ
い
て
は
議
論
の
俎
上
に
上
が
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
御

嶽
山
の
宿
坊
経
営
に
お
い
て
、
①
御
師
家
の
妻
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担

い
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
か
、
②
加
え
て
、
宿
坊
と

御
師
家
の
妻
に
は
ど
の
よ
う
な
相
互
関
係
が
あ
り
、
そ
れ
が
近
代
化
、
観

光
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
た
。

そ
の
際
、
御
師
家
の
妻
と
、
旅
館
の
お
か
み
、
そ
し
て
寺
族
、
牧
師
夫
人

と
の
比
較
を
試
み
た
。

　

御
嶽
山
と
宿
坊
経
営
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し
て
、

以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
宿
坊
の
民
宿
、
旅
館
化
、
②
林
間
学
校

の
誘
致
、
③
鉄
道
整
備
に
よ
る
ハ
イ
カ
ー
の
増
大
。
こ
こ
で
も
っ
と
も
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
②
林
間
学
校
の
誘
致
で
あ
る
。
昭
和
四
十
年
代
に
入

る
と
、
夏
期
の
御
嶽
山
に
林
間
学
校
利
用
の
小
中
学
生
が
年
間
三
万
人
も

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
宿
坊
の
増
改
築
が
行

わ
れ
、
宿
坊
の
収
容
人
数
が
増
加
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
宿
坊
機

能
に
、
講
員
以
外
の
一
般
客
を
受
け
入
れ
る
機
能
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
次
に
、
御
師
家
と
宿
坊
経
営
の
現
状
を
見
て
み
る
と
、
宿
坊

に
関
す
る
業
務
内
容
が
次
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
①

経
営
部
分
、
②
運
営
部
分
。
①
で
は
営
業
や
経
理
を
担
当
し
、
②
で
は
調

理
、
清
掃
な
ど
、
実
際
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
。
御
師
家
の
妻
は
主
に

②
に
関
す
る
決
定
や
判
断
を
下
す
立
場
で
あ
る
が
、
特
に
、
運
営
上
必
要

な
労
働
力
を
提
供
し
、
そ
の
統
括
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
少
し
前
の
時
代
に
意
識
を
向
け
て
み
る
と
、
時
代
ご
と
に
御

師
家
の
妻
の
役
割
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
本
発

表
で
は
、
昭
和
十
〜
二
十
年
代
に
嫁
い
で
き
た
御
師
家
の
妻
を
「
奥
様
」、
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異
な
る
者
と
し
て
位
置
づ
け
一
方
的
に
救
済
の
対
象
と
す
る
構
図
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
（
福
島
栄
寿
『
思
想
史
と
し
て
の
「
精
神
主
義
」』
法
藏

館
、
二
〇
〇
三
年
、
特
に
、「
第
五
章　

仏
教
婦
人
雑
誌
『
家
庭
』
に
み

る
「
家
庭
」
と
「
女
性
」」）。「
男
性
」
の
視
点
か
ら
み
る
と
女
性
信
徒

は
、
仏
教
の
組
織
に
従
属
的
な
存
在
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
活
動
内
容
に

つ
い
て
は
、「
伝
統
的
な
「
婦
徳
」
を
強
調
す
る
組
織
」
で
あ
り
、「
そ
れ

ぞ
れ
の
宗
派
の
法
会
や
説
教
、
寺
へ
の
奉
仕
活
動
な
ど
を
中
心
と
し
て
い

た
」
が
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
「
種
々
の
救
護
活
動
も
積
極
的
に
」
行
う

側
面
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
石
月
静
恵
「
近
代
日
本
の
仏
教
婦
人
会
に

つ
い
て
―
岐
阜
に
関
す
る
史
料
紹
介
を
中
心
に
」『
桜
花
学
園
大
学
研
究

紀
要
』
二
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
七
―
一
二
九
）。

　
「
広
島
県
北
仏
婦
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
会
」
の
活
動
内
容
は
従
来
の
女
性

役
割
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
会
の
活
動
か

ら
は
、「
仏
教
者
」
と
し
て
の
独
自
性
は
見
え
に
く
い
。
当
会
の
参
加
者

に
対
す
る
調
査
票
調
査
を
実
施
し
た
深
水
顕
真
（「
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
現

状
と
課
題
」『
廣
島
法
学
』
二
〇
〇
一
年
、
一
八
九
―
二
一
〇
）
は
、
ビ

ハ
ー
ラ
活
動
参
加
者
の
意
識
を
見
る
と
ビ
ハ
ー
ラ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
独
自

性
や
宗
教
的
専
門
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
と
結
論

し
て
い
る
。
女
性
が
病
院
の
仕
事
の
補
助
を
し
、
宗
教
的
な
専
門
性
を
発

揮
で
き
る
法
話
を
主
に
男
性
僧
侶
が
行
う
と
い
う
構
図
は
、
こ
の
活
動
が

こ
れ
ま
で
の
寺
院
の
性
別
役
割
に
基
づ
い
た
活
動
の
延
長
上
に
あ
る
と
も

と
ら
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
当
会
の
活
動
の
意
義
は
、
専
門
性
や
宗
教
性
と
い
っ
た
わ
か

り
や
す
い
と
こ
ろ
に
価
値
を
置
く
の
で
は
な
く
、「
た
だ
の
主
婦
」「
素

人
」「
手
仕
事
」
と
い
う
従
来
の
性
別
役
割
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を

仏
教
婦
人
会
を
基
盤
と
し
た
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
が
持
つ
意
義

猪
瀬　

優
理

　

本
報
告
の
目
的
は
、
広
島
県
北
の
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
寺
院
の
仏
教
婦

人
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
に
四
半
世
紀
を
超
え
た
継
続
的
活
動
を
し

て
い
る
「
広
島
県
北
仏
婦
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
の
会
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
再

検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
事
例
に
つ
い
て
は
、
既
に
、『
人
口
減
少
社

会
と
寺
院
』（
櫻
井
義
秀
・
川
又
俊
則
編
、
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
）
に

「
仏
婦
が
作
る
寺
院
―
ビ
ハ
ー
ラ
の
可
能
性
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
紹
介

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
が
非
常
に
見
え
に
く
い
「
仏

教
者
」
の
「
専
門
性
」
を
（
あ
る
程
度
）
見
え
る
形
に
す
る
可
能
性
」

（
た
だ
し
、
前
論
文
で
は
そ
こ
ま
で
明
記
で
き
て
い
な
か
っ
た
）
と
「
寺

院
を
通
じ
て
「
縁
」「
つ
な
が
り
」
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
可
能
性
」
の
二
点
を
結
論
と
し
て
提
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
活
動
が

「
仏
教
婦
人
会
」
を
ベ
ー
ス
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
持
つ
意
義

に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
報
告
で

は
、
本
団
体
が
女
性
の
一
信
徒
を
意
味
す
る
「
仏
婦
（
仏
教
婦
人
）」
の

名
称
を
冠
し
て
、
僧
侶
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
も
活
動

の
主
体
は
「
仏
婦
」
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
活
動
を
続
け
て
き
た
こ

と
の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

女
性
信
徒
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、「
必
ず
し
も
主
体
的
で
な
い
仏
教

婦
人
と
い
う
位
置
づ
け
」
と
い
う
捉
え
方
が
あ
る
（
熊
本
英
人
「
近
代

曹
洞
宗
に
お
け
る
仏
教
婦
人
」『
宗
教
研
究
』
八
〇
（
四
）、
二
〇
〇
七

年
、
二
七
〇
―
二
七
一
）。
ま
た
、
男
性
僧
侶
ら
か
ら
女
性
信
徒
に
対
し

て
「
仏
教
的
家
庭
」
を
作
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の

男
性
論
者
か
ら
は
一
貫
し
て
、「
男
性
」
が
「
女
性
」
を
「
男
性
」
と
は
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発
か
ら
終
戦
ま
で
に
か
け
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
調
査
研
究
や
啓

蒙
活
動
が
き
わ
め
て
活
発
に
行
わ
れ
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
日
本
人
ム

ス
リ
ム
や
日
本
在
住
の
外
国
人
ム
ス
リ
ム
、
実
務
家
、
軍
人
が
こ
れ
ら
の

活
動
に
参
加
し
た
。
片
岡
一
忠
氏
は
「
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
に
注
目
し
た
も

う
ひ
と
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
日
本
人
ム
ス
リ
ム
の
そ
れ
で
あ
る
。
当

時
日
本
国
内
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
な
お
「
市
民
権
」
を
得
て
お
ら
ず
、

こ
こ
に
い
う
日
本
人
ム
ス
リ
ム
の
多
く
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
的
理
由
に
よ

っ
て
中
国
で
イ
ス
ラ
ー
ム
に
改
宗
し
た
人
々
で
あ
る
」（
片
岡
一
忠
「
日

本
に
お
け
る
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
小
史
」『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第

二
部
門
第
二
九
巻
第
一
号
、
一
九
八
〇
年
、
二
一
―
四
二
頁
）
と
述
べ

て
い
る
。

　

日
本
の
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ム
ス
リ
ム
に
関
す
る
研
究
で
は
イ
ス
ラ
ー

ム
教
に
帰
依
し
た
日
本
人
ム
ス
リ
ム
の
研
究
業
績
が
重
要
な
部
分
を
占
め

て
い
る
。
小
村
不
二
男
の
『
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
史
』
に
よ
れ
ば
、
中
国
イ

ス
ラ
ー
ム
研
究
と
関
係
が
あ
る
初
期
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
は
、
推
賀
文
八
郎

（
一
八
六
八
―
一
九
四
六
）、
山
岡
光
太
郎
（
一
八
八
〇
―
一
九
三
三
）、

山
田
寅
次
郎
（
一
八
六
六
―
一
九
五
七
）、
三
田
了
一
（
一
八
九
二
―
一

九
八
三
）、
佐
久
間
貞
次
郎
（
一
八
八
六
―
一
九
七
九
）、
田
中
逸
平
（
一

八
八
三
―
一
九
三
三
）、
川
村
狂
堂
（
一
八
七
七
―
一
九
四
二
）
で
あ
る
。

（
参
考　

小
村
不
二
男
『
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
史
』
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
友
好

連
盟
、
一
九
八
八
年
）

　
「
時
局
」
に
の
っ
て
活
発
化
し
て
き
た
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
は
、
一

九
四
五
年
の
敗
戦
に
と
も
な
う
諸
研
究
機
関
の
廃
止
を
機
に
大
き
く
様
変

わ
り
し
た
。
諸
機
関
は
閉
鎖
さ
れ
、
そ
の
研
究
員
は
四
散
し
、
ま
た
文

献
・
調
査
資
料
は
多
く
戦
災
に
会
い
、
残
っ
た
も
の
も
分
散
さ
れ
て
し
ま

自
覚
的
に
捉
え
、
そ
こ
に
こ
そ
価
値
を
見
出
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

既
存
の
仏
教
婦
人
会
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
や

す
い
活
動
内
容
で
あ
る
こ
と
を
守
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
に
お

け
る
縁
を
可
視
化
す
る
よ
う
な
継
続
性
の
あ
る
取
り
組
み
と
な
り
え
た
と

思
わ
れ
る
。

日
本
人
最
初
の
ム
ス
リ
ム
た
ち
と

そ
の
研
究
活
動
・
業
績
に
つ
い
て
調
査
研
究

阿
里
木
托
和
提

　

本
研
究
は
、
日
本
に
お
け
る
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
史
に
焦
点
を
当

て
、
日
本
に
散
在
し
た
基
本
資
料
を
渉
猟
、
整
理
し
、
そ
れ
ら
を
総
合
的

に
纏
め
上
げ
る
こ
と
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
イ
ス
ラ

ー
ム
が
注
目
さ
れ
た
の
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
、
明
治
政
府
が
欧

米
の
影
響
を
受
け
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
へ
の
理
解
を
必
要
不
可
欠
な
も

の
と
認
識
し
、
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
を
は
じ
め
、
中
央
ア
ジ
ア
、
西
ア
ジ
ア
、

北
ア
フ
リ
カ
等
の
イ
ス
ラ
ー
ム
地
域
に
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
背
景
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
け
る
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
は
、
初
期
の
現
地
調
査
が
、
日

本
の
中
国
へ
の
侵
略
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
は

別
個
に
「
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
」
と
い
う
学
術
的
な
視
点
か
ら
、
重
要

な
価
値
と
意
義
を
持
ち
得
た
と
い
う
指
摘
は
、
極
め
て
重
要
で
、
日
本
の

学
術
研
究
全
般
の
在
り
方
、
特
質
を
穿
っ
た
も
の
と
言
え
る
。
一
九
三
一

年
以
降
は
、
全
て
が
「
軍
」
を
軸
足
に
回
転
す
る
時
代
が
長
く
続
く
こ
と

に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
の
初
期
研
究
者
た
ち
の
、
個
性
あ
る
自
由
な
研
究

姿
勢
や
そ
の
成
果
に
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
満
洲
事
変
勃
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ス
ラ
ー
ム
的
な
環
境
が
整
備
さ
れ
イ
ス
ラ
ー
ム
に
対
す
る
理
解
は
大
都
市

圏
に
限
ら
ず
、
地
方
の
地
域
社
会
に
お
い
て
も
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え

る
が
、
実
際
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
は
い
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
る
状

況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
、
地
域
社
会
に
お
け
る

イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
、
と
り
わ
け
非
ム
ス
リ
ム
の
日
本
人
た
ち
が
積
極
的
に

参
入
し
て
い
る
ハ
ラ
ー
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
と
、
地
域
社
会
に
お
け
る
ム
ス
リ

ム
留
学
生
対
応
の
現
場
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
に
焦
点
を
絞
っ
た
。

　

本
研
究
の
目
的
に
つ
い
て
、
少
子
高
齢
化
あ
る
い
は
過
疎
化
対
策
に
よ

る
地
域
社
会
創
造
の
場
に
お
い
て
、
地
域
社
会
が
異
文
化
で
あ
る
イ
ス
ラ

ー
ム
を
い
か
に
知
り
理
解
し
て
行
く
の
か
そ
の
過
程
と
実
態
に
つ
い
て
の

調
査
を
報
告
す
る
。
具
体
的
に
は
、
山
梨
県
で
行
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
日
本
初
の
イ
ス
ラ
ー
ム
霊
園
が
開
設
さ

れ
、
ま
た
富
士
山
・
河
口
湖
と
い
う
日
本
有
数
の
観
光
地
を
抱
え
、
県
と

し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
経
済
連
携
を
結
ん
で
積
極
的
に
県
産
品
輸
出
活

動
や
観
光
誘
致
を
行
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

山
梨
県
内
の
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
環
境
整
備
の
状
況
に
は
地
域
差
が
あ

る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
霊
園
を
開
設
し
て
い
る
だ
け
に
イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て

は
寛
容
か
と
い
え
ば
そ
う
と
も
言
え
な
い
。
例
え
ば
山
梨
大
学
の
近
く
に

ム
ス
リ
ム
た
ち
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
土
地
を
購
入
し
た
が
、
数
年
経
過

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
未
だ
も
っ
て
モ
ス
ク
の
開
設
に
至
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
は
地
域
住
民
と
の
交
流
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一
方
で
観
光

業
に
つ
い
て
は
、
ム
ス
リ
ム
観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
対
応
の
た
め
に
か

な
り
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
と
り
わ
け
世
界
的
に
名
の
知
れ
た
観
光
地

で
あ
る
富
士
河
口
湖
地
域
で
は
、
ハ
ラ
ー
ル
対
応
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、
簡
易

礼
拝
室
が
設
置
さ
れ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
対
応
ホ
テ
ル
が
存
在
す
る
。
一
方

っ
た
。
現
在
で
も
、
日
本
の
中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
関
連
資
料
（
名

簿
、
手
書
き
原
稿
、
写
真
資
料
な
ど
を
含
む
）
は
、
ほ
と
ん
ど
が
未
整
理

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
課
題
は
、
研
究
対
象
と
な
る
一
次
資
料
を
出
来
る
限

り
調
査
す
る
こ
と
、
重
要
資
料
の
全
体
概
要
を
紹
介
す
る
こ
と
を
第
一
義

的
な
目
的
と
し
た
。
筆
者
は
、
日
本
人
ム
ス
リ
ム
を
含
む
日
本
に
お
け
る

中
国
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
の
変
遷
を
、
政
治
的
な
背
景
に
依
ら
な
い
で
、
客

観
的
に
記
述
し
、
史
学
的
視
点
か
ら
分
析
・
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
社
会
創
生
の
場
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解

│
│ 

山
梨
県
の
場
合 

│
│

小
村　

明
子

　

少
子
高
齢
化
社
会
の
日
本
で
は
海
外
か
ら
の
人
材
を
活
用
し
、
地
域
社

会
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
試
み
が
様
々
に
行
わ
れ
て
い
る
。
中
で

も
近
年
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
へ
の
生
産
品
や
加
工
品
の
輸
出
及
び
日
本
国
内

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
ハ
ラ
ー
ル
対
応
、
そ
し
て
ム
ス

リ
ム
留
学
生
数
の
増
加
に
よ
る
礼
拝
施
設
の
開
設
な
ど
地
域
社
会
に
お
け

る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
環
境
整
備
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
日
本
全
国

に
マ
ス
ジ
ド
は
八
十
箇
所
以
上
開
設
さ
れ
、
観
光
地
や
空
港
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
駅
な
ど
に
は
簡
易
礼
拝
室
も
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
前
と
比

べ
る
と
か
な
り
ハ
ラ
ー
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
は
増
え
た
。
特
に
地
方
の
地
域

社
会
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
か
ら
の
留
学
生
や
研
修
生
を
将
来
地

域
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
と
し
て
受
け
入
れ
、
地
域
の
地
場
産
業
の
活
性

化
の
た
め
に
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
へ
の
輸
出
業
に
参
入
し
て
い
こ
う
と
す
る

企
業
を
自
治
体
が
支
援
し
た
り
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
。
一
見
す
る
と
イ
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バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
ワ
ー
ル
ド
ク
ラ
ス
教
育
環
境
の
整
備

の
一
環
と
し
て
、
外
国
人
学
生
や
日
本
人
学
生
向
け
の
、
Ｆ
Ｇ
Ｌ
（Fu-

ture Global Leadership

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
て
い
る
。
海
外
に

お
け
る
留
学
生
受
入
促
進
と
学
位
や
単
位
取
得
可
能
な
留
学
生
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
、
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
、
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ａ
）
が
あ

る
た
め
、
東
北
大
学
に
お
け
る
留
学
生
数
は
、
平
成
三
〇
年
五
月
一
日
の

段
階
で
、
約
二
千
八
十
九
人
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
学
生
の
う
ち
十
二
％

が
留
学
生
で
あ
る
。
在
学
し
て
い
る
留
学
生
の
存
在
が
増
加
し
て
い
る
の

で
、
国
籍
・
文
化
の
多
様
化
す
る
東
北
大
学
は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
の
施

設
も
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
留
学
生
と
一
緒
に
勉
強
や
異
文
化
交

流
で
き
る
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
学
習
室
」
や
川
内
南

キ
ャ
ン
パ
ス
の
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
オ
ア
シ
ス
」
等
が
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　

東
北
大
学
は
近
年
よ
り
国
際
的
な
環
境
に
な
り
、
留
学
生
受
入
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
、
教
育
や
文
化
交
流
の
場
を
設
置
し
て
い
る
が
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
学
生
た
ち
が
持
つ
宗
教
や
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
制
度
や
環
境

に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
に
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
現
在
、
日
本

政
府
は
留
学
生
数
を
さ
ら
に
増
や
す
方
針
を
掲
げ
て
お
り
、
大
学
生
の
文

化
的
や
宗
教
的
多
様
性
は
さ
ら
に
豊
か
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、

宗
教
は
個
人
の
領
域
に
属
す
る
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
公
の
場

で
は
語
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
ム
ス
リ
ム
留
学
生
の
観
点
か
ら
、
ム
ス
リ
ム
留
学
生
が
持

っ
て
い
る
「
信
仰
」
に
対
す
る
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
義
務
で
あ
る
「
礼

拝
」
を
中
心
に
、
東
北
大
学
の
具
体
的
な
対
応
と
取
り
組
み
、
又
そ
の
中

に
生
じ
た
課
題
を
探
っ
て
み
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
教
義
で
あ
る
「
六
信

で
、
同
じ
観
光
地
を
抱
え
る
甲
府
市
や
笛
吹
市
と
い
う
地
域
で
は
ハ
ラ
ー

ル
対
応
は
進
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
い
つ
来
る
か
わ

か
ら
な
い
少
数
の
観
光
客
を
相
手
に
対
応
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

地
域
社
会
創
造
の
場
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
環
境
整
備
に
関
し

て
、
実
は
地
域
に
居
住
す
る
ム
ス
リ
ム
の
存
在
が
大
い
に
関
わ
っ
て
く
る

こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
山
梨
県
に
限
ら
ず
多
く
の
地
方
で
は
ム
ス

リ
ム
留
学
生
が
大
学
等
の
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
人
手
不
足
の
解
消
の
た

め
地
元
企
業
や
団
体
に
パ
ー
ト
従
業
員
（
あ
る
い
は
卒
業
後
に
フ
ル
タ
イ

ム
社
員
）
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
観
光
客
用
の
簡
易
礼
拝
施
設

や
ハ
ラ
ー
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
は
地
域
在
住
の
ム
ス
リ
ム
も
ま
た
利
用
す
る
か

ら
で
あ
る
。

　

非
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
環
境
づ
く
り
は
、
地
域
振
興
の

み
な
ら
ず
日
本
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
日

本
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
は
あ
く
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
に
根
ざ
し
た
理
解
に
す

ぎ
な
い
。
一
方
で
モ
ス
ク
の
開
設
等
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な

環
境
づ
く
り
は
地
域
住
民
と
の
交
流
に
よ
る
双
方
向
な
理
解
が
必
要
と
な

る
。
例
え
ば
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
お
い
て
知
り
得
た
こ
と
で
あ
る
が
、

ム
ス
リ
ム
の
言
動
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
う
積
極
的
な
理
解
が
示
さ
れ
る
場

で
さ
え
も
非
ム
ス
リ
ム
の
日
本
人
の
イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
。

東
北
大
学
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
留
学
生
向
け
の

礼
拝
施
設
設
置
の
現
状
と
課
題

ア
ン
デ
ィ
・
ホ
リ
ッ
ク
・
ラ
ム
ダ
ニ

　
「
留
学
生
30
万
人
計
画
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
東
北
大
学
は
グ
ロ
ー
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必
ず
し
も
ム
ス
リ
ム
の
学
生
の
た
め
に
礼
拝
所
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
わ
け
で
は
な
く
、
も
し
大
学
が
政
教
分
離
の
原
理
を
守
り
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
知
識
人
や
大
学
人
の
行
動
が
期
待
さ
れ
、
ム
ス
リ
ム
が
ど
こ
で

も
礼
拝
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
の
国
立
大
学
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
学
生
の

礼
拝
空
間
を
め
ぐ
る
と
り
く
み

岩
崎　

真
紀

　

近
年
、
日
本
で
は
ム
ス
リ
ム
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
も

高
等
教
育
関
連
施
策
の
な
か
で
「
多
様
な
文
化
的
・
宗
教
的
背
景
に
配
慮

し
た
環
境
整
備
」
に
言
及
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
も
っ

と
も
根
本
的
で
重
要
な
宗
教
的
義
務
の
ひ
と
つ
に
礼
拝
が
あ
る
。
礼
拝
の

特
徴
に
即
し
て
大
学
内
で
の
礼
拝
空
間
を
考
え
た
と
き
、
つ
ぎ
の
三
点
が

重
要
と
な
る
。
①
金
曜
の
集
団
礼
拝
に
対
応
で
き
る
一
定
の
広
さ
、
②
手

足
の
清
め
（
ウ
ド
ゥ
ー
）
の
た
め
の
水
場
、
③
男
女
の
分
離
の
義
務
に
対

応
す
る
た
め
の
空
間
的
分
離
、
も
し
く
は
、
そ
の
た
め
の
用
具
（
カ
ー
テ

ン
、
衝
立
な
ど
）
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
在
日
ム
ス
リ
ム
学
生

の
礼
拝
空
間
に
つ
い
て
先
駆
的
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
和
歌
山
大
学
、

九
州
大
学
、
筑
波
大
学
の
取
り
組
み
に
関
し
て
、
礼
拝
空
間
に
対
応
す
る

事
務
職
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
各
大
学
の
現
状
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
宗
教
を
含
め
た
多
様
性
に
配
慮
し
た
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
構

築
の
た
め
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

和
歌
山
大
学
は
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
、
実
質
的
な
礼
拝
空
間
で
あ
る

「
多
文
化
協
働
室
」
を
開
室
し
た
。
こ
の
部
屋
は
、
名
称
の
と
お
り
、「
ム

ス
リ
ム
の
た
め
の
礼
拝
室
」
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
学
生
に
開
か
れ
た
空

五
行
」
の
中
で
、
礼
拝
は
中
心
的
な
信
仰
行
為
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教

徒
の
日
常
生
活
に
一
日
五
回
定
め
ら
れ
た
時
間
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
義
務
と
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で
は
、
モ
ス
ク
に
よ
る
礼
拝
の
呼
び
か
け
が
鳴
っ
た

ら
、
礼
拝
の
時
間
で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
も

し
、
モ
ス
ク
か
ら
離
れ
る
場
所
に
い
れ
ば
、
デ
パ
ー
ト
や
大
学
内
に
あ
る

モ
ス
ク
で
、
安
心
に
礼
拝
で
き
る
。
一
方
で
、
非
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
の
環
境

で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
本
研
究
で
事
例
と
し
た
東
北
大
学
内
で
は
、
正
式

な
礼
拝
施
設
は
な
い
が
、
教
員
の
取
り
組
み
で
、
契
約
制
で
あ
る
金
曜
礼

拝
用
の
空
き
室
や
「
国
際
交
流
室
」
に
お
け
る
「
祈
禱
室
」
を
設
置
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
留
学
生
が
毎
年
増
え

て
い
る
と
い
う
現
実
を
見
た
う
え
で
、
大
学
は
常
に
、
学
生
全
体
へ
の
平

等
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
一
部
の
学
生
が
特
別
に
支
援

さ
れ
た
り
又
は
排
除
さ
れ
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
し
て
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。
学
生
が
平
等
に
教
育
を
受
け
研
究
を
進
め
、
更
に

国
際
的
大
学
な
ら
で
は
の
協
働
が
で
き
る
よ
う
に
、
大
学
の
環
境
整
備
と

し
て
の
礼
拝
施
設
設
置
と
い
う
支
援
を
行
う
こ
と
は
既
に
正
し
い
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
、
観
察
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
み
る
と
、
ム
ス
リ
ム

留
学
生
は
、
礼
拝
時
間
に
な
っ
た
ら
、
大
学
が
設
置
し
た
施
設
に
て
礼
拝

す
る
よ
り
、
直
ち
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
礼
拝
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
周
り

か
ら
注
意
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ム
ス
リ
ム
留
学
生
の
非

ム
ス
リ
ム
人
に
対
す
る
危
惧
を
排
除
す
る
た
め
に
、
ホ
ス
ト
側
と
し
て
の

日
本
人
が
ム
ス
リ
ム
に
理
解
を
示
し
た
り
、
配
慮
し
た
り
す
る
な
ど
の
歩

み
寄
り
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
所
在
と
考
え
ら
れ
る
。
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
あ
り
、
担
当
者
／
部
局
間
の
連
携
が
取
れ
、
ム
ス
リ
ム
学
生
と

の
交
流
が
取
れ
て
い
る
大
学
ほ
ど
、
迅
速
で
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い

る
。

　

今
般
の
調
査
結
果
か
ら
は
、「
構
成
員
の
意
識
向
上
」
と
「
組
織
の
刷

新
」
と
い
う
二
方
向
か
ら
、
大
学
の
礼
拝
空
間
に
関
す
る
状
況
に
、
い
く

つ
か
の
改
善
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
構
成

員
の
意
識
向
上
」
と
し
て
は
、
ま
ず
、
宗
教
的
多
様
性
へ
の
配
慮
は
今
や

不
可
欠
な
事
柄
で
あ
り
、
大
学
が
そ
う
し
た
配
慮
を
す
る
こ
と
に
は
、
大

学
教
育
と
大
学
経
営
の
面
か
ら
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
共
通
認
識
と
し

て
持
つ
こ
と
で
あ
る
。「
組
織
の
刷
新
」
と
し
て
は
、
合
意
形
成
の
過
程

に
、
ム
ス
リ
ム
学
生
、
日
本
人
学
生
、
非
ム
ス
リ
ム
留
学
生
、
宗
教
を
専

門
と
す
る
教
員
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
学
側
が
危
惧

す
る
「
学
生
間
の
公
平
性
」
を
保
ち
つ
つ
、
当
事
者
の
要
望
と
専
門
的
な

知
見
を
共
有
し
、
大
学
側
に
、
よ
り
客
観
的
で
、
的
確
な
イ
ス
ラ
ー
ム
理

解
を
も
た
ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ム
ス
リ
ム
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
普
遍
化
と
規
範
の
一
律
化
を
め
ぐ
っ
て

八
木
久
美
子

　

最
近
の
イ
ス
ラ
ム
研
究
で
は
新
興
中
間
層
の
イ
ス
ラ
ム
志
向
と
経
済
活

動
の
関
連
が
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
勢
力

が
活
動
の
舞
台
を
政
治
か
ら
市
場
へ
移
行
し
た
と
い
う
観
点
か
ら
論
ず
る

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
本
発
表
で
は
消
費
者
の
側
に
注
目
し
、
消
費

行
動
が
ム
ス
リ
ム
と
し
て
の
自
己
像
と
ど
う
結
び
つ
く
か
を
問
う
。
前
提

と
な
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
顕
著
に
な
る
イ
ス
ラ
ム
復
興
、
そ
れ
に

間
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
る
。

　

九
州
大
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
伴
い
、
二
〇
一
〇
年
前
後
に
ム
ス
リ

ム
学
生
か
ら
礼
拝
場
所
に
つ
い
て
の
要
望
が
出
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
ム

ス
リ
ム
学
生
が
多
く
所
属
す
る
工
学
部
が
、
あ
る
建
物
の
回
廊
部
分
を
簡

易
礼
拝
空
間
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
、
大
学
全
体
と

し
て
の
礼
拝
空
間
に
関
し
て
は
、
議
論
が
ま
と
ま
ら
ず
、
未
だ
設
置
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

筑
波
大
学
は
、
前
二
校
と
異
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
礼
拝
空
間
を
設

置
し
な
い
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
表
明
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
四

月
に
教
職
員
宛
に
発
行
さ
れ
た
こ
の
文
書
で
は
、
国
立
大
学
と
し
て
、
憲

法
に
謳
わ
れ
た
信
教
の
自
由
を
尊
重
し
、
順
守
す
る
が
、
大
学
は
特
定
の

宗
教
や
そ
の
団
体
に
特
権
を
与
え
る
立
場
に
は
な
く
、
留
学
生
や
教
職
員

か
ら
要
望
は
出
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
場
の
確
保
は
困
難
な
状
況
に
あ

る
と
い
う
趣
旨
の
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
同
年
、
キ

ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
す
る
国
際
学
生
寮
に
は
瞑
想
室
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
は
モ
ス
ク
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
大
学
の
担
当
事
務
職
員
も
、「
ス
ペ
ー
ス
不
足
」
と
「
学
生

間
の
公
平
性
へ
の
懸
念
」
を
礼
拝
空
間
設
置
の
最
大
の
障
害
と
認
識
す
る

一
方
、
憲
法
二
〇
条
の
政
教
分
離
の
原
則
と
教
育
基
本
法
一
五
条
の
学
内

で
の
特
定
宗
教
の
活
動
の
禁
止
の
原
則
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
し

な
い
、
も
し
く
は
、
大
き
な
障
害
と
し
て
は
と
ら
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

礼
拝
空
間
設
置
に
要
し
た
時
間
は
、
和
歌
山
大
学
が
四
カ
月
、
筑
波
大

学
（
寮
の
瞑
想
室
）
が
四
年
の
一
方
、
九
州
大
学
は
要
望
が
出
た
年
か
ら

九
年
経
つ
二
〇
一
八
年
現
在
も
、
設
置
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う

な
違
い
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
あ
る
の
が
、
合
意
形
成
に
関
わ
っ
た
者
と
リ
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て
、
さ
ら
に
は
階
層
に
よ
っ
て
も
今
日
ま
で
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
エ
ジ
プ

ト
を
例
に
と
る
と
、
一
九
二
〇
年
代
の
初
頭
に
上
流
階
級
で
顔
の
ベ
ー
ル

を
は
ず
す
動
き
が
始
ま
り
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代
に
は
都
市
部
の
教
育

の
あ
る
階
層
で
顔
だ
け
で
な
く
髪
の
ベ
ー
ル
を
も
は
ず
す
こ
と
が
標
準
と

な
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
徐
々
に
髪
を
覆
う
新
し
い
ベ
ー

ル
の
着
用
が
拡
大
し
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
髪
を
覆
っ
て
い
な
い
女
性
の

ほ
う
が
圧
倒
的
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
な
り
、
さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
な

る
とm

odest fashion

と
呼
ば
れ
る
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
「
イ
ス
ラ
ム
／
ム

ス
リ
ム
的
」
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
誕
生
す
る
。
こ
う
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

可
能
に
し
た
の
は
、
髪
を
ベ
ー
ル
で
覆
う
こ
と
と
肌
の
露
出
の
忌
避
が

「
イ
ス
ラ
ム
／
ム
ス
リ
ム
性
」
の
一
律
の
基
準
と
さ
れ
、
こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
服
を
着
る
こ
と
が
正
し
い
「
イ
ス
ラ
ム
／
ム
ス
リ
ム
的
」
実

践
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
非
ム
ス
リ
ム
が
こ

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
市
場
に
参
入
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
消
費
行
動
は
一
人
の
人
間
が
み
ず
か
ら
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
密
接
に
結
び
つ
く
。
複
数
の

商
品
の
な
か
か
ら
選
択
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
消
費
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
以
上
、
消
費
行
動
が
差
異
を
示
す
記
号
と
な
る
の
は
当
然
で
あ

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
消
費
を
通
し
た
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
像
に
つ

い
て
の
問
い
直
し
は
、
ま
さ
に
ア
サ
ド
の
い
うdiscursive tradition

と
し
て
の
イ
ス
ラ
ム
か
ら
は
ず
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
と
同
時
に
ま
さ
に
今
日
的
と
思
わ
れ
る
新
し
い
側
面
も
あ
る
。
そ
れ

は
議
論
を
主
導
し
て
い
る
の
が
ウ
ラ
マ
ー
で
は
な
く
、
経
済
力
と
高
い
情

報
収
集
力
、
情
報
発
信
力
を
も
っ
た
「
中
間
層
」
と
い
う
人
々
だ
と
い
う

点
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
非
ム
ス
リ
ム
を
も
含
め
た
多
様
な
オ
ー
デ
ィ
エ

続
く
日
常
生
活
に
ま
で
及
ぶ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
、
そ
し
て
経
済
面
で

は
新
自
由
主
義
的
経
済
政
策
、
市
場
原
理
の
導
入
で
あ
り
、
こ
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
の
が
イ
ス
ラ
ム
志
向
の
強
い
新
し
い
中
間
層
で
あ
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
は
正
し
い
実
践
を
軸
と
す
る
オ
ー
ソ
プ
ラ
ク
シ
ー
の
宗
教
で

あ
り
つ
つ
、
そ
れ
と
同
時
に
世
界
宗
教
で
あ
る
が
、
従
来
は
何
が
正
し
い

実
践
で
あ
る
か
の
判
断
は
各
地
域
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
埋
め
込
ま
れ
、
そ

れ
ら
は
日
常
的
な
反
復
に
よ
っ
て
無
意
識
の
う
ち
に
習
得
さ
れ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
土
地
の
慣
習
が
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
に
よ
る
も
の

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

こ
れ
を
揺
る
が
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
の
な
か
で
も
イ
ス
ラ
ム
の
教
え

に
適
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
、
そ
の
よ
う
に
認
知
さ
れ
る
、
新
し
い

「
イ
ス
ラ
ム
／
ム
ス
リ
ム
的
」
実
践
と
い
う
も
の
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

　

本
発
表
の
文
脈
に
お
い
て
と
く
に
注
目
す
べ
き
な
の
は
消
費
に
直
結
す

る
部
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
他
の
宗
教
に

属
す
る
者
で
は
な
く
、
宗
教
を
も
た
な
い
者
で
も
な
く
、
ム
ス
リ
ム
と
し

て
生
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
実
践
、
そ
し
て
特
定
地
域
に
埋
め

込
ま
れ
な
い
世
界
の
ど
の
場
所
で
も
有
効
な
実
践
、
い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル

な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
の
イ
ス
ラ
ム
性
／
ム
ス
リ
ム
性
の
マ
ー
カ
ー

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
目
に
見
え
る
実
践
、
公
的
な
空
間
で

な
さ
れ
る
実
践
、
そ
し
て
他
の
宗
教
や
文
化
と
の
差
異
を
際
立
た
せ
る
実

践
が
も
っ
と
も
重
要
に
な
る
。

　

例
と
し
て
、
本
発
表
で
は
女
性
の
衣
服
の
例
を
挙
げ
る
。
コ
ー
ラ
ン
に

は
美
し
い
部
分
を
隠
せ
と
い
う
趣
旨
の
記
述
が
あ
る
の
み
で
、
女
性
の
衣

服
に
つ
い
て
の
詳
細
な
指
示
は
な
い
。
そ
の
た
め
ム
ス
リ
ム
の
女
性
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
服
装
を
す
る
か
は
、
時
代
に
よ
っ
て
地
域
に
よ
っ
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ン
ス
を
前
に
ム
ス
リ
ム
を
「
演
じ
る
」
こ
と
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
ム
ス

リ
ム
と
認
知
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ム
ス
リ
ム
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
確

立
す
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
間
接
的
で
あ
れ
、
非
ム
ス
リ
ム
が
果
た
し
て
い

る
役
割
の
大
き
さ
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
十
三
部
会

文
化
と
し
て
の
韓
国
巫
俗 

│
│ 

巫
俗
を
正
当
化
す
る
た
め
の
論
理 

│
│

新
里　

喜
宣

　

本
発
表
は
、
韓
国
巫
俗
（
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
を
「
文
化
」
と
し
て
語

る
際
の
論
理
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
韓
国
で
自
国
の

文
化
へ
の
見
直
し
の
作
業
が
進
め
ら
れ
る
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
巫
俗
に

対
す
る
否
定
的
な
社
会
的
視
線
を
意
識
し
な
が
ら
、
如
何
な
る
論
理
か
ら

巫
俗
の
価
値
が
再
考
さ
れ
た
の
か
、
と
く
に
そ
れ
を
「
文
化
」
と
し
て
語

る
際
の
言
説
に
注
目
す
る
。

　

巫
俗
言
説
に
お
い
て
、「
文
化
」
と
「
宗
教
」
は
対
照
的
な
意
味
を
与

え
ら
れ
て
き
た
。「
民
俗
文
化
」、「
伝
統
文
化
」、「
固
有
文
化
」
な
ど
、

呼
称
は
多
様
だ
が
、
巫
俗
の
価
値
を
肯
定
し
、
こ
れ
に
価
値
を
与
え
よ
う

と
す
る
際
、
も
っ
と
も
多
く
使
わ
れ
た
の
が
文
化
と
い
う
概
念
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
巫
俗
が
文
化
と
し
て
語
ら
れ
る

文
脈
で
、
い
わ
ば
そ
の
「
宗
教
的
」
な
部
分
は
排
除
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
宗
教
」
と
は
、
ム
ー
ダ
ン
（
シ
ャ

ー
マ
ン
）
と
信
者
・
依
頼
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
思
想
や
実
践
、
と
規

定
で
き
よ
う
が
、
巫
俗
の
核
心
的
な
部
分
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
韓

国
で
も
、「
迷
信
」
や
「
似
非
」
と
い
う
表
現
で
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
巫
俗
が
迷
信
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
っ

て
、
巫
俗
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
論
理
が
作
用
し
た
と
い
う
面
も
あ
ろ

う
が
、
何
よ
り
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
宗
教
」
概
念
の
影

響
で
、
巫
俗
が
再
考
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
宗
教
的
な
領
域
に

つ
い
て
は
依
然
と
し
て
否
定
的
な
認
識
が
作
用
し
て
い
た
、
と
い
う
点
が

指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

韓
国
で
は
一
九
六
〇
年
代
以
降
も
、
巫
俗
を
主
た
る
対
象
と
し
た
迷
信

打
破
運
動
が
推
進
さ
れ
た
が
、
同
時
に
国
家
は
巫
俗
の
文
化
的
価
値
を
肯

定
す
る
企
画
、
行
事
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
迷
信
打
破
運
動
を
推
進
し
な

が
ら
巫
俗
の
文
化
的
側
面
は
肯
定
す
る
、
と
い
う
国
家
の
態
度
は
明
確
な

矛
盾
を
孕
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
矛
盾
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
主
に
研
究
者
が
該
当
す
る
が
、
こ
の
矛
盾
を
鋭
く

見
破
っ
た
主
体
が
存
在
し
た
。
研
究
者
は
、
迷
信
と
し
て
批
判
さ
れ
て
い

る
巫
俗
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
正
当
化
す
る
た
め
の
論
理
を
構
築
し
て
い
っ

た
。

　

巫
俗
の
正
当
化
作
業
は
「
宗
教
を
排
除
し
た
包
摂
」
と
も
呼
べ
る
も
の

で
あ
っ
た
が
、
文
化
と
し
て
の
巫
俗
言
説
は
、
主
に
三
つ
の
類
型
に
分
け

て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
性
、
社
会
性
、
芸
術
性
の
三

つ
の
類
型
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
理
は
、
韓
国
で
学
術
研
究
が
活
発
に

な
る
一
九
六
〇
年
代
以
降
、
と
く
に
七
〇
年
代
以
降
に
活
発
に
提
起
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
が
、
研
究
者
の
言
説
に
刺
激
を
受
け
た
新
聞
記
者
、
知
識

人
な
ど
が
媒
介
と
な
っ
て
、
社
会
的
に
も
一
部
共
有
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
。

　

ま
ず
、「
歴
史
性
」
の
論
理
に
関
し
て
、
こ
れ
は
「
根
っ
こ
」、「
源
泉
」、

「
基
盤
」
の
概
念
か
ら
韓
民
族
の
歴
史
を
保
存
、
維
持
す
る
も
の
と
し
て

巫
俗
に
価
値
を
与
え
る
論
理
で
あ
る
。
韓
国
文
化
の
発
生
源
と
し
て
巫
俗

を
肯
定
す
る
言
説
が
こ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
が
、
反
対
に
、
現
在
の
巫

俗
に
つ
い
て
は
否
定
的
に
捉
え
る
視
点
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
社
会
性
」
の
論
理
は
、「
団
結
」、「
協
同
」、「
結
合
」
と
い
う
概
念
か
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「
恨
」
に
「
民
族
性
」「
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
が
付
与
さ
れ
始

め
た
時
期
と
し
て
、
六
〇
年
代
に
着
目
し
た
。

　

六
〇
年
代
の
韓
国
は
、
対
北
朝
鮮
と
の
体
制
間
競
争
と
旧
宗
主
国
日
本

と
の
国
交
回
復
と
い
う
一
大
事
業
を
な
す
た
め
、
民
族
的
な
自
己
認
識
を

確
認
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
六
〇
年
代
中
盤
か
ら
、
体

制
派
、
反
体
制
派
と
も
に
「
韓
国
的
な
る
も
の
」
の
探
求
を
行
う
よ
う
に

な
り
、「
民
族
文
化
」
の
発
見
・
再
認
識
の
た
め
の
活
動
が
活
発
化
し
た
。

　

本
発
表
で
は
、
ま
ず
、
六
〇
年
代
の
恨
言
説
に
つ
い
て
、「
文
学
界
の

動
き
」
と
「
東
亜
日
報
の
記
事
」
の
二
つ
を
考
察
し
た
。

　

こ
の
時
期
、
文
学
界
で
は
、「
恨
」
を
植
民
主
義
的
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で

否
定
的
な
自
画
像
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
七
〇
年
―
八
〇
年
代
に
盛
ん
に

語
ら
れ
た
「
悲
哀
的
か
つ
審
美
的
な
固
有
の
文
化
」
と
い
う
、
現
在
に
も

続
く
「
恨
」
の
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
分
析
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
「K

H
code

」
を
用
い
て
分
析
し
た
一

九
四
六
年
か
ら
七
〇
年
ま
で
の
新
聞
記
事
（
東
亜
日
報
）
に
つ
い
て
は
、

分
析
の
結
果
、
六
二
年
前
後
で
「
恨
」
の
使
わ
れ
方
が
変
わ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
六
二
年
以
前
は
、
三
〇
％
以
上
が
政
治
（
選
挙
で
の
落
選
）
と

の
関
わ
り
で
「
恨
」
を
用
い
て
お
り
、
こ
こ
で
の
「
恨
」
は
「
個
人
的
な

悔
い
」
や
「
無
念
さ
」
の
表
象
で
し
か
な
い
。K

H
code

で
頻
度
別
単

語
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、「
民
族
」
と
い
う
語
が
、
二
番
目
に
多
く
登
場

す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
六
〇
年
代
ま
で
は
個
人
と
し
て
の
植
民
地
体
験

の
中
で
「
民
族
」
を
用
い
て
い
た
が
、
六
〇
年
代
か
ら
は
、「
民
族
性
」

「
民
族
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
、「
民
族
」
と

「
恨
」
を
絡
め
る
記
事
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

各
記
事
を
分
析
す
る
と
、
六
五
年
の
日
韓
基
本
条
約
を
め
ぐ
り
、「
反

ら
巫
俗
が
社
会
に
寄
与
す
る
点
を
示
す
。
た
だ
、
か
か
る
視
点
に
立
つ
と
、

現
在
の
巫
俗
の
な
か
で
主
に
共
同
体
の
維
持
に
役
立
つ
部
分
が
肯
定
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
巫
俗
の
実
践
に
お
い
て
核
と
な
る
ム
ー
ダ
ン
の
存
在
、

あ
る
い
は
ム
ー
ダ
ン
と
依
頼
者
と
の
間
で
成
り
立
つ
小
規
模
の
儀
礼
、
占

い
な
ど
は
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
の
「
芸
術
性
」
の
論
理
は
、「
文
芸
」、「
技
芸
」、「
芸
能
」
な
ど

の
概
念
で
韓
民
族
固
有
の
感
覚
や
美
意
識
に
価
値
を
見
出
す
視
点
で
あ

る
。
歴
史
性
で
は
過
去
の
巫
俗
、
社
会
性
で
は
現
在
の
巫
俗
の
な
か
で
共

同
体
志
向
的
な
部
分
、
芸
術
性
で
は
現
在
の
巫
俗
の
な
か
で
芸
術
的
に
特

に
優
れ
て
い
る
部
分
が
肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
巫
俗
は
芸
術
と
し
て

意
味
が
あ
る
の
だ
と
い
う
見
解
が
押
し
出
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
反
対
に
、

巫
俗
の
宗
教
的
な
部
分
は
露
骨
に
排
除
さ
れ
る
傾
向
が
表
れ
る
。
歴
史

性
、
社
会
性
、
芸
術
性
の
論
理
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
巫
俗
言
説
に

お
い
て
核
心
的
な
機
能
を
果
た
し
た
。

韓
国
の
恨
言
説

│
│ 

六
〇
年
代
の
民
族
的
恨
言
説
の
誕
生
に
つ
い
て 
│
│

古
田　

富
建

　

本
発
表
は
、「
悲
哀
の
美
」
を
核
と
し
て
、
韓
国
人
お
よ
び
韓
国
文
化

の
固
有
の
心
性
／
概
念
と
さ
れ
る
「
恨
」
を
、
構
築
主
義
的
な
言
説
研
究

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究
の
一
つ
で
あ
る
。

　
「
恨
」
が
韓
国
固
有
の
文
化
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
文
学
界
で

は
「
恨
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
た
が
、「
恨
」
を
審
美
的
に
捉
え
た

り
、「
民
族
性
」
と
し
て
誇
示
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
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の
機
能
・
用
法
の
記
述
、
文
献
学
的
裏
付
け
、
及
び
護
符
の
加
持
・
聖
化

に
関
す
る
儀
礼
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
発
表
は
そ
の
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
護
符
の
機
能
、
及
び
関
連
儀
礼
に
関
す
る

記
述
を
含
む
文
献
は
、
チ
ベ
ッ
ト
僧
・
ジ
ャ
ム
グ
ン
・
コ
ン
ト
ゥ
ル
・

ロ
ド
ゥ
・
タ
イ
ェ
（’jam

 m
gon kong sprul blo gros m

tha ’ yas:

一
八
一
三
―
一
八
九
九
）
が
編
纂
し
た
埋
蔵
教
典
全
集
『
リ
ン
チ
ェ
ン
・

テ
ル
ズ
ー
（rin chen gter m

dzod

）』
に
散
在
す
る
。
本
発
表
で
は
、

前
述
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
幾
つ
か
の
護
符
を
取
り
上
げ
、
同
教
典

全
集
所
収
『
秘
密
印
・
御
心
の
成
就
法
』（gsang m

tshan thugs kyi 
sgrub pa

）
及
び
『
甚
深
な
道
・
空
行
母
の
秘
密
の
法
蔵
』（zab lam

 
m

kha ’ ’gro ’i gsang m
dzod

）
に
見
え
る
記
述
と
、
現
地
調
査
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
と
の
比
較
考
察
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
蛇
を
咥
え
た
ガ

ル
ダ
（
金
翅
鳥
）
の
姿
が
描
か
れ
た
護
符
（
民
博
標
本
番
号
：
Ｈ
〇
〇
八

〇
三
六
二
）
に
つ
い
て
『
秘
密
印
・
御
心
の
成
就
法
』
に
は
「
こ
の
荒
々

し
い
ガ
ル
ダ
を
城
郭
の
頂
や
山
頂
に
安
置
す
る
こ
と
で
種
々
の
伝
染
病
を

退
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
た

ち
に
依
れ
ば
、
こ
の
護
符
は
「
龍
の
病
」（
発
疹
・
水
泡
な
ど
を
中
心
と

す
る
皮
膚
病
）
と
「
惑
星
の
病
」（
麻
痺
）
の
治
癒
に
役
立
つ
も
の
で
あ

り
、
ま
た
護
符
を
貼
付
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
家
屋
の
入
り
口
に
貼
り

付
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
と
、
人
間
が
身
に
付
け
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
二
つ
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
護
符
の
機
能
や
用
法
に

つ
い
て
は
、
文
献
の
記
述
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
た
ち
の
見
解
に
乖
離
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
依
っ
て
も
意
見
が
異
な
る
場

合
が
少
な
く
な
い
。
本
発
表
で
は
こ
う
し
た
相
違
に
つ
い
て
指
摘
し
つ

日
感
情
」
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
高
揚
し
始
め
た
六
三
年
以
降
、
徐
々
に

「
民
族
／
民
族
性
と
し
て
の
恨
」
の
形
成
が
起
き
て
お
り
、
恨
と
民
族
性

が
結
び
つ
き
を
強
め
る
過
程
に
、「
日
本
」
の
存
在
（
反
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
）
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

六
〇
年
代
の
恨
言
説
か
ら
は
、「
植
民
地
主
義
的
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
自

画
像
」
と
「
求
心
力
を
求
め
る
集
団
（
民
族
）」
と
が
結
び
つ
く
様
相
を

見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。「
悲
哀
を
核
と
し
た
固
有
の
民
族
（
集
団
的
）

の
心
性
」
と
し
て
の
恨
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
と
し
て
、
意

義
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

チ
ベ
ッ
ト
の
護
符
と
リ
ン
チ
ェ
ン
・
テ
ル
ズ
ー

津
曲　

真
一

　

一
九
七
九
年
に
国
立
民
族
学
博
物
館
は
「
チ
ベ
ッ
ト
仏
画
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
を
購
入
し
た
。
そ
の
内
容
は
千
点
を
超
す
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
及
び
ボ
ン

教
の
護
符
と
そ
れ
を
刻
し
た
版
木
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
ボ
ン
教
は

イ
ン
ド
仏
教
の
影
響
を
受
け
つ
つ
独
自
の
教
義
・
哲
学
体
系
を
作
り
上
げ

て
き
た
が
、
一
方
で
民
間
信
仰
を
も
貪
欲
に
取
り
込
み
、
独
特
な
宗
教
実

践
を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
宗
教
実
践
に
は
、
宗
教
的
価

値
の
実
現
を
目
的
と
し
た
超
越
的
原
理
と
、
民
間
信
仰
に
由
来
す
る
と
考

え
ら
れ
る
世
俗
的
原
理
と
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
の
二
つ
を
結
び
つ
け
る

た
め
の
仕
掛
け
と
し
て
「
呪
物
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ

う
し
た
呪
物
の
う
ち
、
今
日
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
徒
や
ボ
ン
教
徒
に
と
っ
て

最
も
身
近
な
モ
ノ
の
一
つ
が
護
符
で
あ
り
、
そ
の
機
能
は
今
も
失
わ
れ
て

い
な
い
。
発
表
者
は
現
在
も
尚
チ
ベ
ッ
ト
文
化
域
で
広
く
用
い
ら
れ
る
護

符
に
着
目
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
と
の
共
同
作
業
を
通
じ
て
、
そ
れ
ら
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で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
を
対
象
と
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
民
主
化
運
動
期

の
ネ
パ
ー
ル
に
お
い
て
ダ
ル
マ
・
ニ
ラ
ペ
ク
シ
ャ
を
主
張
す
る
主
要
な
団

体
に
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
の
在
家
者
団
体
が
関
わ
っ
て
い
る
点
、
次
に
、
そ

の
概
念
の
提
唱
者
と
し
て
、
同
誌
の
当
時
の
編
集
委
員
長
だ
っ
た
ア
ム
リ

タ
ナ
ン
ダ
比
丘
が
挙
げ
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
一
九
八
九
年
六
月
〜

一
九
九
〇
年
十
月
（
一
七
巻
二
号
〜
十
八
巻
六
号
）
で
、
主
に
憲
法
草
案

〜
九
〇
年
憲
法
発
布
ま
で
の
議
論
が
活
発
化
す
る
四
ヶ
月
間
を
含
む
期
間

を
対
象
と
し
た
。
雑
誌
の
内
容
は
、
ネ
パ
ー
ル
人
比
丘
の
説
教
や
講
話
の

報
告
の
ほ
か
、
ブ
ッ
ダ
ガ
ヤ
ー
で
仏
教
復
興
運
動
を
牽
引
し
た
ダ
ル
マ
パ

ー
ラ
や
、
仏
教
へ
の
大
規
模
改
宗
に
よ
り
不
可
触
運
動
を
展
開
し
た
ア
ン

ベ
ー
ド
カ
ル
ら
の
言
葉
、
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
の
指
導
者
ゴ
エ
ン
カ
の
記

事
、
在
家
信
者
や
文
学
者
に
よ
る
仏
教
に
か
か
わ
る
論
文
な
ど
が
、
ネ
パ

ー
ル
語
、
ネ
ワ
ー
ル
語
、
英
語
で
記
さ
れ
て
お
り
、
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る

「
近
代
仏
教
運
動
」
の
影
響
が
読
み
取
れ
る
。

　

一
九
九
〇
年
四
―
五
月
号
に
は
、
同
年
四
月
二
〇
日
に
「
ダ
ル
マ
・
ニ

ラ
ペ
ク
シ
ャ
憲
法
の
た
め
の
懇
願
」
を
行
う
集
会
の
報
告
に
初
め
て
こ
の

語
が
紙
面
上
で
確
認
で
き
、
こ
の
時
す
で
に
憲
法
へ
の
記
載
を
巡
っ
て
活

動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
ア
ム

リ
タ
ナ
ン
ダ
比
丘
は
「（
略
）
ダ
ル
マ
（
補
：
宗
教
）
が
必
要
な
い
と
い
う

意
味
で
は
な
い
。
ダ
ル
マ
・
ニ
ラ
ペ
ク
シ
ャ
の
意
味
と
は
、
全
て
の
ダ
ル

マ
を
偏
見
な
く
見
る
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ル
マ
・
ニ
ラ
ペ
ク
シ
ャ
の
意
味
を

理
解
す
る
の
に
英
語
の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
必
要
は
な
く
、
自
分
の

文
化
の
辞
書
で
多
く
の
意
味
が
見
つ
か
る
。（
略
）
ダ
ル
マ
と
い
う
点
に

つ
い
て
、
い
ず
れ
か
の
側
に
つ
く
の
を
し
な
い
人
々
を
『
ダ
ル
マ
・
ニ
ラ

ペ
ク
シ
ャ
』
と
言
っ
て
い
る
。
…
」
し
か
し
な
が
ら
、
同
誌
に
お
け
る
そ

つ
、
こ
う
し
た
相
違
が
生
じ
た
経
緯
に
つ
い
て
更
に
研
究
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

仏
教
誌
『
ア
ナ
ン
ダ
・
ブ
ー
ミ
』
に
み
る
ネ
パ
ー
ル
近
代
仏
教
の
展
開

工
藤
さ
く
ら

　

本
発
表
は
、
ネ
パ
ー
ル
初
の
仏
教
の
専
門
誌
で
あ
る
月
刊
誌
『
ア
ナ
ン

ダ
・
ブ
ー
ミ
』
を
対
象
と
し
て
、
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ

仏
教
が
い
か
に
し
て
自
文
化
と
し
て
の
仏
教
を
再
構
築
し
て
い
っ
た
、
あ

る
い
は
、
し
て
い
る
の
か
を
考
察
す
る
。
特
に
、
一
九
九
〇
年
ネ
パ
ー
ル

民
主
化
運
動
期
に
、
テ
ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
仏
教
の
比
丘
・
在
家
信
者
ら
を
中

心
に
主
張
さ
れ
始
め
た
と
さ
れ
る
ダ
ル
マ
・
ニ
ラ
ペ
ク
シ
ャ
（dharm

a-
nirapeks. a

）
す
な
わ
ち
「
無
宗
教
（
宗
教
無
関
心
）」
と
い
う
概
念
に

着
目
し
分
析
を
行
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
こ
の
概
念
を
展
開
さ
せ
て
い
く

な
か
で
、
自
分
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を

考
察
す
る
。
ダ
ル
マ
・
ニ
ラ
ペ
ク
シ
ャ
を
め
ぐ
る
一
連
の
動
き
は
、
第
一

次
民
主
化
（
一
九
九
〇
年
）、
第
二
次
民
主
化
（
二
〇
〇
七
年
）
に
お
け

る
世
俗
論
争
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
本
発
表
に
お
い
て
、
初
期
の

言
説
の
展
開
を
整
理
し
研
究
す
る
こ
と
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
み
な
ら
ず
南
ア

ジ
ア
に
お
け
る
世
俗
議
論
の
発
展
に
寄
与
す
る
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
も
の

と
考
え
る
。

　

研
究
対
象
の
『
ア
ナ
ン
ダ
・
ブ
ー
ミ
』（
英
名
：A

nanda Bhoom
i

ネ
パ
ー
ル
名
：Ā

nanda Bhūm
i

）
は
、
ネ
ワ
ー
ル
族
の
文
化
と
言
語

の
保
護
の
た
め
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
『
ダ
ル
モ
ー
ダ
ヤ
』（
一
九
四
七
―

六
〇
）
を
引
き
継
ぎ
、
一
九
七
三
年
に
カ
ト
マ
ン
ド
ゥ
に
あ
る
テ
ー
ラ
ヴ

ァ
ー
ダ
僧
院
ア
ナ
ン
ダ
ク
テ
ィ
・
ビ
ハ
ー
ラ
で
刊
行
が
始
ま
っ
た
仏
教
誌



411　　

第13部会 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

の
聖
水
が
太
上
老
君
功
徳
水
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
は
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ

族
の
独
自
性
を
表
し
て
い
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。
太
上
老
君
は
、
法

の
師
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
浄
化
を
行
う
と
い
う
法
術
の
重
要
な
行
為
の

道
具
と
な
る
水
と
も
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
光
明
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
さ
れ
る
考
え
は
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
特
有
の
表
現
で
あ
り

考
え
方
で
あ
る
。
儀
礼
項
目
に
光
に
関
連
す
る
項
目
（
上
光
、
掛
灯
等
）

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
な
ら
で
は
の
価
値
を
も
と
に

案
出
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

中
国
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
水
に
よ
る
浄
化
に
か

か
わ
る
経
典
の
経
文
は
ほ
ぼ
一
致
を
見
せ
、
ま
た
儀
礼
の
実
践
で
も
祓
い

清
め
に
か
か
わ
る
身
体
的
な
表
現
方
法
に
お
い
て
も
斉
一
性
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
れ
は
数
百
年
か
け
漢
字
文
化
圏
を
越
え
、
分
散
移
住
を
し

て
い
る
状
況
か
ら
見
る
と
、
驚
く
べ
き
こ
と
と
い
え
る
。
漢
字
経
典
を
継

承
し
続
け
、
そ
れ
に
基
づ
き
儀
礼
の
実
践
を
続
け
て
き
た
こ
と
に
理
由
が

あ
る
と
い
え
る
。

　

今
回
は
、
新
文
豊
出
版
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
中
国
伝
統
科
儀
本
彙
編
』

お
よ
び
『
道
教
儀
式
叢
書
』
に
収
め
ら
れ
た
道
教
お
よ
び
法
教
の
事
例
、

江
西
省
浄
明
道
、
閭
山
教
廣
済
壇
、
福
建
省
閭
山
梨
園
、
広
西
省
柳
州
市

師
公
文
武
壇
、
浙
江
省
永
康
県
道
壇
、
贛
東
雲
宝
教
、
浙
江
省
樹
徳
堂
道

壇
、
霊
宝
齋
壇
、
四
川
省
神
霄
派
壇
、
湘
中
梅
山
楊
源
張
壇
、
梅
山
虎
匠
、

江
西
省
銅
鼓
県
棋
坪
鎭
顕
応
雷
壇
、
閩
西
南
永
福
閭
山
教
を
取
り
上
げ
て

ヤ
オ
族
の
浄
化
儀
礼
と
の
比
較
を
試
み
、
以
下
に
ま
と
め
る
。

　

一
、
罡
歩
、
手
訣
、
諱
字
、
噴
水
、
水
碗
お
よ
び
剣
の
使
用
、
浄
化
の

所
作
等
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

二
、
経
文
に
お
い
て
五
龍
の
表
現
に
、
五
行
、
五
方
、
五
色
、
十
干
と

れ
ぞ
れ
の
主
張
に
は
、
大
別
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
違
い
が
見
ら
れ
た
。

⑴
憲
法
を
多
宗
教
的
・
宗
教
的
自
由
を
保
障
す
る
も
の
、
⑵
国
王
を
ダ
ル

マ
・
ニ
ラ
ペ
ク
シ
ャ
に
す
る
、
⑶
国
の
制
度
（
民
主
主
義
）、
⑷
精
神
的

姿
勢
、
さ
ら
に
、
時
間
を
経
る
に
つ
れ
、
仏
教
は
ネ
パ
ー
ル
で
生
ま
れ
た

が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
は
イ
ン
ド
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
国
の

宗
教
を
言
う
な
ら
ば
仏
教
で
あ
る
べ
き
な
ど
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
発
言
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
多
様
な
意
味
づ
け
と
定
義
の
曖
昧
さ
は
、
テ

ー
ラ
ヴ
ァ
ー
ダ
の
人
々
の
葛
藤
を
示
し
て
い
る
。
ビ
パ
ク
シ
ャ
（
中
立

vipaks. a

）
で
は
な
く
、
ニ
ラ
ペ
ク
シ
ャ
（
無nirapeks. a

）
で
あ
る
こ

と
は
、「
近
代
仏
教
」
の
思
想
と
し
て
の
仏
教
と
、
ダ
ル
マ
と
し
て
の
仏

教
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
な
か
で
導
き
出
さ
れ
た
言
葉
で
は
な
い
か
。
一

方
で
、
二
〇
〇
七
年
以
降
、
ダ
ル
マ
に
対
峙
す
る
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ

つ
つ
あ
る
こ
の
言
葉
は
、
宗
教
無
関
心
と
い
う
意
味
に
近
づ
い
て
き
た
と

言
え
そ
う
だ
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
浄
化
儀
礼
に
関
す
る
考
察

廣
田　

律
子

　

中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
儀
礼
に
お
い
て
水
は

浄
化
す
る
役
割
を
果
た
し
、
祭
場
や
供
物
を
用
意
す
る
か
ま
ど
や
儀
礼
で

使
用
さ
れ
る
道
具
類
、
吉
祥
を
表
す
物
、
受
礼
す
る
人
々
の
祓
い
清
め
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
水
を
勅
変
し
、
太
上
老
君
の
功
徳
水
と
し
、
ま

た
陰
陽
五
行
思
想
と
結
び
付
き
東
南
中
央
西
北
に
配
さ
れ
た
木
の
甲
乙
の

青
龍
、
火
の
丙
丁
の
赤
龍
、
土
の
戊
己
の
黄
龍
、
金
の
庚
辛
の
白
龍
、
水

の
壬
癸
の
黒
龍
の
五
龍
の
水
と
し
、
こ
の
清
水
の
力
に
よ
り
穢
れ
を
取
り

除
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
光
明
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ



　　412

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第13部会

社
会
に
は
、「
師
」（khu

）
信
仰
が
広
範
に
存
在
す
る
。「
師
」
ま
た
は

「
師
の
霊
」（phi khu

）
と
は
超
越
的
な
霊
的
存
在
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
領
域
に
お
い
て
当
該
信
奉
者
に
超
自
然
的
な
力
を
授
け
て
く
れ
る
と
み

な
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
伝
統
宗
教
の
領
域
で
は
霊
媒
術
の
霊
媒
、

民
間
治
療
師
な
ど
の
あ
い
だ
で
、
ま
た
伝
統
的
工
芸
・
技
芸
の
領
域
で
は

銀
細
工
師
、
漆
塗
り
工
芸
師
、
伝
統
音
楽
な
ど
の
担
い
手
な
ど
の
あ
い
だ

で
こ
の
「
師
」
信
仰
が
広
く
認
め
ら
れ
、「
師
の
高
杯
」（khan khu

）

は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。
一
神
教
的
な
単
一
の
「
師
」
が
存
在
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
内
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
集
団
内
に
お
い

て
、
個
別
の
「
師
」
に
対
す
る
信
仰
が
存
在
す
る
。
霊
媒
術
の
場
合
、

「
師
」
は
霊
媒
に
憑
依
す
る
憑
依
精
霊
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
憑
依
精
霊

が
崇
拝
す
る
霊
的
存
在
を
指
す
。

　

上
座
部
仏
教
僧
の
な
か
に
も
「
師
」
を
信
仰
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
実

践
を
展
開
す
る
者
が
存
在
す
る
﹇Fukuura

二
〇
一
七
﹈。
第
一
に
、

仏
教
僧
の
な
か
に
は
「
師
の
高
杯
」
を
崇
拝
し
、「
師
」
の
力
に
依
拠
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
実
践
を
行
う
者
が
い
る
。
儀
礼
項
目
に
は
、
信
奉
者

に
対
す
る
繁
栄
祈
願
の
ろ
う
そ
く
や
聖
水
の
作
成
・
配
布
、
信
奉
者
に
対

す
る
悪
運
祓
い
の
儀
礼
の
実
施
、
信
奉
者
の
日
常
生
活
上
の
悩
み
や
問
題

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
あ
る
。
彼
ら
の
な
か
に
は
儀
礼
実
践
の
方

法
を
記
し
た
古
文
書
を
保
持
す
る
者
が
多
い
。
第
二
に
、
仏
教
僧
の
な
か

に
は
出
家
以
前
は
霊
媒
で
あ
っ
た
者
が
存
在
す
る
。
彼
ら
の
多
く
は
出
家

後
精
霊
憑
依
は
止
ん
だ
も
の
の
、
尚
も
自
ら
の
「
師
の
高
杯
」
を
信
仰
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仏
教
僧
は
他
の
霊
媒
た
ち
の
招
待
を
受
け
て
、
常
日

頃
か
ら
霊
媒
術
の
集
団
憑
依
儀
礼
に
頻
繁
に
参
加
し
て
い
る
。
一
人
の
仏

教
僧
は
次
の
よ
う
に
語
る
。「
北
タ
イ
で
は
精
霊
は
仏
教
世
界
の
な
か
に

の
組
み
合
わ
せ
が
、
完
全
に
見
ら
れ
る
の
は
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
特
徴
と
い

え
る
と
考
え
る
。
唯
一
、
江
西
省
浄
明
道
お
よ
び
霊
法
教
に
は
、
こ
の
組

み
合
わ
せ
に
近
い
文
言
を
見
い
だ
せ
た
。

　

三
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
に
見
ら
れ
る
修
辞
的
表
現
の
「
不
是
非
凡
之

水
」
は
、
道
教
・
法
教
系
儀
礼
で
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
水
の
来
歴
に
つ
い

て
も
文
言
の
一
致
が
見
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
特
に
湖
南
省
梅
山
楊
源
張
壇

に
は
内
容
の
一
致
が
見
え
る
。

　

四
、
太
上
老
君
功
徳
水
と
い
う
よ
う
に
太
上
老
君
と
の
結
び
付
き
は
ヤ

オ
族
に
顕
著
で
あ
る
。
た
だ
し
道
教
・
法
教
系
の
浄
化
儀
礼
の
文
言
に

「
不
可
思
議
功
徳
」
が
多
く
見
ら
れ
、
唯
一
浄
明
道
に
太
上
神
水
の
表
現

が
見
え
る
。

　

五
、
道
教
・
法
教
系
の
経
文
に
は
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
よ
う
に
穢
れ

が
東
西
南
北
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
例
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
五
龍
清
水
を
注
い
で
光
明
を
も
た
ら
す
と
い
う
表
現
は
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ

族
特
有
と
い
え
る
。

　

六
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
が
必
ず
唱
え
る
浄
化
の
呪
文
「
洞
中
呪
」
だ

が
、
道
教
・
法
教
系
経
文
に
も
必
ず
「
洞
中
玄
虚
」
の
文
言
が
取
り
入
れ

ら
れ
た
浄
化
の
呪
文
が
あ
り
、
除
災
に
も
っ
と
も
威
力
の
あ
る
文
言
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　

七
、
道
教
・
法
教
系
経
文
に
も
水
を
撒
い
た
り
水
を
口
か
ら
吹
き
出
し

た
り
す
る
浄
化
の
所
作
と
連
動
す
る
文
言
が
見
ら
れ
る
。

北
タ
イ
、
チ
ェ
ン
マ
イ
の
「
師
」（khu

）
信
仰
の
現
代
的
展
開福

浦　

一
男

　

上
座
部
仏
教
、
精
霊
信
仰
、
霊
媒
術
が
主
な
伝
統
宗
教
で
あ
る
北
タ
イ
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て
い
る
。
二
十
一
世
紀
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
お
け
る
自
律
的
で
発
展
的
な
霊

媒
術
の
実
践
は
民
衆
文
化
の
「
創
造
性
」
発
揮
の
典
型
例
で
あ
る
が
﹇
福

浦
二
〇
一
六
﹈、
本
事
例
も
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
に
あ
る
。
近
代

化
の
な
か
で
自
律
性
を
保
持
し
、
独
自
の
時
空
間
を
切
り
開
く
宗
教
実
践

の
創
造
性
は
、
今
日
の
宗
教
研
究
に
お
け
る
キ
ー
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
ひ
と

つ
な
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
秘
跡
に
見
ら
れ
る
土
着
性
と
普
遍
性

岡
光　

信
子

　

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
人
々
が
キ
リ
ス

ト
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
文
化
の
文
脈
の
中
で
理
解
す
る
手
段
と
し
て
、

「
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
肯
定
し
、
地
方
教
会
で
行
わ
れ
る
宗

教
儀
礼
の
中
の
土
着
性
（
も
し
く
は
多
様
性
）
を
許
容
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
地
方
教
会
が
、
公
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
教
皇
庁
か
ら
認
可
さ
れ

た
土
着
の
要
素
を
宗
教
儀
礼
の
中
に
採
り
入
れ
た
こ
と
で
、
典
礼
の
中
に

そ
の
土
地
独
自
の
要
素
が
観
察
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

本
発
表
の
目
的
は
、
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド
ゥ
州
の
地
方
教
会
Ｋ
教

区
に
お
い
て
行
わ
れ
た
秘
蹟
（
婚
姻
）
の
実
践
事
例
を
取
り
上
げ
、
そ
こ

に
見
ら
れ
る
「
土
着
性
」
と
「
普
遍
性
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
あ

る
。
本
発
表
は
一
九
八
八
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
か
け
実
施
し
た
調
査
結

果
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
同
士
の
挙
式
は
、
ミ
サ
の
中
で
行
わ
れ
、「
結
婚
式

の
ミ
サ
」
も
し
く
は
「
ミ
サ
に
よ
る
結
婚
式
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で

は
、
一
九
九
九
年
九
月
一
六
日
に
同
教
区
で
行
わ
れ
た
女
性
Ｓ
の
「
ミ
サ

に
よ
る
結
婚
式
」
を
事
例
に
分
析
を
行
う
。

い
る
。
従
っ
て
、
仏
教
僧
は
さ
ま
ざ
ま
な
精
霊
を
崇
拝
し
て
い
る
。
よ
っ

て
儀
礼
実
践
で
霊
媒
と
協
力
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
」。
こ
の
見
解
は
い

わ
ゆ
る
『
三
界
経
』
の
宇
宙
観
を
反
映
し
て
い
る
。

　

実
際
、
チ
ェ
ン
マ
イ
と
そ
の
周
辺
地
域
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
呪
術
を
実

践
す
る
仏
教
僧
が
多
々
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
僧
侶
た
ち
は
、
既
出
の
儀

礼
項
目
に
加
え
て
、
伝
統
的
な
病
気
治
療
、
刺
青
、
護
符
、
恋
愛
相
談
な

ど
の
領
域
に
お
い
て
儀
礼
実
践
を
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
上
座
部
仏
教
僧
の
「
師
」
信
仰
に
お
い
て
、
仏
教
僧
の
意

識
は
何
ら
か
の
形
で
超
越
的
な
霊
的
存
在
と
交
感
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
換
言
す
る
な
ら
、
仏
教
僧
は
一
種
の
心
的
分
離
状
態
を
経
験
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
と
呪
術
実
践
は
明
確
に
仏
教
と
区
別

さ
れ
る
。
ル
イ
ス
は
、
心
的
分
離
状
態
（altered state of conscious-

ness

）
は
ト
ラ
ン
ス
に
他
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
﹇Lew

is

一
九
七

一
（
一
九
八
五
）﹈。

　

仏
教
僧
の
宗
教
実
践
は
前
述
の
儀
礼
実
践
だ
け
で
は
な
い
。
第
三
に
、

上
座
部
仏
教
僧
の
な
か
に
は
、
出
家
後
も
事
実
上
霊
媒
と
し
て
活
動
す
る

者
が
存
在
す
る
。
な
か
に
は
霊
媒
の
弟
子
と
し
て
霊
媒
術
の
集
団
儀
礼
に

頻
繁
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
年
に
一
度
集
団
儀
礼
を
主
催
す
る
者
も

い
る
。
そ
の
多
く
は
出
家
後
も
憑
依
精
霊
の
存
在
を
日
常
的
に
実
感
す
る

も
の
の
、
憑
依
現
象
そ
の
も
の
は
消
滅
し
た
と
語
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

精
霊
に
憑
依
さ
れ
、
霊
媒
と
し
て
も
活
動
す
る
仏
教
僧
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
年
の
北
タ
イ
、
チ
ェ
ン
マ
イ
で
は
、
霊
媒
と
上
座
部

仏
教
僧
が
「
師
」
信
仰
を
介
し
て
相
互
交
流
・
相
互
接
続
す
る
事
例
が
増

加
し
て
い
る
。
霊
媒
集
団
と
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
上
座
部
仏
教
僧
の
グ
ル

ー
プ
が
互
い
に
結
び
付
き
、
異
種
混
淆
的
で
多
元
的
な
関
係
性
を
構
築
し
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で
、
神
像
や
人
物
に
向
か
っ
て
炎
や
灯
明
を
か
ざ
し
、
ゆ
っ
く
り
と
大
き

く
右
回
り
に
回
転
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
聖
像
な
ど
に

宿
っ
た
聖
な
る
力
を
覚
醒
さ
せ
た
り
、
邪
悪
な
力
を
妨
げ
て
安
寧
を
も
た

ら
す
と
さ
れ
る
。
一
方
キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
に
採
用
さ
れ
た
ア
ー
ラ
ッ
テ

ィ
は
、
栄
唱
の
内
容
に
呼
応
し
て
聖
な
る
も
の
を
崇
拝
す
る
行
為
と
さ

れ
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
儀
礼
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
意
味
づ
け
を
も

っ
て
い
る
。

　

Ｓ
の
「
ミ
サ
に
よ
る
結
婚
式
」
に
組
み
込
ま
れ
た
土
着
的
要
素
は
、
ヒ

ン
ド
ゥ
ー
教
の
儀
礼
の
中
に
辿
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
大
切
な
こ

と
は
、
土
着
的
な
要
素
は
あ
く
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
文
脈
内
で
再
定
義

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
儀
礼
の
意
味
を
改
変
す
る
も
の

で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
本
来
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
的
環
境
か
ら
切

り
離
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
文
脈
の
中
で
新
た
な
意
味
を
付
与
さ
れ
て
、

キ
リ
ス
ト
教
の
典
礼
全
体
に
矛
盾
な
く
融
合
し
て
い
る
。
Ｋ
教
区
で
行
わ

れ
る
「
ミ
サ
に
よ
る
結
婚
式
」
は
、
基
本
に
お
い
て
は
ロ
ー
マ
典
礼
様
式

に
従
い
な
が
ら
も
、
イ
ン
ド
的
特
色
を
と
ど
め
て
お
り
、
第
二
バ
チ
カ
ン

公
会
議
の
精
神
を
汲
む
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
公
営
団
地
の
儀
礼
空
間

髙
棹　

健
太

　

東
ア
ジ
ア
の
経
済
大
国
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｂ
（
住
宅

開
発
庁
）
が
供
給
す
る
公
共
住
宅
団
地
に
、
国
民
の
八
割
以
上
が
居
住
し

て
い
る
。
各
団
地
は
、
民
族
割
合
が
管
理
さ
れ
、「
小
さ
な
国
家
」
と
な

っ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
団
地
に
お
い
て
人
々
の
交
流
を
促
す
共
有
ス

ペ
ー
ス
で
行
わ
れ
る
人
生
儀
礼
に
着
目
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
儀

　

Ｓ
の
婚
礼
に
は
、
土
着
的
な
要
素
と
し
て
、
タ
ー
リ
（
結
婚
ペ
ン
ダ
ン

ト
）
の
装
着
、
灯
明
の
点
火
、
ア
ー
ラ
ッ
テ
ィ
等
が
観
察
さ
れ
た
。
Ｋ
教

区
で
は
、「
指
輪
の
祝
福
と
交
換
」
の
代
わ
り
に
、
タ
ー
リ
の
祝
福
と
装

着
が
あ
る
。
こ
の
タ
ー
リ
を
花
嫁
に
掛
け
る
儀
礼
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒

の
婚
姻
に
も
共
通
に
見
ら
れ
る
汎
イ
ン
ド
的
な
儀
礼
行
為
で
あ
る
。
カ
ト

リ
ッ
ク
の
挙
式
で
も
、
タ
ー
リ
は
男
女
を
夫
婦
と
し
て
結
び
つ
け
る
象
徴

と
さ
れ
、
花
婿
が
そ
れ
を
花
嫁
の
頸
に
掛
け
る
行
為
は
結
婚
式
の
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
と
な
る
。
こ
の
儀
礼
の
光
景
は
、
妻
が
夫
に
服
従
す
る
こ
と
を

象
徴
的
に
示
し
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
結
婚
生
活
の
規
範
と
一
致
す
る
。

　

キ
リ
ス
ト
教
で
は
光
は
神
を
象
徴
す
る
。
灯
明
の
光
は
神
を
表
し
、
灯

明
の
点
火
は
神
を
迎
え
る
行
為
と
な
る
。
一
方
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
で
は
、

一
連
の
儀
礼
の
開
始
を
告
げ
る
た
め
、
祭
壇
の
両
脇
に
置
か
れ
た
真
鍮
の

灯
明
台
に
火
が
灯
さ
れ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
、
ミ
サ
の
始
ま
り
に
灯

明
に
点
火
す
る
行
為
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
に
お
け
る
儀
礼
の
始
ま
り
を

告
げ
る
行
為
と
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
に
あ
る
。
Ｓ
の
婚
礼
に
お
け
る
灯
明
の

点
火
を
含
む
「
感
謝
の
典
礼
」
は
、
主
の
晩
餐
が
再
現
さ
れ
る
ミ
サ
の
中

心
的
な
儀
礼
で
あ
る
。
奉
納
行
列
の
直
後
の
灯
明
の
点
火
は
、
神
の
存
在

を
際
だ
た
せ
る
行
為
と
見
な
さ
れ
る
。
灯
明
の
光
は
、
神
を
彷
彿
さ
せ
、

重
要
な
儀
礼
の
始
ま
り
を
告
げ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
ま
た
、
奉
納
直

後
の
灯
明
の
点
火
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
ホ
ー
マ
儀
礼
を

彷
彿
さ
せ
る
。
ホ
ー
マ
儀
礼
は
、
供
物
が
炉
の
中
の
炎
と
交
わ
る
こ
と
で

聖
な
る
力
が
生
成
さ
れ
る
儀
礼
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
奉
納
物
が
灯
明
の

炎
と
交
わ
る
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら
聖
な
る
力
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
。

　

ア
ー
ラ
ッ
テ
ィ
は
、
本
来
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
儀
礼
（
プ
ー
ジ
ャ
ー
）
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マ
レ
ー
系
住
民
が
行
う
結
婚
式
で
は
、
通
常
新
郎
新
婦
側
双
方
の
両
親

が
居
住
す
る
団
地
の
ヴ
ィ
ド
デ
ッ
ク
の
二
会
場
で
、
婚
礼
の
儀
式
を
行

い
、
地
域
住
民
や
友
人
た
ち
を
招
く
。
式
当
日
、
新
郎
は
自
身
が
居
住
し

て
い
た
団
地
の
ヴ
ォ
イ
ド
デ
ッ
ク
か
ら
、
新
婦
側
の
式
会
場
に
向
か
う
。

そ
し
て
、
新
婦
側
会
場
で
の
式
を
す
ま
す
と
、
新
婦
を
連
れ
、
新
郎
側
の

会
場
に
戻
り
、
新
婦
側
会
場
と
同
様
の
儀
礼
を
終
え
る
と
、
新
郎
新
婦

は
、
新
婦
側
の
団
地
へ
と
戻
り
、
結
婚
式
は
終
了
と
な
る
。
式
当
日
は
、

新
婦
側
の
両
親
の
家
に
泊
ま
る
。
旧
来
は
新
婦
の
家
で
、
数
日
過
ご
し
た

後
に
、
新
婦
の
家
の
近
く
に
新
居
を
構
え
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
婚
前

に
他
地
域
の
団
地
を
購
入
し
て
い
る
事
例
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

華
人
系
女
性
と
マ
レ
ー
系
男
性
の
結
婚
式
で
は
、
前
述
し
た
マ
レ
ー
系

住
民
の
結
婚
式
の
よ
う
に
新
郎
新
婦
の
双
方
の
両
親
の
住
む
団
地
の
ヴ
ォ

イ
ド
デ
ッ
ク
で
行
な
わ
ず
、
自
分
た
ち
が
新
た
に
購
入
し
た
団
地
の
ヴ
ォ

イ
ド
デ
ッ
ク
を
式
会
場
と
し
て
選
ん
だ
。
そ
れ
は
、
華
人
系
の
親
族
に
配

慮
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ヴ
ォ
イ
ド
デ
ッ
ク
が
別
離
の
場

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
華
人
系
の
葬
式
で
は
故
人
の
居
住
地
か
ら

火
葬
場
へ
と
、
マ
レ
ー
系
の
結
婚
式
で
は
生
ま
れ
育
っ
た
団
地
か
ら
新
た

な
団
地
へ
と
、
移
動
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
華
人
系
女
性
と
マ
レ

ー
系
男
性
の
異
民
族
間
結
婚
で
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
団
地
で
は
な
く
、
新

た
に
購
入
し
た
団
地
で
結
婚
式
を
行
な
う
な
ど
、
他
民
族
へ
配
慮
し
、
柔

軟
な
対
応
を
見
せ
て
い
た
。

礼
空
間
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
二
〇
一
六
年
現
在
人
口
の
八
二
％
が
住
宅
開
発

庁
の
管
轄
す
る
公
共
住
宅
団
地
に
居
住
し
て
い
る
。
民
族
間
の
交
流
促
進

と
人
種
集
団
の
形
成
防
止
を
意
図
し
た
Ｅ
Ｉ
Ｐ
（
民
族
統
合
政
策
）
が
一

九
八
九
年
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
団
地
棟
、
各
団
地
近
隣
地

区
の
居
住
者
は
、
華
人
系
、
マ
レ
ー
系
、
イ
ン
ド
系
・
そ
の
他
の
三
区
分

に
分
割
さ
れ
、
国
の
民
族
割
合
に
近
似
し
た
割
合
ご
と
に
居
住
し
て
い

る
。
団
地
は
、
一
つ
の
「
小
さ
な
国
家
」
を
形
成
す
る
よ
う
に
計
画
さ

れ
、
民
族
間
の
隔
た
り
な
く
交
流
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
を
つ
く
り
だ
す

装
置
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
団
地
に
お
い
て
、
人
々
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
の

が
、V

oid D
eck

（
ヴ
ォ
イ
ド
デ
ッ
ク
）
で
あ
る
。
ヴ
ォ
イ
ド
デ
ッ
ク
と

は
、
一
九
六
〇
年
代
半
ば
か
ら
人
々
の
交
流
や
換
気
機
能
を
目
的
と
し
て

団
地
一
階
に
設
け
ら
れ
て
い
る
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
で

は
、
団
地
の
一
階
に
あ
る
も
の
を
指
す
だ
け
で
な
く
、
団
地
間
の
中
庭
に

設
け
ら
れ
る
パ
ピ
リ
オ
ン
等
も
ヴ
ォ
イ
ド
デ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
ヴ

ォ
イ
ド
デ
ッ
ク
に
お
い
て
、
華
人
系
住
民
が
葬
式
を
、
マ
レ
ー
系
住
民
が

結
婚
式
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、
発
表
者
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
五
年
に
実
地
調
査
し
た
事
例
を
扱
っ
た
。

　

華
人
系
住
民
が
行
う
葬
式
は
、
故
人
の
居
住
し
て
い
た
団
地
の
ヴ
ォ
イ

ド
デ
ッ
ク
で
行
わ
れ
た
。
ヴ
ォ
イ
ド
デ
ッ
ク
で
の
儀
礼
終
了
後
、
遺
体
の

乗
っ
た
霊
柩
車
を
先
頭
に
団
地
の
周
囲
を
行
進
し
、
火
葬
場
へ
運
ば
れ
る

霊
柩
車
を
見
送
る
。
参
列
者
は
、
火
葬
場
に
大
型
バ
ス
で
向
か
う
。
火
葬

場
に
て
、
遺
体
が
火
葬
炉
へ
運
ば
れ
る
の
を
参
列
者
が
見
守
る
。
遺
骨

は
、
故
人
の
希
望
に
よ
り
散
骨
さ
れ
た
。
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き
た
わ
け
で
は
な
い
。
イ
ン
ド
に
渡
っ
て
技
量
を
磨
き
、
一
人
前
の
司
祭

と
な
っ
て
帰
還
し
た
ム
ッ
ト
ク
マ
ー
ラ
師
の
実
例
も
あ
る
。
非
ブ
ラ
ー
フ

マ
ン
（
以
下
バ
ラ
モ
ン
）
ゆ
え
学
校
へ
の
入
学
は
叶
わ
ず
、
専
門
家
の
個

人
指
導
を
受
け
て
一
九
七
九
年
に
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
以
降
師
は
こ
の

国
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
世
界
で
指
導
的
立
場
に
あ
る
。
し
か
し
個
人
の
努
力
に

帰
さ
れ
る
成
功
事
例
は
稀
有
で
あ
り
、
慢
性
的
司
祭
不
足
の
解
消
に
も
繋

が
ら
な
い
。

　

ム
ッ
ト
ク
マ
ー
ラ
師
の
帰
国
と
前
後
し
て
、
イ
ン
ド
・
タ
ミ
ル
ナ
ー
ド

ゥ
州
ピ
ッ
ラ
イ
ヤ
ー
ル
パ
ッ
テ
ィ
で
ピ
ッ
チ
ャ
イ
師
（
バ
ラ
モ
ン
）
が
養

成
学
校
を
興
し
、
バ
ラ
モ
ン
司
祭
の
育
成
に
着
手
し
た
。
タ
ミ
ル
人
デ
ィ

ア
ス
ポ
ラ
で
の
司
祭
需
要
に
応
え
る
の
が
主
眼
で
、
修
了
生
の
多
く
は
国

外
の
寺
院
に
職
を
得
る
。
こ
の
学
校
は
マ
レ
ー
シ
ア
人
非
バ
ラ
モ
ン
を
も

収
容
し
、
別
メ
ニ
ュ
ー
で
二
〇
〇
人
ほ
ど
を
司
祭
に
育
て
上
げ
て
き
た
。

し
か
し
近
年
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
受
入
が
停
止
さ
れ
て
い
る
。
非
バ
ラ
モ
ン

司
祭
の
育
成
に
バ
ラ
モ
ン
内
に
不
協
和
音
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
ム
ッ

ト
ク
マ
ー
ラ
師
の
事
例
と
併
せ
、
非
バ
ラ
モ
ン
が
イ
ン
ド
で
バ
ラ
モ
ン
専

有
の
分
野
に
参
入
す
る
こ
と
の
至
難
さ
が
伺
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
司
祭
養
成
を
イ
ン
ド
に
仰
ぐ
こ
と
は
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
事
態
を
承
け
、
二
〇
一
〇
年
ペ
ラ
州
イ
ポ
ー
に
民
間

の
司
祭
学
校
が
誕
生
し
た
。
教
員
、
学
生
と
も
非
バ
ラ
モ
ン
で
、
学
生
は

聖
紐
を
つ
け
て
菜
食
に
徹
し
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
マ
ン
ト
ラ
や
儀
軌
を

叩
き
込
ま
れ
る
。
一
年
、
三
年
、
五
年
の
課
程
修
了
者
は
、
各
々
ア
ル
チ

ャ
ガ
ル
、
グ
ル
ッ
カ
ル
、
シ
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ー
リ
ヤ
ル
の
称
号
を
得
る
。
修

了
生
の
就
職
率
は
一
〇
〇
％
で
、
全
員
国
内
で
司
祭
に
な
る
。
グ
ル
ッ
カ

ル
や
シ
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ー
リ
ヤ
ル
の
称
号
は
、
本
来
司
祭
を
職
掌
と
す
る
バ

マ
レ
ー
シ
ア
の
タ
ミ
ル
移
民
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院

│
│ 

司
祭
の
問
題
を
中
心
に 

│
│

山
下　

博
司

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
イ
ン
ド
系
住
民
の
殆
ど
は
低
カ
ー
ス
ト
出
身
の
タ
ミ
ル

人
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
で
あ
る
。
同
国
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
で
は
、
都
市
部
を

中
心
に
寺
院
儀
礼
の
ア
ー
ガ
マ
化
が
顕
著
で
、
家
庭
祭
祀
も
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
的
な
も
の
へ
の
シ
フ
ト
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
祭
祀
や
儀

礼
の
挙
行
が
増
加
傾
向
を
み
せ
、
司
祭
の
需
要
が
昂
じ
て
い
る
。
メ
デ
ィ

ア
は
全
国
的
に
司
祭
不
足
が
深
刻
で
あ
る
と
口
を
揃
え
る
。
同
国
の
寺
院

が
国
外
か
ら
司
祭
を
補
う
に
は
費
用
が
か
さ
み
、
手
続
き
も
面
倒
な
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
ペ
ナ
ン
に
あ
る
連
邦
政
府
の
ペ
ナ
ン
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
エ
ン

ド
ウ
メ
ン
ツ
・
ボ
ー
ド
（
以
下
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｂ
）
の
事
務
局
長
Ｒ
氏
は
「
司
祭

は
不
足
し
て
い
な
い
」
と
断
言
す
る
。
各
寺
院
に
二
人
は
確
保
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
エ
ス
テ
ー
ト
労
働
者
な
ど
と
偽
り
不
法
に
入
国
し
た
者
た
ち

が
司
祭
の
相
当
数
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
職
と
は
無
縁
だ
っ

た
者
た
ち
が
二
週
間
程
度
の
特
訓
を
受
け
司
祭
に
化
け
て
入
国
す
る
。
こ

う
し
た
偽
司
祭
が
正
規
の
者
た
ち
を
数
的
に
圧
倒
し
て
い
る
と
い
う
。
寺

院
側
に
す
れ
ば
、
安
く
招
致
で
き
、
薄
給
と
劣
悪
な
環
境
に
堪
え
、
か
つ

寺
院
に
よ
る
不
正
行
為
も
漏
洩
し
に
く
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
偽
司
祭

に
と
っ
て
も
、
な
り
わ
い
を
得
る
だ
け
で
な
く
、
本
場
イ
ン
ド
か
ら
来
た

司
祭
と
し
て
信
者
に
敬
わ
れ
、
主
任
司
祭
に
も
な
れ
る
旨
み
が
あ
る
。
こ

う
し
た
司
祭
が
は
び
こ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
と
っ
て
、
司

祭
の
質
の
改
善
と
自
力
で
の
育
成
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
国
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
世
界
は
こ
う
し
た
事
態
に
無
策
を
決
め
込
ん
で
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の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
類
し
た
望
野
圭
二
、
関
明
子
に
よ
る
江
戸
時
代
の
見

世
物
か
ら
昭
和
期
の
お
化
け
屋
敷
ま
で
を
考
察
し
た
も
の
等
が
あ
る
。

　

ま
た
名
称
は
異
な
る
も
の
の
、
お
化
け
屋
敷
の
始
ま
り
か
ら
一
九
九
〇

年
代
ま
で
の
流
れ
を
概
観
し
た
、
橋
爪
紳
也
『
化
物
屋
敷
―
遊
戯
化
さ
れ

る
恐
怖
』
が
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
お
化
け
屋
敷
」
は
様
々
な
分
野

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
素
材
と
い
え
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
研
究
・
考
察
が
不

足
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
同
時
に
、
現
在
急
増
し
て
い
る
商
店
街
の
お

化
け
屋
敷
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

　

故
に
、
本
発
表
で
は
、
新
し
い
お
化
け
屋
敷
の
場
と
し
て
の
商
店
街

と
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
怪
異
文
化
の
実
態
に
つ
い
て
、
新
聞
記
事
を
通

し
て
概
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　

発
表
内
で
意
味
す
る
「
お
化
け
屋
敷
」
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
宮
田
登

等
民
俗
学
に
お
い
て
「
幽
霊
の
出
そ
う
な
或
い
は
噂
の
あ
る
場
所
」（
化

物
屋
敷
）
や
現
存
す
る
廃
墟
等
「
幽
霊
が
出
る
」
と
い
わ
れ
る
場
所
（
幽

霊
屋
敷
）
を
除
外
し
た
、
見
世
物
的
怪
異
文
化
を
指
す
も
の
と
す
る
。

　

本
研
究
で
は
、
一
九
八
八
年
一
月
一
日
か
ら
二
〇
一
八
年
八
月
三
一
日

の
朝
日
新
聞
・
毎
日
新
聞
上
で
掲
載
さ
れ
た
「
お
化
け
屋
敷
」
の
記
事
を

抽
出
・
表
化
し
た
。
結
果
と
し
て
、
お
化
け
屋
敷
の
主
な
場
所
は
、
遊
園

地
他
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
、
寺
社
祭
礼
・
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
等
、

児
童
館
他
公
立
施
設
、
商
店
街
、
宿
泊
施
設
、
乗
り
物
等
で
あ
る
事
が
わ

か
る
。

　

中
で
も
、
二
〇
一
一
年
に
宇
部
市
お
化
け
屋
敷「D

EA
D

 or A
LIV

E

」

が
、
お
化
け
屋
敷
に
よ
る
街
お
こ
し
の
草
分
け
と
さ
れ
て
か
ら
、
商
店
街

の
お
化
け
屋
敷
と
い
う
形
態
が
現
れ
始
め
る
。
商
店
街
の
お
化
け
屋
敷

ラ
モ
ン
の
サ
ブ
カ
ー
ス
ト
で
あ
る
ア
ー
デ
ィ
・
シ
ャ
イ
ヴ
ァ
に
属
す
る
司

祭
が
名
乗
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
名
称
は
カ
ー
ス

ト
的
帰
属
で
は
な
く
、
知
識
・
技
能
を
習
得
し
職
業
司
祭
と
し
て
認
可
さ

れ
た
者
の
標
識
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
こ
こ
に
も
問
題
が
潜
む
。
学
校
経
営
は
校
長
・
ニ
テ
ィ
ヤ
ー
ナ

ン
ダ
師
一
人
が
担
い
、
財
務
も
助
成
金
頼
み
の
綱
渡
り
状
態
で
あ
る
。
学

生
の
受
入
も
不
定
期
的
で
運
営
に
は
闇
の
部
分
も
多
い
。
同
校
が
主
催
す

る
司
祭
リ
ク
ル
ー
ト
を
兼
ね
た
啓
発
事
業
（
寺
院
儀
礼
実
践
講
座
）
も
先

細
り
感
が
否
め
な
い
。

　

こ
う
し
た
中
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｂ
が
司
祭
学
校
の
設
置
に
踏
み
切
っ
た
。
定
員
一

五
名
ほ
ど
の
規
模
で
は
あ
る
が
、
従
来
の
反
省
か
ら
養
成
に
透
明
性
と
公

共
性
を
も
た
せ
、
司
祭
の
質
と
素
性
と
を
担
保
す
る
狙
い
が
透
け
て
み
え

る
。
マ
レ
ー
シ
ア
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
劣
化
に
対
す
る
危
機
感
が
背
景
に

あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。

怪
異
文
化
の
活
用
に
つ
い
て

古
山　

美
佳

　

当
該
発
表
は
、
怪
異
文
化
の
活
用
の
中
で
も
「
お
化
け
屋
敷
」
に
焦
点

を
お
い
て
考
察
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
お
化
け
屋
敷
の
前

身
で
あ
る
見
世
物
は
、
宗
派
を
名
指
す
こ
と
の
で
き
ぬ
宗
教
性
と
民
間
信

仰
的
宗
教
性
が
見
ら
れ
た
と
加
藤
秀
俊
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
お
化
け

屋
敷
、
ひ
い
て
は
怪
異
文
化
に
は
世
俗
化
さ
れ
た
宗
教
性
が
含
有
さ
れ
て

い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

お
化
け
屋
敷
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、
興
行
で
行
わ
れ
る
仮
設
お
化

け
屋
敷
の
実
情
を
聞
き
書
き
で
調
査
し
た
今
枝
久
美
子
、
機
械
式
お
化
け
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武
道
と
宗
教
の
関
係
再
考

│
│ 

極
真
空
手
と
三
峰
山
を
事
例
と
し
て 

│
│

マ
テ
ヤ
・
ジ
ャ
ビ
ェ
ク

　

空
手
を
含
む
日
本
の
武
道
は
禅
、
神
道
、
儒
教
や
武
士
道
の
宗
教
的
概

念
と
歴
史
的
・
文
化
的
に
深
く
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
的
伝

統
と
武
道
に
関
す
る
議
論
を
通
じ
て
日
本
の
武
道
の
文
化
的
背
景
を
説
明

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
代
の
多
数
の
一
般
門
下
生
は
こ
れ
ら
の
概

念
に
あ
ま
り
興
味
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
む
し
ろ
、
現
代
武
道
家
は
現

代
人
の
精
神
的
ニ
ー
ズ
、
例
え
ば
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
や
共
同
体
へ
の
帰

属
感
に
適
合
す
る
よ
う
に
武
道
を
変
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表

で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
を
考
察
す
る
た
め
、
極
真
空
手
の
事
例
を
取
り

上
げ
る
。
極
真
空
手
家
が
ど
の
よ
う
に
日
常
生
活
と
空
手
の
修
行
を
関
連

さ
せ
、
さ
ら
に
極
真
空
手
の
教
え
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
精
神
的
な
サ
ポ

ー
ト
や
価
値
観
、
道
徳
を
得
る
か
が
分
析
の
視
点
と
な
る
。

　

三
峰
山
に
お
け
る
修
行
は
極
真
空
手
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
稽
古
の
一

つ
で
あ
る
。
日
本
の
武
道
で
は
、
山
岳
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
多
種
多
様
な
空
手
、
合
気
道
、
柔
道
と
剣
道
の
武
道
家
は
心
身
を
鍛

錬
す
る
た
め
に
山
岳
で
稽
古
を
行
う
。
し
か
し
、
三
峰
山
は
武
道
が
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
他
の
一
般
的
な
山
と
は
異
な
り
、
極
真
空
手
家
の
中
で

極
真
空
手
の
聖
地
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
極
真
空
手
家

は
三
峰
山
を
極
真
空
手
の
発
祥
地
、
す
な
わ
ち
極
真
の
共
同
体
の
発
祥
地

と
し
て
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
聖
な
る
場
所
の
中
心
と
な

る
の
は
創
立
者
の
大
山
倍
達
（
一
九
二
三
―
一
九
九
四
）
で
あ
る
。
大
山

は
す
で
に
没
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
極
真
の
門
下
生
の
中
で
文
化
的
英
雄

の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多
数
の
門
下
生
は
大

は
、
目
的
を
地
域
振
興
・
復
興
に
設
定
し
、
地
元
の
空
き
店
舗
（
閉
店
店

舗
・
旧
学
校
校
舎
等
）
の
積
極
的
活
用
と
地
元
由
来
の
伝
説
・
怪
談
に
即

し
た
出
し
物
（
＝
怪
異
を
文
化
資
源
と
し
て
活
用
）
と
し
て
い
る
点
が
特

徴
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

他
に
も
、
居
酒
屋
や
喫
茶
店
と
い
っ
た
飲
食
店
、
電
車
や
タ
ク
シ
ー
と

い
っ
た
車
内
を
お
化
け
屋
敷
風
に
装
飾
し
、
客
に
応
対
す
る
現
象
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
お
化
け
屋
敷
を
文
化
資
源
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
す
る
動

き
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
前
日
譚
と
し
て
、
お
化
け
屋
敷
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
五
味
弘
文
等
に
よ
っ
て
、
お
化
け
屋
敷
へ
物
語
性
・
参
加
性
が
付
与
さ

れ
た
事
か
ら
、
子
供
の
為
の
お
化
け
屋
敷
を
脱
却
し
、
怪
異
文
化
と
し
て

の
お
化
け
屋
敷
の
存
在
が
明
確
に
形
作
ら
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
地
域
振
興
を
根
底
に
お
化
け
屋
敷
に
参

入
し
た
商
店
街
や
宿
泊
施
設
な
ど
は
、
地
元
の
怪
談
・
伝
説
の
再
活
用
す

る
側
面
を
持
つ
一
方
で
、
新
し
い
怪
異
の
物
語
を
お
化
け
屋
敷
設
置
の
場

所
に
創
作
す
る
側
面
を
有
し
て
い
る
。

　

前
述
し
た
商
店
街
を
始
め
と
し
た
お
化
け
屋
敷
は
、
基
本
的
に
は
町
お

こ
し
・
地
域
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
来
、
恐
怖
や
忌
避

と
い
っ
た
も
の
と
親
和
性
の
高
い
怪
異
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、
逆
に

人
を
呼
び
込
む
装
置
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。

　

つ
ま
り
、
従
来
の
何
処
か
の
怪
談
・
伝
説
で
は
な
く
、
正
し
く
そ
の
土

地
の
怪
異
文
化
を
そ
の
ま
ま
活
用
す
る
傾
向
が
見
え
始
め
た
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
怪
異
文
化
に
対
す
る
人
々
の
認
識
の
変
化
と
リ
ン
ク

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
も
考
察
を
進
め
て
行
く
。
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ま
と
め
る
と
、
先
行
研
究
で
は
日
本
の
武
道
と
宗
教
の
関
係
を
座
禅
、

無
心
、
自
制
心
、
気
と
腹
式
呼
吸
な
ど
の
宗
教
的
・
文
化
的
概
念
に
つ
い

て
論
じ
る
が
、
本
発
表
に
お
け
る
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
一
般
的
な
門
下

生
と
彼
ら
の
個
人
的
な
経
験
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
。
こ
の
調
査
か
ら

は
、
門
下
生
に
と
っ
て
三
峰
山
に
お
け
る
寒
稽
古
や
日
常
稽
古
は
人
生
の

意
味
、
共
同
体
へ
の
帰
属
感
、
精
神
的
な
サ
ポ
ー
ト
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
調
査
に
見
ら
れ
た
表
現
と
言
葉
づ
か
い
に
よ
る

と
、
門
下
生
の
生
活
に
お
け
る
考
え
方
と
価
値
観
は
、「
極
真
空
手
」
に

基
づ
い
て
い
る
あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
東
京
に
お
け
る
宗
教
空
間

│
│ 

曹
洞
宗
の
禅
寺
を
事
例
と
し
て 

│
│

段　
　

壹
文

　

現
代
の
日
本
都
市
に
お
い
て
、
一
日
で
坐
禅
、
食
事
な
ど
を
セ
ッ
ト
に

し
て
完
結
さ
せ
る
「
プ
チ
修
行
」
が
多
数
開
催
さ
れ
て
い
る
。
本
発
表
は

東
京
と
い
う
都
市
空
間
に
お
い
て
現
れ
た
、
信
者
で
は
な
い
一
般
人
の
参

禅
を
取
り
上
げ
、
曹
洞
宗
公
式
サ
イ
ト
に
載
せ
ら
れ
た
東
京
都
内
の
七
つ

の
禅
寺
（
東
照
寺
、
桐
ケ
谷
寺
、
龍
澤
寺
、
長
光
寺
、
慶
安
寺
、
耕
雲

寺
、
大
林
院
）
を
調
査
対
象
と
し
、
建
築
物
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
宗
教

的
空
間
と
、
そ
こ
に
お
い
て
儀
礼
的
行
為
が
表
出
す
る
宗
教
的
空
間
と
い

う
二
つ
の
面
か
ら
、
大
都
市
に
お
け
る
参
禅
の
宗
教
空
間
を
考
察
す
る
。

　

建
物
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
宗
教
空
間
は
以
下
の
特
徴
が
明
ら
か
で
あ

る
。
ま
ず
、
注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
宗
教
的
シ
ン
ボ
ル
が
あ
る
空
間
と
俗

的
空
間
が
併
存
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
仏
壇
や
仏
像
な
ど
の
宗
教
的
シ
ン

山
と
直
接
会
っ
た
こ
と
が
な
い
が
、
大
山
に
間
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い

る
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
門
下
生
は
大
山
を
「
手
の
届
か
な
い
、
尊
い

存
在
」
あ
る
い
は
「
神
様
の
よ
う
な
人
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
山
も
か
つ
て
は
同
じ
場
所
で
激
し
い
稽
古
と
苦
難
を
体
験
し
た
た

め
に
、
多
く
の
門
下
生
は
三
峰
山
の
雰
囲
気
の
中
に
「
大
山
の
魂
を
感
じ

ら
れ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
大
山
が
亡
く
な
っ
た
後
で
、
三
峰
山
は
大

山
の
魂
が
生
き
続
け
て
い
る
場
所
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
日
常
稽
古
に
関

し
て
言
え
ば
、
極
真
の
門
下
生
は
極
真
空
手
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
く
、
む
し
ろ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
彼
ら

は
大
山
が
築
い
た
「
極
真
の
精
神
」
と
い
う
思
想
を
日
常
生
活
に
し
ば
し

ば
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
極
真
の
精
神
は
自
分
の
成
長
、
礼
節
、
努

力
、
尊
敬
、
感
謝
、
忍
耐
と
謙
虚
を
表
し
て
い
る
。
門
下
生
の
生
活
に
お

い
て
極
真
の
精
神
の
影
響
は
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
内

的
方
向
性
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
極
真
空
手
は
自
己
啓
発
と
精

神
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
見
な
さ
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
多
数

の
門
下
生
は
極
真
空
手
を
「
心
の
拠
り
所
」、「
人
生
の
全
て
」
と
「
生
き

甲
斐
」
と
し
て
記
述
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
難
し
い
稽
古
を
通
じ

て
生
活
の
中
で
「
何
事
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
」
と
信
じ
る
こ
と
が
で
き
、

稽
古
の
中
で
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
通
じ
て
失
敗
を
恐
れ
な
く
な
っ

た
と
い
う
記
述
も
見
ら
れ
た
。
他
方
で
、
外
的
方
向
性
の
タ
イ
プ
に
お
い

て
、
極
真
空
手
は
人
間
関
係
の
指
針
と
し
て
見
な
さ
れ
る
。
多
く
の
場
合

に
は
、
門
下
生
は
極
真
空
手
を
「
魂
の
あ
る
空
手
」
あ
る
い
は
「
ソ
ウ
ル

空
手
」
と
し
て
記
述
し
た
。
魂
の
あ
る
空
手
と
い
う
表
現
は
極
真
の
門
下

生
が
他
の
人
々
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
振
る
舞
う
べ
き
か
に
つ
い
て
記
述

し
て
お
り
、
特
に
協
調
性
と
奉
仕
の
精
神
を
強
調
し
て
い
る
。
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活
空
間
に
戻
る
と
い
う
参
禅
の
儀
礼
に
お
い
て
、
参
禅
者
が
宗
教
的
シ
ン

ボ
ル
に
対
す
る
礼
拝
は
、
独
立
し
て
発
生
し
た
儀
礼
で
あ
る
。
そ
の
一
つ

一
つ
の
礼
拝
の
間
に
、
受
付
、
駐
車
な
ど
の
俗
的
な
作
業
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
聖
な
る
行
為
と
俗
な
る
行
為
が
交
替
し
て
現
れ
て
く
る
。
も

う
一
つ
は
儀
礼
の
空
間
の
現
れ
が
参
禅
者
に
よ
っ
て
相
違
が
見
ら
れ
る
点

で
あ
る
。
坐
禅
堂
で
座
蒲
に
坐
る
前
に
発
生
し
た
こ
れ
ら
の
礼
拝
は
、
強

制
的
で
は
な
く
、
参
禅
者
個
人
の
意
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
儀
礼

の
空
間
が
形
成
さ
れ
る
か
否
か
、
参
禅
空
間
で
現
れ
た
儀
礼
の
回
数
、
頻

度
あ
る
い
は
時
間
の
長
短
と
い
っ
た
点
で
は
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

参
禅
で
見
ら
れ
る
こ
の
二
つ
の
宗
教
空
間
は
同
時
に
演
出
さ
れ
て
い

る
。
世
俗
的
空
間
と
神
聖
的
空
間
が
複
雑
に
入
り
組
む
前
者
は
、
後
者
に

舞
台
を
提
供
し
、
後
者
の
空
間
で
見
ら
れ
る
礼
拝
の
対
象
を
も
提
供
し
て

い
る
。
大
都
市
の
禅
寺
の
都
市
性
格
も
前
者
の
宗
教
空
間
の
構
成
に
影
響

を
与
え
、
後
者
の
儀
礼
の
宗
教
的
空
間
と
関
連
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

本
発
表
は
禅
寺
の
設
計
者
側
、
禅
寺
側
、
参
禅
者
側
の
発
言
を
取
り
入

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
師
弟
相
伝
を
重
視
す
る
宗
教
空
間
の
中
で
、
禅
寺

の
僧
侶
と
参
禅
者
の
儀
礼
に
対
す
る
解
釈
と
反
応
も
取
り
上
げ
な
か
っ

た
。
現
代
都
市
に
お
け
る
参
禅
の
宗
教
空
間
を
よ
り
立
体
的
に
考
え
る
た

め
に
、
そ
の
宗
教
空
間
を
作
る
人
間
を
今
後
の
課
題
に
お
け
る
重
要
な
要

素
と
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ゲ
ー
テ
の
文
学
に
お
け
る
「
祈
り
」

エ
ヴ
ェ
リ
ン
・
ツ
グ
ラ
ッ
ゲ
ン

　

こ
れ
ま
で
「
旅
び
と
の
夜
の
歌
」
と
い
う
詩
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神

へ
の
「
祈
り
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
最
近
の
研
究
に
よ
る
と

ボ
ル
（
例
え
ば
、
長
光
寺
の
薬
師
如
来
像
と
釈
迦
牟
尼
如
来
像
、
東
照
寺

の
大
黒
尊
天
と
韋
駄
尊
天
、
坐
禅
堂
の
文
殊
菩
薩
な
ど
）
が
あ
る
空
間

と
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
や
受
付
台
、
更
衣
室
な
ど
の
空
間
は
同
時
に
現
れ
て

い
る
。
次
に
、
坐
禅
堂
は
「
奥
」
の
静
寂
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
東
京
の
禅

寺
の
比
較
的
狭
い
境
内
に
お
い
て
、
地
形
、
道
、
樹
木
で
形
成
さ
れ
た
多

重
な
空
間
は
、
建
物
が
視
覚
的
に
「
奥
」
に
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
参

禅
者
に
与
え
る
。
そ
の
坐
禅
堂
は
本
堂
や
納
骨
堂
な
ど
と
同
じ
建
物
の
中

に
設
け
ら
れ
て
い
る
（
繁
華
街
に
あ
る
長
光
寺
と
中
高
層
住
宅
街
に
あ
る

龍
澤
寺
は
地
下
、
住
宅
街
に
あ
る
東
照
寺
と
工
業
街
に
あ
る
桐
ケ
谷
寺
と

寺
院
集
積
地
に
あ
る
慶
安
寺
は
地
上
、
高
級
住
宅
街
に
あ
る
耕
雲
寺
は
地

形
に
よ
っ
て
地
下
に
坐
禅
堂
を
有
し
て
い
る
）。
い
ず
れ
も
静
寂
な
と
こ

ろ
で
あ
り
、
周
囲
の
音
が
ほ
ぼ
聞
こ
え
な
い
場
所
で
あ
る
。
自
然
の
音
も

坐
禅
者
と
と
も
に
坐
禅
の
空
間
を
構
築
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
（
例
え
ば
、

瑩
山
の
『
坐
禅
用
心
記
』
の
「
水
の
音
響
く
渓
谷
の
辺
り
、
生
い
茂
る

樹
々
の
下
」
で
坐
禅
す
る
と
い
う
主
張
）
が
、
都
市
の
禅
寺
に
あ
っ
て

は
、
静
寂
さ
を
主
た
る
目
的
と
し
て
、
音
を
遮
断
し
た
と
こ
ろ
に
坐
禅
堂

を
設
け
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

儀
礼
的
行
為
に
よ
っ
て
現
れ
た
宗
教
空
間
に
つ
い
て
、
長
光
寺
の
参
禅

の
記
述
に
基
づ
き
、
そ
の
儀
礼
の
現
れ
方
の
特
徴
と
し
て
以
下
の
二
点
を

指
摘
し
た
い
。
一
つ
は
参
禅
者
の
儀
礼
的
行
為
が
不
連
続
に
発
生
す
る
点

で
あ
る
。
長
光
寺
の
参
禅
で
は
、
参
禅
者
は
山
門
に
入
る
前
に
、
そ
の
右

側
に
あ
る
薬
師
如
来
像
に
合
掌
し
て
礼
拝
す
る
。
そ
し
て
、
駐
車
、
受
付

等
の
行
為
を
特
定
な
場
所
（
長
光
寺
の
場
合
は
そ
の
本
堂
の
玄
関
の
と
こ

ろ
で
あ
る
）
で
行
う
。
参
禅
者
が
普
段
の
生
活
空
間
か
ら
「
分
離
」
し
て

禅
寺
の
空
間
に
入
り
、「
過
度
」
を
経
て
、「
統
合
」
し
て
ま
た
普
段
の
生
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戯
曲
の
断
片
『
マ
ホ
メ
ッ
ト
』（
一
七
七
二
〜
七
三
）
の
冒
頭
に
あ
る

マ
ホ
メ
ッ
ト
の
頌
歌
は
「
祈
り
」
と
し
て
理
解
で
き
る
。
彼
は
本
来
『
コ

ー
ラ
ン
』
の
第
六
章
に
あ
る
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
祈
り
に
基
づ
い
て
、
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
部
分
を
マ
ホ
メ
ッ
ト
に
変
え
、
こ
の
頌
歌
を
書
い
た
。
頌
歌
の
内

容
は
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
が
星
、
月
、
太
陽
を
自
身
の
「
主
」
と
し
て
崇
め
よ

う
と
し
た
が
、
三
つ
と
も
沈
ん
だ
の
で
、
結
局
こ
れ
ら
を
崇
拝
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
唯
一
、
天
と
地
球
を
創
造
し
た
神
だ
け
は
崇
拝
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
こ
の
神
に
向
か
っ
て
次
の
よ
う
に
祈
っ
て
い

る
。「
私
の
愛
す
る
心
よ　

創
造
主
に
そ
び
え
立
ち
な
さ
い
／
あ
な
た
は

私
の
主
で
あ
れ
！
私
の
神
で
あ
れ
！
す
べ
て
を
愛
す
る
あ
な
た
よ
！
／
太

陽
や
月
や
星
／
地
球
や
空
や
私
を
創
っ
て
く
れ
た
あ
な
た
よ
。」（G

oe-
the Säm

tliche W
erke. D

ram
en 1765︲1775. H

rsg. von D
ieter 

Borchm
eyer, D

eutscher K
lassiker V

erlag, Frankfurt, 1985, 
S. 249　

筆
者
訳
）。
こ
の
よ
う
に
、
ゲ
ー
テ
は
『
コ
ー
ラ
ン
』
の
祈
り

を
ド
イ
ツ
語
の
詩
句
に
書
き
換
え
た
。
ゲ
ー
テ
は
『
コ
ー
ラ
ン
』
に
基
づ

い
て
一
八
一
五
年
の
前
半
に
「
さ
ま
ざ
ま
の
護
符
」
と
い
う
『
西
東
詩
集
』

（
一
八
二
七
）
の
詩
を
書
い
て
、「
東
方
は
神
の
も
の
！
／
西
方
は
神
の
も

の
！
／
（
省
略
）
そ
の
百
の
う
ち
／
こ
の
名
こ
そ
た
た
え
ら
れ
て
あ
れ
！

ア
メ
ン
。」（『
ゲ
ー
テ
全
集
二
』
潮
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
九
三
頁
）

と
述
べ
て
、「
ア
メ
ン
」
と
い
う
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
（
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ

リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
）
の
語
を
使
っ
て
い
る
。

　
「
祈
り
は
心
の
希
望
を
さ
わ
や
か
に
す
る
」
と
い
う
考
え
は
、
ゲ
ー
テ

の
作
品
の
中
に
あ
る
「
祈
り
」
全
般
の
根
底
を
貫
く
考
え
で
あ
ろ
う
。
祈

る
人
は
ゲ
ー
テ
に
と
っ
て
、
希
望
を
も
っ
て
前
進
す
る
人
の
こ
と
で
あ

る
。
彼
が
も
っ
て
い
た
「
祈
り
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
一
つ
の
宗
教
に
よ

「
平
和
」
へ
の
「
祈
り
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（H

ans-Jörg 
K

nobloch, W
andrers N

achtlied ︲ ein Gebet?. In: G
oethe. 

N
eue A

nsichten ︲ N
eue E

insichten. K
önigshausen &

 N
eu-

m
ann, W

ürzburg, 2007, S. 91︲102

参
照
）。
最
晩
年
の
ゲ
ー
テ
の

小
説
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
遍
歴
時
代
』（
一
八
二
九
）
の

中
で
、
小
説
に
出
て
く
る
マ
カ
ー
リ
エ
と
い
う
聡
明
な
女
性
の
次
の
言
葉

が
あ
る
。「
祈
り
は
心
の
希
望
を
さ
わ
や
か
に
す
る
。」（『
ゲ
ー
テ
全
集

八
』
潮
出
版
社
、
一
九
八
一
、
四
〇
五
頁
）。
よ
っ
て
ゲ
ー
テ
に
と
っ
て
、

祈
り
と
希
望
は
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ゲ
ー
テ
の
他
の
作
品
に
も
「
祈
り
」
の
部
分
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調

べ
、
そ
の
際
「
祈
り
」
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ

て
、
彼
の
代
表
的
な
作
品
に
お
け
る
「
祈
り
」
を
示
し
て
い
く
。

　

詩
「
パ
ー
リ
ア
」（
一
八
二
四
）
は
、「
パ
ー
リ
ア
の
祈
り
」、「
聖
譚
」、

「
パ
ー
リ
ア
の
感
謝
」
と
い
う
詩
か
ら
な
る
三
部
作
で
あ
る
。
パ
ー
リ
ア

と
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
の
外
側
に
あ
っ
て
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
社
会
に
お
い
て

差
別
さ
れ
て
き
た
人
々
の
こ
と
で
あ
り
、
不
可
触
民
と
呼
ば
れ
て
い
る
人

た
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
詩
「
パ
ー
リ
ア
の
祈
り
」
で
は
、
パ
ー
リ

ア
が
「
梵
天
」
と
い
う
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
に
「
偉
大
な
梵
天
」、
ま
た
は

直
接
「
あ
な
た
」（『
ゲ
ー
テ
全
集
一
』
潮
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
二
九

七
頁
）
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
二
人
称
で
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

に
「
祈
り
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
パ
ー
リ
ア
は
梵
天
に
「
主
よ　

さ
も
ま
た

こ
の
祈
り
の
後
に
は
／
私
に
も
子
と
し
て
の
祝
福
を
お
与
え
く
だ
さ
い
／

そ
れ
と
も　

私
ご
と
き
も
あ
な
た
に
結
ば
れ
る
／
し
る
し
を　

お
現
わ
し

下
さ
い
ま
す
よ
う
」
と
祈
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
パ
ー
リ
ア
は
梵
天
に
対

し
、
す
べ
て
の
階
級
の
信
者
を
平
等
に
扱
っ
て
ほ
し
い
と
祈
っ
て
い
る
。
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こ
の
吉
岡
と
い
う
指
導
者
を
失
っ
た
富
士
ヶ
丘
高
校
演
劇
部
員
た
ち
の

喪
失
は
、
仏
教
の
歴
史
の
中
で
考
え
れ
ば
原
始
仏
教
教
団
で
ブ
ッ
ダ
と
一

緒
に
活
動
し
て
い
た
仏
弟
子
達
が
、
ま
さ
に
ブ
ッ
ダ
の
入
滅
を
体
験
し
た

状
況
に
よ
く
似
て
い
る
。
紀
元
前
に
編
纂
さ
れ
た
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て

ブ
ッ
ダ
は
「
自
ら
を
た
よ
り
と
し
、
法
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
生
き
て
い

き
な
さ
い
」
と
い
う
後
の
仏
教
で
「
自
帰
依
」「
法
帰
依
」（「
自
灯
明
」

「
法
灯
明
」）
と
言
わ
れ
る
教
え
を
説
く
。
す
な
わ
ち
、
誰
か
を
た
よ
り
に

す
る
こ
と
な
く
ブ
ッ
ダ
の
教
え
で
あ
る
法
を
た
よ
り
に
し
て
、
そ
れ
を
自

ら
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ブ
ッ
ダ
の
教
え
に

よ
り
、
修
行
僧
た
ち
は
ブ
ッ
ダ
の
死
と
い
う
喪
失
を
乗
り
越
え
、
悟
り
を

開
い
た
解
脱
者
と
し
て
生
き
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
も
う
一
度
『
幕
が
上
が
る
』
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
ー
ン
の

高
橋
部
長
の
言
葉
を
振
り
返
り
た
い
。
高
橋
部
長
は
吉
岡
が
去
っ
て
沈
ん

で
い
る
部
員
た
ち
に
向
け
て
「
私
た
ち
は
舞
台
の
上
な
ら
ど
こ
へ
で
も
行

け
る
。
ど
こ
へ
も
た
ど
り
着
け
な
い
と
し
て
も
私
は
や
め
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
自
分
を
や
め
る
こ
と
だ
か
ら
。」
と
語
り
か
け

て
い
た
。
富
士
ケ
丘
高
校
演
劇
部
は
、
吉
岡
が
来
る
ま
で
目
標
を
見
失
い

何
と
な
く
続
け
て
い
る
よ
う
な
部
活
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
吉
岡
が
現

れ
る
事
に
よ
っ
て
見
違
え
る
よ
う
な
演
劇
部
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
特
に
高
橋
部
長
に
と
っ
て
、
吉
岡
の
教
え
は
自
分
の
新
し
い
生
き
方

の
指
針
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
舞
台
の
上
な
ら
ど
こ
に

で
も
い
け
る
」
と
い
う
言
葉
に
表
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
吉

岡
の
演
劇
に
関
す
る
教
え
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
演
出
家
と
し
て

の
可
能
性
が
さ
お
り
の
生
き
方
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
高
橋
部
長
は
、
演
劇
を
「
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ

る
の
で
は
な
く
、
普
遍
的
で
あ
っ
た
。「
パ
ー
リ
ア
」
は
、
悩
ん
で
い
る

人
の
神
へ
の
「
祈
り
」
を
表
現
し
、
ま
た
『
マ
ホ
メ
ッ
ト
』
の
頌
歌
と

「
さ
ま
ざ
ま
の
護
符
」
は
、
神
を
崇
拝
す
る
祈
り
と
し
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
。
ゲ
ー
テ
は
さ
ら
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
で
使
わ
れ
て
い
る
「
ア

メ
ン
」
と
い
う
語
を
詩
の
中
で
用
い
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
の
他
の
作
品
の
中

で
も
「
祈
り
」
の
描
き
方
は
い
く
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
は
例

え
ば
「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
」
や
「
王
者
の
祈
り
」
と
い
う
詩
な
ど
に
つ
い
て

論
じ
る
必
要
が
あ
る

映
画
・
舞
台
『
幕
が
上
が
る
』
に
お
け
る
喪
失
と
ブ
ッ
ダ
入
滅
後
の
仏
教

三
浦　

宏
文

　

本
稿
で
は
、
映
画
『
幕
が
上
が
る
』
と
そ
の
発
展
版
の
舞
台
『
幕
が
上

が
る
』
と
仏
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
特
に
本
稿
で
は
映
画

『
幕
が
上
が
る
』
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
じ
た
い
。
映
画
『
幕
が
上
が
る
』

は
、
静
岡
県
立
富
士
ヶ
丘
高
校
演
劇
部
の
成
長
物
語
で
あ
る
。
こ
の
富
士

ケ
丘
高
校
演
劇
部
は
、
以
前
は
「
弱
小
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
に
し
て
も

取
り
立
て
て
良
い
所
も
な
い
普
通
の
地
方
の
公
立
高
校
の
演
劇
部
で
あ
っ

た
。
そ
の
演
劇
部
に
演
劇
の
面
白
さ
を
教
え
、
ま
さ
に
演
劇
に
目
覚
め
さ

せ
て
く
れ
た
の
は
新
任
教
師
の
吉
岡
だ
っ
た
。
言
わ
ば
部
員
た
ち
に
と
っ

て
吉
岡
は
教
祖
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
の
指
導
に

よ
っ
て
全
国
大
会
と
い
う
目
標
を
見
出
し
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進

し
は
じ
め
た
ま
さ
に
そ
の
時
に
、
そ
の
教
祖
と
も
言
え
る
吉
岡
は
退
職
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
部
員
た
ち
の
衝
撃
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
部
員
達
に
と
っ
て
、
吉
岡
の
退
職
は
大
変
大
き
な
喪
失
で

あ
っ
た
。



423　　

第13部会 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

イ
メ
ー
ジ
は
変
化
に
富
み
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
の
関
連
の
中
で
、
と
き

に
は
妖
精
の
よ
う
な
身
近
な
存
在
と
し
て
、
あ
る
い
は
魔
女
の
よ
う
な
恐

ろ
し
い
存
在
と
し
て
も
描
き
出
さ
れ
て
き
た
。
児
童
文
学
の
女
性
の
主
人

公
た
ち
の
源
泉
は
、
神
話
の
世
界
の
女
性
の
叡
智
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
確

固
た
る
意
志
へ
の
信
頼
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
信
頼
は

他
者
へ
の
愛
と
献
身
と
な
っ
て
顕
現
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

　

ア
ン
デ
ル
セ
ン
以
前
の
物
語
を
み
て
み
よ
う
。
女
性
の
叡
智
は
、
説
話

集
『
千
一
夜
物
語
』
の
シ
ェ
ヘ
ラ
ザ
ー
ド
や
、
そ
の
中
の
一
つ
の
物
語

『
ア
リ
バ
バ
と
四
十
人
の
盗
賊
』
の
モ
ル
ジ
ア
ナ
に
も
見
出
さ
れ
る
。
ま

た
、
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
ロ
ー
童
話
に
登
場
す
る
妖
精
た
ち
に
も
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
グ
リ
ム
童
話
に
な
る
と
、
女
性
の
叡
智
は
、
悪
魔

的
な
も
の
と
結
び
つ
い
た
魔
女
の
力
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。「
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ
ー
テ
ル
」
で
も
、
子
ど
も
を
食
べ
よ
う
と
す
る
恐
ろ
し
い
魔
女
が

登
場
す
る
し
、「
白
雪
姫
」
で
は
、
白
雪
姫
の
命
を
狙
う
継
母
は
魔
女
で

あ
り
、
彼
女
の
叡
智
は
姫
を
殺
す
た
め
の
黒
魔
術
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
と
そ
の
話
を
聞
い
た
人
々
が
厳
格

な
ユ
グ
ノ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
同
じ
く
十
九
世
紀
で
は
あ
る
が
、
グ
リ
ム
童
話
と
は
異
な

り
、
児
童
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
に
は
、
む

し
ろ
、
魔
女
と
さ
れ
た
女
性
の
女
神
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、「
野
の
白
鳥
」
の
エ
ル
ザ
は
、
白
鳥
の
姿
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た

兄
た
ち
の
魔
法
を
解
く
た
め
、
口
を
き
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
魔
女
の
嫌

疑
が
か
け
ら
れ
処
刑
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
も
な
お
、
黙
々
と
イ
ラ
ク
サ
の

上
着
を
編
み
つ
づ
け
、
最
終
的
に
兄
た
ち
を
救
う
。
魔
女
か
ら
女
神
へ
と

な
ら
そ
れ
は
自
分
を
や
め
る
こ
と
だ
か
ら
」
と
言
い
切
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
さ
お
り
の
呼
び
か
け
に
部
員
達
も
「
行
こ
う
！
全
国
！
」

と
呼
応
し
て
い
く
。

　

こ
れ
は
、
前
述
し
た
ブ
ッ
ダ
の
教
え
で
あ
る
「
自
帰
依
」「
法
帰
依
」

（「
自
灯
明
」「
法
灯
明
」）
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
と
言
え
る
。
高
橋
部

長
た
ち
富
士
ケ
丘
高
校
演
劇
部
は
、
吉
岡
の
退
職
と
い
う
喪
失
を
、
吉
岡

の
教
え
と
、
そ
の
教
え
を
自
ら
の
も
の
と
し
た
自
分
自
身
を
た
よ
り
に
、

乗
り
越
え
て
前
に
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
死
と
退
職
と

は
同
列
に
扱
う
に
は
あ
ま
り
に
差
の
あ
る
現
象
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も

「
大
切
な
人
の
喪
失
」
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
部
分
が
大
き
い
と

考
え
る
。『
幕
が
上
が
る
』
と
い
う
物
語
の
中
で
、
高
橋
部
長
た
ち
富
士

ケ
丘
高
校
演
劇
部
員
は
、
奇
し
く
も
ブ
ッ
ダ
と
い
う
師
を
失
っ
た
仏
教
の

修
行
僧
た
ち
と
同
じ
仕
方
で
自
ら
経
験
し
た
喪
失
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。

児
童
文
学
に
お
け
る
女
神
・
妖
精
・
魔
女
の
表
象

大
澤
千
恵
子

　

児
童
文
学
は
、
神
話
や
伝
承
の
物
語
を
源
泉
に
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ

ら
と
一
線
を
画
し
て
近
代
西
欧
に
誕
生
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
西
欧
の
土

着
的
な
民
衆
信
仰
の
世
界
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
両
方
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
る
。
妖
精
物
語
か
ら
児
童
文
学
へ
の
分
水
嶺
で
あ
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン

童
話
に
は
、
主
人
公
の
少
女
や
女
性
を
通
し
て
、
他
者
を
思
い
や
る
愛
と

献
身
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
愛
と
献
身
の
大
本

に
は
、
ま
ず
、
古
来
の
女
神
の
叡
智
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
児
童
文
学
の
中

で
、
自
分
を
信
じ
る
強
い
意
思
と
し
て
表
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の



　　424

『宗教研究』92巻別冊（2019年） 第13部会

し
て
い
る
。

ゴ
ッ
ホ
の
《
開
か
れ
た
聖
書
の
あ
る
静
物
》
に
お
け
る
分
身
性正

田　

倫
顕

　

フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
《
開
か
れ
た
聖
書
の
あ
る
静

物
》（F117 / JH

946

）
は
一
八
八
五
年
一
〇
月
に
描
か
れ
た
。
こ
れ
は

ニ
ュ
ー
ネ
ン
滞
在
の
最
後
期
に
あ
た
る
。
ゴ
ッ
ホ
が
ど
れ
ほ
ど
絵
に
命
を

賭
け
始
め
た
と
し
て
も
、
品
行
方
正
な
牧
師
の
一
家
に
と
っ
て
彼
の
行
い

は
理
解
不
可
能
な
も
の
で
あ
っ
た
。
家
族
に
数
々
の
心
労
を
引
き
起
こ

し
、
八
五
年
三
月
に
父
が
亡
く
な
る
。

　

描
か
れ
た
聖
書
は
大
変
重
々
し
い
本
で
あ
る
。
聖
書
の
右
ペ
ー
ジ
上
に

は
フ
ラ
ン
ス
語
でISA

IE

と
標
題
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
右
下

の
欄
に
はChap LIII

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
「
苦
難
の
僕
」

の
詩
（
五
二
章
13
節
―
五
三
章
12
節
）
が
詠
わ
れ
て
お
り
、
不
当
に
迫
害

さ
れ
理
不
尽
に
苦
し
み
死
ん
で
い
っ
た
義
人
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
後

代
イ
エ
ス
の
死
の
意
味
が
分
か
ら
ず
暗
闇
の
中
に
い
た
弟
子
た
ち
に
、
旧

約
聖
書
の
新
し
い
解
釈
が
開
か
れ
た
箇
所
で
も
あ
る
。
ゴ
ッ
ホ
は
キ
リ
ス

ト
教
が
最
も
重
視
し
て
き
た
旧
約
の
箇
所
を
ゾ
ラ
の
小
説
『
生
き
る
喜

び
』
と
対
置
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
こ
の
絵
は
二
項
対
立
の
図
式
に
基
づ
い
て
分

析
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
つ
ま
り
聖
書
の
世
界
と
ゾ
ラ
の
小
説
世

界
の
対
比
に
、
寓
意
（allegory

）
的
な
意
味
が
読
み
こ
ま
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
悲
し
み
と
喜
び
の
対
照
が
あ
る
と
見
ら
れ
た
り

（C. N
ordenfalk, “V

an Gogh and Literature, ” Journal of the 
W

arburg and Courtauld Institutes, V
ol. 10, 1947, pp. 132︲

転
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
女
性
の
主
人
公
の
思
い
を
貫
く
強
さ
と
し
て
の
愛
と
献
身

は
、
現
代
の
物
語
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
宮
崎
駿
監
督
は
、
ロ
シ
ア

で
作
成
さ
れ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
『
雪
の
女
王
』
の
映
画
を
見
た
際

に
、
主
人
公
の
少
女
ゲ
ル
ダ
の
純
粋
な
思
い
を
貫
く
姿
勢
に
深
い
感
銘
を

受
け
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
一
見
す
る
と
わ
が
ま
ま
に
も
見
え
か
ね

な
い
そ
の
思
い
を
貫
く
姿
勢
は
、
周
り
を
巻
き
込
ん
で
い
く
強
さ
と
や
が

て
そ
れ
ら
を
救
済
す
る
力
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
ヒ
ロ
イ
ン

像
は
宮
崎
作
品
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
』

の
ナ
ウ
シ
カ
や
『
魔
女
の
宅
急
便
』
の
キ
キ
、『
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
』
の

ポ
ニ
ョ
な
ど
、
多
く
の
作
品
の
主
人
公
の
少
女
た
ち
の
姿
に
継
承
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
世
界
的
な
大
ヒ
ッ
ト
が
記
憶
に
新
し
い
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
『
ア

ナ
と
雪
の
女
王
』
の
主
人
公
ア
ナ
も
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
も
の
の
一
人
だ
。

ア
ナ
の
強
い
思
い
と
そ
れ
を
貫
く
献
身
が
、
氷
を
解
か
す
愛
と
な
っ
て
エ

ル
サ
と
王
国
を
救
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
愛
と
献
身
は
、
世
界
へ
の
信

頼
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
ア
ナ
の
力
が
当
初
男
性
た
ち
か
ら
魔
女
的
な

も
の
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
女
性
の
持
つ
超
自
然
的
な
力
へ
の

典
型
的
な
受
け
止
め
ら
れ
方
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
本
作
品
の
世
界
的
な

流
行
に
鑑
み
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
の
中
で
否
定
的
に
捉
え
ら
れ
て

き
た
、
女
性
と
超
自
然
的
な
見
方
の
結
び
つ
き
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て

は
、
好
意
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
は
、
困
難
に
何
度
も
直
面
す
る
が
、
古
来
の
女
神
の
叡

智
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
愛
と
献
身
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、
本
人
は
も
ち
ろ

ん
、
他
の
登
場
人
物
も
ま
た
次
第
に
救
わ
れ
て
い
く
大
き
な
潮
流
を
起
こ
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ゴ
ッ
ホ
は
牧
師
で
あ
る
父
を
批
判
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
否
定
し
て
き

た
。
し
か
し
そ
れ
は
自
分
を
否
定
す
る
こ
と
に
等
し
く
、
切
実
な
痛
み
が

疼
き
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
批
判
す
る
主
体
と
批
判
さ
れ
る
客
体
が

別
々
の
存
在
で
は
な
く
、
実
は
自
分
の
中
に
同
居
し
て
い
た
の
だ
。
だ
か

ら
聖
書
は
単
に
父
親
の
姿
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
同
時
に
ゴ
ッ
ホ
自

身
の
悲
し
い
姿
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
家
の
中
で
特
定
の
役
割
を
も

た
な
か
っ
た
こ
の
聖
書
は
、
図
ら
ず
も
無
用
の
長
物
扱
い
さ
れ
る
ゴ
ッ
ホ

の
姿
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
こ
の
作
品
は
父
や
キ
リ

ス
ト
教
と
の
対
決
だ
け
が
主
題
な
の
で
は
な
い
。
小
説
だ
け
で
な
く
聖
書

も
ゴ
ッ
ホ
の
姿
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
結
局
彼
の
自
画
像
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
の
絵
で
は
イ
エ
ス
や
父
親
、
ゴ
ッ
ホ
、
ポ
ー
リ
ー
ヌ
、
教
会
な
ど

様
々
な
像
が
含
意
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
表
象
が
多
層
的
に
重
な
っ
て
、

結
局
は
ゴ
ッ
ホ
と
い
う
人
間
が
現
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

岡
本
太
郎
撮
影
《
久
高
島
・
大
御
嶽
》
一
六
カ
ッ
ト
と
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー

佐
々
木
秀
憲

　

前
衛
芸
術
家
の
岡
本
太
郎
（
一
九
一
一
―
九
六
）
は
、
一
九
五
九
年
十

一
月
と
一
九
六
六
年
十
二
月
と
の
二
回
沖
縄
を
調
査
取
材
し
た
。
一
回
目

に
沖
縄
を
訪
問
し
た
岡
本
は
各
地
の
日
常
生
活
の
場
面
を
活
写
し
、
沖
縄

に
お
け
る
見
聞
を
「
沖
縄
文
化
論
」
と
し
て
総
合
雑
誌
『
中
央
公
論
』
一

九
六
〇
年
三
月
号
か
ら
同
十
二
月
号
ま
で
計
六
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
、

一
九
六
一
年
一
月
『
忘
れ
ら
れ
た
日
本
〈
沖
縄
文
化
論
〉』（
中
央
公
論
社
）

と
し
て
上
梓
し
た
。（
以
下
、『
沖
縄
文
化
論
』
と
称
す
る
。）『
沖
縄
文
化

論
』
に
お
い
て
、
岡
本
の
精
神
的
な
緊
迫
感
が
ピ
ー
ク
に
到
達
し
て
い
る

の
は
、
久
高
島
の
、
神
が
降
り
る
場
所
と
さ
れ
る
大
御
嶽
（
フ
ボ
ー
ウ
タ

147, especially p. 142

）、
死
と
生
、
父
と
子
の
対
比
が
読
み
取
ら
れ

た
り
（
高
階
秀
爾
『
ゴ
ッ
ホ
の
眼
』
青
土
社
、
一
九
八
八
年
、
八
九
頁
）、

宗
教
的
な
伝
統
と
世
俗
的
な
近
代
性
の
対
照
だ
と
考
え
ら
れ
た
り
し
た

（
Ｒ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ブ
ラ
ム
『
近
代
絵
画
と
北
方
ロ
マ
ン
主
義
の
伝
統
』
神

林
恒
道
／
出
川
哲
朗
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
八
年
、
一
〇
七
頁
）。

ま
た
聖
書
と
近
代
文
学
に
対
立
関
係
を
認
め
、
闇
と
光
の
対
比
や
古
い
キ

リ
ス
ト
教
と
人
間
の
生
命
の
対
立
が
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
り
も
し
た
（
圀

府
寺
司
『
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ　

自
然
と
宗
教
の
闘
争
』
小
学
館
、
二
〇
〇

九
年
、
一
一
三
、
一
一
六
―
一
一
七
頁
）。

　

確
か
に
こ
の
絵
の
基
層
に
は
、
父
と
ゴ
ッ
ホ
の
葛
藤
が
あ
る
と
考
え
て

も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
ゾ
ラ
の
小
説
は
決
し
て
聖
書
と
対

立
的
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
黄
表
紙
本
は
聖
書
に
寄

り
添
う
よ
う
に
位
置
し
て
い
る
。
実
際
、
ゴ
ッ
ホ
は
聖
書
に
つ
い
て
も
、

た
だ
批
判
的
に
捉
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
聖
書
は
な
に
よ
り
も

イ
エ
ス
に
集
約
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
肯
定
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
的
解
釈
通
り
に
、
イ

エ
ス
も
ま
た
悲
し
み
を
担
う
存
在
で
あ
り
「
苦
難
の
僕
」
と
重
な
る
と
さ

れ
る
。
ま
た
ゾ
ラ
の
『
生
き
る
喜
び
』
も
題
名
を
文
字
通
り
に
受
け
取
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
内
容
は
書
名
と
は
裏
腹
に
、
暗
く
悲
劇
的
で
あ

る
。
主
人
公
ポ
ー
リ
ー
ヌ
は
生
き
る
喜
び
な
ど
全
く
味
わ
わ
ず
、
苦
し
み

を
一
身
に
担
っ
て
い
た
の
だ
。
悲
劇
性
と
い
う
共
通
項
で
く
く
れ
ば
、
ポ

ー
リ
ー
ヌ
も
ま
た
無
名
の
「
苦
難
の
僕
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
事

実
、
ゴ
ッ
ホ
は
現
代
文
学
と
聖
書
は
切
り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
連

続
性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た
。
聖
書
も
現
代
文
学
も
、
ゴ
ッ
ホ
に
と
っ
て

は
暗
闇
の
中
に
光
を
投
じ
る
存
在
だ
っ
た
の
だ
。
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て
お
ら
ず
写
真
も
撮
影
し
て
な
い
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
六

年
、
川
崎
市
岡
本
太
郎
美
術
館
に
お
い
て
開
催
し
た
「
岡
本
太
郎
が
愛
し

た
沖
縄
」
展
の
為
の
調
査
に
よ
り
、
十
六
カ
ッ
ト
撮
影
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
つ
ま
り
、
岡
本
は
再
訪
時
に
も
大
御
嶽
の
持
つ
聖
性
に
感
動

を
深
く
し
、
わ
ず
か
数
十
㎡
の
空
間
を
、
再
度
、
十
六
カ
ッ
ト
撮
影
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
沖
縄
再
訪
の
興
奮
の
冷
め
や
ら
ぬ
翌
一
九
六
七
年
七
月
、
岡
本
は

一
九
七
〇
年
に
大
阪
・
千
里
に
て
開
催
さ
れ
る
日
本
万
国
博
覧
会
（
大
阪

万
博
）
の
日
本
館
の
テ
ー
マ
展
示
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
就
任
す
る
。
そ
し

て
同
年
一
〇
月
に
は
、
後
に
《
太
陽
の
塔
》
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
る

「
空
中
・
地
上
・
地
下
の
三
層
」
か
ら
な
る
「（
仮
称
）
生
命
の
樹
」
を
建

造
す
る
こ
と
を
公
式
発
表
し
そ
の
原
型
を
制
作
し
て
い
る
。
岡
本
旧
蔵
の

エ
リ
ア
ー
デ
著
『
イ
メ
ー
ジ
と
シ
ン
ボ
ル
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
初
版
五
〇
頁

の
「
三
つ
の
宇
宙
の
概
念
―
天
上
界
、
地
上
界
、
地
下
界
―
『
中
心
』
が

こ
れ
ら
諸
界
の
接
合
点
を
構
成
す
る
」（
訳
文
は
前
田
耕
作
訳
同
書
五
五

頁
を
参
照
）
の
行
に
は
傍
線
が
記
さ
れ
て
お
り
、《
太
陽
の
塔
》
が
エ
リ

ア
ー
デ
の
著
作
か
ら
修
得
さ
れ
た
知
識
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
筆
者

は
詳
述
し
た
こ
と
が
あ
る
（
於
美
術
史
学
会
平
成
二
九
年
度
第
四
回
東

部
例
会
）。
つ
ま
り
、
岡
本
が
大
阪
万
博
の
た
め
に
《
太
陽
の
塔
》
こ
と

「（
仮
称
）
生
命
の
樹
」
を
構
想
す
る
際
に
、
最
も
直
接
的
な
影
響
を
受
け

た
の
は
エ
リ
ア
ー
デ
の
著
書
で
あ
り
、
沖
縄
・
久
高
島
で
実
体
験
し
た

「
大
御
嶽
」
の
も
つ
聖
な
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
岡
本
が
沖
縄
・
久
高
島
再
訪
時
に
撮
影
し
た
大
御
嶽
の
十
六
カ
ッ
ト

は
、《
太
陽
の
塔
》
を
考
察
す
る
上
で
示
唆
に
富
ん
だ
資
料
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。

キ
）
を
訪
れ
た
時
に
抱
い
た
感
動
に
つ
い
て
述
べ
た
「
神
と
木
と
石
」
の

章
で
あ
る
。
岡
本
は
大
御
嶽
に
つ
い
て
「
自
然
木
と
自
然
石
、
そ
れ
が
神

と
人
間
の
交
流
の
初
源
的
な
回
路
」
と
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
岡
本
太
郎
の
欧
文
蔵
書
を
詳
細
に
調
査
し
、
世
界
的
宗
教
学
者

で
あ
る
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
（
一
九
〇
七
―
八
六
）
の
著
書
に
多
く

の
書
き
込
み
を
発
見
し
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
岡
本
太
郎
の
創
作
活
動

に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る

（
於
日
本
宗
教
学
会
第
六
九
回
学
術
大
会
）。
岡
本
旧
蔵
の
エ
リ
ア
ー
デ
著

『
神
話
と
夢
想
と
秘
儀
』
一
六
八
頁
に
は
「
聖
な
る
も
の
が
こ
の
石
、
こ

の
樹
に
自
ら
の
姿
を
現
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
全
一
者
で
あ
る
こ
と
を
放
棄

し
自
己
を
限
定
す
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
無
数
の
聖

体
示
現
の
な
か
に
は
大
き
な
相
違
点
は
あ
る
」（
訳
文
は
岡
三
郎
訳
同
書

一
六
六
頁
を
参
照
）
の
箇
所
に
傍
線
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
岡
本
が
一

回
目
の
沖
縄
訪
問
時
に
、
大
御
嶽
の
中
に
立
ち
入
り
、「
何
も
な
い
と
い

う
こ
と
」
の
中
に
「
厳
粛
な
実
態
」
を
見
出
し
、
五
カ
ッ
ト
の
写
真
を
撮

影
し
た
こ
と
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
著
作
を
通
し
て
「
聖
な
る
も
の
が
こ
の

石
、
こ
の
樹
に
自
ら
の
姿
を
現
わ
す
」
と
す
る
「
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
」
の

概
念
を
十
分
に
理
解
し
て
お
り
、
大
御
嶽
が
「
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
」
の
実

例
で
あ
る
と
感
得
し
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
一
九
六
六
年
一
二
月
、
二
回
目
の
沖
縄
訪
問
を
果
た
し
た
岡
本

の
目
的
は
、
久
高
島
に
お
い
て
十
二
年
に
一
度
午
年
に
行
わ
れ
る
、
女
性

だ
け
の
神
事
「
イ
ザ
イ
ホ
ー
」
を
取
材
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
二
度

目
の
沖
縄
訪
問
に
お
い
て
も
、
岡
本
は
久
高
島
の
有
志
の
案
内
で
大
御
嶽

に
再
び
入
り
、
ハ
ー
フ
・
サ
イ
ズ
の
カ
メ
ラ
で
写
真
を
十
六
カ
ッ
ト
撮
影

し
て
い
る
。
一
九
六
六
年
の
久
高
島
再
訪
時
に
は
岡
本
は
大
御
嶽
に
入
っ
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マ
ヤ
司
祭 
│
│ 

グ
ァ
テ
マ
ラ
先
住
民
の
宗
教
文
化 

│
│

大
村　

哲
夫

　

中
米
グ
ァ
テ
マ
ラ
の
宗
教
は
、
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
治
安
の
悪
さ
と
先
住
民
言
語
の
多
様
さ
な
ど
に
よ
っ
て
、

宗
教
学
者
が
十
分
な
調
査
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
二

〇
一
六
年
お
よ
び
二
〇
一
七
年
に
先
住
民
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
を

行
う
機
会
を
得
、
シ
ャ
マ
ン
（
各
部
族
で
呼
び
方
が
異
な
る
た
め
、
こ
こ

で
は
ス
ペ
イ
ン
語
の
総
称
を
和
訳
し
て
「
マ
ヤ
司
祭
」
と
す
る
）
へ
の
調

査
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
発
表
は
、
そ
の
成
果
の
一
端
で
あ
る
。

　

グ
ァ
テ
マ
ラ
は
、
マ
ヤ
文
明
の
栄
え
た
地
で
あ
っ
た
が
、
一
七
世
紀
に

ス
ペ
イ
ン
に
征
服
さ
れ
、
虐
殺
と
過
酷
な
支
配
に
よ
っ
て
衰
退
し
た
。
宗

教
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
強
制
さ
れ
、
先
住
民
の
神
殿
を
破
壊
し
カ
ト
リ

ッ
ク
聖
堂
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
先
住
民
は
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と

な
っ
た
が
、
聖
人
信
仰
や
民
間
信
仰
に
マ
ヤ
の
宗
教
文
化
が
垣
間
見
ら

れ
、
混
淆
と
い
う
よ
り
重
層
的
な
構
造
を
示
し
て
い
る
。

　

マ
ヤ
司
祭
と
よ
ば
れ
る
シ
ャ
マ
ン
の
存
在
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
彼
ら

は
男
女
と
も
に
存
在
し
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
全
土
に
分
布
し
、
依
頼
に
応
じ
て

卜
占
、
修
祓
、
祈
禱
、
病
気
治
し
な
ど
を
行
う
。
マ
ヤ
暦
を
用
い
た
卜
占

は
室
内
で
行
わ
れ
る
が
、
屋
外
で
も
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
神
聖
な
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
マ
ヤ
十
字
を
描
い
て
祭
壇
を
築
き
火
を
焚
く
儀
礼
は
、「
聖
地
」

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
儀
礼
時
の
服
装
は
、
女
性
は
部
族
の
紋
様
を

織
り
込
ん
だ
手
織
り
の
上
衣
（
ウ
ィ
ピ
ー
ル
）
に
コ
ル
テ
と
呼
ば
れ
る
腰

布
を
着
け
、
頭
上
に
畳
ん
だ
万
能
布
・
ス
ー
テ
を
置
く
。
男
性
は
伝
統
的

な
紋
様
の
シ
ャ
ツ
と
ズ
ボ
ン
に
房
付
き
の
男
性
用
頭
巾
を
巻
く
こ
と
が
多

い
。
本
報
告
で
は
、
グ
ァ
テ
マ
ラ
高
地
湖
畔
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
ア
テ
ィ
ト

ラ
ン
村
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
述

べ
る
。

　

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
ア
テ
ィ
ト
ラ
ン
村
は
、
ス
ツ
ゥ
ヒ
ル
族
が
住
む
大
き

な
村
で
あ
る
。
人
口
は
二
万
人
程
度
と
推
定
さ
れ
、
五
〇
人
ほ
ど
の
マ
ヤ

司
祭
が
い
る
と
い
う
。
他
の
村
と
は
湖
を
利
用
し
た
水
上
交
通
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
ほ
か
、「
マ
シ
モ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ペ
イ
ン

征
服
以
前
か
ら
と
さ
れ
る
「
神
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
内
戦
以
降
は
福
音

派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

当
村
で
は
、
男
性
（
六
〇
代
、
四
〇
代
）、
女
性
（
五
〇
代
）
の
計
三

人
へ
の
参
与
観
察
と
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。
聞
き
取
り
は
ス
ト
ゥ
ヒ
ル

語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
英
語
な
ど
に
よ
り
行
っ
た
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
三

人
と
も
世
襲
で
は
な
く
巫
病
と
思
わ
れ
る
疾
患
や
不
運
、
夢
見
に
よ
る
召

命
に
よ
っ
て
マ
ヤ
司
祭
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
四
十
代
の
男
性

は
、
一
般
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
が
体
調
を
崩
し
恢
復
が
覚
束
な
く
、

自
分
で
山
野
を
跋
渉
し
薬
草
を
探
し
求
め
た
。
試
行
錯
誤
の
結
果
、
自
分

に
合
う
薬
草
を
見
つ
け
治
癒
す
る
こ
と
を
得
た
が
、
仕
事
に
戻
る
と
再
び

体
調
の
不
調
を
覚
え
た
た
め
、
マ
ヤ
司
祭
と
な
っ
た
と
い
う
。
他
の
二
人

も
同
様
で
、
繰
り
返
し
夢
を
見
る
な
ど
し
て
マ
ヤ
司
祭
と
な
る
運
命
を
悟

っ
た
よ
う
だ
。
マ
ヤ
司
祭
に
な
る
特
殊
な
儀
礼
は
な
く
、
師
に
つ
い
て
の

修
行
も
な
い
。
噂
を
聞
い
た
人
々
が
彼
を
訪
ね
、
祈
禱
を
依
頼
す
る
こ
と

で
マ
ヤ
司
祭
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
師
を
も
た
な
い
も
の
の
、
彼

ら
の
儀
礼
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
、
文
化
的
共
通
認
識
が
あ
る
と
思
わ
れ
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歴
史
的
に
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
ア
フ
ロ
・
キ
ュ
ー
バ
系
宗
教
の
実
践
が
、
政

府
の
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
方
向
性
の
変
化
に
よ
っ
て
促
さ
れ
た
組

織
化
の
流
れ
の
中
で
、
従
来
の
実
践
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
特
徴
を
弱
化
さ
せ

つ
つ
あ
る
と
共
に
、
キ
ュ
ー
バ
的
伝
統
を
重
視
す
る
グ
ル
ー
プ
と
ア
フ
リ

カ
回
帰
主
義
的
グ
ル
ー
プ
が
台
頭
し
、
特
に
後
者
に
お
い
て
様
々
な
立
場

の
主
張
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
そ
れ
が
民
衆
宗
教
の
特
徴
を
理
解
す
る
上

で
重
要
な
題
材
を
提
示
し
て
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
論
を
展
開
し
た
。

　

結
論
と
し
て
は
以
下
の
点
を
確
認
し
た
。
ま
ず
組
織
化
の
動
向
に
お
い

て
、
国
家
に
よ
っ
て
宗
教
法
人
格
を
与
え
ら
れ
た
唯
一
の
宗
教
団
体
と
し

て
、
ヨ
ル
バ
文
化
協
会
が
、
社
会
的
、
宗
教
的
正
統
性
を
も
と
に
そ
の
影

響
力
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
同
協
会
は
、
ヨ
ル
バ
系
宗
教
の
多
様
性
を
教

義
、
儀
礼
的
側
面
か
ら
統
合
し
、
同
協
会
に
同
意
し
な
い
諸
集
団
を
排
除

す
る
と
い
っ
た
傾
向
も
一
部
に
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
実
践
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
環
境
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
た
同
宗
教
習
俗
の
多
様
性
、

家
族
的
紐
帯
を
ベ
ー
ス
と
し
た
民
衆
的
活
力
が
一
部
、
馴
致
化
さ
れ
る
に

至
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
に
対
立
す
る
信
者
た
ち
は
、
ヨ
ル
バ
系
宗
教

の
正
統
性
を
、
ア
フ
リ
カ
、
特
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域

へ
の
文
化
的
回
帰
に
よ
っ
て
担
保
し
、
キ
ュ
ー
バ
国
内
の
動
向
、
特
に
ヨ

ル
バ
文
化
協
会
の
方
向
性
に
対
峙
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
ア
フ
リ
カ
回
帰
主
義
的
傾
向
は
、
ア
フ
リ
カ
系
キ
ュ
ー
バ
人
と
し
て
の

ル
ー
ツ
の
模
索
と
も
連
動
し
て
い
た
が
、
な
に
よ
り
も
、
彼
（
彼
女
）
ら

の
宗
教
的
権
威
や
正
統
性
と
よ
り
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
そ
れ
は
ア
フ

リ
カ
回
帰
主
義
者
た
ち
が
、
ヨ
ル
バ
文
化
協
会
と
連
な
る
ヨ
ル
バ
系
宗
教

実
践
者
を
ク
リ
オ
ー
ジ
ョ
派
と
し
て
定
義
し
な
が
ら
自
ら
の
宗
教
実
践
と

る
。
成
巫
過
程
と
し
て
は
、
沖
縄
の
ユ
タ
や
東
北
の
オ
ガ
ミ
ヤ
な
ど
と
も

共
通
す
る
。
ま
た
マ
ヤ
司
祭
は
生
活
の
た
め
の
職
業
で
は
な
く
、
生
業
を

別
に
持
つ
こ
と
が
多
い
。

　

グ
ァ
テ
マ
ラ
に
お
け
る
マ
ヤ
司
祭
は
、
近
年
そ
の
活
動
が
目
立
つ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
長
か
っ
た
内
戦
の
終
結
か
ら
二
〇
年
、
内
戦
を
経
て

高
揚
し
た
民
族
意
識
も
そ
の
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
征
服
」「
内

戦
」
と
い
う
「
災
害
」
の
中
で
、
マ
ヤ
の
宗
教
文
化
が
い
か
な
る
役
割
を

果
た
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
な
ど
「
先
進
国
」
か
ら
も
病
気
治
し
の
た
め
訪
れ
る
人
も
い
る
な

ど
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ケ
ア
を
求
め
る
傾
向
も
復
活
に
拍
車
を
掛
け
て

い
る
よ
う
だ
。
今
後
も
マ
ヤ
民
族
の
宗
教
文
化
に
つ
い
て
宗
教
心
理
学
的

視
点
も
含
め
て
調
査
を
進
め
た
い
。

キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
ヨ
ル
バ
系
宗
教
の
ア
フ
リ
カ
回
帰
主
義
的
動
向

井
上　

大
介

　

本
発
表
は
、
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
ヨ
ル
バ
系
宗
教
、
レ
グ
ラ
・
デ
・
オ

チ
ャ
／
イ
フ
ァ
信
仰
の
組
織
化
の
流
れ
と
ア
フ
リ
カ
回
帰
主
義
的
動
向
、

そ
し
て
特
に
そ
の
多
様
性
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

レ
グ
ラ
・
デ
・
オ
チ
ャ
／
イ
フ
ァ
信
仰
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
発
展
し
た
ヨ
ル
バ
語
系
文
化
を
起
源
と
す
る

宗
教
が
、
大
西
洋
奴
隷
貿
易
を
契
機
に
キ
ュ
ー
バ
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の

後
カ
ト
リ
ッ
ク
や
心
霊
主
義
と
融
合
し
な
が
ら
発
展
し
た
民
衆
的
宗
教
習

俗
で
あ
る
。
し
か
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
の
も
と
、
キ
ュ
ー
バ
国
内
の

政
治
的
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
、
近
年
で
は
同
信
仰
の
組
織
化
が
顕
著
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
実
践
の
性
質
が
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
発
表
で
は
、
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米
国
は
キ
リ
ス
ト
教
国
だ
と
い
う
主
張
は
そ
れ
自
体
で
新
し
い
も
の
で

は
な
い
が
、
現
代
の
議
論
は
、
①
信
教
の
自
由
の
保
護
と
い
う
名
目
の
下

で
、
公
共
領
域
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
の
拡
大
や
、
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
承
認
拡
大
と
い
っ
た
具
体
的
変
化
を
求
め
て
い
る
こ
と
（
し
か

も
こ
の
「
宗
教
」
は
、
米
国
の
多
数
派
の
宗
教
で
あ
る
、
福
音
派
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
読
み
替
え
ら
れ
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
）、
②
主
張

が
修
正
主
義
的
な
歴
史
理
解
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
、
と
い
う
二
点
に
特
徴
が
あ
る
。

　

二
〇
一
六
年
に
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
た
ト
ラ
ン
プ
は
、
選
挙
前
か
ら

信
教
の
自
由
の
保
護
を
公
約
に
掲
げ
、
白
人
福
音
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

多
数
の
支
持
を
受
け
て
当
選
し
た
。
宗
教
者
の
政
治
活
動
を
制
限
し
た
ジ

ョ
ン
ソ
ン
修
正
条
項
撤
廃
、
国
外
で
の
宗
教
弾
圧
・
取
り
締
ま
り
へ
の
関

与
、
そ
し
て
性
的
少
数
者
の
平
等
な
取
り
扱
い
や
生
殖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

対
す
る
宗
教
を
理
由
に
し
た
反
対
な
ど
は
皆
、
信
教
の
自
由
の
保
護
と
し

て
語
ら
れ
、
ト
ラ
ン
プ
は
こ
れ
ら
に
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
て

い
る
。
ト
ラ
ン
プ
の
政
策
が
与
え
た
実
際
的
影
響
は
未
だ
限
定
的
だ
が
、

信
教
の
自
由
は
今
で
は
反
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
、
反
人
工
妊
娠
中
絶
の
立
場
を
と

る
宗
教
右
派
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
言
葉
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
意
味
で
の
信
教
の
自
由
の
保
護
拡
大
要
求
を
支
え
て
い
る
の

が
、
米
国
の
建
国
者
た
ち
の
当
初
の
意
図
は
キ
リ
ス
ト
教
国
の
建
設
だ
っ

た
と
い
う
主
張
に
基
づ
く
、
修
正
主
義
的
歴
史
理
解
で
あ
る
。
こ
の
理
解

の
下
で
は
、
現
在
の
世
俗
主
義
的
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
「
本
来
の
」
姿
か

ら
の
逸
脱
で
あ
り
、
信
教
の
自
由
の
「
回
復
」
は
、
そ
の
正
し
き
あ
り
方

へ
の
回
帰
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

発
表
で
は
、
こ
う
し
た
歴
史
理
解
を
広
め
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
教
育

差
異
化
し
、
そ
こ
で
認
め
ら
れ
て
い
な
い
女
性
の
最
高
聖
職
者
イ
ヤ
ニ
フ

ァ
の
存
在
を
、
ア
フ
リ
カ
的
解
釈
か
ら
承
認
す
る
と
い
っ
た
傾
向
か
ら
も

看
取
で
き
た
。
し
か
し
同
時
に
、
ア
フ
リ
カ
回
帰
主
義
的
傾
向
を
も
つ
彼

（
彼
女
）ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
自
ら
の
実
践
が
い
ず
れ
に
し
て
も

キ
ュ
ー
バ
の
伝
統
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
り
、
自
ら
も
ク
リ
オ
ー
ジ
ョ
派

で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
否
定
で
き
な
い
と
い
っ
た
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
揺
れ

動
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ル
バ
文
化
協
会
の
会
員
数
が
増
加
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
フ
リ
カ
回
帰
主
義
的
実
践
に
隣
接
す
る
信
者

の
一
部
は
、
近
年
、
ヨ
ル
バ
文
化
協
会
を
中
心
と
す
る
国
民
文
化
的
動
向

に
取
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
人
類
学
者
な

ど
の
協
力
の
も
と
、
ア
フ
リ
カ
回
帰
主
義
者
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
が
統
一
集

団
を
形
成
す
る
と
い
っ
た
流
れ
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
点

を
中
心
に
、
今
後
の
研
究
を
展
開
し
た
い
。

　

な
お
本
発
表
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
Ｃ
（JSPS K

A
K
EN
H
I Grant 

N
um
ber JP 263709648

）
の
助
成
金
に
よ
っ
て
実
施
し
た
フ
ィ
ー
ル

ド
調
査
の
内
容
に
基
づ
い
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
「
キ
リ
ス
ト
教
国
論
」

│
│ 

ト
ラ
ン
プ
政
権
下
の
新
動
向 

│
│

佐
藤　

清
子

　

近
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
米
国
は
聖
書
の
理
念
の
下
に
建
国
さ

れ
た
と
い
う
歴
史
認
識
と
結
び
つ
い
た
「
キ
リ
ス
ト
教
国
論
」
が
一
部
で

人
気
を
博
し
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
も
そ
れ
を
支
持
す
る
よ
う
な
動
き
を
見
せ

て
い
る
。
本
発
表
で
は
現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
国
論
の
動
向
を
紹
介
し
分
析

を
加
え
た
。
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キ
リ
ス
ト
教
の
人
類
学
（A

nthropology of Christianity

）
の
現
在

村
上　

辰
雄

　

従
来
、
文
化
人
類
学
は
、
同
時
代
の
い
わ
ゆ
る
未
開
社
会
あ
る
い
は
非

西
洋
社
会
を
研
究
し
て
き
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
研
究
対
象
に
は

な
り
に
く
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
、
欧
米
の
人
類
学
者
に

よ
る
キ
リ
ス
ト
教
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
最
近

の
動
向
の
背
景
に
は
、
一
、
キ
リ
ス
ト
教
の
非
西
洋
化
、
二
、
人
類
学
に

お
け
る
方
法
論
的
反
省
、
そ
し
て
、
三
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
キ
リ
ス
ト
教
復

興
運
動
の
三
つ
の
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

近
代
化
論
で
推
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
北
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
で
は
人
々
の
宗
教
離
れ
（
世
俗
化
）
が
進
み
、
西
洋
社
会
の

非
キ
リ
ス
ト
教
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
他
方
、
グ
ロ

ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
非
西
洋
地
域
で
は
、
逆
に
キ
リ
ス
ト
教
の

信
者
数
は
増
え
て
お
り
、
今
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
重
心
は
北
（
西
洋
）
か

ら
南
（
非
西
洋
）
へ
シ
フ
ト
す
る
と
考
え
る
研
究
者
も
増
え
て
き
た
。
こ

の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
非
西
洋
化
し
、
西
洋
の
他
者
と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
類
学
も
キ
リ
ス
ト
教
を
他
の
宗
教
と
同
様
の
研
究
対
象
と
し

て
、
そ
の
宗
教
性
を
問
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
き
た
。

　

次
に
方
法
論
の
視
点
か
ら
言
う
と
、
近
年
、
人
類
学
は
、
エ
ド
ワ
ー

ド
・
サ
イ
ー
ド
の
「
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
批
判
や
、
タ
ラ
ル
・
ア
サ
ド

の
宗
教
概
念
批
判
、
あ
る
い
は
、
研
究
者
の
立
場
性
や
再
帰
性
の
視
点
か

ら
の
批
判
な
ど
に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
対
象
や
調
査
方
法
を
正
当
化
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
そ
の
研
究
対
象
を
、
純
粋

か
つ
切
り
離
さ
れ
た
存
在
か
ら
、
双
方
向
的
に
影
響
を
受
け
合
う
繋
が
っ

た
存
在
へ
と
シ
フ
ト
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
他

団
体
ウ
ォ
ー
ル
ビ
ル
ダ
ー
ズ
を
運
営
す
る
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ト
ン

（D
avid Barton

）
と
、
そ
の
著
作
の
一
つ
で
あ
る
『
建
国
者
の
聖
書

（T
he Founders ’ Bible

）』（
二
〇
一
四
年
）
を
紹
介
し
た
。
こ
の
本

の
本
体
は
一
般
的
な
英
訳
聖
書
だ
が
、
全
編
に
わ
た
っ
て
注
釈
が
施
さ

れ
、
様
々
な
論
文
や
挿
絵
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
通
し
て
読
め

ば
、
聖
書
が
建
国
の
た
め
の
理
念
的
、
道
徳
的
支
柱
と
な
っ
た
と
い
う

「
歴
史
」
を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

ア
マ
ゾ
ン
・
コ
ム
に
寄
せ
ら
れ
た
レ
ビ
ュ
ー
か
ら
は
、
購
入
者
の
多
く

が
『
建
国
者
の
聖
書
』
に
満
足
を
感
じ
、
米
国
は
聖
書
に
基
づ
き
建
国
さ

れ
た
と
い
う
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
が
読

み
取
れ
る
。
ま
た
、「
こ
れ
こ
そ
公
教
育
で
教
え
る
べ
き
内
容
だ
」「
ホ
ー

ム
ス
ク
ー
ル
で
使
い
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
教
材
と
し
て
の
使
用
を
推
奨

す
る
声
も
目
立
つ
。
自
分
の
た
め
一
冊
購
入
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
決
し
て

安
価
で
は
な
い
こ
の
本
を
家
族
・
親
族
や
友
人
に
対
す
る
贈
り
物
と
し
て

複
数
購
入
す
る
場
合
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。

　

米
国
は
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
る
べ
き
だ
と
の
主
張
は
、
こ
の
国
は
も
と

も
と
そ
の
よ
う
に
建
国
さ
れ
た
と
い
う
修
正
主
義
的
歴
史
理
解
、
世
俗
主

義
こ
そ
宗
教
に
敵
対
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
い
う
批
判
、
ゆ
え
に

信
教
の
自
由
を
保
護
す
べ
し
と
い
う
普
遍
主
義
的
訴
え
に
よ
っ
て
補
強
さ

れ
、
今
後
も
影
響
力
を
保
ち
続
け
る
と
思
わ
れ
る
。「
宗
教
な
し
」
を
自

認
す
る
ア
メ
リ
カ
人
は
増
え
て
お
り
、
世
俗
化
の
反
証
例
と
言
わ
れ
て
き

た
こ
の
国
に
も
変
化
の
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
し
か
し
、
米
国
に
お
い
て

同
時
に
目
立
つ
の
は
、
こ
の
国
が
あ
ま
り
に
も
世
俗
化
し
て
し
ま
っ
た
と

の
不
満
を
持
つ
、
宗
教
的
な
人
々
の
姿
な
の
で
あ
る
。
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る
と
こ
ろ
に
重
点
を
置
く
が
、
神
学
の
場
合
、
他
者
は
自
身
に
働
き
か
け

て
き
て
、
自
身
を
変
え
て
し
ま
う
契
機
と
な
り
え
る
と
す
る
。
そ
し
て
、

人
類
学
も
そ
の
よ
う
に
存
在
自
体
を
変
え
て
し
ま
う
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
他
者

を
夢
見
て
い
た
時
期
が
過
去
に
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
は
実
り
多
き
意
義
あ

る
時
代
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。
今
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
人
類
学
が
、
そ
の

よ
う
な
方
向
性
へ
の
回
帰
を
通
じ
て
、
公
共
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
の
か
、
そ
の
動
向
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

メ
デ
ィ
ア
イ
メ
ー
ジ
に
お
け
る
寺
院
側
の
対
応

│
│ 

柴
又
帝
釈
天
の
場
合 

│
│

小
髙　

絢
子

　

現
代
に
お
い
て
聖
地
を
訪
れ
る
人
々
の
動
機
は
多
様
化
し
、
寺
院
に
お

い
て
も
同
様
に
、
必
ず
し
も
信
仰
や
現
世
利
益
を
主
た
る
目
的
と
せ
ず

に
訪
れ
る
人
々
が
増
加
し
て
い
る
。「Pokém

on GO

」
の
流
行
の
際
に

は
、
地
域
の
一
寺
院
ま
で
も
が
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
、
宗
教
的
な
立
場
か

ら
観
光
へ
の
対
応
を
検
討
さ
せ
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
い
ま
や
寺
院
に

と
っ
て
観
光
と
い
う
現
象
は
身
近
な
話
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
観

光
と
い
う
、
一
見
信
仰
や
宗
教
と
い
っ
た
聖
な
る
も
の
と
対
立
す
る
よ
う

な
、
俗
な
る
も
の
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
か
つ

重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
観
光
と
宗
教
と
い
う
視
点
の
も
と
、
柴
又
帝
釈

天
（
経
栄
山
題
経
寺
）
を
事
例
に
、
観
光
に
関
わ
る
寺
院
の
対
応
を
取
り

上
げ
た
。
観
光
が
多
様
に
宗
教
と
結
び
つ
き
、
多
く
の
人
々
が
様
々
な
動

機
で
寺
院
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
、
寺
院
は
そ
の
状
況
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
、
対
応
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
分
析
に
は
、
柴
又
帝

者
性
を
保
持
し
つ
つ
、
再
帰
性
に
も
配
慮
で
き
る
研
究
対
象
と
し
て
、
異

文
化
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
が
上
が
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

調
査
者
自
身
が
完
全
な
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
は
な
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
改

宗
者
と
し
て
、
よ
り
フ
ラ
ッ
ト
な
立
場
で
、
研
究
対
象
と
相
互
関
係
を
持

ち
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
共
有
で
き
る
領
域
に
入
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
不
均
等
な
一
方
的
観
察
か
ら
間
主
観
的
解
釈
へ
と
移
行

す
る
可
能
性
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
非
西
洋
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
新
た
な

グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
を
何
と
呼
ぶ
の
か
、
研
究
者
の
間
で
も
、
ま
だ
コ
ン

セ
ン
サ
ス
は
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
特
徴
と
し
て
は
、
発
展
途
上
国

で
現
地
の
文
化
や
宗
教
と
融
合
す
る
形
で
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
し
て
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
理

解
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
描
か
れ
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
推

し
進
め
ら
れ
る
世
俗
化
の
波
（
市
場
経
済
、
個
人
主
義
、
相
対
主
義
な

ど
）
に
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
対
峙
す
る
人
々
の
姿
で
あ
る
。
彼
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
的
な
世
界
観
や
儀
礼
実
践
を
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
組
み
の

中
で
再
解
釈
し
、
宗
教
的
人
間
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
を
生
き
抜

く
す
べ
を
模
索
し
て
い
る
。
そ
し
て
人
類
学
者
は
、
そ
の
違
い
や
多
様
さ

に
つ
い
て
記
述
し
分
析
す
る
の
み
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
差
異
や
多
様

性
の
根
底
で
共
有
さ
れ
る
基
盤
を
探
る
こ
と
を
通
じ
て
、
新
た
な
宗
教
理

解
の
地
平
を
広
げ
よ
う
と
し
て
お
り
、
異
な
る
学
問
領
域
間
の
交
流
も
生

ん
で
い
る
。
人
類
学
か
ら
神
学
へ
の
働
き
か
け
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
エ
ル
・
ロ
ビ
ン
ズ
は
人
類
学
と
神
学
に
関
す
る
論
文
の
中
で
、
今

日
の
神
学
と
人
類
学
を
比
べ
た
場
合
、
他
者
性
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
大

き
な
違
い
が
あ
る
と
し
、
人
類
学
は
、
他
者
と
自
身
と
の
違
い
を
認
識
す
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い
よ
』
に
困
っ
て
い
る
面
も
あ
る
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
り
、
映
画
の
ブ

ー
ム
の
一
方
で
信
仰
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
、
信
仰
を
再
強
調

し
て
い
く
姿
勢
を
見
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、
観
光
を
き
っ
か
け
に
信
仰

へ
、
と
い
う
意
識
は
健
在
で
、
映
画
に
よ
る
観
光
だ
け
で
な
く
、
柴
又
や

柴
又
帝
釈
天
本
来
の
良
さ
を
生
か
し
た
街
並
み
・
景
観
を
重
視
し
て
い
く

動
き
が
見
ら
れ
る
。
雑
誌
で
も
下
町
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並
み
・
景
観
の
一

要
素
で
あ
る
彫
刻
や
庚
申
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
る
よ
う
に
な
る
。

　

①
か
ら
③
を
通
し
て
、
観
光
に
対
す
る
寺
院
側
の
容
認
の
姿
勢
は
一
貫

し
て
い
る
。
寺
院
は
、
俗
な
る
も
の
と
し
て
観
光
を
と
ら
え
、
聖
な
る
も

の
で
あ
る
信
仰
と
は
区
切
り
な
が
ら
も
、
俗
な
る
観
光
の
な
か
に
聖
な
る

信
仰
へ
の
き
っ
か
け
を
見
て
、
訪
れ
る
人
々
す
べ
て
を
布
教
の
対
象
と
し

て
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
を
仏
縁
と
と
ら
え
た
り
、
寺
院
の
彫

刻
を
下
町
性
の
一
要
素
と
し
て
発
信
し
て
い
く
な
ど
、
時
代
ご
と
の
主
要

な
イ
メ
ー
ジ
に
沿
っ
て
、「
信
仰
」
や
「
宗
教
」
を
「
観
光
」
に
接
続
さ
せ

な
が
ら
、
自
身
を
再
定
義
、
再
表
象
し
て
い
く
動
き
も
見
ら
れ
た
。
寺
院

は
「
宗
教
」
と
「
観
光
」
の
関
わ
り
の
な
か
で
自
ら
立
場
や
対
応
を
変
化

さ
せ
つ
つ
存
続
し
、
ひ
と
つ
の
主
体
と
し
て
行
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

観
光
政
策
を
進
め
る
他
の
主
体
へ
の
注
目
や
、
他
の
事
例
と
の
比
較
検

討
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

パ
ー
ル
シ
ー
と
イ
ラ
ン 

│
│ 

故
郷
と
い
う
観
光
地 

│
│

香
月　

法
子

　

イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
後
、
イ
ン
ド
に
移
住
し
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

徒
を
パ
ー
ル
シ
ー
と
い
う
。
彼
ら
は
移
住
後
も
イ
ラ
ン
に
残
っ
た
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
徒
と
書
簡
に
て
交
流
を
続
け
、
宗
教
的
教
え
を
受
け
て
い
た
。

釈
天
発
行
の
雑
誌
『
柴
又
』
の
創
刊
一
号
〜
一
九
八
号
（
昭
和
三
六
年

（
一
九
六
一
）〜
平
成
二
九
年（
二
〇
一
七
））、
読
売
新
聞
（
明
治
八
年（
一

八
七
五
）九
月
二
〇
日
〜
平
成
三
〇
年（
二
〇
一
八
）八
月
二
三
日
ま
で
）、

朝
日
新
聞
（
明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）六
月
二
二
日
〜
平
成
二
九
年（
二

〇
一
七
）七
月
二
四
日
ま
で
）
を
用
い
、
特
に
雑
誌
『
柴
又
』
の
記
事
内

容
と
、
観
光
に
対
す
る
寺
院
側
の
発
言
に
注
目
し
た
。

　

柴
又
帝
釈
天
の
観
光
化
の
歴
史
は
、
主
に
三
段
階
で
捉
え
ら
れ
る
。
即

ち
、
①
庚
申
信
仰
の
聖
地
と
し
て
の
時
代
（
映
画
放
映
以
前
）、
②
映
画

『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
聖
地
と
し
て
の
時
代
（
映
画
放
映
中
）、
③
下
町
情

緒
あ
る
街
並
み
・
風
景
を
残
す
場
所
と
し
て
の
時
代
（
映
画
終
了
後
〜
現

在
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と
に
寺
院
側
の
対
応
を
見
て
い
く

と
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

①
の
時
代
に
お
い
て
は
、『
柴
又
』
が
発
刊
当
初
か
ら
、
檀
家
信
徒
の

み
な
ら
ず
、
一
般
大
衆
へ
の
教
化
を
意
識
し
て
お
り
、
庚
申
の
様
子
や
帝

釈
天
詣
で
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
庚
申
が
当
時
の
柴
又
帝
釈
天
の
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

②
映
画
の
放
映
を
機
に
、『
柴
又
』
は
よ
り
一
般
大
衆
を
意
識
す
る
よ

う
に
な
り
、
柴
又
に
関
す
る
記
事
や
、『
男
は
つ
ら
い
よ
』
の
記
事
が
載

る
よ
う
に
な
る
。
広
く
一
般
へ
向
け
て
門
戸
を
開
放
す
る
姿
勢
を
見
せ
、

映
画
を
機
に
参
詣
者
が
増
え
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
様
ざ
ま
な
人
々
に

「
仏
縁
を
結
ぶ
」
機
会
と
と
ら
え
、
映
画
の
ヒ
ッ
ト
に
よ
っ
て
訪
れ
る
観

光
客
を
布
教
の
対
象
に
、
そ
し
て
観
光
を
布
教
の
き
っ
か
け
と
捉
え
、
布

教
と
い
う
文
脈
か
ら
観
光
に
理
解
を
示
し
積
極
的
に
歩
み
寄
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

③
映
画
の
終
了
後
に
は
、
映
画
放
映
中
と
は
一
転
し
て
、『
男
は
つ
ら
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な
ど
の
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
は
日
本
の
旅
行
会

社
が
企
画
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
パ
ー
ル
シ
ー

の
た
め
の
イ
ラ
ン
・
ツ
ア
ー
の
参
加
者
は
、
一
九
七
九
年
以
降
、
気
軽
に

は
行
け
な
く
な
っ
た
祖
国
で
あ
り
、
宗
祖
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
が
歩
い
た
地
イ

ラ
ン
を
一
目
見
て
お
き
た
い
と
い
う
思
い
で
参
加
す
る
、
時
間
に
余
裕
の

あ
る
年
配
夫
婦
な
ど
が
多
い
。

　

イ
ラ
ン
は
祖
国
で
あ
り
、
同
胞
も
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、

ま
だ
存
在
し
て
い
る
。
か
つ
一
八
世
紀
以
降
イ
ン
ド
に
移
住
し
て
き
た
ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
に
は
、
い
ま
だ
イ
ラ
ン
に
親
戚
が
い
る
人
々
も
少
な
く

な
い
。
パ
ー
ル
シ
ー
で
あ
れ
ば
彼
ら
を
通
じ
た
特
別
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を

持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
な

ぜ
パ
ー
ル
シ
ー
は
こ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
の
か
。

　

な
ぜ
な
ら
ま
ず
パ
ー
ル
シ
ー
に
は
、
イ
ラ
ン
に
親
戚
は
疎
か
、
知
り
合

い
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
も
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
祖

先
を
持
ち
、
交
流
を
続
け
、
共
に
助
け
合
っ
て
き
た
パ
ー
ル
シ
ー
と
イ
ラ

ン
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
、
宗
教
的
、
社
会
的
等
様
々
な
面
で
異
な
る

性
質
や
慣
習
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
い
間
交
流
を
持
ち
な

が
ら
も
、
全
く
異
な
る
地
に
暮
ら
し
て
き
た
結
果
で
あ
る
。
加
え
て
パ
ー

ル
シ
ー
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
、
イ
ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
一
九

七
九
年
以
降
、
多
く
が
北
米
へ
移
住
し
、
こ
の
地
で
再
び
一
つ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
築
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
上
述
の
よ
う
に
様
々
な
異
な
る
面
に

よ
っ
て
、
彼
ら
は
統
合
す
る
ど
こ
ろ
か
、
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
状
況
は
ほ
と
ん
ど
改
善
さ
れ
ず
、
現
在
も
つ
づ
い
て
い
る
。

こ
の
状
況
、
パ
ー
ル
シ
ー
と
イ
ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
分
裂
状
態

が
、
パ
ー
ル
シ
ー
の
あ
り
き
た
り
な
イ
ラ
ン
・
ツ
ア
ー
を
生
ん
で
い
る
の

し
か
し
一
八
世
紀
に
な
る
と
経
済
力
を
つ
け
た
パ
ー
ル
シ
ー
は
、
イ
ラ
ン

の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
に
反
発
し
た
た
め
、
結
果
相
互
の
交
流
は
一
九
世

紀
ま
で
途
絶
え
た
。
一
八
五
四
年
に
な
っ
て
、
パ
ー
ル
シ
ー
商
人
の
ハ
タ

リ
ア
は
、
同
胞
で
あ
る
イ
ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
惨
状
を
知
り
、

カ
ジ
ャ
ー
ル
朝
と
交
渉
し
、
特
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
を
苦
し
め
て
い
た

ジ
ズ
ヤ
（
人
頭
税
）
を
廃
止
さ
せ
た
。
以
後
、
再
び
交
流
が
再
開
し
、
ま

た
一
八
世
紀
以
前
と
は
逆
に
、
パ
ー
ル
シ
ー
が
イ
ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー

教
徒
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
世
紀
に
入
り
、
パ
フ
ラ
ヴ
ィ
ー
朝
が
興
る
と
、
イ
ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
徒
の
地
位
は
著
し
く
向
上
し
、
政
治
力
も
得
た
。
パ
ー
ル
シ
ー

も
仕
事
を
求
め
、
イ
ラ
ン
へ
移
住
す
る
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
イ
ラ

ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
以
後
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
期
が
パ
ー
ル
シ
ー
と
イ

ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
の
関
係
の
蜜
月
だ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
し
か
し
一
九
七
九
年
の
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
に
よ
っ

て
、
こ
の
関
係
は
突
然
終
焉
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
当
時
、
パ
ー
ル
シ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

お
い
て
一
般
教
徒
に
欧
米
の
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
研
究
成
果
を
広
め
て
一

躍
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
寵
児
と
な
っ
た
コ
ジ
ャ
ス
テ
・
ミ
ス
ト
リ
ー
が
、

自
ら
が
ガ
イ
ド
を
務
め
る
イ
ラ
ン
・
ツ
ア
ー
を
パ
ー
ル
シ
ー
に
提
供
し
始

め
た
。
彼
が
パ
ー
ル
シ
ー
の
た
め
の
イ
ラ
ン
・
ツ
ア
ー
の
火
付
け
役
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
現
在
で
も
四
、
五
名

ほ
ど
い
る
。
そ
の
内
容
は
大
ま
か
に
二
、
三
週
間
の
行
程
で
イ
ラ
ン
の
有

名
な
観
光
地
を
巡
る
、
旅
費
交
通
費
だ
け
で
も
三
〇
万
円
近
く
か
か
る
よ

う
な
、
決
し
て
安
く
は
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
拝

火
寺
院
内
部
で
の
祈
禱
の
機
会
や
、
野
原
で
行
う
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
儀
礼
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T
U
REB

（
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
協
会
）
の
資
格
認
定
証
が
必
要
と
な
る
が
、

宗
務
庁
企
画
の
ハ
ッ
ジ
や
ウ
ム
レ
は
イ
マ
ー
ム
が
担
当
す
る
。
巡
礼
を
企

画
す
る
の
は
宗
務
庁
の
管
轄
で
あ
り
、
実
施
ま
で
関
わ
る
場
合
も
あ
る

が
、T
Ü
RSA

B

に
所
属
す
る
代
理
店
が
企
画
・
実
施
す
る
場
合
も
あ
る
。

宗
務
庁
に
関
連
す
る
巡
礼
が
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
る
と
す

る
と
、
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
文
化
観
光
省
に
関
連
し
て
お
り
、
む
し
ろ
世

俗
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
宗
教
関
連
施
設
な
ど
の
観
光
地
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー

で
あ
る
が
、
人
々
そ
れ
ぞ
れ
が
娯
楽
や
休
息
、
保
養
、
知
識
を
得
る
ツ
ア

ー
で
も
あ
る
。
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
的
価
値

観
に
基
づ
く
観
光
行
動
、
ム
ス
リ
ム
個
人
の
信
仰
心
や
宗
教
的
価
値
観
を

喚
起
す
る
観
光
行
動
で
あ
る
。
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ほ
ぼ
同
義
の
言
葉
に

Cam
i ve türbe turizm

（
モ
ス
ク
・
墓
廟
へ
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
が
あ

り
、
モ
ス
ク
や
廟
墓
（türbe

）
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
観
光
資
源
で
も
あ
る
。

「
参
詣
」（
ズ
ィ
ヤ
レ
ト
、ziyaret

）
は
「
聖
地
」（
マ
ッ
カ
）
以
外
へ
の

参
詣
・
訪
問
で
あ
る
が
、
聖
地
以
外
を
「
聖
所
」
と
す
る
と
、
聖
所
へ
の

観
光
行
動
は
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
の
聖
所
で
は
、
そ
の
地
域
で
行
わ
れ
る
方
式
で
願
か
け
が
行
わ
れ

る
。
ア
ン
カ
ラ
市
内
の
ハ
ジ
ュ
・
バ
イ
ラ
ム
廟
に
、
観
光
省
職
員
Ａ
さ
ん

（
女
性
）
の
母
親
は
よ
く
参
詣
に
行
き
、
願
か
け
を
し
て
い
る
と
Ａ
さ
ん

は
語
る
。
母
親
は
人
助
け
や
子
供
に
ご
馳
走
を
し
て
善
行
（sevap

）
を

積
む
。
廟
に
来
た
人
に
角
砂
糖
を
配
り
、
幸
せ
が
広
が
り
ま
す
よ
う
に
と

願
う
。
子
供
の
大
学
受
験
の
時
に
砂
糖
を
配
り
、
叶
う
と
ま
た
配
る
。
二

〇
一
七
年
に
ブ
ル
サ
の
エ
ミ
ル
・
ス
ル
タ
ン
複
合
体
で
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
観
光
客
を
観
察
し
た
。
ツ
ア
ー
客
は
、
モ
ス
ク
も
あ
る
の
に
、
モ

で
あ
る
。
パ
ー
ル
シ
ー
の
イ
ラ
ン
へ
の
ツ
ア
ー
と
は
、
イ
ラ
ン
の
ゾ
ロ
ア

ス
タ
ー
教
徒
と
の
分
裂
を
示
す
一
つ
の
現
れ
な
の
で
あ
る
。

ト
ル
コ
に
お
け
る
「
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

│
│ 
世
俗
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
間 

│
│

佐
島　
　

隆

　

ト
ル
コ
共
和
国
に
お
け
る
宗
教
的
な
観
光
地
を
め
ぐ
る
観
光
行
動
の
中

に
は
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
（
シ
ャ
リ
ー
ア
）・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
信
仰
ツ
ー
リ

ズ
ム
（inanç turizm

i
）」「
ズ
ィ
ヤ
レ
ト
、
モ
ス
ク
・
廟
墓
へ
の
参
詣
」

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
中
心
に
報
告
す
る
。
信
仰
ツ
ー

リ
ズ
ム
は
キ
リ
ス
ト
教
の
遺
跡
や
関
連
施
設
、
モ
ス
ク
や
聖
者
廟
等
の
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
で
あ
る
が
、
ハ
ッ
ジ
や
ウ
ム
ラ
（
小
巡
礼
）
な
ど
の
イ
ス

ラ
ー
ム
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
区
別
さ
れ
る
。
ま
た
「
ズ
ィ
ヤ
レ
ト
、
モ
ス

ク
・
廟
墓
へ
の
参
詣
」
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
も
、
信
仰
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
も
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　

ト
ル
コ
共
和
国
の
観
光
地
は
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
跡
、
古
代

ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
や
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
遺
跡
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
、
セ

ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
関
連
す
る
遺
跡
な
ど
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
〇
二
、
四
、
六
年
に
はT

Ü
RSA

B

（
ト
ル
コ
旅
行
業
協
会
）
と
宗

務
庁
の
共
催
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
日
々
」
が
開
催
さ

れ
、
信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
の
区
別
し
が

た
い
部
分
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
巡
礼
は
ム
ス
リ
ム
の
五
行
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
の
旅
行

全
般
の
実
施
を
す
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
旅
行
代
理
店
）
はT

Ü
RSA

B

（
ト
ル
コ
旅
行
代
理
店
協
会
）
が
管
轄
し
て
い
る
。
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
は
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ー
が
存
在
す
る
。
彼
の
巡
礼
・
コ
ミ
ュ
ニ
タ
ス
論
は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

「
真
正
性
の
探
求
」
と
捉
え
た
同
時
代
の
観
光
社
会
学
者
Ｄ
・
マ
ッ
キ
ャ

ー
ネ
ル
の
見
解
と
共
鳴
し
合
い
な
が
ら
、「
聖
地
巡
礼
」
論
と
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
と
の
豊
か
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
た
。
今
日
の
宗
教

ツ
ー
リ
ズ
ム
論
の
活
性
化
の
背
景
に
は
、
宗
教
に
関
わ
る
観
念
、
実
践
、

建
造
物
の
観
光
資
源
と
し
て
の
価
値
が
積
極
的
に
認
識
さ
れ
る
一
方
で
、

聖
地
と
巡
礼
を
、
自
己
発
見
の
場
所
、
歴
史
的
遺
産
、
審
美
的
価
値
あ
る

も
の
と
み
な
す
人
々
の
需
要
の
高
ま
り
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
Ｎ
・
コ

リ
ン
ズ-

ク
レ
イ
ナ
ー
は
、
現
在
ま
で
の
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
を（
一
）巡

礼
者
と
ツ
ー
リ
ス
ト
の
区
分
の
否
定
、（
二
）研
究
対
象
の
拡
大
、（
三
）一

般
的
・
包
括
的
な
概
念
か
ら
個
別
的
・
内
的
な
体
験
へ
、（
四
）二
者
択
一

的
か
ら
並
存
的
ア
プ
ロ
ー
チ
へ
の
移
行
、
と
整
理
し
て
い
る
。
こ
の
整
理

か
ら
、「
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
論
の
一
つ
の
捉
え
方
は
、
聖
地
と
巡
礼
の

あ
り
方
の
多
様
性
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
概
念
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。

　

巡
礼
者
も
聖
地
も
多
様
な
あ
り
方
を
し
て
い
る
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い

う
現
象
は
、
欧
米
を
中
心
と
し
た
先
進
産
業
社
会
に
位
置
す
る
聖
地
や
教

会
の
あ
り
方
に
関
わ
る
特
殊
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
論
の

理
論
的
射
程
を
検
討
す
る
た
め
に
、
毎
年
、
全
世
界
か
ら
二
〇
〇
万
人
以

上
の
巡
礼
者
が
メ
ッ
カ
を
訪
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
み

よ
う
。
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
扱

っ
た
業
績
は
増
加
し
て
お
り
、
ハ
ッ
ジ
、
ウ
ム
ラ
、
あ
る
い
は
地
域
の
聖

者
廟
へ
の
参
詣
な
ど
、
巡
礼
を
扱
っ
た
論
文
も
数
多
く
存
在
す
る
。
例
え

ば
、
Ｒ
・
ラ
ジ
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
三
つ
の
モ
ス
ク
で
、
ハ
ッ
ジ
を

行
っ
た
二
五
〇
名
の
ム
ス
リ
ム
の
調
査
か
ら
、
ハ
ッ
ジ
と
宗
教
ツ
ー
リ
ズ

ス
ク
よ
り
も
、
エ
ミ
ル
・
ス
ル
タ
ン
廟
に
参
詣
を
す
る
。
願
か
け
を
す
る

者
も
い
れ
ば
ガ
イ
ド
の
話
を
聞
き
知
識
を
得
る
者
も
い
る
。
こ
の
信
仰
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
の
町
役
場
が
企
画
し
、
バ
ス
を
仕
立
て
て
来

て
い
た
。

　

信
仰
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
世
俗
的
と
も
言
え
る
が
、
そ
の
中
で
は
イ
ス
ラ
ー

ム
の
信
仰
を
も
ち
な
が
ら
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
参
加
す
る
人
も
い
る
。
願
か
け

を
目
的
に
来
る
者
も
い
る
。
願
か
け
が
叶
う
と
は
信
じ
て
い
な
い
と
い
い

な
が
ら
、
願
か
け
を
す
る
者
や
そ
れ
を
拒
否
す
る
者
も
い
る
。
信
仰
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
ハ
ッ
ジ
や
ウ
ム
レ
を
含
む
考
え
方
と
含
ま
な
い
と
考
え
る
考
え

方
と
両
方
に
跨
が
る
状
況
を
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
世
俗
」
つ

ま
り
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
諸
宗
教
の
文
化
を
含
む
観
光
資
源
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」
や
オ
ス
マ
ン
帝
国
な
ど
の
観
光
資
源
が
影
響
力
を

持
っ
て
き
て
い
る
と
見
て
取
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

現
代
宗
教
論
か
ら
み
た
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究

山
中　
　

弘

　

本
発
表
の
目
的
は
、「
現
代
宗
教
論
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
ツ
ー
リ
ズ

ム
研
究
で
近
年
活
発
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
宗
教
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う

概
念
の
理
論
的
射
程
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
い
う

「
現
代
宗
教
論
」
と
は
、「
世
俗
化
論
」
を
含
め
て
、
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら

今
日
の
宗
教
の
変
化
や
社
会
に
お
け
る
位
置
を
理
論
的
に
論
じ
よ
う
と
す

る
議
論
の
総
体
を
指
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
宗
教
の
問
題
が
前

景
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
「
巡
礼
」
研
究
と
ツ

ー
リ
ズ
ム
研
究
が
交
差
し
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の
交
点
に
Ｖ
・
タ
ー
ナ
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水
路
等
公
共
用
地
維
持
に
伴
う
社
寺
地
の
諸
問
題

山
田　

親
義

　

公
共
物
と
は
「
道
路
、
河
川
、
水
路
、
港
湾
な
ど
国
に
お
い
て
直
接
公

共
の
用
に
供
す
る
財
産
。」
で
あ
る
。
日
本
国
内
で
は
、
明
治
時
代
以
降
、

公
の
政
府（
官
）が
所
有
す
る
財
産
の
こ
と
を
「
公
共
物
」
と
呼
び
、
法
や

規
則
な
ど
で
厳
格
化
し
、
適
用
さ
れ
た
。
国
有
財
産
法
（
昭
和
二
三
年
法

律
第
七
三
号
）
第
二
条
及
び
附
則
第
四
条
な
ど
に
規
定
さ
れ
て
い
る
財
産

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
財
産
の
う
ち
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
施
行
「
地
方
分
権
の
推

進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
一
部

の
公
共
用
地
が
国
か
ら
市
区
町
村
（
以
下
自
治
体
）
へ
権
限
の
移
譲
が
行

わ
れ
た
。
そ
う
し
た
用
地
の
な
か
に
、
河
川
法
や
道
路
法
と
い
っ
た
法
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
水
路
や
里
道
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
「
法

定
外
公
共
物
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
も
自
治
体
に
お
い
て
、
日
常
的
な
維

持
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
聴
き
取
り
調
査
の
結
果
、
現
状
で
は
、

自
治
体
ご
と
に
法
定
外
公
共
物
の
取
り
扱
い
方
法
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
報
告
し
た
よ
う
に
、
自
治
体
に
は
、
法
定
外
公
共
物
を
適
切
に
管

理
す
る
義
務
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
治
体
が
法
定
外
公
共
物
の
維
持
管
理

行
う
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
で
の
除
草
や
害
虫
駆
除
な
ど
の

対
応
、
法
定
外
公
共
物
内
へ
の
無
断
立
ち
入
り
の
防
止
、
墓
地
等
と
い
っ

た
長
期
的
な
構
造
物
が
法
定
外
公
共
物
上
を
侵
し
占
有
す
る
場
合
の
対

応
、
隣
接
地
所
有
者
が
不
明
な
場
合
の
対
応
な
ど
を
挙
げ
た
。

　

こ
れ
ら
課
題
に
つ
い
て
、
社
寺
が
水
路
な
ど
法
定
外
公
共
物
の
維
持
管

理
を
行
う
う
え
で
、
自
治
体
と
社
寺
の
所
有
な
い
し
管
理
者
と
の
間
に
ど

の
様
な
問
題
が
発
生
し
う
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。

ム
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
政
府
に
よ
る
近
年
の
メ
ッ
カ
の
大
改
造
計
画
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
政
策

に
伴
う
ハ
ッ
ジ
を
行
う
人
々
の
意
識
や
行
動
の
変
化
を
指
摘
す
る
論
文
も

あ
る
。
例
え
ば
、
サ
ア
イ
行
を
行
う
場
所
が
エ
ア
コ
ン
の
つ
い
た
大
理
石

の
廊
下
に
改
修
さ
れ
る
と
い
う
巡
礼
環
境
の
改
善
と
共
に
、
タ
ワ
ー
フ
儀

礼
で
の
ス
マ
ホ
に
よ
る
自
撮
り
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
チ

ャ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
・
キ
ュ

ラ
シ
は
、
こ
う
し
た
メ
ッ
カ
を
取
り
囲
む
観
光
振
興
の
進
展
が
巡
礼
体
験

に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
を
検
討
し
、
ハ
ッ
ジ
の
商
品
化

と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
指
摘
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
宗
教

的
義
務
と
し
て
「
巡
礼
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
ハ
ッ
ジ
の
動

機
も
体
験
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
宗
教
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に

「
多
様
性
」
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代

宗
教
の
あ
り
方
に
、
消
費
主
義
的
資
本
主
義
が
深
く
関
与
し
て
い
る
と
す

れ
ば
、
急
速
に
経
済
成
長
を
遂
げ
、
Ｆ
・
シ
ラ
ジ
が
「
敬
虔
の
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
と
商
品
化
」
と
呼
ん
だ
中
産
階
級
の
増
大
に
伴
う
消
費
主
義
的
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
始
め
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
を
考
察
の
埒

外
に
お
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
メ
ッ
カ
の
改
造
計
画
や
莫
大
な
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
投
資
は
、
明
ら
か
に
、
こ
う
し
た
国
々
か
ら
の
人
々
を
積
極

的
に
呼
び
込
も
う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
だ
ろ
う
。
消
費
主
義
的
資
本
主
義

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
浸
透
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
を
含
め
た
現
代
宗
教
に
ど

の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
、
さ
ら
に
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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求
め
る
」
と
い
っ
た
対
応
を
す
る
自
治
体
も
見
ら
れ
た
。

　

占
用
許
可
の
申
請
を
求
め
る
自
治
体
で
は
、
水
路
上
を
不
動
産
で
あ
る

社
殿
、
堂
宇
、
鳥
居
、
門
、
石
燈
な
ど
が
占
有
し
て
い
る
範
囲
の
み
、
ま

た
は
、
不
動
産
以
外
の
社
寺
地
内
全
域
と
い
う
よ
う
に
、
許
可
範
囲
が
異

な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
社
寺
に
は
、
里
道
や
水
路
な
ど
公
共
用
地
の
占
用

範
囲
以
外
に
お
い
て
、
原
則
と
し
て
維
持
管
理
を
行
う
事
が
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
、
社
寺
は
、
自
ら
の
考
え
で
境
内
の
景
観
の
整
備
や
保
持
な
ど

が
行
え
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
生
ず
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
ら
様
々
な
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、
自
治
体
と
社
寺
の
管
理
者
は
、
占
用
範
囲
や
管
理

範
囲
な
ど
を
個
々
に
協
議
や
取
り
決
め
る
必
要
が
あ
る
。

臨
床
宗
教
師
と
い
う
名
称
の
意
義

│
│ 

研
修
修
了
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら 

│
│

張　
　

晨
陽

　

東
日
本
大
震
災
後
、
二
〇
一
二
年
か
ら
東
北
大
学
で
臨
床
宗
教
師
の
養

成
が
始
ま
り
六
年
が
経
っ
た
。
現
在
、
東
北
大
学
以
外
に
も
臨
床
宗
教
師

を
養
成
す
る
大
学
が
増
え
、
臨
床
宗
教
師
の
実
習
先
及
び
雇
用
先
も
全
国

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
五
月
に
各
地
に
臨
床
宗
教
師

会
が
発
足
し
、
二
〇
一
六
年
二
月
に
は
日
本
臨
床
宗
教
師
会
の
設
立
に
至

っ
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
八
年
三
月
か
ら
日
本
臨
床
宗
教
師
会
に
よ
る
資
格

認
定
が
始
ま
り
、
日
本
全
国
に
広
ま
る
勢
い
が
見
ら
れ
る
。

　

臨
床
宗
教
師
に
関
す
る
研
究
を
ふ
ま
え
て
、「
臨
床
宗
教
師
」
と
「
宗

教
者
」
と
い
う
二
つ
の
立
場
を
切
り
分
け
る
こ
と
の
難
し
さ
が
窺
え
、
研

修
修
了
者
た
ち
の
研
修
後
の
実
態
に
関
す
る
調
査
は
依
然
と
し
て
乏
し
い

と
推
測
さ
れ
る
。
本
研
究
は
研
修
修
了
者
が
ど
の
よ
う
に
臨
床
宗
教
師
を

　

税
収
を
目
的
と
し
た
土
地
の
地
券
化
な
ど
に
伴
い
、
私
有
地
に
隣
接
し

た
り
、
内
部
に
存
在
す
る
里
道
や
水
路
な
ど
が
日
本
各
地
で
確
定
さ
れ

た
。
当
時
の
農
村
に
お
け
る
私
有
地
と
公
共
用
地
、
法
定
外
公
共
物
の
空

間
的
な
配
置
を
め
ぐ
っ
て
、
笹
谷
康
之
は
『
明
治
初
期
の
農
村
集
落
の
小

規
模
土
木
構
造
物
に
つ
い
て
』（
一
九
〇
〇
年
）
に
お
い
て
、
十
二
に
分
類

し
た
。
ち
な
み
に
社
寺
地
に
つ
い
て
は
、「
墓
タ
イ
プ
」、「
寺
タ
イ
プ
」、

「
神
社
タ
イ
プ
」
な
ど
が
分
類
さ
れ
て
い
る
「
墓
タ
イ
プ
」
や
「
神
社
タ

イ
プ
」
で
は
、
公
道
か
ら
境
内
へ
つ
な
が
る
前
道
（
参
道
）、「
寺
タ
イ

プ
」
の
前
道
や
裏
路
、
墓
地
へ
と
接
続
す
る
、
あ
る
い
は
墓
地
内
の
道
な

ど
里
道
や
、
同
じ
く
隣
接
し
て
い
た
り
境
内
に
存
す
る
水
路
な
ど
の
公
共

用
地
が
、
現
在
も
法
定
外
公
共
物
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
社
寺
地
や
墓
地
な
ど
が
、
社
寺
の
移
築
や

増
築
な
ど
に
伴
い
公
共
用
地
の
上
を
占
有
し
、
公
共
用
地
を
侵
す
と
い
っ

た
問
題
が
各
地
で
生
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
を
め
ぐ
り
、
首
都
圏

の
自
治
体
を
中
心
に
三
十
自
治
体
に
お
い
て
、
水
路
や
里
道
の
管
理
維
持

の
方
法
、
そ
し
て
社
寺
地
の
地
権
者
・
管
理
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
半

構
造
化
面
接
を
行
っ
た
。

　

結
果
は
、
隣
り
合
っ
た
自
治
体
で
も
対
応
や
見
解
に
相
違
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
多
く
の
自
治
体
で
は
、
社
寺
地
に
お
け
る
水
路
上
の
占
有
に
つ

い
て
は
、
事
例
に
よ
り
対
応
が
異
な
る
と
の
回
答
を
し
た
。

　

さ
ら
に
は
三
十
自
治
体
中
半
数
を
超
え
る
自
治
体
で
、「
周
辺
住
民
等

が
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
さ
ず
、
社
寺
地
の
管
理
者
や
隣
接
所
有
者
か

ら
何
ら
か
の
申
し
出
が
あ
る
ま
で
、
現
状
の
ま
ま
」
と
い
っ
た
回
答
が
得

ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
「
自
治
体
が
占
有
を
確
認
し
次
第
、
社
寺
等
へ
払

い
下
げ
る
」、「
占
有
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
占
用
許
可
の
申
請
を
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か
、
そ
れ
は
や
っ
ぱ
り
、
一
宗
教
者
だ
っ
た
ら
、
も
う
布
教
す
る
と
か
思

わ
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
の
で
、
だ
か
ら
、
臨
床
宗
教
師
と
し
て
、
こ
う
や

っ
て
宗
教
宗
派
を
超
え
て
、
○
○
と
い
う
と
こ
ろ
で
布
教
活
動
を
す
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
よ
っ
て
〉（
マ
マ
）
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

本
研
究
の
結
果
と
し
て
、（
一
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
対
象
者
の
多
く
は
仏
教

者
だ
が
、
臨
床
宗
教
師
の
活
動
に
お
い
て
は
、
超
宗
教
・
超
宗
派
と
し
て

連
携
を
保
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。（
二
）イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容

に
よ
る
と
、
宗
教
者
は
社
会
活
動
を
実
践
す
る
現
場
に
お
い
て
、
ケ
ア
対

象
者
に
対
し
て
臨
床
宗
教
師
と
名
乗
る
意
義
を
見
い
だ
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
公
共
空
間
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
可
能
性
が
見
ら

れ
る
。（
三
）臨
床
宗
教
師
と
名
乗
る
こ
と
で
、
臨
床
宗
教
師
倫
理
綱
領
及

び
倫
理
規
約
を
守
り
、
公
共
空
間
に
お
け
る
活
動
範
囲
を
対
外
的
に
示
す

こ
と
に
な
り
、「
宗
教
者
」
と
臨
床
宗
教
師
と
を
線
引
き
す
る
。
従
っ
て
、

臨
床
宗
教
師
と
い
う
名
称
は
必
然
的
に
公
共
性
を
内
包
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
「
宗
教
者
」（
分
類
Ⅰ
、
Ⅱ
）
と
臨
床
宗
教
師
（
分
類
Ⅲ
、

Ⅳ
、
Ⅴ
）
に
大
別
し
た
が
、
臨
床
宗
教
師
は
宗
教
者
か
ら
独
立
し
た
も
の

で
は
な
く
、
宗
教
者
の
社
会
活
動
に
お
け
る
公
共
性
を
考
え
る
一
つ
の
概

念
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
日
本
大
震
災
の
記
憶
を
め
ぐ
る
仏
教
者
の
役
割

│
│ 

陸
前
高
田
市
の
場
合 

│
│

金
沢　
　

豊

　

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
被
害
の
記
憶
の
保
存
、
継
承
が
課
題
と

な
っ
て
久
し
い
。
記
憶
は
表
象
し
、
慰
霊
碑
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
祭
祀
な

ど
あ
ら
ゆ
る
形
へ
と
変
容
し
続
け
て
い
る
。
苦
悩
の
表
象
化
と
も
い
う
べ

理
解
し
て
い
る
の
か
に
着
目
し
、
宗
教
者
が
臨
床
宗
教
師
と
し
て
活
動
す

る
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一
七
年
七
月
に
、
二

〇
一
六
年
度
末
で
臨
床
宗
教
師
研
修
修
了
者
一
四
五
名
を
対
象
と
し
、
質

問
紙
調
査
を
実
施
し
た
。
質
問
紙
の
回
答
者
は
六
三
名
（
回
答
率
四
三
・

三
％
）、
う
ち
三
〇
名
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
協
力
を
得
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
八
年
五
月
ま
で
に
、
研
修
修
了
者
の
三

〇
名
へ
の
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
し
た
。

　

研
修
修
了
者
の
属
性
に
つ
い
て
、
三
〇
名
（
男
女
比
四
：
一
）
の
う

ち
、
二
〇
代
三
名
・
三
〇
代
三
名
・
四
〇
代
七
名
・
五
〇
代
八
名
・
六
〇

代
五
名
・
七
〇
代
四
名
で
あ
る
。
所
属
教
団
は
仏
教
系
（
七
三
％
）・
神

道
系
（
七
％
）・
キ
リ
ス
ト
教
系
（
七
％
）・
そ
の
他
（
一
三
％
）
に
な
っ

て
い
る
。
臨
床
宗
教
師
と
し
て
の
活
動
継
続
状
況
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
事
前
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
名
は
継
続
し
（
六
七
％
）、
一
〇
名
は

継
続
し
て
い
な
い
（
三
三
％
）
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

本
研
究
は
対
象
者
を
以
下
の
通
り
に
分
類
し
た
。（
Ⅰ
）認
定
資
格
を
も

た
ず
、
臨
床
宗
教
師
的
な
活
動
は
寺
社
教
会
に
お
い
て
も
公
共
空
間
に
お

い
て
も
行
っ
て
い
な
い
も
の
。（
Ⅱ
）認
定
資
格
を
も
た
な
い
が
、
臨
床
宗

教
師
的
な
活
動
を
寺
社
教
会
も
し
く
は
私
的
関
係
で
行
っ
て
い
る
も
の
。

（
Ⅲ
）認
定
資
格
を
受
け
な
い
が
、
臨
床
宗
教
師
的
な
活
動
を
公
共
空
間
で

し
て
い
る
も
の
。（
Ⅳ
）認
定
資
格
を
有
し
、
臨
床
宗
教
師
と
し
て
公
共
空

間
で
活
動
し
て
い
る
も
の
。（
Ⅴ
）認
定
資
格
を
有
し
、
臨
床
宗
教
師
と
し

て
の
活
動
は
ほ
ぼ
停
止
状
態
に
あ
る
も
の
。
研
修
修
了
者
に
お
け
る
臨
床

宗
教
師
に
対
す
る
理
解
を
こ
の
分
類
の
順
で
事
例
を
挙
げ
た
。
中
に
は
、

〈
私
み
た
い
に
個
人
的
の
、
何
の
関
係
な
く
ま
わ
っ
て
る
。〉〈
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
と
か
そ
う
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
す
ご
く
あ
り
ま
す
。〉〈
行
政
の
方
と
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は
「
忘
れ
た
く
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
人
々
」
の
存
在
を
示
唆
す
る
。
そ
の

よ
う
な
人
々
に
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
掛
け
、
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
仏
教
者
は
災
害
の
記
憶
と
し
て
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
建
立
な
ど
に

寄
与
し
て
い
る
。
亡
き
人
を
忘
れ
な
い
、
教
訓
を
忘
れ
な
い
と
い
う
思
い

の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
の
重
要
性
に
異
論
を
挟
む
余
地
は
な
い
。
し
か

し
、
正
論
で
あ
る
が
ゆ
え
に
見
逃
さ
れ
て
い
る
点
が
、
仏
教
の
根
本
教
説

の
一
つ
で
あ
る
「
無
常
」
理
解
と
の
矛
盾
で
あ
る
。

　
「
無
常
」
と
は
「
常
に
留
ま
る
こ
と
な
く
変
化
す
る
こ
と
」
を
意
味
す

る
。
災
害
の
た
め
に
元
の
形
を
失
っ
た
街
に
対
し
て
抱
く
侘
し
さ
の
感
情

と
し
て
「
無
常
」
を
当
て
は
め
考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
「
無
常
」

と
は
元
来
、
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
な
い
言
葉
で
あ
り
、
苦
悩
の
状
態
も
不

変
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
い
と
仏
教
聖
典
の
各
所
に
記
さ
れ
て
い

る
。「
一
切
の
形
成
さ
れ
た
も
の
は
無
常
で
あ
る
（
諸
行
無
常
）
と
明
ら

か
な
智
慧
を
も
っ
て
観
る
と
き
に
、
ひ
と
は
苦
し
み
か
ら
遠
ざ
か
り
離
れ

る
。」（『
ダ
ン
マ
パ
ダ
』
第
二
七
七
偈
）。「
無
常
」
と
は
希
望
を
生
む
素

地
と
な
る
よ
う
な
積
極
的
な
側
面
も
有
す
る
。
こ
れ
が
「
忘
れ
な
い
」
事

業
を
推
進
す
る
人
と
、「
忘
れ
た
い
」
人
と
の
亀
裂
を
橋
渡
し
す
る
役
割

を
担
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
無
常
で
あ
る
が
ゆ
え
に
万
事
対
策
や
防

災
が
可
能
で
あ
る
。
同
時
に
無
常
だ
か
ら
こ
そ
忘
れ
て
も
い
い
。
仏
教
者

に
は
、
こ
の
よ
う
関
わ
り
方
を
提
案
し
た
い
。

　

災
害
の
記
憶
を
め
ぐ
っ
て
仏
教
者
の
役
割
を
検
討
す
る
中
で
生
じ
た
矛

盾
を
指
摘
し
た
。
矛
盾
と
は
記
憶
の
継
承
の
重
要
性
「
忘
れ
な
い
」
と
、

忘
れ
ら
れ
な
い
記
憶
を
「
忘
れ
た
い
」
と
い
う
声
と
の
乖
離
で
あ
る
。
東

日
本
大
震
災
か
ら
七
年
以
上
の
歳
月
が
経
ち
、
被
災
地
で
は
前
者
が
防
災

教
育
に
収
斂
さ
れ
、
後
者
が
復
興
事
業
の
推
進
へ
と
発
展
し
て
い
る
よ
う

き
災
害
の
記
憶
に
地
元
の
寺
院
や
来
援
の
仏
教
者
は
ど
う
関
わ
り
何
が
で

き
る
の
か
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
で
の
事
例
を
中
心
に
検
討
す
る
。

　
「
こ
ん
な
立
派
な
施
設
が
で
き
た
の
は
、
紛
れ
も
な
く
津
波
の
お
か
げ

だ
」
と
新
築
の
公
共
施
設
を
指
差
し
語
る
男
性
と
出
会
っ
た
。「
壊
れ
た

か
ら
作
ら
れ
て
、
ま
た
ど
う
せ
壊
れ
る
」
と
皮
肉
た
っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
た

言
葉
が
耳
か
ら
離
れ
な
い
。
ま
た
、
仮
設
住
宅
に
お
住
い
の
女
性
は
津
波

を
「
地
球
の
ク
シ
ャ
ミ
」
と
表
現
し
「
砂
浜
が
無
く
な
っ
た
程
度
で
、
自

然
は
変
わ
ら
な
い
。
人
間
の
作
っ
た
も
の
だ
け
が
破
壊
さ
れ
た
。
全
て
が

無
く
な
っ
て
ス
ッ
キ
リ
し
た
。」
と
声
を
潜
め
て
話
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も

悔
し
さ
を
は
じ
め
と
し
た
複
雑
な
感
情
か
ら
溢
れ
出
た
言
葉
で
あ
る
。
本

稿
は
、
彼
ら
が
真
理
を
語
っ
て
い
る
と
か
、
無
批
判
に
同
調
す
る
立
場
で

は
な
い
。
し
か
し
、
災
害
復
興
期
に
災
害
の
記
憶
を
保
存
す
る
こ
と
だ
け

を
是
と
す
る
人
々
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
意
見
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
る
と

考
え
る
。
完
全
な
る
記
憶
の
保
存
、
教
訓
の
伝
承
は
不
可
能
だ
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
何
を
後
世
に
教
訓
と
し
て
残
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。
近
年
の
特

徴
は
防
災
教
育
の
推
進
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
度
、
市
の
防
災
課
が
主
催

す
る
「
防
災
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
」
に
は
、
多
く
の
市
民
（
遺
族
）
が

受
講
し
て
い
る
。
し
か
し
、
復
興
事
業
以
上
に
防
災
教
育
の
推
進
も
一
筋

縄
で
は
い
か
な
い
。
防
災
を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
に
、
亡
き
人
は
備
え

を
怠
っ
た
人
と
し
て
烙
印
を
押
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
と
の
声
が

漏
れ
聞
こ
え
る
か
ら
だ
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
私
た
ち
の
「
忘
れ

る
」
と
い
う
機
能
は
、
非
常
に
積
極
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
て
生
き
て
い

く
た
め
に
は
必
要
な
機
能
」
と
い
う
青
柳
正
規
の
指
摘
で
あ
る
（
文
化
庁

編
『
日
本
人
は
大
災
害
を
ど
う
乗
り
越
え
た
の
か　

遺
跡
に
刻
ま
れ
た
復

興
の
歴
史
』
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
一
七
年
、
二
〇
三
頁
）。
こ
の
言
説
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が
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
震
災
と
、
特
に
翌
三
月
十
二
日
の
原
発
事

故
に
よ
り
被
災
し
た
。
東
西
十
ヶ
寺
が
強
制
避
難
の
対
象
と
な
り
、
一
八

年
九
月
現
在
も
三
ヶ
寺
が
帰
還
困
難
区
域
に
あ
る
。
以
下
、
真
宗
大
谷
派

寺
院
と
そ
の
所
在
地
域
に
お
け
る
原
発
災
害
の
現
状
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

相
馬
正
西
寺
・
光
現
寺
が
あ
る
相
馬
市
は
、
原
発
三
〇
キ
ロ
圏
外
に
あ

り
避
難
区
域
で
は
な
い
が
、
行
政
に
よ
る
除
染
は
実
施
さ
れ
た
。
移
民
寺

の
嚆
矢
と
さ
れ
る
相
馬
正
西
寺
は
、
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
堂
宇
等
の
修

復
・
再
建
を
終
え
、
真
宗
移
民
を
顕
彰
す
る
相
馬
移
民
二
百
年
記
念
誌
を

刊
行
し
て
い
る
。

　

原
町
別
院
が
あ
る
南
相
馬
市
は
、
一
七
年
七
月
に
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
た
小
高
区
の
一
部
に
帰
還
困
難
区
域
が
残
る
。
鹿
島
区
・
原
町
区
も
事

故
直
後
に
自
主
的
な
避
難
が
あ
り
、
市
の
人
口
約
七
万
一
千
人
は
激
減
し

た
。
現
在
は
約
五
万
四
千
人
ま
で
回
復
し
た
が
、
若
い
世
代
の
帰
還
は
進

ま
な
い
。
原
町
別
院
は
原
発
か
ら
二
十
三
キ
ロ
地
点
に
あ
り
、
半
壊
し
た

本
堂
の
修
復
や
除
染
を
進
め
な
が
ら
、
別
院
と
い
う
公
共
性
の
高
い
宗
教

施
設
と
し
て
、
ま
た
原
発
最
前
線
地
の
寺
院
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け

て
い
る
。

　

浪
江
正
西
寺
が
あ
る
双
葉
郡
浪
江
町
は
、
全
住
民
が
強
制
避
難
の
対
象

と
な
り
、
一
七
年
三
月
に
一
部
地
域
が
避
難
指
示
解
除
さ
れ
た
後
も
帰
還

は
進
ん
で
い
な
い
。
現
在
、
浪
江
正
西
寺
は
宮
城
県
名
取
市
に
拠
点
を
置

き
、
東
北
・
関
東
一
円
に
離
散
し
た
門
徒
の
仏
事
を
勤
め
な
が
ら
帰
還
を

目
指
し
て
い
る
。

　

正
福
寺
が
あ
る
同
双
葉
町
は
、
町
内
に
事
故
を
起
こ
し
た
原
発
や
中
間

貯
蔵
施
設
が
あ
り
、
ほ
ぼ
全
域
が
帰
還
困
難
区
域
で
あ
る
。
正
福
寺
は
相

馬
正
西
寺
と
と
も
に
移
民
三
ヶ
寺
の
一
と
さ
れ
、
避
難
後
は
中
通
り
須
賀

に
映
る
。
両
者
の
重
要
性
は
論
を
俟
た
な
い
が
、
溝
は
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
広
が
る
溝
に
仏
教
者
が
関
わ
る
余
地
が
あ
り
、「
無
常
」
を
説
く
仏

教
の
教
説
に
よ
っ
て
両
論
を
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
提
言
し
た
。

相
馬
真
宗
寺
院
に
見
る
震
災
七
年

御
手
洗
隆
明

　

福
島
県
浜
通
り
北
部
の
相
馬
地
方
（
相
双
地
方
、
旧
相
馬
中
村
藩
領
）

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
多
重
災
禍
に
遭
っ
て
以
来
七
年
半
が
経
過
し

た
。
報
告
者
は
二
〇
一
三
年
三
月
よ
り
東
本
願
寺
原
町
別
院
が
あ
る
南
相

馬
市
原
町
区
を
中
心
に
調
査
訪
問
を
続
け
て
い
る
。
区
中
心
部
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ポ
ス
ト
が
示
す
数
値
は
当
初
の
三
分
の
一
程
度
と
な
っ
た
が
、
原

発
事
故
に
よ
る
社
会
構
造
破
壊
の
影
響
は
、
急
速
な
高
齢
化
を
伴
う
過
疎

化
と
し
て
続
い
て
い
る
。
特
に
農
家
の
置
か
れ
た
環
境
は
、
原
発
災
害
に

よ
り
劇
的
に
変
わ
り
、
地
域
の
産
業
構
造
の
変
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

放
射
能
の
存
在
に
避
難
住
民
の
帰
還
が
進
ま
な
い
原
因
を
求
め
る
傾
向
は

強
い
が
、
こ
こ
に
住
み
続
け
て
い
る
人
々
に
そ
の
是
非
を
問
う
こ
と
に
意

味
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
よ
り
も
、
今
の
情
況
が
こ
の
地
域
の
「
普

通
」
で
あ
る
こ
と
を
共
有
し
、
こ
の
地
に
息
づ
く
浄
土
真
宗
を
背
景
と
し

た
声
を
聞
い
て
い
く
こ
と
が
宗
教
者
の
役
割
で
あ
ろ
う
。

　

相
馬
地
方
の
東
西
本
願
寺
系
寺
院
（
真
宗
大
谷
派
六
ヶ
寺
・
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
十
ヶ
寺
）
は
、
相
馬
中
村
藩
が
天
明
の
大
飢
饉
か
ら
の
復
興
政

策
と
し
て
、
約
二
百
年
前
に
開
始
し
た
「
真
宗
移
民
」
ゆ
か
り
の
寺
院
で

あ
る
。
多
く
は
移
民
元
年
と
さ
れ
る
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
以
降
の
開

基
で
あ
り
、
相
馬
市
・
南
相
馬
市
・
双
葉
郡
飯
舘
村
・
同
浪
江
町
・
同
双

葉
町
・
同
大
熊
町
・
同
富
岡
町
に
展
開
し
た
。
そ
の
全
て
の
寺
院
と
門
徒
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福
島
県
浜
通
り
の
創
価
学
会
（
常
磐
総
県
）
は
、
約
一
万
世
帯
と
い
う

教
勢
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
新
世
紀
圏
（
浪
江
・
葛
尾
・
双
葉
・
大
熊
・
富

岡
・
川
内
・
楢
葉
・
広
野
）
の
約
一
六
〇
〇
世
帯
は
、
広
域
避
難
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
と
り
わ
け
警
戒
区
域
・
計
画
的
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
た
エ

リ
ア
の
会
員
は
、
不
安
定
な
状
況
が
長
期
化
し
、
分
断
さ
れ
た
境
遇
に
置

か
れ
て
い
る
。

　

創
価
学
会
は
、
立
正
佼
成
会
と
同
じ
く
最
寄
り
原
則
に
基
づ
い
た
地
区

ブ
ロ
ッ
ク
制
の
組
織
原
理
（
な
か
ま
・
官
僚
制
連
結
モ
デ
ル
）
の
教
団
だ

が
、
両
者
の
被
災
者
対
応
に
は
差
異
が
見
ら
れ
る
。
い
わ
き
市
の
立
正
佼

成
会
の
教
会
で
は
、
相
双
地
区
の
会
員
の
支
援
・
受
け
入
れ
を
進
め
つ

つ
、
法
座
に
つ
い
て
は
、
本
音
を
語
り
合
う
場
を
確
保
す
る
た
め
、
受
け

入
れ
側
（
い
わ
き
市
に
在
住
し
て
い
た
会
員
）
と
避
難
者
側
（
相
双
地
区

か
ら
い
わ
き
市
へ
移
住
し
た
会
員
）
を
分
け
て
開
催
す
る
方
針
を
採
っ
て

い
る
。
一
方
、
創
価
学
会
は
、
当
初
か
ら
受
け
入
れ
側
も
避
難
者
側
も
同

じ
座
談
会
へ
参
加
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
新
宗
教
運
動
の
心
臓
部
と
も

言
う
べ
き
小
集
団
活
動
の
差
異
が
、
ど
の
よ
う
な
面
で
は
プ
ラ
ス
に
働

き
、
ど
の
よ
う
な
面
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
を
及
ぼ
し
た
の
か
。
今
回

は
、
二
〇
一
一
〜
二
〇
一
八
年
に
聞
き
取
り
を
行
っ
た
約
四
〇
人
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
う
ち
、
二
人
の
会
員
（
Ａ
広
野
と
Ｂ
富
岡
の
役
職
者
）

の
語
り
に
焦
点
を
当
て
検
討
を
試
み
た
い
。

　

二
人
の
語
り
は
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
集
合
的
な
記
憶
（
マ

ス
タ
ー
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
時
間
の
経
過
と
パ

ラ
レ
ル
に
聖
教
新
聞
そ
の
他
教
団
刊
行
物
に
示
さ
れ
た
指
導
・
教
え
に
紐

付
け
ら
れ
た
語
り
が
増
え
、
教
団
特
有
の
フ
レ
ー
ム
や
発
想
（
蔵
の
財
よ

り
心
の
財
・
変
毒
為
薬
・
煩
悩
即
菩
提
・
願
兼
於
業
・
信
心
の
光
で
破
れ

川
市
に
仮
御
堂
を
置
き
、
後
に
浜
通
り
南
部
の
い
わ
き
市
に
支
院
を
置

く
。
厳
し
い
情
況
の
中
、
一
五
年
に
大
谷
派
本
山
に
献
納
し
た
本
堂
の
菱

灯
籠
は
、
現
在
も
本
山
大
玄
関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

西
願
寺
が
あ
る
同
富
岡
町
は
、
隣
接
す
る
双
葉
町
同
様
に
原
発
立
地
自

治
体
と
し
て
深
刻
な
情
況
に
あ
る
。
西
願
寺
は
町
内
で
も
除
染
の
見
通
し

が
不
明
な
地
域
に
あ
り
、
門
前
に
は
海
ま
で
続
く
仮
置
き
場
が
あ
る
。
門

徒
の
離
檀
は
辛
い
が
、
い
わ
き
市
に
置
い
た
分
院
を
拠
点
に
寺
院
活
動
を

続
け
て
い
る
。

　

現
在
、
原
町
別
院
は
四
十
以
上
の
引
き
取
り
手
の
な
い
遺
骨
を
預
か

る
。
被
災
門
徒
の
遺
骨
も
あ
る
が
、
行
政
等
よ
り
葬
儀
を
依
頼
さ
れ
た
震

災
関
連
死
者
、
ま
た
除
染
作
業
員
の
遺
骨
も
あ
る
。
別
院
院
代
は
「
無
縁

の
人
な
ど
い
な
い
。
最
後
は
私
が
引
き
受
け
る
」
と
寺
院
に
生
き
る
宗
教

者
と
し
て
の
覚
悟
を
語
る
。

　

大
災
害
が
な
く
て
も
多
死
社
会
・
大
量
死
時
代
は
確
実
に
迫
る
。
原
発

災
害
は
、
時
間
の
流
れ
を
速
め
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

こ
の
七
年
間
、
被
災
し
離
散
し
た
門
徒
と
の
つ
な
が
り
を
維
持
し
続
け
た

相
馬
真
宗
寺
院
の
日
常
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
寺
院
の
在
り
方
が
投
影

さ
れ
て
い
る
。

創
価
学
会
の
震
災
対
応 

│
│ 

相
双
地
区
の
会
員
の
語
り
か
ら 

│
│

寺
田　

喜
朗

　

本
研
究
は
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
福
島

県
相
双
地
区
の
会
員
の
語
り
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
創
価
学
会
の
震
災
対

応
の
特
質
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
第
七
一
回
学
術
大
会
以

降
の
動
向
に
焦
点
を
当
て
る
）。
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に
つ
な
が
る
。
平
時
か
ら
人
々
を
前
向
き
な
行
動
に
駆
り
立
て
る
集
団
と

し
て
創
価
学
会
は
あ
る
が
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
非
常
時
に
お
い
て

は
、
平
時
以
上
に
サ
ポ
ー
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
、
か
け
が
え
の

な
さ
が
自
覚
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ぬ
闇
は
な
い
・
苦
悩
し
た
人
ほ
ど
偉
大
な
使
命
が
・
人
生
は
勝
負
だ
等
）

に
即
し
て
現
実
を
受
け
入
れ
、
困
難
な
境
遇
に
前
向
き
な
姿
勢
で
臨
ん
で

い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。「
学
会
の
つ
な
が
り
は
す
ご
い
」「
創
価
家
族

の
絆
は
一
つ
」「
徹
し
て
一
人
を
大
切
に
」「
全
国
の
同
志
が
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
」「
自
分
の
こ
と
よ
り
目
前
の
一
人
」「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
、
目
の
前
に
い
る
方
た
ち
を
励
ま
し
て
い
く
こ
と
以
外
に
な
い
」

等
、
組
織
活
動
に
関
す
る
語
り
も
多
か
っ
た
。
一
方
、
居
住
地
に
よ
る
温

度
差
も
観
察
さ
れ
た
。
Ａ（
広
野
）は
、
当
初
か
ら
前
向
き
な
発
言
が
多
く
、

学
会
の
す
ば
ら
し
さ
を
称
賛
す
る
語
り
が
多
か
っ
た
が
、
Ｂ（
富
岡
）は
、

表
面
上
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
も
不
安
定
な
心
理
状
態
が
吐
露
さ
れ
る
場
面
が

度
々
あ
っ
た
（「
わ
か
っ
て
い
て
も
現
実
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
」「
心
が
朽
ち
て
い
く
」
等
）。
し
か
し
、
帰
還
を
断
念
し
た
二
〇
一
七

年
頃
か
ら
肯
定
的
な
ト
ー
ン
に
変
化
し
、
い
わ
き
の
会
員
の
厚
意
に
感
謝

す
る
語
り
が
増
え
た
。

　

合
流
す
る
形
の
小
集
団
活
動
は
、
避
難
者
に
居
場
所
と
や
り
が
い
の
あ

る
活
動
（
役
割
行
為
）
を
付
与
し
、
前
向
き
な
言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び

る
機
会
を
提
供
す
る
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
大
い
に
プ
ラ
ス
の
作
用
を

も
た
ら
し
た
。
ア
ノ
ミ
ー
状
態
に
置
か
れ
た
被
災
者
た
ち
に
生
き
が
い
を

与
え
る
貴
重
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
方
、
同
じ
苦
し
み
・
不
安

を
分
有
す
る
人
々
が
共
に
涙
を
流
す
、
と
い
う
感
情
放
出
の
機
会
が
抑
え

ら
れ
た
と
い
う
部
分
で
は
マ
イ
ナ
ス
の
作
用
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
、
発
災
六
年
後
に
Ｂ（
富
岡
）の
語
り
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
た
と
え
即
効
的
な
効
果
を
発
揮
せ
ず
と
も
、
善
意

に
溢
れ
た
信
頼
で
き
る
仲
間
（
同
志
）
集
団
と
定
期
的
に
接
触
し
続
け
る

こ
と
は
、
ふ
と
し
た
気
づ
き
を
得
た
際
、
強
い
安
心
感
と
幸
福
感
の
醸
成
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ギ
ー
ス
委
員
長
と
の
懇
談
会
記
録

ギ
ー
ス
井
野
瀬
委
員
長
と
の
懇
談
会
の
概
要

西
村
　
　
明

　

日
本
宗
教
学
会
第
七
七
回
学
術
大
会
三
日
目
の
九
月
九
日（
日
）一
五
時

三
〇
分
よ
り
約
一
時
間
、
日
本
宗
教
研
究
諸
学
会
連
合
の
主
催
に
よ
り
、

人
文
社
会
科
学
系
学
協
会
男
女
共
同
参
画
推
進
連
絡
会
（
ギ
ー
ス
）
井
野

瀬
久
美
惠
委
員
長
と
、
本
学
会
と
の
懇
談
会
が
設
け
ら
れ
た
。
参
加
者
は

諸
学
会
連
合
よ
り
二
名
、
山
中
弘
本
学
会
会
長
お
よ
び
理
事
（
参
加
者
一

名
）、
男
女
共
同
参
画
若
手
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
Ｗ
Ｇ
）

の
委
員
六
名
で
あ
っ
た
。
諸
学
会
連
合
岡
田
真
美
子
副
委
員
長
に
よ
る
開

会
挨
拶
、
井
野
瀬
先
生
に
よ
る
ギ
ー
ス
の
現
状
と
展
望
の
説
明
、
井
上
ま

ど
か
Ｗ
Ｇ
委
員
に
よ
る
本
学
会
の
現
状
報
告
、
参
加
者
に
よ
る
意
見
交

換
、
山
中
会
長
に
よ
る
閉
会
挨
拶
と
い
う
流
れ
で
あ
っ
た
。
司
会
は
西
村

明
Ｗ
Ｇ
委
員
長
が
務
め
た
。
以
下
で
は
、
後
半
の
意
見
交
換
の
内
容
に
つ

い
て
大
ま
か
な
論
点
を
紹
介
す
る
。

　
（
Ｗ
Ｇ
委
員
発
言
）『
宗
教
研
究
』
に
お
い
て
約
三
〇
年
ぶ
り
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
関
係
の
特
集
が
組
ま
れ
る
。
学
問
の
質
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
イ
ク
オ
ー
リ

テ
ィ
と
が
、
切
り
離
せ
な
い
メ
ジ
ャ
ー
な
と
こ
ろ
に
き
た
。
宗
教
学
会
の

特
殊
性
は
背
後
に
教
団
が
控
え
て
い
る
点
で
、
教
団
の
家
父
長
制
の
影
響

を
受
け
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
も
つ
宗
教
研
究
が
研
究
の
質
を

変
え
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
の
あ
る
宗
教
研
究
が
研
究
と
教
団
の
双
方
の

意
識
を
変
え
る
こ
と
が
、
両
輪
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
女
性
役
員
の
比
率

に
つ
い
て
も
、
と
く
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
を
も
っ
た

女
性
が
役
職
に
就
く
必
要
が
あ
る
。
若
手
女
性
研
究
者
で
所
属
が
な
く
、

研
究
者
番
号
が
な
い
た
め
に
科
研
に
応
募
で
き
な
い
こ
と
や
、
宗
教
系
大

学
の
女
性
教
員
の
割
合
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
海
外
で
学
位
を

取
っ
て
帰
国
し
た
女
性
研
究
者
・
若
手
研
究
者
が
、
国
内
の
研
究
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
入
る
こ
と
が
難
し
く
、
研
究
者
番
号
の
取
得
困
難
に
も
繋
が
っ

て
い
る
。
学
会
が
そ
う
し
た
受
け
皿
に
な
り
切
れ
て
お
ら
ず
、
学
問
の
質

と
い
う
意
味
で
も
も
っ
た
い
な
い
。
宗
教
学
会
に
外
部
の
ゲ
ス
ト
研
究
者

が
来
る
と
、
そ
の
極
端
な
男
女
比
に
驚
か
れ
る
。
他
方
で
、
逆
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
さ
も
あ
る
教
育
・
研
究
分
野
も
あ
り
、
相
互
対
話
が
必
要
と
感
じ

る
。
文
化
人
類
学
会
で
は
近
年
女
性
の
新
入
会
員
が
増
え
て
い
る
ら
し
い

が
、
本
学
会
の
場
合
ど
う
な
の
か
調
べ
て
み
る
べ
き
。

　
（
井
野
瀬
ギ
ー
ス
委
員
長
発
言
）
そ
う
し
た
諸
問
題
は
、
数
値
化
し
比

較
可
能
な
デ
ー
タ
の
形
で
提
示
す
る
こ
と
で
対
応
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
宗
教
学
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
や
学
問
の
質
が
十
年
前

と
同
様
で
あ
る
の
か
も
検
証
す
べ
き
。
日
本
西
洋
史
学
会
で
は
、
研
究
の

ト
レ
ン
ド
が
移
る
に
つ
れ
て
論
文
投
稿
数
な
ど
の
面
で
試
練
に
立
た
さ
れ

た
。
ま
た
研
究
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
男
女
比
の
違
い
が
あ
り
、
ブ
ラ
イ
ン
ド

に
よ
る
査
読
に
よ
っ
て
不
当
な
評
価
の
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
た
。
学
問
の

質
が
向
上
す
る
と
い
う
点
で
は
異
論
は
出
さ
れ
な
い
の
で
、
排
除
や
差
別

化
で
は
な
く
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
（
包
摂
的
）
に
進
め
る
た
め
に
、
デ
ー
タ

を
う
ま
く
提
示
し
、
共
存
・
共
感
の
姿
勢
で
対
話
を
求
め
て
い
く
べ
き
。

例
え
ば
、
修
士
か
ら
博
士
へ
の
進
学
率
は
平
成
三
年
に
三
人
に
一
人
だ
っ

た
の
が
、
平
成
二
〇
年
に
は
五
人
に
一
人
に
下
が
っ
て
い
る
、
と
い
っ
た

可
視
化
が
必
要
。
男
女
比
に
つ
い
て
は
、
高
大
連
携
の
世
界
史
の
会
合
に

出
席
す
る
高
校
の
代
表
は
ほ
ぼ
男
性
で
、
女
性
教
員
の
声
が
上
が
っ
て
こ
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で
は
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
当
た

り
前
の
こ
と
と
し
て
言
わ
れ
、
日
本
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
度
が

大
学
や
学
会
の
評
価
の
対
象
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
無
理
や
り
と
り
入

れ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
実
は
、
学
問
の
質
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

る
と
い
う
認
識
が
、
ギ
ー
ス
の
根
底
に
あ
る
。「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ヤ
スunconscious bias

」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
知
ら
れ
て
い
る
事
例
で
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
団
員
の
採
用
に
ブ

ラ
イ
ン
ド
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
採
用
し
た
と
こ
ろ
、
女
性
の
割
合
が
五

〜
一
〇
％
か
ら
二
五
〜
四
六
％
に
上
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ

ま
で
は
女
性
に
対
す
る
偏
見
の
た
め
、
演
奏
の
質
を
落
と
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
学
会
誌
の
査
読
も
ダ
ブ
ル
ブ
ラ
イ
ン
ド
に
す
る
と
女
性
の
投
稿
論

文
の
採
択
率
が
上
が
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
立
証
さ
れ
て
い
る
。

各
学
協
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

が
い
か
に
必
要
か
と
い
う
認
識
を
広
め
る
こ
と
を
目
ざ
し
、
ギ
ー
ス
が
立

ち
上
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
を
糸
口
に
し
な
が
ら

も
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
人
文
社
会
科
学
の
学
協
会
が
全
体
で
団
結
す
る

基
盤
と
な
れ
ば
と
い
う
未
来
展
望
も
あ
る
。

　

ギ
ー
ス
の
活
動
内
容　
　

①
基
礎
デ
ー
タ
集
め
と
し
て
の
大
規
模
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
：
デ
ー
タ
を
と
る
の
も
、
基
本
的
に
学
問
の
質
が
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
理
系
の
連
絡
会
（
男
女
共

同
参
画
学
協
会
連
絡
会
）
は
二
〇
〇
二
年
に
立
ち
上
が
り
、
三
〜
四
年
に

一
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
理
系
学
問
の
世
界
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

が
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
実
現
後
ど
の
よ
う
な

新
し
い
問
題
が
出
た
の
か
を
数
値
化
し
て
い
る
。
人
文
社
会
系
は
デ
ー
タ

な
い
。
こ
う
い
っ
た
懇
談
の
場
を
年
に
一
回
は
設
け
、
別
の
分
野
や
学
術

会
議
な
ど
と
顔
合
わ
せ
し
て
、
対
話
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　
（
山
中
本
学
会
会
長
発
言
）
組
織
と
し
て
ど
う
す
る
か
を
考
え
る
立
場

か
ら
言
え
ば
、
も
う
少
し
参
加
人
数
が
い
た
方
が
よ
か
っ
た
。
若
手
や
男

女
共
同
に
と
ど
ま
ら
な
い
問
題
を
含
ん
で
お
り
、
日
本
の
学
術
会
全
体
が

抱
え
た
課
題
が
次
々
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
学
問
の
質
と
相
関
す
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
イ
ク
オ
ー
リ
テ
ィ
を
高
め
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
つ
つ
、
も
う
少
し

広
い
ス
タ
ン
ス
で
呼
び
か
け
、
会
員
全
員
の
問
題
と
し
て
示
す
必
要
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
た
。
宗
教
学
会
の
特
殊
性
と
し
て
八
割
ぐ
ら
い
が
教
団
関

係
者
で
、
そ
の
文
化
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
う
し
た

機
会
を
持
て
て
、
会
長
と
し
て
出
席
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
た
ん
に

委
員
会
報
告
と
い
っ
た
広
め
方
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
会
と
し
て
い
ろ
ん
な

方
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

ギ
ー
ス
の
現
状
と
展
望
に
つ
い
て

井
野
瀬
久
美
惠

　

ギ
ー
ス
設
立
の
経
緯　
　

昨
年
五
月
に
発
足
し
、
当
初
加
盟
学
会
は
四

学
会
だ
っ
た
が
、
現
在
は
五
七
学
会
に
達
し
た
。
母
体
は
日
本
学
術
会
議

第
一
部
附
置
総
合
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
科
会
で
あ
る
。
分
科
会
と
共
催
で
キ
ッ

ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
今
年
三
月
に
開
催
し
た
（
今
後
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
定
例
化
し
、
毎
年
二
〜
三
月
に
開
催
す
る
予
定
）。
来
る
九
月
二

八
日
に
は
第
一
回
の
総
会
を
行
う
。

　

ギ
ー
ス
の
活
動
目
標　
　

各
学
会
と
も
、
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
な

る
と
女
性
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
が
何
に
つ
な
が
っ

て
く
る
の
か
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
海
外



445　　

ギース委員長との懇談会記録 『宗教研究』92巻別冊（2019年）

日
本
宗
教
学
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ
る
現
状

井
上
ま
ど
か
・
猪
瀬
優
理

　

日
本
宗
教
学
会
の
男
女
共
同
参
画
を
め
ぐ
る
現
状
に
つ
い
て
、
二
〇
一

八
年
時
点
で
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
、
報
告
す
る１
。
総
会
員
数
一
八
八
〇

名
の
う
ち
、
八
割
が
男
性
、
二
割
が
女
性
で
あ
る
。

　

意
思
決
定
に
関
わ
る
役
員
の
割
合
に
注
目
す
る
と２
、
役
員
に
お
け
る
女

性
の
割
合
は
約
一
二
％
に
と
ど
ま
る
の
に
加
え
、
男
性
会
員
に
お
け
る
男

性
役
員
の
割
合
（
二
二
・
五
％
）
は
、
女
性
会
員
に
お
け
る
女
性
役
員
の

割
合
（
八
・
〇
％
）
の
約
二
・
八
倍
で
あ
る
。
八
％
と
い
う
値
は
か
な
り
低

い
。
こ
れ
は
、
本
学
会
の
意
思
決
定
の
機
関
に
お
い
て
女
性
の
参
画
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

上
級
職３
に
注
目
す
る
と
、
本
学
会
の
上
級
職
従
事
者
に
お
け
る
男
性
の

割
合
は
、
八
六
・
二
％
、
女
性
の
割
合
は
一
三
・
八
％
で
あ
り
、
会
員
の
男

女
比
（
八
：
二
）
を
勘
案
す
る
と
、
女
性
の
ほ
う
が
上
級
職
従
事
者
の
割

合
が
低
い
。
ま
た
、
男
性
会
員
に
お
け
る
上
級
職
の
割
合
（
四
一
・
三
％
）

は
、
女
性
会
員
に
お
け
る
上
級
職
の
割
合
（
二
六
・
三
％
）
の
一
・
五
倍
で

あ
る
。
男
性
会
員
に
比
し
て
、
女
性
会
員
は
所
属
機
関
に
お
い
て
上
級
職

に
就
き
に
く
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
か
ら
推
測
で
き
る
。

　

十
年
前
の
二
〇
〇
八
年
に
は
、
女
性
会
員
の
比
率
は
約
一
六
％
で
あ
っ

た
。
女
性
会
員
の
比
率
は
こ
こ
一
〇
年
で
上
が
っ
て
い
る
が
、
上
級
職
に

就
く
女
性
の
割
合
、
学
会
内
の
意
思
決
定
に
参
画
す
る
女
性
の
割
合
は
い

ま
だ
低
く
、
課
題
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
二
〇
一
九
年
の
『
宗
教
研
究
』
の
特
集
号
は
、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
こ
れ

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
分
野
の
研
究
活
動
が
活
発
に

が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
自
分
た
ち
を
相
対
化
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。
若
手
、
女
性
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
学
会
に
含
め
る
こ
と
と
学
問
の
質
が
ど

う
関
わ
る
の
か
、
そ
れ
を
デ
ー
タ
で
示
し
た
い
。
そ
れ
が
な
い
と
、
日
本

に
未
来
は
な
い
と
考
え
る
。
②
男
女
共
同
参
画
の
た
め
のGood Prac-

tice

の
共
有
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
会
合
、
Ｈ
Ｐ
等
で
加
盟
学
会
のGood 

Prac tice
を
順
に
紹
介
し
て
い
く
の
で
、
そ
れ
を
自
分
の
学
会
で
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
と
き
の
参
考
に
、
ツ
ー
ル
と
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。
③
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
：
こ
の
懇
談
会
の
よ
う
に
、
各
学

会
の
大
会
に
出
向
き
、
そ
の
学
会
の
委
員
等
と
会
合
を
も
っ
た
り
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
テ
ー
マ
と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
共
催
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
日
本
哲
学
会
が
昨
年
五
月
に
、
学
会
史
上
は
じ
め
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
そ
れ
に
も
ギ
ー
ス
側
か

ら
参
加
し
た
。
他
の
学
協
会
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

と
い
う
テ
ー
マ
と
ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
女
性
を
増
や
す
こ
と

が
、
学
問
の
質
に
関
わ
る
こ
と
、
そ
し
て
若
手
を
増
や
す
こ
と
が
い
か
に

重
要
か
を
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
④
理
系
の
連
絡
会
と
の
連
携
：
ギ
ー
ス
に
加
盟
し
て
い
る
学
会
に

は
、
文
・
理
と
い
う
点
で
は
中
間
的
な
学
会
が
い
く
つ
も
あ
る
。
科
学
技

術
社
会
論
学
会
、
科
学
基
礎
論
学
会
、
日
本
助
産
学
会
な
ど
で
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
学
会
が
加
盟
し
て
い
る
こ
と
を
ギ
ー
ス
の
強
み
と
し
て
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　

理
系
の
連
絡
会
に
は
す
べ
て
の
分
野
が
入
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
横
の
連
携
を
こ
ち
ら
か
ら
プ
ッ
シ
ュ
す
る
形
で
、
日
本
の
学
協
会
全

体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
考
え
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。
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（
２

）  

「
役
員
」
と
は
維
持
会
員
、
す
な
わ
ち
常
務
理
事
、
理
事
、
監
事
、

評
議
員
を
指
す
。

（
３

）  

本
稿
で
の
「
上
級
職
」
と
は
、
研
究
職
の
以
下
の
よ
う
な
職
に
就

い
て
い
る
会
員
を
指
す
│
│
教
授
、
准
教
授
、
名
誉
教
授
、
特
任
／

特
命
教
授
、
特
任
／
特
命
准
教
授
、
客
員
教
授
、
主
席
／
主
幹
研
究

員
、
学
長
、
所
長
、
館
長
、
副
館
長
な
ど
。

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
分
野
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
顕

れ
で
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
本
デ
ー
タ
の
さ
ら
な
る
分
析
に
加
え
て
、
学
会
誌
へ
の
投
稿

テ
ー
マ
や
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
も
注
目
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
お

よ
び
若
手
支
援
を
推
進
す
る
方
途
を
探
り
た
い
。

【
詳
細
】

全
会
員
に
お
け
る
女
性
会
員
の
割
合　
　

二
〇
・
一
％

役
員
に
お
け
る
女
性
の
割
合　
　
　
　

一
二
・
一
％

上
級
職
に
お
け
る
女
性
の
割
合　
　
　

一
三
・
八
％

全
会
員
に
お
け
る
男
性
会
員
の
割
合　
　

七
九
・
九
％

役
員
に
お
け
る
男
性
の
割
合　
　
　
　

八
七
・
九
％

上
級
職
に
お
け
る
男
性
の
割
合　
　
　

八
六
・
二
％

全
会
員
に
お
け
る
女
性
上
級
職
の
割
合　
　

五
・
二
％

女
性
会
員
に
お
け
る
上
級
職
の
割
合　

二
六
・
三
％

女
性
役
員
の
上
級
職
の
割
合　
　
　
　

八
六
・
七
％

全
会
員
に
お
け
る
男
性
上
級
職
の
割
合　

三
三
・
〇
％

男
性
会
員
に
お
け
る
上
級
職
の
割
合　

四
一
・
三
％

男
性
役
員
の
上
級
職
の
割
合　
　
　
　

九
〇
・
四
％

女
性
会
員
に
お
け
る
女
性
役
員
の
割
合　
　

八
・
〇
％

男
性
会
員
に
お
け
る
男
性
役
員
の
割
合　

二
二
・
五
％

注（
１

）  

男
女
共
同
参
画
若
手
支
援
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
本
調

査
の
た
め
、
二
〇
一
八
年
八
月
時
点
で
の
本
会
員
の
性
別
・
職
名
・

会
員
の
種
別
の
デ
ー
タ
を
使
用
し
た
。
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本
別
冊
は
、
第
七
七
回
学
術
大
会
紀
要
で
あ
る
が
、
掲
載
の
他
に
以
下

の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

パ
ネ
ル

仏
教
・
仏
教
学
と
社
会
貢
献
―
Ｅ
Ｂ
誌
を
め
ぐ
っ
て
―
（
下
田
正
弘
）、

現
代
世
界
に
お
け
る
「
宗
教
性
」
の
変
容
―
研
究
視
点
と
展
望
―
（
長
谷

千
代
子
）

第
一
部
会

「
宗
教
」
概
念
史
研
究
の
現
状
と
課
題
（
髙
山
善
光
）、
宗
教
研
究
に
お
け

る
自
然
主
義
の
可
能
性
に
つ
い
て
（
松
野
智
章
）

第
二
部
会

マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
と
デ
リ
ダ
の
大
学
論
（
橘
田
直
樹
）

第
八
部
会

真
宗
伝
道
と
法
的
諸
問
題
（
奥
田
桂
寛
）

第
九
部
会

清
沢
満
之
に
お
け
る
死
生
観
―
『
保
養
雑
記
』
第
一
篇
を
中
心
に
―
（
西

本
祐
攝
）

第
十
一
部
会

悪
霊
論
―
高
橋
信
次
を
め
ぐ
っ
て
―
（
長
谷
瑞
光
）、
カ
ル
ト
宗
教
と
協

力
聖
職
者
問
題
（
別
府
良
孝
）

第
十
二
部
会

植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
日
本
人
宗
教
者
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
（
金

泰
勲
）

　

北
海
道
地
震
等
の
た
め
に
参
加
が
不
可
能
に
な
っ
た
発
表
者
は
以
下
の

通
り
。
パ
ネ
ル
「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
地
域
と
寺
院
の
あ
り
方
研

究
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
（
櫻
井
義
秀
）、
第
三
部
会　

ロ
シ
ア
・
旧
ソ
連
圏

に
お
け
る
日
本
哲
学
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
（
元
春
智
裕
）、
第
四
部
会　

「
学
問
の
無
前
提
性
」
論
争
に
お
け
る
神
学
と
宗
教
学
（
小
柳
敦
史
）、
シ

ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
ー
の
『
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
』
の
意
図
と
問
題
点
（
安
酸
敏

眞
）、「
歴
史
を
歴
史
に
よ
っ
て
克
服
す
る
」（
塩
濱
健
児
）、
薔
薇
十
字
文

書
の
成
立
と
そ
の
思
想
的
背
景
（
シ
ュ
ル
ー
タ
ー
智
子
）、
ペ
ン
テ
コ
ス

タ
リ
ズ
ム
と
伝
統
宗
教
（
野
口
生
也
）、
第
七
部
会　

近
代
に
お
け
る
神

社
祭
祀
と
宮
中
年
中
行
事
（
竹
内
雅
之
）、
第
十
部
会　

仏
教
儀
礼
論
構

築
へ
の
諸
問
題
（
小
野
真
龍
）、
第
十
一
部
会　

ス
タ
ン
リ
ー
・
ハ
ワ
ー

ワ
ス
と
「
い
の
ち
の
思
想
」（
安
藤
泰
至
）、
医
療
に
お
け
る
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
リ
テ
ィ
と
信
仰
（
半
田
栄
一
）
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Public Symposium
Homo sapiens and Religion
MATSUZAWA Tetsuro, The Evolution of the Mind that Mourns for the Dead:

Behavior of a Mother Chimpanzee towards Her Dead Infant ．．．．．．．．．．．．．．．13
WASHIDA Kiyokazu, Belief, Credit, Trust ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．16
KADOWAKI Ken, Death as a Part of Life ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．19

Research Reports

Panels

Rethinking “the Religious” in Secularized Societies
DATE Kiyonobu, Different Perspectives on the Religious in Contemporary

Societies ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．22
Grace DAVIE, From “Believing without Belonging” to “Vicarious Religion” ．．．．．．．．．23
INOUE Madoka, “Believing without Belonging” and “Vicarious Religion” in

Post-Soviet Russia ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．24
OKAMOTO Ryōsuke, Religion and Tourism in Post-Secular Society ．．．．．．．．．．．．．．．．26
DATE Kiyonobu (Convener and Chair), Summary of Panel Presentations ．．．．．．．．．．27

Advancement of Religious Studies and the Role of Academic Societies and 
Federations: Dialogue with the Science Council of Japan

FUJIWARA Satoko, Problems and Challenges of the JARS:
In Comparison with Academic Associations in Other Fields ．．．．．．．．．．．．．．．．28

SAITŌ Akira, How Does the Field of Indian and Buddhist Studies Address Social
Needs? ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．29

DOI Kenji, Toward the Future of Theology, or Christian Studies in Japan ．．．．．．．．．31
TSUCHIYA Masaaki, The Efficacy of Japanese Studies on Taoism ．．．．．．．．．．．．．．．．．32
INOSE Kumie (Commentator), Comments ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．33
FUJIWARA Satoko (Convener and Chair), Summary of Panel Presentations ．．．．．．．．．34

Social Contributions of Japanese Buddhism and Buddhist Studies in the 21st  
Century

INOUE Takami (Chair), The Eastern Buddhist Society and Otani University ．．．．．．．36
Michael PYE, Learning and Mission, with Special Reference to The Eastern

Buddhist ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．37
John LOBREGLIO, Buddhism and Buddhist Studies in an Ideologically Divided

World ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．38
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MINOWA Kenryō, Liberation from Spiritual Pain:
Buddhists’ Contribution to Society ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．40

SHIMODA Masahiro (Convener), Summary of Panel Presentations ．．．．．．．．．．．．．．．．．41

Perspectives of Izutsu’s “Oriental Philosophy” and Religious Studies
KAWATŌ Masashi, The Zero-point of Consciousness and Jung’s Depth

Psychology ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．42
IWAMOTO Akemi, Izutsu’s “Oriental Philosophy” and D. T. Suzuki ．．．．．．．．．．．．．．．．43
NOMOTO Shin, Two Approaches to Ismā‘īlism:

Izutsu Toshihiko and Henry Corbin ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．44
ICHIKAWA Hiroshi, The Idea of Cosmos and Anti-Cosmos in Modern Jewish

Orthodoxy ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．45
SAWAI Yoshitsugu (Commentator), Comments ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．47
SAWAI Yoshitsugu (Convener and Chair), Summary of Panel Presentations ．．．．．．．．48

Research on Communities and Temples in an Era of a Declining Population
FUJIMOTO Masafumi, Report on Temples in Underpopulated Regions:

Focusing on Kasuga in Ibigawachō ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．49
TOKUDA Tsuyoshi, How Do We Understand the Situation of Buddhist Temples in

Depopulated Areas?: Focusing on Mobility ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．50
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